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シア トル に 着く と 、 な ぜ か 真昼 間 だ っ た 。 天 気 も 
良かっ つた か ら ト リッ プ 感 も 2 倍増 し で ある 。 そ し て ニ 
ュー ヨー ク へ 。 窓 を 覗け ば 、 ロ ッ キ ー 山 脈 、 グ レー ト ・ 
プレ ー ン ズ 、 ミ シシ ッ ピ 、 シ カゴ 、 五 大 湖 、 ア パラ チア 、 
大 西洋 … と ゴキ ゲン の 大 陸 横 断 で ある 。 こ の 、 北 
縛 44 度 の ライ ン は 悪く な い 。 カ ナダ と 合衆国 を 横 
切っ て 、 こ の と て つも な く 大 き な 島 を 二分 し た 。 

アメ リカ は 広い 。 ヨ ー ロ ッ パ の 比 で は な い 。 ア メリ 
カ の 前 で は 、 人 種 ・ 民 族 が モザ イク 状 に ひし めき 合 
う ヨ ー ロ ッ パ の な ん と 狭 苦し いこ と か 。 ア メリ カ 大 陸 
は 、 地 球 の 面積 の けっ こう な 部 分 を 占め て いる の 
だ 。 果 た し て これ が 一 国 な の か 。 そ ん な は ず は な 
い 。 だ か ら 合衆国 と 言う の だ 。 い ろ ん な 国 が 集まっ 
て 一 つの 大 き な 国 に な っ て いた の だ 。 そ し て 、 こ の 
大 き な 国 に は 1960 年 が あっ た だ ろう し 、1970 年 が 
あっ て 80 年 も る 今 も ある 。 

何 を 言う に し て も る 、 ア メリ カ は まず この 大 き さ 、 広 
さ が 根 幹 に な っ て いる 気 が す る 。 日 本 が すべて ち 
つぼ け な 土 地 に 起因 し て 経済 が あり 、 文 化 、 環 境 、 
何もかも に 及ぶ こと の 好 対 照 な 例 が アメ リカ で あ 
る 。 ア メリ カ は 広い 。 そ し て 広い 事 を 活か し て きた の 
が アメ リカ の 文化 だ 。 そ の 点 で 、1970 年 前 後 の 「 大 
きい 事 は いい 事 だ 」 を 鵜呑み に し た 日 本 は 、 ま る で 
足元 を 見 て いな か っ た 。 人 に は 自分 に 見 合っ た サ 
イズ の 靴 が ある の だ 。 ア メリ カ ・ サ イズ の 靴 を は こ 
うと し て 公害 を 生み 出し 、 オ イル ・ シ ョ ッ ク に 狂乱 し 
て いた 日 本 は 、 戦 後 ベ クト ル で し か な い 。 敗 戦 し て 
米兵 に チョ コレ ー ト を も ら う 日 本 人 像 の 変形 し た も 
の に 過ぎ な い 。 た くさ ん の ウミ を 出し て 1970 年 代 
は 終わ っ た よう に 思う 。 音 楽に し て も そう だ 。「 日 本 
語 は ロッ ク に 合う か 合わ な いか 」 と いう 1970 年 の 
論 事 は 、 そ の 最たる 例 だ ろう 。 合 うわ けが な い 。 
な ぜ な ら 、 ロ ッ ク は アメ リカ や イギリス な ど ア ング ロ ・ 
サク ソン 系 白人 が 、 自 分 知 に ちょ うど いい サイ ズ の 
リズ ム や メロ ディ と し て ナチ ュ ラ ル に 生み 出し て きた 
も の な の だ か ら 。 言 っ て みれ ば 、 ロ ッ ク は 、 ア メリ カ 
や イギリス と いう 地域 文化 の 音楽 言語 に 過ぎ な 
い 。 で も 、 こ う も 堂々 と 言え る に は 、1990 年 代 の 中 
盤 だ か ら 。 ア メリ カ の 強 さ の 象徴 だ っ た アポ ロ 計 画 
や 東西 関係 が 過ぎ た あと だ か ら だ 。 広 い ア メリ カ と 
いう バッ クボ ー ン を 持っ た 強い アメ リカ の 経済 が 
弱まっ た 今 だ か ら 、 初 め て 客観 的 に 見 れる こと の 
よう な 気 も する の だ 。 そ の と お り 、 音 楽 も 経済 と い 


う 大 き な 基 盤 の 上 で 踊る 。 こ れ ま で 日 本 は 音楽 の 
みな ら ず よく アメ リカ に つき 合っ て きた 。 ア メリ カ 型 
の 「 大 き な 事 は いい 事 だ 」 の フロ ンティア 精神 の 変 
形 キ ャ ッ チ ・ コ ピー を 信仰 する 向き は 今 も 健在 だ 
が 、 一 方 で 1980 年 代 を 過ぎ た 今 、 こ れ が 穴 だ ら け 
で ある こと も よく 見 える 。 そ れ は 、「 平 和 」 を 唱え る 
国 が 夜空 を 焦がさ ん ば か り に 砲撃 する あの テレ 
ビ 映 像 が 流れ た 時 を 最大 の 機 に し て 確認 され て 
し まっ た 。 矛 盾 が 暴露 し た 時 、 ウ ッ ド スト ッ ク と ベト ナ 
ム 戦 争 と の 関係 が クロ ー ズ ・ ア ッ プ され 、 そ こ に ア 
メリ カ が 浮か び 上 が っ た よう に も 思う 。 

今さら アメ リカ の 国民 性 を 音楽 に 還元 し て フレ ン 
ドリ ー だ と か 脳天 気 だ と 言う に は 、 無 理 が ある 。 も う 
一 度 、 原 点 に 立ち 返っ つて 、 ア メリ カ の 広 さ に 注目 す 
れ ば 、 音 楽 も 様々 な 形 が 密集 し て いる と 見 た 方 が 
確か だ ろう 。 合 衆 国 の 名 の と お り 、 音 楽 も 多彩 な 
は ず だ 。 そ の 縮図 は ニュ ー ヨ ー ク に ある 。 混 在 する 
と いう 点 で は 、 と て つも な く ス ケー ル が 大 きい 。 こ 
の 器 の 中 で それ ぞ れ の 民族 は それ ぞ れ の 音楽 
言語 を 話し て 独立 し て いる 。 そ の 集合 体 が ニュ ー ヨ 
ー ク な の で あっ て 、 多 彩色 な の が ニュ ー ヨ ー ク だ 。 
都市 性 と いう も の で ある こと を 、 ま ざま さと 見 せつ 
ける 。 文 化 の 牛 抗 は 緊張 感 を は らむ 反面 、 共 存 す 
る た め の ア バウ ト な 感覚 を 持ち 合わ せる こと を どこ 
より も 感じ させ る の が 、 ニ ュー ヨー ク だ 。 そ れ は 知恵 
と も 免疫 と も 言え て 、 も る し か する と 異 文化 間 の 出 会 
い が 新 鮮 な 音楽 を 生み 出す と いう の ふ や 、 共 存 の た 
め の 必 要 不 可 欠 な 排 洪 行 為 と その 結果 な の か も 
し れ な い 。 だ か らい つも アグ レッ ショ ン は 都市 に あ 
る 。 一 色 の 文化 な ら ー つ の 言語 で わか りあ えて し 
まう か ら 他 文化 の 他 者 を 思い や る 必要 性 な ど 、 鼻 
か ら な い 。 多 分 、 ア メリ カ は 共存 を 探っ て その 中 か 
ら た くさ ん の 新しい 音楽 を 生み 落と し て きた に 違 
いな い 。 

ここ で 多彩 な アメ リカ の 音楽 を 一 まとめ に する 
に は 、 あ まり に も 荷 が 重い か ら 、 二 つ 三 つ の 関心 に 
絞っ て アメ リカ の 幾つ か を 引き 抜い て みた いと 思 
う 。 そ れ で や も この 分 量 と すり 落ち る 数 の 多 さ だ 。 こ 
れ ま で の イタ リア や ドイ ツ 、 フ ラン ス と は 勝手 が 違う 
こと も 白状 し て お いた ほう が いい か や も しれ な い 。 少 
し で も ゃ 一 般 的 な アメ リカ 像 に プラ スゥ < が 出れ ば と 思 
い 多 く の 方 々 に 御 協力 を いた だ きま し た 。 

(松本 昌幸 ) 
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THE MOTHERS OF INVENTION 
Why Don't You Dome Right/Big Leg Emma 
(Nor.)Verve VK 58303 
の ② ひ THE MOTHERS OF INVENTION 
My Guitar/Dog Breath 
(Fra.)Vogue RV. 20221 
THE MOTHERS OF INVENTION 
My Guitar/Dog Breath 
(Ger.)Reprise RA 0840 
の ① ひ THE MOTHERS OF INVENTION 
Happy Together/Tears Began To Fall 
(Fra.)Reprise 14120 
⑨FRANK ZAPPA 
AND THE MOTHERS OF INVENTION 
Tears Began To Fall/Junier Mintz Boogie 
(lta.)Bizarre K 14100 
FRANK ZAPPA 
Dadd,Daddy,Daddy/Magic Fingers 
(lta.)UA UA 35344 
の FRANK ZAPPA 
What Will This Evening Bring Me This Morning 
Daddy. Daddy, Daddy 
(Fra.)UA UP 35.319 
THE MOTHERS 
Eat That Question/Cletus Awreetus-Awrightus 
(lta.)Bizarre k 14228 
FRANK ZAPPA 
Cosmik Debris/Uncle Remus 
(Por.)WB N.S. 63-75 
⑩FRANK ZAPPA AND 
THE MOTHERS OF INVENTION 
Du Bist Mein Sofa/Stink-Foot 
(Ger.)Discreet DIS 19205 
⑩FRANK ZAPPA 
Dancin' Fool/Baby Snakes 
(Hol.)CBS 7261 
DFRANK ZAPPA 
Joe's Garage/Catholic Girls 
(Hol.)CBS 7950 
FRANK ZAPPA 
Bobby Brown/Baby Snakes 
(Ger.)CBS 8216 
FRANK ZAPPA 
Bobby Brown/Baby Snakes 
(Hol.)CBS 7485 
FRANK ZAPPA 
1Dont Wanna Get Drafted 
/! Dont Wanna Get Drafted 
(U.S.)Zappa ZRP-21-AS 
⑯FRANIK ZAPPA 
1Dont Wanna Get Drafted 
/1 Don't Wanna Get Drafted 
(UK.)CBS 8652 


ゆ FRANK ZAPPA 
You Are What You ls/Harder Than Your Husband 
(Hol.)CBS 88560 
DFRANK ZAPPA 
You Are What You ls/Pink Napkins 
(Hol.)CBS A-1622 
FRANK ZAPPA 
Love Of My Life/For The Young Sophisticate 
(Hol.)CBS CBSA 1241 
⑳FRANK ZAPPA 
Frank&Moon Zappa/Valley Girl 
(U.S.)Barking Pumpkin WS9-02972 
⑳ ゆ FRANK ZAPPA 
Cocaine Decisions/Sex 
(Sp.)CBS A-3400 
FRANK ZAPPA 
Baby Take Your Teeth Out/Stevie's Spanking 
(UK.)EMI 5499 
@⑯FRANK ZAPPA/IAN UNDERWOOD 
Whips lt Out 
(Pol.) 記 on .L60 2131 
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リク イザ リー ドブ ド ヴ ェ ンチ ャ ー ズ 


MAR 98155 、Y2.500( 税 導 価 格 ) 。 解 対訳 付 


1. ワ ー ル ド ・ オ ヴ ・ ア ドウ ヴェ ンチ ャ ー ズ 2. アト ミッ ク ・ プ リン ス / カ レイ ドス コー プ 3. ゴー・ ウ ェ ス ト ・ ユ ダ 
4. 行 き 先 の な い 列車 5. オ プリ ヴィ オン ・ ロ ー ド 6. 英雄 の テー マ 7. テ ンプ ブル ・ オ ヴ ・ ザ ・ ス ネイ クス 
8. マ イ ・ コ ズミ ッ ク ・ ラ ヴァ ー 9. ザ ・ ワ ンダ ー・ ホ イー ル 10. ピ ッ グ ・ パ ズル 
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AR 95150 \ 2.500( 税 拓 価 李 ) 角 上 対訳 人 ] BELLE g5t31 Ya 0( ( 披 価 格 ) 衣装 
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昆 昌 師 愛 


MAR 95174 半 2.500( 科技 価格 ) 解析 


MAR 9518o 2 800( 税 拓 価 格 ) 解 癌 / 対 訳 人 


1. ザ ライ ト 1 了 有 選 こ ム 1 ワシ マン 由 . ガ ー デン ピー ブル IV. 
. ザ ・ マ ン か 





| 
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ナイ ト IV、FU/ ア イム ・ ソ ー リ ー V. ザ ・ ウ ォ ー タ ー (リヴ ィ ジ テッ ド ) VL. ラ 

ン ニ ング ・ ザ ・ レ ー ス YlL. リー チ ・ フ ォ ー・ ザ ・ ス カイ 4. オ ン ・ ジ ・ エ ッ ジ 
] 
] 
] 
1 





証人 に 人 坦 し た シン フォ ーッ グ ・ ロッ ク ・ ・ グ ループ の 中 で ち 最 大 級 の 大 物 と り 」 潤 且 を 業 め る 沙 碗 か ら 、 又 、 新 し リグ ルー プ が デビ ピュ ウ / テク ニ 
る アメ リカ の グ クルーズ 湧き 訪 る メロ デ /、 刺 績 の アレ ンジ そし て 倍 天花 な プ | カル で 変 久 月 座 な チェ ン パ リー・ ロ ッ ク 集 万 カル ティ ヴェ イタ ー 有 的 な 


ん ご れ が 全く の 新人 だ か ら 六 く 。 全 て の シン フォ ・ フ ァ ン に 燈 ぐ グ 次 度 に 加 そ て ア ネ ク ド テン の よう な 旋 誠 奏 を も 加奈 し た 蒼 飲 作 。 
BELLE ANTEQOUE TEL. 03(3954)4896 FAX. O3(3954)9563 
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カリ レッ ゲイ うら 
マル メロ の 陽光 


MAR 95159 \2.500( 税 抜 価格 ) 解説 付 


7992 存 、 カ ン 叉 在 大 区 で 砂 評 家 洲 を 受賞 し 、 万 夫 で も た 太 さ れ た 、 
協 プ 、 ヴ ウィ ク 人 ん ル ・ エ テグ ぢ (7/ ミ ツリ チ の ささ や やき, 炒り の 局 省 の 大 
の サウ ン が だ 人 ラッ ク 奉 衣 。 ア コー ステ ィ ッ ク 居 辻 で の 成す セン シテ 
ィ ヴ な 空 周 。 
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きい は て の 地 エ ゼ キ エ ル | カナ ベ ギ アク | 1 イス ガイ スー アウ ツ ・ ガ ウ ア 
MAR 95180 訪 95 AR 95162 MAR 95163 M MAf 95165 MA 8816 谷 MAR 9%167 
\ 2.200( 拉 価格) 角度 付 。 \2.200( 和 人) 角 和 付  \2.200( 要 人) 名 付 。 \2.200( 税 人格) 記 付 2.200( 和 人 和 ) 角 説 付 。 \ 2.200( 要 人 ) 角 謗 付 。 V2.200( 失 人) 衣服 付 Y 2.8001 科 信朗 






か ラッ ド ど ジャ ズ ・ ロ ナ ザ ー ヴ 放 属 太 が 光 訂 し し) イメ ー ジ の 婦 女 休 ヴ ォ ー カ ルナ メロ ディ アス な サウ ン ギター、 フ ルー 人 生 を スク の 人 ラッ ド を アマ イア スピ リア が 益 
ッ グ 系 の 夏 菓 を プレ る プロ リグ レッ シ ヴ サー カン に: 力 /(A。 プロ グレ ッ シ ヴ ・ 人 を 育 す る グル ー ズ 巧み に 乱 且 し た 交 款 ネ に ブロ グレ ッ シ ヴ な し て た 人 ラッ パドック 
ンド し た 意 金 た 。 ウン ド 。 ラッ が 。 の 店 炎 を 形成 。 . アレ ンジ を 加え た 施 軌 。 ルー ス 


BELLE ANTIQOUE TEL. O3(3954)4896 FAX. O3(3954)9563 
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BELLE 95171 \ 2.910( 税 挟 価 格 ) 
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MAR 95182 \2.800 ( 税 拓 ) 


解説 / 対 訳 付 


[時 絢 洒 _ 


MAR 95176 \2.500 ( 税 抜 ) 


解説 付 


MAR 95188 \3.200( 税 抜 ) 


解説 付 


MAR 95182 \2.800( 税 抜 ) 


解説 / 対 訳 付 
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解説 付 
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RARE MEMORABILIA! 





ジア ム ・ シ ョ ッ プ に は 、 
湊 の 各種 貴重 グッ ズ が 揃っ て いま す 。 


T-SHIRTS (Rock Express 製 、Brockum 製 他 オフ ィ シ ャ ル 物 ) 
BLACK SABBATH〆AMETALLICA プ LED ZEPPELIN プ DEEP PURPLE ン 
GRATEFUL DEAD(TIE DYE 物 ) プ PINK FLOYD((ATOM HEART 

AOTHER' 他 )KING CRIMASON (COURT^ LARKS^、 "STARLESS'、 
RED' な ど 全 4 種 )JIMI HENDRIX プ VELVET UNDERGROUND 
CO3 上 Mc)0(0o2 





BOOKS 

THE ILLUSTRATED COLLECTOR'S GUIDE TO 
ED ZEPPELIN (CD EDITION) \2,200 

FRANK ZAPPA: A VISUAL DOCUMENTARY \3.000 
FRANK ZAPPA IN HIS OWN WORDS \2,500 
DIE WELT DES TAROT 

(ドイ ツ 語 版 「 タ ロッ ト の 世界 」) \5,250 

マー キー 別冊 ロッ ク 集 成 各種 常備 

STICKER & TAG 

KING CRIMSON ('DISCIPLINE、LARKS'、 
GUITAR CRAFT' な ど 全 3 種 ) 各 \500 

DEEP PURPLE (ツア ー 用 タッ グ 1 種 ) \950 


CD 

TAROT (2CD 十 BOOKLET 十 TAROT CARD) \5.950 
HAWKWIND : 25 YEARS ON (4CD 十 BOOKLET) \6,500 
WARRIOR ON THE EDGE OF TIME (1CD 十 BOOK) \2.800 
QUARK : STRANGENESS & CHARM (1CD 十 BOOK) \2.800 
アモ ン ・ デ ュー ル : サイ ケ デ リッ ク ・ 

アン ダー グラ ウン ド プ エク スペ リ メ ン テ 

選 め の ター の (ボク クン) 

宇宙 の 祭典 ライ ヴ な ど 、 キャプテン ・ ト リッ プ ・ 
レコ ー ズ 物 も 扱っ て いま す 。 \2.500 一 

この ほか 仏 SPALAX LABEL の 主要 作品 の 

CD ( 各 \1.980) が 揃っ て いま す 。 


AAYSTERY GOODS 

DAY DREAMER (手軽 に サイ ケ デ リッ ク 感 覚 が 味わえ る 
画 期 的 な メデ ィ テ ーション ・ ツ ー ル ) \2.980 

謎 の 円 盤 YDAZER* (3D メ ディ テー ショ ン ・ ツ ー ル ) \500 

PSYCHEDELIC TAPESTRY \2.200 

GRATEFUL DEAD CARD (トラ ンプ 1 種 ) \1,.200 

LED ZEPPELIN PRESENCE' OBJET (最新 レプ リカ ) \5.000 


東京 タワ ー 
里 人 形 龍 
WAX AUSEUA 
東京 タワ ー・ ビ ル 3F TEL.03-3436-6661( 代 ) 


年 中 無休 OPEN 10:00AM7:00PM 
(イベ ント に より 延長 あり ) 





WAXWANIAI 


上 PRESENTED BY TOKYO WAX MUSEUM 


Frank Zqppq, Rifchie Blackmore, Robert Fripp, Peter Gabriel, Jimi Hendrix, Jinmy Page… 


"FROM UNDERGROUND TO OVERGROUND" 


lan Anderson (Jethro Tull), Keith Emerson (E.L.&P.), 
Tony lommi (Black Saqbbath), Jaqmes Hetfield (Metqllica 
96 ニ ュー・ ラ イン ナッ プ つ い に 登 場 。 ロッ ク の 歴史 を 華 豚 に 彩る 重鎮 4 人 が 今 、 高 ら か に 喘 呼 する ! 


' ゆ 6 SPECIAL LINEUP COMING SOON! 


"ELEKTRONISCHE MEDITATION" 


ani Neumeier (Guru Guru), Aanuel GSttsching (Ash Ra Tempell, Klaus Schulze ! 
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U.. ポ ピュ ラー・- 三 ュー ジッ ク 


文 @ 松 本 昌幸 

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































還 還 還 還 還 本 U.S.POPULAR MUSIC 








ポピュラー・ 三 ュー ジッ ク の 発祥 地 ・ 輪 出国 

ボ ポピュラー と 言う か ら に は 誰 も が 知っ て いる 、 そ ん な 盤 が アメ リカ に は 死ぬ ほど ある 。 そ れ ば か 
り で は な い 。 キ ャ ラ の 立つ ミュ ー ジ シャ ン も ひし めき 合っ て 、 ア メリ カ こ そ ポ ビュ ラー・ ミ ュー ジッ ク の 
宝庫 で ある 。 時 代 の 顔 ど ころ か 月 刊 で 顔 。 こ れ だ 。 毎 月 の 顔 。 ス ラッ シュ の 顔 。 グ ラン ジ の 顔 。 
ニュ ー エ イジ の 顔 。 ラ ッ プ の 顔 。 な ん で も 顔 。 そ う 言 えば 、 ア メリ カ の 盤 は レコ ー ド 時 代 か ら ジャ ケ 
に 顔 を も っ つて くる 。 デ ー ン と 。 カ ン や サム ラ の 世界 で は あり えな いこ と だ 。 ヒ ョ ー。 

ポッ プ っ て いう の は 、 ア ン デ ィ ・ ウ ォ ー ホ ー ル が マリ リン ・ モ ン ロ ー の 写真 を コビー し まく っ た 事 だ 。 
大 量 生産 っ て いう の は 必ず ボッ プ で ある 。 デ ィ テ ー ル を 除い て いっ て 第 一 印象 を 補強 する 事 。 
つま り 簡 単に 言う と 、「 わ か りや すく 」 す る 事 だ 。 こ れ が ポッ フ プ 。 最大 公約 数 の っ の て や つ だ 。 だ か ら た 
くさ ん の 人 に 「 わ か る 」。「 わ か る 」 っ て 、 い つか ら 音 楽 は 説明 事 に な っ た の か 、 て な わけ だ が 、 ア 
ング ロ ・ サ クソ ン 系 は 、 こ の 面 で お そろ し く 優 れ て いる 。 

で も 、 こ う も 言え る だ ろう 。 そ れ は 、「 わ か りや すい 」 バ ター ン を 布教 し た か ら だ 。 経 済 的 な 広 が 
り に 、 あ る い は 英語 の 広がり に 、 あ る い は キリ スト 教 の 広がり に 、 相 乗り じ し て アメ リカ の 音楽 は 世界 
に 広がっ て いる 。 女 性 形 と 男性 形 が あり 、 そ れ に 従っ て 形容 詞 が 変化 する ヨー ロッ パ 語 で は 複雑 
な の だ 。 英 語 は シン ブル だ 。 ほ ば ぼ 日 本 語 の 対極 に ある 。 あ の ディ テー ル の 欠落 。 シ ンプ ブル な 英語 
は コビー の 気軽 さと ジャ ケ の 顔 に つなが る 。 こ ん な に 「 わ か りや すい 」 ア メリ カ の 音楽 は アッ と いう 
間 に 広がり 、 ポ ビュ ラー 然 と な っ た 。 


移民 の 歌 

合衆国 と 言う か ら に は た くさ ん の 人 が いる 。 人 口 2 億 以上 の 市 場 は イギリス や 日 本 を 軽く 上 回 
る 。UK チ ャ ー ト USA チ ャ ー ト の 根本 的 な 違い は ここ に あっ て 、 即 刻 、 経 済 に 結び つく バッ ク ・ ボ 
ー ン が 国 の 中 に ある 。 と う も ろ こ し と 小 雲 の スト ッ ク が ミシシッピ 川 右岸 の 大 平原 に ある ここ と 同じ 
だ 。 と ころ で この た くさ ん の 人 た ち は 、 俗 に 人 種 の 増 更 と 云わ れる 。 い ろ ん な 人 が いろ ん な 地域 
か ら 来 て いる か ら 、 い ろ ん な 音楽 も や っ て くる 。 ア メリ カ の 音楽 は 二 重 、 三 重 の モザ イク 模様 に な 
っ て お り 、 そ の 根源 は ジャ ズ 、 ブ ルー ス 、 ゴ スペ ル 、 ト ラッ ド 、 カ ント リー あたり に ある 。 こ れ が 複合 し 
て 、 つ まり +-X 王 等 で ロッ クン ・ ロ ー ル と か 、 な ん で も 、 あ り 。 
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反 ヨ ー ロ ッ パ 主義 

ケー ジ 、 ラ イリ ー 、 そ の 人 他 大 勢 。 ヨ ー ロ ッ パ で 起こ っ た タダ の 動き を 下っ て ボイス 等 大 勢 。1900 
年 代 の 前 半 か ら 反 伝統 の 流れ は アメ リカ に 限ら ず あ っ た と し て も 、 ヨ ー ロ ッ パ に 牛 抗 する アメ リカ 
と いう 位置 づけ が あっ た の か も し れ な い 。 ア メリ カ の アヴァ ン ギ ャ ルド が 成果 を 見 せ た の は 、 お 金 
と 結び つく こと で 伝統 を 打ち 崩し た '60 年 代 だ っ た と 思う 。 ウ ォ ー ホ ー ル の よう な "くだ ら な い 事 」 
が 大 き な 意味 を 持っ て し まう の は 、 大 きく は こう し た 図式 の 中 に ある 事 だ か ら だ ろう 。 ザ ッ パ は 、 
ここ に いて 、 実 は サイ ケ デ リッ ク に は あま り い な い 。 ア メリ カ の アー ト は 批評 の 上 に 成り 立っ つて こそ 
意味 を 持っ て 、 だ か ら こ そ 伝 統 「 ゲ イジ ュ ツ 」 の 枠組 み を 最初 か ら 持 つて いな か っ た よう に 思う 。 
それ は 路上 か ら 出 て 来 た 。 日 常に 即応 する 一 種 の 手段 と し て ある こと が 多い 。 そ し て これ も 世界 
に 広がっ た 。 伝統 が な いと いう バッ クボ ー ン ゆえ に アヴァ ン ギ ャ ルド な 牛 抗 の 仕方 を し た アメ リカ 
は 、 今 、 そ の 手法 自体 が アメ リカ 固有 の アー ト 言 語 に も な っ て いる 。 そ れ す ら が 既に 古典 と し て 史 
実 づ けさ れ て いる よう に 思う の だ 。 


ビッ ピー/ 反 戦 

*60 年 代 の アメ リカ は '50 年 代 か ら 引き 続き 社会 問題 が 吹き 出し て いる が 、 そ れ は この 時 期 、 
アメ リカ が 急 成長 し て いた か ら か も し れ な い 。 エ ネル ギー は 外 へ 外 へ と 出 て 行き 、 月 へ も ベト ナム 
へ も る 出 て 行く 。 と に か く 過 剰 な 程 の パワー だ 。 ヒ ッ ピ ー は ここ か ら 逃 げ て いこ うと する 動き だ っ た 
と も 映る 。 月 に 行く エネ ルギー を 精神 へ 、 外 で は な く 内 へ 。 そ の 時 、「 未 知 」 と いう キー ワー ド は 、 
東洋 を 神格 化し た か も し れ な い 。 古 く は 、“ 日 い ず る 国 、 黄 金 の 島 "( だ っ け ? ) と か パリ に お ける 
ジャ ボ ポニ ズム 、 黒 英 と か 、 い いろ いろ ある 。 こ うし た 傾向 は '60 年 代 中 頃 ま で 合法 だ っ た ドラ ッ グ の 一 
般 家 庭 へ の 普及 や 、 そ の 後 の 本 格 的 な ベト ナム 戦争 へ の 介入 に よる 徴兵 な ど 、 外 と 内 と の ダイ 
ナミ ッ ク な 揺り 動か し が あっ て 学生 運動 等 の 大 き な 意味 で の アジ テー ショ ン に つなが っ た こと だ 
ろう 。 ウ ッ ド スト ッ ク は こう し た 流れ の 中 の エボ ッ ク だ っ た ろう し 、 そ こ に は ジャ ニス ・ ジ ョ ッ プ リン や 
ジミ ・ ヘ ン 、 ジ ム ・ モ リ ソ ン 等 の ヒー ロー、 ヒ ロイ ン が いた 。 そ し て 彼ら の 相次ぐ 死去 は 、『 イ ー ジ ー・ 
ライ ダー」 や 「 バ ニシ ング ・ ボ イン ト 」 や 数 々 の ニュ ー・ シ ネ マ に 通じ た だ ろう し 、「 俺 た ち に 明日 は 
な い 」 が 予言 し た アメ リカ の 若者 像 を 今 、 切 な く 回 想 さ せる だ ろう 。 
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踊る アメ リカ 、 ヒ ビッ ト ・ チ ャ ー ト に MT 

プラ ッ ク ・ ア メリ カン の 持つ リズ ム 感 は 、 や っ ぱり 人 種 的 な も る の で 、 そ りゃ 同じ 黒人 で も リズ ム の 
悪い 人 は 悪い 。 が 、 そ ん な 話 で は な い 。 黒 人 を オリ ン ピ ッ ク 水 泳 チ ー ム に 入れ な い ア 了 アメ リカ の 根 
深 さ は 到底 想像 が つか な い 。 で も 770 年代 に 「 サ タデ イ ・ ナ イト ・ フ ィ ー バ ー」 で ディ スコ 渦 に な る 以 
前 か ら ジ ェ ー ム ス ・ ブ ラウ ン は 活躍 し て た し 、 ス ライ な ん て プロ グレ ッ シ ヴ な こと を 演 る 人 も いた 。 
まず 、 ビ ー ト 。 グル ー ヴ 。 ア メリ カ の 「 わ か りや すさ 」 は 、 こ こ に ある 。 こ こ に 黒人 、 ヒ スパ ニッ ク 等 の 
有色 人 種 た ち が 持 ち 込ん だ も の は 大 きい 。 極 端 な こと を 言っ て し まえ ば 、 ア イル ラン ド か ら 移 住 し 
た 子孫 た ち は 、 彼 ら 有 色 人 種 た ち が 持っ つて いた も の を リア レン ジ し て 輸出 し た の か も し れ な いわ 
け だ 。 

こう し た 雑種 の 音楽 が いっ ぱい 詰まっ た アメ リカ を 「 わ か りや すく 」 す る 方 式 は 、1960 年 代 を 通 
し て 爆発 的 な ? 確立 を 見 る 。 ヒ ッ ト チ ャ ー ト だ 。 こ れ だ 、 ア メリ カ 、 ヒ ッ ト ・ チ ャ ー ト 。 ア メリ カ が 世界 に 誇 
る 、 最 強 の 音楽 教育 機構 で ある 。 音 楽 の 梅毒 と も 云わ れる この シス テム は 、 し か し 影響 力 の 面 で 
今 も 揺るぎない 。1970 年 代 に 入っ て 、 音 楽 は 商品 ミュ ー ジ シャ ン は エン ター テイ メン ト に 突入 し た 
わけ だ が 、 こ れ ぞ 了 アメ リカ が 生ん だ 、 経 済 、 キ リス ト 教 、 英 語 に と っ て か わる も の だ 。 決 定 的 だ っ た 
の は 、1970 年 代 後半 に 普及 し た MTV だ ろう 。 耳 と 目 の 決 定 的 な 影響 力 の 違い 。 こ の 時 点 で 、 
は や 音楽 の 性 格 は 書き か えら れ た に 等 し か っ た 。 大 資本 の オー バー グラ ウン ド ・ ネ ッ ト も アッ と い 
う 間 に 世界 に 広がり 、 ヒ ッ ト チ ャ ー ト は 今や 大 統領 より も 人 気 が あ る 。 (J.F.K. の 頃 、 キ ュー バ 危 
機 の 頃 は そう じゃ な か っ た ん だ よね ? ) 


アン ダー グラ ウン ド ・ ネ ッ ト 

MTV で 決定 的 に な っ た ヒッ トチ ャ ー ト は 、 言 っ て みれ ば 象牙 の 塔 で も ある 。 だ か ら 、 お も し ろ 
く な い リ スナ ー が 出 て き て 全然 お か し く な い 。 70 年代 の 終わ りか ら '80 年 代 に 入っ て イン ディ ベ 
ン デ ント な 動き は 、 未 だ 潜在 的 だ っ た アメ リカ も 、"80 年 代 中 頃 に は ソニ ッ ク ・ ユ ー ス の メジ ャ ー 契 
約 を 一 つの 擁 に 表面 化す る 。 し か し 、 よ く 見 れ ば 、 ス ラッ シュ や ジャ ンク と 呼ば れ た 動き は '80 年 
代 に 入っ て 蓄積 され て いた 節 は あっ て 、 更 に 畿 つ も の ミュ ー ジ シャ ン ・ ネ ッ ト が 出来 つつ あっ た 
と も 思え る 。 こ うし た 動き は 、 そ れ ま で の 大 資本 / メ ジャ ー が 築き あげ た 音楽 産業 シス テム と 構造 
に 対し て 注意 深い 。 テ クノ に し て も 多分 同じ だ ろう 。 今 、 ふ り 返 つて みれ ば 、'80 年 代 の 10 年 間 に 、 
そう し た ミュ ー ジ シャ ン 主 義 、 音 楽 主義 の 作り 手 を 蓄積 さす た の は 、MTV を 旗印 に し た '70 年 代 
型 音楽 産業 だ っ た の か も し れ な い 。 ま た 、 売 れる も る の の バタ ー ン 化 に 飽き た 作り 手 、 受 け 手 の 
爾 要 と 供給 が 、 い ろ ん な 所 で 循環 し て サ イク ル を 造っ て いた と いう こと で も ある か も し れ な い 。 ど ち 
ら に し て も 、'80 年 代 か ら "90 年 代 に か け て 、 ア メリ カ の 音楽 の キャ パ が 再び 広がっ た こと だ け は 確 
が だ 

ここ に は 大 き な 起 因 材 料 が あり そう だ 。 そ れ は MTV に 同じ く 情 報 網 な の だ 。 広 い ア メリ カ で コ 
ンピュータ ・ ネ ッ ト は 今 有 効 だ 。 そ れ は MTV の よう な 一 方 向 で は な く 、 ま た 電話 より も 用 途 が 広 
く 、 し か る 何より 個人 単位 の ネッ ト な の だ か ら な お さら だ ろう 。 こ の ネッ ト 上 を 音楽 や それ に 関す る 
情報 が 流れ る の だ か ら 、 イ ン デ ィ ベ ン デ ント な 動き は 、 物 の 見 事 に これ に 同調 する 。 し か も ミュ ー 
ジ シ ャ ン 単 位 、 リ スナ ー 個 人 単位 で アメ リカ を 出 て 行く こと も 可能 な の だ か ら 、 こ こ に 何ら か の 可 
能 性 が な いわ けが な い 。MTV と いう アメ リカ の 広報 塔 は 、 あ まり に も 高く そびえ て いて 、 そ こ で 
は も う 音 楽 が 商品 で し か な いこ と を 、 作 る 側 ほ ど よ く 知 っ て いる 時 代 に 入っ て いる と いう こと だ ろ 
う 。 果 た し て MTV は 広大 な アメ リカ の いろ ん な 人 た ち が 各 々 に つく る 無数 の 音楽 を 吸い 上 げ る 
だ け の キャ バ と 懐 の 深 さ を 持っ て いる の だ ろう か ? MTV の 前 に は 「 メ ジャ ー」 漬 け に され た 最 
大 公約 数 を 絶対 と 信じ る た くさ ん の 人 た ち が 待 つっ て いる と いう の に 。 

そう 思え ば 、 や は り ア メリ カン ・ ド リー ム は 過去 の 夢 の よ うな 気 が する 。 大 枠 で の 数 の 論理 は 続 
く と し て る や 小 枠 で の それ は 崩れ つつ ある 。 ア メリ カ 音 楽 の 足元 は 揺らい で いて 、 そ れ は 何 か 、 強 大 
な アメ リカ の 弱体 化 を 連想 させ た り も する 。 多 民族 で ある アメ リカ の バッ クボ ー ン は そう いう 今 だ か 
ら こ そ 逆 の 意味 で チャ ンス が ある よう に も 思う の だ が 。 一 つが すたっ た と し て も 、 も うぅ 一 つが 盛り 返 
す だ け の 選択 肢 を も と も と 内 包 し て いる アメ リカ だ か ら だ 。 

と に か く 、 ア メリ カ の 音楽 層 の 厚 さ は 、 す さま じい 。 ど こま で 掘り 進ん で いっ て も 何 か の 音楽 が 
鳴っ て いる と いう 印象 だ 。 ヒ ッ ト チ ャ ー ト の 強大 な イメ ー ジ は 確か に 大 きい けれ ど 、 死 ぬ ほ ど あ る 
有名 盤 の 堆積 層 を は が し て いけ ば 、 ど れ く らい アメ リカ と いう 国 の 音楽 埋蔵 量 が 豊か で ある か 、 
ほとん ど そ れ は 底 知れ な い 。 そ れ は 音楽 ビジ ネス を リー ド す る 国 が 実は 一 番 ビ ジネス っ ぽく な い 
部 分 を 抱え て いる スケ ー ル な の だ 。 
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文 @ 津 田 幸 一 


伝説 の ウッ ドス トッ ク ・ フ ェ ス ティ ヴァ ル と 前 後 し て 、 ア メリ カ 
ン ・ ロ ッ ク の シー ン に 続々 と 革新 的 な グル ー プ 達 が 登場 す 
る 。 新 し い 時 代 の 到来 だ 。 そ れ ら は 「 ア ー ト ・ ロ ッ ク 」 あ る い は 
「 ニ ュー・ ロ ッ ク 」 等 と 当時 呼ば れ て いた 。 そ う 呼 ば れ た の は 、 
サン タナ 、 ヴ ァ ニ ラ ・ フ ァ ッ ジ 、 ア イア ン ・ バ パタ フラ イ 、 マ ウン テン 
や 、 そ れ と ブラス ・ ロ ッ ク と も 呼ば れ た シカ ゴ 、 ブ ラッ ド ・ ス ウェ 
ッ ト ・ ア ンド ・ テ ィ ア ー ズ 等 。 一 見 バラ バラ だ が 、 細 か く 分 析 
(余計 な お 世話 だ な ) す る と 見 えて くる 線 が 有る 。 そ れ は 他 種 
の 音楽 の 方 法論 や スタ イル を 、 そ れ ま で の ロッ ク ・ ミ ュー ジッ 
ク と 融合 させ よう と 試み て いる 点 。 サ ンタ ナ は ラテ ン 音 楽 、 マ 
ウン テン は バッ ハ の 対位法 、 プ ラス ・ ロ ッ ク は ジャ ズ 等 と いう 
具合 。 ヒ ッ ピ ー・ ム ー ヴ メン ト や ドラ ッ グ ・ カ ルチャ ー が 生ん だ 
サイ ケ デ リッ ク ・ ロ ッ ク 、 あ る い は 都市 部 の アン ダー グラ ウン 
ド ・ シ ー ン 、 そ うい う も の の 基盤 に 立っ た 上 で 、 自 分 達 の 土壌 
に ある ネイ ティ ヴ な 音楽 へ の 再帰 を 試み た と いう こと だ ろう 。 
欲求 の まま に プレ イ す る の で は な く 、 そ こ に イン テリ ジェ ント な 
試行 錯誤 が 有る と (感じ させ る ) いう 点 に 於 て 、 そ れ ま で の 主 
流 で あっ た ロッ ク ・ ミ ュー ジッ ク と 一 線 を 画 し て いた の は 間 違 
い が な い 。 今 まで の ロッ ク ・ ミ ュー ジッ ク (ポピュラー・ ミ ュー ジ 
ッ ク ) と いう 枠 で は 括 れ な い 、 も は や 芸術 (アート) と 言っ て も 
過言 で な いか ら 「 ア ー ト ・ ロ ッ ク 」。 ア メリ カン らし い 単 純 明 解 さ 
だ 。 と は 言え 、 こ ん な 基 細 な こと が 「 ロ ッ ク ・ ミ ュー ジ シ ャ ン ニ 不 
良 」 と いう 図式 を 覆し て 、「 ニ アー ティ スト 」 と 変貌 さす せ た の だ 


HE 





か ら 、 言 葉 の 持つ 意味 合い は 大 きい 。 し か し 、 そ ん な 「 ア ー ト ・ 
ロッ ク 」 の 旗手 た ち も 、 ロ ッ ク ・ ミ ュー ジッ ク が 巨大 な 産業 に な 
り 、 リ スナ ー が 「 大衆 」 を 求め る こと に より 、 そ の 精神 性 を 失 
い 、 路 線 変更 を 余儀 な が くさ れ た り 寺 散 輸 消 し て し まう 。 皮 上 肉 な 
こと に 、 同 じ 精 神 性 を 持つ 英国 の 「 プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク 」 が 
時 代 を 席巻 する 直前 の こと だ 。 


いい 上 1 明 104 











ご の 〇 





VANILLA FUDGE 








e 











IRON BUTTERFLY 

m-A-BadHa-Da-Vida 

Atop 33850-8 年 
アイ アン ・ バ タフ ライ の 一 曜 シー ン に 踊り 出る 
きっ か け と な っ た アル バム 。 特に L で の 日 面 を 
費やし た 17 分 に も 及ぶ タイ トル 曲 は 、 こ の 後 の サ 
| イケ デリ ッ ク ・ ロ ッ ク / へ ヴィ ・ ロ ッ ク の シー ン の 
名 に な る べき も の で 、 ネ イ テ ィ ヴ ・ ア メリ カン 調 
の リズ ム ・ ワ ー ク 等 、 完 成 度 も 高く 、 パ ンド の 水 
準 の 高 さ を 物 語る 。 基 本 に な る の は ファ ズ ・ ギ タ 
ー と オル ガン の 和 み 合い で 、 野 太い 声 の ヴォ ー カ 
ル が いか に も 。 アルバム 全編 を 通じ て その サウ ン 
ド の クオ リティ が 高く 、 他 の よう に ファ ズ ・ ギ タ 
ー が むやみ に 汚く な っ た りす る こと も な く 、 オ ル 
ガン の 素直 な 音色 が 効果 的 な 雰囲気 を 生ん で い 
、 る 。A 面 の 小曲 は 当時 の サイ ケ デ リッ ク ・ ポ ッ プ ス 
と で も 言う べき メロ ディ と サウ ンド だ が これ も 適 
| 度 な 明る さ を 持 ち 、 聴 きやすい 。 ( 婦 田 ) 














VANILLA FUDGE 
Vamlla FuHge 
イー スト ウェ スト 80PB-G0 ヨ B 87 年 

シン グル ・ ヒ ッ ト 曲 ^( ユ ー・) キ ー プ ・ ミ ー・ 八 
ン ギ ング ・ オ ン " を 褒 む ヴァ ニラ ・ フ ァ ッ ジ の ファ 
ー ス ト ・ ア ル バ ム 。 参加 メン バー は 、 カー マイ ン ・ 
アピ ス (dS)、 テ ィ ム ・ ボ ガー ド (b)、 ヴ ィ ン ス ・ 
マー テル (gg)、 マ ー ク ・ ス タイ ン (Org.vO) の 4 
人 。 BD 年 代 後半 以降 の 、 ニ ュー・ ロ ッ ク 、 アー ト ・ 
ロッ ク の 時 代 を 代表 する 作品 の 1 つ で ある 。 当 時 
の トッ プ ・ グ ルー プ の 多く は ギタ ー を メイ ン に し 
て いた が 、 彼 ら の 演奏 の 中 心 は ハモ ンド ・ オ ル ガ 
ン 。 現 在 の レヴ ェ ル で 見 れ ば 、 各 メン バー の 演奏 
技術 は 傑出 し た も の と は 計 い 難い が 、 よ く 考 えら 
れ た 曲 作り が され て お り 、 変 化 に 雷 ん だ 展開 で 聴 
く 者 を 飽き させ な い 。 770 年 代 初期 の ブリ ティ シ 
ユ ・ ロ ッ ク を や や 明る め に し た か の よう な サウ ン 
ド が 聴け る 中 々 の 力作 。 《 綿 川 ) 
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文 @ 坂 本 理 


エレ クト リッ ク ・ マ イル ス と その 周辺 

「 エ レク トリ ッ ク ・ マ イル ス 」 と は 中 山 康 樹 氏 が 好 ん で 使 
う '60 年 代 終 わり に 始ま っ た マイ ルス ・ デ イヴ ィ ス の エレ クト リ 
ッ ク ・ ジ ャ ズ の 探求 が 70 年 代 に 未知 な る 新しい 音楽 の 創造 
へ と 壮絶 な 軌跡 を 辿る 、 ま さ に その マイ スル 自身 を 指す 言 
葉 だ が 、 そ れ は ここ で 語る べき マイ ルス その も の な の で 、 流 
用 させ て も ら う こと に し よう 。 

マイ ルス ・ デ イヴ ィ ス は 伝統 に 対し 常に 革新 で あり な が ら 、 
自ら が 同時 代 の 伝統 を 築い て 来 た 丸 る べき ミュ ー ジ シャ ン 
で あり 、 彼 を 語れ ば "40 年 代 後半 か ら の ジャ ズ の 歴史 が そっ 
くり 語れ て し まう 。 と て も そん な 余裕 は な い の で 、 こ こ で は クー 
ル ・ ジ ャ ズ ('40 年 代 ) つ ハー ド ・ バ ッ プ (50 年代 ) つ モー ド ・ ジ 
ャ ズ ('60 年 代 ) つ エ レク トリ ッ ク ・ マ イル ス (70 年 代 ) と いう 道 
筋 だ け を 示唆 し 、 エ レク トリ ッ ク ・ マ イル ス の 前 ステ ー ジ で あ 
る '60 年 代 マ イル ス の クイ ン テ ッ ト の メン バー が ハー ビー・ ハ 
ンコ ッ ク (p) 、 ウ ェ イ ン ・ シ ョ ー タ ー (sax) 、 ロ ン ・ カ ー タ ー (cb) 、 
トニ ー・ ウ ィ リ アム ス (ds) だ っ た こと を 頭 の 片隅 に 入れ て お い 
て も ら お う 。 

*60 年 代 の 黄金 の クイ ン テ ッ ト は ジャ ズ の メイ ンス トリ ー ム 
で 活躍 し た が 、 革 命 家 マイ ルス は 台頭 し て 来 た ロ ッ ク ・ リ ズム 
を 意識 し な が ら 全 く 新 し い ジ ャ ズ を 模索 し 、 エ レク トリ ッ ク ・ ピ 
プア ノ や エレ クト リッ ク ・ ギ ター の 導入 に 踏み 切り 、 オ ー ス トリ ア 
出身 の ジョ ー・ ザ ヴィ ヌル (key) と イギリス か ら 来 た ジョ ン ・ マ 
クラ フリ ン (g) を 迎え た こと で 、「In A Silent Way」('69) 、 
「Bitches Brew」('69) と いう 決定 的 な 作品 を 生み 出す に 
至っ た 。 こ こ で 繰り 広げ られ て いる 音楽 は 、 ジ ャ ズ の フォ ー マ 
ッ ト を 藻 く 否定 し た 、 不 定形 の 、 し か し 明らか に 構成 され た イ 
ンプ ロ ヴ ィ ゼ ーション ・ ミ ュー ジッ ク だ 。 バ ンド の フォ ー マ ッ ト す 
ら が 崩れ 、 ウ ェ イ ン ・ シ ョ ー タ ー こ そ 残 っ て いた が 、 チ ッ ク ・ コ リ 
ア や ジャ ッ ク ・ デ ィ ジ ョ ネッ ト 、 デ イヴ ・ ホ ラン ド ら 若い 有 能 な ミ 
ュー ジ シ ャ ン 達 が 手探り で マイ ルス の 実験 に 食らい つい て 
いる 。 マ イル ス の 発明 し た この 名 付け が た い 音 楽 が ジャ ズ ・ 
シー ン に 与え た 衝撃 は 計り 知れ な い が 、 マ イル ス 自 身 は マイ 
ケル ・ ヘ ンダ ー ソ ン と いう ファ ンク 系 ベー シス ト を 加入 させ る 
こと で リズ ム 主 体 の 試行 へ と 焦点 を 絞り 込み 、 他 を 寄せ 付 
け ぬ 狐 高 の 領域 へ と 進 し て 行っ た 。 

こう し た マイ ルス の 活動 は 、 周 囲 に 直接 間接 に 様々 な 影 
響 を 及ぼ し た が 、 と り わ け 直 接 そ の 音楽 を 吸収 し た 若手 ミュ 
ー ジ シャ ン 達 は その 精神 を 受け 継ぎ 更に 新しい エレ クト リッ 
ク ・ ジ ャ ズ を 追及 し て 、 目 覚まし い 成果 を 上 げた 。 ジ ョ ン ・ マ ク 
ラフ リン が 結成 し た MAHAVISHNU ORCHESTRA、 ジ ョ ー・ 
ザ ヴ ィ ヌ ル と ウェ イン ・ シ ョ ー タ ー が 結成 し た WEATHER RE- 
PORT、 チ ッ ク ・ コ リア が 結成 し た RETURN TO FOREVER 
の 3 バン ド は それ ぞ れ に 素晴らし い 独 創 的 な 音楽 を 創造 し 、 
マイ ルス 同様 ジャ ズ ・ シ ー ン に 大 き な 衝 撃 と 影響 を 与え た 。 
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MAHAVISHNU ORCHESTRA は あま り に も プロ グレ ッ シ 
ヴ ・ ロ ッ ク と 通 底 する も の が 多い バン ド な の で 、 別 枠 で 紹介 
する 。 

WEATHER REPORT の 音楽 は 、 マ イル ス 以 上 に 未来 を 向 
き 、 ほ と ん ど 宇 宙 的 、SF 的 な ヴィ ジョ ン を 持っ て いた 。 初 期 は 
チェ コ 生 まれ の ベー シス ト 、 ミ ロス ラフ ・ ヴ ィ ト ウス の 才気 走っ 
た プレ イ が 凄まじ い 緊 張 感 を 生み 出し 、 中 期 は 天才 の 名 を 
欲し いま ま に し た ベー シス ト 、 ジ ャ コ ・ パ スト リア ス が バン ド に 
熱狂 的 な ファ ン を も た らし た 。 オ マー・ ハ キム 、 ヴ ィ ク ター・ ベ イ 
リー ら の 健闘 で 更に 一 花咲 か せ た 後 期 も 充実 し て いた が 、 
これ 以上 の 可能 性 が 見 えな く な っ た と いう の が 真相 だ ろう 、 
'86 年 に 惜しま れつ つ 解 散 し た 。 ザ ヴィ ヌル は THE ZAWINUL 
SYNDICATE を 結成 。 ま た ウェ イン ・ シ ョ ー タ ー は リー ダー・ 
グル ー プ を 率い 、「Atlantis」('85)、「Phantom Navigator」 
(86) 、「Joy Ryder」('88) を 発表 し て 、WEATHER REPORT 
で は 抑制 し て いた 才能 を 一 挙 に 解放 し て みせ た 。 

RETURN TO FOREVER は チッ ク ・ コ リア (key) と スタ ン 
リー・ ク ラー ク (b) の 双頭 バン ド だ 。 ア イア ー ト ・ モ レイ ラ 
(perc) ら を フィ ー チ ャ ー し た ラテ ン ・ フ レイ ヴァ ー の ほど よい 
緊迫 感 と ほど よい 安らぎ で 大 人 気 を 博 し た 前 期 。 ビ ル ・ コ ナ 
ー ズ 、 ア ル ・ デ ィ ・ メ オラ の 超絶 的 な 速 弾 き を エレ クト リッ ク ・ ギ タ 
ー を フィ ー チ ャ ー し た 中 期 。 ビ ッ グ ・ バ ンド と 化し た 後期 。 と 
3 期 に 分 か れ 、'78 年 に は 解散 し て し まっ た が 、 ロ ッ ク ・ サ イド 
か ら は 圧倒 的 に 中 期 が 興味 の 対象 と な る 。 チ ッ ク ・ コ リア 
は 非常 に 才能 の ある ピア ニス ト で あり 、 集 大 成 的 な 「My 
Spanish Heart」(77) や 「The Mad Hatter」(77)、 室 内 楽 
と の 接点 を 持つ 「Lyric Suite For Sextet」('83) 等 の アル 
バム も 是非 押さ えて お きた い 。 ま た 、 80 年 代 後半 か ら 再 び 
エレ クト リッ ク ・ ギ ター を 全面 に フィ ー チ ャ ー し た THE CHICK 
COREA ELEKTRIC BAND を 率い 、 大 い に 話 題 を 呼ん だ 。 
アル ・ デ ィ ・ メ オラ の ソロ 活動 も 無視 で き な い が 、 ラ イヴ に 比 
べ て アル バム の 出来 は どれ も 今一つ な の で 、 ヤ ン ・ ハ マー 
(key) ら と の ライ ヴ 盤 「Force De Travel」('82) を 代表 作 と 
し た い 。 ビ ル ・ コ ナー ズ は ECM 盤 を 2 枚 発表 し た 後 、 長 い ブ 
ラン ク を 経 、'86 て 87 年 に アラ ン ・ ホ ー ル ズ ワ ー ス の 影響 を 


. 受 けた トリ オ 編 成 の アル バム を 3 枚 発表 し て いる 。 


「 エ レク トリ ッ ク ・ マ イル ス 」 の 影響 は 本 当 は これ どこ ろ で は 
な い の だ が 、 も う ペ ー ジ が な い 。'80 年 代 の マイ ルス は 時 代 
の 最 先 端 で は な か っ た が 、 ポ ッ プ ・ ミ ュー ジッ ク と ジャ ズ の 境 
界 を 踏 い で 優れ た 成果 を 上 げた 。 そ し て '91 年 9 月 に マイ ルス 
は 65 歳 で この 世 を 去っ た 。 サ ックス の ビル ・ エ ヴェ ンス ('58 年 
に マイ ルス と 接触 を 持っ た 同名 の ピア ニス ト の 方 が 世間 で 
は 有名 ) や 、 ギ ター の マイ ク ・ ス ター ン 、 ジ ョ ン ・ ス コフィー ルド 、 
ベー ス の マー カス ・ ミ ラー、 ダ リル ・ ジ ョ ー ン ズ 、 キ ー ボ ー ド の 
アダ ム ・ ホ ルツ マン ら の 活動 に は 注目 すべ きも の が 多い 。 
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ジャ ズ 史 上 に 府 然 と 輝く 金字塔 的 な アル バム 。 一般に ここ を 起点 
に 後 の フ ュー ジョ ン ・ シ ー ン が 形成 され た と も っ と も らし く 評 され 
て いる が 、 実 は プロ グレ ッ シ ヴ ・ ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク に と っ て も ここ が 
聖地 と な る (いや 、 勿 論 「In A Silent Way」('69) を 採り 上 げ て も 
いい の だ が ) 。 ジ ャ ッ ク ・ デ ィ ジ ョ ネッ ト 、 レ ニー・ ホ ワイ ト 、 ド ン ・ 
200222 パ の 3MIR3 ラ 52Y つ げ リク 615)22 較 ント 王 CD の 056 ス ツレ ルミ 
ラリ ー・ ヤ ング ら の キー ボー ド 勢 が 象徴 する よう に 、 リ ズム が 交錯 、 
四 較 し 、 異 様 な エレ クト リッ ク ・ イ ンプ ロ ヴ ィ ゼ ーション が 繰り 広 
げ ら れる 。 大 勢 の 参加 メン バー の 個性 の 反映 より 先 に 、 マ イル ス の 
コン トロ ー ル する サウ ンド ・ コ ン セ プ ト が 突 由 し て お り 、 大 き な 時 
代 の 転換 点 だ っ た こと が うか が える 。 (坂本 ) 


MILES DAVIS 
Jack Johnsomn 


LP/CBS S-30455 70 年 
CD/ ソ ニー CSCS-5153 





マイ ルス の 実験 は マイ ケル ・ ヘ ンダ ー ソ ン と いう ファ ンク 系 ベー 
シス ト を 迎え た こと で ひと つの 回 答 へ と 到達 し た 。 本 作 は 実在 し た 
ジャ ッ ク ・ ジ ョ ン ソ ン と いう ボク サー の ドキ ュ メ ンタ リー 映画 の サ 
ウン ド ・ ト ラッ ク と し て 制作 され た アル バム で ある た めか 、 は た ま 
た ヘン ダー ソン の オー ディ ショ ン を 兼ね て いた た めか 、 い つも より 
も 小 編成 で 、 マ イル ス ・ デ イヴ ィ ス (tp) 、 ビ リー・ コ プ ブ ハ ム (ds) 、 
ステ ィ ー ヴ ・ グ ロス マン (ss)、 ハ ー ビ ー・ ハ ンコ ッ ク (key)、 ジ ョ ン ・ 
マク ラフ リン (g) 、 マ イケ ル ・ ヘ ンダ ー ソ ン (b) と いう か な り 変 わり 
種 の 6 人 編成 と な っ て いる (一 部 別 メ ン バ パー の セッ ショ ン を 含む ) 。 
マク ラフ リン と ヘン ダー ソン の 行き まく っ た 演奏 が 圧巻 。 最 も ロッ 
ク 色 の 強い 作品 と し て 特筆 に 値する 。 (坂本 ) 





MILES DAVIS 
On The 5ormer 


LP/CBS KC-31906 72 年 
CD/Columbia/Epih 53579 
/ ソ ニー SRCS-5721 





71 年 半ば 、J・ マ クラ フリ ン 、 ジ ャ ッ ク ・ デ ィ ジ ョ ネッ ト の 脱退 に 伴 
い マ イル ス ・ グ ルー プ は 一旦 解体 する 。10 月 に ツア ー 復 帰し て か ら 
の 試行 錯誤 の 結果 、 こ の 2 年 ぶり の スタ ジオ 盤 が 制作 され た 。 大勢 
の ミュ ー ジ シャ ン が 参加 し て いる が 、 ジ ャ ケッ ト に は 一 切 ク レジ ッ 
ト さ れ て いな い 。 曲 に よっ て も メン パー が 違う よう だ が 、 ピ リー・ 
バー ニード ドン ・ ア ライ アス 、 ジャッ ク ・ デ ィ ジ ョ ネッ ト が 3 ドラ バム 
ス で ビー ト を 交錯 させ て 行く 表題 の 組曲 な ど 、 全 編 主役 は リズ ム 。 
あま り の 複雑 さ に 聴い て いる と 思考 停止 し て し まう が 、 そ れ で いて 
^Black Satin” や `Helen Butte” の ポッ プ さ は どう だ ろう 。 コ リン ・ 
ウォ ー ル コッ ト (sitar) や バー ダル ・ ロ イ (tabla) 等 の 参加 も 興味 深い 
限り だ が 、 と に か く 裂 する 難解 さ が 凄 まじ い 。 (坂本 ) 


MILES DAVIS 
Agharta 


LP/CBS PG-33967 75 年 
CD/Sony Music C2K 46799 
/ ソ ニー CSCS-5154-5 








70 年 代 マ イル ス の 頂点 を 伝え る ライ ヴ 。 75 年 2 月 1 日 、 大 阪 フ ェ 
ステ ィ ヴ ァ ル ・ ホ ー ル で の 昼 の 部 が 本 作 、 夜 の 部 が 「Pangaea」 (75) 
と し て それ ぞ れ 2 枚 組 アル バム で リリ ー ス され て いる 。 バ ンド の 絶 
好調 ぶり が 判る と いう も の だ 。 ピー ト ・ コ ー ジ ー(g) 、 レ ジー・ ル ー 
カス (gn)、 マ イケ ル ・ ヘ ンダ ー ソ ン (b) 、 ア ル ・ フ ォ ス ター(ds)、 エ 
ム ト ッ ゥ ー メ (perc)、 そ し て ソニ ー・ フ ォ ー チ ュ ン (sax、fl) と いう メ 
ン バ ー で 、 コ ー ジ ー、 ル ー カ ス の ツイ ン ・ ギ ター と ヘン ダー ソン 、 
フォ スタ ー の リズ ム ・ セ クシ ョ ン が 既に 完璧 な まとまり を 見 せ 、 一 
点 の 曇り も な い 、 ピ 明快 な リズ ム が 弾け る 。 その 後 、 不 本 意 な が ら マ 
イル ス が 長い 休眠 期間 に 入っ た こと を 考え れ ば 、 こ の 自由 さ が 70 年 
代 マ イル ス の 結論 だ っ た と 言え る 。 (坂本 ) 











MILES DAWIS 
We Want Miles 


LP/ '82 年 
CD/Sony Music 469402 
/ ソ ニー CSCS-51312 














「The Man With the Horn」('81) で 現役 復帰 し た マイ ルス の パワ 
フル な ステ ー ジ を 記録 し た 2 枚 組 ライ ヴ ・ ア ル バ ム 。 半 つ か の ステ 
ー ジ を 編集 し て いる が 、 どれ も 満 を 持 し て いた か の よう に エキ サイ 
ティ ング な ステ ー ジ が 繰り 広げ られ て いる 。 こ の うち |81 年 10 月 4 日 
の 新宿 に お ける ステ ー ジ は 後に 「Miles ! Miles ! Miles !」 (92) と し て 
フル ・ ス テー ジ が アル バム 化 さ れ て いる 。 マ ー カ ス ・ ミ ラー(b)、 ビ 
ル ・ エ ヴァ ンス (ss) 、 マ イク ・ ス ター ン (g) 、 ア ル ・ フ ォ ス ター(ds)、 
ミノ ・ シ ネル (perc) と いう 錦 々 た る メン バー が 思い 切り 全力 疾走 し 、 
凄まじ い 人 迫力 だ ど 。 ス ター ン が 弾き まく る と 殆ど ロッ ク だ し 、 フ ォ ス 
ター の ドラ イヴ 感 は マイ ルス に と っ て 重要 な 拠り 所 だ 。 そ し て 何 よ 
り マ イル ス が 元気 。 ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン 必聴 。 (坂本 ) 





MLES DAUIS 
Tutu 


LP/Warner Bros. 9 25490-1 '8G6 年 
CD/Warner Bros. 9 25490-2 
/ ワ ー ナ ー・ ミ ュー ジッ ク WPCP-3568 





'80 年 代 マ イル ス は ポッ プ な イメ ー ジ が ある か も し れ な い が 、「The 
Man With The Horn」('81) 、「Star People」('83) 、「Decoy」('84) 、 
「Youre Under Arrest」('85) と スタ ジオ ・ ア ル バ ム は いずれ も ポッ 
プ な が ら か な り シ リア ス な 面 を 持っ て いて 、 聴 き 逃 せな い 。 ツ ツ 神 
父 の 名 に 因 ん だ 本 作 も ポッ プ と いう 点 で は 最も 当て は まる アル バム 
だ が 、 同 様 だ 。 こ こ で は サウ ンド ・ オ ー ガ ナイ ザー と し て 静 完 27 歳 
の マー カス ・ ミ ラー を 指名 し 、 陰 影 に 富ん だ 音楽 を 生み 出し て いる 。 
ミラ ー が 単なる 達者 な ベー シス ト で は な いこ と を 見 抜い た マイ ルス 
の 勝利 だ ろう 。 打 ち 込 み と ベ ー ス の みな ら ず 、 サ ックス や バス ・ ク 
ラリ ネッ ト ま で 手掛け る ミラ ー の 才能 は マイ ルス の 死後 も 瞳 目 すべ 
き 成 果 を 上 げ 続 け て いる 。 (坂本 ) 





づ ブ 








MILES DAWIS 
Aura 


CD/Columbia 45332 
/ ソ ニー SRCS-5728 





「Amandla」('89) に 続い て 登場 し た この アル バム は 、 マ イル ス に と 
っ て 偉大 な る 変化 球 だ っ た 。 "85 年 に デン マー ク で レコ ー デ ィング さき 
れ た この 作品 は 、 本 来 パ レッ ミッ ケル ボル グ (tp) の アル バム と 言っ 
て いい も の で 、 全 曲 彼 の 作 ・ 編 曲 だ 。 内 容 も まさ に 北欧 の ビッ グ ・ 
バン ド ・ ジ ャ ズ 。 普通 の マイ ルス ・ フ ァ ン は 面 食 ら っ た だ ろう が 、 
ユー ロ ・ ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン は 必聴 の アル バム だ 。 後に マイ ケ 
ル ・ マ ント ラー の 「Cerco Un Paese Innocente」('95) 年 に 参加 し 
た よう な ミュ ー ジ シャ ン が 大 挙 し て 参加 し て いる ほか 、 ジ ョ ン ・ マ 
クラ フリ ン (g) や ヴィ ンス ・ ウ ィ ル バー ン (ds) ら も 加わ り 、 ま る で 
も し マイ ルス が ECM か ら ア ル バ ム を 出し た ら 、 と いう よう な 内 容 に 
な っ て いる 。 少 な く と も 僕ら が 忘れ て は な ら な い 1 枚 。 (坂本 ) 


WEATHER REPORT 
Weather Report 


LP/CBS 30661 71 年 
CD/Columbia 468212 
/ ソ ニー SRCS 7001 





ウェ ザー・ リ ボー ト の 記念 すべ き デ ピュ ー・ ア ル バ ム 。 ウェ ザー・ 
リポ ー ト を 後追い し て いる リス ナー に は その 後 の 彼ら の 印象 が 強い 
所 為 も あっ て ピン と 来 な いか も 知れ な い が 、 こ の アル バム が ジャ ズ ・ 
シー ン に 与え た 衝撃 は 計り 知れ な い 。 あ まり に も 未来 指向 の アン サ 
ンプ ブル が 他 の ジャ ズ と 大 きく か け 離 れ て お り 、 聴 く 者 の 理解 を 超え 
て いた の だ 。 本 作 で 聴か れる 壮絶 な イン ター プレ イ は ジョ ー・ ザ ヴ 
ィ ヌ ル (key)、 ウ ェ イ ン ・ シ ョ ー タ ー(sax) 、 ミ ロス ラフ ・ ヴ ィ ト ウ 
ス (b) の 生み 出し た 全く 新しい 語法 の 真剣 勝負 だ 。 い き な り 極限 的 
な プレ イ を 応酬 する か と 思え ば 、 妙 に の どか な 表情 を 見 せ た り する 。 
尚 、 "82 年 に も 同じ タイ トル の アル バム を 発表 し て いる が それ は 別物 
な の で 、 ジ ャ ケッ ト で 区 別 す る こと 。 (坂本 ) 





WEATHER REPORT 
Mr. Gome 


LP/CBS JC 35358 78 年 
CD/CBS CK 46869 
/ ソ ニー SRCS 7036 























ザ ヴ ィ ヌ ル 、 シ ョ ー タ ー と の 戦い に 敗れ た ヴィ トウ ス が バン ド を 
去り 、 ア ルフ ォ ン ソ ・ ジ ョ ン ソ ン (b ) を 経て 、 前 々 作 「Black Market」 
(76) よ り ジ ャ コ ・ パ スト リア ス (b) が 加入 。 こ こ に ウェ ザー・ リ ポ 
ー ト の 黄金 期 が 始ま る 。 未 来 指 向 、 宇 宙 指 向 が 難解 さ に 繋が っ て い 
た 彼ら に と っ て 、 ジ ャ コ の 持っ て いた 天性 の カリ スマ 性 は 一 挙 に ポ 
ピュ ラリ ティ ー の 獲得 へ と 作用 し 、 彼 ら は 音楽 的 な 妥協 を する こと 
な く 、 一 大 人 気 バ ンド へ と 変貌 し た 。^Birdland” で 有名 な 「Heavy 
Weather」(77) は ベス ト ・ セ ラー と な り 、 続 く 本 作 で も 彼ら の 勢い 
は 人 気 を 背景 に 更に 加速 し て いる 。 名 曲 揃い と いう こと な ら 「Heavy 
Weather」 を も 越え て いる だ ろう 。 サ ヴィ ヌル が 本 当 に や り た か っ た 
こと を 完璧 に 形 に し た 傑作 。 (坂本 ) 





WEATHER REPORT 
8:30 
LP/CBS JC 36030 "79 年 


CD/Tristar 80925 
/ ソ ニー SRCS-7178ー9 





ウェ ザー・ リ ポー ト の 最高 傑作 と いっ た ら こ れ だ ろう 。 ア ナ ロ グ 
で は ABC 面 が ライ ヴ 、D 面 が スタ ジオ 録音 と いう 変則 的 な 構成 だ が 、 
バン ド の 頂点 を 記録 し た アル バム で あり 、 も う 溜 息 が 出る ほど 素 晴 
らし い 内 容 だ 。 ジ ョ ー・ ザ ヴィ ヌル (key) 、 ウ ェ イ ン ・ シ ョ ー タ ー(sax) 、 
ジャ コ ・ バ スト リア ス (b,d)、 ピ ー タ ー・ ア ー ス キン (ds) . と いう 最 
も 充実 し て いた 時 期 の 編成 で あり 、 す べ て の 演奏 が パー フェ クト 。 
サウ ンド ・ エ フェ クト ふん だ ん の “Scarlet Woman′ な ど 、 原 曲 を 
遥か に し の ぐ ド ラマ ティ ッ ク か う ス リリ ング な 演奏 が 興奮 も の だ ( 1 
枚 で 出 て いる CD に は この “Scarlet Woman” が 抜け て いる よう な の 
で 、 必 ず 2 枚 組 を 購入 の こと )。^8:30′ は ステ ー ジ で も ジャ コ が ド 
ラム ス を 町 いて いた こと を 思い 出す 。 (坂本 ) 








WEATHER REPORT 
Domino Theory 


LP/CBS FC 39147 '84 年 
CD/Tristar 80926 
/ ソ ニー SRCS-7181 





ジャ ヨ ・ パ バス ドリ アス と ピー ター アー スキ ン が バ パンド を 去り 、 
存亡 の 危機 に 立た され た ウェ ザー・ リ ポー ト は オマ ー・ ハ キム (ds) 
と ヴィ クタ ー・ ベ イリ ー(b) と いう 新人 を 加入 させ 、 そ れ を 乗り 切 
っ た 。 特 に 新人 離れ し た ハ キ ム の ドラ ミン グ は 歴代 の メン バー の 中 
で も ナン バー 1 の 切れ の 良さ を 持っ て お り 、 ど ん な に 複雑 な 曲 に お 
いて も バン ド ・ サ ウン ド の 躍動 感 が 衰え な い 災 し さ は 彼ら の 新しい 
魅力 と な っ た 。 「Procession」('83) に 続く 彼ら の 第 2 弾 は そう し た 彼 
ら の 最後 の 傑作 と な っ た (以後 の 「Sportin' Life」('85) 、「This ls This」 
('86) は 除 々 に ボテ ン シ ャ ル が 落ち て 行く )。 お そら く ほ か の バン ド で 
は 曲 に な り 得 な いよ うな モチ ー フ が 見 事 な 曲 に アレ ンジ され 立ち 上 
が っ て 行く の が 驚異 の アル バム 。 (坂本 ) 





前 時 WAYNE SHORTER 


Jony RVder 
CD/Tristar 80917 '88 年 
/ ソ ニー SRCS-7041 








1986 年 に ウェ ザー・ リ ポー ト が 解散 し た 時 に は 予想 も し て いな か 
っ た の だ が 、 ソ ロ 活 動 を 再開 し て か ら の ウェ イン ・ シ ョ ー タ ー は 本 
当 に 脂 が ノッ て いる と 言う か 、 か つて な い 程 才能 を 送ら せ 、 ジ ャ ズ ・ 
シー ン の 最 重要 ミュ ー ジ シャ ン の 一 人 に まで 伸 し 上 が っ て し まっ た 。 
ソロ 活動 再開 3 作 目 の こ の アル バム は 、 そ の 後 ソ ロ 作 品 を 発表 し な 
く な っ て し まっ た 彼 の 今 の と ころ 最新 作 に 当たり 、 演 奏 も さる こと 
な が ら 楽 曲 の 素晴らし さ で 一 際 輝 く 名 盤 だ ろう 。 これ 見 よ が し の 難 
し い プ レイ な ど 何 も な い の に この 手 に 汗 握る 興奮 と 感動 。 ア ドリ プ ・ 
パー ト す ら 実 は 僅か し か な く 、 そ れ で も スリ リン グ な ジャ ズ に な る 
と いう の が まる で 魔法 を 見 る よう だ 。 今 と な か っ て は ウェ ザー・ リ ポ 
ー ト の 解散 に 感謝 し た いね 。 い や 、 ホ ント 。 (坂本 ) 





うち 








RETURN TO FOREVER 
featuring CHICK COREA 
Hymn Of The Seventh Balaxy 


L P/Polydor PD 5536 '73 年 
CD/Polydor 825336 
/ ポ リド ー ル POCJ 1978 





リー ダー の チッ ク ・ コ リア に 第 一 期 か ら 居残り の スタ ン ・ ク ラー 
ク 、 更 に 新 加 入 の レニ ー・ ホ ワイ ト 、 ビ ル ・ コ ナー ズ に よる ジャ 
ズ ・ ロ ッ ク ・ グ ルー プ ′” リタ ー ン ・ ト ゥ ー・ ラ フォー エヴァ ー と し て 
の 幕開け の 作品 。 ほ ぼ 純 エ レク トリ ッ ク な 編成 に よる 、 極 端 な キメ 
を 多用 し た テク ニカ ル な 演奏 、 派 手 な イン ター プレ イ 、 明 解 で ドラ 
マチ ッ ク な 曲調 は マハ ヴィ シュ ヌ ・ オ ー ケ スト ラ 共 々 後 の ジ ャ ズ ・ 
ロッ ク プ クロ ス ・ オ ー ヴ ァ ー プ プログレッシヴ ・ ロ ッ ク の 各 ジ ャ ン 
ル に 決定 的 な 影響 を 与え た 。 以 降 、 ギ ター を アル ・ デ ィ ・ メ オラ に 
変え て 「 ロ マン ティ ッ ク ・ ウ ォ リ アー」 に 至る 4 作 は 全て 同じ 傾向 
に ある が 、 情 替 度 と 言う 点 で は 本 作 が 一 番 か 。 尚 、 各 メン バー の ソ 
ロ 作 品 に も 同 傾向 の 秀作 が 数 多く ある 。 (中 西 ) 
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70 年 代 中 期 の R.T.F. は 完全 に プロ グレ ッ シ ヴ ・ ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク だ 。 
も し 未だ に カス いひ 廃盤 に 大 金 突 っ 込み な が ら こ の 辺 を 聴い た こと が 
な い 人 が いた ら 是 非 一 度 、 中 古 で 500 円 で び ごろごろ し て いる し 。 さて 
本 作 だ が 、 荒 々 し さ が 目 立ち な が ら そ れ が 上 魅力 に も な っ て いる 前 作 
か ら 、 段 々 と 練り 込ま れ 洗練 され て いっ て 完成 度 を 増し 「 ロ マン の 
騎士 」 で 頂点 を 迎え る 、 そ の 中 間 。 個 人 的 に は 荒 々 し さ が 前 面 に 出 
て いる ほう が 好み な の で 前 作 、 本 作 辺 り が 一 番 好 き な の だ が 。 メイ 
ン ・ コ ン ポ ー ザ ー が 思い きり ジャ ズ 寄 り の 人 な の で 時 折 甘 っ た る く 
な っ た りす る が 、A. Di Meola、S. Clarke、L.White と いう 強力 な 布 
陣 で 押し 進め る 様 は 圧巻 。 (伊藤 ) 
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エレ クト リッ ク 編 成 の R. T.F. と し て の 通算 3 作 目 。 ア ル ・ デ ィ ・ 
メオ ラ 加 入 後 も 2 作 目 と あっ て コン ビ ネ ー シ ョ ン ・ プ レイ に ます ま 
す 磨 き が か か っ た サウ ンド で 、 チ ッ ク ・ コ リア の 名 より も バン ド 名 
が 先 に 来 て いる の が それ を 象徴 し て いる よう だ 。 逆 に この 頃 に は コ 
リア 以外 の 3 人 も ソロ ・ ア ー テ ィ ス ト と し て の 活動 を 始め て お り 、 
グル ー プ と 共通 し な が ら も 多少 の ズレ を 持っ た 楽曲 を 提供 し て いる 
所 に そこ いら 辺り が うか が える 。 と は 言え 大 半 の 楽曲 で は グル ー プ 
特有 の 極端 な キメ で 熱く せめ き 合 う 演 奏 が 聴け 、 情 熱 と 安定 感 両面 
の バラ ンス の 取れ た B 面 の 流れ は 彼 等 の 作品 の 中 で も 1 つの ピー ク 
に 位置 する も の 。 (中 西 ) 
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チッ ク ・ コ リア の 名 前 を 落と し て 完全 に バン ド 名 の み に な っ た 第 
2 期 通算 4 作 目 。 同 時 に この 編成 で は 最終 作 と な っ た 。 以 前 に も 増 
し て 極限 を 極め た よう な アン サン ブル 技 が 連発 され る 構成 に は も う 
呆れ る し か な い 程 に 凄い 。 も ろ に コピ ー 的 な 物 も 含め て 数 多く の ジ 
ャ ズ ・ ロ ッ ク ・ グ ルー プ に 影響 を 与え た た サウ ンド だ が 、 そ れ を ここ 
まで や れ た の は 本 家 で ある 彼 等 くら い の も の だ ろう 。 過 去 2 作 で 見 
られ て いた 指向 性 の ズレ も ここ で は 丁度 いい 位 に 調和 が 取れ て お り 、 
まとまり と 言う 点 で は R.T.F. 最 高 の 作 品 と 言え る だ ろう 。 こ の グル ー 
プ で や れる 事 の 全て を や り 尽 し た と 感じ た の か 、 コ リア は 次 作 より 
また 違っ た 方 向 へ と 踏み 出す 事 に な る 。 (中 西 ) 





THE TONY WILLIAMS LIFETIME 
Emergenc ! 
L P/Polydor 25/3001 '69 年 


CD/Polydor 849 068-2 
/ ポ リド ー ル POCJ-1983 





'60 年 代 未 、 ジ ャ ズ と ロッ ク が 接近 を 図っ た 始め の 頃 、 そ の 熱気 と 
パワ ー を その まま LP 2 枚 に 投げ 込ん だ よう な 作品 。 マ イル ス ・ デ ィ 
ヴィ ス ・ グ ルー プ の 若き 天才 と し て 、 ド ラミ ング の 1 スタ イル を 築 
いた ウイ リア ムズ が J. マ クラ フリ ン 、I. ヤ ング と 共に 結成 し た トリ オ 
の デビ ュー 作 に は そう と し か 呼び よう の な い 何 か が ある 。 還 きま く 
る ドラ ム ス 、 歪 みき っ た ギタ ー、 ヒ ステ リッ ク な オル ガン 、 そ の 三 
者 が 好き 放題 や り ま くる サウ ンド は と に か く ワ イル ド & パ ワ フ ル 。 
実 の 所 、 リ ズム や ヴォ イシ ング に も 担当 な 神経 と イス ピ レ ー シ ョ ン 
が 込め られ て いる の だ が 、 それ 以上 に 凶悪 さ が 目立つ 。 か と 思え ば 
酔っ た よう な 語り を し た 漂う よう な 雰囲気 も 。 な ん に せよ 当時 の 空 
気 を 目 一 杯 に 含ん だ 作品 。 熱 い 。 (中 西 ) 











THE NEW TONY WILLIAMIS 
LIFETIME 

Believe 上 

LP/CBS 69201 75 年 





T. Williams 率 いる LIFE TIME、 第 1 期 は ). マ クラ フリ ン が 参加 し 
て いた 。770 年 代 も 中 盤 に 入っ て 再編 成 さ れ 、 ギ ター に この 時 期 が 一 
番 脂 が 乗っ て いた A. ホー ルズ ワー ス が 参加 。 他 に は T. Newton (b) 、 
A. Pasque (key) 。 因 に T. Newton は モー タウ ン 系 の ソウ ル 畑 で の セッ 
ショ ン ・ ミ ュー ジ シ ャ ン と し て 活動 し て いた が CMP に ま て 顔 を 出す 
幅広 さ 。 こ の アル バム に 収め られ て いる Snake Oil′ が 「Let's Be 
Generous」 に も 収録 され て いる 。 さ て 本 アル バム で ある が 、Allan の 
ギタ ー を 前 面 に 出し た ( 彼 自 身 の 発言 で も 、 ベ スト ・ プ レイ の 一 つ 
だ と し て いる ) 軽快 な が ら も 芯 の 強 さ を 感じ させ る ジャ ズ ・ ロ ッ ク 。 
本 作 の 後 、「Million Doller Legs」('76 年 ) を 発表 し て いる 。 (伊藤 ) 
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1 邊 0 MAHAVISHNU ORCHESTRA 





文 @ 中 西 輸 久 


'60 年 代 の 終わ り 、 ロ ッ ク が その 語法 を 広げ る べく 様々 な 
異 ジ ャ ン ル の 要素 を 取り 入れ 、 交 流 を し つつ あっ た 時 期 、 当 
然 な が ら 交 流 の 対象 と な っ た 異 ジ ャ ン ル の 方 で も ロッ ク を 意 
識 す る よう に な っ て いた 。 例 えば 御大 マイ ルス ・ デ イヴ ィ ス の 
「 俺 が その 気 に な れ ば 世界 一 の ロッ ク ・ グ ルー プ く らい 、 い つ 
で も 作っ て や る 」 と 言っ た 発言 は 余り に も 有名 だ 。 そ の よう な 
状況 下 、 例 えば クラ シッ ク 等 と 比べ 、 そ の 基本 構造 の シン プ 
ル さ 、 更 に は アフ ロ ・ ア メリ カン の 感覚 を 母体 と し つつ より 世 
界 音楽 的 な 発展 を 遂げ て 来 た と いう 共通 点 を 持つ ロッ ク と 
ジャ ズ が ある 種 重 な り 合っ た 活動 を 見 せる こと に な っ た の 
は 、 さ ほど 不思議 な 事 で は な い 。 単 純 な 話 、 ロ ッ ク ( ン ロー ル ) 
が 自然 に ある 状況 に 育ち 、 自 ら も そう 言っ た 音楽 を 演奏 し た 
事 が ある 世代 の ジャ ズ ・ ミ ュー ジ シ ャ ン が 出 て 来 つ つ あ っ た 
事 、 更 に 演奏 が 主体 で ある ジャ ズ と いう ジャ ン ル に あっ て 新 
種 の 楽器 、 演 奏法 (録音 スタ ジオ その も の を 楽器 と し て 使う 
と いっ た 手法 も 含め て ) に 興味 を 示す 者 も 少な か ら ず いた と 
言う こと だ 。 そ うい っ た 気風 の 中 、 ロ ッ ク ・ ビ ー ト + 長 時 間 の イ 
ンプ ロ ヴ ィ ゼ ーション と 言っ た 比較 的 シン プル な や り 方 を 取っ 
た クリ ー ム 、 コ ラ シ ア ム ( 英 ) 、 ラ リー・ コ リエ ル 等 か ら 、 更 に 一 
歩 進ん だ 形 の スタ イル を 再 創造 し た グル ー プ が 幾つ か ある 。 
その 代表 が 英 プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク の 流れ で 見 れ ば キン グ ・ 
クリ ム ゾ ン で あり 、 米 ジャ ズ ・ ロ ッ ク の 流れ で 見 れ ば (いずれ も 
前 記 マ イル ス ・ デ イヴ ィ ス の グル ー プ に いた ) チッ ク ・ コ リア の 
リク ニン ・ ド ゥ ニ ・ ジ ォ ー エ ウ ヴァー、 ウ ェ イ ジュ ショ ー タ ー/ ジ ョ ー・ 
ザ ヴ ィ ヌ ル の ウェ ザー・ リ ポー ト 、 そ し て ジョ ン ・ マ クラ フリ ン の 
マハ ヴィ シュ ヌ ・ オ ー ケ スト ラ と いう こと に な る 。 

マハ ヴィ シュ ヌ ・ オ ー ケ スト ラ の リー ダー、 ジ ョ ン ・ マ クラ フリ 
ン は '42 年 イギリス の ヨー クシ ャ ー 生 まれ 。'60 年 代 初 期 に 
(全て の プリ ティ ッシュ ・ ロ ッ ク の 源 と な っ た と 言え る ) グ レア 
ム ・ ボ ンド の グル ー プ や プラ イア ン ・ オ ー ガ ー で の 活動 を 経 、 
様々 な 形 で 後に 英 ジ ャ ズ / ロ ッ ク の 最前 線 に 立つ J」・ サ ー マ 
ン 、G・ ベ ッ ク 、J・ ブ ルー ス 、J・ ハ イズ マン 等 と 交流 を 重ね る 。 
その テー プ を 聴い た マイ ルス ・ グ ルー プ の トニ ー・ ウ ィ リ アム 
ス に 呼ば れ 渡 米 、 ラ イフ ・ タ イム で の 二 枚 の アル バム 、 そ れ か 
らい わ ゆ る エレ クト リッ ク 期 の マイ ルス ・ デ イヴ ィ ス ・ グ ルー プ 
で も 活動 を 経 、 英 / 米 両側 の 当時 の 先鋭 を 経験 し た 後 、 自 
ら の グル ー プ 、 マ ハヴ ィ シ ュ ヌ ・ オ ー ケ スト ラ を 結成 する 。 元 フ 
ロッ ク の ジェ リー・ グ ッ ド マン 、 ド リー ム ス の ビリ ー・ コ ブ ハ ム 、 
更に は ヤン ・ ハ マー、 リ ッ ク ・ レ アー ド の 五 人 全て が ロッ ク / ジ 
ャ ズ を 自由 に 往き 来 す る 新 世 代 に よる グル ー プ な ら で は の 
新鮮 な 演奏 は '72 て "73 年 の 間 、 ロ ッ ク / ジ ャ ズ 両 シー ン に セ 
ン セ ーション を 起こ すこ と に な る 。 事 実 、 明 確 で ドラ マテ ィ ッ ク 
な 構造 を 持つ テー マ 、 様 々 な アク セン ト を 多用 し た 複合 的 な 
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変 拍子 に よる リズ ム と いっ た 楽曲 的 な 部 分 、 そ れ か ら 和 驚異 
的 な パワ ー と スピ ー ド に より 、 ヴ ァ イ タ ル な ビー ト を P 還 き 出す 
コブ プ ハ ム の ドラ ミン グ に 乗せ た マク ラフ リン 、 グ ッ ド マン 、 ハ マ 
一 三 者 に よる ユニ ゾン や イン ター プレ イ 、 各 々 の 個人 技 に 至る 
まで 、 多 く の ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク 、 プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク に 決定 的 な 
影響 を 与え た の が この 第 一 期 マ ハヴ ィ シ ュ ヌ ・ オ ー ケ スト ラ と 
言え よう 。 そ の 影響 下 に ある グル ー プ は キン グ ・ ク リム ゾン 、 
ジェ フ ・ ベ ッ ク 、 サ ンタ ナ 、 ゲ イリ ー・ ム ー ア 、 ア ル テ ィ ・ エ ・ メ ス 
ティ エリ 、 ザ オ 、 そ の 他 メ ジャ ー/ マ イナ ー を 問わ ず 数 知れ な 
い 。 こ れ 程 まで に 重要 な 活動 を 見 せ た マ ハヴ ィ シ ュ ヌ ・ オ ー ケ 
スト ラ だ が 、 サ ウン ド 面 の テン ショ ン の 高 さ は 人 間 関 係 に も 
及ぶ の か 、 三 覆 の アル バム を も っ て 解散 し て し まう 。 三 枚 目 に 
あたる ライ ヴ ・ ア ル バ ム 、 あ る い は 来 日 公演 等 その 末期 に 至 
っ て も サウ ンド 面 の 充実 振り に は 変わ り が な い が 、 メ ン バ ー 
間 に は 相当 の フラ スト レー ショ ン が た まっ て いた よう だ 。 ヤ 
ン ・ ハ マー は 後に こう 語っ た 。「 最 後 の 頃 は ビッ グ ・ サ ウン ド の 
ギタ ー と 歪ん だ バッ ク グ ラウ ンド と 言う 形 に な っ て いた よ 、 不 
満 だ っ た ね 。」 

結局 、74 年 に 入り アル バム 「Apocalypse」 を も っ て マク ラ 
フリ ン は グル ー プ を 再 始動 させ る 。 こ こ で は J・L・ ポ ンティー 
を 含む スト リン グ ス ・ カ ル テ ッ ト を 加え た 大 所 帯 グ ルー プ に 、 
マイ ケル ・ ギ ブス の 編曲 に よる オー ケス トラ を 加え た ロッ ク ・ 
シン フォ ニー 的 な 作風 に 挑戦 。 バ ンド の み に よ る 次 作 と 並 
び 、 第 一 期 の 個々 の ぶつ か り 合い に より 危う く バ ラン ス が と 
れ て いる 作風 か ら 、 調 和 を 重視 し た 作風 へ 移行 し て いる 。 ま 
た 、 そ れ に より 、 マ クラ フリ ン が トー タル な 全権 を 取っ た プロ ジ 
ェクト と 言う EH 象 が 強い 。 結 局 、 こ れ は 更に 人 数 を 減ら し た 
最終 作 、「Inner Worlds」 に お いて は 半ば マク ラフ リン の ソ 
ロ と いっ た 扱い が な され る よう に な り 、 グ ルー プ は 解散 する 。 
いさ さか あっ け な い 終わ り 方 で あっ た が 、 以 後 も マク ラフ リン 
は シャ クティ や 新生 マハ ヴィ シュ ヌ 、T・ グ ルト ゥ 等 と の トリ オ に 
お いて 、 そ の 時 代 そ の 時 代 、 常 に 彼 で な けれ ば 出来 な い 事 
を や り 続 ける 。 そ れ ら の 活動 が 、 マ ハヴ ィ シ ュ ヌ ・ オ ー ケ スト ラ 
程 の 影響 力 を 見 せ た こ と は な い に し ろ 、 マ クラ フリ ン は 依 
然 、 ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク の 創始 者 で あり 、 最 重要 な ミュ ー ジ シャ ン 
で あり 続け て いる 。 

その 他 、 マ クラ フリ ン 以 外 の メン バー を 見 て も 、 ジ ェ フ ・ ベ ッ 
ク 「 ワ イア ー ド 」 の 立役者 、 ヤ ン ・ ハ マー/ ナ ラダ ・ マ イケ ル ・ ウ 
ォ ル デン (ウォ ルデン は ノヴァ で も 活躍 ) 、 ま た J・L・ ポ ンティー 
の 全盛 時 の 諸 作 や 、'80 年 代 、 プ ライ ヴェ ー ト ・ ミ ュー ジッ ク を 
通じ て 新生 面 を 見 せ た J・ グ ッ ド マン 等 重要 人 物 の 元 に な っ 
た マハ ヴィ シュ ヌ ・ オ ー ケ スト ラ の 名 は 770 年 代 音 楽 シ ー ン を 
こち ら か ら 見 た 場合 、 外 すこ と の 出来 な い 物 と 言え よう 。 
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マイ ルス ・ デ イヴ ィ ス の 「 イ ン ・ ア ・ サ イレ ント ・ ウ ェ イ 」「 ビ ッ 
チェ ズ ・ プ リュ ー」「 ジ ャ ッ ク ・ ジ ョ ン ソ ン 」 等 に 参加 し 、 ジ ャ ズ ・ 
シー ン に その 名 を 脅かし た ジョ ン ・ マ クラ フリ ン 。 そん な 彼 が ジェ 
リー・ グ ッ ド マン (vIn) 、 ヤ ン ・ ハ マー (p) 、 リ ッ ク ・ レ アー ド (b)、 
ビリ ー・ コ プ ハ ム (ds) の 4 人 と 結成 し た 、 ジ ャ ズ 史 、 ロ ッ ク 史 に 
残る グル ー プ の デビ ュー 作 。 タイ トド ト で スピ ー デ ィ な ジャ ズ ュ ロッ ク 
の リズ ム を バ パック に 、 ギ ター、 ピ アノ 、 ヴ ォ イ オリ ン が メロ ディ ア 
ス か つこ れ ま た スピ ー デ ィ な ソロ や アン サン ブル を 次 々 に 披露 する 。 
その テク ニカ ル か つづ 緊張 感 に 富ん だ 演奏 は 一 つの スタ イル と な っ て 
多く の 後進 達 に 影響 ほ 与え た 。 ア コー ステ ィ ッ ク ・ ギ ター を 中 心 に 
し た クラ シカ ル で リリ カル な 演奏 も 素晴らし い 。 (賀川 ) 


MAHAVISHNU ORCHESTRA 
Birds Of Fire 


L P/CBS 31996 72 年 
CD/Columbia 31996 
/ ソ ニー SRCS 7010 





'60 年 代 末 頃 か ら 、 ジ ャ ズ ・ シ ー ン に お いて 、 ロ ッ ク を 意識 し た 音 
作 妃 が 和 某 ね か われ る まう に な かなり そ れ が リク ロス オニ ヴァ ー ョ ロウ ョ ー 
ジョ ン 」 に 繋が っ て いた 。 ロ ッ ク ・ サ イド か ら 見 る と 、 そ うし た 中 
の 最大 の 成功 例 が マハ ヴィ シュ ヌ ・ オ ー ケ スト ラ で あり 、 最 大 の 成 
果 が 本 作品 で ある 。 マ クラ フリ ン に と っ て も 、 本 作品 は 自己 の 最高 
傑作 の 1 つ で あろ う 。 驚 異 的 と 言う に 相応 し い コ プ ハ ム の 強烈 か つ 
正確 な ドラ ム と レア ー ド の ベー ス を バッ ク に 、 マ クラ フリ ン (5g)、 
ハマ ー (key) 、 グ ッ ト マ ン (vIn) が イン ター プレ イ 、 ユ ニ ゾ ン 等 に 
よる 緊張 感 溢れ る 演奏 を 繰り 広げ て いる 。 曲 は メロ ディ アス な も の 
が 多く 、 ス ピリ チュ アル な 愛 囲 気 に 満 ちあ て いる 。 ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク の 
究極 の 交 を 見 る こと が 出来 る 名 作 で ある 。 (賀川 ) 





MAHAWISHNU OR6HESTRA 
Live Between Nothimgness & 
Etermity 


LP/CBS 32766 73 年 
CD/Columbia 32766 
/ ソ ニー SRCS 7011 





泣く 子 も 黙る 、 大 爆発 第 1 期 マ ハヴ ィ シ ュ ヌ の し か も ライ ヴ 演 奏 
を 収録 し た 1 枚 。 リ ー ダ ーJ. マ クラ フリ ン の ギタ ー も 若 々 し 〈、 如 
何 に も アン プ 直 、 ハ イ パ ワ ー で 歪 、 最 高 に 男らしい 。 後 に 段々 と 整 
理 され 、 行 儀 良 く な り 、 去 勢 さ れ た B.G.M. と 成り 下がる イン スト 音 
楽 と は 違い 、 ま さ に 熱く 燃え た ぎる 、 ロ ッ ク と ジャ ズ の 融合 。 し か 
も ライ ヴ 録 斉 と あっ て 、 各 メン バー の ソロ の 勢い が 全然 違う 。 強力 
リズ ム ・ セ クシ ョ ン も 二 人 揃 っ て 上 層 楽 器 に 二階 級 特進 。 熱 い 男 の 
音楽 を 好む 人 に と っ て の 必聴 盤 。 (伊藤 ) 


MAHAWISHNU ORCHESTRA 
An0ealVDSe 


LP/CBS 32957 74 年 
CD/Columbia 46111 
/ ソ ニー SRCS 7012 





「Birds Of Fire ( 火 の 鳥 ) 」 で 頂点 を 極め た マハ ヴィ シュ ヌ ・ オ ー 
ケス トラ が 、 新 た な 領域 に 挑戦 し た 問題 作 。 マ クラ フリ ン 以 外 の メ 
ン バ ー は 一 新 さ れ て お り 、 ジ ャ ン ・ リ ュ ッ ク ・ ポ ン テ ィ (vIn) 、 マ イ 
ケル ・ ウ ォ ル デン (ds)、 ラ ルフ ・ ア ー ム スト ロン グ (b) ら が ニュ 
ー・ メ ン バ ー と し て 参加 し て いる 。 ロ ンド ン ・ シ ン フ ォ ニ ー・ オ ー 
ケス トラ と の 共演 と いう 形 を 取っ て お り 、 サ ウン ド も 変化 に 富ん だ 
も の に な っ て いる が 、 両 者 の 融合 は 今一つ 。 女 性 ヴォ ー カ ル に も 多 
少 の 違和感 が ある 。 そ れ で も 、 バ ンド 自体 の 演奏 は 素晴らし く 、 強 
力 な リズム ・ セ クシ ョ ン を バ パック に 、 ギ ター、 あ る い は ヴァ イオ リ 
ン が 繊細 か つ リ リカ ル な 演奏 を スピ ー デ ィ に 展開 する 部 分 は 最大 の 
聴き 所 で ある 。 (賀川 ) 








MAHAVWISHNU ORCHESTRA 
Visions Of The Emerald Beyond 


LP/CBS 33411 75 年 
CD/Columbia 46867 
/ ソ ニー SRCS 7013 





J.L. Ponty、M. Walden 達 に よる 第 2 期 マ ハヴ ィ シ ュ ヌ 、 編 成 が 変 
わっ た こと に より 音楽 性 も や や 変化 を 見 せ た が そ の 2 枚 目 。 と に か 
く 強 力 に 、 力 で 押し 進め る 第 1 期 に 比べ る と 壮大 な 広がり を も た せ 
て 伸び 上 が る よう な 部 分 が 強い 。 こ れ は J.L. Ponty の キャ ラク ター に 
よる 部 分 が 多い と 思う の だ が 。 ま た 、 ス トリ ング ス の 大 胆 な 導入 、 
管楽器 の サポ ー ト な ども あり と て も スケ ー ル が 大 きく な っ て いる 。 
この 希有 の バン ド は 更に も う 一 枚 ス タ ジ オ 録音 を し て 消 減 、 そ の 後 
の 各 メ ン バ ー の 活動 は 多 方 面 に 広がっ て いる 。 84 年 に 再編 成 、2 枚 
の 作品 を 残し て いる 。 (伊藤 ) 








MAHAVISHNU ORCHESTRA/ 
JOHN MeLAUGHLIN 
Inmer Worlds 


L P/CBS 33908 75 年 
CD/Columbia 52923 


ミニ ・ オ ー ケ スト ラ と で も 言う べき 前 作 か ら 大 幅 に メン バー を 減 
らし 、N.M. ウ ォ ル デン (ds) 、R. ア ー ム スト ロン グ (b)、 そ れ か ら 
新 加 入 の スチ ュ ・ ゴ ー ル ド バ ー グ (key) の 4 人 編成 に より 作ら れ た 
最新 作 。 前 作 に も 増し て 、 ヴ ォ ー カ ル ・ パ ー ト を 重視 し た 曲 が 収 め 
られ て いる 他 、 コ ン パ クト な 編成 を 利 し た より スト レー ト な サウ ン 
ド は 当時 全盛 を 迎え つつ あっ た クロ ス ・ オ ー ヴ ァ ー・ サ ウン ド の 一 
つと も 言え 、 グ ルー プ と し て の 独自 性 は うす れつ つ あ る よう だ 。 ま 
た 、 表 ジャ ケ に グル ー プ 名 と 並ん で マク ラグ リン の 名 が 大 きく 書か 
れ て いる の と 対照 的 に 曲 に よっ て は ウォ ルデン プア ー ム スト ロン グ 
が リー ダー・ シ ッ プ を 取る 場面 が 目立つ 。 依 然 、 ク ォ リ ティ は 高い 
が 、 最 後 と し て は 集中 力 に 欠け る 作品 と な か っ て し まっ た 。 (中西 ) 





づら 








MAHAWISHNU JOHN 
MeLAUGHLIN 
My Goals Beyond 


LP/Douglas KZ 30766 71 年 
CD/Ryko 10051 
/ ビ デオ ・ ア ー ツ VACK 1018 








ピリ ー・ コ プ ハ ム 、 ジ ェ リ ー・ グ ッ ド マン を 迎え て の 録音 と いう 
事 で マハ ヴィ シュ ヌ ・ オ ー ケ スト ラ と メン バー 的 に 直結 する 3 rd ソロ 。 
た だ し サウ ンド 的 に は 多少 違っ た 傾向 に ある 。 A 面 で は 前 記 両 名 に 
ディ 7 ドコ リー アマ ン チャ ー リー・ ペ ベイ デン アイ ア 三 ドモ 
レイ ラ と 言っ た 当時 の 気鋭 に シ と ター ル 、 タ プラ を 加え て モー ダル な 
イン プロ ヴィ ゼー ショ ン 主 体 の 演奏 。 マ ハヴ ィ シ ュ ヌ に お ける アコ 
ー ス ティ ッ ク 曲 に 比べ 、 よ り フ ォ ー ム を も た な い 構 成 の 中 、 順 次 リ 
ー ド が 浮か ん で は 消え る 構成 は より 一 般 的 な 東洋 指向 が 感じ られ る 。 
B 面 の アコ ー ス ティ ッ ク ・ ギ ター の 多重 録 彰 に よる 小曲 集 と 共に マ 
クラ フリ ン の た お や か な 一 面 が 現われ た 一 枚 。 (中 西 ) 





SHAKTI WITH JOHN 
McLAUGHLIN 
Shakti With John McLaughlin 


LP/CBS 34152 76 年 
CD/Columbia 46868 
/ ソ ニー SRCS 7014 














MAHAVISHNU の 活動 を 停止 し た あと 、J. マ クラ フリ ン は イン ド へ 
渡り 、 現 地 の ミ ュー ジ シ ャ ン 達 と 交流 する 。 そこ で 結成 され た の が 
この 編成 、 本 作 を 初め 3 枚 の 作品 を 残し て いる 。 J. McLaughlin (g) 、 
L. Shankar(vIn) 、 T. H. Vinayakaram (Ghatam) 、 Z. Hussain (tabla) 
と いう 弦楽 器 & 打 楽器 の アン サン プル 。 イ ンド の トラ ディ ショ ナル 
な 旋律 を 主体 に 超 高 速 フ レー ズ が 走り 回 り 信 じ ら れ な いよ うな 複 雑 
な ユニ ゾン 、 無 茶 と も 思え る よう な キメ を 連発 。 と いう の は 全部 イ 
ンド の トラ ッ ド の お 家 芸 だ っ た りす る 。 電 気楽 器 が 皆無 、 全 て 弱音 
楽器 な か がら ブ ッ ト ピ 度 は MAHAVISHNU よ り 上 か も し れ な い 。 一 種 の 
究極 アン サン ブル 。 因みに 本 作 は 全編 ライ ヴ 録 音 。 TV 放映 され た 映 
像 で は に こ に こと 笑い な が ら 超 絶 技 を 披露 し て いた 。 (伊藤 ) 





SHAKTI WITH JOHN 
MeLAUGHLIN 

A HanHful 0f Beauty 
LP/CBS 34372 77 年 





イン ディ アン ・ ト ラッ ド の 究極 アン サン ブル 集団 、 シ ャ クティ の 
2 枚 目 。 前 作 と スタ イル は 変わ る と ころ は な い が 、 本 作 は スタ ジオ 
録 彰 だ け に ブッ トビ 度 は 同様 な が ら よ り 丁 寧 な 印象 が ある 。 彼 等 の 
代表 曲 と 言っ て も 良い だ ろう 、 1 曲目 "La Dance Du Bonheur” の 、 
冒 豆 の タプ ラ の ユニ ゾン か ら 怒 薄 の よう に な だ れ 込 ん で くる フレ ー 
ズ 、 キ メ の 嵐 。 こ の 編成 の 良い 部 分 が 全て 集め られ て いる よう な 1 
曲 。 また 、 注 目 す べき は タプ ブラ 及び 陶器 の 吾 で ある 打楽器 な の だ が 、 
まる で ピア ノ を 弾い て いる か の よう に 表情 豊か 、 指 先 で 細か い ニ ュ 
アン ス を つけ て いる 。 既に 打楽器 の 域 を 脱し て いる よう だ 。 こ の 後 
や や スタ イル に 変化 を 見 せ た 3 作 目 を 発表 し 解散 。 (伊藤 ) 


cpARLOS SANTANA 
MAHAWISHNU JOHN 
McLAUGHLIN 

Love Devotion Surrender 


L P/Columbia KS 32034 '73 年 
CD/(Ger.) Columbia 468871-2 





グル 、 ス リ ・ チ ン モ イ の 弟子 と な っ た サン タナ が 、 兄 弟子 の マハ 
ヴィ シュ ヌ (ホー リー・ ネ ー ム ) ・ ジ ョ ン ・ マ クラ フリ ン と 共演 する 
と いう 形 で リリ ー ス し た 作品 。 当時 、 サ ンタ ナ が 尊敬 し て いた ジョ 
ン ・ コ ルト レー ン の 曲 (^ 至 上 の 愛 ” と ` ナ イマ ”) も 収め られ て い 
る 。 ラ リー・ ヤ ング (org) に 加え て 、 ア ー マ ン ド ・ ペ ラ ザ (conga)、 
ダグ ・ ロ ー チ (b ) 、 ビ リー・ コ プ ハ ム (ds) ら 、 馴 染み の メン バー の 
サポ ー ト を 受け 、 2 人 が イン ター プレ イ を 展開 する 、 ど ちら か と 言 
うと マク ラフ リン の 色 が 濃く 、 サ ンタ ナ も 彼 の 影響 下 に ある 演奏 を 
見 せる 。 と は 言う も の の 、 マ クラ フリ ン が サン タナ 風 の 上 昇 感 に 富 
ん だ 演奏 を 披露 する 部 分 も あり 、 両 者 が うま く 融 合 し て いる 。 兄弟 
子 と 弟弟子 の 対話 を 思わ す 宗 教 的 要素 も 持っ た 力作 で ある 。 (賀川 ) 








JOHN McLAUGHLIN AND 
MAHAVISHNU 
Adventures In Radiland 


CD/Polygram 51939-2 "88 年 
/ ク ラウ ン BRJ-4058 





復活 し た MAHAVISHNU の 第 2 弾 。'70 年 代 の 編成 で 見 せ た よ うな 
荒削り の ご り ご りな が ら 信 じ ら れ な いよ うな 絡み 合い を する 超絶 ジ 
ャ ズ ・ ロ ッ ク で は な く 、 よ り 洗 練 さ れ 冷 静 さ を 持つ よう に な っ た が 
それ で も 超一流 の 音楽 が 全面 に 溢れ て いる 。 前作 で や や ゆっ た り し 
た アプ ロー チ を 見 せ た が 、 本 作 で は 軽快 な 明る い ノ リ を 見 せ て いる 。 
デジ タル 音 を 多く 使っ て いる の も その 要因 か も 知れ な い 。 い ずれ に 
し て も この 再編 成 ニ ュー ヨー ク の 天才 ベー シス ト J. Hellborg を 起用 
し 、 世 に 知ら し め た だ け で も 価値 あり 。 本 作 以 降 この 編成 で は 活動 
が 無く 、J. McLAUGHLIN Trio と し て の 活動 が メイ ン に な っ た 。 
(伊藤 ) 








JOHN MeLAUGHLIN TRIO 
Live 過 The Hoal Festival Hall 
Novemher 27, 1989 


CD/Polygram 834436-2 
/ ポ リド ー ル POCJ-1009 '90 年 














「 ル の 人 の の 702 
ex グ 2 





M-Base 派 の 全面 的 バッ ク ・ ア ッ プ を 打ち 出し て いる JMT レー ベル 
に あっ て は 基 か 異質 な 取り 合わ せ だ が 、 強 烈 な 個性 と イン パク ト の 
強 さ で は 一 歩も 引け を と ら な い マ クラ フリ ン の 最新 プロ ジェ クト が 
この トリ オ だ 。1988 年 の 結成 時 は ジェ フ ・ バ ー リ ン が ベー シス ト だ 
っ た が 、 弄 年 カイ ・ エ カー ト に 交代 し た 。 ド ラム ス も いな い 3 人 で 
一 体 何 が 演奏 出来 る の か 、 聴 くま で は 半信半疑 と いっ た リス ナー が 
多かっ た 筐 だ が 、 ど ちら か と 言え ば か な り 鱗 舌 な プレ イ で 知ら れる 
マク ラフ リン の 非常 に 抑制 の 効い た 、 逆 に 言え ば それ だ け 選 び 抜 か 
れ た 最小 限 の 音 と 、 エ カー ト 、 グ ルト ッ ゥ の 緊 過 し た や り と り が 劇 的 
な 音 空間 を 演出 し て お り 、 見 事 と いう ほか な い 。 特に グル トゥ の パ 
ー カ ッ シ ョ ン ・ プ レイ は 素晴らし い の 一 語 。 (坂本 ) 








〇 の 








JERRY G00ODMAN 
On The Future Of Aiatiom 
LP/Private Music 32XB-57 '85 年 





アメ リカ に お ける 最初 期 の プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク ・ グ ルー プ 、 
フロ ッ ク の バイ オリ ニス ト と し て 知ら れる ジェ リー・ グ ッ ド マン 。 
マハ ヴィ シュ ヌ ・ オ ー ケ スト ラ の メン バー と し て ジョ ン ・ マ クラ フ 
リン 、 ヤ ン ・ ハ マー ら と 白熱 の イン ター プレ イ を 展開 し た の も 早 10 
年 以上 前 の こと と な っ た 。 その 後 の 彼 の 活動 は 地味 な も の で あっ た 
が 、'85 年 、 話 題 の プラ イヴ ェ ー ト ・ ミ ュー ジッ ク か ら 突 如 本 作 を 発 
表し た 。 グ ッ ド マン ら の 演奏 は 穏やか で 安定 し て お り 、 広 が り の あ 
る サウ ンド か が 心地 良い 。 デ ジタル ・ レ コー ディ ング の 特色 を 生か し 
た 音 作 り に な っ て お り 、 シ ン セ サイ ザー、 パ ー カ ッ シ ョ ン の 残響 が 
生々 し い 。 (賀川 ) 





JAN HAMMER 
The First Seven DaVs 
LP/Nemperor NE 432 75 年 


ば な 


プラ ハ 生 まれ の キー ボー ド 奏 者 、 ヤ ン ・ ハ マー 一 世 一 代 の 大 傑作 。 
チェ コ で は ミロ スラ フ ・ ヴ ィ ト ウス ら と 活動 し て いた が 、 渡 米 し サ 
ラ ・ ヴ ォ ー ン の バッ ク で 活動 し た 後 、MAHAVISHNU ORCHESTRA 
の 結成 に 加わ り 、 一 虫 ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク ・ シ ー ン の 最前 線 に 飛び 出し 
た 。 ベ ンド を 多用 し た 独特 の シン セ サ イ ザー・ プ レイ が 好き 嫌い の 
対象 に な る ほど 聴く 者 に 強烈 な イン パク ト を 与え た 。 独立 後 、 ジ ェ 
リー・ グ ッ ド マン と の 「Like Children」('74) を 経て 発表 し た 本 作 は 
ご く 一 部 デザ ィ ッ ド ・ ア ー ル ・ ジ ョ ン ソ ン (perc) と ステ ィ ー ヴ ・ キ ン 
ドラ ー(vIn) が 加わ っ て いる ほか は すべ て ヤン ・ ハ マー の 多重 録音 で 
あり 、 彼 の 最も プロ グレ ッ シ ヴ な 音楽 性 が 全編 に 現われ て いる 。 近 
年 の ハマ ー は 力 が 抜け 過ぎ て いて 物足りな い 。 (坂本 ) 





JERRY GO0ODMAN JAN, HAMMMER 
Like Children 


LP/Nemperor NE 430 74 年 





SN ウツ 6 ンジ EN セー ケス ロラ! を まつ 7 クエ 3 リリ 0 グ 07 ド eo どの 
ヤン ・ ハ マー の 最初 の デュ オ ・ ア ル バ ム 。 2 人 以外 に 参加 ミュ ー ジ 
シャ ン は お ら ず 、 グ ッ ド マン が ヴァ イオ リン と ギタ ー、 ハ マー が キ 
ー ボ ー ト と ドラ ム ス を 担当 し 、 多 重 録音 で 作品 を 作っ て いる 。 マ ハ 
ヴィ シュ ヌ ・ オ ー ケ スト ラ の よう な 、 ド ライ ヴ 感 に 富ん だ 、 ス ピー 
ディ な 演奏 も 一 部 見 られ る が 、 全 体 と し て は 、 メ ロディ アス で 穏 や 
か な プレ イ が 中 心 に な っ て いる 。 フ ァ ン キー な シン セ ・ リ ズム を 使 
っ た 部 分 は 今一つ で ある が 、 グ ッ ド マン の リリ カル な 演奏 は 正 に 彼 
の 本 領 が 発揮 され た も の と 言え る 。 一 方 、 ハ マー は 作曲 面 に お いて 
も 、 演 奏 面 に お いて も 、 そ の 非凡 な 才能 を 見 せつ ける が 、 多 ゆえ 
に 、 方 向 性 が や や 明確 で な い 感 も する 。 (賀川 ) 


JEAN-LUC PONTY 
Emigmatic 0eeam 


LP/Atlantic SD 19110 77 年 
CD/Atlantic 19110-2 





代表 作 。 序 曲 十 3 つの 小品 十 2 つの 組曲 が 統一 感 を 持っ た 流れ の 
中 に 連なっ て お り 、 ド ラマ ティ ッ ク な 展開 、 バ ラン ス 良 い ソ ロ の 配 
し 方 と 各々 の 役割 分 担 等 、 ト ー タ ル ・ サ ウン ド と し て の ポン ティ の 
配慮 が 肘 い 知れ 、 結 果 、 幅 広い 層 へ アピ ー ル 出来 る 一 枚 と な っ た 。 
ヴァ イオ リス ト と し て の 彼 の 技量 は 勿論 の 事 、 当 時 既に ミュ ー ジ シ 
ャ ンズ ・ ミ ュー ジ シ ャ ン と し て カル ト 的 人 気 を 持っ て いま A・Holdsworth 
(g) を 始め 、D・Stuermer (g)、A・Zavod(key) と いう 我々 に 馴 
染み の 深い 人 達 の 活躍 も 光る が 、 何 と 言っ て も R・Armstrong (b) 
と S・Smith (ds) と いう 切れ の ある リズ ム ・ セ クシ ョ ン が 出色 の 出 
来 。 ク ロス オー ヴァ ー/ フ ュー ジョ ン の 持つ ポッ プ さ 、 明快 さ が 最も 
良い 形 で 発揮 され た 一 枚 と し て 挙げ て お きた い 。 (山田 ) 








BILLY 60BHAM 
Total Eclipse 
LP/Atlantic SD 18121 74 年 





70 年 代 前 半 に 全盛 を 極め た 、 手 数 プ パ ワー 勝負 の ドラ マー の 中 で 
も 最も 派手 派手 し い プ レイ で 注目 を 集め た 彼 の 3 rd ソロ ・ ア ル バ ム 。 
初期 マハ ヴィ シュ ヌ ・ オ ー ケ スト ラ の 土台 を 支え た エネ ル ギ ッ シュ 
な ドラ ミン グ を 軸 に 派手 な キメ 、 大 迎 な テー マ で 曲 を 転換 させ て 行 
く や り 口 は 前 後 数 作 に お いて も 共通 し 、 出 来 栄 え に も 大 差 は な い 。 
各 曲 の タイ トル か ら す る と 月 世界 冒険 を テー マ に トー タル な 作品 と 
な っ て いる が 、 そ の 事 自 体 に は さ 程 の 意味 は な く 、 マ ハヴ ィ シ ュ ヌ 
を 手 本 と し た ドラ マチ ッ ク な 曲調 と 派手 な 演奏 を ひたすら 楽し む の 
が 筋 だ ろう 。 テ クニ カル ・ ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク と 言う スタ イル が ま と ま 
りつ つ あ る 時 期 の 典型 例 。 プ レッ カー 兄弟 、J. アバ ー ク ロン ビー、 
M. レヴ ィ エ ウ ヴ 他 参加 。 (中 西 ) 








NARADA MICHAEL WALDEN 
Giarden Of Love Light 
L P/Atlantic SD 18199 76 年 





現在 で は プラッ ク ・ ミ ュー ジッ ク 界 の 大 物 プ ロ デ ュ ー サ ー と し て 
知ら れる 彼 だ が 、 この頃 は マハ ヴィ シュ ヌ ・ オ ー ケ スト ラ を 経て ウ 
ェ ザ ー・ リ ポー ト 等 で 活躍 する ドラ マー と し て 一 流 の 存在 だ っ た 。 
他 に も J. ベ ッ ク の 「 ワ イア ー ド 」 や NOVA の 「Vimana」 等 に も 加わ 
り 、 コ ラー ド ・ ル ステ ィ チ と は ブラ ザー と 呼び 合う 仲 で も ある 。 本 
作 で は 、 一 部 オー ケス トラ も 迎え 、 マ ハヴ ィ シ ュ ヌ と (本 作 で も キ 
ー ボ ー ド を 担当 し て いる ) デヴィ ッ ド ・ サ ン シ ャ ス の ソロ に 通じ る 
スケ ー ル 感 あ る シン フォ ニッ ク ・ ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク を メイ ン と し た 作 
風 。 勿 論 、 今 に 通じ る ソウ ル 色 の ある ナン バー も ある が 、 こ れ は 、 
この 時 代 の クロ ス オ ー ヴ ァ ー と 言わ れ た サウ ンド に 共通 する 傾向 で 
も ある 。J. ベック 、C. サ ンタ ナ も ゲス ト 参 加 。 (中 西 ) 

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































文平 山 英治 
カン サス と 言う と 、 ス ティ クス 、 ジ ャ ー ニ ー、 ボ スト ン と 同列 


に 並べ られ た 上 で 紹介 され る こと が 多い 。 日 本 で プロ グレ ・ 
ハー ド と 言わ れ て いる も の だ 。 ハ ー ド ・ ロ ッ ク を 基調 に し た テ 
クニ カル な 音楽 を そう 呼ん た で いる の だ 。 

カン サス は へ ヴィ な 音 で 分 厚く 構築 され た 音 世 界 を 築い 
て いる 。 な お か つ 前 面 に ヴァ イオ リン が フィ ー チ ャ ー さ れ て い 
る こと が 大 きい 。 美 し く か つ ハ ー ド な フレ ー ズ を 弾き 出す ヴァ 
イオ リン の 影響 は 強かっ た 。 も う 一 つの 特徴 は 歌 を 大 切 に 
扱っ た バン ド で あっ た と いう こと だ 。 ア メリ カ 的 で ポッ プ な メロ 
ディ に 乗せ られ た ステ ィ ー ヴ の パワ フル な 歌 が カン サス の 曲 
を E 象 的 に し て いる こと は 言う まで も な い 。 歌 詞 の 世界 も 、 時 
や 場所 を 越え た 物語 の 設定 で 、 コ ン セ プチ ュ ア ル な も の が 
多い と いう の も 特徴 に な っ て いる 。 

カン サス は クラ ス メ イ ト だ っ た フィ ル ・ エ ハー ト (ds) と ケリ 
ー・ リ ヴ グ レン (g) が 自分 た ちの バン ド に 飽き 足ら ず 、 ホ ワイ 
ト ・ ク ロー バー と いう グル ー プ を 作っ た ミ と に 始ま る 。 そこ に デ 
イヴ ・ ホ ー プ (b) が 加わ り 、 バ ンド と し て の 骨格 が 整っ て きた 。 
デイ ヴ が 自分 た ちの 音楽 性 を 表現 で きる よう な バン ド 名 に 
し よう と いう こと で よう や く カ ン サ ス と いう バン ド 名 に な っ た 。 
1970 年 の 中 頃 か ら ダ ンス ・ ホ ー ル な ど で 演 奏する よう に な 
り 、 そ の 後 、 ド アー ズ と 共演 し た り し た が 、 バン ド 活 動 は うま く 
いか ず 、 再 び 分 裂 す る 。 ケ リー は 別 の 7 人 編成 カン サス を 作 
り 、 フ ィ ル と デイ ヴ は ホワ イト ・ ク ロー バァ ー を 再 結成 する 。 

その 後 フ ィ ル は 単身 で イギリス に 渡っ た が うま くい か ず 、 
3 ヶ月 で 帰国 の 途 に つい た 。 

カン サス に 戻っ た フィ ル は 、 プ ロ と し て ホワ イト ・ ク ロー バー 
を 再 結成 し よう と 決意 し 、 ソ ング ライ ティ ング と ヴォ ー カ ル で 
グル ー プ を 引っ 張っ て いく ステ ィ ー ヴ ・ ウ ォ ル シュ (vo,key) を 
迎え た 。 そ し て 、 ヴ ァ イ オ リ ニ ス ト の ロビ ー・ ス タイ ン ハ ー ト が 最 
初 に 集まっ た 。 ホ ワイ ト ・ ク ロー バー 再 結成 の 話 を 聞い た デイ 
ヴ と リチャード ・ ウ ィ リ アム ズ は 活動 中 の バン ド を 蹴っ て ホワ 
イト ・ ク ロー バー で 活動 する こと に な っ た 。 ホ ワイ ト ・ ク ロー バ 
ー は ステ ィ ー ヴ に 加え て も う 一 人 強力 な ソン グラ イタ ー が 人 欲 
し いと ケリ ー を 引き 抜い た 。 

6 人 編成 で 再 出発 を 果たし た ホワ イト ・ ク ロー バー は カン 
サス 州 や 中 西部 の ロデオ や バー で 演奏 する よう に な る 。 そ 
の 後 彼ら の デモ ・ テ ー プ を 聴い た ドン ・ カ ーシュ ナー に 認め 
られ た 。 そ の 時 彼ら は カン サス と 再び バン ド 名 を 変更 し 、 
1974 年 に よう や く 1st ア ル バ ム 「Kansas」 が リリ ー ス され た 。 

と いう こと で 、 デ ビュ ー ま で 幾多 の 苦節 を 経た カン サス は 


は 洗練 度 が それ ほど 高く は な いた めか 、 商 業 的 に は それ ほ 
どの 成功 は な か っ た 。 そ の 後 、1975 年 に は 「Song For Ame- 
rica」、「 Masque」 と リリ ー ス する 。 こ の 2 枚 の アル バム は 1st 
アル バム より 売上 を 記録 し た も の の 、 ま だ 大 ヒッ ト に は 遠かっ 


KANSAS 旧 中 





た 。 し か し 、 こ の 2 枚 の アル バム で 、 カ ン サ ス は 大 作 志 向 が ま 
すま す 強 く な っ て きた 感 が あり 、 洗 練 度 も 高く な っ て きた 。 と い 
う の も この 2 作 目 か ら プ ロ デ ュ ー サ ー を ジェ フ ・ グ リッ クス マン 
が つと め る よう に な っ た こと も 関係 じ に て いる か も し れ な い 。 

そし て 、'76 年 に は 「Leftoverture」 を リリ ー ス し 、 こ れ が 大 
ヒッ ト と な り 、200 万 枚 も の 売上 を 記録 し た 。 こ の アル バム 、 そ 
し て 次 作 の 「Point Of No Return」、 ラ イヴ ・ ア ル バ ム 「Two 
For The Show」 の 三 作 を カン サス の 黄金 期 と 見 る 向き も 多 
い 。「Leftoverture」 に 収録 の Magnum Opus" (超大 作 ) 
と いう 曲 は 、 い くつ か の 組曲 に な っ て いる が 、 こ れ は 別 の 曲 で 
カッ ト に な っ た テイ ク を つなぎ 合わ せ た も の だ と いう 。 こ の 曲 
を 聴く だ け で も 、 当 時 の カン サス の 構成 力 を 測り 知る こと が 
で きる 。 

1977 年 に は 「Point Of No Return」 を リリ ー ス する 。 
^*Dust In The Wind”? の シン グル ・ ヒ ッ ト は お ろか 、 ア ル バ ム 
自体 も 前 作 以 上 の セー ルス を 記録 し た 。 

その 後 、 こ の 時 の ツア ー の ライ ヴ 録 斉 で ある 「Two For 
The Show」 を 発売 。 編 集 ・ ミ ックス 以外 に オー ヴァ ー ダ ブ 等 
の 作業 は 一 切 行わ れ て いな い 、 純 粋 な ライ ヴ 録 音 な の だ 。 

そし て 、 次 作 「Monolith」 を 発表 。 内 省 的 で 音 数 が 減っ た 
スマ ー ト な 音 に 変化 じ て い る が 、 ト ー タ ル ・ コ ン セ プ ト ・ ア ル バ 
ム と し て 作ら れ て お り 、 歌 詞 の 面 で の 構成 力 は や は り 評 価 に 
値する 。 こ の 時 の ツア ー の 延長 と し て 日 本 公演 も 行わ れ て 
いる 。 そ の 後 、 ス ティ ー ヴ ・ ウ ォ ル シュ と ケリ ー・ リ ヴ グ レン の 二 
人 は ソ ロ ・ ア ル バ ム を 互い に '80 年 に リリ ー ス し た 。 そ し て 、 
「Audio Vision」 を 録音 し 、 そ れ が 最後 の オリ ジ ナ ル ・ メ ン バ 
ー で の 録音 と な り 、 次 作 「VinyI Confessions」 の 時 は ステ ィ 
ー ヴ が 脱退 し 、「Drastic Measures」 で は ロビ ー・ ス タイ ン 
ハー ト が 消え 、「 歌 」 と 「 ヴ ァ イ オ リン 」 を 欠い た カン サス は 求 心 
力 を 失い ベス ト ・ ア ル バ ム を 残し 、 活 動 休止 、 そ し て 、 解 散 し 
iQ まう 5 

'86 年 に カン サス は フィ ル 、 リ ッ ク 、 ス ティ ー ヴ の 三 人 と 元 デ 
ィ キ シー・ ド レッ グ ス の ステ ィ ー ヴ ・ モ ー ズ (g) を 加え 再 結 成 
し 、 ア ル バ ム 「Power」 を 発表 し た 。 そ し て 、'88 年 に 「In The 
Spirirt Of Things」 を 発表 後 、 し ば らく 休止 状 態 に 陥っ て し 
に さら 7 

し か し 、'92 年 に は 、 ス ティ ー ヴ ・ ウ ォ ル シュ 、 リ チャ ー ド 、 フ ィ 
ル 、 ビ リー・ グ リア (b) 、 グ レッ グ ・ ロ バー ト (key) 、 デ ヴィ ッ ド ・ 
ラグ ス デ イル (vIn) と いう 編成 で 再び ライ ヴ が 行わ れ 、 ケ リ 
ー・ リ ヴ グ レン も ゲス ト 参 加 し た 。 そ し て 、'95 年 に は "92 年 の ラ 
イヴ が 行わ れ た と き の メ ン バ ー で 「Freaks Of Nature」 が 
発表 され た 。 プ ロ デ ュ ー サ ー に 再び ジェ フ ・ グ リッ クス マン を 
迎え 制作 され た 。 カ ン サ ス の 持ち 味 が 生か され な が ら も 、 今 
の 時 代 の 音 を 出し て いる 。 カ ン サ ス は 見 事 な 復活 を 遂げ 、 今 
も 健在 だ 。 


ブ づ 





KANSAS 
Kansas 


LP/Kirshner 32817 74 年 
CD/Kirshner 32817 
/ ソ ニー SRCS 6293 





本 文中 で ふれ て きた 通り 、 何 回 も 何 回 も メン バー・ チ ェ ン ジ を 繰 
り 返 し た り 、 バ ンド 名 を 変え て き て や っ と 出 た 1 st アル バム 。 し か し 、 
それ だ け の 期間 苦労 し て きた だ け あ っ て 、 演 奏 技術 は すばらし いも 
の が ある 。 た だ 、 ま だ この 時 期 の カン サス は 特に ヴァ イオ リン の 音 
が ある と ころ が 大 きい と 思う が 、 サ ザン ・ ロ ッ ク や カン トリ ー・ ロ 
ッ ク の 抜け きっ て いな い 部 分 が あっ て 、 い か に も 「 プ ログ レッ シ ヴ 」 
と いう よう な 音 の 構築 性 は まだ 希薄 で は ある 。 し か し 、 ス ティ ー ヴ ・ 
ウォ ル シ ュ の パワ フル な 歌声 と ロビ ー・ ス タイ ン ハ ー ト の ハー ド な 
感じ の ヴァ イオ リン は この 時 すでに 灯 裂 し て いた 。 そ し て 、 歌 を 聴 
か せ て くれ る カン サス な ら で は の コー ラス も バッ チリ 決ま っ て いる 
し 、 パ ラー ド も し っ か り と 聴か せ て くれ る 。 (平山 ) 


KANSAS 
Song For America 


LP/Kirshner 33385 7S 年 
CD/Kirshner 33385 
/ ソ ニー SRCS 6294 





自分 達 の 出身 地 を その まま バン ド 名 に し た と 言わ れる カン サス は 
74 年 に デビ ュー し た 。 1 st アル バム は サザ ン ・ ロ ッ ク 色 が 出る な ど 、 
セー ルス 的 に も 内 容 的 に も 今 一 歩 の 感じ で あっ た が 、 続 く こ の 2 nd 
「Song For America」 に お いて 彼ら の 実力 は 頂点 へ と 達し た 。 ツ イ 
ン ・ キ ー ボ ー ド に よる ぶ 厚 い 音 の 壁 と 、 メ ロディ アス な ヴァ イオ リ 
ン に よる 劇 的 な 構成 は 実に 見 事 で 、 ア メリ カン ・ プ ログ レッ シ ヴ の 
代名詞 と 呼ば れ た 所 以 も 容易 に 理解 で きる だ ろう 。 以後 、 彼 ら は プ 
ログ レ ・ ハ ー ド 色 を 増し て いく が 、 2 枚 組 ライ ヴ に 続く 「Monolith」 
あたり まで が プロ グレ ッ シ ヴ ・ フ ァ ン に アピ ー ル 可能 な 内 容 と 言え 
る だ ろう 。 そ れ 以 後 は ポッ プ 色 が 強く な り 、 一 時 解散 。'86 年 に 再編 
し 、 現 在 も ベテラン ・ バ ンド と し て 活躍 中 で ある 。 (本 木 ) 





KANSAS 
Masmue 


L P/Kirshner 33806 75 年 
CD/Kirshner 33806 
/ ソ ニー SRCS 6295 





カン サス が 日 本 で 始め て 紹介 され た アル バム と し て 知ら れ て いる 。 
セカ ンド ・ ア ル バ ム の 時 に 共同 プロ デュ ー サ ー と し て 参加 し た ジェ 
フ ・ グ リッ クス マン が 本 作 よ り 単 独 で プロ デュ ー ス を 担当 。 こ の 作 
品 か ら ヴ ァ イ オ リン が より フィ ー チ ャ ー さ れる よう に な り 、 ク ラ シ 
カル な アレ ンジ が 更に 際 だ っ て くる 。 場面 の 転換 も これ で も か と い 
う ぐ で ぐら い ド ラマ ティ ッ ク に 展開 し て いく 。10 分 を 越え る よう な 曲 は 
な い が 、 7 分 前 後 の 曲 で その 展開 は 充分 に 味わえ る 。 必 要 以 上 に 曲 
を 長く し な いと いう の は プロ デュ ー サ ー の 意向 で は な いか と 推測 で 
きる が 、 そ れ が 適度 な ポッ プ 感 と いう こと な の だ ろう か 。 と に か く 、 
「 プ ログ レ 」 の 展開 に こだわ っ て いる の で 、 セ ー ル ス 的 に は 不 完全 燃 
焼 だ っ た が 、 隠 れ た 名 曲 が た くさ ん あり ます 。 (平山 ) 


KANSAS 
Leftoverture 


L P/Kirshner 34224 '76 年 
CD/Kirshner 34224 
/ ソ ニー CSCS 6038 





言わ ず と し れ た カン サス 大 プレ イク の 名 作 。300 万 枚 も の ヒッ ト を 
生み 出し た 原因 を 考え て みれ ば 、 それ は 曲 が こ れ ほ どの 感動 的 な 展 
開 を 見 せな が ら も 、 歌 メロ が 覚え や すく 印象 的 で 心 の 琴線 に 触れ て 
いく も の だ か ら で は な い だ ろ うか 。 ハ ー ド で ポッ プ 、 そ れ は 一 瞬 商 
業 主義 の み に 走 っ て し まっ た よう に 聞こ えて し まう の か も し れ な い 
が 、 カ ン サ ス の 場合 は その ポッ プ と いう こと が 染み 付い て いる 上 で 、 
こう いう 「 プ ログ レッ シ ヴ 」 な 展開 の 曲 を 生み 出し た いと いう 思い 
が あっ た の だ と 思う 。 また 、 最 後に 収め られ て いる Magnum Opus? 
は 、 色 々 な 曲 か ら カ ッ ト さ れ て し まっ た 部 分 を 驚異 の 構成 力 で 結び 
付け た まさ に 「 超 大 作 j。 ハ ー ド ぶ メ ポ ボッ プ ※ プ ログ レー カン サス と い 
うわ か りや すさ が いい 形 で 出 た アル バム 。 (平山 ) 








KANSAS 
Point 0f No Return 


L P/Kirshner 34929 77 年 
CD/Kirshner 34929 
/ ソ ニー SRCS 6293 








前 作 が 爆発 的 な 人 気 を 得 た カン サス だ が 、「 次 も 売れ る も の を 作ら 
な く て は いけ な い 」 と いう 過度 の プレ ッ シ ャ ー の た め に 、 ス ティ ー 
ヴ ・ ウ ォ ル シュ が 3 日 ほど 脱退 し て し まう と いう 事件 も あっ た 。 し 
か し 、 そ の 不安 は と りこ し 苦労 と な っ た よう だ 。 こ の アル バム は 前 
作 を 越え 、 チ ャ ー ト は 4 位 まで 登り 詰め た 。 基 本 ライ ン は 前 作 と 同 
じ で は ある が 、 シ ング ル ・ カ ッ ト さ れ た Dust In The Wind” は 6 
位 に まで 上 が っ た 。 こ の 曲 は 最初 アル バム の コン セプト に 合わ な い 
か ら 入 れる の を や め よ うと いう 話 に な っ て いた 。 ギタ ー 一 本 で 演奏 
され た 曲 は これ が 初め て だ っ た 。 こ の 曲 の 成功 に 自信 を 得 て 、 ウ ォ 
ル シ ュ は ソロ ・ ア ル バ ム の 計画 を 考え た と いう 。 カ ン サ ス の 静 的 な 
一 面 が 花開い た アル バム 。 ジャ ケ も 美しい 。 (平山 ) 





KANSAS 
Two For The Show 


L P/Kirshner PZ 235560 78 年 
CD/Epic ASSOC 35660 
/ ソ ニー CSCS 6040 





カン サス 初 の ライ ヴ ・ ア ル バ ム 。 選曲 は 各 ア ル バ ム より 厳選 され 
た 名 作 ば か り で す 。 信じ ら れ な いか も し れ な い が 、 こ の ライ ヴ ・ ア 
ル バ ム は 一 切 の オー ヴァ ー ダ ブ 等 を し て な い 。 3 回 分 の ライ ヴ か ら 
編集 し た と は いえ 、 ラ イヴ の 断面 が この 一 枚 に つめ られ て いる の だ 。 
この ライ ヴ を 聴い て いて 思う の は 、 ア ル バ ム ・ テ イク より も いい 演 
奏 を し て る ん じゃ な いか と いう 人 迫力 が 伝わっ て くる こと だ 。 完璧 な 
も の を 目指 す た め に ライ ヴ 中 に テー プ を 使っ て いた と か いう こと で 
も な い 。 中 に は 、 こ の ライ ヴ ・ ア ル バ ム を カン サス の 最高 作 に 挙げ 
る 人 も いる と いう 程 の 出来 。 ラ イヴ 盤 史 上 で の 歴史 的 名 盤 と 言っ て 
も 過言 で は な いか も し れ な い 。 こ この ライ ヴ 盤 まで が 、 カ ン サ ス 黄 
金 期 と 一 般 的 に 言わ れ て いる 。 (平山 ) 





ププ 








KANSAS 
Monolith 


L P/Kirshner 36000 "79 年 
CD/Kirshner 36008 
/ ソ ニー CSCS 6041 





カン サス が 単独 で プロ デュ ー ス し た 初 の スタ ジオ 作品 。 映 画 「2001 
年 宇宙 の 旅 」 に イン スパ イア され て 制作 され た コン セプト ・ ア ル バ 
ム 。 ジャ ケッ ト の 宇宙 服 を 着 た イン ディ アン が 象徴 し て いる が 、 破 
壊さ れ た 未来 に イン ディ アン が 新た に 文明 を 築く と いう スト ー リ ー 
が 流れ て いる 。 し か し 、 そ の スト ー リ ー に は 、 バ ンド と し て 成功 を 
収め て し まっ た 今 、 つ らい 状況 だ っ た けれ ども 理想 を 目指 し 、 い い 
ミュ ー ジ シャ ン に な る こと に だ け 没 頭 し て いた 自分 た ち を 懐か し む 
こと に ピリ オド を 打っ た と いう 意味 合い も あっ た と ケリ ー は 語っ て 
いる 。 その スト ー リ ー を 反映 し て 、 音 の 方 は 落ち 着い て いて 、 ど こ 
か 寂し さ が 漂 う よ う な 展開 に な っ て いる 。 演 奏 も 手数 が 少な く な っ 
た 分 、 間 を 生か し た 音 作り が され て いる 。 (平山 ) 


KANSAS 
Audi0 Visions 
L P/Kirshner FZ 36588 '80 年 





"80 年 2 月 の 初 来 日 公演 、 夏 の リヴ グレ ン の ソロ 作 に 続い て リリ ー 
ス さ れ た 、 ス タ ジ オ ・ ア ル バ ム と し て は 通算 7 作 目 。 さ ら に ポッ プ 
化 を 進め な が ら も “KANSAS ら し さ ” を 守っ た つく り に な っ て お り 、 
ウォ ル シ ュ と リヴ グレ ン の 色 の 違い 一 一 2 人 の ソロ の 内 容 か ら よ り 
明白 と な っ た 一 一 が 曲 に よっ て ハッ キリ 出 た 作品 と も 言え よう 。 と 
は いえ 、^On The Other Side” の 線 を 狙っ た で あろ う シ ング ル ・ カ 
ッ ト 曲 の A③ の メロ ディ も 充分 に 泣い て お り 、 ド ラマ ティ ッ ク な A 
⑤ が まだ まだ ^JOURNEY、STYX に は な ら な い ぞ ? と 主張 し て いた 。 
が 、7 分 に 迫る B③ が 少々 軽 目 の アレ ンジ に な っ て いて 、 イ ンス ト ・ 
パー ト も バトル” と は 呼べ な い 点 は 残念 。 尚 、 本 作 を 最後 に ウォ 
ル シ ュ が 方 向 性 の 違い か ら 脱 退 す る 。 (奥村 ) 








KANSAS 
Vinyl Confessiom 
LP/Kirshner FZ 38002 "82 年 








ウォ ル シ ュ の 脱退 に より 、 約 2 年 間 の 活動 停止 期間 を 経た 後 、 ニ ュ 
ー・ メ ン バ ー と し て ジョ ン ・ エ レフ ァ ン テ を 迎え た 通算 8 作 目 の スタ 
ジオ 作 。 幾 分 、 曲 の つく り が シン プル に な り 、 よ り キ ャ ッ チ ー な 印象 
を 受け る 曲 が 多 く な っ た も の の 、 そ う 急 激 な 変化 は な い 。 エ レフ ァ ン 
テ の ヴォ ー カ ル も ウォ ル シ ュ の トー ン に か な り 近 く 、B 面 に は 、 全盛 
期 程 で は な い に せ よ 、 リ リカ ル な メロ ディ を 使っ た 佳 曲 が 並 ん で いた 。 
気 に な っ た の は 、 サ ックス の ソロ を フィ ー チ ュ ア し た A⑤ と B① だ 。 
また 、 エ レフ ァ ン テ 作 曲 (ジョ ン と その 兄弟 の ディ ノ が 共 作 ) に よる 
A④、B④ と いっ た 曲 が 、 例 えば リヴ グレ ン 作 曲 に よる ポッ プ な B② 
な ん か より も ずっ と KANSAS ら し い の も 奇妙 と いえ ば 奇妙 。 ス タイ ン 
ハー ト に と っ て の ラス ト ・ ア ル バ ム で も ある 。 (奥村 ) 














KANSAS 
Drastic Measures 
LP/CBS 38733 '83 年 





つい に ヴァ イオ リン の ロビ ィ ・ ス タイ ン ハ ー ト まで 抜け 、5 人 編 
成 と な っ た 彼 等 が 最後 に 放っ た 作品 。 こ こ に は 営 て の ドラ マテ ィ ッ 
ク な カン サス 本 来 の 姿 は な く 、 今 一 つ 煮 え 切 ら な い 普通 の ポ ピ ュ ラ 
ー・ ソ ング が 無造作 に 並ん で いる と いう 印象 が 強い 。 個 人 的 に は 好 
き な 曲 も ある が 、 当 然 セ ー ル ス 的 に も 振る わ ず 、 ツ アー も 行なわ れ 
な か っ た 。 こ の 後 彼 等 は 、 解 散 と いう より は 自然 消滅 に 近い 形 で フ 
ァ ン の 前 か ら 稀 を 消す 。 そ れ に し て も 廃 般 に か っ た まま CD 化 も され 
な いな ん て 酷い 。 出れ ば 買い 直し た いん だ けど 。 (東野 ) 








KANSAS 
The Best Of Kansas 


L P/CBS ZK39283 "84 年 
CD/CBS ZK39283 
/ ソ ニー 32DP 178 





デビ ュー10 年 目 に し て リリ ー ス され た 初 の ベス ト ・ ア ル バ ム 。 セ 
カン ド の 「Song For America」 か ら 、 当 時 の 最新 アル バム だ っ た 
「Drastic Measures」 ま で の 6 作品 か ら 、 9 曲 が 選 曲 さ れ 、 さ ら に 、 
オリ ジ ナ ル ・ ア ル バ ム 未収 録 の 新曲 が 1 曲 収 め ら れ て いた 。「Masque」 
か ら は と も か く 、「Monolith」 か ら On The Other Side” が 選ば れ 
て いな い の が 意外 だ が 、 シ ング ル ・ ヒ ッ ト だ け で は な く 、 長 尺 の A 
⑤⑥、B③ や 、B⑤ ま で も が か 収録 され て いる の だ か ら あ まり 文句 も 言 
えな いか 。 で 、'84 年 レコ ー デ ィング の 新曲 B① だ が 、 コ ー ラ ス ・ ワ 
ー ク は な か な か “らしい ” も の の 、 サ ビ ・ メ ロ も 含め 、 や は り 、 か 
な り メ タル 寄り の 曲 だ 。 尚 、A①、B⑤ は リミックス ・ ヴ ァ ー ジ ョ 
- ン を 収録 。 (奥村 ) 





KANSAS 
Po0wer 


LP/MCA 5838 86 年 
CD/MCA MCAD 5838 
/MCA ビク ター MVCM-21009 





3 年 近く の 沈黙 期間 を 経た 復活 第 1 弾 に し て 通算 10 作 目 。 と は い 
え 、 あ る 種 再 結 成 と も ちと れる この 復活 は 、 リ チャ ー ド ・ ウ ィ リ アム 
ス (gg)、 フ ィ ル ・ イ ハー ト (ds) を 含む も の の 、 ケ リー・ リ ヴ グ レ 
ン を 欠き 、 言 わ ちば ステ ィ ー ヴ ・ ウ ォ ル シュ 主導 に よる も の だ っ た ろ 
う 。 と いう の も 、 他 の メン バー が 、 ウ ォ ル シュ の '80 年 発表 の ソロ 作 
に 参加 し て いた ステ ィ ー ヴ ・ モ ー ズ (g : 元 DREGS) と ビリ ー・ グ 
リア ー(b : 彼 は ウォ ル シ ュ の バン ド 、STREETS の メン バー で も あ 
っ た ) だ っ た か ら だ 。 サ ウン ド の 方 も 、 ま る で メタ ル の A① を 始め 、 
か つて の KANSAS の イメ ー ジ と は 異な る タイ プ が 殆ど 。 フ ル ・ オ ー 
ケス トラ を フィ ー チ ュ ア し た A④ に 続く A⑤ と 、 歌 詞 が らしい? 
B ④ に か ろう じ て 有 雰囲気 を 残す 。 (奥村 ) 





ラ ち 








KANSAS 
In The Spirit Of Things 


LP/MCA 6254 '88 年 
CD/MCA MCAD 6254 
/MCA ビク ター MVCM-21010 





通算 12 作 目 (ライ ヴ 盤 も 含む ) と な る 、MCA 移 籍 後 第 2 弾 が 本 作 
で ある 。MCA 在 籍 時 の 彼 等 は 、 後 期 FOR EIGNER や TOTO に も 通じ る 
HR ベ ー ス の AOR を 基盤 と し て いた の だ が 、 各 メン バー の キャ リア に 
裏打ち され た 高 品質 な 内 容 を 誇っ て いた 。 前作 か ら 復 帰し た ステ ィ 
ー ヴ ・ ウ ォ ル シュ の 歌唱 も 、 そ の 力強く も 美しい メロ ディ と あい ま 
っ て 、 非 常に エモ ー シ ョ ナ ル な 輝き を 放っ て いた 。 と は いえ 、 元 DREGS 
の ステ ィ ー ヴ ・ モ ー ズ も 含め て 、 プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク 的 手法 を 
全く 忘れ て し まう わけ で も な く 、 シ アト リカ ル な イン スト 部 を 挟む 
佳 曲 ⑩、 イ ンス ト の 小作 品 ⑳⑪ を 経て 感動 的 な ラス ト を 迎え る ⑫ ま で 
の 流れ に は 、KANSAS と 名 乗る 彼 等 の 強い こだわ り が 充分 詰め 込ま 
MG の ら (芦沢 ) 


KANSAS 
Kansas BOX 


CD/Epic/Legacy ZZK 47364 94 年 
/ ソ ニー SRCS 7448-9 





ちゃ ん と し た 箱入り な の で 当然 3 枚 組 か 4 枚 組 と 思っ て いた 、 2 
枚 組 ボ ックス ・ セ ッ ト 。 デ ビュ ー 作 か ら 「Audio-Visions」 ま で の ナ 
ン バ ー が 、 各 アル バム か ら ま ん べ ん な く 選 曲 さ れる 中 、 勿論 の こと 、 
未 発表 曲 が 入 っ て いる 。 ま ず 、 1 -D① は ドン ・ カ ーシュ ナー に 送っ た 
と いう 72 年 の デモ ・ テ イク 。 1 -②⑥、II-⑪ は 、 そ れ ぞ れ 773、775、 
79 年 の 未 発表 ライ ヴ ・ テ イク で 音質 も まあ まあ 。 で 、II-⑯ が 本 作 の 
目玉 中 の 目玉 の 、 新 曲 だ 。 ウ ォ ル シュ (vo)、 イ ハー ト (ds)、 リ ヴ 
グレ ン (g)、 そ し て ディ ヴィ ド ・ ラ グ ス テ ィ ル (vin) と いう ライ ン 
ナッ プ で の 録音 で 、 リ ヴ グ レン を 含み な が ら も リチャード ・ ウ ィ リ 
アム ス を 欠く の は どう し て ? 元々 は リヴ グレ ン の ソロ 用 だ そう だ 
が 、 泣 き の メ ロ の 佳 曲 で す 。 (奥村 ) 





KANSAS 
Live At The WhiskV 


CD/Intersound CDI 9107 92 年 
/ ソ ニー SRCS 7469 





'92 年 4 月 5 日 に LA の ウィ スキ ー で 行なわ れ た ライ ヴ を 収録 。 ク レ 
ジッ ト に よる と one take" と の こと 。 が 、 当 然 な が ら そ の 演奏 に 
は き し た る ミス も 見 当ら な い 。 ラ イン ナッ プ は 、 ウ ォ ル シュ 、 ウ ィ 
リア ム ス 、 イ ハー ト の オリ ジ ナ ル 組 に 加え 、「Power」 以 来 の ビリ ー・ 
グリ アー(b)、 そ し て 。、 グ レッ グ ・ ロ パー ト (key)、 デ ィ ヴ ィ ッ ド ・ 
ラグ ス デ ィ ル (vIn) と いう 6 人 で 、 リ ヴ グ レン は 、 ゲ スト と し て ⑧⑬ 
に の み 登 場 す る 。 そ れ に し て も 、 全曲 が 70 年 代 の ナン バー と いう の 
も 凄い 。 同 内 容 の ライ ヴ ・ ビ デオ も リリ ー ス され て いる が 、CD の 方 
に は ボー ナス ・ ト ラッ ク と し て 775 年 の ライ ヴ よ り ⑭ を 追加 収録 。 結 
局 、 こ の 6 人 で 今 も KANSAS は 活動 中 らし く 、 先 日 、 最 新作 を リリ 
ー ス し た ば か り で ある 。 (奥村 ) 


KANSAS 
Freaks Of Nature 
CD/Intersound ESS CD 299 '95 年 




















'92 年 の ライ ヴ ・ ア ル バ ム の 時 と 同じ メン バー (オリ ジ ナ ル ・ メ ン 
2 は ミィ の Pa ーー 還 リド ) 下 で の (レイ され 65 で CN る し 
か も 、 プ ロロ デュ ー サ ー は また ジェ フ ・ グ リッ クス マン が 担当 し て い 
る 。 そう し て 出来 上 が っ た 新生 カン サス の 音 は 、 ヴァイオ リン 、 キ 
ー ボ ー ド を 生か し た 、「 こ れ ぞ 、 カ ン サ ス ! 」 と いう 音 に 仕上 が っ て 
の ZZ ジン の ) 世 選 0 ス タ イン ハバ IN の 只 は 思 グ 52Ne 
ラグ ス デ イル が し っ か り と 埋め て いま す 。 し か も 彼 は ギタ ー と ソン 
グラ イタ ー と し て も 大 活躍 し て いる 。 昔 の カン サス の 音 に 戻っ た か 
ら と 言っ て も 、 それ は 決し て 旧態 以前 の コピ ー を する の で は な く 、 
現在 を 軸 に 作ら れ た 非常 に ポジ ティ ヴ な 音 で ある こと は 間違い な い 。 
ケリ ー・ リ ヴ グ レン が 一 曲 提供 し て いま す 。 ( 平 凪 ) 








STEVE WALSH 
Schemer-Dreamer 


LP/Kirshner 36320 '8O 年 
CD/ ソ ニー SRCS 6296 





79 年 の 2 月 に は ほぼ 完成 し て いた も の の 、「Monolith」 の 制作 を 優 
先 さ せ た た め 、 翌 年 初頭 まで リリ ー ス が 伸ばさ れ た と いう 曰く つき 
の ソロ 作 。 い き な り シン プル な R&R で 驚い て し まう が 、 こ の スト レ 
ー ト な サウ ンド こそ 、 実 は ウォ ル シ ュ が 本 当 に や り た か っ た も の だ 
と いう の が 定説 と な っ て いる 。 KANSAS か ら は 、 リ ヴ グ レン (A④)、 
イハ ー ト (B③) 、 ウ ィ リ アム ス (A①) が 参加 。 他 に は 、DREGS か 
ら ア ラン ・ ス ロー ン (vIn : B の ②)、 ス ティ ー ヴ ・ モ ー ズ (g : B③) 
が ジョ イン ト し て いる が 、 こ の 2 人 が 参加 し た 2 曲 が 最 も KANSAS 
を 感じ させ る と いう の は 、 何 と も 皮肉 だ 。 特 に B③ は 、 そ の 壮大 で 
ドラ マテ ィ ッ ク な アレ ンジ が 、 後 の 『Power』 に つなが る と 言っ て も 
過言 で は な い 名 曲 。 (奥村 ) 





KERRY LIVGREN 
Seeds Of Change 


LP/Kirshner 36567 '8O 年 
CD/ ソ ニー SRCS 6297 





KANSAS の 初 来 日 公演 か ら 約 半年 後に 発表 され た ファ ー ス ト ・ ソ 
ロ 作 。 が 、 ウ ォ ル シュ (A③) 、 イ ハー ト (A④、B③)、 ス タイ ン 
ハー ト (B③) が 参加 し た 本 作 は 、 当 時 、 よ く ソ ロ と し て の 意味 を 
問わ れ て いた 。 実 際 、 ジ ェ フ ・ ポ ー ラ ンド (LE ROUX) と ディ ヴ ・ 
パッ ク (AMBROSIA) が それ ぞ れ 歌う A①、B③ も か な り KANSAS 
的 だ し 、B. SABBATH 加 入 直 前 の ロニ ー・ デ ィ オ が 歌う A② も 、 ロ 
ニー 色 が 強い も の の (この オッ サン だ け は ホン ト に ……。 B① な ん 
て DIO だ ) 、 こ の アレ ンジ は や は り KANSAS だ ろう 。 要 は 、 彼 は 自分 
の 世界 観 を 様々 な 方 法 で 表現 し て みた か っ た と いう こと か 。 実は A 
④ も 、 そ れ 程 南部 し て る わけ で は な い 。 そ の 後 、'84 年 以降 に も 5 作 
程 の ソロ 作 を 発表 し て いる 。 (奥村 ) 
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文 @ 高 山 直之 


「 高 い 地位 を 掴ん だ 者 は 、 新 た な 現実 を 形 造り 始め ね ば な 
ら な い 」 ニー ル ・ パ ー ト ~^Closer To the Heart" よ り 
RUSH の 歴史 は た ゆま ぬ 前 進 の 歴史 で ある 。20 歳 そこ そ 
この カナ ダ の 若者 アレ ックス ・ ラ イフ スン (g) ゲ デ ィ リー(b、 
vo) ジョ ン ・ ラ ト ジ イ (ds) の 3 人 が 自費 で 録音 し た アル バム 





「Rush」 を 、"74 年 2 月 に ムー ン ・ レ コー ド よ り 発 表し た と きか _ 


ら 彼 等 は 歩み を 止め な か っ た 。 ジ ャ ケッ ト が 後 の 作品 と 比べ 
チー プ な の は その せい も ある の だ ろう 。 し か し 本 作 の 評判 に 
より マー キュ リー と 契約 。8 月 に は 全米 発売 も され 、 彼 等 は 表 
舞台 に 浮上 する 。 こ の 時 点 で は 初期 ZEP の フォ ロワ ー だ っ 
た 彼 等 に 訪れ た 大 き な 転 機 、 を それ は ジョ ン の 脱退 と ニー ル ・ 
パー ト の 加入 だ ろう 。 ジ ョ ン と 同じ く 他 の 2 人 より 一 歳 年 長 の 
彼 は 、 卓 越し た ドラ マー と いう だ け で な く 、 作 詩 能力 に 優れ 
た 文学 青年 で 、RUSH の 音楽 に 深み と コン セプト を 持ち 込 
ん だ 。 セ カン ド 「Fly By Night」 で は メロ ディ 面 の 進歩 と 共に 、 
トー ルキ ン の "指輪 物語 に 想 を 得 た ^Rivendell"、 組 曲 ^By- 
Tor And the Snow Dog*( 裏 ジャ ケ で は アレ ックス が 
Snow Dog、 ゲ ディ が By-Tor と クレ ジッ ト さ れ て いる ) を 収 
め る 等 、 早 くも ニー ル の 嗜好 が 現れ た 。 ジ ャ ケッ ト の 羽根 を 広 
げた ふく ろう は これ か ら 飛 び 立 と うと する 智 の バン ド と し て 
の 彼 等 だ ろう 。 続 く 「Caress Of Steel」 で は ムー ディ な 深み 
を 増し 、 片 面 を 費 し た 組曲 ^The Fountain of Lamneth? 
を 披露 。 曲 名 か ら は 彼 等 が ZEP や YES だ け で な く 、 初 期 
GENESIS も 好 ん で いた こと が 守 え る (因みに 本 作 以 降 の 
歌 詩 は すべ て ニー ル に よる も の と の 誤解 が ある よう だ が 
「2112」 や 「Farewell ン 」「Permanent て 」 に も ゲ デ ィ 、 ア レッ 
クス の 作詩 曲 が 収 め ら れ て いる )。 賢 者 は 黄金 を 見 つけ 、 
76 年 に は 彼 等 の 真価 を 発揮 し た 「2112」 を 発表 。 ア イン ・ ラ 
ンド (Ayn Rand) の 小説 『Anthem』 を 基 に し た 片面 の スト ー 
リー は 、 自 我 の 発見 と 獲得 、 す べ て の 「 ロ ッ ク 」 の 物語 で ある 。 
小説 自体 に は 反共 的 な 色彩 も 感じ られ る が 、 む し ろ RUSH 
が 問題 と し て いる の は 左右 問わ ず 全 体 や 他 者 に 律 さ れ な 
い 、 行 動 し 思考 する 主体 と し て の 個 の 在り 方 だ ろう 。 巨 き な 
赤い 星 に 挑む 若者 は 個 の 可能 性 の 象徴 な の だ 。「 お 前 が 持 
つの は お 前 自身 の 王国 / お 前 が 為す の は お 前 自身 の 栄光 」 
「 お 前 が 生き る の は お 前 自身 の 物語 」 と 歌う ^Something 
For Nothing "は その 表明 で あり 、^Closer To the Heart” 
^Freewill” 等 これ は RUSH に 通 底 する テー マ で ある 。 ラ イヴ 
を 挟ん だ 英国 録音 「Farewell To Kings」 で は ゲ デ ィ が シン 
セ サ イ ザー も プレ イ 。 大 作 主 義 と プロ グレ ッ シ ヴ 、 フ ァ ン タ ジ ィ 
色 が 前 面 を 覆う 。 次 作 「Hemispheres」 は その 完結 編 だ ろ 
う 。 こ の 空間 的 広がり は 同郷 の SAGA、TRIUMPH、FM と も 
通じ る 。 そ し て それ が 大 味 さ と な る 米国 の バン ド に 比べ 、 彼 
等 カナ ダ の バン ド に は 欧州 的 な 級 密 さも 同居 し て いる 。 筆 者 
が 初め て 聴い た RUSH の 曲 は 、FEN で か か っ た La Villa 


ご ど 


Strangiato' だ が 、 各 パー ト が 全力 で 激突 する イン スト に 、 
YES の 「 危 機 」 に 通じ る ロッ ク の 一 つの 極 を 見 た 気 が し た 。 も 
っ と も 当時 の 日 本 で の 評価 は 「 テ クニ ッ ク だ け の ハー ド ・ ロ ッ 
ク 」 程 度 の も の で し か な か っ た が 。 し か し それ を 覆し た の が 
「Permanent Waves」 の ヒッ ト だ 。 冗 長 さ を 排 し 、 高 度 な 演 
奏 力 を 高密 度 、 コ ン パ クト に まとめ 、 詩 も 従来 の 歴史 や 文 
学 、 架 空 の 世界 か ら 、 現 代 や 近 未 来 を 描き 、 よ り 豊 か な イン 
テリ ジェ ンス を 漂わ す 本 作 は 英 米 で プラ チ ナ ・ デ ィ ス ク を 獲 
得 。 彼 等 が 当代 一 級 の バン ド に 成長 し た こと を 証明 し た 。 
「Moving Pictures」 で この 路線 を 究め た RUSH は 、 遂 に 
ZEP で も YES で も な い RUSH と し て の 姿 を 確立 する 。 そ れ は 
多く の HM バ ンド に 影響 を 与え た が 、 彼 等 は そこ に 留まり は し 
な か っ た 。 総 集 編 的 ライ ヴ 「Exit…Stage Left」 の 後に 発表 
し た 「Signals』」、 プ ロ デ ュ ー サ ー が セカ ンド 以来 の パー トナ 
ー で 、 第 4 の メン バー と 言わ れ た テリ ー・ プ ブラ ウン か ら 紅 余 曲 
折 を 経て ピー ター・ ヘ ンダ ー ス ン に 交替 し た 「Grace Under 
Pressure」 で は シン セ サ イ ザー を 前 面 に 使用 。 前 者 で は 
FM の ヴァ イオ リン 奏者 ベン ・ ミ ンク も 参加 し 、 レ ゲ エ ・ ビ ー ト ま 
で 取り 入れ る 等 、 音 の ふく ら み が 増し た 。 そ し て 後者 に 伴 
う '84 年 の ツア ー で 彼 等 は 初 来 日 。 リ アル タイ ム で 接し て 来 
た 「Permanent て 」 以 降 の キー ボー ド ・ サ ウン ド も 良い が 、 や 
は り ラ イヴ で は ゲ デ ィ が ベー ス を 弾く 場面 の 方 が 光っ た 。 そ 
の 認識 が 彼 等 に も あっ た の か ピー ター・ コ リン ズ 、 プ ロ デ ュ ー 
ス の 「Power Windows」 で は 疾走 する ベー ス が 心地 好い 。 
歌 詩 が より 直 戴 に な っ た 点 に も 注目 し よう 。 ヾ Marathon” は 
10 年 選手 と な っ た 彼 等 の 更 な る 決意 表明 で ある 。 こ こま で 
走り 続け て 来 た 彼 等 だ が 、「Hold Your Fire」 は 演奏 、 完 成 
度 で は 申し 分 な いも の の 、 何 故 か ふっ と 息 を つい た よう な 印 
象 が ある 。Stop & look around と いっ た 所 だ ろう か 。 だ が 
3 作 目 の ラ イヴ 「Show of Hands」 で 文字 通り 無比 の テク 
ニッ ク を 見 せつ けた 彼 等 は 、 ル パー ト ・ ハ イン を 起用 し た 
「Prest」 で 飽く な き 変 化 へ の 意欲 を 示す 。 ハ イン と の 2 作 目 
「Roll the Bones」 で は 前 作 の 試行 も こなれ 、 暖 か 味 の あ る 
メロ ディ と 共に 彼 等 な り の 時 代 感 覚 を 導入 し た 。 骨 を 休め 
ず 転 が し 続け 、 型 に は ま ら な いよ うに する こと 。 言 う は 易 し 
い が 、 そ れ は 長く 険しい 行程 だ っ た は ず だ 。 転 が る 骨 は 錆び 
つか な い 。 後 ろ を 振り 返っ て も 仕方 な い 。 何 故 我 々 は ここ に 
いる の か 。 そ れ は ここ に いる か ら だ 。 新 た な スタ ー ト を 切っ 
た '90 年 代 の RUSH を 主張 する モダ ン で へ ヴィ な 音像 の 現 
時 点 で の 最新 作 「Counterparts」 三 対 は FLOYD の テー マ 
と も 合致 する 。 彼 等 の 愛し た ZEP や YES も 前 進 を 旨 と し た 
バン ド だ っ た 。 し か し 、 今 、RUSH は それ ら と 並び 称 さ れる ベ 
き 高 み に い る 。 そ し て 頭脳 と 肉体 を 備え 、 プ ログ レ 、 HR/HM 
の 枠 を 越え て 高い 地位 を 掴ん だ 今 で も 彼 等 は 新た な 現実 
を 形 造 り 始め よう と し て いる の だ 。 





RUSH(G6amada) 
Rush 


LP /Mercury SRM 11011 74 年 
CD/Mercury 822541 
/ イ ー ス ト ・ ウ ェ ス ト AMCY-314 





69 年 に トロ ント で 結成 。 ま ず 地 元 の Moon レ ー ベ ル か ら リ リー ス さ 
れ た 本 作 デ ビュ ー・ ア ル バ ム は 、 それから 約 半年 後に アメ リカ で も 
Mercury の 配給 に て 発売 され た 。 ま だ ドラ マー が ジョ ン ・ ラ ト ジ ー だ 
っ た 当時 の 彼 等 が ZEP フ ォ ロ ワー と し て 登場 し た こと は 有名 だ が 、 そ 
れ は 、 本 作 の A① の Ooh Yeah ! ” と 叫ぶ ゲ デ ィ ・ リ ー や B① の リ 
フ な ど に も 顕著 。 ま た 、 プ ルー ス 風 ナン バー の A④ は 、 と て も 現在 
の イメ ー ジ か ら は 想像 が つか な い だ ろ う 。 強 いて 言う な ら B④ の へ 
ヴィ な リフ の 使い 方 辺り に その 後 の 片 鱗 が 宮 え る か 。 尚 、 裏 ジャ ケ 
に クレ ジッ ト さ れ て いる “WMMS′ と いう の が 、 彼 等 の アメ リカ ・ 
デビ ピュ ー の きっ か け を 作っ た クリ ー ヴ ラン ド の FM 局 で 、 こ この へ ヴ 
ィ ・ ロ ー テ ーション が 決め 手 と な っ た 。 (奥村 ) 


RUSH 
Fly By Night 
L P/Mercury SRM 1-1023 75 年 
CD/Mercury 822542 
/ イ ー ス ト ・ ウ ェ ス ト AMCY-315 





ジョ ン ・ ラ ト ジ ー の 脱退 を 受け 、'74 年 7 月 29 日 に ニー ル ・ パ ー ト 
が 新 ド ラマ ー と し て 加入 。 本 作 よ り 、 文 学 お た く の ニ ー ル が 歌詞 を 
手掛け る よう に な り 、 彼 等 は よう や くそ の 後 の “進化 する バン ド * 
leG の 上 第 三歩 を 選 詞 記し た 語 ド ッッ ョ スン バ 三 は これ まで も 
何 度 も 言及 され て いる よう に 、 後 の 「2112」 の アイ ディ ア の 基礎 と 
な っ た 曲 で 、 ア メリ カ の 女流 作家 、 ア イン ・ ラ ンド の 3?37 年 の 同名 小 
説 か ら 材 が 採ら れ た 。 ま た 、 フ ァ ン タ ジ ー 志 向 が 強まっ て いっ た の 
も 、 か の 「『 指 輸 物 語 , を テー マ と し た B③、 プ リン ス ・ バ イタ ー と 
スノー・ ド ッ グ の 戦い が 描か れ た 初 の 組曲 A④ か ら 顕 著 で 、 詞 世界 
の 表現 の た め に 楽曲 を 練り に 練っ た こと も 黙 え よう 。 と は いえ 、 ま 
だ まだ HR か ら は 脱し て は いな い 。 (奥村 ) 





RUSH 
Caress 0f Steel 


L P/Mercury SRM 1146 75 年 
CD/Mercury 822543-2 
/ イ ー ス ト ・ ウ ェ ス ト AMCY-316 





本 作 よ り 全 て の 歌詞 を ニー ル が 手掛け る こと に な り 、 歌 詞 世界 が 
一 気 に 広 が っ て 、 曲 が 練 れ て くる 。 組 曲 は 2 つ 。A④ は 、 柳 の 谷 の 
3 人 の 旅人 が 、 魔 術 師 の 暗黒 と 恐怖 の 地 へ 向かう ファ ンタ ジー で 、 
* プ リン ト ・ バ イタ ー? が 第 3 部 で 再び 登場 。B 面 全て を 使っ た ~ ラ 
ムネ ス の 泉 ? も 、 や は り フ ァ ン タ ジ ー・ ス トー リー を 中 心 と し て い 
る 。 前作 か ら プ ロ デ ュ ー サ ー を 務め て いる ( 1 st で は リミックス ・ エ 
ンジ ニア ) テリ ー・ ブ プラ ウン が アレ シン ジ 面 で も 関わ る よう に な り 。 
曲 の 空間 は より 大 き な も の へ と 拡大 し た 。 内 ジャ ケ の ハッ ピ を 着 た 
ーー の 7 二 2AWICOIO2)G0 コ 7 (奥村 ) 


RUSH 
2112 


L P/Mercury SRM 11079 "76 年 
CD/Mercury 822545-2 
/ イ ー ス ト ・ ウ ェ ス ト AMCY-317 





2 nd の Anthem′ を さら に 発展 させ 、 ア イン ・ ラ ンド の 同名 小説 
を ニー ル 流 に アレ ンジ し た タイ トル 組曲 が A 面 全て に 号 る 。 シンセ 
サイ ザー に よる 宇宙 空間 を 思わ せる SE に 続い て メイ ン ・ テ ー マ が 始 
まり 、 主 人 公 が 新しい 音楽 を 発見 し 、 体 制 に 疑問 を 抱く スト ー リ ー 
が 展開 、 ラ スト の “グラ ンド ・ フ ィ ナ ー レ ” に 至る 全編 は 、 ハ ー ド ・ 
ロッ ク 界 で も 1 、 2 を 争う 完成 度 を 誇る 組曲 と し て 結実 し た 。 昌 面 
に 収め られ た 4 曲 も 、 既 に RUSH が 、`ZEP か ら の 影響 を 隠し きれ な 
い カ ナダ の バン ド ” か ら 完 全 に 脱し た こと を 証明 する に 充分 な 楽曲 
と な っ て いる 。 (奥村 ) 








RUSH 
串 The World's A Stame 


L P/Mercury SRM2-7508 76 年 
CD/Mercury 822552 
/ イ ー ス ト ・ ウ ェ ス ト AMCY-318 





76 年 6 月 11、12、13 日 に 行わ れ た 、「2112」 発 表 後 の カナ ディ アン ・ 
ツア ー 中 の ステ ー ジ を 収め た 、 彼 等 に と っ て の 初 の ライ ヴ ・ ア ル バ 
ム 。 彼 等 の 初期 HR ス タイ ル の ダイ ナミ ズム を 伝え る だ け で は な く 、 
組曲 形式 の “2112′ や “By-Tor & The Snow Dog” と いっ た 長編 
を 、 確 実に ライ ヴ で も 再現 出来 る こと を 示し た と いう 意味 で も 、 彼 
等 の 存在 感 は 、 本 作 で さら に 真実 味 を 帯び た に 違い な い 。 特に 、 ゲ 
ディ ・ リ ー の 若 々 し い 声 は 、 こ の バン ド が これ か ら の 絶頂 期 に 向け 
で て 勢い づい て いる こと を 強く 感じ さ 世 る 。 尚 、 オ リ ジ ナ ル ・ り リ リー ス 
時 は 2 枚 組 だ っ た が 、 CD 化 に 際 し て 1 枚 モ ノ に 編集 し た た め 、D② 
に 収め られ て いた What Youre Doing" が カッ ト さ れ て し まっ た 。 

(奥村 ) 























RUSH 
A Farewell To Kinmgs 


L P/Mercury SRM 11184 77 年 
CD/Mercury 822546-2 
/ イ ー ス ト ・ ウ ェ ス ト AMCY-319 





3 rd と 4 th で 片面 1 曲 を や っ て し まっ た 彼 等 が 、 次 に どう する か が 
注目 され た 作品 だ っ た が 、 結 局 10 分 台 の 曲 を 2 曲 収録 する の み に 終 
わっ て いる 。 し か し 、 ラ スト を 飾る ^Cygnus X-1′ は 、 つ い に 宇 宙 
へ と 飛び W 出 し た ニー ル の SF ファ ンタ ジー が 、 デビュー 時 か ら は 考え 
られ な い 程 の 器 の 大 き さ を 身 に つけ た “進化 し 続け る RUSH サ ウン ド “ 
に よっ て 壮大 な スペ ー ス ・ オ ペラ へ と 結実 し 、 さ ら に は 、 と ど ま る 
と ころ を 知ら ぬ 彼 の アイ ディ ア の ほ と ば し り か ら 、`^ つ づく "と 締め 
くく られ る に 至る 。 ラ イヴ で の 合唱 曲 A③、 タ イト ル 曲 、 残 る 3 曲 
も 全て 名 曲 。 (奥村 ) 





ブラ 








RUSH 
HemiSnheres 
L P/Mercury SRM 11184 78 年 
CD/Mercury 822547-2 
/ イ ー ス ト ・ ウ ェ ス ト AMCY-320 





前 作 の “第 1 巻 : 航海 に 続く 、^Cygnus X-1 Book II: Hemi- 
spheres/ 第 2 巻 : 神々 の 闘い "か ら ス ター ト す る 本 作 は 、SF ス トー 
リー か ら 、 大 脳 生理 学 や 神 の 領域 まで 舞台 を 広げ 、 大 円 団 を 迎え る 
が 、 実 は 、 本 作 の レコ ー デ ィング 突入 10 日 前 に な っ て も 、 ニ ー ル に 
は “第 一 巻 * の 続き の スト ー リ ー が 思い つか な か っ た と いう エピ ソ 
ー ド が 残さ れ て いる 。 B② の The Trees” は 、 カ エ デ と オー ク に 、 
カナ ダ と イギリス 、 引 いて は RUSH 自 身 と イギリス の ロッ ク ・ シ ー ン 
を ダブ ら せ た 佳作 。 ラ スト の イン スト は 、12 の パー ト か ら 成 る テク 
爆発 曲 。 (奥村 ) 


ISH 
Permanemt Waves 


L P/Mercury SRM14001 「'8O 年 
CD/Mercury 822548 
/ イ ー ス ト ・ ウ ェ ス ト AMCY-288 





既に ダリ 髪 も 剃っ て し まっ た ニー ル は 「 天 界 で の “神々 の 闘い ? 
は 終わ っ た 。 し ば らく は この 地上 で 、 目 に 映る 世界 を 歌い た い 」 と 
語り 、「 次 作 は 軽い コン セプト に な る だ ろう 」 と も コメ ント し た が 、 
それ は 、 こ の 通り 7 作 目 の サ ウン ド に 如 実 に 表 わ れ て いた 。 勿 論 、 
急激 に コマ ー シ ャ ル 化 し た わけ で は な い が 、 シ ング ル の A① に は 5 
分 弱 の 原 曲 を 3 分 に エディ ッ ト し た ヴァ ー ジ ョ ン が 作ら れ 一 一 ちな 
み に こ の シン グル ・ エ ディ ッ ト に メン バー は 当然 の ご と く 反 発し た 
らし い が 一 一 それ が 全米 の ラジ オ ・ ス テー ショ ン で ブレ イク し 、 彼 
等 は 本 作 を も っ て 、 一 虫 メ ジャ ー・ ア クト へ と 浮上 する 。 最 後 の 組 
曲 と な っ た B③ の テー マ の 中 に 、 早 くも 現実 を みつ め る 眼 が 生ま れ 
て いる こと も 注目 し た い 。 (奥村 ) 








RUSH 
Mnvinmg Pietures 


LP/Mercury SRM14013 '81 年 
CD/Mercury 800048-2 
/ イ ー ス ト ・ ウ ェ ス ト AMCY-289 





本 作 を も っ て RUSH の ハー ド ・ ロ ッ ク の 時 代 は 一 応 終わ り を 告げ た 。 
キー ボー ド の 導入 が さら に 目立ち 、 ヴ ォ ー カ ル 、 ベ ー ス 、 シ ン セ サ 
イザ ー、 ペ ダル ・ ベ ー ル を 操る ゲ デ ィ は 、 ラ イヴ ・ ス テー ジ で 機材 
に 囲ま れる よう に な っ て いく 。A① の ^Tom Sawyer” の 歌詞 は 、MAX 
WEBSTER の 作詞 を 手掛け る パイ ・ デ ュ ボ ア が 基本 アイ ディ ア を 出し 、 
意気 投合 し た ニー ル と の 共 作 と な っ た 。 超絶 パカ テク ・ イ ンス ト ・ 
ナン バー の ^YYZ” と は 、 彼 等 の 地元 、 ト ロン ト 国 際 空 港 の アイ デン 
ティ ティ ・ コ ー ド で 、 イ ント ロロ は その モー ルス 信号 が 使わ れ て いる 。 

(奥村 ) 


RUSH 
Exit Stage Left 


LP/Mercury SRM 27001 81 年 
CD/Mercury 822551-2 
/ イ ー ス ト ・ ウ ェ ス ト AMCY-290 





当初 、「Permanent Waves」 の 次 に ライ ヴ ・ ア ル バ ム を リリ ー ス 
する と いう アイ ディ ア も あっ た らし い が 、 結 果 的 に は 、 前 作 「Moving 
Pictures」 か ら 8 カ月 後に 本 作 が 発表 され た 。 と いう こと で 、 レ コー 
ディ ング 自体 は '80 年 か ら 行 われ て いた よう で 、 全 英 、 カ ナダ ・ ツ ア 
ー の 模様 が 収め られ て いる 。 既 に 組曲 は 収録 され て いな い が 、 中 期 
以降 の 、 こ れ ぞ ベス ト 選 曲 と も いう 内 容 に な っ て いる の も 事実 で 、 
エレ クト ロニ クス が 大 胆 に 導入 され る 寸前 の 、HR バ ンド と し て の 彼 
等 の スリ リン グ な プレ イ が 楽し め る 最後 の 作品 と 言っ て も いい だ ろ 
う 。 見 開き ジャ ケッ ト に 、 デ ビュ ー 作 か ら の ジャ ケッ ト ・ ア ー ト の 
キャ ラク ター を 総出 演 さ せ た こ と か ら も 、 ひ と つの 区 切り ” と し 
て の 役割 が 見 える 。 (奥村 ) 








RUSH 
Signals 
LP/Mercury SRM 14063 '82 年 


CD/Mercury 810002 
/ イ ー ス ト ・ ウ ェ ス ト AMCY-291 














俗 に 言う (? ) “POLICE 化 ” が 始ま っ て し まっ た 通算 9 作 目 の ス 
タ ジ オ ・ ア ル バ ム 。 か つて の SF 色 は 近 未 来 の 現実 直視 に すっ か り 取 
っ て 代わ り 、 楽曲 の コン パク ト 化 は 、HR 時 代 の ファ ン の 多く を 去ら 
せ て し まっ た よう だ 。 シ ン セ サイ ザー や シー ケン サー の 多用 は 、 A 
① の イン トロ を 聴い た だ け で も 分 か る が 、 こ れ ま で は 飽く まで も 空 
間 演 出 の 一 手段 と し て 使用 し て いた テク ノロ ジー を 、 主 た る イン ス 
トゥ ル メ ン ツ と し て 本 格 的 に 導入 し た の も 本 作 か ら で あ っ た 。 そ ん 
な 中 、FM の ヴァ イオ リン 奏者 、 ベ ン ・ ミ ンク の プレ イ を フィ ー チ ュ 
ア し た B③ の 柔らか な 音色 が 何と も 心地 好い 。 シ ンプ ル さ の 中 で メ 
リハ リ に 欠け る 流れ に お いて 、 ベ ー ス の リフ が 耳 を 引く A④ も 、 オ 
ー ル ド ・ フ ァ ン を ちょ っ と 安心 させ る か も 。 (奥村 ) 








RUSH 
iace Under Pressure 


L P/Vertigo VERH/2 
CD/Mercury 818476 
/ イ ー ス ト ・ ウ ェ ス ト AMCY-292 





* 第 4 の メン パー” と 言わ れ た テリ ー・ プ ラウ ン の 許 を 離れ て 、 ピ 
ー タ ー・ ヘ ンダ ー ソ ン を プロ デュ ー サ ー に 迎え た 10 枚 目 。 前 作 以上 
に シン 尼 サ イサ ザー も 角 用 する も 、 デ レッ クス ・ ラ イラ リシン 如 《「 ギ 
ター 中 心 に 戻し た 」 だ け あ っ て 、 透 明 な エッ ジ の 効い た ギタ ー・ サ 
ウン ド が 同等 に フィ ー チ ュ ア され 、 前 作 よ り は ハー ド な 印象 も 与え 
る 。 シ ー ケ ン サ ー の 上 を 淡い カッ ティ ング が 舞う A③、 個 人 的 に は 
YY80 年 代 RUSH 流 HM” の 佳 曲 と 評価 し た い B① (レコ ー デ ィング 当 
時 、 ゲ ディ は チョ ッ パ ー が 出来 な く て 苦労 し た と いう 話 を 聞い た が 
RC 本 当 ? ) 辺り は 、「Singnals」 で 見 放し た HR プ HM 系 リス ナー に 
も 是非 聴い て も らい た い 。 前 作 か ら 次 作 へ の 流れ の 中 で 、 特 異 点 的 
な 色 を 持つ HR 作 品 だ 。 (奥村 ) 

















ちの O 








RUSH 
Power Wimdows 


L P/Vertigo VERH31 '85 年 
CD/Mercury B2609B 
/ イ ー ス ト ・ ウ ェ ス ト AMCY-293 





非常 に きら ぴ び や か で スマ ー ト な 印象 が 残る 作品 で ある 。 ピ ー タ ー・ 
コリ ンズ の プロ デュ ー ス の も と 、 久 し 振り に 英国 で レコ ー デ ィング 
され た 本 作 だ が 、「Signals」 以 降 の サウ ンド の 流れ か ら 外 れる の で は 
な く 、 シ ン セ サイ ザー 等 の 大 胆 な 導入 も 、 既 に 彼 等 の コン トロ ー ル 
下 に お か れ 、 結 果 非 常に 人 間 的 な サウ ンド が 保 た れ て いる 。 確 か に 
フィ ル ・ イ ン さ れる シン セ が 目立つ の は 事実 だ が 、 例 えば リム 打ち 
ーー つと っ て も 、 3 人 個々 の プレ イ の 存在 感 が 勝っ て いる の は 言う ま 
で も な い 。 や は り 小 気味 良い ほど に タイ ト な プレ イ が 光る ④ に ハイ ・ 
ライ ト を 当て て し まう の は 、 フ ァ ン の 悲し い 性 な の か も し れ な い が 、 
ヒッ ト し た ① か ら の アル バム 全編 に 流れ を 感じ た 時 に 、 各 楽曲 の 必 
然 性 も 強く 浮か ん で くる 。 (芦沢 ) 


RUSH 
Hold Your Fire 


LP/Vertigo VERH 47 「87 年 
CD/Vertigo 832464-2 
/ イ ー ス ト ・ ウ ェ ス ト AMCY-294 





彼 等 の 音楽 を 考え た 時 、 ゲ ディ ・ リ ー の 声 の 魅力 は 非常 に 大 きい 。 
メッ セー ジ を 伝達 し 、 人 間 味 あ ふれ る 彼 の 歌 が 円 熟 の 境地 に 達し た 
この アル バム こそ 、「 シ グ ナ ル ズ 」 以 降 の 方 向 性 の 到達 点 で ある 。 全 
く ス キ の な い 演 奏 、 適 確 な アレ ンジ 。 全て が ゲ デ ィ の 歌 の 為 に あり 、 
ポジ ティ ヴ に 、 感 動 的 に メロ ディ が 歌い 上 げ ら れ て いく 。 ポッ プ だ 、 
ハー ド だ と いっ た 視点 を 変え て みれ ば 、 こ の 時 期 の 彼ら に 対す る 評 
価 も 変わ っ て くる は ず だ 。 音 作り は 前 作 の 延長 だ が 、 よ り シ ンプ ル 
な も の に な っ て いる 。RUSH の ひと つの 本 質 を 表し た 名 作 。 ち な み に 
^Tai Shan′ は ニー ル の 中 国旅 行 記 。 (中 島 ) 





RUSH 
A Show 0f Hands 
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3 作 目 の ライ ヴ ・ ア ル バ ム と な る 本 作 は 、 過 去 の ライ ヴ 作 品 同様 、 
テク ノロ ジー と の 共存 と いう 業 の 中 で 築き 上 げた 一 時 代 の 、 総 括 的 
意味 合い を 含ん で の リリ ー ス で あっ た 。'!85 年 の 「Power Window」 
ツア ー と 787 年 の 「Hold Your Fire」 ツ アー か ら の 収録 と な る 内 容 は 、 
その 殆ど が '82 年 以降 の 楽曲 で 占め られ て いて 、 や は り シ ン セ の 波 が 
大 きく 存在 し て は いる が 、 そ の 存在 理由 が パー ト 間 の 空間 を 埋め る 
た め の も の で は な く 、 そ の 空間 を 活か す た め の も の で ある と 、 改 め 
て 認識 させ られ る 。 ト リオ と し て に は 究極 の 演奏 が 収録 され た 作品 で 
ある こと に は 疑う 余地 も な く 、 彼 等 の ライ ヴ と は 縁遠い 我々 日 本 の 
リス ナー に と っ て は 、 更 に 欠か すこ と の 出来 な い 、 重 要 な 一 枚 で あ 
の 2 (芦沢 ) 


CD/Atlantic 82040-2 '89 年 
/ イ ー ス ト ・ ウ ェ ス ト AMCY-4 





新た に ルパート ・ ハ イン を プロ デュ ー サ ー に 迎え 制作 され た 、Atlantic 
移籍 第 一 作 。 綿 肉 を そぎ 落と すか の ご と く 簡 素 化 され た サウ ンド は 、 
結果 、 ア レッ クス の ギタ ー と ゲ デ ィ の 歌 を 前 面 に 引き 戻し 、 再 び ロ 
ッ ク ・ バ パン ド と し て 新た な 可能 性 へ と 足 を 踏み 出し た 。 簡素 化 ” と 
は いえ 、 当 然 彼 等 の こと 、 ア コー ステ ィ ッ ク ・ ギ ター や 、 効 果 的 に 
導入 され る フィ ル ・ イ ン 等 綿密 か アレ ンジ が 巧み に 噛み 合っ て サウ 
ンド を つく り 出 し て いる の は 言う まで も な く 、 あ くま で 表面 の 感触 
が リア ル な も の に な っ た と いう 話 だ 。 ア ル バ ム ・ ラ スト で 聴け る ア 
レッ クス の プレ イ に 代表 され る 円 熟 味 ”" と 、 彼 等 に と っ て は 自ら 
の 持つ パー ツ で あり 、 楽 曲 の 全体 像 の 中 に 巧み に コン トロ ー ル され 
て いる か の よう 。 (芦沢 ) 








RUSH 
Roll The Bones 


LP/Anthem 91 年 
CD/Atlantic 82293-2 
/ イ ー ス ト ・ ウ ェ ス ト AMCY-286 





前 作 同様 に ルパート ・ ハ イン を プロ デュ ー サ ー に 起用 し た 通算 17 
作 目 。 ニ ー ル ・ パ ー ト の プレ イ が 手数 の 多 さ より も 、 グ ルー ツウ ヴ 感 を 
求め た ミド ル ・ レ ンジ の も の に 変化 し て きた の は 周知 の 通り だ が 、 
サウ ンド 面 で も 彼 の ドラ ム が 生々 し く 伝 わっ て くる 。 ま だ 楽曲 その 
も の の クオ リティ の 高 さ は 、 彼 等 の 歴代 の 中 で も トッ プ ・ ク ラス で 、 
一 歩 下がっ て 余裕 を 持っ た か の よう に 巧み な アレ ンジ を みせ つけ て 
くれ る 。『Singnals』 以 降 に 辿っ た テク ノロ ジー と の 共存 も 、 完 全 に 
ひと つの パー ツ と し て 手中 に 納め 、 重 視 さ れる “ロック 魂 プ グル ー 
ヴ 感 ” を 底辺 で 彩っ て いる 。 グ ラン ジ 全 盛 の 時 代 に リリ ー ス され た 
本 作 だ が 、 充 実 し た 力強い 内 容 で 、 全 米 の ラジ オ ・ ス テー ショ ン を 
席巻 し た 傑作 だ 。 (芦沢) 





RUSH 
Counterparts 


CD/Atlantic 82528-2 
/ イ ー ス ト ・ ウ ェ ス ト AMCY-608 


MAN 





ここ 10 年 来 、 最 も へ ヴィ な 色合い の 強い 最新 作 。 シン セ は バッ ク 
に 回 り 、 ギ ター・ オ リエ ン テ ッ ド な 音像 は 要する に アレ ックス の 主 
張 が 通っ た こと か ? その グル ー ヴ 感 、 ヘ へ ヴィ さ の 質 は 同時 代 的 イ 
ディ オム と 自身 の ルー ツ の 両面 を 感じ させ る 。 楽 曲 は 無論 彼ら な ら 
で は の も の だ が 、「 プ レス ト 」 以 降 の 結論 と みる か 、 新 た な 転換 と す 
る か は 微妙 な と ころ 。 と も あれ 彼ら が ここ へ き て この 音 を 選択 し た 
事実 は 興味 深い 。 ゲ ディ の 歌 と いう 核 は 不変 だ が 、 その 伝え 方 に 新 
鮮 味 が あっ て 、 結 果 「 逆 上 」 と 呼ぶ に ふさ わし い 作 品 と な っ た 。 今 
回 も イン スト を 収録 。 来 日 は 夢 な の か ? (中 島 ) 














































































































































































































文 @ 鳥 村 昌 構 


"90 年 代 の プロ グレ ッ シ プ ・ ロ ッ ク & へ ヴィ ー メ タル ・ グ ルー 
プ の 中 で 現在 、 実 力 、 人 気 共に トッ プク ラス の 成功 を 手中 に 
収め た 感 が ある DREAM THEATER で ある が その 道のり は 
決し て 平坦 で は な か っ た 。 こ こ で は その 彼ら の 歴史 を 簡単 な 
が ら 記 し て みた いと 思う 。 

1985 年 9 月 、 ロ ング アイ ラン ド 出 身 で バン ド 仲 間 で も あっ 
た John Petrucci と John Myung は 在学 中 だ っ た バー クリ 
ー 音 楽 院 で 、RISING POWER、INNER SANCTUM と いっ 
た バン ド に 参加 じ て い た ドラ マー の Mike Potnoy と 出会い バ 
ンド 結成 を 計画 する 。 そ の 際 や は り 2 人 の John と バン ド 仲 間 
で 当時 フレ ドニ ア 音 楽 院 に 在学 し て いた キー ボー ディ スト の 
Kevin Moore も 合流 、 バ ンド は MAJESTY と 名 乗り 本 格 的 な 
活動 を 始め た 。'85 年 末 、 活 動 拠 点 を ロン グ ア イ ラン ド に 移し 
た MAJESTY に 翌年 3 月 ヴォ ー カ リス ト の Chris Collins が 加 
入 、 現 在 と 同じ 5 人 編成 と な る 。 そ の 後 MAJESTY は ロー カ 
ル ・ ク ラブ で の 活動 を 続け な が ら 6 曲 入り の アル バム を 1000 
枚 限 定 で 自主 制作 する 。 こ の MAJESTY 唯 一 の 音源 は 荒 削 
りな が ら そ の 後 の 彼 ら を 思わ せる も の で 、 現 在 の DREAM 
THEATER の 原点 と 言っ て いい 作品 で あっ た 。 こ の よう に 好 
スタ ー ト を きっ た MAJESTY だ っ た が 、 直 後 の '86 年 11 月 に 
Chris が 脱退 、 以 後 100 人 に も 及ぶ オー ディ ショ ン を 行い 後 
任 に Charlie Dominici を 迎え る こと に な っ た 。Charlie を 加 
えた MAJESTY は 新た に 4 曲 の デモ を 制作 、 そ れ を 聞い た 
Mechanic レ ー ベ ル の 社長 Steve Sinclair に 気に入ら れ 契 
約 を 交わ すこ と に な る 。 し か し な が ら 同 名 の バン ド が すでに 存 
在 し て いた 為 、 彼 ら は Mike の 父親 の アイ ディ ア か ら DREAM 
THEATER と 改名 し レコ ー デ ィング 準備 に 入っ た 。'88 年 6 月 
8 月 に フィ ラ デ ル フィ ア の カジ ェ ム ・ ス タ ジ オ に て 録音 され た 言 
念 すべ き 1st ア ル バ ム は 「When Dream And Day Unite」 
と 名 付け られ '89 年 始め に リリ ー ス され る 。 こ の 1st ア ル バ ム 
で は 、 今 まで の プロ グレ ッ シ ブ ・ ロ ッ ク や へ ヴィ ー メ タル の 影 
響 を 受け な が ら も それ を 昇華 し 独自 の サウ ンド と し て 構築 す 
る と いう 彼ら な ら で は の サウ ンド ・ ス タイ ル が 評価 され 、 一 部 
の マス コミ や 多数 の ファ ン の 注目 を 集め る こと に な っ た 。 こ の 
よう に 順調 な スタ ー ト を きっ た DREAM THEATER で あっ た が 、 
Charlie の 脱退 に より 再び ヴォ ー カ ル を 捜す 必要 性 に 迫 ら 
れる 。 ま た この 間 に Mechanic レ ー ベ ル と の 契約 も 終了 し て 
し まう が 、 バ ンド の 活動 意欲 は 損なわ れず ヴォ ー カ ル ・ オ ー デ 
ィ シ ョ ン を 繰り 返す 一 方 で イン スト ・ シ ョ ー を 行う な ど 地道 な 
が ら も コン スタ ント に 活動 を 継続 し て いた 。 オ ー デ ィ シ ョ ン の 
結果 、 彼 ら 5 は カナ ダ で CONEY HATCH、WINTER ROSE と 
いっ た バン ド に 在籍 じ し て いた James Labrie を 加入 させ 復活 
を 遂げ る 。 再 スタ ー ト を きっ た DREAM THEATER は Atco の 
A&R マ ン Derek Oliver の 強力 な バッ クア ッ プ に より 契約 、 直 
ぐさ ま プ ロ デ ュ ー サ ー に David Prater を 迎え レコ ー デ ィング を 


DREAIM THEATER | に 」 


行う 。 こ うし て 完成 し た の が 彼ら の 2nd で あり 出世 作 で も ある 
「Imeges And Words」 で ある 。'92 年 夏 に リリ ー ス され た こ 
の アル バム は まず 日 本 で 最初 に 人 気 に 火 が つき 、 そ の 後 の 
地道 な ツア ー と MTV で オン エア ー さ れ た ビデ オク リッ プ に よ 
り 本 国 ア メリ カ で も 人 気 を 獲得 、 彼 ら は 本 人 達 も 驚く ほ と ど 早 
くに 成功 を 手中 に 収め る こと が 出来 た 。 以 降 も '92 年 11 月 の 
初 来 日 も 含め バン ド は 精力 的 に ツア ー を 展開 、 そ の 地位 を 
確固 た る も の に し て いっ た 。 翌 '93 年 、 彼 ら は ヨー ロッ パ ・ ツ ア 
一 中 に ロン ドン の マー キー で ライ ヴ を 敢行 、 こ の 公演 は ライ 
ヴ ・ レ コー ディ ング も 行わ れ 、 そ の 中 か ら 6 曲 を 選ん で ミニ ・ ア 
ル バ ム 「Live At The Marquee」 と し て "93 年 7 月 に リリ ー ス 、 
日 本 で は 8 月 に 再来 日 が 決定 し て いた の で 来 日 記念 盤 と な 
っ た 。 そ の 再来 日 公演 を 含め た ツア ー を 終了 し た 後 の '94 年 
5 月 より John Purdell と Duane Baron を プロ デュ ー ス に 迎 
え 、 彼 ら は 3rd ア ル バ ム の レコ ー デ ィング に 入る 。 2nd 以 降 こ 
こま で 順調 に 進ん で きた 彼ら だ っ た が 、 こ の 3rd レ コー ディ ン 
グ 途 中 に 再び 重大 な 事態 に 遭遇 する 。 な ん と MAJESTY 結 
成 以来 活動 を 共に し て きた キー ボー ディ スト の Kevin Moore 
が 脱退 を 表明 し た の で ある 。 結 局 Kevin は メン バー の 説得 
に も 応じ ず レ コー ディ ング 終了 を 待っ て バン ド を 去る こと と な 
っ た 。 こ うし た 紀 余 曲折 を 経て '94 年 10 月 に リリ ー ス され た の 
が 3rd ア ル バ ム 「Awake」 で ある 。 前 作 に 比べ この 「Awake」 
は その ダー ク な 栓 囲 気 と 難解 さか ら 発売 当初 は 賛否 両論 を 
呼ん だ が 、 時 間 が 経つ に つれ その 根底 に ある より 強固 に な 
っ た バン ド ・ サ ウン ド や 級 密 な 中 に 見 え 隠 れ す る キャ ッ チ ー さ 
等 の 本 質 的 な 部 分 が 理解 され る よう に な り 、 続 く 3 度目 の 日 
本 公演 を 含む ツア ー で も 再び オー ディ エン ス に 熱 手 を も っ 
て 歓迎 され る こと に な っ た 。 な お 、 こ の ツア ー で は ex ALICE 
COOPER BAND で バー クリ ー 音 楽 院 出身 で も ある Derek 
Sherinian が サポ ー ト ・ キ ー ボ ー デ ィ ス ト と し て 参加 、 後 に 正 
式 メ ン バ ー と し て 迎え られ た 。 ツ アー 終了 後 の '95 年 5 月 、 彼 
ら は ミニ ・ ア ル バ ム の 制作 を 決め プロ デュ ー ス に 2nd と 同じ 
David Prater を 起用 し レコ ー デ ィング を 始め た 。 こ うし て 出来 
上 が っ た の が 「A Change 0f Seasons」 で ある 。 こ の 23 分 を 
越え る タイ トル 曲 は 当初 彼ら が イン スト ・ バ ンド と し て 活動 し て 
いた '89 年 に 作曲 され た も の で 、 そ の 後 は 数 度 の ライ ブ で 披 
露 さ れ た の み だ っ た が 、 フ ァ ン の 有志 が 運営 する イン ター ネ 
ッ ト 上 の メー リン グリ スト Ytsejam が この 度 こ の 曲 の 正式 リリ 
ー ス 希望 の 署名 を 集め た こと に より リリ ー ス に 至っ た も の 
だ 。 こ れ は まさ に ファ ン を 大 切 に する 彼ら な ら で は の エピ ソー 
ド だ と 言え よう 。 ま た 一 緒 に 収録 され た ライ ブ は !95 年 1 月 に 
ロニ ー ス コッ ツ で 行わ れ た カヴァ ー・ ギ グ か ら の も の で 彼ら 
が ルー ツ と する バン ド 達 の ナン バー を 演奏 し た も の だ 。 
困難 を 乗り 越え 前 進 し 続け る DREAM THEATER こ そ 数 
少な い プ ログ レッ シ ヴ な 姿勢 を 持ち 続け る バン ド だ ろう 。 


ち づ 








人 層 際 以 共 | DREAM THEATER 
When Dream Amd Day Unite 


CD/Mechanic MCAC 42259 '89 年 
/MCA ビク ター MVCM-21059 


85 年 に MAJESTY と し て スタ ー ト し 、 翌 年 、 自主 制作 ミニ ・ ア ル バ 
ム を 制作 。 その後 、 シ ン ガ ー を 代え 、 バ ンド 名 を 変え て リリ ー ス さ 
れ た の が 本 作 デ ビュ ー・ ア ル バ ム だ 。 当 時 METALLICA meets RUSH? 
と 言わ れ た サウ ンド は 、 そ の 曲 構成 の 妙 と 攻撃 性 か ら 一 気 に 話題 と 
な り 、 各 メン バー の 理 越し た テク ニッ ク も 手伝っ て 、 多 方 面 に 衝撃 
を 呼ん だ 。 特 に 、 大 作 ナ ン バ ー な ら ず と も 殆ど の 曲 に 用 意 さ れ て い 
た イン スト ・ パ ー ト の バト ル は 凄まじ く 、 リ ズム ・ チ ェ ン ジ 等 に ス 
ラッ シュ ・ メ タル 的 な 強引 さも 見 られ た も の の 、 こ の メロ ディ 至上 
主義 の 中 で の スリ リン グ な プレ イ は 、 後 に 多く の フォ ロワ ー を 生む 。 
今 聴く と 荒い 部 分 も 多く 、 や は り チ ャ ー リ ー の 歌 は 危な っ か し い が 、 
イン パク ト は 充分 すぎ る 。 (奥村 ) 





DREAM THEATER 
Images And Words 


CD/ATCO 92148-2 "92 年 
/ イ ー ス ト ・ ウ ェ ス ト AMCY-438 





ファ ー ス ト の リリ ー ス か ら 約 半年 で シン ガー が 脱退 し 、 その 後 、 
数 えき れ な い オ ー デ ィ シ ョ ン を 繰り 返す うち 、 い つ し か ファ ン の 間 
で は 解散 し た ” と いう 噂 が 誠 し や か に 路 か れる よう に な る 中 、 カ 
ナダ 出身 の ジェ イム ズ ・ ラ ブリ エ を 獲得 し て 実に 3 年 振り に 発表 さ 
れ た セカ ンド 。 よく 伸び る 声 と 抜群 の 歌唱 力 を 持つ ラブ リエ を うま 
く 使 い 、 バ ラー ド を 2 曲 含む 前 半 は 、 長 尺 の ①③ を 含み な が ら も い 歌 
モノ ” 的 印象 で 、⑤ で 幕 を 開け る 必殺 の 後半 は 、 こ れ で も か と イン 
スト ゥ ル メ ンタ ル ・ パ ー ト の 充実 まり を 見 せつ ける 。 も う ⑤-ーー⑥ の 
流れ が 、 あ まり の プロ グレ ぶり ” に 泣け て くる 程 だ 。 ア レン ジ 能 
力 の 向上 は 言う まで も な く 、~ 音 "の 存在 感 が 前 作 と は 段違い と な っ 
た 本 作 で 、 彼 等 は つい に チャ ー ト に も 登場 する 。 (奥村 ) 





DREAM THEATER 
Live At The Marmuee 


CD/(U.K.)Atco 7567 92286-2 '93 年 
/ イ ー ス ト ・ ウ エス ト AMCY-574 


HVE AT THE MARCAUIEE 


"93 年 4 月 23 日 に ロン ドン の 名 門 ク ラブ 、 Marquee で 行なわ れ た ギ 
グ を 収録 し た ライ ヴ ・ ミ ニ ・ ア ル バ ム で スタ ジオ ・ ア ル バ ム 未収 録 
の イン スト ③ を 含む 全 6 曲 が 収め られ て いる 。 音 質 ・ 演 奏 と も に ま 
さ に 完璧” と し か 言い よう が な い ス キ の な さ で 、 改 め て 彼 等 の ミ 
ュー ジ シ ャ ン と し て の 力量 が 規格 外 の も の で ある こと を 思い 知ら さ 
れる 。 し か も 単に スタ ジオ ・ ヴ ァ ー ジ ョ ン の 再現 に と ど ま ら ず 、 ラ 
イヴ な ら で は の 緊張 感熱 気 ま で きっ ちり 伝わっ て くる の だ か ら 「 フ 
ル ・ ラ イヴ ・ ア ル バ ム が 聴き た い 」 と いう リク エス ト が 多い の も 当 
然 と いえ よう 。 ま た 本 作 の イギリス 盤 は 収録 曲 違い と いう マニ ア 泣 
か せ の 技 が 使わ れ て お り 、 こ ちら で は 2 nd 収録 曲 で ある `Surrounded 
の ライ ヴ ・ ヴ ァ ー ジ ョ ン が 聴け る 。 (石原 ) 





介 】N め Sg 1 の NiIBN DREAM THEATER 


し 】 Auake 


CD/Eastwest 7567-90126 94 年 
/ イ ー ス ト ・ ウ エス ト AMCY-750 





ライ ヴ ・ ミ ニ ・ ア ル バ ム を 狭 ん で の サー ド 。 ギ ター が か な り ヘ へ ヴ 
ィ に な り 、 少 な く と も シンフォニック” と いう 形容 と は 無縁 の グ 
ルー ヴィ な 音像 に な っ て し まっ た こと で 、 フ ァ ン の 間 で は 共 否 両論 
と な っ た こと は 、 記 憶 に 新しい 。 勿論 ま だ まだ メロ ディ は 残っ て お 
り 、 む し ろ 各 曲 の サビ ・ メ ロ は 前 作 以上 に キャ ッ チ ー な ぐら い だ が 、 
バッ ク の 重い 音 に 負け じ と ライ ヴ 以 上 に ダミ た 声 で 力 ん で し まう ラ 
プリ エ が 痛々 し く 、 よ っ て 曲 に 表情 と 張り が な く な っ て し まっ た 気 
も する 。 ア レン ジ 面 で の 方 向 性 の 不 統一 も ミエ ミエ で 、 結 果 的 に 異 
を 唱え た の で あろ う キ ー ボ ポー ディ スト の ケヴィン ・ ム ー ア は 、 本 作 
の リリ ー ス を 待た ず に バン ド を 脱退 し て し まっ た 。 尚 、 日 本 盤 初回 
プレ ス は 、 地 味 な イン スト `Eve” 収録 の シン グル 付き 。 (奥村 ) 











DREAM THEATER 
A Change Of Seasons 


CD/ イ ー ス ト ・ ウ エス ト AMCY-885 
"95 年 


KO 


89 年 、^Metropolis-Part 1 ” と 同時 期 に ヴォ ー カ ル 不 在 の まま 作 
られ た も の の 、 93 年 の 米 ツア ー で 数 回 プレ イ さ れ た だ け で 、 結 局 来 
日 公演 で は 聴け な か っ た 噂 の タイ トル 曲 が つ い に ス タ ジ オ ・ レ コー 
ディ ング され 、 さ ら に 、 今 年 1 月 に ロン ドン で 行なわ れ た カヴァ ー・ 
ギグ の 模様 も 収め た 、 変 則 企画 アル バム に し て 、 新 キー ボー ディ ス 
ト の デレ ク ・ シ ェ リ ニア ン に と っ つて で は よう や く ぐ ツ アー・ メ ン バ ー か 
ら 正 式 メ ン バ ー に 昇格 し た 作品 。 当初 、17 分 台 の イン スト と し て デ 
モ が 録 ら れ た の は 、 イ ント ロ 部 分 が 大 幅 に アレ ンジ され 、 そ の 他 の 
パー ト も 練り 直さ れ た 末 に 23 分 を 越え る 7 部 構成 の 大 作 と な っ た 。 
カヴァ ー 曲 の ライ ヴ ・ テ イク は 、 い か に も 楽し ん で いる と いう 雰 囲 
気 だ が 、 曲 に よっ て は 選曲 が な か な か 渋い 。 (奥村 ) 





ちら 





PROGRESSI ソ 世 ROCK 


SymnphomicC は ROCK 
Ja 選 ROCK 
Fardd ROCK 





4 6 グ 








A TRIGGERING MYTH 
A Triggerinmg Myth 
CD/The Laser's Edge LE 1003 90 年 





'90 年 の デビ ュー 作 。 こ こ に は 8 曲 が 収め られ て いる 。 テ ィ ム と リ 
ッ ク に よる デュ オ で 多重 録音 に よる イン スト ゥ ル メ ンタ ル ・ チ ュー 
ン を 制作 し て いく と いう スタ イル 自体 は この アル バム で 確立 され て 
いる 。 た だ 、 緊 張 感 に 乏しく 、 又 、 構 成 力 が 次 作 程 で は な い の で 、 
全編 を 通し て 聴く と 、 や や 散漫 な 印象 が 残る 。 当時 の 印象 と し て は 、 
いい も の を 持っ て いる の に も う ひ と つ 表 現 力 に 欠け る と いう も の で 
あっ た 。 カ ヴァ ー・ ワ ー ク の 単調 さも か な り 損 を し て いる 部 分 だ と 
思う 。 (山崎 ) 


A TRIGGERING MYTH 
Twice Bitten 
CD/The Laser's Edge LE 1019 93 年 





2 作 目 。 キ ー ボ ー ド ・ デ ュ オ 十 (b) 、(ds)、(g)、etc の ゲス ト 、 そ 
し て 作風 と も に 大 き な 変化 は な い 。 ど ちら か と 言え ば 、 前 作 「A Triggering 
Myth」 の 方 が 構築 的 な 音 造り を し て いた 分 、 派 手 な 印象 が ある 。 で も 
彼ら の シン フォ ニッ ク ・ サ ウン ド だ と され る 音楽 は 、 も と も と ロッ ク 
魂 や アン サン ブル と は 余り 縁 の な い 所 で 斉 に よる ヴィ ジュ アル 化 を は 
か っ た も の だ と 思う か ら 、 そ の 意味 で 、 今 回 の 方 が 彼ら の 特質 は 具体 化 
され て いる 。 音 数 は 決し て 多く な い が 張 りつ め た トー ン で 作り 出さ れ 
た 物語 / 情 景 が より 具体 的 に 思い 浮か ぶ と いう こと だ ろう か 。21 分 を 超 
える ② を 筆頭 に ④⑥⑦ 辺 り が 聴き 所 。 初期 バン コ の 暗く か げ る 部 分 に 
通じ る よう な 、 も し く は ジャ ケッ ト の 絵 を 下地 に し た よう な ミス ティ 
ッ ク な サウ ンド が 、 今 回 の 特長 に な っ て いる 。 (松本 ) 





A TRIGGERING MYTH 
Between Cages 


CD/The Laser's Edge LE 1022 '95 年 
/ マ ー キ ー MAR 95130 





セカ ンド で も か な り ヴ ォ ル テイ ジ が 感じ られ た が 、 こ の サー ド で 
は さら な る 高み に 昇り つめ て し まっ た と で も いい た く な る よう かな 完 
成 度 の 高 さ だ 。 今 まで の アル バム に は 感じ られ な か っ た 血 の 通 っ た 
曜 動 感 が 加わ っ た の が 最大 の 収穫 だ ろう 。 キ ー ボ ー ド 類 も 色彩 感 の 
強い も の を 使用 し て いる の で シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク 寄 り の 印象 も 
強まっ て いる 。 変 拍子 を 伴う 、 オ ー ル ・ イ ンス トゥ ル メ ンタ ル と い 
うこ と も あり 、SFF の ファ ー ス ト 的 な イメ ー ジ も ある 。「90 年 代 の イ 
ディ オム で SFF が 演奏 し た ら 、 こ の よう な 作品 が で きる の で は ? と 
いえ ば 、 こ の 作品 の スタ イル を 想像 し て で もらえ る だ ろう か 。 (山崎 ) 


AFTER ALL 
After 如 
LP/Athena 6006 "7 年 





アフ ター・ オ ー ル が 発表 し た 唯一 の 作品 。 人 形 の 首 を デザ イン し た 
不気味 な む ジ ャ ケッ ト 及 びそ の サウ ンド か ら 、 一 部 マニ ア の 間 で 、 ア メ 
リカ の クレ シダ と 俗称 され て いる 。 キ ー ボ ー ド 、 ギ ター、 ベ ー ス 、 ド 
ラム ス の 4 人 (内 2 人 は ヴォ ー カ ル 担 当 ) の 織り 成す 演奏 は 確か に ク 
レシ ダ に 通じ る 部 分 が 多い 。 鳴 り の 良い メロ ディ アス な 、 そ し て 、 時 
に は ワイ ルド な オル ガン 、 ジ ャ ズ の 香り 漂う シン プル で 哀 怠 を 感じ さ 
せる ピア ノ 、 巧 いと は 言え な いも の の ロッ ク ・ ス ピリ ッ ト を 持っ た ヴ 
ォ ー カ ル 、 そ れ ら と 一 体 に な っ て 曲 を 盛り 上 げ る 他 の メン バー。 そ れ 
は 正 に 最初 期 の プリ ティ ッシュ ・ プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク を 連想 させ 
る 。 こ の 時 代 に 発表 され た アメ リカ の プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク 系 の 作 
品 の 中 で は 異色 の 1 枚 で あり 傑出 し た 出来 を 示し て いる 。 (賀川 ) 





AlR CRAFT 
So Near, So Far 
LP/Catero CAT 019 '85 年 








新進 レー ベル “Catero" か ら リ リー ス さ れ た エア ー・ ク ラフ ト の 
1 st は 、 美 し い カ ヴァ ー に 描か れ た 世界 を 、 イ メー ジ そ の まま 音 に し 
た と 言っ て も 過言 で は ある まい 。 流 設 な が ら も 力強い テク ニッ ク を 
物語 る ピア ノ に ヴァ イオ リン 、 地 味 な 位置 で あり な が ら も 的 確 に リ 
ズム を 刻む ベー ス と ドラ ム ス 、 プ ライ ヴェ ー ト 系 の 作品 に も 通じ る 
シン セ の 使用 法 … 等 、 所 講 現代 風 プ ログ レッ シ ヴ に 位置 する 作品 で 
ある 。 む し ろ こ の 手 の 作 品 は 、 ニ ュー・ エ イジ の 愛好 者 達 に アピ ー 
ル す る と ころ が 多々 ある よう で 、 新 世代 の 台頭 著しい 北米 全体 の シ 
ー ン を 見 渡し て も 、 素 人 臭 さ の 全く 無い 、 新 人 離れ し た 風格 さえ 漂 
わせ て いる 感 も ある 。 メ ン バ ー は key に vIn、b、ds の 4 人 編成 。 久 し 
く 聞 か れ な い 新作 発表 が 大 い に 待 た れる 所 。 (大 関 ) 








ALAMO 
Alamo 
L P/Atlantic SD8279 71 年 





大 メジ ャ ー・ レ ー ベ ル に 残さ れ た テネシー 産 ハ ー ド ・ ロ ッ ク の 快 
作 。 全 編 へ ヴィ ー な ギタ ー と オル ガン が 鳴り 響き 、A② を 除い て 、 
初期 ツェ ッ ペ リン 風 リ フ と 初期 サバ ス の ゴリ 押し 感覚 に 満ち て いる 。 
オル ガン & ヴ ォ ー カ ル の ケン ・ ウ ッ ド レー が ほぼ 全曲 を 作曲 。 彼 の 
迫力 ある ダミ 声 は いか に も アメ リカ らし い が 、 サ ウン ド は 完全 に ブ 
リティ シュ 指向 で ある 。 A③ の イン トロ の クラ シカ ル な オル ガン ・ 
ソロ は 、「 お っ 、 プ ログ レ 者 で も いけ る 曲 か !?」 と 思わ せる が 、 す で 
に 70 年 代 パ バー ド ・ ロ ロック ・ フ ァ ン が 思わ ゎ わ ず ニ ヤ け て し まい そう な り 
フ が と っ て か わる 。 アルバム 一 枚 通し て 聴く と 、 ミ ディ アム ・ テ ン 
ポ の 曲 が 多 いた め 、 や や 単調 な 印象 を 受け る が 、「 ハ ー ド ・ ロ ッ ク は 
リフ が 命 」 と 思っ て いる 人 に は 一 聴 の 価値 あり 。 唯 一 の 作品 。 (中 ) 





ちら どど 








隊 基 | ALBATROSS 
Alhatross 
LP/Anvil AT-100-1 '? 年 


上 
紅 le7ovteyi 





多彩 な が キー ボー ド に よる 壮大 な オー プ ニ ン グ が すばらし い 。 パイ 

プ ・ オ ル ガ ン 、 メ ロト ロン 、 シ ン セ サイ ザー、 ピ アノ と 目 ま ぐ る し 
く 使 い 分 ける マー ク ・ ダ ル グ レ ン の キー ボー ド が 光る 。 し か し 、 情 
し いか な 、 リ ズム 隊 が 単調 で 、 ヴ ォ ー カ ル も 妙 に 明る い の で 、 音 に 
深み が 足り な い の も 事実 。14 分 に 渡る A① は 彼ら の 長所 と 短所 が 交 
互 し て も 、 な お か つ 好 ナン バー で は ある 。 録音 も 悪く な く 、 演 奏 も 
こなれ て いる た め 、 傑 作 と まで は 行か な く て も 、 上 の 出来 で は あろ 
う 。 マイ ク ・ ノ ヴァ (key、 vo)、 ジ ョ ー・ ジ ュ リ ー ノ (b、 vo) 、 ポ ー ル ・ 
ロー(g)、 ダ ナ ・ ウ ィ リ アム ス (ds) を 加え た 5 人 編成 で 、 イ リノ イ 
で の 録音 。 製 作 年 度 は 付記 され て お ら ず 、'75 一 77 年 頃 と 思わ れる 。 
(吉瀬 ) 


AMBROSIA 
Amhrosia 
L P/20 Century T-434 75 年 





人 が 食す れ ば 不老 不死 に な る と いう “神々 の 食物 ′ を バン ド 名 と 
し た 4 人組 の デビ ュー 作 。 A① を 聴い て 、 な か な か 爽やか な バン ド 
だ な ん て ノン ビリ 構え て る 場合 じゃ な い 。 続く A② の 歌 メ ロ が 完全 
に ブリ ティ ッシュ し て る こと に 気づく や 否や 、 絶 妙 の タイ ミン グ で 
電話 の ベル が 。 何 と 、 ミ キシ ング ・ エ ンジ ニア は か の アラ ン ・ パ ー ソ 
ジ ズ だ な 。 フィドル が きま て 、 マ ンド リン が あま て 、 ギ ター* 回 。 り ズム 
展開 も いい 。 と な る と 、 も う シ ング ル 曲 の A③ に も ダマ され な い だ 
ろう 。 ア メリ カン の 証 の A④ も し か り 。 で 、B 面 。 コ イツ は “アメ 
リカ ン ・ プ ログ レ ・ ハ ー ド "な ん て も ン じ ゃ な い 。 ピ アノ が 初期 KAYAK 
か と いう B①。 再 び 歌 メ ロ が 英国 し て る B②。CRIMSON し て て SF 的 
要素 の 強い B③。 ラ スト の B④ に も 仕掛 け あ り 。 ま いっ た 。 (奥村 ) 





AMBROSIA 

Somewhere ve NeVer 
Travelled 

LP/20 Century BTH 510 76 年 





ジャ ケッ ト の 三角 を 持ち 上 げ て 立て る と ピラ ミッ ド が 出来 て し ま 
う ( 本 当 は ピラ ミッ ド は 四角 氏 の は ず 。 プ リズ ム だ か らい い の か ? ) 
と いう セカ ンド 。 邦題 も 『 ピ ラミ ッ ド の 伝説 』。 だ が 、 直 接 ア ル バ ム 
の 内 容 と は 関係 な さそ うだ 。 ア ラン ・ パ ー ソ ンズ を プロ デュ ー サ ー 
に 、 ア ンド リュ ー・ パ ウエ ル を オー ケス トラ ル ・ ア レン ジ に 迎え た 
本 作 は 、 殆 ど 映画 の サン トラ の ノリ 。 A③、B②、④ に は オー ケス ト 
レー ショ ン が ド バ ー っ と 入っ て くる が 、 シ ン フ ォ ニ ッ ク と いう より 
は 、 む し ろ ロ ッ ク ・ オ ペラ っ ぱ ぽく 仕上 が っ た 。 よ っ て 、 ド ラマ ティ ッ ク 
な 展開 や テク ニッ ク で 聴か せ た 前 作 と は 達 っ て 、 本 作 は か な り ポ ピ 
ュ ラ ー な 印象 。 良く 出来 て は いる が 、 ス リリ ング さ は 皆無 。 そ の 後 、 
ワー ナー に 移籍 後 は 、 す っ か り AOR に 染まっ て し まう 。 (奥村 ) 


AMERICAN TEARS 
Branded Bad 


LP/Columbia KC 33038 74 年 
CD/ ソ ニー SRCS 6292 








'69 年 に VALHALLA な る 5 人組 で アー ト ・ ロ ッ ク 色 の 強い セル フ ・ 
タイ トル の アル バム を United Artists か ら リ リー ス し て いる マー ク ・ 
マン ゴー ルド (key、vo) が 、 新 た に スタ ー ト させ た トリ オ の デビ ュー 
作 。 オ ル ガ ン と ピア ノ だ け の VALHALLA に 比べ 、 ム ー グ や メロ トロ 
ン ま で 導入 し た 本 作 は 、 ず っ と サイ ケ 色 は 抑え られ て いる も の の 、 
や は り ア ー ト ・ ロ ッ ク っ ぱい 有 雰囲気 が 所 々 に 感じ られ る 。 オル ガン ・ 
プレ イ に どこ と な く キ ー ス ・ エ マー ソン か ら の 影響 が 器 え る の も 同 
じ 。 そう いう 意味 で は 、 こ の キー ボー ド ・ ト リオ で マン ゴー ルド が 
目 差し た の は 、 ク ラ シ カ ル で も ジャ ジー で も な い THE NICE か 。( 何 
じゃ そり ゃ ) 唯 一 、⑨ の み が リ リカ ル な メロ ディ を 聴か せ て くれ る 。 
何故 か 本 作 の み CD 化 。 (奥村 ) 








AMERICAN TEARS 
Tear Gas 
LP/Columbia PC 33847 75 年 





彼 等 の セカ ンド ・ ア ル バ ム の 紹介 で ある 。 キーボー ド ・ ト リオ の 
編成 で ある が 、 ク ラ シ カ ル な 要素 は ほとん ど な く 全体 的 に ノリ の 良 
い 軽快 な 曲 が 収録 され て お り 、 ギ タリ スト が いな いた め 、 当 然 ソ ロ 
や バッ キン グ は キー ボー ド が 受け 持ち 多彩 な が キー ボー ド ・ ワ ー ク が 
楽し め る 。B② は 印象 的 な リ り フ レイ ン が 用 いら れ た 名 曲 で ある 。 ( 個 
人 的 印象 で は 、 イ ギリ ス の アー ジェ ント が 思い 起こ され た ) な お 彼 
等 は 74 年 、 セ カン ド と 同 傾向 の ファ ー ス ト 「 プ ラン デッド ・ バ ッ ド 」 
(KC33038) を 発表 し 、 サ ー ド は セカ ンド か ら 2 年 経っ た 77 年 に 「 パ 
ワー ハウ ス 」(KC34676) が 発表 され た が 、 ハ ー ド ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン 、 
プロ グレ ッ シ ヴ ・ フ ァ ン か ら も 評価 され な い 、 中 途 半 端 な 内 容 に な 
GII まつ 4GN の 5 (吉野 ) 





AMIN BATIA (Camada) 
The Interstellar Suite 
CD/ 東 芝 EMI CP32-5503 '? 年 





カナ ダ の シン セ シ ス ト 。 ロ ー ラ ンド の 国際 シン セ サ イ ザー・ コ ン 
クー ル で 2 度 に わた り 優 勝 し た 経歴 を 持つ 。 彼 は 「 ス ター・ ウ ォ ー 
ズ 」 の コピ ー を する こと か ら シ ン セ サイ ザー と 出会っ た と いう 。 コ 
ン ポ ジ シ ョ ン は 作曲 法 的 に も 、 ま た エレ クト ロニ クス の 分 野 か ら 見 
て も 極め て 水準 の 高い も の で 、 曖 昧 性 の な い 明 断 な アレ ンジ で 複雑 
な ヴァ リエ ーション を 描き 切っ て いる 。 た だ 我々 の 耳 に は プロ グレ 
ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク と いう より は 映画 の サウ ンド ・ ト ラッ ク ふ うに 聴 こ 
えて し まう 。 全 9 曲 か ら 成 る この アル バム に 収録 され た タイ トル を 
見 て も わか る 通り 、 宇 宙 船 、 旅 立ち 、 宇 宙 の 浮遊 等 、 宇 宙 を テー マ 
に し た スケ ー ル 感 の 大 きい スペ クタ ル ・ サ ウン ド で ある 。 その 後 、 
M. ジャ クソ ン 、 ト ト 等 と も 仕事 を し て いる 。 (山崎 ) 





ち ア 








AMISH 
Amish 
LP/Sussex SXBS 7016 '72 年 





自然 を 角 ん で ゆく 現代 文明 を 一 切 拒絶 し 、 外 界 と の 交渉 を 断っ て 
原始 的 な 生活 を 続け る 集団 "アミ ッシュ *。 その 人 々 を 真 近 に 見 て 青 
っ た カナ ダ の 若き ミュ ー ジ シャ ン 達 が 、 敬 意 の 念 を こめ て 、 そ の 名 
を 肘 し た グル ー プ の 唯一 の 作品 。 楽 曲 の テー マ と の 関連 性 は 歌詞 が 
な い の で よく 解ら な い 。A① に 針 を 落と す と 、「 お っ 、 や や 軽 め で プ 
ラス 抜き の アフ ィ ニ ティ ー か 、 マ ッ ド ・ カ リー みた い だ な 。」 と 思わ 
せる が 、 何 と 女性 シン ガー は いな い 。 複 数 の メン バー で リー ド ヴ ォ 
ー カ ル を と り 、 そ の 中 の 1 人 が 女性 的 な 声 を し て いる らし い 。 演奏 
技術 は 高く 、A③ の 中 間 部 の 様 に 、 タ イト か つ 軽 快 な ドラ ム 、 ス リ 
リン グ な ベー ス の 上 を 鳴る 、 長 い オ ル ガ ン ・ ソ ロ な ど 、 聴 き 所 は 多 
い 。 英 米 の 名 手 た ちの 作品 に 引け を 取ら な い 、 味 の ある 好 盤 。( 中 ) 


ANANTA 
SongS From The Future 
L P/Touchstone BBT 115 '80 年 





アナ ンタ は 3 枚 の LP を リリ ー ス し て いる 。 どれ も 一 定 水準 の 作品 
で は ある が 、 代 表 作 と し て 本 作 を あげ よう 。 聴き 所 は A 面 全て を 費 
し た 組曲 で 、 め まぐ る し く 変 化す る リズ ム ・ セ クシ ョ ン 、 多 才 な キ 
ー ボ ー ド ・ ワ ー ク に 加え て 、 壮 絶 な ヴァ イオ リン ・ ソ ロ ま で も フィ 
ー チ ュ ア し て 、 高 レヴ ェ ル の シン フォ ニッ ク 組 曲 を 演じ て みせ る 。 
ヴォ ー カ ル と 全て の キー ボー ド を 操る イラ ン ・ チ ェ ス ター は 、 ア レ 
ンジ と プロ デュ ー ス まで も 手がけ 、 グ ルー プ の 核 に な っ て いる 。 全 
く 素 人 くさ さ の な い 安 定 し た パフ ォ ー マ ンス で 、 聴 く 者 を 圧倒 する 
だ ろう 。 彼 等 の 作品 は イギリス で も リリ ー ス され て いる が 、 ユ ー ロ ・ 
ロッ ク の ジャ ン ル で は ほとん ど 知 られ て いな い 。'85 年 に 再発 され て 
いる の で 、 ぜ ひ 一 聴 す る こと を お 勧め する 。 (山崎 ) 





ANCIENT VISION 
The Vision 
CD/(private press) TM-01 '91 年 





アメ リカ シン ・ シ ン フ フォニック の ュー・ フ ェ イ ス 、 エ シン シャ ント ・ 
ヴィ ジョ ン 。 や や シア トリ カル で 渋み の ある サウ ンド で 、 僕 は どこ 
と な く ジ ェ ス ロ ・ タ ル に 似 て いる よう な 気 が す る 。 キ ー ボ ー ド 、 ベ 
ー ス 、 ギ ター、 ド ラム ス と ヴォ ー カ ル の 5 人 編成 。 う わ べ だ け の シ 
ン フ ォ ニ ッ ク と 違い 、 自 己 の 内 的 イン パク ト を 音 に し て いっ た よう 
な 必然 性 が 感じ られ 、 そ れ が と て も 好 印 象 を 与え て くれ る 。 未 完成 
な と ころ も 多い が 、 全 体 を 通し て 聴く と 納得 の いく サウ ンド を 聴か 
せ て くれ る 。 と て も いい 作品 で ある と 思う 。 渋 め の シ ン フ ォ 系 の フ 
ァ ン に 勧め た い 。 (山崎 ) 


PT に SE FEHK< で | ANDIENT VISION 
和 疾 Focus Or Blinders 
CD/(private press) TM-02 '94 年 





最後 まで 聴く の が つら い 。 最 近 流行 し て いる の だ ろう か 、 思 東 的 
ムー ド を 持っ た トー タル ・ シ ン フ ォ ニ ッ ク 作 …… の ハズ な の だ が 、 
どう も シャ キッ と し な い の だ 。 別 に 無理 に 疾走 し ろ と か メリ ハ れ 、 
と いう 訳 で は な い が 、 こ れ で は 余り に フッ ク が 少な い 。 大曲 ⑥ 等 に 
見 られ る 様 に キー ボー ド は 仲 々 聴か せ て くれ る の だ が 、 リ ズム と ヴ 
ォ ー カ ル が 弱い 。 特 に vo. が 致命 的 、 声 質 が ダー ティ 過ぎ る 。 曲 作り 
を 根本 的 に 見 な お す な り 、 メ ン バ ー を 変え る な り し て 欲し い 。 実際 
key 以 外 は どう に も 使え な い 。 そ れ っ ぽ い 音 だ か ら 許 され る と いう 物 
で も な いん だ ぞ 。 冗長 作 。 (中 島 ) 








ANGEL 
Angel 


L P/Casablanca 7021 '76 年 
CD/Mercury 510955-2 
/ ポ リス ター PSCW 1088 





バク ス と いう バン ド を 母体 に 、'75 年 に 結成 され た エン ジェ ル の 1 st 
アル バム で ある 。 彼 ら の 最大 の 名 曲 A①( 良 い )、 メ ロト ロン の 嵐 の A 
②& B②、 単 な る ロッ クン ・ ロ ー ル に コー ラス 、 メ ロト ロン の イン ト 
ロ を 強引 に つけ た A③ な ど 、 う っ と お し い 程 の グレ ッ グ ・ ジ ェ フ リア 
の 鍵盤 群 が 売 り 物 で は あろ う が 、 パ ン キ ー・ メ ドウ ス の ジミ 
大 好き ロー ズ 指 板 の ス トラ ト ” の 音 も 、 こ の バン ド を ハー ド ・ ロ ッ ク 
に と ど め て いて 、 捨 て 難い 物 が ある 。 こ の 後 の 「Helluva Band」('76)、 
「On Earth As It In Heaven」 ("77 : 悪夢 の 来 日 直前 ) まで が 、 ユ ー ロ 
ファ ン の 限界 で あろ う 。 例 の ルッ クス の 為 “華麗 な る 貴公子 ′ と 呼ば 
れ 、 ア イド ル 視 され 続け た が 、 音 楽 指向 は 完全 に プリ ティ ッシュ に 向 
いて いた 。 真 に 悲劇 の 天使 と いえ る バン ド で ある 。 (川上 ) 





・ ヘ ペン 





ANGEL 
Helluva Band 


L P/Casablanca NBLP 7028 76 年 
CD/Mercury 510956-2 
/ ポ リス ター PSCW-1089 





新興 レー ベル 、 カ サブ プラ ンカ と 契約 し た 彼ら は ワシ ント ン DC か ら 
L.A. に 拠点 を 移し 、'75 年 10 月 に 1 st を 発表 (日 本 発売 は 76 年 3 月 )。 
本 作 2 nd は 日 本 で 76 年 5 月 に 発売 され た 。 プ ロ デ ュ ー サ ー は 引き 続 
き 、 デ レク ・ ロ ー レ ンス と ビ ピッグ ・ ジ ム ・ サ リバ ン 。 前作 の 延長 線 
上 の サウ ンド で 、 ぶ 厚い 鍵盤 群 の 壁 を パッ ク に し た 壮大 な ナン バー 
と 、 い か に も アメ リカ 然 と し た パー ティ 乗り の 曲 が 同居 し て いる 。 
これ が 彼ら の ユニ ー ク さ で も あっ た 訳 だ が 、 シ ング ル ・ カ ッ ト さ れ 
た 曲 は 当然 後者 の パタ ー ン で 、 ル ックス と 合わ せ て 誤解 と 偏見 の 原 
因 に も な っ た 。 ラ スト に は 1 st に 入っ て いた “Angel (Theme)” の 
別 ヴ ァ ー ジ ョ ン が 再 録 さ きれ て いる 。 これ は 数 年 後に ラン ディ ・ ロ ー 
ズ が パク ッ た “Mr. Crowley" の イン トロ の 原 曲 で ある 。 (川上 ) 





ニナ ー】 








ANGEL 
On Earth As lt IS On Heaven 


L P/Casablanca NBLP 7043 76 年 
CD/Mercury 510957-2 
/ ポ リス ター PSCW-1090 





77 年 2 月 に 来 日 記念 盤 と し て 国内 発売 され た 3 rd。 プ ロ デ ュ ー サ 
ー は エディ ・ ク レイ マー。 母 体 と な っ た BUX 時 代 の `White Lightning” 
を 除く 全て が 新曲 。 本 国 で の プレ イク を 狙い 、 前 2 作 よ り 鍵 盤 群 の 
使わ れ 方 も スッ キリ と し 、 大 曲 も 交 を 消し て いる 。 ニ ュー・ エ ンジ 
ェ ル を 宣言 する 好 盤 で あっ た の だ が ……。 発 売 日 の 翌日 、 羽 田 に 到 
着 し た 彼ら は 結局 、 京 都 、 名 古屋 の 公演 を キャ ン セ ル し て 2 週間 後 
に 帰国 し た 。 原 因 は 呼び 屋 の 倒産 で あっ た 。 こ れ で ケチ が つい た の 
か 人 気 は 一 気 に 下降 に 向かう 。 こ の 後 b を 交代 し て 、「White Hot」 
(77) 、「Sinful」(79) 「Live Without A Net」('80) を 発表 し 、 解 散 。 
G. ジ ェ フ リア は 、GUFFRIA 一 HOUSE OF LORDS を 結成 し て いる 。 
その 間 に ANGEL 再 結成 の 噂 ちあ っ た が ……。 (川上 ) 


ANIMATOR 
Gallery 
CD/Rotamina '90 年 





の 
いら 


市 場 の 巨大 さ に 相反 し て 、 純 音楽 的 に は 暗黒 大 陸 と いわ ざる を え 
な い 米 国 。 広 すぎ る 国土 と 過剰 な 保守 性 か ら 、 非 主流 的 芸術 家 が 密 
集 し て 切 磁 丈 磨 す る 風土 が な い 。 ヒ ッ ト 作 の 形式 踏襲 に か け て は 世 
界 一 の 国民 性 ゆえ 、 ポ ンプ ・ ム ー プ メン ト が 全土 で 興 こ っ て いた ら 、 
どん な に 優れ た 作品 が 残さ れ た ろう 。 イ リノ イ の 片 す みか ら 出 現し 
た この バン ド が 、 ポ ンプ 勢 の 影響 を 受け た か 否 か は 知る 由 も な い 。 
爽快 な コー ラス 、 ス ピー ディ ー な シン セ 、 名 曲 最終 部 の ひと 工夫 な 
ど 、 捨 て お け な い 要素 を 持っ て いる 。 が 、 代 表 曲 1 曲 あ れ ば いい と 
も いえ な くも な い 。 (ミワ ) 








ANOTHER ROADSIDE MTTRACTION 
(CanaHa) 

Another Roadside Attraction 
LP/ARA 79 年 





の gc 回民 2 介 国 207I ド ラウ ショ シン (だ Mb うま 5 の 516 りり 
の グル ー プ の 様 に 長 一 い バ ンド 名 を 持つ 彼ら は 、 ダ ブル ・ キ ー ボ ー ド 
に ベー ス 、 ド ラム ス と いう キー ボー ド ・ ト リオ に 準じ た 編成 の グル ー 
プ で 、 基本 的 に は EL & P や トレ ー ス と いっ た グル ー プ か ら の 影響 が 多 
大 な サウ ンド で ある が 、 バ ンド ・ ア ン サ ンプ ブル 以 外 の 部 分 で ある “ 静 ? 
の 部 分 は 、 エ アー・ ク ラフ ト や ハッ ピー・ ザ ・ マ ン が 持つ 映像 的 な 静 
の 空間 表現 や ピア ノ の 奏法 等 の 共通 点 を 持ち 、 リ タン ・ ト ゥ ・ フ ォ ー 
エバ ー ら の プロ グレ ッ シ ヴ な フュ ー ジ ョ ン か ら の 影響 も 加わ っ て いる 。 
カナ ダ と いう 土地 柄 。 フ ラン ス の 香り の する グル ー プ が 多い 中 で 、 彼 
ら は 明確 に アメ リカ 大 陸 の プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク ・ グ ルー プ で あり 、 
か な り 洗 練 さ れ た 高 レ ベル な 作品 に 仕上 っ て いる 。 (N. Ueno) 


AOUARELLE (amada) 
Sous Un Arhre 
L P/Atlantic KCA9503 78 年 





こう いう 、 思想 的 に も 技術 的 に も 特に 革新 的 な 所 は な い が 、 し か し 、 
素晴らし い 「 音 楽 」 に 関し て と や か く 言 う の は 、 形 容 詞 の 共 列 に な り 
が ち で 、 あ まり 好ま し いも の で は な い 。 ジ ャ ケッ ト 裏 の 写真 を 見 る 限 
り 、 メンバー は 皆 若 く 、 何 人 か は 十 代 な の で は な いか と 思え る 程 だ が 、 
その こと が か えっ て 、 才気 に 満 ち た 若 々 し い 情 熱 と みず みず し い 情 緒 
性 と な っ て 現れ て いる よう だ 。 内 容 の 方 は 、 ス ピー ド 感 と 多彩 な 展開 
を 伴 な っ た ジャ ズ ・ ロ ッ ク で 、 ヴ ァ イ オ リン と 女性 ヴォ ー カ ル が 前 述 
の 情熱 と 情緒 を 感じ させ る 。 音楽 性 は 全く 異な る が ラッ テ ・ エ ・ ミ エ 
ー レ の 1 st 等 を 想起 され る 方 も 多い の で は な いか 。 な お 、2 nd は ライ 
ヴ で 、 1 st で ある 本 作 に は 、 ジ ャ ケ 、 ラ ベル 共に 微妙 に 異な る も の が 
数 種 存 在 する 。 再 プレ ス を 繰り 返す だ け の 出来 に は 違い な い 。 (森下 ) 








ARCANGEL 
Areangel 
LP/Portrait BL 38247 '83 年 





ドラ ム ス を 本 職 と し な が ら も 、 リ ー ド ・ ヴ ォ ー カ ル 、 各 種 ギ ター 
も こなす マル チ ・ プ レイ ヤー、 ジ ェ フ ・ カ ン ナ タ を 中 心 と する プロ 
ジェ クト ・ ユ ニッ ト の ファ ー ス ト 。 も う 、 絵 に 書い た よう な “アメ 
リカ ン ・ プ ログ レ ・ ハ ー ド ” サウ ンド が 全編 に 渡り 、 透 明 感 の ある 
音像 の 中 、 キ ャ ッ チ ー な コー ラス 、BOSTON 風 ギタ ー・ フ レー ズ 、 
シン セ サ イ ザー に よる アク セン ト 等 、 ハ イ ・ ク オリ ティ な が ら も ポ 
ッ プ で お 約束 と も いう べき 楽曲 ば か り が 詰め 込ま れ て いる 。 そ ん な 
中 で も 耳 を 引く の は 、 や は り 明 る い だ け で な く リ リカ ル な メロ ディ 
と コー ド 進 行 を 持つ A①、B⑤ だ ろう 。 そ の 後 、 こ の ユニ ッ ト は CAN- 
NATA と 名 義 を 変え 、'88 年 と '93 年 に それ ぞ れ アル バム を 発表 し て い 
る が 、 基 本 サウ ンド は 殆ど 変わ っ て いな い 。 (奥村 ) 





AR6ANE 
Destinmation Unknown 
LP/Wild Rags WRR 027 '90 年 





テキ サス 出身 の ツイ ン ・ ギ ター の 5 人組 の デビ ュー 作 。 結 成 当 初 
は 専任 シン ガー が お ら ず 、 メ イン ・ ソ ング ライ ター で ギタ リス ト の 
バイ ロン ・ ホ ー ク が ヴォ ー カ ル を 兼任 し て いた よう だ が 、 2 本 目 の 
デモ か ら リ ー ド ・ ヴ ォ ー カ リス ト が 加入 し 、 本 作 で は 2 代目 の オス 
カー・ バ ボア が 歌っ て いる 。 基本 ライ ン は スラ ッシュ 寄り の パワ ー・ 
メタ ル な の だ ろう が 、 と に か くそ こ か ら 発 展 さ せ た 複雑 で テク ニ 
カル な こと "が や り た く て た ま ら な い に 違 いな い 。 そ れ 以 前 に 、WATCH 
TOWER を 師 と 仰い で いる こと も Thanks リ スト か ら 分 か る 。 と ころ が 
悲し いか な 、 彼 等 の 場合 、 テ ク が と て も 追い つか な い の だ 。 ま あ 、 
メロ ディ は いい も の 持っ て いる の で 、 後 は 今後 の 精進 次 第 。 今 年 に 
入っ て 、 ミ ニ ・ ア ル バ ム を 発表 し た らし い 。 (奥村 ) 





ニニ / 








ARCHITECTURAL METAPHOR 
OdVsseum Galacti 
CD/Arc Met Music AM2001 "94 年 





g、key、ds の 編成 で の 3 ~ 4 人 か ら な る ユニ ッ ト 。 も ろ ホ ー ク ウ 
ィ ン ド の シン パ と いっ た スペ ー ス 系 。'89 年 か ら '92 年 に か け て は 6 人 
編成 だ っ た よ うだ 。 現 在 は 3 人 。 自 主 製作 の り の チー プ さ が ホー ク 
ス 系 スペ ー ス 感 を マニ アッ ク に イコ ライ ズ し て お り 、B 級 の 持つ ま 
どろ っ こさ や ウダウダ と し た ま と わ り つ き が 色濃く 出る 。 ソ リッ ド 
に コズミック に ソニ ッ ク な わけ で も な く 、 ダ ン サ デル に デ チク ノ に な 
る の で も な い 、 な に か あと 味 の 悪 さ が 残る よう な 、 ベ チョ ッ と し た 
スペ ー ス 感 に 溢れ た も の だ 。 一 言 に 趣味 の 悪さ と か ダサ さと 言っ て 
し まえ ば いい の か も し れ な い が 、 こ れ が 延々 と 続く と 、 そ れ な り に 
聴こえ て くる か ら タ チ が 悪い 。 基 本 的 に シン セ 系 十 ソ ニッ ク ・ ギ タ 
ー の サウ ンド 。 それ も 相当 マニ アッ ク な 内 容 だ 。 (松本 ) 


ARS NOVA 
Turning The Tide 


CD/Europadisk MZ12AT7 93 年 





ニュ ー ジ ャ ー ジ ー 出 身 の 5 人組 。(vo) 、 (g) 、(key) 、(b) 、 (ds) の 
編成 の と お り 、 シ ン フ ォ ニ ッ ク な アレ ンジ を 施し た スト レー ト か な 曲 
調 が 目立つ 。 売 り は 、 メ ロディ ・ ラ イン と いう こと に な る 。 が 、 し 
か し 、 そ こ に 抜き ん 出 た も の が な い の だ か ら 、 ア ピー ル 度 は 低い 。 
それ で も アコ ・ ギ を 散ら し た り 、 キ ー ボ ー ド の バッ キン グ で 究 囲 気 
を つく っ た り と 、 な が く こ の 種 の 音楽 を 聴い て きた リス ナー な ら ば 、 
射程 距離 内 に は 入る だ ろう 。 一 通り 聴い て オラ ンダ の SI ミュ ー ジ ッ ク 
か ら 出 て くる メロ ディ ッ ク ・ ロ ッ ク を 思い 出す 。 同じ く ヴ ォ ー カ ル ・ 
メイ ン の 曲 作 り だ 。 ギ ター の リー ド 部 が も う 少 し 前 に 出 て き て も い 
い タ イプ か 、 ど 思わ せる が :<c:。 (松本 ) 





ART LANDE 
Rubisa Patrol 


L P/ECM 1081 '76 年 
CD/ECM 519875-2 
/ ポ リド ー ル POCJ-2217 





73 年 に ECM か ら サ ックス プ フ ル ー ト 奏者 ヤン ・ ガ ル バ レ ク と の 連 
名 に よる 「Red Lanta」 で デビ ュー し た アー ト ・ ラ ン デ ィ は 、NY 州 
出身 と は 思え な い 程 、 ヨ ー ロ ッ パ 的 な 硬質 の 美意識 と 叙情 を 紡ぎ 出 
す ピ アニ スト で ある 。 2 作 め に 当る 本 作 は 、 自 己 の グル ー プ RUBISA 
PATROL に よる も の で 、 メ ン バ ー は 当時 無名 の 若手 だ っ た マー ク ・ ア 
イシ ャ ム (tp、flgh、sax) ビル ・ ダ グラ ス (b、fl、bamboo-fl) グ 
レン ・ ク ロン ハイ ト (ds、perc) 。 尺 八 の ソロ に 導 か れ 、 パ ー カ ッ シ 
ョ ン 、 ピ アノ 、 ト ラン ペッ ト が 玄 な 世界 を 描き 由 す オー プ ニ ン グ 
か ら も 彼 の 類 稀 な セン ス が 守 え る 。 中 国 や プル ガリ ア の 民族 音楽 、 
クラ シッ ク 、 ロ ッ ク 等 の 要素 を 取り 込ん だ 静 詳 で 牧歌 的 な 響き は 、 
レデ リウ ス の ソロ に も 通じ る 美 の 一 つの 極 と 言え よう 。 (高山 ) 


ASIA 
ASia 
CD/The Wild Places WILD 001 79 年 





サウ ス ・ ダ コタ 州 ラ ピッ ド ・ シ ティ で (68 年 か ら '76 年 まで 活動 し て 
いた WHITEWING と いう バン ド の 2 人 の メン バー を 中 心 に 、 77 年 初 
頭 に 結成 され た ASIA の 1 st アル バム 。779 年 に 自主 制作 で 発売 され た 
本 作 、 プ リティ ッシュ ・ ハ ー ド ・ ロ ッ ク を 愛し て 止ま な い ア メリ カ 
の ロー カル ・ バ ンド の 気持 ち は 確か に 伝わっ て くる 。 特に バラ ー ド 
系 、 シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク の 気性 を 持っ た 泣き の 入る 曲 で は 彼ら 
の 持ち 味 が 発揮 され て いる 。 物 哀 し げ な コー ラス が 印象 的 。 2 nd 発 
表 後 も メジ ャ ー・ バ ンド の オー プ ニ ン グ ・ ア クト の 載 を 出 な いま ま 、 
英国 産 ASIA の 登場 に よる 名 義 使用 権利 問題 で '83 年 初め に は 活動 停止 
を 余 議 な くさ れ て いる 。 イ ン ナ ー・ ス リー ヴ に は その 辺り の 事情 が 
バン ド の リー ダー 格 に よっ て 詳細 に 記さ れ て いる 。 一 読 を 。( 川 上) 








ASIA 
Armed To The Teeth 
CD/The Wild Places WILD 001 "8O 年 





ドラ マー が 交代 し 、'80 年 に リリ ー ス され た セカ ンド < アル バム 。 リ 
ー ダ ー 兼 コン ポー ザー の マイ ク ・ コ ル テ ス (g、key) に と っ て も 納得 
の いく 作品 と な っ た よう で 、 事実 楽曲 の パワ ー は 前 作 の 比 で は 無い 。 
全編 に 響き 渡る メロ トロ ン ゆ え に マ ニア の 間 で 高値 を 呼ん だ らし い が 、 
その 導入 は あく まで ドラ マ 性 を (過剰 な まで に ) 演出 する 手段 で あり 、 
本 質 は プリ ティ ッシュ 志向 の コテ コテ HR。 勇 まし い オ ー プ ニン グ 曲 か 
ら 空 中 戦 そ の まま に 疾走 する ~ カ ミカ ゼ ”、 果 て は ~ ジ ン ギ ス ・ カ ン ” 
と 余り に 分 か り 易い 一 本 気 な 情熱 に は 失笑 や モン ド 的 意味 を 飛び 込 え 
て 感動 し て し まう 。 様式 美 や ドラ マ 性 を クサ 過ぎ る 程 盛り 込ん だ 楽曲 
群 は 、 こ れ ぞ 男気 、 の 力 技 。 バ ラー ド を 含め 剛 軟 を 歌い 分 ける ヴォ 
ー カ ル も 透 逸 。 本 作 を も っ て バン ド は 消 減 。 (中 島 ) 





ASTRE 
Foresight 
LP/Akustic '81 年 





アメ リカ 南部 、 オ クラ ホ マ 州 出身 の キー ボー ド ・ ト リオ 、 ア スト 
ラ の 多分 随 一 と 思わ れる 作品 。 "81 年 録音 の 自主 製作 盤 。 LPA 面 は 6 

台 の 曲 が 4 曲 、B 面 は 9 分 台 と 13 分 台 の 組曲 か ら 成 っ て いる 。 基 
本 的 に は ELP を 思わ せる 音 作り で 、 ハ モン ド が 仲 々 良い 音 を 出し て い 
る 。 通 常 こ の 手 の バ ンド は キー ボー ド 奏 者 が 主導 権 を 握る が 、 ベ ー 
シス ト も か な り 曲 作り に 参加 し て お り 、B① の 良く 歌う ベー ス ・ ラ 
イン を 奏 い て いる 。 A③ は ライ ヴ 録 音 で キー ボー ド 奏 者 が ギタ ー を 
弾い て お り 、 仲 々 の 腕前 で ラッ シュ が 太陽 で 戦 棟 パート 2 ” を 演 
っ て いる か の 様 で ある 。 完成 度 は 高い の だ が 、 静 の 部 分 で の 艶 っ ぽ 
さや 、 ア レン ジ に 若干 不満 が 残り 、 聴 いた 後 で の 印象 が 今 一 な の が 
残念 。 (高橋 ) 





どの O 〇 








ATLANTIS PHILHARMONIC 
Atlantis Philharmonic 


LP/Dharma 802 74 年 
CD/The Laser's Edge LE 1005 
/ マ ー キ ー MAR 9117 





74 年 に Dharma な る マイ ナー レー ベル か ら 発 表 さ れ た アト ラン ティ 
ス ・ フ ィ ル ハー モニ ッ ク は 、 グ ルー プ と 思わ れ が ち だ が 、 実 際 は key、 
vo、g、b を 兼任 する Joe Difazio と ds の Royce Gibson の デュ オ ( 二 
人 共 ス イス 人 と いう 説 が ある …… ) か ら 成 る グル ー プ で ある 。 サ ウ 
ンド 面 は アメ リカ 臭 さ は ほとん と 無く 、 純 粋 な プリ ティ ッシュ ・ ユ 
ー ロ ・ ロ ッ ク ナ イズ され た 、 オ ル ガ ン を メイ ン と する キー ボー ド 群 
に ハー ド か つ へ ヴィ な 施 律 の ギタ ー が 聴き 処 で 、 一 冊 の 冒険 証 を 思 
わせ る 内 容 の 如き サウ ンド が その まま イメ ー ジ され た か の 様 な カ ヴ 
ァ ー ワ ー ク も 必見 で ある 。 イ タリ ア 系 に も 負け ず 劣 ら ず の へ ヴィ ・ 
シン フォ ニッ ク 届 指 の 傑作 で ある 。 (大 関 ) 


ATTILA 
Attila 





'60 年 代 未 に THE HUSSLES に て 2 枚 の アル バム を 残し た ビリ ー・ 
ジョ エル (vo、key) & ジ ョ ン ・ ス モー ル (ds) が 70 年 に 結成 し た へ 
ヴィ ・ オ ル ガ ン ・ デ ュ オ の 唯一 の アル バム 。 も う 、 の っ け か ら パ バリ 
バ パリ に ヒズ ん だ ハモ ンド B③ の ハー ド ・ サ ウン ド の 嵐 な の だ か ら 、 
今 の “ピア ノ ・ マ ン ” し か 知ら な い 人 に と っ て は “* 目 が 点 ′ どこ ろ 
で は な い 。 恐らく ナイ ス や アト ミッ ク ・ ル ー ス ター みた いな こと を 、 
も っ と へ ヴィ な 音像 で や ろう と いう こと な の だ ろう が 、 ベ ー ス レス 
の 上 に 殆ど ライ ヴ ・ レ コー ディ ング な も ん で 、 荒 々 し くも 生々 し い 
プレ イ は 、 ジ ョ ン ・ ロ ー ド も “マイ ッ タ ” と いう 感じ か 。 特 に 二 部 
構成 の イン スト A④ は 圧巻 ! 当時 の 邦題 は 『 フ ン 族 の 大 王 ア ッ テ 
ィ ラ 』 だ っ た り ! (奥村 ) 





AUDITORY IMAGERY 

Reign 

CD/ ゼ ロ ・ コ ー ポ レー ショ ン XRCN-1165 
'92 年 





マサ チュ ー セ ッ ツ 出身 の 5 人組 の デビ ュー 作 …… と いう か 、 92 年 
発表 の 6 曲 入 ミ ニ CD に 、'88 年 制作 の 5 曲 入 デモ の 全曲 を プラ ス し て 
フル ・ ア ル バ ム に し た も の 。FATES WARNING か ら の 影響 が 強い こ 
と は 収録 曲 を 聴け ば 分 か る だ ろう が 、 彼 等 の 場合 、 KING'S X の よう 
な アメ リカ の メイ ンス トリ ー ム で も 受け 入れ られ る タイ プ の バン ド 
か ら も イン スパ イア され て いる こと で 、 よ り メ ジャ ー カ 方向 性 も 有 
し て いる こと が 早 え る 。 細 か な リズ ム ・ ア レン ジ の 上 に 乗る ギタ ー 
は 飽く まで 繊細 で へ ヴィ 過ぎ ず 。 そ れ で ヴォ ー カ ル が 線 の 細い ハイ ・ 
トー ン と くれ ば 、 い か に も と いう 感じ だ が 、 決 し て 没 個性 的 で は な 
い 。'95 年 発表 の セカ ンド で は より 洗練 され る も 、 既 に 彼 等 な ら で は 
の 音 は 確立 され た よう だ 。 (奥村 ) 


AWFUL TRUTH 
The Awful Truth 


CD/Metal Blade ZORRO 3 '90 年 
/ ポ ニー・ キ ャ ニオ ン PCCY-00140 





ミズ ー リ 州 出身 、 後 に テキ サス へ ム へ 移動 し 活動 する トリ オ が 残し た 
唯一 の 作品 。KING'S X を 手掛け た サム ・ テ イラ ー の プロ デュ ー ス と 
いう だ け に 、 例 えば 、 そ の コー ラス ・ ア レン ジ 等 に 初期 KING'S X と 
共通 する 要素 を 見 出す こと も で きよ う 。 ギ タリ スト の ディ ヴィ ッ ト 
は 、770 年 代 の プリ ティ ッシュ ・ プ ログ レ か ら 強 い 影 響 を 受け た と 公 
言 し て いた が 、 確 か に 彼 の 作る 曲 や ギタ ー の プレ イ か ら は 、 根 底 に 
流れ る プリ ティ ッシュ ・ テ イス ト を 感じ 取る こと が で きる 。 様 々 な 
意味 で フラ ン シ ス ・ ダ ナリ ー と の 共通 項 を 持っ た プレ イヤ ー だ と 思 
う の だ が 、 そ の リズ ム 隊 や 、 勿 論 本 人 も 兼ね 備え て いる ^ ア メリ カ 
的 要素 ” と の プレ ンド が 成 さ れる こと で 、 独 自 の サウ ンド が 生み 出 
され て いた 。 尚 、 本 作 発 表 時 に 既に パン ド は 解散 し て いた 。 (芦沢 ) 








AUTOMATIC MAN 
Automatic Man 
L P/lsland ILPS 9397 76 年 





黒人 キー ボー ディ スト 、 ベ イエ ッ ト を 中 心 と する 4 人 組 の デビ ュ 
一 作 。 ペ ベー シス ト も 黒人 プレ イヤ ー で 、 ギ ター は か の バ パット ・ ス ロ 
ー ル で ある 。 サ ウン ド は 、 ジ ミ ・ ヘ ン 風 の ギタ ー・ ワ ー ク が 前 に 出 
た 、 や や サイ ケ が か っ て いる も の の メロ ディ に キャ ッ チ ー さ も 感じ 
られ る HR で 、 そ こ に SF 的 な シン セ が 絡む こと で 、 独 特 の 雲 囲 気 を 演 
出し て いた 。A①^Atlantis Rising Fanfare* で 始ま り 、 B⑤^Atlantis 
Rising Theme” で 終わ る こと か ら 、 コ ン セ プ ト ・ ア ル バ ム の 可能 性 
も ある 。 ま た 、 リ ー ド ・ ヴ ォ ー カ ル も 兼ね る ベイ エッ ト の 声質 が フ 
ィ ル ・ ラ イノ ッ ト を 思わ せる の も 特徴 だ 。 翌 年 、 色 違い だ が 、 同 じ 
ジャ ケッ ト ・ デ ザイ ン の セカ ンド を 発表 。 リ ズム 隊 が チェ ンジ し て 
いた が 、 黒 人 (b) 十 白 人 (ds) と いう 点 に 変わ り は な か っ た 。 (奥村) 





AUTUMN PEOPLE 
Autumn Peonle 
L P/Soundtech SO-3020 76 年 





g 、key、 b 、ds の 4 人 組 。 ウ エス ト ・ コ ー ス ト っ ぽい 明る さ の あ 
る = ドウ ジ 2R を ペー シッ シク キー ボ 三 選 が 欠 ト ドリ シク スル 
や っ た り 、 ギ ター が すっ きり と し た メロ ディ ッ ク な ソロ を 速 弾 き し 
た り 、 と サイ ケ ・ フ ァ ン 、 プ ブロ グレ ・ フ ァ ン の 狭間 に 落ち て し まい 
そう な アル バム 。 一 番 、 埋 も れ そ うな タイ プ の 内 容 だ 。 キ ー ボ ー ド 
の バッ キン グ は シン フォ ニッ ク な の に リズ ム も ヴォ ー カ ル も 軽く 流 
れ が ちな の が 、 ど っ ち つ か ず 。 B② あ た り の リズ ムレ ス も し く は ス 
ロー・ テ ン ポ な 曲 で の し み じ み と し た 曲想 で は 、 ま ぁ な ん と か この 
編成 も 効果 あり と いう 程度 な の が 残念 。 コ ー ラ ス っ ぽい シン キン グ 
が 全曲 に 及 ん で 、 曲 の カラ ー リ ング も 、 も う 一 つ は っ きり し な い 。 

(松本 ) 











AXE 
Livimg On The Edge 


LP/MCA-3224 '8O 年 
CD/ ア ルフ ァ ALCB-809 





テキ サス 出身 の 5 人組 の セカ ンド 。 彼 等 も また 、JOURNEY、KAN- 
SAS、STYX 等 の 商業 的 成功 後 の デ ビュ ー 組 らし く 、 所 詩 ^ ア メリ カ 
ン ・ プ ログ レ ・ ハ ー ド ? 的 音像 の 中 で キャ ッ チ ー な 小曲 中 心 の デビ 
ュー 作 を 79 年 に 発表 。 本 作 で は より 楽曲 を タイ ト に コン パク ト に し 
て は いる も の の 、 そ の 絶妙 な アレ ンジ ・ セ ンス に より 、 あ りき た り 
の ハー ド ・ ポ ッ プ ス に し て いな いと ころ は 流石 だ 。 こ の 手 の バ ンド 
が 長 尺 の バラ ー ド で 泣か せる の は 常 奏 と し て も 、 本 作 に お いて 特筆 
すべ き は 、` 3 分 15 秒 の プロ グレ ” た る ドラ マテ ィ ッ ク な 佳 曲 ② の 存 
在 で ある 。 次 作 以 降 、 よ り メ タル 寄り に な っ て いく が 、 4 作 目 発表 
後 、'84 年 に メン バー の 交通 事故 死に より 解散 。 "88 年 等 一 度 再編 され 
る も 、 う まく いか な か っ た よう だ 。 (奥村 ) 


BABYLON 
Bahylon 
L P/Mehum Music 4641 '? 年 





ジェ ネ シ ス 影響 下 の グ ルー プ は 当然 の 如く アメ リカ に も 存在 し て い 
る も の 。70 年 代 末 期 に 生み 落と され 、 イ ギリ ス の ENGLAND と 双璧 を 
成す と 言わ れる バビ ロン 唯一 の 作品 は 、 ダ ブル key に 、vo& b、g、 ds 
の 基本 的 な 5 人 編成 で 、 予想 より も 比較 的 お 国柄 を 反映 し た 軽 め の 印 
象 を 与え る 曲想 で は ある が 、 ガ ブリ エル を や や ぶ 意 識 し た 様 な ゲ げ ォ イス 
に 、 プ ラッ フォ ー ド か ら の 影響 を 思わ せる ドラ ミン グ 、 ツ イン に お け 
る 疾走 感 と スリ リン グ さ と が 融合 され た シン や 系 統 の 重厚 感 溢 れる ア 
ン サ ンプ ブル ……etc、 往 年 の シン フォ ニッ ク 系 大 名 盤 に 慣れ 親しん で こ 
られ た 方 々 に も 大 い に 受 け 入 られ る 、 し いて 言う な ら ば 全盛 期 の イー 
ソス が 持っ て いた エッ セン ス を 継承 し た 純粋 アメ リカ ン ・ シ ン フ ォ ニ 
ッ ク の 好 サ ンプ ル と も 言え よう 。 限定 作品 と 思わ れる 。 (大 関 ) 





BABYLON 
Live Vol.1 
L P/Syn-Phonic 001 '89 年 ('78 年 録音 ) 





79 年 の 唯一 の LP を リリ ー ス し た 、 ア メリ カ の ジェ ネ シ ス ・ タ イプ の グ 
ルー プ 、 パ バビロン 。 以 前 、 日 本 に も 少量 入荷 し た の で 、 御 聴き に な っ た 
方 は 、 彼 等 の 演奏 カン 表現 力 に 驚か れ た に 違い な い 。 そ ん な バビ ロン の 
当時 の ライ ヴ ・ ア ル バ ム が リリ ー ス され た 。 レ ー ベ ル は その 名 も ずばり 
SYN-PHONIC と いい 、 こ の レー ベル は 今後 も 続々 と この 手 の 作品 を リ 
リー ス し て いく は ず だ 。 こ の アル バム 、 パ バビ ロン の 演奏 力も さる こと な 
が ら ( も ちろ ん アル バム か ら の 曲 十 未 発表 曲 か ら 成 る )、 比類 な い 幻 想 美 
を 誇る カヴァ ー・ ワ ー ク に も 注目 し て も らい た い 。 森 の 奥 に た た ず む 夢 
の 城 を 描い た この 画家 は 、 今後 の この レー ベル の カヴァ ー を ほとん と ど 手 
が ける と いう 。 過去 の 作品 が 発掘 され て き て いる アメ リカ だ が 、 今後 の 
リリ ー ス に も 期待 が 高まる 。 限 定 プ レス 盤 。 (山崎 


BABYLON 
Better Conditioms For The Dead- 
\Live At The Emnty KEG 2? 


L P/Syn-Phonic SYNPHO 2 
*89 年 ('78 年 録音 ) 





こち ら が ライ ヴ の パー ト II。 ア ル バ ム 収録 曲 2 曲 (A① と B② に 収 
め ら れ て いた も の ) と 未 発 表 曲 4 曲 が 演奏 され て いる 。Vol、1 と 同時 
に 録音 され た も の と 思わ れ 、 マ イク 一 発 録 り の 様 な 音質 の キツ さ に 
目 を つぶ れ ば か な り 楽 し め る 内 容 に な っ て いる 。 ア ル バ ム に 比べ て 
演奏 自体 は 全く ひけ を 取ら ず 、 チ ャ カチ ャ カ し た せわ し な い リ ズム 
と ツイ ン Key の 妙 、 シ アト リカ ル な ムー ド と 売り の 要素 は きっ ちり ク 
リア ー。 最 も パ バビ ロン らし い `Dreamfish” を Vol. 1 に 持っ て いか れ 
て いる 為 楽 曲 が 多少 地 味 だ が 、 ス ライ ド や 芝居 が か っ た 感じ の ヴォ ー 
カリ スト 等 、 も ろ ジ ェ ネ シス 系 ステ ー ジ 写真 を な が め つ つ 聴 く と 仲 々 
想像 力 を 刺激 し て くれ る 。 ス タ ジ オ 作 に し ろ プ ロダ クシ ョ ン に 恵まれ 
な か っ た の が 惜しま れる だ け の 実力 を 持っ て いた パンド だ 。 (中 島 ) 








BALANCE 
Balance 


LP/Portrait NFR 37357 81 年 
CD/Portrait 4694422 


BALANGE 





数 々 の セッ ショ ン ・ ワ ー ク で 知ら れる 実力 派 ギ タリ スト 、 ボ プ ・ 
キュ ー リ ッ ク (KISS の プ ブルース ・ キ ュー リッ ク の 兄 ) が 在籍 し て い 
た アメ リカ ン ・ プ ログ レ ・ ハ ー ド ・ バ ンド の デビ ュー・ ア ル バ ム 。 
キー ボー ド と ヴォ ー カ ル ・ ハ ー モ ニー を 基調 と し た 移 や か な 音像 の 
ハー ド ・ ポ ッ プ ・ サ ウン ド が 全面 展開 され て いる 。 こ の 当時 に あり 
が ちな サウ ンド と 言っ て し まえ ば それ まで だ が 、 ハ ー ド さと 透明 感 
が 同居 し た A⑤ を 筆頭 に 軽快 な ドラ イヴ 感 が 魅力 の A② や 哀 怠 を 帯 
び た メ ロディ が 印象 的 な B① な ど 佳 曲 は 多く 、 こ の 手 の タ イプ が 好 
き な 方 に は 自信 を も っ て お すす め 出 来る 高 品質 な 作品 で ある 。 そ れ 
に し て も 昨今 の 再発 プ ブーム の 中 に あっ て 、 こ の アル バム が 日 本 盤 で 
CD 化 さ れ な い の は 不思議 な 気 が す る 。 (石原 ) 





BARDE (Canada) 
Images 
LP/Polydor 2424 188 77 年 





77 年 に セイ ム ・ タ イト ル で 1 st を 発表 。 泥 臭 さ の か な り 残 る トラ 
ッ ド で 、 手 元 に ある の も 5 年 以上 シー ルド の まま だ っ た りす る ( ジ 
ャ ケ は 茶 系 と 緑 系 の 2 種 存在 し 、 確か に 茶 系 の 方 が オリ ジ ナ ル )。 本 
作 は 2 nd で 、 大 上 段 に 構え て 誉め 上 げ る 様 な も の で は な い が 、 一 転 
し て 臭 味 が 脱 け 充 分 に 楽し め る 作 で ある 。 本 稿 の た め に 聴き 直し て 
いて 、 何 故 こ れ が シン フォ ニッ ク の セク ショ ン に 入る の か 少々 疑問 
に 思わ ざる を 得 な い 。 ポ リム ー グ の 使用 が ある も の の 全然 目立た ず 、 
完全 に トラ ッ ド で ある 。 恐らく LENGOULEVENT が 人 気 を 博 し て フ 
レン チ ・ カ ナダ の トラ ッ ド 系 が 発掘 され る 様 に な っ た た め だ ろ うと 思 
う が 。 ト ラッ ド と オリ ジ ナ ル が 半々 位 入 り 、 ザ ヴォ ー カ ル は 男性 だ が 鬼 
カカ 的 。 ア メリ カ 盤 も 出 て いる が 、 内 袋 が 無かっ た 様 に 思う 。 (森下 ) 





どら 有 








BARDE 

VoVage 

L P/Porte-Parole PTMP-1982-5 
"82 年 





タ 痢 迫る 道路 上 を 飛行 する ミキ サー 卓 と ミキ サー の ジャ ケッ ト 。 
シン セ 物 だ と 思っ た 、 と は 吉瀬 氏 の 弁 で ある 。 し か し コレ クタ ー は 
ジャ ケ 裏 に ある タマ ノワ ー ル (L'ENGOULEVENT で 知ら れる レー ベ 
ル ) の マー ク を 見 逃さ な い の で あっ た 。 2 nd か ら 4 年 経ち メン バー 
も 1 人 を 残し て 全て 変わ っ て いる が 、 そ の 甲斐 あっ て か 非常 に 素 晴 
らし い 出来 。 一 曲 を 除き 全て オリ ジ ナ ル と な り 、 ド ラム ス と シン セ 
類 の あか ら さ まな か 使用 及び 要 所 要 所 で キメ て くれ る 艶 や か な ヴァ イ 
オリ ン が 、 本 作 を 私 達 に と っ て 受け 入れ 易い も の に し て いる 。B・ フ 
ェ リ ー と M・ ピ ンダ ー を 混ぜ た 様 な よく 震え る ヴォ ー カ ル も 実に 味 わ 
い 深 い 。 強 いて 言え ば 線 の 細い ガロ ルー の 1 st と いう 感じ で 、 そ の ガ 
ロ ル ー の 1 st、 ラ ング ルヴァン と 共に 最大 の 愛 聴 盤 で ある 。 (森下 ) 


BARRE PHILLIPS 
Mountainscape 


LP/ECM 1076 2301 076 76 年 
CD/(Ger.)ECM 843167-2 





彼 の よう に 楽器 片手 に 世界 の シー ン を 渡り 歩く タイ プ の ミュ ー ジ 
シャ ン に 国籍 も ジャ ン ル も あっ た 物 で は な い が 、 そ の 分 、 こ う 言 っ 
た 集成 の 作業 で は どこ か ら も こぼれ 落ち て し まう 危険 が ある 。J. サ 
ー マ ン 、S. マー ティ ン と 言っ た ザ ・ ト リオ 時 代 の 同僚 2 人 に シン セ 
サイ ザー の ディ ー タ ー・ フ ィ ヒ ター の 4 人 (一 曲 の み ギ ター に ジョ 
ン ・ ア バーク ロン ビ ー が 加わ る ) に よる 本 作 も この 時 の この メン バ 
ー の み に 可 能 な 音 を た だ 奏で る の み と 言 っ た 趣き の も の 。 メ ン バ ー 
は ザ ・ ト リオ に 近い が 、 瞬 間 の 火花 の 散ら し 合い と 言う より は 四 者 
が 融合 し て 洛 々 と し た 流れ を 造る 。 シ リア ス な が ら 無 理 な く 落 ち 着 
いた 感触 。 叙景 的 な が ら 、 た だ うわ っ 面 の メロ ディ に 取ら われ な い 
達 意 の 作品 。 (中 西 ) 





BARRE PHILLIPS 
Three Day Moon 


LP/ECM 1123 78 年 
CD/ECM 847326-3 847326-2 








バー ル ・ フ ィ リ ッ プ ス は 確か に アメ リカ 人 だ が 、 も うず うっ と ヨ 
ー ロ ッ パ て で 活動 し て いる の で 、 こ こ に 採り 上 げ る と ちょ っ と 違和感 
が ある 。 彼 の 最高 傑作 は 同じ く ECM か ら の 「Mountainscapes」 だ と 
思う が 、 こ の 「Three Day Moon」 も な か な か の 好 ア ル バ ム だ 。 何 
し ろ 、 参 加 し て いる の が テリ エ ・ リ ピ ダ ル (g,g-syn,org)、 ト リロ ク ・ 
グル トゥ (perc)、 そ し て 前 作 に も 参加 し て いた ディ ー タ ー・ フ ァ イ ヒ 
トナ ー(syn) と 来る 。 リ ピ ダ ル の カラ ー は 非常 に 強く 、 ジ ャ ケッ ト さ 
な が ら の 冷た い 北 欧 の イメ ー ジ が アル バム を 支配 し て いる 。 バ ー ル ・ 
フィ リッ プス は フリ ー・ ジ ャ ズ ・ サ イド で の 活動 が 多い ベー シス ト 
だ が 、 こ うい う 確 固 と し た 音楽 を 芯 に 持っ て いる ミュ ー ジ シャ ン な 
の だ 。 (坂本 ) 


BAXTER 
Baxter 
L P/Paramount PAS 6050 73 年 





アメ リカ の プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク の 波 は 、775 年 以降 に 本 格 的 と 
な る が 、 そ れ 以 前 と な る と 、 や は り サ イケ デリ ア に よっ て 隠さ れ て 
いる 部 分 が 多い 。 こ の パク スタ ー は 、73 年 制作 な が ら 、 余 り サ イケ 
色 を 感じ させ な い 好 アル バム を 唯一 パラ マウ ント に 残し て いる 。 そ 
れ は ギタ ー よ り も メロ トロ ン 、 オ ル ガ ン 、 シ ン セ サイ ザー を 多用 し 
て いる 所 に 感じ 取れ る が 、 9 曲 中 3 曲 が 何 の 変哲 も 無い ロッ ク な の 
で 、 幾 分 印象 を 薄く し て いる 。 し か し な が ら 、 そ れ 以 外 の 曲 は 意欲 
的 に 展開 され 、 聞 き 応 え 十 分 な へ ヴィ ー な 作品 が 多い 。 特に 7 分 を 
超え る A③ や B① は 、 か な り 純 度 の 高い プロ グレ ッ シ ヴ な 作品 で 、 
オー プ ニ ン グ か ら 大 担 な メロ トロ ン を 使用 し 、 雷 で 幕 を 明け る 所 な 
on) 業 店 が SoiC ま の (田中 ) 








BEAUSOLEIL BROUSSARD 
(Canada?) 

Le Mitan Du Sieck 0Oui 

Sen Vient 

LP/CBS/Lescorgot PFC90563 79 年 








ジャ ン ・ ピ エー ル ・ ア ラル サン の ソロ や フラ ン ソ ワ ・ ベ ラン ジェ 
の 作品 群 で 知ら れる レス カル ゴ ・ レ ー ベ ル の カナ ダ 盤 。 グ ルー プ 及 
び 参 加 メ ン バ ー に 関す る 資料 は な く 、 フ ラン ス あ る い は フラ ンス と 
カナ ダ の 混合 チー ム の 可能 性 ちあ る 。 し か し 、 知 名 度 こ そ な い も の 
の 、 ヴ ァ イ オ リン 、 ピ アノ 、 ア コー ステ ィ ッ ク ・ ギ ター 等 を 使っ て 
4 人 の メン バー が 作り 出し た サウ ンド は 中 々 に 魅力 的 で ある 。 本 質 
的 に は フォ ー ク ・ ロ ッ ク ・ グ ルー プ で 、 カ ント リー・ ウ ェ ス タン 調 
の 部 分 も ある が 、 ク ラ シ カ ル な 演奏 や ジャ ジー な 演奏 を 織り 混ぜ 、 
変化 に 富ん だ 音 を 作り 出し て いる 。 セ ギン や カノ 等 に 共通 する 、 ク 
リア ー で ゆっ た り と し た サウ ンド は 、 正 に フラ ンス 語 圏 カ ナダ の も 
の で ある 。 (賀川 ) 








BELIEVER 
Dimensi0ns 
CD/Roadrunner RR 9101 '93 年 


BELIEVER 





ペン シル ヴァ ニア 出身 の クリ スチ ャ ン ・ バ ンド の サー ド 。 元々 は 
デス ・ メ タル 寄り の スラ ッシュ ・ バ ンド と し て スタ ー ト し た 彼 等 は 、 
'90 年 発表 の セカ ンド で MEKONG DELTA 的 変則 リフ を 本 格 的 に 導入 
する と 同時 に 、 ス トリ ング ス と ソプラ ノ を 配 し た ` 讃 美歌 スラ ッ シ 
ュ ” と も 言う べき 実験 曲 「Dies Irae」 を 披露 。 本 作 は 、 そ の 両方 の 
アイ ディ ア を さら に 広げ 、 深 く 実 践 し て みせ た 意欲 作 だ 。 何 と メン 
バー・ ク レジ ッ ト に は 、 セ カン ド に も 参加 し て いた ヴァ イオ リン 奏 
者 と ソプラ ノ ・ シ ン ガ ー に 加え 、 チ ェ ロ 奏者 まで を 列記 。 その スラ 
ッシュ ・ サ ウン ド と の 共演 は 、⑦ を イン トロ と する ⑧⑨⑩ の 三 部 作 
で 爆発 する 。 出 来 の 方 は まだ まだ 混 と し て いて “と りあ え ず や っ 
た ” と いう 感じ だ が 、 そ れ な り の 緊張 感 は あり 。 (奥村 ) 








に た だ 】 








BERTRAND GUSSELIN、 

JIM 60RCORAN(6amada) 

A Lahri De la Tempnete 
LP/Kebec Disc KDL 965 79 年 





彼ら は ケベック の TradProg. Folk 系 の 重鎮 で あり な が ら 何故 か 
日 本 で 全く 紹介 され た 事 が な い 。 ケ ベッ ク が CANO、GAROLOU、 
ORIENT D'0、 CONCERT、 ETERNITE 程 度 の 水準 で し か な いと 思う 
の は 大 間違い で 、 そ れ は 本 作 を 聴け ば 一 目 瞭 然 だ 。 彼 ら は これ まで 
に 少な く と も Kebec Disc に 1 枚 、B・Gosselin の ソロ は 2 枚 以上 あり 、 
その 中 で 本 作 の 出来 が 一 番 良 い だ ろ う 。 殆ど クラ シッ ク ・ ギ ター 2 
本 と ヴォ ー カ ル で 地味 な が ら 多 彩 な 演奏 を 聴か せる 演奏 の A 面 、 旧 
作 の 所 々 で 見 せ た の と 同じ く ハ ッ と する よう な フル ー ト や 弦 が 奏で 
る メロ ディ ー と ギタ ー の 対比 が 美しく B③、 ス トリ ング ス に 包ま れ 
た 歌 も の の B④ 等 良く 出来 て いる 。Sage か ら の LP、B・Gosselin の 
初期 も 見 逃 せ な い 。 ( 奏 田 ) 


BIG PICTURE 
所 Big Picture 
NN | CD/Drysdale DR-9301 "94 年 






お そら く は 米国 イリ ノイ 州 の バン ド 。 本 作 が デビ ュー 作 と 思わ れ 、 
自主 制作 の 可能 性 が 高い 。 バ ンド は vo & g を 含む 基本 編成 の 5 人 組 。 
7 曲 中 5 曲 で プロ デュ ー サ ー 自 身 が ベー ス を 担当 し て いる 。 全 体 の 
テイ スト は ラッ シュ あたり の 路線 も 感じ させ る シン フォ ニッ ク ・ サ 
ウン ド 。 ド ライ ブ 感 を 強く 押し 出し て お いて 、 突 如 、 静 の 叙情 に 切 
りか わる 展開 が と ころ どこ ろ で 見 られ 、 そ れ な り の セン ス は ある よ 
うに 思う 。 と いっ て も 、 ペ ンド ラゴン や ギャ ラ ハ ド あたり と 比較 す 
る と 、 特 筆 す べき 極 立っ た 1 曲 が な いよ うに 感じ られ る 。 し いて い 
えば 最終 曲 か 。 (SM 





BILL POHL 
Salid Ear 


CD/Crunchy Songs LDCD2 '92 年 





ジャ ム ・ カ レッ ト の 最近 作 に 似 て 、 サ ウン ド の 切れ が 素晴らし い 。 
も ちろ ん 演奏 力も あっ て の こと に は 違い な い が 、 ま すず 感覚 の 鋭敏 さ 
を 感じ させ る 。 こ の アル バム の 最大 の 魅力 は 、 そ こ に ある 。 こ の 人 
は 、 同 じ レ ー ベ ル の 第 1 弾 と し て リリ ー ス され た Kurt Rongey の ア 
ル バ ム に 参加 し て いた が 、 ど ちら の アル バム に も 共通 し て いる の が 、 
この 鋭敏 さだ 。 今 回 は ドラ マー と の デュ オ で 兼任 し 、vo、g、b、ds 
の 楽器 給 成 に な か っ て いる 。 リ ズム ・ セ クシ ョ ン と ギタ ー の 絡み が 凝 
っ て いて 、 各 所 に 切れ 味 鋭い タイ ミン グ の プレ イ が あり 、 複 雑 な は 
ず な の に シン プル に 聴か せる 。 そう し て 作り 出さ れ た ソリ ッ ド さ に 
入っ て くる 彼 の ジャ ズ ・ セ ンス の ギタ ー・ ソ ロ が また 非常 に 的 を 得 
て いて 、 プ ラッ フォ ー ド 張り の ドラ ム と 共に 魅力 だ 。 (松本 ) 


LP/ME "? 年 





オタ ワ に 隣接 し た 美しい 小 都市 ハル の グル ー プ 。 い か に も 自主 盤 
的 な どん づま っ た 内 容 の 様 に 思え る が 、 よ く 聴 く と そう で も な い 。 
逆 に 素朴 な 持ち 味 が 魅力 。 笛 、 ハ ー モ ニカ 、 ヴ ァ イ オ リン 、 ア コー 
ステ ィ ッ ク ・ ギ ター、 マ ンド リン を 使い トラ ッ ド を ベ ペース に し な が 
ら も ケベック 独特 の 瑞 々 し い フ ォ ー ク ・ プ ログ レッ シ ヴ ・ サ ウン ド 
を 生み 出し て いる 。 何 曲 か で 聴か れる ヴォ ー カ ル は アク が 強 す ぎる 
が 、A③ の 感じ は 良い 。 派 手 な 展開 や シン フォ ニッ ク を 好む リス ナ 
ーー に は 全く アピール し な い が 、 素 朴 で 手作り の 温か さ で 作ら れ た フ 
ォ ー ク ・ プ ログ レ が 好き な 人 に は 聴き 込め ば 良さ は 伝わる だ ろう 。 

( 奏 田 ) 








THE BIZ (Canada) 
A Matter Of Wime 
LP/Bent WRCI-1749 '78 年 





キー ボー ド 、 ギ ター、 ベ ー ス 、 ド ラム の 4 人 編成 に 依る バン クー 
0 時 詳 の カナ ディ アン シン ・ バ バード ププ ログ レッ ゥ ッ シ ヴ チル が ム 。 あ 
くま で ヴォ ー カ ル に 重点 を お いた メロ ディ アス で ポッ プ な 作品 だ が 
ハー ド ・ ロ ッ ク 的 な ギタ ー と 全編 弾 か れる オル ガン 、 曲 間 で リー ド 
を と る シン セ と 小粒 だ が バラ ンス の と れ た 出来 の 良い 作品 。 特 に 演 
奏 面 で の 聴き 応え が ある 曲 は A④ “Last Chapter' と ラス ト ・ ナ ン 
バー Love Leaves On Time” だ ろう 。770 年 代 初 中 期 の カナ ディ ア 
ン ・ へ ヴィ ・ プ ログ レ ・ ス タイ ル が 初期 FOOT IN COLD WATER、 
Axe レ ー ベ ル に 代表 され る “ 音 圧 が あり 多少 サイ ケ デ リッ ク な 感じ * 
な ら 、 本 作 は 70's 後 期 ら し い 、 よ り 洗 練 さ れ た スタ イル の 正統 派 。 
( 毒 田 ) 





BLACK SEPTEMBER 
Black Sentember 
CD/(lta.)Mellow MMP 264 94 年 


RT を Juillsillilg 





米 ZNR か ら ソ ロ を 発表 し た (覚え て る ?) マイ ケル ・ ウ ェ ス ト 率 
いる 新 バ ンド の 1 st。 ソ ロ に 見 うけ られ た 過剰 な key ゴ リ 押 し は 影 を 
ひそ め 、 バ ンド と し て の バラ ンス の 上 で 、 こ こ ぞ と いう 時 に 技 を 出 
す 。 vIn の 参加 が 耳 を 魅 き つけ る が 、 タ イプ 的 に は カン サス と いう よ 
り は 3 連 HR ノ リ に ELP 的 テク ニカ ル ・ ア ン サ ン ブ ル 二 ヴォー カル ・ 
パー ト で 高揚 感 を 持た せる 、 と いう も の 。 全体 的 に スト レー ト だ が 
ラス ト 曲 の よう な た た みか け (見 事 /) も あっ て B 級 臭 さ は 無い 。 
いか に も アメ リカ 然 と し た スカ ッ と し た 抜け が あっ て 、HR 系 リス ナ 
ー に 受け そう 。 次 作 も 期待 。 (中 島 ) 





ら ど ブ 








BLONDE ON BLONDE 
Contrasts 


L P/Embar NR5035 '69 年 
CD/See For Miles SEE CD 406 





アメ リカ 人 の 4 人 組 プ ブロ ンド ・ オ ン ・ プ ブロ ンド は !60 年 代 終盤 に 英国 に 
渡り 、 Ember レ ー ベ ル か ら 3 枚 の アル バム を 発表 し て いる 。 本 作 は 彼ら 
の デビ ュー 盤 で 金髪 女性 の 背中 を 違い 上 が る 毒 グ モ を 描い た カヴァ ー・ 
デザ イン が 話題 に も な っ た 。 サウ ンド は '60 年 代 サ イケ デリ ッ ク 、 ア ー ト 
ロッ ク の 薫り を 色濃く 残し た も の で 、 プロ グレ ッ シ ヴ な 展開 は 殆ど 見 ら 
れ な い 。 ひ ずみ の 大 きい ギタ ー サ ウン ド 、 乾き 切っ た ドラ ム 音 等 、 か な 
り 荒削り な 部 分 も 認め られ る が 、 ハ ー プ シコ ー ド 、 チ ェ レ スタ 、 シ ター 
ル 、 コ ルネ ッ ト 等 の 導入 、 生 楽器 と エレ クト リッ ク ・ サ ウン ド の 巧み な 
使い 分 け に より 、 英国 ロッ ク が 好き な 人 な ら 、 さ 程 違 和 感 無く 溶け 込め 
そう な サウ ンド を 作り 上 げ て いる 。 オル ガン を 多用 し て いな いも の も 特 
徴 で 、 次 作 で は よ り 体 裁 の 整っ た サウ ンド が 聴け る 。 (江田 ) 


BLONDE ON BLONDE 
Rehirth 


LP/Ember NR 5049 "70 年 
CD/((Ger.)Repertoire REP 4239 





CD の ライ ナー に Guy From Wales” と ある の が 少々 気 に な る が 、 
と も あれ Ember 英 国 原盤 の 2 作 目 で ある 。 新 た に ヴォ ー カ ル に デヴィ 
ッ ド ・ ト ー マ ス を 迎え 、 ま さ に 再生 を アピ ー ル 。'60 年 代 を 引き ずっ た 
サイ ケ デ リッ ク プ アー ト ・ ロ ッ ク が 全面 的 に 展開 され て いる が 、 専 
任 key 奏 者 不在 の た め 、 主 役 は ヴォ ー カ ル と トゲ トゲ し い フ ァ ズ の か 
か っ た ギタ ー で ある 。 時 代 を 感じ させ る エコ ー の 効き 方 、 ポ ッ プ で 
キャ ッ チ ー な メロ ディ の 曲 か ら サ イケ 色 を 前 面 に 押し 出し た 大 作 ま 
で 極め て プリ ティ ッシュ な 音 で ある 。vo の 声質 は どこ か クリ シダ を 
思わ せる も の で 、 コ レ が イイ 。 全 体 的 に ソノ ツ な くま と まっ て いる が 
時 代 を 突き 動か す 程 の パワ ー が 感じ られ な い の が 残念 だ 。 次 作 発表 
後 メ ン バ ー は 音楽 界 か ら 身 を 引い た 。 7 曲目 が 秀逸 で て ある 。 (中 島 ) 





BOOMERANG 
Bomerang 
L P/RCA LSP 4577 71 年 





ジャ ケ の ダサ さ が 半 端 じ ゃ な い 。 責任 者 の 顔 が 見 て みた い 。 が 、 
これ に だ まさ れ て は いけ な い 。 元 ヴ ァ ニ ラ ・ フ ァ ッ ジ の Key 奏 者 マー 
ク ・ ス タイ ン を 中 心 と し た ハー ドロ ッ ク ・ パ バン ド 唯 一 の 作品 。 驚 き 
な の は ギタ リス ト が バン ド に 参加 し た 時 まだ 15 歳 だ っ た と いう 事 だ 。 
と て も そう は 思え な い 堂 々 と し た プレ イ を 聴か せ て くれ る 。 リ ズム 
隊 も タイ ト で 、 実 力 的 に は 申し 分 な い 。 実に へ ヴィ ー な A① は 強力 。 
オル ガン が 大 活躍 する B③ や B①、 ス トリ ング ス を 導入 し た 意欲 作 
B② 等 、 聴 き 所 は 多い が 、 他 の 曲 と の クオ リティ の 差 が 印象 を 多少 
弱め て いる 。 録音 も この 時 期 と し て は レベ ル が 高い し 、A①BS③ 路 
線 で 押せ ば 、 ラ イ バ ル の カク タス に も 充分 勝て た で あろ うに 、 こ の 
一 枚 で 終わ っ て し まい 残念 。( や っ ぱり ジャ ケ か り ?) (中 ) 


BOSTON 
Boston 


LP/Epic BL 34188 76 年 
CD/Epic 34188 
/ エ ピッ ク ・ ソ ニー 25-8P 5192 





アカ 抜け た メロ ディ ・ セ ンス で チャ ー ト に 踊り 出 た この アル バム は 、 
少し クイ ー ン が 出 て きた 時 の 「 一 歩 フ ッ 切 っ た 」 感覚 な ん か に 似 て い 
る 。 べ ベタ 塗 り の ポッ プス に 陥る こと の な い 練 り 込ま れ た 曲 は 、 ど れ も 
これ も 細か な 部 分 まで 息 の 届 いた も の だ 。 そ れ ま で の 「 ア メリ カ 」 に 
欠け て いた も の は 多分 こう し た 気配 り の よう な こと な の だ 。 出し っ ぱ 
な し っ て や っ ぱり 色気 に 欠け る 。 ボス トン は その へ ん で イン テリ 入っ 
て て 、 曲 の 裏地 に うる さい 。 引き の 部 分 や バッ キン グ の ちょ っ と し た 
所 に は トム ・ シ ュ ル ツ の 目 が 光っ て お り 、 た だ で は メロ ディ 、 全 開 に 
し な い 。 だ か ら 出 た サビ に は 人 一 倍 の 開放 感 が あっ て し か も 押し つけ 
が まし く な く 、 そ し て メロ ディ が 残る 。^Hitch A Ride" な ん て 隠れ た 
傑作 も あっ た 。 ホ ント 、 捨 て 曲 が な い 。 夢 見 れる よ 、 こ れ 。 (松本 ) 








BOSTON 
Dont Look Back 


LP/Epic EF 35050 '78 年 
CD/Epic FE 35050 
/ エ ピッ ク ・ ソ ニー ESCA 5211 





1 st か ら 2 年 後 の '78 年 8 月 に 発表 (全米 ) され た 2 nd。 作詞 、 作 
曲 、 編 曲 、 プ ロ デ ュ ー ス 、 エ ンジ ニア を 全て リー ダー の トム ・ シ ョ 
ルツ が 担当 。 録 音 、 1 年 2 ヶ月 に 及ぶ ミッ クス ・ ダ ウン は 彼 の 自宅 
地下 の スタ ジオ で 行なわ れ た 。1 st で の 共同 制作 者 、 主 に ウエ スト ・ 
コー スト 系 アー ティ スト の プロ デュ ー ス で 知ら れる ジョ ン ・ ボ イラ 
ン は アド ヴァ イス 程度 の クレ ジッ ト に な っ て いる 点 で も 、 シ ョ ルツ 
に よる ボス トン ・ サ ウン ド は 本 作 で 完成 し た 感 が ある 。 "79 年 4 月 に 
は 、 怪 し げ な パイ プ ・ オ ル ガ ン も どき ? を バッ ク に 配 し た ステ ー 
ジ ・ セ ッ ト と と も に 来 日 を 果たし た が 、 そ の 後 、'86 年 まで 沈黙 する 。 
その 間 、 も う 1 人 の 記 、 バ リー・ グ ドロ ウ は 元 HEART の ds、 マ イク ・ 
ドロ ー ジ ャ ー ら と ORION THE HUNTER を 結成 し て いる 。 (川上 ) 





BOSTON 
Third Stage 


CD/MCA MCAD 6188 '8G 年 
/MCA ビ クタ ー MVCM-21008 





契約 不履行 (を そり ゃ そう だ ろう ) に よる CBS と の 裁判 ざた を 何と か 
クリ ア し 、MCA に 移籍 。 堂々 ~ 8 年 周期 説 ' を 打ち 立て た サー ド ・ ア 
ル バ ム 。 初 回 入荷 で プラ チ ナ ・ デ ィ ス ク は 当たり 前 、 当 然 の よう に 
チャ ー ト 1 位 。 シ ョ ルツ と デル プ の み の ユ ニッ ト と 化し た ボス トン 
号 、 制 作 に 一 万 時 間 ( ま た か ) か か っ た と いう 大 作 も 、 ど こ に 時 間 が 
か か っ た か は 謎 で ある 。 ヒ ッ ト し た ^Amanda” を 始め 普遍 の ボス ト 
ン 節 な れ ど 、 よ り ク リア ー で ポッ プ な AOR 色 を 強め て いる あたり 時 
代 性 で ある 。 それ で も 宇宙 的 イメ ー ジ の イン スト ⑥ や ⑨ の 泣き 泣き 
盛り 上 が り コ ー ラ ス に は 胸 と きめ いて し まう 人 も 多い は ず 。 当 時 洋 
楽に 入門 し た 者 に と っ て は これ が 最初 の ボス トン で あり 、 ロ ッ ク 入 
門 編 と し て 思い 出 に 残る 佳作 。 次 まで 本 当 に 8 年 か か っ た 。 (中 島 ) 





らち 











BOUNTY 
Boumty 


LP/Harts H755 81 年 














BOUNTY と 言う アメ リカ の グル ー プ は 、 キーボー ド 担 当 の Steven 
Hartman を 中 心 と する 、 キ ー ボ ー ド ・ ト リオ 。10 分 程 の 大 作 が 3 曲 
収録 され て いる が 、 録音 は リリ ー ス 時 より 4 年 古く 、'77 年 と クレ ジ 
ッ ト さ れ て いる 。 自 主 制作 らし さ を 丸 出し に し た ジャ ケッ ト の 様 に 、 
オー プ ニ ン グ の 安っぽ い ピ アノ の ソロ が 気に入ら な い が 、 も の の 1 
分 も し な い 内 に 、^ テ クニ カル ・ ト リオ ” らし さ が 全 編 を 覆う 。 ほ ん 
の 少し ゲス ト 参 加 の ギタ リス ト も 加わ り 、 3 曲 全て が それ 相当 の 盛 
り 上 が り を 見 せ て くれ る 。 (田中 ) 


BRECHE (Canada) 
Caranace Et Chair Tendre 
LP/Tamanoir TAM-27015 ”? 年 





EN ALLANT VERS.… の 項 を 先 に 見 て 欲し い が 、 レ ー ベ ル だ け を 頼 
り に 買っ た 一 枚 。 こ っ ちの 方 は か な り い い 線 い っ て お り ラ ング ル ヴ ァ 
ン に 近い 雰囲気 。、 ト ラッ ド 色 は ある が 全曲 オリ ジ ナ ル で 哀 基 た っ ぷり 
ピア ノ 、 フ ルー ト 、 ヴ ァ イ オ リン は 非常 に クラ シカ ル な 使わ れ 方 を し 
て お り 、 ま た エレ クト リッ ク ・ ベ ー ス の 使用 が 全体 を ぐっ と 引き 締め 
て いる 。 本 誌 の 松本 氏 は シン グル ・ ヴ ァ ー ジ ョ ン を シン フォ ニッ ク だ 
と 断言 し て いた が 、 そ の 伝 に 従え ば 本 作 も また シン フォ ニッ ク で ある 
に 違い な い 。 特 に 1 、 2 曲目 の フル ー ト ・ ソ ロ 、 ヴ ァ イ オ リン を ピア ノ 
の アン サン プル 等 、 イ タリ ア の クラ シカ ル ・ ロ ッ ク 全 盛 期 を 思い 起こ 
させ る 。 プ ロ デ ュ ー サ ー は バル ド や アナ ラン ヴェ ー ル 等 と 同じ 人 物 で 、 
共通 の 人 脈 を 持っ た 当時 の シー ン の 存在 を 伺わ せる 。 (森下 ) 





" 人 縛 記 BREGENT (Canada) 
NN Poussiere Des Regrets 
| LP/RCA PCS 4021 '73 年 





正確 に は プレ ジャ ン だ が 日 本 で は プレ ガン と 発音 され て いる 彼 の 
1 st。 パ ッ ク の 音 を ギリ ギリ まで 絞り 込ん で ヴォ ー カ ル ・ パ フォ ー マ 
ンス を 聴か せる 、C・ リ べ 口 あたり に 近い 作風 で 、 ヴ ォ ー カ ル そ の も 
の は プル ー ジ ー か つ シ リア ス な 、 か の E・ プ ー ズ を も 凌 診 する 物凄い 
も の で ある 。 その 声 の 持ち 主 ジ ャ ッ ク ・ プ レガ ン は 3 兄弟 の 長男 で 
あり 、 本 作 の アレ ンジ 及び キー ボー ド を 担当 し て いる ミシェル = テ ジ 
ョ ル ジ ュ ・ プ レガ ン が 次 男 で ある 。 現 在 で は 2 人 共 ロ ッ ク の フィ ー 
ルド で は 活動 し て お ら ず 、 弟 の 方 は クラ シッ ク を 、 兄 ジャ ッ ク の 方 
は 何と 、 高校 の 教師 を や っ て いる 。 モン トリ オー ル の と ある 高校 で 、 
数 学 の 教師 と し て 、 恐 らく は 平凡 な 生活 を 送っ て いる で あろ う 彼 の 、 
若き 日 の 激情 を 確実 に 刻み 込ん だ 凄絶 な 作品 で ある 。 (森下 ) 


BREGENT 
Partir Pour Alleurs 
LP/CAM CML 2003 79 年 





カナ ダ 最 強 の 個性 派 、 気 吹 の 1 枚 。 70 年 か ら 77 年 に か け て キー ボー 
ド 奏 者 ミッ シェ ル ・ ジ ョ ル ジ ュ ・ ブ レジ ャ ン を 中 心 に 書か れ た 曲 (大 
半 は 772 年 ) を "78 年 に 録音 し た も の 。 エ マニ ュ エ ル ・ プ ー ズ 張り の ジャ 
ッ ク ・ プ ブレ ジャン の 静 ・ 動 と も に イン パク ト の 強い ヴォ ー カ ル も さる 
こと な が ら 、 各 テク ニシ ャ ン に よる 演奏 も 対等 に 一 体 と な り 、 オ ペラ 
風 の 混声 コー ラス の 導入 、 シ アト リカ ル な ムー ド 、 ジ ャ ズ な どの 要素 
も 絡み 合う 中 、 と り わ け ア レア と ブー ズ が 合体 し た よう な B 面 前 半 部 
は 圧巻 。 内 面 的 な も の が 突出 し て き て 発せ られ る 鋭い 感性 の 切れ を テ 
クニ ッ ク て 支え 置き 替え 、 曲 作り に 反映 し た 如く 、 完 成 さ れ て いる に 
も か か わら ず メ ロディ ー、 曲 展開 、 音 色 へ の こだわ り は 感じ られ ず 、 
プロ グレ ッ シ ヴ な 音楽 性 で は 一 線 を 画 く 驚 くべ き 存 在 。 (松本 ) 








BUCK DHARMA 
Flat Out 
LP/Portrait ARR 38124 82 年 





BLUE OYSTER CULT に と っ て 8 枚 目 の スタ ジオ 作 「Fire Of 
Unknown Origin 呪 われ た 秋 」 の 翌年 リリ ー ス され た 、 同 バン ド の 
ギタ リス ト 、 ド ナル ド ・ ル ー ザ ー の ソロ 。 が 、 拍 子 抜け する 程 コ マ 
ー シ ャ ル で 軽快 な A① で スタ ー ト する 本 作 に 、 当 然 BOC を 求め て は 
いけ な い 。 当 然 な が ら 、BOC の メン バー も 基本 的 に は ("81 年 の ツア 
ー に 同行 し た ドラ マー の リッ ク ・ ダ ウニ ー 以 外 は ) 不参加 で 、 ア リ 
ス ・ ク ー パ ー 人 脈 等 、NY 辺 り の ミュ ー ジ シャ ン が 起用 され て いる よ 
うだ 。 し か し 、 殆 ど 全 編 パ ワー・ ポ ボップ 風 な の は (どこ か ヒネ くれ 
た アレ ンジ 曲 も ある も の の ) ビッ クリ 。 そ ん な 中 で 、 中 間 部 が 突然 P. 
FLOYD 風 に な る 大 作 A④ の 存在 は 、 意 外 だ が 一 番 の 聴き 所 か も 。 

(奥村 ) 





刀 ZZ LINHART 
BuzzV 
LP/PHS 600-291 '69 年 





この アル バム は 、 彼 の デビ ュー アル バム で 、 他 に 少な く と も 、 も 
う 一 枚 は 出し て いる 。 基 本 的 に は フォ ー ク ・ ブ ルー ス を 根 っ 子 に 持 
つう シン ガー・ ソ ング ライ ター な の だ が 、 こ の 時 代 に わざ わざ ロン ド 
ン ま で 行っ て レコ ー デ ィング し て る ぐ で ぐらい だ か ら バ ッ ク (な ん と ア 
イズ ・ オ プ ・ プ ブル ー) の サウ ンド と も 相まって た だ の アメ リカ ン ・ 
ロッ ク に は な っ て いな い 。 頭 の 一 曲目 は リ レ ッ ぽい か 。( ウ ウッ )。 
B① で は 18 分 強 の シタ ー ル 、 タ プラ 使用 の ラー ガ ・ ロ ッ ク っ ぱい 事 
も や っ て いる 。 A②、 B② で は 大 雨 注意 報 一 歩 手 前 の よう な (洪水 
と まで は いか な い ) な か な か に 素晴らし い メ ロト ロン が 聞け る 。 ワ 
タ シ ャ A② 一 曲 で 買っ て し まい まし た よ 。 ち な み に 英 盤 (Philips SBL 
7885) も で て いる 。 (伊波 ) 





どど 








CD/Magna Carta 1081 94 年 
/ ア ポロ ン APCY-8189 





速 弾き ギタ リス ト 養 成 所 長 マ イク ・ ヴ ァ ー ニ ー は 、792 年 に 新 レー 
ベル Magna Carta を 起こ し 、 プ ログ レ 業 界 に 参入 する 。MAGELLAN、 
SHADOW GALLERY に 続く 第 3 の 所 属 バ ンド 、5 人 組 の CAIRO の デ 
ビュ ー 作 。 key 全 般 を 担当 する M. ロバ ー ト ソン の スタ ジオ で 制作 さ 
れ て お り 、 プ ロ デ ュ ー ス は ジャ ケッ ト ・ ア ー ト も 手掛け て いる ds の J. 
プロ ッ ク マ ン と の 共同 作業 。UK の Danger Money′ の 導入 部 を 思 
わす オー プ ニ ン グ 、 YES 風 コー ラス 、EL&P か ら の 強い 影響 等 、 叙情 
性 と ダイ ナミ ズム 、 そ し て 疾走 感 を 持つ サウ ンド は 、 往 年 の 英国 産 
プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク の 遺産 と 、HR プ HM の 合体 の 成功 例 と 言え る 。 
各 曲 の 配置 具合 、 ア ル バ ム 全体 の 構成 力 の 良さ が 、 中 だ る み を 感じ 
させ ず 、 ラ スト の 大 曲 ま で 駆け 抜け る 。 た だ 者 で は な い 。 (川上) 


CALIFORNIA UITAR TRIO 
Invitation 


CD/ ポ ニー・ キ ャ ニオ ン PCCY 00702 
"95 年 





CGT に つい て は マー キー 本 誌 57 号 で も 触れ た と お り 。 予告 さ れ て 
いた 新作 は 、 当 初 の デモ か ら タ イト ル 曲 の Invitation” が 除 か れ 、 
ライ ヴ で も 一 際 印 象 的 だ っ た “Train To Leimy′” が パー ト に 分 けら 
れる な ど し て 、 内 容 変更 が あっ た 。 特に 後者 に よっ て 一 枚 の アル バ 
ム と し て まとまり が つい た 気 が す る 。 こ れ に 挟ま れ て 、 オ リ ジ ナ ル 
曲 、 コ ピー 曲 の 各 曲 それ ぞ れ の 色 が 一 歩 出 て 、 区 別 が つき や すく な 
っ た と 同時 に 流れ が 生ま れ た と 思う か ら だ 。 聴く に は 、 リ ラッ クス 
し た 方 が よく 聴こえ る と 思う 。 ギ ター・ ア ン サ ンプ ブル の 妙 を 好む 人 
に は 是非 すす め た い ア ル バ ム 。 (松本 ) 





CANO (Canmada) 
Tous Dans Lmeme Bateau 


LP/A&M SP-9024 76 年 
CD/A&M 31454 0371-2 





カノ は 、 知 りう る 限り 6 枚 の LP を リリ ー ス し た グル ー プ 。 も し か 
する と 、 そ の 後 も 活躍 し た か も し れ な い 。 初 期 に 於 いて は 、 ト ラ デ 
ィ ッ ショ ナル ・ フ ォ ー ク と プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク を 融合 し た か の 
よう な 演奏 を 得意 と し て お り 、 徐 々 に ポッ プス ・ グ ルー プ 的 な 路線 
に 変容 し て いく 。 彼 等 の 持ち 味 を 生か し た 作品 は 、 や は り フ ァ ー ス 
ト で ある 本 作 と 、 セ カン ド の 「Au Nord De Notre Vie」(A&M SP 
9023 77) あたり で あろ うか 。 曲 に よっ て は オー ソ ド ッ クス な も の 
も ある が 、 ヴ ァ イ オ リン を 効果 的 に 配 し 、 フ ルー ト や エレ クト ロニ 
ッ ク な キー ボー ド 等 の エッ セン ス も 加え て 、 独 自 の 世界 を 創り だ し 
て いる 。 (山崎 ) 


ANO 
Au Nord De Notre Vie 


LP/A&M 9028 77 年 
CD/A&M 31454 0372-2 





カナ ダ の トラ ッ ド 系 プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク と いう と アル モニ ウ 
ム が 真っ 先 に 挙げ られ る が 、 こ の カノ も 忘れ て は いけ な い 存 在 。 特 
に 初期 の 3 枚 は トラ ッ ド が うま く プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク に 昇華 さ 
れ た 価値 ある 作品 。 こ れ は 、 そ ん な 彼 等 の セカ ンド ・ ア ル バ ム 。 ア 
ル モ ニ ウム の サー ド に 共通 する よう な 美しい ジャ ケッ ト に 包ま れ た 
隠れ た 逸品 と 言え る 。 広 大 な 大 地 に 続く 爽やか な 森 か ら カ ナディ ア 
ン ・ ロ ッ キ ー を 見 上 げ る よう な 清涼 感 溢れ る サウ ンド 。 大 作 指 向 で 
は な いも の の 、 き っ ちり と 起伏 に 富ん だ メロ ディ が 延々 と 流れ る 時 
の 流れ を 緩やか に 受け 止め 、 さ り げ な くく 断片 と し て 描き 上 げ る 。「 武 
闘 派 」 に は 物足りな い だ ろ う が 、「 爽 や か さん 」 に は た ま ら な い 魅 力 
を 持つ 一 枚 。 (津田 ) 








CAPTAIN BEYOND 
Captain Beyond 


LP/Capricorn CPO105 72 年 
CD/ ボ ポリ ドー ル POCP 1826 


APEAN BEVOND 








キャ プ テ ン ・ ビ ヨン ド は ディ ー プ ・ パ ー プ ル の 初代 ヴォ ー カ リス ト 、 
ロッ ド ・ エ ヴァ ンス が アイ アン ・ バ タフ ライ の ラリ ー・ リ ノ と リー・ ド 
ー マ ン 、 ジ ョ ニー・ ウ ィ ン タ ー・ ア ンド の ボビー・ コ ー ル ドウ ェ ル と 結 
成 し た ハー ドロ ッ ク ・ バ ンド 。 本 作 は 彼ら の デビ ュー 盤 で ^~ ス ー パ ー 
グル ー プ ?” の 触れ 込み が 効い て 、 日 本 で も そこ そこ の セー ルス を 記 
録 し た 。 バン ド 名 は 、1. バタ フラ イ の 欧州 公演 の 時 に 、 不調 だ っ た リ 
ノ を 、 リ ー が ` キ ャ プ テ ン ・ ビ ヨン ド ” と 呼ん だ 事 に 由来 し て いる 。 収 
録 曲 は 13 曲 な が ら 、 殆 ど 切 れ 目 無く 継が っ て いる 。 ボ ビー の 堅実 な ド 
ラミ ング に 導 か れ た スリ リン グ な オー プ ニ ン グ 。 重 々 し い ベ ー ス ・ ラ 
イン と 縦横 無尽 に 暴れ まく る ギタ ー が 最大 の 魅力 だ が 、 動 と 静 の 起 
伏 も 豊か で 、 聴 く 者 を 飽き させ な い 曲 構成 が な され て いる 。 (江田 ) 





CARL WEINGARTEN 
The Acoustic Shadow 
CD/Multiphase MP-CD 103 '95 年 


WEINGARTEN 


THE ACOUSTIC プー 
SHADOW 





キッ ト ・ ワ トキ ンス と も 交流 の ある 西海 岸 の ミュ ー ジ シャ ン の ソ 
ロ ・ ア ル バ ム 。 エ スニ ッ ク 、 ア ン ビ エン ト 、 ア コー ステ ィ ッ ク 等 々 
いろ いろ な 言葉 が 浮か ん で くる 。 い か に も ニュ ー エ イジ 以後 の 西海 
岸 と いう 気 が す る 。 イ ンカ や イン ド の 究 囲 気 も 混ざっ て いて 、 総 じ 
て クリ アー。 朝 焼け の 時 の 静けさ 、 広 が り 、 透 明 感 に それ ら 様 々 な 
も の が ある 、 と いう …… 。 この 流れ が と て も 西海 岸 的 だ 。 ヒッピー 
思想 と テク ノロ ジー が 合体 し た 場所 の 象徴 、 そ し て それ 以後 の アコ 
ー ス ティ ッ ク 系 サウ ンド と いう 感触 だ 。 音 も 多彩 で 変化 が あり 、 こ 
の 手 て は 珍し く 退 届 し な か っ た 。 他 に 「Critical Path」('91) 、「Pandora's 
Garage」('92) 、「Red Melodies」('95) 等 の アル バム が ある 。 (松本 ) 





ら ど ア 











CATHEDRAL 
Stained 回 ass Stories 


L P/Delta DRC 1002 78 年 
CD/Syn-Phonic SYNCD 3 
/ マ ー キ ー MAR 95145 














数 ある アメ リカ 勢 の 中 で も 、 正 に 叢 異 的 な 存在 が この カテ ドラ ル 
で ある 。 ク リム ゾン 、 イ エス の 影響 を 受け た 攻撃 的 か つ 叙 情 的 な 面 
を 持ち 合せ た シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク で 、 日 本 人 好み の 、 あ る 意味 
で は 異色 の グル ー プ と いえ よう 。 変 則 的 な リズ ム 陣 に 、 メ ロト ロン 
と ギタ ー が 進行 する 様 は 、 ジ ェ ネ シス ・ イ ミ テ ーション が 多い 中 で 、 
新鮮 か つ 感 動 的 。 ドラマー が プロ デュ ー ス を 兼任 し て いる こと も あ 
っ て 、 多 く の パ ー カ ッ シ ョ ン が 導入 され 、 サ ウン ド 面 で 奥行 き を 与 
えて で ゆる 。 ミ スチ リア ス な ムー ド が 強く 、 シ ン フ ォ ニ ッ ク と いっ で 
も 開放 的 な タイ プ で は な い 。 か げ り と 味 を 兼ね 備え る 好 作 。 超 大 作 
と いう より も 細か い 振 幅 で ドラ マ 性 を 作り 出し て いく タイ プ 。 

(吉瀬 ) 


CHAKRA 
Chakra 
LP/BS-15 79 年 





チャ クラ と いう バン ド の 唯一 の 作品 は 、 灰 色 の ジャ ケッ ト が と て 
も 地味 で ある が 内 容 は カラ フル な プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク で ある 。 
多彩 が キー ボー ド 、 テ クニ カル な リズ ム 、 コ ー ラ ス ・ ワ ー ク 等 に よ 
る 静 と 動 を 使い 分 けた A 面 の 流れ が な か な か 素 晴 し い 。 ア メリ カ の 
バン ド で あり な が ら 、 歌 メロ や コー ラス に お いて 強く イギリス らし 
さ を 感 じ さ せ て くれ る 。 あえ て 言う な ら ば 、 イ エス や UK の 影響 が あ 
る と 思わ れる が 、 イ エス ・ タ イプ と いう の は ほめ 言葉 に は な ら な い 
ケー ス が 多い の で そう いう イメ ー ジ に と ら わ れ な い 方 が 良い か も し れ 
な い 。 ( 六 井 ) 





CHALIS 
One Small Chance 
LP/Ellen Abbey EA 25389 75 年 





オー プ ニ ン グ の イン トロ か ら ヴ ォ ー カ ル の 入り まで 、 恐 し く ジ ェ 
ネ シ ス に 似 て いる の で 一 瞬 ビ ピク ッ と し て し まう が 、 一 変 し て すぐ ア 
メリ カ に な っ て し まう 。 詳し い ク レジ ッ ト が な い の で 編成 が 分 か ら 
な い の だ が 、 使 われ て いる の は ピア ノ 、 オ ル ガ ン 、 シ ン セ 、 フ ルー 
ト 、 ス トリ ング ス に ベー ス 、 ド ラム 、 ギ ター と 言う 5 人 組 。'74 一 "75 
年 に 録 ら れ た この チャ リス の アル バム は 、 多 分 これ が 唯一 の 作品 だ 
と 思う 。 彼ら は 余り プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク に こだわ っ て 作っ た よ 
う で は な い が 、 ア メリ カ に は な い 妙 な 懐 し さ を 持つ 曲調 と 、 キ ー ボ 
ー ド 類 を ふん だ ん に 使っ た イン スト 曲 、 叙 情 的 な ピア ノ と スト リン 
グ ス を バッ ク に も の 悲し く 歌 われ る 曲 な ど 、 ジ ャ ケッ ト の イメ ー ジ 
と も 合わ せ て 、 多 少 コ ン セプト 的 な 紛 囲 気 が 魅 力 で ある 。 (田中) 


ITADEL 
The Citadel 0f Cynosure Amd 
Other Tales 


CD/Whitman Enterprises 
WE12-CD-ITY 90 年 





シタ デル は カン サス や スタ ー キ ャ ッ ス ル 等 の 流れ を くむ 正統 派 ア 
メリ カン ・ プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク ・ グ ルー プ で 、778 年 頃 か ら 活動 
を 始め て いた らし い 。 一時期 あっ た いわ ゆる 「 ハ ー ド ・ ロ ッ ク の 変 
異型 」 を 地 で 行く 音 作 り で は ある が 、 上 記 2 グル ー プ の 特徴 で も あ 
っ た イエ ス や ジェ ネ シ ス か ら の 影響 は ほとん ど 感 じ さ せな い 。 エッ 
ジ の 立っ た ソリ ッ ド な ギタ ー・ ワ ー ク と アグ レッ シ ヴ な キー ボー ド 
プレ イ が 売り の グル ー プ と は いえ 、 清 涼感 の ある コー ラス と 12 弦 ギ 
ター に よっ て 引き 出さ れる 叙情 性 が シン フォ ニッ ク ・ フ ァ ン の 気 を 
魅 き そう 。SF を 素材 と し た 大 仰 な スト ー リ ー 仕 掛け と ハー ド ・ ロ ッ 
ク の イデ ィ オ ム が 合体 し 、 更 に シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク の 良質 な 部 
分 が クロ ス す る 。 (内 田 ) 








CLAUDE DUBOIS (Canada) 
Fahle Despace 
L P/Pingovin UFO 1 '78 年 





この アル バム は 素晴らし い 。 ク ロー ド ・ デ ュ ボ ア と いう アー ティ 
スト の ソロ で ある が 、 大 きく 分 け て 2 つの タイ プ の 楽曲 が 収め られ 
て いる 。 1 つ は ヴォ ー カ ル を メイ ン に し た パ バラード 系 の も の で 、 僕 
の 大 好き な アー ティ スト 、 ジ ル ・ ジ ャ ネ ラ ン の アル バム を 想起 する 
も の 。 も ちろ ん フラ ンス 語 の 歌詞 で 切々 と 歌わ れ 、 ひ か え め な が ら 
的 を 射 た アレ ンジ も 情感 の 深 さ を 表現 する の に 貢献 し て いる 。 1 つ 
は 実験 的 で サイ ケ デ リッ ク な か な 演奏 を 主体 と し た も の で 他 の 曲 と は か 
な り 印 象 の 異な る も の 。 個人 的 に は ほとん どの 曲 の タイ プ で ある 前 
者 が 好み だ 。 モー ルス ・ コ ー ド や ポー レン の よう な 展開 的 な シン フ 
ォ ニ ッ ク ・ タ イプ で は な い が 、 そ れ で も 何 度 も 針 を 落と し た く な る 
よう な 力 を 持つ 。 A③ な ど そ の 上 典型 。 (山崎 ) 





CLAUDE LEVEILLE(Canaa) 
Black Sun 
L P/Polydor 2424 171 78 年 





2 作 目 に 当たる 本 作 を 数 えて 3 枚 の アル バム 「Frederic」(CBS 
FS748) 、「Felix Leclero」(Polygram 2424 196) が 確認 され て いる 仏 
語 圏 の アー ティ スト 。 ア コー ステ ィ ッ ク ・ ギ ター の つま 弾き を 土台 に 
ヴァ イオ リン や キー ボー ド 、 エ レク トリ ッ ク ・ ギ ター が 情感 ある メロ 
ディ ー を 取る と いっ た イン スト ゥ ル メ ンタ ル 作 。 ア レン ジ を 始め 全 
面 に わた っ て ミッ シェ ル ・ ル ・ フ ラン ソ ワ が 協力 し 、 彼 自身 ギタ ー、 
キー ボー ド を 演奏 し て 非常 に 大 きく 貢献 し て いる 。 トータル 作 の よ 
うな 物語 性 の ある 曲想 、 進 行 が 強く 感じ られ 、 い わ ゆ る フォ ー ク 色 
と は まっ た く 異 な る 控え め な が ら も シン フォ ニッ ク ・ サ ウン ド の 範 
中 に 入る 音 作 り に な っ て いる 。 実質 的 な 共演 作 と 言え る か も し れ な 
い 。 か げ り の ある 、 サ ウン ド の 引き を いか し た アル バム 。 (松本) 





[< メー】 








CLAUDE PELOOUIN(Canada) 
L'Ouverture Du Paradis 
LP/London LFS-9030 79 年 





Claude Peloquin は 「Eternite」( フ ラン ス 盤 は 見 開き ) で Michel Le 
Francois と 共演 し た 詩人 で 、 こ の ソロ 名 義 の アル バム で は 、 音 楽 は Jean 
Pierre Goussaud が 担当 し て いる 。 牧 歌 的 な イン スト ゥ ル メ ンタ ル で 
始ま る この 作品 、 続 く 2 曲 は 印象 的 な メロ ディ ー を バッ ク に 歌 と 語 
り の 中 間 の よう な シャ ン ソ ン の パタ ー ン を 踏襲 し て お り 、 続 く 曲 は 
アコ ー ス ティ ッ ク な 曲 。B 面 は “Les Realites Perpetuelies" と いう 
組曲 と な っ て お り 、 こ うい う 場 合 や は り ア レン ジ が 問題 に な る わけ 
だ が 、 キ ー ボ ー ド 類 を 中 心 に 、 シ ンプ ル だ が か 効果 的 な アレ ンジ が 施 
され 、 女 性 ヴォ ー カ ル も 導入 し て いる 。 盤 は ブル ー・ カ ラー で 、 フ 
ラン ス 盤 も リリ ー ス され て いる よう で ある 。 (吉野 ) 


COCHRANE (Canada ) 
Hang On To Your Resistance 


LP/Love Prodvctions DAF 10043 
74 年 





74 年 に 発表 され た Tom・Cochrane を リー ダー と する 3 人 編成 の バ 
ジン IRIGN それ に ピア クギ タニ オニ ボ モ エモ ョ パック が ボー カル 等 
6 人 を 加え て 録音 され て いる 。 フ ォ ー ク ・ ロ ッ ク 系 の サウ ンド で 、 技 
術 的 に は ご く 標 準 的 むものである が 、 ア コー ステ ィ ッ ク 楽 器 を 中 心 
に し み じ み と 聞か せる タイ プ で ある 。 ま た 端正 な 曲 づ くり で メロ ト 
ロン を 含む キー ボー ド 群 も 曲 に マッ チ し て お り 、 こ うし た 曲 展開 に 
は 好感 が 持て 爽やか な 感動 を 覚え る 。 初 め は 地味 な 印象 を 受け る が 、 
聞け ば 聞く 程 深い 味わい が 出 て くる 作品 で ある 。 カ ナディ アン ・ シ 
ン フ ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク の 中 で は 地味 な 存在 で ある が 、 多 く の 人 に 聞 
いて も らい た い 傑 作 と し て 推 選 し た い 。 (村上 ) 





CONCERT(GCanada) 
Concert 
LP/CBS PFC 80038 '80 年 





この グル ー プ 、 い か に も 大 編成 と 思え る ネー ミン グ だ が 、 ギ ター、 
ベー ス 、 ド ラム ス と いう ロッ ク ・ バ ンド と し て は 最小 の ユニ ッ ト で 
成り 立っ て いる 。 オ ー プ ニン グ は 彼ら だ け の 演奏 で 始ま る が 、 こ れ 
が 骨太 な ハー ド ・ ロ ッ ク で 驚か され て し まう 。 し か し 、 そ れ 以 降 の 
曲 は 全て キー ボー ド を 含む 何人 か の サポ ー ト が 加わ り 、 非 常に 甘い 
メロ ディ ・ ラ イン の 曲 が 続く 。 どうやら 、 こ ちら の 方 が 彼ら の 本 来 
の 持ち 味 の よ うだ 。 し っ か り ポ ッ プ ス に な っ て いる 曲 も ある が 、 フ 
ラン ス 語 の 洗練 され た ハー モニ ー を 美しく 透明 感 の ある キー ボー ド 
に 乗せ た サウ ンド は 特筆 に 価 す る も の だ 。 考 えて みた ら 最 近 の シン 
フォ ニク に こだわ りす ぎ て 彼ら の よう な 親しみ や すさ が 欠け て いる 


CONTRACTION(6amada) 
Contraction 
LP/Columbia PS-735 '? 年 





紅 一 点 Christiane 嬢 を 中 心 と する コン トラ クシ ョ ン は 仲 々 ユニ ー ク な 
サウ ンド を 持つ グル ー プ だ 。 簡単 に 説明 し て し まえ ば 軽い ジャ ズ ・ ロ 
ッ ク 風 の 演奏 に 乗せ て 彼女 の 美しい ヴォ ー カ ル を フィ ー チ ャ ー し た も 
の で ある が 、 ち ょ っ と こわ い の が 彼女 の スキ ャ ッ ト な の だ 。 あ る 時 は 
美しく 、 そ し て ある 時 は 呪文 の よう に も 聴 え た りす る 。 し か し それ 程 
感情 移入 が 強い 訳 で は な く 、 む し ろ ク ー ル な 味わい が ある の が 不思議 
だ 。 こ の グル ー プ の 作品 は 2 枚 あ り 本 来 な ら ば 2 nd の 「La Bourse Ou 
La Vie」 を 紹介 する べき な の だ ろう が 、 ス タイ ル の 確立 し て いな い 本 
作 ( 1 st) を 選ん で みた 。 と いう の は 、 こ の 作品 は 彼女 の スキ ャ ッ ト 
で は な い 歌 も の が 中 心 で も や り 、 バ ッ ク の 演奏 が うす っ ぺら な 分 、 彼 女 
の 美しい ヴォ ー カ ル が 前 面 に 出 た 構成 と な っ て いる か ら だ 。 (本 木 ) 








よ ⑳ が な が 気 が お る が (本 木 ) 
9 COSMIC DEBRIS 
2 活 咽 COSmic Dehris 


PT LP/Non Compos Mentis 3.7K 8O 年 





キー ボー ド ・ ト リオ な の で ELP タ イプ を 想像 し た が 、 タ ンジ ェ リ ン ・ 
ドリ ー ム ・ タ イプ で あっ た 。 私 は TD の 方 が ELP よ り 好 き な の で 同じ 
様 に INTRUSION あ た り よ り 本 作 や E. Q..ZAK の 方 が 好き で ある 。 ド 
ラム が いる の で 丁度 TD の サイ クロ ン を 思わ す が 本 人 達 も 意識 し て い 
た 様 で ギタ ー の 音色 も 「Foree Major」 の B① み た いで ある (ある い 
は アシ ュ ラ ・ テ ン ペ ル な の か ? ) 。 A 面 で は ドラ ム ス の ノリ も 良く 針 
を 落と せ ば それ な り に 楽し め る が 、TD を 差し 置い て この レコ ー ド を 
選び 針 を 落と すこ と が 人 生 に 何 度 も ある と は 思え な い 。 B 面 で は フ 
ルー ト も 入る が 、 ダ レ る 。 シ ー ク ェ ン サー の 使い 方 が 下手 で 、TD と 
の 違い を 出 そ う と いう 意志 が 感じ られ な い 。 ジャ ケ 裏 の コメ ント も 
大 げ さ で ウル サイ 。 針 を 落と せ ば 聴け る ん だ けど ね 。 (森下 ) 





COVENANT 
Nature's Divime Reflection 
CD/Syn-Phonic SYNCD 13 '93 年 





大 型 ブ ッ ク レ ッ ト で 目 を ひい た K. Rongey の 作品 「Book in Hand」。 
同 作 に 曲 を 提供 ( 共 作 ) し て いた キー ボー ド 奏 者 、D. グ ライ ダー の 
ソロ ・ プ ロジ ェクト が 本 作 で ある 。 同じ く 「Book 一 」 に 参加 し て い 
た ギタ リス ト が ギタ ー& ベ ー ス の 一 部 を 担当 し て いる 。 全体 は 典型 
的 な 70 年 代 の キー ボー ド ・ シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ サ ウン ド 。 メロ トロ ン 、 
B③、 ソ リー ナ な どの 銘 機 が 縦横 に 駆け 回 る 。 サ ンク ス ・ ク レジ ッ 
ト を 見 れ ば わか る 通り 、 彼 自身 、 相 当 な シン フォ ニッ ク ・ マ ニア の 
模様 。 重 厚 長 大 で 落ち 着 か な い サ ウン ド は 時 流 音楽 か ら は 絶対 に 出 
kN (UL) 





らら 








EYNIC 
FocuS 


CD/Roadrunner 9169 '93 年 
/ ア ポロ ン APCY-8144 





フロ リ ダ の 4 人組 の デビ ュー 作 。 80 年代 の 後半 か ら 活 動 し て いた 
彼 等 の 名 前 は 、 メ ン バ ー そ れ ぞ れ の 斉 越 し た テク ニッ ク を 買わ れ て 
の 様々 な デス ・ メ タル ・ バ ンド へ の セッ ショ ン 参 加 や ヘル プ で 何 度 
と な く 耳 に は し て いた も の の 、 実 際 に バン ド の 音源 が アル バム と し 
て 世に 出 た の は 本 作 が 初め て 。 91 年 の デモ 収録 曲 が オ ム ニ バ ス に 提 
供 さ れ た 時 は 、 ま だ まだ 複雑 で テク ニカ ル な こと を や っ て いる デス 
系 スラ ッシュ と いう 感じ だ っ た が 、 本 作 で は の っ け か ら ク リー ン な 
トー シ や スペイ シー な エフ ェクト 、 さ ら に は エレ クト ロ ヴ ォ イ ス を 
使っ て いて 、 ド 肝 を 抜い た 。 ス ティ ッ ク を 操 つ る ベー シス ト を 加え 、 
シン セ サ イ ザー・ ギ ター も 大 胆 に 導入 。⑦ の イン スト な ど ま る で ジ 
ャ ズ 系 イン プロ だ 。 今後 の 進化” も 実に 楽し み 。 (奥村 ) 


DAMN THE MAEHINE 
Damn The Machine 


CD/A&M 540103-2 '93 年 
/ ポ リド ー ル POCM-1038 





あの MEGADETH の メン バー と し て 、2 枚 の アル バム に 参加 し た ギ 
タリ スト 、 ク リス ・ ポ ボー ラン ド を 中 心 と する 4 人 組 の デビ ュー 作 。 
クリ ス を 含め た メン バー の 殆ど が ジャ ズ 畑 出身 …… MNO 
HR/HM の 世界 (何故 か 特に スラ ッシュ 系 ) で も よく ある こと だ が 、 
この パンド に も その 点 は 、 リ ズム 面 に よく 表れ て いる 。 意外 に ポッ 
プ で 、 歌 モノ 的 な 曲 も 多く 、 今 の ^ ア メリ カ 最 新 流行 ′「 スタ イル を 
うま く 取 り 入 れ た り も し て いる 点 が 気 に な る が 、 ハ マ れ ば クセ に な 
る 可能 性 は 大 い に あ り 。 (奥村 ) 





DARYL HALL 
Sacred Songs 


L P/RCA AFL 1-3574 '8O 年 
CD/BMG ビ クタ ー BVCP 2091 





ピー ター・ ガ プリ エル の セカ ンド 、 自 身 の ソ ロ に 先立つ MOR 3 部 
作 第 一 弾 と し て ロバ ー ト ・ フ リッ プ が プロ デュ ー ス を 手懸け 、77 年 
に 録音 され な が ら 、 米 RCA 側 の 圧力 で 2 年 半 の 間 未 発売 だ っ た この 
アル バム は 、 ダ リル ・ ホ ー ル の ファ ー ス ト ・ ソ ロ で ある と 共に 、 フ 
リッ プ の 活動 再開 を も 宣言 する アル バム で あっ た 答 だ 。 ソ ウル か ら 
の 影響 が 濃い HALL & OATES だ が 、 ホ ー ル 自身 は 隠 秘 思 想 へ の 指向 
を 持ち 、 以 前 か ら フ リッ プ と は 親交 が あっ た と いう 。 ヒ ステ リッ ク 
と も 思え る シャ ウト で 、 ニ ュー ヨー ク へ の 愛憎 を 歌う ホー ル と 、 そ 
れ に 絡み つく フリ ッ パ ー ト ロニ クス 。 フ リッ パー トロ ニク ス に よる 
④ か ら 続 く ^Red” 的 ギタ ー。 トッド ・ ラ ング レン が 手懸け た 「War 
Babies」 を 更に 深く 沈 潜 さ せ た 夜 の R&R。 (高山 ) 


DAVID SANCIOUS 
Forest Of Feelings 


LP/Epic 33441 75 年 
CD/Sony Music EK 47903 





デヴィ ッ ド ・ サ ン シ ャ ス は プル ー ス ・ ス プリ ング ステ ィ ー ン の E STREET 
BAND の オリ ジ ナ ル ・ メ ン バ ー と し て 活動 後 、74 年 に 独立 。 こ の 「Forest 
Of Feelings」 で ソロ ・ デ ビュ ー し た 。 ベ ー ス 、 ド ラム ス を 率い て の 
キー ボー ド ・ ト リオ だ が 、 サ ン シ ャ ス は ギタ ー も ば り ば り に 弾き ま 
くっ て いる 。 こ の 音楽 は 紛れ も な く 純 正 の プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク 。 
キー ボー ド の セン ス と いい 、 曲 の 組み 立て と いい 、 パ トリ ッ ク ・ モ 
ラー ツ を 初 徳 と させ る 。 モ ラー ツ か ら ラ テン 色 を 抜い て 、 少 し だ け 
ジャ ズ ・ ロ ッ ク 色 を 加え る と こう な る の で は な い だ ろ うか 。780 年 代 
後半 か ら ビ ピーター・ ガ プリ エル や ステ ィング の バン ド て で 活躍 し て い 
る の は ご 存 知 の 通り 。 CD 化 に 際 し 、 短 い 未 発表 曲 が 1 曲 ボ ー ナ ス ・ 
トラ ッ ク と し て 追加 され て いる 。 (坂本 ) 








DAVID SANSCIOUS & TONE 
True Stories 
LP/Arista AB 4201 78 年 





B. スプ リン グ ス テ ィ ー ン 、P. ガ プリ エル その 他 と の 共演 を 通し て 
セッ ショ ン ・ ミ ュー ジ シ ャ ン と し て 有名 な 彼 だ が 、N.M. ウ ォ ル デン 
や S. ク ラー ク の 初期 の アル バム で 作品 の スケ ー ル 感 を 出す 役割 り を 
担っ て いた の も 印象 深い 。 彼 自身 の アル バム が 何 枚 リ リー ス さ れ て 
いる か は 良く 分 ら な い の だ が 、 80 年 前 後に 至る まで の 諸 作 は いづ れ 
も その キー ボー ド ・ ワ ー ク を 中 心 に スケ ー ル 感 大 きい シン フォ ニッ 
ク ・ ロ ッ ク に な っ て いる 。 ク ロス ・ リ ズム を 多用 し た リズ ム ・ ワ ー 
ク 他 は 洗練 度 の 高い 作曲 能力 は 同時 期 の アメ リカ ン ・ プ ログ レッ シ 
ヴ 勢 に あっ て か な り の レヴ ェ ル に ある 。 本 作 に は B. オー ガーーTROC 
を 経た A. リ ジャ ー ト ウッ ド が 参加 、 熱 唱 を 聴か せる 。 マ スタ ー・ マ 
イン ド に も 影響 を 与え た アー チ ス ト 。 (中 西 ) 








DILLINGER(Canada) 
思 linger 


LP/Love Productions DAF 10045 
76 年 


カナ ディ アン ・ プ ログ レッ シ ヴ ・ カ ル テ ッ ト 、 デ ィ リ ンジ ャ ー の デ 
ビュ ー 作 。 フ ルー ト 、 サ ックス 、 オ ル ガ ン 、 ピ アノ に 歌 と 大 活躍 の 
J. Harrisson が 中 心 と な り 、 ブ ルー ジー な 側面 か ら D・ パ ー プ ブル 系 に 
至る 英国 HR 色 と ジャ ズ ・ ロ ッ ク を 融合 し た 演奏 を 展開 する 。 ハ ー ド 
な 曲調 が 突然 ジャ ズ に な る 強引 な 展開 が 凄い が 、 張 り の ある ヴォ ー 
カル 、 叙 情 的 コー ラス 、 リ ッ チ ー・ プ ラッ クモ ア 的 ( ? ) ギ ター も 一 級 品 。 
B 面 を 埋め る 大 曲 な ど 、 ス ピー ディ で タイ ト な ジャ ズ ・ オ ル ガ ン ・ ハ 
ー ド か ら キ ャ ッ チ ー て で 気持 ちい い 歌 ビデ コー ラス へ 、 更 に は 泣き の ギ 
ター が 叙情 を 演出 し 姓 別 する オル ガン で シメ る 圧巻 の 秀 曲 で ある 。 
演奏 力も 申し 分 な く 、 個性 と 質 を 兼ね 備え た 傑作 。 セ カン ド ・ ア ル バ 
ム 「Don't Lie To The Band」 が 同 レ ヒー ベル か ら 出 て いる 。 (中 島 ) 
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DIONNE BRERENT (Canada) 
Deux 
LP/Capitol ST 70 052 2? 年 





ディ オン ヌ ・ ブ レジ ャ ン は パー カッ ショ ン と キー ボー ド の デュ オ 
で 、 こ の 作品 は 二 作 目 。 A 面 は ドラ マテ ィ ッ ク な オー プ ニ ン グ に 続 
き 18 分 に 及ぶ 6 つの パー ト か ら 成 る 組曲 が 収録 され て お り 、 管 楽器 、 
バイ オリ ン を 導入 し て いる 。B 面 は 加速 され た シー クエ ン サ ー・ フ 
レー ズ で 始ま り 、 パ ー カ ッ シ ョ ン ・ ソ ロ や シン セ サ イ ザー・ ソ ロ が 
フィ ー チ ャ ー さ れ 、 キ ー ボ ー ド 奏者 と し て も 卓越 し た 面 を 見 せ て い 
る 。 続 く 曲 は フュ ー ジ ョ ン 色 が 濃い 。 一 作 目 「.… Et Le Trosieme Jour」 
(ST70044) の A 面 は 民族 色 が 強い 上 想 的 作品 。 B 面 は 重層 音 の 現代 
音楽 的 作品 で ある 。 な お この 二 人 は そろ っ て プレ ジャ ン の アル バム 
に 参加 し 、M.G. ブレ ジャ ン は 1 曲 を 除き 全て 作曲 し て お り 、 お そら 
く 兄 弟 で あろ う 。 (吉野 ) 


IONYS0S (Canmaa) 
i0mys0s 


LP/Jupitor YDS 8032 "70 年 





この ディ オニ ソス と いう グル ー プ は 770 年 代 に 数 枚 の アル バム を 出 
し て いる 。 筆 者 は 「Dionysos」('70) 、「Le Prince Croule」('? )、 
「Dionysos」(76) 、「Musique "De Mes Anis」('78) と 4 枚 は 確認 で 
きた が 、 他 に も ある 可能 性 は 高い 。 本 作 は '70 年 と いう こと で 、 ハ モ 
ンド ・ オ ル ガ ン を メイ ン に ヴォ ー カ ル が の る スタ イル で ある 。 た だ 
12 分 の 大 曲 を 入れ た り 、 又 、 フ ルー ト 等 を 導入 し て 意欲 的 な スタ イ 
ル を 築き あげ た り と プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク 的 な 雰囲気 は な くも な 
い 。 例 えば 我が国 の ロッ ク 静 明 期 の 作品 、 コ スモ ス ・ フ ァ ク トリ ー 
や スト ロ ベ リ ー・ パ ス 等 の サウ ンド に 興味 が あれ ば 、 お そら く は こ 
の 最初 期 の カナ ディ アン ・ プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク の サウ ンド も 楽 
し め る に 違い な い 。 (山崎 ) 





IONYS0S 
Musique De Mos AmlS 
L P/Solo SO 25507 78 年 





実際 の と ころ ディ オニ ソス と 言う グル ー プ は それ 程 プ ログ レッ シ 
ヴ 指 向 な グル ー プ と は 思え な い 。 プ リティ ッシュ 色 の 強い サウ ンド 
で ある こと は 認め る が 、 曲 に よっ て は プラ ス ・ ロ ッ ク 調 、 ス ティ ー リ 
ー・ ダ ン 調 あり と 、 か な り オ ー ル ・ マ イ テ ィ な グル ー プ に 思え る た め 、 
プロ グレ ・ バ ンド と し て 聴き 込 も うと する と 、 ど うし て も 納得 出来 な 
い 部 分 が あっ た 。 そん な 彼ら を カナ ダ ・ ロ ッ ク 界 きっ て の マル チ ・ 
プレ ー ヤ ー、 ミ ッ シ ェ ル ・ ル ・ フ ラン ソ ワ が 大 シン フォ ニッ ク ・ バ ン 
ド に 変身 させ て し まっ た の が 本 作 。(vo 担 当 の P・ ア ンド レ の ソロ 作 
で ある が グル ー プ 名 義 に も な っ て いる ) ディ オニ ソス 特有 の 硬質 な 
サウ ンド に 、 フ ラン ソ ワ の まろ や か な キー ボー ド が うま く 味 つけ さ 
れ て いる 。^ サ テン の 夜 ” を 思わ せる B 面 の ラス ト は 名 曲 。 (本 木 ) 


DISEIPLINE 

Push & Profit 

CD/Strung Out 128764-01 
93 年 





不思議 な 魅力 を 持っ た バン ド だ 。 ジ ャ ケッ ト に 魅 か れ て 、 大 いな る プロ グレ を 
期待 し て 聴け ば 、 何 か 物足りな い が 、 そ こ に 別 の 魅力 を 見 つけ る 、 そ ん な アル バ 
ム だ 。 確 か に "70 年 代 の プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク を 引き 継い で いる が 、 と ら わ れ て 
は いな い 。 ロ ッ ク 歴 10 年 以上 の リス ナー な ら 、 そ こ に アメ リカ ン ・ ロ ッ ク の 臭い 
を 唱 ぎわ ける と 思う 。② な ど G・ ジ ャ イア ント の パタ ー ン と その ドラ イ な 感触 が 、 
アメ リカ ン ・ ロ ッ ク の 乾い た トー ン に 見 合う よう で 、 ど ちら と も 言え な い 線 を つ 
いて いる 。 メ ロディ ・ ラ イン の つく り 方 も 極 く 自然 で 、 曲 の 構成 も それ 程 凝 っ て 
いる わけ で は な いも の の 、 変 拍子 や 叙情 球 の ある パー ト は 流れ に そっ て うま く 入 
っ て いる 。 そ し て ポッ プ な 色 が 強 す ぎる こと も な い 。 意外 と 玄人 好み な 音 か も し 
れ な い 。 多 少 タ イプ は 違う も の の 、 パ プロ フス ・ ド ッ グ な ど に 似 た 、 プ ログ レ と 
も アメ リカ ン ・ ロ ッ ク と も つか な い 所 で 確か な カラ ー を 出し た 好 作 。 (松本 ) 








PVIN 民 己 ご へ L 王 


eee 


IIVINE REGALE 
HOrizonS 


CD/DRH 1994 94 年 





米国 北東 部 の ニュ ー ハ ンプ シャ ー 州 出身 の 6 人 組 の 自主 制作 に よ 
あ 選 ュー ミニ ・ ア ル が パム 。 ツイ シン ・ ギ ター に キー ボー ド を 探す 
る 彼 等 だ が 、 各 パー ト が 見 事 に 噛み 合い 整合 感 の ある 楽曲 に 仕上 げ 
られ て いる 。 変 拍子 な どの 導入 は 、 あ くま で 楽曲 の メロ ディ を 活か 
す 程 度 に 抑え られ て いる が 、 劇 的 な 曲 構 成 を み 支え る フレ ー ジ ング の 
妙 は 新人 と は 思え ぬ ほ ど 。 ま た 、 パ プロ フ ・ ド ッ グ を 時 と し て 思わ 
せる シン ガー の 存在 感 も 際立っ て お り 、 パ ンド の 個性 と な っ て いる 。 
② の 導入 部 で も ある イン スト の ① て で 雄 壮 に 幕 を 開け る 本 作 は 、 お そ 
らく デモ 作品 的 な 要素 も 含ま れ て 制作 され た よう だ が 、 印 象 的 な ピ 
アノ の アタ ッ ク で 幕 を 閉じ る ラス ト ま で 、 小 作品 と し て の 流れ も 存 
在 し て お り 、 決 し て 軽視 出来 な い 存 在 だ 。 (芦沢) 





DIXIE DREGS 
The great Snectacular 
LP/(private press) 75 年 


DIXIE DREGS 








幻 の 1 st。775 年 の 自主 制作 。 こ の アル バム は 作品 と いう より も プ 
ロダ クシ ョ ン や レコ ー ド 会 社 へ の プロ モー ショ ン 用 に 作ら れ た デモ 
で は ある まい か 。 モノクロ の ジャ ケッ ト に instant recording” と 
コメ ント され て お り 、 ほ と ん ど 一 発 録 り と 思わ せる 様相 。“Holiday” 
^Wages Of Weirdness” は アル バム FREE FALL” に 、^lce Cakes” 
*What If^ は アル バム 「WHAT IF」 に それ ぞ れ 再 録 され る も 、 そ の 
完成 度 に は 歴然 と 差 が ある 。 し か し な が ら メ ン バ ー は ロッ ド 、 ス テ 
ィ ー ブ 、 ア レン 、 ア ン デ ィ の 4 人 だ 。 デ ィ キ シー 地方 の カス 野郎 ど 
も は この 頃 か ら と て つも な く テ クニ シャ ン で 、 音 楽 性 も 変わ ら な い 。 
ディ ー プ ・ パ ー プ ル の ギタ リス ト 、 ス ティ ー ヴ ・ モ ー ズ の ファ ー ス 
ト ・ レ コー ディ ング と すれ ば マニ ア 垂 滅 か 。 (中 藤 ) 
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DIXIE DREGS 
Free Fal 


LP/Capricorn CP 0189 "77 年 
CD/PolyGram 829 661-2 
/ ポ リド ー ル POCP-2389 





所 詩 ア メリ カン ・ プ ログ レッ シ ヴ ・ ハ ー ド ・ ロ ッ ク の 典型 で ある ディ 
クシ ー・ ド レッ グ ス だ が 、 彼 ら の 場合 その 背景 に マハ ヴィ シュ ヌ ・ オ 
ー ケ スト ラ や ジェ リー・ グ ッ ド マン の ジャ ズ ・ ロ ッ ク と カン トリ ー が 
同居 し て いて 、 さ す が に デキ シー で こそ な い が 、 ア メリ カ 以 外 か ら 
は 決し て 生ま れ な い サ ウン ド を 生み 出し て いる 。 既に 彼ら の 音楽 は 
完成 し て お り 、 その 後 は 更に 更に と その 音楽 を テク ニッ ク で ガチ ガ 
チ に 固め て 行っ て し まっ た 彼ら に と っ て は 、 ま だ 原点 と な る ジャ ズ ・ 
ロッ ク の 出自 が 聴き 取れ る 本 作 が 一 番 余裕 の ある バラ ンス 感覚 で 聴 
き 易 い 。 当 時 その 変 な パ バンド 名 と お ちゃ ら け た ジャ ケッ ト で 日 本 の 
プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン に は 敬遠 され た きら い の あ る アル 
バム だ が 、 実 は これ が 彼ら の 最高 作 で は な い だ ろ うか 。 (坂本 ) 


IXIE DREGS 
What lf 


LP/Capricorn CPN 0203 78 年 
CD/Polyaram 831836-2 
/ ポ リド ー ル POCP 2390 





自主 制作 盤 「Dixie Dregs」 で レコ ー ド ・ デ ビュ ー し た ディ クシ ー・ 
ドレ ッ グ ス の 3 rd。 プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク ・ サ イド か ら 見 た アメ リ 
カ の ジャ ズ ・ ロ ッ ク と し て は 最高 峰 に 位置 する 1 枚 で ある 。 切 れ の 良 
い リ ズム と 緩急 自在 、 メ ロディ アス か つ リ リカ ル に 、 そ し て 、 ス ピー 
ディ か つ ダ イナ ミッ ク に ソロ を 展開 する バイ オリ ン 、 キ ー ボ ー ド 、 ギ 
ター と の アン サン プル は 素晴らし く 、 そ の 演奏 は 一 流 の ジャ ズ ・ ロ ッ 
ク ・ グ ルー プ の み が 持 つ ド ライ ブ プ 感 に 溢れ て いる 。 一 部 に ポッ プ な 衛 
所 も ある が 演奏 自体 の 出来 は 良い 。 本 作 以 後 、「Night Of Living Dregs 
( 同 CPN216) 79」、「Dregs Of The Earth(Arista 9528)'80」、 ド レッ 
グ ス と 改名 し て 「Unsung Heros( 同 9548) '81」、「Industry Standard 
( 同 9588)'82」 を 次 々 に 発表 、 ポ ッ プ 色 を 強め て いく 。 (賀川) 





IXIE DREGS 
Night 0f The Living Dregs 
LP/Capricorn CPN 216 79 年 


CD/PolyGram 831 411-2 
/ ポ リド ー ル POCP-2391 





「 プ ログ レ ・ ハ ー ド 」 と 言わ れる 音楽 が 大 嫌い な 私 と し て は ディ ク 
シー・ ド レッ グ ス は 許容 範 胃 ぎ すり ぎり の バン ド だ っ た りす る 。 だ が 、 
同様 の リス ナー も 彼ら の 周辺 に ジェ フ ・ パ バー リン や スコ ッ ト ・ ヘ ン 
ダー ソン ら が いる こと 、 ま た 、 後 の Windham Hill と も 連鎖 し て いる 
こと な ど は 覚え て お いた 方 が いい 。 本 作 ま で が Capricorn か ら の 作品 
で あり 、 前 作 同 様 ケ シン ・ ス コッ ト が プロ デュ ー ス と エン ジニ ア を 担 
当 し て いる 。①-ー④ が スタ ジオ 録音 、⑤ー⑧ が スイ ス 、 モ ント ルー 
で の ライ ヴ 録 音 と いう 変則 的 な アル バム だ が 、 何 し ろ 減 茶 苦 茶 に テ 
クニ ッ ク の ある バン ド な の で 、 ラ イヴ も 余裕 た っ ぷり だ 。 後 年 ステ 
ィ ー ヴ ・ モ ー ズ の こと ば か り で 語ら れ て いる 彼ら だ が 、 ア レン ・ ス 
ロー ン の ヴァ イオ リン ・ プ レイ も 大 き な 位 置 を 占め て いた 。 (坂本 ) 


DREGS 
Dregs Of The Earth 


LP/Arista AL 9528 '8O 年 
CD/Arista ARCD 10-8116 
/BMG ビ クタ ー BVCA-7333 





キー ボー ド が T・ ラ ヴィ ッ ツ に 交代 し 、 レ ー ベ ル も 移籍 し て パ バンド 
名 も 単に 「DREGS」 と 改め て (この アル バム で は 何故 か 「DIXIE DREGS」 
の 表記 の まま な の だ が ) 心機 一 転 の アル バム 。 前 々 作 「What f」 に 
比べ て ステ ィ ー ヴ ・ モ ー ズ の 比重 が より 高まっ て いる 。 カ ラフ ル で 
控え 目 な が ら も 、 し っ か り と 厚く サポ ー ト する T・ ラ ヴィ ッ ツ の プ 
レイ が モー ズ の ギタ ー を 引き 立た せ て いる 印象 。 特 に シン セ サ イ ザ 
ー よ り も オル ガン 、 ピ アノ 等 を 多用 し て お り 、 自 然 体 な 感じ が 受け 
取れ る 。 そ の せい か モー ズ の ギタ ー も の ぴの ぴ び し て いて 、 バ ッ ク の 
うま さ に 乗せ られ て バリ バリ 演奏 し て いる 。 "80 年 代 の 初頭 を 飾る ア 
ル バ ム に ぶ ふさわしい 秀逸 な 仕上 り 。 (津田 ) 








DREGS 
Unsung Heroes 
L P/Arista AL 9548 '8O 年 





DREGS と 名 前 を 縮め て の 作品 。 再 出発 と 言う 意味 も ある の か 「Free 
Fall」 に も 収録 され て いた 代表 作 で あり 、 ス テー ジ に お ける ハイ ライ 
ト ・ ナ ン バ ー で も ある 〔Cruise Controll” を トッ プ で 再 録 し て いる 。 
と は 言え バン ド の スタ イル その も の に は 変化 は な く 、 明 快 な ビー ト 
に 乗せ 、 ハ ー ド ・ ロ ッ ク / プ ログ レッ シ ヴ / カ ント リー その 他 を ご た 
混ぜ に し た 楽曲 を ハイ ・ テ クニ ッ ク て で 決め る ドラ イヴ 感 あ る 演奏 に 
時 折り 挟み こま れる リリ カル な フレ ー ズ を 聴か せる 。 "80 年 代 を 迎え 
て 、 幾 分 、 各 曲 を コン パク ト に メロ ディ を 浮き 上 ら せ た 、 と 言う 気 
配 も ある が 、 依 然 シ ャ ー プ な 演奏 で 決め て いる 。 こ こい ら の 強 味 は 
決し て オー ヴァ ー・ グ ラウ ンド に は な れ な か っ た 彼 等 が ステ ー ジ で 
根強い 支持 を 集め る 原動力 に な っ て いた 。 (中 西 ) 





DIXIE DREGS 
Full Cirele 
CD/Capricorn 2-42021 94 年 





ギタ リス ト の ソロ 活動 や カン サス へ の 一 時 加入 、 ド ラマ ー の ウィ 
ン ガ ー 入 り で 日 本 で は むし ろ 解 散 後 に 名 を 広め た DREGS。 ラ イヴ に 
続く 再編 2 作 め に あたる 本 作 で は 、 ヴ ァ イ オ リ ニ ス ト と し て 元 マ ハ 
ヴィ シュ ヌ ・ オ ー ケ スト ラ の ジェ リー・ グ ッ ド マン が 名 を 連ね て い 
る 。 ジ ャ ズ 、 ク ラシック 、 そ し て カン トリ ー ま で 視野 に 収め た テク 
ニカ ル な イン スト / フ ュー ジョ ン ・ ミ ュー ジッ ク 。 各 人 の 技量 を 前 提 
と し た 上 で 静 と 動 が 織り 成す 今回 の アプ ロー チ は 余裕 の 成せ る 技 だ 
ろう が 、 彼 等 に は 優雅 さよ り む し ろ 力 で 押す 終曲 lonized′ の よう 
な ジャ ズ ・ ロ ッ ク が 似合う 。 (高山 ) 





アジ 








DIXON HOUSE BAND 
Fightimg 叫 pne 
LP/Infinitv INF-9008 79 年 
CD/MCA ビ クタ ー MVCM-347 





ハー ト 人 脈 の ディ クソ ン ・ ハ ウス (vo、 key) を 中 心 と し た プロ ジェ 
クト の デビ ュー 作 。 バッ ク 陣 は 、 カ ナダ の BIGHORN の 元 リ ズム 隊 を 
始め 、 女 性 ギタ リス ト 、 ク リッ シー・ シ ェ フ ツ 他 で 、⑤ に は ハー ト 
の ハワード ・ リ ー ス も 参加 し て いる 。 サ ウン ド は 、 キ ー ボ ー ド 中 心 
な が ら も メロ ディ アス な ギタ ー・ フ レー ズ を 随所 に 配 し た ドラ マテ 
ィ ッ ク な も の で 、 コ ー ラ ス ・ ワ ー ク か ら STYX 的 と も 言え よう 。 中 に 
は 単なる ハー ド ・ ポ ッ プ も ある が 、 注 目 す べき は 劇 的 な メロ ディ 展 
開 が 見 事 な ②、 泣 き の メ ロディ を 含む ④⑥、 組 曲 形式 で プロ グレ ッ 
シ ヴ な ⑨ か ら 導 か れる ⑩ 辺 り 。 その 後 ハ ウス は 、'81 年 に ハワード ・ 
リー ス と 組ん で A&M か ら ソ ロ 名 義 の アル バム を リリ ー ス 。 こ ちら 
の 内 容 は 本 作 よ り ポ ッ プ な 仕上 り 。 (奥村 ) 





DJAM KARET 
The Ritual Comtimues 


CD/HC Productions HC 007 
"89 年 ("82、"87 録 斉 ) 





789 年 の デビ ュー 作 ・「Reflections From The Firepool」 を 覚え て い 
る 人 に は 何 の 説明 も いら な い ジ ャ ム ・ カ レッ ト だ が 、 今 思う と あの 
切れ 味 鋭い 感触 こそ デジ タル 主導 の 現在 を と ら え て いた と 思う 。 彼 
ら に は これ 以前 に 3 本 の テー プ 作 が ある と の こと で 、 活 動 も '82 年 頃 
に 遡る よう だ 。 この アル バム は !89 年 に LP で 出 た も の だ が 、 録 音 は '82 
年 と '87 年 で 多分 テー プ 作 の 曲 だ ろう 。 既 に あの 鋭さ を 聴け る 。 ま さ 
し く 同 時 代 感覚 を 活 し た 切れ 味 だ っ た 。 曲 と し て は 多少 ラフ な 印象 
を 与え る と は 言え 、 よ り 実 験 的 な 未完 な 所 を 逆 に 楽し め る 。 それ 位 
の バン ド だ 。 (松本 ) 





DJAM KARET 
Reflectipns From The Firenoal 
CD/HC Productions HC 004 '89 年 


JDANI KARET 
ん 7 


7 
7 





アメ リカ か ら の 強力 な クリ ム ゾ ン ・ フ ォ ロ ワー が 出現 し た 。 ジ ャ 
ム ・ カ レッ ト と 名 の る この グル ー プ は 、'82 年 頃 か ら 活 動 を 始め 、 3 
つの カセ ッ ト ・ ア ル バ ム を リリ ー ス し た 後 、 こ の アル バム を CD で 発 
表し た 。 ギ ターX※ 2 、 ベ ー ス (キー ボー ド 持 ち 換 え )、 ド ラム ス の 4 
人 構成 で ある 。 非 常に 安定 し た テク ニッ ク を 持つ 彼 等 の 演奏 は 極め 
て トル ク フ ル で 、 余 力 を 残し な が ら も 並 以上 の スピ ー ド て 疾走 する 
スポ ー ツ ・ カ ー の よう な 充足 を 感じ させ て くれ る 。 後期 クリ ム ゾ ン 
一 新生 クリ ム ゾ ン の イデ ィ オ ム を 巧み に 吸収 し な が ら も 、 そ れ ら を 
単純 に 意識 させ ない だ け の オリ ジ ナ リティ で 包み あげ た 素晴らし い 
作品 だ 。 トー タル で 65 分 も の 長き に 渡っ て 描か れる 、 硬 派 の イン ス 
トゥ ル メ ンタ ル ・ シ ン フ ォ ・ ワ ー ル ド で ある 。 (山崎 ) 





DJAM KARET 
Burning The Hard 6ity 


CD/HC Productions HC 006 91 年 


91 年 に リリ ー ス され た 本 作 は 、「Suspension 一 」 と 同時 に リリ ー ス 
され た 。 2 枚 組 で は 無く 別個 に 出 た の は 音 傾向 が 全く 異な る た め 。 
こち ら は 前 作 の 音 作り を 継い だ 内 容 に な っ て お り 、 鋭 角 的 切れ 味 と 
技術 力 を 前 面 に 出し た ロッ ク 色 の 強い も の 。 と は いえ フリ ッ プ ナイ 
ズ さ れ た 音色 の ギタ ー は 更に 多彩 な 変化 を 見 せ 、 前 作 か ら 一 歩 踏み 
込ん だ 手ごたえ を 感じ させ る 。 泣き 系 の フレ ー ズ を 出し た と し て も 
情 が 出 て こない 無菌 培養 工学 ロッ ク は 、 唯 一 無比 と 言っ て も いい 程 
の 個性 。 こ れ は クー ル と か 、 感 触 の 問題 以前 に た バンド の 根本 的 な コ 
ン セ プ ト と し て 人 工 性 を 極め る こと 一 ある 種 の 終末 観 を 表現 する 意 
図 が ある の だ と 思う が 。 先鋭 感 、'90 年 代 感覚 を 体現 し た アメ リカ 産 
と し て 極め て 重要 な バン ド で ある 。 メンバー の 変動 は 無し 。 (中島) 








DJAMKARET 
Suspension & isSnlacement 
CD/HC Productions HC 005 91 年 





「Burning 一 」 と セッ ト で 出 た 791 年 作品 。「Burning 二 」 に お いて も 新 
生 面 と し て 導入 され て いた エレ クト ロニ クス / ア ン ビ エン トト 志向 を 、 こ 
ちら で は 全面 的 に 展開 し て いる 。 ゆ る や か に 反復 され る ギタ ー・ ル ーー 
プ の 上 に キラ キラ と し た key が 加わ り 、 メ ディ テイ ショ ナル な 流れ の 中 
で 近 未 来 と 太古 の 暗黒 が 出会っ た か の 如き 舞踏 を くり 広げ る 。 アシ ッ 
ド 的 と は いっ て も 極め て クリ アー な も の で 、 オ ズリ ッ ク ・ テ ンタ クル 
ズ の 質感 に 通じ る 類 の あれ 。 し か し ユー トピ ア は ここ に は 存在 せ ず 、 
歯車 、 定 規 と 解剖 図 、 星 座 、 キ ノコ 雲 と いっ た ジャ ケッ ト に 象徴 され 
る 世界 、 ま さ に Dark Clouds, No Rain…” つま り “その 後 ” の 地球 
上 に 立ち つく す の み で ある 。 次 作 に こち ら が 受け 継が れる と いう 点 以 
上 に 、 彼 ら の 本 質 を 器 わ に する 意味 で 重要 な 作品 。 (中 島 ) 








。| DJAM KARET 
| ballahorator 


CD/HC Productions HC 008 94 年 


「Suspension & Displacement」 を 継承 し た 新作 。 そ の 世界 は 、 サ 
イキ ッ ク TV の 1 st を デジ タル ・ プ ログ ラム し た か の 様 な 魔境 の 奥地 
か ら 聴 こえ て きそう な 魔術 的 、 呪 術 的 な 恐怖 感 を 感じ る 世界 だ 。 ポ 
スト ・ ク リム ゾン 、 ポ スト ・ プ ログ レ と いう 言葉 と は 程遠い 世界 、 
現代 が 生ん だ ロッ ク と いう 概念 と は 別世界 に 自ら の ベク トル を 位相 
し て いる 。 それ も 原始 的 楽器 群 を 駆使 する の で は な く 、 最 先端 の テ 
クノ ロジ ー を 駆使 し て 原始 回 帰 を 主張 し て いる の だ 。 一 見 矛盾 の パ 
ラド ックス だ が 、 文 明 の 中 で の 精神 に 於 ける 原始 上 呆 拝 の 一 試論 と し 
て 意義 を 感じ る 。 (竹川 ) 








アゴ 





DRAMIA 
Drama 


CD/Black Moon Productions BMP 
1001 "93 年 ('85 年 録音 ) 








イン ディ アナ ポリ ス の 新興 レー ベル 、 Black Moon の 第 一 弾 。 同 レ 
ー ベ ル は 、 米 国 屈指 の コレ クタ ー/ デ ィ ー ラ ー、Mike O'Neal 氏 が 設 
立 、The Laser's Edge の K. Golden 氏 も 関与 し て いる 模様 で ある 。 本 
作 は も と も と 85 年 の テー プ 作 品 だ っ た と され て いる 。 フ ュー ジョ ン 
色 の な い 人 硬質 の ジャ ズ ・ ロ ッ ク で 、 楽 曲 も よく 練 ら れ て いる 。 知 名 
度 が な い の で 例 と し て 適切 で は な い が 、 メ キシ コ の BANDA ELASTICA 
や アメ リカ の Ken Watson に 近い 。 ス タ ジ オ ・ ワ ー ク の 貧弱 さと ヤマ 
場 作 り の セン ス を 割り 引け ば 、 相 応 の 作品 と いえ る の で は な いか 。 
(GA) 


E. 0..…. ZAK 
Premonition Of Reality 
L P/(private press) EQZ-1 '88 年 





この 何 か 、 マ ンダ ラ を マニ アッ ク に 変形 させ た よう な ジャ ケッ ト 
の 絵 は 、 ユ ー モ ラス で も あり 、 ま た 素朴 で も ある が 、 そ れ よ り も 深 
層 心 理 に 来る よう な 恐 さ を 感じ る 。 バ ンド 名 を 名 乗っ て お き な が ら 、 
実は 二 人 の キー ボー ド 奏 者 に よる デュ オ 。'60 年 代 か ら の ニュ ー・ エ 
イジ の 潮流 を 流 ん だ よう な 内 向 的 な サウ ンド と と も に 、 最 近 の アメ 
リカ に は 、 こ の パタ ー ン が 多い 。 こ うし た サウ ンド の 発祥 は 、 ヒ ッ 
ピー・ カ ルチャ ー に あっ て 、 い わ ば 白人 が 東洋 文化 の 精神 性 に 目 を 
向け た 地点 で の 、 ア メリ カ ら し い 楽 天主 義 の 表れ っ ぽい 。 た だ し こ 
の デュ オ の 場合 は 、 も う 少 し エコ ロジ カル と いう より も 屈折 し た 音 
使い を する 。 歪み 気味 の トー ン の メロ ディ 、 そ の 背後 で は スペ イシ 
ー て で 炒 に 単調 な ポッ プ な サウ ンド が 流れ 、 マ ニア ッ ク ! (松本 ) 





EARDANCE 
Seek Opp0sites 
L P/Touch T-1000 82 年 





他国 同様 、 い や それ 以上 に プロ グレ ッ シ ヴ ・ グ ルー プ が 表 舞 台 に 
出る 事 は な か っ た !80 年 代 前 半 の アメ リカ 、 当 然 、 こ の イア ー ダ ンス 
も 自主 制作 で ある 。 全 て の 曲 を 書く マル チ ・ プ レイ ヤー の ジム ・ ジ 
ェ イ コブ プ セン (ギタ ー、 ベ ペー ス 、 ス ティ ッ ク 、 ク ラリ ネッ ト 、 キ ー 
ボー ド ) を 中 心 に レギ ュ ラ ー・ ゲ スト を 加え る と 言う 編成 で パー カ 
ッ シ ョ ン 類 の 多用 が 目 に 付く 。 作 風 と し て は ディ シ プ リ ン 期 の クリ 
ム ゾ ンジ ェ ン トル と 言っ た トリ ッ キ ー な リズ ム ・ ワ ー ク を 主体 に 
当時 らし い ポ ッ プ 感覚 と ハッ ピ ィ ・ ザ ・ マ ン 的 な 中 証 を 得 た シン フ 
ォ ニ ッ ク ・ ト ー ン を 混ぜ る と 言っ た 物 。 こ う 言 っ た ハイ ブリッド ・ 
スタ イル は 当時 の アメ リカ に あっ て 生き 残る べく 、 多 く の グ ルー プ 
が 取っ て いた 物 。 一 枚 で 消え る に は 惜しい グル ー プ 。 (中 西 ) 


EARTHRISE 
Earthrise 
L P/Arcede 番号 無し '77 年 





最初 に 手 に 入れ た 時 既に 5 万 円 以上 し て いた し 、 ジ ャ ケ が 素晴らし 
か っ た の て 期待 が 大 き 過 ぎ 、 一 聴 し て ガッ カリ し た の を 覚え て いる 。 
し か し その 後 限り 無く カス に 近い 北米 の 自主 も の を 大 量 に 聴い て 、 再 
び 本 作 を 聴く と 、 お と な し め 、 地 味 め な の は 否め な い に し て も 、 評 価 
を 改め ざる を 得 な い 。 値段 が 本 国 で 10 万 を 超え て し まっ た の も 充分 衣 
ける 。 ア メリ カ に よく ある ハー ド ・ サ イケ 寄り の 音 で は な く 、 プ ログ 
レ ・ フ ァ ン し か 喜ば な い ド ・ プ ログ レ 。 基本 的 に は キー ボー ド ・ ト リ 
オ だ が ELP に は 似 て いな い 。 自 主 般 に し て は 録音 も 良い 方 だ し 、 メ ロ 
ディ ー も 良い 。 や や 地味 に 聴こえ て し まう の は ゆっ た り し た 曲調 と 、 
展開 の 激しい 部 分 で も 音色 が 控え め な た め だ ろ うか 。 ヴォー カル が 持 
っ て いる の と 同じ 位 の 情緒 が オル ガン に も 欲し い 。 (森下 ) 








EASTER ISLAND 
Easter Islamd 


LP/Baal 999 "79 年 
CD/ZNR CD 2001 
/ マ ー キ ー MAR 9122 


SI 941E1 





太平 洋 東端 に 眠る 孤島 イー スタ ー。 そ こ に は 「 モ アイ 」 と 呼ば れる 巨 
大 な 石像 が 林立 し 、 未だ 解読 され て いな い 象 形 文字 と 共に 様々 な 伝説 が 
残さ れ て いる 。 そ ん な 、 失 われ た 文明 に 思い を 馳せ な が ら 本 作 に 耳 を 傾 
け て みる の も 一 興 だ ろう 。 "79 年 の 自主 製作 。 キー ボー ド 系 の 奮闘 や 変 
拍子 多用 に よる スリ リン グ な 展開 (B① な ど )、ac ギ ター や 湊 み の 無い ヴ 
ォ ー カ ル を 軸 と し た メロ ディ アス な 展開 (A② な ど ) と 持ち 味 は 2 通り 
で 、 い ずれ の ケー ス も 積極 的 な メロ トロ ン 導 入 が 功 を 奏し 、 音 に 一 段 と 
厚 味 が 加わ る 。 中 で も 17 分 に も 及ぶ B① 「 練 金 術 師 組 曲 」 は 、 彼 ら の 持 
つ 魅 力 を 余す 所 な く 詰 め 込ん だ 本 作 の ハイ ライ ト と 言え る 。 な お 、 大 半 
の 曲 は 77 年 の 作 だ が 、'78 年 に 作ら れ た A①、 B② の 2 曲 は へ ヴィ な ギタ 
ー プ レイ と 力強い ヴォ ー カ ル が 聴か れ 、 多 少 毛 色 が 異な る 。 (江田 ) 





ECHOLYN 
Echolyn 
CD/Bridge 番号 な し 91 年 





正体 不明 。CD 番 号 な し 。 ア メリ カ の ハー ド ・ プ ログ レ ・ バ ンド ら 
し い 。 普通 、 こ の 手 の 作品 は 一 聴 し た 後 無視 し て し まう の だ が 、 こ 
れ は 意外 と イケ る 。 少 し ば か り ラ ッシュ や FATES WARNING を 思わ 
せる 展開 が ナカ ナカ 面白 い 。 少 々 セン ス の 悪さ が 気 に な か る も の の ソ 
コソ コ の テク は 感じ させ る 。 や た ら と デシ ャ バリ た が る ドラ ム は 何 
と も 言え ず イ イ 。 マ スタ ー・ マ イン ド 程 の 重 さ や 疾走 感 は 無い が 、 
その 分 クリ アー な 印象 を 残し て いる 。 メ ロディ アス な ハー ド ・ プ ロ 
多 攻 IGG オス スス PU まう (沢田 ) 





アブ 








ECHOLYN 
Suffocating The Bloom 
CD/Bridge 番号 な し 92 年 





前 作 に 引き 続き 変 な シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク だ 。 テ ク は 相当 な も 
の が ある 。 ヴ ォ ー カ ル も つい で の 素人 で は な い 。 好き嫌い は 、 は っ 
きり と わか れる と し て も カラ ー が ある 。 泣か せ て 酔わ せよ うと いう 
意図 の な い サ ウン ド だ 。 曲 の 転調 は 忙し く 、 あ た か も 非 予定 調和 シ 
ン フ ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク 。 つ まり 流れ 、 展 開 が あま りな い 。 それ だ け 
に 引っ か か り が 多く て 気持 ちよ く は な い 。 曲 の 構成 が 下手 な の で は 
な い 。 そう いう 構成 の 曲 が 彼 ら な の だ 。 随 分 と 色々 な 面 を 見 せる 。 
これ で 明る く 吹 っ きれ て いる の だ か ら 、 カ ラー は 強い 。 プ ラッ ク ・ 
ユー モア さえ 感じ る 。 3 作 目 「As The World」 は メジ ャ ー・ リ リー 
ス も あっ て か 、 一 層 ス トレ ー ト な サウ ンド に な っ て いる 。 (松本 ) 





ECLIPSE (Canada) 
Eclipse 
LP/CBS FS 90340 76 年 


名 前 か らし て 多分 に ピン ク ・ フ ロイ ド か ら 影 響 を 受け て いる と 思 
われ る エク リプ ス 。 B① は ^ 吹 け よ 風 一 ” を 思わ せる し 、A① は ^ ア 
ス ・ ア ンド ・ ゼ ム ” 調 で 、 曲 の 間 に ム ー グ が 派手 に 暴れ 廻る 仲 々 ス 
リリ ング も の だ 。 全 体 的 に ゆっ た り し た 曲調 で 、 シ ン セ に よる け ば 
け ば し い 音 色 を 多用 し て いる の が 目立つ 。 曲 に よっ て は サイ ケ デ リ 
ッ ク ・ サ ウン ド 的 な 感じ の 曲 も ある が 、 ポ ッ プ 色 が も ろ に 前 面 に 出 
て いる 曲 も あり 、 ア ル バ ム 全体 的 に は 統一 感 に 欠け て いる と 言わ ざ 
る を 得 な い だ ろ う 。 し か し 大 半 を 女性 ヴォ ー カ ル が イニ シア チ ヴ を 
と っ て いる た め 、 そ の 甘 さ で 虜 に な っ て し まう 人 も 多い は ず だ 。 本 
作 発表 後 、 大 幅 な メン バー・ チ ェ ン ジ を 行い 、 2 nd アル バム を 発表 
し アメ リカ 進出 を 試み る が 見 事 に 失敗 する 。 (本 木 ) 





EDEN(Canada) 
Eden 
LP/Total DT-22009 "? 年 





あちら こち ら に エデン と 言う 名 の グル ー プ が 存在 する が 、 我 が プ 
ログ レ 界 で は ドイ ツ の エデン の 作品 の 完成 度 の 高 さ が あま り に 有名 
な た め 、 他 国 の エデン は さぞ か し つら い 思 い を し た こと だ ろう (?)。 
スト リン グ ・ シ ン セ を 大 幅 に 使用 し て 、 哀 区 あ る 演奏 を 聴か せる こ 
の カナ ダ の エデン も 仲 々 の 強者 グル ー プ だ 。 メ ロディ アス な サウ ン 
ド や キー ボー ド の 音色 な どか ら 、 パ ンタ クル と 非常 に 似 た 印象 を 受 
ける が 、 ギ ター に よる 泣き の メロ ディ ・ ラ イン に は 彼ら な ら で は の 
良さ が 感じ られ る (特に B 面 )。 イ ント ロ が イタ リア ン ・ ロ ッ ク を 思 
わせ る B④、 ム ー グ が 大 活躍 する B① 等 も 良い が A② が 最も 印象 的 
だ 。 発 表 年 代 は 付記 され て いな い が 、 レ コー ド 番 号 か ら 察 する 所 に 
よる と 774 年 後半 一 75 年頃 と 思わ れる 。 (本 木 





EMPEROR 
Emperor 
LP/Private Stock PS 2029 77 年 


ツイ ン ・ ド ラム を 擁する 5 人 組 バ ンド の 恐らく 唯一 の 作品 。 他 の 
パー ト は ギタ ー、 ベ ー ス 、 キ ー ボ ー ド で 、 リ ー ド ・ ヴ ォ ー カ ル は べ 
ー シ ス ト と ドラ マーX 2 の 計 3 人 で 曲 に よっ て 分 け 合 う 。 77 年 と い 
うと カン サス や STYX、 ジ ャ ー ニ ー と いっ た バ パンド が プレ ー ク を 果 た 
す 前 夜 に し て 、 ボ スト ン が デビ ュー し た 翌年 に 当たり 、 彼 等 が より 
AOR 的 手法 で その 流れ に 乗 ろ うと し て いた こと が 緒 え る サウ ンド が 
全編 で 展開 され て いる 。 全 体 的 に は 実に 爽やか で ファ ン キ ー な ノリ 
の 曲 が 多い の だ が 、 ギ ター・ ソ ロ は すっ か り ト ム ・ シ ュ ル ツ し て い 
て 、 キ ー ボ ー ド も どこ か スペ イシ ー。 7 分 台 の B① が キャ ッ チ ー な 
だ け に 終始 する の は 残念 だ が 、A①、 泣 き の B② と 決し て 楽曲 クオ 
リティ は 低く な い 。 (奥村 ) 








EN ALLANT VERS.… (Canada) 
En Allant Vers.… 
LP/Tamano TAM 27016 ? 年 








LENGOULEVENT を 最初 に 聴い た 時 の 衝撃 は 、 衝 撃 と いう 文字 を 辞 
書 で 調べ な く て は な ら な か っ た り 、 バ ンド 名 や レコ ー ド ・ タ イト ル を 
全然 思い 出せ な か っ た りす る こと の 頻繁 (また 辞書 ) な 近頃 で も よく 
覚え て いる 。 で 、 他 に も こう いう の が ある ん じゃ な いか 、 と レー ベル 
の 広告 ビラ を 頼り に 色々 買っ て みて 、 ま あ 聴 けた の が 本 作 と BRECHE 
の 2 つ ( コ ン ヴ ェ ン タム は 既に 知ら れ て いた ) 。 他 は まあ ど ト ラッ ド ば 
か り で 私 は ダメ だ っ た が 、 全 作品 を 試し た わけ で は な い の で 、 興 味 の 
ある か た は 探し て みて も いい か も 。 基本 的 に は トリ オ だ が 殆ど の 曲 で 
ドラ ム 等 で ゲス ト が 参加 、 ラ ング ルヴァン の メン バー の 名 も 見 える 。 
女性 ヴォ ー カ ル が 一 曲 だ け 歌 っ て いる が 、 全曲 歌っ て いれ ば か な り 評 
価 が 上 る 答 で 、 勝 手 な 思い 込み だ が 、 残 念 。 (森下 ) 








ENCHANT 
A Blue Print Of The World 


ピコ CD/Dream Circle DCD 9310 93 年 
で / ビ クタ ー VICP-5404 
Ns、 ド 
ー 


ーー= 


ai の 交 7 軍人 ia 


"93 年 カリ フォ ルニア か ら 登 場 し た バン ド 。9 曲 中 5 曲 が マ リリ オ 
ン の S. ロザリー の プロ デュ ー ス 、 他 2 曲 も 彼 が リミックス を 担当 し 
て いる 。 エ ンジ ニア リン グ ・ ス タッ フ が マリ リオ ン の 「Brave」 と 重 
複 し て お り 、 この 2 作品 は 同時 進行 で 制作 され た 可能 性 も ある 。 音 の 
傾向 と し て は 、 も の の 見 事 に ジャ ディ ス 、 ペ ンド ラゴン 、Si-Music 
の 路線 。 ダ イナ ミッ ク で ドラ イヴ 感 あ ふれ る 動 の 展開 に キラ リ と 光 
る 静 の フレ ー ズ が 斬り 込ん で くる 。 ヴ ォ ー カ リス ト は 専任 だ が 、 決 
し て 歌手 と その バッ ク ・ バ ンド ” に 陥っ て いな い 。 ギ タリ スト も 
リフ と ソロ だ け の メタ ル 中 毒 で は な い 。 特筆 すべ き は ドラ マー の カ 
量 。 この 力量 を 見 抜い た S. ロザリー は 、 あ えて 、「 ド スン 、 バ シャ ッ 」 
の いわ ゆる デジ リバ ・ サ ウン ド を 採用 し な か っ た 。 (429 





ア ち 








LENGOULEVENT (Canada) 
Lile Ou Vivent Les Loups 
LP/Le Tamanoir TAM-27012 '? 年 








の イア ンコ ジ ログ レッ シ ウ (< ド ラ デ ポ ショ ラッ ル < ウジ ンド 正 
確 に は 全曲 自作 曲 な が ら 、p、g & vo、vIn, violincello と いう 編成 や 曲 
調 、 ヴ ザ ヴォー カル ・ ス タイ ル か らし て も 、 ト ラッ ド に 慣れ 親しん だ うえ 
で の 作曲 で ある こと に は 違い な い 。 が 、 ピ アノ と 弦楽 器 は 終始 クラ シ 
カル ・ タ ッ チ て 演奏 され て いて 、 両 者 の 流れ る よう な 優雅 さあ る 音色 
か ら 土 臭 さ は まっ た く 感 じ ら れ な い 。 むし ろ 、 こく の ある 滑ら か さ は 、 
ヨー ロ ピ アン 感覚 に 近い も の だ 。 変化 の ある 曲 づ くり 、 そ し て 各 楽 器 
の 絡み に 至る まで こなれ て いて 、 し か も 味 も 落と し て いな い 。 難 を 言 
えば 、 男 性 コー ラス が 雑 に 聴こえ る こと か 。 こ れ は 彼 等 の 唯一 の アル 
バム と 思わ れる が 、 大 自然 の 残る カナ ダ の こと 、 ま だ まだ プロ グレ ッ 
シ ヴ な 知ら れ ざ る トラ ッ ド 系 作品 が 幾つ も ある に 違い な い 。 (松本 ) 


EPISODE 
Starlight Tales 
CD/Alabaster ALB 3733-1 '93 年 





結成 は '84 年 と いう か ら も う 10 年 に な る 。 今 も サン フラ ン シ ス コ 周 辺 
で ライ ヴ 活 動 し て いる よう だ 。'89 年 に は 1 st LP「Into The Epicenter」 
が 出 て いる 。 ま た コン ピ レ ー シ ョ ン 「Past Present Future」 に は 既に 
今 作 の ⑤ も 収録 され て いた 。 今 回 が 2 作 目 に な る 。 正 確 に 言え ば 、 と て 
も 詰め の 甘い 音 造 り だ 。 悪 い 意味 の 素人 臭 さ は 否め な い 。 決 まり きっ 
た リズ ム な ど ち ょ っ と ひど い 。 な の に これ が いけ る の だ 。 最 近 の スタ 
イリ ッシュ な だ け の シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク か ら 消 え 去 っ た 夢見 ふ 
う の 空 気 が あ る 。 そ の 一 点 。 そ れ だ け で も っ て いる 好 作 。 出 来 、 不 出来 
の 激しい 不揃い な 内 容 だ け に 1 か 0 か と いう 人 に は 向 か な い が 、 フ ァ 
ンタ ジッ ク ・ フ ァ ン へ は 是非 すす め る 。 1 曲目 の ピア ノ と どこ か 770 年 
代 の アメ リカ へ 通じ る 明る さか らし て 上 昇 気運 、 爽 や か 。 (松本 ) 





EOUINOX 
Color Of The Time 
CD/Opus 5 20232 '95 年 





アメ リカ は サン フラ ン シ ス コ 出 身 の ト リオ ・ バ ンド の 恐らく デビ 
ュー・ ア ル バ ム 。 名 も な い イ ン デ ィ ・ レ ー ベ ル か ら の リリ ー ス 故 音 
質 の チー プ さ は 否め な いな が ら も 、1 st 時 の ドリ ー ム ・ シ スタ ー を 初 
入 と させ る テク ニカ ル で 泣き の メロ ディ を 争 ん だ コン パク ト な 楽曲 
は 彼 等 の 新人 離れ し た 力量 を 余す と ころ な く 伝 えて くれ る 。 現 在世 
界 中 に 数 多く 存在 する ヾ ドリーム ・ シ スタ ー の 落と し 子 ” 的 パン ド 
群 の 中 に お いて も 、 曲 作り の セン ス と いう 点 で 頭 一 つ 抜け て いる 感 
が ある 。 輸入 盤 マ ニア の 間 で は 既に 好 セ ー ル ス を 記録 し て いる よう 
だ が 、 来 年 1 月 に 予定 され て いる と いう 日 本 デビ ュー を 機 に より ポ 
ピュ ラリ ティ を 得る こと は 間違い な い 。 今後 の 活躍 が 楽し みな 期待 
の ニュ ー・ ア クト の 登場 で ある 。 (石原 ) 


ET CETERA (6anmada) 

Et Cetera 

L P/Disques Apostrophe AP800 
76 年 





ET CETERA は 女性 一 人 を 含む 5 人 編成 の ケベック (フラ ンス 語 圏 ) 
の グル ー プ で これ が 唯一 の 作品 で ある 。 以 前 本 誌 で カナ ダ の 小 特集 
が され た 時 、 カ ナダ の ジェ ント ル ・ ジ ャ イア ント と 紹介 され て いた 
よう に 、 ほ と ん どの 曲 が 変 拍子 で あり 、 各 楽器 の フレ ー ズ が 目 ま ぐ 
る し く 変 わり 、 有 機 的 に 絡む 箇所 で は 明らか に 影響 を 受け て いる が 、 
ソロ 部 分 で は フュ ー ジ ョ ン 的 に な っ て いる 。 又 フラ ンス 語 で 歌わ れ 
て いる た めか 、 フ ラン ス の 多く の グル ー プ に 感じ られ る の と 同様 に 、 
ヴォ ー カ ル が 女性 と いう こと も あり 、 本 家 と 比べ る と 淡白 な 印象 を 
受け る が そこ が この グル ー プ の 特徴 で ある 。 収録 され て いる 曲 全 て 
が 一 定 の 水準 を 保っ て お り 、 個 人 的 に カナ ダ の ベス ト ・ ア ル バ ム と 
し て 推す も の で ある 。 (吉野 ) 








ETERNITE (Canada) 
cf le bhants De LEternit6 
LP/Polydor 2424 156 77 年 


の の 





エ テ ル ニ テ は M.L. Francois と C.Peloquin に よる プロ グレ ッ シ ヴ ・ ユ 
ニッ ト で 参加 ミュ ー ジ シャ ン は 総勢 11 人 、77 年 に 制作 され た 本 作 が 唯一 
の 作品 と 思わ れる 。 ク レジ ッ ト を 見 る 限り で は 、 フ ラン ソ ワ が ピア ノ 、 
シン セ 、 ア ー プ に クラ ヴィ ネッ ト 、el& ac ギタ ー ま で 担当 、 彼 の マル チ 
プレ イ ば か り が 目立ち そう な 印象 を 受け る が 、A、B 面 で 違っ た ドラ マー 
を 起用 する な ど 曲 に よっ て バッ ク の 顔 触れ が 異な る 為 、 曲想 に は 意外 な 
ヴァ リエ ーション が 認め られ る 。 重 壮 な キー ボー ド ・ プ レイ も 持ち 味 な 
が ら 、 ぼ ほのか な スペ ー シ ー 感 覚 。 女 性 ヴォ ー カ ル で 綴る フォ ー ク ・ タ ッ 
チ の ナン バー、 ピ アノ と フル ー ト で 奏で 出す 清 禁 な 調べ 、 ア グレ ッ シ ヴ 
な ギタ ー プ レイ ー と 、 聴 き 所 は 様々 。 余 談 に な る が 、 原 盤 は シン グル ・ 
ジャ ケ な が ら 、 何 故 か フラ ンス 盤 は 見 開き な っ て いる 。 (江田 ) 





ETHOS 
Eth0S (ArH0ur) 


L P/EMI-Capitol ST11498 76 年 
CD/ 東 芝 EMI TOCP 7700 





卓越 し た オリ ジ ナ リティ ー、 本 腰 を 入れ た プロ グレ ッ シ ヴ 精神 で 、 
アメ リカ ン ・ ニ ュー・ ウ ェ イ ヴ と 呼ば れ た 当時 の 頂点 を 極め た の は 
紛れ も な く こ の イー ソス で あろ う 。 本 作品 の 1 st は 欧州 美 を 継承 し た 
作風 云々 と は 一 線 を 画す る 、 ア メリ カ 人 本 来 の 持つ アイ デン ティ テ 
ィ ー に 基づい た ひと つの 解答 と も 言え る 快 作 。 ギ ター 及び ヴォ ー カ 
ル 、 本 作品 の 全 作曲 を 手掛け る ウィ ル ・ シ ェ イ プ を 筆頭 に 、 メ ロト 
ロン を 含め ムー グ が メイ ン の ダブ ル key か ら 、b& vo、ds の 5 人 編成 
で 、 演 奏 自 体 個人 プレ イ が 出る こと も 爆発 的 に 盛り 上 が る こと も 無 
い 、 比 較 的 地味 な 印象 で は ある が 、 意 表 を つい た 展開 に 良く 練 ら れ 
計算 し 尽く され た 曲 編成 は 驚嘆 に 値する だ ろう 。 本 作品 後 key が 1 人 
脱 け た 4 人 編成 で 「0pen Up」 リ リー ス し 解散 する 。 (大 関 ) 





ア ど 








ETHOS 
Open Up. 
LP/Capitol ST 11616 '? 年 





70 年 代 の アメ リカ の プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク 系 アー ティ スト の 中 
で 、 ヨ ー ロ ッ パ 的 な 方 向 性 を 持っ て いた パン ド の 一 つが イー ソス で 
ある 。 当 時 、 自 主 制作 品 と いう も の は ほとん ど 日 本 に は 入っ て こ な 
か っ た 人 為 、 ア メリ カ 系 で ヨー ロッ パ 的 な テイ スト を 持つ と いう と 、 
他 に ファ イア ー・ バ レー 等 、 限 られ た バン ド し か な か っ た 。 イ ー ソ 
ス に は 2 枚 の 作品 が 残さ れ て いる が 、 ど ちら か と いう と この セカ ン 
ド に あたる 「Open Up」 の ほう が 完成 度 は 高い 。 楽 曲 の まとめ 方 も 
絶妙 な か ら テ クニ ッ ク 的 に も 一 流 で 、 い わ ゆ る シン フォ ニッ ク 系 の 作 


FAIRCHILD 
Fairchild 


LP/Flight FR 1706 78 年 





ミネ アポ リス か ら 778 年 に 現われ た フェ アチャ イル ド は 、 中 期 頃 ま 
で の ステ ィ ッ クス に 似 て いる 。 も ちろ ん 彼ら ほど に 完成 され た サウ 
ンド で は な い が 、 マ イク ・ リ ッ チ の ヴォ ー カ ル ・ ス タイ ル と 、 マ ー 
ク ・ エ ンス タッ ド の キー ボー ド 、 特 に オル ガン と シン セ サ イ ザー の 
フレ ー ズ に その 影響 が 色濃く 出 て いる よう だ 。 派 手 に 動き 回 る ソロ ・ 
パー ト は 余り 無い が 、 シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ フ ァ ン に アピ ー ル 出来 る パ 
ー ト は あちら こち ら に 散ら ば っ て いる 。 ア メリ カン ・ プ ログ レッ シ 
ヴ ・ バ ンド の 売り の ひと つ に 、 一 糸 乱 れ ぬ 重厚 で 伸び の ある ハー モ 





品 の 中 で は 超一流 の 部 類 に 属す る サウ ンド で ある 。 (山崎 ) ニー を 挙げ る こと が 出来 る と 思う が 、 彼 ら の 魅力 は そん な 所 に も 表 
われ て いて 、 ア ル バ ム の 重要 な “ 壁 ” の 役割 り を 果たし て いる 。 
(田中 ) 
FATES WARNING FATES WARNING 
Awaken The Guardian No Exit 
LP/Metal Blade ST-73231 "86 年 L P/Metal Blade Di-73330 '88 年 


CD/Metal Blade 14046 
/ マ ー キ ュ リ ー PHCR-16155 





コネ ティ カッ ト 出 身 の 5 人組 の サー ド 。 元 々 は アイ アン ・ メ イデ 
ン ル ー ツ の 、'80 年 代 中 期 の 米 マ イナ ー・ メ タル ・ バ ンド に あり が ち 
な スタ イル か ら ス ター ト し た 彼 等 だ が 、 前 作 辺 りか ら 濃く な り 始 め 
た 大 作 指 向 が いよ いよ 本 格 化し 、 本 作 で は ファ ンタ ジッ ク さ も 増し 
て つい に 独自 世界 を 完成 し た 。 何 と 言っ て も 当時 の 彼 等 の サウ ンド ・ 
イメ ー ジ の 核 は 、 シンガ ー の ジョ ン ・ ア ー チ の クセ の ある メロ ディ ・ 
ライ ン と 伝説 や 神話 に 材 を 求め た 歌詞 に ある 。 曲 構成 は その 世界 観 
の 再現 に 伴い 複雑 化し 、 ド ラマ ティ ッ ク な 展開 は 飽く まで HR/HM 
の 音 を 守り な が ら 新 し い 方 向 性 を 示す も の と 期待 を 持っ た も の だ が 、 
本 作 発表 後 、 ど うい うわ け か 突如 ジョ ン が 脱退 。 こ の ~ 御 伽 " 路線 


CD/Metal Blade 14047 
/ マ ー キ ュ リ ー PHCR 16156 





ヴォ ー カ リス ト を ジョ ン ・ ア ー チ か ら レ イ ・ ア ル ダ ー に チェ ンジ 
し て 制作 され た '88 年 発表 の 4 th アル バム 。 基本 的 に は 前 3 作 の 延長 
線上 に ある 展開 の 複雑 な 正統 派 HM を プレ イ し て いる が 、⑥ の 組曲 以 
外 は 本 作 以 前 に 見 られ た 大 作 主 義 が 鳴り を 潜め アレ ンジ が スッ キリ 
と まとめ られ た 印象 を 受け る 。20 分 以上 に も 及ぶ ⑥ に し て も 非常 に 
展開 が 練 ち られ て お り 、 バ ンド の 楽曲 作り の 面 で の 成長 ぶり を 如 実 に 
反映 し た 出来 に 仕上 が っ て いる 。 こ の 当時 の レイ の ヴォ ー カ ル ・ ス 
タイ ル か ら よ く ク イー ンズ ライ チ と 比較 され る こと の 多い 作品 で あ 
る が 、 少 な く と も この 段階 で は 彼 等 の 方 が より 本 質 的 に HM バ ンド だ 
っ た よう に 思う 。 こ の まま マニ ア 愛 け の バ パンド で 終わ っ て し まう に 














は 、 必 然 的 に 本 作 で 終わ り を 告げ て し まう 。 (奥村 ) は 惜しい 独特 の 味 を 持っ た 実力 派 だ 。 (石原 ) 
FATES WARNING FATES WARNING 
Perfect Symmetry Parallels 
ま L P/Metal Blade 7 73408 89 年 CD/Metal Blade COZORRO-31 "91 年 
CD/Metal Blade 14048 / マ ー キ ュ リ ー PHCR-2105 
/ マ ー キ ュ リ ー PHCR-16157 
テク ニッ ク 面 の 問題 か ら オ リ ジ ナ ル ・ ド ラマ ー の ステ ィ ー ヴ ・ ズ 彼 等 に と っ て 通算 6 作 目 と な る 本 作 は 、 2 代目 シン ガー、 レ イ ・ 


ィ マ ー マ ン を 解雇 し 、 新 た に 元 WARLORD の ^ サ ンダ ー チ ャ イル ド ?* 
こと マー ク ・ ゾ ンダ ー を 迎え て の 5 作 目 。 ジ ャ ケッ ト か ら も 脱 フ ァ 
ンタ ジー し て ラッ シュ の 近 未 来 ワ ー ル ド に 接近 し た こと が 須 え る が 、 
サウ ンド 面 の 硬質 さ が 何 より も 彼 等 の 目指 す 世 界 観 の 変化 を 顕著 に 
示し て いる 。 前 作 か ら 加 わっ た シン ガー の レイ も よう や く 自 己 主 張 
を 始め て お り 、 線 の 細 さ で 前 任 者 と の 違い を 強調 。 当 時 デビ ュー し 
た て の ドリ ー ム ・ シ アタ ー か ら ケ ヴィ ン ・ ム ー ア <Key> を 迎え た ⑤ 
で は 後半 の イン スト ・ パ ー ト で 級 密 な が ら も 力 押し で な い バ トル を 
展開 し 、 そ の ⑤ と ⑦ に は ヴァ イオ リン も フィ ー チ ュ ア し て いた 。 リ 
ズム ・ ア レン ジ の 凄 さ は 、 彼 等 の 作品 中 随 一 。 (奥村 ) 





アル ダー 加入 後に 新た に 求め た スタ イル の 完成 型 と も と れる 傑作 で 
ある 。 プ ロ デ ュ ー サ ー と し て ラッ シュ を 手掛け た テリ ー・ プ ラウ ン 
を 迎え た 本 作 は 、 綿 密 に 絡み 合う 各 パ ー ト 間 に 独 特 の 空間 を 持た せ 、 
叙情 的 な メロ ディ を 情感 豊か に 歌う ヴォ ー カ ル と 共に 、 ア ル バ ム 全 
編 に も の 凄い 緊張 感 を 維持 させ る こと に 成功 し て いる 。 当 時 比較 さ 
れる こと の 多かっ た クイ ー ン ズラ イチ と は 全く 異質 の 荘厳 な 世界 を 
描き 由 し て いる の だ 。 また 、 楽曲 の クオ リティ も 総じて 高く 、 ジ ム ・ 
マセ オス (g) が 作曲 者 と し て 最も 充実 し て いた 時 期 の 作品 で も ある 。 
前 作 か ら 加 入 の マー ク ・ ゾ ンダ ー (ds) の テク ニカ ル か つ タ イト な 
プレ イ も 、 そ の 鋭角 的 サウ ンド に 大 きく 貢献 し て いる 。 (芦沢) 








アア 





FIRE MEREHANTS 
Landlords Of Atlantis 


CD/Renaissance RCD 1007 94 年 





一 部 で HM フ ァ ン 向け ジャ ズ ・ ロ ッ ク ( ? ) と 騒が れ た ユニ ッ ト の 
2 枚 目 。 何 と いっ て も 全編 弾き まく る ジョ ン ・ グ ッ ド ソー ル の ギタ 
ー が 圧巻 。 プ ラン ド X で お な じみ の あの 音色 、 ア ル ベ ペ ジ オ 、 速 弾き 
で グイ グイ くる 。 ダグ ・ ラ ン (B) と トス ・ パ ノ ス (Dr) の リズ ム 
隊 も 切れ 味 鋭く 、 濃 密か な プレ イ を 展開 。 確 か に ギタ ー・ リ フ な ど に 
HM 色 を 取り 込ん で は いる が 、 モ ダン な セン ス と 緊張 感 あ ふれ る 演奏 
は “カッ コ 良 い ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク ” の 王道 を 行く も の 。 曲 調 に も 幅 を 
持た せつ つ 、 グ ッ ド ソー ル 健 在 な り ./ を 大 きく 印象 づけ る 。 実 に 
痛快 な テン ショ ン 。 (中 島 ) 


FIREBALLET 
Night On Bald Mountain 
LP/Passport PPSD 98010 75 年 





70 年 代 に 良質 な プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク の 作品 を 多数 発表 し た パ 
スポ ー ト ・ レ ー ベ ル よ り 75 年 デビ ュー し た ファ イア バレ ー は 、 ア メ 
リカ ン ・ プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク 創 世 期 で も あっ た 当時 に 早く も ジ 
ェ ネ シス ・ ス タイ ル の サウ ンド を 確立 し て いた グル ー プ で あっ た 。 
特に B 面 が 素晴らし く 、 ア メリ カン ・ ロ ッ ク 特 有 の 泥 臭 さ を 徹 底 的 
に 排除 し た 純 ユ ー ロ ・ ロ ッ ク 的 な 世界 が 展開 され て いる 。 プ ロ デ ュ 
ー ス を 担当 し た イア ン ・ マ ク ド ナ ルド の 力も 見 の が せな い だ ろ う 。 
翌年 ベー シス ト が 変わ り 、 コ ミカ ル な ジャ ケッ ト の 2nd「Two Too」 
を 発表 。 オー ケス トラ の 使用 、 ゲ ヴォ ー カ ル ・ ハ ー モ ニー の 多様 化 な ど 
に より 、 よ り カ ラフ ル な サウ ンド に 変化 し た 。 その 後 、 彼 ら は 活動 
の 場 を ヨー ロッ パ に 移し た と 言わ れ た が 消息 は 不明 で ある 。 (本 木 ) 





FIREBALLET 
Tow, T00.… 
L P/Passport PPSD-98016 '76 年 





ダブ プル ・ キ ー ボ ー ド の 5 人 組 の セカ ンド ・ ア ル バ ム 。 前作 で は ム 
ソル グ ス キ ー の 「 は ば げ 山 の 一 夜 」 を カヴァ ー し て いた 彼 等 だ が 、 本 
作 で も クラ シカ ル な 色合い は 強く 、A③ の エン ディ ング で は ベー ト 
ー ベ ン の 第 九 ′ を 取り 入れ て いる 。 全体 的 な サウ ンド と し て は 、 
前 作 よ り も さら に アレ ンジ が 練 ら れ た と いう 印象 で 、 イ エス か ら の 
影響 が より ハッ キリ と 出 て きた 。 特に それ は コー ラス ・ ワ ー ク に 顕 
著 だ が 、B③ に お いて は 、 元 ネタ が バレ て し まう 箇所 も あり 。 それ 
大 選 宙 。 価 を ラウ ァ シ ンタ ジッ ゅ ク な 窟 性 だ る うう 。 オ ー ケ ストラ と パシ 
ド が 一 体 化し 、 フ レー ズ か ら フ レー ズ へ と 息 つ く 暇 も な く リ ー ド 楽 
器 が 移り 変わ り 、 か つ バ パッ ク の アン サン ブル を キメ る 様 は 、 正 に 圧 
巻 の 一 言 だ 。` 声 ” も 含め た 一 大 シン フォ ニッ ク の 名 作 !  ( 奥 村 ) 


FLIGHT 
Flight 


LP/Capitol ST 11458 75 年 





キャ ピ ト ル と いう 大 メジ ャ ー・ レ ー ベ ル に 2 枚 以上 の 作品 を 残す フ 
ライ ト 。 セ カン ド の アル バム ・ カ ヴァ ー が 、 ア ー ス ・ ウ ィ ン ド ・ ア ン 
ド ・ フ ァ イ ア ー 等 の 作品 で 有名 な 長岡 秀 星 で 、 多 少 話題 に な っ た 。 リ 
ー ダ ー で ある パッ ト ・ ヴ ィ ダ ス が 管楽器 奏者 の た め 、 全 曲 プ ラス が リ 
ー ド を 取る スタ イル は 、 は っ きり と 好み が 二分 され る と 思う が 、 恐 し 
い 程 の テク ニッ ク を 持つ 5 つの 才能 が ぶつ か り 合 う 様 は 、 他 を 寄せ つ 
け な い 程 の 迫力 が ある 。 技 術 面 に お いて は ハッ ピー・ ザ ・ マ ン と 互角 
で 、 ア プロ ー チ が より ジャ スズ 的 な 分 、 彼 ら の 方 が より テク ニカ ル に 思 
える 。 プ ラス と 同等 に フィ ー チ ャ ー さ れ て いる シン セ 、 キ ー ボ ー ド も 
聞き 応え 十分 、 圧 巻 の 一 言 。 た だ 、 ヴ ォ ー カ ル ・ ア レン ジ が 軟 弱 で 、 
全曲 盛り 上 が りっぱ な し な の で 、 ア ル バ ム 一 枚 は 厚 苦 し い 。 (田中 ) 








THE FLOCK 
inosaur Swamps 


LP/CBS 30007 70 年 
CD/Columbia 469443-2 
/ ソ ニー SRCS-6289 





フロ ッ ク は '69 年 に デビ ュー し た シカ ゴ 出 身 の 7 人 編成 の バン ド 。 
ホー ン と ヴァ イオ リン を 導入 し た アメ リカ ン ・ プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ 
ッ ク の 原典 と も いえ る 存在 。 ヴ ァ イ オ リン は ジェ リー・ グ ッ ド マン 。 
ジャ ズ 、 プ ルーズ 、 カ ント リー 等 の アメ リカ の ネイ ティ ヴ な 音楽 に 
フリ ー・ フ ォ ー ム な 姿勢 で 取組 ん で イマ ジ ネ ィ ティ ヴ な サウ ンド を 
作り 上 げた 。 土壌 に な る カテ ゴリ ー が 違う だ け で 、 音 楽に 向かう 凄 
勢 は プリ ティ ッシュ の プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク と な ん ら 変 わる 所 は 
な い 。 これ は 、 彼 等 の セカ ンド に 当る 作品 で 、 翼 竜 の 棲む 沼 で の フ 
ロッ ク が 遭遇 し た 物語 と いう コン セプト に 基づく 。 奥 の 深 さ も 感じ 
られ 、 今 で も 充分 聞き 応え の ある 作品 。 (津田 ) 








FLYING ISLAND 
Flyimg Islamd 
L P/Vanguard VSD 79359 75 年 





アメ リカ か ら も 優れ た ジャ ズ ・ ロ ッ ク ・ グ ルー プ が 何 組 か 登場 し て 
いる が 、 そ の 数 は 決し て 多い と は 言え な い 。 今 だ 知ら れ ざ る グル ー プ 
も ある も の と は 思わ れる が 、 ア メリ カ が ジャ ズ 及 び ロ ッ ク の 本 場 で あ 
る こと を 考え る と 、 む し ろ 少 な いと 言え る だ ろう 。 こ うし た 状況 下 、 
フラ イン グ ・ ア イラ ンド は トッ プ ・ ク ラス に 位置 する パン ド の 1 つ で 
ある 。 本 アル バム は 彼ら の デビ ュー 作 で あり 、 バ イオ リン (女性 )、 キ 
ー ボ ー ド 、 ギ ター、 ド ラム ス 、 ベ ー ス の 5 人 に よる 熱演 が 収め られ て 
いる 。 各 メン バー の ソロ を 繋い で ゆく 展開 を 基礎 と し て お り 、 軽快 な 
リズ ム ・ セ クシ ョ ン に 支え られ た 演奏 は いずれ も メロ ディ アス で 歌 心 
ある も の と な っ て いる 。 翌 年 発表 し た 「Another Kind Of Space」 も 
中 々 の 力作 で ある が 、 本 作 に は 及ば な か っ た 。 (賀川 ) 
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FM (CanaHa) 
Head Room 


L P/Discwasher Group LBR 1001 
77 年 





カナ ディ アン ・ プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク の 古株 、 FM の ファ ー ス ト ・ 
アル バム は 、 い か に も プロ グレ 風 の 怪 し げ な ジャ ケッ ト の と お り 、 
聴き 応え の ある も の だ 。 ま ず A B 面 一 曲 づ つと いう の に 驚か され る 。 
A 面 は 5 つの パー ト 、B 面 は 4 つの パー ト か ら な る 。 2 曲 共 、 ヴ ォ 
ー カ ル は ほとんど 入ら ず 、 3 人 の イン ター・ プ レイ が 延々 と 続く 。 
いか に も ダイ レク ト ・ カ ッ ト の 効果 が あり そう な イン スト ゥ ル メ ン 
タル が 大 部 分 を 占め て いる わけ だ 。 その 分 アル バム と し て の 構成 上 
や や 大 味 な 嫌い は ある が 、 逆 に 、 キ ー ボ ー ド 、 ヴ ァ イ オ リン 、 リ ズ 
ム に よる ソロ ・ プ レイ は た っ ぷり と 聴け る わけ だ か ら 、 特 に ヴァ イ 
オリ ン ・ マ ニア に は た ま ら な い サ ウン ド と も いえ る 。 (高見 ) 


FM 
Black Noise 


LP/Passport 7007 79 年 
CD/Now See Hear NSH D 7007 





カナ ダ の プロ グレ ・ シ ー ン と いえ ば フラ ンス 語 圏 を 除け ば プリ ズ 
ム や サー ガ 等 の フュ ー ジ ョ ン 感 覚 の バン ド が 多い が 、 こ の FM は ど ち 
ら か と いう ポッ プ に 近く 、'78 年 の 録音 に も 関わ ら ず '80 年 代 の 感覚 を 
持ち 合わ せ た 非 常に 秀 れ た バン ド で ある 。 そ れ よ り も リー ダー の ナ 
ッシュ ・ ザ ・ ス ラッ シュ の セン ス は と に か く 披 群 で アレ ンジ も 曲 創 
り も この 手 の バ ンド で は ピカ ー と 言っ て 間違い な い 。 彼 は ソロ も 2 
枚 出し て いて これ また 大 傑作 で エレ クト リッ ク ・ ポ ッ プ の 中 で は 最 
高 水 準 を 持っ て いる 。 3 rd 以後 は ナッ シュ が 脱退 し て し まっ て つま ら 
な く な っ て し まっ た が 、 も し も あな た が サー ガ の 2 nd、 プ リズ ム の 
初期 、 当 時 の アメ リカ ン ・ ニ ュー ウェ ー ブ 等 が 大 好き な ら ば 必ず 気 
に 入る と 保証 する の だ か ら 安 心して 買い 給 へ 。 (いわ ね ) 








呈 、 FN 
LU、 人 語 Surmeillance 


L P/Passport Arista AB-4246 '79 年 
し コ / 1 
尼 は コ 


自主 製作 で 限定 プレ ス の 1 st、 キ ング か ら 国 内 リリ ー ス され た 2 nd 
「Black Noise」 及 び 本 3 rd、 そ し て 4th「City Of Fear」 が 確認 され 
て いる FM。 タイ トル 通り の ダー クエ ナジ ー 漂 う 2 nd か ら 較 べ る と 、 グ 
ルー プ の 要 と も 言う べき ナッ シュ が 脱 け た だ け あ っ て 、 本 作品 は コマ 
ー シ ャ ル 性 を 意識 し た カヴァ ー を 物語 る か の 様 に 、 明る めで 壮大 な ポ 
ッ プ 感 溢れ る サウ ンド へ と 移行 し て いる 。 が 、 決 し て 完成 度 は 落ち る 
こと な く 、 逆 に 、 メ イン で も ある キャ メロ ン の key 自 体 以前 に も 増し て 
重厚 感 が 加味 され て 活躍 の 場 が 多く な っ た みた いで 、 新 加入 の ベン ・ 
ミン ク (vIn、g) も 、 先 任 ナ ッシュ と 互角 …… ある い は それ 以上 に 演 
奏 力 量 を 発揮 し 、 グ ルー プ の 新 機軸 打ち 出し へ 大 い に 貢 献 し て いる 。 
ポッ プ 系 プロ グレ ッ シ ヴ 理想 の 頂点 で も あろ う 。 (大 関 ) 





FONYA 

Wanderers Of Neverending 
Night 

CD/Kinetic Discs KDCD 1004 '92 年 





無名 な が ら 確 固 と し た 音楽 性 を 持ち も 、 し か も それ に 見 合う 演奏 水 
準 を 持つ 。 や は り ア メリ カ は 国土 が 広い の か 、 音 楽 人 口 密度 が 高い 
の か 、 地 域 が 集合 し た 国柄 と 雑多 な 音楽 的 集積 の ある 性 格 は 、 層 の 
厚 さ を つく り 出 す の か も し れ な い 。 ニ ュー・ エ イジ ・ サ ウン ド か ら 
派生 し た よう な スペ イシ ー な 響 き の 、 そ れ も 非 常に カラ フル な トー 
ン の キー ボー ド ・ ア ル バ ム だ 。 そこ に 他 の 楽器 が 絡む 。 情 念 め いた 
よう な ヴォ ー カ ル も 常に 奥 で リヴ ァ ー プ が か か っ て いて 、 全 体 に 耳 
ざわ り も いい 。 これ が 兄弟 デュ オ に よる も の だ と は 思え な い バ ンド 
形態 を 装う 内 容 な の だ 。 音 処理 、 録 音 か らし て スタ ジオ 経験 者 に は 
違い な い だ ろ う 。 テ クニ カル 面 の クオ リティ も 高い が 、 何 より も 音 
楽 性 に 一 貫 し た 独自 の 色 を 見 い 出せ る の が 嬉し い 。 (松本 ) 








SOUL TRAVEL 





FONYA 
Soul Travels 
CD/Kinesis Inc KDCD 1007 93 年 





セカ ンド ・ ア ル バ ム は 61 分 に 及ぶ オー ル ・ イ ンス トゥ ル メ ンタ ル 作 
品 で 、 全 体 が 12 の 小曲 か ら 成 っ て は いる が 、 全編 は トー タラ イズ され 
て いる 。 どこ と な く 似 て いる と いえ ば 、 オ ズリ ッ ク ・ テ ンタ クル ズ の 
手法 に 近い か も し れ な い 。 共に 様々 な インス トゥ ル メ ンタ ル を 使用 し 
な が ら 次 第 に エモ ー シ ョ ナ ル に エク スタ シー へ と むか っ て 昇天 ( ? ) 
し て いく よう な イメ ー ジ だ か ら だ 。 し か し 、 オ ズリ ッ ク ー が 基本 的 に 
サイ ケ ・ ト ー ン で ある の に 対し 、 こ ちら は 純正 シン フォ ニッ ク ・ サ ウ 
ンド で ある と いう 違い は ある 。 各 楽 器 の アレ ンジ の セン ス が 抜群 な の 
で 、 聴 く ほ う は 、 彼 等 の 世界 に は まり 込ん で 意識 の 高揚 を お さえ る こ 
と が で き な い だ ろう 。 意識 下 の 世 界 を 旅 する よう な この イメ ー ジ は 、 
「Soul Travels」 と いう タイ トル に ぴっ た り だ 。 (山崎 ) 








ku 全 


CD/Kinesis Inc KDCD 1014 94 年 


っ 
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ダラ ス の テキ サス ・ イ ンス トゥ ル メ ン ツ 社 に 勤務 する C. Fournier の 
完全 ワン マン ・ プ ロジ ェクト 。 3 作 目 で ある 。 路線 は 変わ ら ず 、 オ 
ー ル ・ イ ンス ト の スペ イシ ー な シン フォ ニッ ク ・ チ ュー ン が 並ん で 
いる 。 ニ ュー・ エ イジ ・ テ イス ト の 音色 で メタ ル 曲 を 演奏 し た か の 
ご と き 作 風 は 、 ド ラマ チッ ク か つ ク リア ー。 音 圧 が ある の に 押し は 
そう 強く な い 。 素 人 臭 さ が まる で な い 分 、 強 いひ っ か か り も 多く な 
い 。 ひ っ か か る 部 分 で いえ ば 最終 曲 。 ジ ェ ネ シス の Los Endos? 
^Hairless Heart" を メド レー で 演奏 し て お り 、 こ れ が 極め て 荘厳 で 
楽し め る 。 NNS320) 
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FRAGILE GLASS 
1 Farewell Father Anal0gue 
1 CD/NPM CD 89002 89 年 





780 年 代 の 中 期 あ た りか ら 、 ス タイ リッ シュ な 響 き を 持つ シン フォ 
ニッ ク ・ ロ ッ ク ・ グ ルー プ が 出現 し 始め て きた 。 方 法論 や 表現 の 手 
段 と し て の イデ ィ オ ム が ほぼ 飽 和 状 態 に な っ た シン フォ ニッ ク ・ ロ 
ッ ク に お いて 、 現 代 の 中 で 時 代 に 呼応 し た アイ デン ティ ティ ー を 持 
つ 為 に は 、 む し ろ 、 こ うし た スタ イリ ッシュ な 音 が 自然 の 流れ で あ 
っ た と も 言え る だ ろう 。 フ ラジ ャ イル ・ グ ラス も その 代表 的 な 一 例 
だ ろう と 思う 。 か な り 洗 練 度 も 高く 、 デ ィ ジ タル 機材 を 巧み に 使用 
し て 、 時 代 に 呼応 し た アイ デン ティ ティ ー を 作り 出す こと に 成功 し 
て いる よう に 感じ る 。 従来 の シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン の 中 
に は 拒否 反応 を 示す 人 も いる だ ろう と 思う が 、 今 の 音 と し て 一 聴 し 
て みる 必要 は あり そう だ 。 (山崎 ) 


FRANCK DERVIEUX (Canada) 
imentinn * 胃 ? 
L P/Columbia ES 90155 ? 年 








キー ボー ド 奏 者 、 Franck Dervieux の ソロ ・ ア ル バ ム は 基本 的 に は ジ 
ャ ズ ・ ロ ッ ク の 範 ち ゅ うに 入る 。 派手 な イン ター・ プ レイ が ある わけ 
で も な く 、 む し ろ 地 味 な 印象 を 与え る の に も か か わら ず 、 充 実感 の あ 
る 内 容 と いえ る 。 彼 は 情熱 や 感性 だ け で 音楽 を 作り 上 げ る タイ プ と い 
う よ り も 、 理 知 的 に 音楽 に 取り 組む タイ プ ら し く 、 そ の こと を ライ ナ 
ーー に 書き 残し て いて 、 興 味 深い 。 本 作 が どこ と な く 醍 め て いて 、 人 に 
よっ て は 物足りな さ を 感じ る の は その た めで あろ う 。 彼 の 弾く ピア ノ 、 
オル ガン を 中 心 と し た ギタ ー、 ベ ー ス 、 ド ラム ス 、 ヴ ァ イ オ リン に 女 
性 スキ ャ ッ ト と いう 編成 で 、 ク ラ シ カ ル な 雰囲気 を 持っ た B① と 、 パ 
イプ ・ オ ル ガ ン で 始ま る プリ ティ ッシュ ・ ロ ッ ク 調 の B③ が 聴き も の 。 
製作 年 度 が 記さ れ て お ら ず 、 推 測 で は '70 年 代 後半 と 思わ れる 。 (吉瀬 ) 








FRERGT rack FRENCH LI6K 
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味 も 素っ気 ちな い ジ ャ ケッ ト 、 メ ン バ ー の クレ ジッ ト も な し 。 自 
主 制作 丸出し の 音質 の せい も ある が と に か く ソ フト な 感触 だ 。 基 本 
的 に は アメ リカ ン な ポッ プ ・ ロ ッ ク 路 線 で ある が 、A① で メロ トロ 
ン と 優し い 音色 の キー ボー ド を フィ ー チ ャ ー し て いる 通り シン フォ 
色 も 結構 有る 。 メ ロディ アス な ギタ ー や アコ ・ ギ を 多用 、 ふ ん わり 
と し た コー ラス と 共に 歌 メ ロ を サポ ー ト する 。 フ ォ ー ク 調 の バラ ー 
ド や 渋 め の 曲 を 織り 混ぜ な が ら ド ラマ ティ ッ ク な 構成 の ラス ト 曲 へ 
至る の だ が 、 甘 い ヴ ォ ー カ ル や 適度 に し め り 気 の あ る メロ ディ が 親 
し み 易 い 叙情 込み で 仲 々 だ 。 プ ログ レ ・ ハ ー ド や 産業 ロッ ク に 通 底 
する 泣か し の ツボ を 押え つつ 思い 切り スカ スカ て 演奏 力も 並 だ が 、 
健 げ さ が 伝 わり 捨て 難い 。 残 され た の は 本 作 の み と 思 われ る 。 

(中 島 ) 


FRENCH TV 
After A Lengthy Silemce 


CD/Pretentions Dinosaur PR 0287 
"87 年 
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ケン タッ キー 州 ル イヴ ィ ル の (自称 ) 永 加 の ロー カル ・ グ ルー プ 、 
フレ ンチ TV の 2 nd アル バム 。 1 st 同様 に シン フォ ニッ ク ・ ジ ャ ズ ・ 
ロッ ク 路 線 の 作風 で 大 体 の メン バー は 固定 され て いる が 、 実 態 と し 
て は リー ダー の マイ ク ・ サ リー 十 常連 ゲス ト と 言っ た 形 の バン ド の 
よう だ 。 1 st アル バム に 比べ れ ば 、 仲 々 の 進歩 4 見 せ て いる サウ ンド 
だ が や は り '87 年 の 完全 自主 制作 と 言う 事 も あり 、 プ ロダ クシ ョ ン が 
どう に も 安 手 な の は 仕方 が な い 所 。 サ リー 自ら が 書い た ジャ ケ に イ 
エス 、 キ ャ メル 、 プ ラン ド X か ら バ パン コ に 至る まで 様々 な グル ー プ 
名 が 書か れ た カセ ッ ト が 書き 込ま れ て いる よう に 多分 に マニ アッ ク 
な 指向 が ある が 、 そ れ が ツボ を 押え た 作風 に も な る と 同時 に 思い 切 
り の な さ に も つなが っ て いる の は 残念 。 (中 西 ) 








FRENCH TV 
Virture In FutulitV 


CD/Pretentions Dinosaur CD 001 
"94 年 





自称 、「 今 な お 地元 の み に お ける カル ト 的 存在 に 留まっ て いる 。」 
M. サ リー 率い る フレ ンチ TV の 3 作 目 。 番号 を 見 て お 伴 り だ ろう が 、 
全く の 自主 制作 。 と は 言え 、 そ こら の 専門 レー ベル 勢 よ り は 、 プ ロ 
ダク ショ ン を 含め て トー タル な クォリティ は 高い 。 タ イプ と し て は 
シン フォ ニッ ク ・ ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク で 、 ケ ン ・ ワ ト ソ ン と ケン ソー の 
中 間 辺 り 。 多 少 、 影 響 の 元 が 透け て 見 える の と 、 ヌ ケ に 欠け る の が 
難 だ が 、 色 々 な 物 を 良く まとめ て は いる 。 そ の 先 へ 行く の が 、 実 は 
難し いと は 言え 、 ま ず ま ず の 出来 。 本 人 に よる 馬鹿 馬鹿 し くも シ ニ 
カル な ライ ナー は 笑え る 。 (中 西 ) 





FRIDA BOCCARA (Canada) 
Frida BOccara 
L P/London LFS 9005 "'? 年 





雄大 な 合唱 、 メ ロト ロン の 洪水 の 中 を 情熱 的 に うた いあ げ る 女性 
Vo の 1 介 韻 5ZER の ーー 2 ペニス オリ ルカ ガン ド ラ い も に ドラマ 
チッ ク な か な 効果 を 引き 立て 、 蘭 厳 な イメ ー ジ の シン フォ ニッ ク ・ ア ル 
バム に 本 作 を 仕上 ぼ て い る 。 どちら か と 言う と 、 イ タリ ア 物 を 思わ 
せる タッ チ と 言え ば わか り 易 い だ ろ うか ? 書い て いて 裏 の クレ ジ 
ッ ト を 見 て 気づい た の だ が 、 か の Alain Goraguer が アレ ンジ を 担当 
GUSS 人 SU が 702 は 2 イー カナ ダ 物 で は な 
い 可 能 性 も ちあ る 。 ま あ 、 内 容 的 に は 歌 物 系 プロ グレ ・ フ ァ ン も し く 
は メロ トロ ン ・ マ ニア が 思わ ず 拳 を 握り し め る 内 容 な の で 紹介 する 
価値 は ある と 思う 。 ( 毒 田 ) 





トニ {の / 








FUSE 
Fuse 
LP/Epic 26502 「'68 年 








ヒュ ー ズ は 後に 有名 な チー プ ・ ト リッ ク を 結成 する リッ ク ・ ニ ー ル 
セン と トム ・ ピ ー タ ー ソ ン が 在籍 し て いた グル ー プ 。 全体 を 通じ て の 
印象 は ハー ド ・ ロ ッ ク ・ グ ルー プ の 感 が 強い が 、 全 曲 に オル ガン が フ 
ィ ー チ ャ ー さ れ て お り 、 そ れ が プロ グレ ッ シ ヴ な イメ ー ジ を 形成 し て 
いる 。 こ と に A④ To Your Health” は 、 展 開 も か な り プ ログ レッ シ 
ヴ で あり 、 又 、 メ ロト ロン を 導入 し て 、 こ の 曲 に 関し て いえ ば 、 純 粋 
に プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク と し て 通用 する イン スト ゥ ル メ ンタ ル 作 品 。 
この 路線 で 進め ば 、 チ ー プ ・ ト リッ ク は シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク ・ グ 
ルー プ に な っ て いた 可能 性 も ある と いう 見 方 も 楽し い 。 グ ルー プ は ギ 
ター、 キ ー ボ ー ド 、 ド ラム ス 、 ペ ー ス 、 ヴ ォ ー カ ル の 5 人 編成 で 、 当 
時 の 平均 年 齢 は 18 歳 と 若い グル ー プ だ っ た 。 (山崎 ) 


に 肖 GABRIEL BONDAGE 
Another Trip To Earth 
LP/Dharma D 808 77 年 





アト ラン ティ ス ・ フ ィ ル ハー モニ ッ ク と 同じ マイ ナー・ レ ー ベ ル 
Dharma よ り 「Angel Dust」 で デビ ュー し た ガブ プリ エル ・ ボ ン テ ー 
ジ は 知名 度 こ そ 低 い が 、 メ ジャ ー・ ア ー テ ィ ス ト の 作品 と 比べ て も 
本 色 な い 素晴らし い 作 品 を 残し た グル ー プ だ 。 一時期 の ロキ シー・ 
ミュ ー ジ ッ ク や ホー クウ イン ド を 思わ す ス ペイ シー な キー ボー ド 群 、 
サッ クス の 使用 に 加え 、 時 に P・ ハ ミル を 思わ す シ アト リカ ル な ヴ 
ォ ー カ ル が 繰り 広げ る 退廃 的 な 音 空間 は 、 非 常に 味わい 深い も の が 
ある 。 本 作 は "77 年 に 発表 され た 2 nd アル バム (何と カラ ー・ レ コー 
ド ) で 、 よ り ス ペイ シー な 感覚 の 強い 作品 と な か っ て いる 。 その後 の 
消息 に つい て は 不明 。 シン フォ ニッ ク ・ フ ァ ン に は 本 作 を 、 少 々 ク 
サ め な サウ ンド を 好む 方 に は 1 st を お 推 め する 。 (本 木 ) 





GMRDENING CLUB (Camada) 
Gardening Cluh 
L P/llluminated 1.R.5002 "? 年 





表裏 ジャ ケッ ト 共 に 全く 良く な い の で 、 完 全 に 無視 され て いる レ 
コー ド だ が 、 実 は 同 レ ー ベ ル の HEADS IN THE SKY′ を 上 回 る 
好 内 容 だ 。 内 袋 は 凝っ た イラ スト な の で 、 こ ちら を ジャ ケ に すれ ば 
良かっ た の に と も 思う の だ が …… 。 歌 中 心 の ソノ フト な A①② か ら ス 
ペー シー な ジャ ズ ・ ロ ッ ク の A③ へ と 続き 、 何 と Ann Mortifee の 美 
し い ス キャ ッ ト が 虚空 を 舞い 、 こ の 辺り か ら 聴 き 手 は 引き 込ま れ て 
ゆう ゆう た る ~^Andromeda" か ら ス ペー シー な ギタ ー・ ソ ロ の 空間 を 
通過 し 、 ド リー ミー な ジャ ズ ・ ロ ッ ク で A 面 は 幕 を 閉じ る 。 そ し て 、 
ムー ディ ー な B①、B② へ と 続く この トー タル LP は カナ ダ な ら で は 
の 空間 性 を 持っ た 完成 度 の 高い 一 枚 だ ろう 。 非 常に 洗練 され 、 お だ 
や か な 暖か さ に 包み 込ま れ た 、 北 アメ リカ な ら で は の 音楽 。 ( 毒 田 ) 


gqarolou 


ROLOU (Canmada) 
arglou 


LP/London LFS-9027 78 年 
CD/Just A Memory Vol.1 : 9101-2 





カナ ダ に は トラ ッ ド ・ フ ォ ー ク ・ サ ウン ド を ペー シッ ク と し て で て 、 プ 
ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク の 要素 を 取り 入れ た “ 謎 めい た ” グル ー プ が 数 
多く いる 。 ム ジ カ ・ オ ルビ ス や レ ・ マ ッ チ な ど は その 代表 選手 。 こ の 
km ああ 。 ドラ ュー クタ ュ 層 の ンド 生 ペ ー シ ジッ と し た る 
リリ ング な ヴァ イオ リン ・ プ レイ を フィ ー チ ャ ー し た エス ペラ ント 風 
の ナン バー や 、 壮 大 な キー ボー ド ・ ア ン サ ンプ ブル と 泣き 泣き の ギタ ー 
が 織り な す シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ ナ ン バ パー を 持つ グル ー プ 。 前 記し た レ ・ 
マッ チ や ムジ カ ・ オ ルビ ス よ り も 明確 に プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク と し 
て の 要素 を 押し 出し た アル バム で あり 、 ボ ポー レン や オバ ス 5 等 と 比較 
し て 知名 度 は な い が 、 こ れ ら に 匹敵 する 内 容 と 魅力 を 兼ね 備え た カナ 
ディ アン ・ プ ログ レ を 代表 する 一 枚 だ 。 (N. Ueno) 








品 ROLOU 
R0mancer0 
LP/London LFS '8O 年 





記憶 が 定か で は な いけ れ ど も 、 確 か ガロ ルー 名 義 で の 2 nd。 こ の 
後に も 1 枚 か 2 枚 か 出 て いた と 思う が か な り 現 代 的 に な っ て し まっ 
て いて つま ら な か っ た と いう 印象 し か な い 。 本 作 に も その 傾向 が あ 
り ヴ ォ ル テー ジ の 低下 は 否め な い が 、 あ の ヴォ ー カ ル 、 ト ラッ ド 風 
の メロ ディ 、 未 だ に ゲス ト の ヴァ イオ リン (ずっ と 同じ 人 /) は 健 
在 で 、 売 り 払 っ て し まお うと いう 気 に は な ら な い 。 前 2 作 で 泣い て 
いた ギタ ー は や や 控え 目 に な り キ ー ボ ー ド が 目立つ が 、 や は り 彼 ら 
を 魅力 的 な 存在 に し て いる の は 大 ら か な メロ ディ と 、 山 の 大 男 と い 
っ た 感じ の 暖 み で あろ う 。 ヨ ー ロ ッ パ か ら は まず 出 て 来 な いと 思わ 
れる 大 陸 的 な 音 だ が 、 ア メリ カ も の で 目立つ 浅 薄 さ が 感じ られ な い 
の は フラ ンス 語 の せい な の だ ろう か 。 住 ん で みた い 国 だ 。 (森下 ) 





還 DEON (Camada ) 
Eight Reasons Why 


LP/(private press) WRC 1-1627 '? 年 





Smalczewski 兄 弟 2 人 に ドラ ム を 加え た 編成 トロ ント 近郊 の Osh- 
awa で 制作 され た 、 知 られ ざる カナ ディ アン ・ へ ヴィ ー・ シ ン フ ォ ニ 
ッ ク ・ ア ル バ ム 。 A① 冒 頭 か ら ム ー グ が 吟 り を 上 げ 、 ハ モン ド ・ オ 
ル ガ ン の 響 き が 汗 え 渡る 。 カ ナダ らし い 空 間 的 な スケ ー ル を 持っ た 
内 容 で 、HUNT、AUALON、WAHKA、MAGIK、 ZON、FIST ン Roud 
One 辺 り の 作品 より も 本 格 派 。 む し ろ DILLINGER、Robert connolly 辺 
り を へ ヴィ ー に し た 感じ と 言っ た 方 が 近い か も 知れ な い 。 カ ナダ は 
自主 盤 が 多い の で 、 こ の 手 の グ ルー プ は トロ ント 周辺 に 他 に も 埋もれ 
て いる 可能 性 が 強い 。 ( 毒 田 ) 











SAI 理 


GLASS HAMIMER 
Journey DOf The Dunmadan 
CD/Arion 7690-51111-120 93 年 





この グラ ス ・ ハ マー と いう バン ド は アメ リカ か ら 突 然 、 出 現し た 
シン フォ ニッ ク ・ グ ルー プ 。 フ レッ ド と ステ ファ ン と いう アー ティ 
スト が 中 心 に な っ た グル ー プ で 、 彼 等 は ヴォ ー カ ル か ら キ ー ボ ー ド 、 
パー カウ ショ ン ま Ge が io リル チョ ジレ ウー ヤー 浦 他 回 6 
の ミュ ー ジ シャ ン が 本 アル バム に は 関与 し て いる 。 掛 け 値 な し で 、 
エマ ー ソ ン に 肉薄 する キー ボー ド ・ ワ ー ク の で きる プレ イヤ ー 達 で 、 
今 の EL&P な ど 問 題 に し な いよ うな シン フォ ニッ ク ・ サ ウン ド が 展 
開 さ れる 。 イ メー ジ は 「 恐 怖 の 頭脳 改革 」 か ? 全体 的 に 聴く と 、 実 
験 的 な 部 分 も あり 、 や や 、 と ら え どこ ろ の な いと ころ も ある が 、 2/3 
程 を 埋め つく す ぶ 厚い シン フォ ニッ ク ・ ワ ー ル ド は 比類 な いも の だ 。 

(山崎 ) 





G00D RATS 
The Good Rats 
LP/Kapp KS3580 '68 年 


豪快 か つ 痛 快 な ハー ド ・ サ イケ の 傑作 。 ペ ッ ピ & ミ ッ キ ー の マル 
チェ ロ 兄 弟 を 中 心 に 結成 され 、 兄 ペッ ピ が ほぼ 全曲 を 手がけ て いる 。 
ペッ ピ の 若 さ に まかせ た パン キッ シュ な ヴォ ー カ ル に 、 ミ ッ キ ー の 
ギタ ー が ガリ ガリ と 切れ こみ 、 オ ル ガ ン が 響 き 、 ホ ー ン や スト リン 
グ ス が ユー モラ ス に 、 時 に 美しく 絡む 様 は 気持 ちい いこ と この 上 な 
い 。 ラ イプ で も 短パン 閉 で プリ キ の ゴミ バケ ツ や バッ ト 、 果 て は ダ 
ッ チ ワイ フ 等 を 手 に 、 客 に ゴミ を 投げ つけ る 等 、 派 手 な パフ ォ ー マ 
ンス を 繰り 広げ て いた 様 で ある 。 その 後 バ ンド は 一 度 活動 を 休止 し 
た 後 。74 年 に ツイ シ ジ ・ リ ー ド ・ ギ ター の バー ドロ ッ ク ・ パ ジン ド と し 
て 再編 され 、 7 枚 の アル バム (6 th に は メル ・ コ リン ズ や ラリ ー・ フ 
ァ ー ス ト も 参加 ./) を 発表 。'80 年 代 前 半 ま で 活動 し て いた 。 (中 ) 





GOD THUNDER 
God Thunder 
L P/Elektra EKS-75041 '72 年 





ご を ジロ グレ ッ シ プ と 置 う べき か 、 ひ ね くれ た ハー ドロ ッ ク と 
言う べき か 。 中堅 プ リティ ッシュ ・ プ ログ レ 風 イン トロ か ら G・ ジ 
ャ イア ント 風 歌 メ ロ が 始ま り 、 い き な り クラ シカ ル な オル ガン ・ ソ 
ロ に 突入 し た か と 思っ た ら 、 様 式 美 ギタ ー・ ソ ロ で 盛り 上 が る A①。 
6/8 拍 手 か ら シ ャ ッ フ ル に リズ ムチ ェ ン ジ し 、 ピ アノ で し っ と り 歌 い 
上 げ て 、 ま た 元 に 戻る A② 等 、 曲 展開 を いち いち 説明 し て 行っ た ら 
きり が な い 。 こ う 書 く と と り と め が な い 様 に 思え る が 、 全 体 の 印象 
は まとまっ て いて 聴き 易い か ら 不 思 議 だ 。 余 裕 と ユー モア の 産物 で 
ある 。 実力 ある ミュ ー ジ シャ ン 達 が 、 ド アー ズ の プロ デュ ー サ ー の 
元 に 作り あげ た 、 人 を 食っ た 快 作 。 メ ン バ ー は この 後 LA JETS、 1994 
と いっ た バン ド を 渡り 歩く が 、 こ ちら は 平凡 な 出来 。 (中 ) 


6UY TREPANIER (Canada) 
Fragile 
LP/SO-1781 "78 年 








ギ ・ ト レ パ ニ エー ル な る アー ティ スト の 作品 で 、 他 に アル バム が 
ある か どう か は 不明 。 本 アル バム で は トレ パニ エー ル は 詩 、 曲 の 他 、 
ピア ノ 、 シ ン セ サイ ザー、 ア レン ジ 、 及 び プ ロ デ ュ ー ス まで を こ な 
し 、 パ バッ ク に は 室内 楽団 を 配 し て いる 。 一聴 す る と シン ガー の アル 
バム の よう で 全編 に 渡っ て ヴォ ー カ ル 曲 が 続く が 、 ア レン ジ は 正 に 
プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク 色 を だ し て お り 、 特 に B 面 の アコ ー ス ティ 
ッ ク ・ ピ アノ が フィ ー チ ュ ア され る あたり は 最も その 手 の サ ウン ド 
に 仕上 が っ て いる 。 フ ラン ス で いう と ジル ・ ジ ャ ネ ラ ン 、 イ タリ ア 
な ら エ ン ツ ォ ・ ス タ ヴ ォ ッ ロ か チロ ・ ダ ミコ あたり が その 手 の サ ウ 
ンド を 有する アー ティ スト だ が 、 こ の 作品 も それ ら に 肉 迫 する 秀 れ 
た 内 容 を 持っ て いる 。 (山崎 ) 








HAPPY THE MAN 
Hanpy The Man 
LP/Arista 4120 '76 年 





キッ ト ・ ワ トキ ンス 率い る ハッ ピ ィ ・ ザ ・ マ ン の ファ ー ス ト ・ ア 
ル バ ム 。 どちら か と いう と 次 作 「Crafty Hands」 の ほう が 評価 は 高 
い が 、 出 来 と し て は この デビ ュー 作 も 同じ 水準 に あり 、 甲 乙 付 け 難 
が 出来 で も る 。 ア メリ カ の プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク と いう も の は 、 
ヨー ロッ パ の それ の よう に 精神 性 を 色濃く 反映 する タイ プ で は な く 、 
どちら か と いう と メカ ニズム を 重視 し た 、 純 音楽 的 な 意味 で の 完成 
度 を 追求 し て いく タイ プ が 多い 。 そん な テク ニカ ル 志 向 の 表現 主義 
的 ロッ ク の 最 右 に 位置 し て いた の が この ハッ ピ ィ ・ ザ ・ マ ン で あ 
る 。 技 術 的 水準 の 高い グル ー プ が 多い の は 前 述 の 国民 性 を 反映 し て 
いる か ら で あ ろう が 、 そ ん な 中 に お いて も ひと きわ 輝い た 彼 等 の サ 
ウン ド は 歴史 に 残る も の だ 。 (山崎 ) 





HAPPY THE MAN 
prafty Hanmds 


L P/Arista 4181 78 年 





「Happy The Man」(Arista 4120 77) に 続く ハッ ピー・ ザ ・ マ ン 

の 2 nd。770 年 代 後 半 に 盛り 上 が り を 見 せ た ア メリ カン ・ シ ン フ ォ ニ 
ッ ク ・ ロ ッ ク の 頂点 に 位置 する 名 作 で ある 。 ダ ブル ・ キ ー ボ ー ド (1 
人 は フル ー ト 、 サ ックス も 吹く )、 ギ ター、 ベ ペース 、 ド ラム ス の 5 人 
か ら 成 る メン バー は 、 一 部 アコ ー ス ティ ッ ク 系 の 楽器 も 使い 、 メ ロ 
ディ アス て で 繊細 な 演奏 を 繰り 広げ て いる 。 一 聴 し た と ころ 派手 さ は 
な い が 、 そ の 軽やか か つ 穏 や か な サウ ンド は 心地 よく 、 聴 く 程 に 味 
が 出 て くる 。 グ ルー プ は 、 そ の 後 、'83 年 に 「Better Late」 (Azimuth 
1003) (録音 は '79 年 ) を 発表 、 メンバー の キッ ト ・ ワ トキ ンス も ソロ ・ 
アル バム を 多数 、Coco Roussel と の デュ オ を 1 枚 リ リー ス し て いる 。 
(賀川 ) 





ど ぢ 用 








5 凍 打 用 2 HAPPYTHEIMAN 
aa Betterlate 
| L P/Azimuth AZ 1003 


"83 年 ("79 年 録音 ) 
CD/Cuneiform WMAS 55001 





斉 は '79 年 、 リ ー ダ ー の キッ ト ・ ワ トキ ンス が キャ メル に 参加 し て 
いた 頃 の こと で ある 。 ド ラマ ー が 元 エ ルド ン の ココ ・ ル ッ セ ル (後に 
ワ ト キ ンス の ソロ ・ ア ル バ ム に も 参加 する ) に 替わっ た 以外 は 前 2 作 
と 同一 の メン バー 構成 (key & fl、e-p & as & fl、g& vo、b) で あり 、 
キャ メル の 「| Can See Your House From Here (リモ ー ト ・ ロ マン 
ス )」 に も 収め られ て いた `Eye of the storm′ で 幕 を 開け る 演奏 は 
明らか に 従来 の 作品 の 延長 線上 に ある 。 各 種 キ ー ボ ー ド 、 フ ルー ト 、 
ギタ ー と 小気味 好い リズ ム と が 一 体 化し た 演奏 は メロ ディ アス で あり 、 
独特 の 広がり を 持っ て いる 。 軽やか で 起伏 に 富ん だ 曲 構成 も 見 事 で あ 
る 。 彼ら が アメ リカ を 代表 する シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク ・ グ ルー プ で あ 
っ た こと を 再 認識 させ る に 十分 な 内 容 を 持っ た 作品 で ある 。 (賀川 ) 


HAPPY THE MAN 

BeginningS 

CD/Cuneiform 55003 90 年 
('74、'75 年 録音 ) 





ハッ ピー・ ザ ・ マ ン の 本 作 は 、 彼 ら が 活動 を 始め て 最初 の 2 年 間 
の 、774 年 、'75 年 の テイ ク で 、 フ ァ ー ス ト ・ ア ル バ ム ・ リ リー ス 以 前 
の 未 発表 曲 集 。 ラ イヴ 録音 と スタ ジオ 録音 に 分 か れ て いる が 、 ス タ 
ジオ 録音 と いっ て も 4 チャ ン ネ ル の マル チ の リミックス 物 。 い わ ゆ 
る デモ ・ テ ー プ と いう や つ だ 。 内容 的 に は 、75 年 の ライ ヴ ・ テ イク 
が 抜き 出 て いる 。 す ご く テ クニ カル で テン ショ ン の 高い コー ド を 多 
用 し て いる に も か か わら ず 、 彼 ら の 持ち 味 の 不 思 議 な イマ ジ ネ ー シ 
ョ ン を 換 起 さ せる ヴィ ジュ アル な 曲想 と 、 ど こ か 優し く 柔 ら か な 印 
象 は 後 の 作品 と ほぼ 同じ レベ ル 。 一 曲目 は 例 の シン フォ ニッ ク の V. A. 
と 同じ 曲 ? た だ 、 彼 ら を カン タ ベ リ ー・ サ ウン ド と 呼ば な いで / 

(LUNA) 





HAPPY THE MAN 

Live 

CD/Linden Music LM2021 
"94 年 ("78 年 録音 ) 





キッ ト ・ ワ トキ ンス と ココ ・ ラ ッ セ ル を 擁する HAPPY THE MAN、 
78 年 の ライ ヴ で ある 。 一 上 通 オ ー デ ィ エ ンス 録音 か と 思わ せる 音質 な が ら 、 
内 容 的 に は 非常 に 充実 し た ライ ヴ と いえ る 。 2 nd「 ク ラフ ティ ・ ハ ンズ 」 
の 1 曲目 、 あ の 超 名 曲 の ライ ヴ ・ ヴ ァ ー ジ ョ ン が 聴け る と あっ て は 、 そ 
れ だ け で 手 を 出す ファ ン も 多い の で は ある まい か 。 全体 と し て は スタ ジ 
オ 曲 に 忠実 な 印象 を 受け 、 ナイ ー ヴ か つ セ ン シ テ ィ ヴ な 演奏 が 展開 し て 
いく 。 ジ ェ ン トル ・ ジ ャ イア ント を 女性 的 に し 、 エ ニ ド を クロ ス オ ー バ 
一 寄り に し た 音 、 と いっ て も 的 外れ だ ろう 。 い わく いい が た い オ リ ジ ナ 
リティ で ある 。 キ ャ メル の A. ラ ティ マー が 目 を つけ た の も うな づけ る 。 
し か し 、 き ら め く 演奏 に あっ て 平然 と 入っ て くる ハウ リン グ ・ ノ イズ 。 
当時 の バン ド の 経済 状態 を 象徴 する よう で 悲痛 で ある 。 (ミワ ) 


HARMONIUM (Canada) 
Harmonium 


LP/Celebration CEL 1892 '74 年 
CD/Polydor 833 991-2 


誤 
テー 
ビ 
ン 
( 呈 主 
る 





デビ ュー 作 。 ジャ ケッ ト 裏 に は Serge Fiori、 Michel Normandeau、 
Louis Valois の 3 人 が 写っ て いる 。 繊 細 に 重ね られ て いく アコ ー ス テ 
ィ ッ ク ・ ギ ター の 響 き 、 ふ わっ と エコ ー の 効い た コー ラス 、 優 し く 
語り か ける ヴォ ー カ ル 。 彼ら の スタ ー ト 地点 を 明確 に 示す 叙情 的 フ 
ォ ー ク ・ ロ ッ ク 。 ケベック と いう 出自 も あろ う が 、 む し ろ ト ラッ ドン 
フォ ー ク の 流れ で と ら え る べき 存在 に 思え る 。 卿 惑 を 誘う 子供 達 の 
ざわ めき や フル ー ト 、 ピ アノ の 導入 が シン プル な 中 に も ほとばしる 感 
傷 と いっ た 趣 で 胸 に 迫る 。 以 後 の 作品 と 上 比べ て は プロ グレ ッ シ ヴ と 呼 
べ る も の で は 無い が 、 良 い 意味 で 浮き 足 だ っ た 夢想 ムー ド が 支配 的 で 
捨て 難い 魅力 が ある 。 余りに シン プル に フォ ー ク 過ぎ る の は 確か で 
ある と し て も 、 フ ォ ー ク 系 歌 も の と し て 再 評価 し た い 作 品 。 (中 島 ) 








HARIMONIUM 
Les Cing Saisons 


L P/Celebration CEL 1900 75 年 
CD/Polygram 833 990-2 





マン ドラ ゴ ラ の 花 が 咲き 乱れ る 岡 を 描い た カヴァ ー に まず 目 を 惹か れ 
る この アル バム は 、 アル モニ ウム の 2 nd に あたる 作品 で 、 最も 美しい 、 
豊か な プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク を 演じ て いる 。 彼 等 は 基本 的 に は フォ ー 
ク ブ ロッ ク 的 な サウ ンド の グル ー プ な の で ある が 、 こ の 作品 で は 、 豊 伯 
な メロ トロ ン を 加え て 、 こ の 世 、 い や 架空 の も の も あわ せ て 、 最も 美 し 
い 紅 葉 の 秋 の 一 日 を 演出 し て みせ る 。 そ れ は 、 聴く リス ナー に と っ て 、 
想像 の 世界 の 際 に た た ず む 甘美 な 秋 の 幻想 で ある 。 そこ で は マン ドラ ゴ 
ラ が 咲き 、 深 紅 の 落ち 葉 が 空 を 埋め つく す 程 、 風 に 乱れ 、 無数 の 蝶 が 舞 
いあ が る 。 これ 程 、 視 覚 的 に せま る 音 も めずらし く 、 一 種 、 麻 薬 的 な 甘 
美 さす ら 持っ て いる 。 その 傾向 が 強い の は A③ と B 面 の ほとん ど を 使っ 
た 組曲 で ある 。 フ ラン ス 盤 、 及 び CD も リリ ー ス され て いる 。 (山崎 ) 





HARMONIUM 
L heptade 


L P/CBS PGF 90348 76 年 
CD/CBS G2K-90348 





アル モニ ウム の 傑作 。 名 作 で ある 2nd「Les Cinq Saisons」 に 続 
いて 見 事 に 独自 の 美的 空間 を 構築 し て いる 。 基 本 的 に は フォ ー ク か 
ら ス ター ト し た グル ー プ な の だ が 、 カ ナダ と いう 土地 柄 の せい な の 
だ ろう か ? まさ に フレ ンチ ・ シ ン フ ォ の 繊細 さと 北欧 に 通じ る あ 
る 種 の クー ル な 雰囲気 を 合わ せ て 持っ て いる 。 前 作 に 較べ て 若干 シ 
リア ス さ が 薄れ て いる よう な 気 は する が 、 そ の ぶん 甘美 さ が 増し て 
お り 、 高 純度 な 美 し さ に さら に 磨き が か か っ て 聴く 者 を 虜 に する 。 
CD 化 に 伴っ て 美しい ジャ ケッ ト が 縮小 され て し まう の が 残念 で は あ 
る が 、 音 が 出 た 瞬間 に 強烈 に 想像 力 に 訴え か け 、 目 の 前 に 天上 世界 
を 眺め る よう な 空間 が 出現 する 。 こ れ も ま た 、 聴 く 者 を 別世界 に 誘 
っ て くれ る 高尚 な 作品 。 (津田 ) 





ぢ ど づ 








HARMONIUM 
En Tourmee 


LP/CBS PFC 280045 80 年 
('77 年 録音 ) 





「L'Heptade」 発 表 時 、'77 年 ヴァ ンク ー ヴ ァ ー で の ステ ー ジ を 収め た 
ライ ヴ 盤 。 ラ ジオ ・ カ ナダ 用 の 音源 を 仏 Spalax が レコ ー ド 化し た 2 枚 
組 で 「L'Heptade」 の ほぼ 全曲 が 演奏 され て いる 。Neil Chotem を 除く 
同 作 の 主要 メン バー と コー ラス の Monique Fauteux の 7 人 編成 で 、 音 
数 は 全く 問題 な い 。 さ す が に オー ケス トラ 曲 は 外し て ある が 、 彼 ら の 
実力 を 示す に 充分 な 劇 的 ライ ヴ だ 。 叙 情 と 言う より 哀 甘 / セ ンチ メン タ 
ル な 彼ら の 世界 は 、 甘 く 切 な い 。 セ ル ジ ュ の 歌声 、 オ ー ケ スト ラ な ア 
レン ジ 、 繊細 で 時 に 雄大 な サウ ンド は 言わ ば フラ ンス の 恋愛 映画 に も 
似 て 、 視 覚 と 感情 に 訴え る 一 編 の 映 象 で ある 。 動 的 な 部 分 で の 勢い 、 
タメ 、 メ リハ リ に お いて スタ ジオ を 上 回 る 部 分 も 少な く な い 。 ラ イヴ 
用 アレ ンジ の 妙 (ソロ 等 ) も た っ ぷり 味わえ る の が 嬉し い 。 (中 島 ) 


HEAD EAST 
get Youself Up 
L P/A&M SP-4579 76 年 





イリ ノイ 州 出身 の 5 人 組 の セカ ンド ・ ア ル バ ム 。 同郷 の REO ス ピ 
ー ド ワゴン 辺り と よく 比べ られ る 彼 等 だ が 、 そ の 音楽 性 は 、 似 た 点 
も ある も の の 実は か な り 違 う 。 中 西部 を 拠点 と し て いた バン ド だ け 
あっ て 、 ハ ー ド ・ プ ブギ や カン トリ ー っ ぽい ナン バー も 確か に プレ イ 
し て は いる が 、 彼 等 の 場合 、 ス ティ ックス と 親交 が 深かっ た こと か 
ぢ お 分 か る ポポ づ に 、 キ ー ボ ー ド ・ ワ ー ク と コー ラス ・ パ バー モニ ミー に 
* 売 り ? が あっ た 。 本 作 で も 、 ハ モン ド や ムー グ が 出 まく り で 、 特 に 、 
展開 が ドラ マテ ィ ッ ク で 、 ヴ ォ ー カ ル の ヴァ ー ス が どこ と な く 21 
世紀 の 精神 異常 者 "し て る HR ナ ン バ ー の B⑤ は 絶品 。 そ の 後 、 レ イ 
ン ボ ー に (2 度 も ) 先駆 け て ラス ・ バ ラッ ド を カヴァ ー す る 等 、 マ 
ニア ッ ク な 話題 の 中 、 7 一 8 作 を 残す 。 (奥村 ) 





HEADS IN THE SKY (Canada) 
Heads In The Sky 
L P/llluminated IR 001 '81 年 





リー ダー 格 の ラス ・ ウ ォ ル カー が プロ モー ト の た め 来 日 し た と き 、 
幸運 に も あの た か みひろ し 氏 と 会 うこ と が 出来 、 あ っ と いう 間 に 国内 
盤 が リリ ー ス され て し まっ た と いう エピ ソー ド を 持つ ヘッ ズ ・ イ ン ・ 
ザ ・ ス カイ (オラ ンダ 盤 も リリ ー ス され て いる )。 80 年 代 初頭 に テラ ス 
ド ・ ガ ー デ ン が 登場 する まで の 間 、 久 し く 無 風 状 態 で あっ た カナ ダ で 
唯一 気 を 吐い た パ バンド で も あっ た 。 サウ ンド 的 に は フロ イド と ジェ ネ 
シス か ら の 影響 が 何処 と な く 見 える が 、 ジ ャ ケッ ト か ら イ メー ジ さ れ 
る SF 的 な トー タル ・ サ ウン ド は 魅力 的 だ 。 後 に 12 イ ンチ EP「Poetry & 
Soience」 も リリ ー ス し た 。 又 、 ジ ャ ケッ ト ・ イ ラス ト を 担当 し た マー 
ティ ン ・ ス プリ ン ゲ ッ ト の ソロ 作 が 同 レ ヒー ベル より リリ ー ス され て お 
り 、 ラ ス が フル ー ト と シン セ で 参加 し て いる 。 (本 木 ) 


HEIR APPARENT 
One Small Voice 


L P/Roadracer RO 9472 1 '89 年 
CD/ ア ポロ ン APCY-8018 





クイ ー ン ズラ イチ と 同じ シア トル 産 の パン ド て で 結成 は "84 年 。'85 年 
の 「Graceful In Heritance」 に 次 ぐ 2 nd。 本 作 録 音 の 前 に 加入 し た 
vo は 、 も ろ ジ ェ フ ・ テ イト 声 で 、 サ ウン ド も 当然 「Operation : Mindcrime」 
時 まで の 本 家 と そっ くり 。 セ ルフ ・ プ ロ デ ュ ー ス だ が 、 エ ンジ ニア 
は これ 又 本 家 の ミ ニ ・ ア ル バ ム を 担当 し た トム ・ ホ ー ル な る 人 物 。 
だ が 、 フ ォ ロ ワー と 一 言 で 切り 捨て られ な い 何 か を 持っ た バン ド だ 
っ た 。 本 当 に 何 か 程度 の モノ な の だ が ……。 サ イモ ン & ガ ー フ ァ ン 
クル の “サウ ンド ・ オ ヴ ・ サ イレ ンス ” で は ギタ ー・ リ フ と コー ラス 
が いい 味 を 出し て いる が 、 本 家 も `^ ス カボ ポロ ・ フ ェ ア ” を 演 っ て は い 
まい か ? 90 年 の 国内 盤 CD 発売 時 に は 、 サ ポー ト と し て 録音 に 参加 
し た g に 変わ る 正式 メン バー が 入っ た よう で あっ た が …… 証明 








HIGHWAY ROBBERY 
For Love Or Money 
LP/RCA LST-4735 72 年 





ドラ マー が りり 一 ド ヴォ ー カ ル を 兼ね る ニュ ーー ヨーク の バー ドロ 
ッ ク ・ ト リオ 。 と いう こと は SIR LORD BALTIMORE と 同時 期 で 同 
じ 編成 と いう こと に な る が 、 同 じ ゴ リ 押 し タイ プ で も 、A① を 除く と 
殆 ん ど サ イケ 色 は な く 、 よ り 整 合 感 が あり 、 メ ロディ アス な コー ラ 
スワ ー ク を 前 面 に 押し 出す 所 に 特徴 が ある 。 ス ピー ド 感 と パワ ー は 
充分 で 、 イ ンス ト 部 分 も 比較 的 長く 、 特 に A②④ 三 身 一 体 リ フ 攻撃 は 
強力 。 要 所 を ボトル ネッ ク 奏 法 で 締め る ギタ ー は B②④ で セン ス の 
良さ を 発揮 ベー ス は ジャ ッ ク ・ ブ ルー ス を 初 入 と させ る フレ ー ズ 
を プン プン と よく 歌わ せ 気 持ち 良い 。 ド ラマ ー は ナル シス ト っ ぱ ぽい 
外見 に 似合わ ず B④ の 乱れ 打ち は 迫力 モノ 。 し か も アコ ー ス ティ ッ 
ク な 曲 も good。 た だ の 単細胞 ハー ドロ ッ ク ・ バ ンド で は な い 。 (中 ) 





回 HOLDING PATTERN 
に 


Majestie 
CD/Art Sublime ASCD 491-002 81 年 





コネ チカ ッ ト の バン ド 。 70 年 代 初期 に は ドラ マー が 後 の イ ー ス タ 
ー・ ア イラ ンド の ギタ リス ト と 同じ バン ド に 在籍 、 ま た ギタ リス ト 
は T・ マ カバ パ イン が 優勝 し た ギタ ー・ コ ン テ ス ト で 入賞 し た と いう 炒 
な 経歴 を 持つ 。 結成 は "81 年 。 同年 、 ミ ニ LP を 発表 、'83 年 に は シン グ 
ル お よび ビデ オ を 製作 、MTV で も オン ・ エ ア さ れ た 。 本 作 は その ミ 
ニ LP と シン グル に 未 発 表 ラ イヴ を 加え た 77 分 に も お よぶ コン ピ レ ー 
ショ ン ・ ア ル バ ム で ある 。 音 の 傾向 は 、 明 ら か に 770 年 代 ヨ ー ロ ッ パ 
の シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク を 継承 する 曲想 。 キャッチー な メロ ディ ・ 
ライ ン は オラ ンダ の 諸 バ ンド を 、 重 く よ ど ん だ 演奏 は イタ リア ン ・ 
ロッ ク を 想起 させ る 。 シ ン セ と ギタ ー の 速い パッ セー ジ 、 メ ロト ロ 
ン や 12 弦 ギタ ー の 使用 な ど 、 ど れ も メ ロディ ッ ク 。 (3 の 





ぢ ど ブ 








HODRN (Canmada) 
On The Peonle's Side 
LP/Special 9230-1028 '? 年 





ホー ン 唯 一 の 作品 と 思わ れる 。71"72 年 と いう 時 代 背景 も あっ て 、 
歌詞 の 重要 性 が 高く 、 ヴ ォ ー カ リス ト を 前 面 に 押し 出し た 部 分 も 少 
な く な い が 、 他 の メン バー (ギタ ー 2 人 、 ベ ペー ス 、 キ ー ボ ー ド 、 ト ラン 
ペッ ト 、 ド ラム ) も な か な か の 強者 で ある 。 ヴォー カル 中 心 の 部 分 
で は 派手 で は な いかが 効果 的 か つ 印 象 的 な バッ キン グ を 行ない 曲 を 盛 
り 上 げ て いる 。 一 方 、 イ ンス ト 主 体 の 部 分 で は その 実力 を 発揮 し て 
いる 。 技術 的 に 傑出 し た も の と は 言い 難い が 、 各 メン バー と も 確実 
な プレ イ を 展開 し て お り 、 や や ジャ ズ ィ な 熱演 を 聴く こと が で きる 。 
特に マリ ン バ の 軽快 な プレ イ が 印象 に 残る 。 グ ルー プ 自 体 が プロ グ 
レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク を 意識 し て いた と は 思わ れ な い が 、 プ ログ レッ シ 
ヴ な 姿勢 を 持っ た 、 カ ナダ 最初 期 の グル ー プ の 1 つ で ある 。 (賀川 ) 


THE HIMANIST ADVENT 
CONCEPT (Canada) 
Sunra Surge 

LP/Reveal RC77-3 「'8O 年 





彼ら が 示す 音楽 は 、 確 か に 複雑 で 手 の こ ん だ も の だ が 、 非 予定 調 
和 と で も 言 お うか 予測 の 出来 に くい 快感 が 所 々 に 待ち 受け て いる 。 
キー ボー ド の ロバ ー ト ・ シ ュ ウ ェ ル ヴ 、 ギ ター の ピー ター・ リ デン 
の 2 人 が 殆 ん どの 曲 を 手がけ て お り 、 そ れ が まとも に 曲 に 反映 され 
て いる 。 2 人 の ソロ に 負け じ と ドコ ドコ H 叩 きま くる ドラ ム が 、 や た 
ら と うる さい の だ が 、 時 折 聞 こえ る 狂っ た 様 な 叙情 が 、 ラ ッ キ ー の 
V サ イン で グー。 オ リ ジ ナ リティ ー の 面 で は 、 か な り 高 い 評価 を 得 
られ そう だ が 、 ど こ か し ら フ ラン ス の 香り が 漂っ て いる こと は 確か 。 
音 の 断片 を 拡張 し た 曲 の 構成 に 難 は ある が 、 十 分 に 評価 出来 る 内 容 
を 持っ て いる 。 もう 1 枚 作 品 が ある が 、 ど っ ち が 先 か 今 の 所 未確認 。 

(田中 ) 





THE HUNT (Canada) 
The Humt 
LP/CRT 9216 76 年 





ディ リン ジャ ー な ど で 知 られ る ダフ ォ ー デ ィ ル 傘下 の GRT に 、 2 
枚 の 作品 を 残し て いる ザ ・ ハ ント の これ は ファ ー ス ト 。 全体 的 に へ 
ヴィ ・ ロ ッ ク 仕 立て の その サウ ンド は 、 ス ピー ド 感 と 重厚 な ハー モ 
ニー を 伴っ て 、 終 始 迫 力 の ある 展開 を する 。 それ 程 に 凝っ た 作り を 
し て いる 訳 で は な い が 、 ア コー ステ ィ ッ ク ・ ギ ター と フル ー ト を 使 
用 し た 1 曲目 等 に 、 彼 ら の 並々 な ら ぬ 力量 が 浮き 出 て いる 。 また 、 
オル ガン と ギタ ー・ ソ ロ が 特に 光っ て いて 、 2 曲目 か ら A 面 ラス ト 
まで 仲 々 聞き 応え の ある 演奏 が 繰り 広げ られ て いる 。 ケ ベッ ク 州 の 
バン ド が 何かと 好ま れる カナ ダ に あっ て 、 オ ンタ リオ 出身 の ザ ・ ハ 
ント は 結構 貴重 な 存在 で は な い だ ろ うか 。 (田中 ) 


ILUVATAR 
IMvatar 
CD/Kinesis Inc. KDCD 1008 93 年 





何より も ロック” と し て の 高揚 感 が あり 、 好 感 が 持て た 。 か な り ラ 
イヴ も 重ね て いる よう だ 。 惜 し むら く は 、 マ リ リオ ン な ど と 同様 音楽 
的 に は トラ イア ド の 連続 で 、 サウ ンド や テク ニッ ク は 〇 な の に 、 い まひ 
と つつ 展開 が 少な いと ころ だ 。 と は いえ 、 ア レン ジ な ど は な か な か 凝っ 
て お り 、 ド ラム も リズ ム が 良く 、 い わ ゆ る 打込み イン ディ ー ズ に 見 ら 
れる よう な 欠陥 は な い 。 ヴ ォ ー カ ル は 、 声 質 は 異な る が 、 ハ イ ・ ト ー 
ン で 張る と ころ な ど 、 こ ぶし の 回 し 方 が フィ ル ・ コ リン ズ そ っ くり 。 
③ が 佳 曲 。 ④ な どの リズ ム ・ ア レン ジ や コー ラス / サ ウン ド に は 、 そ こ 
は か と な く ア メリ カ っ ぱい ^ ご 陽気 さ ” が 涯 っ て し まう が 、 そ こ は ご 
愛 婚 。 ア コー ー ス ティ ッ ク ・ ギ ター の アル ペ ベジ オ を 主体 に し た ⑤ が いい 。 
歪む 一 歩 手前 ぐ で らい に パワ ー の ある ミキ シン グ が あぶ な い 。 (難波 ) 








ILUVATOR 
Children 
CD/Kinesis KDCD 1016 '95 年 





'95 年 現在 、 北欧 の シー ン と 並ん で 多く の 新人 グル ー プ を 輩出 し て 
いる の が アメ リカ だ 。 定期 的 に 行なわ れ て いる PROGFEST” も 今 
年 で 3 年 目 を 迎え 、 ロ ー カ ル ・ プ レス で リリ ー ス され る プロ グレ ッ 
シ ヴ 系 作品 は 数 え 切 れ な い 程 だ 。 こ の イル ヴェ イタ ー も そん な シー 
ン の 中 で 活躍 し て いる グル ー プ で これ が セカ ンド に あたる 。 表 現 力 、 
録音 技術 、 全 て の 点 で 確実 に スケ ー ル アッ プ し て いる の が た の も し 
い 。 イ メー ジ と し て は SI 系 の 良質 な 作品 群 に も 似 た 、 メ ロディ ッ ク で 
ヴォ ー カ ル を メイ ン に し た シン フォ ・ サ ウン ド で あり 、 そ ん な 中 に 
ひそ む ロ ッ ク ・ ス ピリ ッ ト が 心 を 打つ の は 、 あ の ペン ドラ ゴン や シ 
ャ ドウ ・ ラ ンド と いっ た 980 年 代 を 生き の び て き た ミュ ー ジ シャ ン 達 
と 同様 で ある 。 (山崎 ) 





IN THE NAME (5anada) 
In The Name 
CD/ ビ クタ ー VICP-5568 95 年 





トロ ント 出身 の 4 人 組 の デビ ュー・ ア ル バ ム 。 以 前 は KINGS BANE 
と 名 乗っ て いて ツイ ン ・ ギ ター の 5 人組 だ っ た が 、 ギ タリ スト が ひ 
と り 脱 け 、 バ ンド 名 を SEVEN YEARS と 改名 し た 後 、 ま た また バン 
ド 名 を 変え て 本 作 を リリ ー ス し た 。 91 年 制作 の KINGS BANE 時 代 の 
6 曲 入 デモ ・ テ ー プ は 本 誌 マ ー キ ー50 号 で 紹介 済 だ が 、 そ れ か ら 4 
年 間 で サウ ンド の 質 は 少々 変わ っ て し まっ た よう だ 。 ハイ ・ ト ー ン ・ 
シン ガー の 声質 は 少々 コモ っ た も の に な り 、 ギ ター の 音色 も アメ リ 
カ の " 今 様 ” の 妙 に へ ヴィ な も の に 。 ラ スト 3 曲 は 日 本 盤 ボ ー ナ ス 
曲 で 、 上 記 デ モ か ら の リメイク 。 が 、 こ れ が ある こと で 余計 に KINGS- 
BANE 時 代 が 光っ て し まう 。 シンガー の 歌い 方 も 含め て "91 年 の 方 が 
ずっ と 良かっ た 。 ち ょ っ と 悲し い 。 (奥村 ) 





どど ぢ 








jNDISCIPLiINE| INDISEIPLINE (Canada) 
A Non-0hvdous Ride 
CD/Orange ORCD OO01 94 年 





ソリ ッ ド な ギタ ー・ ト ー ン と 手数 、 音 数 の 多い ベー ス 、 ド ラム 、 そ 
し て 無 表 情 な ヴォ ー カ ル ・ ラ イン 。 お お よそ ケベック の これ まで の 
イメ ー ジ に は 当て は ま ら な い モ ノ ・ ト ー ン な 音 は 、 ど こ か キン グ ・ 
クリ ム ゾ ン の 持つ 音 の 暗 さ に 通じ る 。 イ ン デ ィ シ プリ ン と いう バン 
ド 名 が その イメ ー ジ を 一 層 強 め る が 、 そ れ よ り も 、'90 年 代 に 入っ て 
か ら の ロッ ク ・ ミ ュー ジッ ク の 先鋭 さ を 吸 収 し た 音 と いっ た 方 が い 
いか も し れ な い 。 その 中 で も ソリ ッ ド さ を 前 面 に 出し た バン ド だ 。 
ギタ ー は リフ 主体 で 、 メ ロディ ッ ク な 部 分 は ほとん ど な い 。 通 し て 
聴く と 、 そ の た めか 、 曲 の 傾向 が 似 て いて 印象 に 残り づら いと いう 
こと に も な る 。 ハー ド ・ ロ ッ ク の !90 年 代 に お ける 正統 派 と も 言え る 
よう な 音 だ 。 ち ょ っ と 味気 な いか も 。 (松本 ) 


INNER STRENGTH 
Shallow Reflectinns 


CD/Institute Of Art RTD 397.0004 
'93 年 





ニュ ー ヨ ー ク を 拠点 と する 4 人 組 の デビ ュー 作 。 非 常に 複雑 な 構 
成 の 中 に 超絶 技巧 パー ト を 巧み に 折り 込ん だ 攻撃 的 な スタ イル は 、 

WATCH TOWER か ら の 強い 影響 の 下 に 誕生 し た も の だ ろう 。 難 解 な 
メロ ディ も し っ か り と 歌う ハイ ・ ト ー ン ・ シ ン ガ ー の 存在 は 、 バ ン 
ド の 音楽 を 自己 満足 で 終わ ら せ な いこ と に 大 きく 貢献 し て いる 。 こ 
うい っ た 音楽 を 追求 すれ ば する 程 、 フ レー ズ ご と の メロ ディ に 対す 
る 配慮 と セン ス が 重要 に な っ て くる の だ が 、 そ の 点 で も 及 第 点 を 与 
えた い 。 シ ンプ ル な アコ ー ス ティ ッ ク ・ ナ ン バ ー の タイ トル 曲 の 存 
在 は 、 彼 等 が 技巧 に 湧 れ た バン ド で は な いこ と の 証 で あろ う 。 尚 、 

同年 に 米国 パワ ー・ メ タル 勢 を 集め た オム ニ バ ス 「Molten Metal 
Monsters Vol.1」 に 本 作 未 収録 曲 を 1 曲 提供 し て いる 。 (芦沢 ) 





NH INTRUSION 
ゲ 忠洋 Passing Without Notice 
L P/Intrusion INP-2461 '82 年 





自主 制作 は 大 体 ^ 志 が 高く て も 予算 は 低い ” の で 、 作 品 内 容 に 質 
が 伴わ な い 例 が 多い 。 この 作品 も 、 ジ ャ ケ が ファ ンタ ステ ィ ッ ク で 
楽曲 と 面白 い だ け に 、 録 音 の 悪さ が 残念 だ 。 3 人 の パー カッ ショ ニ 
スト を 中 心 と し た 変則 的 な プロ ジェ クト で 、 作 風 は キー ボー ド と ド 
ラム の デュ オ に 様々 な ゲス ト を 加え た 感じ 。 売 り は ^ 多 彩 な が キー ボ 
ー ド ・ プ レイ と スリ リン グ な ドラ ム を フィ ー チ ャ ー し た シン フォ ニ 
ッ ク ・ ロ ッ ク 。14 分 を 超え る 三 部 構成 の 組曲 を 含む 、 雄 大 な スケ ー 
ル の 大 作 あ り 。 と いっ た 所 だ が 、 肝 心 の ドラ ム 録 斉 が 軽く 、 キ ー ボ 
ー ド も ピア ノ と プロ フェ ッ ト 5 の み で 、 オ ル ガ ン の 音 な ど 当 然 リ ア 
リティ に 欠け る 。 誰 か 彼ら に 豊富 な 機材 と 有 能 な エン ジニ ア を 与え 
て くれ // EL&P と P・ シ ン フ ィ ー ル ド に 捧げ られ て いる 。 (中 ) 


IRA STEIN & RUSSEL WALDER 
Under The EVe 
CD/Sona Gaia ND-62760 '90 年 





idey ie ee 
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アイ ラ ・ ス テイ ン (p) と ラッ セル ・ ウ ォ ル ダー(ob) の デュ オ は !81 年 
に スタ ー ト し て いる 。Windham Hi か ら 「Elements」('82) 、「Transit」 
(86) を リリ ー ス し て お り 、 ピ アノ と オー ボ エ の 織り な す 了 幽玄 で 深み 
の ある 音楽 は 同 レ ー ベ ル に あっ て も 出色 の も の だ っ た 。 彼ら の 音楽 
の 背景 に OREGON が ある の は 一 聴 し て 明らか で あり 、 実際 に 彼ら は 
直接 コロ ラド 州 ボ ー ル ダー の ナロー パ ・ イ ンス ティ テ ュ ー ト で OREGON 
の 教え を 受け た 門下 生 だ っ た 。Windham Hill を 離れ て の 本 作 で は ス 
ティ ー ヴ ・ テ ィ ベ ッ ツ と の 共演 で 知ら れる マー ク ・ ア ンダ ー ソ ン (perc) 
の ほか ゲス ト を 数 名 迎え て お り 、 特 に ギタ ー が 入っ た こと で 更に 
OREGON の 影響 び が ハッ キリ し て いる 。 た だ 数 曲 な が ら ド ラム ス の 起 
用 は 安易 さ に 流れ 、 ピ ン と 来 な い 。 (坂本 ) 








IT 
Order Through Chaos 
CD/(lta) Mellow MMP 185 '94 年 





伊 国 の 圧力 団体 、 メ ロウ 組 か ら の 新人 は 中 心 人 物 2 人 に よる 米国 
人 の プロ ジェ クト 。 コ ピー・ ラ イト の 年 代 に 約 10 年 の パラ 付き が あ 
る 所 を 見 る と 満 を 持 し て の デモ ・ テ ー プ 送付 も 、 あ っ さり OK 即 CD 化 
と いう 明日 な き 内 部 抗争 の 渦中 に ヒッ ト ・ マ ン と し て 迎え られ た ロ 
で あろ う 。 初 め て チャ カ を 持た され て や た ら と 撃ち まく る チン ピラ 
と は ちがい 、 あ る 程度 年 季 の 入っ た 、 道 理 の わか る 流れ 者 と いっ た 
所 か ? 「 も う 若 い 衆 の 芽 を 摘む の は 止め て 、 死 ん だ オジ キ た ちの 供 
養 に 専念 し た ら ど う で すか い モ ロー ニ 親 分 。」 と 言い に 来 た と すれ ば 
役者 不足 で す が ね (川上 ) 





IAT ADUX 
Brainstorm 
L P/Madame X MAX 001 「'82 年 





男 の 叫 び 声 に 続い て Booz の 4 th みた いな 水 を 流す 音 ( 聞 な の か !?)。 
いき な り 始 まる ラウ ド な ギタ ー の 音 は ハー ドロ ッ ク を 予感 させ る が 、 
それ に し て は 余り に 激しい リズ ム ・ チ ェ ン ジ に 変 拍子 の 雨 あ られ 。 
俗 に 言う クリ ム ゾ ン ・ タ イプ と し て 括 ら れ て きた 音 だ が 、 実際 に 似 
て る な と 思わ せる 部 分 は そう 多く は な い 。 ク リム ゾン は も ちろ ん 後 
期 を 指し 、 イ アー ダン ス み た いな 新生 タイ プ を 指す の で は な い 。 ギ 
ター 2 本 に ドラ ム ス 、 ベ ー ス の バン ド 構 成 は レッ ド ” や いび 戦 必 パ ー 
ト 2” を 目指 す に は 充分 か も 知れ な い が 、 本 物 の クリ ム ゾ ン が 持っ 
て いた あの ^~ サ ウン ド “ を 創造 する まで に は 当然 至っ て いな い の で や 
や 単調 に な っ て し まう 。 暗 さき 、 硬 さ 、 重 さ の 内 どれ か 一 つも う 少 し 
深 味 が あれ ば 愛 聴 盤 に な っ た で あろ う 惜 し い 一 枚 。 歌 詩 付 。 (森下 ) 





ぢ どど 








JACKAL (CanmaHa) 
Awale 


LP/Periwinkie PER 7309 73 年 
CD/(lta.) The Labyrinth TL 2002 








カナ ダ は トロ ント 出身 の 幻 の グル ー プ JACKAL、 噂 の みぞ 聞く 存在 
で あっ た が 実際 に 手 に し て みて その 音楽 水準 の 高 さ に 改め て 感心 き 
せら われ た 。 ブロ グレ サイケ ハー ロッ ク と 言う た 全 :G の 力也 
ゴリ ー を 超越 し 、 ロ ッ ク 本 来 の 持つ 血 の 熱 く な る 様 な 高揚 感 を その 
卓越 し た テク ニッ ク と 素 晴 し い 楽 曲 セ ンス で キー ボー ド 、 ギ ター、 
ベー ス 、 ド ラム 、 ヴ ォ ー カ ル を 通じ て 徹底 的 に 押し まく り 、 尚 か つ 
リリ シズ ム も 兼ね 備え た 彼ら の サウ ンド は 正 に 圧巻 と いう 言葉 が 相 
応 し い 。 ジ ャ ケッ ト の セン ス も この 手 の 大 物 ら し さ を 感じ られ て 好 
感 が 持て る 。 リ ー ド ・ ヴ ォ ー カ ル 、 キ ー ボ ー ド 、 ギ ター、 ベ ー ス 、 
ドラ ム の 5 人 編成 で 、 こ れ が 唯一 の アル バム に な る 。 (松尾 ) 


JAEOUES TOM RIVEST (Canada 
) 


Jacuues Tom Rivest 
LP/CBS PFC 80020 '79 年 





言わ ず と 知れ た ポー レン の リー ダー で あり 、 ヴ ォ ー カ リス ト で あ 
っ た J.T. Rivest の 1 st ソロ 。 ポ ボー レン と 言う と 彼 の 声質 の た めか 一 見 
ジェ ネ シ ス 風 の サ ウン ド に 見 られ て し まい が ち で ある が 、 実 は タイ ・ 
フォ ン や イト イズ に 通じ る 歌 心 に 満ち た シン フォ ニッ ク ・ バ ンド で 
ある 事 を 忘れ な いで ほし い 。 その 事 を 明確 に 呈示 し て いる の が この 
作品 で ある 。 少 々 オリ エン タル な 雰囲気 が あり 、 以 前 と 比べ る と 角 
が と れ て リラ ックス し た 印象 を 受け る が 、 ま ろ や か な ヴォ ー カ ル を 
中 心 に 叙情 的 に オー ケス トレ イシ ョ ン さ れ た サウ ンド は 相 変 ら ちず で 
ある 。 彼 は '81 年 に 2 nd を 発表 し て いる 。 より ヴォ ー カ ル を 中 心 に し 
た シン プル な カン タウ トー レ 的 な 内 容 で ある が 、 や は り 本 作 同 様 味 
わい 深い 好 ア ル バ ム と な っ て いる 。 (本 木 ) 





JASUN MARTZ, THE NEOTERIC 
ORCHESTRA 
The Pillory 


LP/All Ear AE 11480 '78 年 
CD/(Swe.) Ad Perpetuam Memoriam 
APM 9404 





オー ル ・ イ ヤー ズ ・ レ ー ベ ル は 、 日 本 の クロ ニク ル の LP を リリ ー ス 
し た り 、 一 時 アメ リカ の プロ グレ ッ シ ヴ ・ シ ー ン で 活動 し て いた 。 ジ 
ャ ー サ ン ・ マ ー ツ は 元 フ ラン ク ・ ザ ッ パ の グル ー プ に 在籍 し て いた キ 
ー ボ ポー ディ スト 。 シ ン セ 、 メ ロト 理 シ ジッ ピア ノ 、 オ ル ガ ン 、 サ ックス 、 
フル ー ト etc. と 多才 に 楽器 を 使い 分 け て いる 。 又 、 ゲ スト も エディ ・ ジ 
ョ プ ソ ン を 始め 、36 人 の オー ケス トラ を 迎え て 演奏 は 繰り 広げ られ る 。 
実験 的 な 作風 の 演奏 で あり 、 ア ン ビ エン ト な 持続 音 を 主 と し た 部 分 や 、 
マグ マ 的 な ダイ ナミ ズム を 感じ させ る 部 分 、 ロ マン 派 後期 的 な 弦 の ユ 
ニ ゾ ン に よる エロ ティ シズ ム を 表現 する 部 分 、 そ し て 即興 的 な 部 分 か 
ら 成り 、 全 体 的 に 非常 に 硬質 な 質感 を 持っ た 作品 で ある 。 オリジナ ル 
初回 プレ ス は クリ アー・ ビ ニー ル で リリ ー ス され た 。 (山崎 ) 


JEREMY 
Pilgrims JourneV 
CD/Kinesis KDCD 1015 '95 年 





ジェ レミ ー と 言う 名 に 聴き 覚え が ある 人 は そう は いな いと 思う が 、 
自主 制作 と し て アル バム 十 数 枚 の キャ リア が ある 。 も っ と も それ ら 
は まる で 畑違い の ポッ ププ ハー ド 路 線 が ほとん どら し い が 。 と も あ 
れ 、 巡 礼 の 旅 と 言う タイ トル の 本 作 、 ス トー リー に 乗っ て 叙景 的 な 
イン スト 曲 が 続 いて 行く 構成 、 シ ン セ ・ オ ー ケ スト レー ショ ン に ア 
コ ・ ギ を 散ら し 、 エ レキ ・ ギ ター の ロン グ ・ ト ー ン を 乗せ る 、 と 言 
っ た 作風 は 初期 の ハケ ッ ト 、 ガ ンダ ルフ 辺り に 通ずる も の 。 多 少 、 
リズ ム の 音 処理 に 細やか さ が 欠 ける の が 難 だ が 、 伸 び の ある 甘い ギ 
ター シン セ は 仲 々 。 (中 西 ) 








JESTER (5anada) 

I's Time 

CD/ ゼ ロ ・ コ ー ポ レー ショ ン XRCN-1137 
94 年 





カナ ダ は オン タリ オ 出 身 の 4 人組 の デビ ュー 作 。 エ モー ショ ナル 
な 歌唱 を 聴か せる シン ガー と 芯 の 太い ギタ ー か ら 、 サ ミー・ ヘ イガ 
ー 加 入 後 の ヴァ ン ・ ヘ イレ ン を 思わ せる ① で 幕 を 開け る 本 作 だ が 、 
その シン ガー が 兼任 する キー ボー ド が 彼 等 の 隠し ポイ ント と な っ て 
いる 。 ジ ョ ナ サ ン ・ ケ イン の よう な スマ ー ト か つ ス ペイ シー な 音 が 、 
どこ か 荒涼 と し た カナ ダ ら し い ( ? ) サウ ンド を 生み 出し て いる の 
だ 。 叙情 的 な が バラード ④ に お いて も 同様 で 、 ギ ター の 情感 溢れ る フ 
レー ズ も 、 そ れ に より 鮮烈 な 印象 を 残す こと に 成功 し て いる 。 た だ 、 


スペ イシ ー に 迫る コー ラス が 光る ⑤ や 、 後 期 ジ ャ ー ニ ー に も 通じ る 
HR ナ ン バ ー⑥⑯ 等 、 平均 し て 楽曲 の 出来 は 良い の だ が 、 アル バム と し 
て の 起伏 が 淡泊 で 、 今 後 の 大 き な 課 題 で あろ う 。 (芦沢 ) 





JIMMY HOTZ 
Beyond The Crystal Sea 


L P/Vision VR 777 '80 年 





今や 引退 気味 の 吉瀬 氏 の お 気に入り だ っ た 一 枚 。 や や ハー ド よ り 、 
も し く は ハー ド ・ プ ログ レ 寄 り の 音 な の に 何故 と 聞く と 、 メ ロディ 
ー が 良い ん だ と の 返事 。 レ ー ベ ル ・ マ ー ク は ダビ デ の 星 ・ ヘ へ キサ グ 
ラム に 十字 架 だ し 、 レ コ 盤 は 777 だ し 歌 詩 も それ 風 な の で 宗教 が か っ 
た 人 な の か も 知れ な い が 、 少 女 マ ン ガ 風 フ ァ ン タ ジ ッ ク な ジャ ケ を 
見 て いる と 何と も アメ リカ ン な バカ バカ し さ が 目 立ち 、 素 直 に その 
世界 に 入っ て いけ な い 。 音 は や た ら と 分 厚く 、 キ ー ボ ー ド ・ フ ァ ン 
は 楽し めそ うだ が そう で な い 私 に は 相当 暑苦しい の で も っ と 引き の 
パー ト が あっ て も 良い の で は と 思う 。 大 仰 な の が 好き な 人 に は 絶対 
だ と も 思う 。 彼 が プロ デュ ー ス し た 作品 も あっ た 筐 だ が バン ド 名 タ 
イト ル 共 に 思い 出せ ず 。 (森下 ) 





ぢ ど グ 








JOHN ABERCROMBIE 
Timeless 
LP/ECM 1047 74 年 





ドリ ー ム ス 、 ビ リー・ コ プ ハ ム の グル ー プ を 経て 発表 され た ジョ 
ン ・ ア バー クロ ン ビ ー の 初 リ ー ダ ー 作 。 ヤ ン ・ ハ マー(key)、 ジ ャ ッ 
ク ・ デ ィ ジ ョ ネッ ト (ds) と の トリ オ 編 成 に よる キメ と イン ター プレ 
イ を 軸 に し た ジャ ズ ・ ロ ッ ク ・ ス タイ ル は 明らか に マハ ヴィ シュ ヌ ・ 
オー ケス トラ 以降 の も の 。「 ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク 」 の スタ イル が 出来 上 が 
りつ つも まだ 新鮮 だ っ た 時 代 な ら で は の 感覚 が ある 。 相 当 に テク ニ 
カル だ が 手 馴れ た 演奏 ゲー ム と 言う 感じ は せ ず 、 一 瞬 先 を どう する 
か を その 場 の 互い の イン スピ レー ショ ン で 決め て いく スリ ル が ある 。 
テリ エ ・ リ ピ ダ ル と 共に この 頃 の ECM レ ー ベ ル を 代表 する 作品 。 三 
者 と も その 後 、 様 々 な 活動 を し て お り 、 ア バー クロ ン ビ ー と ディ ジ 
ョ ネッ ト は 共演 が 多い 。 (中 西 ) 


OO JOHN STEINS, SEOTT SHEERIN 
(6anada) 
Midnight Light 


LP/River Town JSSS 3939 "81 年 


TUNE 





1 


カナ ダ に は 自然 や 大 地 を テー マ と し た 透明 感 溢れ る 洗練 され た 、 
アコ ー ス ティ ッ ク 楽 器 編成 に よる アン サン ブル が 比較 的 顕著 に 見 ら 
れる 。NEXUS や Paul Horn、Paul Winter 系 と いっ た ビッ グ ・ ネ ー ム 
は も と より 、 マ イナ ー な グル ー プ は 幾ら で も 存在 する 。 その 中 で 、 
あえ て ユー コン 準 州 (オー ロラ の 地 、 ホ ワイ ト ・ ホ ー ス で 有名 ) 出身 
と いう 、 異 色 の 2 人 組 を 紹介 し た 。12 弦 ギタ ー、 フ ルー ト の 2 人 を 
中 心 に パー カッ ショ ン 等 数 種 の 楽器 が 絡む 編成 で 、 彼 ら は 、 透 明 に 
澄み 切っ た 美しい アコ ー ス ティ ッ ク ・ ミ ュー ジッ ク を 聴か せる 。 聴 き 
所 は B 面 で 、 彼 ら の 音楽 は 伊 の べべ ・ マ イナ 辺り に 近い の だ ろう が 、 
非常 に 感覚 的 且つ 繊細 、 し っ と り と し た 叙情 を 洪 え た 美しい 演奏 が 
特徴 で 、 カ ナダ の 冷た い 空 気 を 肌 に 感じ る こと が 出来 る 。 ( 奏 田 ) 





JOURNEY 
JourneV 


L P/Columbia PC 33388 75 年 
CD/Columbia 33388 
/ ツ ニー CSCS 6004 


ED 人 





元 サ ンタ ナ の ニー ル ・ シ ョ ー ン (5g) を 中 心 に 、73 年 、GOLDEN GATE 
RYTHM SECTION か ら 発展 、 結 成 さ れ た 彼 等 の デビ ュー 作 。 元 サ ン 
タナ の グレ ッ グ ・ ロ ー リ ー(key) が シン ガー を 兼任 し て いた も の の 、 
当時 の 彼 等 が 重き を 置い て いた の は 、 イ ンス ト ・ パ ー ト に お ける ア 
ン サ ンプ ブル と テク ニッ ク の パト ル で あっ た 。 圧巻 な の は A③ の イン 
スト 。 ピ アノ に よる イン トロ ダク ショ ン が 明け る や 、 コ ラ シ ア ム II 
ば り の フュ ー ジ ョ ン が か か っ た 展開 が 待っ て お り 、 そ こ で の ニー ル 
と グレ ッ グ の 速 弾き た る や 、 鬼気 迫る も の が ある 。 が 、 そ れ で いて 、 
まっ た り と し た グレ ッ グ の 歌 に 耳 を 奪わ れる の も また 事実 だ 。 特 に 
泣き を 含む スロ ー な A① は 絶品 。 中 後期 と は 区 別 の 必要 あり 。 

(奥村 ) 


JOURNEY 
Lonk Int0o The Future 


LP/Columbia PC 33904 76 年 
CD/Columbia CK 33904 
/ ソ ニー CSCS-6005 





レック ・ ロ 二 り 詞 (Volkey 志 三 ルル: ショージ ((g)N 回 スッ ヴ 
ァ ロ リー(b) 、 ア イン ズレ ー・ ダ ン バ ー(ds) と いう ライ ン ナ ッ プ だ っ 
た 頃 の セカ ンド ・ ア ル バ ム 。 この頃 の 彼 等 の サウ ンド は 後 年 ステ ィ 
ー ヴ ・ ペ リー を 加え て 体現 する こと に な る ポッ プ で 親しみ や すい ヴ 
ォ ー カ ル ・ オ リエ ン テ ッ ド な も の で は な く 、 各 ミュ ー ジ シャ ン の テ 
クニ ッ ク を 活か し た イン スト ゥ ル メ ンタ ル ・ パ ー ト 主導 の も の だ っ 
た 。 それ 故 そ の 音楽 性 は キャ ッ チ ー な ①、 本 作 の ハイ ライ ト と も 言 
うべ き ハ ー ド ・ チ ュー ン ④、 プ ログ レッ シ ヴ な 味わい を 持つ 長編 ⑥ 
と いっ た 具合 に や や まとまり に 欠け る 感 は 否め な い 。 し か し 随所 で 
展開 され る 各 楽 器 の 火花 散 p な イン ター プレ イ ( 特 に ニー ル の ギタ ー) 
は 今 聴 いて も 充分 刺激 的 だ 。 (石原 ) 








JUNE WALLACK (Canada) 
June Wallack 
LP/RCA KPL 1-0136 75 年 





全 世 界 的 に 見 て も 女性 シン ガー の プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク は 決し て 
多い と は 言え な い 。 そ れ が シン フォ ニッ ク 系 と な っ て くる と 、 か な り 
数 が 苦し く な っ て くる 。 こ の June Wallack の "775 年 に 出さ れ た アル バム 
は 、 カ ナダ で 唯一 そん な 条件 を 満た し て くれ た 作品 な の だ 。 彼 女 の ピ 
アノ と Le Gros Pierre な る 人 物 の キー ボー ド 群 の ぶ 厚 い 壁 。 そ し て リ 
ズム ・ セ クシ ョ ン の メリ ハリ の きい た サウ ンド は 凄まじ いも の だ 。 残 
念 な の は 彼女 の 声 が 少々 弱 々 し い 所 。 (好み の 問題 ? ) 一 曲 だ け ビ リー・ 
ホリ デイ の 曲 ( 他 は 彼女 の オリ ジ ナ ル ) が あっ た り 、 宇 宙 空 間 を ジャ 
ズ ・ ピ アノ が 浮遊 し て いる よう な 曲 が あ っ た り と 、 彼 女 は 以前 ジャ ズ ・ 
シン ガー だ っ た の で は な いか と 思わ せる 部 分 も ある 。 又 ETERNITE” 
で 彼女 は 一 曲 ヴ ォ ー カ ル を 担当 し て いる 。 (本 木 ) 





KALABAN 
2 Dont Panmie 


LP/Syn-Phonic SYNPHO 5 '86 年 
CD/Syn-Phonic SYNCD 5 





アメ リカ で '86 年 に 録音 され て いた 幻 の 作品 。 この 作品 は 3 曲 の 小 
曲 と 3 曲 の 大 曲 ( 各 10 分 以上 も ある ) か ら 構 成 さ れ て いる 。 ポ ッ プ 
で 、 セ ンス の 良さ の 光る 小曲 も 確か に いい が 、 僕 が 聞い て も らい た 
い の は 、 や は り 大 曲 3 曲 で ある 。 天空 に 突き 抜け る よう な イメ ー ジ 
の スケ ー ル の 大 き な 作 品 で あり 、 も ちろ ん テク ニッ ク 的 に も 申し 分 
の な いも の を 持っ て いる 。 難 を いえ ば 機材 の 問題 か らく る 録音 ク ォ 
リティ ー が 落ち る こと だ が 、 自 主 制作 だ か ら そ れ は し か た な い だ ろ 
う 。 各 楽器 が せめ ぎ 合 いな が ら 、 次 第 に 高揚 し て いく 様 は 本 当 に 見 
事 だ 。 名 前 と 、 小 曲 の ポッ プ さ て 誤解 され そう な グル ー プ な の て で 、 
評価 は ぜひ と も これ ら の 大 曲 を 聴い て か ら に し て ほし い 。 あ あ 昇 天 。 

(山崎 ) 





どど 








KALABAN 
Resistance IS Useless 
CD/Syn-Phonic SYNCD 11 93 年 





2 作 目 。 前 作 と は 同一 バン ド と 思え な い ほ と 飛躍 的 な 進歩 を と げ て い 
る 。 1 曲目 の キー ボー ド の 洪水 を 聴い た だ け で 、 並 の 出来 で は な いと 察 
し が つく だ ろう 。 全 体 を 通し て 、J.P.Alarcen の 「 タ プロ 」 の 荘厳 さと 
0zric の シャ ー プ さ が 同 居 し た 印象 を 受け る 。 2 曲目 の 中 盤 、 グ ヴォー カル 
が 入っ て くる あたり の テン ショ ン の 高 さ 、 ゾ クッ と する 感覚 は 、 リ スナ 
ー の 嗜好 を 問わ ず 、 耳 を 引き つけ る よう に 思う 。3 曲目 は 、 Syn-Phonic 
の 2 枚 組 オム ニ バ ス ・ ア ル バ ム 収録 曲 と 同一 曲 。 テ イク に 大 き な 違 い は 
な い が 、 ベ ー ス 奏者 が 変わ っ て いる 。 彼ら の ベク トル は 完全 に ヨー ロッ 
パ の 硬質 な シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク に 向かっ て お り 、 キ ャ ッ チ ー な ポン 
プ ・ サ ウン ド 、 画 一 的 な メタ ル ・ ロ ッ ク か ら 遠 ざか る 一 方 で ある 。 そう 
し た 方 向 性 は 、 幻 想 的 な カバ ー・ ア ー ト か ら も 察 せ られ る 。 Su) 








KAODS MOON (Canaa) 
After The Storm 
CD/Kozak KO 2501-2 94 年 


ケベック の バン ド 。 80 年 代 中期 に カセ ッ ト 作 品 を リリ ー ス し て お 
り 、 当 時 は バン ド 名 の 表記 が KAHOS MOON だ っ た よう に 記憶 し て 
いる 。 こ の バン ド に は 、 ヴ ィ ジ ブル ・ ウ ィ ン ド の 初代 ヴォ ー カ リス 
ト も 在籍 し て いた こと が あり 、 本 作 の サン クス ・ ク レジ ッ ト に は 同 
バン ド の 新旧 メン バー が 名 を 連ね て いる 。 演奏 に も ヴィ ジブ プル ・ ウ 
ィ ン ド の メン バー が 参加 し て いる が 、 現 在 の バン ド の 実体 は すべ て 
の 曲 を 手掛け る ヴォ ー カ ル 兼 キー ボー ド 奏 者 の ワン マン ・ プ ロジ ェ 
クト の よう で ある 。 そ の 音楽 性 も ヴィ ジブ ル ・ ウ ィ ン ド 同様 、 シ ャ 
ー プ か つ ダ イナ ミッ ク な シン フォ ニッ ク ・ サ ウン ド 。 ポ ンプ 色 や ク 
ラシック 色 よ り も メタ ル ・ テ イス ト が 多少 強い 。 後 半 の 曲 に は い ず 
れ も ど こ か に ハッ と する 静 護 な 切り 返し が 配 さ れ て いる 。 (ミワ ) 





THE KAPLAN BROTHERS 
Nighthird 


LP/Quinton "? 年 





自主 製作 で '70 年 代 中期 に 製作 され た と 思わ れる この 作品 は 、 曲 が 全 
て 繁 っ て いる 事 や 曲調 か らし て ムー ディ ー・ プ ルース を 意識 し た と 思 
われ る 。 メ イン に 使わ れる 楽器 は メロ トロ ン と ピア ノ ぐ らい で 、 キ ー 
ボー ド 奏 者 は ピア ノ の アル ペ ジ オ 等 リッ ク ・ ウ ェ イ クマ ン か ら の 影響 
を 受け て お り “ラウ ン ・ ド バウ ト ” の イン トロ が 使わ れ た り し て いる 。 
メロ トロ ン か ら 始 まる 一 曲目 は ラヴ ・ ロ ッ ク の 佳 曲 で あり 、 二 曲目 は 
^ ポ ル シ ュ カポ ー レ ? 続い て いき な り 「Confusion !」 で 始ま る ~ エ ピタ 
フ *。 ワ ンコ ー ラ ス は バッ ク 無 し で 熱唱 し て お り 、 後 半 は 先 の ^ ポ ル シ 
ュ カ ポー レ ” の コー ラス を バッ ク に 歌わ れ パ ロディ ー と 化す 。 こ の グ 
ルー プ 基 本 的 に は コー ラス ・ グ ルー プ で あり 、 ア メリ カ に お いて この 
よう な ラヴ ・ ロ ッ ク ・ グ ルー プ は 貴重 で ある と 思う 。 (吉野 ) 





KAY GARDENER 
Mooncirele 
LP/Urana WWE 80 75 年 


766)V 条 /( く の 人 AN 写す の 7777779/ 


に 


アメ リカ ・ ア ンダ ー グ ラン ド の 層 の 厚 さ 、 奥 の 深 さ は 何 も ロ ッ ク 
や ジャ ズ に 限っ た こと で は な い 。 特に ア ヨ ー ス ディ ッ ク ・ ミ ュー ジ 
ッ ク は まさ に 底無し 沼 と いっ た 様相 を 呈し て お り 、 い ろ い ろ 迫 っ て 
いる と この よう な 名 盤 級 の 作品 に 当たる こと も し ば し ば だ 。 余り に 
も ファ ンタ ジッ ク で ドリ ー ミ ー な アル バム を リリ ー ス し た ケイ ・ ガ 
ー ド ナー、 本 業 は フル ー ト 奏者 の よう だ が 、 こ こ で は ヴォ ー カ ル も 
取っ て いて 女性 ヴォ ー カ ル ・ フ ァ ン に も 即応 。 気 品 ある 室内 楽 的 な 
ムー ド の 内 に フル ー ト や ヴォ イス を 絡ま せ 、 ま どろ む よ う な ファ ン 
タ ジ ッ ク ・ ワ ー ル ド を 作り 上 げ て いる 。 音 は 古い が ヴァ ー ジ ニア ・ 
アス トレ イ の 世界 に も 通じ る と 思う 。 イ マジ ネー ショ ン 豊 か な 逸品 。 
近年 は リー ルド そ ミ ュー ジッ ク 畑 で 活躍 中 。 (内 田 ) 








KEN WATSON 
Assemhly 


LP/(private press) 001 '8S 年 
CD/Kinesis Inc. KDCD 1010 





世の中 に は 才能 の 溢れ て いる 人 間 が いる も の で 、 こ の ケン ・ ワ ト 
ソン も 豊富 な アイ ディ ア と 申し 分 の な い テ クニ ッ ク を 持ち 合わ せ て 
いる 。 マ ル チ ・ プ レイ ヤー で あり 、 ド ラム ス 以 外 の 殆ど の 楽器 を ひ 
と り で 操り 、 最 上 級 の シン フォ ニッ ク ・ ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク を 生み 出し 
て いる 。 想像 する に 、 彼 は お そら く HAPPY THE MAN を 手 本 に 自分 
の 音楽 を 構築 し た の だ ろう 。 ギ ター・ フ レー ズ 等 に ジェ ネ シ ス や PFM 
の 残 津 も 聴き 取れ る 。 更に 、 全体 の 雰囲気 が そこ は か と な く KENSO 
に 似 て いる 。 肌 理 細か く 丁 寧 に 構築 され た 構成 と 、 味 わい と し て の 
ジャ ズ ・ ロ ッ ク ・ セ ンス の 絶妙 な パラ ンス 感覚 が も た らし た 偶然 だ 
ろう か 。 85 年 に 自主 制作 され た ケン ・ ワ ト ソ ン 唯 一 の アル バム の CD 
再発 で あり 、 3 曲 計 20 分 の 新 録 音 が 追加 され て いる 。 (坂本 ) 











KING'S X 
Out Of The Silent Planet 


CD/Atlantic 7 81825-2 '88 年 
/MMG AMCT-399 


黒人 を 含む トリ オ 編 成 で アト ラン ティ ッ ク 健 下 の ^~Megaforce' よ 
り デ ビュ ー。70 年 代 的 HR と モダ ン ・ へ ヴィ ネス の 融合 で 、 ク ロス オ 
ー ヴ ァ ー・ ブ ー ム の 中 に あっ て 特異 な HR バ ンド と され た KING'S X の 
デビ ュー 作 。 日 本 で の 評価 は 次 作 「Gretchen Goes To Nebraska」 
を 待つ こと に な る が 、 本 作 に お いて 既に 彼ら の イン テリ ジェ ント な 
音楽 性 は 開花 し て いる 。 グ ルー ヴ や コー ラス を 重視 し た サウ ンド は 
直接 的 に プロ グレ ッ シ ヴ と の 類似 は 見 い 出 せな い が 、 ビ ー ト ルズ と 
ジミ ・ ヘ ン の 出会い 、 と 形容 され た こと に 明らか な よう に 完全 に 英 
国 を 志向 し 、 ま た 随所 で の 凝っ た アレ ンジ て で 十 三 分 に 魅力 的 で ある 。 
SF と いう より 精神 世界 に 目 を 向け た 歌 詩 世界 と も 相まって 、 暖か い 
人 間 味 を 感じ ゃ サウ ンド だ 。 以 後 3 枚 の 作品 を 残し て いる 。 (中 島 ) 








どら 





KIT WATKINS 
Lahyrinth 
LP/Azymuth AZLP 1001 「'82 年 





僕 は キッ ト ・ ワ トキ ンス が よく 使う ソリ ー ナ や ファ ンタ ジッ ク に 
流れ る ピア ノ 、 無 理 な く 登り 下り する ムー グ が 好き だ 。 こ の 「 ラ ビ 
リン ス 」 は 、 ハ ッ ピ ー・ ザ ・ マ ン の 3 rd「 ベ ター・ レ イト 」 録 音 時 か 
ら 3 年 後に 出さ れ た 彼 の ファ ー ス ト ・ ア ル バ ム 。 エ ルド ン の ドラ マ 
ーー だ っ た ココ ・ ラ ッ セ ル と の デュ オ 作 品 で 、 キ ッ ト は キー ボー ド 以 
外 に も フル ー ト と クラ シカ ル ・ ギ ター を 担当 し 、 ち ょ っ と し た マル 
チ ぶ り を 発揮 し て いる 。'83 年 に は プラ ッ ド ・ ア イン と いう ギタ リス 
ト と 「 フ レー ムズ ・ オ プ ・ マ イン ド 」 を 、 そ し て !85 年 に 再び ココ ・ 
ラッ セル と 「 イ ン ・ タ イム 」 を 発表 する が 、 本 作 の 出来 が 断然 良く 、 
キャ メル の 「 ヌ ー ド 」 に 収録 され て いる A② と 、「 ベ ター・ レ イト 」 
中 の A④、B② の 別 バ パー ジョ ン も 聞け て 面白 い 。 (田中 ) 


KIT WATKINS 
Edrly Soln Works 1980-82 
CD/Linden LM 2001 "91 年 





ハッ ピ ィ ・ ザ ・ マ ン の キー ボー ド デ ィ スト 、 キ ッ ト ・ ワ トキ ンス 
は リン デン ・ ミ ュー ジッ ク を 中 心 に し て 多数 の ソロ ・ ア ル バ ム を リ 
リー ス し て いる 。 こ れ は その 名 の 通り 彼 の 最初 の ソロ 作品 を CD 化し 
た も の で 、 "80 一 "82 年 の 間 の 作品 が 収め られ て いる 。 ど の 曲 も 様々 な 
アプ ロー チ で 制作 され た スケ ッ チ 的 な 作品 で 、 断 片 的 な 印象 は ある 
が 、 い た る と ころ に 散り ば め ら れ た 彼 の 才能 の 豊か さ を 証明 する 宝 
石 達 を 聴き な が ら 捨 い 集 め て いく の も わる く は な い 。 全 編 に 渡っ て 
透明 度 の 高い 、 プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク と フュ ー ジ ョ ン の 中 間 に 位 
置 す る よう な イメ ー ジ の 作品 。 ハ ッ ピ ィ ・ ザ ・ マ ン の よう か な 完成 度 
や テン ショ ン の 高 さ は 期待 で き な い の で 念 の 為 。 (山崎 ) 





KLAATU (Canada) 
3 : 47 E.S.T. 


LP/Dafodil "76 年 
CD/Justin JEBD-9 





冒頭 の SE、 そ し て メロ トロ ン 。 そ し て 、 聴 き 手 は クラ ー ト ゥ が 作 
り 出 す 夢 の 世界 に 連れ て いか れ て し まう 。 そ れ は 、 こ の メロ トロ ン 
と か その 他 キ ー ボ ー ド 類 の 作り 出す 装飾 的 な 斉 と 、 ビ ー ト ルズ の よ 
うな 美しい コー ラス に よる 部 分 が 大 きい 。④ な ど メ ロディ の 作り 、 
コー ラス 、 そ し て プラ ス ・ セ クシ ョ ン 等 に 、 は っ きり と ビー トル ズ 
の 影響 を 感じ る が 、 そ こ は や は り ア メリ カ の バン ド 。 どこ か プリ テ 
ィ ッ シュ も の と は 違っ た 感触 が ある 。 ま た 、 ギ ター を 中 心 と し た 曲 
で は 、 ア メリ カ っ ぽい ドラ イ で ロッ クン ・ ロ ー ル な 部 分 が 際立っ て 
いる 。 基 本 的 に ドラ ム な どの リズ ム ・ セ クシ ョ ン は あま り 目 立た な 
いも の の 、 手 数 を 抑え た 演奏 で 曲 の 土台 を 築き あげ て お り 、 そ こ に 
内 省 的 な 歌 が 乗っ た タイ プ の 曲 が プ ログ レ 的 で ある 。 (平山 ) 


KLAATU 
HOpe 


L P/Capitol ST-11633 77 年 
CD/Justin JEMD-9 








よく ラジ オ で ビー トル ズ を パロ ッ た バン ド と し て ラトル ズ 等 と 一 緒 
に オン エア ー さ れ た りす る クラ トゥ ー。 デビ ュー 当時 は 全く の 覆面 バ 
ンド で 、 ジ ョ ン や ポー ル が 参加 し て いる か も 知れ な いと 言っ た デマ も 
飛ん だ た め 、 か な り の 話題 に な っ た 。 確か に パロ ッ た 部 分 も 多かっ た 
が 、 プ ログ レッ シ ヴ な 方 向 性 が 強 す ぎ た た め 、 彼 ら の 本 来 の 実力 が 逆 
に 前 面 に 出 て し まっ た 感 の ある 作品 が この 2 nd「 来 た る べき 世界 」 だ 。 
ビー トル ズ に 影響 され た 美しい メロ ディ ・ ラ イン と 彼ら の SF 風 シ ン フ 
ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク の 調和 は 今 聴 いて も 色 補 せ て いな い 。 彼 ら の 正体 は 
4 人 の スタ ジオ ・ ミ ュー ジ シ ャ ン で 、 そ の 後 3 人 で 活動 し ウイ ング ス 
調 の 3 枚 の アル バム を 発表 し 解散 し た と 思わ れ た が 、'88 年 ドイ ツ よ り 
^Woman” な る サン トラ の シン グル を 発表 し た 。 (本 木 ) 











ffae| KLAATU 
Magenta Lane 


CD/Permanent Press PPCD-52701 
"81 年 


"81 年 に 発表 され た 5 枚 目 の アル バム 。 この 作品 で 特筆 すべ き は 導 
入 さ れ た オー ケス トラ の 甘味 な 響き と 、 そ れ を 十 二 分 に 活か す 工 夫 
され た アレ ンジ 、 優 し く 美 し い メ ロディ ・ ラ イン だ ろう 。 一聴 し た 
だ け で は 上 只 の ポッ プ ・ ロ ッ ク ・ ア ル バ ム の よう な 感じ (それ だ け で 
も クォリティ は 充分 高い ) だ が 、 と ころ どこ ろ に 現われ る クラ トゥ 
ー な ら で は の 隠し 味 の よ うな 偏屈 さ が 効 果 的 に な っ て いる 。 ス ペク 
ター 風 サ ウン ド を 取り 入れ て みた り 、 ア ラン ・ パ ー ソ ンズ 風 に 決め 
て みた り 、 そ の アレ ンジ の 秀逸 さき に は 驚か され る 。 歌 物 と し て 聴き 
や すく 叙情 的 な メロ ディ ー の 良さ も ここ に 極まれ り と 言っ た 風情 の 
傑作 。 (津田 ) 





KURT RONGEY 
Book In Hamd 


CD/Long, Dark Music LDCD 001 
"91 年 





GNVH Ni JOOB 


Kurt Rongey な る 人 物 の 自主 製作 作品 。 一 部 で ギタ リス ト が 参加 
し て いる 以外 、 エ ンジ ニア リン グ 、 カ バー・ ア ー ト 等 を 含め て 全て 
彼 一 人 が 行なっ て いる 。 全体 を お お う ク リア ー か つ 冷 徹 な 音色 は 、 
ECM 作 品 に 見 られ る よう な シン フォ ニッ ク ・ ト ー ン 。 特 に キー ボー 
ド が 前 面 に 出る 部 分 で は 荘厳 さ が 極 立っ て お り 、 見 事 な ダ イナ ミズ 
ム で 聴か せ て くれ る 。 一 方 で は アヴァ ン ギ ャ ルド な エッ セン ス も 効 
果 的 で 、 ま た シン セ サ イ ザー の スピ ー デ ィ ー な パッ セー ジ と 畳み か 
ける リズ ム ・ セ クシ ョ ン に は 、 シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク の 
味つけ も 色 濃 い 。 そ うし た 手法 に あっ て 、 と ころ どこ ろ に 絡ん で く 
る ボ ポンプ ・ テ イス ト の ヴォ ー カ ル が 、 彼 の 音楽 的 出自 を うか が わせ 
て 興味 深い 。32 ペ ー ジ 、 A 4 変型 の ブッ クレ ッ ト つ き 。 (ミワ ) 





らら O 








LANA LANE 
Love Is Am lllusiom 


CD/Think Tank Media TTMD 1012 
"95 年 
/ マ ー キ ー MAR 95154 





四半 溢 A 語 上 四 ほ EE 


ラナ ・ レ ー ン と いう 女性 vo 名 義 に は な っ て いて も 実際 は バン ド 形 
態 。 流 し 聴き する と あま り に オー ソ ド ッ クス に 感じ る が 、 も ちろ ん 
曲 の 練り と 完成 度 は 充分 で 、 そ の まま ハー ド ・ ロ ッ ク と し て も 通る 。 
が 、 よ く 聴 く と ピン と 来る 人 は いる は ず 。 オ ー ル ・ ア バウ ト ・ イ ヴ 
や ヴァ イオ レッ ト ・ ア ワー、 ヴ ァ レ ン シ ア に 近い テイ スト が ある 。 
特に ハモ ンド ・ オ ル ガ ン や メロ トロ ン ま で を 使っ て の キー ボー ド は 
あちこち で メロ ディ ー に 深み の ある 影 を つけ て いて 隠し 味 っ ぽい 効 
果 が 大 。 ポ ッ プ な 歌 メ ロ や 曲 の サビ を 極 立た せる 作曲 、 構 成 が 目 立 
ち 、 一 般 へ の アピ ー ル も 大 。 決 し て 厚 塗り の メロ ディ だ け に 終わ ら 
な い ア ル バ ム だ 。 (松本 ) 





LANDS END 
Pacifie Coast Highway 
CD/Land End Songs LECD 2 94 年 











PACIFIC COAST HIGHWAY 





カリ フォ ルニア 出身 の 新人 。10 分 以上 の 4 曲 を 含む の で 、` お つ ” 
と 思わ せる が 、 複 雑 級 密 に 練り 上 げた 展開 で 聴か せる の で は な く 、 
雄大 な イメ ー ジ の key を 中 心 に 比較 的 ゆっ た り と し た テン ボ ポ で 進行 し 
て ゆ く 。 圧倒 的 と いう 程 で は 無い が イン スト の 曲 に し て も 単調 に な 
ら な いよ うに と の 工夫 は それ な り に 見 られ る 。 例 に よっ て key の 力量 
は 仲 々 で 、 イ メー ジ 重 視 の プレ イ は そこ か し こ に 印象 的 フレ ー ズ が 
有る 。 そ れ で 持っ て いる よう な 感じ だ 。 狙い は 悪く な い 。 g、 vo も 含 
め て 自主 シン フォ 系 と し て は 良い 素質 を 持っ て いる が 、 ム ー ド に 流 
され 過ぎ 。 や や うけ 。 (中 島 ) 





LANDS END 
Terra Serranum 
CD/(Ger.) Cyclops CYCL 024 '95 年 





キー ボー ド に お ん ぶ に だ っ こ だ っ た 印象 の 1 st に 比べ る と 随分 バン 
ド ら し く な っ た 。 全体 の 印象 も ギタ ー (アコ ー ス ティ ッ ク 含 む ) の 
度合 い が 増し 、 曲 調 の 変化 も あっ て イメ ー ジ の 出し 方 に 工夫 が 感じ 
られ る 。 極 端 な 話 エ ニ ド か ら ジ ェ ネ シス に な っ た 、 と いう か 。 エ ニ 
ワン ズ ・ ド ー タ ー 思 わせ る ヴォ ー カ ル も 線 は 細い が 良い 声質 で 作品 
に 色 を つけ て いる 。 と は いえ ドラ ム を 始め ギタ ー 以 外 は 後 か ら と っ 
て 付け た よう な 感 は 否め ず 、 そ この 騙さ が 未だ に ある 。 今回 は トー 
タル ・ ア ル バ ム で 、 メ ロト ロン も 多用 し て の 壮大 な 作風 は その 筋 に 
は アピ ー ル 度 が ある は ず 。 (中 島 ) 


LEGER DE MAIN 
The Concent Of Our Reality 
CD/PMM-0100 '95 年 





女性 ヴォ ー カ ル 、 マ ル チ ・ プ レイ ヤー、 ド ラム と いう トリ オ 編 成 
の デビ ュー 作 。 メ ロディ アス な 歌 か ら 強 引 に 力 技 で 持っ て いく 変 拍 
子 テ クニ カル ・ パ ー ト と の 対比 が 異様 に 新鮮 。 1 曲目 に 象徴 され る 
ダイ ナミ ズム 、HM 色 を 基盤 と し た 泣き と タイ ト な リフ 、 歌 い 上 げ る 
ヴォ ー カ ル は 正統 派 、 次 か ら 次 へ と 展開 し て いき 耳 を 離さ な い 。 特 
に ギタ ー・ プ レイ は 様々 な 技 を 用 いて 力量 の 程 を 見 せつ ける 。 デ ジ 
タリ ー で コン ピュ ー タ ー 的 精密 感 と 素朴 な 歌 メ ロ と の 対比 が 個性 と 
な っ て いる 。 こ れ で も う ひ と つ 歌 が バッ ク に 負け な い 存 在 感 を 示せ 
ば 、 と ん で も な い 存 在 に な る か も し れ な い 。 自 主 制作 と は 思え ぬ ク 
オリ ティ だ 。 あ えて 分 類する な ら シ アタ ー 系 な の だ ろう が 、 質 感 が 
絶対 違う 。 満腹 。 (中 島 ) 








LEVIATHAN 
Leviathan 
L P/Mach AMA 12501 "74 年 





クリ ム ゾ ン 級 の メロ トロ ン の 洪水 と いう 宣伝 文句 が 使わ れる グル 
ー プ の 1 つ に 、USA ロ ンド ン ・ レ コー ド 傘 下 MACH レ ー ベ ル よ り 同 
名 の 作品 を 発表 し た レヴ ィ ア サン が いる 。 メ ロト ロン の 使用 は 確か 
に 多く 、 叙 情 的 は 演奏 は それ な り に 魅力 が ある 。 し か し 、 そ れ と は 
対照 的 に リズ ム ・ セ クシ ョ ン は 実に へ ヴィ ー で 、 プ ルー ス ・ ロ ッ ク 
的 な 印象 が 強く 感じ られ る 。 その た め 、 当 時 (74 年 ) と 他 の 作品 と 
比べ る と 、 ど うし て も アー ト ・ ロ ッ ク を 思わ せる 古 臭 さ を 隠し 切れ 
な い 欠 点 が ある 。 し か し 作品 と し て の 構成 力 は 意外 と し っ か り し て 
お 0 呈 2EIINRIEI ジ 2 の 2IRIAIA0 三 20 ボタ ダーカー クン の 
巧み な 使い 分 け に より 、 大 海 の う ね り に も 似 た 重厚 な 世界 が 展開 さ 
れ て いる 。 (本 木 ) 








LEVIATHAN 
Deepest Secrets Beneath 
CD/RTN-41201 "94 年 


コロ ラド 出身 の ツイ ン ・ ギ ター の 5 人組 の ファ ー ス ト ・ フ ル ・ ア 
ル バ ム 。 本 作 以 前 に は 5 曲 入り の ミニ ・ ア ル バ ム を リリ ー ス し て お 
り 、 その頃 は 今 と シン ガー が 違っ て いた 。 彼 等 が 目指 す サ ウン ド は 、 
飽く まで も 伝統 的 な HR/HM を 基本 に し た も の の よう だ 。 本 作 に も キ 
ー ボ ポ ボー ディ スト を ゲス ト 参 加 さ せ て いる も の の 、 メ イン と な る の は 
や は り 2 本 の メタ リッ ク な ギタ ー で 、 目 まぐ る し く 展 開 し て いく リ 
フ と そこ に 絡む ヴォ ー カ ル は 、 少 な か ら ず FATES WARNING か ら の 
影響 が 感じ られ る 。 但 し 、 各 メン バー の テク ニッ ク が アイ ディ ア に 
追い つい て いな いと ころ も まだ まだ あり 、 特 に シン ガー の 存在 感 の 
薄 さ と メロ ディ を 乗せ きれ て いな い 点 が 気 に な っ た 。 この まま 精進 
を 重ね 、 是 非 頑張 っ て いっ て 欲し いも の だ 。 (奥村 ) 
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LIFT 
Caverns Of Your Brain 


L P/Guinness GNS 36021 77 年 
CD/Syn-Phonic SYNCD 1 
/ マ ー キ ー MAR 9013 





メロ トロ ン は 確か に 魅力 的 な 楽器 で ある 。 こ こ に 紹介 する リフ ト 
の アル バム も メロ トロ ン 抜 きだ っ た ら 、 か な り 評 価 も 変っ て くる だ 
ろう 。 ヴォー カル 、 演 奏 ス タイ ル は 、 陰 影 の ある プロ グレ ッ シ ヴ ・ 
ロッ ク と いう より も ハー ド ・ ロ ッ ク と いう 感 が 強い 。 と は いえ 、 と 
ころ どこ ろ で シン フォ ニッ ク 的 な 面 を 見 せ て くれ る 不思議 な グル ー 
プ で ある 。 も ちろ ん 、 メ ロト ロン が その 重要 な 役割 を 占め て いる が 、 
彼ら は ここ ぞ と いう 時 に し か 使用 せ ず 、 よ り 一 層 効 果 を 高め て いる 
よう に 思え る 。 曲 と し て は 、 展 開 が 激しく ハー ド な A① と 、 後 半 メ 
ロト ロン で 盛り 上 が る A② が 聴き も の と いえ よう 。 残念 な こと に 、 
メン バー に つい て は 不明 で 、 全 曲 の 作曲 は チッ プ ・ グ レミ リオ ン と 
な っ て いる 。 (吉瀬 ) 


THE LOAD 
Praise The Load 


L P/Owl Intermedia ST 2557 75 年 
CD/The Laser's Edge LE 1008 
/ マ ー キ ー MAR 9121 





2N み 20 の デラ ジン ンジ ルク 2 や ウィ リア 次 < テル オニ ウ ァ ー 
チュ ア ” を アレ ンジ し て 演 っ て いる が 、 EL&P の 影響 は 余り 感じ 取れ な 
い 。 無 名 の ロー カル ・ バ ンド 、 ザ ・ ロ ー ド は キー ボー ド 、 ギ ター 兼 べ 
ー ス 、 ド ラム の トリ オ 編 成 で 、'75 年 に 本 作 を 発表 し て いる 。 初め て 聴 
いた 際 は 、 全 体 的 に クー ル な 印象 を 受け た が 、 2 、 3 分 も た て ば 恐 し 
い 程 の 技巧 派 集団 だ と 分 か る 。 休む 暇 も な く 忙 し い 演 奏 と 言う の は 正 
に この こと 。 キ ー ボ ー ド と ベー ス は 弾き まく り 、 ド ラム は 叩き まく っ 
て A③ の 11 分 の 曲 な ど あ っ と 言う 間 に 終 わっ て し まう 。 強い て 難 を 言 
えば 6 曲 中 2 曲 の ヴォ ー カ ル だ が 、 そ こ を せめ る 気 は 毛頭 な い 。 こ う 
し た スゴ イ 奴 ら が ポン と 見 つか る この 広大 で 無限 な る 国 ア メリ カ を 、 
パワ ー・ プ ログ レッ シ ヴ の 宝庫 と し て 見 つめ て 行き た い ナ 。 (田中 ) 





THE LOAD 
Load Have Merey 


CD/The Laser's Edge '95 年 
/ マ ー キ ー MAR 95153 





ウワサ の 未 発表 アル バム が 到着 。 最 初 は いか に も な オル ガン で 始 
まり 1st と 同じ 感じ だ が 、 よ り ギ ター・ プ レイ や ヴォ ー カ ル を フィ ー 
チュ ア し た 内 容 に な っ て お り 、 明 ら か に 音楽 性 の 幅 が 広がっ た 。 や 
や お と な し い 印 象 も あっ た 1 st より も ハー ド で 、 攻 撃 的 な プレ イ が 増 
えて いる 。 key は クラ シカ ル な 色 に 加え て ジャ ジー な 色 、 ト ラッ ド 系 
フレ ー ズ も 導入 する な ど 「 お っ 」 と 思わ せる 新 機軸 も 目立つ 。 持 ち 
前 の ホコ リ っ ぽ さ も 相変わらず だ が 、 ギ ター・ プ レイ に 叙情 味 が 出 
て き て いる あたり は 聴き も の 。 広 が っ た ぶん や や 冗長 な 部 分 も 無く 
は な い が 、 面 白 味 で は ファ ー ス ト を 上 回 っ て いる 。 パ タバ パタ し た 音 
質 の ドラ ム が いか に も 自主 制作 。 古 っ ぽく も 親しみ 易く 暖か い 音 。 

(中 島 ) 


LOST NATION 
Paradise Lost 
L P/Rare Earth RS518 '70 年 





「 ア メリ カ の べ ベ カ ー ズ ・ オ ペラ 」 と いう 表現 も 使わ れ て いた 彼ら の 
唯一 の 作品 。 確 か に 適切 な 表現 と 思え る が 、 こ ちら の 方 が より シン 
プル な か な 印象 を 受け る 。 逆 に 言え ば 冗長 な 部 分 が な く 、 良 質 な 歌 を 中 
心 に まとまり 良く 、 よ り 熱 い 音 に 仕上 が っ て いる の で ある 。 基 本 的 
な 4 人 編成 で ある が 、 鳴 り の 良い オル ガン を 中 心 に 、 よ く 練 られ た 
メロ ディ アス な 各 楽 器 の フレ ー ズ が 丁寧 か つ ド ラマ チッ ク に 繰り 広 
げ ら れ て いて 、 楽 曲 全体 の 魅力 と し て は こち ら に 軍配 を 上 げた い 。 
乗り が 多少 軽く 聴こえ る 所 が アメ リカ 的 と も 言え る が 、 ビ ー ト ・ サ 
イケ 卒業 直後 の 音 作 り と し て 、 当 時 の イギリス の グル ー プ が 持っ て 
いた 精神 性 の 重き さや シニカル さよ り も 、 よ り 生 真面目 に 良質 な 音楽 
を 目指 す 曲 作り に 好感 が 持て る 。 オ ル ガ ン ・ フ ァ ン 必聴 の 一 枚 。 (中 ) 








LOUGAR0U(Canada) 
| 量 いい Lougarou 
し の LP/London LFS 9022 76 年 





GAROLOU の 前 身 で LOUGAROU と いう バン ド が ある と 聞い た 時 は 
最初 は 冗談 か と 思っ た が 、 ホ ント に あっ た 。 ヴォー カル 、 ド ラム ス 、 
ベー ス は 後 の 作品 と 同じ メン ツ だ が ギタ ー と キー ボー ド は 変わ っ て 
し まっ た 様 だ 。 彼 ら の 音 を 特色 付け て いる の は トラ ッ ド 風 の 歌 メ ロ 
と よく 響 く ヴ ォ ー カ ル 、 加 えて ヴァ イオ リン の 使用 だ と 思う の だ が 、 
ヴァ イオ リン は 本 作 で も 次 作 ( ガ ロ ル ー の 1 st) で も ゲス ト 扱 いで 解 
せな い 。 ギ ター と キー ボー ド の 変更 は パ バンド の 音楽 性 に 影響 を 与え 
て お ら ず 、 ガ ロ ル ー の 1 st で は 同 方 向 で より 完成 度 の 高い 、 よ り 魅 力 
的 な 曲 を 聴く こと が 出来 る 。 逆 に 言え ば 、 ガ ロ ル ー の 1 st が 好き な 人 
な ら 本 作 も 充分 に 楽し め る ハズ 。ROULOUGA な ん て いう 名 前 の さら 
に 前 身 と か 後 身 と か は 存在 し な いと 思う が 不明 。 (森下 ) 





IYIE MMYS 
Lle Mays 
CD/Geffin 24097 
/MCA ビク ター MVCG87 





パッ ト ・ メ セ ニ ー の 良き 相棒 と し て 、 美 し い ビ アノ 、 シ ン セ サイ 
ザー を 奏で る ライ ル ・ メ イズ 。 ド イツ の ECM レ ー ベ ル を 離れ 、 ゲ フ 
ィ ン に 移っ た 彼 等 だ が 、 こ の メイ ズ の ファ ー ス ト ・ ソ ロ に は いか に 
も ECM 的 な 透明 な 叙情 と 開放 感 が 溢れ て いる 。 本 作 は 全編 彼 と いう 
鏡 に 映し 出さ れ た つ か の 土地 の 心象 風景 で や あり 、 ス コッ トラ ンド 
を 描い た ^Highland Aire"” に は バグ パイ プ の よう な シン セ 、 日 本 人 
女性 の 名 で ある “Teiko"” に は 琴 を 思わ す オ ー ト ハー プ が フィ ー チ ャ 
ー さ れ て いる 。 ビ ル ・ フ リゼ ー ル の 幽玄 な ギタ ー、 マ ー ク ・ ジ ョ ン 
スン と アレ ックス ・ ア クー ニュ の タイ ト な リズ ム も 彩り を 添え る 。 
3 部 構成 の 組曲 ^Alaskan Suite'” は シン フォ ニッ ク 、 ジ ャ ズ ・ ロ ッ 
ク ・ フ ァ ン に と っ て も 大 き な 聴 き 物 だ ろう 。 (高山 ) 





らら 用 








MACARTHUR 
Macarthur 
L P/Z 589321 OO 年 





マッ カー サーII と いう の が ある か ら IT も ある だ ろう と 思わ れ て い 
た の が これ で ある 。 こ ちら は 白 ジ ャ ケ に 紙 が 貼っ て ある だ け で 、 プ 
レス 数 が 少 い だ ろう こと が 如 実 に わか っ て し まう 。 プ ログ レ と いう 
カテ ゴリ ー で みる と レア リティ ー は トッ プ 3 に 入る 代物 。 し か し 内 
容 は トッ プ 50 に 入る か どう か 。 明 る め の ギ ター、 キ ー ボ ー ド を 中 心 
と し た 軽快 な プロ グレ と いう 印象 。1970 年 後半 か ら 1980 年 前 半 ま で 
に 録音 し た も の を 2 枚 に 分 け て 出し た も の で LP の 統一 感 は な い 。 B 
面 後半 か ら の 緊張 感 の ある 流れ が 聞き どこ ろ と 言え る 。 ( 六 井 ) 


MACARTHUR 
入 
L P/Bay Music 82 年 


DIRI ウ Mi: 
| 





ベン ・ マ ッ カ ー サ ー (vo.g) 率い る マッ カー サー の この LP は 777-"82 
年 まで の 曲 が 収 め ら れ て いる 。 冒 頭 、 派 手 な 曲 で 幕 を 開け 驚か す 。 し か 
し 、 我 々 の 興味 を 惹く の は 、 マ ル チ ・ プ レイ ヤー、 ビ ル ・ へ フェ ルフ ィ 
ン ガ ー (key.g) の 作曲 に よる も の で ある 。 A③、B③ で 全 楽 器 を 担当 
し 、 本 作 の プロ デュ ー ス も し て いる この 人 物 、 裏 ジ ャ ケッ ト の 目 つ きか 
らし て か な り の 才 人 と 見 た 。 ク リア ー な ギタ ー・ ソ ロ も 彼 だ ろう し 、 シ 
ン セ サイ ザー の 扱い も バラ エ テ ィ に 富ん で お も し ろ い 。 曲 が 短い の が 恒 
し まれ る が 、 パイ プ ・ オ ル ガ ン 風 な シン セ で 始ま る ドラ マチ ッ ク な A④、 
タイ トル 通り スペ ー シ ィ な シン セ と ギタ ー が か らむ B③ は この 手 の レ コ 
ー ド に あり が ちな 録音 の 悪 き も な く 聴 き 応 え が あ る 。 他 の メン バー は ス 
コッ ト ・ ス トッ ク フ ォ ー ド (b) と ジェ フ ・ パ ウエ ル (ds)。 (吉瀬 ) 





MADRIGAL 

Waiting..… 

CD/Every Third Person 
ETP 2001-A '89 年 





これ 程 の アル バム が 人 知れ ず 有 っ た と は 。 同 じ 大 陸 の ECHOLYN な 
ん か も シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク を 脱 構築 する よう な 組み か え に よ る 新 
鮮 さ が あっ て 、 う っ か り 見 お と す 所 だ っ た が 、 こ の アル バム に も 似 た 
所 が ある 。 甘 さ の な い 積 極 的 な サウ ンド ・ ア プロ ー チ が ある か ら こ そ 、 
ac-g の 響き も ピリ ッ と くる 。 そ し て ハミ ル ぶ ふう の 空気 を 醸す ヴォ ー カ 
ル も 曲 に つか ず 離 れず で 、 全体 に 音 が 込み 入っ て いな い に も か か わら 
ず 非 常に 多面 的 に な っ て いる 。 曲 の 発想 に 吹っ切れ を 感じ る し 、 そ れ 
ら 様 々 な 素材 を 一 つ に まとめ あげ た 力量 も 同時 に 感じ る 。 し か も 、 そ 
こ に 何 か 陰 な 空 気 が 漂い 、 時 に よっ て メロ ディ アス さ を 帯 び も する 。 
と て も 深 味 の あ る アル バム だ と 思う 。 多 分 、 コ ン セ プシ ョ ン が し っ か 
り し て いて 頭 も 柔 か い の だ ろう 。 デ ュ オ 二 ゲ スト の 編成 。 (松本 ) 


0 MAGELLAN 
二 i6 症 証 | HOur0OfHestoration 


CD/Magna Carta MA-92722 '92 年 
/ ア ポロ ン APCY 8068 





様式 美 。 シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ メ タル 。 と 一 言 で レッ テル 張り し て 見 
合う サウ ンド だ 。 北 米 大 陸 に は ラッ シュ が いる わけ で 、 こ うし た キ 
ー ボ ポー ド を ぶん 段 に 使っ た キメ の ハー ド 系 は 、 む し ろ ア メリ カ の く 
っ た く の な い 乗 り と 見 合い 易い の か も し れ な い 。 新 人 バン ド だ け に 、 
どこ か 切れ が な い が 、 そ こ を キー ボー ド の オー ケス トレ ーション で 
フォ ロー、 そ の まま 盛り 上 げ る 。14 分 強 の ①⑪ は 、 む し ろ シ ン フ ォ ニ 
ッ ク 系 。 曲 調 を 変え な が ら 劇 的 路線 。 少々 、 押 し 一 辺 倒 あたり が 新 
人 故 の 力 味 か 、 ウ エス ト ・ コ ー ス ト 故 の 明る さか 。 (松本 ) 








MAiELLAN 
Impending ASCenSion 


CD/Magna-Carta '93 年 
/ ア ポロ ン APCY-8124 





MAGELLAN の 2 nd で 、 マ グ ナ ・ カ ル タ の 第 3 弾 。 全 体 的 に は 前 作 
の 延長 線上 だ が 、1 曲目 は 、 OUEEN か YES か と いう ハー モニ ー に 驚 
いた 。 大 作 主 義 も 変わ ら ず 11 分 台 が 3 曲 。 但 し 、 前 作 冒 頭 の 、 展 開 
し っ ぱな し キー ボー ド 攻 勢 程 の イン パク ト は 流石 に な し 。 タ イコ も 
再び 打ち 込み な が ら 、 何 故 か 2 曲目 の み に 元 J.TULL の ドア ン ・ ペ リ 
ー が 参加 。 し か し まぁ 、 ア メリ カ ・ オ ヤジ の 見 事 な “ウェ ッ ト ン 声 ? 
は 健在 だ し 、 ポ ンプ 系 に 多い ` の っ ぺり ” より は 楽曲 も ずっ と ドラ 
マテ ィ ッ ク だ 。 ラ ス 曲 の いき な り HM′ は 、 長 編 で 聴き た か っ た 。 

(奥村 ) 





MAHOGANY RUSH(Canada) 
MMax00m 
LP/Kotal '71 年 





70 年 頃 、 まだ ティ ー ン エイ ジャ ー だ っ た フラ ンク ・ マ リノ (g、vo) 
が 、 友 人 の ジェ イム ズ ・ エ ィ ヨ プ ブ (ds) を 誘っ て ジャ ム ・ セ ッ シ ョ ン 
を 始め た こと か ら ス ター ト 。 間もなく ベー シス ト と し て ポー ル ・ ハ 
ー ウ ッ ド を 迎え た 彼 等 は 、 リ ハー サル の 示 、 何 と 翌年 に は モン トリ 
オー ル ・ エ クス ポ の フェ ステ ィ ヴ ァ ル に 出演 する 。 そ し て 同年 、 地元 
の イン ディ ー ズ の Kotal か ら リ リー ス し た の が 本 作 デ ビュ ー・ ア ル バ ム 
だ 。 前 年 に 他界 し た ジミ ・ ヘ ンド リク ス に 捧げ られ た 本 作 は 、 い き な 
り キ まく り の ギタ ー・ ノ イズ か ら ス ター ト 。 以 下 、 へ ヴィ ・ ス タイ ル 
が ら ウ ルー スラ ァ ン キー ま (G で マリ ンク の ジミ ・ ペ ジョ ーッ ルド が 8 展 
開 する 。 実に 弦 冠 17 歳 。 ま だ まだ スペ イシ ー な 空間 演出 は 見 られ ず 、 
と りあ え ず 作っ た と いう 感じ だ が 、 凄 味 は 伝わる 。 (奥村 ) 





らら づ 








MAHOGANY RUSH 
Child Of The Novelty 


LP/20th Century T-45 74 年 
CD/(Ger.) Repertoire REP-4029 





デビ ュー 作 が 20th Century Records か ら 再 発 さ れ た 翌年 に リリ ー 
ス さ れ た セカ ンド 。 A①② 辺 り は 、 ま あ 、 ジ ミ ・ ヘ ン 風 の フツ ー の 
へ ヴィ ・ ロ ッ ク だ が 、 A③ の ギタ ー・ ソ ロ 辺 りか ら そ ろ そ ろ キ た 。 
ギュ ワー ン 、 ギ ュ オ オー ン …… っ て 、 感 じ で すか 。 が 、 ま だ まだ こ 
れ は 序の口 。 マ リノ が ひと り で 全 パ ー ト を プレ イ し た と いう A④( 他 
に も マリ ノ は A① で パー カッ ショ ン 、B③ で ベー ス も プレ イ ) 以 下 、 
イン プロ に より 力 が 入り 、 再 び ギ ュ ワ ワー ン も 出る A⑤ 一 B③ ま で 
を 挟ん で …… 。 出 まし た ! わざ わざ “ 声 以 外 は 全部 ギタ ー で や り 
まし た "と クレ ジッ ト し て ある 必殺 轟音 ノイ ズ の A④。 こ れ じ ゃ あ 、 
まる で デス ・ メ タル 。』 いや 、 そ れ 以 EE し が かじ 、 ま だ まだ こ ペ な モ 
ン じ ゃ な い 。 エ フェ クト に さら に 凝る の は まだ 先 の 話 。 (奥村 ) 


MAHOGANY RUSH 
Strange Universe 


LP/20th Century T-482 75 年 
CD/(Ger.) Repertoire RR-4028-C 
/MSI MSIF-7064 





前 作 に 引き 続き 、 イ ヴァ ン ・ シ ュ ワ ルツ の ファ ンタ ジッ ク か つ サ 
イケ な イラ スト を ジャ ケッ ト ・ デ ザイ ン に 使っ た サー ド 。 何だ か 、 
急 に 音 が クリ ア に な っ た 印象 。 ジ ミ ・ ヘ ン を 核 に し つつ も 、 サ ウン 
ド ・ ス タイ ル に 幅 が 出 て きた の は 、 ド ラマ ティ ッ ク で 幻想 的 な A① 
を 聴け ば 一 発 で 分 か る は ず だ 。 他 に も 、 曲 調 が キャ ッ チ ー に な っ て 
きた も の も チラ ホラ 。 B⑤ で は 、 い よい よ マ リノ 自身 が ムー グ を プ 
レイ し て いる が 、 何 と この 曲 の ドラ ム ・ テ イク は 、 バ ンド の ドラ マ 
ー で ある エイ ヨウ ヴ 以 外 に 、 当 時 MOUNTAIN に いた コー キー・ レ イン 
グ の プレ イ も ミッ クス され て いる らし い 。 で 、 い よい よ CBS と の 契 
約 を 交わ し た 次 作 以降 の バ メ ジャ ー へ の 道 ?/ が スタ ー ト する わけ だ 。 
と は いえ 、 マ リノ は この 時 まだ 21 歳 。 末 恐 し い ハズ 。 (奥村 ) 








MAN MADE(5anada) 
Man Made 
LP/Good Noise GN 5001 '0O 年 














名 は 体 を 表わす 。 ジャ ケッ ト は サウ ンド を 表わす と 言っ た か どう か 
は 知ら な い が 、 誰 だ っ て こん な ジャ ケッ ト を 見 た ら 購 買 意欲 を 無く し 
て し まい そう な 作品 が これ 。 レ ー ベ ル 名 も Good Noise っ て 言う くら い 
で 、 ア ヴァ ン ギ ャ ルド 系 の サウ ンド と 思っ た も の だ っ た 。 し か し 私 の 
読み は 見 事 に 外れ た 。A 面 の グル ー プ 名 が タイ トル に な っ た 19 分 の 大 
作 は オル ガン を メイ ン に し た 、 ピ ンク ・ フ ロイ ド 調 の シン フォ ニッ ク ・ 
ロッ ク だ 。 し か し 、 ど うし て も ふ に 落 ちな い 点 が 一 つ あ る 。 ヴ ォ ー カ 
リス ト の 声 が 渋 す ずる の だ 。 ま る で ジョ ー・ コ ッ カ ー み た い だ 。 B 面 は 
その 彼 の ソウ ルフ ル な ヴォ ー カ ル 小 品 集 で 、 そ の 手 の 作品 と し て は け 
っ こう 聴き 応え の ある も の と な っ て いる 。 全曲 この 路線 で や っ た 方 が 
良かっ た か も ? マン ・ メ イド ・ プ ルース ・ バ ンド っ て 名 で ね 。 (本 木 ) 


MANEIGE(Canada ) 
Les Porches 
LP/Harvest ST 6438 75 年 





LCS DTES 








全体 的 な パラ ンス が と れ た 作品 と いう と 、777 年 の 「Ni Vent.…」 に な 
る だ ろう が 、1 st か ら 4 th まで は 、 ど れ を と っ て も 甲乙 付け 難い 好 作 品 
で ある 。 本 作 の 、 特 に A 面 の 19 分 に 及ぶ 組曲 は 、 ア コー ステ ィ ッ ク 楽 器 
ーー ビア ノ を メイ ン に クラ リネ ッ ト 、 フ ルー ト 等 を 使用 し て 、 静か な 、 
し か し 、 心 を か きむ し られ る よう な 情熱 を 秘め た 演奏 を 繰り 広げ て いる 。 
聴く 者 個々 の 心 の 中 に 住む 、 小さ な 心 の 傷 貴 が 、 い くば く か の 卿 乱 と 共 
に 広がっ て いく か の よう な 、 不 思 議 な 、 孤 独 な 世界 だ が 。』。 マ ネイ ジュ は 、 
合計 8 枚 の 作品 を リリ ー ス し て お り 、 後期 に な る と 、 デ リ ケ ー ト さ が 失 
われ て し まう が 、 中 期 ま で は 魅力 的 だ 。 尚 、 本 作品 は 英 盤 も リリ ー ス さ 
れ て いた 。 幻想 的 な 風景 の 中 に ひっ そり と た だ ず む 寺院 の アル バム ・ カ 
ヴァ ー が A 面 の 組曲 の イメ ー ジ を よく 表現 し て いる 。 (山崎 ) 








MANEIGE 
Ni Vent.… Ni Nouvelle 


LP/Polydor 2424 143 77 年 
CD/Les Disques Kozak KO 2503-2 
/ ベ ル ・ ア ンティー ク BELLE 9471 





マネ イジ ュ の 3rd。 我 国 の ファ ン に 「 カ ナダ に マネ イジ ュ あ り 」 と 
印象 づけ た 作品 で も ある 。 キ ー ボ ー ド 、 ギ ター、 フ ルー ト を 中 心 と し 
た 管楽器 、 ベ ー ス 、 各 種 パ ー カ ッ シ ョ ン 等 を プレ イ す る 6 人 の レギ ュ 
ラー メジ ンジ パコ 部 アイ 2 おり ジョ ツィオ ラチ 印 ら ゲ スリ トド 
ミュ ー ジ シャ ン を 加え た 演奏 は 極め て テク ニカ ル な も の で あり 、 変 拍 
子 な ど を 効果 的 に 使っ て いる 。 同 じ カ ナダ の オ パ ス ・ サ ンク 同様 、 演 
奏 自 体 は 派手 な も の で は な い が 、 非常 に 凝っ た も の で あり 、 穏 や か に 
し て リリ カル で 聴き 込む 程 に 味わい が 出 て くる 。'78 年 に は 4 th アル バ 
ム 「Libre Service」(Polydor 2424 176) を 発表 、 初 期 の 4 作 は 甲乙 
つけ 難い 出来 と な っ て いる 。 そ の 後 も 、"83 年 まで に 4 枚 の アル バム を 
製作 し て いる が 、 ポ ッ プ な 音 作 り が され て いる 。 (賀川 ) 





MANEIGE 
Lihre Service 


LP/Polydor 2424 176 78 年 
CD/Les Disques Kozak KO 2504-2 





マネ イジ ュ の 4 枚 目 。 地 味 な ジャ ケッ ト ・ デ ザイ ン の た め 知 名 度 
こそ 低い が 、 内 容 的 に は 前 2 作 に 引け を と ら な い 出来 で も ある 。 や や 
ボ ポップ な 曲調 の 作品 も 含ま れ て いる が 、 そ れ な り に 凝 っ た も の に な 
っ て お り 、 彼 ら の 持ち 味 が 発揮 され て いる 。 ま た 、 従 来 の 作品 の 延 
長 線上 に ある 曲 で は 、 その 高度 な 演奏 力 を 駆使 し て 素晴らし い 演 奏 
を 展開 し て いる 。 数 多く の パー カッ ショ ン を 用 いた 繊細 な リズ ム を 
受け て 、 フ ルー ト 、 サ ックス 、 ギ ター 等 が リリ カル で 洗練 され た プ 
レー を 披露 し て いる 。 非 常に 聴き 易い サウ ンド の た め 、 一 聴 し た 時 
の 印象 は 薄い か も し れ な い が 、 聴 き 込 め ば 数 多く の 聴き 所 を 持っ た 
も の で ある こと が 分 か る だ ろう 。 本 作 以 後 も 多く の 作品 を リリ ー ス 
し て いる が 、 彼 ら の 持つ ポッ プ な 部 分 が 強調 され て いる 。 (賀川 ) 





らら 








MANNHEIM STEAMROLLER 
Fresh Aire 


L P/American Gramaphone AG 
355 74 年 





イー ジー・ リ スニ ング な と ころ を 持ち 合わ せ た 室 内 楽 的 な サウ ン 
ド は 地味 な が ら 、 自 然 の 温か み と 安らぎ を 聴く 者 に 与え る 。 ピ アノ を 
メイ ン に スト リン グ ス 、 リ コー ダー、 シ ン セ サイ ザー、 パ ー カ ッ シ ョ ン 
を 加え 、 こ の 時 期 を 考え る と 、 か な り ユ ニー ク な 音 作り で ある 。 本 作 以 
降 も 、Fresh Aire* の タイ トル を 使用 し て 「II」(78)、「 四 」(79)、「W」 
(80)、「Y」(81) と 私 の 知る 限り 5 枚 発表 し て お り 、 確 か 「IV」 が 国 
内 で も 発売 され て いた と 思う の で 、 手 許 に あれ ば くわ し いこ と を 書 
ける の だ が 。 コ ンス タン ト に レコ ー ド を 発表 し て いる こと か ら 、 本 
国 で は それ な り の 評価 を 受け て いる と 思わ れ 、 次 第 に レコ ー デ ィ ン 
グ 、 ジ ャ ケッ ト の 質 が 向上 し て いる 。 特 に ロン ドン ・ シ ン フ ォ ニ ー 
と 共演 し た 「V」 の 内 ジャ ケ の イラ スト が すばらし い 。 (吉野 ) 





A | MARA 
Poetry & Motion 


CD/Bullet Pre. CDVEST- II 
/ テ イチ ク TECK-25666 











POoETRY -MOTION 





ギタ リス ト の ジェ イソ ン ・ ア ロ ノ フ を 中 心 に "80 年 代 中 期 か ら 活動 
を 続け る 、 オ ハイ オ 州 シン シナ ティ の 5 人 組 の 本 邦 デ ビュ ー 作 と な 
る セカ ンド ・ ア ル バ ム 。 70 年 代 後期 一 "80 年 代 初期 に か け て の アメ 
リカ ン ・ プ ログ レ ・ ハ ー ド ? の 流れ を 受け 継い だ 、 キ ャ ッ チ ー か つ 
哀 惑 を 帯び た 旋律 を 活か し た 実に オー セン ティ ッ ク な 楽曲 か ら は 今 
時 珍し い 位 の “音楽 に 対す る ひたむき さ " が 伝わっ て くる 。 ツ ボ を 
心得 た アレ ンジ ・ セ ンス と 確か な テク ニッ ク に 裏打ち され た その サ 
ウン ド は 目新し さや 強烈 な イン パク ト こ そ な い が 、 心 に じっくり と 
染み 込む よう な 繊細 さ を 持 っ て お り 、 聴 いて いる と 何 か 心 が 安 まる 
よう な 気 が す る 。 最 近 、'90 年 発表 の 1 st アル バム も 輸入 盤 で 復刻 さ 
胡 だ まう だ 。 (石原 ) 





MARCUS 
Mareus 


LP/Unided Artists UA-LA 668-G 
76 年 





謎 の 黒人 シン ガー、 マ ー カ ス ・ マ ロー ン を 中 心 と し た 5 人 組 の 唯 
ー の アル バム 。 2 人 の リー ド ・ ギ タリ スト キリ ズム ・ ギ タリ スト と 
いう トリ プル ・ ギ ター 編成 な が ら 、 正 式 な ベー シス ト を 欠き (だ か 
ら 6 人 組 で は な い ) 、 A④、B② で は か の ティ ム ・ ボ ガー ト が ゲス ト 
参加 し て いる 。 い き な り A① が DEEP PURPLE の “Space Truckin"” 
の パク リ で 驚い た が 、 全 体 的 な サウ ンド は 、 ス ペイ シー な 味付け の 
ファ ン キ ー さ も 含む HR と いう 感じ 。 や は り 耳 を 引く の は プ ブルース を 
基本 と し な が ら も メロ ディ アス な フレ ー ズ を 連発 する ツイ ン ・ リ ー 
ド で 、 特 に アラ ビッ ク な フレ ー ズ が 印象 的 な A④ と 、 メ ロト ロン を 
うま く 使 っ た ファ ンタ ジッ ク な B④ で の プレ イ は な か な か の も の 。 
アメ リカ ン ・ へ ヴィ ・ ロ ッ ク の 隠れ た 名 盤 ! (奥村 ) 





MARIANUS 
Visions From Out Of The Blue 


LP/Jupiter Phonodisc JP 2711-1 
"81 年 


メロ トロ ン の 使用 で 話題 を 呼ん だ アル バム 。 各 所 で いろ ん な 使わ 
れ 方 を し て いて 、 特 に B① は 、 こ ちら の 望む イメ ー ジ 通り 、 初 期 ク 
リム ゾン & チ ェ レ ステ 風 。B② の スリ リン グ な 間奏 に 現れ る ドラ マ 
チッ ク な 使用 法 も 良い 。 し か し この 作品 、 基 本 的 に は 明る い 曲 想 の 
ハー ド ・ ロ ッ ク が 中 心 で 、 シ ン セ も 多用 され て いる も の の 、 シ ン フ 
ォ ニ ッ ク ・ プ ログ レ を 期待 し て 聴く と 肩透かし を 喰う 。 そ の つも り 
で いれ ば 、 結 構 演奏 も 安定 し て いる し 、 ア レン ジ も 凝っ て いて 仲 々 
楽し め る 。B④ は 割 と シン フォ ニッ ク な 佳 曲 。A① が ハズ し だ か ら 、 
B 面 か ら 聴き まき しょう 。 リ ー ド ・ ヴ ォ ー カ ル で 全て の 作曲 ・ ア レン 
ジ を 担当 し 、 メ ロト ロン 、 シ ン セ 、 サ ックス 等 を 操る マリ アヌ ス を 
中 心 に 数 人 の ミュ ー ジ シャ ン が 参加 。 唯 一 の 作品 と 思わ れる 。 (中 ) 








MARK MOORE 
The Gardens Of Love 


L P/Astral-1001 '85 年 





マー ク ・ ム ー ア (Mark Moore) の デビ ュー 作 「The Garden Of Love」 
(85 年 作 ) も 特筆 すべ き 作品 で ある 。 浜辺 の 夕暮 れ が 美しく メタ モル 
フォ ー ゼ され た 内 ジャ ケッ ト が 彼 の 音楽 スタ イル を 端的 に 表現 し て 
いる よう に 思う 。 彼 は ヴォ ー カ ル 、 ギ ター、 キ ー ボ ー ド を 担当 し 、 
ギタ ー・ シ ン セ 、 ベ ー ス 、 ド ラム ス の 4 人 編成 の グル ー プ を 率い て 
いる 。 又 、3 曲 だ け 、 エ レク トリ ッ ク ・ ヴ ァ イ オ リン が ゲス ト 参 加 
し て いる 。 彼 も や は り フ ュー ジョ ン の 影響 を 受け た シン フォ ニッ ク ・ 
ロッ ク を 得意 と し て お り 、 な め ら か な メロ ディ ー は ジェ ネ シ ス 、 キ 
ャ メル を 想起 させ る 甘美 な も の で ある 。 ち ょ うど オー スト ラリ ア の 
生 を だ セバスチャン ・ バ ディ が そう で ぐ あ る よう (に (山崎 ) 








CC て 


MARS EVERYWHERE 
Industrial Sahotage 
L P/Random Radar RRR 008 '80 年 


ラン ダム ・ レ ー ダ ー・ レ ー ベ ル は 、 所 調 レ コメ ン 系 の レー ベル で 、 
マフ ィ ン ズ 、 ロ ル ・ コ ックス ヒル 等 も リリ ー ス され て お り 、 フ レッ 
ド ・ フ リス と の 交流 も あっ た 。 こ の グル ー プ 、 レ ー ベ ル ・ サ ンプ ラ 
ー に 収録 され た 曲 に は 何 の 印 象 も 残ら ず 見 過ごし て いた が 、 こ の 作 
品 を 聴く と アメ リカ の シン セ サ イ ザー 系 で は 屈指 の も の で ある の が 
分 か る と 思う 。 個人 的 に は 日 本 の ダダ ー ケ ネ デ ィ の 流れ が 思い 浮 ん 
だ 。 ギ ター、 ド ラム 、 ベ ー ス 、 キ ー ボ ー ド の 4 人組 の バン ド 形 態 で 
活動 し て お り 、 管 楽器 の 持ち 換え 演奏 を し て いる ライ ヴ 録 音 が 収録 
され て いる 。 B② で は 、 ト ワイ ライ ト ・ ゾ ー ン の テー マ ・ フ レー ズ 
を 用 いて 、 ス ペイ シー な 演奏 が 聞か れ 、 続く B③ の 10 分 以上 の 曲 は 、 
第 二 期 キ ング ・ ク リム ゾン を 初 箱 さ せる 熱演 を し て いる 。 (吉野) 





らち 








MASTER CYLINDER 
EISewhere 
L P/Inner City IC 1112 81 年 





や は り 、 本 場 と 言う 関係 か 、 ア メリ カ の ジャ ズ ・ ロ ッ ク と 言え ば 
基本 的 に クロ ス ・ オ ー ヴ ァ ー プ フュ ー ジ ョ ン の ライ ン 上 の 物 が ほ と 
ん ど で 、 例 えば カン タ ベ リ ー・ ス タイ ル と いっ た プロ グレ ッ シ ヴ ・ 
ロッ ク 経 由 の 物 は どう し て も 数 が 少な い 。 そ れ で も マフ ィ ン ズ 、 ハ 
ウエ ヴァ ー、 ハ ッ ピ ー・ ザ ・ マ ン と 言っ た 優れ た グル ー プ が 幾つ か 
知ら れ て いる が 、 こ の マス ター・ シ リン ダー も 名 こそ 知ら れ て いな 
い が 、 ト ッ プ ・ ク ラス の グル ー プ と 言え よう 。 人懐っこい メロ ディ 
と 柔らか な トー ン を 基調 に し た テク ニカ ル で 綿密 な か コン ポジ ショ ン 
は ハッ ト フ ィ ー ル ズ 辺 り の 影響 が 強く 、 そ う 言 っ た 意味 で は マフ ィ 
ンズ に 近い が 、 小 技 を 効か せ た 楽 曲 、 演 奏 の 切れ 、 と 言っ た 面 で は 
一 枚 上 を 行っ て いる か も 知れ な い 。 語ら ざ れる 傑作 。 (中 西 ) 





本 MASTERMIND 
Volume One 
CD/ZNR CD-1001 "91 年 


ナイ ス 及 び エ マー ソン ・ レ イク & パー マー に 影響 を 受け た ミュ ー ジ 
シャ ン は 多い 。 そ し て 、 現 在 、 全 盛 期 の 彼ら を ずっ と 後に な っ て 知っ 
た と 思わ れる 世代 か ら も そう し た グル ー プ が 登場 し た 。 マ スタ ー マ イ 
ンド で ある 。 彼ら は 現在 まで に 2 枚 の アル バム を 発表 し て いる が 、 一 
聴 し た だ け で すぐ に ELP か ら 大 き な 影 響 を 受け た こと が 分 か る 。 し か 
し 、 驚 くべ きこ と に マス ター マイ ンド に は キー ボー ド 奏 者 は いな い 。 
グル ー プ は ギタ ー と パー カッ ショ ン の 2 人 組 で ある 。 エ レク トロ ニク 
ス の 進歩 は ギタ リス ト が エマ ー ソ ン の よう な 演奏 を する こと を 可能 に 
し た の で ある 。ELP の 影響 下 に ある と 言っ て も 彼ら は コピ ー・ バ ンド 
で は な い 。 こ うし た 中 、 全 盛 期 の ELP の よう な 作曲 を し 演奏 する こと 
は 生 易 し く な い 。 真 の 実力 派 バ ンド と 言え る 。 ( 質 川 ) 





は 電 引 和 L す 上 】 
OTTO 


MASTERMIND 
Valume Two “Brainstorm/ 
CD/ZNR CD-1002 "91 年 





1 st アル バム で いき な り 我 々 を 驚か せ た あ の MASTERMIND が また 
や っ て くれ た 。 20 分 余り の 組曲 2 曲 を 含み 、、 ト ー タ ル で 70 分 を 超え る 
驚 情 の 2 nd アル バム が これ だ 。 前 作 で は EL&P 的 な 部 分 ば か り が 目立っ 
て し まっ た 彼ら だ が 、 今度 は その 辺 を グッ と 押さ え 、 そ の 分 エッ ジ の 
効い た ギタ ー を 前 面 に 押し 出し て いる 。 全編 を 支配 する その た た み 込 
む よ う か な 人 迫力 と 整合 感 は 、 昨今 の や わな シン フォ ニッ ク 勢 か ら 一 歩も 
二 歩 も 抜き ん 出 て いる と 言っ て いい 。 ツ ボ を 心得 た 曲 作 り と アレ ンジ 、 
テク ニッ ク 等 、 あ ら ゆる 面 で 優 に 前 作 を 凌い で いる が 、 た だ 一 つ ヴ ォ 
ー カ ル だ け は 相変わらず いた だ け な い な 。 ⑥ と ⑨ は 有名 な クラ シッ ク 
曲 の アレ ンジ 。 ほ と ん ど 原 曲 通 りな が ら 迫 力 満 点 。 ち な み に メ ン バ ー 
は Berends 兄 弟 (親子 ?) 二 人 だ け !?7 マジ か ? 





AtASTERMIND 


MASTERMIND 
Tragic SVmphonV 


CD/ ゼ ロ ・ コ ー ポ レー ショ ン XRCN 
1194 "94 年 





前 2 作 と 同様 、 メ タリ ッ ク ・ ギ ター と 大 仰 き わ ま りな い オ ー ケ スト 
レー ショ ン が た た みか ける 作風 で ある 。 細 部 を 見 て いけ ば 、 し っ と り 
と し た アコ ー ス ティ ッ ク ・ サ ウン ド も 加わ り 、 曲 想 の 幅 は 明らか に 広 
が っ て いる 。 さ ら に いえ ば 、 フ ロン ト ・ ギ ター と オー ケス トレ ー シ ョ 
ン の 比 が 前 作 ま で は 6 対 4 程度 の 割合 だ っ た の が 、 本 作 で は 2 対 8 程 
に も 開い て いる 。 疾走 感 で は ドリ ー ム ・ シ アタ ー も 遠く お よ ば な い だ 
ろう 。 ヴ ォ ー カ ル の 編 さ に つい て は 、 や は り 多 少 興 を そ ぐ も の と いわ 
ざる を えな い 。 も し 全編 イン スト で さら に 引き の 叙情 が 強化 され れ ば 、 
トニ ー・ マ カ パ イ ン の 傑作 「 マ キシ マム ・ セ キュ リティ ー」 に 肉薄 す 
る も の と な る だ ろう 。 い ずれ に し ろ 、 け た た まし い ロ ッ ク ・ オ ー ケ ス 
トレ ーション を 堪能 し た けれ ば 入手 し て 損 は な い 。 (人 











LE MATCH(Canada) 
Le Match 
LP/Sonogram LSG-72007 75 年 














ル ・ マ ッ チ 。 ア ンジ ュ ・ タ イプ らし いと の こと て で 入手 し て みた 。 
確か に それ っ ぽ ぱい と ころ は ある が 、 少 々 人 迫力 に 欠け て 適切 な 指摘 と 
は 言え な い 。 編 成 は ギタ ー、 ベ ー ス 、 ド ラム ス 、 キ ー ボ ー ド に ヴァ イオ 
リン が 加わ っ た も の で 、 こ の ヴァ イオ リン 奏者 が 各 曲 に 渡っ て 大 活 
躍 を し て くれ る 。 基本 的 に は フォ ー ク ・ ロ ッ ク で 、 曲 に よっ て は トラ 
ディ ショ ナル が か っ た り 、 カ ー ヴ ド ・ エ ア 風 に も な っ た りす る 。 ギタ 
一 及び フル ー ト 兼任 の キー ボー ド 奏 者 も や 味 の あ る プレ イ を 見 せ 、 一 
曲 一 曲 の 完成 度 が 非常 に 高い も の と な っ て いる た め 、 一 見 小品 集 的 
( 全 12 曲 ) な 作品 な が ら も 十 二 分 に 堪能 出来 る 作品 と 思う 。A②、B①、 
⑤、⑥ は 絶品 。 も ろ に シャ ン ソ ン し て いる A④ も お も し ろ い 。 本 作 は 
ダブ ル ・ ジ ャ ケッ ト で 、 シ ング ル ・ ジ ャ ケ の 再発 盤 も ある 。 (本 木 ) 





MAX WEBSTER(Canada) 
A Million Vacations 
LP/Antbem 79 年 





カナ ダ は オン タリ オ 出 身 の 5 人組 の 通算 4 作 目 。 同 卿 の RUSH と 共 
に 、HR サ ウン ド を 基本 と し な が ら も 、 様 々 な アイ ディ ア の 下 、 独 自 
の プロ グレ ッ シ ウ 感覚 を 各 ア ル バ ム に 出し て きた 彼 等 だ が 、 本 作 で 
は 、 特 に A 面 に お いて 、 コ ー ラ ス ・ ワ ー ク に 重点 を 置い た ^ ア メリ 
カン ・ プ ログ レ ・ ハ ー ド ” に も 通じ る 透明 サウ ンド を 構築 し て いる 。 
メン バー の うち ひと り は 作詞 の み 担 当 と いう 点 も 、 な か な か “プロ 
グレ 人 の 興味 を ソソ る と ころ 。 RUSH と の 交流 も 盛ん で 、 彼 等 の ラ 
スト ・ ア ル バ ム と な っ た 「Universal Juveniles』」('80) に は 、 両 バン 
ド の メン バー が 集まり 一 発 録 り し た ナン バー “Battle Scar” が 収め 
られ て いた 。 解散 後 、 メ イン ・ ソ ング ライ ター の キム ・ ミ ッ チ ェ ル 
(gg、vo) は ソロ に 転向 。 (奥村 ) 





ら ど 








MEDUSA 
Medusa 
L P/Columbia JC 3535 '78 年 





ジョ ン ・ リ ー(b) と ジェ リー・ プ ラウ ン (ds) の リズ ム 隊 を 中 心 と 
し た ユニ ッ ト の 唯一 の アル バム 。 シンガー は 白人 男性 の エリ ッ ク ・ 
タッ グ と 黒人 女性 の シェ リル ・ ア レキ サン ダー の 2 人 で 、 よ く MOTHER' 
S FINEST と 比べ られ る よう だ 。 後に ビリ ー・ ス クワ イア の アル バム 
に 参加 する キー ボー ディ スト 、 デ ィ ヴ ィ ッ ド ・ サ ン シ ャ ス の きら ぴ び 
や か な イン トロ に 導 か れ て スタ ー ト する A① も 、 そ うい う 意 味 で は 
や は り 黒 っ ぽく 、A②、B② の よう な HR 然 と し た 曲 も ある が 、 基本 
的 に は ファ ン キ ー 路 線 が 多い 。 尚 、 ム ー デ ィ な バラ ー ド B③ と フュ 
ー ジ ョ ン 系 イン スト の B④ で ギタ ー を プレ イ し て いる の は FOCUS の 
ラス ト 作 に も 参加 し て いた イー フ ・ ア ル バ ー ス 。 B①② 辺 り は グレ 
ン ・ ヒ ュー ズ に 歌わ せ た い ? (奥村 ) 


MCHAEL HEDGES 
Live On The Douhle Planet 


LP/Windham Hil '87 年 
CD/Windham Hill WD-1066-2 
/ ポ ニー・ キ ャ ニオ ン D32Y5084 





マイ ケル ・ ヘ ッ ジ ス は Windham Hil か ら 登場 し た アコ ー ス ティ ッ 
ク ・ ギ タリ スト だ 。 ハ ー プ ・ ギ ター と いう 特殊 な 楽器 まで 駆使 し て 、 
宋 れる ほど の テク ニッ ク を 披露 する 器用 な ギタ リス ト だ が 、 最 も 近 
い 存 在 は ジョ ニ ・ ミ ッ チ ェ ル で は な いか と 思う 。 そ うい う 包 容 力 の 
高い フォ ー ク ・ サ ウン ド を 基本 に 、 美 し く 力 強い 演奏 を 聴か せ て く 
れる 。 ギ ター・ ソ ロ を 中 心 と し た アル バム も よい が 、 彼 の 歌 も また 
な か な か の も の 。 彼 の 本 当 の 良さ が 判る の は ステ ー ジ な の で 、 こ の 
ライ ヴ 盤 が お 勧め と 言え る 。 様々 な ステ ー ジ を 編集 し て あり 、1 曲 
だ け マ イケ ル ・ マ ン リ ング の ベー ス が 加わ っ て いる 。 私 が 目撃 し た 
ステ ー ジ で は 薄 化粧 を し て ワイ ルド か つ 超 絶 的 な 演奏 を 繰り 広げ 、 
観客 の 度肝 を 抜い て いた 。 (坂本 ) 








MICHAEL MANRING 
Thonk 


CD/Windham Hill 72902 10322-2 
94 年 





Windham Hil の 中 で 最も プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク よ り の ミュ ー ジ 
シャ ン が マイ ケル ・ マ ン リ ング だ ろう 。 フ レッ トレ ス ・ ベ ー ス の 達 
人 と し て レー ベル 内 の ミュ ー ジ シャ ン を サポ ー ト し な が ら ソ ロ 作 を 
発表 し て いる が 、 ト ー タ ル ・ ミ ュー ジ シ ャ ン と し て の 才能 も 光る 。 
ポー ル ・ マ ッ キ ャ ンド レス (ob,sax) や ココ ・ ル ー セ ル (ds) ら を 迎え 
て の 「Toward The Center Of The Night」('89) も こち ら 向き だ っ 
た し 、 ス ティ ー ヴ ・ ロ ドビー(syn,b) や フレ ッ ド ・ サ イモ ン (syn) ら 
を 迎え た 「Drastic Measures」('91) も 聴か せ て くれ た が 、「Thonk」 
は 格段 に パワ ー・ ア ッ プ し た アル バム で 、 ス ティ ー ヴ ・ モ ー ズ (g) や 
ステ ィ ー ヴ ・ ス ミス (ds) 、PRIMUS の ハー プ (ds) 等 の 超 強 カゲ スト 
達 を 迎え て 思う 存 分 決め まく る 。 遂に 本 音 が 噴出 し て 来 た 。( 坂 本 ) 


MIKE OUATRO JAM BAND 
Paintings 
LP/Evolution 3011 72 年 





彼 は プロ モー ター と し て の 経歴 も あり 、 そ れ ぞ れ の 作品 に その 時 
代 の 流行 を 反映 し た 曲 が 収 録 さ れ て いる が 、 4 作 目 の A② は 、 個 人 
的 に シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク と いう 形容 を た め ら いな く 使 える も の 
で 3 作 目 に パー ト II が 収録 され て いる 。 後 に 2 ~ 3 作 目 は 、 コ アラ ・ 
レー ベル より リミックス 盤 が リリ ー ス され る が 、 3 作 目 は メロ トロ 
ン が 消さ れ て いる 。 4 作 目 は デヴィ ッ ト ・ サ ー カ ンプ ( パ ヴ ロ フ メ ズ ・ 
ドッ グ ) が 参加 し て いる 。 こ の 1 作 目 、 2 作 目 迄 ジャ ム ・ バ ンド 名 
義 だ が 、 以 降 と 同じ ソロ ・ ア ル バ ム と 言っ て も さしつかえ な い 。 尋 
味 を 引く と ころ で “クリムゾン ・ キ ング の 宮殿 を 演 っ て いる が 、 
ピア ノ の 弾き 語り で 始ま り 、 特 筆 す べき アレ ンジ は 施さ れ て いな い 
が 読者 の 中 に は 気 に な る 人 も いる は ず 。 (吉野 ) 








MICHAEL OUATRO JAM BAND 
Look Deeply Into The Mirror 
L P/Evolution 3021 '73 年 





マイ ケル ・ ク アト ロ ・ ジ ャ ム ・ バ ンド の セカ ンド 。 マイ ケル (key) 、 
パテ ィ ・ ク アト ロ (b、g) (以上 2 人 は あの スー ジー・ ク アト ロ の 兄 
姉 ) 、Kirk Arthur Trachsel (ds) の 3 人 を 中 心 に 、 テ ッ ド ・ ニ ュー 
ジェ ント 、 複 数 の ヴォ ー カ リス ト が ゲス ト 参 加 し て いる 。 そ の サウ 
ンド は キー ボー ド を メイ ン に し た シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク 色 の 濃い 
も の と ギタ ー、 ベ ー ス を 前 面 に 押し 出し た ハー ド ・ ロ ッ ク 調 の も の 
が 混在 し て いる 。 や は り 、 聴 き 所 は A②、B① の よう な マイ ケル の 
ピア ノ や メロ トロ ン が 活躍 する シン フォ ニッ ク な 演奏 で ある 。 どこ 
と な く リ ッ ク ・ ウ ェ イ クマ ン を 思わ ず プ レイ を 見 せる マイ ケル と 他 
の メン バー の 間 に は 力量 に 差 が あり 、 そ れ が その まま 作品 の 出来 に 
繋が っ て いる 。 (賀川 ) 





MICHAEL OUATRO 
In bollahoration With The Gods 
L P/United Artists UA LA420 75 年 





スー ジー・ ク アト ロ の 兄 。 ス ー ジ ー の 姉 で ある FANNY の vo、g、 
パテ ィ と の 兄 or 弟 の 関係 は 不明 。 日 本 で も 邦題 「 ロ ッ ク 神 の 降臨 」 と 
し て リリ ー ス され た 。JAM BAND 名 義 を 外れ た 、key 主 体 に 25 以 上 
の 楽器 を 操る マイ ケル ・ ク アト ロ の ソロ 、 3 枚 目 。 ル ネッ サン ス を 
想わ せる DP に メロ トロ ン と 、g が い か か り 本 作 は 幕 を 上 げ る 。 ア 
ン ナ ・ マ グ ダ レ ー ナ ・ バ ッ ハ の 音楽 手帖 他 の クラ シッ ク 、 ジ ャ ズ 
の スタ ンダ ー ド と お ぼ し き ナ ン バ ー が 顔 を 出す と DP は R. ウ ェ イ クマ 
ン の 響き に 変化 する 。 サ ウン ド の 要 は 重厚 な メロ トロ ン 。R. デ リン 
ジャ ー (g) が 一 曲 ゲ スト 参加 。 この 後 '82 年 の 「Bottom Line」 ま 
で 作品 を 発表 し つづ け て いる 。 1 、 2 作 で は テッ ド ・ ニ ュー ジェ ン 
ト (g) 1、2、4 作 で は 前 述 の パテ ィ も 参加 し て いる 。 (川上 ) 





ら グ ア 








MICHAEL OUATRD 
Dancers, ROomancers, Dreamers 
& Shemers 


L P/United Artists UA-LA587-G 
76 年 





ソロ 各 義 で の 2 作 目 。 ク アト ロ の ピア ノ を フィ ー チ ュ ア し た 様々 
な タイ プ の 曲 が 収 め ら れ て いる が 、 何 と 言っ て も 本 作 に お いて 注目 
すべ き は 、B① に PAVLOV'S DOG の ディ ヴィ ッ ド ・ サ ー カ ム が 参加 
し 、 あ の 独特 の 声 を 披露 し て いる こと だ ろう 。 ク レジ ッ ト に ~^Narration 
Vocal' と ある よう に 、 ど ちら か と いう と 語り 風 の も の な の だ が 、 メ 
ロディ の ある セリ フ と いう 感じ の それ は 、 ド ラマ 性 を 持っ た 7 分 半 
の 中 で 、 余 計 に シア トリ カル な 印象 を 与え る 。 A④ は バッ ハ の 、 そ 
し て B② は ショ パン の 曲 を それ ぞ れ アレ ンジ 。 ラ スト の B④ は 、 ク 


MIEHAEL SALVNTORI 
Waiting For Autumm 
L P/Nightshade N-001 82 年 





生 ギ ター を 基調 と し た サウ ンド は 一 聴 す る と 地味 な 印象 を 与え る 。 
し か し 、B 面 を 聴き 終え る 頃 に は 、 こ の レコ ー ド の 不思議 な エナ ジ 
ーー に 包み こま れ て 行く 自分 に 気付 く 。 同 時 期 の ルディ ・ ペ ロー ネ の 
ソロ に 傾向 は 近く 、 演 奏 技 術 、 音 楽 性 は 見 劣り する も の の 、 静 けさ 
の 中 に も 盛り 上 が っ て 行く 様 は 、 す が す が し く 心 地 良い 。 サ ル ヴ ィ 
トー リ は ギタ ー、 ベ ー ス 、 シ ン セ 、 ヴ ォ ー カ ル を 担当 。 そ れ に 加え 、 
ドラ マー と キー ボー ド 奏 者 の 3 人 が 基本 的 メン バー で 、 曲 に よっ て 
6 名 が 客演 し 、 一 役 買 っ て いる 。 と いっ て も 、 客 演 な し の B③ が 一 








レジ ッ ト に よる と 一 発 録 り で 、 チ ェ ン パロ か ら パ イプ ・ オ ル ガ ン 、 番 の 出来 な の だ が 。 (吉瀬 ) 
そし て ピア ノ へ の 流れ は な か な か な の も の 。 尚 、R&R ナ ン バ ー の A 
⑤ の 歌詞 は 妹 ( 姉 ?7) の スー ジー が 書い た 。 (奥村 ) 

MEHAEL WEST AICIIEHL LE FNANCOIS 


U(@2 た TI 用 7 に 7 


God・Sex・MOney 
CD/ZNR CD 6001 92 年 





マス ター マイ ンド で 知ら れる 米 ZNR レ ー ベ ル の キー ボー ド ・ シ ン 
フォ ニッ ク 作 品 。 同 バン ド の ギタ リス ト が ベー ス & プ ログ ラミ ング 
で 参加 。 プ ロ デ ュ ー ス も 担当 し て いる 。 肝心 の 主人 公 、M・ ウ ェ ス ト 
に つい て は 不詳 。 全 篇 攻撃 的 な キー ボー ド ・ サ ウン ド で 、R・ ウ ェ イ 
クマ ン の 影響 を 感じ させ る フレ ー ズ も 聴け る 。 ヴォー カル な し 、 ギ 
ター な し 、 フ リー 演奏 な し で 、 こ こま で ハー ド な 演奏 と いう の も 今 
の 時 代 に は 珍し い 。 ア リ の は い 出 る すき ま も な い 整合 感 。 に も か か 
わら ず 、 ど ん な フリ ー・ ジ ャ ズ よ り け た た まし い 。 聴け な い 人 は ま 
っ た く 聴 け な い だ ろう 。 (SR 


MIEHEL LE FRANOIS(Canada) 
Sur La Terre Comme Au 6iel 


L P/CBS PFC 80012 79 年 
CD/Kozak KO 2505-2 
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冒頭 し ば らく し て メロ トロ ン の 音色 が 青空 へ 貫き 抜け て いく よう に 
吹き 出す 幕 明け の 効果 は 見 事 。 こ の 胸 の すく よう な 爽 快感 は 、 女 性 ヴ 
ォ ー カ ル を 迎え た 2 曲目 展開 部 で の 、 ピ アノ の つま 弾き 、 波 の 遠 鳴り 
に 酔わ せ 郷 乱 感 を 呼び さま し て お いて 、 一 気 に マ クソ フォ ー ネ の A① 
に 匹敵 する ほど の 上 昇 感 を みせ る ギタ ー・ ソ ロ を 聴か せる 部 分 で も 具 
体 化 さ れ て いる 。 vo、g、key を 担当 する 一 方 で 、 こ うし た 曲 展開 の お 
も いっ きり 、 際 立っ た 対比 は 、 彼 の 作曲 の 力量 を 示す と と も に 、 ア メ 
リカ ン ・ ロ ッ ク に 接する フラ ンス 語 圏 を 反映 し て いる か の よう だ 。 下 
地 に は アメ リカ ナイ ズ さ れ た も の が ある と し て も 、 シ ン フ ォ ニ ッ ク な 
アレ ンジ は これ を 上 回 っ て 印象 が 強い 。 複 数 の 弦楽 器 が サポ ー ト 。 グ 
ルー プ 形 態 の サウ ンド 。 彼 名 義 の 作品 で は 唯一 の も の 。 (松本 ) 











MICHEL MADORE(Canada) 
La Chamhre Nuntiale 
LP/Kebec Disc KD-944 78 年 





の 
| usdue Orgiale de MkHel Madore 











ミッ シェ ル ・ マ ドー ル の セカ ンド 。La Chambre Nuptiale と は 男 
女 が 愛 を 確認 する 寝室 の こと で あろ うか 。 内 ジャ ケッ ト の 写真 で 見 
る こと が で きる 。Francine Larivee に よる か な り 大 が か りな 創作 物 ( 生 
まれ つつ ある 赤ん坊 、 抱 き 合 う 男 女 、 装 飾 を 凝ら し た 寝室 ? 等 ) の 
た め の 環 境 音楽 と 思わ れる 。 各 種 シ ン セ サイ ザー を 用 いて 、 マ ドー 
ル が 1 人 で 作り 上 げた 組曲 作成 の サウ ンド は どこ か 神秘 的 雰囲気 を 
感じ させ る も の で 、 ダ イナ ミッ ク な 展開 を 見 せる 。 既 に 一 般 化 し た 
手法 に よる 音 作 り で は ある が 、 耳 を 素通り し て し まう イー ジー な も 
の で な く 、 作 品 と し て の 主張 を 持っ た も の と な っ て いる 。 な お 、 従 
来 セ カン ド と 言わ れ て いた 「Le Komuso A Comdes」(Barclay 80260) 
が 実際 は ファ ー ス ト ・ ア ル バ ム で ある 。 ( 貨 川 ) 





MILKWEED(Canaa) 
Milkweed 


LP/CCL 33-114 78 年 
CD/Disques Laller-Retour AR 003 





キー ボー ド 奏 者 、 Sergio Goncalves 率 いる 幻 の グル ー プ 、 ミ ルク ウィ 
ー ド の 唯一 の アル バム 。 英語 で 歌わ れ て いる た め 、 他 の カナ ダ の グル ー 
プ と 雰囲気 が 異な る が 、 総勢 7 人 と いう こと も あっ て 、 厚 味 の ある サウ 
ンド を 聴か せる 。 圧巻 は A②、 ③ で あろ う 。A① は 肩 す か し を 食う 軽い 
ポッ プ 調 な 曲 に 対し 、A② は 夢見 る よう な キー ボー ド と ギタ ー で 始ま り 、 
緊張 感 の ある イン スト と 、 メ ロディ アス な ヴォ ー カ ル ・ パ ー ト を 盛り 込 
ん だ ドラ マチ ッ ク な 構成 が ファ ン の 心 を すぐ る 。 ヴォ ー カ ル の メロ デ 
ィ ・ ラ イン は 「 プ ロー ドウ ェ イ 」 の 頃 の ジェ ネ シ ス に 似 て な いで も な い 。 
それ に 続く A③ は シン フォ ニッ ク な 面 と ジャ ジー な ビ ピアノ の 組み 合わ せ 
が 新鮮 。 B 面 は フリ ー・ ジ ャ ズ 的 前 半 、 美 し い オ ー ボ エ を 中 心 と する クラ 
シカ ル な 中 間 部 、 ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク 調 の 後半 を 持つ 大 作 で ある 。 (吉瀬 ) 
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MIND GALLERY(Canada ) 
The Lemmings Were Pushed 


CD/Mind Game Productions 
MGP-001 92 年 





バン クー バー の 自主 製作 。 g、 b、 ds、key の 基本 編成 。 骨格 の は っ 
きり し た 硬質 の シン フォ ニッ ク ・ サ ウン ド に な っ て いる 。 所々 に ユ 
ニー ク な 展開 を 見 せ て 歯切れ も いい 。 key が 前 に 後ろ に 踊り 出 て g が 
アク セン ト を つけ る 。 各 楽曲 の 出来 か ら 見 れ ば 、 も っ と エッ ジ の き 
いた アグ レッ シ ヴ な 音 に 聴こえ そう だ が 、 実 は 非常 に 穏やか 。 イル ・ 
ヴォ ー ロ の デジ タル ・ ヴ ァ ー ジ ョ ン と いう 印象 を 受け る 部 分 も ある 。 
悪く 言う と メリ ハリ に 乏しい が 、 決 し て 軽い 音 で は な い 。 バ ンド の 
経歴 は 不詳 。 知 名 度 の ある 作品 の 人 脈 が 関与 し て いる 可能 性 も 捨て 
切れ な い 。 (に Sg) 


MING0 
Flight Never Ending 
LP/CBS BL 34260 776 年 





「 キ ャ ラヴ ァ ン サラ イ 」 時 の サン タナ 、 後 に は アル ・ デ ィ ・ メ オラ 
の グル ー プ に 参加 する 事 に な る ミン ゴ ・ ル イス の リー ダー・ ア ル バ 
ム 。 パ ー カ ッ シ ョ ンプ キー ボー ド を 本 人 が 担当 する 他 、 ダ ブル ・ キ 
ー ボ ー ド 、 ギ ター、 ベ ー ス 、 ド ラム ス に よる 編成 で グル ー プ 色 が 強 
い 。 傾 向 と し て は 前 記 参 加 バ ンド を その まま 反映 させ た よう な 物 で 、 
パー カッ ショ ン を メイ ン に 高速 変 拍子 ユニ ゾン を キメ る リズ ム と ス 
ペー シー な スト リン グ ス ・ シ ン セ を バッ ク に ギタ ー、 キ ー ボ ー ド が 
熱 の 入っ た ソロ を 奪い 合う と 言っ た 物 。 上 記 両 パン ド で も 曲 を 書く 
な ど し て いる の で 、 彼 本 来 の 持ち 味 と 言え を そう だ が 、 や は り オ リ ジ 
ナリ ティ に は 少し 欠け る か 。 イ ギリ ス の コラ シア ム II 辺 り に 近い 位 
置 に ある と も 言え そう 。 (中 西 ) 





MIRTHRANHIR 
For You The Old Woman 


LP/(private press) 2276 '76 年 
CD/Syn-Phonic SYNCD 6 





か つて 本 作 の テー プ を 某 店 長 の 好意 に より 送っ て 戴 い た 。 ア メリ 
カ が いま だ 未開 拓 で ある の を 実感 させ られ る 内 容 で あっ た 。 ま ず フ 
ルー ト に よる 幻想 的 な 曲 か ら 始ま る 。 ヴォー カル の 表情 豊か な 張り 
の ある 上 声 が 作品 全体 が 印象 を 良く し て いる 。 A② の ハー ド な 曲 は そ 
の 典型 。 を そし て この バン ド 、GENTLE GIANT の スタ イル を 独自 に 消 
化し た 水準 の 高い 演奏 を 行う 。 B① で 本 領 を 発揮 、 ト ラン ペッ ト が 
効果 的 。 B② の 大 曲 は プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク の 定形 パタ ー ン が 次 々 
と 現れ われ る 曲 。 彼 等 の 造語 の 深 さ と 愛着 を 感じ る 。 全 体 的 に メリ 
ハリ が 効い て 密度 の 濃い イタ リア 最盛 期 を 想わ せる 音 。 (吉野 ) 


MORNING STAR 
Morning Star 
LP/Columbia SC 35316 '78 年 





カン サス 州 出身 の 5 人組 の デビ ュー・ ア ル バ ム 。STYX 的 な コー ラ 
ス ・ パ ー ト を 持つ HR ナ ン バ パー で 幕 を 開け る 本 作 は 、^ ア メリ カン ・ プ 
ログ レ ・ ハ ー ド ” と いう 言葉 が イメ ー ジ させ る 通り の サウ ンド を 聴 
か せ て くれ る 。 透 明 感 の ある ハー モニ ー、 ス ペイ シー な シン セ サ イ 
ザー、 リ リカ ル な メロ ディ 展開 、 ド ラマ ティ ッ ク か 曲調 …… も う 、 
完全 に お 約束 の サウ ンド だ が 、 楽 曲 そ の も の の クオ リティ が 高い こ 
と は 言う まで も な く 、 い か に も 日 本 人 好み の A②④、B②④ は 名 曲 
と し て 語り 継が れ て も お か し く な い 出 来 だ 。 お 約束 と いえ ば 、 ア メ 
リカ ン ・ バ ンド の アイ デン ティ ティ と 言う べき か 、B①③ で は R&R 
調 の ナン バー も 収録 。 こ の 辺り が 流石 に 英国 モノ と は 違う 。 翌 年 に 
は 同 傾向 の セカ ンド 『Venus』 を 発表 。 (奥村 ) 








MORSE CODE TRANSIMISSION 
(Canada) 

TL 

L P/RCA VPS-6092 72 年 





モー ルス ・ コ ー ド の 正式 デビ ュー は キャ ピ ト ル ・ レ ー ベ ル 以 前 の RCA 
に 至り 、 当 時 は “モー ルス ・ コ ー ド ・ ト ラン スミ ッ シ ョ ン ” と いう グ 
ルー プ 名 で 770 年 一 72 年 頃 に か け て 2 枚 の アル バム を リリ ー ス し て いる 。 
その 頃 彼 ら は 英語 で 歌っ て お り 、 グ ルー プ 名 を タイ トル に し た 1 st な 
ど は 2 一 3 分 代 の 曲 が 中心 で 、 オ ー ケ スト ラ を バッ ク に し た ポッ プ ・ 
ロッ ク 的 な も の だ 。 本 作 は 2 nd に 当り 前 作 に 比べ る と 数 段 の 成長 の 蹴 
が 見 られ る 。 と は 言っ て も 曲名 を 見 て も ^~Funky Alley”、^Soul Odyssey” 
と いう よう に まだ ガリ ガリ の プリ ティ ッシュ ・ ブ ルー ス ・ ロ ッ ク を べ 
ー ス に し た よう な 音 づ くり で ある が 、 既 に 大 作 指 向 ( 2 枚 組 で 9 曲 収 
録 ) の 曲 構 成 を し て いる 所 に は 、 後 の 彼ら の 姿 を ほん の 少し 感じ る こ 
と が 出来 る よう だ 。 76 年 に 当時 の ベス ト 盤 が 出 た 。 (本 木 ) 





MORSE CODE(Canada) 
La Marche Des HOmmes 
LP/Capitol 69657 '75 年 





「 ト ラン スミ ッ シ ョ ン 」 と いう オル ガン ・ ロ ッ ク ・ サ ウン ド の アル バ 
ム を 2 枚 出し た 後 キ ャ ピ ト ル に 移籍 、 そ し て その 移籍 第 一 弾 に 当たる 
本 作 は 、 リ リカ ル な フル ー ト や ピア ノ 、 そ し て メロ トロ ン の 大 胆 な 導 
入 に よっ て 前 作 ま で と は ガラ ッ と 変わ っ た シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク の 
傑作 アル バム に 仕上 が っ て いる 。 特 に A① の 10 分 を 超え る タイ トル ・ 
チュ ー ン の ロン グ ・ プ レー は 聴き モノ 。 フ レン チ ・ カ ナダ の バン ド で 
ある が 、 フ レン チ ・ プ ログ レ に あり が ちな フニャフニャ し た 音 で は な 
く 、YES を 多少 お 手 本 に し た と 思わ れる 力強い サウ ンド が 全編 を 流れ 
る 。 ポ ボー レン や オバ ス 5 と いっ た 強力 な “派手 ” アル バム に 隠れ が ち 
な 本 作 で は ある が 、 間 違い な くそ れ ら と 肩 を 並べ られ る 彼ら の 最高 傑 
作 と 言え る 。 シ ン フ ォ ニ ッ ク が 好き な 人 に 絶対 の お すす め 「! (神山 ) 





らら 








MORSE CODE 
Procreation 
LP/Capitol SKAD 70,046 "76 年 





モー ルス ・ コ ー ド ・ ト ラン スミ ッ シ ョ ン 時 代 か ら 長い 活動 を 続け る グル 
ー プ で ある が 、 プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク と し て の 完成 度 を 問う な ら 、Capitol 
レー ベル に 残さ れ た 3 枚 の LP と いう こと に な ろう 。 本 作 は 、 それ ら の 中 で 
も 特に シン フォ ニッ ク な 一 枚 で ある 。 イエ ス か ら の 影響 び が うか が える が 、 
それ と て 、 メ カニ ズム の 円 再 と いう パ バックボーン が あれ ば こそ で ある 。A 
面 の 6 曲 の 小曲 、B 面 の 組曲 、 ど ちら も 構成 の し っ か り と し た 佳 曲 だ が 、 
性 格 上 、B 面 全て を 費 し た タイ トル ・ チ ュー ン が 素晴らし い 出 来 に な っ て 
いる 。 ギ ター、 ベ ー ス 、 キ ー ボ ー ド 、 ド ラム ス の 4 人 編成 で 、 ハ モン ド 、 
クラ ヴィ ネッ ト 、 メ ロト ロン 等 を 使い 分 ける キー ボー ディ スト の 演出 が 、 
この 作品 を 、 よ り 魅 力 的 な も の に し て いる 。 ど こと な く 、 か の ボー レン に 
イメ ー ジ の 似 た アル バム で あり 、 水 準 は 高い 。 (山崎 ) 


MORSE 6ODE 
Je Suis Le Temps 
LP/Capitol ST 70.051 77 年 





キャ ピ ト ル に 移っ て の 3 作 目 、 通 算 5 作 目 と な る アル バム 。 コン 
パク ト な 小曲 が 並ぶ も の の メロ トロ ン や オル ガン が 効果 的 な 1 曲目 
を 始め 、 単 純 に ポッ プ と は 言い 切れ な い 。 お どけ た よう な 土 っ ぽい 
ロッ クン ・ ロ ー ル を や っ て も つい 顔 を 出し て し まう 上 品 な アレ ンジ 
が 壮大 さよ り も 暖か み を 感じ させ る 。 B 面 トッ プ の よう な イエ ス 色 
も 混ざっ て 親しみ 易く 魅力 的 な 内 容 に 仕上 が っ て お り 、 ソ リッ ド な 
感覚 は 薄い が 彼ら の 歌 心 を 示し た 好 作 で ある 。 カ ラフ ル な キー ボー 
ド の 音色 と ソフ ト ・ タ ッ チ の ヴォ ー カ ル ・ パ ー ト の バラ ンス が 無理 
な く メ ロディ を 立た せ 、 一 瞬 ス ッ と 引い た 時 の ピア ノ の タッ チ の 泣 
きも 効果 的 。 そ の 引い た 感触 が カナ ダ ら し い 。 本 作 を も っ て 彼ら の 
黄金 期 は 終わ っ た が キチ ン と し た CD 化 を 望み た い 。 (中 島 ) 





MOZART 
Eve 





'93 年 に か の ロイ ・ ト ー マ ス ・ ベ イカ ー の プロ デュ ー ス で 突如 デビ 
ュー を 和 飾っ た LA 出身 の 4 人 組 の セカ ンド 。 セ ルフ ・ タ イト ル の ファ 
ー ス ト で は 、 当 然 な が ら そ の QUEEN ぶ り が 話題 と な り 、 名 曲 「Hope 
And Glory、。 で ノッ ク ・ ア ウト され た 人 も 多い こと だ ろう が 、 コ ー ラ 
ス ・ ハ ー モ ニー を 除け ば 、 実 は それ 程 到達 し て いな か っ た …… と い 
うか 、 メ ン バ ー 自 身 の 実力 その も の が まだ まだ 未成 圭 だ っ た の で は 
な い だ ろ うか 。 その 点 、 本 作 で は シン ガー の アダ ム の 表現 力 と 歌唱 
力 を 始め と し 、 成 長 閉 しい 各 メ ン バ ー が 、 よ う や く QUEEN と いう 存 
在 を コピ ー を 越え た 部 分 で 捉え 、 幅 広い 音楽 性 の も と で 自分 の も の 
に し た と 言え よう 。 ナルシス ト で 自信 家 の ア ダム は その エキ セン ト 
リッ ク か ら も “本家” に 人 迫 れ る 傑作 と 見 た 。 (奥村 ) 


MUSICA ORBIS 
To The LiStemers 
LP/Longdivity LD1 77 年 





アメ リカ の プロ グレ ・ シ ー ン は 以外 に 層 が 厚く 、 ま だ まだ 未知 の 
部 分 が 多い 。 特 に マリ コル ヌ の よう な フレ ンチ ・ ト ラッ ド と クラ ナ 
ド の よう な アイ リッ シュ ・ フ ォ ー ク を 融合 させ た トラ ッ ド ・ フ ォ ー 
ク を 基調 と し た クラ シカ ル な 暫 き を 持つ グル ー プ は 多い 。 こ の ムジ 
カ ・ オ ルビ ス も その 中 の 一 つ 。 彼ら の サウ ンド は 前 記し た トラ ッ ド ・ 
フォ ー ク 部 分 と スリ リン グ な ジャ ズ ・ ロ ッ ク 部 分 の 二 面 性 を 持ち 、 
と り わ け 、 ト ラッ ド ・ フ ォ ー ク 色 部 分 の 出来 が 素晴らし い 。 透明 感 
に 溢れ る 女性 ヴォ ー カ ル を 中 心 と し て 、 ハ ー プ 、 生 ギタ ー、 ピ アノ 、 
オル ガン を メイ ン と し た リリ カル な クラ シカ ル ・ フ ォ ー ク ・ サ ウン 
ド は 、MELLOW CANDLE や TUDER LODGE と 同様 の 評価 を 与え ら 
れる べき 内 容 。 人 知れ ず に ひっ そり と 件 む 名 盤 で ある 。 (N. Ueno) 








MYCHAEL DANNA (Canada) 
Elements 
L P/Frederick Harris FHR 791 '79 年 





ミシェル ・ ダ ン ナ ー は キー ボー ド 奏 者 で 、 ほ と ん ど が 彼 一 人 の 多重 録 
音 に 依る 演奏 で ある 。 シン セ サ イ ザー と いう 楽器 は 、 70 年代 に は 、 極め 
て 感覚 的 な 楽器 と し て 使用 され る こと が 多かっ た が 、 ヴァ ン ゲ リス の 作 
品 、 あ る い は イタ リア の サン ジュ リア ー ノ の よう に 、 シ ン セ サイ ザー の 
持つ 自由 な 特質 を 生か し な が ら も 、 音楽 的 に は 構築 的 な 手法 を 取っ て い 
た 例 も ある 。 これ は 今 で こそ 、 プラ イヴ ェ イ ト ・ ミ ュー ジッ ク や シネ マ ・ 
レー ベル 等 で 多く 見 か ける も の で ある が 、 当時 は 皆無 だ っ た の で ある 。 
曲 の 構成 及び エン ジニ アリ ング に 素人 くさ さ を 残 す が 、 ト ー タ ル と し 
て の 印象 は 非常 に 魅力 が あり 、 四 大 元素 を タイ トル に し た 、 ス ペク タク 
ル な 音 が 聴け る 。 この 後 、 2 nd を 制作 する が 、 ス イッ チト ・ オ ン 的 な ク 
ラシック の 名 曲 の シン セ ・ ヴ ァ ー ジ ョ ン で 面白 味 は な い 。 (山崎 ) 





NATHAN MAHL(Canada ) 
Parallel Eccentricties 
CD/(private press) PLP-1016 


Paraliel Eccentricitles 





ギタ ー、 キ ー ボ ー ド 、 ベ ー ス 、 ド ラム ス の 4 人 編成 。 人 知れ ず オ 
タワ で 自主 制作 され た アル バム 。 ジ ャ ケッ ト が 余り に ひど い の で 一 
瞬 オ ル タ ナ ティ ヴ か と 思っ て し まう が 、 内 容 の ギャ ッ プ が 余り に 激 
し く 、 驚 慢 を 禁じ 得 な い 。 複雑 に し て 級 蜜 な 構成 、 高 水準 の 演奏 、 
息 を も つか せめ 展開 、 思 い 切 り 凝 縮 さ れ た UK 十 ジ ェ ネ シス ・ ス タイ 
ル 、 全 パー ト の 余裕 さえ の ぞ か せる セン ス と 言い 、 カ ナダ 最高 水準 
で は 済ま され な い 。 キ ー ボ ー ド ・ フ ァ ン の みな ら ず 、 ギ ター・ フ ァ 
ン も 必聴 で あろ う 。 し か も B 面 で テン ショ ン が 落ち る と 思い き や ギ 
ター と オル ガン が 姓 裂 し 、 と ど ま る こと を 知ら な い 。 ( 奏 田 ) 





7 の O 








NEIL CHOTEM(Canada) 
\Live? Au EI Casin0 
L P/CBS PFC-80034 79 年 





マリ ・ ク レー ル ・ セ ギン と セル ジュ ・ フ ィ オ ー リ の 参加 及び その 
内 容 で 一 部 熱心 な ファ ン に は 知ら れ て いる 作品 。 マ リ ・ ク レー ル の 
ソロ で バッ ク を 演 っ て いた 連中 と ほぼ 同じ メン ツ だ が 、 音 の 傾向 は 
著しく 異な る 。 全 7 曲 4 曲 が オ リ ジ ナ ル 、 他 は ショ パン (J. バー キ 
ジジ O の WW 思 思 有 の 妖精 和久 ね ラン の co ラン ウジ ローテ マン で ピア シン 
が 大 き な 位 置 を 占め て いる 。 数 曲 で 聴け る マリ ・ ク レー ル の ヴォ ー 
カル は 、 ト ラッ ド 色 が 無い 分 典雅 さ が 増し 、 ラ イヴ 独特 の 張り つめ 
に 空気 と 相まって 何 か ひ どく 崇高 な も の で ある か の 様 に 響く 。 生 ピ 
アノ に フル ー ト 、 サ ックス 、 フ レッ トレ ス ・ ベ ー ス 等 が 絡む の で や 
や ジャ ズ ・ ロ ッ ク 調 の 部 分 も あり 、A 面 ラス ト で は 殆ど チェ ン バ ー・ 
ロッ ク 風 で も あり 飽き させ な い 。 内 袋 付 。 (森下 ) 


NEIL MERRYWEATHER 
Space Rang6rS 
L P/Mercury SRM1-1007 74 年 





彼 は も と も と ママ ・ ラ イオ ン と 言う プ ブルー ス ・ ロ ッ ク ・ バ ンド の 
ベー ス 奏 者 で 、'72 年 に 大 手 フ ィ リ ッ プ ス か ら デ ビュ ー し て いる 。 当 
時 は 日 本 盤 も 出 て いる の で 、 そ ちら で の 知名 度 は 結構 あっ た 人 物 だ 。 
ソロ ・ ア ル バ ム と し て は 770 年 頃 か ら 7 枚 程 制作 し て いる が 、 初 期 の 
作品 は サイ ケ デ リッ ク で プル ー ス 色 の 強い も の が 多い よう だ 。 そ の 
中 で も 「 ク リプ トナ イト 」 と 本 作 の 出来 は 非常 に 興味 深い 。 サ イケ デ 
リッ ク で いち いち 大 襲 疲 な アレ ンジ と 、 ジ ャ ケッ ト が 示す 通り の SF 
仕立 て の サウ ンド は 、 チ ェ ン バリ ン と 言う メロ トロ ン の 音 を 伴 な っ 
て 圧倒 的 に 迫っ て 来る 。 こ れ に 目 を つけ た の か 、 カ ナダ の シン フォ 
ニッ ク ・ ス ラム (ティ モ ・ レ イン ) は 、 こ の B① と ② を 自分 の デビ ュ 
一 作 で “ユニバ パース“ と 独 づ け て 、 コ ピ で 盗作 し て いる 。【( 困 申 ) 





NETHER WORLD 
In The Following Half-Light 
LP/REM 4441 '81 年 





'80 年 代 初頭 、 ア メリ カ の シー ン は ほぼ 鎮静 化し 死 減 へ 向っ て いる 
か の 様 に 思わ れ て いた が 、 ア ンダ ー グ ラウ ンド な 範囲 な が がら も 、 カ 
ニー ドゥー シン 。、 パウ エッ ヴァー そし で き 選 に 紹介 され る ネー マウ 
ルド の … 等 の 登場 に よっ て 、 再 び 起 死 回 生 の 如く 、 現 在 の 活況 著 し 
い 北 米 の シー ン へ の 秦 に 成り 得 た の は 言う まで も な い 。 彼 等 ネ ザ ー・ 
ワー ルド の 唯一 の 作品 は 、 ジ ェ ネ シス 的 要素 に プロ グレ ッ シ ヴ ・ ハ ー 
ド が 融合 され た '80 年 代 に よく 有り が ちな スタ イル と 、 ひと 口 で 単純 
に 言っ て し まえ ば それ まで だ が 、 シ ー ン の 栄華 を 極め た 70 年 代 後半 
の 熱き スピ リッ ツ を 純粋 に 受け 継い だ 真 軸 な 姿勢 に は 好感 が 持て る 。 
g、 Vo、 b、key、 ds の 基本 的 な 編成 に 若干 名 の ゲス ト が 参加 。A 面 も 
良い 出来 だ が 、 メ ロト ロン を 多用 し た B 面 が 特に 素晴らし い 。( 大 関 ) 


NETWORK 
Nightwork 
LP/Epic JE 35476 '78 年 





三 コ ー ヨ ニク 出身 ソイ ン ・ ギ ター に キ ニ ボ ニ ド 、 パニ カッ ン ョ 
ン ま で 擁し た 7 人組 の セカ ンド 。 前 作 か ら は シン ガー が 交代 し 、 元 々 
は ダ プ ル ・ キ ー ボ ー ド だ っ た と ころ を キー ボー ディ スト の ひと り が 
ギタ ー に 転向 し た こと で ツイ ン ・ ギ ター と な り 、 よ り ハ ー ド な サウ 
ンド と な っ た 。 ま た 、 前 作 の ほぼ 全編 に フィ ー チ ャ ー さ れ て いた フ 
ァ ン キー な パー カッ ショ ン も 、 HR 路 線 に 合わ な いと 判断 し た か 、 最 
小 限 に 抑え られ て いる 。 そ ん な 本 作 の ハイ ライ ト は 、 中 間 部 に ファ 
ンタ ジッ ク な イン スト ・ パ ー ト を 持つ A③ だ ろう 。 シ ン セ の スペ イシ 
ー な 音色 と ギタ ー の 絡み は 、 コ ー ラ ス ・ ハ ー モ ニー と 相 伺 っ て 、 ど 
こと な く BOSTON 風 。A② の キャ ロ ル ・ キ ング & ジェリ ー・ ゴ ー フ 
ィ ン の ヒッ ト 曲 の カヴァ ー も 、 す っ か り 透 明 感 サ ウン ド に 。 (奥村 ) 








NEW ENGLAND 
New Englamd 


LP/Infinity 9007 79 年 
CD/MCA ビク ター MVCM-346 





キッ ス の P. スタ ン レ ー、 後 に ジャ ー ニ ー の 「Escape」、 エ イジ ア ( 英 ) 
と 関係 する マイ ク ・ ス トー ン の 共同 プロ デュ ー ス に よる 1 st。 全 米 で 
最も 英国 的 と 言わ れる 地方 名 を 冠 し た バン ド 名 の みな ら ず 、 サ ウン 
ド 指向 も 英国 産 の プロ グレ を 米国 流 に 仕上 げた 、 名 実 と も に アメ リ 
カン ・ プ ログ レッ シ ヴ ・ ハ ー ド ・ ロ ッ ク の 裏 の 代表 バン ド (産業 ロッ 
ク に 行き 着 か な か っ た 点 で も )。 彼 ら 最 大 の ヒッ ト 曲 “Dont Ever 
Wanna Lose Ya” を 収録 。 美 し い コ ー ラ ス と key が 売り 。'81 年 の 3 
rd「Walking Wild」 を 最後 に 解散 。J. ウォ ルド ー(key) & G. シェ ア は 
Y. マ ルム ステ ィ ー ン 等 と と も に G. ボネ ッ ト の ALCATRAZZ に 加入 。 
その 後 、 ウ ォ ル ドー は セッ ショ ン ・ ワ ー ク を 経て 、'92 年 に 再び ボネ ッ ト 、 
B. キ ュー リッ ク (5g) 等 と BLACKTHORN を 結成 し て いる 。 (川上 ) 





NEW ENGLAND 
Exmlorer Suite 
L P/Elektra 6E-307 '80O 年 





ぶ 厚 い シ ン セ サイ ザー と 泣き の メロ ディ 、 ハ ー モ ニー が 本 当 に 聴 
き 手 を 感動 させ て くれ る 。"79 年 に デビ ュー、 3 枚 の アル バム を 発表 、 
セカ ンド まで は 日 本 盤 LP も 出 た 。 個 人 的 に は 3 枚 と も 好き で 、 特 に 
サー ド は プロ デュ ー ス が トッ ド な の で 迷っ た が 、 何 と 言っ て も この 
セカ ンド の タイ トル 曲 『 エ クス プロ ー ラ ー・ ス ー ト ” の 出来 が ズバ 
抜け て いる 。 上段 に 構え て 大 裂 疲 な イン スト を 展開 する 訳 で は な い 
が 、 ヴ ォ ー カ ル 、 ギ ター、 キ ー ボ ー ド が 次 々 と 胸 の 奥 を 揺 き むし る 。 
エイ ジア な ど で 知 られ る マイ ク ・ ス トー ン の オー バー・ プ ロ デ ュ ー 
ス が 鼻 に つく が 、 メ ロト ロン も 大 々 的 に 使っ て いて 文句 な し 。 本 当 
に 惜しい グル ー プ だ っ た が 、G・ シ ェ ア と J・ ワ ルド は アル カト ラ 
ス に 加入 、 J」・ フ ァ ノ ン は 引退 。 (田中 ) 
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NEW ENGLAND 
Walking Wild 
L P/Elektra 6E-346 "81 年 





最後 の 作品 と な っ た サー ド 。 前 2 作 ま で の マイ ク ・ ス トー ン と 訣 
別 し 、 か の トッ ド ・ ラ ング レン を プロ デュ ー サ ー に 迎え た 本 作 は 、 
その トッ ド の 色 が 出 た の か 、 か な り ポ ボップ な 音 に 仕上 が っ て いる 。 
特に 、 キ ー ボ ー ド の 音色 や ヴォ ー カ ル の 音 処理 は 何と も 言え ぬ ポ ッ 
プ ・ テ イス ト を 演出 し て お り 、B④ な ど は ニュ ー・ ウ ェ イ ヴ 的 な 印 
象 さ え 受 けた 。 ま た 、ELO っ ぽい コー ラス ・ ワ ー ク の A⑤ も 面白 いし 、 
前 作 ま で の プロ デュ ー ス な ら 絶 対 に ドラ マテ ィ ッ ク な 泣き の ナン バ 
ー に な っ て いた で あろ う リ リカ ル な B① も 、 ト ッ ド の 手 に 掛か れ ば 
この キャ ッ チ ー さ だ 。 他 に も トッ ド は A③ で ギタ ー・ ソ ロ を 弾い た 
り 、B② の 歌詞 を 書い た り も し て いる 。 果 た し て 、 フ ァ ー ス ト に 続 
いて Elektra 時 代 の 2 枚 の CD 化 は いつ の 日 か ……。 (奥村 ) 


NEWCROSS 
NeWcroSS 
LP/Rain Of Thought 00001 '86 年 








三 ュ ー ニ クロ ズ は ドラ バス 。 ギ ター (キー ボー ド 、 ヴ ォ ー カ ル お 兼 
ね る )、 ベ ー ス の 3 人 か ら 成 る アメ リカ の 新人 バン ド で ある 。 本 作品 
は 彼ら の デビ ューEP (33 回 転 ) で 、 全 5 曲 、24 分 弱 の 演奏 が 収め ら 
れ て いる 。 そ の サウ ンド は 第 3 期 “(ディシプリン ′ キン グ ・ ク リン 
ゾン に 通じ る も の で 、 ド ラム ス を 中 心 に し た 切れ の 良い リズ ム と ム 
ー ド ある ヴォ ー カ ル 、 メ ロディ アス な ギタ ー、 キ ー ボ ー ド の 絡み が 
聴き 所 と 言え る 。 た た みか ける よう な 演奏 か ら ゆ っ た り と し た も の 
まで 起伏 に 富ん だ 展開 と な っ て お り 、 彼 ら の 演奏 力 及び 構成 力 が と 
も に 高い 水準 に ある こと を 守 わ せる 。 現在 、 徐 々 に 解明 され つつ あ 
る アメ リカ の プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク ・ シ ー ン に お いて も トッ プ ・ 
クラ ス に 位置 する 作品 の 一 つ 。 (賀川 ) 





NIGHTWINDS(Canada) 
Nightwinds 


CD/The Laser's Edge LE 1007 
"91 年 ('76 年 録音 ) 
/ マ ー キ ー MAR9115 





76 年 に マス ター を 制作 し た まま 、 現在 まで 眠っ て いた カナ ダ の ナ 
イト ウイ ンズ の CD 化 が 実現 し た 。'76 年 と いえ ば 、 カ ナディ アン ・ プ 
ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク が 最高 潮 に 高揚 し た 年 で も ある 。 ギタ ー、 キー ボ 
ー ド 、 ベ ー ス 、 ド ラム ス の 編成 で 演奏 され る サウ ンド ・ ク オリ ティ 
は 驚く 程 高 水準 で あり 、 ポ ー レ ン 、 オ パス 5 、 モ ー ル ス ・ コ ー ド と い 
っ た トッ プ ・ ク ラス の シン フォ ニッ ク ・ グ ルー プ と 全く 同一 地平 で 
渡り 合え る 作品 で ある 。 サ ウン ド の 傾向 と し て は 、 ど こと な く ポ ー 
レン に 近く 、 夢 みる よう な 叙情 ナン バー か ら 、 全 員 の 高い 演奏 技術 
を フル に 引き 出し た テク ニカ ル ・ ロ ッ ク ま で を カヴァ ー し レ し 、 美 し い ヴ 
ォ ー カ ル に は 多才 な ハー モニ ー が 時 と し て 加味 され る 。 これ 程 の グ 
ルー デ プ が 何故 に 当時 アル バム を 出せ な か っ た の か 、 と 思う 。 (山崎 ) 


NIK PASCAL 
Zero Gravity 
L P/Narco NR123 '75 年 





ニッ ク ・ パ スカ ル は 、 知 り 得 る 限り 、 3 枚 の ソロ LP を 制作 し た エ 
レク トロ ニク ス ・ ア ー テ ィ ス ト 。 1 st は 72 年 の 「The Sixth Ear」(Narco 
NR666) 、 2 nd は '73 年 の 「Magnetic Web」(Narco NR321) 、 そ し て 
本 作 が 3 rd で ある 。 彼 の 追求 し た も の は 、 初期 の クラ フト ワー ク や 、 
タン ジェ リン ・ ド リー ム に も 通じ る 、 知 的 で あり な が ら 、 感 覚 的 で 
ある 電子 音楽 で 、 ム ー グ と アー プ 2600 と いう 、 当 時 先鋭 的 な 役割 を 
担っ た エレ クト ロニ クス 楽器 を 使用 し て 、 宇 宙 的 な 、 イ ンプ ロ ヴ ァ 
イズ ド ・ ミ ュー ジッ ク を 演奏 し て いる 。 和 声 や メロ ディ ー に よる 伝 
統 的 な 音楽 体系 を 完全 に 無視 し 、 効 果 音 を 主体 に し て まとめ あげ た 
こと は 、 当 時 と し て は 前 衛 的 だ っ た に 違い な い 。 3 枚 と も 同 傾向 の 
作品 で 、 完 成 度 は この 3 rd が 高い と 言う 。 (山崎 ) 








NORTH STAR 

Feel The Cold 

LP/ ベ ル ・ ア ンティー ク 8703 87 年 
CD/Syn-Phonic SYNCD 2 





本 誌 、 ベ ル ・ ア ンティー ク の 第 3 弾 と し て リリ ー ス され た アメ リカ 
の 新星 ノー ス ・ ス ター 初 の フル ・ ア ル バ ム 。 タイ トル 同名 の 2 本 目 の 
テー プ 作 品 か ら 一 曲 差し 替え て 製作 され た 本 作品 は 、 ジ ェ ネ シス 、 イ 
エス 、EL& P.… と いっ た 770 年 代 の 大 御所 か ら の 影響 を 感じ させ な が 
ら も 、 良 質 な が エッセ ンス を 抽出 し 、 彼 等 独自 の カラ ー と 機軸 を 打ち 出 
し た メモ リア ル な 趣 を 反映 し た 完成 度 を 保っ て いる 。 サ ウン ド の 要 
は や は り key の ケヴィン ・ レ オナ ルド が 握っ て お り 、 キ ー ボ ー ド プレ 
イ も 良い 意味 で 、 新 鮮 で 初 々 し く 、 リ スナ ー で ある 僕 等 に より 親近 感 
を 与え て いる か の 様 だ 。 グ ルー プ ・ リ ー ダ ー で ある ds と 、vo を 兼ね る 
b&g も 的 を 射 た プレ イ で し っ か り と バッ ク を 固め て いる 。 尚 、 フ ラ 
ンス で 1 本 目 の テ ー プ 作品 「Triskelion」 が 再発 売 さ れ た 。 (大 関 ) 





NORTH STAR 
Triskelion 


CD/(Fra.)Musea FGBG 4076 
"84、'86 年 





70 年 代 後半 の アメ リカ は 、 多 少な り と も こう し た サウ ンド ・ ス タ 
イル の 上 昇 気 運 に あっ た と 思う 。 ノ ー ス ・ ス ター も その 頃 に 動き 出 
し て いる 。 この アル バム は 元々 テー プ 作 と し て 出 た も の で 、 既に CD 
再発 売 さ れ た 「Feel The Cold」 の 以前 の 録音 に な る 。 自 主 製作 レベ 
ル の 録音 で 随分 と 損 を し て いる が 、 ピ ッ チ の 速い ナン バー で の キー 
ボー ド ・ ワ ー ク や ギタ ー・ ソ ロ は 所 々 ひか る も の が ある 。 ヴォ ー カ 
ル 主 体 の この 手 の ス タイ ル を 山 と 聴い た 多く の ファ ン に は 、 何 の 新 
鮮 さ も な いか も し れ な い 。 こ うし た イン ディ な 活動 が The Laser's Edge 
や Syn-Phonic へ と 連動 し た 。 (松本 ) 
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NORTH STAR 
Power 


CD/Spece Monster Optional 
Entertainment CD-0992-2 '92 年 





「Feel The Cold」 が 好評 だ っ た ノー ス ・ ス ター、 最 新譜 。 い まだ 
ホー ム ・ レ コー ディ ング に 頼ら ざる を 得 な いと ころ が 、 ア メリ カ の 
シー ン の 厳し さ を よ く 表 わし て いる 。 内容 は 、 曲 に よっ て いさ さか 
バラ つき は ある も の の 、 か な りな 水準 を 保つ 。「Feel The Cold」 と 
の 大 き な 違 い は 、 リ ー ド ・ ギ タリ スト が 再び 参加 し て いる 点 で 、 典 
型 的 シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク で ある ノー ス ・ ス ター の 音楽 に ジャ ジ 
ー な 彩り を そえ る 。 と は 言っ て も テー プ 作 「Triskelion」 で すでに こ 
の 水準 に 達し て いた 訳 だ か ら 、 昔 を 知る 者 に は や は り 不 満 が 残る 。 
ム ゼ ア や 北欧 の 一 連 の 「 ニ ュー・ タ イプ 」 が シー ン を 賑わす 昨今 、 
この いか に も 安上がり な プロ ダク ショ ン に 目 を つぶ る こと の 出来 る 
ファ ン が どれ だ けい る か が 問題 だ 。 (吉田 ) 


LA NOUVELLE FRDNTIERE 
(6anada) 

La Nouvelle Frontiere 
LP/Gamma GS 137 OO 年 





アル モニ ウム と 共に カナ ディ アン ・ フ レン チ の 突破 口 を つく る こ 
と に な る セ ギ ン の 前 身 バ ンド 。 フ ァ ー ス ト ・ ア ル バ ム 。 2 nd「L'hymne 
Aux Quenouilles」 同様 、 ジ ャ ケッ ト か らし て 年 代 も の だ 。 そ の と お 
り '60's も の っ ぽい 。 それ も シャ ン ソ ン 系 コー ラス も の ふう 。 女性 ヴ 
ォ ー カ ル が フワ ッ と さわ や か で ポッ プ な ソフ ト ・ ビ ー ト ・ タ ッ チ 。 
ほのぼの と し た 雰囲気 は 、 同 じ '60's も の で も 英 米 スタ イル に は な い 
ソフ ト 感 覚 だ 。 ど こ か 内 省 的 な 雰囲気 な の も 、 こ の 頃 か ら の も の 。 
後々 の サウ ンド を 期待 され て は 困り も の な の で 、 結 構 ポッ プ だ 、 と 
書い て お こう 。 で も イエ イエ で も な いか ら 誤 解 の な いよ う 。 (松本 ) 








環 WHO/TE BTH 還 0M NOVAG 
The Firth Word 

6 LP/Embryo SD 527 "70 征 
に 











Jerry Novac(vo. key) を 中 心 に 、Eric Gale( g ) 、Buzzy Feitan( g ) 、 
John Dzubak(ds) が 参加 し た アル バム 。 ジ ャ ズ 系 レー ベル より リリ 
ー ス され た が 、 そ の 内 容 は 正しく オル ガン ・ ロ ッ ク 。 徹底 し て フィ ー 
チャ ー さ れる ハモ ンド の 嵐 は 、 多 彩 が リード 、 バ ッ キ ング で プリ ティ 
ッシュ ・ バ ンド も 真っ 青 で ある 。 ソ ウル や ジャ ズ の フィ ー リ ング も た 
っ ぷり 浸 み 込ん で お り 、 ヴ ォ ー カ ル ・ ス タイ ル も か な り 黒 っ ぽい 。 そ 
れ ら を 統合 し 、 サ イケ デリ ッ ク な 音 作 り で へ ヴィ に 仕上 げた 味わい 
深い 一 枚 。 基 本 的 に オル ガン と ドラ ム の デュ オ で あり 、 そ こ に ギタ ー 
が 色 を つけ る 。 FRUMPY 等 の オル ガン ・ へ ヴィ ・ ロ ッ ク が 好き な 向き 
に は こたえ られ な い 人 逸品 。 ア ンダ ー グ ラウ ンド な 空気 の 中 で この よ 
うな 作品 が 生ま れ た こと も 忘れ て は な ら な い 。 独 盤 も ある 。 (中 島 ) 


NOW 
Everything IS Different Now 


LP/Yoronkel's YOR287 87 年 
CD/Syn-Phonic SYNCD 4 





ポピュラー 音楽 の 世界 に お いて アメ リカ は 最大 の 大 国 で ある 。 こ 
うし た 国 で は プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク の よう に 規模 的 に 超 マ イナ ー 
な も の は 人 知れ ず 埋 も れ て し まう 。 カ テ ド ラル 、 イ エ ツ ダ ・ ウ ルフ 
ァ 、 ポ リフ ォ ニ ー(ELP タ イプ の 好 グ ルー プ ) 等 の 優れ た グル ー プ が 
長い 間 知 られ る こと な く 、 ま し て 、 自 国 ア メリ カ の プロ グレ ッ シ ヴ ・ 
ロッ ク ・ マ ニア さえ それ ら の 名 前 を 知ら な いと いう 状況 は 日 本 は お 
ろか ヨー ロッ パ 各 国 で も 考え に くい 。 それだけ に アメ リカ の シー ン 
に 対す る 期待 は 大 きい の だ が 、 ナ ウ は コロ ラド の グル ー プ で 、 り 87 年 
に 本 アル バム を 発表 し た 。 キ ー ボ ー ド 、 ギ ター、 ヴ ォ ー カ ル (コー 
ラス ) を うま く 組 合せ だ た オーソドックス な シン フォ ニッ ク ・ ヾ ロッ ク 
で リリ カル で め り は り の ある 演奏 が 展開 され て いる 。 (賀川) 








NOW 
Know Reasen 
CD/Yoronkel's YOR1291 '91 年 


KNOW 
I6@a609I1 





アメ リカ の ほう の NOW。 3 作 目 で ある (カセ ッ ト 作 品 を の ぞ く )。 
1 曲目 の 稚 押 な ギタ ー・ ソ ロ で すでに 興 を そ が れる が 、 妨 耐 強く 全 
体 を 聴き 通せ ば 、 相 応 に 意欲 的 な 音 作 り で ある こと が わか る 。 チ ー 
プ な シン フォ ニッ ク 曲 に サム ラ 系 の お ふざけ 感覚 、 後 期 一 新生 クリ 
ム ゾ ム の 攻撃 性 を か ら ま せ 、 非 常に アト ラク ティ ヴ 。 “未熟 な F. ザッ 
パ ” と いっ た 感触 も も る 。 い ずれ に し ろ 、 こ れ ま で の 最高 作 で ある 
こと に 間違い は な い 。 な お 、 作品 全 体 に は 社会 的 メッ セー ジ が 色 濃 
く 、 シ ニカ ル で ある 。 よ く 読 むと 各 曲 の メン バー・ ク レジ ッ ト が 笑 
る 。 (ミワ ) 





OCTOBER 
After The Fall 
LP/ 番 号 無し "79 年 





自慢 じゃ な い が 私 は マッ カッ サー の 1 st や クィ ル の 原盤 を 売っ た こ 
と が ある 。 し か し オ パ ス 5 の 2 nd と 本 作 に 関し て は まず 無理 だ と 常々 
思っ て いた 、 超 レア ・ ア イ テ ム 。50 枚 限定 と は 聞い て いた が 現物 を 
見 て 納得 、 手 刷り どこ ろか 手書き の 水彩 画 が ジャ ケッ ト で ある 。 1 
st の 方 が 音 は 殆ど 記憶 に 無く スカ スカ だ っ た 印象 が ある の み だ が 、 本 
作 で は 音 に 切れ 目 が 無く 、 ま た アル バム と し て 統一 性 が あり 、 澄 ん 
だ 小川 の せせらぎ を ぼーっと 眺め て いる 様 な 陶酔 感 が ある 。 ジ ャ ズ 
の 香り は ある が ジャ ズ ・ ロ ッ ク と いう 言葉 か ら 連 想 さ れる 緊張 感 や 
ダイ ナミ ッ ク さ は 無く 、 こ の 言葉 で 括っ て し まい た く な い 。 シ ン セ 
の 海 を 漂う ヴァ イオ リン の 音色 と 全編 に 流れ る 哀 基 が バン ド 名 と 
イト ル に ぴっ た り マ ッ チ する 。 気に入っ た が 買え な いな 。 (森下 ) 











ou OCTOBRE (6anaa) 
SurViVance 
LP/Trans World T16023 '75 年 





























オク ト プ ブル は 今回 紹介 され る アー ティ スト の 中 で も 最 古 参 の グル ー 
プ で 、 1 st アル バム は '67 年 に 発表 され て いる 。 彼ら の スタ イル は 、 イ 
タリ ア の カン タウ トー レ 系 の グル ー プ に 近い も の で 、 い か に も シャ ン 
ソン ぽい 囚 囲 気 を 持っ た ヴォ ー カ ル に 、 ジ ャ ジー で シン フォ ニッ ク な 
キー ボー ド て で 淡々 と 味付け され た も の で ある 。 非常 に 歌 ご ころ あふ れ 
る 端正 な サウ ンド 創り は 個性 的 で あり 魅力 的 で ある が 、 い か ん せん 派 
手 さ が な いた め 、 大 上 段 か ら か まえ る 正統 派 大 シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ 
ク を 望む ファ ン の 耳 に は 少々 イン パク ト が 編 い か も 知れ な い 。 本 作 は 
そん な 彼ら の 作品 中 最も シン フォ ニッ ク 色 が 強く 、 完成 度 の 高い も の 
で 、 メ ロディ アス な サウ ンド の 中 に いぶ し 銀 の よう な セン ス の 光る 作 
品 集 な の だ 。 "78 年 の 2 枚 組 ベス ト を 最後 に 解散 。 (本 木 ) 


0PUS 5 (Camada) 
Contre-Courant 


LP/Celebration CEL 1929 '76 年 
CD/Aller Retour 








カナ ダ の プロ グレ ッ シ ヴ ・ シ ー ン に お いて 古く か ら 名 盤 と し て そ 
の 名 を 知ら れ て いた オ パ ス ・ 5 。 薄い 水色 の シン プル な デザ イン の 
ジャ ケッ ト は 、 彼 ら の シン フォ ニッ ク 派 と は また ひと 味 違う 高 水準 
な サウ ンド を よく 表し て いる 。 冒頭 の 深い 森 の 中 か ら 聞 こえ て くる 
よう な 美しい ピア ノ と フル ー ト の 絶妙 な アン サン プル は 、 こ の アル 
バム の 素晴らし い 内 容 を 予感 させ て くれ る 。 畳 み 掛 ける リズ ム と ピ 
アノ を バッ ク に フル ー ト が 愛 笑 の 美 を 醸し 出し 、 メ ロディ アス か な 女 
性 ヴォ ー カ ル が 入る 。 全 体 的 に 、 カ ナダ 特有 の 透明 感 の ある サウ ン 
ド で 、 一 聴 し た 時 の 印象 は それ 程 強く な いも の の 、 聞 く 毎 に その 確 
か な 内 容 が 伝わっ て くる 。 な お 、 CD は 収録 テイ ク 等 に 変更 が ある 。 

(LUNA) 





OPUS 5 
Serieux 0Ou Pas 
CD/Aller Retour "90 年 





カナ ディ アン ・ ロ ッ ク の 頂点 を 極め た バン ド 、OPUS 5 。 そ の 未 
発表 作品 を CD 化し た も の 。 内 容 は か な り バ ラ エ ティ に 富ん で お り 、 
「Contre 一 」 と は 幾 分 趣き を 異 に し て いる 。 ジ ャ ジー な 曲 、 シ ン フ ォ 
ニッ ク な 曲 、 ギ ター の 弾き 語り 、 ピ アノ の 美しい バラ ー ド …… 実に 
雑多 な 構成 。 同 一 バン ド と は 思え な い 曲 も 含ん で いる 。 トー タル 40 
分 以上 、 曲 数 も 13 曲 と 多く 、 大 曲 を 構成 する に あたっ て 採用 され な 
か っ た 部 分 楽曲 ′ も 収録 し て いる の で は な いか 。 作品 全体 の 統一 
感 、 整 合 感 に は 欠け る が 、 し みわ た る フル ー ト 、 独 特 の コー ラス ・ 
ワー ク な ど 、 や は り OPUS 5 で ある 。 こ の 13 曲 を 徹底 的 に 構築 し て 
5 つの 大 曲 を つく っ て いた ら 、 あ る い は 第 2 の 「Contre 一 」 が 生ま 
れ て いた か も し れ な い 。 (SR) 


ORCHESTRATOR 
New World Musip 
L P/Orchestrator RR-002 「84 年 


, 肌 押 : 電 部 、 秦 、 事 亜 < 河 」 





デトロイト の 自主 製作 。 サ ウン ド は グル ー プ 名 を 予想 させ る 線 を は 
ずれ な い が 、 メ ン バ ー は ギタ ー の Michael Wisse と キー ボー ド の Gary 
Ortleipb の デュ オ と いう 意外 な 展開 。 ド ラム は 打ち 込み 。 両者 の 耳 あ た 
り の 良い ヴォ ー カ ル を メイ ン に 、 そ れ を 丸々 包み 込む よう な オー ケス 
トラ 風 の キ ー ボ ー ド が 、 シ ン フ ォ ニ ッ ク な 味 を ぐっ と 深め 、 ま た アコ 
ー ス ティ ッ ク ・ ギ ター の そつ の な い 使い 方 も 詩情 味 を 加え て いる 。 難 
し いこ と は 演 っ て いな い 。 メ ロディ ー も ポッ プ だ し 、 キ ー ボ ー ド の 音 
色 も 明る い 。 た だ し 全編 に 渡っ て 清涼 感 が あり 、 特 に キー ボー ド に 関 
し て 胸 の すく よう な 音 の 広がり と クラ シカ ル な セン ス が あっ て 、 こ れ 
が 魅力 に な っ て いる 。 ニ ュー・ エ イジ ・ ミ ュー ジッ ク 風 に な ら ず 、 メ 
ロディ アス な ポッ プ 感 覚 と 結び つい て いる と ころ が 特長 。 (松本 ) 








OREGON 
Viglin 
LP/Vanguard '78 年 





西洋 、 東 洋 の アコ ー ス ティ ッ ク 楽 器 を 使い 、 半 ば イン プロ ヴィ ゼ 
イシ ョ ン も 交え て 世界 の どこ の 物 で も な い 室 内 楽 を 作り 出し た 特異 
な グル ー プ 、 オ レゴ ン 。 彼 ら の 7 作 目 に 当たる 本 作 で は 、 前 作 の エ 
ル ヴ ィ ン ・ ジ ョ ー ン ズ に 引き 続き 、 ヴ ァ イ オ リン の ズ ビ グ ニ エ フ ・ 
ザイ フェ ルト を 迎え 製作 され た 。 何 で も フラ ンス の ラジ オ で 放送 さ 
れ た ザイ フェ ルト の 演奏 を 聴き 、 共 演 を 決め た と の 事 だ が 、 こ の 組 
み 合 せ が 大 正解 と な っ た 。 従来 の 端整 な オレ ゴン ・ サ ウン ド に 絡み 
つく ザイ フェ ルト の 妖気 ある 音色 が いつ に な い 緊 張 感 を 呼び 起 し 、 
時 と し て サー ド ・ イ アー・ バ ンド を 思わ せる 場面 も ちあ る 。 殊 に 15 分 
を 超え る イン プロ ヴィ ゼー ショ ン か ら な る タイ トル 曲 で の 集中 は オ 
レゴ ン の 長い キャ リア に あっ て も 類 を 見 な い 物 。 (中 西 ) 








Eee 


LORIENT D'0 (Canada) 
Lorient 0 
LP/Capitol ST 70.064 78 年 


フレ ンチ ・ ポ ッ プ ス 調 の 甘い メロ ディ ・ ラ イン の た め 好 み が 分 か 
れ そ うだ が 、 ヴ ォ ー カ ル を 主体 に し て いる 割 に は 演奏 時 間 も 長 く 、 
単に ポッ プ ・ グ ルー プ と は いえ な いも の を 持っ て いる 。 個人 的 に は 
も う 少 し ヴォ ー カ ル に 遠慮 し て も ら っ て 、 イ ンス ト ・ パ ー ト に 比重 
を か け て も ら え れ ば と つい つい 差し 出 が まし いこ と を 口 に し て し ま 
いそ う 。 し か し 、 曲 名 が グル ー プ 名 の B② は 文字 通り オリ エン ト 調 
の イン スト 曲 が 収 録 さ れ て 仲 々 の 快 演 な の で 、 そ の 辺 は 大 目 に 見 よ 
う 。 と ころ どこ ろ 叙 情 的 な 味わい が あり 、 特 に 、 女 性 キー ボー ド 奏 
者 の クラ シカ ル な プレ イ が 光る 。 ギ タリ スト 、Gaetan Laurendeau 
が リー ダー らし く 、 全 曲 の 作曲 も 担当 し 、 他 に ドラ ム 、 ベ ー ス 、 ヴ 
ォ ー カ ル (サッ クス も 兼任 ) の オー ソ ド ッ クス な 5 人 編成 。 (吉瀬) 





7 の 








DRION THE HUNTER 
Orion The Hunter 


LP/Portrait 39239 "84 年 
CD/Ragor & Tic RE 2073 





『Third Stage」 ま で の 長 過 ぎる イン ター ヴァ ル に 嫌気 が さ し た の 
か 、'80 年 に ソロ ・ ア ル バ ム を リリ ー ス し て いる BOSTON の バ パリー・ 
グ ド ロ ー が 、 新 た に 元 HEART の ドラ マー、 マ イケ ル ・ ド ロー ジャ ー 
と 結成 し た 4 人 組 の 唯一 の アル バム 。 9 曲 の 収録 曲 中 5 曲 で グ ド ロ 
ー と 共 作 し 、 3 曲 で バッ ク ・ ヴ ォ ー カ ル を 務め て いる の が 、 ま だ BOSTON 
に 籍 を 残し て いた プラ ッ ド ・ デ ルプ <vo> だ と いう 点 も 、 当 時 話題 
と な っ た 。 サ ウン ド は 、 グ ドロ ー の ソロ 作 で も 聴け た 、 か な り BOSTON 
に 近い 、 あ の 透明 感 溢れ る キャ ッ チ ー な HR。 但 し 、 ス ペイ シー さと 
ドラ マ 性 が うま く 同 居 し た A③ の み 、 や や マイ ナー 調 で 展開 も RUSH 
風 。 その 後 、 グ ドロ ー は '91 年 に デル プ を 誘っ て RTZ を 結成 し て いる 。 

(奥村 ) 





0UBA(Eanada) 
Duha 
LP/AI 3 年 


^ 凄 い ” と の 噂 ば か り 先 行 し て 欧米 で は ^ マ ッ カ ー サ ー“ 並 (以上 ? ) 
の 高値 で 取り 引き され て いる レコ ー ド 。 実際 の 内 容 は や や ラフ に な 
っ た LOVE LIVE LIFE 十 1 と いっ た 感じ の オル ガン ・ ア ー ト ・ 
ロッ ク ・ サ ウン ド で 一 種 の コン セプト ・ ア ル バ ム 。vo も 時 に 入る が 、 
同じ 言葉 を 繰り 返し 歌う 程度 に と どまり 、 演 奏 に 重点 が 置か れ て い 
る 。 実 は この グル ー プ 、LES SINNERS の 覆面 バン ド と も 言わ れる が 、 
SINNERS の 3 rd 以降 分 裂 し た グル ー プ REVOLUTION FRANCOISE 
「C-COOL」 の 内 容 が プロ グレ ッ シ ヴ な サイ ケ で あり 、 又 SINNERS 自 
身 の 4thLP「Sinners」 も アー ト ・ ロ ッ ク 色 が 濃い 事 を 考え る と その 
噂 は 本 当 か も し れ な い 。 (平野 ) 





0Z KN0ZZ 
胃 Ruff Mix 
| LP/Ozone OZ-1000 75 年 







kiuMiU@)) 


オズ ・ ノ ッ ズ と 読ん で し まい そう だ が ジャ ケ 裏 に は (0Z KA・HOZZ) 
と 記さ れ て いる の で オズ ・ カ ノッ ズ と 読む に 違い な い 。 90 年 前 後 の 
アナ ログ ・ プ ー ト 再発 が 乱発 され た 時 期 に 本 作 も 複製 され た が 、 プ 
ログ レ ・ サ イド で は 全く 知ら れ て いな か っ た 上 、 ブ プー ト 再 発 の メイ ン 
で あっ た ハー ド 系 ・ サ イケ 系 に 紛れ て 余り 気付 わかれ な か っ た 様 だ 。 全 
て の 曲 を 書い て いる キー ボー ド 奏 者 の ワン マン ・ グ ルー プ の 様式 だ 
が 、 ギ ター 及び ドラ ム ス も 頑張 っ て いて 、 ロ ッ ク と し て の 骨太 さも 
失わ れ て いな い 。 事実 ハー ド ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン に も 人 気 が あ っ た 。 B 
面 に 15 分 を 超え る 3 部 構成 の 組曲 が ある が 、 や は り 圧 巻 な の は ギタ 
ー や キー ボー ド で 畳み 掛け る A① だ ろう 。 死ぬ 程 ある 自主 盤 の 中 に 


PARADISE LOST 
Paradise Lost 


CD/MCA/Gold Dust MCAD-6289 
"89 年 


Paradise Lost 








'90 年 代 を 目前 に し て ど メ ジャ ー の MCA 傘 下 に て 、 デ ジタル ・ レ コ 
ー デ ィング し て し まっ た 、 テ ネ シ ー 出 身 の 謎 の 4 人 組 の 、 最 初 で 最 
後 の 作品 (だ と 思う ……)。 ア ル バ ム の 全編 を 覆う の は 、 ど こ か RUSH 
的 で も ある 、 し か し 、 所 詩 ひ と つの ポンプ” サウ ンド だ 。 が 、 元 
気 な や に 騙さ れ て は いけ な い 。 彼 等 の 持ち 味 は 、② 以 下 に 展開 され 
る 、 淡 く 、 夢 見 る よう な 、 そ れ で いて 暗く 浮遊 する サウ ンド で 、 さ 
ら に は 、 ど こ か スケ ー ル の 大 きい 大 陸 的 な ムー ド も 芝 ね 備え て いる 。 
楽曲 それ ぞ れ に きち ん と 起承転結 が 見 える 点 も 只 者 で は な く 、 殆 ど 
の 曲 が 3 一 4 分 台 と は 思え な いく らい 。 勿論 、 ま だ まだ 未完 成 の 部 
分 も 多い が 、 こ うい う バ ンド が 実は 生き 延び て て 、 突 然 Magna Carta 











埋没 させ せ て お くに は ちょ っ と も っ た いな い 。 テ キサ ス 出 身 。 (森下 ) と か か ら 復活 し た ら 面白 い の に ……。 (奥村 ) 
PASCAL LANGUIRAND(Canada) Price | PAT METHENY &LVLE MAYS 


Min0s 
LP/Kebec KD-950 ? 年 





知る 限り 3 枚 の アル バム を 発表 し て いる パス カル ・ ラ ン ギ ュ ラ ン 
の デビ ュー 作 。 こ の 後 「De Harmonia Universalis」(Polydor 2424210、 
"80) 、「Vivre lci Maintenant」 (Minos 003、'81) と 続い て いる 。 そ 
の 後 の 活動 も ある か も し れ な い 。 本 アル バム の サウ ンド は 、 や や \ 実 
験 的 な 作風 を 持つ エレ クト ロニ クス ・ ミ ュー ジッ ク が 展開 され て お 
り 、 例 える な ら ば 、 初 期 の エル ドン (サー ド あ た り ) に 通じ る よう 
な 非常 に 知 的 な サウ ンド で ある 。 フ ァ ル フィ ッ サ の ポリ フォ ニッ ク ・ 
シン セ 、 ム ー グ の トー ラス (シン セ ・ ベ ー ス ) あたり の 持続 音 、 あ 
る い は 反復 音 の 上 に ギタ ー や シン セ サ イ ザー の ソロ が 浮遊 する 。 表 
現 力 も あり 、 ド ラッ グ ・ ミ ュー ジッ ク 的 な 聴き 方 も 可能 だ 。 (山崎 ) 





AS Falls Wichita, So Falls 
Wichita Falls 


LP/ECM 1190 81 年 
CD/ECM 21190-2 
/ ポ リド ー ル POCJ-2032 














一 般 に は ジャ ズ グ フュー ジョ ン 畑 の ハイ テク ・ ギ タリ スト と し て 
知ら れる パッ ト ・ メ セ ニ ー。 だ が 彼 の 歩み と 創り 出す 音楽 は 驚く ほ 
ど プ ログ レッ シ ヴ だ 。 自己 の グル ー プ の 右腕 的 存在 で ある ライ ル ・ 
メイ ズ (key、auto-hp) と の コラ ボ レ イ ショ ン に よる この アル バム 。 
演奏 に は パー カッ ショ ニス ト の ナナ ・ ヴ ァ ス コン セロ ス も 加わ り 、 
旧 ア ナ ロ グ A 面 を 費やし た 大 作 の タイ トル 曲 が 収 め ら れ て いる 。 戦 
争 と 平和 、 死 と 再生 を テー マ と し た この 曲 は '80 年 代 の “原子 心 母 " 
と 言っ て も 過言 で は な い 。 緊張 感 の ある 導入 部 か ら 、 シ ー ケ ン サ ー 
と パー カッ ショ ン が ひたひた と 人 迫る 中 盤 、 そ し て ベ ペース と ドラ ム が 
加わ る 瞬間 の クラ イマ ックス と カタ ル シ ス 。 旧 B 面 に 当る 後半 に も 
美しい 4 曲 の 小品 が 宝石 の よう に 並ん で いる 。 (高山 ) 





7 の ちら 











PAT METHENY GROUP 
「 First 6irele 
| |  。。 | LpEcM za4e 
CD/ECM 21278-2 
/ ポ リド ー ル POCJ-2033 


PAT METHENY GROUP 











グル ー プ 名 義 で の 5 作 め 。 前 作 が グル ー プ と し て の 活動 の 一 ま と 
め 的 な 2 枚 組 ライ ヴ だ っ た こと も あっ て か 、 本 作 で は メン バー に 異 
動 が 見 られ る 。 パ ー カ ッ シ ョ ン & ヴォイス に は プラ ジル 人 ナナ ・ ヴ 
ァ ス コン セロ ス に 代わ り ア ル ゼ ンチ ン の ペド ロ ・ ア ズ ナ ー ル が 加入 。 
ドラ マー は ダン ・ ゴ ッ ト リ ー プ の 後 を ポー ル ・ ワ ー テ ィ コ が 継ぎ 、 
これ で オリ ジ ナ ル ・ メ ン バ ー は パッ ト (gg) と ライ ル ・ メ イズ (key、 
tp) の み 。 そし て 彼 等 の 新た な 魅力 と な っ た の は アズ ナー ル の 天界 的 
な 美しい ヴォ イス だ ろう 。 ヴ ァ ス コン セロ ス も 美しい 声 の 持ち 主 だ 
っ た が 、 従 来 以上 に ヴォ イス が 大 きく フィ ー チ ャ ー さ れ て いる 。 よ 
り ポ ッ プ に 、 ア ヴァ ン ギ ャ ルド に 、 ド ラマ ティ ッ ク ノ シン フォ ニッ 
ク に と グル ー プ と し て の 多彩 さ を 深 め た 豊 熱 の 一 枚 。 (高山 ) 


PAT METHENY 
Secret Story 


CD/Geffen GEFD-24468 '92 年 
/MCA ビク ター MVCG 87 





パッ ト ・ メ セ ニ ー が これ まで の キャ リア の 集大成 と し て 、 5 年 の 
構想 の 後に 制作 し た この アル バム 。 清新 に し て 彫 丈 、 し か も 進歩 的 
で あり な が ら オ ー プ ン 。 高 技術 に 支え られ た 美しく 懐 の 深い 音楽 は 、 
扉 を 開き 、 聴 く 者 を 広大 な 世界 へ と 連れ 去る 。PAT METHENY 
GROUP の 新旧 メン バー を 始め 、 チ ャ ー リ ー・ ヘ イデ ン 、 矢 野 顕子 、 
アン ソニ ー・ ジ ャ クソ ン 、 ロ ンド ン ・ フ ィ ル 等 、 総 勢 72 名 の ミュ ー 
ジ シ ャ ン を 駆使 し て 、 ジ ャ ズ 、 ミ ニ マ ル 、 エ スニ ッ ク 等 様々 な 要素 
を メセニー 色 に 染め 上 げ 約 80 分 の 大 作 は 、 彼 自身 の と いう だ け で な 
く 、 ア メリ カ の 、 い や 世界 の 「 秘 な る 物語 」 で も ある 。 才 能 あ る ミ 
ュー ジ シ ャ ン に し て 一 生 に 一 度 作 り 得 る か と いう 一 つの 奇 貴 。 聴 く 
ほど に 恐ろし い 。 (高山 ) 





PATRIEK GODFREY (Canada) 
Ancient Ships 
LP/Aparition 02801 79 年 





パト リッ ク ・ ゴ ド フ リー は 現在 まで に 3 枚 の ピア ノ ・ ソ ロ 作 品 を 
発表 し て いる 。 3 枚 共 、 繊 細 な リリ シズ ム 溢 れる 叙情 的 な (印象 派 
的 な ) ピア ノ を 演奏 し て いる が 、 どれ か 一 枚 と いう こと に な れ ば 、 
美しい カヴァ ー に 包ま れ て 、 最 も 初 々 し いこ の ファ ー ス ト 作 品 を あ 
げ る こと に な る だ ろう 。 全 7 曲 に は どれ も 表題 が 付け られ て お り 、 
彼 は 、 ピ アノ だ け で な く 、 ハ ー プ シコ ー ド 、 ハ ー モ ニウム 、 マ リン 
バ 、 ベ ル 、 ヴ ォ イ ス も 使用 し 、 非 常に 感覚 的 な 演奏 を し て くれ る 。 
その 情緒 あふ れる 各 楽 曲 は 、 性 格 上 、 プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク ・ フ 
ァ ン の 耳 に も 充分 に アピ ー ル する も の で ある 。79 年 の 冬 に 、 パ トリ 
ッ ク ・ ゴ ド フ リー 自身 の プロ デュ ー ス で 、 ト ロン ト に て 録音 され た 
も の だ 。 (山崎 ) 


PATRIEK 0'HEARN 
Ancient Dreams 
L P/Private Music PMP-28001 '85 年 





「 太 古 の 夢 」 と 名 付け られ た 本 作 は 、 元 MAHAVISHNU ORCHESTRA 
の ヴァ イオ リ ニ ス ト 、J・ グ ッ ド マン の 「 未 来 飛 行 」 等 と 共に 、 元 
TANGERINE DREAM の P ・ バ ウマ ン が NY で 設立 し た プラ イヴ ェ ー 
ト ・ ミ ュー ジッ ク の 第 一 回 新譜 で ある 。F ・ ザ ッ パ や T・ ボ ジオ の 
MISSING PARSONS で の 活動 を 経て P・ オ ハー ン が 創造 し た 太古 の 
夢 の 世 界 。 シ ン セ サイ ザー と パー カッ ショ ン が 織り 成す 現代 性 と 呪 
術 性 の 向う に 、 今 と 始 源 を 結ぶ 時 を 越え た 夜 の 夢想 が 広がる 。 姓 か 
ら 察 する に 、 彼 の 出自 は ケル ト 系 で は な か ろう か 。 な ら ば その 夢想 
は 自ら の 血 に よっ て 導 か れ た も の か も 知れ な い 。 オ ハー ン の 他 マ ー 
ク ・ ア イシ ャ ム (tp) アレ ックス ・ ア クー ニャ (perc) 等 が 参加 。 独 
得 の クー ル で イマ ジ ネ イ ティ ヴ な 肌触り は 魅力 的 だ 。 (高山 ) 











PAVLOVS DOG 
Pampnered Menial 


L P/ABC ABCD-866 75 年 
CD/Columbia 469085-2 
/ ソ ニー SRCS 6286 














狂気 の ヴォ ー カ リス ト 、 デ ビッ ド ・ サ ー カ ンプ 率い る パプ ロフ ズ ・ 
ドッ ク は 775 年 ABC よ りこ の 1 st アル バム を 発表 し た 。 個性 的 な 声質 
は も ちろ ん 、 彼 の 作り だ す 曲 の 神経 質 で 陰 う つ な 感 触 は 、 ア メリ カ 
に お いて 非常 に 異質 な 存在 だ っ た 。 バ ッ ク の 演奏 は デリ ケー ト で あ 
る た めか 、 彼 の ヴォ ー カ ル は ガラ ス の 破片 の よう に 鋭い 衝撃 を 与え 
た 。 本 作 は そん な 彼 の 個性 が 最も 開花 し た 作品 だ と 思う 。 翌 年 CBS 
に 移籍 し 「At The Sound Of The Bell」 を 発表 。 ド ラム ス に ビル ・ プ 
ラフ ォ ー ド が ゲス ト 参 加 。 少 々 明る い 曲 調 の 作品 と な っ た 。 3 rd アル 
バム も 録音 され た が 、 発 表 さ きれ な いま ま バ ンド は 解散 し て し まっ た 。 
最近 その アル バム が 「St.Louis Hounds?」 と し て プレ ス さ れ 出 廻っ 
た が 、 彼 ら の 凄 さ を 再 認識 出来 る 素晴らし い 作品 だ っ た 。 (本 木 ) 








還 題 PAVIOVS DOG 
7 間 語 iThe Somud OfThe Bel 


LP/CBS 33694 76 年 
CD/Columbia CD-3205 
/ ソ ニー SRCS 6287 


総勢 7 人 で 録音 され た 1 st 発表 後 、vIn、ds、g が 脱退 。 新 た に 2 
人 の 正式 メン バー を 加え た 彼ら は 、 ビ ル ・ プ ラッ フォ ー ド 、ROXY MUSIC 
の sax の アン ディ ・ マ ッ ケ イ 等 を ゲス ト に 迎え 、 本 作 を 発表 する 。 プ 
ロ デ ュ ー サ ー は 1 st と 同じ 、 マ レイ ・ ク ラッ グマ ン & サ ン デ ィ ・ パ ー 
ルマン (BLUE OYSTER CULT と の 仕事 で 著名 )。 この 世 の 不 幸 を 全 
て 1 人 で 引き 受け て し まっ た か の よう な D. サー カン プ の vo は 変わ っ 
て いな い が 、 前 作 よ り 曲 の 粒 が 小さ く 、 インパ クト は 玉 ま っ て いる 。 
ポッ プ 化 し た と 普通 の バン ド で は 一 言 で 片付け られ る の だ が …… 本 
来 な ら 明 る い は ず の 曲調 も 、vo が 乗っ た 上 骨 間 に 哀 惑 を お びる と いう 
695 も う 、 こ の 人 の 生来 の 声質 な の だ か ら 仕 方 な い 。 本 作 を 持っ て 
彼ら の 歴史 は 終わ っ た 、 と 誰 も が 思っ た の だ が …… 回 (川上 ) 





7 の どど 








PAVLOV'S DOG 
Third 
CD/(Ger.)TRC 036 "90 年 (77 征 録音 ) 





デヴィ ッ ド ・ サ ー カ ンプ 。 泣 き の ギ ター と よく 言う が 、 彼 ほど 泣き の 
ヴォ ー カ ル と いう 言葉 が 当て は まる 奴 は いな い 。 感情 移入 を し て “泣く ? 
の で は な く 、 声 その も の が ^ 泣 いて ”? い る の だ 。1 st「Pampered Menial」 
は 彼 の デリ ケー ト な か 感性 が 写し 出さ れ 、 音 の 背後 に は いつ も 重い 雨 の 音 
が 聞こ えて いた 。 それ は 他 の アメ リカ ン ・ プ ログ レ ・ バ ンド と は 異質 な 、 
か と 言っ て ヨー ロッ パ 的 で も な い 香り を 放っ て いた 。 大 砂塵 を 濡らす 雨 
が 、“ ハ ッ ピ ー・ ヒ ッ ピ ー?” の 街 並 に 降り そそ ぐ 。 それは イン ディ アン 系 
と いう 彼 の 生い立ち に よる も の な の か ……? 曲 も 短く な り 、 雨 の 量 も 
減少 し た 2nd「At The Sound Of The Bell」 の 感覚 に 近い この オク ラ 
入り の 幻 の 3 rd だ が 独自 の 叙情 性 は 変わ ら ず に 息づい て いる 。 晴れ て い 
る の に 小雨 が パラ つく 天気 馬 の ノリ か な ……-。 (川上 ) 


PAVLOLS DOG 
Lost In America 


LP/Telectro 番号 な し '90 年 
CD/(Ger.) TRC 028 





1 st 発表 後に 脱退 し た 、 元 REO SPEED WAGON の ステ ィ ー ヴ ・ 
スコ ー フ ィ ナ (g) が 戻り 、ds に 新 メ ン バ ー を 加え た 6 人組 は 77 年 
に 3 rd の 録音 を する 。 そ の 音源 は 結局 約 10 年 後 、 突 如 ST. LOUIS 
HOUNDS と いう バン ド の 同 タ イト ル の 作品 と し て LP で 発表 され る 。 
現在 由 回 っ て いる CD は 、 ジ ャ ケッ ト 、 曲 順 は 異な る が 同 内 容 の 物 で 
ある 。 そ し て 4 枚 目 に 当たる 本 作 は 、 1 st か ら の メン バー、D. サー 
カン プ (vo、g)、 ダ グ ・ レ イ バ パー ン (恐らく key) の フケ 方 、 音 の 
作り か らし て !80 年 代 終り か ら '90 年 代 頭 の 録音 と 思わ れる 。 女 性 コー 
ラス を 含む 5 人 編成 。 数 曲 、 当 時 の ジェ ネ シ ス を 思わ せる が 、 1 曲 
目 で いき な り メ ロト ロン 7? が 鳴っ て いた り 、 さ す が に 枯れ は し た 
が 紛れ も な いあ の 上 声 で 、 2 nd か ら の 流れ も 確か に 感じ る 。 (川上 ) 





PEACE & OUIET 
Peace & Uuiet 
L P/Kinetic Z-30315 70 年 





グル ー プ 名 を 逆手 に 取っ た ジャ ケッ ト が ユー モラ ス な 、 マ イア ミ 
の 5 人組 に よる 作品 。 2 つの ロー カル ・ バ ンド が 合体 し て 出来 た だ 
け あ っ て 、B③ の 8 分 に 及ぶ 白熱 の イン スト ・ ナ ン バ パー を 聴け ば 、 
その 実力 が 器 い 知れ る 。 基 本 的 に は 、 ギ ター と オル ガン を 中 心 に し 
た シン プル な 構成 な の だ が 、 4 つの 楽器 が 一 つの 塊 の 様 に 迫る 音 作 
り は な か な か の 物 。 A① の 、 ユ ニ ゾ ン に よる リフ が 印象 的 な ハード ・ 
ナン パー に 続き 、A② で は フロ ッ ク の ヴァ イオ リ ニ ス ト が ゲス ト 参 
加 。 優 雅 で 美しい プレ イ を 聴か せ て くれ る 。 ヴ ォ ー カ リス ト も 硬軟 
使い 分 けが 上 手 く 良い 歌い っ ぷり 。 こ の 曲 な ど 、 ヴ ァ イ オ リン が な 
けれ ば 、 殆 ど ユ ー ラ イア ・ ピ ー プ で ある 。 (年 代 か ら 言っ て パク リ で 
は な い 。) し か し 広大 な アメ リカ 。 こ れ も 単 発作 。 (中 ) 


PENTWATER 
Pentwater 
LP/Beef '78 年 





ウィ ン デ ィ ・ シ ティ で 有名 な シカ ゴ 出 身 の 5 人組 ペン トウ ォ ー タ 
ー は 、 地 元 の ロー カル ・ レ ー ベ ル か ら 、778 年 に 1 枚 ア ル バ ム を 発表 
し て いる 。 ギ タリ スト が 2 人 いる 割 に は 、 キ ー ボ ー ド の 占め る 割合 
が 多く 、 メ ロト ロン 、 ハ モン ド 、 ム ー グ 、 シ ン セ 等 が 何 度 と な く ス 
ピー カー を 横切る 。 多 少 ア メリ カ 臭 い ヴ ォ ー カ ル が 気 に な る 曲 が 2 
曲 程 あ る が 、 そ れ で も キー ボー ド ・ フ ァ ン に は 大 推薦 出来 る 内 容 を 
持っ て いる 。 曲 自体 に も か な り オ リ ジ ナ リティ が 認め られ 、 短 い 曲 
で も それ な り の 大 き さ を 感じ させ る 。 た だ 、B③ の イン スト 曲 ^War? 
は 、 ど う 聞 いて も EL&P の “トッカータ” に そっ くり で 、 違 いと 言 
えば ギタ ー が 途中 で ソロ を 取る 所 ぐら い だ ろ うか 。 し か し 、 そ れ も 
テク ニッ ク あ っ て の こと 。 仲 々 の も ん で す 。 (田中 ) 








hs 胃 | PENTWATER 
際 提 W 園 Uut Of The AhVSs 


CD/Syn-Phonic SYNCD 7 
92 年 ('73…'76 年 録音 ) 





78 年 の ド 廃 盤 「Pentwater」 が マニ ア の 間 で 知ら れる バン ド 。770 年 
頃 に 母体 が で き あ が り 、"75 年 頃 か ら 本 格 的 な 活動 に 入っ た と され る 。 
この 「Out Of The Abyss」 は 、「Pentwater」 以 前 に 録音 され た マテ 
リア ル で ある 。 そ れ に し て は 1 枚 の アル バム と し て 聴け る し 、 ホ ント 
に 70 年 代 前 半 か ? と 驚く 音楽 性 だ 。 ヴ ザ ヴォー カル と キー ボー ド の 絡み 
に G・ ジ ャ イア ント の 影 、 シ アト リア カル な 曲調 、vIn、g、key の 凝っ 
た フレ ー ズ や ソロ 、 イ エス 調 の b、 走 る リズ ム 。 ア メリ カ の 自主 製作 は 、 
イギリス に 比べ 確か に クオ リティ が 高い 。 こ の 時 期 に し て 、 こ れ 程 に 
シン フォ ニッ ク な 曲想 を 持つ バン ド が いた こと も 発見 だ が 、 イ エス の 
吹っ切れ 感 を どこ より も 早く 吸収 し た アメ リカ 大 陸 で 、 ラ ッシュ が 出 
て 、 ド リー ム ・ シ アタ ー に 行き つい た の も 納得 し て し まう 。 (松本 ) 





PHILIPPE SAISSE 
Valerian 


L P/Windham Hill "88 年 
CD/Windham Hill WD-1073 
/ ポ ニー・ キ ャ ニオ ン D25Y-5138 





フィ リッ プ ・ セ ス が 最初 に 登場 し た の は アル ・ デ ィ ・ メ オラ の バ 
ンド の キー ボー ディ スト と し て だ っ た 。 ヤ ン ・ ハ マー の 後 が ま と し 
て 加わ り 、 舌 を 巻く よう な プレ イ で 聴く 者 を 圧倒 し た 。 や が て 彼 は 
DOPPELGANGER や プロ デュ ー ス ・ ワ ー ク て 広く 知ら れる よう に な 
っ た 。 そ ん な 彼 の 1st ソ ロ ・ ア ル バ ム が この Windham Hil か ら の 
「Valerianm」 だ 。 レ ー ベ ル ・ カ ラー も あっ て テク ニッ ク は 極力 抑制 し 、 
ドン ・ ア ライ アス (perc)、 マ ー ク ・ イ ー ガ ン (b) 、 ミノ ・ シ ネル (perc) 
と いう 最小 限 の ゲス ト を 迎え て し み じ み と し た 演奏 を 聴か せる が 、 
その 曲 が 素 晴らし い の 一 言 。 ラ イル ・ メ イズ の 1 st ソロ に 匹敵 する 傑 
作 と 言っ て し まお う 。 そ の 後 も Windham Hil を 離れ て ソロ を 発表 し 
て いる が 、 近 作 は こなれ 過ぎ て いて 感動 が 薄い 。 (坂本 ) 





7 の アグ 








PHREEWORLD 
Boost The Signal 


CD/Friends In The Garden FG 19941-1 
94 年 





Phreeworld 


た だ 青く て 紙切れ だ か ジャ ケッ ト だ か わか ら な い 状態 、 し か も ミニ ・ 
アル バム 。 出 身 は シア トル 付近 。 オ ー ソ ドッ クス な 4 人 編成 。4 5 
分 の 曲 が 5 曲 。 ど れ も ポ ッ プ な ヴォ ー カ ル 中 心 の 曲 。 で も 何 回 も 聴か 
な いう ち に 覚え て し まっ て メロ ディ が 耳 の 奥 に た まっ て きた 。 簡単 で 
ポッ プ な の だ が 魅 か れる 。 ビ ー ト ルズ と は 言わ な か いも の の 、 そ の た ぐ 
い の 微 妙 な 線 を つい た メロ ディ 。 簡単 な の は 、 つ まり ツボ を 突い た 挙 
句 の 簡素 さ な の だ 。 そ し て ポッ プ な メロ ディ は アメ リカ で も イギリス 
で も ある 人 な つっ こく 嫌味 の な いと ころ 、 プ ログ レ ・ フ ァ ン の 10cc、 
カン サス 派 に 好ま きれ そう な と ころ で も ある 。 個人 的 な 感想 で は 最良 質 
の ボッ プ ・ セ ンス を 持っ て いる と 思う 。 もう少し な ん と か な れ ば メジ 
ャ ー で 通る 音 。 で も 本 当 に 自主 製作 な の か ? (松本 ) 


POLESTAR 
Flying Thru The Universe 
LP/Rascal 808-89 '80 年 








アコ ・ ギ の 爪 弾き に ウネ ウネ し た シン セ が 重なっ て いく タイ トル 
曲 に 代表 され る 様 に 、 シ ンプ ル で ゆっ た り と し た メロ ディ で 淡々 と 
進行 し て いく 雰囲気 は ピン ク ・ フ ロイ ド 的 な 部 分 も 。 が 、 自主 制作 の 
悲し さ 、 演 奏 の 詰め が 甘く 、 プ ロ デ ュ ー ス に メリ ハリ が な いた め 非 
常に 地味 な 印象 を 受け る 。 ス リリ ング な (つも りら し い ) イン ター 
プレ イ も あり 、 構 成 は 結構 凝っ て いる の だ が 、 や は りこ の 手 の 楽 曲 
は 、SE 等 も 含め た アレ ンジ ・ セ ンス と 録音 技術 が な いと 辛い 。 ギ タ 
ー や オル ガン に は 光る 所 も ある し (ドラ ム は 、 や り た い 事 が よく 解 
る が 、 時 々 腰 が くだ け て し まう 。) 曲 も 仲 々 味わい が ある だ け に 残念 。 
B① は リフ 展開 の 面白 い ネ クタ ー 風 ハー ド ・ ロ ッ ク の 佳 曲 。 こ の 録 
音 ク オリ ティ だ っ た ら B① の 路線 で 行っ た 方 が 良かっ た か も 。 (中 ) 





POLLEN (Canada) 
Pollem 


LP/Kebec Disc KD 908 76 年 
CD/Kozac KO 2502-2 
/ マ ー キ ー MAR 9467 





オ パ バス 5 と 並び 、 カ ナダ の 2 大 傑作 と いわ れ て きた ポー レン 。 オ パ 
ス 5 が 乾い た イメ ー ジ の 清涼 感 の ある 音 作り だ っ た の に 対し 、 こ の ポ 
ー レ ン は 聴く 者 に トリ ッ プ 感 を 与え る 。 技巧 的 に も 申し 分 な が く 、 き ら 
きら と 輝く フレ ー ズ が 複雑 な ハー モニ ー を 奏で る 様 は 全盛 期 の イエ ス 
を 想起 させ る が 、 色彩 感覚 が も っ と 極 彩 色 に 塗り た くら れ た 感じ で 、 
いわ ば 、 ジ ャ ケッ ト の イメ ー ジ だ と 言っ た ら わ か り 易 いか も し れ な い 。 
極上 の テク ニッ ク を 駆使 し て この 世に あら ぬ 空 間 を コン セ プ チ ャ ル に 
演出 する の が シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク で ある な ら 、 こ の ポー レン 程 、 
その 形容 が ぴっ た りく る グル ー プ も ある まい 。 こ れ だ け の 幻想 性 を 伝 
えな が ら 、 覚 醒 し た 視野 で 曲 を 理知 的 に 構成 し て いけ る と いう こと は 、 
彼 等 の 持つ 非凡 な 才能 を 証明 し て いる に 他 な ら な い 。 (山崎 ) 


POLYPHONY 
Without Introductign 
L P/Eleventh Hour EH 1003-5 ”? 年 





アメ リカ の ポピュラー・ シ ー ン は 実力 派 が 多い 。 国 が 広く バン ド 
数 が 多い だ け に 勝ち 抜く 為 の 百 戦 練 磨 を 要求 され る か ら だ 。 意 外 と 
メジ ャ ー が 青田 刈り する よう な 甘 さ は 少な い 。 そ こ に メジ ャ ー の 意 
に そ わ な か っ た プロ グレ が 実力 を 持ち な が ら 自 主 製作 に 甘んじ た 例 
は ある だ ろう 。 テ キサ ス 出 身 の ポ リフ ォ ニ ー も 不遇 だ っ た に 違い な 
い 。E、L&P と アト ミッ ク ・ ル ー ス ター 初期 を 合わ せ た よ うな パッ 
ショ ン で 押す シン フォ ニッ ク ・ ス タイ ル 。 ほぼ 全編 に 及ぶ ハモ ンド ・ 
オル ガン の 速 弾き に 粘り 気 の あ る ギタ ー・ ソ ロ と 連打 の ドラ ム な ど 、 
総じて マイ ナー 調 。 こ こと いう 決め 手 、 サ ビ に 欠け て 走る あたり が 、 
演 り た い 放 題 に 詰め 込む 自主 製作 らし い 。 平 坦 で 冗長 だ が マニ ア 受 
け す る クセ の ある サウ ンド だ 。 (松本 ) 








Pre 
CD/ZNR CD 5001 93 年 ("73 年 録音 ) 





ここ 数 年 の 発掘 や 新人 の 登場 に より 今 で は プロ グレ の 遅れ て きた 宝 
庫 的 な 様相 を 呈し つつ ある アメ リカ より また も 素晴らし い バ ンド が 発 
掘 さ れ た 。 そ れ が PRE で ある 。 こ の 度 か の MASTERMIND を リリ ー ス 
し た レー ベル で ある ZNR よ り リ リー ス さ れ た この PRE の アル バム は 、 
な ん と プロ グレ 黄金 期 の '73 年 に 人 知れ ず 録 音 さ れ て いた も の で あり 、 
また 驚く べき こと に EASTER ISLAND の メン バー で ある Mark Miceli 
の 推薦 に より CD 化 リ リー ス に 至っ た と いう いわ くつ き の も の な の で あ 
る 。 音 の 方 も 鳴り 物 入 り で 登場 し た だ け あ っ て 、 そ の 組 密 に 構築 され 
な が ら も 聞き 易い 楽曲 や 複雑 に 絡み 合い 変化 する 見 事 な 歌 と アン サン 
ブル は 当時 活躍 し た 往年 の 名 バン ド 達 と 、 と り わ け YES を 想定 する 程 
素晴らし い ク オリ ティ ー を 持っ た も の と な っ て いる 。 (島村 ) 





PRISM(6amada) 
See ForeVer EVeS 
LP/Ariola 50034 78 年 





カナ ダ は ヴァ ンク ーー ヴァー 出身 の 5 人組 の セカ ンド 。 そもそも 彼 
等 は 、 仲 間 が 集まっ て バン ド に な っ た の で は な く 、 プ ロ デ ュ ー サ ー 
の プル ー ス ・ フ ェ ア バ ー ン が 、 地 元 の クラ ブ に 出演 する 有望 な ミュ ー 
ジ シ ャ ン を セレ クト し 、 そ の 選ば れ た メン ツ で 結成 され た と いう 。 
当初 は 6 人 組 だ っ た が 、 デビ ュー 作 発 表 後 、 ツ イン ・ ギ ター の ひと り 
が 抜け 、 さ ら に 本 作 よ り リ ズム 隊 も チェ ンジ し て いる 。 当 時 、 よ く BOS- 
TON と 比べ られ た その サウ ンド は 、 キ ャ ッ チ ー か フ つ 透明 感 漂う スペ 
イシ ー な HR。 爽 や か な ヴォ ー カ ル と きら ぴ びやかな シン セ サ イ ザー も 
武器 に し て いた 。 本 作 で は 、 誰 だ っ た か プロ レス ラー の 入場 テー マ に 
も な っ た A④ が その 典型 的 ナン バー で 、 泣 き の バ ラー ド も 当然 あり 。 
その 後 、 ブ ルー ス の 手 を 離れ 、'84 年 まで に 全 6 作 を 発表 。 (奥村 ) 





7 の ご 











PROMETHEUS 
Prometheus 


CD/Deep Music DM 021 "94 年 
/ マ ー キ ー MAR 95143 


0 


(0 て, に // 














80 年 代 ア メリ カ の 先鋭 レー ベル だ っ た プラ イヴ ェ ー ト ・ ミ ュー ジッ 
ク か ら デ ビュ ー し た サン フォ ー ド ・ パ ンダ ー と 、 彼 の 在籍 し た LA の バ 
ンド KOMMUNITY FK で 片腕 だ っ た ステ ィ ー ヴ ・ ボ ー ル の 二 人 が 中 心 
の バン ド 。 ドラマー が 現 ク リム ゾン の パッ ト ・ マ ステ ロッ ト と いう こ 
と で 話題 も ある が 、 そ ん な こと は あま り 意 味 な い 。 む し ろ 中 心 人 物 ニ 
人 の LA アン ダー グラ ンド な ら で は の 先鋭 感覚 が 所 えて 、 こ れ が メジ ャ 
ー・ フ ィ ー ル ド に も 通用 し そう な 瀬 戸 際 で 鳴っ て いる と ころ が いい 。 
こっ ち 向 き の 話 で 言え る ば 、 ジ ャ ム ・ カ レッ ト あ た り の 先鋭 感 で 、 ヴ ォ 
ー カ ル 曲 あり 、 イ ンス ト の 長大 指向 あり 、 と いう こと だ 。 い い 線 を 行 
っ て る と 思う の だ が 、 や っ ぱり も う 一 つ 何 か 大 き な ポ イン ト が あれ ば 。 
それ は 歌 メ ロ で も アン サン ブル の 極端 さ で も 。 (松本 ) 


PROPHET 
Pronhet 


LP/Total Experlence TEL 6-5709 
"85 年 
CD/ ア ルフ ァ ALCB-3035 





ニュ ー ジ ャ ー ジ ー 出 身 の 5 人組 の デビ ュー 作 。BON JOVI 人 脈 に も 
絡む こと か ら ポ ッ プ で キャ ッ チ ー な HR/HM バ ンド の 一 面 も ある が 、 
中 心 人 物 の スコ ッ ト ・ メ タク サス <b〉 が KANSAS、 そ れ も ス ティ 
ー ヴ ・ ウ ォ ル シュ に 強い 影響 を 受け て いる こと か ら 、HR/HM 全 盛 の 
780 年 代 中 期 に 往年 の バア メリ カン ・ プ ログ レ ・ ハ ー ド ? 系 サウ ンド 
を 復活 させ た こと で も 知ら れる 。 特 に ①③⑤ は 、 セ ンス の 光る キー 
ボー ド ・ ワ ー ク と 曲 構成 、 そ し て 決し て 明る く な りき れ な い リ リカ 
ル な メロ ディ ・ ラ イン と コー ラス ・ パ ー ト で 、 彼 等 が 単なる ハー ド ・ 
ポッ プ ・ バ ンド で な いこ と を 強く 主張 し て いた 。 その 後 、'88 年 に 本 
作 の 延長 線上 の セカ ンド を 、 91 年 に は より スト レー ト に な っ た サー 
ド を 発表 し て いる 。 (奥村 ) 





PROVIDENCE 
Ever Sense The Dawn 


L P/(U.K.) Threshold THS 9 "72 年 
CD/ マ ー キ ュ リ ー PHCR-4239 





つや や か な チェ ロ 、 ヴ ァ イ オ リン の 響 き を と り 入 れ た フォ ー ク ・ 
ロッ ク ・ サ ウン ド 。 ムー ディ ー・ プ ルー ス で 有名 な スレ ッ シ ョ ルド ・ 
レー ベル の 知ら れ ざ る 英 フ ォ ー ク 系 の 名 作 、 な ん て 書い て し まっ た 
が 、 後 々 の 調べ で どう も アメ リカ の バン ド ら し い 、 と いう こと に 落 
ち 着 いて いる 。 ど ちら に し て も ソフ ト な アコ ー ス ティ ッ ク 楽 器 の 音 
が 滑ら か に 流れ て 、 朝 露 の す が す が し さ 、 プ ラス 室内 楽 の 響き な の 
で 、 こ の 手 の 好 き な 人 は 一 聴 を すす め る 。 結構 ク ラ シ カ ル な イメ ー 
ジ も 強く 柔らか で 温か い 音 だ 。 メ ン バ ー は M. ブル ー ス の 変形 ユニ ッ 
ト と も 言え る バン ド 、BLUE JAYS の アル バム へ 参加 し て も いる 。 
(松本 ) 


PSYEHOTIC WALTZ 
A Social Grace 


CD/Sub-Sonic SVS 1102 "90 年 
/ テ イチ ク TECX-15631 





サン ディ エゴ 出身 の 5 人組 の デビ ュー 作 。 初期 FATES WARNING 
に 強い 影響 を 受け た バッ ク 陣 に 、JANE'S ADDICTION 時 代 の ペリ ー・ 
ファ レル に 感銘 を 受け た と いう シン ガー が ジョ イン ト し て スタ ー ト 
し た と いう だ け あ っ て 、HM の エッ ジ と 、 それ に 相対 する サイ ケ 感 覚 
を うま く 融 合 させ た 個性 的 な サウ ンド を 当初 か ら ク リエ イト し て い 
た よう だ 。 加 えて メロ ディ 感覚 が 普通 で は な く 、 ク セ の 強い 変 音 階 
を 多用 し た フレ ー ズ と その 上 に 乗る より 奇妙 な 歌 メ ロ が 、 エ キ セ ン 
トリ ッ ク さ を 強調 。 フ ルー ト も 吹く シン ガー は イア ン ・ ア ンダ ー ソ 
ン に も イン スパ イア され た と か で 、⑥ の バラ ー ド は モロ だ が 、 そ れ 
は どっ ちか と いう と オマ ケ 。 以後 セカ ンド 、 サ ー ド と サイ ケ 色 が 強 
く な り 、 現 在 に 至る 。 (奥村 ) 








上 MOI 認 時 朋 上 日 PSYCHOTIE WALTZ 
6 Into The Everflow 


LP/Dream Circle "93 年 
CD/ テ イチ ク TECX-25567 





アメ リカ は サン ディ エゴ 出身 な が ら 所 属 レ ー ベ ル の 関係 も あり ヨ 
ー ロ ッ パ を 主戦 場 と する 5 人 組 の '93 年 発表 の セカ ンド 。 最新 作 に あ 
た る サー ド (日 本 未 発売 ) で は シン プル な リフ 主導 型 へ ヘヴィ ・ サ ウ 
ンド に 変貌 し て し まっ た が 、 本 作 で は 多少 サイ ケ が か っ た 味 を 出し 
な が ら も 幻想 的 で 怪し げ な プロ グレ ッ シ ヴ ・ ワ ー ル ド を 構築 し て い 
る 。 中 で も シン フォ ニッ ク な イン トロ が 美味 し いわ と アコ ー ス ティ 
ッ ク ・ ギ ター の 調べ と 散 い を 含ん だ 歌 メ ロ が 胸 を うつ 名 バラ ー ド ⑥ 
は 出色 の 出来 の よう に 思う 。 ち な み に ギ タリ スト の ダン ・ ロ ッ ク と 
ドラ マー の ノー ム ・ レ ジオ は ドイ ツ の DEATHROW の メン バー と の プ 
ロジ ェクト 、END AMEN で 、 ヴ ォ ー カ リス ト の バディ ・ ラ ッ キ ー は 
ソロ ・ ア ル バ ム を 、 各 々 一 枚 ず つ リ リー ス し て いる 。 (石原 ) 





OUARTET MUSIC 
Oceean Park 
LP/Nine Winds 0113 '84 年 








780 年 代 の 前 一 中 半 に か け て 4 枚 の アル バム を 残し た グル ー プ 。 本 
作 は 三 作 目 に な る 。 ペ ー ス 、 バ パー カッ ショ ン 、 ギ ター、 ヴ ァ イ オ リ 
ン の 四 人 か ら な り 、 基 本 的 に は アコ ー ス ティ ッ ク ・ オ ン リ ー ( 後 の 
作品 で 一 部 シン セ サ イ ザー を 導入 ) の 編成 。 出 自 と し て ロッ ク な の 
だ ろう が 、 ク ラシック や フォ ー ク 等 か ら の 影響 を うか が わせ る ノン ・ 
ジャ ン ル な 音 作り は オレ ゴン 辺り に も 近い 。 こ れ だ け だ と 時 代 柄 、 
その 他 大 勢 の ニュ ー・ エ イジ に な る 所 だ が 、 特 に パー カッ ショ ン と 
ギタ ー を 担当 する クラ イン 兄弟 の 演奏 に どこ か 静か な 気迫 と 言っ た 
シリ アス さ が 漂 う の が 、 音 に 深 味 を 与え て いる 。 それ は 、 その後 の 
クラ イン 兄弟 の 発表 し た 作品 に も 通じ る 物 だ 。 ティム ・ バ ー ン 他 、 
色々 と 交流 の あっ た グル ー プ で も ある 。 (中 西 ) 





7 の ら ラ 








OUEENSRYCHE 


還 シ ん 2 還 是 | 0OueenSrVche 
| 旧 LP/ 
) MGNA Ke 中 。 CD/ 東 芝 EMI CP 20-5810 83 年 





"82 年 に 彼ら の デモ ・ テ ー プ を 聴い た レコ ー ド 店 の オー ナー 夫妻 は 、 
すぐ に 自主 レー ベル を 設立 、 本 作 を 発表 する 。 その 後 マ ネー ジャ ー 
も 任 し た 二 人 が イギリス の プレ ス や 、 地 元 の ラジ オ 局 に 働き か け 
た 結果 、 彼 ら の 鳴 を 聞き つけ た アメ リカ EMI が 権利 を 買い 取り 、'83 
年 に メジ ャ ー・ リ リー ス さ れる こと に な る 4 曲 入 り ミ ニ ・ ア ル バ ム 
(CD 化 に 際 し “Prophecy′ を 追加 )。QUEEN、 そ し て 彼ら の ヒッ ト 
曲 “Seven Seas Of Rhye” を 即座 に 連想 する ヨー ロッ パ の 香り を 漂 
わせ た バン ド 名 は も と より 、 重 く 、 か げ り の ある その サウ ンド は 、 
遠い シア トル で の プリ ティ ッシュ ・ ハ ー ド ・ ロ ッ ク の 復活 を 感じ さ 
せ た 。 同年 暮 に は 日 本 で も 発売 され 、 翌 '84 年 8 月 に は 初 来 日 公演 を 、 
まだ 小 規模 な 会 場 な が ら 実 現さ せ て いる 。 (川上 ) 





OUEENSRYCHE 
The Warnimg 


L P/(U.K.) EMI 2402201 84 年 
CD/EMI America E21Z-46557-2 
/ 東 芝 EMI TOCP 7607 


初 来 日 公演 の 直後 に この 1 st フル ・ ア ル バ ム は 発表 され た 。 プ ロ デ 
ュー サー は ピン ク ・ フ ロイ ド の 「The Wall」 の ジェ ー ム ス ・ ガ スリ 
ー。 言 わ ば 彼ら と プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク の 出会い を 生ん だ 重要 な 
作品 で ある 。 進 化す る へ ヴィ ・ メ タル ・ バ ンド と し て の 第 一 歩 は 、 
前 作 で の HR/HM の 常 奏 手 段 で ある 中 世 的 ファ ンタ ジー の 世界 か ら 一 
気 に 時 間 を か け 登 り 、 現 代 社会 、 近 未来 へ の 警告 へ と 姿 を 変え る 事 
で あっ た 。 ジ ュー ダス ・ プ リー スト 的 と も 言わ れ た サウ ンド も 充分 
残し た 上 で 、 ラ ッシュ の 方 法論 を 取り 入れ た 多用 化し た スタ イル へ 
と わずか に 歩み 寄っ て いる 。 日 本 青年 館 で の オー プ ニ ン グ ^NM156? 
で 浮か び 上 が っ た ジェ フ ・ テ イト の 肖像 が 今 も 鮮明 に 回 想 さ れる 。 
すでに あの 時 進化 の 第 一 段階 は すでに 完了 し て いた 訳 だ 。 (川上 ) 








OUEENSRYCHE 
Rage Far Order 


LP/EMI America ST 17917 86 年 
CD/EMI America E21Z-46330-2 
/ 東 芝 EMI TOCP 7608 














通算 3 作 目 (フル ・ ア ル バ ム と し て は 2 作 目 ) に し て 、 彼 等 は 一 
気 に HR/HM バ ンド と し て の イメ ー ジ を 崩し に か か る 。 プ ロ デ ュ ー サ 
ー に 「Queen II」 の エン ジニ ア を 務め て いた ニー ル ・ カ ー ノ ン を 迎え 
た の も 、 広 が り の ある 音 空間 の 中 に 数 々 の サン プル 音 を うま く 取 り 
込み 、 サ ウン ド と 一 体 化 さ せる た め だ っ た ろう 。 が 、 デ ジタル な 音 
像 の 衣 を 纏っ て いた と し て も 、 実 は 、 彼 等 の 基本 的 な HR/HM サ ウン 
ド に 変化 が な か っ た こと は 、 各 曲 の 骨子 と な る 部 分 を 聴き と れ ば 明 
白 だ 。 確 か に ビデ オ ・ ク リッ プ に も な っ た シン グル 曲 の ④ は 奇妙 だ 
が 、 そ れ も 、 決 し て 一 方 向 で は な い バ ンド の 可能 性 の ひと つと し て 、 
彼 等 が 主張 し た か っ た も の だ っ た の で は な いか 。 限 界 " を 取り 払う 
た め の 、 正 に 実験 ? 的 作品 。 (奥村 ) 


OUEENSRYCHE 
Dperation : Minderime 


LP/EMI America L3126 
CD/EMI America E21Z-48640-2 
/ 東 芝 EMI TOCP-8391 '88 年 





彼ら の 評価 を 不動 の ちの と し た 金字塔 。 病 ん だ 現実 に 鋭く メス を 
入れ る 社会 派 の コン セプト が 映画 さながら の 劇 的 な 進行 と 強烈 な 楽 
曲 の 数 々 に よっ て 聴き 手 の 脳 和仁 を 揺さぶる 。 前 作 で の 近 未 来 的 志向 
が 一 気 に 壮 大 な 世界 へ と 結実 し た と いえ 、 ソ リッ ド で モダ ン な 音 創 
り に 様々 な SE が 効果 的 に 導入 され これ 以上 な いと いう 程 に ドラ マテ 
ィ ッ ク 。 へ ヴィ ・ メ タル に 進化 は 可能 な の か ? と いう 命題 へ の ひ 
と つの 解答 と し て 日 本 で は 大 き な 話 題 と な り 、 プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ 
ッ ク と の 接点 が クロ ー ズ ・ ア ッ プ され る 原因 と な っ た 。 RUSH を 手 が 
けた ピー ター・ コ リン ズ を プロ デュ ー ス に 迎え 、 彼 ら の 資質 が 一 気 に 
開花 し た 傑作 だ 。 ラ イヴ ・ ビ デオ と セッ ト に し た 「Operation : Live- 
crime」 も リリ ー ス され 、 見 事 な 再現 ぶり が 確か め ら れる 。 (中 島 ) 








OUEENSRYCHE 

Empire 

L P/(U.K.)EMI 950691 

CD/EMI America E21Z-92806-2 
/ 東 芝 EMI TOCP-8392 "90 年 





ボー イ ・ ソ プラ ノ に よる 荘厳 な 幕開け 。 前 作 に 続き ピー ター・ コ 
リン ズ の プロ デュ ー ス に よる 本 作 、 前 作 と は 対照 的 に コン セプト は 
各 曲 の 中 に 凝縮 され て お り 、 作 品 と し て の 強烈 きこ そ 及 ば な い が 楽 
曲 の 充実 度 は 前 作 に 全く ひけ を 取ら な い 。 一 聴 す る と 聴き 易く な っ 
た 印象 だ が 音 作り の 密度 は 恐ろし い 程 で ある 。 ジ ェ フ ・ テ イト の ヴ 
ォ イ ス は 低音 か ら 高 音 と 万 華 鏡 の よう に 変化 し 、 複 雑 に か ら み 合う 
ギタ ー と リズ ム は 情感 を 失わ な い 。 当 時 は 問題 作 扱い も され た が 結 
果 的 に は 正解 だ っ た こと は 楽曲 の 充実 度 、 更 に は ^Silent Lucidity” 
の ヒッ ト が 呼び 水 と な り ア メリ カ 本 国 で 大 ヒッ ト と な っ た こと に も 
証明 され て いる 。 余裕 と 緊張 感 が 交差 する 中 、 あ る 意味 で は 更に プ 
ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク 色 が 強まっ た “楽曲 主導 ? 作 で ある 。 (中 島 ) 





で E 下 RSE や で E 


OUEENSRYCHE 
Promised Lanml 


CD/(U.K.) EMI CDMTL-1081 
/ 東 芝 EMI TOCP-8396 94 年 





「Operation 一 」 で の 社会 派 的 視点 か ら 「Empire」 で の 個 へ の 回 帰 、 
更に 商業 的 成功 を 通過 し て 制作 され た 実に 4 年 振り の 作品 。 ヘ へ ヴィ さ 
の 質感 や フレ ー ズ の 端々 に 見 られ る 異国 的 ムー ド は ヴィ ヴィ ッ ド な 感 
性 を 示し 、 人 迫力 と つき 動か され る よう な 切迫 感 は ジェ フ ・ テ イト と ク 
リス ・ デ ガー モ の 表現 の 必然 性 を 示す に 充分 で ある 。 実験 的 ムー ド を 
吹き 飛ば す 、 よ り 深 い 地平 か ら の 声 が 作品 の リア リティ を 高め 、 約 東 
の 地 へ の 希求 は と ど ま る こと を 知ら な い 。 様式 美 や 叙情 性 と いっ た 言 
葉 は も は や 彼ら に は 不要 だ が 、 終 始 一 貫 人 間 を 視 つ め 、 ま た 自分 を 出 
し て いく こと で 結果 と し て 知性 を 超え て 感情 が 伝わっ て くる 。 本 作 も 
楽曲 単位 で は ある が テー マ が 複雑 に か ら み 合い より 高度 な 次元 で の コ 
ン セ プ ト を 形成 する 。 堂々 た る 音 世界 で ある 。 (中 島 ) 
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OUILL 
SurSum Corda 
CD/Syn-Phonic '77 年 





伝説 の バク ィ ル ” が 遂に リリ ー ス され た 。 こ の 作品 は キー ボー ド 
の テク ニカ ル ・ プ レイ を 中 心 に し な が ら 、 ア コー ステ ィ ッ ク な 響き 
や 幻想 美 を 大 切 に し た 音 廊 り の 作品 で 、 テ クニ カル な キー ボー ド ・ 
プレ イ は “タル カス 時 の キー ス ・ エ マー ソン を 、 叙 情 的 な 部 分 は 
初期 の ステ ィ ー ヴ ・ ハ ケッ ト を 連想 させ る よう な 出来 で 、 カ テ ド ラ 
ル や イエ ツ ダ ・ ウ ルフ ァ に 匹敵 する 名 作 で ある こと は 明白 だ 。 シ ン 
フォ ニッ ク で は LP サ イズ の 見 開き ジャ ケッ ト に フル ・ カ ラー の ライ 
ヴ ・ フ ォ ト を 加え た イン サー ト 、 さ ら に プ ブック レッ ト を 加え て の 限 
定 500 枚 プレ ス と いう 力 の 入れ よう で 、 後 に ノー マル 仕様 の CD が リリ 
さき じ の &R37 お 5 (山崎 ) 


RA 6AN ROW 
Ra Can Row 
LP/EYE 8107 '82 年 





オハ イオ は シン シナ ティ で 制作 され た 自主 制作 。 ジ ャ ケ や イン サ 
ー ト か ら プ ンプ ン 臭 う ア ヤ し さ は 音 を その まま 示し て いる 。 ロ ッ ク 
の 編成 で フリ ー・ ジ ャ ズ が どう の と いう より これ は グル ・ グ ル と ア 
シュ ラ ・ テ ン ペ ベル を 足し て 2 で 割っ て 、 の 乗り 。 ひ た すら トゲ トゲ 
し く 叫 び 続 ける ギタ ー は アク ス ・ ゲ ン リ ッ ヒ を 思わ せ 、 ド タバ タ と 
くり 返さ れる リズ ム の 上 を 縦横 無 。 や た ら と エコ ー が か っ て 中 近 

志向 、 つ まり サイ ケ デ リッ ク 。 し か し 重圧 感 は 少な く 後 年 の オズ 
リッ ク ・ テ ンタ クル ズ の よう な 清涼 感 も チラ ホラ と 見 られ る あたり 
が 面白 い 。 ど っ ぷり で も ある が 聴き 易く 、 ア メリ カ に も や は りこ の 
手合 い が い た か 、 と 実感 出来 る 作品 。 再 発 LP に は 「 現 在 こ の メン バ 
ー は 生き て お り …… 」 と か 書か れ て いて 、 結 構 凄い 。 (中 島 ) 








RADIO PIEEE 帳 
TesSeract And MOnuments 
CD/ZNR CD 3001 "94 年 








RAMIOPHECEH IESSERACINNONUMENTN 











米 ZNR レ ー ベ ル か ら の ニュ ー・ カ マー。 国籍 、 メ ン バ ー の 経歴 、 関 連 
人 脈 な と 現 時 点 で いっ さい 不詳 で ある 。 メン バー は キー ボー ド 2 人 と ド 
ラム ス の 3 人 。 作品 全体 は 非常 に 支 離 減 裂 で 、 何 が や り た い の か さっ ぱ 
り わ か ら ず 、 た い へ ん 面白 い 。「 ア ヴァ ン ギ ャ ルト で あれ 」 と いう 形式 に 
と ら わ れ な いで 、 や り た いこ と を や っ て いる 。 構築 的 で 整合 感 が 強く 、 
フリ ー 演 奏 な し 。 に も か か わら ず デ タラ メ に 近い 感覚 も ある 。 比率 で い 
えば 、 多 少 ハ ッ ピ ー・ ザ ・ マ ン を 思わ せる クリ アー・ サ ウン ド 、 フ ラン 
ス の ティ アン コ に 近い 屈折 し た 曲想 が 多い 。 こ ぜ れ に ムー ディ ー な イン 
スト 曲 、 ハ モン ド ・ オ ル ガ ン が スイ ング する 妙 な ジャ ズ 、 ザ ッ パ 風 の 曲 、 
ナイ ス を 思わ せる 曲 な ど が 加わ る 。 1 曲目 な ど は 伝統 的 アメ リカ ン ・ ロ 
ッ ク の 後ろ る で オル ガン が 暴れ まわ っ て いる 。 (ミワ ) 


RALPH TOWNER 
Solstice 


L P/ECM 1060 75 年 
CD/ECM 825458-2 





アコ ー ス ティ ッ ク ・ ギ ター の 名 手 、 ラ ルフ ・ タ ウナ ー の 名 は 勿論 、 
オレ ゴン の 中 心 人 物 と し て も 重要 な の だ が 、 も う 一 つ 絶 対 に 見 逃 せ 
な い の が 、 こ の ソル ステ ィ ス の プロ ジェ クト に よる 2 枚 の 作品 だ ろ 
う 。 ヤ ン ・ ガ ル バ レ ク (sax、fl) 、 エ バー ハル ト ・ ヴ ェ ー バ ー (b、 
cello)、 ヨ ン ・ ク リス テン セン (ds、perc) を 迎え て の 流 謀 さ と 緊張 
感 が 同居 し た 音 は 、 明らか に ECM レ ー ベ ル が 生み 出し た 最良 の 物 の 
1 つと 言え る 。 過度 の 主張 を せ ず 、 ゆ っ くり と 叙景 的 に 音 が 流れ て 
行く 様 は ECM ス タイ ル の 典型 と 言え よう が 、 そ こ に 込め られ た 気迫 
の みな ぎり よう は 奇跡 的 と すら 呼べ る 物 。 全 員 が 絶対 的 な 名 演 を 聴 
か せる 中 、 自 身 の ア ル バ ム で は 地味 な 演奏 に 徹し て いる ヴェ ー バ ー 
の 驚異 的 な 演奏 に は 何と も 言い 様 が 無い 程 の 物 が ある 。 (中 西 ) 








RANTZ 
Rantz 
L P/Casino 番号 な し 82 年 








ジャ スト ・ ア ナ ザ ーB 級 自主 盤 と 言わ れれ ば それ まで だ が 、 世 間 
計 静 ゲ 旧 ウル や マー スラ シン ダー や イー スタ ー・ ア ゴイ ラン ド み た いな 
の が ゴロ ゴロ 転 っ て いる と 思う 方 が 間違い な の だ 。 カ ヴァ ー・ ア ー 
ト は な か な か 凝っ た 美しい も の だ が 音 の 方 は “美しい” と いう 言葉 
で 形容 され る タイ プ で は な く 、 サ ステ ィ ン の 効い た ギタ ー と や や 押 
し の 強い トー キン グ ・ ス タイ ル が か っ た 女性 ヴォ ー カ ル を メイ ン し 
た ロッ ク 色 の 濃い も の 。 ほ ば ぼ 全 曲 で 聴け る フル ー ト と 時 折 入 っ て 盛 
り 上 る キー ボー ド が 聴き も の で 、 本 作 を 、 た また ま 手 元 に ある と い 


う 理 由 以外 で 、 こ こ に 掲載 する 意義 の ある も の に 仕上 げ て いる 。 メ 
ン バ ー に 女性 が 2 人 も いる の に 写真 が 無い の は 残念 。 一 枚 聴 き 通す 
の は ちょ っ と ツラ イ か も …… ce (森下 ) 





RAY MANZAREK 
Carmina Burana 


L P/A&M SP-4995 '83 年 
CD/A&M CD-4945 





言わ ず と 知れ た ドア ー ズ の キー ボー ド 奏 者 の ソロ 作品 。 カ ー ル ・ オ 
ルフ の 「 カ ルミ ナ ・ プ ラー ナ 」 を 全曲 演 っ て いる と な る と 、 マ グマ を 
思い 浮か べ る が や は り 軽 い 。 プ ロ デ ュ ー サ ー は フィ リッ プ ・ グ ラス が 
担当 、"83 年 当時 彼 が メジ ャ ー 進 出 を 図っ て いた 事 を 想い 出し た が ポッ 
プ 的 アレ ンジ が 施さ れ て お り 、 楽 し め る 内 容 に な っ て いる 。 ラ テン 語 
(英訳 の イン サー ト 付 ) で 歌わ れ て いる 為 か それ な り の 雰囲気 は 保っ て 
いる 。 し か し 当時 レイ ・ マ ン ザ レク が この よう な 作品 を 発表 する 必然 
性 は 感じ られ ず 、 や は り フ ィ リ ッ プ ・ グ ラス の 「 カ ルミ ナ ・ プ ラー ナ 」 
ロッ ク 化 の アイ ディ ア を 依頼 か 共感 を 受け て 作ら れ た 作品 で ある と 思 
われ る 。 彼 は '74 年 と 76 年 に マー キュ リー より ソロ 作品 を 発表 し て いる 
が 、 内 容 は ドア ー ズ の 流れ を 波 ん だ も の で ある 。 (吉野 ) 
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REALM(STEVE VAILS) 
Time Tales 


LP/System 33-1184257 83 年 
CD/System CD 14546-2 





「 シ ステ ム 」 と いう 名 で 紹介 され て 来 た こ の グル ー プ 、 実 は 「 シ ステ 
ム 」 と いう の は レー ベル 名 で 、 グ ルー プ 名 は 「 レ ルム 」 と 言う 。'83 年 
の 自主 製作 だ が 、 軟弱 な ポン プ に 飽き 飽き し て いる 人 達 を 大 い に 満足 
させ 得る 秀作 と 言え る 。 ク レジ ッ ト は 無い が 、 ス イス の プルー・ モ ー 
ショ ン と 同じ keyX2 十 ds と いう 変則 的 な トリ オ 編 成 の 模様 。EL&P で 
エマ ー ソ ン を 2 人 に し た 様 な 凄まじ い キ ー ボ ー ド ・ ワ ー ク で 一 方 的 に 
押し まく る 。vo の 内 、 1 人 は J. ア ンダ ー ソ ン 風 の 声 を 出し て いる 。20 
曲 収録 な が がら ト ー タ ライ ズ さ れ た 内 容 。 目 まぐ る し い 展 開 の 変化 、 圧 
倒さ れる スピ ー ド 感 、 切 れ 味 の 鋭 メ 一 いずれ を 取っ て も 一 級 品 "の 
風格 を 備え 、 強 烈 な 個性 に 逐 し い ユ ー ロ ・ ポ ンプ 勢 に 水 を 開け て いる 。 
残念 な が ら 、 本 作 以 降 の 活動 情況 に つい て は 不明 。 (江田 ) 


REALM 
The Path 
CD/Syn-Phonic SYNCD 9 92 年 





レル ム の 2 nd は 米 Syn-Phonic レ ー ベ ル よ り デ ィ ス トリ ビュ ーション 
され た 。 生 ギタ ー の スト ロー ク に ファ ルセット ・ ヴ ォ ー カ ル と いう フ 
ロン ト ・ ラ イン が 好み を 分 ける で あろ うけ れ ど も 、 全 体 に 完成 度 の 高 
い シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ サ ウン ド で ある 。 音 色 豊 か な キー ボー ド 群 、 ス ピ 
ー ド 感 に あふ れる 曲 展開 。 中 間 部 に 唐突 な 生 ギ ター・ ソ ロ や ピア ノ ・ 
ソロ が 斬り 込ん で くる ③ な ど は 、 往 年 の YES を 思わ せる 。 シ ン セ サイ 
ザー の 速 弾き も R. ウ ェ イ クマ ン を 初 入 さ せ て 小気味 よい 。 ラス ト の ア 
ル バ ム ・ タ イト ル 曲 中 間 部 で 聴け る キー ボー ド に よる 弦楽 アン サン プ 
ル も 面白 い 。 た だ 、 全 編 通し て 心 に 残る 印象 的 な 旋律 に 逐 し く 、 イ ン 
パク ト と いう 点 で 多少 見 劣り が する か も し れ な い 。 カ バー・ ブ ッ ク レ 
ッ ト は カラ ー 写 真 を ふん だ ん に 使っ た 豪華 な も の で ある 。 ( ミ ) 





RELAYER 
The Relaer Alhum 
LP/HSR LSR 1006 79 年 





リ レ イ ヤー が 79 年 に リリ ー ス し た この 作品 は 、 様々 な 側面 を 持っ 
て いる 。 SIDE Q の 3 つの 小品 か ら 成る 組曲 は 、 明 ら か に 往年 期 の キ 
ー ス ・ エ マー ソン の ソロ を 意識 し た プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク で ある 
が 、 よ り ロ ッ ク ・ ス ピリ ッ ト の 強い 曲 に 、 プ ログ レッ シ ヴ な キー ボ 
ー ド で 味付け られ た 曲 も 多い 。 後 者 の 曲 は 、'70 年 代 の アメ リカ ン ・ 
ロッ ク の スタ イル な の で 、 ち ょ っ と ジャ ン ル 違い の 印象 で ある が 、 
加味 され た キー ボー ド の ソロ は 捨て 難い 。 い ずれ の スタ イル に せよ 、 
アマ チュ ア く ささ は 感じ られ ず 、 安 定 し た プレ イ で 聴か せ て くれ る 。 
総勢 9 人 の メン バー が クレ ジッ ト さ れ て いる が 、 時 に ダブ プル ・ キ ー 
ボー ド に な っ た り 、 曲 に よっ て サッ クス を 入れ た り と 変則 的 な スタ 
イル で ある 。 Q 面 ① と ラス ト の 曲 が 特に 素晴らし い 。 (山崎 ) 


RELAYER 
A grander Vision 


CD/Wire Mill WM 12054-2 "95 年 
/ マ ー キ ー MAR 95142 





oO 


スッ キリ シャ ッ キ リ 、 ア メリ カ 版 メロ ディ アス ・ シ ン フ ォ HR 乗 り 。 
まず 第 一 に 録音 、 演 奏 の 質 は 最近 の 自主 モノ の 中 で ピカ イチ 。 甘 い 
ハイ ・ ト ー ン の vo( 良 い ) を 軸 に 、 大 作 も 、 メ ロ 中 心 に 流 三 な 進行 。 
バン ド 名 通り の 火花 散 な 6 イン ター プレ イ は 皆無 で 、 む し ろ イ エス / ジ 
ェ ネ シス 的 フレ ー ズ を 盛り 込ん だ ポッ プ 寄 り HR/ シ ン フ ォ と し て ソ ツ 
無く まとまっ て いる 。 余りに まん まな フレ ー ズ も ある が 安定 感 は あ 
る の で 、 メ ロディ 派 に は 一 聴 の 価値 は あろ う 。 し か し それ ゆえ に 破 
天 荒さ が 無く 、 感 動 も そこ そこ 。 抜 けが ポッ プ に 向かう の が 惜しい 
デビ ュー 作 。 (中 島 ) 








REVELATION 
Addicted 
CD/(U.K.) Red Hot CDR 108 95 年 








英 Red Hot レ ー ベ ル よ り リ リー ス さ れ 、 フ ァ ン ・ ク ラブ も イギリス 
の 住所 な の で て っ きり イギリス の バン ド か と 思っ て いた が アメ リカ 
の バン ド の 模様 。 な る 程 こ の ソリ ッ ド で タイ ト な 抜け は 今 の イ ギ リ 
ス か ら は 出 に くい 音 だ 。 メ ロディ ッ ク ・ ハ ー ド ・ ロ ッ ク の 下地 に 切れ 
と キャ ッ チ ー さ を 加え た か の よう な 質感 に マイ ナー 臭 さ は 全く 無く 、 
録音 演奏 と も 水準 以上 。 産 業 ロ ッ ク っ ぱい 売れ 線 志向 も ある と は 
言え これ も 完成 度 ゆ え か 。 透明 感 の ある バラ ー ド や ボン プ 以 後 を 示 
す コ ン パ クト だ が ドラ マテ ィ ッ ク な 構成 は 自主 の デビ ュー 作 と し て 
は SI 勢 と 軽く 肩 を 並べ る レベ ル で ある 。 1 曲目 の よう な 思い 切っ た ポ 
ッ プ 感 が も っ と 全面 に 出 て くれ ば 、 よ り 個 性 を 確立 する こと が で き 
る と 思う 。 こ こ で 止ま る に は 惜しい 素材 、 も ちっ と アク を 。 (中 島 ) 





ROADMASTER 
Sweet Music 
L P/Mercury SRM-1-3760 78 年 





イン ディ アナ ポリ ス 出 身 の 5 人組 の セカ ンド ・ ア ル バ ム で 、 前 作 
か ら は ドラ マー が チェ ンジ し て いる 。 理 越し た ポッ プ ・ セ ンス と ス 
ペイ シー な キー ボー ド ・ ワ ー ク を 売り に し た ハー ド ・ ポ ッ プ ・ バ ン 
ド で 、 全 編 キ ャ ッ チ ー な が ら 、 印 象 的 な メロ ディ が 次 々 と 出 て くる 
と ころ は な か な か の も の 。 ポ ッ プ ・ チ ュー ン を 単なる AOR に し な い 
点 に 、QUEEN 的 な アイ ディ ア の 方 向 性 も 器 え 、 時 代 性 か BOSTON 的 
音像 も 目立っ て いる 。 但し 、B 面 に て 6 分 台 の 曲 が あ る の に 、 展 開 
に 光る も の が な い 点 は 残念 。 こ の ポッ プ ・ テ イス ト を うま く 扱 える 
プロ デュ ー サ ー に で も 恵まれ れ ば 、 も っ と 面白 い ア ル バ ム を 作っ て 
いた は ず だ 。 以後 、 1 年 ご と の ペー ス で 計 4 作 を 発表 。 次 作 サ ー ド 
で は 、 も っ と ムー グ が 効果 的 に 使わ れ て いる 。 (奥村 ) 
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Pilgrimage To A Poimt 
CD/Leonardo LEN 6691 '93 年 


人 の 3 ROBERT BERRY 





K・ エ マー ソン 、 C・ パ ー マ ー と の 3 や 、S・ ハ ケッ ト 脱 退 後 の GTR へ 
の 加入 で 知ら れる 、 ア メリ カ 人 シン ガー/ マ ル チ ・ プ レイ ヤー、R・ べ 
リー。 最 近 で は 彼 は マグ ナ ・ カ ル タ ・ レ ー ベ ル 主 宰 の フロ イド や イ 
エス の トリ ビュ ー ト ・ ア ル バ ム に も 参加 し て いる 。 プ リティ ッシュ ・ 
プロ グレ ッ シ ヴ の 洗礼 を 受け な が ら 、 ア メリ カ 人 らし い キ ャ ッ チ ー 
な メロ ディ ・ セ ンス を 持つ 彼 は エマ ー ソ ン や S・ ハ ウ が 当時 進ん で い 
た 方 向 性 の 良い パー トナ ー と な っ た に 違い な い 。 フ ァ ー ス ト ・ ソ ロ 
に 当たる 本 作 で も 当時 の マテ リア ル な の だ ろう エマ ー ソ ン や パー マ 
ー、 ハ ウ と の 共 作 が 収め られ 、10 分 の 大 作 と いか に も エマ ー ソ ン 的 
な キー ボー ド を 含む 、 プ リティ ッシュ と アメ リカ ン ・ プ ログ レ ・ ハ 
ー ド の 一 つの 融合 の 形 を 聴く こと が 出来 る 。 (高山 ) 


ROBERT CONNOLLY (Camada) 
Plateau 
LP/Tube TSH-352 ”? 年 





SF 調 の ジャ ケッ ト 、 長 髪 の 本 人 の 写真 な ど を 見 る と 、「 こ れ 、 ハ ー ド ・ 
プロ グレ じゃ な い の ? 」 と 言わ れ そ うな ロバ ー ト ・ コ ノリ ー な る 人 物 
の ソロ 作品 。 オ ル ガ ン と メロ トロ ン の イン トロ か ら 始 まり "虚空 の ス 
キャ ッ ト ” の よう な 女性 ヴォ ー カ ル が 響き わた る …… 。 プロ レス で 例 
えた ら カ ー ル ・ ゴ ッ チ 、 い や ビル ・ ロ ビン ソン 直伝 と で も 言え る 正統 
派 プ リティ ッシュ ・ ス トロ ング ・ ス タイ ル の シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク 
だ 。 彼 は ドラ ム ス 以 外 の 楽器 を し て エン ジニ ア 、 プ ロ デ ュ ー ス まで 全 
て 一 人 で こなし て し まう か な り の 才 人 だ が 、 と り わ けけ 達者 な の は キー 
ボー ド で 、 リ ッ ク ・ ウ ェ イ クマ ン を か な り 勉 強し た よう な 小 廻 り の き 
いた 演奏 が 印象 的 だ 。 B① の 何処 と な く イ エス の And You And 1 
を 思わ せる 曲 (実は イギリス 録音 ) な ど は 絶品 中 の 絶品 だ 。 (本 木 ) 





OVERCURKRENTS 


ROBERT J. RESTAR 

0vereurrents 

CD/Whispering Trees MWT 033 
*87 年 





アコ ー ス ティ ッ ク ・ ピ アノ 、 オ ー ボ エ 等 の 生 楽 器 と スト リン グ ス 
の ハー モニ ー が 織り 成す 世界 は 、 そ の メカ ニズム の 礎 に ロマ ン 派 の 
影響 が あり 幻想 的 で すら ある 。 こ の アー ティ スト の 確か な 音楽 的 素 
養 か 、 他 の 凡 証 な か ニュー・ エ イジ の アー ティ スト と は 違う プリ リア 
ント な 印象 と な っ て 我々 の 耳 に 届い て くる の で ある 。 各 曲 ご と に 様々 
な アイ ディ ア が 投入 され て お り 、 決 し て 単調 に は な ら ず に 最後 まで 
聴き 通す こと が で きる 。 カ ナダ の パト リッ ク ・ ゴ ド フ リー に も 通じ 
る 音楽 だ 。 (山崎 ) 


ROBERT SCOTT THOUMPSON 
Deener In The Dreamtime 
CD/Aucourant AUREC 9101-1 '91 年 





プラ イヴ ェ ー ト ・ ミ ュー ジッ ク ・ レ ー ベ ル か ら 発 表 さ れ そ うな 優良 
ニュ ー・ エ イジ ・ ミ ュー ジッ ク 。 鋭 敏 な 感覚 で 操 ら れ た 音色 群 が 、 タ 
イト ル 通 り 夢 心地 に 繰り 広げ られ 、 更に サイ ケ デ リッ ク な 装飾 音 が 、 
アウ ト か ら イ ン に 絡ん で くる 様 は 、 ゆ ら ぎ 度合 で Eddie Jobson 並 み 。 
テー マ は 当然 「 地 球 ・ 環 境 」 に つい て 、 森 林 や 草原 、 そ こ に 息づく 生 
物 等 。 と は いっ て も 問題 意識 を 表現 し た 創作 で は な く 、 も っ と ナイ ー 
ヴ な 感性 に 依っ て いて 、 Patrick O'hearn の 作風 に 近い 。 そこ は や っ ぱ 
り ニ ュー エイ ジ 系 。 リズ ム ・ セ クシ ョ ン に 民族 色 有 り 。 中 国 や アフ リカ 
系 の パー カッ ショ ン を アレ ンジ し て 、 グ ロー バリ ズム を 持つ 。St. GIGA 
で 流れ れ ば アピ ー ル 必至 。 カ バー・ ア ー ト が 意味 深 な 感じ で 、 両端 に ち 
ら っ と 残さ れ た 背後 器 み た いな 、 全 く 逆 の 絵柄 が ひっ か か る 。 (平井 ) 








ROGER POWELL 
Air Pocket 


L P/Bearsville 6994 '80 年 
CD/ ポ ニー・ キ ャ ニオ ン PCCY 842 





UTOPIA と し て 、 ま た D・ ボ ウイ の ツア ー 参 加 や 、 シ ン セ の 開発 で 
も その 名 を 知ら れる R・ パ ウェ エル 2 作 目 の ソ ロ ・ ア ル バ ム 。 3 曲 の ヴ 
ォ ー カ ル ・ ナ ン バ ー を 含め 、 一 部 T・ ラ ング レン 等 の ゲス ト を 迎え て 
いる 他 は 殆ど が 彼 の キー ボー ド / シ ー ケ ン サ ー 類 に よる 演奏 で ある 。 
と は 言え 所 謝 シ ン セ ・ ミ ュー ジッ ク や テク ノ ・ ポ ッ プ と は 一 線 を 画 
す 、 洗 練 さ れ 何 処 か ひね っ た セン ス は 流石 に この 人 らし い 。 随所 に 
UTOPIA で も お 馴染 み の フ レー ズ / パ ター ン が 顔 を 出し 、 バ ンド 内 で 
の 彼 の 役割 も 確認 で きる 。④ は 「Oops ! Wrong Planet」 に 収録 。⑤ 
は UTOPIA の ライ ヴ で も 演奏 され た 。 ロ マン と アド ヴェ ンチ ャ ー 感 覚 
は 元祖 RPG 世 代 ? 現在 は CG 制 作 会 社 の 社員 と の 事 だ が ソロ で も 
UTOPIA で も また アル バム を 発表 し て 欲し い 。 (高山 ) 





ROOTS OF CONSCIOUSNESS 
Roots Of ConsciouSneSS 
CD/Syn-Phonic SYNCD 12 93 年 





趣味 の 悪さ を 逆手 に と っ て 誇示 し た か の よう な 堂 の 入り 方 、 も ち 
ろ ん こ れ が 堂 に 入っ て いる か ら に は 、 曲 構成 の 面白 さや 演奏 技術 の 
確実 さ は あり あま る ほど ある 。 久々 に シン フォ ニッ ク か ら の リリ ー 
ス と は 思え な い 奇 妙 キ テレ ツ な 1 枚 だ 。 プ ラッ ク ・ ユ ー モ ア も 涼し 
い 顔 で こなす 。 演出 の うま い バ ンド だ 。 それで 一 応 ハ ー ド ・ シ ン フ 
ォ ニ ッ ク の よう な こと を 演 っ て いる 。 も っ と 言え ば セミ ラミ ス の よ 
うな グロ テス ク な 曲 進行 や フレ ー ズ が 、 い か に も アメ リカ らし く 健 
康 的 に 出 て きた り し て 、 と に か く 笑 える の だ が 、 こ れ が 仲 々 聴か せ 
て くれ る 。 形 容 し 難し 。'95 年 、 ヴ ォ ー カ リス ト が 死去 し て いる 。 

(松本 ) 
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ROUND HOUSE 
Handle With Care 
LP/CP-4613 76 年 





ハー ド ・ ロ ッ ク に 含む こと は 可能 だ と 思う が その 内 で も 最も 軽い 部 
類 に 入る で あろ う 。 メ ロト ロン が 入っ て な けれ ば 採り 上 げ な か っ た か 
も 知れ な い 。 し か し 米 本 国 で は この 5 年 に 3 倍 に 値 上 っ て いる の で ど 
こ か の 誰か の 評価 は 高い の だ ろう 。 ハ ー ド ・ ロ ッ ク と し て の 軽 さ は ミ 
ックス の 失敗 な ど で は な く 意 図 さ れ た も の の 様 で 、 そ の 分 メロ ディ と 
ハー モニ ー は 整っ て いる 。 ギ ター& ヴォー カル 、 ベ ー ス 、 ド ラム ス の 
基本 的 な トリ オ 構 成 で 、 ク レジ ッ ト の 部 分 に General Hystria と か Sex 
Appeal な ども ある の は 御 愛 婚 。 肝 心 の メロ トロ ン (バン ド の 連中 は 交 
る だ ろう な ) は A①、A④ で 聴け 、 特 に A④ で は か な り 鳴 り の 良い 気 
持ち の 良い 使い 方 。 全 曲 使 っ て た ら ア メリ カ の ASIA な み の 人 気 は 出 た 
と 思う が 、 残 念 な が ら 彼 ら の 知っ た こと で は な いわ け だ 。 (森下 ) 





RIUDY PERRONE 
Oceans Of Art 


L P/Heartstring Music IMUR-1 81 年 


ルディ ・ ベ ロー ン は 、 元 カテ ドラ ル の ギタ リス ト 。 カテドラル は 、 
幻想 的 な ヴィ ジョ ン を 持つ シン フォ ニッ ク ・ グ ルー プ (カテ ドラ ル 
の 項 参照 ) で あっ た が 、 こ の ソロ 作品 の 印象 は より アコ ー ス ティ ッ 
クマ で 牧歌 的 な イメ ー ジ で 創 ら れ た も の で ある 。 ア ン ソ ニー・ フ ィ リ 
ッ プ ス や 、 初 期 の ステ ィ ー ヴ ・ ハ ケッ ト の ソロ 作品 に も 一 脈 通じ る 、 
自然 や 素朴 さ を 加 味 し て お り 、 カ テ ド ラル の よう な ハー ド な 印象 は 
な い 。 し か し 、 こ こ に 内 在 する 音楽 性 の 深み は 、 並 の ミュ ー ジ シャ 
ン で は と う て い 達する こと の で き な い も の で 、 聴 く 度 に 人 の 心 を ひ 
きつ け て いく よう な 出来 な の で ある 。 バ パック は カテ ドラ ル の メン バ 
ー 達 。 彼 等 に は LP 化 され な か っ た マス ター が ある 。 (山崎 ) 





SACRED BLADE (5anaa) 
Of The Sum 十 MMoon 
L P/Black Dragon BD 015 '8G 年 





の た 多 仙 ウ テン クウ ァ アー 出 才 グン ション ンク ライ クー で 
コン セプター で 、 歌 詞 は 勿論 の こと 、 バ ンド ・ イ メー ジ や ジャ ケッ 
ト ・ デ ザイ ン ま で 徹底 し て 手掛け る パ ザ ・ パ イロ ッ ト ” こと ジェ フ ・ 
ウル マー <vo、g、key> の 個人 プロ ジェ クト の よう な か な 形 で 活動 し て 
いた ユニ ッ ト の デビ ュー 作 。 基 本 サウ ンド は NWOBHM に 強い 影響 を 
受け た で あろ う パ ワー・ メ タル 系 だ が 、 ダ ー ク な 雰囲気 は B. SABBATH 
か ら 、 冷 め た 紛 囲 気 は BOC か ら イ ンス パイ ア さ れ た に 違い な い 。 ま 
た 、 全 編 を 覆う どこ か 怪し い 錬 金 術 の 如き 世界 観 と 、 各 曲 を つなぐ 
短い イン スト や SE も 只 者 な ら ぬ 空気 を 演出 し て いる 。80 年 代 初期 か 
ら '90 年 頃 ま で 、 断続 的 に デモ を 制作 し て いた よう だ が 、 ア ル バ ム 音 
源 は 本 作 の み の よ うだ 。 (奥村 ) 


SAGA(banada ) 
Saga 

LP/Maze 8001 78 年 
CD/Polydor 825 477 





77 年 に トロ ント て 結成 され た 5 人 組 の デュ ー・ ア ル バ ム 。 当初 は 
POCKETS と 名 乗っ て いた らし い が 、 改 名 し て 正解 だ ろう 。 い き な り 、 
A④ が “第 4 章 "、B④ が “第 6 章 " と 言わ れ て も 困っ て し まう が 、 
この コン セプト ( ? ) は 、 4 作 目 で よう や くく 終章 を 迎え る 。 サ ウン ド 
の 方 は 、 全 編 で キー ボー ド を 使い まく り で 、 当 時 と し て は か な り 先 
鋭 的 な アン サン プル が プロ グレ ッ シ ヴ だ っ た (ギタ ー 以 外 、4 人 が ム 
ー グ を プレ イ 。 キ ー ボ ー デ ィ ス ト の クレ ジッ ト は `Lead Keyboards” 
だ ) の だ ろう が 、 曲 調 は 飽く まで 耳 に 優し い キ ャ ッ チ ー な も の ば か 
り 。 7 分 前 後 の 大 作 を 3 曲 も 含み な が ら も 、 ク サ い まで の 劇 的 展開 
を 見 せる 曲 は な く 、 壮 大 な 泣き で ドッ プリ 浸れ る 曲 も な し 。B③④ も 、 
あと 一 歩 …… と いう 感じ か 。 (奥村 ) 








esa SAGA 
Images At Twilight 


LP/Polydor 2391 437 79 年 
CD/Belaire MCD 1061 





キー ボー ディ スト を チェ ンジ し て の セカ ンド ・ ア ル バ ム 。 が 、 基 
本 的 な 方 向 性 に 変化 は な く 、 キ ー ボ ー ド 主体 の 、 き ら び や か な が ら 
どこ か 淡々 と し た 音像 は 前 作 の 延長 線上 と 言え る 。 た だ 、 ポ ボップ な 
曲 は より ポッ プ に な り 、 ド ラマ 性 を 持た せ た い 曲 は アレ ンジ に より 
気 を 配っ て 、 前 作 と 比べ る と 全体 の 流れ に メリ ハリ が 出 て きた の も 
確か だ 。 そ の 点 は リー ド ・ シ ン ガ ー の マイ ケル ・ サ ドラ ー の 唱 法 に 
も 顕著 で 、 前 半 は か な り キ ャ ッ チ ー に 歌い 、 逆 に 、 後 半 特 に B②③ 
④ で は 、 前 作 で も 聴け た 、 あ の MAGNUM の ボ プ ・ カ ー ト レイ を 思わ 
せる 柔らか な 唱 法 を と っ て いる 。 結 果 、 そ の 後半 3 曲 は 、 か な り ド 
ラマ ティ ッ ク さ が 出 て きた の で は な い だ ろ うか 。 例 の コン セプト は 、 
よう や く “第 1 章 ” が 登場 。 (奥村 ) 








SAGA 
Silent Knight 


LP/Polydor 2374 166 80 年 
CD/Belaire SAG CD 3 





また また キー ボー ディ スト を 代え て の サー ド ・ ア ル バ ム 。 し か し 、 
や は り 方 向 性 に 大 き な 変 化 な し 。 1 曲目 が 6 分 台 と いう こと て で 期待 
が 嫌 で も 膨らむ が 、 ど う も イン パク ト に 欠け る この 曲 は 、 フ ァ ー ス 
ト の 淡白 さ を 感 じ さ せる 平板 な アレ ンジ に 逆戻り し た か の よう 。 で 、 
残り は ほぼ 全編 が キャ ッ チ ー さ を 前 面 に 出し た 、 そ の 後 の 彼 等 の 進 
む 道 を 予見 させ る 曲 ば かり で 、 少 々 ガッ クリ 。 と は いえ 、 や は り 楽 
曲 自体 の クオ リティ は 高い 。 こ こま で 、 本 国 カ ナダ と ドイ ツ で の 成 
功 を 享受 し て きた 彼 等 は 、 そ し て 、 次 作 で よう や く 全 米 デ ビュ ー を 
果たす 。 が 、 チ ャ ー ト ・ ア クシ ョ ン を 起こ せ た の は その 後 2 作 の み 
で 、 以 後 、 ど ん どん ど コ マー シャ ル に な る も 、 結 局 は 加 ・ 独 の シー 
ン へ 戻っ て し まい 、 現 在 も 元気 に 活動 中 。 (奥村 ) 
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SAHARA 
The Seventh House 


CD/Dream Circle DCD 9202 '95 年 
/ テ イチ ク TECX-25869 





元 WARLORD の セン ティ ネル ” こと ダイ アン ・ ア レン ズ (key) 
を 中 心 に 、"87 年 、LA に て 結成 され た 5 人 組 の セカ ンド 。 92 年 発表 の 
ファ ー ス ト で は 様式 美 系 の 匂い も する 伝統 的 な HR サ ウン ド を 聴か せ 
た 彼 等 だ が 、 本 作 で は 女性 シン ガー、 エ リザ ベス ・ ヴ ァ ン ドー ル の 
存在 感 を より 前 面 に 出し 、 ど ちら か と いう と 所 詩 パフ ィ メ ー ル ・ ヴ 
ォ ー カ ル も の " 的 な 色 を 強く し て いる よう だ 。 そ の た め 、 元 々 は パ 
ンチ の 効い た 典型 的 HR シ ン ガ ー の エリ ザ ベ ス も 曲 の 世界 観 に より 様々 
な キャ ラク ター を 演じ 分 け 、 よ り フ ァ ン タ ジ ッ ク な 紛 囲 気 を 演出 。 
HR だ が HR で は な い 何 や ら 不 思 議 な 音 世 界 を ここ に 完成 させ た 。 と こ 
ろ が 、 今 年 の 夏 に バン ド が 突如 解散 。 今後 、 エ リザ ベス は ソロ で 活 
動 し て いく と の こと だ 。 (残念 …) (奥村 ) 


ST. ELMO'S FIRE 
Live At The Cleveland Amora 
LP/Corposant CRS 001 '80 年 





めまぐるしく 変化 する 演奏 は 、 プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク の 伝統 を 受 
け 継 ぐも の で あり 、 キ ー ボ ー ド より も ギタ ー を 前 面 に 押し 出し て いる 
と ころ は クリ ム ゾ ン 的 と は いえ な いこ と も な い 。 ラ イヴ 盤 と いう こと 
で 、 彼 ら の 魅力 を 十 二 分 に 伝え て いな いか も し れ な い が 、 個 人 的 に は 
非常 に 興味 深い 存在 で ある 。 そ れ と いう の も 、 熱 気 あ ふれ る 演奏 の 中 
に も 、 級 密 な アン サン プル を 有 し て いる か ら で 、 そ れ に 伴う メン バー 
5 人 の 実力 も 高い 。 収録 時 間 は 短い な が ら 、4 曲 と も 聴き 応え が あり 、 
トー ルキ ン か ら ヒ ント を 得 た と いう A②、 ジ ェ ネ シス 調 の 中 間 部 を 持 
っ た B② が 特に 印象 的 。 メ ン バ ー は 、 ポ ー ル ・ コ ラー(b)、 エ リッ ク ・ 
フェ ルド マン (g、syn)、 マ ー ク ・ ヘ ルム (ds)、 エ リオ ッ ト ・ ウ ェ イ ン 
トラ ー プ (g、vo)、 ス テ フ ァ ン ・ ジ ョ ン (perc、syn、vo)。 (吉瀬 ) 





SAWUATAGE 
Dead Winter Dead 


CD/ ゼ ロ ・ コ ー ポ レー ショ ン XRCN-1249 
"95 年 





フロ リ ダ 出 身 、 当 初 は パワ ー・ メ タル を プレ イ し て いた が 、 ク ラ シ 
ッ ク や オペ ラ に 精通 する プロ デュ ー サ ー、 ポ ー ル ・ オ ニー ル と の ジ 
ョ イン ト 後 、 徐 々 に ドラ マテ ィ ッ ク で クラ シカ ル な 要素 を 取り 込み 、 
通算 10 作 目 の ス タ ジ オ 作 と な る 本 作 で 、 つ い に そ の 10 余 年 の キャ リ 
ア の 集大成 を 完成 させ た 。 サ ラ エ ボ 内 戦 を 舞台 と し た 本 作 は コン セ 
プ ト 作 に し て バロック ・ オ ペラ *。 全 編 を オー ケス トレ ーション が 和 覆 
い 、 荘 厳か つ 感動 的 な サウ ンド を 構築 し て いる 。 特 に 、 サ ラ エ ボ に 実 
在 し た 老 チ ェ ロ 弾き を モチ ー フ と し た 場面 の 演出 は 、 生 の チェ ロ と 
オー ケス トラ の サン プル 音 が バン ド と 絡み 、 凄 まじ い ば か り の 劇 的 
サウ ンド が 、 エ モー ショ ナル な ヴォ ー カ ル と 共に クラ イマ ックス へ 
と 導く 。 こ れ ぞ 、HR プ HM 史 上 最強 の シン フォ ニッ ク 作 品 。( 奥 村 ) 


SAWIOUR MAEHINE 
SaViour Machine II 
CD/Intense CD 32005 94 年 








南 カ リフ ォ ル ニア 出身 の 5 人組 の セカ ンド 。 シ ン ガ ー ガ が 白 塗 り の 
スキ ン ヘ ッ ド で 額 に 宝石 …… と いう 何と も イン パク ト の 強い ルッ ク 
ス を し て いる こと か ら も 分 か る よう に 、 か な り 有 芝居 が か っ た コン セ 
プ ト を 持つ バン ド で 、 サ ウン ド の 方 は 、 生 ピア ノ を うま く 使 い 、 オ 
ー ケ スト レー ショ ン も 大 仰 な が バッ ク の 上 を オペ ラテ ィ ッ ク な ヴォ ー 
カル が 自在 に 歌い 上 げ る 、 と て つも な く ド ラマ ティ ッ ク だ が ある 部 
分 繊細 か つ 腕 美 な も の 。 専任 キ ー ボ ポー ディス ト の いな か っ た デビ ュ 
一 作 で は ギタ ー が へ ヴィ に 出 て お り 、 ど ちら か と いう と HM 寄 り だ っ 
た が 、 本 作 は も う 映 面 の サン トラ か 現代 クラ シッ ク の 域 ま で 行っ て 
し まっ て いる 。 ち な み に メ ン バ ー は クリ スチ ャ ン 。16 分 の 大 作 ⑧ で 
は サイ ケム な 世界 観 も あっ て 、 あ る 意味 ^ 内 側 ” に も 響く 。 (奥村 ) 








SbARLET RIVERA 
Scarlet Rivera 
LP/Warner BS 3060 "77 年 





ボ プ ・ デ ィ ラ ン の 作品 に も 参加 し た 事 が ある と いう 、 女 性 ヴァ イ 
オリ ニス ト の 初 作 。 b、 ds、 key に 管楽器 兼 ヴ ォ ー カ ル の 五 人 に よる 、 
グル ー プ 色 の ある 演奏 。 基 本 スタ イル と し て は 「 ワ イア ー ド 」 期 の 
J. ベ ッ ク の ギタ ー を ヴァ イオ リン に 置き か えた よう な 、 モ ノ ・ シ ン 
セ と ヴァ イオ リン が ソロ 、 ユ ニ ゾ ン 、 掛 け 合 い 等 で ひたすら 競い 合 
う も の だ が 、 ど ちら か と 言え ば ロマ ンチ ッ ク て で 大 迎 な が テーマ を 用 い 、 
各 面 最後 に 10 分 前 後 の 大 作 を 持っ て くる 辺り プロ グレ 寄り の 作風 。 
これ は ヴァ イオ リン と 言う 楽器 の 特性 と も 合う 所 だ が 、 ク ラ シ カ ル 
と 言う より は ジプシー 調 と 言っ た ニュ アン ス を 持つ 。 翌 年 に 少々 曲 
調 に バラ 付き の ある 2 nd を 発表 し 、 近 年 も ジェ リー・ グ ッ ト マ ン 路 
線 の 好 作 を 発表 し て いる 。 (中 西 ) 





SEARLET RIVERA 
Journey With An Angel 


L P/(Hol.) Thela 834 112-1 '88 年 
CD/(Hol.) Thela 834 112-2 





78 年 の 「Scarlet Fever」 以来 、 音 沙汰 が な か っ た 彼女 の '88 年 の 作 
品 ( 間 に 作品 が ある か も し れ な い が )。 年 代 を 反映 し て か 曲調 は ゆる 
や か に イメ ー ジ を 拡げ る タイ プ の 物 に な っ て お り 、 当 時 の (プラ イ 
ヴェ ー ト ・ ミ ュー ジッ ク か ら の ) J. グ ッ ド マン を 多少 フュ ー ジ ョ ン 
に 寄せ た か の 風 だ 。 当然 、 か っ て の よう に 減 多 や た ら と 暴れ まわ る 
アド リプ ブ ・ プ レイ は 見 られ な い が 、 ゆ っ た り と し て 艶 や か な ヴァ イ 
オリ ン の 音色 は 仲 々 美しい 。 一 部 、 ム ー デ ィ ー な サッ クス 等 安 手 の 
バッ ク が 腰 を 折っ た り も する が 、 そ れ も 多 少 の 事 。 た だ し 、 本 当 の 
事 を 言え ば この 時 期 の 音源 と し て は モン トル ー・ ジ ャ ズ ・ フ ェ ス の 
オム ニ バ ス ・ ラ イヴ ・ ア ル バ ム が あり ( 他 、R. ラッ セル 等 )、 よ り 生 
き 生 き と し た 表情 豊か な 演奏 と な っ て いる 。 (中 西 ) 





77 ち 











SODTT LINDENMUTH GROUP 
Changing Rhythms 


L P/Dark Stream DS 1002 87 年 











ペー WE 
が 4 が 7 が : 玉 7Y7 ガ 少 





アコ ー ス ティ ッ ク な トー ン を 手 に 着け つつ 、 そ れ を 昇華 させ た よ 
うな イマ ジ ネ イ ティ ヴ な 作風 が 一 時 の ゴー ドン ・ ギ ルト ラッ プ を 思 
わせ る ギタ リス ト 、 こ れ が 2 作 目 と な る 。 前 作 同 様 、 自 身 の レ ー ベ 
ル か ら の 完全 自主 製 介 だ が 、 エ ンジ ニア 、 プ ロ デ ュ ー ス に ニュ ー・ 
エイ ジ 方 面 で 名 の 知ら れる ポー ル ・ ス ピア ー を 迎え て いる 所 、 前 作 
が ダウ ン ・ ビ ー ト 誌 に 取り 挙げ られ て いる 所 等 か ら 、 多少 の 知名 度 
は あり そう だ 。 他 、ds、key、b を 迎え た バン ド 編 成 に よる 録音 で 、 バ ラ 
ンス の 取れ た 作風 だ が 、 メ イン と な る の は 当然 本 人 の ギタ ー・ ラ イ 
ン 。 複 数 の ライ ン を 重ね た アン サン ブル か ら 流 諾 な リー ド ・ ラ イン 
まで テク ニッ ク は 確か 。 多 少 フ ュー ジョ ン 寄 り だ が 、 時 と し て ホー 
ルズ ワー ス や ハケ ッ ト を 思わ せる 繊細 な トー ン を 聴か せる 。 (中 西 ) 


SEGUIN (Camada) 
Sguin 

L P/WEA WSC 9013 
CD/WEA CD 93847 





HARMONIUM と 並ん で フレ ンチ ・ カ ナダ を 代表 する フォ ー ク ・ ロ 
ッ ク ・ グ ルー プ の 1 st アル バム 。 後 の アル バム で も ジプシー 風 の 舞 曲 
が あっ た り し て 、 コ テコ テ の トラ ッ ド ・ グ ルー プ と 思い き や 、 そ れ 
以前 は 別 バ ンド で サイ ケ デ リッ ク ・ フ ォ ー ク を や っ て いた と いう 謎 
めい た 経歴 を 持っ て いる 。 そし て 本 作 。 ト ラッ ド ・ フ ォ ー ク を 基調 
と し て いる が 、 昔 の サイ ケ 風 の ムー ド も 結構 残っ て お り 、 最 も プロ 
グレ 色 が 濃い と いえ る か も 知れ な い 。 多 少 荒 けず り で ファ ンタ ジッ 
ク な ムー ド も 少な い が 、 マ リ ・ ク レー ル の ヴォ ー カ ル が 美しい ⑦ は 
後 を 予見 させ る 。 (内 田 ) 





SEGUIN 
En Attendamt 
LP/WEA WSC 9015 74 年 





カナ ダ 、 あ る い は 少く と も ケベック は 、 レ コー ド ・ フ ェ ア が ある 
と 家族 一 同 で 出かけ て いっ た り 、 小 さ な 村 まで パス が 迎え に 来 た り 
する の だ 、 と カナ ダ 人 か ら 聞 いた 。 セ ギン や アル モニ ウム 周辺 の 皆 
様 も 農村 や 牧草 地 で 一 緒 に 暮らし て いそ うな 紛 囲 気 で は ある 。 実生 
活 と 音楽 と の 距離 が 短く 、 密 着 し て お り 、 彼 等 の 様 な バン ド を パプ 
か な ん か で 生 で 見 れ た りす る 、 ア イル ラン ド の 様 な 所 な の で は な か 
ろう か 。 そ うい う 底 辺 の 広い 所 で 上 の 方 に 位置 する バンド の 作品 は 、 
地球 の 反対 側 で も 耳 の ある 人 に は 喜ば れ て いる と いう わけ だ 。 本 作 
は 2 作 目 で 、 1 st より は ずっ と 洗練 され 起伏 に 富ん で いる が 、 何 故 か 
淡白 な 印象 を 受け る ( 俺 だ け か ? )。 と も あれ この 方 向 で の 可能 性 は 
次 作 以降 で 全く 見 事 に 花 を 開く 。 (森下 ) 


SEGUIN 
R6colte De Reves 


LP/Kotai KOT 3307 75 年 
CD/Musi-Art MACD-5810 





か つて の ユー ロ ・ ロ ッ ク 集 大 成 再 版 時 に 彼ら の 4 th の み 掲 載 さ れ た 
の は 当時 まだ 全 作 品 が 知ら れ て いな か っ た か ら に 過ぎ な いと 思う 。 
本 作 こ そ 彼ら の 最高 傑作 で あろ う 。 異論 も 出る だ ろう が 、 そ れ は 極 
め て 優れ た バン ド に 付き 物 の 幸福 な 対立 で ある 。 セ ギン は アル モニ 
ウム の 中 心 メ ン バ ー、 リ シャ ー ル ・ セ ギン と その 妻 マリ ・ ク レー ル ・ 
セ ギ ン に よる ユニ ッ ト で ある が 、 彼 女 は 、 ア ル モ ニ ウム で 歌っ て い 
た こと が 腹 立 た し く な る 位 の 美声 の 持 王 で 、 本 作 で は 声 の み パ ー ト 
が か な りあ り た っ ぷり 楽し め る 。 曲調 も 前 2 作 に 比べ 和 か に 洗練 さ 
れ 、 文 字 通 り 美 の 極致 と いっ た 趣き 。 こ ん な に 音楽 性 の 高い 作品 が 
それ に ふさ わし くち ゃ ん と 売れ る と いう カナ ダ の 人 々 の 精神 的 豊か 
さ を 羨 まし く 思 う 。 イ ラス ト 入 り 歌 詩 カ ー ド 付 。 (森下 ) 








SEGUIN 
Festin amour 
L P/CBS PFS 90385 76 年 





カナ ダ は ケベック 州 の フォ ー ク ・ バ ンド の た ぶん 4 th。 基 本 的 に は 
初期 MALICORNE に 近い 音 だ が 、 彼 ら は 心 の 奥底 に 眠る ムキ 出し の 「 愛 」 
を と て も 素直 に 表現 し て いる 。 加 えて A 面 後半 か ら B 面 に か け て は 
ジプシー・ ヴ ァ イ オ リン が 突如 クラ シカ ル に な っ た り 、 天 に も 昇る 
よう な 伸び や か な 女性 ヴォ ー カ ル が ソロ を 取っ た り し て シン フォ ニ 
ッ ク 上 顔負け の 盛り 上 が り を 見 せる 。 彼 ら は HARMONIUM と 交流 が 深 
く 関 連 ア ル バ ム も リリ ー ス され て いる が 、 そ うい えば サウ ンド に も 
共通 点 が 見 られ る 。 な お 、 マ イナ ー・ リ リー ス の 1 st も TUDER LODGE 
を ケベック ・ フ ォ ー ク に 寄せ た よう な 好 作 品 。 (内 田 ) 





MARIE CLAIR SEGUIN (5anada) 
Mane Clair S6uin 
LP/CBS 83973 79 年 





その ファ ンタ ジッ ク な 曲想 で シン フォ ニッ ク ・ フ ァ ン を も うな ら 
せ た ケ ベッ ク の 名 フォ ー ク ・ グ ルー プ SEGUIN の 看板 女性 ヴォ ー カ リ 
スト 、 マ リ ・ ク レー ル の ソロ ・ ア ル バ ム 。 これ が 2 作 目 を 数 える 。 
ソロ ・ デ ビュ ー 作 は 良質 な が ら も どこ か 垢抜け な い バ パタ 臭 さ が 気 に 
な っ て いた が 、 本 作 で は そう し た 部 分 は 大 きく 改善 され 、 曲 の 完成 
度 も 比べ も の に な ら な い 程 アッ プ し て いる 。 い わ ゆ る コン テン ポラ 
リー 系 の シン ガー 物 で 、 し っ と り と メロ ディ アス な 楽曲 は 非常 に 聴 
き 易 い 。 そし て 多く の リス ナー を 魅了 し た 天界 の スキ ャ ッ ト は ここ 
で も 健在 、 程 度 い ポッ プ さ と 絶妙 に マッ チン グ し て つい うっ と り と 
聴き 惚れ て し まう 。 数 曲 で HARMONIUM の セル ジュ ・ ロ カ に よる メ 
ロト ロン ・ プ レイ が 聴け る の も 話題 の ひと つ 。 (内 田 ) 
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SERGE LOCAT (Camada) 
Transfert 
LP/CBS PFC-80010 78 年 





アル モニ ウム の キー ボー ド 奏 者 の ソロ 作 。「Les Cinq Saisons」 や 
「En Tournee」 で の 理 越し た 叙情 は 彼 の 実力 に 起因 し て いた の は 誰 も 
が 認め る と ころ だ 。 本 作 で は アル モニ ウム 時 代 の よう な 壮大 な プレ 
イ は 少々 控え 目 で 、 ど ちら か と 言う と アコ ー ス ティ ッ ク な か な 感覚 を 適 
度 に 盛り 込ん だ 、 シ ンプ ル で メロ ディ アス な も の と な っ て いる 。 元 々 
は フォ ー ク ・ バ ンド で あっ た アル モニ ウム が 後期 に あま り エ レク ト 
リッ ク か 方 向 に 進み すぎ た 事 へ の 反省 、 そ し て 彼 の 自然 へ の 愛着 と 
いう も の が スト レー ト に 表現 され て お り 、 彼 の 暖か な 人 柄 を 端正 こ 
め た 実に 美しい 演奏 か ら 感 じ と れる 素晴らし い 作品 だ 。 B 面 ラス ト 
で S・ ハ ケッ ト 調 の ギタ ー を 弾い て いる の は ミッ シェ ル ・ ル ・ フ ラ 
ン ソ ワ で セル ジュ は 彼 の ソロ 作 に も 参加 し て いる 。 (本 木 ) 


707 
707 
L P/Casablanca NBLP 7213 '80 年 





LA で 結成 され た 4 人 組 の デビ ュー 作 。 彼 等 が 一 般 的 に 知ら れる よ 
うに な る の は 、 後 に リー ド ・ シ ン ガ ー の ケヴィン ・ チ ャ ルフ ァ ン ト 
を 加え て 5 人 編成 と な り 、 映 画 『Megaforce』 の テー マ 曲 を 含む サー 
ド を!82 年 に 発表 し て か ら の こと だ ろう 。 が 、 キ ー ボ ー ド 不在 の トリ 
オ の まま 、 セ ッ シ ョ ン ・ プ レー ヤー を 起用 し て 制作 され た その 前 年 
の セカ ンド や 、 ス ティ ー ヴ ・ ペ リー に クリ ソ ツ と 評判 に な っ た ケ ヴ 
ィ ン を 含む サー ド の 、JOURNEY に も 通じ る キャ ッ チ ー な HR 路 線 以 
前 に 、 彼 等 は 本 作 で スト リン グ ス を 導入 し た より ドラ マテ ィ ッ ク な 
方 向 性 を 実践 し て いた の だ 。 本 作 B④ の 大 作 バ ラー ド は その 最たる 
も の で 、 感 動 的 な アレ ンジ は 涙 モ ノ の 出来 。 ま た 、 展 開 が 絶妙 な B 
③ や メロ ディ 展開 が 劇 的 な B① も 名 曲 だ っ た 。 (奥村 ) 





SHADOW GALLERY 
Shadow Gallery 


L P/Magana Carta MA 91442 '92 年 
CD/(U.K.) Roadrunner MA-91442 
/ ア ポロ ン APCY-8083 


0D2jy 和 MSN 





Magna Carta の 第 2 弾 と し て 登場 し た ペン シル ヴァ ニア 出身 の 4 
人 組 の デビ ュー 作 。 フ ルー ト 等 も 導入 する な ど 、770 年 代 プ ログ レ か 
ら の 影響 を 基盤 と し て いる の だ が 、 そ の 音 作り は あく まで モダ ン な 
感性 に 包ま れ て いる 。'95 年 に リリ ー ス され る セカ ンド に お いて 、 そ 
の 完成 度 の 高 さ か ら 多 方 面 か ら 支持 を 受け る わけ だ が 、 叙 情 味 溢れ 
る メロ ディ を 生み 出す 感性 は 、 本 作 に お いて も 遺 層 な く 発 揮 さ れ て 
お り 、③⑥ と いっ た ナン バー に は 思わ ず 息 を 呑む 。 また 名 曲 と し て 
名 高い の は 17 分 を 越え る 大 作 な れ ど 、 ア ル バ ム 中 最も 秀 で た 構成 を 
誇る 上 に 、 リ フレ イン の あま り の 美 し さ に は 陶酔 させ られ る 。 和尚 、 
この 時 点 で は 正式 な ドラ マー が 不在 で 、 そ の こと が アレ ンジ 面 で の 
僅か な 詰め の 甘 さ に つなが っ た よう だ 。 (芦沢 ) 


SHADOW GALLERY 
Earved In Stone 


CD/Magna Carta '95 年 
/ ア ポロ ン APCY-8236 





"80 年 代 に は ^ 速 弾き ギタ リス ト 発 掘 人 ′ と し て 知ら れ た マイ ク ・ 
ヴァ ー ニ ー が 主宰 する プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク 専 門 レ ー ベ ル 、Magna 
Carta 所 属 の 有望 株 の 今年 8 月 に リリ ー ス され た ば か り の 最新 アル バ 
ム ( 通 算 2 作 目 )。 複雑 な 曲 構 成 、 大 作 主義 、 メ ロディ の 叙情 性 と い 
っ た “いかにも” の ファ クタ ー を きち ん と 聴か せる ” も の に 昇華 
し て いる 点 は 高く 評価 で きる 。 ギ ター の エッ ジ も 非常 に 効果 的 に 用 
いら れ て お り 、 曲 作り や 演奏 能力 も 軽く 平均 点 を 越え る だ け の も の 
を 備え て いる と いっ て いい だ ろう 。 た だ 、 ま だ 2 作 目 と いう こと も 
あっ て オリ ジ ナ リティ の 確立 と いう 一 点 の み が 現 段階 で は 心許ない 。 
これ だ け の 完成 度 の 作品 を 作れ る の だ か ら 次 作 以 降 そ れ を クリ ア に 
する こと を 期待 する 。 (石原 ) 








SHADOWFAX 
Watercourse Wav 


L P/Passport PPSD 98013 76 年 
CD/Windham Hill WD-85-2 





本 アル バム の 再発 を 含め 数 枚 の アル バム を ウィ ンダ ム ヒ ル ・ レ ー 
ベル か ら リ リー ス し て 、 そ の 名 を プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン 
以外 に も 知ら れる よう に な っ た シャ ドウ ファ ックス 。 本 作 以 外 の レ 
コー ド も 彼ら の 実力 を 示す 力作 で ある が 、 メ ン バ ー の 意図 は と も あ 
れ 、 我 々 か ら 見 る と 、 彼 ら の 持ち 味 が オプ ラー ト で 包ま れ た か の よ 
うな 印象 は 免れ な い 。 その 点 、 本 作品 は ロッ ク と し て の 力 強 さ に 溢 
れ て いる 。 高度 の 演奏 力 を 持っ た 5 人 の メン バー( ギ ター、 ベ ー ス 、 
ドラ ム ス 、 キ ー ボ ー ド 、 管 楽器 ) が 一 体 と な っ た 演奏 は リリ カル か 
つ ド ラマ チッ ク で ある 。 ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク ・ グ ルー プ と 言わ れる 彼ら 
で ある が 、 テ クニ カ な ソロ で 押し まく る タイ プ で は な く 、 ゆ っ た り 
と 情感 を 込め た 音 作 り を し て いる 。 (賀川 ) 








SHADOWFAX 
The Dreams Of Children 


LP/Windham Hill 1038 84 年 
CD/Windham Hil WD-1038-2 














72 年 に シカ ゴ 郊 外 で 結成 され 、「Watercourse Way」('76) 1 枚 で 
消え て し まっ た SHADOWFAX。 それ が 82 年 に 新興 ニュ ー・ エ イジ ・ 
ミュ ー ジ ッ ク ・ レ ー ベ ル 、Windham Hil の も と で メイ ン ・ ア ー テ ィ 
スト と し て 大 復活 し た の だ か ら プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン は 
度肝 を 抜か れ た 。 ま る で 去勢 され た か の よう に お と な し い 彼 ら の サ 
ウン ド は 往年 の ファ ン に は 拒絶 され た が 、 彼 ら は 新しい ファ ン を 掴 
むこ と に 成功 し 、 来 日 も 果たし た 。 ロ ッ ク 色 こそ 後退 し た が 、 彼 ら 
の 音楽 の 本 質 は 実は それ ほど 大 きく 変わ っ た 訳 で は な い 。 ダ グ ・ マ 
ル チ ニ ク (key) の 持っ て いた 音楽 性 が 抜け 落ち 、G・E・ ス ティ ント ン (g) 
以上 に チャ ッ ク ・ グ リー ンバーグ (lyricon、sax、fl) が 台頭 し た だ け 
の こと だ 。 多分 現在 も レー ベル を 移籍 し て 生存 中 。 (坂本 ) 
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SInMUND SNOPEK 本 
JUNSNOfENHI」 Who's AfraiH Of Virginia Wolf? 


LP/Water Street WST 1001 
72 年 ('73 年 、'87 年 再 録音 ) 
CD/(Ger.)WMMS 042 


Whzs strald ci Viromis Wool? 














本 作 を 始め と し て 、 バ ンド SNOPEK 名 義 の 二 枚 を 含め 、 知 る 限り 
87 年 まで に は 6 枚 の アル バム が ある 。 作風 も ヒネ た ロッ ク と 言え る 
物 か ら '82 年 の 「Roy Rogers Meets Albert Einstein」 の よう に 極端 
に 出来 の 良い プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク 作 品 まで 多岐 に 渡る 。 本 作 は 
アメ リカ の 772 年 と いう 時 代 相 応 に '60 年 代 的 ゴ タ マ ゼ 感 覚 を 漂わ せ た 
作風 で 、 サ イケ ・ サ イド で も 語ら れ て いた の が 納得 が 行く 。 と は 言 
え 、 お そら く は 正規 の 教育 を 受け た と 思わ れる 作 / 編 曲 能力 の 高 さ 
と 、 ス トリ ング ス 等 を 配 し つつ 、 場 面 毎 に 的 確 な 色 を 付け た トー タ 
ル ・ ア ル バ ム 的 な 音 作り は 本 誌 読者 に 強く アピ ー ル する は ず 。 尚 、 
73 年 の 現代 音楽 作品 と '87 年 に 本 作 収 録 曲 を より 明確 で ダイ ナミ ッ ク 
な シン フォ ・ ロ ッ ク と し て 再 録 し た 物 が 追加 され て いる 。 (中西 ) 


SIiMUND SNOPEK 皿 
Nohody To Dream 
LP/CYR-1001 '75 年 





メロ トロ ン ・ フ ァ ン に は お 和 染 馴 み の シ グ ム ン ・ ド ス ノ ペ ッ ク 3 世 
で ある が 、 ア ル バ ム を 何 枚 出 し て いる か 正確 に は よく わか ら な い 。 
本 アル バム は 、 付 属 の ポス ター 兼 歌詞 カー ド に 紹介 され て いる 過去 
2 枚 の アル バム か ら 考 えて 3 枚 目 と 思わ れる (プロ モ を 除く 。)。 さ 
て 内 容 の 方 で も る が 、 ス ノ ペ ッ ク の 弾く ピア ノ 、 メ ロト ロン を 中 心 
に シリ アト リカ ル な ヴォ ー カ ル 、 コ ー ラ ス 、 ギ ター 等 が か ら み 、 時 
に 叙情 的 に 、 時 に ドラ マテ ィ ッ ク に 盛り 上 が り 聞 く 者 を 飽き させ な 
い ト ー タ ル ・ ア ル バ ム に 仕上 が っ て いる 。 尚 、 本 アル バム に は 別 テ 
イク の プロ モ が 存在 する が 、 か な り レ ア ら し い 。 ( 六 井 ) 





SIGMUND SNOPEK 四 

Roy Roers MMeets Alhert 

Einstein 

L P/Mountain Railroad HR 8004 
"82 年 





72 年 に デビ ュー し て 以来 、 様々 な が フィールド で 数 多く の 作品 を 発 
表し て いる 彼 の よう な 存在 の 場合 、 単 純 に 1 つの 作品 を 取り 挙げ て 
良し 悪し を 問う て も 余り 意味 は 無い の だ が 、 そ の 長い キャ リア の 中 
で も 明らか に ピー ク に 位置 する も の の 1 つと し て 本 作 を 挙げ る 事 に 
そう は 異論 は 出 な い は ず 。 彼 の 経歴 上 で も 珍し く プ ログ レッ シ ヴ ・ 
ロッ ク 色 を 打ち 出し た アル バム で 、 全 3 曲 と 大 作 指 向 。 殊 に A 面 は 
30 分 近い 大 作 で 占め られ て いる 。 と は 言え 、 や は り 一 筋 縄 で は いか 
な い 作 品 で 、30 秒 毎 に 意表 を 突き まく る 曲 展開 の 異常 さ 、 ア イデ ィ 
ア の 豊富 さ は 特筆 物 。 に も か か わら ず 全 体 を 通し て の 整合 感 は 高い 。 
人 を 食っ た 感覚 が ある 分 、 感 情 移 入 は し づら い タ イプ だ が 演奏 技術 
を 含め た クオ リティ の 高 さ は 類 を 見 な い 程 。 (中 西 ) 


SIR LORD BALTIMORE 
Sir Lord Baltimpre 


LP/Mercury 6338 069 71 年 
CD/(Ger.) TRC 047 





70 年 代 ロ ッ ク 喫 茶 の 必 須 ア イ テ ム に し て 、 幻 の アメ リカ ン ・ ハ ー 
ド ・ バ ンド の セカ ンド 。 (こち ら が ファ ー ス ト と いう 説 も ある が 、 個 
人 的 に は 2 作 目 と 伝え 聞い て る ん で ) トリ オ 編 成 の 前 作 の 方 は 、 そ 
れ は それ は ガサ ツ で 、 い か に も 大 陸 的 な 力 技 的 骨太 ハー ド ・ ド ライ 
ヴィ ング ・ へ ヴィ ・ サ ウン ド ( 何 じゃ そり ゃ …… ) を 聴か せ て 、CACTUS 
も GFR も 何のその と いう 感じ だ っ た が 、 ギ ター 兼 オ ル ガ ン ・ プ レイ ヤ 
ー (オリ ジ ナ ル ・ ギ タリ スト の 兄弟 か ) を 加え て 4 人 組 と な っ た 本 
作 で は 、 ま だ まだ サイ ケ 風 味 は 残し な が ら も 、A 面 トッ プ か ら 11 分 
半 の 組曲 を 、 少 々 ファ ンタ ジッ ク に カマ し て くれ る 。 と は いえ 、 不 
器用 な ハー モニ ー 部 を 除け ば 、 ド ラマ ー の ジョ ン ・ ガ ー ナ ー の 声 は 
依然 ゴツ く 、 へ ヴィ さ は 消え て いな い 。 (奥村 ) 








SIR LORD BALTIMORE 
Kingd0m 6ome 


L P/Mercury SR61328 72 年 
CD/(Ger.) TRC 015 





言わ ず と 知れ た サイ ケ 寄 り ハ ー ド ・ ロ ッ ク の 大 名 盤 。1 st は サイ ケ 
の 文脈 で 語ら れる 事 が 多い が 、 こ の 2 nd で は 、 実 に ラウ ド で 、 三 位 
一 体 と な っ た 少し 前 の め り に 突っ 込ん で 行く 様 な リズ ム 感 が 最高 に 
スリ リン グ 。 A⑤ の ギタ ー・ リ フ な ん か た ま ら な く 格 好 良い し 、 ヴ 
ォ ー カ ル も 悪乗り 気味 に 切れ て いて ユー モラ ス な くら い だ 。 手 数 の 
( 足 数 も ) 多 い ド ラム を 始め 、 メ ン バ ー の 力量 は 見 事 。 こ の 暴れ 馬 の 
様 な 演奏 を 、 シ ンプ ル に 一 点 の 濁り も な く ハ ー ド な 音像 に まとめ 上 
げた の は 、 名 匠 エディ ー・ ク レイ マー の 仕事 。 妙 に ベタ つか な いか 
ら 後 味 す っ きり 胃 に も た れ な い が 、 ア ドレ ナリ ン は 出 っ 放 し の スポ 
ー ツ 感覚 。 ア コ ・ ギ と チェ ン バ ロ が 美しい 、 唯 一 の バラ ー ド A④ も 
名 曲 。 正 に 必聴 の 一 枚 な の に 最後 の 作品 。 何 故 だ !? (中 ) 





SLOCHE (Canada) 
ず mn 0Oeil 
L P/RCA KPL 1-0126 75 年 





ダブ プル ・ キ ー ボ ー ド 、 ギ ター、 ベ ー ス 、 ド ラム ス の 5 人 か ら 成 る ス 
ロシュ の デビ ュー 作 。 本 アル バム は 、 フ ラン ス に お いて も 、 ザ オ 、 ト 
ラン ジッ ト ・ エ クス プレ ス ら の 名 作 で 知ら れる RCA の パラ ンス ・ シ リ 
ー ズ の 1 枚 と し て リリ ー ス され て いる 。 こ うし た こと か ら も 分 か る よ 
うに 、 そ の 内 容 は 高 水 準 の ジャ ズ ・ ロ ッ ク に 仕上 が っ て いる 。 各 メン 
バー の ソロ を 次 々 に つない で いく 演奏 は 力強く 軽快 で ある 。 ギ ター は 
ロッ ク 色 が 濃く 、 多 少な り と も キー ス ・ エ マー ソン を 思わ す ピ アノ ・ 
ソロ は や や クラ シカ ル で ある 。 こ の よう に 各 メ ン バ ー の 個性 が 総合 さ 
れ て グル ー プ 独自 の サウ ンド が 出来 上 が っ て いる 。 ロ ッ ク を 基礎 と し 
た 70 年 初期 の イギリス の ジャ ズ ・ ロ ッ ク に 通じ る 聴き 易い 音 で ある 。 
76 年 に 2 nd「Stadacone ( 同 KPL- 1 -0177) 」 を 発表 し た 。 (賀川 ) 





77 ど 








SOMA 

S0ma 

CD/(Fra.)Heading West HW 652509 
92 年 








'86 年 に 制作 され た この 作品 、 主 役 を 務め る 3 人 Guy Eckstine (ds、 
per) Mark Lauren (key、vo) 、David Shawn(g) の 正体 に つい て は 
皆目 判ら な い が 、 ゲ スト が と ん で も な い 。 V. ベイ リー、A. ホー ルズ 
ワー ス 、P. オハ ー ン 、G. リー 等 。 48 チ ャ ン ネ ル 録 音 で サウ ンド も プ 
ロ 級 。 何 故に 6 年 後に フラ ンス の マイ ナー か ら 出 る 派 目 に な っ た の 
か も まだ 謎 。 歌 詞 が 全部 つなが っ た トー タル な 構成 で 、 一 言 で 言え 
ば ファ ム ・ フ ァ タ ー ル を 追い か け て ひど い 目 に 合う 男 の 話 (? )。 た 
だ し 相当 に コミ カル で は ある 。 一 方 の バッ ク だ が 、 こ ちら は 厚手 で 
派手 派手 し い シ ン フ ォ ッ ク ・ サ ウン ド で UK、 D. サ ン シ ャ ス 辺 り を 思 
わせ る 。 当 然 、 楽 曲 演 奏 の 質 は 一 級 。 ホールズワース は 5 曲 で ソ 
ロ を 取り 、 か な り の 好演 。 (中 西 ) 


THE SPIRIT OF CHRISTMAS 
(6anmada) 
Lies To Live By 


L P/Daffodil DAF 10047 74 年 
CD/The Laser's Edge LE 1001 
/ マ ー キ ー MAR 9012 





スピ リッ ト ・ オ ブ ・ ク リス マス は 以前 ジェ スロ ・ タ ル と いう 形容 
で 紹介 され て いた が 、 確 か に イア ン ・ ア ンダ ー ソ ン が プリ ティ ッ シ 
ュ ・ ト ラッ ド を 基盤 に 独自 の ドラ マテ ィ ッ ク な サウ ンド を 築き 上 げ 
た スタ イル に 影響 を 受け て お り 、 実 際 カ ナダ で の 英語 圏 グ ルー プ は 
まだ 埋もれ て いる も の が 多く ある の で あろ う が 、 珍 し く 本 格 的 ブリ 
ティ ッシュ ・ サ ウン ド を 有 し た グル ー プ で ある 。 各 メン バー の テク 
ニッ ク (特に ギタ ー) が 安定 し て お り 、 ア レン ジ も 変化 に 富ん だ 素 
晴らし いも の で 、 ピ アノ や メロ トロ ン の メロ ディ は 特筆 すべ きも の 
で ある 。774 年 に リリ ー ス され 、 こ れ が 唯一 の 作品 だ と 思わ れる が 、 
71 年 一 73 年 に 前 身 バ ンド 、CHRISTMAS で 2 枚 の アル バム を リリ ー 
MG いる 。 (吉野 ) 





SPOCK'S BEARD 
The Light 


CD/Syn-Phonic SYNCD 14 95 年 
/ マ ー キ ー MAR 95180 


生 9 ん | 





カ り フォ ルニア 由 算 の (4 央 組 デビ ピ ョ ー 作 滞 シ ン フ ォ ッ クロ 
ッ ク と 言う に は 余り に も 型 が 無く 、 ま た そう し た 前 提 の 無い 地平 か 
ら 始 まっ て いる こと で アメ リカ な ら で は の プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク 
に な っ て いる 。 オ ル ガ ン や メロ トロ ン を 使用 し て いる が 懐古 型 で は 
終わ ら ず 、 む し ろ 同 時 代 的 (ダン サブ プル で さえ ある ) リズ ム や ポッ 
プ 、 ジ ャ ズ ノ プ フュー ジョン 色 の 上 に イエ ス や カン サス を 加え た よう 
な 印象 。 最近 の バン ド で は DISCIPLINE に 通じ る ひね くれ 度 で あり 、 
その 上 で シン フォ ニッ ク な 聴か せ 所 も 多数 ある 。 演奏 力 、 構 成 、 作 
曲 能力 と も 第 一 級 の も の を 持っ て お り 、 大 作 主 義 (組曲 を 2 曲 含む ) 
で あり な が ら ス ムー ズ な 流れ と 印象 的 メロ ディ で 一 気 に 聴 か せる 。 
ひと つの 突破 口 と な る 新種 の 出現 、 と 断言 で きる 内 容 だ 。 (中 島 ) 


SPY 


リリ 

LP/Kirshner '8O 年 

CD/(Ger.) Sony 920. 6291 
/ ソ ニー SRCS 6291 





Kirshner レ ー ベ ル か ら の デビ ュー で 、 メ ン バ ー 構 成 が ヴァ イオ リ ニ 
スト を 含む 6 人 組 だ っ た こと か ら 、^KANSAS の 弟 バ パンド? 的 な 捉 わ 
れ 方 を し て いた バン ド の 唯一 の アル バム 。 と いう こと で 、 基 本 的 な 
サウ ンド は か な り KANSAS 的 で は ある も の の 、 殆 どの 曲 が 4 分 前 後 
と いう こと か ら も 分 か ら よ うに 、 飽 くま で 歌 モ ノ 中 心 で 、 イ ンス ト ・ 
パー ト に 各 楽 器 の ソロ が 大 々 的 な フィ ー チ ャ ー さ れる と いう こと は 
な い 。 と は いえ 、 イ ント ロ や 間奏 部 分 、 ま た ヴォ ー カ ル ・ パ ー ト の 
バッ キン グ に まで も 、 絶 妙 の アレ ンジ で 印象 的 な フレ ー ズ が 挟み 込 
まれ て いる の は 実に 見 事 で 、 ギ ター、 シ ン セ 、 ヴ ァ イ オ リン と 、 よ 
くも まぁ プ ツ か ら ず に 詰め 込ん だ も の だ と 感心 し きり 。 次 作 が あれ 
ば 色々 期待 出来 た に 違い な い 惜 し い 存 在 だ 。 (奥村 ) 








STALLION 
Hey Everhody 
L P/Casablanca NBLP 7083 78 年 





カサ プラ ンカ ・ レ ー ベ ル と 言え ば 、'70 年 後期 に 最も その 名 を 広め た 
ハー ド ・ ロ ッ ク 主 体 の レー ベル だ が 、 当 時 の チャ ー ト を 賑わす ディ ス 
コ ・ ミ ュー ジッ ク に も 力 を 入れ た 頃 が あり 、 来 ハー ド ・ ロ ッ ク ・ バ パ 
ンド だ っ た この スタ リオ ン の ファ ー ス ト LP に も 、 そ の 辺 の 迷い が あり 
あり と 表 わ れ た 実に タイ ムリ ー な 失敗 作 だ っ た 。 翌 '78 年 に は この セカ 
ンド を 発表 する が 、 土 着 的 アメ リカ ン ・ ロ ッ ク と ハー ド ・ ロ ッ ク に 、 
ウォ リー・ ダ ムリ ッ ク の キー ボー ド 、 ム ー グ 、 ア ー プ が 不思議 に マッ 
チ す る 快 作 に 仕上 が っ て いる 。 レーベル の 思惑 通り タイ トル 曲 が ビ ル 
ボー ド の トッ プ 50 に 食い 込む が 、 そ ん な こと は どう で も 良い 。 唯一 プ 
ログ レッ シ ヴ な 展開 を する B 面 が 良く 、 シ ン セ の 嵐 の 中 で 突然 泣き 出 
す ギ ター が 現れ る が 、 そ の も 束の間 の 夢 と 化す 。 (田中 ) 





STANLEY CLARKE 
Stanley larke 
LP/Epic PE 36973 74 年 





リタ ー ン ・ ト ゥ ・ フ ォ ー エ ヴァ ー に お ける プレ イ で 一 躍 ス ター と 
な っ た 彼 の グル ー プ 在籍 中 に 発表 され た 2nd リ ー ダ ー・ ア ル バ ム 。 
R.TF か ら ビ ル ・ コ ナー ズ (g) 、 その他 ヤン ・ ハ マー(key) 、 ト ニー ウ 
ィ リ アム ス (ds) に よる バン ド に 加え 、 マ イケ ル ・ ギ プス 編曲 の スト 
リン グ & プ ラス も 曲 に より フィ ー チ ュ ア され て いる 。 曲調 と し て は 
モロ に 当時 の R.T.F. の 影響 を 受け た ドラ マチ ッ ク な テー マ と キメ を 多 
用 し た 物 が ほとん ど だ が 、 本 家 に 比べ ラテ ン 色 は 薄く 、 リ ズミ ッ ク 
な ナン バー が 増え て いる の は ベー シス ト ら し い 所 。14 分 に も 及ぶ ^Life 
Suite*" あ た り の ドラ マチ ッ ク な 曲調 が 聴き 物 。 次 作 「Journey To Love」 
あたり も 同 傾向 の 好 作 だ が 、 その後 は ファ ンク 色 が 強く な っ て いく 
の は 時 代 柄 し か た が な いか 。 (中 西 ) 





77 ら 








STARCASTLE 
Starcastle 


LP/Epic PE 33914 76 年 
CD/Epih EK 33914 








76 年 に ボス トン と 共に CBS プ EPIC よ り デ ビュ ー し た スタ ー キ ャ スル 
は 俗 に ^ ア メリ カ の イエ ス ” な ど と 呼ば れ て いた 。 確 か に 、 本 作 ( 1 
st) に 見 られ る 「 こ われ も の 」「 危 機 」 発 表 当 時 の イエ ス ・ サ ウン ド の 
大 々 的 な パク リ は 、 よ く 御 本 家 よ り ク レー ム が 出 な か っ た な と 感心 ( ? ) 
する 程 で ある が 、 む し ろ そ れ だ け の 高度 な 演奏 技術 を 持ち 合わ せ て い 
た こと を 高く 評価 し て も 良い だ ろう 。 た だ 、 弱冠 ベー ス の アタ ッ ク が 
弱く 、Terry Luttrell ( 元 REO ス ピー ド ワ ゴ ン ) を 中 心 と する ヴォ ー カ 
ル ・ ハ ー モ ニー が さほど 金属 的 で な く 、 ど ちら か と 言え ば ウエ スト ・ 
コー スト 的 な 色彩 を 放っ て お り 、3 作 目 以降 に よう や く 開 花 する 彼ら 
の 真 の オリ ジ ナ ル な サウ ンド (結果 的 に より ポッ プ な 方 向 へ 進む こと 
に な る が ) へ の 布石 と な っ た よう に 思わ れる 。 (本 木 ) 


STAREASTLE 
Fountain Of Light 
LP/Epic 34375 77 年 





本 邦 デ ビュ ー 作 と な っ た セカ ンド で 、 当 時 の 邦題 は 「 神 秘 の 妖精 」 
だ っ た 。 ま た も や A① か ら 10 分 台 の 大 作 だ 。 勿 論 、 ク リ ソ ツ 路線 に 
も 大 き な 変 化 は な い 。 た だ 、 前 作 よ り は 元 ネ タ が すぐ バレ る よう な 
フレ ー ズ が 少な く な っ た も の の 、 両 面 と も 曲 間 な し の 構成 は 、 似 た 
曲 が 続く こと で (し か も どの 曲 も 展開 が 多い の で ) それ ぞ れ の 曲 の 
区 別 が つき 難く 、 全 体 的 に 平板 な 印象 を 与え る か も 。 ロ イ ・ ト ー マ ス ・ 
べ ベイ カー の プロ デュ ー ス と いう こと で 、 コ ー ラ ス ・ ワ ー ク の 音 処理 に 
何 か “ 技 ′ を 期待 する も 、 そ れ も 特 に 凄い こと を や っ て いる わけ で 
も な く 、 適 度 な クリ ア さ と いう 感じ 。 パ ンド の アイ デン ティ ティ を 
考え た 場合 、 次 作 で は も うこ の まま の 路線 で は 発展 が な いこ と は 既 
に 見 えて いた ろう 。 と は いえ 、 本 作 も 高 品質 な の は 確か 。 (奥村 ) 





STARASTLE 
bitadel 
LP/Epic 34935 77 年 





前 作 に 引き 続き 、 ロ イ ・ ト ー マ ス ・ ベ イカ ー の プロ デュ ー ス 作品 
と な っ た サー ド ・ ア ル バ ム 。 (邦題 は 「 星 の 要塞 」) 本 作 よ り ク リ ソ 
ツ 路 線 が 幾 分 退き 、 彼 等 な ら で は の 部 分 が 出 て きた と いう の が 通説 
と な っ て いる よう だ が 、A② や B① の よう に 、 再 び 元 ネタ が バレ バ 
レ な 曲 が あ る と いう こと か ら 、 ま だ まだ STARCASTLE な ら で は ? 
と いう オリ ジ ナ リティ 確立 に は 随分 と 時 間 が か か る こと が 予想 出来 
た 。 A③ に 脱 ” の 色 が 濃い が 、 こ の パタ ー ン な ら 、 ル トウ レル が 
RE0 時 代 に 戻っ た だ け と いう 気 も する 。 何 に し て も 、 彼 等 の 場合 、 
あま り に “ウマ 過ぎ た ” こと が 逆 に ネッ ク に な っ て し まっ て いた よ 
うだ 。 結 果 的 に 、 彼 等 は 本 作 を も っ て 、 ジ ャ ケッ ト ・ デ ザイ ン も 含 
め た スペ イシ ー な カラ ー に 終止 符 を 打つ こと に な る 。 (奥村 ) 





RYomasssl STAREASTLE 
こ Real To Reel 
LP/Epic JE 35441 '78 年 





も う 、 ジ ャ ケッ ト が 何 を か 言わ ん や 、 の 通算 4 作 目 に し て ラス ト ・ 
アル バム 。 ベ ー ス の トー ン だ け は スク ワイ ア 節 を 断ち 切る こと は な 
か っ た も の の 、 ヴ ォ ー カ ル も 含め て 、 よ う や くい \ 脱 YES* は 果たさ れ 
た 。 し か し 、 だ か ら と いっ いき な り A① で BOSTON 風 ハ ー モ ニー を 
導入 し て 、 ス ライ ド ・ ギ ター と は 何と も 極端 な こ と 。 結 局 、 予 想 通 
り の アメ リカ ン 路 線 転向 と な っ た わけ だ 。 それ に し て も 、 こ こま で 
メン バー・ チ ェ ン ジ も な し に や っ て きた の は 本 当 に 凄い 。 ま だ 、778 
年 で ある 。 所 詩 * ア メリ カン ・ プ ログ レ ・ ハ ー ド ? 勢 が よう や く 栄 
光 を 掴み 始め た 頃 で は な いか 。 そ し て 、 "80 年 に バン ド は 解散 。 "84 年 
に は スト レイ ター が 再 結成 を 図る が 、 そ れ も 長 く は 続か な か っ た よ 
うだ 。 今 と な っ て は 全 作 品 の CD 化 を 待つ の み 。 (奥村 ) 











STARDRIVE 
Stardrive 
LP/Columbia KC 33047 "74 年 





2 枚 の 作品 を 残し た スタ ー ド ライ ヴ 、1 作 目 に '73 年 に に エレクトラ 
より 「 イ ンタ ー ギ ャ ラク ティ ッ ク ・ タ ロッ ト 」(EKS75058) が リリ ー 
ス さ れ 、 2 つの カバ ー 曲 を 含み 、A 面 ラス ト は 変 拍子 の 典型 的 アメ リ 
カン ・ プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク で ある と 思う 。 さ て この 2 作 目 で ある 
が 、 こ の バン ド は シン セ サ イ ザー を フィ ー チ ャ ー し た イン スト ゥ ル メ 
ンタ ル ・ バ ンド で 、 両 作品 の 裏 ジ ャ ケッ ト に は 当時 の 最新 鋭 楽 器 の 前 
に 座っ た バン ド の 中 心 人 物 ロ バー ト ・ メ イソ ン が 写 さ れ て いる 。 今度 
は 全て オリ ジ ナ ル て で 占め 、 シ ン セ サイ ザー も 多彩 に 使い こなさ れ て お 
り 、 曲 も 良く 練 ら れ て いる 。 演奏 水準 が 高く 、 後 の フュ ー ジ ョ ン の よ 
うな 商業 的 意図 が な く 演 っ て いる 。B① 等 クラ シカ ル 的 要素 も ある が 、 
ソウ ル 的 熱い 感触 が バン ド の 特徴 で あろ う 。 (吉野 ) 





EMMA STEVE MORSE 
High Tensipn Wires 


LP/MCA MCA 6275 '89 年 
CD/MCA MCAD-6275 
/MCA ビ クタ ー MVCM-21048 





(ディ キシ ー) ・ ド レッ グ ス 、 カ ン サ ス を 経て 現在 は ディ ー プ ・ パ 
ー プ ル / の ギタ リス ト 、 ス ティ ー ヴ ・ モ ー ズ は ドレ ッ グ ス 解 散 後 、 
コン スタ ント に ソロ 作品 を リリ ー ス し て いる が 、 そ れ ら の ほとん ど 
は ステ ィ ー ヴ ・ モ ー ズ ・ バ ンド 名 義 の 物 で 、 純 ソロ ・ ア ル バ ム と し 
て は 本 作 一 枚 き り し か 出 て いな い 。 勿論 、 わ ざわ ざ 名 義 を 変え る の 
に は 意味 が あり 、 他 作品 が ドレ ッ グ ス 路 線 の ゴ ッ タ 煮 の ハー ド ・ フ 
ュー ジョ ン ・ サ ウン ド な の に 対し 、 こ ちら は イメ ー ジ を 拡げ ば た ギル 
トラ ッ プ 辺り に も 通じ る 作風 。 爪 弾 か れる アコ ・ ギ に 複数 重ね られ 
だ レク RU の 二 RS イン 伸び や が が 4 ドン に ぼ の が に 
見 える アイ リッ シュ 風味 。 架 空 の ノスタルジー、 イ ノ セ ンス 願望 と 
いっ た 点 で は メセニー、 フ リゼ ー ル 辺り に も 近い 。 (中 西 ) 





了 ィ ジ の 








STEVE TIBBETTS 
Steve Tihhetts 


L P/Obscure Music 77 年 
CD/Cuneiform 55009 








次 作 の 「Yr」 あ る い は その 後 の ECM か ら の 諸 作 で 多少 は 知ら れる 
イマ ジ ネ イ ティ ヴ な ギタ リス ト の 初 作 。 相 捧 格 の マー ク ・ ア ンダ ー 
スン は 未だ 参加 し て は いな い が 、 や は り テ ィ ベ ッ ツ の ギタ ー プ エレ 
クト ロニ クス に ハン ド ・ パ ー カ ッ シ ョ ン 奏 者 を 加え た 編成 に よる 録 
音 。 時 に 爪 弾 か れ 、 時 に アグ レッ シ ヴ に プレ イ さ れる 各種 ギタ ー 類 
と シン セ を 絡ま せ 、 場 面 を 切り 替え て いく 作風 は 今 に 通じ る 物 だ が 、 
近年 の な め ら か さよ り も 素 の 姿 が 由 て いて 、 非 現実 感 も 強い 。 い わ 
ゆる 「SF 的 」 な サウ ンド の 中 に 架空 の ノスタルジア と 言っ た 風情 が 
見 える 。 (中 西 ) 





STEVE TIBBETTS 
Yr 


L P/Frammis 1522-25 '8O 年 
CD/ECM 21355-2 














ステ ィ ー ヴ ・ テ ィ ベ ッ ツ は ECM よ り 「Nothern Song」「Safe Journey」 
の 2 枚 の アル バム を リリ ー ス し て いる 。 こ こ に 紹介 する の は 彼 の '80 年 
リリ ー ス の 自主 製作 盤 で 、 か つて は 時 折り 見 か けた 。 数 人 の パー カッ 
ショ ニス ト に よる タプ ブラ 、 コ ン ガ 他 の 民俗 打楽器 に オー ヴァ ー・ ダ ビ 
ング され た ティ ベッ ツ の 各種 ギタ ー、 シ ター ル 、 メ ロト ロン の 織り 成 
す 音楽 は 正 に 至福 の 世界 を 形 づ く る 。 彼 の アル バム は みな 浄化 作用 を 
伴う メデ ィ テ イシ ョ ナル な も の だ が 、 本 作 は ヨー ロッ パ の トラ ッ ド や 
イン ド 音 楽 を 意識 し た 、 最 も 趣味 性 の 強い も の の よう で ある 。 マ イク ・ 
オー ルド フィ ー ル ド や アン ソニ ー・ フ ィ リ ッ プ ス が 好き な 方 に と っ て 
は 大 切な スト ッ ク と な る で あろ うこ の レコ ー ド 、 ア ー テ ィ ス ト 自 身 に 
よる 架空 の 古代 遺跡 らし き イ ラス ト に 包ま れ て いる 。 (古田 ) 





STEVE TIBBETS 
The Fall 0f US 則 
CD/ECM 21527 "94 征 





80 年 に マイ ク ・ オ ー ル ド フ ィ ー ル ド と アン ソニ ー・ フ ィ リ ッ プ ス 
を 合体 させ た よう な 自主 盤 の 会 作 「Yr」 を 発表 し 、 そ の 後に ECM で 
活躍 中 の ギタ リス ト 、 ス ティ ー ヴ ・ テ ィ ベ ッ ツ の 新作 。 ひ と ころ は 
アコ ー ス ティ ッ ク ・ ギ ター と タブ プラ に より 内 省 的 な 作品 が 多かっ た 
が 、 本 作 は '86 年 の 「Exploded View」 以来 の エレ クト リッ ク も の と 
な っ て いる 。 幾重 に も 重ね られ た パー カッ ショ ン 群 が 刻む リズ ム の 
上 で 派手 に ギタ ー を ひき まく る 展開 は スリ リン グ こ の 上 な いも の で 
ある 。 ア ン サ ンプ ブル は 多少 ラフ で ナイ ー ヴ さも 薄い が 、 こ れ は これ 


STREETDANER 
Rising 
LP/Dharma Future D-807 77 年 





CO 


ATLANTIS PHILHARMONIC と 同じ Dharma レ ー ベ ル よ り リ リー ス 
され て いた ジャ ズ ・ ロ ッ ク 作 品 。 ヴ ァ イ オ リン 、 サ ックス を 加え た 正 
体 不明 の イン スト ゥ ル メ ンタ ル ・ バ ンド で 、 サ ウン ド は 本 格 的 な ジャ 
ズ ・ バ ンド に ロッ ク よ り の アイ ディ ア (ハー ド な ギタ ー・ パ ー ト 等 ) 
を 挿入 し た 感 が 強い 。 変 拍子 を 含む リフ の 導入 や 、 民 族 音楽 的 な アプ 
ロー チ に より 、 プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク 色 を 強め て いる 。 同じ 米 の ジ 
ャ ズ ・ ロ ッ ク ・ バ ンド 、SHADOWFAX の 1 st アル バム あたり と 同 傾向 
の 作品 で 、 時 に 攻撃 的 に 、 時 に 所 情 的 に と 、 ヴ ァ リ エー ショ ン 豊 か な 











で 彼 の カラ ー だ 。 良い 。 (内 田 ) 内 容 で ある 。 高 い 演奏 水準 を 持っ て は いる が 、 テ クニ ッ ク 追 求 指 向 で 
は な く バ ンド 全体 の お も し ろ み を 大 切 に し て いる 様 だ 。 突出 し た 個性 
が な い の は 残念 だ が 、 な か な か の 好 盤 で ある 。 (沢田 ) 
STYX Sd STYX 
StVx Styx II 


LP/Wooden Nickel WN3-1008 "72 年 





64 年 、 シ カゴ に て 結成 。 パ ノッ ゾ 兄 弟 と デニ ス ・ デ ・ ヤ ング を 中 
心 に THE TRADEWINDS と し て スタ ー ト し た 彼 等 は 、'68 年 に ジョ ン ・ 
クル リュ ウス キー を 迎え TW 4 と 改名 し 、 そ の 後 ジ ェ イ ムズ ・ ヤ ング 
を 加え て 770 年 に STYX と な る 。 本 作 は 71 年 に 制作 し た デモ ・ ア ル バ 
ム を きっ か け に ディ ー ル を 結ん だ RCA 傘 下 の Wooden Nickel か ら の 
記念 すべ き デ ビュ ー 作 。 い き な り 13 分 の 組曲 で 始ま り 、 そ の 中 に EL& 
P よ り も 5 年 も 早い “Fanfare For The Common Man” を 含み 、 デ ・ 
ヤン グ も ハモ ンド & シ ン セ で 頑張 る と ころ は 流石 で 、B①② で は 既 
に あの 透明 感 溢れ る リリ カル な コー ラス ・ ハ ー モ ニー が 完成 し て い 
に 注目 し た い 。 尚 、'73 年 発売 の 日 本 盤 の 表記 は ^ ス タイ クス ” 
だ つた 8 (奥村 ) 








L P/Wooden Nickel WN-1012 73 年 
CD/RCA 3111-2 
/BMG ビク ター BVCP-5039 














A 面 が “Heads”、B 面 が `Tails" と な っ て いた セカ ンド で 、 オ リ 
ジ ナ ル は 切り 抜き ジャ ケ 。 オ ー プ ニン グ か ら ド ラマ ティ ッ ク な キー 
ボー ド ・ ワ ー ク が 耳 を 引く が 、A① は 爽やか な R&R 風 。 し か し 、 
例 の 美しい ハー モニ ー と デ ・ ヤ ング の 独特 の 声質 、 ハ モン ド と シン 
セ の 使い 分 け の セン ス は 、 既に 個性 と し て 定着 し て いた ろう 。 また 、 
本 作 の 第 1 弾 シ ング ル の A② が 74 年 に 再び シン グル ・ カ ッ ト さ れ た 
時 に 地元 FM 局 で 何故 か 突然 プレ ー ク し 、 や が て 全米 6 位 に まで 昇り 
つめ た の は 有名 な 話 。 こ の ^ 棚 ボ タ ” 的 ヒッ ト が 彼 等 の 延命 を 助け 
た 。 他 に も 、 け だ る くも 幻想 的 な ヴォ ー カ ル ・ パ ー ト か ら ジ ャ ジー 
な イン スト ・ パ ー ト へ 展開 する 大 作 B③、 バ ッ ハ の B① か ら の これ 
また 大 作 B② へ の 流れ も 聴き 所 だ 。 (奥村 ) 
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STYX 

The Serpent IS Rising 

L P/Wooden Nickel BWL1-0287 
73 年 

CD/RCA 287-2 
/BMG ビク ター BYCP-5040 





彼 等 な ら で は の 透明 感 の ある 音像 と 、 フ ァ ン タ ジ ッ ク な フレ ー ズ 
を 持つ 展開 部 を 含む も の の 、 比 較 的 オー ソ ド ッ クス な HR ナ ン バ ー の 
連打 で 幕 を 開け る 本 作 サ ー ド ・ ア ル バ ム は 、 全 体 的 に は 前 2 作 以上 
に ハー ド な 印象 。 ヘ ヴィ な つく り の リフ と キー ボー ド の 絡み が 不 思 
議 な 世界 を 演出 し 、 ク ルリ ュ ウ スキ ー の メイ ン ・ ヴ ォ ー カ ル か ら 、 
サビ の デ ・ ヤ ング の あの 声 へ の 転換 が 見 事 な ア レン ジ の タイ トル ・ 
ナン バー も 、 ダ ー ク な が ら も 劇 的 な HR ナ ン バ ー だ 。 そ うい う 意 味 で 
は 、 セ リフ 絶叫 型 款 囲 気 モノ の B⑤ か ら ヘ ン デ ル の B⑥ へ の 流れ は 
本 作 の 中 で は 浮い て いる か も 。 と ころ で 、 ア コー ステ ィ ッ ク な A④ 
が 6 分 台 な の で どう 展開 する の か と 思う と いい バナナ ・ ボ ー ト だ あぁ ? 
これ っ て 一 体 …… (0 (奥村 ) 


STYX 
Man Of Miracles 
LP/Wooden Nickal BWL1-0038 
"74 年 
CD/RCA 3115-2 
/BMG ビク ター BVCD-5041 





通算 4 作 目 に し て Wooden Nickel か ら の 最後 の オリ ジ ナ ル ・ ア ル バ 
ム 。 オ ー プ ニン グ か ら 2 曲 立て 続け に JY& ク ルリ ュ ウ スキ ー に よる 
軽快 な R&R チュ ー ン が き て 、 一 上 肢 、 お や …… と 思っ た ら 、 3 曲目 に 
は デ ・ ヤ ング の 荘厳 な ピア ノ ・ バ パ バラード が あっ て 、 フ ェ イ ド ・ ア ウ 
ト の 後に 雨 音 の SE か ら ド ラマ ティ ッ ク な いか に も デ ・ ヤ ング 的 な A 
④ へ 。 こ の 流れ か ら も 分 か る よう に 、 本 作 は 、 ハ ー ド R&R 路線 の 
JY& ク ルリ ュ ウ スキ ー と リリ カル さ に こだわ る デ ・ ヤ ング と の 人 色 分 
けが より ハッ キリ し て きた 作品 と 言え よう 。 但 し 、 神 秘 的 な ジャ ケ 
ッ ト ・ ア ー ト その まま の 世界 を 再現 し た 壮大 か アレ ンジ の タイ トル ・ 
ナン バー は 、JY と デ ・ ヤ ング の 世界 が うま く 融 合 し た 名 曲 。 デ ・ ヤ 
ング の バラ ー ド は 、 他 に も B②④ と 充実 し て る 。 (奥村 ) 





STYX 
Emuin0X 
LP/A&M 4559 75 年 


CD/A&M CD-3217 
/ ポ ニー・ キ ャ ニオ ン PCCY-10100 





いい 曲 も ある が 今 一 歩 抜け きれ な か っ た Wooden Nickel 時 代 か ら 、 
正 に 一 足 飛び の 成長 を 遂げ た A&M 移籍 第 1 弾 に し て 通算 5 作 目 。 
まる で YES か KANSAS か と いう オー プ ニ ン グ が 開け る と 、 こ れ ぞ STYX 
と いう イメ ー ジ その まま の A① が スタ ー ト 。 続 く A② (全米 27 位 の 
ヒッ ト 曲 )、A③、B② も 、 デ ・ ヤ ング と JY& クル リュ ウス キー の 二 
面 性 が 決し て 分 離せ ず 、 見 事 な バ ンド ・ サ ウン ド と し て 結実 し て い 
る 。 YES 的 と いう 点 で は 、A③ の スラ イド と B③ の アコ ・ ギ に 顕著 な 
クル リュ ウス キー の ステ ィ ー ヴ ・ ハ ウ へ の 傾倒 ぶり が 興味 深く 、A 
③ の 中 間 部 に は モロ に Roundabout” し て る 部 分 も あっ て 、 微 笑 ま 
し い 。 ラ スト の A④ の 素 晴 し さ に つい て は 、 も う 今 さら 説明 する ま 
で も な い だ ろ う 。 正 に 『 分 岐 点 』, だ 。 (奥村 ) 


STYX 
brystall Ball 


L P/A&M SP 4604 7G6 年 
CD/A&M CD-3218 
/ ポ ニー・ キ ャ ニオ ン PCCY-10111 





トレ イド ・ ウ イン ズ ・ 4 か ら ス ティ クス に 改名 し 、 ウ ッ デ ン ・ ニ 
ッ ケ ル よ り 771 年 に デビ ュー し て 以来 、 彼 ら は 11 枚 の オリ ジ ナ ル ・ ア 
ル バ ム を 発表 し て 解散 し た 。 散 々 迷っ た 未 に この クリ スタ ル ・ ボ ー 
ル を 選ん だ が 、「 マ ン ・ オ プ ・ ミ ラク ルズ 」 や 特に A &M 移 籍 後 の 最 初 
の 3 枚 は 甲 が つけ が た い 。「 エ キノ クス 」 の 中 の スー ト ・ マ ダム ・ 
プル ー”"、「 グ ラン ド ・ イ リュ ー ジ ョ ン 」 の カッ スル ・ ウ ォ ー ル ”、 そ 
し て 本 作 の “バレリーナ? 等 は 知ら れ て は いな いも の の 、 後 世に 残 
る 名 曲 と 言え る 。 哀 区 を 帯び た 美しい メロ ディ ・ ラ イン と 多彩 な キ 
ー ボ ー ド 群 、 そ し て 演奏 力 、 ハ ー モ ニー が 一 体 と な っ た 素晴らし い 
アル バム ば か り だ 。 惜しく も 解散 し て し まっ た が 、 D・D・ ヤ ング 、 T・ 
ショ ウ 、J・ ヤ ング は それ ぞ れ ソロ を 出し て 頑張 っ て いる 。 (田中 ) 








STYX 
The Grand Illusion 


LP/A&M SP 4604 77 年 
CD/A&M CD-3233 
/ ポ ニー・ キ ャ ニオ ン PCCY-10112 





タイ トル 通り の 透明 サウ ンド を 詰め 込ん だ 名 盤 中 の 名 盤 の 前 作 に 
続く 7 作 目 。A②④ と いう ヒッ ト 曲 を 含み 、 ア ル バ ム 自体 も 全米 6 
位 ま で 上 昇 し た 彼 等 に と っ て の 初 の プラ チ ナ ム 作 で 、 チ ャ ー ト ・ バ 
ンド と し て の 出世 作 で も ある 。 そういう 意 味 で は 、 前 々 作 の ツア ー 
か ら の クル リュ ウス キー に 代わ っ て 加入 し た トミ ー・ シ ョ ウ の 色 が 
バン ド 全 体 へ 波及 し 始め 、 デ ・ ヤ ング の メロ ディ 指向 が リリ カル さ 
か ら キ ャ ッ チ ー さ へ 傾き か ける 直前 の バラ ンス 上 の 作品 と 言え 、 特 
に A 面 で は そろ そろ 売れ 線 ” を 意識 し 始め た こと が 若干 察 えよ う 。 
と は いえ 、 全 米 8 位 の A④ も 6 分 台 の 大 作 だ し 、JY 流 HR の 佳 曲 B①、 
ドラ マテ ィ ッ ク な B③ と 、 ま だ まだ 初 期 か ら の 方 向 性 は 充分 に 残さ 
れ て いる 。 次 作 ま で …… と の 声 、 し きり 。 (奥村 ) 





SUGARLOAF 
SpaceShip Earth 
LP/Liberty LST-11010 "71 年 





コロ ラド 州 デ ン ヴ ァ ー 出 身 の 5 人組 の セカ ンド ・ ア ル バ ム 。 デ ビ 
ュー 作 を リリ ー ス し た 当時 は 4 人 組 だ っ た が 、 本 作 よ り ギ ター も 上 兼 
任 す る リー ド ・ シ ン ガ ー、 ロ バー ト ・ イ ー ゼ ル を 迎え て いる 。 驚く 
の は 、 こ の イー ゼル が いま き なり 殆ど の 曲 作 り に 加わ り 、 全 10 曲 中 、 
実に 6 曲 を も ひと り で 手掛け て いる こと だ 。 幻 想 的 な か イン スト 曲 の 
A① か ら ス ター ト す る 本 作 は 、 し か し 、 元 々 幅広 い 音楽 性 を 持ち 、 
^ ロ ッ ク か ら バ ロック まで "と 言わ れ て いた 彼 等 に と っ て それ 程 の 変 
化 を 感じ させ る も の で は な い 。770 年 代 初頭 の アメ リカ に し て は 、 あ 
まり に サイ ク ケ 色 が 希薄 な 点 も 彼 等 を 特異 な 存在 に し て いた ろう 。 個 
人 的 に は ハー ド ・ チ ュー ン の A②、B⑤ の アレ ンジ の 非凡 さ に 注目 。 
後者 の 延々 と 続く イン プロ に 、GFR の 原点 が …… ? (奥村 ) 





7 ィ ジ ジ 








SUNBLIND LION 
Ohserver 
LP/Homegrown S 80-1147S 76 年 





2 枚 の 作品 を 残し て いる サン プラ イン ド ・ ラ イオ ン の 内 、776 年 に 
リリ ー ス され た 「 オ プ ザ ー バ ー」 は 、 仲 々 充実 し た 内 容 を 持っ て い 
る 。 強 いて 引き 合い に 出す な ら ば 、 ス ティ クス の 初期 と 言う こと に 
な る が 、 サ ウン ド の オリ ジ ナ リティ を 取っ て 見 て も 、 彼 ら 独 自 の 強 
い 良 性 の 毒 を 持っ て お り 、 こ の 点 で は か な り 評 価 が 出来 る 。 ムー グ 、 
オル ガン 、 シ ン セ が 主体 と な る が 、 や た ら 厚 ぼっ た い バ ラー ド ・ シ 
ン フ ォ ニ ッ ク ・ バ ンド と 違い 、 ベ ー ス の 切れ が 非常 に 良い 。 ち ょ っ 
と 単調 お ドラム が 唯一 の 難点 だ が 、 そ こ は 他 の 部 分 で カヴァ ー 出 来 
て いる よう だ 。 聞 き 所 は B 面 の 組曲 ^Spring Essence” と ^Observer"。 
この 後 78 年 に 「Above & Beyond」 を 出す が 、 その後 の 活動 は 不明 。 

(田中 ) 


SURPRISE 
ASsault On Merryland 
LP/TS 77-743/744 "? 年 





アメ リカ は 本 当 に 層 の 厚い 国 だ 。 あ と か ら あ と か ら 名 盤 が 発見 さ 
れ て いる 。 御伽 話 の よう な ジャ ケッ ト が まず 目 を 惹く 。 サウ ンド は 、 
全編 に 渡っ て 、 あ くま で ヴォ ー カ ル が 主体 で ある が 、 多 種 の キー ボ 
ー ド や フル ー ト 、 サ ックス 等 が 魅力 的 な サポ ー ト を 展開 し て いく の 
で ある か ら 文 名 の ある は ず も な い 。 全 編 に 渡り 、 目 の さめ る よう な 
展開 で 聴か せ て くれ る 様 は 、 例 えば イギリス の サー カス (CIRKUS) あ 
た り に 近い と いえ ば 近い だ ろう か 。 聴け ば 聴く 程 、 は まり 込ん で い 
く よ う な 感じ な の で ある 。 A③ の よう な 美しい バラ ー ド も あり 、 こ 
の 曲 は 、 好む 好ま ざる に か か わら ず 、 あ な た の 心 を 揺さぶる は ず だ 。 
その 手 の プ リティ ッシュ ・ プ ログ レッ シ ヴ ・ フ ァ ン に ぜひ 聴い て も 
らい た いよ うな サウ ンド な の で ある 。 (山崎 ) 





SYMPHONICE SLAM (Canmada) 
Symphonic Slam 
LP/A&M SP 9023 76 年 





今 と な っ て は 別に 珍 ら し く と 何と も な い が 、 当 時 は ティ モ ・ レ イ 
ン の 弾く シン セ ・ ギ ター が 話題 と な か っ た シン フォ ニッ ク ・ ス ラム 。 
内 容 も バン ド 名 同様 の 大 シン フォ ニッ ク 大 会 と 言え る も の だ が 、 メ 
イン と な る の は 彼 の ギタ ー で は な く 、 デ ヴィ ッ ド ・ ス トー ン の 達者 
な キー ボー ド 群 で あっ た 。 テ ィ モ の ギタ ー は 壮大 な デヴィ ッ ド の キ 
ー ボ ー ド に 寄り 添う よう に し て 、 音 に 厚み を 持た せる だ け て で 精 一 杯 
だ っ た よう に 思え る 。 は っ きり 言っ て し まえ ば この ティ モ ・ レ イン 、 
この 手 の パ バン ド の 主役 に な り 切 る に は あま り に 力量 不足 だ っ た の だ 。 
それ は デヴィ ッ ド が レイ ン ボ ウ に 加入 する た め 脱 け て し まっ た 後に 
発表 され た 2 nd アル バム (ティ モ の ソロ 作 ? ) の 完成 度 に 、 よ り 明 
確 に 表 わ れ て いる 。 (本 木 ) 


TIMO LAINE SYMPHONIC SLAM 
Timo SSII 


LP/Lady LALP-001 77 年 





ティ モ ・ レ イン ひき いる シン フォ ニッ ク ・ ス ラム の 2 nd で あっ た 。 
あの 1 st が 出 た 翌年 (77 年 ) の 作品 な の で 新譜 と は 言え な いし 、 廃盤 
に な っ て いる か も 知れ な い 。 前 作 で は 、 初 め て ギタ ー・ シ ン セ ・ ア ル 
バム と いう 事 で 、 当時 か な り の 話題 を さら っ た も の だ が よく よく 聞い 
て みる と 、 ギ ター より も 、 キ ー ボ ー ド 群 の 素晴らし さ の 方 が 優 っ て い 
た 。 こ の キー ボー ド 奏 者 デザ ィ ッ ド ・ ス トー ン (後に プラ ッ ク モ ア の 
レイ ン ボ ウ に 参加 する ) は この 2 nd で は すでに 見 られ ず 、 代 わり の キ 
ー ボ ー ド が 何 曲 か 参加 し て いる だ け で 、 残 り の 曲 は ギタ ー・ シ ン セ ・ 
トリ オ の 演奏 に な っ て いる 。 ト リオ の 演奏 は 音 が スカ スカ で 、 ヴ ォ ー 
カル は ポッ プ に な っ て いる 。 し か し 、 キ ー ボ ー ド を 入れ た 曲 に な る と 、 
途 端 に シン フォ ニッ ク な プロ グレ に な る の で あっ た 。 (中 藤 ) 








SYMPHONY X 
The Damnatign Game 


CD/ ゼ ロ ・ コ ー ポ レー ショ ン XRCN-1244 
'95 年 





PHANTOMS OPERA と いう バン ド か ら 発 展 し た 、 ニ ュー ジャ ー ジ 
ー 出 身 の SYMPHONY X は 、'94 年 に 1 st「Symphony X」 を リリ ー 
ス 。Y・ マ ルム ステ ィ ー ン に 影響 を 受け た リー ダー の マイ ケル ・ ロ 
メオ の クラ シカ ル な フー ズ を 多用 し た g、QOUEEN の よう な ハー モニ 
ー、 単 に 様式 美 系 と は 言い 切れ な い 複 雑 な 曲 展 開 を 身上 と する バン 
ド で ある 。 本 作 は 新た な vo が 加入 し た 2 nd。 サ ウン ド ・ プ ロダ クシ 
ョ ン 、 楽 曲 の クオ リティ ー、 演 奏 の 切れ の 鋭さ は 1 st より 数 段 レ ベル ・ 
アッ プ し て いる 。 だ が 、 録 音 状態 の 悪さ は 別 と し て 、 楽 曲 に 未 整理 
な 部 分 を 残し て は いる も の の 、 前 作 の 方 が より プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ 
ッ ク と し て の 側面 を 強く 感じ る 。M・ ロ メオ 「The Dark Chapter」 
(94) と いう オー ル ・ イ ンス ト の ソロ も 出 て いる 。 (川上 ) 





SYNCOPE (CamaHa) 

SVnC0He 

L P/Production CRAM WRC 1-1374 
80 年 





通常 の 4 人組 編 成 に トラ ン ペ ッ ト 、 サ ックス の 3 人 を 加え 、 他 、 
ゲス ト に ヴォ ー カ ル 、 パ バ パーカッション を 招い た 大 所 帯 グ ルー プ 。 基 
調 と な る の は メロ ディ 指向 の ジャ ズ ・ ロ ッ ク ・ サ ウン ド だ が 、 ヴ ォ 
ー カ ル ・ パ ー ト が ケベック 系 特有 の 物 憂 げ な フラ ンス 語 で 唄 わ れる 
他 、 キ ー ボ ー ド 、 ギ ター 等 も 合わ せ て プロ グレ ッ シ ヴ 寄り の サウ ン 
ド と な る 。 ど ちら に し て も ゆっ た り と し た 情 趣 指向 に は 変わ り は な 
い の だ が 、 管 楽器 セク ショ ン を 場面 に 応じ て ジャ ジー に 、 ク ラ シ カ 
ル に 使い 分 ける 等 、 安 定 し た アレ ンジ 能力 を バッ ク に 幅広 い 曲想 を 
取り 入れ て いる が 、 少 し 散 慢 か 。 それ で も パイ プ ・ オ ル ガ ン の 導入 
と いっ た 仕掛 け や な め ら か な 曲 進行 な ど あ っ て あき させ な い 。 
(中 西 ) 








7 ジマ 








SYNERGY 

Electronic Realization For Rock 
Drehestra 

L P/Passport PB 6001 "75 年 





ジホ ジコ と ラリ ーッ ン ア スト は 1975 年 が スポ コリ ド よ ボ り ピー、 
現在 まで 9 枚 の 作品 を 残し て いる 。 1 st LP「Electronic」 に 始ま り 
「Sequencer」「Chords」「Games」「Computer Experiments」「Audion」 
「Jupiter Menace」「Metropolitan Suite」 の 他 に 未 発表 曲 を 含む 2 枚 組 
ベス ト 「Semi Conductor」 も 出 て いる 。 シ ナジ ー の エレ クト リッ ク ・ 
オー ケス トレ ーション は 、 彼 自身 に よる 一 つの フォ ルム で あり 、 サ ウン 
ド ・ ポ リ シ ー が 透かし 見 られ る 一 種 透明 な 結晶 体 で あり 、 彼 独特 の 視覚 
的 な 感受 性 と し て の 色彩 や 光 と 影 が 物語 の 罠 の よう に 張り めぐ ら さ れ 魔 
術 的 な 呪縛 力 を 与え て いる 。 彼 は ピー ター・ ガ プリ エル の 1 st か ら 5、 
6 th まで の LP 制 作 や ツア ー に 参加 し た り 、 ケイ ト ・ プ ブッ シュ 、 ネクター、 
フォ リナ ーetc 等 、 数 多く の セッ ショ ン も こなし て いる 。 (斎藤 道 臣 ) 


SYNERGY 
NLHIHH 
LP/Passport PPSD-98014 '76 年 





シナ ジー ミ こと ラリ ー・ ブ ァ ス ト 。 基 本 的 に エレ クト 日 ニク ス の ジ シ 
ステ ム や 、 主 に ムー グ な どの シン セ の 、 プ ログ ラミ ング と 演奏 に よ 
っ て 繰り 広げ られ る エレ クト リッ ク ・ ポ ッ プ ・ ワ ー ル ド 。 内 ジャ ケ 
に フィ ー チ ャ ー さ れ て いる 写真 は ほとん ど が 機材 関係 の 写真 に な っ 
て いる こと か ら も わか る よう に 、 異 常 な まで に 数 多く の 機材 を 使い 
こなし て いる 。 ムーグ だ け で も 6 種類 。 その 他 に も 独自 に 開発 し た 
シス テム だ と 思わ れる “シナ ジー・ シ ステ ム ” な ど 全 部 は 紹介 し き 
れ な い 。 それ程 の 数 の 機材 を 駆使 し て いな が ら も 、 音 楽 は 基本 的 に 
ポッ プ で スペ イシ ー。 シナジー? と 名 乗る だ け あ っ て 、 数 々 の 電子 
楽器 が 相乗 効果 を も た らし 、 独 特 の 浮遊 感 を 生み 出し て いる の だ と 
人 (平山 ) 





SYRINX (Ganada) 

SVrinx 

L P/True North TN-2 70 年 

CD/ ワ ー ナ ー・ ミ ュー ジッ ク WPCR-81 





カナ ダ の グル ー プ 。 グ ラス 系 の アシ ッ ド 感覚 の ある グル ー プ で 、 
大 自然 と 合致 する よう な 電 い た サウ ンド が 特長 で ある 。 キ ー ボ ー デ 
ィ ス ト 、 サ クソ フォ ニス ト 、 パ ー カ ッ シ ョ ニス ト に よる 変則 的 な 3 
人 編成 。 2 枚 の アル バム を 残し て いる 。 770 年 代 初期 の グル ー プ な の 
で 、 全 体 的 な 仕上 が り 感 は プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク 的 な の で ある が 、 
むし ろ 、"60 年 代 の サイ ケ デ リッ ク 感 覚 が 昇華 され て 創 ら れ た 作品 と 
解 収 する の が 自然 で ある 。 本 作 が ファ ー ス ト 。 セ カン ド に は 生 楽 器 
に よる 10 分 程 の 叙情 的 な ナン パー が 収録 され て お り 、 こ の 曲 は アル 
モニ ウム の 名 曲 を 想わ せる ナイ ー ヴ な 曲 だ 。 (山崎 ) 


SYRINX 
Long Lost Relatives 
L P/True North TNX 5 71 年 








70 年 に 「Sirinx」 (True North TN-2)、'71 年 に 本 作 を と 、 2 枚 の LP 
を リリ ー ス し た シリ ンク ス だ が 、70 年 代 最初 期 と いう 、 カ ナディ アン ・ 
ロッ ク の 和束 明 期 で あり な が ら 、 恐 し く 完 成 さ れ た コン セプト を 持つ 作 
品 を 世に 送り 出し て いる 。 キ ー ボ ー ド 、 サ ックス 、 パ ー カ ッ シ ョ ン と 
いう 変則 的 な 3 人 編成 で 、 生 の スト リン グ ス ・ オ ー ケ スト ラ を 随所 に 
効果 的 に 配 し て いる 摩 可 不思議 な サウ ンド で 、 草 の 香り の する 、 ト リ 
ッ プ ・ ミ ュー ジッ ク 的 な イメ ー ジ を 感じ る 。 そう いう 意味 で 記憶 を た 
どる と 、 ホ ワイ ト ・ ノ イズ あたり と の 共通 点 も ある 。 A③ の 8 分 58 秒 
も ある 大 曲 は 、 生 楽器 を オー ケス トラ 風 に アレ ンジ し た 、 も の 悲し い 
曲 で 、 ど こと な く 、 ア ル モ ニ ウム の 2 nd あたり に も 通じ る テイ スト を 
持つ 。 シンフォニ ッ ク で は な い が 、 非 常に 素晴らし い 作曲 だ 。( 山 崎 ) 








TERRACED GARDEN (Canada) 
Melody & Menmace 
LP/CT 1956 82 年 





ピピ 思 三 作 軍 玩 拉 還 グル ー プ の リー ニダ 三 で ある カー ル で ドア ェ エル 
の ソロ ・ エ フォ ー ト が 発展 し て 出来 た バン ド で あり 、 本 作 に お いて 
も 、 彼 は ギタ ー、 ベ ー ス 、 ピ アノ 、 メ ロト ロン 、 ク ラヴ ィ ネ ッ ト 、 
シン セ サ イ ザー 等 の 楽器 を 演奏 し 、 ヴ ォ ー カ ル を 取り 、 更 に 、 作 詩 、 
作曲 、 ア レン ジ 、 プ ロ デ ュ ー ス を 担当 し て いる 。 ト フェ ル を 中 心 に 、 
Nm シ ル 三 NN ックス ョ ウ ァ イオ リン 等 が 二 体 と なら だ 広 が 
り の ある サウ ンド は 甘く メロ ディ アス で あり 、 十 分 に オリ ジ ナ リ テ 
ィ を 感じ させ る 。 曲 展開 も る ドラマ ティ ッ ク で あり 、LP 1 枚 を 一 気 に 
聴か せる だ け の 力 を 持っ た 作品 と 言え る 。 (賀川 ) 





TERRACED GARDEN 
Braille 
LP/CT 1958 '84 年 





ドイ ツ 系 カナ ダ 人 カー ル ・ タ フェ ル 率 いる テラ スト ・ ガ ー デ ン は 
計 3 枚 の 作品 が 確認 され て いる 。 こ こ に 挙げ る 2 nd の 本 作品 は 、 ブ 
ルー・ カ ラー を 基調 と し た カヴァ ー に メロ トロ ン が クレ ジッ ト さ れ 
て いる 1 st か ら 較 べ る と 若干 評価 は 低い よう だ が 、 実 際 は 、 演 奏 か ら 
録音 水準 、 曲 構成 、 展 開 に 至る まで 、 も た つき 気味 の 感 が あっ た 1 
st より も 出来 は 良く 、 各 人 の プレ イ も 数 段 向上 し て いる 。 中 で も メイ 
ン は や は り カ ー ル の ギタ ー に 依る と ころ が 大 きく 、b、 key.…etc. を も 
手掛け る 彼 自身 の マル チ ・ プ レイ の 多才 さも さる こと な が ら 、 ヴ ァ 
イオ リン を 始め と する サポ ー ト 側 の 好演 も 実に 捨て 難い 。 セ ンス の 
悪い カヴァ ー だ け で 評価 され る の は 何と も 不運 極まりない 。 今 一 度 、 
再 評価 を 要する 好 作 品 。 (大 関 ) 





ャ アーン 。 








TETELESTAI 
Tetelestai 
LP/Jr 1930 84 年 





ポリ フォ ニー、 ス トリ ー ト ・ ダ ン サ ー、 オ ー ケ スト レイ ター、 ナ 
ウ 等 、 ア メリ カ で は これ まで 、 未 確認 だ っ た 好 作 品 が いく つか 見 つ 
か っ て いる 。 テ テレ スタ イ も そう し た も の の 一 つ で ある 。 彼ら は べ 
ー ス 、 キ ー ボ ー ド 、 ギ ター、 ド ラム ス の 4 人 に 作詩 及び ディ レク シ 
ョ ン を 担当 する 1 人 を 加え た グル ー プ で 784 年 に 本 アル バム を 発表 し 
て いる 。 テ テレ スタ イ と は 「It is finished」 を 意味 する ギリ シャ 語 
で 、 イ エス が 死 の 直前 に 発し た 言葉 と 言わ れ て いる 。 作品 は スト ー 
リー 性 を 重視 し た も の に な っ て お り 、 ド ラマ チッ ク な ヴォ ー カ ル を 
中 心 に グル ー プ が 一 丸 と な っ て 曲 を 盛り 上 げ て いく 。 派手 さ は な い 
が 軽やか で メロ ディ アス な サウ ンド が 聴け る 好 作 品 で ある 。 (賀川 ) 


9 TH0UGHT INDUSTRY 

= と | Spmgs For Insects 

CD/(U.K.) Metal Blade CDZORRO-45 
92 年 


/ ア ポロ ン APCY-8098 





ミシガン 州 カ ラマ ズー 出身 の 4 人 組 変態 バ パンド の ファ ー ス ト 。 ジ 
ャ ケッ ト に 使っ た サル ヴァ ドー ル ・ ダ リ の 絵 世界 を その まま 音 に し 
た か の よう な 混 油 と し た 異形 サウ ンド は 、 所 講 パ “ミクスチャー 系 
で 、 そ れ で いて 何で も あり の 中 に 確実 な テク ニッ ク に 裏打ち さ 
れ た 理路 整然 た る 部 分 も 持ち 合せ て いる と いう 変態 さ 。 特 に 、 キ レ 
の いい カッ ティ ング が エッ ジ を 際立た せる ギタ ー・ サ ウン ド や 、 シ 
ン ガ ー の 意外 に うま い ハ イ ・ ト ー ン ・ ヴ ォ ー カ ル は 、 これが 芯 に あ 
る か ら 色 々 な と ころ に ハミ 出す こと が 出来 る と いう 好例 で 、 や は り 
と いう か 、 こ の 手 の バ ンド の ルー ツ は 何故 か スラ ッシュ な の で す 。 
"93 年 発表 の セカ ンド で は 、 よ り ハ チャ メチ ャ さ を 増 す も の の 、 そ こ 
ら 辺 に いる ミク スチ ャ ー 系 と 大 差 な く な り 少々 ガッ カリ 。 (奥村 ) 





TIDAL FORCE 
Will To Power 
CD/Atico AMK-36391 '93 年 





アメ リカ の 4 人 組 の 恐らく デビ ュー 作 。 ほ ば ぼ 全 曲 で 参加 し て いる 
キー ボー ディ スト の 他 、 何 人 か の ゲス ト ・ プ レイ ヤー を 迎え て お り 、 
② で は ヴァ イオ リン 、④ で は サッ クス 、⑧ で は フル ー ト が それ ぞ れ 
ソロ を と っ て いる 。 タ イト ル で は イン スト ゥ ル メ ンタ ル と な っ て い 
る ⑧ に は 、 他 の 曲 で も パッ ク ・ ヴ ォ ー カ ル を 務め て いる 女性 シン ガ 
ー が リー ド ・ ヴ ォ ー カ ル を 披露 。 と いう わけ で 、① を 聴い た 時 に は 
RUSH (それ も 近年 の ) タイ プ な の か と 思っ た が 、 所 詩 ^ ポ ンプ " 風 
サウ ンド を 中 心 に 、 実 験 的 と は いか な いま で も 、 色 々 な パタ ー ン を 
試し て いる よう だ 。 た だ 、 ま だ まだ アイ ディ ア が 散漫 で 、 今 イチ や 
り た いこ と が 見 えな い の も 確か 。⑦ の み ラ イヴ と いう の も 妙 だ し 、 
と に か く 、 今 後に は 注目 し た い バ ンド と いう と ころ か 。 (奥村 ) 


TILES 

Tiles 

CD/Standing Pavement SPR-94001 
'94 年 


テイ チク TECW-25047 





麻雀 看 か ら バ ンド 名 を つけ た と いう デトロイト 出身 の 4 人組 の デ 
ビュ ー・ ア ル バ ム 。 一 聴 し て RUSH か ら の 影響 が モロ 見 え だ が 、 こ こ 
の と ころ の 一 連 の ^D.THEATER 症 候 群 と は 明らか に 一 線 を 画す と 
いう 点 で 、 出 自 が 安易 で な いこ と が 有 暑 え る 。 専任 キ ー ボ ー デ ィ ス ト 
を 擁し て いな い ( レ コー ディ ング で は ギタ リス ト が プレ イ し て いた ) 
こと か ら 、 ギ タリ スト の 今後 の 精進 に 期待 し た いと ころ だ が 、 本 作 
で は 、 ド ラマ ー の “ピア ー ト ぶり ” と 同じ く 、 元 ネタ が バレ バレ な 
の が 気 に な る も の の 、 な か な か の アレ ンジ ・ セ ンス を 早く も 発揮 し 
て いて 将来 が 実に 楽し み 。 さ ら に は 、 例 の ^ 画 一 ハイ ・ ト ー ン ?” で 
な く 、 デ ニス ・ デ ・ ヤ ング 的 な 声質 の 持ち 主 で ある シン ガー に も 期 
待 が 集まる 。 次 作 で 化け て ? 欲し い 。 (奥村 ) 











TIME BEING 
Time Being 
CD/ (番号 な し ) "94 年 














詳し い ク レジ ッ ト が 無い の で 出身 地 等 は 不明 。 ジェ ー ム ス ・ マ デ 
ィ ソ ン 大 学 の スタ ジオ で 録音 され た と ある の で 学生 バン ド の 確率 が 
高い 。 イ エス や ジェ ネ シ ス 、 カ ン サ ス が 好き な 連 中 が 演奏 する メロ 
ディ ッ ク ・ ポ ッ プ ・ ロ ッ ク と いっ た 感じ で 小 じ ん まり と し て いる が 演 
奏 自体 は 下手 で は な い 。 数 ある 自主 盤 の ひと つと し て 埋もれ が ちな 
レベ ル で は ある が 、 カ ン サ ス ・ タ イプ の 声質 の ヴォ ー カ ル と コー ラス 、 
歌 メ ロ が 仲 々 いい 線 い っ て いる と 思う 。 基 本 的 な 4 ピー ス に キー ボ 
ー ド の クレ ジッ ト が 3 人 も ある が 音 自体 は シン プル で 、 ア メリ カン ・ 
ハー ド ・ プ ログ レ の 流れ に ある と いえ る 。 イ ンス トゥ ル メ ン ツ で 圧 
倒す る よう な タイ プ で は な い の で 物足りな さも 残る が 自主 制作 らし 
い 思 い 入 れ は 感じ ゃ こと が で きる 。 光 りき ら な いけ ど 。 (中 島 ) 





IMilakei 還 ZAisl ID FLETCHER 
Byzantium 
CD/Dervish Music D 01 '93 年 





イン ナー・ ス リー ヴ を 見 る と ギリ シャ ー ト ルコ ー 中 東 の 古 地図 、 
音 の 方 も その 雰囲気 を 押し 出し た も の 。 シ ン セ 、 サ ンプ ラー、 ド ラ 
ム ・ マ シー ン 、 ギ ター、 ベ ペー ス 、 ラ ジオ ・ ヴ ォ イ ス 等 を 使っ た イマ 
ジ ネ イ ティ ヴ な イン スト 作 に な っ て いる 。 映 像 音楽 ふう だ が 、 も う 
少し 作者 の 突っ 込み が それ ら 楽 器 の ミッ クス や 音響 処理 に 出 て いて 、 
コン トロ ー ル され た 感じ が する 。 ニ ュー エイ ジ ・ ミ ュー ジッ ク に あ 
り が ちな リラ ク ゼ ーション 色 は あま りな い 。 静 か な 内 容 な が ら 変 化 
に 富み 、 こ の 種 の タイ プ で は 推薦 し た いと ころ 。 音 は クリ アー で も 、 
エス ニッ ク な テー マ の よう な も の が 横たわっ て いる せい か 意外 と シ 
リア ス 。 それ で いて 深い 拡がり 有り 。 (松本 ) 





7 ジ ち ら 











TONY SPADA 
Balance Of Power 


CD/Art Sublime ASCD 993-004 
"93 年 





LP サ イズ の ハー ド ・ カ ヴァ ー・ リ リー ス で ファ ン の 心 を くす ぐっ た ホ 
ー ル ディ ング ・ パ ター ン を 覚え て いる だ ろう か ? この トニ ー・ ス パ ダ 
は あの 幻 の シン フォ ニッ ク ・ グ ルー プ の ギタ リス ト な の で ある 。 ほ と ん 
どの 曲 が '91 年 か ら '92 年 か け て 録音 され た も の で 、 ホー ルディ ング ・ パ タ 
ー ン の 唯一 の 欠点 で あっ た 録音 クォリティ ー の 悪さ は 完全 に 払拭 され た 。 
この ギタ リス ト の 才能 は か な り の も の で 、 テ クニ ッ ク プ セン ス と も 申し 
分 な く 、 時 に 聴か せる アコ ー ス ティ ッ ク ・ ギ ター の 奏法 を 聴い て も 彼 の 
非凡 さ が 理 解 で きる だ ろう 。 い わ ゆ る ぶ 厚 い シ ン フ ォ ・ サ ウン ド に 甘い 
ギタ ー が 飛び まわ る タイ プ だ が 、 特に 6 曲目 か ら ラ スト まで の 流れ が も 
の すご く 、 例え る な ら ド ラゴン フラ イ の よう に 、 高 場 を か さ ね た リス ナ 
ー の 意識 は ラス ト で 一 気 に 昇 天 し て いく 。 (山崎 ) 


TOPPER 
At Last 
L P/Scot T 9548 77 年 


Lu 


間 


LU 





77 年 に 発表 され た TOPPER 唯 一 の 作品 と 思わ れる 。 メン バー は 、 
キー ポー ド 、 ギ ター、 ベ ー ス 、 ド ラム ス 、 ヴ ォ ー カ ル の 5 人 編成 で 、 
プロ グレ ・ ハ ー ド 系 の サウ ンド で ある が 、 A① で は 、 テ クニ カル な 
シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク を 聞か せ A③ で は 、 キ ー ボ ー ド の RUDY が 奏 
で る メロ トロ ン が 全面 で 大 活躍 する 名 曲 に な か っ て お り 、 メ ロト ロン ・ 
ファ ン に 推 選 し た い 。 各 人 の テク ニッ ク は 安定 し て お り 演 奏 水 準 も 
高い 。 又 作品 と し て の 構成 力も 意外 と し っ か り し て お り 、 メ ロト ロ 
ン を 含む キー ボー ド 群 、 へ ヴィ ー な ギタ ー・ ワ ー ク を 巧み に 使い 分 
けた サウ ンド は 、 こ の 時 代 に 発表 され た アメ リカ の プロ グレ ッ シ ヴ ・ 
ロッ ク 系 の 作品 の 中 で も 傑出 し た 出来 を 示し て お り 一 聴 す る こと を 
お 勧め する 。 (村上 ) 





TOU6H 
Touch 


L P/Coliseum DS 51004 69 年 
CD/Renaissance RCD 1001 





アメ リカ 最 古 の プロ グレ ッ シ ヴ ・ バ ンド と 言わ れ て いる タッ チ は 、 
当時 イギリス で も デラ ム か ら 発 売 さ れ て いる が 、 オ リ ジ ナ ル 観 音 開き 
ジャ ケッ ト が 見 開き ジャ ケッ ト に な っ た た め 合 わせ の 部 分 の 継ぎ 目 が 
ずれ て いる 。 こ の 作品 は サイ ケ デ リッ ク ・ フ ァ ン に も 支持 され て いる 
らし く 、 ハ ー ド な と ころ で そう 感じ られ る 部 分 が あり 、 付 いて いる ポ 
スタ ー も その よう な 雰囲気 で 一 見 の 価値 が ある 。 音 は プリ ティ ッシュ ・ 
ロッ ク そ の も の で あり 、 ジ ャ ケッ ト と いい プリ ティ ッシュ の グル ー プ 
と 勘違い し て いる 人 も いる と 思う 。 録音 は '68 年 、 ハ リウ ッ ド に て 。 ド 
ラム の 音 等 さす が に 古臭い が 、 逆 に オル ガン の 古い 音 が 良かっ た りす 
る 。A③ は ポッ プ な 曲 で 、 聞 きど ころ は 10 分 近く の A 面 ラス ト 、 女性 
ヴォ ー カ ル を 起用 し た 11 分 に 及ぶ B 面 ラス ト で あろ う 。 (吉野 ) 


L P/Atco SD 38123 '8O 年 
CD/Music For Nations CDMFN-107 
/ ア ルフ ァ ACLB-807 





マー ク ・ マ ン ゴ ー ル ド が AMERICAN TEARS 解 散 後 、 ギ ター の ク 
レイ グ と ドラ ム ス の グレ ン を 誘っ て 結成 し た 4 人 組 の 唯一 の アル バ 
ム 。STYX や QUEEN を 思わ せる コー ラス ・ ハ ー モ ニー と 同時 に BOSTON 
風 に な る ギタ ー・ ワ ー ク は ある 意味 で 予想 通り の 音 と 言え る が 、 キ 
ャ ッ チ ー な 曲 が 殆 ど な が ら 、 ド ラマ ティ ッ ク さ を 伴わ せる 辺り は 流 
石 は マン ゴー ルド と いう 感じ か 。 印象 的 な 曲 が 前 半 に 集中 し て いる 
と いっ た 感 も 無き に し も あら ず だ が 、 どこ を 切っ て も ヒッ ト し そう 
な 佳 曲 ば か り と いう の も 事実 。 特 に 、 名 曲 の 呼び 声高 いわ 、 ス ペイ 
シー な HR 調 アレ ンジ が 耳 を 引く ④ は 絶品 だ 。 尚 、'93 年 の CD 化 に 際 
し て 2 曲 の 未 発表 曲 (⑥⑤) 追加 収録 され て いる が 、 ど う せ な ら ` 幻 
の セカ ンド ” が 聴き た い ……。 (奥村 ) 





TOXIK 
Think ThiS 


L P/Roadrunner RRD 9460 '89 年 
CD/Roadrunner RRD 9460 





NY 州 出身 の 5 人組 の セカ ンド 。 デ ビュ ー 作 『World Circus』」 を 発 
表し た 頃 は 4 人 編成 だ っ た が 、 本 作 よ り ツ イン ・ ギ ター 体制 と な り 、 
シン ガー も チェ ンジ し て いる 。 基 本 的 な サウ ンド は 、 前 作 の スラ ッ 
シー さ を 残 し な が ら も 整合 感 の 由 て きた パワ ー・ メ タル 。 が 、 テ ク 
ニカ ル な ギタ ー・ プ レイ を 随所 に 配 し た 楽曲 は 、 リ ズム ・ チ ェ ン ジ 
も 激しく か な り 目 まぐ る し い 。 で 、 そ の 上 に 乗る の が 例 に よっ て ハ 
イ ・ ト ー ン ・ ヴ ォ ー カ ル な の だ が 、 彼 の 歌 メ ロ が 所 々 浮遊 し つつ ハ 
ズ し に か か る 独特 の スタ イル で 、 同 じ く 奇妙 な フレ ー ズ を 得意 と す 
る ギタ ー と 共に 、 バ ンド の 個性 と し て 重要 な 役割 を 担っ て いた 。 残 
念 な が ら 、 本 作 を 最後 に 解散 。 未 完成 の まま 消え て いっ た 彼 等 は 、 
ある 意味 で 早 過ぎ た 存在 だ っ た か も 。 (奥村 ) 





TREY GUNN 
One Thousand Years 


CD/ ポ ニー・ キ ャ ニオ ン PCCY 00493 
'93 年 





現 キ ング ・ ク リム ゾン の ステ ィ ッ ク 奏 者 と し て 活動 中 。 も っ ぱら 
ロバ ー ト ・ フ リッ プ の 周辺 で 活動 し て いる 。 こ の アル バム は 、 ニ ュ 
ー・ ク リム ゾン が 本 格 的 な 音楽 活動 を 始め る 直前 の '93 年 に 製作 され 
た 。 ど う 聴 いて も ギタ ー や キー ボー ド に し か きこ えな い 音 は 、 ス テ 
ィ ッ ク に よる も の 。 その 点 で 、 ス ティ ッ ク と いう 楽器 の 可能 性 を 追 
求 し た 部 分 も うか が える 。 ア ル バ ム は トレ イ ・ ガ ン 自 身 の 夢 が コン 
セプト に な っ て お り 、 音 全体 は 清涼 感 の ある 、 少 し カラ ッ と し た ア 
メリ カン な イメ ー ジ を 、 フ リッ プ 主 宰 す る ギタ ー・ ク ラフ ト あ が り 
の サウ ンド で 統一 し た 印象 を うけ る 。 そ し て シル ヴィ アン & フ リッ 
プ や R・ フ リッ プ ・ ス トリ ング ・ カ ル テ ッ ト に 共通 する サウ ンド ス 
ケー プ が 流れ る 。 即興 か ら 立ち 上 が っ た 曲 が 多 い 。 (松本 ) 














TRILLION 
Trillign 
LP/Epic JE 35460 78 年 





か つて 、 か の トミ ー・ シ ョ ウ と 活動 を 共に し て いた こと も ある メ 
ン バ ー を 含む 5 人 組 の デュ ー 作 。 彼 等 ちまた 、 キ ャ ッ チ ー な メロ デ 
ィ を 基本 と し な が ら も 、 プ 厚い コー ラス ・ ワ ー ク 、 ス ペイ シー な ギ 
ター の トー ン 、 セ ンス 抜群 の キー ボー ド ・ プ レイ 、 そ し て どこ か ド 
ラマ 性 を 感じ させ る 楽曲 で 勝負 し て いた 、 典 型 的 な 『 ア メリ カン ・ 
プロ グレ ・ ハ ー ド ?” バン ド だ 。 BOSTON に も 通じ る シン グル ・ カ ッ 
ト 曲 の A① は その 代表 的 ナン バー だ が 、 そ れ で いて 彼 等 の 場合 、 確 
実 な テク ニッ ク に 裏打ち され た プレ イ も 随所 に 配 し 、 実 は 変 拍子 も 
多用 され て いる 。 本 作 を 最後 に バン ド を 脱退 し た デニ ス ・ フ レデ リ 
クセ ン (vo) は 、 そ の 後 、ANGEL に ご く 短 期間 在籍 し 、LE ROUX を 
経て 、'84 年 に は TOTO に 加入 する こと は 有名 な 話 。 (奥村 ) 


TRILLION 
Clear Anproach 
LP/Epic JE 36206 「'80 年 





ニュ ー・ シ ン ガ ー と し て ギタ ー も 兼任 する トム ・ グ リフ ィ ン を 迎え 
た セカ ンド に し て ラス ト 作 。 前 作 に 比べ て 楽曲 が コン パク ト な 印象 を 
与え る も の の 、 よ り 整 理 さ れ た 構成 の 中 に きち ん と オイ シ い パー ト を 
盛り 込み 、 起 承 転 結 を ハッ キリ と 見 せる アレ ンジ は 、 か な り の セン 
ス と アイ ディ ア が 必要 と され る は ず 。 そう いう 意味 で は 、 決 し て 長 
尺 の 曲 が 用 意 さ きれ て いな い に も か か わら ず 、 聴 き 所 は 前 作 以 上 に あ 
る だ ろう 。 特 に 、 ピ アノ を バッ ク に 勇壮 に 歌い 上 げ る A②、 ユ ニ ゾ 
ン の リフ か ら ド ラマ ティ ッ ク に 突入 し て くる A④、 後 半 の 盛り 上 が 
り が 鍵 の B②、 そ し て 、 シ ンプ ル さ の 中 に も 複雑 さ を 垣 間 見 せる 疾 
走 感 た っ ぷり の B④ か ら ⑤ へ の 流れ は 、 本 当 に 見 事 だ 。 出 来る こと 
な ら 、 あ と 2 一 3 枚 は 作品 を リリ ー ス し て 欲し か っ た …… 。 (奥村 ) 





TRIUMPH(Canada) 
Just A Game 


LP/RCA AFL-1-2982 79 年 
CD/MCA MCAD-31118 
/ ポ リス ター PSCW-5325 





カナ ダ Attic か ら 2 枚 の アル バム を リリ ー ス 後 、 そ の ダイ ジェ スト 
盤 的 作品 で RCA か ら '78 年 に アメ リカ ・ デ ビュ ー も 果たし た トリ オ の 
通算 3 枚 目 。 同 じ 3 人 編成 と いう こと か ら よ く RUSH と 比べ られ て き 
た 彼 等 だ が 、 サ ウン ド の 幅 の 広 さ と いう 点 で も 決し て ヒ ケ を と ら ず 、 
特に RCA 時 代 の 作品 に は 聴き 所 が 多かっ た 。 リ ー ド ・ ヴ ォ ー カ ル を 
分 け 合 う リ ッ ク ・ エ メッ ト (g) と ギル ・ ム ー ア (ds) の 2 人 の カラ 
ー が か な り ハ ッ キ リ 分 か れ て いる の も 特徴 で 、 ど ちら か と いう と ハ 
ー ド R&R 寄り の ギル に 比べ 、 リ ッ ク の 書く 楽曲 は クラ シッ ク か ら ジ 
ャ ズ ま て で 幅広 い 上 、 リ リカ ル な メロ ディ を 有 し た ナン バー が 目立ち 、 
本 作 に も 、 キ ャ ッ チ ー な A②、 泣 き の B①、 ク ラ シ カ ル な ギタ ー の 


小曲 B② 等 、 名 曲 は 多い 。 (奥村 ) 


TRIUMPH 
Allied Forces 


L P/RCA AFL 1-3902 81 年 
CD/MCA MCAD-5542 
/ ポ リス ター PSCW-5327 





ジャ ケッ ト ・ デ ザイ ン や 、 当 時 の 邦題 が 「 メ タル 同盟 」( 笑 ) だ っ 
た こと か ら も 、 へ ヴィ な つく り に な っ た こと が 分 か る 5 作 目 。 作曲 
クレ ジッ ト は 全曲 で メン バー 3 人 の 列記 に な っ て いる も の の 、 ヴ ォ 
ー カ ル の 歌い 分 け は 相変わらず 、^ 動 ′ の ギル 、` 静 ′ の リッ ク と い 
う 風 に 行なわ れ て いる よう だ 。HR を 基本 に 様々 な タイ プ が 収め られ 
て いる の も 同様 で 、STYX を 思わ せる キャ ッ チ ー な AO②、 疾走 感 溢れ 
る HM メ ン バ ー の A③、 ド ラマ ティ ッ ク か つ フ ァ ン タ ジ ッ ク な アレ ン 
ジ の B①、 泣 き の ア コー ステ ィ ッ ク か ら ス ペイ シー な HR へ 展開 する 
B②、 お 約束 の クラ シッ ク ・ ギ ター の イン スト B③ 等 、 繊 細 さ と ス 
ケー ル の 大 き さ が 同居 する 独特 の 音 世界 は 流石 の 一 言 。 ア レン ジ が 
より シン フォ ニッ ク に な っ た 点 も 要 注 目 。 (奥村 ) 








TRUE MYTH(Canada) 
True Myth 


LP/Waner Bros. TMP 2020 79 年 





ジャ ケッ ト の 印象 も あっ た が 、 ト ゥ ルー・ ミ ス は 刺激 的 な グル ー 
プ だ っ た 。 オ ー プ ニン グ か ら ト ム ・ ト ゥ リュ ー マ ス の キー ボー ド ・ 
プレ イ に 圧倒 され っ ぱな し で 、 特 に ピア ノ の セン ス の 良さ か ら 、 カ 
ナダ の フェ スタ ・ モ ビー レ な ど と も 呼ば れ て いた 。 中 に は ヴァ イオ 
リン と ピア ノ で 作ら れ た 佳 貼 も あり 、 バ ラン ス の と れ た 好 ア ル バ ム 
と 言え る 。 グ ルー プ 解 散 後 の T・ ト ゥ リュ ー マ ス は 、 幾 つか の セッ シ 
ョ ン に 参加 し 、 最 近 で は 新人 バン ド の プロ デュ ー ス を し て いる よう 
ご 。 今 の と ころ 、「 テ レグ ラム 」 と 言う 作品 が セカ ンド ・ ア ル バ ム と 
され て お り 、 カ ナダ 人 に 聞い て も 彼ら の 作品 は この 2 枚 だ け と 断言 
し て いる 。 が 、 僕 は 信じ な い ぞ 。'81 年 頃 に 同じ ワー ナー に 「Blue Desert」 
を 残し て いる ん だ 。 (田中 ) 





隆 222223 THETRUTH 

2 リノ 還 計 2: 電 LBLELRK2 還 

導 Believe 

CD/Spot SPTRO 194 '94 年 





フロ リ ダ の 4 人 組 の デビ ュー・ ミ ニ ・ ア ル バ ム 。① は イン トロ で 
ちょ っ と だ け RUSH し て る と 思っ た も の の 、 ま あま あ フ ツー の HR ナ 
ン バ ー。 で 、② の イン トロ が モロ に DREAM THEATER だ っ た の で 「 や 
っ ぱり …… 」 と な っ た が 、 歌 入り と 同時 に その 印象 も 薄れ て いき 、 
ふと 気づく と シン ガー が か 今時 珍し い (?) ステ ィ ー ヴ ・ ペ リー 声 を 
し て て 、 さ ら に ギタ ー・ ソ ロ が 突然 イン グ ヴ ェ イ ・ マ ルム ステ ィ ー 
ン に 。 が 、 そ れ で いて 決し て 寄せ 集め で は な く 、 基 本 的 に は オー ソ 
ドッ クス な アメ リカ ン HR し て いて 、8 分 台 の 大 作 ⑤ で も さら り と イ 
ンス ト ・ パ ー ト を 聴か せ て し まう あたり 、 往 年 の "アメリ カン ・ プ 
ログ レ ・ ハ ー ド ” が 90 年 代 に 陵 っ た か の よう 。 ギ タリ スト 兼任 の キ 
ー ボ ー ド は 早く 専任 を 見 つけ て 下さ い 。 (奥村 ) 





7 ダグ プア 
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、| Mirroringe Of Every 


開 。| CD/Rediscovered Music (番号 な し ) 
、 | "94 年 
6 3 














ミシガン の 5 人 組 。'93 年 の 録音 。 一 聴 し て 確か な 手ごたえ を 感じ 
る に し て は 、 何 度 聴き 直し て も つか み 所 が な い 奇 妙 な 一 作 。 ジ ャ ズ 
や リコ メン 系 が 入っ て いる の は 確か と し て も 、 ハ ー ド ・ ロ ッ ク か ら シ 
ン フ ォ ニ ッ ク 系 、 ポ ボッ プス まで 様々 な エッ セン ス が 混じっ て いる 。 ス 
タイ ル の コピ ー、 つ ぎ は ぎ で な いこ と が 、 分 か り づ ら さ に つなが っ 
て いる と も 言え る が 、 リ スナ ー に 尻尾 を つか ませ な いく らい に は オ 
リ ジ ナ リティ を 生み 出し て いる 。 意 外 と ヴォ ー カ ル ・ パ ー ト は 多く 、 
いわ ゆる 「 難 解 」 な タイ プ の 音楽 で は が い 。 ハ ー ド ・ ロ ッ ク の り で 
ば な い エ ッ ジ の 立つ ギタ ー・ リ フ や ゴリ ゴリ の ペー ス ・ ト ニン 、 サ 
ックス 等 が 小 技 の 変 拍 子 を きか せな が ら 、 あ くま で ヴォ ー カ ル 曲 と 
し て 成立 する 、 と いう 微妙 な アン バラ ンス さ が ク セ に な る 。 (松本 ) 


Ursa Major 
L P/RCA LSP 4777 72 年 





元 FROST の ディ ッ ク ・ ワ グ ナ ー (vo、g ) 、 元 AMBOY DUKES の 
グレ ッ グ ・ ア ラマ (b) を 擁する トリ オ の 恐らく 唯一 の アル バム 。 
サイ ケ っ ぽい SE か ら ス ター ト し 、1 曲目 は その まま の イメ ー ジ の へ 
ヴィ ・ サ イケ で どこ か スペ イシ ー な 愛 囲 気 漂う 大 作 HR だ 。 イ ント ロ 
で 延々 と 引っ ぱる と ころ や 、 ス ケー ル の 大 きい 武 朋 な アレ ンジ は 、 
いか に も 770 年 代 初期 の アメ リカ ン ・ ハ ー ド と いう 感じ 。 リ フ が 一 肢 、 
CRIMSON す る けど 、 そ れ は 気 の せ いか 。 以 下 、 全 体 的 に は 骨太 の HR 十 
当時 の アメ リカ も の に は つき も の の 土 臭 い ア コー ステ ィ ッ ク ・ チ ュ 
ー ン が 続き 、 唯 一 、 ス トリ ング ス や ピア ノ を 導入 し た B② の み 繊 細 
で リリ カル な 泣き の 曲 。 意 外 に 歌 の うま い ワ グ ナ ー は 、 そ の 後 アリ 
スクー バニ の 2 (奥村 ) 





VALHALLA 
Valhalla 
LP/United Artists UAS 6730 "72 年 





邪悪 な 雰囲気 漂う ハー ド ・ ロ ッ ク 。 深く リヴ ァ ー ブ 処理 され た オ 
ル ガ ン が 、 時 に は 痢 の 底 か ら 湧 き 上 が る 様 に 、 ま た 時 に は 一 抹 の 光 
明 の 様 に 響き 渡る 。 が 、 残 念 な が ら 演奏 技量 は 並 で 、 派 手 な ソロ が 
展開 され る わけ で も な く 、 ロ ッ ド ・ エ ヴァ ンス 風 の 専 任 ヴ ォ ー カ リ 
スト も 今ひとつ 魅力 に 乏しい 。 それ で も 広がり の ある 音 の 空間 処理 
に か な り 救 われ て いる し 、 へ ヴィ ー な 音 作り に 工夫 する 姿勢 は 好感 
が 持て る 。 マ イナ ー な 70 年 代 ジ ャ ー マ ン ・ ハ ー ド が 聴け る 人 に は 、 
何 の 問題 も な いで し ょ う 。 A① は パワ フル な 佳 曲 。A③ の 様 な ビア 
ノ & オ ル ガ ン の バラ ー ド は good で 、 こ うい う 曲 の 方 が この バン ド に 
は 合っ て いる か も 。 ラ スト の 曲 で は スト リン グ ス を 導入 、 構 成 面 で 
も スケ ー ル 感 で も 抜け た 出来 の 、 ド ラマ チッ ク な 名 曲 で ある 。 (中 ) 


VICTOR PERAINO'S KINGDOM 
CONME 
No Man's Land 


LP/ (private press) 75 年 





アー サー・ プ ラウ ンズ ・ キ ング ダム ・ カ ム の ラス ト ・ ア ル バ ム 「Journey」 
で メロ トロ ン や オル ガン 等 を 弾い て スペ イシ ー な 感覚 を 出し て いた 
人 。 ア メリ カ 、 デ トロ イト の 出身 の この 人 物 は 、 そ の 後 、 地 元 に 戻 
っ て また も や キー ボー ド を 弾い た 。 バ ンド 名 を あや か っ た か 、'S キ ン 
グ ダ ム ・ カ ム 。「Journey」 の スペ ー ス 感覚 が 今度 は ポッ プ に そし て 
ハー ド に 広がる 。 厚 塗り の メロ ディ が や た ら と うる さい が 、 1 曲目 
あたり の 高揚 感 等 、 自 主 製作 の 低音 質 で は な くも っ と 響 いて 広がっ 
て ほし か っ た 。 そう いう 録音 の せい も あっ て 音 も 声 も 魂 に な っ て 、 
と に が くう る きい 。 が 、 し か し 、 ポ ッ プ で SF チッ ク で アメ リリ カン ・ 
コミ ッ ク な ワー ルド は 全開 。 ア トミ ッ ク ・ ル ー ス ター の 1 st が 大 シン 
フォ ニッ ク に な っ た みた いな 人 迫力 が ある 。 (松本 ) 








VINCENT DIONNE 
Destinatioms 
L P/GMD 1303-13 '89 年 





僕 は 、 カ ナダ の ロッ ク ・ シ ー ン に つい て あま り 詳 し く な く 、 キ ー 
ポー ド 奏 者 と 言う と シネ マ ・ ミ ュー ジッ ク の アミ ン ・ バ ティ ア と モ 
ロー 風 の ジ ャ ケッ ト に 包ま れ た ミッ シェ ル ・ ダ ン ナ 程度 し か 浮か ば 
な い 。 特に 昔 、 楽 器 メ ー カ ー で 聞い た アミ ン の デモ ・ シ ー ケ ンス ・ 
デー タ は 、 サ ンジ ュ リ アー ノ や バン コ も びっ くり の 壮絶 クラ シカ ル ・ 
ロッ ク で 、 シ ネ マ か ら リ リー ス さ れ た アル バム と は まっ た く 違 っ て 
いて 驚い た 。 さ て 、 本 アル バム も 2 人 の キー ボー ド 毒 者 と 1 人 の 管 
楽器 奏者 で 編成 され 、 ヴ ァ ン ゲ リ ス 風 の 叙情 的 な 雰囲気 で 幕 を 開け 
る が 、 攻 撃 的 な パー ト や エマ ー ソ ン を 想わ せる ピア ノ ・ パ ー ト も あ 
っ て 聞き 手 を 飽き させ な い 。 又 、 オ カリ ナ 、 フ ルー ト を メイ ン に し 
た 美しい 小曲 も 収録 され て お り 暖 か み を 加味 し て いる 。 (LUNA) 





VISIBLE WIND(Canmada) 
Catharsis 


LP/RSB 1262 '88 年 
CD/Visible Wind Music (番号 な し ) 
/ ポ ニー・ キ ャ ニオ ン PCCY 00672 





788 年 発表 の 自主 盤 と いう こと だ が 、 そ の サウ ンド は 新人 バン ド と 
は 思え な い ほ ど 。 全体 の 音 が 厚く アレ ンジ も し っ か り し て いて 聴く 
者 を 飽き させ な い 。 ジ ョ ン ・ ウ ェ ッ トン ・ タ イプ の ヴォ ー カ ル と 、 
トニ ー・ バ ンク ス 風 キー ボー ド と いえ ば 大 体 イ メー ジ は わか っ て も 
ら え る と 思う が 、 か な り プ リティ シュ ナイ ズ さ れ た 音 に 仕上 が っ て 
いる 。 又 、 4 分 以内 に 収まる 曲 は た っ た の 2 曲 で 大 半 が 5 分 を 越え 
る 曲 で 占め られ て いる と いう こと も 上 興味 深い 。 中 で も B① の 8 分 近 
くに 及ぶ タイ トル 曲 の 間奏 部 で 流れ る 、 オ バス ・ ア ヴァ ント ラ の 1 
st の A② の 始ま り を 思わ せる 様 な 子供 達 の ざわ めき と 雑踏 。 ま さ し く 
* カ タル シス "の 名 の と お り 、 豪 惹 を さそ う サ ウン ド で ある 。 CD は 再 
レコ ー デ ィング され 、 一 層 、 内 容 が 充実 し た 。 ( 林 ) 











VISIBLE WIND 
A Moment Beyond Time 
CD/Progressive PRO-002 "91 年 








2 nd。 "90 年 代 に 入っ て 、 ケ ベッ ク 系 ミュ ー ジ シャ ン の 底力 を 見 せつ 
けた 快 作 と 断言 で きる (発表 は '91 年 だ が 、 曲 ご と の クレ ジッ ト は '84 一 "90 
年 と バラ つき が ある )。 今 10 曲 、 さ ま ざ ま な テイ スト の 曲 が 散 り ば め ら 
れ 、 そ の 力量 の 幅 を デモ ンス トレ ーション する か の よう な 構成 で ある 。 
特筆 すべ き は 8 分 近い イン スト 曲 の ④。 硬 質 の シン フォ ニッ ク ・ ナ ン 
バー と し て は 近年 まれ な る 秀 曲 で ある 。 他 の 曲 も 総じて 出来 が よく 、 
さして 好き 嫌い を 分 け な い の で は な いか 。 歌 詞 は 英語 と 仏語 と ある が 、 
仏語 の 曲 の ほう が コー ラス も 含め て 数 段 仕 上 り は よい 。 さ ら に 、 生 ギ 
ター の み に よ る し っ と り と し た イン スト 曲 。 そ の 後に 続く ポッ プ な ヴ 
ォ ー カ ル ・ ナ ン バ パー 等 々 、 ア ル バ ム 1 枚 を 聴き 通せ ば 多く の リス ナー 
が 満腹 感 に ひ た れ る ヴォ リュ ー ム で ある 。 (ミワ ) 


VISIBLE WIND 
Emergence 


CD/Distribution Mezzo MZ 7001 
"94 年 
ポニ ー・ キ ャ ニオ ン PCCY 00671 





名 作 の 2 nd と 同 傾向 。 極端 に バラ エ テ ィ 豊 か な 楽曲 群 は 見 事 に 聴 
く 者 の 耳 を と りこ に する 。 冒頭 か ら 劇 的 か つ ダ イナ ミッ ク に 展開 し 
て いき 、14 分 後に は 突如 と し て ニュ ー・ エ イジ 調 の リリ カル な 曲調 
に 切り か わる 。 こ の あたり に バン ド の 類 ま れ な 資質 を 感じ る 。 後半 
の ヴォ ー カ ル 曲 に は 、 ダ モ 鈴 木 や マル コム ・ ム ー ニ ー の 声 が 聴こえ 
で きそう な 曲 、 ク 凡人 ジン の 分 人 イデ ンス アン ド o カ スケ イド 2 
を モチ ー フ に し た よう な 曲 な ど 、 ユ ニー ク な 好 曲 が 並ぶ 。 総 じ て 、 
"80 年 代 後半 以降 の 英 、 蘭 の ポン プ 勢 と は 明らか に テイ スト が 違っ て 
いて 異 味 深い 。 な お 、 デ ー タ ・ ク レジ ッ ト 未 着 の た め 、 断 言 は で き 
な い が 、 ギ タリ スト が か わっ て いる 気配 を 感じ る 。 (SA 





VOIVOD(Canada) 
Killimg Technolomy 


L P/(Ger.) Noise NO058 87 年 
CD/Noise N-00583 





ケベック で 982 年 に 結成 され 、'84 年 に 「War And Pain、」 で デビ ュ 
ー、 翌 年 の 「Rrro060aaarrr」 の 時 点 で 既に 怒り と 悲し み の ノ イズ を も 
っ て スラ ッシュ ・ メ タル の 中 で 特異 な 地平 に いた 彼ら の 転機 と な っ 
た 作品 。 ドラマー で コン セプト ・ メ ー カ ー の アウ ェ イ が 歌 詩 、 カ ヴ 
ァ ー を 担当 し 、 地 球 を 脱出 する 宇宙 船 は 彼ら の パイ オメ カニ カル な 
イメ ー ジ を 決定 し た 。 ピ ギー の 無機 的 ノイ ジー・ ギ ター に 変 拍子 が 導 
入 さ れ 、 ス ネイ ク の 冷め た ヴォ ー カ ル と 相まって 彼ら の 個性 が 確立 
され た と 言え よう 。 不 協和 音 的 リフ 構造 の 巧み な 展開 は 圧倒 的 破壊 
力 で ある 。 当 時 ひっ そり と 国内 盤 LP も リリ ー ス され て いた 。~Ravenous 
Medicine”′ (名 曲 ) は ビデ オ ・ ク リッ プ も 制作 され 、 猟 奇 的 世界 を 表 
現し て いた の が 印象 深い 。 彼 ら の 真 の スタ ー ト 地点 で ある 。 (中 島 ) 


VOIVOD 
imension Hatr6ss 


L P/(U.S.) Noise FW 44262 '88 年 
CD/Noise N-01063 





アウ ェ イ (VDGG や フロ イド を 愛 聴 し て いた ) が 導入 し た サイ バー・ 
パン ク 的 歌 詩 と コン セプト を 前 作 以 上 に 押し 出し 、 過激 さと イン テリ 
ジェ ンス の 奇跡 的 融合 を 見 た 傑作 。 冷酷 な まで に 精 級 さ を も っ て 突き 
刺さ る リフ 攻撃 を し て 、 現 在 と は 多少 意味 合い が 違う が 、 イ ンダ スト 
リア ル な る 呼称 が 出る の は 無理 も ちな い 。 そ れ 程 に 皮膚 を 刺激 する トゲ 
トゲ し い 不 協和 音 リ フ と 変則 的 構成 、 効 果 的 に 操作 され る SE、VOIVOD 
の 世界 は ここ で ひと つの 完成 を 見 た 。 強固 な 世界 ゆえ に スネ イク の 表 
現 力 の 向上 が 収まり きら な い 点 に 発展 の 余地 が ある 。 が 、 次 作 以 降 表 
面 化す る サイ ケ デ リッ ク 系 プロ グレ ッ シ ヴ 色 よ り も スラ ッ シ ー な 色 が 
前 面 に 出 て いる 分 、 迫 力 と 凄み 、 と いう 一 点 に お いて 全 作 品 中 最も 
VOIVOD ら し い 作 品 で ある と 確信 する 。 凄 いよ 。 (中 島 ) 








VOIVOD 
The Outer Limits 


CD/MCA MCAD-10701 93 年 
/MCA ビク ター MVCM-391 





MCA か ら の 最後 の 作品 と な っ た 通算 7 作 目 。 完全 に 脱 ス ラッ シュ 
を 果たし た 「Dimension Hatross」 以 降 、「Nothing Face」('89) 、 
「Angel Rat」('91) と 、 ど う も 焦点 が 定まら ず 、 ガ ツン と 抜け きれ 
な か っ た 彼 等 に とっ て は 、 そ の 薄い が どう し て も 破れ な か っ た 一 枚 
を 突き 抜け た 作品 と 言え 、 あ る 意味 で は それ まで の 集大成 的 な アル 
パム と も 言え よう 。 しっかり “歌う? よう に な っ た スネ イク は 、 そ 
れ で いて 往時 の 危な さ を 持続 し て いる し 、 硬 質 ギ ター に よる リフ の 
反復 も 、 リ ズム と の キレ の いい コン ビ ネ ー シ ョ ン で ます ます サイ ケ 
な 音像 の 中 で 映え る 。 ベ ー ス は セッ ショ ン ・ ミ ュー ジ シ ャ ン を 起用 。 
大 作 の の 途中 の スラ ッ シ ー な パー ト と ④ “ナイ ル の 歌 ” の 共存 も 心 
地 好い 。 (奥村 ) 





Negatron 
CD/A&M "95 年 
/ ポ ニー・ キ ャ ニオ ン PCCY-00833 





オリ ジ ナ ル ・ メ シバ ー で ある ヴォ ー カ リス ト の ドゥ ニブ プラ シン ジ 
ェ の 脱退 を うけ 新た に エリ ッ ク ・ フ ォ レ スト (b も 兼任 ) な る 人 物 
を 迎え て 制作 され た カナ ダ の 異端 バン ド の 最新 作 (通算 7 作 目 )。 一 
作 ご と に サウ ンド ・ ス タイ ル を 著しく 変化 させ る こと で 知ら れる 彼 
等 が バン ド の 顔 で ある ヴォ ー カ リス ト の 交代 と いう 変化” を 
取り 込ん だ だ け あ っ て 、 近 年 の サウ ンド か ら は か け 離 れ た ノイ ジー 
な リフ と 史 呼 型 vo を 主軸 に し た モダ ン な 音 を 呈示 し て いる 。 だ か ら 
と いっ て バン ド 初 期 の 方 向 性 に 立ち 返っ た 訳 で も な い の だ が 、 そ の 
ある 種 無機 的 な 音 の 感触 は VOIVOD の アイ デン ティ ティ ” と し て 一 
叶 し て いる よう に 感じ る 。 真 の 意味 で “プログレッシヴ ・ バ ンド ? 
た ろう と し て いる 。 今 の 時 代 稀有 な パン ド か も し れ な い 。 (石原 ) 











是 V0S VOISINS(Canada ) 


角 中 | eV 


2 L P/Polydor 2424 048 71 年 
nii- き meufe 5 


"OS VOINS" 


Holocquste q Monfreal 






















ヴォ ・ ヴ ォ ワ ザン は 770 年 代 初期 に 複数 の アル バム を 残し て いる 4 
人 組 。 本 作 が 何 枚 目 に 当る か は 不明 だ が 、 剛 、 柔 二 通 り の スタ イル 
で 奏で 分 け 、 味 わい の ある 作品 に 仕上 げ て いる 。 軸 と な る の は J. ペ 
ロン に よる オル ガン 、 ピ アノ ・ プ レイ で “ 剛 ′ の パー ト は オル ガン 
に パワ フル な ギタ ー、^ 和 柔 ? の 場面 で は ピア ノ を バッ ク に 美しい コー 
ラス 等 で 聴か せる 。 両 者 の 構成 比率 は ほぼ 半々 の 為 、 ど ちら が 本 来 
の 持ち 味 な の か 、 判 断 が 難し いと ころ 。 無 気味 な フラ ンス 語 の ヴォ 
イス が 続い た 後 で The Main Monster !"「 の シャ ウト と 共に 、 一 気 
に 弾け る B① は 、 シ ン セ 系 を も 存 分 に 駆使 し た ハー ド ・ プ ログ レッ 
シ ヴ の 秀 曲 。 ま た 、A② や A④ は 素朴 な 味わい と メロ ディ ー・ ラ イ 
ン の 美 し さ が 際立つ 歌 物 仕立 て の 好 ナ ン パ バー。 (江田 ) 


WARLORD 
Deliver Us 
CD/ ア ポロ ン APCY-8179 '83 年 





'83 年 当時 の L.A. で は 異質 な 存在 だ っ た 様式 美 系 パンド の 1 st。 メ 
ロディ ・ ラ イン の セン ス は 良い が 、 北 欧 産 の 透明 感 の ある 疾走 タイ 
プ と は 違い 、 ミ ディ アム ・ テ ン ポ が 中 心 (速い 曲 も ある が 疾走 は し 
て いな い ) で 、 曲 の タイ トル 、 歌 詞 は オカ ルト 的 要素 も 感じ られ る 。 
メン バー に は 芸名 が あり 、 宣 材 写真 は 一 切 無い な ど 、 バ ンド 自体 に 
も 神秘 性 を 持た せ て いた 。 結 成 時 の 中 心 人 物 の 1 人 、 サ ンダ ー・ チ 
ャ イル ド (ds) は 現 FATES WARNING の マー ク ・ ゾ ンダ ー。 途 中 参 
加 す る 現 SAHARA の key、 ダイ アン ・ ア レン ズ は セン ティ ネル と 名 乗 
っ て いた 。 初代 vo の ダミ アン ・ キ ング は 本 作 発表 の 翌年 脱退 、 ダ ミア 
ン ・ キ ング II 世 が 加入 ( 笑 ) 。 尚 、 国 内 盤 CD は 1 st の 6 曲 に 、 後 に 出 
る 12inch、 ラ イヴ ・ ア ル バ ム 等 か ら 追加 収録 し た ベス ト 物 。 (川上 ) 





WATCH TOWER 
Energetic Disassemhly 


LP/ Zombo 番号 な し '8S 年 
CD/Institute of Art RTD 397. 0082. 





テキ サス 出身 の 4 人 組 の 自主 制作 デビ ュー・ ア ル バ ム で 、 当 時 の 
ライ ン ナ ッ プ は ジェ イソ ン ・ マ クマ スタ ー(vo)、 ビ リー・ ホ ワイ ト 
(BA 二 ウッ ク 32 グ の 218 りー( DR 証 RCZ280 ラ カレ 1(GS)78 つ 7 生み グ クニ 
カル ・ ス ラッ シュ ” と 呼ば れ た 彼 等 の サウ ンド は 、 読 ん で 字 の 如 し 、 
ハイ ・ テ クニ ッ ク に 裏打ち され た 複雑 で 目まぐるしい こと この 上 な 
い ス ラッ シュ ・ メ タル 。 の っ け か ら リ フ に 炊 ぐ リフ 、 リ ズム ・ チ ェ 
ンジ に 次 ぐ リ ズム ・ チ ェ ン ジ で 、 ハ イ ・ ト ー ン と いう より は “ 金 切 
り 声 ” に 近い ジェ イソ ン の ヴォ ー カ ル も 含め て 、 ハ ッ キ リ 言 っ て 全 
曲 通 し て 聴く と 疲れ る 。 特 に ドラ ム の 忙し さ は 凄まじ いも の が ある 
だ ろう 。 完成 度 は と も か く 、 こ こま で や っ て し まっ た と いう 点 は 元 
祖 的 存在 と いう こと も 含め て 素直 に 評価 し た い 。 (奥村 ) 


WATCH TOWER 
bontrol And Resistance 


LP/Noise N 0140 '89 年 
CD/Noise N 0140 
/ ビ ピク ター VICP-8006 


た YKP mltALS Sd 





シン ガー と ギタ リス ト を それ ぞ れ アラ ン ・ テ ッ シ オ と ロン ・ ジ ャ 
ー ゾ ン ペ ベク に 代え て の セカ ンド 。 デビ ピュ ー 作 が 、 若 さ に まかせ て と 
に か く 凄 いこ と を や っ て し まえ 的 な ノリ の 上 に 出来 上 が っ た も の と 
すれ ば 、 本 作 は 、 そ の アイ ディ ア を より 整理 し 、 練 っ た 結果 が 楽曲 
の 所 々 に 表 わ れ て いる 。 テ クニ ッ ク の 凄まじ さも さら に 強調 。 が 、 
その た め 音 像 が ずっ と 無 気 質 に な り 、 曲 と いう より は テク ニッ ク 
博覧 会 。 に な っ て し まっ て いる も の の 、 リ スナ ー の 多く は それ を 人 望 
ん で いる の だ か ら 問 題 な いか 。 ア レン ジ に 海 れ ば 凝る 程 、 フ レー ズ 
の “つぎ は ぎ ” 的 な も の に な っ て いく の は 仕方 な い の だ ろう 。 そ ん 
な 中 で 、 同 じ ^ 金 切り 声 ” 系 だ が 、 前 任 者 より も ずっ と 歌 心 の あり 
そう な アラ ン は 、 ひ た すら 頑張 る 。⑤ に その 成果 が 出 た 。 (奥村 ) 








呈 りり WHITE WING 
We / 2 White Wimg 
Nm | 2 LP/ 番 号 な し "2 年 








メロ トロ ン の ふん だ ん な 使用 で 人 気 の あ る エイ ジア (J. ウ ェ ッ トン 
の じゃ な い ) の 前 身 に あたる バン ド 。 本 誌 で も 最初 に 紹介 され た 時 に 
は 絶賛 され て いた 。 確か に 本 作 に も メロ トロ ン は 使用 され て お り 耳 に 
心地 良い も の だ が 、 そ の 後発 見 され た エイ ジア が ハー ド ・ ロ ッ ク と 言 
える の に 対し 本 作 で は 特に ハー ド ・ ロ ッ ク と も プロ グレ と も 言え な い 
中 途 半端 な サウ ンド 。 そ うい う 曖 昧 な スタ イル に も か か わら ず 本 作 に 
ファ ン が 心 魅 か れる の は 恐らく は その メロ ディ ー の 良さ の た め だ ろ う 。 
2 、3 日 も 聴い た 後 で は いつ の 間 に か ロロ ずさん で いた りす る の で ある 。 
と は いえ 、 メ ロト ロン が 入っ て な けれ ば 2 回 聴い て いな い だ ろ うし 、 
そもそも 買っ て も いま い 。 マ ニア 好み の マイ ナー な 秀作 で は ある が 、 
CD に な っ て も ベス ト セ ラー に は な ら な そう 。 (森下 ) 





WHITE WIT6H 
White Witch 
LP/Capricorn CPO107 72 年 





サイ ケ な シン セ & ギタ ー の 中 か ら 呪 文 の 湧き 上 が る A①、 印 象 的 
な ピア ノ と オル ガン に 導 か れる イン スト A② で ドラ マチ ッ ク に 幕 を 
開け る 彼ら の 1 st アル バム 。 ポ ボッ プ で 良質 な メロ ディ を 凝っ た アレ ン 
ジ で 聴か せ 、 全 体 の 印象 と し て は ワウ を 多用 する ギタ ー、 多 彩 な キ 
ー ボ ー ド ・ コ ー ラ ス ・ ワ ー ク 等 か ら プ ログ レ 寄 り の ユー ライ ア ・ ヒ 
ー プ と いっ た 感じ 。 vo の 能 天 気 な シャ ウト が 好み を 分 ける か も し れ 
な い が 、 演 奏 ・ 歌 唱 ・ 録 音 共に 水準 が 高く 安心 し て 聴け る 。 ポ ッ プ 
な が ら 変 拍子 を 含み 展開 の 多い A④ や 、 カ ッ コ いい ファ ー ス ト ・ ナ 
ン バ ーB③ も ⑨③。 案外 知 られ て いな い 様 で 、 や や 印象 も 小粒 で は あ 
る が 、 下手 な 高額 廃盤 より よっ ぽ ど 楽し め る と 思う 。 74 年 に 2 nd ア 
ル バ ム を 発表 する が 、 プ ログ レ 色 は 大 きく 後退 し て し まう 。 (中 ) 
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WINDSWAY (Ganmada) 
Sunhearth 


L P/(private press) WRC 1-1205 ”? 年 


天 / の 7 の 





0027007/2 


トラ ッ ド を ベー ス に し た フォ ー ク ・ ロ ッ ク ・ グ ルー プ 。 きめ 細 や 
か で お だ や か な サウ ンド の 上 を 清 禁 な 女性 ヴォ ー カ ル が た な びく 風 
の よう に 歌う 。 正 に WINDSWAY と いっ た 感じ だ 。 さ わ や か な アメ リ 
カ 大 陸 の 風 と 、 ヨ ー ロ ッ パ の 叙情 が ミッ クス され て 、 カ ナダ に は こ 
うし た 独特 の 音 が 生ま れる の だ ろう 。 コ ー ラ ス 、 ア コー ステ ィ ッ ク ・ 
ギタ ー、 ロ ー ズ ・ ピ アノ 、 オ ル ガ ン 、 フ ルー ト 等 の ソフ ト な 演奏 も 
る 8 ( 奏 田 ) 


WITHOUT WARNING 

Believe 

CD/ ゼ ロ ・ コ ー ポ レー ショ ン XRCN-1238 
'95 年 





ニュ ー ヨ ー ク を 拠点 に 活動 する 5 人組 の セカ ンド ・ ア ル バ ム 、。 彼 
等 の 楽曲 と いう の は 、 テ クニ カル で 複雑 な イン スト ・ パ ー ト を ポ 万 目 
に 、 ど こ か ライ ト な 印象 を 与え る LA メタ ル 的 メロ ディ に より 、 一 聴 
し た 限り で は それ ほど の イン パク ト を 受け る こと は な いか も し れ な 
い 。 ま た 、 こ の 手 の バ ンド の 多く が 好む 、" 劇 的 プク ラ シ カ ル 路 線 ? 
へ の 執着 は キー ボー ド の サウ ンド ・ メ イキ ング 等 も 含め て あま り 感 
じ ら れ ず 、 独特 の スケ ー ル 感 を と も な っ た オリ ジ ナ ル な サウ ンド を 
求め て いる よう だ 。 70 年 代 の 米国 産 プ ログ レ ・ バ ンド 等 を 下地 に 、 
HM を 含む 様々 な 要素 が 加味 され て いる の だ ろう 。 本 作 に お いて は 、 
いずれ も 各 パ ー ト と 楽曲 の メロ ディ が 噛み 合っ た ③⑦ と いっ た ナン 
バー に 、 そ うい っ た 役 等 特有 の 色 が 凝縮 され て いる 。 ( 首 沢 ) 





WITSEND 
Cosmos Amd Chaos 
CD/Entropy 927608 '93 年 





詳細 不明 の g 、 key、 ds の 3 人 組 。 "93 年 の 作 。 本 拠 地 は 一 応 オ ハイ 
オ の よう だ が 、 ギ ュ ン ター、 一 ヴィ ッ チ 方 面 の ファ ミリ ー・ ネ ー ム 
か ら す る と 移民 の 歌 か ? わずか に 叙情 性 を 残し た へ ヴィ ・ シ ン フ 
ォ ニ ッ ク ・ サ ウン ド と 、 生 ギタ ー を 軸 に し た 小曲 が ご 丁寧 に も 交互 
に 現われ る 。 攻撃 と 休息 、 ヒ ッ ト ・ ア ンド ・ ア ウェ イ 。 ま る で A. フ 
ィ リ ッ プ ス と EL&P、UK 等 が 同居 し よう な 構成 。 だ が 、 沙 を 知ら 
な い 川 の 如く た れ 流 され る 根性 無し シン フォ 系 と 異な る この あま り 
に も の 手法 が 何故 か 響き が 良い 。 ス タ ミ ナ 切れ を 露呈 させ な い 攻 撃 
の 長 さ も 要因 の ひと つか 。 (川上 ) 


WO0RLD TRADE 
World Trade 
CD/ ポ リド ー ル P25P20284 '89 年 





か つて レニ ー・ ウ ルフ (vo) と 共に STONE FURY を 組ん で いた プ 
ルー ス ・ ゴ ウデ ィ (g) が 結成 し た 新 バ ンド 。 一 方 、 レ ニー・ ウ ル 
フ が HR の 様式 に 寄り 添う 形 で KINGDOM COME を 始動 させ た こと は 
御存知 で あろ うか 、 遅 れ て 姿 を あら わし た この ワー ルド ・ ト レー ド 
は 純 プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク の 様式 を 意識 し た も の と な っ た 。 よ っ 
て HR 色 は ほとん ど な い 。YES か ら そ っ くり 受け 継い だ ハー モニ ー 主 
体 の ヴォ ー カ ル 、 演 奏 、 構 成 な ど レ ベル は 高い が 、 一 作 目 に し て 老 
成 し た か の よう な この 落ち 着き に 居心地 の 悪さ を 覚え た 。 平 凡 な プ 
ロ デ ュ ー ス も 音楽 の 勢い を 抑止 する 方 向 に 作用 し て いる の が 残念 だ 。 
の よう に 発展 を 期待 させ る 秀 曲 も 含ま れ て いる 。 で も 、` そ っ くり 
大 賞 ” 的 な 曲 だ け は 勘弁 し て よね 、 実 力 あ る ん だ か ら 。 (古田 ) 








WORLD TRADE 
Eunhoria 


CD/Magna Carta MA-9005-2 '95 年 
/ ア ポロ ン APCY-8279 





志 れ た 頃 に 帰っ て きた 2 作 目 。 案の定 マグ ナ ・ カ ル タ ・ レ ー ベ ル 
か ら リ リー ス さ れ た 。 相変わらず 異様 に 洗練 度 の 高い 内 容 で 、 ミ デ 
ィ ア ム ・ テ ン ポ の ナン バー を 中 心 に 90125 イ エス を 通過 し た ポッ プ で 
タイ ト な 曲 が 並 ぶ 、 テ クニ カル な 素地 を 前 面 に 押し 出す で も な く 、 
あく まで 歌 メロ を 重視 し て いる 。 無菌 的 人 工 空間 は ロッ ク と いう 形 
の ひと つの 進化 型 と は 確か に 言え る が 、 こ れ も ア メリ カ の 感性 な ら 
で は か 。 中 心 人 物 ビ リー・ シ ャ ー ウ ッ ド 自身 の プロ デュ ー ス は 細部 に 
渡っ て クオ リティ を 高め て お り 、 好 み は 別 に し て も バン ド の 質 は 第 
一 級 と し て 認め られ る だ ろう 。 イ エス の 「Talk」 ツ アー に シャ ー ウ 
ッ ド が 参加 し た 縁 ち ちあ っ て か 、 ク リス ・ ス クワ イア が 2 曲 ベ ペー ス で 
参加 し て いる の も 話題 に な っ た 。 職 人 的 技巧 派 ぶ り が 見 事 。 (中島 ) 








WRABIT(Canmada) 
Wrough & Wready 


LP/MCA-5268 81 年 
CD/MCA ビク ター MVCM-350 











WuelsMrApy 





カナ ダ の HR バ ンド の デビ ュー・ ア ル バ ム 。 ツ イン ・ ギ ター と キー 
ボー ド を 擁する 6 人 組 で 、 抜 群 の 作曲 能力 と セン ス を 持ち な が ら も 、 
どう も 小粒 な HR に 終始 し て し まっ た 点 が 惜しま れる 。 ギ タリ スト や 
キー ボー ディ スト の 志向 が も う 少 し 違う 方 向 を 見 て いれ ば 、RUSH や 
TRIUMPH の よう に ヒッ ト 曲 を 出し な が ら も 様々 な サウ ンド 展開 が 望 
め た の に ……・ と 思う が 、 ど ちら か と いう と アメ リカ ン ・ プ ログ レ ・ 
ハー ド の 商業 的 成功 組 の 路線 を 狙 っ て し まっ た の だ ろう 。 が 、 本 作 
収録 の や の ⑦⑨ を 始め 、 彼 等 に は 名 曲 と 呼べ る 3 分 台 の 小曲 が 多数 あ 
る の も 事実 だ 。 本 作 以 降 シ ング ル ・ ギ ター と な り 、 そ の ギタ リス ト 
と シン ガー が 主導 権 を 握っ て メン バー・ チ ェ ン ジ を 繰り 返し な が ら 
サー ド ま で 発表 。 い い 曲 を 書く バン ド だ っ た 。 (奥村 ) 
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YANNI 

Optimystic 

L P/Varese Sarabande STV 81215 
"80 年 





アメ リカ 在住 の ギリ シャ 人 ヤニ ー は 、 そ の 才能 が 認め られ て 、 プ 
ライ ヴェ ー ト ・ ミ ュー ジッ ク か ら 現 在 ま で に 3 枚 の アル バム を 発表 
し て いる が 、 彼 は すでに '80 年 、 サ ウン ド ・ ト ラッ ク 専 門 レ ー ベ ル で 
ゴ プ リン の 作品 な ども リリ ー ス し て いる ベア ス ・ サ ラバ ンド か ら 、 
ファ ー ス ト を 出し て いる 。 多種 多様 な キー ボー ド 類 を 操り 、 時 に は 
じっくり と その 端々 し い ピ アノ を 聞か せる な ど 、 並 の シン フォ ニッ 
ク ・ バ ンド より も 造 か に 圧倒 的 で ある 。P・M レ ー ベ ル ・ デ ビュ ー 
以前 の 彼 は 、 精 力 的 に ライ ヴ 活 動 を し て お り 、「 プ ロフ ェ シ ー」 他 の 
た くさ ん の カセ ッ ト 作 品 や タイ トル の つい て いな い 未 発表 作品 が 多 
数 存在 する 。 そ の 中 に は 、 ピ ンク ・ フ ロイ ド の `One Of These Days” 
の ライ リヴ 録音 も 含ま れ て いる 。 (田中 ) 


YEZDA URFA 
Boris 
LP/(private press) 番号 な し '7S 年 





マッ カー サー の 1 st、 オ クト ー バ パー の 2 nd、 ク ィ ル 等 、 当 時 か ら 
ロク に 売ら れ て いな い 超 レア ・ 高 価格 作品 群 に 肉 迫 する レア さと 20 
万 近い 価格 。 針 を 落と す と いき な り ト レー ダー・ ホ ー ン の 様 な 2 人 
の ヴォ ー カ ル 、 そ の 後 ち ゃ ん と プロ グレ に な る が 、 2 分 足ら ず の 2 
曲目 で は バン ジョ ー か き 鳴 らし て C&W 風 。3 、4 曲目 で は アレ ア や 
マグ マ を 思わ す ダ イナ ミッ ク さ を 披露 し て くれ る 。 サ ムラ 等 に み ら 
れる ユー モラ ス さ は 私 は 嫌い だ が 、 本 作 か ら そ の 奇妙 さ を 削 ぎ 落 と 
し 再 録音 され た 「 セ イク レッ ド ・ バ ブー ン 」 よ り 本 作 の 方 が 数 倍 の 
イン パク ト が ある 。` 芸 術 は 爆発 だ "を 地 で 行く 様 な 、 溢 れる 才気 穫 
発 さ を その まま ぶち 込ん だ 奇怪 な 大 作 、 大 傑作 で ある 。 整合 性 に は 
欠け る の で ヨー ロッ パ 風 の 美学 を 求め る 向き に は ダメ か も 。 (森下 ) 





YEZDA URFA 
Sacred Bahonn 


CD/Syn-Phonic SYNCD 8 "76 年 
/ マ ー キ ー MAR 95144 





ジッ ケ で 引い て は いけ な い 。 ア メリ カ の 自主 制作 系 プロ グレ ッ シ 
ヴ の 中 で も 代表 作 た りう る 傑作 セカ ンド 。 一聴 し て イエ ス と ジェ ン 
トル ・ ジ ャ イア ント を 合体 させ た よう だ 、 と 思わ な い 人 は いな い 。 
全編 を 貫く 疾走 感 と た た みか け の スリ ル は 相当 な も の で 、 各 パー ト 
の か ら み も 面白 い 。 引 き の 叙 情 よ り も ロッ ク っ ぽ さ が 先 に 立つ 所 が 
ポイ ント で ある 。776 年 発表 。 メ ロディ アス さも 込み だ が 、 パ シ パ シ 
ッ と し た 切れ の 中 で 次 々 と 押し 寄せ る 「 い か に も 」 な 複雑 ・ 変 拍子 
の 嵐 は 楽曲 の 演奏 派 の リス ナー に か な り の イン パク ト を 放つ は ず だ 。 
構成 力も ずば抜け て お り 、 決 し て 一 筋 縄 で て いか な い 。 ア コー ステ ィ 
ッ ク 技 や パー カッ ショ ン は 飛び 出す わ で 一 気 に 聴 か せる 。 濃 い 。 

(中 島 ) 


YVES ET TOUP(Canada) 
Yves Et Toup 
LP/Trans-World TI 6024 "? 年 





SEGUIN の 出身 地 ケ ベッ ク の La Macaza は 夜 に な る と 本 当 に 3 rd LP 
の 裏 ジ ャ ケ の よう だ 。 星 に 手 が 届き そう に な る 静か な 美しい 場所 で 、 
SEGUIN が 当時 活動 し て いた 小屋 も 今 で は 誰 も いな い が 、 正 に 彼ら の 
目指 し た 自然 回 帰 の 原点 は に ここ な の で あろ う 。SEGUIN の メン バー で 
あっ た Yve Clontier が R.Toupin と 2 人 で 作り あげ た この アル バム も 
また 、 美 し い 風景 の 裏 ジ ャ ケ と 共に 夢み る よう な 作品 で あっ た 。 特 
に B 面 を 覆う 瑞 々 し い 叙情 。 う た は 、SEGUIN の 3 rd. 4th に 劣ら ぬ カ 
ナダ 最高 の 内 容 だ ろう 。 ど こま で も 続く 大 地 。 草 原 の よ うに 温か さ 
と 哀 基 を た た えた 夢 が ファ ンタ ジッ ク に 広がっ て ゆく 。 ( 奏 田 ) 








ZAZEN 
Mystery School 
CD/Terra Nova TND-9003 "91 年 





ザ ゼ ン と いう グル ー プ 名 及び イン サー ト の イラ スト か ら メ ディ テ 
イシ ョ ナル な ニュ ー・ エ イジ と 思っ て CD を 聴き 始め た 。 最初 の うち 
こそ 思い どおり だ っ た が 、 非 常に リリ カル で あっ た り 、 突 然 ド ライ 
ヴ 感 に 富ん だ テク ニカ ル な ジャ ズ ・ ロ ッ ク に 変身 する 。 果 た し て 、 
CD と いっ し ょ に 送ら れ て きた バイ オグ ラフ ィ を 読ん で 納得 し た 。 ザ 
ゼン は ベー ス 、 ギ ター、 キ ー ボ ー ド 、 ド ラム ス か ら 成 る 4 人組 で あ 
る が 、 ベ ー シ ス ト は 何と ディ キシ ィ ・ ド レッ グ ス の オリ ジ ナ ル ・ メ 
ン バ ー。 あ の 名 作 「What If」 に も 参加 し て いる 。 ま た 、 他 の メン バ 
ー も ジャ ン ・ リ ュ ッ ク ・ ポ ン テ ィ と 共演 し た 者 等 、 ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク 、 
フュ ー ジ ョ ン 界 で 鳴ら し た 者 達 で ある 。 そん な 彼ら の 演奏 は 極め て 
テク ニカ ル で 安定 し て お り 、 面 白 味 に 富ん で いる 。 (賀川 ) 





ZAZU 
Zazu 


L P/Wooden Nickel BWL 1-0791 
'75 年 





ステ ィ ク ス と 同じ Wooden Nickel レ ー ベ ル よ り 一 作 で 消え た ザ ズ ー。 
75 年 に リリ ー ス され て いる が 、 同 年 すでに ステ ィ ッ クス は A&M に 移 
籍 し 5 作 目 「 分 岐 点 、 を リリ ー ス し て いる 。 こ の ザ ズ ー、 ス ティ ッ 
クス の 1 一 4 作 目 (個人 的 に は 3 作 目 が ベス ト ) の 流れ を 継承 し た 
弟 バ ンド 的 性 格 を 有 し て お り 、 こ れ ら や カン サス 、 ジ ャ ー ニ ー の 活 
動 が 、'76 年 ボス トン 成功 の 下地 に な っ た こと は 言う まで も な い 。 広 
い ア メリ カ 、 ヨ ー ロ ッ パ 諸国 に 比べ ベ メ ジャ ー・ デ ビュ ー の 競争 率 も 
高く 、 演 奏 力 ・ 歌 唱 力 等 安定 し て いる バン ド が 多く 、 こ の ザ ズ ー も 
例 に 漏れ な い 。 全 体 的 に シン セ サ イ ザー が 効果 的 に 使わ れ て いる が 、 
A 面 の 4 曲 は これ と っ た 印象 が 残ら ず 、B① の 10 分 以上 の 組曲 が こ 
の 作品 の 目玉 で あろ う 。 (吉野 ) 








7 ラジ 











Z0N (6amada) 
Astral Progector 
L P/Epic PEC 90442 78 年 














3 枚 の アル バム を 残し て いる ゾン は 、 78 年 に エピ ッ ク か ら デ ビュ 
ー。 ヴ ォ ー カ ル か ら ハ ー モ ニー の 入れ 方 まで 、 殆 ど ス ティ クス に そ 
っ くり 。 特 に 1 曲目 の ` プ ッ ト ・ オ ン ・ ザ ・ シ ョ ウ ” は 、「 グ ラン ド ・ 
イリ ュー ジョ ン 」 の 頃 の ステ ィ ク ス そ の まま と いっ た 感じ で 、 同 ア 
ル バ ム の 中 に 収め られ て いた と し て も 気付 か な い 程 に 似 て いる 。 時 
期 的 に 見 て も 、 ス ティ ックス の 成功 に 触発 され て 結成 され た の は 間 
違い な い だ ろ う 。 一 番 の 魅力 と 言え ば 、 多 彩 な が キー ボー ド 類 と な る 
が 、 7 分 強 の 大 作 以 外 は 全体 的 に 短め で ポッ プ 。 そ の 大 作 に お いて 
も 期待 の ソロ ・ パ ー ト は 短 か く 、 長 いと いっ た ら メ ン バ パー 全員 の 胡 
の 毛 と 鼻 の 下 ぐ らい か 。 初 回 は ブル ー・ レ コー ド 。 (田中 ) 


V. AL. 
BeVond Rock 
CD/For Art Sake FAS 192CD '92 年 





ワシ ント ン 州 シア トル の 新進 レー ベル For Art Sake の サン プラ ー 
CD。 コ メン ト に 『 シ アト ル の Other Side”』 と 銘打っ て ある の は 、 
今や 同 地 が Sub Pop に 代表 され る よう な メジ ャ ー と マイ ナー を 横断 
する アー バン ・ ロ ッ ク の 展 源 地 と し て 広く 認知 され て いる た め だ ろ 
う 。 こ ちら の レー ベル は 、Djam Karet 風 イン プロ ヴィ ゼー ショ ナル ・ 
ロッ ク や カン タ ベ リ ー 臭 の する ハイ テク ・ ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク と も ろ 
MAROQUEE 向 け で 総じて レヴ ェ ル も 高い 。① や ⑩ な ど は 早く フル ・ 
アル バム が 聴き た く な る くら い カ ッ コ 良い 。 (古田 ) 





V. AL 
Past、Present、Future 
LP/Syn-Phonic SYNPHO 10 '90 年 





タイ トル の 通り 、 当 時 の 過去 (ハッ ピー・ ザ ・ マ ン 、 イ ェ ツ ダ ・ 
ウル ファ 、 リ フト 、 ネ ザー ワー ルド ) 現在 (ナウ 、 カ ラバ ン 、 ジ ャ 
ム ・ カ レッ ト 、 エ ピ ソ ー ド ) の グル ー プ を 集め て シン フォ ニッ ク ・ 
ロッ ク の 未来 を 探る 、 と 言う オム ニ バ ス 。 イ ェ ッ ダ ・ ウ ルフ ァ (1 
st 収録 曲 )、 ハ ッ ピ ー・ ザ ・ マ ン (「Beginings」 収 録 曲 ) を 除い て は 
全て 未 発表 新 録 で クオ リティ も 仲 々 。 古 い 所 で は リフ ト が アル バ 
ム と 違っ た イエ ス 風 の 新生 面 を 聴か せ 印 象 深 い 。 一 方 の 若手 組 で は 
ジャ ム ・ カ レッ ト が 外し て いる の が 痛い が 、 他 の 3 組 は か な り 力 の 
入っ た 曲 で 、 い づれ も が その 後に ( 彼 等 な り の ) ベス ト 作 を 出す の 
に つなが る 。 た だ 、 本 当 に シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク の 未来 が ここ に 
あっ た か は 意見 の 分 れる 所 だ ろう が 。 (中 西 ) 


な weWW| VA 
Tales From Yesterday 


CD/Magna Carta MA-9003-2 '95 年 
/ ア ポロ ン APCY-8277 





国内 発売 は 「The Moon Revisited」 が 先 だ っ た が 、 本 作 が マグ ナ ・ 
カル タ ・ レ ー ベ ル の トリ ビュ ー ト 物 第 1 弾 、 イ エス 編 で ある 。「The 
Moon 一 」 が 完 コ ピ だ っ た の に 対し 、 こ ちら 約 12 組 の アー ティ スト が 
独自 の アレ ンジ で イエ ス を 料理 し て いる 。 複 雑 な 曲 構成 を 持つ イエ 
ス の 曲 の 方 が 、 逆 に フロ イド より は イジ リ や すい の か も し れ な い 。 
企画 物 と し て は フロ イド 編 よ り 成 功 し て いる と 思わ れる 。 イ エス 関 
係 者 自ら が トリ ビュ ー ト し て どう する と いう 数 名 も いる が 、S・ ハ 
ウ と アニ ー・ ハ ズラ ム に よる “世紀 の 曲り 角 ′ が 間違い な く ベ スト ・ 
テイ ク 。 その 他 、 レ ー ベ ル お 抱え の バン ド や 、R・ ウ ェ イ クマ ン の 
息子 、 何 故 か ステ ィ ー ヴ ・ モ ー ズ も 参加 し て いる 。 ジ ャ ケ と ロゴ ・ 
デザ イン は ロジ ャ ー・ デ ィ ー ン と いう 凝り よう で ある 。 (川上 ) 








V.A. 

The Moon Revisited 
PINK FLOYD Trihute- 
CD/ ア ポロ ン APCY-8274 95 年 





ロッ ク 史 上 最大 の セー ルス を 今 尚 続け る 怪物 アル バム 「The Dark 
Side Of The Moon」(73)。 ピ ンク ・ フ ロイ ド ・ ト リピ ビュ ー ト の 仕 
掛 人 は 、 や は りこ の 人 、 マ イク ・ ヴ ァ ー ニ ー。 NAGELLAN、SHADOW 
GALLERY、CAIRO、ENCHANT、 復 活 し た WORLD TRADE、ROBERT 
BERRY、 そ し て フロ イド 完 コ ピ ・ バ ンド の Dark Side Of The Moon 
( 笑 ) の マグ ナ ・ カ ル タ ・ オ ー ル ・ ス ター ズ ? が 「 狂 気 」 に 挑む 。 
特異 な キャ ラク ター、 芸 風 を 持つ アー ティ スト な り 、 バ ンド な り が 、 
よく 知ら れ た 曲 を カヴァ ー す る こと に より 、 逆 に その 体現 者 の 異質 
性 が 浮か び 上 が っ て くる 結果 を 生じ る が 、 本 作 は その 正反対 。 各 々 
の アー ティ スト の カラ ー は すべ て 巨大 な 「 狂 気 」 に 飲み 込ま れ 、Brain 
Damage′ で の 不気味 な 笑い 声 す ら 聴こえ て こない 。 (川上 ) 





TOUCH, GRACIOUS, STRAY DOG 
Buried Treasures 


CD/Renaissance RCD 1006 
94 年 (68 一 "74 年 録音 ) 





この 3 バン ド の 未 発 テ イク を どれ 程 の 人 が 喜ぶ か イチ モツ に 不安 
が ある 。TOUCH (AMERICAN TEARS の 後進 で 、'80 年 の 第 一 回 モ 
ンス ター ズ ・ オ ヴ ・ ロ ッ ク に 出 た 方 で は な く 、 古 い 方 の 奴ら ) は 、 
キー ボー ド 中 心 の ポッ プ で ジャ ジー な 展開 も 見 せる 14 分 に 及ぶ 映画 
音楽 用 に 作ら れ た テイ ク が 聴き 所 。 GRACIOUS は デビ ュー 前 の セッ 
ショ ン を 収録 。 キー ボー ド が くど い BEATLES、 BAD FINGER 系 の 軽 
め の 4 曲 。STRAY DOG は "773 年 の レデ ィング ・ フ ェ ス の ライ ヴ が 中 
心 。 ブ ルー ジィ な イン プロ ヴィ ゼー ショ ン が 展開 され る ハー ド ・ ロ 
ッ ク 。 時代 を 感じ る 3 バン ド で す 。 (川上 ) 





7 ラ ブラ 

















































































































TURN ON,TUNE IN,DRUP 0UI 


@ 星 野 夏実 





JEFFERSON AIRPLANE 























7 うち ぢ 








GRATEFUL DEAD 


…… 


QUICKSILVER MESSENGER SERVICE 


サイ ケ デ リッ ク な 'B0 年 代 ア メリ カ の 記 懐 

サイ ケ デ リッ ク ・ ロ ッ ク を 中 心 に 60 年 代 の アメ リカ の 全体 
像 を まとめ て くれ と の お 達し だ 。 さ て 困っ た 、 な ん で も あり の あ 
の 時 代 を 簡潔 に まとめ られ る 訳 が な いし 、 第 一 サイ ケ デ リッ 
ク ・ ロ ッ ク な ん て も の は 実態 が な い の だ 。 フ ォ ー ク ・ ロ ッ ク や ブ 
ルー ス ・ ロ ッ ク 等 は 形態 を 持ち 込ん だ 音楽 と し て 説明 が つく 
が 、 サ イケ の 場合 は そう も いか な い 。 要 する に 究 囲 気 な の 
だ 。PSYCHEDELIC と いう 造語 を 分 解す れ ば PSYCHE 
( 仏 ・ 魂 ) と DELIC (幻覚 剤 ) と な る 。 一 般 的 に は ` 幻 覚 / が キ 
ー ワ ー ド と な る が 、 私 は ` 魂 ? を 本 質 と 見 る 。Turn On, Tune 
In, Drop Out の Tune In が 鍵 だ 。 音 楽に 精神 の 波長 が 合わ 
せら れる か 否 か な の で ある 。 

文化 面 か ら 見 た 60 年 代 は オル タナ ティ ヴ の 追求 、 つ まり 
脱 西欧 、 脱 資本 主義 脱 テ クノ ロジ ー と いっ た 既成 構造 に 対 
する アン チ テ ー ゼ 表 出 の 時 代 と な る 。 前 提 条 件 の 一 つ に ビ 
ー ト ニク ス が ある が ~` 神 聖 な 原 始 人 "と 称 さ れ た ニー ル ・ キ ャ 
サディ を 唯一 人 の 例外 と し て 青白 き エ リー ト 連 中 で あり 、 ま た 
後に ヒッ ピー の 教典 と 持 中 され る 書物 の 大 半 が 論文 ・ 研 究 
書 の 類 で ある 事実 も 見 逃 が せ な い 。 

アシ ッ ド ・ テ スト を 主催 し 、 グ レイ ト フ ル ・ デ ッ ド を 見 い 出 し 
た (トム ・ ウ ルフ 著 『 ク ー ル ・ ク ー ル LSD 交感 度 テ スト 』 に 詳し 
い ) ケン ・ キ ー ジ ー の 処女 作 『 カ ッ コ ー の 巣 の 上 で 』」(62 年 ) 
は 、 マ イノ リティ で 日 常 的 に 幻覚 剤 を 用 いる イン ディ アン を 語 
部 と し た 。 現 在 で も 儀式 に 幻覚 剤 を 使用 する 部 族 は 多い が 
それ は 純粋 に 神聖 な も の で あっ て 、 ア シッ ド ・ テ スト で の 使用 
と は ベク トル の 向き が 明らか に 異な る 。 同 じ く トラ ンス 状態 を 
求め て いて も 、 民 族 音 楽 の それ は 生活 に 密着 し て お り 先 祖 
代々 脈々 と 受け 継が れ て きた 血 と 同質 で ある の に 対し 、 サ 
イケ デリ ッ ク ・ ロ ッ ク の それ に は 疑似 的 な 引っ 掛か り が 否め な 
い 。 ド ラッ グ に 対す る 過信 ・ 迷 信 は 、 禅 に 代表 され る 東洋 的 


73 ど 






CAPTAIN BEEFHEART 


な も の へ の 憧れ と 同質 だ っ た の で は な い だ ろ うか 。 
斉 楽に 触れ よう 。 公 民権 運動 等 と も リン ク し て いる と 推測 
され る の だ が 白人 に よる 黒人 ブルース の 再発 見 や 、 ラ ヴィ ・ 
シャ ンカ ー ル の 渡米 (58 年 一 ) も 忘れ て は な ら な い が 、 最 も 
重要 な の は ビー トル ズ の 登場 で ある 。 テ ィ ン パ ン ・ ア レー と フ 
ォ ー ク の 時 代 に ビー トル ズ に 刺激 を 受け た 全米 各地 の アマ 
チュ ア ・ バ ンド が 録音 を 残し た 。 後 に ガレ ー ジ ・ ロ ッ ク と 呼ば 
れる も の で 、 要 約 す れ ば 粗末 な 機材 し か 持ち え ず に 稚 抽 な 
テク ニッ ク に よる 演奏 で は ある が 、 逆 に メイ ンス トリ ー ム で は 
出し えな い リ アリ ティ を 持っ た ロッ ク と いう こと だ 。 詳 細 は アル 
バム ・ ガ イド に 譲る が 、 デ ッ ド も ヴェ ル ヴ ェ ッ ツ も マザー ズ も 最 
初期 は ガレ ー ジ で あっ た と 思っ て 戴 い て か まわ な い 。 
地域 性 に つい て も 触れ て くれ と の こと だ が 、 日 本 や 英国 
の 様 な 狭い 島国 で は 全国 レベ ル の ヒッ ト が 容易 だ が 、 国 土 
の 広大 な アメ リカ で は そう 簡単 に は 運ば ず 、 プ ルー ス に し て も 
ジャ ズ に し て も 確か に 地域 性 は あり 、 サ イケ も 同様 で ある と 
いう こと に 止め て お き 、 こ こ で は サン ・ フ ラン シス コ の 特異 性 
に の み 触 れ て お く 。 第 一 は 全米 を 代表 する 大 都会 と いう 先 
入 観 で 降り 立つ と 拍子 抜け する くら い 小 さ な 街 で ある 。 誤 
解 を 恐れ ず に 書け ば 、 多 分 に 島国 的 な の だ 。 第 二 に ここ に 
は ビル ・ グ ラ ハ ム が いた 。66 年 の トリ ッ プ ・ フ ェ ス ティ バル で み 
ん な が ラリ パッ パ の 時 に グラ ハム 一 人 が 素 面 で 「 入 場 料 を 
払え 」 と 六 鳴 っ て いた と いう 。60 年 代 と は 対極 の 価値 感 を 持 
っ た 既に 中 年 に 差 掛か っ て いた グラ ハム に は 全て が ビジ ネ 
ス 、 だ が 若い バン ド マ ン 達 は そん な 男 に 信頼 を 寄せ た と いう 
パラ ドク ス 。 ナ チ ス に 追 害 を 受け た ユダ ヤ 人 移民 で ラテ ン 音 
楽 好 き な グ ラ ハ ム が 、 氷 入り の セブ プン ナッ プ で オー ティ ス ・ レ 
ディ ング の 心 を 据え た と いう 告白 を 読ん だ 時 に は 、 こ の 男 の 
純粋 さと 腹黒 さき を 同時 に 垣間見 た よう な 気 が し た が 、 こ いつ 
な ら 信 用 し て も いい と も 思っ て いた 。 グ ラ ハ ム と 当時 の SF 音 
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楽 シ ー ン を 知る に は 『 ビ ル ・ グ ラ ハ ム ーー ロ ッ ク を 創っ た 男 』 が 
批判 的 意見 も 多く 、 読 み ご た え が あ る 。 

LSD は 66 年 迄 は 合法 で あっ た 。38 年 に 合成 され て 43 年 に 
偶然 幻覚 作用 が 確認 され た LSD は 、 冷 戦 下 CIA の 底 護 の 
も と 次 第 に 墓 延 し に いっ た 。 ケ ン ・ キ ー ジ ー は スタ ン フ ォ ー ド 
大 学院 生 だ っ た 60 年 に 日 当 $75 で LSD や 他 の 薬物 の 人 体 
モル モッ ト を 請け 負い 、 こ の 時 の 体験 で 『 カ ッ コ ー の 巣 の 上 
で 」 を 発表 し 、 そ の 印税 で メリ ー・ プ ラン ター ズ を 組織 し 、 ア シ 
ッ ド ・ テ スト を 主催 し 、 グ レイ ト フ ル ・ デ ッ ド が 登場 し て きた 。 
LSD の 歴史 に つい て は マー ティ ン ・A・ リ ー と ブル ー ス ・ シ ュ レ 
イン の 共著 『 ア シッ ド ・ ド リー ム ス 』 に 詳し い 。 ド ラッ グ ・ カ ル チ 
ャ ー の 副産物 と し て 、 フ ァ ン タ ジ ー の 復権 を 挙げ て お く 。 現 実 
離れ し た 話し が 、 ド ラッ グ の 介在 に より 身近 に 感じ られ た と 
いう こと だ 。 ト ルー キン の 『 指 輪 物語 』 が その 最たる も の で 、 登 
場 人 物 か ら つ けら れ た バン ド 名 / ス テー ジ ・ ネ イム は 実に 多 
い 。 た だ し 、 フ ァ ン タ ジ ー と は 厳し い 現実 の 写し に すぎ な いこ 
と を 見 落と し て は な ら な い 。 

マス コミ が `~ サ マー・ オ プ ・ ラ ラヴ? を 騒ぎ た て て いた 67 年 夏 
の 時 点 で 、 聖 地 ヘ イト ・ ア ッシュ ベリ ー に は へ ビー・ ド ラッ グ が 
募 延 し 、 自 由 な 愛 ・ 終 わり な き 喜 び ・ 生 命 の 神秘 に 対す る 答 
え の 全 て を 働か ず に 手 に 入れ る 方 法 を 探 そ うと する ドロ ッ 
プ ・ ア ウト / フ ラ ワ ー・ チ ルド レン で 人 口 過密 と な り 、 殺 伐 と し 
に 寺 囲 気 に な っ て いた と いう 。 こ の 時 点 で ヒッ ピー 神話 は 崩 
壊 の 坂道 を 転がり 始め て いた と する 記述 は あちこち で 目 に 
する こと が で きる が 、 サ イケ デリ ッ ク ・ ロ ッ ク が 表 舞 台 に 登場 し 
て きた の は それ 以降 な の で ある 。 

映像 で 目 に で きる 67 年 6 月 の モン タレ ー・ ポ ッ プ ・ フ ェ ス テ 
ィ バ ル は 実に 牧歌 的 で 郎 や か で ある が 、 舞 台 裏 で は レコ ー 
ド 会 社 が 金 の 匂い を 順 ぎ 取 っ て いた 。 そ し て 69 年 8 月 の あま 
り に も 無 計 画 で あっ た ウッ ドス トッ ク と 同年 12 月 の オル タモ ン 
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ト の 悲劇 で 幻想 は 消 減 し た と 言っ て も 決し て 過言 で は な い 。 
同年 夏 に は 異形 ヒッ ピー・ コ ミュ ー ン た る チャ ー ル ズ ・ マ ン ソ 
ン と ファ ミリ ー が 全 世 界 を 農 拓 させ て いる 。 翌 70 年 に は ジミ ・ 
ヘン ドリ ックス 、 ジ ャ ニス ・ ジ ョ プリ ン が 、71 年 に は ジム ・ モ リ ソ 
ン が この 世 を 去る 。 直 接 の 死因 は と も か く 、 ド ラッ グ が 絡ん で 
いた の は 疑い よう が な い 。70 年 代 初頭 、 幻 想 に 疲れ た 人 々 
の 心 を 捉え た の が 内 省 的 な シン ガー・ ソ ング ライ ター 達 の 素 
朴 な 歌 で あっ た の も 賃 け る 。 現 実 と 幻想 を ゆら めく ドロ ドロ 
の ドラ ッ グ 小説 で あっ た 『 カ ッ コ ー の 巣 の 上 で 』 が 、 ベ トナ ム 
敗戦 前 後 の 75 年 に 68 年 の "プラ ハ の 春 '" で アメ リカ へ 亡命 し 
に ミロ ス ・ フ ォ ア マン 監督 で 映画 化 さ れ て アカ デミ ー 作 品 賞 

を 受賞 し た が 、 主 人 公 を 変え は し た が 設定 が 同じ な の に ノン ・ 
ドラ ッ グ の 人 間 讃 歌 に 脚色 され て いた 点 に 、60 年 代 と 70 年 
代 の 違い が 如 実 に 物語 られ て いる と いえ よう 。 

最後 に フリ ー ク ス と ヒッ ピー の 違い に 触れ て お か ね ば な ら 
な い 。 乱 暴 に 言え ば 個人 個人 が 全く 別 の 主義 主張 を 持ち 、 
互い に ツル み 合 わな い の が フリ ー ク ス で 、 集 まり 画 一 的 な 習 
慣 に お と な し く 従 う の が ヒッ ピー で ある 。 前 者 の 代表 が フラ ン 
ク ・ ザ ッ パ で あり 、 彼 は 決し て サイ ケ の イデ ィ オ ム で 語ら れる 
べき で は な いと 断言 し て お く 。 

音楽 と は 聴く も の で ある が 、 歴 史 的 背景 を 知れ ば 面白 さ 
も 倍増 する 。 本 文中 に 挙げ た 以外 で 60 年 代 を 知る 本 を 三 
点 挙 げ て お く 。 メ ディ ア の 発達 は 人 間 の 五感 の 延長 だ と 主 
張 す る マー シャ ル ・ マ クル ー ハ ン 『 人 間 拡 張 の 原理 』、「 解釈 
する と は 対象 を 貧し くさ せ 、 世 界 を 姜 縮 させ る こと で あり 、 そ 
の 目的 は 、 い ろ い ろ な 意味 に よっ て 成り 立つ 影 の 世界 を 打 
ち 立 て る 」 と 説く スー ザン ・ ソ ンタ グ 『 反 解釈 』、 総 論 と し て は 
モー リス ・ デ クス タイ ン 『 ア メリ カ 1960 年 代 』 が 最適 で ある 。 
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LP/Warner Bros WS 1790 '69 年 
CD/Warner 1790-2 
/ ワ ー ナ ー・ ミ ュー ジッ ク WPCP 4353 





物欲 が 失せ 、 気 合い を 入れ て レコ ー ド ング CD を 売り に 入っ て いる 俺 
だ が 、 数 少な い 例外 が デッド で 、 狂 っ た よう に ライ ヴ ・ テ ー プ を ト 
レイ ド し て いる 。「 組 織 を 持た な い 最大 に し て 最良 の 宗教 団体 」 と い 
う 誰 か の 言葉 は 実に 適 確 で 、 本 稿 を 引き 受け る きっ か け を 押し つけ 
て きた の も デッド ・ ヘ ッ ズ 仲間 の 松谷 健 で ある 。 さ て 、 デ ッ ド は 何と 
言っ て も ライ ヴ で スタ ジオ 作 は あく まで も ライ ヴ を 楽し むための テ 
クス ト な の だ が 、 そ れ で は 話 が 進ま な い 。 ラ イヴ 録音 に スタ ジオ で 
手 を 加え る と いう 手法 を ザッ パ よ り も 早く 実践 し た 前 作 「 太 陽 讃歌 」 
と 純然 た る スタ ジオ 作 で ある 本 作 は 、 治 療 不 能 な 病気 を 自覚 する 以 
前 か ら の 愛 聴 盤 で ある 。 両 作 と も 、 サ イケ 以前 に ロッ ク の 基本 中 の 
基本 、 テ ー プ 集め に 狂う の は それ か ら で も 遅く は な い 。 (星野 ) 


GRATEFUL DEAD 
Live Dead 


LP/Warner Bros 2WS 1830 70 年 
CD/Warner 1830-2 
/ ワ ー ナ ー・ ミ ュー ジッ ク WPCP 4354 








'69 年 2 月 27 日 一 3 月 2 日 の ライ ヴ か ら 選 ば れ た 作品 で ヘッ ズ に な 
っ た 今 と な っ て は 必ず し も ベス ト ・ テ イク が 選ば れ て いる と は 思え 
ん が 、 そ れ で も 出色 の 出来 を 誇る ライ ヴ ヅ ヴ ・ ア ル バ ム だ 。 初めて デ ッ 
ド を 聴 こ う と 思っ て いる 人 は 本 作 か ら 入 る べし 。 これが 駄目 な 貴方 
の 体質 は デッド 向き で は な い 。 そ れ に し て も エロ ティ ッ ク じ ゃ / グ ど 
こま で も 飛ん で 行く 流れ 星 の 様 な ジェ リー・ ガ ルシア の ギタ ー、 対 
照 的 に ウネ ウネ と の た う を 回 る ボ ヴ ・ ウ ィ ア の ギタ ー、 ベ ー ス ・ ラ イ 
ン な ん か 端 か ら 無視 し て いる フィ ル ・ レ ッシュ 、 ダ ブル ・ ド ラム の 敏 
妙 な ズレ が 生む ポリ リズ ム 的 な うねり に キー ボー ド 、 こ れ が 一 つ に 
集約 され た 時 は ロッ ク も ジャ ズ も 民族 音楽 も 超越 し て し まう ん じゃ 。 
ドラ ッ グ な ん て 不用 、 ナ チュ ラル ・ ジ ャ ン キ ー と 化 せ 。 (星野 ) 








GRATEFUL DEAD 
Wake Of The Flond 


L P/Grateful Dead CD 01 73 年 
CD/MSI GDCD 900643 





3 年 振り の スタ ジオ 作 は 自分 達 の レー ベル か ら で 、 ホ ー ン も 導入 
し た 意欲 作 だ 。 ニ ュー・ ソ ウル 的 な ギタ ー が 潮 え る ファ ン キ ー・ ナ 
ン バ ー で 当初 アル バム ・ タ イト ル に な る 予定 で あっ た アイ ズ ・ オ 
プ ・ ザ ・ ワ ー ル ド ” と ボビー 入魂 の 大 作 “天気 予報 組曲 ′” が た ま ら 
ん 。 と は いう も の の デッド は や っ ぱり ライ ヴ で ある 。 や ん ご と な き 
事情 か ら 71 年 一 74 年 は ミッ キー・ ハ ー ト が お ら ず 、 ビ ル ・ ク ルー シ 
ュ ン の 1 ドラ ム で あっ た 。` ミ ッ キ ー が いな い デ ッ ド な ん て * と 思っ 
て いた が 、 それは 大 間違い の 先入観 で し た 。 ド ラマ ー が 一 人 の 為 に 
タイ ト に な り 、 思 い 切 り ジ ャ ズ ・ ラ イク な の だ 。 その 頃 の 773 年 12 月 
18 日 の ライ ヴ 盤 「Dicks Picks Vol.2」. 是非 聴い て 欲し い 。 デ ッ ド に 
飽き な い の は いい か げん だ か ら 、 そ れ が 分 か る よ 。 (星野 ) 


GRATEFUL DEAD 
Blues Far Aah 


LP/Grateful Dead GD-LA494G 75 年 
CD/(U.K.) Grateful Dead GDPD-4001 
/MSI GDCD 900650 





ミッ キー・ ハ ー ト 復帰 第 一 弾 ク '74 年 まで の ジャ ズ っ ぽ ぱ さ に 、 ミ ッ 
キー が 持ち 込ん だ エス ニッ ク 風 味 が 加わ り 、 ワ シ 好 み に な りお っ た 。 
名 曲 揃い だ 。 中 で も 印象 的 な の が タイ トル 曲 で ある が 、 ス テー ジ で 
は '75 年 に た っ た の 3 回 し か 演奏 し て お らん 。 し つこ い が デ ッ ド の 本 
領 は ライ ヅ ヴ で あっ て 、 ス タ ジ オ 作 は テク スト な の だ 。 で も 御 安心 あ 
れ 。 ヘ ッ ズ に 人 気 1 番 の '75 年 8 月 13 日 の ライ ヴ が 完全 収録 で CD に な 
っ て お る 。「 ワ ン ・ フ ロム ・ ザ ・ ヴ ォ ル ト 」 が それ じゃ 。 ピ ビル ・ グ ラ 
ハム に 紹介 され た メン バー か ら 演 奏 を 始め て いく オー プ ニ ン グ は 、 
そこ だ け リ ピー ト し て 100 回 連続 で 聴い て も ゾク ゾク する で ェ 。「 プ 
ルー ス ・ ラ ォ ー・ ア ラー」 も スタ ジオ 版 よ り も 『 ア ラビ アッ ンチ ナイ 
ト 』 的 上 っ ぼ さ で た ま ら ん ワ 。 ハ ーッ 、 桃 色 吐息 (星野 ) 








GRATEFUL DEAD 
Terrapin Statinn 


L P/Arista 7001 77 年 
CD/Arista ARCD 8065-2 
/BMG ビ クタ ー BVCA 1001 





デッド の シン ラ ォ ニッ ク ・ ア ル バ パム で ある 。 プロ デュ ョ ー ス は ミレ 
ニア ム や フリ ー ト ウッ ド ・ マ ッ ク を 手掛け た キー ス ・ オ ル セ ン 、 オ 
ー ケ スト ラ ・ ア レン ジ は エル トン ・ ジ ョ ン や サー ド ・ イ アー・ バ パン 
ド で 有名 な ポー ル ・ バ ッ ク マ スタ ー で ある 。 イ ソ ッ プ 童話 の 「 う さ 
ぎ と カメ の レー ス 」 を ベー ス に し た この アル バム の ハイ ライ ト は 、 
16 分 以上 に わた る 大 曲 ^ テ ラ ピ ン 組曲 ′ で あろ う 。 ゆ っ た り と し た 
グル ー ヴ で スタ ー ト する この 曲 は 以後 、 デ ッ ド の コン サー ト で も 重 
要 な ポジ ショ ン と し て 邊 臨 する 事 と な る 。 ここ で 重要 な 事 は 、 デ ッ 
ド が シン フォ ニッ ク に 挑戦 し た の で は な く 、 デ ッ ド の 曲 が 、 シ ン フ 
ォ ニ ッ ク を 必要 と し た 事 で ある 。 頭 か ら 柔 ら か に し て 楽し ん で 欲し 
い 。 も っ と オー プン に な ろう ヨン ノ (松谷 ) 





GRATEFUL DEAD 
Without A Net 


L P/ACD 2-8634-DL '90 年 
CD/Arista ARCD 8634-2 
/BMG ビ クタ ー BVCZ-3001 一 2 





1989 年 12 月 か ら 翌 年 4 月 まで を ライ ヴ を ソー ス に し た 132 分 を こ な 
す 2 枚 組 拡大 な スケ ー ル と 7 色 に 輝く カラ フル な サウ ンド は 、 彼 ら 
が オリ ジ ナ ル ・ サ イケ デリ ア の 最後 の グル ー プ で あっ た 証 だ 。 そ の 
スタ イル を コン ピュ ー タ ー や デジ タル と 変化 させ な が ら 、 そ の 時 代 
に リア ル ・ ト リッ プ を 実現 させ て 来 た グ ルー プ は グレ イト フル ・ デ 
ッ ド だ け だ ろう 。「 聞 く 人 を ハイ に する 音楽 」 を 追求 し 、^ 全 て の 人 

音楽 で 遊ば *'。 こ れ が 、 サ イケ デリ ッ ク で な く て 何で あろ う 。 プロ 
グレ ッ シ ヴ で も 良い 。30 年 も 続い て いる グル ー プ で 常に 新作 が 最高 
な ん て いう グル ー プ は めった に な い 。 し か し 1995 年 8 月 リー ダー の 
ジェ リー・ ガ ルシア の 死に より オリ ジ ナ ル ・ サ イケ デリ ッ ク は 遂に 
終 駐 を 向かえ た 。 名 盤 。 (松谷 ) 





7 づ ど ご 








QUICKSILVER MESSENGER 
SERVICE 
Hanny Trails 


LP/Capitol 120 "69 年 
CD/(U.K.)BGO BGOCD 151 
/ 東 芝 EMI TOCP 8118 





デッド ・ ヘ ッ ズ の 俺 だ が 、'68 年 まで は QMS の 方 が は る か に 和 失 鋭 的 
で あっ た と 素直 に 認め て し まう 。 ウ エス ト ・ コ ー ス ト ・ サ イケ は ラ 
イヴ に あり と いう 自 論 か ら 名 盤 の 誉れ 高い 1 st で は な く 、'68 年 の ラ 
イヴ で ある 本 作 を 選ん だ 。 欧 米 で の 評価 に 較べ て 日 本 で の 知名 度 が 
あま り に も 低い ジョ ン ・ シ ポリ ナ が ビリ ビリ と 感電 し た よう に 弾き 
狂う ギタ ー の 音色 は 快感 ク その ジョ ン と ゲイ リー・ ダ ンカ ン の ツ 
イン ・ ギ ター の 絡み に 興奮 を 覚え ぬ 奴 サイ ケ を 聴く 資格 な し と 言っ 
で じ ま お 9 ョ IMP 遍 面 25 発 お 下 ら GU ま 9 還 用 二 NIRi コー コラ 
ヴ / の 濃密 さも 、 精 神 を サウ ンド に 乗せ て し まえ ば 極楽 極楽 、 フ ラ 
ッシュ バッ ク の 心配 無用 の マイ ンド ・ ト リッ プ を 保証 し て くれ る 。 
超 レ ア 盤 を 探す 前 に こう し た 基本 アイ テム を 聴き 込ま ね ば 。 (星野 ) 





OUIEKSILVER MESSENGER 
SERVICE 
What Ahout Me 


LP/Capitol 630 "71 年 
CD/(U.K.)BGO BGOCD 58 


コア な サイ ケ ・ フ ァ ン に は コケ に され る 771 年 の 5 th。 確 か に ホー 
ン を 導入 し た ファ ン キ ー な 曲 が 多 く 、 DJ が 飛び つき そう だ けど ね 。 
ヒッ ピー 神話 が 崩壊 し 、 内 省 的 な SSW が 人 気 を 集め て いた 時 代 に 適 
応 し た 変わ り 身 の 早 さ が 、QMS の 騙 点 だ っ た の か も し れ な い 。 3rd 
より 加入 し た ディ ノ ・ ヴ アレ ン テ ( 彼 の 本 質 は まさ し く SSW) が 次 
第 に 実権 を 握り 始め 、 本 作 を 最後 に シ ポ リナ が 脱退 、 バ ンド も 失速 
し て いっ た 。 そ ん な こと は どう で も いい 、 タ イト ル 曲 で 腰 を 振れ / 
南国 的 快楽 主義 も サイ ケ の 一 面 な の で ある 。 私 事 で 恐縮 だ が 、QMS 
の 歴史 を 思う と 松谷 健 率い る マー プル ・ シ ー プ が オー バー ラッ プ し 
て くる 。 本 作 が 気にいっ た 人 は ベル ギー 人 を 感激 させ た トロ ピカ ル ・ 
サイ ケ 、 マ ー ブ ル の 「 ト ウィ ガ 」 を お 薦め する 。 (星野 ) 





CAPTAIN BEEFHEART & HIS 
MAGlC BAND 
Trout Mask Remlica 


L P/Straight STS 1053 '69 年 
CD/Reprise 2027-2 
/ ワ ー ナ ー・ ミ ュー ジッ ク WPCP 5738 





濃い で ェ グ 「'69 年 に ザッパ の プロ デュ ー ス で 製作 ・ 発 表 さ れ た が 、 
アク の 強 さ で は 誰 に も 負け ん ザッ パ の 気配 が 微塵 も な い の が 、 一 等 
凄い 。 100% 個 人 の 作品 な の だ 。 だ か ら 歴 史 の 風雪 に 耐え られ る ほど 
強 茹で 、 主 流 に は な れ な い が い つの 時 代 で も 違い の 分 か る 者 た ち に 
愛さ れる の だ 。 次 に 凄い の が 裏 ジ ャ ケッ ト 写 真 だ 。 マ ジッ ク ・ バ ン 
ド の 面々 の 中 で は 親分 だ けが 普通 の オッ ちゃ ん に 見 えて し まう 。 よ 
く 知 られ た 話し で は ある が 、 親 分 は か くも ヤバ キ 連 中 を 9 ヶ月 間 の 
長き に 渡っ て ドラ ッ グ も セッ クス も タプ ー の 監禁 ・ 猛 練習 を 課 し た 
後 、22 時 間 で 28 曲 を 完成 させ た 。 溜り に 溜っ た 欲求 の 拘 け 口 を よう 
や く 見 つけ た バン ド の 面々 、 ス タ ジ オ は 尋常 な ら ざ る 殺気 に 満ち て 
いた は ず だ 。 ザ ッ パ も 口出し で きん わな 。 必聴 で ある 。 (星野 ) 


CAPTAIN HEEFHEART NND THE MAGIG BAND 


CAPTAIN BEEFHEART & THE 
MAGIC BAND 
Shinmy Beast--Bat Chainm Puller 


LP/WB BSK 3256 78 年 
CD/Virgin CDV 2149 
/ ワ ー ナ ー・ ミ ュー ジッ ク WPCP 5741 














SHINY BEAST 
(OWNNPOUN 


15、 6 年 前 の 出来 事 で ある 。 ラ ジオ か ら 訳 の 分 か らん 曲 が 流 れ て 
き て 、 ス トー ンズ や オー ルマン て で 満足 し て いた まだ 童貞 で 普通 の 高 
校生 で あっ た 俺 は 吐き 気 を 催し た 。 そ の 週末 に 少な い 小遣い を 握り 
締め て 中 古 レ コー ド 屋 に 行き 、 偶 然 見 掛け た この アル バム を 恐い も 
の 見 た さ で 安い か ら 買 っ て みた 。 全て を 誤 ら せ た の は その 曲 バト ロ 
ピカ ル ・ ホ ッ ド ・ ド ッ ク ・ ナ イト ” だ っ た よう な 気 が する 。 本 作 は 
75 年 に ザッ パ の プロ デュ ー ス で 録音 され る も お 蔵 と な っ た 作品 の リ 
メイ ク 版 で ある 。75 年 版 も ブー ト で 出回っ て お り 聴き 比べ て みる の 
も 面白 い が 、 出 来 は 断然 本 作 だ 。 昔 は あん な に 気色 悪かっ た の に 、 
デッド の 「 ス ペー ス 」 や サン ・ ラ 様 を 愛す る 今 と な っ て は 目 茶 苦 茶 
キャ ッ チ ー で ポッ プ に 響く の だ か ら 、 か な わん の お 。 (星野 ) 








BEACH BOYS 
Surf's Up 


LP/Brother Reprise 6453 71 年 
CD/ ソ ニー SRCS 6090 





本 来 は 「 ス マイ ル 」 で ある が 、 現 時 点 で は 腐る 程 あ る ブー ト で し 
か 聴け な いし 、 待 望 の オフ ィ シ ャ ル も 無期 延期 と な っ た ("95.10.4 現 
在 )。 あ また の ポッ プス ・ フ ァ ン を 魅了 し て や まな い ブ プラ イア ン ・ ウ 
ィ ル ソン の 感性 (ポッ プ 感 覚 ) だ が 、 俺 に は 全く 合わ な い 。 だ が 本 
作 に 唯一 提供 し た ` 私 が 死ぬ まで "と 、「 ス マイ ル 」 の た め に ヴァ ン ・ 
ダイ ク ・ パ ー ク ス と 最初 に 作っ た トラ ッ ク ('66 年 ) を ベー ス に 完成 
させ た サーフ ズ ・ ア ッ プ "の 2 曲 は 凄い 。 ド ラッ グ 漬 け の パラ ノ 
イア 、 プ ブラ イア ン が 東 の 間 正 気 に 返 っ た 時 に 知る 絶望 感 と いう キラ 
メキ を 2 分 半 に 集約 し た “私 が 死ぬ まで ” の は か な い 美 し さと 、'66 
年 の 時 点 で ドラ ッ グ 幻想 の 成り の 果て を 予見 し て いた 2 点 に 、 好 み 
の 問題 を 越え て プラ イア ン の 才覚 を 認め て し まう 。 (星野 ) 





THE BYRDS 
Fifth Dimensinm 


L P/Columbia CS 9349 '66 年 
CD/Columbia 9349 
/ ソ ニー SRCS 6384 





マジ ッ ク ・ カ ー ペ ッ ト に 乗っ て いる バー ズ 、 宇 宙 へ の 挑戦 だ 。 3 
作 目 に し て いよ いよ オリ ジ ナ リティ ー 大 爆発 で 、 1 曲 も ディ ラン の 
カバ ー が 入っ て いな いこ と は 大 きい 。 と に か く ジ ム (ロジ ャ ー) ・ マ 
ッ ギ ン の ギタ ー は スゴ すぎ る / 前 作 と は 比べ 物 に な ら な い 位 に 太 
い 12 弦 の 音 が 自由 に 曲 に の 中 を 動き 回 っ て いて 、 聴 いて る 私 た ち に 
宇宙 遊泳 の 気持 ち 良さ を 教え て くれ て いる よう だ 。 何 時 何 度 聴い て 
も 飽き る こと が な く 、「 お クス リ の 効果 」 は 発売 後 30 年 近く 経っ た 今 
で も 抜群 の 効き 目 を も た らし て くれ る の だ 。 こ の 後 、 さ ら に 実験 的 
な 部 分 を 拡大 し た アル バム 「 昨 日 より も 若く 」 を 発表 し て お り 、 そ 
ちら も 要 チ ェ ッ ク だ 。 マ イナ ー な サイ ケ ・ バ パン ド も いい が 、 そ れ ら 
を 聴く 前 に ちゃ ん と 通っ て お いて 欲し い ア ル バ ム だ 。 (長谷 川 ) 




















7 づら 











BIG BROTHER THE HOLDING 
COMPANY 
Cheap Thril 
L P/Columbia PC 9700 '68 年 
CD/Columbia 9700 

/ ソ ニー CSCS 6010 














一 人 問 々 と 自家 発電 に 腕 っ て いた か つて の 友人 が 、 ラ ジオ か ら ジ ャ 
ニス が 流れ て きた 途 端 に イチ モツ が 姜 ん だ と 聞き 、 大 笑い し て いた の 
を 思い 出す 。 俺 も ジャ ニス が 苦手 だ っ た 。 疲れ て し まっ た の だ 。 そ ん 
な に 気 張 る な よ と 思っ た り も し た 。 と ころ が 最近 、 ジ ャ ニス が 愛し く 
て た ま ら ん 。 こ ん な に キュ ー ト な 女性 は 減 多 に いる も ん じゃ な い 。 疑 
うこ と な く ジ ャ ニス は 不 世 出 の 大 天才 だ 。 だ が 、 そ の 事実 が 彼女 を 苦 
し め て 死 へ 追い や っ た 悲劇 的 な パラ ドク ス も 、 見 事 に '60 年 代 的 で ある 。 
よく パッ ク ・ バ ンド が 下手 だ と 酷評 され る が 、 俺 は 一 度 も そう 感じ た 
こと が な い 。 上手く は な い が 、 珍 し いか ら と 持て 中 さ れる あま た の ガ 
レー ジ よ り も ずっ と まとも だ 。 ド ラッ グ で 本 町 し た へ ロ ヘ へ ロ の サウ ン 
ド が 計算 を 越え て ジャ ニス を 柔らか く 包 み 込 む 。 (星野 ) 


JEFFERSON ARPLANE 
Surrealistic Pillow 


LP/RCA LSP 3766 67 年 
CD/RCA 3766-2 
/BMG ビ クタ ー BVCP 7351 





名 盤 ら し い 。 そ うか な ? 佳 曲 揃 い だ し 、 ジ ェ リ ー・ ガ ルシア も 
参加 し て いる が 、 ど う も 小粒 な の だ 。 新 加入 の グレ イス ・ ス リッ ク 
が 持ち 込ん だ 2 曲 が サ マー・ オ プ ・ ラ ヴ の 年 を 象 端 す る か の 如く 、 
大 ヒッ ト を 記録 し た 。 サ イケ No.1 ベ ー シ ス ト の ジャ ッ ク ・ キ ャ サ デ 
ィ が 低く 喰 る よう に ビー ト を 弾き 、 ボ レロ 調 の ドラ ム が 続い て 、 ヨ 
ー マ ・ カ ウ コ ネ ン 独 特 の 引き ずる よう な ギタ ー が 被 さ り 、 グ レイ ス 
が 少し 調子 の 外れ た ヴォ ー カ ル で 「 不 思 議 の 国 の アリ ス 』 を 下敷 き 
に し た オク スリ の 効用 を 歌い 出す 。^ ホ ワイ ト ・ ラ ビッ ト ” の イン ト 
ロロ は 、 ロ ン ・ カ ー タ ー に ビル ・ エ ヴァ ンス が 絡む 一 瞬 が 美しい マイ 
ルス の “ソー・ ホ ワッ ト ′ と と も に 、 俺 を いつ で も ゾク ゾク させ て 
くれ る 。 サ イケ と 言わ ず に 基本 中 の 基本 。 や っ ぱ 名 盤 だ わ .( 星 野 ) 





JEFFERSON ARPLANE 
Volunteers 


LP/RCA LSP 4238 '69 年 
CD/RCA 4238-2 
/BMG ビ クタ ー BVCP 2013 








彼ら の 最高 作 で ある 。'69 年 と いう 1 年 を も の の 見 事 に 集約 し て い 
る 作品 だ 。 楽 天 的 な ラヴ & ピー ス は 過去 の も の へ と な りつ つ あ り 、 
より ラディ カル に 体制 へ の 反対 姿勢 を 打ち 出し た 。 ヨ ー マ の ギタ ー 
と ジャ ッ ク の ベー ス 以 外 で 彼 等 を 音楽 的 に 特色 付け て いる の は 、 伝 
統 的 な 手法 に 囚われ て いな い 対 位 法 的 な リフ レイ ン を 多用 する 下手 
正 欧 疹 コー ラス ・ ワ ー ク で あり 。、 ジェリー・ ガ ルシア 、 ニ ニッキ ー・* が 
プ キ ンス 等 の 多彩 な が ゲス ト も コー ラス の 引き 立て 役 に す ぎ な い ほ ど 
だ 。 駄 曲 の な い 充 実 作 で ある 反面 、 メ ン バ ー の 心 が ー つ で な い の も 
確か 。 カ ント ナー の 曲 で は 後 の ス ター シッ プ に 通じ る 展開 が 、 ヨ ー 
マ の 曲 で は ホッ ト ・ ツ ナ 的 アプ ロー チ が 伺え る 。 それ な の に これ だ 
け の 完成 度 / 時 代 の 空気 と は か くも 恐ろし きも の な の か 。 (星野 ) 


JEFFERSON ARPLANE 
Thirty Seconds Over Winterlamd 


LP/Grunt BFL 1-0147 73 年 
CD/RCA 147-2 
/BMG ビ クタ ー B20D 41028 





普通 な ら '68 年 の ライ ヴ 盤 を 選ぶ べき だ が 本 作 な の だ 。 理由 は た だ 
ー つ 、 好 きだ か ら 。「 ヴ ォ ラ ンティア ー ズ 」 の 項 で 触れ た よう に 、 案 
の 定 バ ンド は カン タ ベ リ ー・ マ ッ プ 状態 と 化し た 。 ロ ッ ク ノ ジャ ズ 
を 問わ ず に 、 最後 の あがき と 危う さ に 俺 は 魅 か れ て し まう の だ 。772 
年 夏 の ツア ー を 記録 し た エア プレ イン 最後 の アル バム で ある 本 作 で 
光る の は 、 ヨ ー マ と ジャ ッ ク に 気 の 良 い フ ァ ン キー 苑 パ パ ・ ジ ョ ン ・ 
クリ ニチ ヂ 、 つま り 攻 の まぐ ま ホ ッ ドッ ツナ "トド リオ で ある 。 ウッ ド 
スト ッ ク の 頃 ま で の 闇雲 な 爆発 力 は な い が 、 こ こ で の 持続 力も た だ 
ご と を で は ば が くず ぎる ヨー マ と パパ ・ ジ ョ ン の イン ター ブレイ 
も 即死 的 熱さ だ 。 末期 的 な 記録 で は ある が 、 そ れ 故 の 姜 れ た 美 し さ 
に 酔い し れる こと が で きる 奴 の 感性 を 俺 は 認め る 。 (星野 ) 








PAUL BUTTERFIELD BLUES 
BAND 
East 一 West 


L P/Elektra EK 7315 '66 年 
CD/Elektra 7315-2 





サイ ケ 30 の 選 の 中 で 、 ロ が 裂け て も サイ ケ と は 呼べ な い の が 2 人 
kX あ 。 ビー プラハ ー ド トド で 穴 タ ー ラ ィ ー ル ド だ 。 林 作 な ん が 唱 ッ ク で も 
な く 、 純 正 プ ルー ス で ある 。 それ で も 本 作 は 外せ な い 。 紫 の 煙 が 充 
満 す る フィ ル モ ア で 彼 等 が 演奏 を 始め る と みん な が 呑ま れる よう に 
聴き 入っ た と いう くら い 強 力 で ある 。 デッド も QMS も アシ ッ ド 故 っ 
た だ け の ガレ ー ジ ・ バ ンド に 過ぎ な か っ た 66 年 に 、 彼 等 は 10 分 以上 
の 演奏 を 10 点 満点 で 決め た の だ 。 彼 等 が ベイ エリ ア ・ サ イケ に 与え 
た 影響 は 計り 知れ な い 。「 ウ イン ディ ・ シ ティ か ら 吹 きつ け て くる へ 
ヴィ な そよ 風 」 と は ビル ・ グ ラ ハ ム の MC だ っ た そう だ が 、 実 に 的 を 
射 て いる 。 ブ ルー ム フ ィ ー ル ド が 結成 し た エレ クト リッ ク ・ フ ラッ 
グ が 67 年 に 録音 し た OST「 ト リッ プ 」 も 必聴 。 (星野 ) 





SLY AND THE FAMILY STONE 
There's ARiot GOin On 


LP/Epic KE 30986 71 年 
CD/Epic 30986 
/ ソ ニー ESCA-5219 





映 面 「 ウ ッ ド スト ッ ク 』 で の スラ イ は 圧倒 的 な 迫力 で ある 。 それ 
を 知り な が ら も 俺 は スラ イ を 頭脳 先行 の 人 間 だ と 断定 する 。 '60 年 頃 
か ら マ イナ ー・ レ ー ベ ル に シン グル を 残し 、'64 一 '64 年 に は サン フラ 
ン シ ス コ の オー タム ・ レ ー ベ ル の 専属 プロ デュ ー サ ー プ ソン グラ イ 
ター と し て ボー・ ブ プラン メル ズ 等 で ヒッ ト 曲 を 演出 し た 。 白 黒 混 合 
バン ド を ` フ ファミリー” と し た の も 時 代 の 臭い を 鋭敏 に 喚 ぎ 取っ て い 
た の だ ろう 。 と こと ん クー ル で 計算 高い の だ 。 前作 「 ス タン ド 」 も 実 
に 級 密 に 作ら れ て いる が 、JB の よう か な 興奮 は 覚え な い 。 そ れ か ら 2 
年 半 後 に 発表 され た 本 作 で は 脱退 し た ラリ ー・ グ ラ ハ ム の 穴 を リズ 
ム ・ ボ ックス で 埋め る 。 は か な すぎ る が 故 の 奇妙 な 緊迫 感 に 包ま れ て 
いる 。 内 へ 内 へ と 向かう し か な い へ ヴィ ー・ ド ラッ グ 作 だ 。 (星野 ) 





ィ ブ の 








FUNKADELI6 
Maggot Braim 


L P/Westbound 2007 71 年 
CD/Westbound 2007 
/P・ ヴ ァ イ ン PCD-757 





コテ コテ で ある 。 ド ス 黒く ブッ と い 。 祈 り で も ある 。 頭 の 中 に ウ 
ジ が 湧い て くる よう な 快感 に 包ま れる タイ トル 曲 だ け で よい 。 次 作 
より プー チー が 加入 し て ジャ ン キ ー 集 団 は 極道 非道 の 武装 集団 と 化 
し 、 ザッ パ 顔 負け の 大 進撃 を 始め る の だ が 、 こ の 3 rd まで は ジミ ・ へ 
ン を 濃く し た よう な ブラ ッ ク ・ サ イケ で ある 。 尚 、 異 名 同体 バン ド 
で ある パー ラメ ント に 曲 を 提供 し て いた 白人 女性 歌手 ルー ス ・ コ ー 
プラ ンド の 2 nd で は 本 作 メ ン バ ー が 脇 を 固め ギミー・ シ ェ ル ター 
で の エディ ・ ヘ へ ヘイ ゼル の 問 絶 ギタ ー も ブッ チ 切 れ て いて た ま ら ん ぜ 。 
^ ギ ミー・ シ ェ ル ター” と いえ ば UK 極悪 集団 ホー クウ イン ド と 永遠 の 
オナ ベ ペット 、 サ マン サ ・ フ ォ ッ クス が 共演 し た '93 年 の も の も 目 茶 苦 
茶 カ ッ コ イイ ク (星野 ) 

















DO0ORS 
Strange DaVs 
LP/Elektra ESK 74014 '67 年 


CD/Elektra 9740142 
/ ワ ー ナ ー・ ミ ュー ジッ ク 1892-2689 


今さら 何 を いわ ん や 、 ド アー ズ 。 死ん だ ジム ・ モ リス ン 。 ド アー 
ズ 、 2 nd。 日 本 盤 タ イト ル 「 ま ぼろ し の 世界 」。 奇 妙 な 日 々 。 迷子 の 
少女 。 二 度 愛し て 。 不 幸 な 少女 。 放 牧 地 帯 。 月 光 の ドラ イヴ 。 変 な 
人 々 。 お まえ を みる 俺 の 目 。 お ぼろ な 顔 。 音 楽 が 終わ っ た ら 。 音楽 
が 終わ っ た ら 。 音楽 が 終わ っ た ら 。 音楽 が 終わ っ た ら 。 音楽 が 終わ 
っ た ら 。 ド アー ズ 、 2 nd。 日 本 盤 タ イト ル 「 ま ぼろ し の 世界 」。 奇妙 
な 日 々 。 迷 子 の 少女 。 二 度 愛し て 。 不 幸 な 少女 。 放 牧 地 帯 。 月 光 の 
ドラ イヴ 。 変 な 人 々 。 お まえ を みる 俺 の 目 。 お ぼろ な 上 顔 。 音 楽 が 終 
っ た ら 。 音 楽 が 終っ た ら 。 音楽 が 終っ た ら 。 音楽 が 終っ た ら 。 音楽 

が 終っ た ら …… 。 死ん だ ジム ・ モ リス ン 、 ド アー ズ 。 
(サト ウ ユ キ エ ) 





DOORS 
L.A. Woman 


LP/Elektra K 42090 71 年 
CD/Elektra 75011-2 
/ ワ ー ナ ー・ ミ ュー ジッ ク 20P2-2347 





ドア ー ズ と いう バン ド 名 が オル ダス ・ ア クス リー の メス カリ ン 服 
用 体験 を まとめ た 「 知 覚 の 扉 」 か ら 取ら れ た こと は よく 知ら れ て い 
る が 、 ハ クス リー の 同書 が ウィ リア ム ・ ブ レイ ク の 詩 の 一 説 と フラ 
ンス 実存 主義 哲学 メル ロ = ポ ン テ ィ の 著書 『 知 覚 の 現存 学 』 に 触発 さ 
れ た と いう こと は あま り 知 られ て いな い 。 ビ ー ト ニク に 憧れ 、 哲 学 
論議 を 好 ん だ ジム ・ モ リ ソ ン らし い ネ ー ミ ング だ が 、 同 時 に イン テ 
リ 的 な ひ 騙 さも 時 える 。 それ は 最初 の 2 枚 の アル バム の 充実 度 と そ 
れ 以 後 の 散 慢 さ に も 如 実 に 表 わ れ て お り 、 そ の まま 時 代 に 見 事 な ま 
で に 符号 し て いる 。 71 年 に 発表 され た ジム の 遺作 で ある 本 作 に は 迷 
い が な い 。 ジ ム は 幻想 を 払拭 で きた の だ と 思う と 余計 に 突然 の 死に 
空 し さ を 覚え る 。'60 年 代 の 代償 は あま り に 大 きか っ た 。 (星野 ) 


IGGY AND THE STOOGES 
Raw Power 


LP/CBS 32111 73 年 
CD/(U.K.) BOMP BCD-4049 





1973 年 に 発表 され た スト ゥ ー ジ ス の サー ド プ ノラ スト ・ ア ル バ ム 「 ロ 
ウ ・ パ ワー」 は 彼ら の 最高 作 で ある と 同時 に 、 プ ロ デ ュ ー ス 、 ミ ッ 
クス を 担当 し た デヴィ ッ ト ・ ボ ウイ の 最高 の 仕事 で も ある 。 ボ ウイ 
は スト ゥ ー ジ ス の 破壊 的 攻撃 的 な サイ ケ デ リッ ク ・ サ ウン ド に 、 グ 
ラマ ラス な ドラ ッ ク グ 感 覚 を ちり ば め 、 超 人 工 的 な ミッ クス を 施す 事 
に より 、 さ ら に ワイ ルド に 、 下 品 で ワイ セツ な アル バム に 仕上 げ る 
事 に 成功 し た 。 フ ラ ワ ー・ チ ルド レン に ツバ を 吐く アン チ ・ ヒ ッ ピ 
ー に よる ヴァ イオ レン ス ・ ド ラッ グ ・ ア ル バ ム 、。 完璧 で ある 。 以後 、 
彼ら の スピ リッ ツ は ニュ ー ヨ ー ク ・ ド ルー ズ 、 デ ィ ク テイ ター ズ 、 
ラモー ンズ へ と 受け 継が れ て ゆく 。 ま た 、 ド ラッ キー な ワン ・ リ フ 
攻撃 に 打ち の め さ れ た い 方 に は 1 st、2nd も オス ス メ だ 。 (松谷 ) 








MC 5 
Kiek Out The Jams 


LP/Elektra 74042 「69 年 
CD/Elektra 60894 
/ ワ ー ナ ー・ ミ ュー ジッ ク WPCP 4056 





デトロイト で 生ま れ た MC 5 (モー ター・ シ ティ ・ フ ァ イ ヴ ) の デ 
ビュ ー・ ラ イヴ ・ ア ル バ ム で ある 。'60 年 代 中 期 か ら 活 動 し て 来 た 彼 
ら は !67 年 、 政 治 的 過激 派 集団 ホワ イト ・ パ ン サ ー 党 の リー ダー、 ジ 
邊 っ ジン グル を マネ ー ジ ター に 、 0 ルド な が だ の チョ ン を 
ハイ ・ エ ナジ ー な ロッ クン ・ ロ ー ル を さら に エス カレ ー ト し て いっ 
た 。 そし て 1968 年 10 月 30 日 と 31 日 の 両日 の ステ ー ジ を ソー ス に 完成 
し た の が 本 作 で ある 。 し か し 、 タ イト ル 曲 の イン トロ で の `~ マ ザー・ 
ファ ッ カ ー” が 問題 と な り レ コー ド 店 の 多く が 販売 を 拒否 、 急 拠 エ 
レク トラ 側が “プラ ザー& シス ター ズ " の 言葉 に 指し 変え た 改訂 盤 
を 発売 する と いう エピ ソー ド が ある 。 (現在 は 、 オ リ ジ ナ ル ど お り )。 
サン ・ ラ と の 共 作 ナン バー も 含む 歴史 的 名 盤 。 (松谷 ) 





MC 5 
High Time 
LP/Atlantic 8285 71 年 
CD/Rhino 71034-2 
/ イ ー ス ト ・ ウ ェ ス ト AMCY 470 





ファ ー ス ト ・ ア ル バ ム で の “マザー・ フ ァ ッ カー 事件 で エレ ク 
トラ に 中 指 を ブッ 立て た MC 5 は 、 新 た に アト ラン ティ ッ ク と 契約 し 、 
2 枚 の アル バム を り リリース し た 。 グ ダッ ド ・ オ ー ル ド ・ ロ ッ ク ン ・ ロ 
ー ル ・ ア ル バ ム 「 パ バッ ク ・ イ ン ・ ザ ・USA」 と 本 作 「 ハ イ ・ タ イム 」 
が それ で ある 。 モ ー タ ウン ・ サ ウン ド 、 フ リー・ ジ ャ ズ 、 そ れ に ジ 
ェ イ ム ス ・ プ ラウ ン と 独自 の ワイ ルド な ロッ クン ・ ロ ー ル と の 融合 
を 目指 し た MC 5 は 、 こ の サー ド ・ ア ル バ ム で 、 キ ー ボ ー ド 、 パ ー カ 
ッ シ ョ ン 、 ホー ン ・ セ クシ ョ ン な ど を 導入 し 、 ト ー タ ル で 完成 度 の 高 
い ア ル バ ム に 仕上 げた 。 し か し MC 5 は その 数 年 後に 解散 し て し まい 、 
各 メ ン バ ー は それ ぞ れ 活動 し て ゆく 事 に な る が 795 年 現在 、 ロ プ ・ タ 
イナ ー (vo) と フレ ッ ド ・ ス ミス (g) が 世 を 去っ て いる 。 (松谷 ) 





7 ブ 7 








BLUE CHEER 
Vimcehus Eruptum 


LP/Philips 600 264 '68 年 
CD/(Ger.) Repertoire REP 7023 





泣く 子 も 黙る ブル ー・ チ アー の ファ ー ス ト ・ ア ル バ ム で ある 。 そ 
し て 、 こ の アル バム は 世界 で 初め て の へ ヴィ ・ ハ ー ド ・ ロ ッ ク ・ ア 
ル バ ム で ある 。 エ ディ ・ コ クラ ン の 名 曲 “サマー タイ ム ・ ブ プ ルース” 
を 大 胆 な アレ ンジ で へ ヴィ ・ サ イケ デリ ッ ク 化 させ た 彼ら の ヴァ ー 
ジョ ン は 1968 年 、 全 米 で 大 ヒッ ト を 飛ば し た 。 以後 71 年 まで 6 枚 の 
アル バム を 発表 し て いる 。 後期 の ブ プルー・ チ アー は 、 そ の サウ ンド 
を 徐々 に グッ ド ・ オ ー ル ド ・ ア メリ カン ・ ミ ュー ジッ ク へ と 変化 さ 
せ て お り 、 こ れ ら も 興味 深い アイ テム で ある 。 ま た 、 彼 ら は 770 年 代 
後半 に 突如 復活 し 、 ニ ュー・ ア ル バ ム を リリ ー ス 、 以 前 か ら の ファ 
ン は も ちろ ん 、 若 い へ ヴィ ・ メ タル ・ キ ッ ズ まで 魅了 し た 。 現 在 は 
活動 の 場 を ドイ ツ へ 移し て いる 。 (松谷 ) 


THE 13TH FLOOR ELEVATORS 
Easter Evervwhere 


L P/Internatinal Artists No.5 '67 年 
CD/ColPbles 553 





マリ ファ ナ の M が アル ファ ベッ ト の 13 番 目 の 文 字 で あり 、 ア メリ 
カ の ビル ディ ング に 存在 し な い 13 階 フロ ア を ヒン ト に 名 付け られ た 
サー ティ ンス ・ フ ロア ・ エ レヴ ェ ー タ ー ズ は 現在 で も 未 発表 音源 の 
リリ ー ス が 絶え な い 伝説 の サイ ケ デ リッ ク ・ バ ンド で ある 。1969 年 
まで に 4 枚 の アル バム を リリ ー ス し て いる 彼ら の 最も アシ ッ ド な ア 
ル バ ム が 、 デ ビュ ー・ ア ル バ ム と 本 作 プ セカ ンド ・ ア ル バ ム で ある 。 
ミディ アム ・ テ ン ポ の 曲 を 中 心 と し た この アル バム の 溶け 具合 は ス 
ゴイ 。 ガ レー ジ ・ ロ ッ ク ン ・ ロ ー ル を ベー ス に し た ファ ー ス ト も 初 
心 者 向け で は な い が サ イケ デリ ッ ク ・ マ スト ・ ア イ テ ム で ある 。 和尚 、 
中 心 人 物 の ロッ キー・ エ リク ソン は は 現在 も テキ サス を ベー ス に 奇怪 
な アシ ッ ド ・ ミ ュー ジッ ク を 発表 し て いる 。 (松谷 ) 





NWHEUGHUWHRLEWHEVIM NN THE VELVET UNDERGROUiD 
White Light / White Heat 


LP/Verve 5046 67 年 
CD/Verve 825119-2 
/ ポ リド ー ル POCP 1842 





ポッ プ ・ ア ー ト の アン ディ ・ ウ ォ ー ホ ル の プロ デュ ー ス に より 、 
女性 ヴォ ー カ リス ト と し て ニコ を フィ ー チ ャ ー し 、1967 年 バナ ナ の 
ジャ ケッ ト で デビ ュー し た ヴェ ル ヴ ェ ッ ト ・ ア ンダ ー グ ラン ド 。 本 
作 は その 9 ヶ月 後に リリ ー ス され た セカ ンド ・ ア ル バ ム 。 ア ン フ ェ 
タ ミ ン ・ ソ ング の タイ トル 曲 で スタ ー ト し ラス ト の シス ター・ レ 
イ ′ で の 執 押 な 揺さぶり 。 ヴ ェ ル ヴェ ッ ツ の 歪ん だ 崩壊 寸前 の ロッ 
クン ・ ロ ー ル は 、 た ち ま ち 分 厚い 音 の 壁 と 化し 、 リ スナ ー の 四方 を 
固め 外部 と の 接触 を 遮断 し て し まう 。 こ れ ほ ど 暴 力 的 な トリ ッ プ ・ 
アル バム も めずらし い 。 本 当 の 意味 で の へ ヴィ ・ メ タル ・ サ ウン ド 
で あり 、 と て も 美しい アル バム で ある 。 ヴ ェ ル ヴェ ッ ツ の 全 ア ル バ 
ム を スイ セン する 。 (松谷 ) 


THE VELVET UNDERGROUND 
The Velvet Undergroumd 


L P/MGM : SE 4617 69 年 
CD/Verve 815454-2 
/ ポ リド ー ル POCP 1843 





ジョ ン ・ ケ イル が 脱退 し 、 新 作 に ダグ ・ ユ ー ル を ベー ス ・ プ レイ 

ヤー と し て 迎え た サー ド ・ ア ル バ ム 。 トロ け る 様 な ソフ ト ・ バ ラー 
ド キャ ン デ ィ ・ セ ッ ズ ” で 幕 を あけ る 本 作 は 、 ま る で フォ ー ク を 
聞 MNC る まう な が ムー デア ィ ー な アル バム で ある 。 そ し で 、 こ こ で 間 
か れる 静か で 艇 や か な クー ル ・ ト リッ プ は 、 ニ ュー ヨー ク と いう 都 
市 だ けが 持つ 独特 の も の で も ある 。 こ の アル バム の 時 点 で 、 ヴ ェ ル 
ヴェ ッ ト ・ ア ンダ ー グ ラウ ンド は 、 既 に 向こう 側 へ 辿り 着い て いた 。 
その 後 、 彼 ら は '70 年 、 ア トラ ン テ ィ ッ ク か ら ヒ ッ ト ・ ソ ング の 詰っ 
た ロッ クン ・ ロ ー ル ・ ア ル バ ム 「 ロ ー デ ィ ド 」 を 発表 する が 、 グ ル 
ー プ の 中 心 人 物 ル ー・ リ ー ド は 、 そ の 発売 を 待た ず 脱退 し て し まう 。 
(松谷 ) 








THE VELVET UNDERGROUND 
1969 The Velvet Underqroumd 
Live 

LP/Mercury SRM2-7504 74 年 


CD/Verve 823721-2 
/ マ ー キ ュ リ ー PHCR 4150/4151 





69 年 の ダラ ス と サン ・ フ ラン シス コ で の ライ ヴ を ソー ス に 編集 さ 
れ た 2 枚 組 アル バム 。 収録 さ れ て いる ナン バー は 、 ヴ ェ ル ヴェ ッ ツ 
の オリ ジ ナ ル ・ ア ル バ ム か ら と 後に ルー・ リ ー ド の ソロ ・ ア ル バ ム 
で 登場 する 曲 や スタ ジオ 盤 未収 録 の 未 発 表 曲 や オリ ジ ナ ル ・ ヴ ァ ー 
ジョ ン な ど で あ る 。 こ の アル バム で 、 独特 の 供 怠 感 を 伴っ た 彼ら の 
ロッ クン ・ ロ ー ル は さら に リラ ックス し た フリ ー ク ・ ア ウト を 展開 
し て お り 、 後 に も 先 に も こん な に 淡々 と し た ライ ヴ ・ ア ル バ ム は 聞 
いた 事 が な い 。 初心 者 向け で は 決し て な い が 名 盤 で ある 事 に 間違い 
な い 。 また CD 化 の 際 に 、 Vol. 1 、 Vol. 2 と 分 か れ て 発売 され た が 、 嬉 
し い 事 に それ ぞ れ の CD に ボー ナス ・ ト ラッ ク と し て この アル バム 録 
音 当 日 の テイ ク ら し い 未 発表 テイ ク が プラ ス さ れ て いる 。 (松谷 ) 





JIMI HENDRIX EXPERIENCE 
Axis : Bold AS Love 


LP/Reprise RS 6281 '67 年 
CD/Warner 6281-2 
/ ポ リド ー ル POCP 2020 





ジミ ・ ヘ ンド リッ クス は 彼 の 才能 が 絶頂 期 に き は し か か ろう と し た 
1970 年 この 世 を 去っ た 。 彼 の 作品 は 全て が 名 盤 で あり サイ ケ デ リッ 
ク の 全て が 含ま れ て いる 。 黒人 特有 の し な や か で 弾力 の ある 彼 の ギ 
ター・ プ レイ は 、 時 に ワイ ルド に 、 切 な く 、 プ ブッ 飛ん で いて 、 そ し 
II が きり IE 正 回 和 ツク だ 還 傘 に い 318I 大 ギタ リス トド (クラ ブ ドン 、 
ベッ ク 、 ペ イジ ) な ど と は 次 元 の 違う 話 で 、 彼 こそ クリ エイ ティ ヴ 
な ミュ ー ジ シャ ン (職人 で は な い ) で 、 最 後 ま で プロ グレ ッ シ ヴ ノ 
サイ ケ デ リッ ク で あっ た 。 も し 彼 が 存在 し な けれ ば 、 グ ル グ ル も タ 
ンジ ェ リ ン ・ ド リー ム も 、 ア シュ ・ ラ ・ テ ン ペ ル も 生ま れ な か っ た 
ろう 。 否 、 サ イケ デリ ッ ク も 生ま れ な か っ た か も 知れ な い 。 基 本 中 
の 基本 で あり 、 全 て で ある 。 因 に この アル バム は セカ ンド 。 (松谷 ) 





7 リラ フジ 

















文 @ 岡 田 敏 一 


ロッ ク 、 ジ ャ ズ 、 黒 人 音楽 か ら 、 ク ラシック 、 現 代 音 楽に 至る まで 、 
あら ゆる ジャ ン ル の 音楽 を 駆使 し て 前 人 未 到 ・ 空 前 絶後 の 音 世 
界 を 構築 し 続け 、 ジ ャ ー ナ リス ト の 視点 で あら ゆる 権威 を 「 笑 い 」 
で プッ た 切っ た 偉大 な 男 。'"93 年 に 52 歳 で 亡くな る まで 、 真 の 「 前 
衛 」 で あり 続け た ナイ ス オ ヤ ジ 。 世 に 送り 出し た 作品 は 60 作 以上 
と ロッ ク 音 楽 の 世界 で は けた 外れ に 多 作 な の だ が 、 恐 ろ し いこ と 
に 駄作 は 一 枚 も な い 。 ビ ー ト ルズ を 越え る 20 世 紀 最 大 に し て 最高 
の 音楽 家 。 そ れ が フラ ンク ・ ザ ッ パ で ある 。 

1940 年 12 月 21 日 、 フ ラン ク ・ ヴ ィ ン セ ント ・ ザ ッ パ は 、 米 国 ・ メ リー 
ラン ド 州 ポル ティ モア に 生ま れ た 。 ロ ス に 引っ 越し た 高校 生 の 頃 か 
ら ド ゥ ー・ ワ ッ プ な どの R&B に 熱中 。 ス トラ ヴィ ンス キー や C・ ナ ンカ 
ロウ 、E・ ヴ ァ レ ー ズ 、P・ プ ブー レー ズ と いっ た クラ シッ ク 、 現 代 音 楽 の 
虜 に な り 、 バ ンド 活動 も 始め た 。 

'64 年 、 レ イ ・ コ リン ズ の 誘い で 彼 の バン ド 「 ソ ウル ・ ジ ャ イア ン ツ 」 
に ギタ リス ト と し て 加入 し 、 バ ンド 名 も 「 マ ザー ズ 」 に 。 サ イケ デリ ッ ク 
旋風 が 吹き 荒れ る '65 年 、MGM レ コー ド の 名 プロ デュ ー サ ー、 ト 
ム ・ ウ ィ ル ソン の お か げ で 同 レ コー ド と 契約 。 バ ンド 名 を マザー ズ ・ 
オプ ・ イ ン ヴ ェ ン ショ ン (以下 MOI) と 改名 し 、'66 年 「 フ リー ク ・ ア ウ 
ト 」 で デビ ュー を 果たす 。 

詳細 は アル バム ・ ガ イド を 読ん で いた だ く と し て 、1st で あり な が 
ら 2 枚 組 と いう この 作品 に は 、 冒 頭 で 述 べた ザッ パ の 音楽 の 特徴 
や 、 表 現 方 法 の すべ て が 提示 され て いる 。 始 まり で ある と と も に 、 
辿り 着く べき 目標 で も あっ た 。 こ の 作品 か ら 四半 世紀 以上 に 及ぶ 
ザッ パ の 創作 活動 が 始ま っ た 。 

MOI の 初期 の 作品 は 、 ザ ッ パ の 全 活 動 期間 中 で 、 音 作り 、 歌 詞 
と も 最も 攻撃 的 か つ 前 衛 的 で 、 風 刺 と 皮肉 と 笑い に 満ち 満ち て い 
た 。「 ア プ ソ リュ ー ト リー・ フ リー」('67 年 ) の ^ プ ラウ ン ・ シ ュー ズー 
で は 、 ザ ッ パ の すべ て の 音楽 的 ルー ツ と 、 批 判 精 神 が た た み 掛 け 
4《 よ うに 迫 ら *< く る 記 ウ アー ニコ (068 年 ) で ぐ は ラウ ご ピ ニス 
の 御旗 の も と 「 み ん な 一 緒 に な ろう よ 」 的 な 安直 な メッ セー ジ を 繰 
り 返 す ヒ ッ ピ ビー 文化 に 一 撃 を 食らわ せ た 。MOI の 曲 を まとも に か 
け な い ラジ オ 曲 に 対し て は 、 イ カ し た R&B (ドゥ ー・ ワ ッ プ ) の パロ デ 
ィ ー「 ク ルー ジン グ ・ ウ ィ ズ ・ ル ー ベ ンー.」('68 年 ) で や り 返 し た 。 

さら に 「 ホ ッ ト ・ ラ ッ ツ 」('69 年 ) で は ギタ リス ト と し て も 別格 と な 
っ た うえ 、 コ ン ポ ー ザ ー と し て は ビー トル ズ を も 追い 越し 、 ジ ャ ズ 、 
クラ シッ ク の 巨匠 の レベ ル に 迫っ て いた 。「 ラ ン ピ ー・ グ レイ ヴィ 」 
('67 年 ) や 「 ア ンク ル ・ ミ ー ト 」('69 年 ) 「 バ ー ン ト ・ ウ ィ ニ ーー」( 
70 年 ) や 「 い た ち 野郎 」('70 年 ) で は 、 封 よう な カッ ト ・ ア ッ プ や テー 
プ ・ コ ラー ジュ に より 、 級 密 な 曲 と 即興 演奏 が 見 事 に 調和 し た 。「 い 
た ち 野 郎 」 を 最後 に MOI は 解散 、 マ ザー ズ が 誕生 し た 。 

元 タ ー ト ルズ の フロ & エディ を 迎え た こと で 「 チ ャ ン ガ の 復讐 」 
('70 年 ) で は ヴォ ー カ ル 面 が 強化 され 、 同 時 期 の ライ ヴ 盤 「 フ ィ ル 
モア ・ ラ イヴ 」('71 年 ) と 「 ジ ャ スト ・ ア ナ ザ ー 一 」('72 年 ) で は 、 ヴ ォ ー 
ド ヴ ィ ル 調 の エン ター テイ ン メ ント ・ シ ョ ー が 展開 され た 。 

だ が 、 こ の 時 期 は ザッ パ に と っ て 受難 続き だ っ た 。 映 画 「200 モ 
ー テ ルズ 」 を 製作 、 同 名 の サン トラ ("71 年) を 発表 する が 、 コ ン サ ー 
ト の キャ ン セ ル に よる 訴訟 な ど ゴ タゴ タ が 続い た 。 こ の 作品 は ザッ 
パ 本 人 が 版権 を 取り 戻せ な か っ た た め 、 現 在 、 ザ ッ パ の 公式 作品 
の な か で 唯一 、CD 化 され て いな い 。 
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さら に 同年 、 ス イス ・ モ ント ルー で 公演 中 、 会 場 が 火事 に な り 、 す 
べ て の 機材 を 失う 。D・ パ ー プ ル が `~ ス モー ク ・ オ ン ・ ザ ・ ウ ォ ー タ ー“ 
で 、 こ の 火事 の こと を 歌っ た の は 有名 だ 。 そ の うえ ザッ パ は 、 こ の 直 
後 の ロ ンド ン ・ レ イン ボウ ・ シ アタ ー で の 公演 中 、 ス テー ジ に 駆け 上 
が っ て きた 観客 に オー ケス トラ ・ ピ ッ ト に 突き 落と され 、 左 足 を 骨折 
する 重傷 を 負っ た 。 こ れ ら の トラ ブル が も と で フロ & エディ ー と も 決 
別 。 新 た に ビッ グ ・ バ ンド 編成 に よる ジャ ズ ・ ロ ッ ク の 傑作 「 ワ カ ・ ジ 
ャ ワカ 」('72 年 ) 「 グ ラン ド ・ ワ ズー」('72 年 ) を 発売 し た 。 

そし て 773 年 。 マ ザー ズ の 快 進撃 が 始ま っ た 。'60 年 代 の 突き 刺す 
よう な 社会 批判 や 風刺 は や や 騙 ま っ た 代わ り に 、 演 奏 力 や 録音 ・ 
演奏 技術 が 驚異 的 に 向上 し た 。 ポ ッ プ さと 社会 批判 、 ユ エー モア の 
バラ ンス が 見 事 な 「 オ ー ヴ ァ ー ナ イト ・ セ ン セ ーション 」('73 年 ) と 「 ア ポ 
スト ロフ ィ 」('74 年 ) は 米国 で 大 ヒッ ト 。 勢 い に 乗 り 、 ラ イヴ 盤 「 ロ キシ 
ー& エ ルス ウェ ア 」('74 年 ) と 、 マ ザー ズ 時 代 の 大 傑作 「 ワ ン ・ サ イズ ・ 
フィ ッ ツ ・ オ ー ル 」(75 年 ) 発売 「 ワ ン ・ サ イズ ー」 で は 、 各 地 の ラ イ 
ヴ ・ テ イク を 見 事 な 編集 作業 で 難 無く つなぎ 合わ せる な ど 、 そ の 後 の 
ザッ パ の レコ ー デ ィング ・ ス タイ ル の 基礎 が 固まっ た 。 バ ンド 名 を マ 
ザー ズ か ら ザ ッ パ ・ バ ンド に 改名 し 、C* ビ ー フ ハー ト 参 加 の 「 ボ ン ゴ ・ 
フュ ー リ ー」('75 年 ) 「 ズ ー ト ・ ア リュ アー ズ 」("76 年 ) を 発売 し た 。 

77 年 、 自 身 の レ ー ベ ル 「 ザ ッ パ ・ レ コー ド 」 を 設立 。 第 一 弾 と し て 
4 枚 組 の ボッ クス ・ セ ッ ト 「 ラ ザー」 を リリ ー ス する 予定 だ っ た が 、 発 
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売 元 の ワー ナー・ プ ブラ ザー ズ が 難色 を 示し 、 ご 破 算 に 。 ザ ッ パ は 
全曲 を ラジ オ で 流す と いう 報復 措置 に 出 た 。 

ワー ナー は 何と 、 ラ ザー を 4 作品 に バラ 売り し た 。「 ザ ッ パ ・ イ ン ・ 
ニュ ー ヨ ー ク 」('78 年 )「 ス タ ジ オ ・ タ ン 」('78 年 ) 、 当 初 、 ホ ッ ト ・ ラ ッ 
ツ 3 と いう 題名 だ っ た 「 ス リー プ ・ ダ ー ト 」 ("79 年 ) そし て 「 オ ー ケ スト 
ラ ・ フ ェ イ ヴ リ ッ ツ 」('79 年 ) だ が 、 ラ イヴ 盤 「 ザ ッ パ ・ イ ンー.」 以 外 の 
3 作品 は ザッ パ の 許可 無し で 由 た 。 お まけ に 「 ザ ッ パ ・ イ ン 一 」 も 英 ・ 
伊 盤 の 初回 プレ ス 分 以外 は 、 一 部 の 曲 や ザッ パ の し ゃ べり の 部 
分 が 勝手 に カッ ト さ れ た 。 

結局 、 ザ ッ パ ・ レ ー ベ ル 第 1 弾 と し て 発売 され た の が 、 最 高 傑作 
の 呼び 声 も 高い 「 シ ー ク ・ ヤ プー ティ 」('79 年 ) だ 。 数 カ月 に 及ぶ 入 
念 な が リハーサル を 積ん だ 超絶 テク の メン バー に よる ライ ヴ 音 源 に 、 
スタ ジオ で オー バー・ ダ プ ブ を 重ね る と いう ザッ パ 独 自 の 創作 コン 
セプト が この 作品 で 完成 、 頂 点 を 極め た 。 と ころ が 、 そ の わずか 半 
年 後に 「 ジ ョ ー の ガレ ー ジ 」3 部 作 を リリ ー ス 。 ザ ッ パ の 底力 を ま ざ 
ま ざ と 見 せつ けた 。 こ の 後 、 ザ ッ パ ・ レ ー ベ ル に 代わ る 自主 レー ベ 
ル 、 バ ー キ ング ・ パ ンプ キン を 設立 。 大 手 レ コー ド 会 社 か ら 一 切 制 
約 を 受け な い 創 作 活動 を 買 く こと が 可能 に な っ た 。 

ザッ パ は !'60 年 代 か ら 「 私 の 編集 テク ニッ ク は 作曲 の 延長 だ 」 と 
言っ て いた の は 有名 だ が 、 こ の 頃 は 「 私 の 目標 は 、 オ ー バ ー・ ダ ブ 
な し の ライ ブー 発 録 り 『 ス タ ジ オ 盤 』 を 作る こと だ 」 と 言っ て いた ら 
し い …。 凡 百 の ミュ ー ジ シャ ン で は 、 こ ん な プッ 飛ん だ 発想 は 出 て 
ご な が UN 注 の う 

その た め 、 ザ ッ パ ・ バ ンド は ロッ ク 界 
最強 の 超絶 テク 集団 と 化し 、 超 一 流 
ミュ ー ジ シャ ン の 養成 学校 の 様相 を 
呈し た 。 門 下 生 の 顔 触 れ を みる と 、 ギ 
ター は E・ プ リュ ー、S・ ヴ ァ イ 、W・ ク ク 
ル ロ 、key は G・ デ ュー ク 、E・ ジ ョ ブ ソ 
ン 、dr は E・ ダ ン バ ー、T・ ボ ジオ 、C・ ト 
ンプ ソン 、V・ カ リュ ー タ … と 、 壮 々 た る 
顔ぶれ だ 。 

'80 年 代 に 入っ て も 、 妥 協 を 許さ な 
い ザ ッ パ の 創作 意欲 は と ど ま る と こ 
ろ る を 知ら な か っ た 。'81 年 に は ギタ ー 
ソロ だ け で 構成 し た 3 枚 組 「 黙 っ て ギ 
ター を 一 」、 必 殺 ラ イヴ 「 テ ィ ン ゼ ル 
ー」、 レ ー ガ ン 政 権 や ヤッ ピー、 宗 教 
右 細 を 批判 し し ゴス ペル に 乗せ て キ 
リス ト 教 を 茶化し た 大 傑作 「 ユ ー・ ア 
ーー」 を 発表 。「 黙 っ て ギタ ー を 一 」 は 
"88 年 に 続編 も 出 た 。 

"82 年 に は 「 シ ッ プ ・ ア ライ ヴィ ング 
ー」、'83 年 に は 「 ザ ・ マ ン ・ フ ロム ー.」、 
「 ベ ベイビー 一 」、「 ロ ンド ン ・ シ ン フ ォ ニ 
ー」 の 2 部 作 、'84 年 に は P・ プ ブー レー 
ズ 指 揮 の FZ 作 品 「 ザ ・ パ ー フ ェクト 」、 
マザー スズ 結成 20 周 年 記念 の 「 ゼ ム ・ 
ー」、3 枚 組 の 超過 激 ミ ュー ジ カ ル 「 シ 





ング ・-」 と 多彩 な 作品 の 発表 が 相次ぐ 。 

"85 年 に は 、 ロ ッ ク の 歌詞 検 開 な どの 動き に 対抗 すべ く 「 ミ ー ツ ・ 
ザ ・ マ ザー ズー」 を 発表 。 同 時 に 傑作 ライ ヴ 「 ダ ズ ・ ユ ー モ アー」 で 
笑わ せ た 。'86 年 に は シン クラ ヴィ ア に よる 自動 演奏 「 ジ ャ ズ ・ フ ロム 
ー」 で 物議 を か も し た ('88 年 グラ ミー 賞 受 賞 ) 。 こ の 頃 か ら 過 去 の 
作品 の CD 化 が 始ま る 。 自 ら の 死 を 覚悟 する か の よう に …。 

'88 年 、 米 大 統領 選 に 対す る ザッ パ の 決意 表明 で ある 「 プ ロー ド 
ウェ イ ・ ツ アー」 を 開始 。 ツ アー の 模様 は 「 ブ ロー ドウ ェ イ ・ ザ ー」 
('88 年 ) 「 ザ ・ ベ スト ・ バ ンド 」("91 年) 「 メ イク ・ ア ー」('91 年 ) に 収 
録 。 自 分 の 海賊 盤 を 自ら 発売 し た (/)「 ビ ー ト ・ ザ ・ プ ブー ト 」 シ リー 
ズ ('91、'92 年 ) も 話題 を 呼ん だ 。 

並行 し て 、'88 年 一 91 年 に は 過去 の ライ ヴ の 集大成 「 オ ン ・ ス テ 
ー ジ 」 シ リー ズ ( 全 6 作 ) を リリ ー ス 。 貴 重 な ラ イヴ 音源 「 プ レイ グラ 
ウン ドー」('92 年) と 「 ア ヘッ ドー」('93 年 ) も 登場 し た 。 し か し 、 ザ ッ 
パ の 体 は ガン に 人 触 まれ て いた 。 新 作 ラ イブ 「 イ エロ ー・ シ ャ ー ク 」 リ リ 
ー ス 後 の '93 年 暮れ 、 つ い に 帰 ら ぬ 人 と な っ た が 、 翌 年 「 シ ヴィ ライ 
ゼイ ショ ン 一 」 を リリ ー ス 。 未 発表 作 発売 の 計画 も ある 。 

ザッ パ の 曲 に は 下 ネ タ が 多 い が 、 こ れ は 自分 の 作品 (考え ) を 
多く の 人 に 理解 し て も ら う た め 、 わ ざと 視点 を 低く し た 結果 で は な 
いか 。 大 上 段 に 振り か ぶり 、 上 か ら 見 下ろ す よ うに 愛 だ の 平和 だ 
の と 説教 する の で は な く 、 常 に 低い 視点 か ら 社 会 を 批判 ・ 風 刺し 、 
あら ゆる 権威 を 笑い 飛ば し た ザッ パ 。 彼 の こう し た 批判 精神 こそ 、 
ロッ ク そ の も の で ある 。 
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8 年 前 、 ア メリ カ 史 研究 室 に 在籍 し て いた 俺 が 卒業 論文 の テー マ 
に 選ん だ の が 《「 フ リー ク ・ ア ウト 」 と いう アル バム を 通し て 、 ザ ッ 
パ が 見 た アメ リカ 60 年 代 》) と いう 素敵 な も の だ っ た 。 4 ヶ月 間 、 一 
日 に 最低 3 回 は 聴い て いた この 傑作 を それ 以降 で 耳 に し た の は 、 ザ 
ッ パ の 計 報 を 知ら され た 夜 に ウィ ンス トン を 喫 いな が ら 私 的 追悼 と 
し て 流し た 、 そ の 一 回 きり だ 。 これ 程 親切 な レコ ー ド は な いし 、 無 
邪気 な レコ ー ド も 減 多 に な い 。 小 難し い ア ル バ ム 評 な ど に 惑わ され 
ず に 素直 に 耳 を 傾け 、^ フ リー ク ・ ア ウト する っ て 何 ?” と いう 一 文 
を 考え て 欲し い 。 ア メリ カ 人 は ザッ パ の 名 を 聞く と 思わ ず 笑 う の だ 。 
ザッ パ な ん て ちっ と も 難し く な い 。 多 作 で 知ら れる ザッ パ だ が 2 nd 
以降 は 本 作 の ヴァ リエ イシ ョ ン に 過ぎ な い 、 こ れ が 結論 。 (星野 ) 


FRANK ZAPPA & THE MOTHERS 
OF INVENTION 
Ahsolutely Free 


LP/Verve V 5013 67 年 
CD/Rykodisc 10093 
/ ビ デオ ・ ア ー ツ VACK-5111 





ザッ パ の 楽曲 の 特徴 で ある 、 変 拍子 に 乗せ て リズム や テン ポ ボ を 複 
雑 か つ コ ロコ ロ 変 える 試み は 今 作 か ら 始 まっ た 。 カ ッ ト ・ ア ッ プ 、 
テー プ ・ コ ラー ジュ を 繰り 返し 、 敬 愛す る E・ ヴ ァ レ ー ズ 、C・ ナ ンカ 
ロウ な どの 現代 音楽 か ら 、 ス トラ ヴィ ンス キー、 ビ ー チ ・ ボ ポー イズ 
テレ ビ の テー マ ・ ソ ング 、R & B、 果 て は 雑音 に 至る まで 、 あ ら ゆ 

斉 を ポッ プ ・ ア ー ト の よう に 切り 張り し て 作り 上 げた 音楽 は 、 聞 
き 手 を こと ご と く 挑 発し 、 自 由 の 国 ・ ア メリ カ と 、 ナ ン セ ンス な ア 
メリ カン ・ ド リー ム を あざ 笑う 。 ザ ッ パ の 音楽 の ルー ツ が よく 分 か 
る ぞ 。` プ ラウ ン ・ シ ュー ズー? の 出来 は 秀逸 。、^『 プ ラス チッ ク ・ ピ 
ー プ ル " に 代表 され る 本 作 で の ザッ パ の 訴え は 切実 だ が 、 最 後に は 
や っ ぱり 笑っ て し まう 。CD 化 に 際 し て 二 曲 を 追加 収録 。 (岡田 ) 





FRANK ZAPPA & THE MOTHERS 
OF INVENTION 
Were Only In ltFor The Money 


LP/Verve V 5045 '67 年 
CD/Rykodisc 40024 
/ ビ デオ ・ ア ー ツ VACK-5104 





欧米 で 最も 高 評価 を 得 て い る 作品 。 フ ラン ツ ・ カ フカ の 「 流 刑 地 
か ら 」 を 読ん で か ら 聞 け 、 と の 難し い 指 示 が ある 本 作 は 、 当 時 の 米 ・ 
サン フラ ン シ ス コ を 席 挫 し た ラヴ & ピー ス に 代表 され る ヒッ ピー 文 
化 の 安易 な 理想 を 豪快 に 笑い 飛ば し た 。 当 時 の 若者 文化 の 象徴 だ っ 
た ビー トル ズ の 「 サ ー ジ ェ ン トー」 を 標的 に 選び 、 徹 頭 徹 尾 パロ デ 
SOIE3 ど TGCN ラ ツー スク 。 寝 ほ 飲 だ 王 と を 所 かず な が 」 と 
パッ サリ 切り 捨て た 訳 だ 。 ザ ッ パ に し て みれ ぼ ぽ ぼ 、 ビ ー ト ルズ で さえ 
も 、 タ イト ル 通 り 金 儲け し か 頭 に な い 鼻 持ち な ら な い 「 権 威 」 に す 
ぎ な か っ た 。 ビー トル ズ だ ろう が ず う と る ぴ び だ ろう が 、 関 係 な か っ 
た ( 訳 な いか )。 どの 曲 も すん な り 耳 に 入る 。 時 代 背 景 を 勉強 し て 、 
歌詞 を し っ か り 読 ん で 聞い て ちょ うだ い 。 (岡田 ) 


FRANK ZAPPA 
Lumpy GravV 


L P/Verve V 8741 '68 年 
CD/Rykodisc RCD 10504 
/ ビ デオ ・ ア ー ツ VACK 5105 





ザッ パ な ん て 難し く な いと いう 持論 の 俺 も 、 さ す が に 初心 者 に は 勧 
め ら れ な い 初 ソロ 作 。 た だ し 「 フ リー ク ・ ア ウト 」 か ら 「 い た ち 野 郎 」 
まで を 聴き 込ん だ 人 に は 、 本 作 ほ と 面白 い ア ル バ ム も な い は ず だ 。 こ 
れ 程 遊び 心 に 満ち た 作品 も な く 、 後 の ア ル バ ム に 登場 する 曲 の フレ ー 
ズ が 一 瞬 聴 けた 時 の 喜び は 病人 な ら お 分 か り い た だ ける だ ろう 。 喋り 
も や た ら と 多い が 、 音 楽 と は 楽器 を 駆使 する こと で な く 、 鼻 歌 や 手 拍 
子 が ベー ス で あり 、 そ れ が 頭 で は な く て 皮膚 感覚 で 判る 人 は 、 編 集 の 
鬼 "た る ザッ パ の 手腕 が いか ん な く 発 揮 さ れ た サウ ンド ・ コ ラー ジュ 
の 大 傑作 も 、 チ ベッ ト 密 教 の 読経 や め ビ ピグミー の 歌声 も 同じ に 響く は ず 
だ 。 音楽 な ん て 考え ちゃ いか ん 、 楽 し ん で 作っ た 俺 の 斉 を た っ ぷり 楽 
し ん で くれ 、 そ ん な ザッ パ の 声 が する 。 (星野 ) 








FRANK ZAPPA & THE MOTHERS 
OF INVENTION 
Crusing With Ruhen & Jets 


L P/Bizarre/Verve V 65055 '68 年 
CD/Rykodisc RCD 10063 
/ ビ デオ ・ ア ー ツ VACK 5118 





'68 年 1 月 ニュ ー ヨ ー ク 録音 。 ジ ャ ケッ ト に は 「 こ の アル バム を 製 
作 し た の は 、 こ の 種 の 音楽 が 本 当 に 大 好き だ か ら だ 」 と いう ザッ パ 
自ら の コメ ント 。 果たし て その 中 身 は 、 ラ ジオ 局 に は 全く 見 向き も 
され な か っ た それ まで の "難解 な 音楽 "と は 打っ て 変わ っ て 、 ド ゥ ー・ 
ワッ プ を メイ ン と し た 5)50 年 代 R & B の 大 特集 / マザー ズ の ルー ツ 
と も いえ る 音楽 へ の 愛情 が 素直 に 表現 され た 傑作 で ある と 同時 に 、 
ヒッ ピー や サイ ケ デ リッ ク と いっ た 、 当 時 の 流行 り も の に 対し て の 
鋭い 批判 を も 兼ね 備え て いる 。 複雑 な ハー モニ ー や コー ド 展 開 を 随 
所 に 盛り 込み な が ら 、 そ れ が 無理 な く な じん で いる こと に 驚く 。 な 
お 、CD 化 に 際 し て ドラ ム と ベー ス が 差し 替え られ 物議 を 醸し た 。'93 
年 承認 マス ター 使用 CD も 同様 だ が 、 音 質 は さら に アッ プ 。 (工藤 ) 





FRANK ZAPPA & THE MOTHERS 
OF INVENTION 
Uncle Meat 


L P/Bizarre MS 2024 '69 年 
CD/Rykodisc 10064 
/ ビ デオ ・ ア ー ツ VACK-5109/10 





同名 映画 の サン トラ と し て 製作 され た が 、MOI の 最高 作 と いう より 、 
ロッ ク 、 ジ ャ ズ 界 で も 空前 絶後 の 一 枚 に 数 えら れる 。「 ラ ン ピ ー・ グ 
レイ ヴィ 』 と と も に 、 フ ァ ウ スト や カン と いっ た ジャ ー マ ン ・ ロ ッ 
ク 勢 を は じ め 、 ア ヴァ ン ギ ャ ルド と いわ れる 音楽 に 与え た 影響 は 計 
り 知れ な い 。 あ く な き ザ ッ パ の 実験 精神 が 、1& R・ ア ンダ ー ウ ッ ド 、 
D・ プ レス トン ら 各 メン バー の 才能 と 核 融 合 を 起こ し て 生ま れ た 「 前 
衛 」 の 完成 形 。 そ れ ら に し て も 、 シ ー ク ェ ン サー は お ろか 、 リ ズム ・ 
マシ ン も な い 時 代 に 、 冒 頭 の テー マ 曲 の よう な 一 分 も 隙 も な い ア ン 
サン ブル の 楽曲 が レコ ー デ ィング され た こと は 驚き だ 。 ラ イヴ で お 
な じみ “キン グ ・ コ ング "” は 何 度 聞 いて も 身震い する 。CD に は オリ 
ジ ナ ル ・ ア ル バ ム 未収 録 曲 3 曲 が 加 わっ た 。 (岡田 ) 
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FRANK ZAPPA FRANK ZAPPA 


Hot Rats 


L P/Bizarre RS 6356 '69 年 
CD/Rykodisc 10066 
/ ビ デオ ・ ア ー ツ VACK-5102 











HOTRATS 





ギタ リス ト ・ ザ ッ パ の 才能 (音楽 セン ス や 作曲 ・ 編 曲 能 力 ) が 一 
気 に 開花 し た ジャ ジー な 一 枚 。 英 国 で は 評論 家 受 け も 良かっ た らし 
く 、 ク リム ゾン の 「 宮 殿 」 を 抜い て 英国 チャ ー ト の トッ プ に 輝い た 。 
CD 化 に 際 し て 大 幅 な デジ タル ・ リ ミッ クス が 加わ っ て いる た め 、 ア 
ナ ロ グ 盤 と 聞き 比べ る こと を お 勧め する 。`" ウ ィ リ ー・ ザ ・ ピ ンプ ? 
で は C・ ビ ー フ ハー ト が ヴォ ー カ ル を と っ て いる が 、 他 は 全曲 イン ス 
ト で ザッ パ の ギタ ー が 堪能 で きる 。 プ レー の 水準 は 四半 世紀 以上 を 
経た 現在 で も か な り 高 い 。 ザ ッ パ は 本 作 で ギタ リス ト と し て も 別格 
に な っ た 。 フ ュー ジョ ン の 先駆 け 的 な 評価 が 目立つ 本 作 だ が 、 そ ん 
な イー ジー な 内 容 で は あり ませ ん ピー チズ ー?* は 世界 初 の ミニ ( シ 
ング ル ) CD と し て 店 頭 に 並ん だ っ け 。 (岡田 ) 


FRANK ZAPPA & THE MOTHERS 
OF INVENTION 
Burnt Weeny Sandwich 


L P/Bizarre/Reprise RS 6370 '69 年 
CD/Rykodisc RCD 2-74289 
/ ビ デオ ・ ア ー ツ VACK 5081 





始め ① と 終わ り ⑨ が ドゥ ー・ ワ ッ プ 。 そ の 間 に 挟 まれ た イン スト 
7 曲 。 即 興 性 に 富ん だ オリ ジ ナ ル ・ マ ザー ズ の 演奏 が 、 ス リリ ング 
で 刺激 的 だ 。 特 に 18 分 強 に 及ぶ 大 作 ⑧ で は 、 イ アン ・ ア ンダ ー ウ ッ 
ド の ピア ノ 、 そ し て シュ ガー・ ケ イン ・ ハ リス の ヴァ イオ リン ・ ソ ロ 
等 、 彼 ら が ひと つの 極み に 到達 し た 瞬間 を 完璧 に 捕らえ て いる 。 ま 
た この アル バム で は ザッ パ は 、'68 一 "69 年 の 音源 を 使用 し な が ら 、 ス 
タ ジ オ ・ ワ ー ク に お ける 画 期 的 な 試み を 披露 し た 。 例 えば ⑥ は 、 ス タ 
ジオ で の レコ ー デ ィング に 、 ラ イヴ 録音 の ギタ ー・ ソ ロ を オー ヴァ 
ー・ ダ ビン グ し て 製作 され た も の で ある 。 こ の よう な スタ ジオ ノラ 
イヴ 音源 を 自在 に 編集 する 発想 は 、 ザ ッ パ に と っ て 非常 に 重要 な 意 
味 を も つ 。 マ ニア の 間 で は 、 隠 れ た 名 作 と し て 評価 が 高い 。 (工藤 ) 





FRANK ZAPPA & THE MOTHERS 
OF INVENTION 
WeaselS Rinned My Fresh 


L P/Bizarre/Raprise RSLP 2028 
7 年 
CD/Rykodisc RCD 10504 
/ ビ デオ ・ ア ー ツ VACK 5105 





「 い た ち 野 郎 」 だ 。 オ リ ジ ナ ル ・ マ ザー ズ 解 散 記念 アル バム で "67 一 79 
年 に 録 ら れ た ライ ヴ プ スタ ジオ 音源 を 巧み に 編集 し た 作品 で ある 。 
^ マ イ ・ ギ ター” の よう な R&R や “オー・ ノ ー” の よう な ボッ プス 
か ら 、 ア ル バ ム を 締め 括る 垂れ 流し の ノイ ズ ま で 全て が 痛快 だ 。 中 
で も 俺 の 心 を 舐め 回 し て くる の が エリック ・ ド ルフ ィ ー・ メ モリ 
アル ・ バ パー ベ キ ュー"。「 フ リー ク ・ ア ウト 」 の 内 ジャ ケ に も 名 前 が 
載っ て いた 、 音 楽 的 に 真 の 意味 で ^ フ リー” の 境地 に 達し えた 唯一 
人 の 地球 人 (だ と 乱 聴 し て きた 俺 は 確信 し て いる ) で ある 天才 サッ 
クス 奏者 ドル フィ ー に 捧げ られ た ? 名 曲 は 、 ミ ン ガ ス 的 だ っ た り 、 
アイ ラー 的 だ っ た り 。 カー ラ ・ ブ レイ と 作 し た り と 変 加 自 の ジャ 
ズ だ 。 ジ ャ ズ と は “ムッ チャ 、 気 持ち E” と いう 意味 じゃ 。 (星野 ) 





FRANK ZAPPA 
Chunga'S Revenge 


L P/Bizarre/Reprise MS 2030 70 年 
CD/Rykodisc RCD 10164 
/ ビ デオ ・ ア ー ツ VACK 5029 





70 年 の 母 の 日 、 ザ ッ パ の オー ケス トラ 作品 が ロサ ン ゼ ルス ・ フ ィ 
ル に よっ て 演奏 され た 。 指揮 は ズー ビン ・ メ ー タ ー。 コンサ ー ト 終 
了 後 、 元 ター トル ズ の フロ ー& エ ディ ー が 楽屋 の ザッ パ を 訪ね 、 こ 
こ に 俗 に いう ター トル ・ マ ザー ズ ? が 誕生 。 実 は "69 年 の オリ ジ ナ 
ル ・ マ ザー ズ 解 散 後 、 ザ ッ パ は その 名 も “ホッ ト ・ ラ ッ ツ ” と いう 
バン ド を 率い て 小 規模 に ライ ヴ 活 動 を 続け て いた 。 メ ン バ ー 的 に は 、 
本 作 の リズ ム ・ セ クシ ョ ン と 思っ て 間違い な い が 、 ヴ ォ ー カ ル を と 
れる ヤツ が いな か っ た 。 そこ へ タイ ミン グ 良 く 、 口 の 達者 な 二 人 組 
が 目 の 前 に 現われ た わけ だ 。 本 作 の 約 半 数 を 占め る ヴォ ー カ ル 曲 が 
「200 モ ー テ ルズ 」 の 布石 で あっ た り 、 例 の 掃除 機 が 登場 し た り 、 後 
の プロ ジェ クト と の 関連 が 興味 深い 。 (工藤 ) 








THE MOTHERS 
Fillmore East, June 1971 
LP/Bizarre/Reprise MS 2042 71 年 
CD/Rykodisc RCD 10167 

/ ビ デオ ・ ア ー ツ VACK 5121 
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フロ ー& エ ディ ー を フロ ント に 立た せ た 、 新 生 マ ザー ズ の ステ ー 
ジ が 楽し め る ライ ヴ 盤 。'71 年 の 6 月 5 日 と 6 日 に 、2 ステ ー ジ ずつ 
行わ れ た ショ ウ の 模様 を 編集 し た も の で 、 共 演 し た ジョ ン ・ レ ノン 
が 「 サ ムタ イム ・ イ ン ・ ニ ュー ヨー ク 」 で 同じ 音源 を 使っ て いる こと 
は 有名 だ ろう 。(①⑥⑩ と いっ た 代表 曲 の 再演 が 聴け る し 、 タ ー ト ル 
ズ の 大 ヒッ ト ⑧ も 出 て くる し 、 メ ン バ ー 全 員 が いい 意味 の エン ター 
テイ メン ト に 徹し て いる 。 硬派 の ファ ン か ら は 、 客 に 妨 び て いる よ 
うだ 、 と 批判 され る こと も ある が 、 フ ロン ト の 二 人 の や り と りか ら 
発する 音楽 産業 に 対し て の 痛烈 な 皮肉 、 笑 い を 武器 に し た 徹底 攻撃 
は 、 こ の 時 期 の マザー ス な ら で は の も の 。 アナ ログ 盤 が 出 、 当 時 は 、 
海賊 般 を パロ ディ 化し た ジャ ケッ ト に も 度 胆 を 抜か れ た 。 (工藤 ) 





THE MOTHERS 
Just Another Band From LA 


LP/Bizarre/Reprise MS 2075 72 年 
CD/Rykodisc RCD 10161 
/ ビ デオ ・ ア ー ツ VACK 5122 





71 年 8 月 7 日 、UCLA で 行わ れ た コン サー ト を 収録 し た ター トル ・ 
マザー ズ ” の ライ ヴ 第 2 弾 。 誰 で も まず 興味 を 持つ の は 、 前 作 の フ 
ィ ル モア か ら 2 ヶ 月 後 の ラ イヴ の 、 い っ た い 何 が そん な に 気に入っ 
て レコ ー ド ・ リ リー ス し た か と いう こと だ ろう 。 それ は 、24 分 47 秒 
に 及ぶ 演奏 時 間 の た め ア ナ ロ グ 盤 で は A 面 すべ て を 使っ て 刻ま れ て 
いた だ 、 ロ ロック ミュ ニー ジ カ ル ビリ ニー ニュ ザマ ウン テン ⑱⑪ を 聴け 
ば 納得 する は ず だ 。 主 題 は 徴兵 制度 反対 だ ろう が 、 ま さ に 絶好 調 の 
フロ ー& エ ディ の 巧み な シャ ベリ 、 そ し て 、 数 多く の 経験 を 積ん で 
さら に 成長 し た バン ド の 好 サ ポー ト に よっ て 、 ザ ッ パ も 十分 満足 で 
きる ステ ー ジ を も の に し て いる 。 ま た 、②⑤ の よう な デビ ュー 時 代 
の 名 曲 の ライ ヴ 演 奏 が 聴け る の も 大 き な 魅 力 だ 。 (工藤 ) 





7 プア 








FRANK ZAPPA 
Waka/Jawaka 
L P/Bizarre/Reprise MS 2094 72 年 


CD/Rykodisc RCD 10094 
/ ビ デオ ・ ア ー ツ VACK 5123 





71 年 12 月 、 悪 夢 の ロ ンド ン 公 演 。 演 奏 中 に 暴漢 に 毅 わ れ 、 ス テー 
ジ か ら オ ー ケ スト ラ ・ ピ ッ ト に 転落 し 全治 6 ヶ月 の 重傷 。 し か し 、 
それ で も 創作 意欲 の 姓 盛 な この 重病 人 は 、 入 院 中 も 精力 的 に 作曲 活 
動 を 行い 、 退 院 後 ギ ター が 弾け る よう に な る まで 回 復 す る と 、 さ っ 
そく 独自 の 人 脈 で 集め た ミュ ー ジ シャ ン に よる レコ ー デ ィング を 開 
始 し 、 ア ル バ ム 2 枚 を 発表 する 。 身体 が 自由 に 動か な い ザ ッ パ を 助 
けた の は 、 ト ラン ペッ ト 奏 者 の サル ・ マ ルケ ス で ある 。 彼 は また 、 
驚異 的 な 多重 録音 を 敢行 、17 分 22 秒 に 及ぶ オー プ ニ ン グ ・ ナ ン バ ー 
を は じ め と する 、 こ の 分 厚い 、 重 厚 バ サウ ンド に 重要 な 役割 を 果 た 
し た 。 コンセプト 的 に 「 ホ ッ ト ・ ラ ッ ツ 」 を 人 道 随 し た 、 ビ ピッグ ・ バ 
ンド 形式 に よる 縦横 無尽 な 演奏 に 圧倒 され る 。 (工藤 ) 


FRANK ZAPPA & THE MOTHERS 
The gand Wazo0o 


L P/Bizarre/Reprise MS 2093 72 年 
CD/Rykodisc RCD 10026 
/ ビ デオ ・ ア ー ツ VACK 5124 





前 作 か ら 5 ヶ月 後に リリ ー ス され た 続編 、, すばらしい イラ スト を 
書い た カル ・ シ ェ ン ケル の 名 前 が 出 て くる ② を 除い て 、 す べ て イン 
スト ゥ ル メ ンタ ル 。 ジ ャ ケッ ト に 載っ た 不思議 な スト ー リ ー を 再現 
する 、SF 仕 立て の ミュ ー ジ カル と も と れる だ ろう が 、 そ の ビ ピッグ ・ 
バ パンド ・ オ ー ケ スト レー ショ ン に は 、 た だ 驚嘆 する の み 。 この 時 期 
の ザッ パ は ジャ ズ 寄 り と 言わ れ て いる が 、 ミ ュー ジ シ ャ ン の ソロ よ 
り も 、 曲 全体 の アン サン ブル に 重点 を 置い た を 、 い わ ゆ る エレクト 
リッ ク ・ チ ェ ン バー・ ミ ュー ジッ ク ” の 傑作 と し て 評価 は 高い 。 ロ 
サン ゼル ス の パラ マン ト ・ ス タ ジ オ で 、 車 椅子 に 座っ て ギタ ー を 弾 
く ザ ッ パ の 次 を 想像 する だ け で も 、 背 筋 に ゾク ッ と くる も の が ある 。 
な お 、 最 終 承 認 盤 で は 、 1 曲目 と 2 曲目 が 入れ 替え られ た 。 (工藤 ) 





FRANK ZAPPA & THE MOTHERS 
Overnite Sensation 


LP/Discreet MS 2149 73 年 
CD/Rykodisc 40025 
/ ビ デオ ・ ア ー ツ VACK-5107 





ザッ パ は その 時 々 の メン バー の 技量 に 合わ せ て 作る 。 ヴォー カリ 
スト の オー ディ ショ ン を し た も の の 良い 人 材 が 見 つか ら ず 、 自 分 が 
初め て メイ ン で ヴォ ー カ ル を 取る は め に な っ た た めか 、 こ の 作品 で 
は 誰 に で も 歌い や すい ポッ プ な 曲 が 多 く 、 セ ー ル ス 的 に も 成功 。 マ 
ザー ズ 快 進撃 の きっ か け を 作り 出し た 。 し か し 、 歌 詞 の 方 は ポッ プ 
どこ ろか 、TV に よる 大 衆 操作 の 危険 性 を 予見 し た ^ ア イム ・ ザ ・ ス 
ライ ム ” を は じ め 、 痛 烈 な 社会 批判 、 お 笑い 、 エ ロ が 一 緒 く た に な 
っ う て 、 う 一 ん 、 チ イス ・ テ イス ト 。 こ の 作品 は も っ と も っ と 評価 き 
れる べき だ 。 な お 、 ス ペイ ン 盤 の み “ダイ ナ ・ モ ー・ ハ ム ” の 代わ 
動 還 、 軍 2N 「 グ ラシン シド ャ ワズ ー」 か らち イート ・ ザッ ド ト ャ クモ 
スチ ョ ン ” を 収録 。 (岡田 ) 


還 FRANK ZAPPA 
Anostronhe( ) 
LP/Discreet DS 2175 74 年 
CD/Rykodisc 40025 

/ ビ デオ ・ ア ー ツ VACK-5108 





基本 的 に は 前 作 の スタ イル を 踏襲 し た 作品 。 エ スキ モー 人 の 母親 
が 子供 に 「 黄 色 い 雪 は (ハス キー 犬 が オシ ッ コ し た 雪 だ か ら ) 食べ 
ちゃ だ め 」 と 説教 する 何 か よ く 分 か ら な い 曲 “ドン ド ・ イ ー ト ・ ジ ・ 
イ 王 昌一 = スノー” が シン グル ・ カ ッ ト さ れ 、 信 楽 の ラジ オ 曲 で プ 
レイ ク し た お か げ で 、 ビ ル ボ ー ド 誌 の アル バム ・ チ ャ ー ト で 10 位 を 
記録 する な ど 、 ザ ッ パ の アル バム 中 、 最 も 売れ た 一 枚 と な っ た 。 ラ 
イヴ で の 定番 曲 ^ コ ズミ ッ ク ・ デ プリス” は 、 皮 肉 の 利 い た ザッ パ 
の 歌詞 の な か で も 超 ナ イス 。 ピ アノ の イン トロ が も の 悲し い アン 
クル ・ リ ー マ ス ” で セン チ メ ン タル な 気分 に させ と いて 、 続 く ラ ス 
ト の 曲 は ~ 臭 い 足 " だ と さ (な め て ん の か ? )。 元 クリ ー ム の ジャ ッ 
ク ・ プ ルー ス が ベー ス で 参加 。 だ か ら 何 な の ? 。 (岡田 ) 








FRANK ZAPPA & THE MOTHERS 
RoxV & ElSewhere 


LP/Discreet DS 2202 74 年 
CD/Rhino 74241-2 
/ ビ デオ ・ ア ー ツ VACK-5082 





マザー ズ 結 成 10 周 年 を 記念 し た 最強 メン バー に よる 壮絶 ライ プ 。 
ザッ パ を 中 心 に 、C・ ト ンプ ソン (ds) 、G・ デ ュー ク (key) 、R・ ア ンダ 
ー ウ ッ ド (perc) ら が が っ ちり スク ラム を 組み 、 文 字 通 り パ ー フ ェ ク 
ト な 演奏 を 披露 し て いる 。 特 に 、 火 花 が 飛び そう な 変 拍子 に 合わ せ 
て 主要 メン パー が ユニ ゾン を 決め まく る “ヴィ レッ ジー” か ら “ ド 
ンチ ュー・ エ バー” の メド レー で の 異様 な 緊張 感 と 疾走 感 は マザー 
ズ し か 出せ な い 。 と ころ が 同時 期 の ライ ヴ を 収め た 「 オ ン ・ ス テー 
ジ Vol.2」('88 年 発売 ) で は 、 こ の メド レー が さら に スピ ー ド ・ ア ッ プ 。 
ロッ ク 史 に 残る 名 演 と な っ て いる 。P・ コ リン ズ が 本 作 で の C・ ト ンプ 
ソン の プレ イ を 聞い て プッ 飛び 、 彼 を ジェ ネ シ ス の ツア ー・ メ ン バ 
ー に 招き 入れ た と いわ れる 。 (岡田 ) 





FRANK ZAPPA & THE MOTHERS 
OF INVENTION 
0ne Size Fits Al 


LP/Discreet DS 2216 75 年 
CD/Rykodisc 10095 
/ ビ デオ ・ ア ー ツ VACK-5106 





マザー ズ と し て 頂点 を 極め た 770 年 代 初 期 の 傑作 。 冒頭 を 飾る 名 曲 
* イ ンカ ・ ロ ー ズ ′ だ け を みて も 、 ベ ペー シック ・ ト ラッ ク が ロス の TV 
ライ ヴ で 、 ギ ター・ ソ ロ だ け は フィ ン ラ ンド 、 ヘ ル シ ン キ で の ライ 
ヴ と 、 や や こし さ に 拍車 が か か っ て いる の だ が 、 変 質 的 と も いえ る 
テー プ ・ コ ラー ジュ な ど 、 常 軌 を 逸脱 し た 編集 作業 の お か げ で 、 全 
く フ ツー に 聞こ える か ら 怖 い 。 一聴 する と 、 ど の 曲 も ザッ パ に し て 
は 聞き や すく ポッ プ だ が 、 め まい が し そう な オチ の “ エ ヴ ェ リ ン 、 
アー” を は じ め 、 歌 詞 は 皮肉 と 爆笑 が 混在 し て いて 深い ぞ 。 ラ イヴ 
で ほ ヌ ピード ・ デ チッ プ し で 演 開 きれ る “サン シン ・ パ ー ナ ディノ” は 。 
か っ て 自身 が お と り 捜 査 で 逮捕 、 ム ショ 入り し た 体験 が も と に な っ 
で IE る 。 ラ スト の ド ツ ファ No6.2" に は 泣け る 。 (岡田 ) 





了 ナブ ご ど 








ZAPPA/BEEFHEART/MOTHERS 
Bong0 Fury 


LP/Discreet DS 2234 75 年 
CD/Rykodisc 10097 
/ ビ デオ ・ ア ー ツ VACK-5125 





旧友 C・ ビ ー フ ハー ト を 迎え 、 米 テキ サス の アル マジ ロ 世 界 指 令 本 
部 で 行っ た 公演 を 収録 。 S・ ヴ ァ イ が 若い ころ 最も よく 聞い た アル バ 
ム と いう 。 ピ ビー フ ハ ー ト 参加 と いう こと で 、 必 要 以 上 に 大 前 導 かつ 
クッ サイ 表現 で 形容 され て いる 作品 だ が 、 大 事 な こ と 忘れ て な いか 。 
初 参加 の 歌っ て 踊れ る 超人 ドラ マー、T・ ボ ジオ で す が な 。 凶 暴 か つ 
繊細 、 そ の うえ 正確 無比 に あれ だ け の 音 数 を 叩き まく る この 人 の ド 
ラミ ング は 、 ま ぎれ も な く 本 作 の ハイ ライ ト 。 それ に し て も ビー 君 
を ツア ー・ メ ン バ ー に 参加 させ 、 タ イト ル に 名 前 まで 入れ た ザッ パ 
は 本 当 に 友達 思い だ な 。 で も ちゃ ん と オー ディ ショ ン は 受け て も ら 
っ た らし い 。「 親 し き 仲 に も 礼儀 あり 」 と いう こと か (違う っ て )。 
ラス ト の ` マ フィン ・ マ ン ” の ギタ ー は 暴走 し て ます 。 (岡田 ) 


す 紹 め 序 財 「RANKZAPPA 


= ェ ー マ ャ アイ ンー ビン < 了 


Znot Allures 
L P/Warner Bros DS 2970 76 年 
CD/Rykodisc 10160 

/ ビ デオ ・ ア ー ツ VACK-5126 





76 年 の 初 来 日 直後 に リリ ー ス され 、 当時 の 日 本 の ファ ン に は 思い 
出 深い 作品 。 ザ ッ パ の ギタ ー 曲 の 最高 峰 『 プ ラッ ク ・ ナ プ キ ンズ ? 
は 大 阪 公 演 の テイ ク 。 バ ー ク リー 音 大 時 代 に この 曲 を 採 護 し 、 ザ ッ 
パ に 送り つけ る と いう 命知らず の 暴挙 で ザッ パ ・ バ ンド の 曲芸 ( ス 
タン ス ) ギタ ー 担 当 の 座 を 射止め た の は ご 存じ 我ら の S・ ヴ ァ イ で あ 
る 。 お な じみ の 「 捧 問 一 」 を は じ め 、 ほ と ん どの 曲 を ザッ パ と ボ ジ 
オ の 2 人 で 作り 上 げた た めか 、 ラ フ な 印象 は 拭え な い 。 ち な み に こ 
の 作品 に は 、 正 規 盤 と は 曲 違 い の お 蔵 入り LP 2 種類 ( 2 枚 組 と 1 枚 
組 ) が 存在 する 。 と も に 名 曲 ` ス リー プ ・ ダ ー ト ′ と フィ ル シ ー・ 
ハビ ッ ツ ” な ど を 収録 。 2 枚 組 の 方 は テス ト ・ プ レス だ け だ が 、 1 
枚 物 の 方 は 市 場 に も 数 枚 、 出 回 っ た らし い 。 (岡田 ) 





FRANK ZAPPA 
Zappa In New York 


LP/Discreet 2D 2290 78 年 
CD/Barking Pumpkin D2 74240 
/ ビ デオ ・ ア ー ツ VACK 5083/4 





多 作 の ザッ パ だ が 77 年 は 一 作 も 発表 し て いな い 。 すっ た も ん だ が 
あっ た の だ が 、 さ ん ざん 書き 尽く され て いる の で ここ で は 触れ な い 。 
さて 、 今 に な っ て も アナ ログ し か 買わ な い 人 も 、 本 作 だ け は CD だ ぜ 。 
UK 初回 プレ ス の み で 削除 され た り 編 集 さ れ た 曲 に 加え て 、 未 発表 4 
曲 追加 だ も ん ね 。 ブート や 地下 テー プ で 聴い た 76 一 77 年 の ザッ パ ・ 
NNI( ウ ココ ボド ディ イコ ジョ フン ソン シ パ NWI ッ クオ バボ 
ー ン & テ リー・ ボ ジオ ) は 本 当 に カッ コイ イ 。 本 作 は そこ に プレ ッ 
カー・ プ ブラ ザー ズ や ルー ス ・ コ ー プ ラン ド を 加え た 特別 編成 な の だ 
か ら 、 も うた ま ら ん 。 お 笑い 系 プリ プリ ど フ ァ ン ク か ら テ クニ カル 
な イン スト まで 、 こ の 編成 で な く て は 不可 能 で あっ た 、 だ し は 濃密 
だ が 口当り は サッ パリ し た 高級 料理 の よう な 作品 だ 。 (星野 ) 


FRANK ZAPPA 
Studi0 Tan 


LP/Discreet DSK2291 78 年 
CD/Rhino 74237-2 
/ ビ デオ ・ ア ー ツ VACK-5085 





ワー ナー が ザッ パ に 無 許 可 で 出し た 作品 だ が 、 ザ ッ パ の 才能 の す 
べ て を 最良 の 形 で 表現 する 一 枚 と な っ て いる 。 本 作 を 世に 送り 出し 
た ワー ナー は 偉い 。 ア ル バ ム 「 ワ ン ・ サ イズ ー」 の 最強 メン バー に 
よる バラ エ テ ィ ー に 富ん で 4 曲 を 収録 。 約 20 分 の 大 作 ^ グ レゴ リー・ 
ペッ カリ ー の 冒険 ′ は 、 当 時 、 米 で 流行 し た ラジ オ ・ ド ラマ の 構成 
や 曲調 を 超絶 テク で パロ リ な が ら 、「 や っ ぱり 最後 は 金 や が な 」 と い 
う 見 事 な オ チ 。 楽曲 、 歌 詞 、 構 成 、 批 評 人 性 の どれ を と っ て も 、 こ の 
曲 の 驚く べき 質 の 高 さ は ザッ パ の 全 作 品 の 中 で も 頂点 を 極め て いる 。 
他 の 3 曲 も 最高 の ジャ ズ ・ ロ ッ ク ^RDNZL*、'60 年 代 初頭 の 米 ・ 西 
海岸 の サー フィ ン 文 化 を お ちょ くっ た ` 海 へ 行こ う よ "、 そ し て 究極 
の 一 曲 “ギタ ー と 予算 不足 の ーー” と 、 異 常に 高 水準 。 (岡田 ) 








FRANK ZAPPA 
Sleen irt 


LP/Discreet DSK 2292 79 年 
CD/Barking Pumpkin D2 74238 
/ ビ デオ ・ ア ー ツ VACK 5086 





本 人 の 意志 に 反し た リリ ー ス 自体 に は 問題 が ある も の の 、 フ ァ ン 
の 間 で は 「 ホ ッ ト ・ ラ ッ ツ 3 」 と 呼ば れる ほど に 評価 され て いる イ 
ンス ト 中 心 の アル バム 。 日 本 公演 の オー プ ニ ン グ で も 演奏 され た ① 
に お ける 、 イ マジ ネイ ティ ヴ な フィ ー ド ・ バ パック ・ ギ ター に まず 打ち 
の め さ れ る が 、 全 編 を 買い て いる ジャ ジー な 感覚 が 鋭い 。 さ ら に ア 
コー ステ ィ ッ ク ・ ギ ター 2 本 で 奏で られ る タイ トル ・ チ ュー ン の 奥深 
さ 。 聴 き 込 む ほ ど に 、 そ の 深み に は まっ て いく 。 正 確 な クレ ジッ ト 
は な い が 、 録 音 は 「 ワ ン ・ サ イズ ・ フ ィ ッ ツ ・ オ ー ル 」 そ し て 「 ズ 
ー ト ・ ア リュ アー ズ 」 の 頃 、 つ まり 774 年 と 76 年 あたり 。 参加 し た ミ 
ュー ジ シ ャ ン も 、 こ の 時 期 の バン ド ・ メ ン バ ー で ある 。CD 化 に 際 し 
て 、② は 女性 ヴォ ー カ ル が 入っ た テイ ク に 差し 替え られ た 。 (工藤 ) 





Sheik Yerhouti 
L P/Zappa Records SRZ-2-1501 
79 年 


CD/Rykodisc 40162 
/ ビ デオ ・ ア ー ツ VACK-5103 





ワー ナー と の 数 々 の トラ ブル を バネ に 、 自 ら の 名 を 冠 し た レー ベ 
ル を 設立 。 そ の 記念 すべ き 第 一 弾 と し て 発売 され た の が 本 作 。 ア ル 
バム 「 ワ ン ・ サ イズ ー」 で の 常軌 を 逸脱 し た 変質 的 録音 ・ 編 集 ス タ 
イル が さら に 暴走 。 各 地 の ラ イヴ 音源 を つない で ベー シッ ク ・ ト ラ 
ッ ク を つく り 、 そ れ に 度 も オー ヴァ ー ダ ビン グ を 重ね 、 完 全 な ス 
タ ジ オ 作品 の よう に 仕上 げた 。 本 人 に よる と 、 ラ イヴ で こそ 最も エ 
キサ イ テ ィ ング な 音 が 採れ る 、 と いう の が 理由 らし い ……。 歌詞 は 
エロ グロ ー 色 で 救い よう が な い が 、 演 奏 力 は も ちろ ん 、 音 の 構成 の 
級 密 さ で は 比較 対象 が この 世に 存在 し な い 。 ヘ ッ ド ホン で 聞く と よ 
り リ アル で 、 す べ て の 音 が 洪水 の よう に 襲い か か っ て くる 。 ラ スト 
の ヨー・ マ マ ′ で 、 み ん な 金縛り 。 (岡田 ) 
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P・ フ ロイ ド の 「 ウ ォ ー ル 」、 フ ー の 「 ト ミー」、 ジ ェ ネ シス の 「 プ 
ロー ドウ ェ ー」 と 並ぶ ロッ クオ ペラ の 傑作 だ が 、 風 刺 ・ 批 評 性 まで 
含め た トー タル な 質 の 高 さ で は 本 作 が 頭 ひ と つ 抜 け 出 て いる 。 政 府 
が 音楽 を 非 合 法 と し て 取り 締まる 世界 で 生き る 主人 公 、 ジ ョ ー の 物 
語 だ が 、 ザ ッ パ 自身 が 名 付け た ^『 パ イオ ニッ ク ・ フ ァ ン ク ” を は じ め 、 
R&B、 ソ ウル な ど 黒 人 音楽 を 自分 な り に 見 事 に 消化 し 切っ た 高 質 で 
ポッ プ な 楽曲 の オン ・ パ レー ド 。 頭 の 中 で ギタ ー・ ソ ロ を 弾く 想像 
を し た だ け で 、 近 所 の オバ ハン に 「 音 、 う る さい で 」 と 怒ら れる く 
だ り を は じ め 、 本 来 異常 に 深く 鋭い メッ セー ジ が 根底 に ある の だ が 、 
エロ の テイ スト を まぶし 、 わ ざと パカ っ ぽく し た 所 が ザッ パ ら し い 。 
^ パ ッ カ ー ド ・ グ ー ス ” の メア リー の 人 台 宙 に し ぴ れ る 。 (岡田 ) 
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意外 に 短命 だ っ た `^ZAPPA” レ ー ベ ル だ っ た が 、 さ ら な る 飛躍 を 目 
差し て 設立 し た ^ パ バー キン グ ・ ハ ンプ キン "に お いて 、 ザ ッ パ は よう や 
く 長 年 の 夢 を 果たす こと に な る 。 通 信販 売 等 を 含め て 、 つ い に 思 い 
通り の レコ ー ド ・ リ リー ス を 可能 と し た の だ 。 そ の 第 一 弾 と し て 、 
久しぶり に カル ・ シ ェ ン ケル の アー ト ・ ワ ー ク で 登場 し た の が 本 作 で 
ある 。① を 除い た すべ て が ライ ヴ 録 音 。 ス ティ ー ヴ ・ ヴ ァ イ が 参加 
し て 、 よ り ロ ッ ク 色 を 濃く し た ?80 年 後半 の アメ リカ ・ ツ アー を 中 心 
に 、G9⑱⑮ と いっ た 初期 の 難曲 を 再演 し た '79 年 の ロン ドン 公演 や 、 客 
を ステ ー ジ に 上 げ て の 支 離 減 死 な 「 ダ ンス ・ コ ン テ ス ト 」⑨ を 繰り 
広げ る '78 年 の ニュ ー ヨ ー ク 等 、 複数 の ライ ヴ 音 源 を 自在 に 編集 し な 
が ら 、 エ ンタ ー テ イメ ント 性 あふ れる アル バム と な っ た 。 (工藤 ) 





FRANK ZAPPA 
Shut UpNPlay Yer Buitar 
LP/Barking Pumpkin BPR 1111-1113 
"81 年 
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も と も と 、 ハ ー ド コア な ファ ン を 対象 に 通販 で 3 枚 に バラ 売り し 
て いた が 、 あ まり に 評判 が 良い た め ま と め て 正規 ルー ト で 売り 出さ 
れ た 異色 作 。 主 に 78 年 か ら '80 年 の ライ ブ プ で の ギタ ー・ ソ ロ だ け で 構 
成 さ れ た 空前 絶後 の ギタ ー・ ア ル バ ム で 、 こ ん な も ん を 堂々 と 作っ て 、 
店 で 売る こと を 許さ れる の は ザッ パ だ け で ある 。 J ・ マ クラ フリ ン 
や P・ メ セ ニ ー と いっ た ジャ ズ 界 の 達人 に も 全く 引け を 取ら な い セ 
ンス と テク ニッ ク 。 特 定 周波 数 の 音域 だ け を プー スト させ る こと で 
得 ら れる と いう 、 あ の ムチ が うねる よう な か な 唯一 無比 の 音色 。 ザ ッ パ 
が ギタ リス ト と し て も 孤高 の 存在 で ある こと が いや で も 分 か る 。V・ 
カリ ュー タ (ds) ら リ ズム 隊 の プレ ー も 壮絶 。 と ころ が 88 年 に 出 た 
続編 は これ より まだ 凄い ん だ か ら 困 っ た も ん だ …… (岡田 ) 
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70 年 代 の ザッ パ の 諸 作 品 は 、 社 会 批判 より 楽曲 ・ サ ウン ド 面 の 発 
展 ・ 充 実に 重き を 置い て いた と 思わ れる が 、 本 作 で は 一 転 、'60 年 代 
初期 に み ら れ た 鋭い 社会 批判 を 全面 に 押し 出し た 。'80 年 代 の ` マ ネ 
ー” と 呼べ る 超 傑 作 で 、 発 表 当 時 、 ロ ー リ ング ・ ス トー ン 誌 も 最高 
の 5 つ 星 を 付け た 。 ヤ ッ ビ ピー は も ちろ ん 、 い わ ゆ る TV 伝道 師 や 、 聖 
書 を 盾 に 政治 へ の 介入 を た くら も を 宗教 右翼 の 動き な ど 、 当 事 の 米国 
の 社会 状況 と そ ノ ンス トッ プ て で 流れ る ポッ プ な 楽曲 に 乗せ て 笑い 飛ば 
し て いる 。「 お 前 、 自 分 を 何様 だ と 思っ て る ん だ 」 と 歌う タイ トル 曲 
は 痛烈 。 こ の 曲 の プロ モ ・ ビ デオ で は 、 宿 敵 レ ー ガ ン (の そっ くり 
さん ) を 電気 いす で 処刑 し た 。^ ダ ム ・ オ ー ル ・ オ ー バ ー? は 湾岸 戦 
争 を 予言 し た 曲 、 と の 説 に も 納得 させ られ る 。 (岡田 ) 
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A Drowinmg Witch 
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か つて の 邦題 が 「 ザ ッ パ の 〇 A 口 」、 娘 ムー ン の ラッ プ が 心地 良い 
ヒッ ト 曲 の 日 本 語 タ イト ル が 「 エ ーッ 、 う っ そ ぉ 、 ホ ント ー?」、 ぶ ふ 
ざけ て いて ヨイ 。 今 や DAT!! CD に も 興味 が な い 億 だ が 、 本 作 は LP 
で 話し を 進め よう 。 A 面 は 「 ジ ョ ー の ガレ ー ジ 」 以 降 、 顕 著 と な っ 
た ヴァ イオ ニッ ク ・ フ ァ ン ク の 完成 型 で ある 。 プリ プリ の ファ ンク ・ 
ベー ス に 乗せ て “イヤ 、 今 は ダメ ( 後 で ゆっ くり )?* と 裏 返 っ た 男 の 
オカ マ 的 コー ラス に 始ま り 、14 歳 の ムー ン が 女子 高生 言葉 を まく し 
た て て 青臭い 色気 を 振り 徹 く 2 曲 は 、 極 悪 非道 の P・ フ ァ ン ク も 真 
っ 青 旧 B 面 は ら ・ ヴ ァ イ 大 暴れ の テク ニカ ル ・ ハ ー ド ・ ロ ッ ク に 
始ま り 、 素 頓 狂 な オペ ラ 「 娘 17 売 春 盛り 」 に 終わ る プロ グレ な の だ 。 
最後 に 一 言 、 ザ ッ パ な ん て チッ トモ 難し く な い 。 (星野 ) 
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'50 年 代 R&B の カヴァ ー① か ら ス ター ト す る 本 作 に は 、 マ ザー ズ 結 
成 20 周 年 を 記念 し て 懐か し い ゲ スト 陣 が 参加 。② の リー ド ・ ヴ ォ ー 
カル に ジョ ニー* ギ ター* ワ ト ソ ン 、 コ ー ラ ス に は ナポレオン の 名 前 。 
さら に 他 に も 、 ジ ョ ー ジ ・ デ ュー ク 、 ロ イ ・ エ スト ラー ダ と いっ た 仲 
間 た ちの クレ ジッ ト 。 そ れ に し て も 、 彼 ら の 使い 方 が 尋常 で な い 。 ま 
た 、 ド ゥ イー ズル の ギタ ー・ ソ ロ が 聴け る ④⑦、 ア ー メ ッ ト の 詩 を 
も と に し た ⑬ 等 、 フ ァ ミ リー の 協力 も 話題 だ だ が 、 た だ の 親 バ カ に 終 
わっ て いな いと ころ が サス ガ だ 。 82 年 ツア ー の 音源 が 中 心 。 "80 年 代 
の バン ド ・ メ ン バ ー の 中 核 と な る ドラ ム ス の チャ ド ・ ワ ッ カ ー マ ン 、 
ベー ス の スコ ッ ト ・ チ ュ ニ ス の タイ ト な 演奏 が 光る 。 タ イト ル 曲 ⑫ を 
始め 、 イ ンス ト も の に お ける ザッ パ の ギタ ー に も 注目 。 (工藤 ) 
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'85 年 の ザッ パ は 、 い つ に も 増し て 忙し い 時 を 過ごし て いた 。 当時 
の 米国 上 院 議員 夫人 た ち を 中 心 と する 圧力 団体 "PMRC* に よる ロッ 
ク の 歌詞 を 検 関し 、 そ の 結果 を ステ ッ カ ー に より 表示 させ る 、 と い 
う 動き に 対し て 、 敢 然 と 立ち 向かっ て いた の だ 。 9 月 に 行わ れ た 上 
院 公聴 会 で 証言 する ザッ パ の 姿 を 見 た 人 も 多い は ず だ が 、 こ の 時 に 
録音 され た 上 院 議員 た ちの 発言 を コラ ー ジ ュ し た 12 分 3 秒 の 大 作 ③⑨ 
を メイ ン に 、 こ の 検 関 の 阻 止 を 目的 と し て 緊急 発売 され た の が 本 作 
だ 。 ア ナ ロ グ 発売 時 、 ヨ ー ロ ッ パ 盤 で は この 曲 ②⑨ が ①②⑩ と 差し 替 
えら れ て いた 。 93 年 マス ター 使用 CD で は 、 も ちろ ん すべ て が 収録 さ 
れ て いる 。 ま た 、 ザ ッ パ の ロッ ク ・ ア ル バ ム に お ける シン クラ ヴィ 
ア 使用 は 、 今 回 が 初め て で ある 点 も 重要 だ ろう 。 (工藤 ) 


FRANK ZAPPA 
Does Humor Belong In Musie 
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84 年 の ツア ー は 、 そ の ほとん ど が 24 チ ャ ン ネ ル で デジ タル ・ レ コ 
ー デ ィング され た 。 繰り返し 再生 に 耐え る 技術 の 発達 は 、 ザ ッ パ 独 
特 の 編集 テク ニッ ク に また 新た な 可能 性 を も た らし 、 後 の プロ ダク 
ショ ン に も 大 き な 影 響 を 与え て いる 。 コ ン セ プ ト は あく まで も 、 膨 
大 な 量 の 音源 か ら お か し いと ころ を 選び 出し 、 そ れ を オー ヴァ ー ダ 
ビン グ な し で 編集 し て 理想 の ライ ヴ ・ ア ル バ ム を も の に する 、 と いう 
こと だ が 、 本 作 で も 10 曲 中 6 曲 が 、 複 数 の 音源 を ミッ クス し て 仕上 
げ ら れ て いる 。 ア イク ・ ウ ィ リ ス 、 レ イ ・ ホ ワイ ト の 両 黒 人 ヴォ ー カ 
ル を フロ ント に し て 、 正 確 無比 な 演奏 に 裏打ち され た 、 ユ ー モ ア た 
っ ぷり の ステ ー ジ 。 93 年 マス ター 盤 で は リミックス され 、 よ り 了 項 場 
感 が 出 た 。 同 タイトル の ビデ オ と は 、 収 録 場所 が 異な る 。 (工藤 ) 





FRANK ZAPPA 

The Best Banl You Never 
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大 仰 な タイ トル 通り 、 ホ ント に この !'88 年 ツア ー・ バ ンド が 凄かっ た 
こと を 証明 し て くれ る 内 容 だ 。 久 し ぶり に ホー ン ・ セ クシ ョ ン を 従え 
た 、 総勢 12 名 に よる ビッ グ ・ バ ンド の 圧倒 的 な 演奏 の 中 か ら 、 お 馴染 
み の 代表 曲 が 数 多く セレ クト され て いる が 、 所 々 に 紛れ 込ん で いる 
カヴァ ー・ ソ ング が と ん で も な い 。 特に ディ スク 2 に 入り 、 ジ ミ ・ へ 
ンド リク ス の ヒッ ト 曲 か ら 始ま る カヴァ ー 大 会 は 圧巻 。 さ ら に 最後 
を 締め くく る の が 、 あ の ` 天 国 へ の 階段 ! 誰 で も 知っ て る ジミ ー・ 
ペイ ジ の ギタ ー・ ソ ロ が 、 ホ ー ン ・ セ クシ ョ ン に よっ て 演奏 され る 
快感 は 半端 じゃ な い 。 観衆 を 魅 了 し た ば か り で な く 、 ザ ッ パ 本 人 を 
も 大 い に 満 足し て いる の が よく わか る 。 本 作 に 続き 、 続編 で ある 「 メ 
イク ・ ア ・ ジ ャ ズ ・ ノ イズ ・ ヒ ア 」 も リリ ー ス され た 。 (工藤 ) 


FRANK ZAPPA 
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現代 音楽 界 の 巨匠 ピエ ー ル ・ プ ブー レー ズ 指 揮 アン サン ブル ・ ア ン 
テル コン テム ポラ ン 演 奏 に よる 作品 が ①②④ の 3 曲 。 当初 ザッ パ は 
フル ・ オ ー ケ スト ラ 用 の 曲 を プー レー ズ に 送り 指揮 を 依頼 し た が 、 規 
模 を 縮小 せ ざ る を 得 な く な り 、'81 年 の 1 月 、 パ リ に て 小 編成 オー ケ 
スト ラ の た め の 曲 を レコ ー デ ィング 。 そ の 3 ヶ月 後 、 シ ンク ラヴ ィ ア 
に よる 4 曲 の 録音 。10 代 の 頃 か ら 、 ス トラ ヴィ ンス キー や ヴァ レー 
ズ 等 を アイ ドル と し て いた ザッ パ ら し く 、 い わ ゆ る 現代 音楽 の 作曲 
家 と し て の ヒラ メキ が 見 事 に 実 を 結ん だ 作品 集 で ある 。「 こ こ に 収録 
され た 全て の 作品 は 、 エ ンタ ー テ イメ ント と し て の み 意 図 さ れ た 。 
他 の いか な る 芸術 表現 と も 、 混 同 し て は な ら な い 」 と 記し て いる よ 
うに 、 ジ ャ ン ル を 超越 し た オリ ジ ナ リティ に 貫 か れ て いる 。 (工藤) 
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'92 年 9 月 ドイ ツ を 中 心 に 行わ れ た 、 生 前 最後 の ライ ヴ 録 音 。 こ の 
約 1 年 前 、 フ ラン ク フ ル ト に 拠 点 を 置く 現代 音楽 演奏 集団 (アン サ 
ンプ ブル ・ モ デル ン ” と の 出会い に 触発 され た ザッ パ は 、 現 代 音 楽 的 な 
作品 や 、 新 し い 編 曲 に よる 旧作 等 を 演奏 する オー ケス トラ ・ ラ イヴ ・ 
イベ ント `^ イ エロ ー・ シ ャ ー ク ” に 、 そ の 残り 少な い エ ネル ギー を 注い 
だ の だ っ た 。 彼ら は 気 の 遠 く な る よう な 、 入 念 な リハ ー サ ル を 熱心 
に 繰り 返し 、 つ い に は 「 人 間 に よ る 演奏 は 不可 能 な 」 シ ンク ラヴ ィ ア 
作品 を も も の に し な が ら 、 つ い に 19 曲 、90 分 に 及ぶ プロ グラ ム を 完 
成 。 各 会 場 に は 、 新 し い 開発 され た 6 チャンネル の サウ ンド ・ シ ス 
テム が セッ ト さ れ 、 最 高 の サ ウン ド が 提供 され た 。 ま さ に 歴史 に 残 
る コン サー ト の 全 成 果 が 、 こ の ディ スク に 集約 され て いる 。 (工藤 ) 





FRANK ZAPPA 
Civilization Phase II 


CD/Zappa CDDZAP 56 95 年 
/MSI MSIF 1/2 





67 年 の ニュ ー ヨ ー ク 、 ザ ッ パ は 周り に いた 連中 を 呼ん で 、 ス タ ジ 
オ の ピア ノ の 中 に 頭 を 突っ 込ま せ た ま ま 、 い ろ い ろ お し ゃ べり させ 
て いた 。 この 時 の 録音 の 一 部 は 「 ラ ン ピ ィ ・ グ レイ ヴィ 」 に 使わ れ た 
が 、 大 半 は 倉庫 に 眠る こと と な る 。 そ れ が 95 年 の 夏 に な っ て 、 突 如 
日 の 目 を 見 る の だ か ら お も し ろ い 。 ま ず は ムー ン や 、 ア ン サ ンプ ブル ・ 
モデ ルン の メン バー に よる お し ゃ べり を 、 デ ジタル 編集 に よっ て 20 
年 以上 前 に 録音 され た 会 話 と ミッ クス し 、 さ ら に シン クラ ヴィ ア や 
ライ ヴ 音 源 に よる 楽曲 を 加え た 。 その 結果 、 ピ アノ の 中 に 住む 人 々 
と 、 外 部 に 存在 する 悪 に つい て の 物語 と し て 、 つ い に 完 結 し た の が 
本 作 で ある 。「 イ エロ ー・ シ ャ ー ク 」 で 言及 され て いた 幻 の 曲 “アム 
ネリ カ " も 収録 。 没 後 1 年 し て リリ ー ス され た 快 作 で ある 。 (工藤 ) 
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引 TODD RUNDGREN 


文 @ 東 野 明宏 


ポッ プス 界 の 天才 ・ 奇 す ・ 奇 人 ・ 変 人 ・ 変 態 ( あ 、 い や いや 
…) 。 思 えば トッ ド ・ ラ ング レン 程 様々 な 呼ば れ 方 を する ミュ ー 
ジ シ ャ ン も 珍し い 。 そ し て その 類 希 な る ポピュラー 感覚 に も か 
か わら ず 、 生 来 の メジ ャ ー 嫌 いな 性 格 が 災い し て か (?)、 彼 
の 作品 は 尽く ヒッ ト ・ チ ャ ー ト と は 一 線 を 画 し た 、 い わ ば 玄人 
受け する 内 容 と な っ て いる 。 事 実 ここ 日 本 に お いて も 、 プ ロ の 
ミュ ー ジ シャ ン で トッ ド ・ フ ァ ン を 公言 する 人 は 多い 。 中 に は 
高野 寛 の よう に 自己 作品 の プロ デュ ー ス を 依頼 し て し まう 人 
も 居る くら い だ 。 プ ロ デ ュ ー サ ー と し て 、 数 々 の バン ド や アー 
ティ スト を ヒッ ト ・ チ ャ ー ト に 送り 込み な が ら 、 自 ら は 頑固 一 徹 
自分 の 趣味 を 押し 通す 、 こ ん な 姿勢 が 同業 者 や マニ アッ ク な 
ファ ン に 愛さ れる 理由 な の か も 知れ な い 。 

彼 が 時 に 天才 、 時 に 変人 と 呼ば れる の は 、 彼 自身 の 持つ 
いく つも の 「 顔 」 が その 時 々 の 作品 に 明確 な 違い と な っ て 顕 
れ て いる か ら に 他 な ら な い 。 少 し 乱暴 か も 知れ な い が 、 彼 の 
持つ その 側面 を パッ サリ 人 箇条 書き に し て みよ う 。 

まず 肩書 的 に あげ る な ら ば 、 

1. ソ ロ ・ ア ー テ ィ ス ト 
2. ユ ー ト ピア の 一 員 
3. プ ロ デ ュ ー サ ー 
さら に プレ イヤ ー と じ で 見 だ 場合 、 
A. ヴ ォ ー カ リス ト 
B. ギ タリ スト 
C. キ ー ボ ー ド 毒 者 
D. そ の 他 ( ド ラマ ー、 サ ックス 毒 者 。 但 し ステ ー ジ で 悪 ノリ を し 
た 時 に 限る 。) 
そし て 音楽 の 傾向 と し て は 、 
1 . プリ ティ ッシュ ・ ロ ッ ク 経 由 の フィ ラ デ ル フィ ア ・ ソ ウル 
II. パン ク 的 な 要素 の ある アヴァ ン ギ ャ ルド ・ ソ ング 
皿 . スタ ジオ ・ ギ ミッ ク を 多用 し た イン スト ゥ ル メ ンタ ル / プ ログ 
レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク 
IV. 好み の 曲 の カヴァ ー 

この うち 、 フ ァ ン が 愛し て 止ま な い 、 い わ ゆ る ~ ト ッ ド 節 ” と 言 
われ る ポッ プ ・ ソ ング が 1 で あり 、II は その 対比 と し て 同一 の 
アル バム に 収録 され て いる こと が 多い 。I ル は フロ イド や クリ ム 
ゾン の よう な ` 折 学 実践 型 { と も 、 イ エス や ジェ ネ シ ス の よう な 
^ ア ン サ ンプ ル 構 築 型 ? と も 違う 、 敢 えて 言え ば 初期 ゴン グ の 
よう な 浮遊 感 の 漂う トリ ッ プ ・ ミ ュー ジッ ク に 近い 物 と 言え よ 
う 。IV は 「 メ ジャ ー な 人 の マイ ナー な 曲 」 が 多く 、 彼 自身 の リス 
ナー と し て の セン ス の 良さ が 伺え る 。 彼 の ミュ ー ジ シャ ン と し 
て の 歴史 は 、 こ れ ら の 様々 な 側面 が 消え て は 現れ 、 現 れ て 
は 消え る 正 に 万 華 鏡 の よう な も の で ある と 言え る だ ろう 。 

1948 年 に アメ リカ の ペン シル ヴァ ニア 州 フ ィ ラ デル フィ ア 
で 生ま れ た 彼 の プロ ・ デ ビュ ー は 68 年 の 4 人 組 グ ルー プ ^ ナ 
ッ ズ "で あっ た 。 こ こ に ギタ リス ト 、 ト ッ ド ・ ハ リー・ ラ ング レン の 


名 前 が 最初 に 刻ま れ て いる 。 計 3 枚 の アル バム を 発表 し た 
彼 等 、 殆 どの 曲 を トッ ド が 書い て お り 、 彼 の 才能 の 一 端 を 鶏 
うこ と も 出来 る が 、 何 せ ヴ ウォー カル が 彼 で な い の で 彼 の 歌 が 
聴き た い 人 は 無理 に 入手 する 必要 は な か ろう (CD 化 さ れ て 
いま す )。 ヤ ー ド バー ズ の よう な プリ ティ ッシュ ・ ビ ー ト が 演 り た 
か っ た と いう 彼 だ が 、 こ の バン ド の 商業 的 失敗 に 凝り て 、70 
年 に は トニ ー と ハン ト の セイ ルズ 兄弟 と の 3 人 組 * ラ ント ? 名 
義 で シン グル を 発表 、 同 9 月 に は それ を その まま タイ トル に し 
た 最初 の ソロ 「Runt」 を 発表 。 ア ン ペ ックス 盤 と ベア ズ ヴ ィ ル 
盤 の 2 種類 が ある こと で 有名 だ (前 者 は 現在 殆ど 出回っ て 
いな い ) 。71 年 に その 続編 的 内 容 の 「The Ballad of 一 」 を 
発表 する と 、72 年 に は トッ ド ・ ワ ー ル ド の 集大成 で あり ファ ン 
の 間 で 人 気 の 高い 「Something/Anything」、73 年 に は ス 
タ ジ オ ・ ギ ミッ ク 満 載 の 不思議 な 作品 「A Wizard, A True 
Star」 を 発表 。 

74 年 以降 は 、 ラ イヴ 用 に 組ん だ バン ド ` ユ ー ト ピア を 分離 
独立 、 ソ ノロ と ユー トピ ア 両 方 の 作品 を 出し まく る 時 代 に 入る 。 
74 年 に 2 枚 組 の ポッ プス 大 作 「Todd」 と プロ グレ 色 の 強い 
ユー トピ ア の 1st、75 年 に 30 分 を 超え る (当時 の LP で で す 
よ /) シン セ 組 曲 を 含む 「Initiation」 と ユー トピ ア の ライ ヴ 
盤 「Another Live」 を 、76 年 に は 片面 を カヴァ ー で 固め た 
「Faithful」 を 発表 、 こ の 時 期 は ソロ と ユー トピ ア の 境界 が 曖 
昧 で 、 音 楽 的 に も メン バー 的 に も 各々 入り 乱れ て いる 。 

し か し 77 年 、 ユ ー ト ピア が 4 人 編成 で 固定 され 「Ra」 を 発 
表し た 以後 は 、 ポ ッ プ ス は ユー トピ ア で 、 自 分 の 趣味 は ソロ 
で 、 と いう 傾向 に 収 仏 し て 行く 。78 年 の 「Hermit 0f Mink」 
Hollow』、2 枚 組 ライ ヴ 「Back To The Bars」、81 年 の 
「Healing」、82 年 の 「The Ever Popular 一 」 ま で は ` 歌 手 ? 
トッ ド の 姿 が さら され て いる 。 ユー トピ ア で は 80 年 に ヒッ ト 
作 ( 珍 し い ./) 「Adventures in Utopia」、 ビ ー ト ルズ の パロ 
ディ 「Deface The Music」 の 2 枚 を 発表 。 個 人 的 に は 、 こ れ 
以後 の ユー トピ ア は 特筆 すべ き 点 も な く CD 化 も 遅れ て いる 
の で 省略 し た い 。92 年 に 来 日 し て 我々 を さす が と 喰 ら せ た と 
だ け 記 し て お く ( そ の 時 の ライ ヴ CD と ヴィ デオ は 出 て いる ) 。 
し か し ソロ の 方 は 相変わらず や り た い 放 題 で 、85 年 文字 通 
り 声 の 多重 録音 で 造り あげ た 「A Cappella」、89 年 に は 40 人 
近い メン バー を 使っ て 作り 上 げた ソウ ルフ ル な ポッ プス 大 作 
「Nearly Human」( 来 日 公演 の ヴィ デオ も 有 ) 、91 年 その 続 
編 的 内 容 の 「2nd Wind」 を 発表 し た 。 そ し て 92 年 、 又 々 彼 の 
悪い 虫 * が 騒い だ の か 、「No World Order」 は イン タラ ク テ 
ィ ヴ CD な る メデ ィ ア で 登場 、 聴 取 者 側が 中 身 を 自由 に 改編 
出来 る と いう と ん で も な いも の で 、 そ の 後 2 種類 の 別 ヴ ァ ー ジ 
ョ ン が 出 て いる 。 彼 の 最新 作 は 95 年 の 「The Individualist」。 
^ 魔 法 使い "トッ ド は 、 こ れ か ら ど ん な 夢 を 僕ら に 見 せ て くれ る 
の で あろ うか 。 
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NAZZ 
Nazz 


L P/Screen Gems SD5001 '68 年 
CD/Rhino R2-70109-2 
/MSI MSIF 2065 





NAZZ の 、 つ まり は トッ ド ・ ラ ング レン の デ ピ ュ ー・ ア ル バ ム 。 メ 
ン バ パー は トッ ド (g) と 前 の バン ド 仲 間 カ ー ソ ン ・ ヴ ァ ン ・ オ ステ ン 
(b) 、 そ し て トム ・ ム ー ニ ィ (ds) ステ ュー キー (vo、key) の 4 人 。 
彼 等 は プリ ティ ッシュ ・ ビ ー ト ・ ポ ッ プ に 影響 され た スタ イル を 打 
ち 出 し て いた (バン ド 名 も YARDBIRDS の 曲 か ら 取 っ た も の )。 ジ ャ 
ケ の セン ス や 髪型 も その まま 。 歌 メロ や コー ラス に も 後 の ト ッ ド 、 
UTOPIA へ の 萌芽 を 有 馴 む も の の 、 そ うし た 要素 が 顕著 に 見 られ る 。 シ 
ング ル は 時 代 柄 幾 分 サイ ケ デ リッ ク な 趣き も ある `Open My Eyes"。 
B 面 の “Hello Its Me” は 、'70 年 の 再 カ ッ ト と 、 ソ ロ に な っ て か ら 
の 「SomethingAnything」 収録 の ヴァ ー ジ ョ ン の ヒッ ト で トッ ド 
の 代表 曲 に 。 バ ンド は 他 に 2 枚 を 残し 70 年 解散 。 (高山 ) 


TODD RUNDGREN 
Something Anvthing? 
L P/Bearsville 2BX 2066 72 年 
CD/Rhino R2-71107-2 
/ ポ ニー・ キ ャ ニオ ン PCCY-00784 

















トッ ド の 3 枚 目 の ソロ ・ ア ル バ ム で LP 2 枚 組 の 大 作 。 バア イ ・ ソ ウ ・ 
ラン 人 科 RA 語 20 同 三 2520 ツ 0 の 3S05 作 の 央 四 避 見 店 れる うに 、 
トッ ド の シン ガー ソン グラ イタ ー と し て の 才能 が 大 きく 花開い た 初期 の 
名 作 。 LP で いう A 面 か ら C 面 まで は 全て の 楽器 、 歌 を 彼 が 演奏 する 。 そ 
し て 最後 の 面 は ブナ レッカ ー・ プ ブラザーズ や リッ ク ・ デ リン ジャ ー を 迎え 
て の スタ ジオ ・ セ ッ シ ョ ン 一 発 録 り 。 ま だ 屈折 し た 部 分 は ほとん ど 見 受 
けら れ な い が 、 ポ ッ プ ・ ミ ュー ジッ ク と いう 観点 か ら 見 て の 大 傑作 で あ 
り 、 例 えて 言う な ら ピ カ ソ が 書い た 印象 派 の 絵画 と 言っ た と ころ だ ろう 
か 。 ソ ンク グ ・ ラ イチ ティ ング や アレ イ だ け で な く 、 プ デュース 、 ア レジ 
ジ の 面 で の 巧み さき が 光 っ て いて 、 単 な る マル チ ・ プ レイ ヤー の 枠 を 飛び 
越え た トッ ド の 原点 と 言っ て も よい アル バム 。 (津田 ) 





TODD RUNDGREN 
A Wizard, A True Star 


LP/Bearsville BR2133 "73 年 
CD/Rhino RNCD 70864-2 
/ ビ クタ ー VICP 2011 





73 年 発表 の 、 ソ ロ と し て は 4 枚 目 に 当たる 作品 。 シ ュー ル な ジャ 
ケッ ト ・ ワ ー ク の イメ ー ジ も その まま に 、 彼 の 作品 中 最も 奇妙 な 印 
象 の 残る 1 枚 と な っ て いる 。LP の A 面 に あたる 組曲 “International 
Feel” は 、 奇麗 な メロ ディ を 持つ 曲 や 、 パ ンク を 先取 り し た か の よう 
な ワイ ルド な 曲 か ら な る 12 の パー ト が サイ ケ デ リッ ク な 電気 処理 を 
施さ れ て 切れ 目 な く 流れ て 来 て 、 我 々 を 魅惑 の トッ ド ・ ワ ー ル ド へ 
と 誘っ て くれ る 。 対 する B 面 は 、 彼 お 得意 の ソウ ル ・ ナ ン バ ー が ず 
ら っ と 並び 、 ト ッ ド の 持つ ポッ プ な 面 と 実験 好き な 面 の 両方 を 示し 
た 結果 と な っ て お り 、 翌 年 結成 され る ユー トピ ア の 伏線 と し て 解釈 
する こと も 出来 る 。 56 分 と いう 収録 時 間 も 当 時 の LP の 常識 か ら 言 え 
ば プッ と ん で いた 。 (東野 ) 

















TODD RUNDGREN'S UTOPIA 
Todd Rundgren's Utopia 


L P/Bearsville 6954 74 年 
CD/Rhino R2-70865-2 
/ ポ ニー・ キ ャ ニオ ン PCCY 835 





トッ ド ・ ラ ング レン と 言え ば 、 様 々 な 楽器 か ら プ ロ デ ュ ー ス 、 エ 
ンジ ニア リン グ ま で 一 人 で こなす スタ ジオ 多重 録音 型 の マル チ ・ 
ュー ジ シ ャ ン と いう イメ ー ジ が 強い が (で も 昔 TV で 見 た 彼 の ドラ ム 
は 下手 だ っ た ) 、 そ ん な 彼 が ライ ヴ で の 演奏 を 求め て 結成 し た の が こ 
の UTOPIA。 それ だ け に この A① ラ イヴ 、 片 面 に は スタ ジオ 録音 の 大 
作 と いう 構成 の ファ ー ス ト ・ ア ル バ ム で は 、 3 人 の キー ボー ド 奏 者 
を 擁し た イン スト ゥ ル メ ンタ ル 主 体 の まさ に プロ グレ ノ フ ュー ジョ 
ン が 聴け る 。 そ ん な 中 で も ヴォ ー カ ル ・ パ ー ト を 含め 、 メ ロディ 感 
覚 を 打ち 出し 、 大 曲 も 決し て 飽き させ な い の は この 人 らし い 。 次 作 
「Another Live」 は 文字 通り 全編 ライ ヴ 。R ・ パ ウエ ル と J・ ウ ィ ル 
コッ クス が 加入 し 、 更 に 強力 な 演奏 が 楽し め る 。 (高山 ) 


7/77 























TODD RUNDGREN 
Iitiatiom 
LP/Bearsville 6957 75 年 
CD/Rhino R2-70865-2 
/ ポ ニー・ キ ャ ニオ ン PCCY-807 








邦題 は 「 未 来 神 」。 6 作 目 の ソロ ・ ア ル バ ム で あり 、 本 作 以 降 ト ッ 
ド は UTOPIA で の 活動 と 並行 し て ソロ ・ ア ル バ ム を 制作 する よう に な 
る 。 原題 は 時 節 柄 何だ が 、 ト ッ ド の 神秘 思想 へ の 関心 が 表 わ れ た も 
の と 見 て 良い だ ろう 。 それ を 裏付け る よう に Eastern Intrigue” で 
は イエ ス 、 モ ー ゼ 、 ム ハン マ ド や シュ タイ ナー、 グ ル ジ ェ ラフ 、 プ ラ 
バツ キー 夫人 等 、 聖人 、 神 秘 思想 家 の 名 前 が 連呼 され る 。 続 く `Initia- 
tion*、 オ ー プ ニン グ の `Real Man” は 名 曲 だ が 、2 枚 組 ライ ヴ 「Back 
To The Bars.」 で は より プロ グレ ・ ハ ー ド ・ ポ ッ プ し た 格好 良い 演 
奏 が 聴け る 。 変 調 ヴ ォ イ ス の “Born To Synthesize” は 後 の 「A 
Cappella」 に 結実 。 旧 B 面 は 30 分 を 越え る スペ ー ス 組曲 。UPOPIA の 
他 多 く の 有 名 ミュ ー ジ シャ ン が 参加 し て いる 。 (高山 ) 





TODD RUNGREN 
Faithful 
CD/Rhino R2-70868-2 '76 征 





プロ デュ ー サ ー と し て の トッ ド の 数 多く の ヒッ ト 作 を 生み 出す 一 
方 で 、XTC や TOUCH 等 、 バ ンド と 仲違い する ケー ス も 多々 見 られ た 。 
それ だ け 我 が 強い と いう こと な の だ ろう が 、 こ れ は そん な 彼 に よる 
企画 物 と し て は ロッ ク 史 で も 十 指 に 入る 傑作 で ある 。 旧 A 面 で は YARD- 
BIRDS、BEACH BOYS、BEATLES 等 、 彼 が 愛し 影響 を 受け た ミュ 
ー ジ シャ ン の 曲 を 完 コ ピ で 披露 。 録 音 の 窪 囲 気 ま で 真似 た 細部 へ の 
マニ アッ ク な こだわ り は 、 後 の UTOPIA で の BEATLES の パロ ディ ( ト 
リ ビ ュ ー ト ? ) 「Deface The Music」 で も 在 分 に 発揮 され る 。 そ し 
て B 面 に は 自身 の オリ ジ ナ ル を 6 曲 収 録 。 ハ ー ド な 曲 か ら 極 め つ き 
の 美しい バラ ー ド まで 、 秀 れ た メロ ディ ・ メ イカ ー と し て の 真価 を 
見 せ 、 自 ら の 二 面 性 を この 上 な い 形 で 表現 し た 。 (高山 ) 




















7 ちら 








UTOPIA 
Ra 


LP/Bearsville BR6965 77 年 
CD/Rhino RNCD 70869 





ユー トピ ア と し て の 3 作 目 で あり 、 カ シム ・ サ ルト ン (b)、 ロ ジ 
ャ ー・ パ ウエ ル (key)、 ウ ィ リ ー・ ウ ィ ル コッ クス (ds) に トッ ド 
と いう 4 人 編成 が 固まっ た 最初 の 作品 。 エ ー ト ピア と し て は 唯一 の 、 
統一 テー マ に 則っ た 作品 で あり 、 彼 等 の ポッ プ ・ セ ンス と プロ グレ 
ッ シ ヴ な 精神 性 が 絶妙 に マッ チ し た 傑作 と な っ て いる 。10CC を 初 入 
させ る 視覚 的 な が ポップ ・ ナ ン バ ー Magic Dragon Theatre”、 日 本 
人 に は 少々 へ ヴィ な “Hirosima” 等 、 緩 急 の パラ ンス も 見 事 だ 。 ま 
た 、 彼 等 が 最も ライ ヴ を こなし て いた の も この 頃 (77 一 79 年 ) で 、 
実際 彼 等 の プー トレ ッ グ や ライ ヴ ・ ヴ ィ デ オ も この 時 期 に 集中 し て 
いる 。779 年 4 月 に は 来 日 公演 も 実現 。 こ の 後 ユ ー ト ピア は ノー マル 
な ポッ プ の 方 向 へ 転換 し て 行く 。 (東野 ) 





UTOPIA 
Aventures In Utopia 


L P/Bearsville 6991 '8O 年 
CD/Rhino R2-10872-2 
/ ポ ニー・ キ ャ ニオ ン PCCY 839 


本 作 か ら 楽 曲 ク カレ ジット も UTOPIA と な り 、 バ ンド と し て の 一 体感 
と 路線 を 確立 。 一 曲 一 曲 を コン パク ト か つ タ イト に し て ニュ ー ウ ェ 
イヴ 的 都会 感 を 強調 し た 前 作 「O0ops! Wrong Planet」 の 延長 上 な が 
ら 、SF 的 スト ー リ ー の トー タル ・ ア ル バ ム と いう こと も あっ て スペ 
ー ス 感覚 も 戻っ て いる 。 トッド 節 健在 で 元祖 は こち ら だ が 、 キ ー ボ 
ー ド の 使い 方 や コー ラス は 当時 全盛 だ っ た STYX 等 の アメ リカ ン ・ プ 
ログ レ ・ ハ ー ド に 、 洗 練 度 は ピラ ミッ ド 仲 間 ? の AMBROSIA に も 
通じ る 。 カ シム の 歌う Set Me Free"” が ヒッ ト 。 ロ ジャ ー が ソロ を 
執る RUSH 的 な ^Caravan” は '92 年 の 来 日 公演 で も 見 所 の 一 つ だ っ た 。 
ソウ ル 源 流 の ポッ プ ・ セ ンス を も っ と 下 世話 に すれ ば HALL & OATES 
で 大 ヒッ ト な の だ が 、 品 良く 中 ヒッ ト な の も 彼 等 の 良さ 。 (高山 ) 





TODD RUNDGREN 
Healing 


L P/Bearsville BHS3522 81 年 
CD/Rhino RNCD 70874 





'81 年 発表 の ソロ 9 作 目 。 影 一 色 の ジャ ケッ ト ・ ワ ー ク に 象徴 され 
る よう に 、 非 常に スト イッ ク な アレ ンジ の 曲 が 全 体 を 占め 、 彼 の 作 
品 の 中 で も 非常 に 地味 な 印象 の 残る アル バム で ある 。 お な じみ の 遊 
び 心 た っ ぷり の スタ ジオ ・ ギ ミッ ク は ここ で は 姿 を 潜め 、` 生 身 の 歌 
手 ” と し て の トッ ド の 次 が ここ に ある 。 前 年 に ユー トピ ア で ビ ピート 
ルズ の パロ ディ を 演 っ た り し て いた の で (『DEFACE THE MUSIC』 
の 事 ね ) 、 そ の は し ゃ ぎ ぶ り の 反動 と 捉え る 事 も 出来 る だ ろう 。 そう 
いう 意味 で は 技術 的 に も 精神 的 に も 極め て 内 省 的 な アル バム で あり 、 
本 作 を 好む マニ ア 諸 氏 が 多い の も 当然 な の か も 知れ な い 。 尚 、 発 売 
当時 の LP に 同封 され て いた シン グル の 曲 も CD 化 の 際 は し っ か り 追 加 
収録 され て いる の で ご 安心 を 。 (東野 ) 


TODD RUNDGREN 
A 5appella 


LP/Warner Bros. 25128-1 '85 年 
CD/Rhino RNCD 75761-2 
/ ワ ー ナ ー・ ミ ュー ジッ ク WPCP-3127 





タイ トル 通り 、 ト ッ ド の ` 声 ” の 多重 録音 と スタ ジオ ・ ギ ミッ ク 
を 駆使 し て 制作 され た 作品 。 そ れ だ け な ら 珍し くも な いと 言わ れ そ 
うだ が 、 ジ ャ ケッ ト で トッ ド が 被っ て いる お 面 か ら も 伺え る よう に 、 
ガム ラン 音楽 へ の 傾倒 が 伺え る 一 枚 。 西 洋 音楽 と は 明らか に 異な る 、 
奇数 度 を 多用 し た 奇異 な ハー モニ ー は この 作品 の 神秘 性 を 高め て い 
る 。 そ の 中 に あっ て 、 も ろ ト ッ ド 節 の ⑥、 歌 と いう より は 声 の コラ 
ー ジ ュ に 近い ⑦、 プ ラ タ ー ズ の あま り 有 名 で な い 曲 の カヴァ ー⑮ な 
ど 、 ト ッ ド らし さ が 少 し も 損なわ れ て いな い 所 は さす が 。 彼 は 本 作 
の ツア ー で は ゴス ペル ・ コ ー ラ ス 隊 を 率い て 本 作 を 完璧 に 再現 、 過 
去 の 曲 も アレ ンジ し 直し 、 お まけ に マー ヴィ ン ・ ゲ イ ・ メ ドレ ー ま 
で 披露 し て ファ ン の 度肝 を 抜い た 。 (東野 ) 



































TODD RUNDGREN 
Nearly Human 


CD/Warner Bros. 9-25881-2 '89 年 
/ ワ ー ナ ー・ ミ ュー ジッ ク 22P2-2719 





前 作 『A Cappella』 か ら 4 年 、 多 作家 の 彼 と し て は 珍し く イ ンタ 
ー バ ル を お いた 本 作 は 、 久 々 に 本 格 的 な ソウ ル 色 を 前 面 に 押し 出し 
た 作品 ど な っ て いる 。 丁度 カ ナダ の ライ ノ ・ レ コー ド が トッ ド と ユ 
ー ト ピア の 全 カ タロ グ を 大 量 再 発し た 後 の 待望 の 新作 と いう こと も 
あっ て 、 ち ょ っ と し た トッ ド ・ プ ー ム (? ) が 超 こ っ た 事 も 記憶 に 
新しい 。 多 彩 な ゲス ト 、 大 量 の セッ ショ ン ・ ミ ュー ジ シ ャ ン を 起用 
し て の 正攻法 が 功 を 奏し 、 メ ロディ 、 アレ ンジ の 洗練 度 が 極め られ 、 
彼 の 作品 群 の 中 で も 頭 一 つ 抜け た 傑作 と な っ て いる 。~6 本 指 " の ジ 
ャ ケッ ト が 日 本 盤 で は 5 本 指 に 差し 替え られ る `^ ミ ソ ” が あっ た も 
の の 、 来 日 公演 も 行ない ビデ オ も リリ ー ス する な ど 、 マ ニア を 「 ト 
ッ ド づけ 」 に し た 一 枚 。 (東野 ) 





TODD RUNDGREN 
No World Order 


CD/Rhino 71266-2 92 年 
/ ポ ニー・ キ ャ ニオ ン PCCY-00405 





92 年 、 ト ッ ド は 再び スタ ジオ ・ ギ ミッ ク の 極み と も 言え る 作品 を 
発表 し た 。「CD-| プ レイ ヤー」。 こ の 普及 率 不明 の ウル トラ ・ マ イナ 
ー な ハー ド で 再生 する こと を 前 提 と し た 本 作 は 、 前 2 作 の 純真 な ソ 
ウル ポピュラー 路線 を 根底 か ら プ チ 壊 す 近 未来 的 な 内 容 と な っ て 
いる 。 も ちろ ん レコ ー ド 店 で 売っ て いる の は 「 普 通 の CD」 だ が 、 イ 
ンタ ラク ティ ヴ 盤 (パソ コン ・ シ ョ ッ プ 等 に ある らし い ) は 、 リ ス 
ナー が ギタ ー や ヴォ ー カ ル 等 の 全 パ ー ト を 勝手 に 移動 し た り 、 消 し 
た り 、 自 分 で 入れ た り し て 創り 変え ん る こと が 可能 と 言う も の 。 そ の 
中 に あっ て も 、 半 ば 類型 化 さ れ た トッ ド 節 は 相変わらず アル バム 全 
体 に 息づい て いる 。 機械 相手 の 奇妙 な ソロ ・ ス テー ジ を 渋谷 で 行 な 
い 、 又 も や 変人 呼ば わり され た 一 枚 。 (東野 ) 








ャ ケー ナー】 





PSYCHEEDEILIC IMIUSIC cec 
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ALEXANDER SPENCE 
0ar 


L P/Columbia CS-9831 '69 年 
CD/Coll SRS 75031 





最初 期 ジ ェ フ ァ ー ソ ン ・ エ アプ レー ン の ドラ マー、 そ の 後 、 初 期 
モビ ー・ グ レイ プ の ギタ ー 奏 者 と し て '60 年 代 後半 の 西海 岸 代 表 グ ル 
ー プ を 渡り 歩い た 人 。 フ ラ ワ ー・ ポ ッ プ 、 ビ ー ト 系 と は 無縁 の シン 
ガー 作 。 イ ギリ ス で 言え ば ケヴィン ・ エ アー ズ ・ タ イプ の 自己 満足 
ふう の 歌 だ か ら 、 そ の 分 、 自 己 流 に 掘り 下げ られ た 歌 だ 。 カ ント リ 
一 色 の ある アコ ー ス ティ ッ ク ・ サ ウン ド に 効果 斉 を 入れ て それ っ ぽ 
い が 、 自 己 陶酔 的 な モア ッ と し た 歌 の ムー ド に こそ 強度 が ある 。 何 
曲 か で 出 て くる 千鳥 足 風 の 演奏 と 歌 は 、 更 に 我流 。 表 面 的 な 音 の お 
と な し さ で 目立ち に くい が 、 明 ら か に 変 だ 。 (松本 ) 






胃 AMANDA TREES 
是 AmamlHa TreeS 
較 LP/Poppy '? 年 


レコ ー ド の ラベ ル そ の も の が アシ ッ ド し て いる Poppy レ ー ベ ル ( 本 
誌 読者 に は MANDRAKE MEMORIAL が 紹介 済 ) か ら の 女性 シン ガー 
Amanda Treess の この 作品 は 殆ど 彼女 の 心 の 独白 に 近い リア ル さ を 持 
っ て 聴き 手 に ダイ レク ト に 人 迫る 。 時 に 酔っ ぱら っ た 様 に 外れ まく り 、 
ある 時 は 絶妙 な 声 の 抑揚 で 聴き 手 の 心 を ぐい ぐい と 引き 込む 。 バ パッ 
ク は 殆ど アコ ー ス ティ ッ ク ・ ギ ター 一 本 で 、 そ の 絶妙 な ヴォ ー カ ル 
と の 対比 が 素晴らし い 。 彼女 の 漂い 続け る 心 の 揺らぎ を 追っ て 、 そ 
こ に いる レコ ー ド を 聴い て いる 自分 自身 を 忘れ て し まう 。 それほど 
に 人 迫り くる も の が ある 大 切な 一 枚 だ 。 (平野 ) 





AMERICAN BLUES 
IS Here 


L P/Karma 1001 '68 年 
CD/(U.K.)Aftergrow AFT 11 





この 本 に この 手 の レ コー ド を 載せ て も 意味 が ある の だ ろう か ー 一 と 悩ん 
だ の だ が 、 逆 に こう いっ た サイ ケ デ リッ ク の 代表 的 な 作品 を 載せ な く て は 、 
アメ リカ らし い セ レク ト に な ら な い の で は と 思い 、 書 く こ と に し た 。 さ て 、 
この 本 を 偶然 手 に し た US サイ ケ ・ フ ァ ン が いた と し た ら 、JOSEFUS、KAK、 
CONQUEROO と いっ た お よそ 有名 な も の が 抜け て いる に も 関わ ら ず 、 何 
故 か 、 Joe Peace の よう に マニ アッ ク な 物 が 載っ た り で 、^ 全 くわ か っ て い 
な い "” と 慎 悩 され そう だ が 、 有 名 な も の は “聴く の は 当たり 前 ” と し 最小 
限 に と ど め 、 入門 的 な マニ ア の 為 に わか りや すい も の を 、 そ れ 意 外 は 知ら 
れ ざ る も の の 紹介 に 努め た つも り だ 。 本 作 は Tex Psyche の 代表 作 の 一 つ 。 
荒削り だ が 、 乾 いた 小 い アー ト ・ ロ ッ ク 的 な 演奏 。 本 1 stB 面 後半 2 nd 
A 面 前 半 で 彼ら の 音 は 最も 美しく 結晶 化し 、 内 な る 輝き を 放つ 。 (平野 ) 


内 【 】 NM7 (1 ANONYMOUS 
Inside The Shadow 
LP/A Major AMLS 1002 76 年 





サー ド ・ エ ステ イト 同様 に 76 年 に ひっ そり と 出さ れ て いた 自主 盤 。 
パン ク 、 ニ ュー ウェ イヴ が 一 部 の 地域 で の 現象 で し か な か っ た アメ 
リカ に と っ て 、 こ うい っ た !60 年 代 サ イケ その まま の 音 が 、 70 年 代 後 
半 か ら '80 年 代 に か け て 当り 前 の よう に リリ ー ス され る の は ご く 自 然 
な こと な の か も 知れ な い 。 ア ノニ マス の サウ ンド も 、 シ スコ ・ サ ウ 
ンド その まま の アシ ッ ド ・ サ イケ で ある 。 女 性 ヴォ ー カ ル を 中 心 に 
し て ギタ ー を 中 心 に し た アレ ンジ は 、 ジ ェ フ ァ ー ソ ン ・ エ アプ レイ 
ン を 想起 させ る が 、 オ ー ソ ドッ クス な スタ イル の 中 で も アレ ンジ や 
曲 展開 が よく 練 ら れ て いて 飽き させ な い 。 意 味 不 明 の 理解 に 苦し む 
ジャ ケッ ト は さて お いて 、 数 ある コレ クタ ー・ ア イ テ ム の 中 で も 良 
質 の 一 枚 で ある こと は 保証 で きる 。 (関口 ) 








ANT TRIP CEREMONY 
24 Hours 
L P/C. R. C. 2129 「'67 年 





A 面 、 メ ロウ で ある 。 ジ ャ ジー で ある 。 フ ォ ー ク ・ ロ ッ ク で ある 。 
サイ か デ リッ ク で ある 。 メ ロウ で ある 。 ジ ャ ジー で ある 。 お お 、 デ プ 
ルー ス ・ ロ ッ ク で ある 。B 面 、 サ イケ で ある 。 い い 塩 梅 の ヌ ケ 具 合 で 
ある 。 ち ょ うど いい 湯 加 減 で ある 。 ラ スト の イン スト ・ ナ ン バ パー、 リ 
ー ド ・ ギ ター の ステ デ ティー ヴ ツ * デ トレ イ の へ 日 べ へ 日 な ブレイ が た ま ら な 
いで ご ざる 。 ジャ ジー な 要素 の ひと つ 、 マー ク ・ ス テイ ン の フル ー ト 
も いい が 、 曲 に よっ て 聴け る 彼 の ギタ ー が また 良い で ご ざる 。 ド ラ 
マー の ジェ フ ・ ウ ィ リ アム ス は ジャ ズ ・ ド ラマ ー の 練習 生 だ っ た そう 
で ある 。』 メンバー は 6 人 で ご ざる 。 これ は アン ト ・ ト リッ プ ・ セ レモ 
ニー、 唯一 つの アル バム で ある 。 レア 盤 で ある 。 レ コー ディ ング ・ エ ン 
ジニ は ウド < クス ビー で め る 。 (サト ウ ユ キ エ ) 





ARK 
V0VageS 
LP/Fanny 070194 78 年 








78 年 に アメ リカ の 片田 舎 で 100 枚 程 プ レス され た と いう 自主 盤 。 オ 
ニ ソ ドッ クス な スタ イル の ララ ォ ー ク ・ ロ ウッ ク で あり と りり た. で 置 
うほ どの 目立つ 特徴 も な いた め 、 レ ア 盤 で な か っ た ら 誰 も 騒ぐ こと 
も な か っ た ろう 。 だ が 作曲 セン ス の 良さ は 、 数 ある アメ リカ ン ・ サ 
イケ の 中 で も 群 を 抜い て いて 、 ト リオ 編成 に よる シン プル な アレ ン 
ジ と あい まっ て 、 ク ー ル な 余韻 を 残す 。 曲 は 全体 に 、 ル ー・ リ ー ド 
や Dr. Hooker な ど に 近い 雰囲気 を 持っ て いて 、 乾 いた 近 情 性 が 心地 
良く 響く 。 特 に B 面 で の 静か な 気配 に 包ま れ た 世界 の 持つ 味わい は 
格別 で ある 。 地 味 な 印象 の 作品 ゆえ 、 プ ログ レッ シ ヴ な 方 々 に は お 
スス メ し か ね る が 、 そ の スジ の 人 に は これ ほど 魅力 的 な レコ ー ド も 
な い だ ろ う ( 笑 ) 。 (関口) 

















75 ア 








ARTHER LEE HARPER 
Love IS The Revolutipn 
L P/Nocturne NRS-905 '? 年 





2.2 ン Se ドジ の 2Ne ド ia ニ oYejgG 人 RGURGIONG 証 り コ R2 ペ 
ルウ IRO の II 恩 三 (きつ MONUI 二 区 きれ だ アテ 
名 義 で の 1 st「Dreams & images」 は 比較 的 有名 だ が 、 別 レー ベル 
か ら リ リー ス さ れ た この 2 nd アル バム は 、 例 の サイ ケ 本 か ら 漏 れ た 
こと も あっ て あま り 注 目 さ れ て いな いよ うだ 。 メ ラン コリ ッ ク な 悲 
し み を 洪 え た ナン バー で 埋め つく され た 1 st か ら 大 きく 発展 し た この 
アル バム で は 、 フ ォ ー ク ・ ロ ッ ク 色 が 強く な り 、 前 作 に は な い ゆ っ 
た り と し た 空気 が あっ て 聴き や すい 。 浮遊 感 を 醸し だ す よ うな ヴァ 
イオ リン が 、 ア ル バ パム 全体 に フィ ー チ ャ ー さ れ 、 ア ー サ ー の ひし ゃ 
げた ヴォ ー カ ル と あい まっ て 、 遠 い 彼方 の 記憶 の 糸 を た どっ て いく 
よう な 、 深 み の あ る 情感 を 生み 出し て いる 。 (関口 ) 





ARTHUR 
Dreams Amd Imames 
LP/LHI S12,.000 「'68 年 





これ は サイ ケ な の で し ょ うか ? この アー サー と いう 人 は 作詞 作 
曲 者 で (演奏 に 参加 し て いる か は 不明 ) 歌 を 歌っ て いる の は 女性 で 
す 。 こ の 名 前 も 分 か ら な い 彼女 の 歌声 が また 可憐 で 、 曲 調 は 悲し 気 
な も の か ら 明 る いも の まで 様々 で す が 、 ど の 曲 も し っ と り と し て お 
り 、 そ の 上 、 生 の スト リン グ ス や 、 中 期 SAVAGE ROSE 風 の 、 水 泡 
が プク プク 言う よう な オル ガン まで 入っ て いる の で す 。 こ れこ そ 、 
プロ グレ の 人 の 中 の 女性 ヴォ ー カ ル ・ フ ァ ン の た め の ア ル バ ム で す 。 
な お 、ABC 傘 下 (NHK の アナ ウン サー は 、「 か さか 」 と 読ん で いま し 
た が ) この LHI と いう レー ベル は 、 有 名 な 歌手 、Lee Hazlewood (本 
作 の プロ デュ ー ス も 担当 ) が 設立 と いう こと で 、 彼 の アル バム も 数 
枚 聴い て み ま し た が 、 フ ツー の サウ ンド で し た 。 (斉藤 ) 





ASHES 
Featurinmg Pat Taylor 
LP/Vault 125 「'66 年 





見 か け 上 の アシ ッ ド 色 は 全く な い 地 味 で 素朴 な フォ ー ク ・ ロ ッ ク ・ ア ル 
バム 。 それ だ け に 聴き 込む と 魅力 が 増し 、 飽き させ な い 良さ を 持っ た 内 容 
だ 。 女 性 ヴォ ー カ リス ト Pat Taylor の 魅力 は 、 裏 ジャ ケ の 60 年 代 的 ファ 
ッ シ ョ ン を まとっ て 写る 彼女 の 姿 も そう だ が 、 そ の イメ ー ジ に だ ぶる よう 
に し て 、 過 ぎ 去 っ た 時 代 の 輝き が セピア に 浴 ん だ 芳香 の よう に 魚や か に フ 
ラッ シュ ・ バ ッ ク し て くる 彼女 の 歌声 に ある と 言っ て いい 。 特 に 名 曲 ^Sleeping 
Serenade"” や メラ ンコ リッ ク な “Sands Of Love” が 印象 深い 。B 面 は 
Mainstreem レ ー ベ ル 系 に も 近い ポッ プ で コー ラス を 生か し た 作品 集 に な 
っ て いる が 、 余 分 な エフ ェクト を 加え た り 、 サ ウン ド を 加工 し て いな い 分 、 
陳腐 さ は な く 、 こ れ は これ で 良い と 思う 。 こ の 後 彼ら は PEANUT BUTTER 
CONSPIRACY を 結成 し 、 よ り メ イン ・ ス トリ ー ム な 評価 を 得る 。 (平野 ) 


BAROOUES 
Bar0due6S 
L P/Distortions DRP '? 年 





非常 に 地味 で 、 音 も 悪い し か し そん な こと は どう で も いい 。 こ の 未 発 
テイ ク の 一 つ 一 つ は 、 沈ん だ 水 の 中 の 糧 めき の 一 粒 一 粒 の よう に 輝い て 
いる 。 ガ レー ジ ? フォ ー ク ・ ロ ッ ク ? アシ ッ ド ・ サ イケ ? そん な 事 で し 
か 彼ら の 音 が 理解 で き な い の で あれ ば 、 様々 な 音楽 を 聴き 、 そ の 後に 再 
び 彼 ら の 音 を 聴い て みる と いい 。 A 面 の 最初 か ら B 面 の 最後 まで 、 カ レー 
ジー サイ ケ へ の 移行 が ある に せよ 、 バ ロッ クス の “世界 ? は 揺らぐ どこ ろ 
か 、 一 層 そ の 輝き を 増す ば か り だ 。 暗く 沈ん だ 水 の よ うな 揺 ら め き と 利 
那 の 輝き 、 繊細 に 織り な す 心 の 風景 。 こ の 未 発 集 は も っ と も は か な く 美 
し い 結 晶 の 一 つ だ 。 尚 、 本 作 は 「Purple Day」 と タイ トル を 変え 、CD も 再 
発 さ れ て いる 。 当 時 Chess レ ー ベ ル か ら 出 た スタ ジオ 盤 の 方 も ^ 作 られ て “ 
は いる が 、 そ れ な り に 良い 出来 な の て 興味 の ある 方 は どう ぞ 。 (平野 ) 








THE BEAT OF THE EARTH 
Our Standard Three Minute 
Tume 

LP/Radish A.S. 0001 「/。 ? 年 





ギミック で 始ま る この アル バム は 、 ビ ー ト ・ サ イケ が 崩れ に 崩れ 
で リズム 不可 に な っ た と で も ウダウダ し た ノリ が ある 。 と に か く 《 ダ 
ラダ ラ と 続く 。 だ か ら と いち で ララ リー コー ジッ ク の し か め っ 面 
は まる で な く 、 至 る 所 で '60 年 代 ふ う の 素 オル ガン が あの 頃 の サン ト 
ラ に あり そう な 音 で 顔 を 由 し 、 イ ンプ ロ で 決め る わけ で も な く 、 陽 
気 に 明 る く 、 行 く 。 ヴォー カル が スト ー ン ズ '60 年 代 か デ ヴィ アン ツ 
みた い だ が 、 バ ッ ク ・ ビ ー ト が な い の で 「 歌 と 演奏 」 の パタ ー ン に 
陥ら な い 。 ギ ター も ベー ス も オル ガン も ヴォ ー カ ル も わ め き 声 も み 
ん な 混じり 合っ て 、 み ん な で 、 行 く 。 ふ ぬけ な アモ ン ・ デ ュー ル が 、 
行く 。 ず っ と 行く 。 時 間 の ある 人 は 聴い て みよ う 。 (松本 ) 





THE BENT WIND (Canmada) 
SMSSBX 


LP/Trend '69 年 
CD/KSCD 9306 





「 カ ナダ の アシ ッ ド ・ モ ンス ター」、 こ の LP の 内 容 や 音 の 質感 、 原 
盤 の 激 レ ア 度 を 考え る と そん な フレ ー ズ が ピッ タリ と は まっ て し ま 
う 。 と に か く 全 編 に 渡り だ る い 演奏 が 繰り 広げ られ て いて 、 ズ ルズ 
ル と 何 か 引 きず っ て いる 様 な リズ ム に か らむ ファ ズ ・ ギ ター の だ る 
さっ た ら も う 最 高 ! うな りっぱ な し で 止ま らん と いう 感じ が スゴ 
イ 。 さ ら に ヴォ ー カ ル は アッ チ の 方 に いく 寸前 で 押さ えて ある よう 
な リヴ ァ ー ブ が 良く 、 静 か な 曲 は 心地 良く 、 ハ ー ド な 曲 で は ミス テリ 
アス な 雰囲気 に 誘う 。 基 本 的 に は 荒 っ ぽ く ハード な ギタ ー が 中 心 の 
曲調 な の だ が 、 静 か な 箇所 や 曲 こ そ 注 目 し て 欲し い 。 剣 き 出 し に な 
っ た も の が そこ に し っ か り と 浮き 出 て いる の を 見 逃さ ぬ よ うに し よ 
う 。 こ れ だ け 深 い 味 を 持っ た アル バム 、 実 は 結構 少な い ぞ 。 (長谷川) 





ャ ケー バー】 











BEVERLY LENN (Canada) 
Copelamd 
LP/GRT 9233-1001 ”? 年 

















荒涼 と 広がる 平原 、 風 に 吹か れる 木 を 照ら し 出す 月 、 プ ルー の 夢 
の よう な 流れ に 全て が 幻想 の 風景 の よう に に じみ 、 風 の 流れ と な っ 
て ゆく 、 そ ん な ジャ ケッ ト を 象徴 する よう に 不思議 な 世界 を 初 徹 す 
る アシ ッ ド ・ フ ォ ー ク 。 ア コー ステ ィ ッ ク ・ ギ ター の ゆる や か な う 
ね り と 糧 め き 、 空 間 に お ご そ か に 暫 き 渡り 風 の 声 と な っ て こだま す 
る 女性 vo、 風 に た な びく フル ー ト 、 淀 み と 流れ を 生み 出す ベー ス 、 
ジャ ジー に ソフ ト に 流れ を 形作る ドラ ム 、 一 流 の プレ ー ヤ ー に よる 
きめ 細やか で 心 の 微妙 な 感情 の うねり の よう に 感覚 的 な 演奏 は 彼女 
の vo と 一 体 化 し 、 聴 き 手 を 幻想 の 音 宇宙 へ と 誘う 。 カ ナダ で し か 生 
まれ 得 ぬ 独特 の 夫 囲 気 を 持っ た ミス テリ アス な か 作品 。 全 く 謎 に 包ま 
れ た 初期 GRRT レ ー ベ ル の 知ら れ ざ る アル バム 。 (平野 ) 


BLUES MAG0OSE 
Electric Comic Book 
L P/Mercury MG 21104 '67 年 





N.Y. プ ロン クス 出身 の プ ブルース ・ マ グー ス は 作曲 能力 と アレ ンジ 
の 多彩 さと いう 点 で は 同時 期 の 他 の ガレ ー ジ ・ パ ンク ・ グ ルー プ と 
は 一 線 を 画 し た 存在 で ある 。 '67 年 と いう アシ ッ ド 期 に 突入 し つつ あ 
る 中 で 作ら れ た この 2 nd アル バム で は 、 ガ レー ジ ・ サ ウン ド の プリ 
ミ テ ィ ヴ で 軽快 な 感覚 に し 、 ア シッ ド に よる 幻覚 感 が 表 出 し は じ め た 
時 期 ヒ と クロス する 絶妙 の タイ ミン グ で レコ ー デ ィング され て いる 。 
ガレ ー ジ ・ パ ンク の 古典 で ある 1 st を さら に 発展 させ た この アル バム 
で は 錯乱 し て いる よう な ギタ ー と オル ガン ・ パ ー ト が 大 幅 に 増え て 、 
肘 時 の する よう な 展開 の アレ ンジ が すさ まじ い 。`Gloria" の ワイ ル 
ド な 解釈 が 有名 で ある が 、 グ ルー プ の オリ ジ ナ ル ・ ナ ン バ ー の 方 が 
は る か に 魅 力 的 で 、 彼 ら の 実力 の 高 さ が 突 え る 。 (関口 ) 





BOB SIMITH 
The Visit 
LP/Kent KST-551 "69 年 





ジャ ケッ ト を 裏返す と 、 ゲ ス ト が 写真 入り で 8 人 も クレ ジッ ト さ 
れ て いて 、 キ ー ボ ー ド が 二 人 ( そ の 内 一 人 は ムー グ & メロトロン! ) 
その 上 フル ー ト に バイ オリ ン と 来れ ば 、 フ ツー、 期 待 し ます よね ? 
針 を 下ろ す と 、 メ ジャ ー7th( ド ミソ の 上 の シ が 重なっ た 、 柔らか い 
感じ の 和音 ) を 多用 し た 、 神 秘 的 な 泣き 曲 で 、「 ヤ ッ ピ ー 「! 」 と 叫ん 
だ の も つか の 間 、 次 の 曲 は 、 ス トレ ー ト ・ ア ヘッ ド な ロッ ク で 、 更 
に は へ ヴィ ・ サ イケ 、 ブ ルー ス 、 ア ヴァ ン ギ ャ ルド と 、 支 離 減 裂 で 
し た 。 メ ロト ロン は 1 曲 だ け で 、 ム ー グ は ギミック に し か 使わ れ て 
お ら ず 、 フ ルー ト 等 は ヒッ ピー 風 の 使い 方 で し た 。 し か し 、 不 思 議 
な 統一 感 が あり 、 決 し て 悪く は あり ませ ん 。 1 面 の 裏 が 3 面 、 そ し 
て 2 面 の 裏 が 4 面 に な っ て いる 、 ヘ ン な 2 枚 組 で す 。 (斉藤 ) 


BOBBY BROWN 
Enlighteming Beam Of Axonda 
LP/Destiny DR 4002 72 年 





ハー プ 、 シ ター ル 、 フ ルー ト 、 ペ ダル ・ ベ ー ス 、 琴 、 パ ー カ ッ シ 
ョ ン 等 を 据え た 独自 の 自作 楽器 シス テム を 用 いて (ジャ ケッ ト 写 真 
が それ だ ろう ) ワン マン ・ バ ンド 形式 で 演奏 し 、 歌 う 異 色 の シン ガ 
ー、 ボ ビー・ プ ラウ ン の 1 st アル バム 。 低音 を 低く 流れ る ドロ ー ン や 
叶 く 様 な 語り 、 重 く 催 眠 的 な 弦楽 器 の 路 き 、 土 着 的 な パー カッ ショ 
ン が か ら み 合い 、 幾 分 東洋 的 で 呪術 的 な プリ ミ テ ィ ヴ さ を 醒 し 出す 
異様 で 不思議 な 空間 の 中 を 、 路 き 、 う な り 、 展 え 、 喉 か ら 息 を 絞り 、 
噛み し め る 様 に 歌う 彼 の ヴォ ー カ ル が 一 際 印 象 的 だ 。 彼 は この 後 、 
ライ ヴ を 含む 2 枚 の LP を 発表 し た 。 (平野 ) 








BOBBY CALLENDER 
Haimhow 
LP/MGM SE-4557 '68 年 





ア ケ ケ ミ と いう 名 で 18 で 。 ポ ビー と いう 名 で 女性 で 。 し か し 、 ジ ャ 
ケッ ト の 印象 と 実際 の 音 が 、 こ こま で 一 致し た アル バム も 少な いで 
し ょ う 。 シ ター ル に タプ ブラ か ら 各 種 木管 金管 、 果 て は 生 の スト リン 
グ ス ま で 入っ た 豪華 な 演奏 陣 と 、「 華 を 減ら し た プリ ジッ ト ・ セ ント ・ 
ジョ ン 」 と いう 感じ の 、 柔 ら か な 彼女 の 歌声 と が 、 ゆ っ た り も っ た 
り し っ と り し た 音 宇宙 を 形作っ て いる の で す 。B 面 に 、 歌 謡曲 っ ぽ 
い 、 あ る い は 、 や け に 弾 ん だ 曲 も あり ます が 、 そ れ も 気 に な ら な い 
くら い 、 夢 見 心地 で 統一 され て いま す 。 良 いで す 。 な お 、 シ ター ル 、 
タプ ラ 他 で 、 プ ログ レ ・ ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク ・ バ ンド 「 オ レゴ ン 」 の Collin 
Walcott が 参加 し て いま す 。 ま た 、 2nd「The Way」(Mithra、 発 表 
年 無 表 記 ) は 、 2 枚 組 の 大 作 で す 。 (斉藤 ) 








| BRAZDA BROTHERS (Camada) 
NN NNtNt NNONNNS Brazda Brothers 
| LP/Dominion LPS-93077 "? 年 














口笛 に 導 か れ て ゆっ た り と 始ま る `Blooming Flowers”。 オ ル ガ ン 
の 音色 が 空 を 映し 出し 、 風 に 吹か れ て 夢見 る 草原 の よう に 、 そ の 音 
は 綴 ら れる 。 素朴 で 淡い 演奏 は 、 そ の 中 に 密やか な 目 に 見 え ぬ 何 か 
を 育む よう に 、 忘 れ 去ら れ て ゆく 大 切な も の を 失っ て いな い 。 彼ら 
の 中 で 積み 重なっ て きた `^ 音 楽 "が ふと メロ ディ ー と な っ て 紡ぎ 出 
され る 時 、 そ この 大 地 や 空 を 通り 抜け 、 水 に 揺 ら め く 色 彩 の よう に 
ほのか に 港 み 出 す 。Andy と Gin の 兄弟 を 中 心 に トロ ント て で 制作 され た 
アル バム 。 彼ら は どこ か ら か この 地 に 移り 、 そ の イン スピ レー ショ 
ン か ら 本 作 を 作り 上 げた と いう 。 未 だ 殆ど 知ら れ て な い ア ル バ ム だ 
が 、Oliver Klaus、FOLKLORDS、PASSING FANCY 同 様 に 大 切な 思 
い を 秘め た カナ ダ な ら で は の 名 作 と し て 思い は 深い 。 (平野 ) 
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BRIMSTONE 
Paper Winged Dreams 
LP/S? 30534 68 年 





紫 一 群青 の 宇宙 を 飛ぶ 白い 鳥 の ジャ ケッ ト が 目 を 引く 、 ソ フト ・ サ 
イケ デリ ッ ク の 佳作 。 ジ ャ ケッ ト が 象徴 する よう に 、 彼 等 の 音 は 天上 
へ と 向かう の が 一 つの 想い の よう に 飛翔 する 。 こう いう 作品 の レビ ュ 
ー を 書く 時 いつ も 想う 事 、 そ れ は 、 一 人 の 人 間 の ちっ ぽ け な 頭脳 が 喰 
っ て ひね り 出 し た 音楽 な ど 、 何 と 浅はか で 、 お こ が ま し く 、 自 己 顕示 
欲 の 醒 い 塊 に し か 見 え ぬ 事 か と いう こと だ 。 奇想 天外 だ っ た り 、 キ テ 
レツ だ っ た り 、 訴 えた り 、 故 意 に 、 意 識 的 に 作り 出さ れ た 音楽 な ど 、 
錆び た ボロ ボロ の 、 音楽 の 老廃 物 で し か な い 。 "90 年 代 は 音楽 の ゴミ た 
めで あり 、 い つも 不安 と 雑音 と 、 金 属 的 な 虚無 感 に 違え 、 そ れ を 浴び 
せ か けら れ て いる 。 そん な 中 で 、 こ の アル バム の A 面 は 、 オ アシ ス の 様 
に 響く 。 尚 、 雑 誌 G-Modern の 記事 (P54) も 読ん で 下さ い 。 (平野 ) 


THE BRITISH NORTH AMERICAN 
AT (Canada) 
In The Beginnimg.… 


LP/Canadian Now RSS 6700 "? 年 
CD/(U.K.) Aftergrow AFT 005 





モン トリ オー ル 出 身 の サ イケ デリ ッ ク ・ ガ レー ジ ・ グ ルー プ 。 カ 
ナダ の バン ド な が ら 、 ハ ン ガ リー 出身 の メン バー が 1 人 、 イ ギリ ス 
出身 の メン バー が 2 人 含ま れ て いる と ころ が 変わ っ て いる 。 マ イナ 
ー 調 の 淡い 悲し げ な 、 美 し い ナ ン バ ー が 多く 、 各 種 コ ン ピ レ ー シ ョ 
ン に 収録 され た 名 曲 も ある 。 落ち つい た 地味 な 印象 な が ら 、 聴 き 込 
む ほ ど 味 わい 深い 作品 で あり 、 今 で も 再発 毅 は 入手 し や すい の で 聴 
いて みる 価値 は ある 。20 数 年 前 の 公園 に 今 も 彼ら が 件 ん で いる の か 
は 知る よし も な い が 、 日 常 の 中 で 見 過ごし て し まう よう な 、 な に げ 
な い 場 所 に ポツン と 置か れ た 彫刻 の よう な 、 さ り げ な く 押 し つけ が 
まし さ の な い 作 品 で ある 。 (関口 ) 





BRUCE MACKAY 
Bruce MackaV 
LP/ '67 年 





オル ガン や フルー ト の た な びく よう な 音 、 ピ アノ や ギタ ー の ジャ 
ズ 味 が 、 全 体 に 穏やか な 雰囲気 を 由 し て いる が 、 ど こ か シリ アス で 
内 省 的 だ 。 歌 い 上 げ る よう な ヴォ ー カ ル に は フラ ワー・ ポ ッ プ の 能 
天気 、 楽 天 ム ー ド と は 逆 方 向 か ら 来 た 、 あ る 種 の 挫折 を 通り 抜け た 
後に 来る よう な 誠 歌 の イメ ー ジ が ある 。 だ か ら 流 行 乗 り と は 一 味 違 
うす が す が し さ 、 力 強 さ を 歌 に 通っ て いて 、 言 いか えれ ば 、 そ れ は 
アー ティ スト 自身 に 密着 し た 真実 味 だ ろう 。 彼 の 歌 も メロ ディ アス 
だ が こ ぴ た も の で は な いか ら こ そ 生 々 し さ が あ っ て 、 そ こ に 魅力 を 


b. A. OUINTET 
Trin Thru Hell 


LP/Candy Floss 7764 '68 年 
CD/Sundazed SC11021 





た け の うち カル テッ ト に 、 人 竹之内 さん は いな い の と 同じ く 、C.A 
クイ ン テ ッ ト に 、 イ ニシ ャ ル が C. A. で ある メン バー は いま せん 。 さ 
て 、 本 作 は 、 へ ヴィ ・ サ イケ の 代表 的 名 盤 と され る アル バム で す 。 
ジャ ケッ ト と タイ トル か ら は 、 呪 術 的 な 暗い サウ ンド に 思え ます が 
(明る く は あり ませ ん が ) その 印象 より は 、 ス トレ ー ト な 音 で 、 少 し 
ハー ド で 、 爽 と し た 感じ が し ます 。 や は り そ れ は 、 ト ラン ペッ ト 
に よる 所 が 大 きい で し ょ う 。 し か し 、 ギ ミッ ク を 凝ら す な ど 、 や は 
り サ イケ デリ ッ ク で す 。` 光 に 目 も 肘 み "(マン フレ ッ ド ・ マ ンズ ・ 











感じ る 。 全 体 の ムー ド と も 合致 し て いる 。 (松本 ) アー ス ・ バ ンド ! ) か ら 出 て いる CD は 、 ボ ー ナ ス 曲 の 方 が 多い くら 
い の お 買得 品 で す 。 な お 、 ラ イヴ ・ ア ル バ ム が 自主 制作 で '85 年 に 出 
て いた そう で す が 、 ク ズ だ と 言う の が も っ ぱら の 噂 で す 。 (斉藤 ) 
AI | DARDBOARD BRIDGE THE CEYLEIB PEOPLE 
2 Sea Change Tamyet 
LP/ "? 年 LP/Vault LP-117 68 年 











00m6 Mb 





子供 が 水中 に 飛び 込む 途中 の 変 な ジャ ケ 、 裏 を 見 れ ば 場末 の 流し 
みた いな 3 人 の ステ ー ジ 写真 。 何 だ これ は と 思っ て は いけ な い 。 ハ 
ンド ・ ド ラム 、 フ ルー ト 、 ギ ター の 3 人 編成 で 女性 ヴォ ー カ ル ( フ 
ルー ト ) と 来れ ば 、 い か に も 良さ そう で し ょ う ? (MOONSTONE 
PERTH COUNTRY CONSPIRACY) エ 2 と 言っ て し まう と 余り に 凄 す 
ぎ ま す が 、 こ れ は 仲 々 、 素 朴 な アシ ッ ド ・ フ ォ ー ク で 良い の で す 。 
これ が プリ ティ ッシュ だ っ た ら ^ 〇 〇 Diving Magazine” に で も 載 
っ て 今頃 大 叉 ぎー と いう 内 容 の レコ ー ド は 実は アメ リカ に も 数 多 
く 在 る の で す 。 今 回 は そう いう も の を 少し ば か り 載 せ て み ま し た 。 

(平野 ) 








CD/(U.K.) Drop Out DOCD 1991 





イン ド 音 楽 の 影響 、 中 近東 音楽 の 導入 等 と 様々 に 取り 沙汰 され て 
いる が 、 つ まる と ころ 無 国籍 の オリ エン タル ・ ミ ュー ジッ ク と いう 
の が 正解 で あろ う 。 当 時 の シー ン の 中 で の 、 ド ラッ グ と エス ニッ ク ・ 
ミュ ー ジ ッ ク の 結び 付き が 自然 で も っ た こと も 、 本 作 の 誕生 を 促し 
た こと だ ろう 。 本 作 を 高く 評価 する 向き も 多い が 、 シ ター ル の 使い 
方 等 安易 な 点 も 目立ち 、 過 大 評価 の 嫌い が ある 。 む し ろ 、 ト リッ プ 
と いう 文脈 の 中 で 考え た 方 が 、 本 作 の 面白 さ が よ くわ か る 。 曲 の 組 
みた て は 優れ て いる と も 思え な い が 、 抜 け 切 っ た よう な 清涼 感 は 文 
字 通り トリ ッ プ の 魔術 と いえ よう 。 ( 法 水 ) 








7 どの O 








CHAMPIGNONS (6anada) 
Premiere 6apSsule 


L P/Les Jeunes Artistes Associes GG1 
72 年 





サッ クス 、 フ ルー ト 、 オ ル ガ ン 入り の 6 人 組 。 フ レン チ ・ カ ナ デ 
ィ ア ン 、 サ イケ 編 。 ア ル バ ム は これ 1 枚 の よう だ 。 A 面 は ラフ な サ 
イド ・ ギ ター と 軽 め の ビー ト を 中 心 に し た オー ソ ド ッ クス な 曲 が 並 
ぶ 。 わ ず か フル ー ト な ん か が 入っ て フロ ー テ ィング な 雰囲気 が の ぞ 
《 程 度 。 こ れ が B 面 に なる と 、 ま すず 片面 が 1 曲 に 近い 。 フ ラン ス 語 
の 語り が シア トリ カル 。 更 に メデ ィ テ イシ ョ ナル な 曲調 に も な っ て 、 
ジャ ズ っ ぱい 有 雰囲気 も 混じる 。 A 面 の ビー ト 色 は ほとん ど 消 えて 、 
モア ッ と し た 曲調 が 特徴 。 反 復 す る よう な その 流れ に エコ ー を きか 
せ た リ ー ド ・ ソ ロ が 鳴っ た り 、 サ ックス が リー ド を と っ た り 、 と い 
う 割 と フリ ー な 曲調 に な る 。 こ の アル バム の 聴き 所 。 ち ょ っ と 初期 
の IIRR つ ま UOs (松本 ) 


THE CHARLATANS 
The Charlatans 


L P/Philips 600.309 '69 年 
CD/One Way OW 31442 








シス コ ・ サ ウン ド の 最 重要 グル ー プ の 一 つと し て 忘れ て は な ら な 
い グ ルー プ 。 本来 な ら も っ と 大 きく 扱わ れ な けれ ば な ら な い 存 在 だ 
が 、 メ ロト ロン は 入っ て な いか ら ま あし ょ う が な いか 。 何 点 か 存在 
する プー トレ ッ グ で 聴け る 初期 の サウ ンド に お いて は 、 カ ント リー 
や プル ー ス な どの ルー ツ ・ ミ ュー ジッ ク と 、 ア シッ ド ・ ロ ッ ク 、 フ ォ 
ー ク が 、 ジ ョ ー ジ ・ ハ ンタ ー の コン セプト の も と に 、 異 種 交 配 され 
て いく よう 生々 し く 記 録 さ れ て いる 。 こ うし て アヴァ ン ギ ャ ルド と 
ルー ツ ・ ミ ュー ジッ ク が ご く 当 り 前 に 共存 し て いる 所 に アメ リカ ン ・ 
サイ ケ の スゴ さ が あ る 。 メンバー・ チ ェ ン ジ の 後に 発表 され た 1 st は 
時 間 が た っ て 洗練 され た 音 に な っ て いる 。 初期 の よう な 生々 し さ は 
な い が 、 音 の 自然 さか らく る 美 し さ は 他 の 追随 を 許さ な い 。 (関口 ) 





MR 詳 CHARLES MANSON 
apS LLE 


LP/Awareness A2144 '70 年 





サイ ケ デ リッ ク が ヒッ ピー の 小さ な 共同 体 を 基盤 に 成り 立っ て い 
た こと は よく 知ら れ て いる こと だ が 、 そ れ ゆ え そ こ か ら 生 まれ た 多 
く の サ イケ デリ ッ ク 系 の 音楽 が 共同 体 の 中 で の 祭礼 的 、 儀 式 的 な 側 
面 を 持っ て いる こと は ある 意味 で 当然 の 結果 と 言え る 。 こ の チャ ー 
ルズ ・ マ ン ソ ン の レコ ー デ ィング 記録 は 様々 な デモ ・ テ ー プ の 寄せ 
集め だ が 、 返 っ て それ が 先 の 側面 を よく 浮か び 上 が ら せ て いる と 思 
う 。 マ ン ソ ン の 歌 に 導 か れ な が ら 次 第 に 集団 的 な 熱 手 そし て 覚醒 状 
上 へ 入っ て いく コミ ュー ン の 人 間 達 を リア ル に 伝え て いる 。 (関口 ) 


reede Neuw ChexolleWelth and 


CHOCOLATE WATCH BAND 
The Inner Mstimue 


LP/Tower 51 '68 年 
CD/(Fra.) Revenge EV 300 





サン ・ ジ ョ セ 出 身 の チ ョ コレ ー ト ・ ウ ォ ッ チ ・ バ ンド は 、'66 年 か ら '69 
年 まで に 3 枚 の アル バム と 数 枚 の シン グル を 発表 し て いる 。 こ れ は 
彼 等 の 2 nd アル バム 。 よ く パ ンク の オリ ジ ネ イ ター と 形容 され る 彼 
等 だ が 、 い まひ と つ チ ー プ な サイ ケ ・ サ ウン ド も レコ ー ド か ら は 漂っ 
て くる 。 実は それ 、 彼 等 の マネ ー ジ ャ ー& プ ロ デ ュ ー サ ー、 エ ド ・ コ 
プ の 仕業 で あっ た 。 こ の レコ ー ド な ん か 、A 面 の 3 曲 す べ て スタ ジ 
オ ・ ミ ュー ジ シ ャ ン に よる 演奏 で (うち 2 曲 は コブ 作曲 の イン スト )、 
一 体 誰 の レコ ー ド な ん だ か な ぁ ー っ て 感じ 。 バ ンド 本 来 の 持ち 味 で 
ある パン キッ シュ で スト レー ト か な 熱気 は 、 一 応 B 面 で 堪能 で きる け 
ど 。 そ うい う イ ンチ キ 臭 さも すべ て ひっ くる め て そん な 時 代 だ っ 
た ” と 。 1 枚 で 2 度 楽し め る レコ ー ド 、 な ん て ね 。( サ トウ ユキ エ ) 








pHRIS SMITHER 
Dont lt Dragon 
LP/Poppy PYS 5704 '71 年 








サイ ケ デ リッ ク ・ ム ー ヴ メン ト の 音楽 的 そし て 精神 的 中 核 と し て 
君臨 し た ウッ ドス トッ ク ・ フ ェ ス ティ バル 。 こ の ロッ ク の 聖地 と も 
言う べき 地 に ある ベア ズ ビ ル ・ ス タ ジ オ か ら は 、 J・ サ イモ ン 、E・ 
カズ 、A・ ギ ャ レッ ト 、F ・ ニ ー ル ら に 代表 され る 当時 の 良質 の 
アメ リカ ン ・ ミ ュー ジッ ク ” の 屋台 骨 を 支え た ヒッ ピー た ち が 、 数 々 
の 名 作 を 産ん で お り 、 ア メリ カ の カンタ ベリ ー” と も 言え そう な 
一 大 コミ ュー ン を 形成 し て いた 。 ス ミサ ー も この 一 員 で あり 、 本 作 
は E・ カ ズ 、H・ ト ラウ ム ら 名 う て の ミュ ー ジ シャ ン の サポ ー ト を 得 、 
いわ ゆる 目先 の サウ ンド 云々 より も 形 面 上 的 部 分 で より アシ ッ ド な 
感覚 を 語る この 地 独 特 の サウ ンド を 持っ た 一 枚 。 ( 宇 藤 ) 





CHRISTMAS (Canada) 
Live 71 


L P/Remember The Alamo RTA 777 
71 年 





REIGN GHOST を 前 身 と する CHRISTMAS。 彼ら の 1 st は アコ ー ス テ 
ィ ッ ク な 趣き の トリ ッ プ ・ サ イケ で 、BEND WIND、PAPA BEAR 等 に 
次 ぐ 幻 の レコ ー ド と し て マニ ア の 間 で は 知ら れ て いる 。 そ し て 2 nd「Heritage」 
は 名 ギタ リス ト Bob Bryden の ギタ ー・ ワ ー ク が 随所 で 汗 え 渡る し な や か 
で 変化 自在 の サウ ンド が 素晴らし い が 、 曲 に よっ て 出来 に パラ つき が ある 
(それ で も 必聴 だ が )。 と すれ ば 、CHRISTMAS の 本 領 は や は り ラ イヴ だ 。 
水 を 得 た 魚の よう に 生き 生き と 軽やか に 飛翔 し 、 軌 跡 を 縦横 無尽 に 描く 、 
ー つ の 魂 の よう に 一 体 化し た サウ ンド は ギタ ー・ サ イケ の 一 つの 頂点 で あ 
ろう 。 彼 ら は この 後 、 プ ログ レ へ と 移行 し 、^SPIRIT OF CHRISTMAS? 
と 改名 、 一 枚 の LP を 残し 、Bob Bryden は いく つか の レコ ー デ ィング を 経 
た の ち 、 現 在 、 聖 歌 隊 で 歌 を うた っ て いる と いう 。 (平野 ) 
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THE COMNMON PEOPLE 

Of The Peonle/By The Pennle/ 
For The Peomle From The 
Common People 

LP/Capitol ST 266 '69 年 





ミ の タイ ドル と ミ の ジャ ケ で は 、 ラ ツー、 買わ な いで し ょ う 。 し 
か し 、 本 作 は 、 ソ フト ・ サ イケ の 代表 作 の 一 つ な の で す 。 曲 に よっ 
て は オー ケス トラ を 配 し た その サウ ンド は 、 シ ン フ ォ ニ ッ ク と まで 
は 言わ な いま で も 、 ゆ っ た り と し て いて 、 厚 み の あ る も の で す 。 特 
に A①② は 、 メ ロディ ー の 美 し さ 、 音 の 広がり と 、 正 に 「 こ の 世 の 
も の と は 思え ぬ あ の 世 」 で す 。 是 非 と も 聴い て 下さ い 。 で も 、 も の 
に は 順序 が あり ます の で 、 ソ フト ・ サ イケ の 中 で は 更に 有名 で 、CD 
も 出 て いる (し か も 安い ) GANDALF を 先 に 聴い て 、 気 に 入っ て か ら 
に し て 下さ い 。 そ うこ うし て いる うち に 、 本 作 も CD 化 さ れる の で は 
な いか と 、 私 は 読ん で いま す 。 感 謝 感謝 。 助 か ら な いと 思っ て も 助 
か っ て いる 。 (斉藤 ) 


COUNTRY JOE AND THE FISH 
Electric Music For The Mimd 
Amd Body 


LP/VRS-9244 '67 年 
CD/Vanguard 79244 





フォ ー ク ・ シ ン ガ ー と し て の 方 が 、 有 名 な カン トリ ー・ ジ ョ ー だ 
が 、 ド ラッ グ 体 験 が な けれ ば 彼 の デビ ュー は な か っ た の で は な い だ 
ろう か 。 歌詞 の 面 で 、 ド ラッ グ や トリ ッ プ を 表現 させ た ら 右 に で る 
者 は いな か っ た し 、 本 作 で 見 せ た サ ウン ド も ズバ パリ そ の も の で あり 、 
今 の 耳 で 聞く と ジェ ファ ー ソ ン あ た り の 上 を いっ て いた 気 が す る 。 
オル ガン の 使い 方 や 、 聴 衆 を 不安 感 に 導く リズ ム の タイ ミン グ 等 み 
る べき も の が 多い 。 R & B が ベー ス で ある が 、 フ ォ ー ク 調 の メロ ディ 
等 異質 な も の を コラ ー ジ ュ す る こと で 、 一 級 の サイ ケ ・ サ ウン ド を 
作り だ すこ と に 成功 し て いる 。 ( 法 水 ) 





COVEN 
Witchcraft 
LP/Mercury SR 61239 '69 年 





発売 後 、 す ぐに 発禁 処分 と な か っ た いわ くつ き の レ コー ド 。 そ も そ も 
コー ヴェ ン と は 魔女 の 集会 を 意味 し 、 曲 も 『 プ ラッ ク ・ サ バス ” と か 
ルシファー と の 契約 ? と か 、 も ろ 悪 魔 趣味 丸出し の アル バム だ 。 音 は 
ジェ ファ ー ソ ン の 亜流 、 あ る い は 初期 の アー ス & フ ァ イ ヤ ー と いっ た 
感じ で 楽し く 聴 ける の だ が ……。 で 、 何 が 問題 だ っ た の か と いう と 、 
悪魔 款 拝 の サバ ト 儀式 が 淡々 と 実況 され る B 面 ラス ト の ^ サ タニ ッ ク ・ 
マス ′ で ある 。 や は り ア メリ カ じ ゃ 、 反 キリ スト は か な り の タプ ブー、 
こり ゃ や りす ぎ た と 、 そ うい うこ と だ 。 そ の 後 彼 等 は どう し た か と い 
うと 、 MGM、 ブ ッ ダ と レー ベル を 転々 と し な が ら 2 nd、3 rd アル バム 
を 発売 。 3 rd ジャ ケ に は ゴブ リン ( 小 悪魔 ) が 思い っ きり 描か れ て お 
り 、 懲 りな い 連 中 だ こと 、 ア ー メ ン 。 (サト ウ ユ キ エ 





CREME SODA 
Trieky Zingers 


L P/Trinity CST-11-LA 75 年 
CD/Cosmic Mind 025 228 CD 


と reimr 。 例 ma 





オヤ ジ 4 信人 で 下 介 が 中 多 リ 三 ロコ ツー タダ で すか ね 。 し か も 、 ズ 
トー ンズ の 名 盤 「Sticky Fingers」( フ ァ ス ナー の ジャ ケッ ト の 。`Wild 
Horese′ は 泣け る /) を パロ ッ た タイ トル を つけ る と は 。 で も 、 内 
容 は いい の で す 。「 ソ フト ・ サ イケ の 名 盤 」 と し て 、 そ こそ こ 知 られ 
た 本 作 で す が 、 半 分 は 、 少 し 喧 し い 曲 な の で 、 そ れ だ け を 期待 する 
の は ムリ で す 。 し か し 、 と に か く 本 作 は 、 A①⑪② が 素晴らし い の で 
す 。 メ ロディ ー が 、 極め て よく 出来 て いて 、 し か も 覚え 易い の で す 。 
特に 、 1 曲目 の “Give It UPb” で は 、 フ ロイ ド の See Emily Play“ 
で の ギタ ー に 似 た 、「 ピ ヨ ピ ヨ 言 う 音 」 の ギミック が 入り 、 ま る で 、 
頭 の 周り で 、 妖 精 達 が 空中 プラ ンコ に 乗っ て 行き 来 し て いる か の よ 
う で 、 そ の くら い ヘ ン な の で す 。 (斉藤 ) 








CROMAGNON 
Cave Rock 


L P/ESP 2001 '69 年 
CD/(Ger.) ZYX ESP 2001-2 





クマ 選 還 レラ (は 引 ジ ライ カン シン "UN RG オー スイ シン グラ 
スミ アー の 2 人 に よる プロ ジェ クト だ 。ESP に 残さ れ た この アル バム 、 
アナ ログ 盤 時 代 は 「 オ ー ガ スム 」 と いう タイ トル で 呼ば れ て いた 。 
ジャ ケッ ト に クロ マニ ヨン と いう 名 前 以外 、 何 の イン フォ メー ショ 
ン も 記載 され て いな か っ た か ら で あ る 。 ま さ に 謎 の 1 枚 で あっ た 。 
CD 化 に 際 じ 、 オ ー ス ティ ン が 「 ケ イヴ ・ ロ ッ ク 」 と いう タイ トル を 
示 作 凡 写 多 だ らい うと 及 証 で 還 内 容 / だ が 還 オ ニー ン ニ ング を 艇 る エ 
スニ カル ・ ノ イズ ・ ロ ッ ク “カレ ドニ ア ” か ら ラ スト の “グレゴリオ 
聖歌 VS フリ ー・ フ ォ ー ム ・ ギ ター” まで 、 奇 声 、 ラ ジオ ・ ノ イズ 、 効 
果 音 、 種 々 雑多 の 楽器 、 等 々 の コラ ー ジ ュ に よる 、 見 事 な ま で の ア 
ヴァ ン ギ ャ ルド ・ ス タイ ル で 買 か れ て いる 。 過 激 。 (サト ウ ユ キ エ ) 





DAMIN EIH, A.LK. AND 
BROTHER CLARK 

Never Mind 

LP/Demelot NS-7310 「'73 年 





何と も ウサ ン 臭 い 3 人 の 連名 の この バン ド の 音 は 、 説 明 す る の が 
還 し いで す 。 ビ アノ に シン セ サ イ ザー も 使っ て いる と いう の で 、 チ 
ョ ッ ト 期 待 し て 聴い て みる と 、 い き な り ファ ズ ・ ギ ター が ビビ ビッ 
と か 言う の で 、 言 葉 に 詰まっ て いる と 、 ア コー ステ ィ ッ ク ・ ギ ター 
の アン サン ブル に 、 色 々 な 楽器 が 重なっ た 、 叙 情 的 な 曲 に な る の で 
す 。 プ ルー ス 寄 り の 曲 や 、 ノ リ の いい 曲 も あり ます が 、 前 述 の 叙情 
的 な 部 分 が 一 番 多い で す 。 その た め 、 音 は 薄い で す が 、 プ ログ レ 寄 
り だ と 言わ れれ ば 、 そ うだ な と 思い ます 。 サ イケ 本 (洋書 ) “FUZZ, 
ACID & FLOWERS” (以下 「 聖 典 」 と 略 ) で は 、「 お 薦め で き な い 」 
と な っ て いま す が 、 そ の スジ で の 評価 は 、 極め て 高い アル バム で す 。 

(斉藤 ) 
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DARIUS 
Darius 
LP/Chart Maker CSG 1102 '68 年 





カリ フォ ルニア 出身 の シン ガー・ ソ ング ライ ター。 アルバム の 曲 
は 、 プ ルー ス 調 の も の や パラ ー ド まで 、 変 化 に 富ん で いる が 、 作 曲 
は 全て ダリ ウス 自身 に よる も の で ある 。 ジ ャ ケッ ト の 写真 を 見 る と 、 
まる で ギリ シャ 彫刻 の よう な 端正 な 容姿 の 人 物 で あり 、 そ の 次 に 合 
わせ た か の よう な 大 胆 で ドラ マテ ィ ッ ク な 唱 法 は 、 他 に あま り 類 を 
見 な い 独 特 の スタ イル で ある 。 特 に B 面 最後 の 曲 な ど 、 バ ラー ド ・ 
ナン バー で の 沈み こん で いく よう な 表現 力 は 絶品 で ある 。 ゴ ー ル デ 
ン ・ ロ ッ ド に よる バッ キン グ も 繊細 な アレ ンジ の も の が 多く 、 曲 に 
美しい 色合い を 添え て いる 。 こ の アル バム 1 枚 で 終わ っ て し まっ た 
の が 惜しま れる 。 (関口 ) 





DARK SHADOWS 
Dark Shadows 
L P/(Private Press) '69 年 














オリ ジ ナ ル 盤 は 幻 、 リ イシ ュー 盤 も 日 本 で 出回ら な か っ た 為 、 知名 度 こ 
そ 余 り 高 く な い が 、 ま る で いぶ し 銀 の よう に 輝き を 放つ 、 な ん と も 枯れ た 
深い 味わい を 残す US サイ ケ 名 盤 中 の 名 盤 。 な ん と いう 恐ろし い オ ー ト ハー 
プ 、 ギ ター、 ヴ ォ ー カ ル 、 全 て の 演奏 だ ろう 。 淡い も や の よう に 立ち 込め 
る 世界 の 中 に 展 え る よう な 精神 性 が くっ きり と 浮か び 上 が る 。 エッ ジ の と 
れ た し な や か で 抑制 され た 演奏 は どこ まで も 冷静 に コン トロ ー ル され て い 
る だ け に 透 徹 し た 微細 な 感覚 の うねり 、 連なり 、 重なり 合い を 心 の 動き そ 
の も の の よう に 映し 出す 。 アシ ッ ド 的 で は な く 、 淡々 と し た 演奏 の 中 に 狂 
気 に さ きえ 近 い DARK SHADOWS の 世界 を 封じ 込め た 本 作 こ そ 、 恐る べき 
魔力 を 秘め た 真性 の サイ ケ デ リッ ク ・ ロ ッ ク だ ろう 。 へ ヴィ な 音楽 ジャ ン 
キー が 心 を 一 時 く ゆ ら せ る 事 の 出来 る 、 数 少な い 作品 。 (平野 ) 





省 | DAVID (Panada) 
David 
L P/Sound Canada SC 7705 '69 年 








64 年 に 始動 し た MARCATOS を 母体 に '69 年 に トロ ント で 結成 され 、 
唯一 の LP を 残し た 。 非常 に 丁寧 な 音 作り と 演奏 、 心 の 込め られ た ヴォ 
ー カ ル 、 男 女 コ ー ラ ス が 印象 的 な 、 ソ フト ・ サ イケ の 佳作 で ホー ン の 
導入 は あっ て も 当時 流行 の ソフ ト ・ ロ ッ ク や 日 級 ポ ッ プ ・ サ イケ の イー 
ジー さ は 全く な い 為 、 評 価 も 高い 。 特 に GANDALF を 想わ せる 名 曲 ^Never 
Been in Love” を 含む A②ー④ の 流れ 、B 面 の 女性 vo を フィ ー チ ャ ー 
し た 2 曲 の 出来 が 素 晴 し い 。 こ の 後 彼ら は 解散 し 、 中 心 メ ン バ ー の 3 
人 は 771 年 に ^BRIDGE” を 結成 、Vintage か ら カ ント リー 色 の 強い ギタ 
ー・ ア ル バ ム を 一 枚 リ リー ス し た 。 尚 、 同 レー ベル の 他 の 作品 に は 、 
その レア 度 で も 有名 な Rockadrome の LP が 在 る 。 Rockadrome は 屈折 
し た フォ ー ク ・ サ イケ ^HYDE” に も 参加 し て いた 。 (平野 ) 





DAWID CHALMERS 
Primeval R0ad 
LP/River SRR 1000 "76 年 


・JBnwave し 介 oap 














稚 押 だ が 、 何 か 予 感 め いた も の を 感じ る 白 の W ジ ャ ケッ ト 、 イ ラス ト 、 
丁寧 に 字 や 絵 が 書か れ た 内 側 、 ピ ン と 来る 人 は 、 内 容 に も 何 か を 感じ る だ 
ろう 。A①^Dear Friends" 一 一 包み 込む 様 な アー プ の 流れ の 中 を 静か に 、 
胸 の 中 に 直接 送り 込む よう に 、 歌う 一 一 それ は どこ まで も 空 を 超え て 、 飛 
び 、 込め られ た 願い の よう に それ を 聴く 人 の も と へ と 届く だ ろう 。 この 一 
曲 の 存在 は 本 作 を 忘れ られ な いも の と し 、 彼 の ソフ ト で メロ ディ アス か 感 
覚 は 、 暖か な A 面 の 流れ を 支配 する 。 音楽 が か けが え の な いも の で ある 
人 は 是非 聴い て 欲し い 。 尚 、 こ こ で は 2 nd プレ ス の 『River” 盤 を 紹介 し 
た が 、 オ リ ジ ナ ル 盤 は A① を 始め 、 何 曲 か の 名 曲 が 収録 され て お ら ず 、 意 
味 が 無い 。 2 nd プレ ス を 捜し まし ょ う 。 この 後 彼 は 2 nd アル バム を リリ ー 
ス す る が 1 st の オリ ジ ナ ル 同 様 今一つ の 出来 。 (平野 ) 








DAVID PEEL 
The Pope Smokes Dope 


LP/Apple Sw 3391 72 年 
CD/Line LECD 9.01050 








当時 、 レ ノン 、 ヨ ー コ の プロ デュ ー ス で Apple よ り 発 売 さ れ 日 本 盤 
も 出 た David Peel の LP。 タ イト ル も Everybody's Smoking Mari- 
juana" と か A③、④ に 象徴 され る ナン バー が 続く が 、 中 身 の 方 も 相 
当 き て いる 。 曲 が みん な 同じ に 聴こえ る と か そん な こと は アモ ン ・ 
デュ ー ル で も 同じ こと だ 。 そん な 事 以 上 に 原初 の パワ ー を 感じ させ 
る 当時 の コミ ュー ン 、 ヒ ッ ピ ー 達 の リア ル な ドキ ュ メ ント と し て 聴 
く と 、 こ の 作品 の 面白 さがわ か る だ ろう 。 ま る で ダン ス ・ パ ー テ ィ 
みた い に 陽 気 な レコ ー ド だ (本 当 に そう な の か も )。 “作ら れ た "” 音 
楽 を 聴く より も 、 ア シッ ド の リア ティ を 求め る 人 に 。 (平野 ) 





DAVID STONGHTON 
Transformaer 
LP/Elektra EKS-74034 '68 年 





アシ ッ ド ・ フ ォ ー ク と は 言っ て も 、 非 常に 個性 的 な 世界 を 展開 す 
る 作品 で 、 表 面 的 な 聴き 方 で は 本 作 の 扱い に くい 音楽 性 を うっ か り 
見 過ごし て し まう だ ろう 。 こ の 奇妙 に プロ グレ ッ シ ヴ な 音楽 さ は 感 
覚 を いつ も 受信 で きる アン テ ナ の よう に 研ぎ 澄まし 、 そ の 心 の 岩 え 
まで を も と ら え る よう に し て いる と 聞こ えて くる 。 た だ た だ 淡々 と 
歌え ば 歌う ほど 、 内 側 へ と 入り こみ 、 淡 いも や の よう に 狂気 が 浮か 
び 上 が っ て くる 。 どこ まで も 摩 訂 不 思 議 に 手の平 を 返し 、 す り 抜 け 
て し まう この アル バム 。 所 々 に 屈折 し た いび つ な 裂 け 目 が 顔 を の ぞ 
か せ て いる 。 (平野 ) 





76 づ 








IALONGE 
Dialouge 
LP/Cold Studio Dia 5-1 72 年 





72 年 に リリ ー ス され た 作品 。 複雑 な 構成 の 作曲 に よる ポッ プス で 
あり 、 ア メリ カ で は 珍し い 内容 と 言え る 。 ど ちら か と 言え ば ブリ テ 
ィ ッ シュ ・ ポ ボッ プ に 通じ る よう な 音楽 性 を も ちっ て お り 、 イ ギリ ス で 
発見 され た と 言わ れれ ば その まま 信じ て し まい そう な 内 容 で ある 。 
ピア ノ を 中 心 に アレ ンジ され た ナン バー が 中 心 で 、 特 に A 面 で の バ 
ラー ド ・ ナ ン バ ー の 曲 の 良さ は 特筆 に 値する 。 中 に は 構成 が 入り く 
みす ぎ て 、 曲 の 良さ が 殺さ れ か か っ て いる よう な ナン バー も ある が 、 
良質 な 内 容 の 作品 で ある こと は 保証 で きる 。 あ えて サイ ケ デ リッ ク 
と カテ ゴ ラ イ ズ す る 必要 の な い 、 開 か れ た 内 容 の 作品 。 (関口 ) 





INO VALENTE 
Dino Valente 
LP/Epic LN 24335 「'67 年 





























広 漠 と し て 乾き きっ た 現実 世界 の 中 で 自ら の 感覚 を 失い 、 ま る で 
砂 の よう に 消失 し て いる 様 を 、 も が きも せ ず あ が く こと も せ ず た だ 
諦 念 と 醒め た 視線 を 持っ て 見 続け て いく 。 その 世界 へ の 全 否 定 の 中 
か ら 生 まれ て くる 静か な 自己 育 定 の 中 で うつ ろ い 漂う 漂泊 感 を 見 事 
に 描き きっ た 貴重 な 作品 と 言え る 。 その 淡々 と し た 調子 の 歌声 の 裏 
に 息づく 感覚 と 身体 の バイ オリ ズム の ゆら めき は 優れ て 音楽 的 な 波 
明 な の だ と 思う 。 (関口 ) 





DR. HOOKER BAND 
Armagedon 
L P/ 78 年 








73 年 に 録音 され 、'79 年 に よう や く 陽 の 目 を 見 た Dr. Hooker 唯 一 の 
25BIG202/1S 記 Sin ウッ ク 2 人 SvilE ニ コウ ジス ン ババ 休 遇 5 遇 MiG 二 3 の Oi2082 
ド や 雰囲気 か ら 隠れ た プリ ティ ッシュ ・ プ ログ レ の 傑作 か と 耳 を 疑 
う 。 複 雑 な リズ ム 展 開 、 曲 構成 、 大 作 志 向 、 喰 り を 上 げ る ムー グ や 
ハモ ンド の 響 き …… 。 し か し 、 こ の 作品 の 魅力 を 決定 し て いる の は 
何より も Dr. Hooker の ヴォ ー カ ル ・ セ ンス だ ろう 。 ヴ ォ ー カ ル を 引き 
立て で る ギタ ー や メロ トロ ン も また 良い 。 聴き 込め ば 聴き 込む ほど に 
この 作品 の 持つ 本 質 的 な 部 分 が 理解 で きよ う 。 た だ の プロ グレ に 終 


わら ぬ 、 深 み の あ る ヴォ ー カ ル ・ ア ル バ ム だ 。 (平野 ) 


DON THOMPSON 
Jupitar 
L P/Sunday KS 5101 75 年 


N 8 
1 議 TS 


[fr 





ジャ ケッ ト を 手 に し て いる だ け で 、 あ まり の 豪華 な 作り と 音 へ の 
期待 で ふら ふら と 買っ て し まい そう な レコ ー ド で す 。 群 青 。 宇宙 に 
糧 め < く 天の川 、 赤 い 惑 星 、 極 厚手 の ダブ ル ・ ジ ャ ケッ ト は シル ク ・ 
スク リー ン の ハン ・ ド メイ ド (シル ク は 初回 プレ ス の み ) 。 中 を 開く 
と 夢 の よ うに イラ スト と 文字 が 広がる 素敵 な アー トワ ー ク …… に 
か し 音 は 地味 な 弾き 語り で 渋い 内 容 で す 。 で す が 、 広 大 な 夢 の 宇 宙 
の 中 で さざ波 を 聴い て る よう な 、 な ん と な く 素 敵 な コズミック ・ フ 
ォ ー ク アル バム 。B 面 に 入る と 、 い よい よ ス ペー シー な 感覚 に な り 
ます 。 作品 に 込め られ た 想い が 静か に 伝わっ て きま す 。 (平野 ) 








DREAMIES 
Auralgranhic Entertainmment 
L P/Stone Theatre DM 68481 73 年 





頭痛 薬 の 広告 で は あり ませ ん 。 こ の ジャ ケッ ト が イヤ で 、 私 は 本 
作 を 聴く の を 何 年 も た め ら っ て 来 ま し た 。 し か し 、 聴 いて ビッ クリ 、 
何 て 素晴らし い の で し ょ う 。「 耳 で 聴く 娯楽 」 と 題 さ れ た 本 作 は 、 ジ 
ャ ケッ ト に 「 ド リー ミー ズ は あな た に 、 個 人 の 娯楽 の 新しい 形 を 提 
供し ます 。 ス テキ な 時 間 が 皆さん に 保証 され て いま す 」 な ど 、 色 々 
な コピ ー が 書い て あり ます が 、 全 て 本 当 で す 。 その 音 は 、 淡 々 と し 
だ アン シ ツ ドッ フォ ニーク と 書 う で ぐも PEARLS ほ ど 暗 ば な が なく その 
上 を 縦横 無尽 に 、 様 々 な ギミック が 、 ピ コピ コ と か ポコ ポコ と か 言 
っ て 交錯 する の で す 。 パッ と 聴き は キレ イ な 音 な の で 、「 正 め る 必要 
は な いか 」 と 何と な く 聴 いて いる と 、「 信 じ ら れ な い 精 神体 験 」 が で 
き て し まう と いう 、 正 に 、 夢 見 る よう な アル バム で す 。 (斉藤 ) 





ED ASKEW 
Ed ASkew 


LP/ESP '68 年 
CD/(Ger.) ZYX Music 





アシ ッ ド ・ フ ォ ー ク と 言わ れる た ぐい の 音楽 の 根底 や 出発 点 に は 、 
疎外 感 、 個 人 に 帰る し か な い 時 の ある 種 の 無力 感 が あめ る 。 こ れ が コ 
ンプ レッ クス (いい 意味 で の ) と な っ た アウ ト サ イ ド な 視点 は 、 つ 
っ ぱり で も いじ け で も な い 個 人 に 根ざし た 力 強 さ と し て あら われ て 
くる よう に 思う 。 こ の アル バム は 、 そ れ だ け で つく られ て いる 札 の 
強 さ 、 シ ンプ ル さ が ある 。 実際 の 音 が 、 マ ンド リン ? の 弾き 語り だ 
と いう の も 更に いい 。 派手 さ に 欠け る し 聴き 手 に こび る 歌 で は な い 
か ら 相 手 を 選ぶ だ ろう が 、 こ の し み 入 っ て くる よう ね な 物 哀 し さ は マ 
ウロ ・ ペ ロー シ の 3 作 め に 近い も の が ある 。 (松本 ) 








7 ら ブ 








ELECTRIC PRUNES 
Mass In F- 有 Mimor 


LP/Reprise RLP 6275 '67 年 
CD/(Ger.) Line 9.00888 





宗教 的 な 敬 上 庶 さ や 、 或 る 種 の 荘厳 さと いう も の も つき つめ れ ば 飛 
惚 感 に つなが る こと を 思い 知ら され る 一 作 。 彼 ら の 抜群 の コー ラス ・ 
ハー モニ ー が あっ た が 故 、 成 し 遂げ られ た こと に 疑い は な い が 、 カ 
ンタ ー タ 調 の キリエ ・ エ レイ ソン 等 の 見 事 な で き は 半端 で は な 
い 。 アル バム 全体 を 通し て 一 種 の トー タル ・ コ ン セ プ ト 的 な ロッ ク ・ 
オペ ラ に な っ て お り 、 ス トリ ング ス ま で も 導入 し て いる 一 方 で 、 バ 
ンド の リー ダー シッ プ が 明確 な た めか 、 破 綻 を きた すこ と も な い 。 
ラテ ン 語 の ヴォ ー カ ル の 味わい も よく 、 ト リッ プ の 心象 風景 を よく 
出し きっ て いる 。 ( 法 水 ) 


ERICA POUMERANCE(Canada ) 
You Used To Think 


L P/ESP-1099 68 年 
CD/(Ger.) ZYX Music ESP-1099 








片目 の くり ぬか れ た よう な レコ ー ド ・ ラ ベル 、 裏 ジャ ケ の プリ ミ 
ティ ヴ に 色 塗 られ た 顔 、 ま る で 野性 の 狂っ た 血 だ 。 土 けむ り の よう 
に 乾き きっ た ギタ ー、 ド ラム 、 ベ ー ス は 抑制 を 失っ て 溢れ 、 た れ 流 
され て ゆく 、 歯 止め の きか ぬ 人 間 の 精神 性 、 本 質 の よう に 野 刻 で リ 
アル だ 。 た だ た だ 放浪 し て 生き て ゆく ジプシー の 如く 、Erica は うた 
う 。 そ れ は うた な ん か で は な く 、 心 臓 や 脳 朋 を 貫く 鋭い 凶器 だ 。 A 
① の 何と いう ハモ リ 方 だ ろう 。 どこ か ら 発 せら れる 上 声 だ ろう 。 体 調 
が 悪かっ た た めし こ た ま ラリ っ て スタ ジオ 入り し た 日 面 は や は り A 
面 ほ どの ワイ ルド さ は な い 。 彼女 の 長い 活動 に 於 いて 、 唯 一 の レコ 
ング 0 グレ 2N0A (平野 ) 





ERIK 
Look Where 1 Am 
LP/Vanguard VRS-9267 ”? 年 





繊細 に し て 脆弱 な 男性 シン ガーErik の 恐らく 唯一 の LP。 同 タイ プ 
の ヴォ ー カ リス ト と し て は や は り 優 れ た LP を 残し た Darius 辺 り に 近 
い が 、 彼 の 時 に エモ ー シ ョ ナ ル な ヴォ ー カ ル に 比べ て 更に 弱 々 し く 、 
し ゃ くり 上 げ る 様 な 、 叫 ん で いる 様 な 物 悲 し さ を 残る 。A① の よう 
な ミディ アム ・ テ ン ポ の 曲 か ら B② の 様 な うっ すら と 漂う ナン バー 
まで 時 代 を 感じ させ る オー ケス トラ ・ ア レン ジ も 彼 の ヴォ ー カ ル に 
は まっ て いる 。 殆 ど ギ ター だ け で 漂っ て いる A⑤ の か げろ う の 様 な 、 
風 に 吹か れ た ら そ の まま 消え て し まい そう な 繊細 さ が 彼 の 魅力 だ ろう 。 

(平野 ) 


EUPHORIA 
A ft From Euphoria 
LP/Capitol SKAO-363 "? 年 





まる で ^ 生 命 の 炎 ” と も 言う べき も の を 、 一 枚 の レコ ー ド の 中 に 、 
その 膨大 な 何 か を 刻み 込ん だ 、 孤高 に し て 永遠 と も 言 計 約 べき 魂 の 結晶 
ー そ れ は 宇宙 の 中 心 で 途切れ る こと な く 流 れ 続け る 鎮魂 歌 で ある 。 そ 
こら に ある 多く の 音楽 か ら 、 全 く 無 弧 の ちの か の よう に 遠く 離れ 、 人 々 
の 日 常 の 息 づ き を た だ 淡々 と 見 つめ 続け な が ら 、 彼 ら は 歌う 。 オ ー ケ 
スト ラ が 流れ 、 そ し て 様々 な 恐れ や お の の き 、 不 安 、 所 々 で 深い 口 を 
開け 、 彼 ら は その 中 を の ぞ き 込む 、 そ こ に は 漆 々 と 河 が 流れ 、 そ の 河 
の 流れ は 、 悠 久 の 時 間 の 流れ と な っ て 瞬く 星 を 映し 出す 、 そ の 幻 投機 
は 様々 に 起こ りつ つ あ る 事 を 一 瞬 の よう に 映し 出し て ゆく ドラ マ で あ 
り 、 そ れ は 彼ら の ^ 生 "の 体験 が 生み 出し た 、 精 神 の 軌跡 で ある 。 背 
筋 が 岩 え 出し て 止ま ら な い の は 何故 だ ろう ……。 (平野 ) 








sm FAINE JADE 
Introspection 


LP/RSVP ES 8002 '68 年 
CD/PS 13 





サイ ケ の コレ クタ ー ズ ・ ア イ テ ム と し て 有名 、'80 年 代 初期 の 例 の 
Psycho 盤 も 出 て お り 、 現 在 Psycho 盤 ブー ト ま で 出 ま わる この 作品 を 
何 を 今更 と いう 気 も し な いで は な い が 、 こ れ は プロ グレ ・ フ ァ ン に 
も 受け る / な ど と いう よこ し まな 考え で カタ ログ に の せ て し まう 気 
を 起こ す だ け の 魅力 は 確か に ある (そん な `^ こ れ は 何々 ” と 分 類 し 
て し まう カタ ログ ほど つま ら な い の も な い が ……)。 ま あ 、 い い 。 要 
する に この ヴォ ー カ ル を 聴い た と た ん に 、 オ オッ と 何 か を 連想 し て 
し まっ た りす る 良い 声 だ 。 曲 の 感じ も 良い 。 内 容 的 に も 非常 に 聴き 
易い の で 、 是 非 一 家 に 一 枚 / (平野 ) 





1 FALLEN ANGELS 
NN IS Along Way Down 
L P/Roulette SR42011 '68 年 




















夢 を 見 る よう に 漂う ヴォ ー カ ル 、 物 憂 げ な オル ガン 。FALLEN 
ANGELS の 2 nd は アメ リカ の サイ ケ デ リッ ク と いう より むし ろ 当 時 
の ソフ ト な 肌 ざ わり の プリ ティ ッシュ ・ ロ ッ ク の 名 作 に 匹敵 する 出 
来 映え だ と 言っ て いい だ ろう 。 TREES の 漂う 様 な 、 思 い 出 し た か の 
様 な いつ し か 記憶 の 底 へ と 沈ん で ゆく あの 音 を 更に 夢見 心地 に し た 
か の よう な A②、 一 方 で は 初期 マシ ー ン に も 通じ る ソフ ト な ジャ ズ 
色 も 見 られ る 。 中 に は B② の 様 に 酔っ ぱら っ た 演奏 も ある が 、 こ う 
し た 作風 は むし ろ こ の 作品 の 中 で は 異色 だ 。 派 手 な ジャ ケッ ト を 見 
て 変 な モノ を 期待 せ ず に じっくり と 味わっ て 欲し い 。 (平野 ) 
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FARM BAND 
Farm Bamd 
LP/Mantra 777 72 年 





























だ だま I ら の 示 主 吾 福 は 思 づ 98 も 引 ス の スイーツ ジン 9 
教祖 を 中 心 に し た テネシー 州 の コミ ュー ン ・ バ ンド 。 よ く デ ッ ド ・ 
タイ プ と され る が 、 ヘ ッ ズ を 自認 する 俺 の 耳 に は むし ろ 中 期 OMS に 
近く 感じ られ る 。 さ て 、 テ ネ シ ー と いえ ば C &W の 本 場 で ある 。 そ 
の ルー ツ は 開拓 民 が 持ち 込ん だ 伝承 歌 。 テ ネ シ ー 東 部 に は アパ ラチ 
ア 山 脈 が あり 、UK 本 国 で は 消 減 し て いた 楽曲 を 求め て 研究 者 が 採 護 
に 行っ た の は 有名 な 話 で 、 そ れ が フェ アポ ー ト 筆 に 繋が る 。 も うお 
分 か り ね 、 2LP に 8 曲 し か 収め られ て いな い 、 こ の ナイ ス ・ ト リッ 
プ ・ ア ル バ ム に は 西海 崖 サ イケ を 基調 に 隠し 味 と し て UK トラ ッ ド の 
芳香 が 漂っ て お る の だ 。 2 nd の イン サー ト に よれ ば 本 作 は 発表 後 1 
年 間 で $2681 分 し か 売れ な か っ た 。 さ も あり な ん 。 (星野 ) 


FAPARDOKLY 
Fapordolkv 
LP/ULP 2250 6G 年 





数 々 の バン ド を つく り (EXILES、MU、HMS Bounty 等 ) 、 現 在 も 
活動 中 で ある 、 ウ ェ ス ト ・ コ ー ス ト を 代表 する シン ガー・ ソ ング ラ 
イタ ー で ある 、 メ リル ・ フ ァ ン ク フ ァ ウザ ー が Exiles に 続け て 、 結 成 
し た の が この ファ バド クリ ー で ある 。 典 型 的 な ガレ ー ジ ・ パ ンク ・ 
バン ド だ っ た 前 グル ー プ か ら 比 べ て 、 作 曲 力 が 向上 し 、 フ ァ ン クハ 
ウザ ー の 長い キャ リア の 中 で も 、 最 も 粒 よ り の 作品 で 構成 され て い 
る 。 ソ フト ・ ロ ッ ク 的 な お だ や か さと 軽 さ の ある 聴き や すい 内 容 で 
あり 、 も っ と 多く の 人 に 知っ て 欲し い 作品 で ある 。 後 に MU に な っ て 、 
は っ きり と 示さ れる 楽園 志向 は ここ で も 感じ られ 、 フ ァ ン クハ ウザ 
ー の キャ リア の 基本 的 な 部 分 は この グル ー プ で つく られ た と 言っ て 
NN だ 2 の 32 (関口) 





FIFTY FOOT HOSE 
6auldron 
LP/Limelight 86062 「'68 年 





USA と 並ん で エレ クト リッ ク ・ ミ ュー ジッ ク の 文字 通り パイ オニ 
ア 。 テ ルミ ン や サウ ンド ・ オ シレ ー タ ー 等 の 当時 最新 の 電子 楽器 を 
使い こなし た 稀 な バン ド 。 後 の ホー クウ ィ ン ド の スペ ー ス ・ サ ウン 
ド を 初値 と させ る 音像 空間 を 作り だ し て いる 。 難 を いえ ば 、 エ フェ 
クト 的 効果 の 域 を 抜け 切っ て いな い 。 その 意味 で は 、 先 駆 者 の 難し 
さ を 如 実に 示し て いる 。 曲 調 は 、 や や 暗め パワ ー・ ポ ッ プ だ が 、US 
サイ ケ で も 屈指 の 女性 ヴォ ー カ ル が 実に 魅力 的 な の は 事実 。 考 えよ 
うに よれ ば 、 電 子 斉 を バッ サリ 切り 捨て て 女性 ヴォ ー カ ル を 前 面 に 
押し 出し た 方 が 売れ た か も し れ な い 。 ( 法 水 ) 


FINCHLEY BOYS 
Everlasting Trihutes 


L P/Golden Throat 200-19 "72 年 
CD/Eva B28 852127 





多く の 人 が 、「 サ イケ デリ ッ ク 」 と 聞い て 、 真 っ 先 に 思い 浮か べ る 
で あろ う サ ウン ド で す 。 キ ンク ス の 『m Not Like Everdody Else” 
を カバ パー し て いま す が 、 こ の 曲 を 含め 、 全 体 的 に ハー ド で 、 プ ルー 
ス 調 の 曲 が 多 い の で す が 、 ノ リ は 軽 め で す 。 こ う 書 いて 来る と 、 大 
し た こと の な いよ うに 聞こ えて し まい ます が 、 唯 一 静か な 曲 で ある 
A② で は ギミック を 凝ら し て お り 、 そ の 他 の 曲 も 、 と に か く ス トレ 
ー ト で は な い の で す 。 こ の クサ リ 具 合 が 、 ア シッ ド ・ サ イケ (基本 
的 に は 、 サ イケ は アシ ッ ド か ら 発 する の で すか ら 、 重 複 し た 表現 の 
よう で す が 、 ラ ファ ズ が 効い て いで て で 、 な お か つ 『「 ハ ー ドサ イケ 」「 ヘ へ 
ヴィ ・ サ イケ 」 と 呼ぶ ほど 、 ハ ー ド 、 へ ヴィ で は な いも の を 指す こ 
と が 多い で す ) の 名 盤 と 言わ れる 所 以 で し ょ う 。 (斉藤 ) 








THE FOLKLORDS (5anada) 
Releace The Sumshine 
LP/Allied No.11 2? 年 





トロ ント の Allied レ ー ベ ル の 諸 作 は カナ ダ の サイ ケ デ リッ ク ・ ア イ 
テム の 中 で も 、 特 に 有名 な も の だ が 、 本 場 ア メリ カ の 諸 作 品 と 比べ 
て も ひけ を と ら な い 、 水 準 の 高い ライ ン ナ ッ プ は 特筆 に 値する 。 プ 
ラス チッ ク ・ ク ラウ ド や レイ ン ・ ゴ ー ス ト 、 ニ ヒ リ ス ト ・ ス パ ズ ム ・ 
バン ド に 比べ る と 、 あ まり 知ら れ た 存在 で は な い が 、 こ の フォ ー ク 
ロー ズ も 重要 な グル ー プ と 言え る 。 男女 3 人 に よる 、 い た っ て 地味 
が 内 特 の ボー ク ョ ロッ ク / だ が 請 決 々 GIEZi2 王 選 ( 二 
が 実に 美しい 。 薄暗く 冷た い 夫 囲 気 が ア ル バ ム 全体 を お お い 、 夢 の 
中 で 迷宮 を さま よっ て いる よう な 、 不 思 議 な 味わい を 残す 。 ム ー ン 
スト ー ン な ど に も 通じ る 、 冷 た く 張 りつ め た よう な 空気 を 感じ させ 
る の は 、 や は り カ ナダ 独特 の も の な の か 。 (関口) 





FOLLY'S POOL 
Fally's Pel 
L P/Century PB126 77 年 





WHITE LIGHT” の LP で 有名 な レー ベル Century の 作品 。 さ わ や 
か な コー ラス と アコ ー ス ティ ッ ク ・ ギ ター が 生み 出す 清涼 感 溢 れる 
ウエ スト ・ コ ー ス ト ・ サ イケ の 佳作 。 タ イト で 軽やか な リズ ム が し 
な や か で リラ ックス し た 心地 良い サウ ンド を 生み 出す 。 曲 の 構成 、 
展開 は 綿密 に 作ら れ て いる が か が 気 負っ た と ころ は な く 、 曲 作り は プロ 
グレ ッ シ ヴ で あっ て も 、 我 然 活 躍 す る の は ギタ ー や フル ー ト で ヨー 
ロッ パ の プロ グレ と は 似 て も 似つか な い 透 明 感 と 明る さだ 。 タ イプ 
と し て は 同じ ウエ スト ・ コ ー ス ト の OASIS” に 良く 似 て いる 。( 残 
念 な が ら 女 性 vo は 入っ て いな い が ……) 非常 に 洗練 され た 70 年 代 後 
期 特有 の サウ ンド 。 す が す が し い ア メリ カ の 風 が 吹い て くる 。 

(平野 ) 
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FOOD 
Forever IS A Dream 
LP/Capitol ST 304 「'69 年 





どう 見 て で も 、 ポ ボッ プス の コー ラス ・ グ ルー プ で す よ れ ね? と ころ 
が 本 作 は 、 ソ フト ・ サ イケ の 隠れ … て いた の が 段々 出 て 来 た 名 盤 だ 
っ つ だ の G⑥ の お 2 それ また | 曲 (No オニ クス ドラ な 本 PGW まず 
が 、 全 体 の 出来 と し て は 、 前 述 の コモ ン ・ ピ ー プ ル よ り も 、 更 に 上 
だ と 思い ます 。 ま た 、 ギ ター は 、 逆 回 転 風の音 や 、 音 の 立ち 上 が り 
方 が フワ ッ と し て いる 部 分 に つい て は 、 心 な し か ( 心 な し だ よ ) 日 
パート ・ フ リッ プ に 似 て いる の も 、 大 き な ポ イン ト で す 。 聖典 に よ 
る と 、 本 作 か ら の 数 曲 が 、B 級 ポル ノ 映 画 に 使わ れ た と いう こと で 
す が 、 そ れ も う な ず き ト リオ 。(「 う な 付く 」「 う な 突く 」 だ ろう か ら 、 
仮名 で 書く と 「 う な づく 」 な の だ と 、 私 は 30 年 以上 思い 込ん で いま 
し た ) その くら い 、 全 体 に 泣き が 入っ て 官能 的 な の で す 。  ( 埋 藤 ) 





THE FOOL 
The Fogl 
L P/Mercury SR 61178 '68 年 





この 、 ヘ ン に カラ フル な 出で立ち と ジャ ケッ ト ・ デ ザイ ン 、 そ の 
上 名 前 が THE FOOL だ な ん て 、 カ ッ コ イイ ,// ジャ ケッ ト に ある バ 
グ パ イプ と 、「 サ イケ デリ ッ ク の 必需 品 」 の タン バ パリン も ちゃ ん と 使 
っ て 、 様 々 な ギミック も 駆使 し て 、 曲 調 は ポッ プ な も の か ら 不 可 思 
議 な も の で 色々 ある の を 、 全 て 、 こ の ジャ ケッ ト の イメ ー ジ の と お 
の 、 カ ラフ ル な が サイケデリック ・ サ ウン ド に 仕立 て 上 げ て いま す 。 
どおり で 。 こ の 人 遅 は 、 デ ザイ ナー で も あっ た の で し た 。 それ に し 
て も 出来 過ぎ だ な と 思っ た ら 、 訳 が あり まし た 。 当 時 Evolution? 
^Butterfly*? と 、 ポ ッ プ ・ サ イケ の 傑作 を 立て 続け に 出し た ば か り の 、 
ホリ ー ズ の グラ ハム ・ ナ ッシュ ( 後 の CSN & Y の あの 人 ) が プロ デ 
ュー ス を し て いた の で し た 。 流石 で すね 。 (斉藤 ) 





FORD THEATRE 
Trilogy For The Masses 
L P/ABC ABCS-658 '68 年 


sEORD 





リン カー ン が 暗殺 され た 劇場 が 、 フ ォ ー ド ・ シ アタ ー で ある 。 か な 
り 過 激 な ネー ミン グ だ が 、 こ れ は プラ ッ ク ・ ユ ー モ ア か 7? リー ダー 
の ハリ ー・ パ ー マ (ギタ ー) は 言う 、^ 暗 殺 ば か り の 時 代 に お ける 若者 
達 の 不安 や 絶望 を 歌う の が 我ら の 目的 で ある ” と 。 彼 等 は 大 まじ め だ 
っ た 。 で 、 そ こ か ら 生 まれ た 音楽 は 、 プ ログ レ で ある 。 ア ー ト ・ ロ ッ 
ク で ある 。 大仰 で ある 。 大曲 で ある 。 コ ン セ プ ト ・ ア ル バ ム で ある 。 
ギタ ー の 音色 が サイ ケ な 雰囲気 を 醸し 出し 、 い まい ち 垢 抜け な いと こ 
ろ が 、B 級 好き の 心 を くす ぐる 作品 。 AB 面 を つなぐ 効果 音 (エコ ー 
の フィ ー ド ・ バ パッ ク ・ サ ウン ド ) が あま り に 安易 な お と ころ も 良い 。'69 
年 に ミュ ー ジ カル 仕立 て の 2 nd を 発表 し た が 、 ま じ め 過 ぎ て 売れ な か 
っ た の か 、 そ れ が ラス ト ・ ア ル バ ム と な っ た 。 (サト ウ ユ キ エ 


FRANGIS6O 
Cosmic Beam Experience 
LP/Cosmic Beam BE-001 76 年 





ドア を 開け て 、 ハ ー ト を 開け て 、 心 を 開い て 、 そ し て ヒー リン 
グ ・ ユ アセ ルフ ′ と いう ラヴ & ピー ス 、 コ ズミ ッ ク ・ ヒ ッ ピ ー の 教 
義 み た いな テー マ で 始ま り 、 そ の 後 い き な り ジャ ケッ ト の 世界 の 如 
く 大 宇宙 に 投げ 出さ れ 、 宇 宙 の 中 心 で 行わ れ て いる 出来 事 を そこ で 
見 、 感 じゃ る トリップ 体験 と し て の 感覚 的 な 音 世界 が 展開 され る 。B 
面 で は “Love Sweet Love′ の 合唱 の リフ レイ ン の 後に 、 ま た も や 
幻覚 的 な トリ ッ プ ・ ミ ュー ジッ ク 展 開 さ れ 、 そ れ は さざ波 の よう に 
集まり 、 嵐 と な っ て 一 つ に 結集 し 、 空 間 を 突き 抜け 、 突 き 抜 けた 先 
に 穏やか な 境地 が 待っ て いる 、 と いう 内 容 。 非 常に プロ グレ ッ シ ヴ 
な 感覚 を 持っ た アメ リカ な ら で は の コン セプト ・ ア ル バ ム だ 。(Dr. John 
Lilly は ジョ ン ・C・ リ リー 博士 の 事 だ ろう か ? ) (平野 ) 








FREAKSCENE 
Psychedelic Saul 
LP/CBS CS9356 '68 年 





FREAKSCENE こ れ は その 名 の 通り 変形 が 進ん だ Rock の 暗 型 の 一 種 
だ 。 最 近 LOOP や RIDE の 様 に 派手 な か エフ ェクト を まき 散ら か し て う 
わ べ だ け の 変形 を 装う ネオ ・ サ イケ と 称し た どう し よう も な い バ ン 
ド が 後 を た た な い が 、 そ うし た ネオ ・ サ イケ の 連中 の 音 が 1、 2 度 
聴け ば や っ て る こと が パレ て し まう の に 反し 、FREAK SCENE の 音 
は 聴け ば 聴く ほど 内 部 に 何 か が 折れ まがっ て ゆく の を 感じ る 。 こ れ 
だ け ア シッ ド を 感じ させ る バン ド は 減 多 に な い 。 何 か コ ミュ ー ン 的 
な つなが り を 持つ バン ド だ っ た の だ ろう か 。 前 身 の DEEP の 方 も オリ 
ジ ナ ル に 忠実 に 再発 し て も らい た いも の だ 。 傑作 。 (平野 ) 





FRED NEIL 
SBSSiONS 
LP/Capitol ST 2862 71 年 














ティ ム ・ バ ッ ク レ ー の 「Dolphins」 の 作曲 者 、 と 言え ば ピン と 来る 
人 も いる か も し れ な い 。 し か し 、 真 夜中 の カウ ボー イ の テー マ 曲 、 
まし て や 来 日 し 、 ラ イヴ が FM で も 流れ た 事 が あっ た な ん て 私 で も 知 
ら ぬ 事 だ 。 残念 な が ら 、 こ の 偉大 な る シン ガー・ ソ ング ライ ター に 
つい て の 私 達 の 認識 は 情け な い 程 に 浅い 。Sessions、 表 に 録音 日 の 
記載 、 裏 に は 各 曲 に 何 テイ ク 目 が 記さ れ て いる 様 に 、 そ の 名 の 通り 
の 形式 を 取る こと に り 、 彼 の 内 面 性 を 色濃く 引き 出し た フォ ー ク 界 
不 減 の 傑作 だ 。 こ の 声 、 余 り に 深く 、 例 えば A④ の 様 な 8 分 に 及ぶ 
楽器 と の 絶妙 さ 、 言 葉 で は 到底 語れ な い 。 (平野 ) 
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THE FREDRID 
Phases an Faces 
LP/Forte 80461 '68 年 





ミシガン 出身 の 4 人 組 グ ルー プ 。 音 の 方 は サイ ケ デ リッ ク と いう 
より は 、 ソ フト ロッ ク 的 な ポッ プ さ を 持っ た ガレ ー ジ ・ サ ウン ド の 
作品 と 形容 し た 方 が 正解 か も 知れ な い 。 こ の アル バム の 前 に リリ ー 
ス さ れ た シン グル を 聴く と 、 荒 肖 リ りな ガレ ー ジ ・ パ ンク より の サウ 
ンド を 聴く こと が で きる 。 曲 や アレ ンジ な ど は よく 練 ら れ て いて 和 飽 
き さ せ な い 。 最 近 プ ー ム の た め に 、 数 多く 発 堀 さ れ た ソフ ト ・ ロ ッ ク ・ 
アル バム より も 、 ム ダ な 装飾 が な く シ ンプ ル で 出来 は よい 。 ア ル バ 
ム の 中 で は 特に 、 ス ロー な 淡々 と し た メロ ディ ー の 曲 が 、 軽 や か で 
消え て いく よう な は か な さ が あ っ て 魅力 的 で ある 。 数 年 前 に 再発 さ 
れ た プー ト が 探せ ば まだ ある と 思う が 、 な ぜ か 1 曲 削ら れ て いる 。 
(関口 ) 


FREEDOM NORTH (Camaa) 
Freedom North 
LP/Apuarius AQR 501 ”? 年 








心 が ホッ と 満た され る よう な 暖か な ほん わか と し て 演奏 に 始ま っ て 、 
余り に 瑞 々 し く 浴 れ 出す Franki Hart の 魅力 的 な ヴォ ー カ ル 、 心 打つ コ 
ー ラ ス が 繰り 広げ る 、`FREEDOM NORTH* そ の も の の 世界 。 そん な A 
①、 空 気 に 溶 ける 風 の い くつ も の 流れ の よう な 素晴らし い ス ティ ー ル ・ 
ギタ ー と 目 の 前 に 現れ る オー ロラ の よう に マジ カル な カナ ダ の 空間 、 と 
て も 透明 な 、 冷 や や か な 、 そ の 中 に 灯る 火 の よ うに 、 彼 ら の 音 は 一 つ に な 
る 。 ジ ェ フ ァ ー ソ ン ば り の A③( 何 故 か これ も カナ ダ っ ぱい ? ) 、 そ の 機 が 
凍り つい た 水 の よ うに 滴り 落ち る ミス テリ アス な 、 そし て 遠く の 声 を 呼 
ぶよ うな リコ ー ダ ー の メロ ディ が 印象 的 な A⑤、 カナ ダ ら し い 印 象 的 な 
ナン バーB①。A 面 一 B① の 何と 、 素敵 な 音 だ ろう ! 尚 Franki は 後に 
RIVERSON を 結成 し 、 異 な っ た 枯れ た 味わい で 聴か せ て くれ る 。 (平野) 





串 |「ROGGlE BEAVWER 
From The Pamd 


LP/Froggie Beaver dsi7301 '73 年 





'68 年 あたり の も の ば か り 書 いて いる と 、773 年 と いう の は 、 バ リバ 
リ の 新 録 に 思え て 来 ま す 。 打 ち 込み や キツ ネ ・ ス トリ ング ス を 使っ 
て いな けれ ば いい の で す が 。 さ て 、 本 作 は 自主 制作 で す が 、 ジ ャ ケ 
ッ ト は カラ ー な の で 、 お 金 が な か っ た 訳 で は な い の で し ょ うか ら 、 
この 図柄 、 何 と か な ら な か っ た の で し ょ うか 7? その くら い ジ ャ ケ 
ッ ト は ヒド イ の で す が 、 内 容 は 仲 々 で す 。 実は 、 プ ログ レ な の で す 。 
オル ガン が 中 心 で す が 、「 オ ル ガ ン ・ ロ ッ ク 」 と いう イメ ー ジ ほど へ 
ヴィ で は な く 、 ア コー ステ ィ ッ ク ・ ギ ター も 効果 的 で 、 ア ル バ ム 全 
体 が メロ ディ アス な の で す 。 モ ヤッ と し た 感じ も 薄い で すし 、 何 故 
サイ ケ デ リッ ク に 分 類 さ れ て いる の で し ょ うか ? 曲 が ポ ッ プ で な 
い 分 、AFTER ALL よ り も 、 プ ログ レ の 人 に は いい の で は 7? ( 音 藤 ) 


FUGS 
Golden Filth 
L P/Reprise RS-6396 '68 年 





ファ ッ グ ス 、1986 年 6 月 1 日 、 フ ィ ル モア ・ イ ー ス ト で の ライ ヴ 。 
パッ ク ・ ミ ュー ジ シ ャ ン に リチャード ・ テ ィ ー や ハワード ・ ジ ョ ン 
ソン 等 が 参加 し て いる 、 と て も 聴き 易い アル バム 。 フ ァ ッ グ ス 、 そ 
れ は NY は グリ ニッ ジ ・ ヴ ィ レ ッ ジ の スタ ー。 詩 人 エド ・ サ ンダ ー ス (C・ 
マン ソン に つい て の ノン フィ クシ ョ ン 「 フ ァ ミ リー」 の 著者 ) 率い 
る ファ ッ グ ス 。 65 年 の 1 st、'66 年 の 2 nd、 '67 年 の 3 rd は も ちろ ん す 
べ て 必聴 の ファ ッ グ ス 。 サ ラン ラッ プ を 巻い て いた す と か 、 コ カコ 
ー ラ で 洗え ば 妊娠 し な いと か 、 HH で お 下品 な ファ ッ グ ス 。 セッ クス 、 
ドラ ッ グ 、 ポ リティ カル 、 そ れ が ファ ッ グ ス 。 な に 言っ て ん だ か 解 
らん が 、 観 客 の ウケ が 楽し そう で 、 語 学力 不足 の 自分 が 口 惜しい フ 
ァ ッ グ ス 。 愉快 な ファ ッ グ ス 、 楽 し い フ ァ ッ グ ス 。( サ トウ ユ キ エ ) 








GANDALF 
Giandalf 


LP/Capitol ST 121 '69 年 
CD/(U.K.)See For Miles SEE CD 326 








メロ ー・ サ イケ の 名 作 中 の 名 作 。 今 後 と も これ 以上 の 音 は 発見 さ 
れる こと は な いこ と を 予感 させ る 。 ほ ぼ 全 編 に エコ ー の か か っ た そ 
の ヴォ ー カ ル は 、 あ る 一 線 を 突き 抜け て いる 。 曲 の 基本 は 、 ビ ー ト ・ 
ポッ プ に 近い と 見 られ る が 、 時 お り 顔 を の ぞ か せる オル ガン ・ ワ ー 
ク や アコ ー ス ティ ッ ク ・ ギ ター の 響 き の 良さ は 他 の 追随 を 許さ な い 。 
非常 に 繊細 で 、 は か な さ を 感 じ さ せる 音 だ け に 、 聴 きよ うに よっ て 
は 暗 さ に 人 放 易 す る 人 も いる だ ろう が 、 少 し ば か り 我 慢 し て 聴い て 欲 
し い 。 穏やか さと 夢見 心地 が 、 サ イケ の 重要 な 一 面 で あっ た こと を 
認識 し て 欲し い 。 美 し い の 一 言 な の だ か ら 。 ( 法 水 ) 





GNDHARWA 


The Cosmic Sound Of Emergy 
L P/Sadhu 番号 な し 77 年 





LA の 自主 盤 。 77 年 と いう あと 追い の 時 期 と は 思え な い ス ペー ス ・ 
マイ ンド な アル バム だ 。 と 言う より も この 流れ は '60 年 代 よ り 今 も 変 
わら ず 続 いて いる と 見 た 方 が いい の だ ろう 。 さ て 中 身 だ が 、 基 本 的 
に は アシ ッ ド ・ フ ォ ー ク 系 。 し か し 鳴っ て いる 音 は 、 エ コー が か っ た 
ヴァ イオ リン の 響 き や 意 味 不明 の 打楽器 類 だ っ た り 、 と 結構 きま ざ 
ま 。 お か げ で た だ の 内 向 的 な か シン ガー も の に 止ま ら な い 。 が 、 そ れ で 
も し か し 、 こ の シン ガー の 独白 づい た 内 面 吐露 は 、 そ れ だ け で 充分 
な 説得 力 が ある 。 静 か な 狂気 と は この こと で 、 と に か く 入 る 。 そ し 
て 入り 出す と ギタ ー の ボディ を 叩き な が ら 「 音 楽 」 を 踏み は ず し 、 
た だ た だ この 男 の オ ー ラ が 残る ば か り 。 全編 通 し て 風呂 桶 の 中 で 録 
音 さ きれ た よう な 音 が 、 効 果 大 。 深 みあ る な ご み に 陶 酔 で きる 。 (松本 ) 











ENTEL SOUL 
Gemtle Soul 
LP/Epic BN 26374 '68 年 





盤 ・ ジ ャ ケッ ト と も 、 発 表 年 の 表記 は な い の で す が 、26333 の 「 火 
星 ペ ベー ョ シン 」 が !68 年 で の で 68 年 と まし た さく この ジャ グ 
ッ ト 、 白黒 で も 充分 虚ろ で し ょ う が 、 現物 は 深緑 で 、 更 に 虚ろ で す 。 
で すか ら 、 ど ん な に 暗い 音 な の か と 思っ た ら 、 暗 さ は 微塵 も な い 、 
ド 上 一 ざ 一 怒 アウ ォ ー ク だ っ た の で すず 。 ダ スト お も 東 開 で 、 ま ず ラ イ ・ 
クー ダー が あの スラ イド ・ ギ ター を 、 そ し て 、 細 野 晴臣 も 絶賛 する 
「 音 の 魔術 師 」 晩 大 上 エ パ ー ク ス が ハー プシ コー ド を 弾い て お り 、 他 に 
も フル ー ト や チェ ロ 等 の 神器 が 入っ て いま す 。 彼 女 、Maggie Holland 
は 、 少 し クセ が ある も の の 可愛 い 声 な の で 、 ま ず 文 名 の つけ よう が 
あり ませ ん 。 な お 、 彼 女 は 、'72 年 、 を し て つい に 最近 (大 っ た /) 
に も 、 ソ ロ ・ ア ル バ ム を 出し て いま し た 。 (斉藤 ) 


研 ORGE BRIGMAN 
Jungle Rot 
L P/Solid SR-001 '75 年 





70 年 代 中 期 ら し い ダ ー ク な ファ ズ と 実に アシ ッ ド な 味わい を 持つ 低く ク 
ー ル な vo スタ イル が STOOGES ば ぱり に カッ コ い い 派手 な ナン バー^`Jungle 
Rot′ で 幕 を 開け る この アル バム 、 全 編 こ の テン ショ ン で 疾走 する と 思い 
き や 、 そ の 後に 続く ナン バー が どれ も ロー で し か も 地味 な の で 、 が っ か り 
する リス ナー も いよ う が 、 逆 に 、 こ こ か ら が じっくり と 味わい 深い 聴き 所 
だ 。 ファ ズ 、 vo 共に より ドッ プリ と 内 側 に 入り こむ A②、 ファ ズ な し で 地 
味 だ が 滑ら か な ギタ ー・ サ ウン ド に よっ て サイ ケ デ リッ ク な 混濁 感 が より 
透明 に 浮き 上 が る A③、 神 経 的 な アシッド ・ ブ ルー ス ・ ギ ター が 催眠 的 な 
曲調 の 中 で 溶け て ゆく A④、 A④ に も 増し て よれ よれ と 履 気 楼 の よう に 還 
町 する プル ー ス ・ フ ォ ー ク A⑤ と 、 ク ー ル な 名 曲 が ず ら り と 並ぶ 聴き 応え 
の ある 傑作 。 再 発 も 出 て お り 、 手 に 入り 易い の で 、 必 聴 。 (平野 ) 





GL0RY 
A MMeat Music Sampler 
L P/Texas Revolution TRR 69 '69 年 





Mayo Thompson と 同じ Texas Revelution レ ー ベ ル の 作品 だ が 、 彼 
の ソロ と 並ん で 、 傑 作 の 多い テキ サス の サイ ケ デ リッ ク ・ シ ー ン の 
中 に あっ て も あら ゆる 意味 で 際 だ っ た 作品 が 本 作 。Meat Music Sam- 
pler と いう 異様 な タイ トル 、 正 に 、Liden Hudson と いう 人 物 の ある 
種 異様 に 屈折 し た 心理 状態 が そこ に は 展開 され 、 彼 の ヴォ ー カ ル 以 
外 に は 曲 に よっ て パー カッ ショ ン 、 オ ル ガ ン 、 ギ ター 等 が 最小 限 に 
加わ る に 過ぎ な く 、 生 々 し い 一 つの アシ ッ ド ・ サ ンプ ラー と 言え る 。 
非常 に 地味 で あり な が ら 、 聴 き 込め ば 聴き 込む ほど に 彼 の 狂 的 な 感 
性 が ひし ひし と 伝わる 素晴らし い 作 品 で ある 。 (平野 ) 


2 光 GODZ 
(| GodZumdheit 


L P/ESP-2017 73 年 
CD/(Ger.) ZYX Music ESP-2017 





ESP レ ー ベ ル の 中 心 的 役割 を 果たし て きた グル ー プ で ある ゴ ッ ズ は 、 
同 レ ー ベ ル に 4 枚 の アル バム を 残し て いる 。 楽 器 が ほとん ど 弾 けず 、 
犬 や 猫 の 鳴き マネ まで や っ て の け て いた 初期 の アナ ー キ ー な サウ ン 
ド が 、 一 般 的 な ゴ ッ ズ の イメ ー ジ だ が 、773 年 に 発売 され た この 4 枚 
目 の ア ル バ ム で は 、 サ ウン ド が 大 きく 変化 し て 、 軽 い 感 覚 の フォ ー 
ク ・ ロ ッ ク ・ ス タイ ル に な っ て いる 。 下手 で は ある が 、 曲 が りな り 
に も 演奏 を し て いる 彼ら の 姿 を 想像 する と 隔世 の 感 が ある 。 初 期 の 
サウ ンド の ファ ン か ら は 、 失 望 や レイ ド ・ バ パッ ク だ と 断罪 する 非難 
を 由 そ うだ が 、 ふ や けた 、 デ ロ デ ロ に 溶け た よう な アシ ッ ド 感覚 は 
健在 で 、 や は り 一 筋 縄 で は いか な い サ ウン ド に な っ て いる 。 個人 的 
に は この 作品 が 、 最 も 愛す べき ゴ ッ ズ の アル バム で ある 。 (関口 ) 








GLDEN DAWN 
A Power Plamt 
L P/Internatinal Artists IA-LP 4 67 年 





テキ サス ・ サ イケ の 中 心 的 な 役割 を し た レー ベル 、 イ ンタ ー ナ シ 
ョ ナル ・ ア ー テ ィ ス ト は 、 2 人 グル ー プ 、13TH FLOOR ELEVATOR 
と RED CRAYOLA の お か げ で 有名 で ある が 、 こ の 2 バン ド の 他 に リ 
リー ス さ れ た 作品 も 良質 の 内 容 で あり 、 こ の レー ベル の 先見 の 明 は 
称賛 され る べき で あろ う 。 こ の ゴー ルデン ・ ド ー ン も 同 レ ヒー ベル よ 
り 1 枚 の アル バム を 残し て 消え た グル ー プ だ が 、 内 容 は アメ リカ の 
サイ ケ デ リッ ク の 中 で も トッ プ ・ ク ラス の 内 容 で ある 。 ガ レー ジ ・ 
パン ク 的 な 要素 を 多く 残し な が ら 、 独 特 の 浮遊 感 を つく り 出 し て い 
る と ころ が 魅力 的 で ある 。 ま た A 面 で の 内 省 的 な ナン バー の 沈ん で 
いく よう な 美 し さ も 味わい 深い 。 グ ルー プ 名 は アレ イス ター・ ク ロ 
ウリ ー の 本 か ら 取 られ て いる 。 (関口 ) 





GROWING CONCERN 
0wing COncerm 
LP/Mainstream S/6108 '68 年 








当時 の シー ン で は 、 コ ー ラ ス ・ ハ ー モ ニー 抜群 と いう バン ド が 少 
な く な い が 、 こ の バン ド も 見 事 な ハ ー モ ニー・ ワ ー ク を 聴か せ て く 
れる 。 と 同時 に 、 当 時 の メイ ンス トリ ー ム の レー ベル ・ カ ラー と で 
も 言う べき 乗り の 良い ディ スト ーション の 効い た ギタ ー が いい 味 を 
出し て いる 。 本 作 の いい 所 は 、 ハ ー ド 系 で は な く 、 メ ロー 系 の 曲 の 
中 で 、 実 に 自由 に ギタ ー が 泳ぎ まき わっ て いる 所 に ある 。 も し 、 デ ィ 
スト ーション 一 本 に 頼っ た 音 作り に 終始 し た な ら ば 、 凡 白 の ガレ ー 
ジ ・ パ ンク で し か な か っ た ろう 。 自 分 の 個性 を 生か し きっ た が か が 故 、 
で れ た シッ ド ・ サ ウン ド が 生ま れ た 。 ( 法 水 ) 





76 ら 











TO0'S( 合 RLS TOGETHER 
OUTRAGEOUSLY) 
Permanent Damage 


L P/Straight STS 1059 '69 年 
CD/Enigma 7-73397-2 





| 1 
PEIYHRETT DITYGE 











コレ クタ ー 泣 か せ の 1 枚 だ 。 な に し ろ ザ ッ パ は 勿論 ロー エル ・ ジ ョ ー 
ジ や ジェ フ ・ ベ ッ ク の マニ ア も 、 こ れ を 買わ ね ば コン プリ ー ト に な ら な 
い の だ 。 ザ ッ パ 関連 な ら ば 正規 ・ 非 合法 、 果 て は バン ド ・ メ ン バ パー 参加 
作 ま で 見 掛け れ ば 片 っ ば し か ら 買 っ て いた 8 年 前 の 病人 だ っ た 億 も 、 
本 作 だ け は 二の足 を 踏ん だ 。 何 し ろ 7 割方 が や か まし い 女 の 喋 く り で 、 
ベッ ク な ど セ ッ シ ョ ン 史 上 最低 と 酷評 され て いる 。 狂人 時 代 の 俺 も 手 
が 出せ ず 、 大 人 し く CD 化 を 待っ た 。6 年 振り に 耳 に し て みた ら 、 これ 
は 素 晴 し い !! チベット 密教 の 呪文 の CD が 愛 聴 盤 だ か ら 喋 く りな ん か 
チョ ロイ チョ ロイ 。 ジ ョ ー ジ 等 の ペン に よる 曲 が ヘ へ タウ マ ・ コ ー ラ ス 
で と ん で も な く キ ッ チ ュ リ !! 大 切な こと を 忘れ て た 、 ザ ッ パ 周辺 に 屯 
し て いた グル ー ピ ー が 残し た 珍 盤 な の だ 。 (星野 ) 





女性 二 人 組 に よる ソフ ト な アシ ッ ド ・ フ ォ ー ク ・ ア ル バ ム 。 他 に HOLLINS 
& STARR 「Sidewalks Talking」 等 の 佳作 を リリ ー ス し て いる Ovation 
レー ベル か ら 1973 年 に 由 さ れ た も の 。 ポ ッ プ で あり な が ら 、 実 に 穏 や 
か に 、 控え 目 に 作ら れ た アル バム で 、 そ の 分 二 人 の 透き通る よう な 、 時 
に は 虚ろ で ミス ティ ッ ク で さえ ある ヴォ ー カ ル 、 ハ ー モ ニー が 全曲 に 
渡っ て 、 際 だ っ た 美 し さ を 見 せ て いる 。 曲調 は 全体 的 に 幾 分 暗め で 、 し 
っ と り と 落ち 着い た 、 沈 ん だ ムー ド を 洪 え 、 胸 の 中 の 空洞 の 様 な 、 独 得 
の 印象 を 残す 。 特に タイ トル 曲 ^Refuge” の 虚ろ さと 境地 は Linda Per- 
haes を 想い 起こ させ る 。 曲名 も `Voice in the Wind*。 Feelthe Spirit* 
等 印象 的 な 曲名 が 、 内 容 を 物語 っ て いる 。 女性 vo の Folk/Psychedelic 
系 LP の 中 で も バラ ンス の と れ た 内 容 の も の と し て 知ら れる 。 (平野) 





則 LSS & LABLANG 
A Time Lost .… 
LP/AR3939 ? 年 





最近 に な っ て 発掘 され た アシ ッ ド ・ フ ォ ー ク の 作品 。 ク レジ ッ ト 
を 見 る と 作曲 され た 年 が '69 年 か ら '74 年 まで と 多岐 に わた っ て いる が 、 
静か な 統一 感 が あっ て 、 ア ル バ ム 全体 に トー タル 性 が ある よう かな 感 
じ で ある 。 ハ デ な 展開 も 、 前 時 代 的 で 大 ゲ サ な 歌詞 も 、 ま し て や メ 
ロト ロン の 洪水 も な い 、 淡 々 と し た 内 容 で あり 、 文 章 に 書き よう が 
な く て 途方 に くれ て し まう が 、 好 き な レ コー ド で ある こと は 間違い 
な い の で ある 。 今回 は この よう に 文 に 書き よう の な い 作品 が 多く て 
困る の だ が 、 音 楽 は 結局 の と ころ 曲 と 歌 が 良けれ ば それ で 十分 な の 
だ と いう こと か 。 別 に 音楽 は プロ グレ ッ シ ヴ で ある 必要 は な い の で 
ある 。 (関口) 


HOLY MODAL ROUNDERS 
Indian War Whoop 
LP/ESP 1068 「'68 年 





ファ ッ グ ス の 1 st や 3 rd の レコ ー デ ィング に 参加 し て いる ピー ター・ 
スタ ンプ フェ ル と ステ ィ ー ヴ ・ ウ ェ バ ー。 こ の 2 人 組 が 、 ホ ー リ ー・ 
モダ ル ・ ラ ウン ダー ズ だ 。 彼 等 は '63 年 に NY で 出会い 、'64 年 に 1 st と 
2 nd を プレ ステ ィ ー ジ か ら 発 表 。 そ し て これ は ESP に た っ た 1 枚 残 
され た 3 rd アル バム 。 ギ ター& ヴ ァ イ オ リン 中 心 に 奏で られ る トラ デ 
ィ シ ョ ナル や オリ ジ ナ ル ・ ナ ン バ ー の 数 々 。 針 を 落と せ ば 、 減 茶 苦 
茶 明 る い ア シッ ド ・ フ ォ ー ク の 世界 が 、 リ スニ ング ・ ル ー ム いっ ぱ 
い に 広 が る の で あっ た 。 元気 いっ ぱい の 能 天 気 サ ウン ド だ 。 その 後 、 
彼 等 は 、 エ レク トラ ・ メ トロ ・ メ ディ ア 、 ラ ウン ダー 等 に 移籍 し な 
が ら 770 年 代 来 まで 活動 。 ち な み に 映 画 「 イ ー ジ ー・ ラ イダ ー」』 の サ 
ント ラ に も 彼 等 の 曲 が 収 録 さ れ て いる 。 (サト ウ ユ キ エ ) 








HUNGER 
Strictly From Hunger 


LP/Public P1006 「'69 年 
CD/(U.K.) Afterglow AFTO10 





「 お 一 腹 が 減っ た よー」 と 言え ば 、「 ち び ま る 子 ち ゃ ん 」 で 、 時 蔵 
じい さん の 声 を 担当 し て いた (フツ ー は 「 ヤ マト 」 を 代表 作 と する 
ん で す よ ね ) 富山 人 敬 さ ん が お 亡くな り ま し た 。 こ の 歌 か ら 、 バ ンド 
名 と 本 作 の タイ トル を 取っ た ( ウ ゾ ) ハン ガー は 、 ギ ン ギ ン の オル 
ガン ・ サ イケ で す 。 と 言っ て も 曲 は 少し ポッ プ で 、 ハ ー ド で は な く 、 
へ ヴィ と 言う ほど で も な い の で 聴き 易く 、 プ ログ レ の 方 に は 、 よ ろ 
し い の で は な いで し ょ うか ? これ か ら と 言う と ころ で 、 瞬 時 に フ 
ェ イ ド ・ ア ウト し て し まう 曲 が あ る の が 残念 で す が 、 5 分 を 越え る 
曲 が 3 曲 、 そ し て 7 分 を 越え る 曲 も あり ます か ら 、 そ こ を 何と か ……。 
Psycho か ら の LP 再 発 で は 分 か り ま せん で し た が 、CD が 出 て 、 ジ ャ 
ケッ ト は カラ ー だ っ た こと が 分 か り ま し た 。 (斉藤 ) 





四 
Where Are We GOimg 
LP/Aura Records AR1000 76 年 





75 年 冬 に NY で 録音 され た この アル バム 、 ゲ イリ ー と デヴィ ッ ド の 
オイ ッ ク ル 兄弟 を 中 心 に 製作 され た 、 ま あい わ ゆ る 自主 盤 。 メ ロト 
ロン に 導 か れ 、B 級 プロ グレ っ ぽく アル バム は 幕 を 開け る 。 中 身 は 
これ で も か 、 こ れ で も か と 、 し つこ いく らい の スペ ー シ ー・ サ ウン ド 
の 嵐 、 嵐 、 嵐 。 弾 きま くる ギタ ー と フラ ンジ ング 等 の エフ ェクト が 
サウ ンド の 要 。A B 面 に 分 か れ て 収録 され て いる 大 曲 の タイ トル ・ ナ 
ン バ パー。 と に か く 弾 きま くる 。 申 し 訳 程度 に は いる ヴォ ー カ ル の 下 
手 っ ぴ 具 合 も 微笑 まし い 。 で 、 ま た 、 弾 きま くる 。 い い ド タバ タ 加 減 
の キメ が あり 、 ま た 弾き まく る 。 日 面 も さら に 弾き まく る 。 ラ スト 
の イン スト ・ ナ ン バ パー で 狂っ た よう に 弾き まく る 。 で 、 思 っ た と お り 、 
爆発 音 で 幕 を 閉じ る 。 な か な か 楽し い ア ル バ ム 。 (サト ウ ユ キ エ ) 
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THE ILL WIND 
Flashes 


LP/ABC ABCS 641 '68 年 
CD/(U.K.) Afterglow AFTO12 





この ジャ ケッ ト を 見 て 、「 良 さそ うだ 」 と 思っ た 方 に は 、 間 違い あ 
り ま せん 。 少 し 喧 し い 感じ の 曲 も ある の で す が 、 全 体 的 に は 、 モ ヤ 
ッ と し た 緩い サウ ンド で 、 ジ ャ ケッ ト の と お り の アシ ッ ド ・ サ イケ 
で す 。 ラ スト の Full Cycle" で は 、 そ れ が 頂点 に 達し 、 気 だ る さ の 
中 で 、 身 体 は 浮か ん で 行く の に 、 精 神 は 沈ん で 行く の で す 。 ま た 、 
リー ド ・ ヴ ォ ー カ ル は 男性 の 曲 が 多い の で す が 、 コ ニー ちゃ ん の 歌 
う ^Dark World′” は 、 悲 し み に 満 ち た 、 珠 玉 の 名 曲 で す 。 籠 り 放 大 
の むせ び ぴ び 泣 く フ ァ ズ ・ ギ ター・ ソ ロ と 、 そ れ に 続く 、 悲 し み を 煽る 
ソロ ・ バ パッ キン グ 、 そ し て コニー ちゃ ん は 美人 で 声 も キレ イ 、 こ れ 
が 珠玉 で な か っ た ら 、THIRD ESTATE が 珠玉 で し ょ う 。 ポ ボー ナス ・ 
トラ ッ ク が 6 曲 も 入っ て いる CD は 必携 ! (斉藤 ) 


INDEX 
IdeX 
L P/Voxx VOXX 200.023 '67 年 





84 年 に リリ ー ス され た 、Voxx か ら の 再発 も 最近 は 見 な く な っ た 
INDEX の 2 nd アル バム 。 基 本 的 に は 稚 抽 な 部 分 の 多い 、 ガ レー ジ ・ 
パン ク ・ パ ンド だ が 、 異 常に こも っ た 録音 と 、 デ タラ メ な バラ ンス 
で か まし て ある リヴ ァ ー ブ や ファ ズ ・ ギ ター が 、 強 裂 に 耳 に 響い て 
くる 。 そ の 様 は まさ に サイ ケ デ リッ ク と し か 言い よう が な い 。 お そ 
らく は 劣悪 な 条件 下 で の 録音 が 生み 出し た 、 偶 然 の 産物 だ と 思わ れ 
る が 、 あ まり に も プリ ミ テ ィ ヴ で 、 和 白痴 の ご と き 表 現 の スゴ み は 、 
他 に 類 を みな い 。 バーズ の カヴァ ー 等 も 含ま れる が 、( ほ と ん ど 原 形 
を と ど め て な い が ) バン ド の オリ ジ ナ ル ・ ナ ン バ パー が 大 半 を 占め 、 
曲 の 水準 その も の は 高い 。 B 面 最後 の 、 怪 物 の 喘 呼 の よう な ファ スズ ・ 
ギタ ー の 音 塊 が 全て を 物語 っ て いる 。 (関口) 





LINFONIE(Canada) 
Limfomie 
LP/Polydor 542 507 OO 年 





ジジ ネ ミ の 貴 二 の 巡 ル AA ョ トド ラン ペッ RhN ラル トド NN ピア 
ノ 、 サ ックス 、 ク ラリ ネッ ト 、 ペ ー ス 、 ギ ター、 キ ー ボ ポー ド 、 ヴ ィ 
オラ パニ カッ ショ ン *・ シ ン セ サイ ザー 等 多 ぐ の ミュ ー ジ シャ シン 
が 参加 し て いる 。 A 面 は 4 つの パー ト か ら 成 る 組曲 で ある が 、 上 記 
メン バー が 一 体 と な っ た オー ケス トラ 的 な も の で は な く 、 サ ックス 、 
ベー ス 、 キ ー ボ ー ド 等 の ソロ を 主体 と し て いる 。 曲調 は ポッ プ な も 
の か ら フ リー・ フ ォ ー ム な も の まで 多岐 に 渡る 。 B 面 は 6 つの 小曲 
を 集め て いる が 、 こ れ ま た 、 ヴ ァ ラ エ テ ィ に 豊 ん だ 音 作り が され て 
いる 。 中 で も 演劇 的 語り 、 ム ー デ ィ な トラ ン ペ ッ ト 、 フ リー な サッ 
クス が 印象 に 残る 。 個 々 に は 良質 な 部 分 も 見 受け られ る が 、 1 つの 
作品 と し て は 焦点 が 定まら ず 、 散 漫 な 感 が 否め な い 。 (賀川 ) 


IT'S A BEAUTIFUL DAYV 
Is A Beautiful Day 


LP/CBS 9768 '68 年 
CD/SFS 11790 


We 





イッ ツ ・ ア ・ ビ ュー ティ フル ・ デ イ の サウ ンド を 、 今 、 プロ グレ ッ シ ヴ ・ 
ロッ ク と 呼ぶ に は 多少 の 無理 が ある か も し れ な い 。 ニ ュー・ ロ ッ ク の 時 代 
を 経て 、'70 年 初頭 、 イ ギリ ス に お いて プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク は 幾つ か 
の 類型 を 生み 出し た 。 そ の 後 、 を それ は ジャ ー マ ン ・ シ ン セ サイ ザー・ ミ ュ 
ー ジ ッ ク 、 ま た 、 オ パス ・ ア ヴァ ンド トラ 、 ピ エロ リュ ネ ー ル 、 ウ ツィ 
ム ・ シ ェ ラ ー ら 「 ロ ッ ク の 枠 を 越 て た ロッ ク 」 と も 言わ れる 特異 な 作品 の 
リリ ー ス 等 に よっ て 、 多 少な り と も その 幅 を 広げ た 。 し か し 、 本 作品 で 
聴く こと の で きる 演奏 は そう し た 範 暗 に 属す る も の で は な い 。 け れ ど も 、 
当時 彼ら は 正 に プロ グレ ッ シ ヴ で あっ た 。 メロ ディ アス な ヴァ イオ リン 
と 女性 ヴォ ー カ ル が 印象 的 な “ホワ イト ・ バ パ バード” を 聴く 時 、 彼 ら の 斬 

新 な 姿勢 と 時 の 流れ に 色 宰 せな い 真 の 名 作 の 意味 が 分 か る だ ろう 。 
(賀川) 








JARVIS STREET REVUE 
(6anada) 

Mr. Oil Man 
LP/Columbia 90020 "70 年 





カナ ダ は オン タリ オ 州 の ずっ と 西 、Thunder Bay 出 身 の グ ルー プ 。 
Thunder Bay の 土地 柄 か 、 汚 染 を テー マ に し た 、 正 に オイ リー な 感 
触 の サイ ケ デ リッ ク な コン セプト ・ ア ル バ ム で あり Canada Columbia 
の レー ベル 中 、「It's All Meat」 と 並ん で 最も 人 気 の 高い 作品 と し て 
欧米 で は 良く 知ら れ て いる 。 大 曲 指向 で あり 、'60 年 代 未 な ら で は の 
ドロ ッ と し た サイ ケ デ リッ ク 感 覚 に 浸り た い 向 き に は 、 う っ て つけ 
の アル バム 。 原盤 の ジャ ケッ ト は ぶ 厚 い ダ ブル ・ ジ ャ ケッ ト で 、 エ 
場 群 や 廃液 、 煙 突 等 の 絵 が コラ ー ジ ュ さ れ た 内 ジャ ケ 、 表 は 広げ る 
と 、 涙 を 流し た ジー ザ ス が ドロ ドロ の 地球 を 抱え る と いう 作り に な 
っ て いる 。 プ ブー トレ ッ グ で LP 再 発 さ れ て いる の で 、 是 非 、 聴 いて み 
て は ? (平野 ) 





JEFF BUCKLEY 
Live At Sin-E 
LP/Columbia 9870-77296 "93 年 








テレ キャ ス 一 本 を 抱え 、 絶妙 の シン キン グ 、 心 の 内 側 を 覗か せる 、 
その 感情 の 生き 物 の よう な ヴォ ー カ ル 、 父 ティ ム ・ バ パッ クリ ー の う 
た は 知ら な く て も 確実 に この 血 を 受け 継い で いる 。 現在 、 こ れ だ け 
の うた を 聴か せる シン ガー が 他 に いる だ ろう か 。 そ の “うた が 持 
つ 力 は この 時 代 に 唯一 無比 、 圧 倒 的 な も の だ 。 彼 は 他 に も 幾つ か LP 
(CD) を 発表 し て いる が 、 パ バッ ク ・ バ ンド に 支え られ 安定 し た サウ ン 
ド の 中 で うた うそ れ ら の レコ ー ド より も (勿論 内 容 は 秀 れ て いる が ) 
聴き 手 の 心 を ダイ レク ト に 突き 刺す 本 作 が 素 晴 し い 。 (平野 ) 
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JEFFERY LIBERMAN 
Jeffery Liherman 
LP/Librah 1545 '75 年 





山 の ふ も と で オヤ ジ が ニカ ッ と 笑っ て いる 妙 な ジャ ケ で どう も 印 
象 を 損ね て し まう し 、 キ ラー・ ギ ター ば か り で 評価 され て いて 、 き 
ちん と 語ら れる 事 が 少な いこ の アル バム 、 実 は 名 盤 で ある 。 彼 は 3 
枚 の LP を 同 レ ー ベ ル か ら 発 表し た が 、 2 nd は ギタ ー の 比重 が 大 すぎ 、 
3 rd は ポッ プ て 洗練 され 喰い 足り な さ が 残 る た め 、 本 1 st の 出来 が 一 
番 良 い だ ろ う 。 し み じ み と し た 哀 台 を 込め た フォ ー ク ・ ロ ッ ク ・ ナ 
ン バ ー に 於 ける 彼 の 深い 切り を 漂う よう な vo が と て も 素晴らし く 、 
じ っ く る と 聴か せる 。 ヴォー カル ・ ナ ン バ ー と 対比 を 見 せる 、 ギ タ 
ー の ソロ も 波 の うねり の 如く 移 ろ う 心 の 様 に 、 聴 き 手 を 突き 刺す 、 
文字 通り キラ ー・ ギ ター だ 。B 面 は A 面 に 比べ る と 様々 な ギタ ー 

会 。 に な っ て し まっ て A 面 の 凄 さ は な く 、 残 念 …… s (平野 ) 


JOE BYRD AND THE FIELD 
PPIES 

The American MetanhVsical 
Gireus 

LP/CBS 7317 69 年 





プリ ティ ッシュ ・ ロ ッ ク が 持つ 味わい が 閉 鎮 的 ・ 内 向 的 な スタ ン 
ス に よっ て 構築 され た オリ ジ ナ リティ に よる 物 で ある と すれ ば アメ 
リカ ン ・ ミ ュー ジッ ク が 持つ 味わい は 、 逆 に マル チ ・ カ ル チ ュ ラリ 
ズム が 優性 遺伝 を 繰り 返し た 末 の 産物 の よう な も の で あろ う 。 本 作 
は 一 人 の コン ポー ザー が 人 種 の る つぼ ” アメ リカ で 得 ら れる 様々 
の アイ デア を 単なる “個々 の 音 " と し て と ら え る に と ど め ず 、 理 性 
的 ・ 思 眉 的 又は 独特 な 直観 に よっ て と ら え た 究極 の エッ セン ス 集 合 
体 で ある 。 それ は 、 初 め て サー カス 小屋 を 見 に 行っ た 時 の 様 な 不 思 
議 で か つ ス リリ ング な 感覚 で あり 、 ま さ に アメ リカ 。 ( 宇 藤 ) 





JOE PEACE 
Finding Peace Of mind 
L P/Rite 29917/29918 72 年 





有 双 王 ピ ー 角 交 渦 中 イオ 国 自 の ウン ガー・ ソ ング ライ ター が 
残し た 唯一 の 作品 。 今 回 選ん だ 、 シ ン ガ ー・ ソ ング ライ ター 物 や 、 
フォ ー ク ・ ロ ッ ク 作 品 は 、 オ ー ソ ドッ クス な スタ イル で 目立っ た 特 
徴 も な いた め 、 い い 加 減 書 く こ と が な く て 困っ て し まう が 、 こ の 作 
品 も その 1 つ で あり 、 フ ァ ズ ・ ギ ター が 多く フィ ー チ ャ ー さ れ た フ 
ォ ー ク ・ ロ ッ ク ア ル バ ム と 言う 以外 さしたる 形容 の し よう が な い 。 
だ が 、 曲 や 歌 の 魅力 を 丹念 に 探っ て いけ ば 、 き っ と 忘れ られ な い 1 
枚 と な る に 違い な い 。 カ ルト 系 や ジャ ー マ ン 系 の よう に 派手 な フリ 
ー ク ・ ア ウト の 部 分 に 耳 が 奪わ れ て いる うち は わか ら な いか も し れ 
な い が 、 も っ と 音楽 の 基本 的 な 部 分 に 立ち 返っ た と き に 聴い て みて 
ほし い 作 品 。 (関口) 


JOHN PALMER(Canmada) 
Shorelines 
L P/Celebration 1868 71 年 





オラ ンダ の ~^Rainman” を 想わ せる 風貌 を 持っ た シン ガーJohn Palmer 
恐らく 唯一 の 作品 。 内 ジャ ケ の 荒涼 と し た 海辺 で 打ち ひし が れ て 一 
人 チェ ス を し て いる と いう 光景 で 、 お の ず か ら 作 品 の 内 容 は 想像 が 
つく だ ろう 。 引 きず る よう な ドラ ム 、 マ イナ ー・ キ ー の ピア ノ 、 オ 
ル ガ ン 、 ア コ ・ ギ 、 時 に 顔 を 出す ファ ズ ・ ギ ター、 灰 色 の 空 の 下 を 
足 を ひき ずる よう に 彼 の 声 は さま よい 、 重 い 魂 は 時 々 一 筋 の 光明 を 
見 い 出し た か の 様 に ミス テリ アス な 高み へ 昇華 する が 、 そ れ は 一 瞬 
の 雲 の 切れ 目 の よ うに 、 ま た も と の Shoreline を た どっ て ゆく よう だ 。 
波 に 洗わ れる よう に 、 過 ぎ 去 っ て ゆく 年 月 の よう に 果て し な い 空 の 
下 を 迷う シリ アス な サイ ケ デ リッ ク ・ ア ル バ ム 。 (平野 ) 








JUDY HENSKE & JERRY YESTER 
Farewell Aleharan 
L P/Straight STS-1052 '68 年 





Tim Buckley、 Tim Dowe、GTO0S、Jeff Simons 等 アシ ッ ド ・ フ 
ォ ー ク 、 サ イケ デリ ッ ク 的 な 作風 に 特徴 が 見 られ る Straight レ ー ベ ル 
か ら の 作品 。Judy Henske は ユニ ー ク な vo を 聴か せる 何 枚 も の ソロ 
LP を これ まで に 発表 し 、Jerry Yester は MFQ で 活躍 し て きた 。 本 作 
は 、 彼 の ヴァ ラ エ ティ に 富ん だ セン ス 良 い ポ ッ プ 感覚 に 、 彼 女 の ヴ 
ォ ー カ ル が 活か され 、 秀 れ た バラ ンス 感覚 で 作り 上 げ ら れ た 円 熟 期 
の 作品 。 非 常に 聴き 易く 、 メ ロウ な ポッ プ ・ サ イケ の 人 気 作 と 言え 
る だ ろう 。 彼 女 の 歌 は 、 プ ログ レ 系 の 女性 vo ファ ン に も 広く 受け 入 
れ ら れる と 思う の だ が 。 彼 ら は 、 同 レー ベル か ら も う 一 枚 ^Rosebud* 
と いう 名 義 で も LP を 発表 し て お り 、 こ ちら は 本 作 ほ ど 聴 き 易 く は な 
い が 、 出来 は まま と まっ て いる 。 (平野 ) 





KALEIDOSGOPE 
A Beacon From Mars 


L P/Epic BN 26333 '68 年 
CD/(U.K.)Pinnacle EDCD 288 





伸び や か で 陽気 な 明る い カ ント リー 調 サ ウン ド 。 し か し 何 か が 違 
う 。 そ の 裏側 に ある 何 か が 心 の 中 に 浸 み 通っ て ゆく 感じ 、 カ ント リ 
ー・ ロ ッ ク で あっ て も まる で 違っ た 何 か が …… s も し 。、 イ ギリ ス だ 
っ た ら イ ギリ ス な ら で は の 感性 の ひら めき を 持っ た サウ ンド が ある 
と する な ら ば 、 この KALEIDSCOPE、CHARLATANS、 MAD RIVER、 
Mayo Thompson と いっ た 連中 の 音 は アメ リカ な ら で は の それ で ある 。 
この 音 は プロ グレ ・ フ ァ ン に は 相当 キツ イ だ ろう 。 し か し 、 国 や 時 
代 を 超え て 、 何 か 共感 を 呼ば ず に は お れ な い 。 こ うし た “Acid 達 
の 感性 サウ ンド 、 多 く の 人 に 聴か れ 、 愛 され る べき だ 。 (平野 ) 








7 アジ 








KAREN DALTON 
I's So Hard To Tell Who's 
Ginmg To Love You The Best 


CD/ ヴ ィ ヴ ィ ド ・ サ ウン ド VSCD540 
'69 年 





'50 年 代 来 か ら グ リ ニ ッ ヂ ・ ヴ ィ レ ッ ジ で 歌っ て いた 女性 フォ ー ク 
歌手 で フレ ッ ド ・ ニ ー ル や ボ プ ・ デ ィ ラ ン 、 デ ィ ノ ・ ヴ ァ レ シテ ( 後 
に QMS) と 親交 が あっ た と いう 。 本 作 に 至る 迄 の 経緯 は 、 日 本 盤 CD 
の 鈴木 カツ 氏 に よる ライ ナー に 詳し い の で 御 一 読 を 。 デ ビュ ー 作 で 
ある 本 作 の 時 点 で 彼女 は 既に 30 歳 前 後 、 最 低 限 の バッ ク を つけ た 12 
弦 ギ ター& バ ンジ ョ ー 弾 き 語 り に よる 余裕 還 々 な フォ ー ク ・ プ ルー 
ス で ある 。 恩人 フレ ッ ド ・ ニ ー ル 、 レ ッ ド ベリ ー、 お そら く は 旧友 
で ある ティ ム ・ ハ ー デ ィ ン 等 の カバ ー に 伝承 歌 2 曲 と オリ ジ ナ ル は 
1 曲 も な い が 、 全 て が 彼女 の 血 と な り 肉 と な っ て いる 。 多少 の アシ 
ッ ド 感覚 も ある が 、 そ れ は 時 代 の 空気 で あろ う 。 72 年 に ウッ ドス ト 
ッ ク で 録音 し た 2 nd は SSW フ ァ ン 必聴 の 名 盤 。 (星野 ) 


LAZY SNMOKE 
Carridor Of Faces 


LP/Onyx ES 6903 67 年 
CD/(U.K.)Afterglow AFT 003 





ビー トル ズ の 「 サ ー ジ ェ ン ト ・ ペ パー ズ 」 に 触発 され て 、'60 年 代 
末 に は 、 多 く の バ ンド が 、 そ れ を 目指 し た アル バム を 制作 し まし た 。 
本 作 は 、 多 種 多様 な 楽器 の 導入 と か 、 テ ー プ 編集 で コラ ー ジ ュ だ の 
逆 回 転 と いう こと は し て いま せん し 、 第 一 、 そ れ と 同じ '67 年 の 発表 
で すか ら 、 そ うい うつ も り で は な い の で し ょ う が 、 そ うい う 風 に 聞 
こえ ます 。 ま ず 、 コ ー ラ ス が それ 風 な の で ビー トル ズ に 似 て いる と 
言え 、 そ し て 、 凝 っ て は いな いも の の 、 曲 は 初期 ビー トル ズ ほ ど シ 
ング ル 向 き で は な い の で 中 期 に 近い と いう こと で す 。 キ ー ボ ー ド を 
使っ て いな い の に 、 音 が これ だ け カ ラフ ル と いう の は 、 大 し た も の 
で す 。 同 系統 で 語ら れ 、 近 年 LP 再 発 が 由 た ZERFAS よ り も 、 メ ロ デ 
ィ ー が し っ か り し て いる 分 、 私 は いい と 思い ます 。 (斉藤 ) 





LEONARD COHEN(Canaa) 
Song Of Leonald ohen 


L P/Columbia CS9533 '67 年 
CD/Columbia 9533 





国内 盤 を 再発 され 、 テ イム ・ バ パ バック リー と と も に 、 や っ と 正当 な 
評価 を され る よう に な っ た コー エン を 、 今 さら こん な に 小さ い レ ビ 
ュー で 書く の も 間 の 抜け た 話 で 、 本 来 な ら カ ナダ で 最も 大 きく 扱わ 
れる べき 人 で ある 。 ま あ 編 集 方 針 の 不備 を つつ いて も し ょ う が な い 
が 。 コーエン に 関し て の 詳し い 話 は 色々 な と ころ で 紹介 され て いる 
の で 今回 は パス 。 個 人 的 に 最も 好き な アル バム で ある 1 st を 取り 上 げ 
させ て いた だ く 。 3 rd アル バム と と も に コー エン の 最高 作 で あろ う 。 
"スガ ン ヌ "” や “シス ター ズ ・ オ プ ・ マ ー シ ー" 等 、 今 や 古典 と な っ 
た 代表 曲 が 並 ぶ まこ の アル バム で は 、 コ ー エ ン の 歌唱 も 瑞 々 し く 、 新 
鮮 な 捕 を 釧 ん で いる 。 素材 な つぶ や き の 内 に 内 省 的 な 情熱 が 高 ま 
っ て いく 様 は 、 こ の アル バム 独自 の 味わい で ある 。 (関口 ) 


LIGHTDREAMS(Camada) 
Islamds Im Space 
LP/IS 2001 「'81 年 





ウエ スト ・ コ ー ス ト の 風 を 受け た な だ ら か な アコ ー ス ティ ッ ク ・ サ ウ 
ンド に エレ クト ロニ クス 、 風 な ど 効 果 音 、 逆 回 転 エ フェ クト が コラ ー ジ 
ュ さ れ た スペ イシ ー な コズミック ・ フ ォ ー ク 。 宇宙 へ の 憎 景 が 夢見 心地 
に 綴 ら れる 穏やか な 明る さ を 持っ た コン セプト ・ ア ル バ ム で 、 き め 細 か 
〈、 丁 寧 に 、 感覚 的 な も の を 大 切 に 作ら れ て いる た め 、 こ の 種 に 有り が 
ちな イー ジー な サウ ンド に 陥ら ず 、 良い 意味 で の プロ グレ ッ シ ヴ な 音 に 
仕上 っ て いる 。 本 作 は '81 年 に パン クー バー で 自主 制作 され た も の で 、vo 
も 含め マル チ に 楽器 を 操作 する Paul Marcano を 中 心 に 数 人 に よっ て 、 
Teac の 4 ch カセ ッ ト ・ デ ッ キ で 録音 され た も の 。 本 作 に は Stone Age Music 
(この 意味 が 分 か る か な ? ) と いう サ プ ・ タ イト ル が 付い て お り 、\Iride 
The Wind” “Solar Winds” と いっ た 曲名 も 彼ら らし い 。 (平野 ) 








LINDA PERHACS 
Parallelograms 
LP/Kapp KS 3636 '70O 年 





風 が 吹く 虚ろ な 草原 の 幻 、 妖 精 の 路 き の 様 に 風 は 舞い 、 折 り 重 な 
り 、 地 表 に そっ と 降り る 一 一 そん な 流れ る よう な な だ ら か な ギタ ー 
と 透き通る 彼女 の 歌 は あみ まり に ひそ や か で 、 ハ ワイ の 奥 、 ど こ か ら か 、 
こん こん と 流れ 出る 人 知れ ぬ 泉 、 穏 や か に 続く 山 の 高み 、 そ うし た 
も の が 生み 出し た 、 自 然 の 不思議 な 歌 か と 思っ て し まう 。 A① コ ー 
ラス 、A② の クー ル す ぎる (中 ) ブル ー ス 、 高 み に 達 し そう な AG③、 
アメ リカ 大 陸 と は 全く 異な る 、 ハ ワイ で し か 生ま れ 得 ぬ 、 素 敵 な 音 
楽 だ 。 ハ ワイ の サイ ケ に は 他 に ホノルル の Sinergia レ ー ベ ル 作 品 が 知 
られ て お り 、 サ イケ デリ ッ ク な ジャ ケッ ト が 印象 的 な ソフ ト ・ サ イ 
ケ ILLUSION や 本 選 で も 紹介 し て いる THESE TRAIL 等 が 有名 。 

(平野 ) 





THE LITTER 
$100 Fine 


L P/Hexagon 681 '68 年 
CD/K-TEL 10002 





1 st アル バム 。「DISTORTIONS」 の ファ ズ の 嵐 、 ぐ ちゃ ぐち ゃ カ 
ヴァ ー・ ヴ ァ ー ジ ョ ン も 勿論 最高 だ けど 、 味 わい で は こち ら の 2nd 
の 方 が 数 段 上 か ? オリ ジ ナ ル 曲 も 随分 演 っ て る し 、 と に か く ア ル 
バム 作り に 対し て の 団結 感 と 意気 込み が 伝わっ て くる 。 9 分 に も 及 
ぶ ゾ ン ビ ピーズ の カヴァ ー や 、 テ ー プ ・ フ ェ イ ズ 、 自 分 た ちの 曲 を コ 
ラー ジュ し た も の に ムー グ ・ シ ン セ を 絡め る 等 、『 ど ー だ 、 サ イケ だ 
ぜ い ぃ 』 と 言わ ん ば か り の 出来 が 最高 。 こ の バン ド 、 余 り に ギタ ー が 
強烈 な の で 、 殆 どの 人 が ヴォ ー カ ル の 良さ を 見 逃し が ち だ が 、 歌 い 
上 げ 過 ぎ な い ク ー ル で ポッ プ な 声 が 、 熱 い 演奏 を ほど 良く 冷 ま す と 
いう 絶妙 の マッ チン グ は ポイ ント 高 し ! どん な 精神 状態 で も 心地 
良く 聴く こと が 出来 る この 快 作 、 聴 か な きゃ 大 損 だ 。 (長谷 川 ) 








7 アブ 








LOST & FOUND 

Everyhody's Here 

L P/International Arttists IA LP# 3 
'67 年 





イン ター ナシ ョ ナル ・ ア ー テ ィ ス ト か ら ア ル パ バム 1 枚 を リリ ー ス 
し て 消え た ロス ト & フ ァ ウ ンド は '65 年 に ヒュ ユー スト ン て で 結成 され た 。 
音 の 方 は 同 レ ー ベ ル の イメ ー ジ か ら 比 べ る と お と な し め の 印 象 を 受 
ける フォ ー ク ・ ロ ッ ク ・ ス タイ ル の サウ ンド 。 全体 に ラヴ か ら の 影 
響 が 強い と 思わ れる 。 曲 は どれ も よく 練 ら れ て お り 、 バ ンド の 実力 
は か な り 高 い 。 A 面 で は 同じ レー ベル に 所 属し た 13th フ ロア ・ エ レベ 
ー タ ー ズ の 1 st に 収録 され た 名 曲 “Dont Fall Down" が カヴァ ー さ 
れ て お り 、 ロ ッ キ ー・ エ リク ソン の テキ サス で の 地位 の 高 さ が 感じ 
られ 面白 い 。B 面 で は フラ ッシュ ・ バ ッ ク し て くる よう な ロン グ ・ 
トラ ッ ク も 収録 され て いる 。 (関口 ) 


LOTHAR AND THE HAND PEOPLE 
Space HVmn 
LP/Capital ST-247 「'69 年 





ロー サー と は 、 チ ルミ ン に つけ た 名 前 だ も そう で ある 。 パ ンド は 、 
他 に 2 台 の ムー グ や アン ペッ クス の テー プ ・ デ ッ キ を 駆使 し て 演奏 
し て いる 。 コロ ラド 出身 の 彼 等 は 、 ま ず サ ン フ ラン シス コ へ 、 そ し 
て NY に 活動 場所 を 移し 、 デ ビュ ー と な っ た 。 これ は 2 nd で 、 "68 年 に 
発売 され た 1 st 同様 、 怪 し げ な 電子 音 が 飛び 交 う ポッ プ ・ ソ ング 満載 
の アル バム 。 こ の 独 得 な 夫 囲 気 は 、 確 か に 実験 的 な サウ ンド に よる 
と ころ が 大 きい の だ が 、 それだけ で は な い 。 曲 作り に お ける ポッ プ ・ 
セン ス が 、 妙 に ブリ ティ ッシュ 臭い と ころ も 大 き な 要 因 だ 。 英国 の 
み で シン グル 発売 (B 面 ) され た “Today ls Only Yesterday's 
Tomorrow” な ど 、 煙 に 巻 か れ た よう な 、 本 当 、 捉 えど ころ の な い 不 
思 議 な 魅力 を 携え た 素敵 な ナン バー で ある 。 (サト ウ ユ キ エ ) 





LOVE 
Forever Chamges 


LP/Elektra EKS 74013 67 年 
CD/ ワ ー ナ ー・ ミ ュー ジッ ク WMCS-382 


」 


MeW 








この アル バム 、1978 年 に 発行 され た 50 人 程 の 欧米 の ロッ ク ・ ジ ャ 
ー ナ リス ト が 選ん だ アル バム 200 選 の 中 で 、 第 16 位 に ラン ク さ れ て い 
た 。 当時 、 日 本 で は レコ ー ド 未 発売 で 無名 の パン ド 、 ラ ヴ 、 そ れ が 
欧米 で これ ほど 評価 が 高い と は …。 サ イケ 系 の アル バム で これ より 
上 位 に あっ た の は 、 ヴ ェ ル ヴェ ッ ト の 1 st だ け 。 す な わ ち これ は サイ 
ケ の ベー シッ ク ・ ア ル バ ム だ っ た の だ 。 シ スコ 最 古 参 ロ ッ カ ー の ひ 
と り で ある アー サー・ リ ー 率 いる ラヴ 。 ジ ミ ・ ヘ ン と の 交友 関係 で 
も 有名 な アー サー・ リ ー 率 いる ラヴ 。'66 年 の デビ ュー・ ア ル バ ム が 
エレ クト ラ 初 の ロッ ク ・ ア ル バ ム だ っ た ラヴ 。 そ し て 今 で は 、3 rd ア 
ル バ ム (本 作 ) が 裏 「 サ ー ジ ェ ン ト ・ ペ パー ズ 」 と まで 称賛 され 、 
日 本 盤 CD も ちゃ ん と 発売 され て いる …… 沈 導 。 (サト ウ ユ キ エ ) 


MAD RIVER 
Paradise Bar Amd 人 
LP/Capitol ST 185 '69 年 





ジャ ケ も 音 の 方 も 一 見 間違い な く カ ント リー 調 だ 。 ア コー ステ ィ 
ッ ク ・ パ ー ト の ちょ っ と し た 指 使 いさ え 丹 念 で 、 こ の あたり は トラ 
ッ ド の 肌 目 細か な 音 使い と 同じ 、 雰 囲 気 だ け で は 済ま せな い 感 情 の 
込め 方 を 感じ る 。 で も この アル バム は 違う 。 表 面 の カン トリ ー の 穏 
や か さ 軽 や か さ の ある 音 と は 裏腹 だ 。 特 に ヴォ ー カ ル は お そろ し く 
奥 が 深い 。 歌 の 底 で 情念 が 渦 ま いて いる よう な 、 そ れ を 押さ え 切 れ 
ず 声 に 情念 が 混じっ て 出 て くる と いう ふう だ 。 ジャンル を 越え た 感 
動 的 な 歌 だ 。 A④ あ た り に 聴く か げ り は 、 こ わい 。 が 、 誤 解 さ れ や 
すい 音楽 だ と は 思う 。 シ ンプ ル だ 。 (松本 ) 











4 2 MAITREYA KALI 
合 Apache 


L P/Akashic CF2777 71 年 





NO TRW 











71 年 に カリ フォ ルニア で リリ ー ス され た 、 ア シッ ド ・ フ ォ ー ク ・ ア ル 
バム 。 ド ラッ グ ・ カ ルチャ ー の 申し 子 の よう な 、 カ ルト な 雰囲気 に 満ち 
た 1 枚 で 、 肥 の よう に か か っ た リヴ ァ ー ブ の も や の 中 で 、 淡 々 と 抑揚 
の な い メ ロディ が 、 さ び し く 弾き 語り で 歌わ れる 。 多 分 に 独白 めい た 
空気 が あり 、 ダ ウナ ー な 世界 を 初 往 っ て いる か の よう で ある 。 ジ ャ ケ 
ッ ト を 見 る と 、 作 者 が ペル ー や プ ブエノスアイレス な ど 、 南 米 を 放浪 し 
て いる スナ ッ プ が 収録 され て いて 、 宗 教 や 神秘 体験 へ の こだわ り は か 
な り 深 そう で ある 。 ビ ー チ ・ ボ ポー イズ の マイ ク ・ ラ ウ ヴ が 参加 し た トラ ッ 
ク も あり 、 チ ャ ー ル ズ ・ マ ン ソ ン の 例 を 持ち 由 す まで も な く 、 当 時 の ド 
ラッ グ 関 係 の 錯 線 し た 人 間 関 係 を 里 わ せる 。 数 年 前 に (多分 ) 未 発売 ト 
ラッ ク を 集め た 2nd が リリ ー ス され 、 マ ニア を 驚か の せ て いる 。 (関口 ) 








MANDRAKE MEMORIAL 
Puzzle 
LP/Poppy PYS 40006 70 年 








凝っ た 音 作り を し て 失敗 し た 例 は 多い が 、 こ れ は 例外 組 。 オ ー ケ 
スト ラ を 使っ た サウ ンド ・ エ フェ クト に も 意 を 配っ た 佳 品 。、 エ ッ シ 
ャ ー の ジャ ケッ ト 通 り の 、 円 環 上 の トー タル ・ コ ン セ プ ト ・ ア ル バ 
ム で ある が 、 ア イデ ア 倒 れ で な い 所 は 立派 。 サ イケ ・ バ ンド 特有 の 
気 だ ちい ヴォ ー カ ル は 決し て うま く は な い が 、 味 わい 深い も の が あ 
る 。 全体 に 静 議 感 が 漂い 、 盛 り 上 が り に 欠け る きら い が あ る こと は 
事実 だ が 、 ア レン ジ ・ ワ ー ク に 池 え を 見 せ 、 エ コー の 使い 方 の セン 
ス 等 は 見 事 だ し 、 両 面 50 分 の 長 さ が 気 に な ら な い 。 聴い て みる と 喜 
ぶ 人 も 結構 多い の で は な い だ ろ うか 。 ( 法 水 ) 
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Phases 
L P/WRCI-1922 81 年 





アシ ッ ド ・ フ ォ ー ク と 言う より は 、 プ リティ ッシュ の 女性 ヴォ ー 
カル ・ フ ォ ー ク 系 に 近い サウ ンド 。 プル ー ス 色 の 強い A① を 聴く と 
何だ と 思っ て し まう が A② か ら は 全編 に 渡っ て アコ ー ス ティ ッ ク ・ 
ギタ ー、 フ ルー ト 、 彼 女 の vo が トロ ント ロン と 夢見 心地 に 響き 渡る 
トー タル ・ ア ル バ ム で 、 それ は 不思議 の 国 の アリ ス の 世界 に 迷い こ 
ん で し まっ た よう に ファ ンタ ジッ ク な 、 甘 い 芳 香 に 満ち た 世界 で あ 
る 。 "80 年 頃 に 製作 され な が ら も 、 ま る で 70 年 代 初期 に 作ら れ た か の 
よう に ドリ ー ミ ー な 作風 が 魅力 だ 。"70 年 代 中 期 か ら '80 年 代 に か け て 、 
バン クー バー で は 特に プラ イベ ー ト ・ プ レス の レコ ー ド が 数 多く リ 
リー ス さ れ 、 その 中 に は 、 洗 練 さ れ た メロ ディ アス な 作品 が 幾つ も 
有る が 、 本 作 の 様 な 作品 は 他 に 見 当たら な い 。 (平野 ) 


MARCUS 
From House Of Trax 
LP/NR 10788 79 年 





MARCUS と いう グル ー プ 名 は 幾つ か 有る が 、 こ れ は 70 年 代 後期 に 
プラ イベ ー ト ・ プ レス で 製作 され た MARCUS。 ま る で George Brigman 
か SUICIDE を 思わ せる 心地 よい パル ス を 打ち 出す ドラ ム の 録音 。 フ 
ェ イ ズ ・ シ フタ ー を 通さ れ う ね る シン セ 、 ダ ー ク に 響く ファ ズ ・ ギ 
ター、 ヴ ォ ー カ ル 、 彼 の 感覚 の 趣 く まま に エフ ェクト 操作 され た 音 
群 が 、 ジ ャ ン キ ー な サイ ケ デ リッ ク 空 間 を 生み 出し て いる 。 A① な 
ど は 彼 の 深い ヴォ ー カ ル が 生か され た 曲 で と て も 良い が 、 他 の 曲 は 
細部 の リア リティ に 欠け る 嫌い は ある 。 非 常に わか りや すく 〈、 聴 き 
易い 作風 な の で 、 日 本 の リス ナー が 期待 する ^ ア シッ ド か な 感覚” の 
イメ ー ジ を 満た す 作 品 だ ろう 。 ジ ャ ー マ ン ・ ロ ッ ク 系 の 大 味 な 音 に 
飽き た 人 は 聴い て みて 欲し い 。 (平野 ) 





MARY BUTTERWORTH 
Mary Butterworth 
L P/Custom Fidelity CFS 2092 '69 年 





何 が 特徴 的 か っ て 、 ド ラム ス に か か り ま くる エコ ー が も うし つこ 
い の な ん の っ て 、 凄い デス 。 メ アリ ー・ バ ター ワー ス 唯 一 の アル バム 
だ 。 ギ ター、 ベ ー ス 、 ド ラム 、 オ ル ガ ン の 4 人 組 。 ハ モン ド に 彩 ら 
れ 、 凝っ た アレ ンジ 、 こ れ ぞ アー ト ・ ロ ッ ク 。 ハ モン ド と ドラ ム ス は 
全編 に 渡っ て 弾き まく り 、 叩 きま くり の 素晴らし い プ レイ を 聴か せ て 
くれ る し 、 ギ ター の 腕 も な か な か だ 。 各 メン バー と も 実力 は か な り し 
っ か り し て いる の で 、 出 来 は 抜群 の 1 枚 で ある 。 し つこ いま で の エ 
コー・ サ ウン ド も 個性 的 か つ 効 果 的 (思わ ず 笑 っ て し まう ほど と 思い 切 
り の いい エコ ー 具 合 だ )。 ち ょ っ と 長め の ナン バー 全 6 曲 、 も の 足り 
ん 、 も うち ょ っ と 聴き た い 。 オ リ ジ ナ ル 盤 は 相当 な レア 盤 だ が 、'80 
年 代 初頭 に アナ ログ 盤 で リイシュー され て いる 。 (サト ウ ユ キ エ ) 


MAYO THOMPSON 
Corky's Deht To His Father 


LP/Texas Revolution 2270 '69 年 





GoONKYNDEHT TO HIN EATHER 









フリ ー ク ス ・ サ イケ デリ ア の 傑作 と され る RED CRAYOLA の 1 st、 
逆 に 編成 を 最小 限 に 突き 詰め る こと に よっ て CRAYOLA と いう パン ド 
の 凄 さ と 因 型 性 を 極 立 た せ た 素 晴らし い 2 nd、 そ の RED CRAYOLA 
の Freaks 性 の 核 と 言え る の が 、Mayo Thompson だ 。 その 彼 の ソロ は 
スラ イド ・ ギ ター、 フ ィ ド ル 、 ベ ー ス 、 オ ル ガ ン を バッ ク に 据え た 
の どか で 陽気 な フォ ー ク ・ ロ ッ ク ・ ア ル バ ム な の だ が 、 彼 の 絶妙 な 
心 の 隙間 を ぎり ぎり 外れ そう な バラ ンス で 縫い 合わ せ て ゆく 二 つ と 
な い ヴ ォ ー カ ル ・ ス タイ ル と その サウ ンド の マッ チン グ の 妙 が また 
こたえ られ な い 人 逸品 。 い ぶし 銀 の よう な 名 作 と は 正 に この こと だ 。 
(平野 ) 








MeKAY 
Into Yu 
LP/ "2 年 








「 あ な た の 中 へ 」 な ん て 、 オ フ コ ー ス みた いで すね 。 さ て 、 最 近 
は 、 オ リ ジ ナ ル は 6 桁 以 上 する 、 そ れ 以 前 に 、 誰 も 見 た こと が な い 
と いう も の まで 再発 が 出る 、 あ り が た い 世 の 中 で す 。 本 作 も その 中 
の 一 つ で 、 再 発 LP の ジャ ケッ ト 裏 に 、「 コ レク ター の 間 で 人 気 が 出 て 
来 た の で 、 こ の 限定 再発 が 実現 し た 」 と あり ます 。 ア コー ステ ィ ッ 
ク は 使っ て いま せん が 、 曲 調 か ら す れ ば 、 フ ォ ー ク ・ ロ ッ ク に 入る 
Gi の と (の DIES の SI 上 き の 00 有 GIOS ラジ 5 作 R ジ 
ル ・ デ ッ ド の 、 ゆ っ た り も っ た り し っ と り し た 部 分 だ け を 集め て 、 
キー ボー ド を 抜い て 、 も っ と ラフ に し て 、 天 国 か ら 地 上 に 引き ずり 
ド R る だ ml つま りり ラッツ 二 に だ 感 刷 ち 言う た だ テッ ドー ヘッズ 
の スコ ヨッ トド ト に シ パ か れ で し まう で し ょ うか ? (斉藤 ) 








MEDIUM(Canaa) 
Medium 
LP/Gamma 503 69 年 








ケベック (フラ ンス 系 ) の レー ベル Gamma に 唯一 の 作品 を 残し た モン トリ 
オー ル の グル ー プ 。 同 レー ベル に は Loise Forestier〆L.F( 女 性 vo アシ ッ ド サ 
イケ 。 後 に も 多く の LP を リリ ー ス 。 プ ログ レノン ト ラッ ド フ ァ ン に は LP「On Est 
Biern… が ベス ト ! )LE COEUR D'UNE GENERATION( 女 性 v ポ ッ プ ・ 
サイ ク グ )、LA NOUVELLE FRONTIERE(SEGUIN の 前 身 、 女 性 Vo フラ ワー 
トラ ッ ド ・ サ イケ ) 等 の サナ イケ ・ ア ル バ ム ( 他 に も へ ヴィ ー 系 等 在 る ) が 残さ れ 
て いる が 、 そ の 中 で 本 作 の 人 気 が 最も 高い の で 、 こ こ で 取り 上 げた 。 レ ア 度 と い 
い 内 容 と いい 米 の POLYPHONY に よく 比較 され る よう に 、 愛 囲 気 こ ぞ 60 年 代 
末 の サイ ケ デ リッ ク な ムー ド な が ら 、 バ ンド の 指 合 性 は 非常 に プロ グレ 色 が 濃 
く 、 激 し い 曲 調 の 変化 目まぐるしい 展開 。 ク ラ シ カ ル な オル ガン 等 、 カ ナダ 最 
初期 の 、 プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク を 模索 し た 作品 と し て 評価 で きる 。 (平野 ) 
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MCHELLE 
Saturn Rings 
LP/ABCS-684 ? 年 





女性 ヴォ ー カ リス ト 、Michelle に よる スペ イシ ー で ソフ ト な フォ ー 
ク ・ ア ル バ ム 。 ポ ッ プ ス み た いな A① を 除け ば 全て 温か み の あ る 、 
それ で いて 透き通る 様 な 美しい 彼女 の ヴォ イス で 占め られ て いて A・ 
ギタ ー、 ピ アノ 、 ス トリ ング ス 、 フ ルー ト 等 に よる 控え 目 の 演奏 も 
絶妙 だ 。 し か し な が ら こ の 作品 を た だ の 肌 ざ わり 滑ら か な 女性 vo ア 
ル バ ム で 終わ ら せ て いな い 凄 さ は B①、② あ た り に 顕 着 だ 。 特 に B 
① の リア ル な ヴォ ー カ ル に は ゾク ッ と くる 。 これだけ 良質 な セン ス 
の アル バム 、 や は り C. Boettcher の 名 が クレ ジッ ト さ れ て いる 。 

(平野 ) 





MMJ 
Colour By Numher 


L P/ESP 1098 '69 年 
CD/(Ger.) ZYX ESP 1098-2 


ESP レ ー ベ ル に た っ た 一 枚 の 録音 を 残し た 謎 の シン ガー ^MIJ” 唯 
ー の 作品 。 フ ォ ー ク ・ ギ ター 1 本 を 抱え 、 わ ず か 3 時 間 の 内 に 録音 
され た 本 作 は 、 心 の 対岸 を 求め て 孤独 に さ 迷 い 続け た 彼 の 、 放 浪 の 
旅 の 記録 その も の で ある か も 知れ な い 。 一 度 A 面 に 針 を 落と せ ば 、 
聴き 手 は 身 も 心 も 奪 われ て そこ に いる 自分 な か ど な く な っ て し まう だ 
ろう 。 フ ォ ー ク 系 の 優れ た アル バム を 数 多く 残し た ESP だ が 、 そ の 中 
で も 出色 の 出来 で ある 。 色 の な い ジ ャ ケッ ト ・ デ ザイ ン も 本 作 の 特 
徴 を 良く 表し て いる と 思う 。 ま ず は 、 彼 の 心 ” に 耳 を 傾け て 頂き 
(ON (平野 ) 





MOONSTONE 
Moonstone 
LP/Kotai "Kot 3003 73 年 





カナ ダ の モントリオール で 73 年 に リリ ー ス され た アシ ッ ド ・ フ ォ 
ー ク の 人 逸品 。 全 体 に 深い 森 の 静けさ を 想わ せる 、 冷 た い 張 りつ め た 
空気 が 漂 よ う 。 女 性 ヴォ ー カ ル を フュ ー チ ャ ー し た A①、B① な ど 
の トラ ッ ク で は 、 プ リティ ッシュ ・ フ ォ ー ク を 想わ せる よう な 薄 暗 
い 、 氷 の よう な 美 し さ を つく り 上 げ て いる 。 作曲 者 が グル ー プ 内 に 
複数 いる た め 、 曲 調 は パ バラエティ ー に 富ん で いて 飽き させ な い が 、 
リリ ー ス され た 年 を 考え て も 、 ア メリ カ の ウェ スト コー スト 系 の シ 
ン ガ ー・ ソ ング ライ ター の 影響 は 意外 な 程 強 い 。 B 面 後半 の ナン バ 
ー で は 、 ま る で ニー ル ・ ヤ ング の よう な 、 悲 し げ な 感情 を 投影 し た 
も の が 多い 。 発 表し た 作品 は これ 1 枚 の み だ と 思わ れる が 、 情 報 が 
ほとん ど な い た め 、 グ ルー プ の 詳し いこ と は わか ら な い 。 (関口 ) 


MORGEN 
Morgen 
L P/ABC Probe CPLP 4507S 「'69 年 








モー ガン と は 、 リ ー ダ ー の ステ ィ ー ヴ ・ モ ー ガ ン (作詞 ・ 作 曲 
ヴォ ー カ ル & ギタ ー) の 名 前 か ら つ けら れ た バ パンド 名 だ と 思う が 、 
この アル バム 、 も と も と は 彼 の ソロ ・ ア ル バ ム と し て 制作 され た の 
か も し れ な い 。 なぜなら レー ベル 面 に デカ デカ と 彼 の 名 前 が 明記 さ 
れ て いる か ら で あ る (ジャ ケ に スティーヴ? の 文字 は な い )。 ム ン 
ク の 絵 か ら 想 像 する よう な 、 思 いっ きり 暗い と か 無茶 苦 茶 憂 鬱 と か 
いっ た 雰囲気 で は な く 、 ア ッ プ ・ テ ン ポ の 適度 に ポッ プ で ハー ド な 
曲 が な らぶ 。 1 曲目 "ウェ ルカ ム ・ ト ゥ ・ ザ ・ ヴ ォ イ ド "/、 つ づく パオ 
ヴ ・ ド リー ム ス ′ な ど 疾 走 感 あ ふれ る サイ ケ ・ ナ ン バ パー で 、 か っ こ 
いい ぞ 。 丁寧 に 作ら れ て お り 、 し っ か り と し た 出来 。 ス ティ ー ヴ は 
プロ デュ ー ス も 行っ て お り 、 か な り の 才 人 と みた 。( サ トウ ユキ エ ) 








MORNING DEW 
Morninmg Dew 
L P/Roulette SR42049 '67 年 





シャ ッ タ ー・ チ ャ ンス を 逃し た っ て いう カン ジ で すか 。 元々 、 未 
発表 曲 集 で 、'88 年 に 発表 され 、 そ の 結果 2nd と な っ た 「Cut the 
Chatter /」 に 、 更 に 別に テイ ク 等 を 加え た CD「The Definitive Collec- 
tion」 が 、 米 Collectables か ら 発 売 に な り ま し た が 、 ガ レー ジ ・ パ ン 
ク 寄 り の 、 ポ ッ プ で シャ キシ ャ キ し た 曲 が 多 か っ た で す 。 それに 比 
べ る と 、 こ の 1 st、 は 、 重 め の 曲 あり 、 フ ォ ー ク ・ ロ ッ ク あ り と 様々 
で す が 、 先 の CD の 曲 ほ ど ポ ッ プ で は な い 曲 の 方 が 多い の で 、 本 作 の 
方 を 取る 人 の 方 が 多い の で し ょ う 。 ソ フト ・ サ イケ と 呼ぶ ほど ソフ 
ト で は あり ませ ん が 、 喧 まし く は な い の で 、 リ ー ド ・ ヴ ォ ー カ ル の 
声質 が 粘着 質 で ある こと さえ 気 に な ら な けれ ば 、 充 分 に お 推 め で き 
まお (斉藤 ) 





MORNING SKY 
Sea Of Dreams 
LP/SP-1110 76 年 





サイ ケ ・ フ ァ ン に 知ら れ た プロ グレ 寄り の アイ テム は 、MUTHA 
GOOSE、 TOAD、JASPER WRATH、YEAR ONE、EXIT、HOMER、 
FROGGIE BEAVER、WESTFAUSTER、VIOLA KRAYORA、ORANGE 
WEDGE 等 を 始め 枚挙 に いと まな い 。 こ の モー ニン グ ・ ス カイ も それ 
る 膨大 な 作品 群 の 中 の オプ スキ ュ ア ー な 一 枚 で 、 特 に 異色 な の で こ 
こ で 取り 上 げた 。 様々 な 音楽 を 吸収 し 、 比 類 な が き セ ンス と テク ニッ 
ク で 昇華 させ た サイ ケ 、 ク ロス オー バー、 プ ログ レ い ずれ も の 枠 か 
ら 解 き 放 た れ た 音楽 。 何 の 気負い も な く 、 風 の よう に 繊細 で きめ 細 
や か な 、 そ し て し な や か に すり 抜け る キー ボー ド 、 フ ルー ト 、 ギ タ 
ー、 リ ズム 、 女性 vo の クー ル な A 面 、 特 に Barbara London の ヴォ イ 
ス は 素晴らし い 。 (平野 ) 
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MOTHER TUEKERS YELLOW 
DUCK(Canada) 

Starting A NewdaV 
LP/Capitol 6352 70 年 





カナ ディ アン ・ ウ エス トコ ー ス ト 、 バ ンク ー バ ー 出 身 と し て は COL- 
LECTERS と 並ん で 代表 的 な グル ー プ 。 本 作 は 黄色 い ジ ャ ケ の 1 st に 
次 で 、 ラ スト ・ ア ル バ ム と な る 2nd で 、 彼 ら の 並々 な ら ぬ 技量 、 セ ン 
ス 、 ス ピリ ッ ツ が 結集 し た 、 素 晴 し い 出来 と な が っ て いる 。 トレード 
マー ク の ヒヨコ の よう に 愛らしく 、 ハ ッ ピ ー で 、 穏 や か な 心 打 つ そ 
の 音楽 性 は 、 音 楽 を 越え て 、 肌 に 触れ る 風 と な っ て 心 の 中 を 通り ぬ 
け 、 そこ ミ で ヒ ョ ヨ が カズ ー を 吹く! (何と !) それ は パー ツ と 広 が 
り 、 そ こ か ら 溢 れ 出 る 音楽 の 何と いう 響き だ ろう ! 匂い だ ろう ! 
空気 や 肌 ざ わり や 、 織 りな す 光 の 糸 だ ろう !  B 面 で 遥か に 広がる 
ヒヨコ の 世界 は (A 面 も 良い よ ) も うこ れ 以 上 、 言 葉 で 書く こと は 
な い …… (平野 ) 


MOUNTAIN BUS 
Sundance 


LP/Good G 101 71 年 
CD/(Fra.)FGL WM-852121 








全体 の 印象 は か な り 淡 々 と し て 穏やか 、 繊 細 で 柔和 に 練り 上 げ ら 
れ た 温か み の あ る 美しい サウ ンド は 陽炎 の 揺 ら めく 様 に 匂い 立ち 、 
静か に 、 そ れ で いて 、 熱 く 聴 き 手 の 心 を か き 立 て る 、 そ ん な アル バ 
ム だ 。 全体 的 に 割 と 長め の 曲 が 並 ぶ が 、 大 曲 の 場合 、 様 々 な エッ セ 
ンス を 組み 込 も うと し て 作為 的 に な り が ち で 多く は 失敗 する の だ が 、 
彼ら の 場合 は ^ 作 りあ げ る ” 事 よ り も “自然 で ある ” 事 を 知っ て い 
る 。 曲 は 聴き 手 の 鏡 に 映る 心 の 河 を 形 造 り 、 そ れ は 永遠 に 終わ る こ 
と の な い 至 福 の 時 を 目指 し て 漂い 、 流 れ 続 ける 。 真 に プロ グレ ッ シ 
ヴ な 作品 と し て 評価 され る べき だ 。 (平野 ) 





THE MOVING SIDEWALKS 
Flash 


L P/Tantara 6919 '68 年 
CD/(U.K.)Afterglow 2 





この 集成 を 読ん で いる よう な 人 に は 、 印 象 が 悪く な る で し ょ うか 
ら 、 言 わな い 方 が いい か と 思い ます が 、「 動 く 歩 道 」 と 名 乗る こと バ 
ンド は 、 サ ザン ・ ロ ッ ク の 大 御所 、Z.Z.TOP の 前 身 で す 。 オル ガン 十 
ピア ノ を 含む 4 人 組 で す 。 振 り が つけ られ る ほど キャ ッ チ ー な 1 曲 
目 に 始ま り 、 へ ヴィ な も の や プ ブルー ス 調 の も の まで 、 曲 調 は 多彩 で 
す が 、 難 波 先生 の 言う と ころ の 「 グ ルー ヴ 」 が あり 、 ノ リ の いい 曲 
が 多い で す 。 し か し 、 1 曲目 の 後半 は スロ ー で 神秘 的 な 全く 別 の 曲 
の よう に な っ た り 、 ア ル バ ム 中 ほど で は 、 伴 奏 と は 関係 の な い 弦 楽 
合奏 や 、 テ ー プ の 逆 回 転 を 挟ん だ り と 、 た だ の 南部 野郎 で は あり ま 
せん 。 ビート ルズ の “抱き し め た い ” を カバ ー し て いま す が 、 歌 詞 
を 聞い て いな いと それ と は 分 か ら な いく らい へ ヴィ で す 。  ( 音 藤 ) 





MU 
Mu 
LP/RTV 300 71 年 


プル ー ズ ・ ギ ター と ドラ ム が 活躍 。 曲 は わり と オー ソ ド ッ クス 。 
B⑬⑪ に この バン ド の 特徴 が 出 て いて 、 カ ン の 「 タ ゴ ・ マ ゴ 」 ド ラミ 
ング に タ ジ ・ マ ハー ル 旅 行 団 の ヴォ イス が ミッ クス し た よう な 乗り 
は きわ 物 っ ぽい 。 他 の 曲 も 部 分 的 に は それ っ ぽ さ が ある も の の 、 基 
本 の プル ー ズ が し っ か り し て いる こと も あっ て か 、 そ こ に 留まり が 
ち 。 衝動 が 突発 する よう な 音 の 動き や 没入 の し か た の 強度 は 弱く 、 
どう し て も 演奏 の 安定 感 、 地 に 足 の つい た 音 の リア ル さ の 方 に 耳 が 
行く 。 こ の アル バム に つい て は むし ろ 、 サ イケ 文脈 以外 の 部 分 に 確 
固 と し た 音楽 性 が ある よう に 思う 。 (松本 ) 








MUSIC EMPORIUNM 
Music Emporium 


LP/Sentinel 100 '69 年 
CD/(U.K.)Afterglow 01 





ビー トル ズ の ブッ チャ ー・ カ ヴァ ー・ ク ラス (ステ レオ 、 コ ン デ 
ィ シ ョ ン 並 ) の 、 超 プレ ミア 価格 の レコ ー ド 。 サ イケ ・ フ ァ ン に は 
有名 な アル バム だ 。 男女 混合 ヴォ ー カ ル と チー プ な オル ガン に よっ 
て 繰り 広げ られ る 、 万 華 鏡 で 覗い た 小宇宙 的 世界 。 サ ビ が お 経 そ の 
も の (!) の オー プ ニ ン グ ・ ナ ン バ ー NamMyo Renge Kyo" は ズ 
バリ 名 曲 。 さ す が は !60 年 代 、 サ イケ な お 坊さん も いら し た よう で ……。 
も うこ の 1 曲 で 軽く ノッ ク ・ ア ウト され ちゃ う よ 。 リ ズム 隊 の 2 人 
が 女性 な の だ が 、 パ ワ フ ル で ドタバタ 感 あ ふれ る か っ こい い ド ラム 
な ん だ な 、 こ れ が 。`^ サ イケ ・ ポ ッ プ 幻 の 名 盤 ? の 冠 に 偽り な し 。 か つ 
て アナ ログ で 再発 され た 時 は 、 ジ ャ ケ 違 い の か つ モ ノラ ル 盤 だ っ た 
が 、 最 近 の CD で は 改善 され て いる の で ご 安心 を 。 (サト ウ ユ キ エ 








MUSIC MACHINE 
Turm Om 


LP/Original Sound 8875 '67 年 
CD/Repertoire REP 4154-WZ 
/MSI MSIF 7058 


いき な り デ ビュ ー・ シ ング ル 「Talk Talk」 が 全米 55 位 の ヒッ ト を 
記録 し た ガレ ー ジ ・ バ ンド 、 ミ ュー ジッ ク ・ マ シー ン 。 で 、 勢 い に 
の っ た 彼 等 の 1 st アル バム が これ 。 収録 曲 の 多く は 、 ガ レー ジ ・ バ ン 
ド の 定番 っ て 感じ の カヴァ ー だ が 、 デ ビュ ー 曲 等 、 リ ー ダ ー の シー 
ン ・ ボ ニ ウ ェ ル の オリ ジ ナ ル が いい ぞ 一 、 か っ こよ く て 。 ず っ し り 
と し た 質感 の ファ ズ 、 粗 雑 で 重量 感 あ ふれ る サウ ンド 、 鉛 の 塊 が 反 
道 を ご ろ ご ろ 転 が っ て いく 様 な ドラ イヴ 感 、 妙 に 挑発 的 な ヴォ ー カ 
ル 、 熱 い ! し か し バン ド は すぐ に 崩壊 。 を そん な 中 ひと り が ん ば る 
ボ ニ ウ ェ ル 、 オ リ ジ ナ ル 中 心 の 2 nd アル バム も 傑作 だ 。 辞 め た メン 
バー の うち 3 人 は 、 あ の ソフ ト ・ ロ ッ ク ・ サ イケ の 名 作 、 ミ レニ ウ 
ム そ し て サジ タリ アス の 録音 に 参加 し て いる 。 (サト ウ ユ キ エ 





7 アア 








MYSTIC SIVA 
Mystic Siva 


L P/V. O. 19713 72 年 
CD/Anthology ANT 16. 11 





今 ま で に 、 LP、CD と も 、 各国 の いろ いろ な レー ベル ? か ら 再 発 
され 続け て 来 た 、 そ れ だ け ニ ー ズ の ある 、 ア シッ ド ・ サ イケ の 代表 
的 な アル バム で す 。 出 る 度 に ジャ ケッ ト ・ デ ザイ ン が 変わ っ て いま 
し た が 、 上 の も の が オリ ジ ナ ル で す 。 オルガ ン を 多用 し て お り 、 ま 
た 、 そ うい う も の は 、 ギ ター は 大 し た こと を し て いな い パ ンド も 多 
い の で す が 、 ミ スシ バ (どこ ぞ の 子供 向け バン ド み た い だ ) の ギタ 
ー は 、 ワ ウ も 多用 し て 、 活 躍 し て いま す 。 更に 、 曲 が よく 出来 て い 
て 、「 ど こ か ら 始 まっ て どこ が サビ で どこ で 終わ っ た の か 分 か ら な い 」 
な ど と いう こと は な く 、 キャッチ ー な り リラ さえ 由 で 来 ま す 』 同 じ ! ア 
シッ ド ・ サ イケ 」 と 呼ば れる 他 の も の より 、 輸 郭 も 意識 も ハッ キリ 
し て いる の で 、 プ ログ レ の 人 向き だ と 思い ます 。 (斉藤 ) 


NEIGHB'RHOOD CHILDRN 
Neighh'rhood Childrn 


LP/Acta A-38005 68 年 
CD/(U.K.)Afterglow AFT 007 





「 隣 り の ガキ ども 」 と 名 乗る この 4 人組 よる 、 唯 一 の アル バム で あ 
る 本 作 は 、 サ イケ デリ ッ ク の 一 つの 典型 と 言え る サウ ンド です 。 よ 
く 引 き 合 い に 出さ れる ジェ ファ ー ソ ン と 比べ る と 、 あ れ 程 官能 的 と 
言う か 濃厚 で は な い の で す が 、 や は り 少 し ポッ プ で 、 歪 ん で は いま 
す が ハ ー ド で は な い 、 と いう と ころ で す 。 リー ド ・ ヴ ォ ー カ ル は 男 
女 が 半々 で 、 こ の ダイ アン 嬢 は ピロ ピロ の オル ガン も 弾い て いま す 。 
「 虹 の 彼方 に 」 を カバ パー し た り 、「 キ ラキ ラ 星 」 の 一 節 を 挿 ん だ り し 
て いま す が 、 ク サ っ て いて 、 仲 々 いい で す 。 な お 、 聖 典 に よる と 、 
彼 等 は シン グル を 5 枚 も 出し て お り 、 そ の うち の 7 曲 は アル バム 未 
収 な の で 、 も し も 他 の 業者 さん が 改め て CD を 出し て くれ る の な ら 、 
シン グル を 探し 出し て 、 追 加 収録 し て 下さ い 。 (斉藤 ) 





NEW DAWN 
There's A New Dawn 
LP/Hoot GR-70-4569 70 年 


Theres A 
NEW DAWN 





プー ト で ジャ ケッ ト の 映り が 不鮮明 な 上 に 、 こ れ を 写真 に 録 っ て 
印刷 する の で は 、 下 半分 は 真っ 黒 の と ころ に タイ トル が ある だ け に 
な っ て し まう で し ょ うか ら 解 説 し ます と 、 本 当 は 、 メ ン バ ー 5 人 が 
並ん で 立っ て いる 写真 の ジャ ケッ ト だ っ た の で す 。 さ て 、 音 の 方 で 
す が 、 極 め て ポ ボップ で す 。 曲調 は 、 暗 くも 悲し くも あり ませ ん 。 そ 
れ な の に 、 飛 翔 感 と いう も の が まる で な く 、 ひ た すら 沈ん で 行く と 
いう 感じ な の で す 。 リズ ム の 単調 さと 、 喧 まし くも な けれ ば キレ イ 
キレ イ も し て いな い 音 色 の せい で し ょ うか 。 こ うい う 音 の 傾向 の こ 
と を 、 そ の スジ で は ~downer” (ダウ ナー) と 呼ん で 、 イ ヤ が っ た り 
感激 し た り し て いま す 。 この 間 が 、 工夫 の な い 結果 な ら ダ メ で す が 、 
も し も 狙っ て や っ た の だ と し た ら 、 大 し た も の で す 。 (斉藤 ) 


OASIS(6anaa) 
Oasis 
LP/(private press) 73 年 





欧米 マニ ア の 間 で は ウエ スト ・ コ ー ス ト の TREES と 言わ れ て いる 
の が 本 作 。 元 々 は R.J.Fox と いう グル ー プ 名 で 、 ウ エス ト ・ コ ー ス ト 
の テク ニシ ャ ン が 集まり 結成 され 、 当 時 Atlantic か ら の リリ ー ス 予定 
で レコ ー デ ィング が 成 さ れ た が 、 お 蔵 入 り と な り 、 結 局 カ ナダ で 自 
主 盤 ^0asis” を 発表 する に と ど ま っ た 。 非 常に きめ 細か く 構 築 さ れ 、 
高度 の 演奏 技術 で 水準 の 高い フォ ー ク ・ ロ ッ ク に 仕上 げ ら れ て お り 、 
女性 vo も 魅力 。 全 体 的 に アメ リカ 的 な 清涼 感 溢 れる サウ ンド な の で 、 
TRESS と は 多少 異な る だ ろう 。 尚 、R.J.Fox は 昨年 、 当 時 の 録音 を 
2 CD に まとめ て 自主 盤 で リリ ー ス し た 。 (平野 ) 








THE PAISLEYS 
Cosmic Mind At Play 


L P/Audio City 9445-2809 70 年 
CD/(U.K.)Aftergrow 





この 本 が 出る 頃 に は 、 武 宮 先 生 は 名 人 に な っ て いる で し ょ うか ? 
日 本 シリ ー ズ じゃ ある まい し 、 3 連勝 の 後 の 4 連敗 な ど あ る も の で 
は な いと 思っ た ら 、 囲 碁 の 世界 で は 、 実 際 に 何 度 か あっ た そう な の 
OHC 。 さて 、 サ イケ デリ ッ ク の 古典 と も 言え る 、 こ の ペイ ズリ ー 
ズ 。 曲 調 は 、 驚 いた こと に 、 ポ ッ プ で す 。B 面 は 、 大 作 が 1 曲 だ け 
な の で す が 、 こ れ さ えも ポッ プ で す 。 し か し 、 こ の ジャ ケッ ト と バ パ 
ンド 名 (ジャ ケッ ト に ある 唐草 模様 の こと ) と タイ トル を も っ て し 
て 、 ポ ッ プ な だ け で ある ハズ が あり ませ ん 。 ギミック の 嵐 な の で す 。 
正 に コズミック で す 。 だ か ら と 言っ て 、 ド イツ も の と 比べ る の は 私 
だ け で し ょ う が 、 ド イツ も の は 、 音 と 音 の 間 が モヤ で 埋まっ て いる 
の に 対し 、 本 作 は カラ ッ と し た 感じ で す 。 (斉藤 ) 








PATRON SAINTS 
Fohhoh Bohoh 


LP/(private press) '69 年 





200 枚 し か な い 本 選 の 中 に 、 こ ん な LP を 入れ る の は 気違い 沙汰 と し か 
自分 で も 思え な い 。 魔 が さ し た と ゆう か ……。 さ あて 、 こ の に や けた オ 
ヤジ みた いな 楽し く 甘 し くも 変 な 、 ノ スタ ル ジ ッ ク な サイ ケ デ リッ ク な 
(を う 。 正しく ぐ く サイケデリック 727) ス パラ シク も デ へ べ と し た ~…。 は じ 
め は ジャ ケッ ト の ブッ シュ マン みた いな オッ サン が うた っ て る の か と 思 
っ た が (本 当 に そん な 感じ な の だ か ら 仕 方 が な い ! )、 こ れ は 原盤 ジャ ケ 
と は 全く 異な る らし い の で 、 真 偽 の ほど は 分 か ら な い 。 (ちな み に 原 盤 は 
スー パー・ レ ア で 、 本 当 に 死ぬ まで 拝め な いか も 知れ な い 。) と に か く 良 
い の で す 。 ピ ビー ト 世 代 く ずれ の 浮浪 者 みた い に な っ て 、 感じ 入り ます 。 
普通 の 人 が 聴く と 頭 を 豆腐 の カド に ぶつ け て 本 当 に 死ぬ か も し れ な い の 
で や め と きま し ょ う 。 ( 涙 モ ノ で す ! これ は ……。) (平野 ) 











PATTY WATERS 
College Tour 


LP/ESP 1055 '6G6 年 
CD/(Ger.)ZYX Music ESP 1055-2 





人 間 の 声 の 持つ な ん と も 形容 し が た いあ る 種 魔術 的 な 響き と 力 は 
身体 の 底 か ら 発 生 し て くる 波動 を その まま ダイ レク ト に 伝え られ る 
が ゆえ の 特権 的 な も の と 言え る か も し れ な い 。 それ ゆえ 優れ た ヴォ 
ー カ ル は 他 の イン スト ゥ ル メ ン ツ か ら 孤 立 し 抗 し た 存在 を 占め て 
いる 。 意識 の 奥底 へ と 遡行 し な が ら 、 そ の 過程 で の 地獄 めぐ り の よ 
う な 自意識 と の 対 財 の 中 で パテ ィ ・ ウ ォ ー タ ー ズ は 世界 と 自分 の 間 
に ある 深い 便利 を 垣間見 せな が ら 他 の 何 も の に も 寄り か か ら ず た だ 
一 人 た た ずん で いる 。 それ は 人 間 が 声 を 発し て いく 事 の 源 初 的 な 姿 
を 伝え て いる 。 (関口 ) 





き PEARLS BEFORE SWINE 
] One Nation Underground 


LP/ESP 1054 67 年 
CD/(Ger)ZYX Music ESP 1054-2 














アシ ッ ド ・ フ ォ ー ク の 代表 作 と し て 取り 上 げ ら れる 本 作 で ある が 、 
他 の 同時 代 の 作品 と 比べ て 極め て 感覚 的 な 音 作り に 比重 が 置か れ て 
いる 点 が 最大 の 特長 と 言え る し 、 ア シッ ド ・ フ ォ ー ク の 代表 作 た る 
所 以 だ と 思う 。 空 間 的 な 夫 囲 気 を 助長 する 浮遊 感 の ある 効果 斉 や ギ 
ミッ ク 、 各 イン スト ゥ ル メ ン ツ の 感覚 的 な 使い 方 は トム ・ ラ ッ プ の 
意識 の 移る あい の 中 の バイ プレ ーション と 見 事 な 一 体 化 を 見 せ 、 そ れ 
が トム ・ ラ ッ プ 自身 の 無意識 へ の 遡行 の 足 ど り を 聴き 手 に 共 時 体験 
させ て いく 。 そ の 体験 性 を 誘発 し て いく 表現 力 は ESP レ ー ベ ル の 作品 
に 共通 する も の と 言え る 。 (関口 ) 





PERTH COUNTRY CONSPIRACY 
(6anmada) 

Does Not Exist 

L P/Columbia ELS-375 70 年 





自然 志向 の アシ ッ ド ・ フ ォ ー ク ・ グ ルー プ と し て 、 独自 の 活動 を 
続け た 彼ら の 1 stLP。 特に その B 面 の 流れ に お ける 、 鳥 の さえ ずり 、 
子供 の 声 、 揺 れる 草 、 輝 か し い 日 の 光 、 心 に そっ と 路 き か ける 声 、 
光 と 影 に 満ち た 曲 の 数 々 。 あま り に 繊細 で 透き通っ た 羽根 、 痛 み 、 
安息 一 一 その 珠玉 の 歌 の 数 々 は 、 彼 ら の 生活 の 中 で 生ま れ 、 育 くま 
れ た か けが え の な い 、 心 の 電 の 一 粒 と な っ て 、 聴 き 手 を 静か な 感動 
に 包ん で ゆく だ ろう 。 古び て し まっ た 彼ら の ポス ター が 貼ら れ た 地 
下 の 穴 倉 で 、 ま た 彼ら の よう に 歌 を 歌い 、 ギ ター を 弾く 人 た ち を 見 
つめ な が ら 、 一 体 何 時 の 時 代 だ ろう ? と 思い な が ら 、 そ し て つい 
最近 まで Stratford の スワ ンカ フェ (Toronto 郊外 ) で 演奏 し て いた 
彼ら や 、 未 だ 手 に 入ら ぬ 詩 集 の 事 を 考え な が ら ……。 (平野 ) 


PETER IVERS 
Nirvama Peter 
LP/ ? 年 





ピー ター・ ア イヴ ァ ス の ヴォ ー カ ル ・ ス タイ ル は 多く の アシ ッ ド ・ 
フォ ー ク 系 の ヴォ ー カ ル の 中 で も きわ め て 特異 な も の と 言え る 。 プ 
ラッ ク ・ ユ ー モ ア と 庄 讃 的 な と ころ は タイ ニー・ テ ィ ム と 類似 点 を 
見 い 出 せる が 、 タ イニ ー・ テ ィ ム に 比べ る と 陰湿 さ は な く よ り 乾い 
て いて ニ ヒ リ ステ ィ ッ ク な イメ ー ジ が ある 。 意 識 の 奥底 へ と 落ち て 
いく こと を 拒絶 し な が ら 、 意 識 と 無意識 の 中 間 帯 で ピー ター・ ア イ 
ヴァ ス は 浮遊 し な が ら 自 己 を 突き 放す よう に 歌っ て いる 。 そ の クー 
ル で 虚無 的 な 自己 凝視 は 他 に 類 を みな いも の だ 。 (関口 ) 








PETER KELLEY 
Path Of The Wave 
LP/Sire SES 97009 ? 年 





シン ガー・ ソ ング ライ ター も の 。 上 曲 に よっ て エレクトリック ・ ギ ぎ 
みーや ラル ニニ トド トオル ガン ドラ バド ラン ベツ トド の ウィ カ オラ な が ん 
か が 入る が 、 ほ と ん ど は この 人 の ヴォ ー カ ル と アコ ・ ギ で 聴か せる 。 
だ か ら 目 立た な い 音 を し て いる 。 で も 声 に は 特徴 の ある 人 だ 。 少 し 
ルー・ リ ー ド に も 似 た 声 だ 。 だから か 都会 的 な 雰囲気 も する 。 それ 
より も この 人 の 独白 めい た 、 そ れ も 感 情 の 盛り 上 が り を 押え 込む よ 
うな 歌い 方 に 、 な ん と も 言え な い 余韻 の よう な 静けさ が 伴う 。 こ こ 
が ミソ 。 内 な る も の を 感じ させ る 歌い 方 だ 。 明 る く ア メリ カン に な 
ら ず 、 何 か 個人 に 帰っ て いく よう な ニュ アン ス が 、「 〇 X へ し まし ょ 
う 」 的 な アメ リカ ン ・ イ メー ジ か ら は 隔 っ て いる 気 が す る 。 そう い 
う 臭 い に 敏 感 な 人 へ 。 (松本 ) 





PETER TESSIER(Canada) 
BV Turming A Kmoh…… 
L P/Columbia ES 90202 "73 年 





ケベック の エン ジニ アプ プロ デュ ー サ ー と し て 有名 な Peter Tessier 
が カナ ディ アン ・ サ イケ の 名 レー ベル Columbia に 残し た 唯一 の LP。 
深い 淵 か ら 腺 騰 と 立ち 込め る 濃 朋 の よう な 大 気 、 底 か ら 沸き あがり 、 
得体 の 知れ ぬ 、 心 に 棲む 生き 物 の よう に 噴き 上 げ 、 な だ れ 落 ちる ヴ 
ォ ー カ ル 、 ク ー ル で 時 に 明る く 思 えな くも な い ユ ニー クム な 曲想 が 逆 
に 聴き 手 を 燃え た た す 不 思 議 な 効果 。 随 所 に 姿 を 現す 、 内 に 奇妙 に 
折れ 曲っ た 音 作り と 、 非 常に 個性 的 な 世界 を 展開 する 深い 作品 で 、 
所 々 形 を 変え て 繰り 返さ れる A① の リフ レイ ン 、Go-Insane と 歌わ れ 
る A③ “The Rain On The Brain?、 こ れ も 歌 詞 タイ トル 共に 特徴 的 
な A④^RaversInn* を 始め 、 各 曲 聴き 応え の ある 密度 の 濃い 内 容 だ 。 
一 聴 、 地 味 な 印象 だ が 、 聴 き 込 むと 深い 名 盤 。 (平野 ) 





7 アラ 








PLASTIC CLOUD(Canada) 
Plastic Cloud 


LP/Allied No. 10 '69 年 
CD/The Laser's Edge LE 1002 








文字 通り `Paradise” を 讃 い あげ た A① の 何と いう イン トロ と 、 
ヴォ ー カ ル の ハー モニ ー、 そ し て 間奏 の ギタ ー それ は 彼ら が い 
た 、 去 っ た 時 代 を 周 い ば か り に 時 ら せ る 。 そ の 時 間 と 空間 を ほん の 
一 時 灯 ら す 火 の よう に 、 勾 影 が そこ に 安 を 現す 、 フ ォ ー ク ・ ロ ッ ク 
の 名 作 。 一 般 的 に は A② の ファ ズ が 有名 だ が 、 彼 ら の 真 の 魅力 は 全 
くそ こ に は な い 。 同 レー ベル の REIGN GHOST、FOLKLORDS そ し て 
彼ら と 言い 、 何 故に も こん な に 繊細 で 想い の きめ 細やか な 、 優 し い 
斉 な の だ ろう 。 特 に PLASTIC CLOUD の 音楽 は 穏やか で 、 や さ し い 。 
ファ ズ こ そ な け れ ば 、 そ れこ そ 音 楽 の パラ ダイ ス を 、 至 上 の 夢 の よ 
うに 、 刻 みつ ける こと に 成功 し て いた だ ろう 。^ 夢 見 る 為 の 音楽 "= 
カナ ディ アン ・ サ イケ の 大 切な 一 枚 。 (平野 ) 











PTARMIGAN(5anada) 
_ Ptarmigan 
L P/Columbia ES-90257 73 年 
































カナ ダ な ら で は の 自然 志向 。 ス ピリ チュ アル 志向 と いっ た エキ ゾ 
ティ ズム を 武器 に 洗練 され た アコ ー ス ティ ッ ク ・ ミ ュー ジッ ク を イ 
ンタ ー ナ ショ ナル に 送り 出す 才能 に た けた Paul Horn プ ロ デ ュ ー ス に 
よる 作品 。 私 個人 と し て は Paul Horn 系 の サウ ンド は いか に も と いっ 
た わざ と らし さ が 嫌 いな の だ が 、 本 作 の 出来 は 彼 自身 の 作品 で は な 
い の で 、 悪 く は な い 。 む し ろ 良 い 方 だ ろう 。 サ イケ ・ マ ニア 垂 洪 の 
カナ ダ ・ コ ロム ビア の 作品 で ある た めか 、 近 年 レア 度 が 増し て いる 
が 、 内 容 の 方 は サイ ケ と し て は ムー ド に 流れ すぎ 、 喰 い 足 りな い 。 
バス ・ リ コー ダー、12 弦 ギタ ー、 ハ ンド ドラ ム 、 ウ ッ ド ベー ス に よ 
る ミス ティ ッ ク な 香り の する 大 曲 志向 プロ グレ と し て は 丁寧 に 作ら 
れ た 良質 の 作品 。 バ パ バンクーバー ら し いす が す が し さも 特徴 。 (平野 ) 

















RABBLE(Canada) 
人 品 ve Us Back Elaime 
LP/Trans World TWS 6707 ? 年 














モン トリ オー ル 出 身 の 愛す べき グル ー プ RABBLE の 2 ndLP。 彼 ら は 
写真 で 見 る と いつ も に や に や し て お り 、 なんとなく 型 に は まっ て いな い 
ちぐはぐ な 格好 で 奇妙 に お か し さ を 誘 う の だ が (2 nd 裏 の 写真 は そう で 
も な い が ) 、 内 容 も いつ も ユー モラ ス な 彼 等 流 の オー プン な ハー ト を 感じ 
る こと が で きる 。 肩 ひじ を 張ら ず に 伸び 伸び と 楽し く 、 時 に 味わい 深く 
彼ら の 力量 は 、 そ こら の サイ ケ デ リッ ク ・ ア ル バ ム の 群 を 抜い て 、 聴 き 
手 を 楽し ませ る 。 軽快 ( 明 々 ? ) な 、 何 だ か スカ スカ し た リズ ム 、 ユ ー 
モア た っ ぷり の コー ラス 、 リ フ 、 プ レイ ク 、 そ の ホッ と する よう な 楽し 
さ 、vo の 味わい は RABBLE な ら で は の も の 。 大 ヒッ ト ~^Golden Girl" を 
収録 し た 1 st も 良い が 、B 面 が フリ ー ク ・ ア ウト し て いる の で 、 粒 揃い 
の 2 nd を 選ん で みた 。 日 本 で は 全く 人 気 が な い が 、 名 盤 で す 。 (平野 ) 





RED KRAYOLA 
God Bless The Red Krayola Amd 
串 Who Sail With 


L P/International Artist IALP 7 '68 年 
CD/Colrbles 555 














現在 も 精力 的 に 奇 す オメ イ ヨ ・ ト ンプ ソン 率い る レッ ド ・ ク レ ヨ ラ 。 
イン ター ナシ ョ ナル ・ ア ー テ ィ ス ト に 残し た 2 枚 は ズバ リ 必 聴 だ 。 
いつ 果て る と も な い フ リー キー な 演奏 を 曲調 に コラ ー ジ ュ し た 強烈 
な サイ ケ ・ ト リッ プ ・ ミ ュー ジッ ク の st。 そ し て この 32mnd、 針 を 
落と し た その 時 か ら `^ な ん だ 、 こ れ は ? 7? の 大 傑作 アル バム 。 全 20 
曲 。 1 曲 長く て 2 分 強 、 な か に は 5 秒 の ナン バー も 。 ド ラム 、 ペ ベー 
ス 、 ギ ター の シン プル で スカ スカ な 演奏 、 故 意 に ね じ 曲 げ ら れ 、 た 
だ の 下手 クソ っ て か 。 各 楽器 は 壊れ た ゼン マイ 仕掛 け の よう に 勝手 
に 突き 進む 。 ヒ ッ ピ ー ね え ち ゃ ん 達 の コー ラス 、 怠 々 と し た メイ ヨ 
の ヴォ ー カ ル ……。 面白 スギ 、 楽 し スギ 、 ぶ っ 飛び スギ 、 確 信 犯 的 
に 練 ら れ た 極め つけ の 裏 業 サ ウン ド 、 脱 帆 。 (サト ウ ユ キ エ ) 








REIGN GHOST(6anada ) 
Featuring Linda Smuires 


LP/Paragon 19 '71 年 
CD/(Ger.)Fire Engin 162016 





CHRISTMAS の 前 身 。 フ ァ ズ を 殆ど 使わ ず に 、 心 に ダイ レク ト に 和 響 
く 、 繊 細 、 絶 妙 に し て マジ カル で さえ ある Bob Bryden の ギタ ー ( 何 
と いう ギタ リス ト だ ろう ! ) と 、 や は り 中 心 に ある 炎 の 揺れ 動き の 
よう に 心 を 魅 き つけ る Linda Squires の vo。 そ の 戯れ 合い は 、 中 心 に 
滴る 雨 だ れ の 連なり や 、 光 り の 微細 な 糧 め き 一 粒 同 士 の 連結 の 形 を 
思わ せ 、 そ れ は 音楽 の 心 の 芯 を 捉え る た め に 並 な ら 波 熱 練 と 技量 を 
積ん だ 、 そ の 年 月 、 経 験 が 生み 落と し た ^ 電 "が 奏で る 音楽 と 言え 
る 。 今 の 時 代 に は すっ か り 忘 れ 去ら れ て いる が 、 昔 に さか の ぼる ぼ ほ 
ど 、 い い 音 楽 が 埋もれ て いた 。 上 に は 上 が あり 、 そ れ は 素朴 で 密 や 
か で 心 を 奏で る 為 に 吾 練 され た 音楽 だ 。 今 だ か ら こ そ 、 そ れ を 認識 
し な けれ ば いけ な いと 思う 。 (平野 ) 





RELATIVELY CLEAN RIVERS 
Relatively Clean Rivers 
LP/Pacific Is PC 1760/ 76 年 





ウエ スト ・ コ ー ス ト の AMON DUUL 或 い は HAPSHASH…… と 言わ 
れる フリ ー キ ー な トリ ッ プ 集団 BEAT OF THE EARTH は 一 枚 の LP 
を Radish′ レー ベル に 残し た グル ー プ だ が 、 そ の 後 名 前 を 変え て 
リリ ー ス し た 2nd と も 言え る アル バム が これ だ 。 そ の 内 容 た る や 、 
同じ メン バー と は 思え ぬ 程 に 地味 で 枯れ た アメ リカ ン ・ フ ォ ー ク ・ 
サウ ンド で 全く 戸惑っ て し まう 。 ま た も や トリ ッ プ を 期待 する リス 
ナー は 即死 必至 だ が 、 か な り サ イケ を 聴き 込ん で きた リス ナー は こ 
の 作品 の 良さ が 充分 わか る だ ろう 。 サ イケ 人 ロロ が 少な く 、 情 報 の 乏 
し い 日 本 で は まだ まだ 知ら れ ざ る アル バム だ が 、 欧 米 で は 非常 に 高 
い 評 価 を 得 て い る 有名 な アル バム で ある 。 レ ア な の で 、 再 発 が 望 ま 
れる 。 (平野 ) 





7 どの 








THE RISING STOR 間 
Calm Before.… 


L P/Remnant BBA-3571 '66 年 
CD/Arf ! Arf! AA-034 





この 直後 に 、 ア メリ カ 各 地 、 続 いて 世界 各地 に 生ま れる 「 ガ レー 
ジ ・ パ ンク 」 の 先駆 け と な っ た 、 音 楽 史上 、 極 め て 重要 な アル バム 
で す 。「 ガ レージ ・ パ ンク 」 と いう の は 、 ハ イ * テ ィ ー シ を 中 心 と し 
た 世代 が 、 ガ レー ジ 等 で 演奏 を し た の が 始ま り で 、 ス トー ンズ 等 の 
曲 を や っ て いた も の も 多い の で す が 、 音 の 感じ は 喧 し いも の も あれ 
ば 静か な も の も あり 、 曲 調 は 荒 々 し いも の も あれ ば メロ ウ な も の も 
あり と 、 生 差 妃 別 @⑥ ボ 。 (2 パシ ク ョ と 貼っ G も ピス ドル ズ や クラ ッ 
シュ の よう な も の で は な く 、 “60 年 代 の ビー ト 系 を 淀 ん で 黄 皆 た 感じ 
に し た 言う 方 が 、 ま だ 近い で す 。 本 作 は 、 ア ッ プ ・ テ ン ポ の 曲 も ス 
ロー な 曲 も 泣き 曲 が 多 く 、 斉 も 歪ん だ り 濁 っ た り し て いな い 方 で 、 
オル ガン も 入っ て いま すか ら 、 と に か く 聴 いて 下さ い 。 (斉藤 ) 


ROGER RONER 
Upon Velveatur 
L P/Columbia ES-90095 72 年 














瑞 々 し い ア コー ステ ィ ッ ク ・ ギ ター、 静 か に リズ ム を 刻む ドラ ム 、 
流麗 な ピア ノ 、 そ れ ら を 引き 立て る 弦 の アレ ンジ 、 全 て が 一 つの 理 
想 の 形 と な っ て 、 余 り に 美しい 、 気 品 に 満ち た この LP を 作り 上 げた 。 
伊 の Mark Fly と 比較 され る 彼 の vo。 ソ フト ・ サ イケ の 全 ア ル バ ム 中 、 
この Side-A ほ どの 流れ は 他 に な い だ ろ う 。 A④ The Key′ に 至っ 
て は その アン サン ブル と ヴォ ー カ ル が 溶け る よう に 絶妙 な 美 し さ を 
見 せ 、 針 が あがっ て も 、 余 韻 を 刻み つけ る 。 昔 、 モ ント リオ ー ル で 、 
これ を 買っ た レコ ー ド 屋 が 懐か し そう に 彼 の 話 を し て いた 事 な ど 、 
色々 な 想い 出 が 尽き ぬ 一 枚 で も ある 。 尚 、 本 作 に は 、 ブ ッ ク レ ッ ト 
が つい て お り 、 彼 の 魔法 の よう な 文字 で 歌詞 が 記さ れ 、 興 味 深い 。 
裏 ジ ャ ケ の 山頂 の 瓦 傘 に 件 む 彼 の 姿 も 印象 に 残る 。 (平野 ) 





ST. STEVEN 
St Steven 
LP/Probe CPLP 4506 69 年 





スタ ジオ ・ ミ ュー ジ シ ャ ン ら し く 、 音 づく り に 意 を つく し た 極め 
て 出来 の いい アル バム 。 エ フェ クト 音 で 曲 間 を つない で いっ て お り 、 
トー タル ・ コ ン セ プ ト す ら 伺 わせ る 意欲 作 。 曲 の 配列 に も 目配り が 
いき と どい て いる 。 普通 な ら 拍 子 抜け する は ず の カン トリ ー・ ミ ュ 
ー ジ ッ ク も 実に すん な り 耳 に 入る よう に な っ て いる 。 ま だ まだ 一 曲 
毎 の 独立 性 が 高い が 、 様 々 な ミュ ー ジ ッ ク ・ ス タイ ル が 顔 を 出し 、 
万 華 鏡 的 な 面白 さ は 別格 で セン ス の 確か さ は 充分 認め られ る 。 ア ル 
バム 全体 で の 印象 を 聴く も の に 問う 姿勢 は 、 当 時 の 中 で も 珍し く 古 
びな い 価 値 を も っ て いる 。 ( 法 水 ) 


SANDY HURVITZ 
Sandy's Ahum IS Here At Last 


LP/Verve V6-5064 67 年 
CD/Edsel EDCD 399 
/MSI MSIF 3247 





F・ ザ ッ パ 、H・ コ ー エ ン の 双頭 プロ ダク ショ ン BIZARRE よ り 名 作 が 
また 一 つ 。 タ イト ル か ら も 解る と お りか な り 以 前 より ザッ パ の 秘蔵 
っ 子 で あっ た 様 だ 。 彼女 の 奏 で る フレ ー ズ そし て 肉声 と いう に は あ 
まり に 美 し す ぎる 幻想 的 な 歌声 は 、 我 々 に 自然 (地球 ) の 中 で 生活 
する 人 間 が 露呈 する さま ざま か 感情 の 起伏 (それ は ある と き は 母性 
愛 で あ り 、 あ る 時 は 何もかも 破壊 で きる 無神経 さ で ある ……) を 語 
りつ くす 。 バ パック を 務め る の は E・ ゴ メス 、J・ ス ティ グ ら 米 ジ ャ ズ 界 
の 名 ソリ スト 。 又 、 チ ャ ー ミ ング で し ゃ れ た ジャ ケッ ト は ザッ パ の 
U・ ミ ー ト 等 で 知ら れる カル ・ シ ェ ン ケル が 担当 。 ( 宇 藤 ) 











SAPPHIRE THINKERS 
From Withim 
LP/Hobbit H.B.5003 「'69 年 














「 サ ファ イア を 考え る 人 達 」』…… そん な 、 リ ボン の 騎士 じゃ な いん 
で 9 が らき さ 2G 本 作 は 還 女 性 を 含 く だ 還 二 ラニ ク と オル 
ガン や 泣き の ギタ ー が 素晴らし い 、 サ イケ デリ ッ ク の 中 堅 ア イ テ ム 
( ? ) で す 。 同 時 期 の バン ド 、PEANUT BUTTER CONSPIRACY を 
ご 存 知 の 方 は 、 あ れ ほ ど ポ ッ プ で は な く 、 曲 全体 の 出来 に も 演奏 の 
質 に も ムラ が な いも の だ と 思っ て 下さ い 。 こ の ペギー さん は 、 フ ル 
ー ト も 吹い て いて 、 浮 遊 感 が あっ て と て も 良い の で す が 、 そ れ よ り 
も 、 勿 論 、 全 曲 で な く て も 、 何 曲 か で は リー ド ・ ヴ ォ ー カ ル を 取っ 
て くれ て いた ら と 思う の は 、 私 だ け で は な い ハ ズ で す 。 で も 、 良 く 
出来 て いま す 。 な お 、 彼 女 と キー ボー ド と ドラ ム ス は 、 3 人 と も 姓 
が Richmond で す が 、 兄 弟 か どう か は 分 か り ま せん 。 (斉藤 ) 





SEEDS 
Future 


LP/Crescendo GNP 2038 67 年 
CD/Line IMCD 9.00173 





スカ イ ・ サ クソ ン (後に Ya Ho Wa 13 の アル バム に 参加 する 怪し い 
奴 /) の 泥 臭 く 粘 着 質 な ザ ヴォ ー カ ル 、 そ し て エレ クト リッ ク ・ ピ アノ 
を 多用 し た アレ ンジ …… シ ー ズ 独特 の 世界 だ 。 軽妙 だ が どこ と な く 影 
が あり 、 得 も いえ ぬ 癖 の ある サウ ンド は 、 今 聴い て も 斬新 さ を 失 な っ 
て いな い 。 ヒ ッ ト 曲 「 プ ッシュ ン ・ ト ゥ ・ ハ ー ド 」 や 「Mr. ファー マー」 
の 不思議 な 感触 と いっ た ら …… バ 。'66 年 に デビ ュー し た ロサンジェルス 
の バン ド 、 シ ー ズ 。 1 st や 2 nd で は 、 ひ た 向き に 突き 進む 、 プ リ ミ テ 
ィ ヴ な ガレ ー ジ ・ サ ウン ド を 満喫 で きる 。 そ し て 、 フ ララ ワ ー・ ム ー ヴ 
メン ト に 合わ せれ ば も っ と 成功 する と ふん だ 新しい マネ ー ジ ャ ー、 テ 
ィ ム ・ ハ ド ソ ン の 助言 に より 制作 され た 3rd (本 作 ) は 、 シ ー ズ の アル 
バム 中 最も 凝っ た サイ ケ な 1 枚 と な っ た 。 (サト ウ ユ キ エ ) 
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SEARCH PARTY 
Montgomery Chapel 
LP/Century 32013 69 年 














プレ ス 数 が 10 枚 以下 と いわ れ て いる 幻 の レア 盤 、 カ リフ ォ ル ニア 
産 引 女性 ウォ ー カ ル 、 オ ル ガ ン 、 フォーク ・ ロ ッ ク 。 そ し で 怪 げ な 夫 
囲 気 、 静 か な る サイ ケ デ リッ ク …… た ま ら ん 。 メ ン バ ー は 5 人 。Joanie 
Goff (vo) 、 Jim Carvalho(b、g、 vo) 、Pete Apps(g、 vo) 、 Tim King 
(ds)、 そ し て Nicholas T. Freund。 彼 は プロ デュ ー サ ー で も あり 、 作 
詞 ・ 作 曲 に も クレ ジッ ト の ある 、 サ ー チ ・ パ ー テ ィ の 創始 者 だ 。 オ 
ル ガ ン を 弾い て いる の が きっ と 彼 で あろ う 。 制 作 期 間 6 週間 、 制 作 
費 2 千 ド ル 、 定 価 (当時 ) 5 ドル 。 こ れ で 10 枚 し か 売れ て いな いと す 
る と 、 と ん で も な い 大 赤字 な ん だ けど …… 細 20020 ロ デジ 羽 の ホシ と 
バー You AndI" で は ファ ズ ・ ギ ター が 喰 り 、 一 瞬 ア ニー・ ハ ズラ 
ム を 思い 起こ す ヴ ォ ー カ ル も 聴け る 。 (サド ウエ キ エ ) 





THE SERPENT POWER 
sa The Serpnent Power 


LP/Vanguard VSD 79252 '67 年 
CD/Vanguard VMD 79252 


仲 々 濃い 感じ の 美人 で すね 。 さ て 、 こ ちら の 方 は 、 フ ォ ー ク ・ サ 
イケ の 中 堅 ア イ テ ム と し て 知ら れる アル バム で す 。 少 し 貴 ま し い 曲 
も ある の で 、 そ う 呼 ん で し まう の は どう か な と も 思う の で す が 、 そ 
の スジ で は そう いう こと に な っ て いま す 。 と に か く 、 優 し く 落 ち 着 
いた ティ ナ の 歌声 が 素晴らし く 、 ス ロー で ミス テリ アス な 曲 で は 、 
特に それ ぞ れ 極 立っ て いま す 。 こ れ だ け の メン バー が いる こと も あ 
り 、 演 奏 も し っ か り し て いる の で 、 本 作 も 、 プ ログ レ の 人 向き と 言 
える で し ょ う 。 な お 、 彼 女 と 、 リ ー ダ ー で 詩人 で 夫 で も ある デヴィ 
ッ ド は 、 翌 '68 年 に 、 同 じ ヴ ァ ン ガー ド か ら 、“DAVID & TINA MELT- 
ZER プ Poet Song" と いう アル バム を 出し て お り 、 そ の スジ で は 、 サ 
ー パ ント ・ パ ワー の 2 nd と し て 扱わ れ て いま す 。 (斉藤 

















SEVENTH SONS 
4:00 AM. 過 Frank's.… 


L P/ESP 1078 68 年 
CD/(Ger.)ZYX Music ESP 1078-2 





両面 合わ せ て 1 曲 。 そ れ が 起承転結 と は 無縁 だ と いう こと で 様式 
美 や 作品 か ら 程 遠い し 所 に ある 。 だ か ら 音 の 表 構 え こ そ フ ルー ト を 多 
用 し た フォ ー ク だ が 、 ア モン ・ デ ュー ル と 同じ だ 。 結果 を 計算 し て 
演奏 すれ ば 、 その 分 、 規 制 が 多く な る わけ で 、 演 り た いこ と が 知識 
に すり か わっ て 結果 と し て そつ の な い 音 に な り が ち だ 。 作り 手 の リ 
アル な 感覚 が 刻ま れ な い 音 楽 は ロボ ッ ト だ 。 た と え コ ンピュータ ー 
を 使っ て も 音 を 選択 する 時 に 物 を 言う の は 、 そ の 感覚 だ ろう 。 そ の 
点 こ れ は 演 り 方 と し て は 最も ダイ レク ト だ が 、 そ の 演 り 方 に 止ま ら 
ず 開 か れ た 感覚 に よる 行為 だ と 言え る 。 フ ルー ト 、 タ プラ 、 ア コ ・ ギ 
ヴォ ー カ ル 等 に よる 密室 感 の 強い イン プロ ヴィ ゼー ショ ン が 続く 。 

(松本 ) 


SEX(Canada) 
The End 0f My Life 


L P/Trance Canada TC 785 '? 年 





2 枚 の アル バム が ある 。 1 枚 め は へ ヴィ な サイ ケ も の 、 そ し て こ 
ちら 2 枚 め は 、 4 人 編成 の うち サッ クス が 前 に 出 て 、 曲 に よっ て は 
複雑 な こと を ちら つか せる 。 ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク 調 の ちょ っ と し た ユニ 
ゾン が 出 て きた り 、 凝 っ た 曲 の 展開 の 仕方 が あっ た り し て 、 プ ルー 
ス ・ ロ ッ ク ・ ス タイ ル や オー ソ ド ッ クス な 昔々 の ロッ ク ・ ス タイ ル に 
そう し た パタ ー ン が まぎれ 込ん で いる 。 当時 で 言え ば 、 プ ラス ・ ロ ッ 
ク を と り 入 れ た 割 と へ ヴィ め な ロッ ク ・ ス タイ ル と 言っ た と ころ か 。 
た だ し 全体 に は 、 だ か ら と 言っ て 切れ が ある わけ で も 、 サ イケ デリ 
ッ ク な 雰囲気 が 漂っ て いる わけ で も な く 、 ど う も 歯切れ が 悪い 。 

(松本 ) 








SHADRACK CHAMELEON 
Shadrack Chameleon 
LP/IGL 4051-5 72 年 





3 凶作 
人 人 措 f 佑 伯 








非常 に 地味 だ が 、 深 い 味わい の ある フォ ー ク ・ ロ ッ ク ・ グ ルー プ 
SHADRACK CHAMELEON の 唯一 の LP と 思わ れる 。 曲 に よっ て 録音 
が 悪く 、 バ パラ つき が ある も の の 、 ア コー ステ ィ ッ ク ・ ギ ター と ヴォ 
ー カ ル を 主体 と し た 素朴 で 乾い た サウ ンド は 心 を 打つ も の が あり 、 
例え プロ グレ ・ フ ァ ン で も プリ ティ ッシュ ・ フ ォ ー ク を 深く 愛す る 
人 に は 絶対 に 聴い て 欲し い 。 特 に B① の 物 思 い に ふ ける よう な 始ま 
りか ら ヴ ォ ー カ ル が 入り ギタ ー・ ソ ロ 、 コ ー ラ ス へ 導 か れ て 行く サ 
ウン ド は 絶品 。 時 折 曲 に よっ て 使用 され る オル ガン も この グル ー プ 
の 繊細 な 感性 を 引き 立て て いる 。 名 作 。 (平野 ) 





SHAGGS 
Philnsonhy Of The Worll 


LP/Third World 3001 72 年 
CD/Rounder 11547 





驚異 の Gals Rock Band、SHAGGS。 彼女 ら の 二 つ と な いそ の 強 畔 
な 個性 、 既 成 の 概念 な ど ま る で 初め か ら 存 在 す らし な か っ た と し か 
思え ぬ ぶ っ と び ぶ り 、 そ こ に あっ た 2 本 の ギタ ー と ドラ ム は 彼女 達 
の 手 に あっ て は ひと た まり も な い 。 所 訟 カッ コ つ け て 体裁 を 繕 う 凡 
和正 の ロッ ク ・ バ ンド な ん か 彼女 達 に は 関係 な い 存在 だ 。 こ の 歌 、 こ 
の ビー ト 、 そ の 生々 し さ は 今 聴い て も 余り 有る 程 だ 。 ジャー マン ・ 
器用 や 三 三 て 0 ウ jEf( ウ の in ファン ま (で も を シック ョ コア ウド まる こ 
の “Shaggs Music" を ザッ パ は Better than Beatles-even tobay" 
と 評 し た 。Carla Bley、Bonnie Raitt も 文 を 寄せ て いる 。 (平野 ) 





7 どど 用 











SHEP 

Have U Ginne Bald Inside Your 
Head? 

L P/Vanguard VSD-6526 69 年 











松本 先生 か ら 、 サ イケ デリ ッ ク の コー ナー の ライ ン ナ ッ プ を 聞い 
た 時 、 私 は 「 う えー っ 、 こ ん な に 細か い の ま で 、 い ちい ち 載 せる ん 
で すか ね ? 」 と 思っ た の で す が 、 た また ま 、 個 人 的 に 気に入っ て い 
る アル バム だ っ た の で 、 黙っ て 引き 受け る こと に し まし た 。 そ うい 
う 訳 で 、 本 作 は 、 知 名 度 の 低い アル バム で す 。 そ の 上 、「 頭 ん 中 が ハ 
ちまっ うた の か い 」 な ど と いう 9 タイ トル で カウ ボー イイ レッツ ・ 
ジャ ンプ ′ な ど と いう 曲 が 並 ん で いて 、 不 安 に させ られ ます が 、 ハ 
ー ジ ジコ ビビ N が 決め < の 、 NRNU 二 ミー な が ジ ォ ニク で 安 選 まい だ 
カン トリ ー 寄 り の 曲 も あり ます が 、 そ れ を 除い て 、 イ ギリ ス の バン 
ド に 例え る と 、FOREST か ら 、 ほ の 暗 い 感じ を 取っ て 、 全体 的 に フワ 
ーッ どき さ 世 た よう な 感じ で 。 そこ そこ 良い で す 。 (斉藤 ) 


SHIVIS HEADBAND 
Take Me To The Mountains 
LP/Capitol ST 538 '70 年 





テキ サス ・ サ イケ に な く て は な ら な い 、 そ し て 私 個人 と し て も 大 好 
き な グ ルー プ 。 ヴ ァ イ オ リン を ふん だ ん に 生か し た 楽し い カ ント リー・ 
ロッ ク ・ サ ウン ド は 今 聴 いて も 魅力 を 増す ば か り だ 。 こ の LP の ジャ ケ 
ッ ト を 手 に と っ た ら 裏 ジャ ケ を 見 て 欲し い 。 ユ ー モ ラス で 、 何 だ か 変 
て こり ん で 、 目 か ら ア ル マ ジ ロ が 出る 異様 さ 楽 し さ ( ? ) それ が SHIVAS 
HEAD の 魔法 だ 。 味 わい が ある と 言っ て も 、 彼 ら の よう に 自然 に 、 味 
わい 深い グル ー プ は いな い 。 だ か ら SHIVAS HEAD は 凄い 。 い つ 聴 い 
て も 楽し く な っ て し まう 。 そ れ で いて 、 何 と も 物 悲 し く 美しい 名 曲 *Song 
for Peace* に 涙し て し まっ た り 、 す べ て を 含ん だ 音楽 が いつ も 彼ら の 
中 に 流れ て いる の だ 。 愛す べき 名 盤 で あり 、US サ イケ 届 指 の グル ー プ 
と し て 忘れ て は な ら な い だ ろ う 。( 彼 ら は 、 今 も な お 活動 中 ! ) (平野 ) 





SILVER APPLES 
Silver Anples 


LP/Kapp KS-3562 '68 年 
CD/TRC 039 





狂おしい まで の プ ピ プ ビ ピ 電 子音 と パー カッ ショ ン に よっ て 奏で ら 
れる 、 ア シッ ド 感 あふ れる お サイ ケ な 曲 の 数 々 。 シル ヴァ ー・ ア ッ 
プル ズ は 、 ダ ニー・ テ イラ ー と シメ オン と いう 2 人組 の グル ー プ だ 。 
淡々 と し た ドラ ム と 、 ザ ・ シ メオ ン と 名 付け られ た オリ ジ ナ ル 電 子 
楽器 ( 9 個 の 発信 器 と 86 個 の コン トロ ー ル 部 分 で 構成 ) か ら 発 せら 
れる 音楽 は 、 ま さ に 近 未 来 サ ウン ド 。 "60 年 代 未 に 夢見 た 西暦 2000 年 
の ポッ プ ・ ミ ュー ジッ ク と いっ た 趣き だ 。 妙 ちく りん な 丸っこい 椅 
子 の ある 部 屋 で 、 ど こ に ある の か わか ら な い オ ー デ ィ オ 装置 を リモ 
コン で 操作 し な が ら 、 思 いっ きり '60 年 代 風 化粧 の 金髪 女 が 踊っ て い 
る 、 ズ ボン は サテ ン の パン タロ ン …… そん な 光景 を つい 思い 浮か べ 
て し まう 。'69 年 の 2 nd と 、 2 in 1 の CD あり 。 (サト ウ ユ キ エ ) 


THE SMOKE 
The Smoke 
L P/Sidewalk ST 5912 '68 年 





英 サ イケ ・ ビ ー ト に も 、 同 じ 名 前 の バン ド が あり まし た 。 ( 皮 ジ ャ 
ン に サン グラ ス と いう メン バー の 写真 で 、 青 地 の ジ ャ ケッ ト の アル 
パム) さて 、 レ イジ ー・ ス モー ク の 欄 に 書い た 、 数 々 の アー ティ ス 
ト が 作っ た 「 サ ー ジ ェ ン ト ・ ペ パー ズ に な れ な か っ た よ 」 と いう ア 
ル バ ム の 中 で 、 最 高 の 出 来 で ある と 思わ れる も の が 本 作 で す 。 大半 
の 曲 を 書い て いる 才 人 、 マ イケ ル ・ ロ イド と 、 大 御所 キム ・ フ ォ ー 
リー と の 共同 プロ デュ ー ス に よる 本 作 は 、 ま ず 、 メ ロディ が ポッ プ 
に よく 歌っ て お り 、 ス トリ ング ス や 金管 も 導入 し た 演奏 が 実験 的 か 
つ 色 彩 感 豊 か な か の で す 。「 曲 は ビー トル ズ 風 で 、 音 作り が 豪華 」 こ れ 
が 最高 の 音楽 で な が か っ た ら 、 ポ ー ル ・ ウ ィ リ アム ス が 最高 の 音楽 で 
し ょ う (一 挙 CD 化 御礼) 。 (斉藤 ) 








THE SOUND OF『EELING 
The Sonud Of Feelimg 
LP/'69 年 





彼ら 唯一 の 作品 と 思わ れる 本 作 は 、 リ ー ダ ー の G・ デ ー ヴ ィ ッ ド (p、 
vo) を 中 心 に アリ ス 、 レ イ の アン ドリ ー ス 双生児 の 女性 ヴォ ー カ ル 
他 3 人 の メン バー で 制作 。 フ リー な イン プロ ヴィ ゼイ ショ ン 、 変 拍 
子 を 楽に 熱 す リズ ム 感 。 を し て モー ド や マイ クロ 手法 な ど ロ ッ ク 、 
ジャ ズ 、 現 代 音 楽に 限ら ず あ ら ゆ る ジャ ン ル の 手法 を 駆使 し た 幻想 
的 が "フリ ーッ ヴォ ー カ ル ・ ミ ュー ジッ ク ” を くり 広げ で いる 。 し 
か し 、 本 作 の 最も 注目 すべ き 点 は その 詩 の 世界 へ の アプ ロー チ で 、 
現代 社会 の 疎外 感 、 果 て し な い 和 悪い の 希求 そし て 世界 共通 の 言語 へ 
の 飽く な き 探 究 を 、 あ る 時 は オリ ジ ナ ル で また ある 時 は 自由 な 解釈 
で 完全 に 具現 化 さ せ て いる 所 に ある と 言え る 。 ( 宇 藤 ) 











9 SODUARE ROOT OF NINE 
ツ SQUARE ROOTOFNNE | Smuare Ront0f Nine 


LP/PAC3 PA 88206 '6? 年 














ミシガン で 60 年 代 に 自主 製作 され た と 思わ れる カレ ッ ジ ・ フ ォ ー 
クサ イケ ・ ア ル バ ム 。 ア コー ステ ィ ッ ク ・ ギ ター 2 本 に ベー ス 、 
男女 ヴォ ー カ ル の ハー モニ ー と いう スタ イル の この 音楽 は 、 決 し て 
明る く は な い が 、'60 年 代 の 淡い ノ ス タ ル ジ ィ と 良き 時 代 の ムー ド が 
漂う 。 作 品 が 放つ も の は 全く 異 る が 、John & Amanda YlviskerFollow 
Me、BIG LOST RAINBOW、 と いっ た フォ ー ク ・ ア ル バ ム に も 今 の 
時 代 に は 失わ れ た ムー ド が 漂っ て いて 、 そ の 時 代 が 人 に 影響 を 及ぼ 
し 、 精 神 か ら 奏 で られ る 音楽 が 、 ま た 時 代 の 、 そ の 時 に し か 在り 得 
ぬ 姿 を 映し 出す 。 こ うし た 音楽 は 、 今 の 時 代 に ら 真 也 し て みて も 、 
似 て も 似つか め ぬ 陳 腐 な 音楽 に し か 成り 得 ず 、 そ れ だ か ら こ そ 時 間 を 
閉じ 込め 、 加 えら せる 何 か を 持っ て いる の だ ろう 。 (平野 ) 











SR 
SRC 


L P/Capitol 2991 '68 年 
CD/One Way S21 56840 





これ は か な り プ ログ レ 寄 り で す 。 基 本 的 に は 、 ハ ー ド な オル ガン ・ 
ロッ ク な の で す が 、 何 曲 か は 、 泣 き 方 が プロ グレ の 泣き 方 な の で す 。 
その 上 、^Exile* (SRC の 場合 、 放 浪 者 は 一 人 ) と いう 、 静 か で 神秘 
的 な 曲 も 挟む な ど 、 全 体 の 展開 も 起伏 に 富ん で いて 、 飽 き さ せ ませ 
ん 。 彼 等 は アル バム を 3 枚 由 し て お り 、 こ の 1 st、 2 nd「Milestones」、 
3rd「Traveller's Tale」 と 、 全 て CD 化 さ れ て いま す が 、 3 枚 と も い 
Wien 記 レ が どれ が が 0 履か る 2 沈 部 Ii で GS の IS6OWN の 2 
更に 、 未 発表 曲 ・ 未 発表 テイ ク 集 が 、「Lost Masters」 と いう タイ ト 
ル で CD に な っ て いま す 。 QUATERMASS か ら 、 も ろ ク ラシック と い 
う 所 を 取っ て 、 音 を も っ と 緩く し て 、 濁 ら せ た よう な 感じ と 言え ば 、 
分 か り 難い で し ょ うか 。 (斉藤 ) 





STONE HARBOUR 
Emerg6S 


LP/(private presSs) 番 号 な し "74 年 
CD/Flashback 006 


74 年 に も な っ て この 音 と いう の は 、 逆 に スゴ イ ! 曲 は 至っ て メ 
ロディ アス な の で す が 、 ギ ター は ファ ズ で 歪み 放 大 歪ん だ 上 に ペチ 
ャ ンコ で (ジミ ヘン の 音 が や せ た 感 じ ) 音 全体 が 籠 も り に 籠 も っ て 
いて 、 せ っ か く キ ー ボ ー ド を 使っ て いる の に 、 よ く 聴 き 取 れ な い の 
で す 。 こ れ で は 、 ど う 聴 いて も 、'60 年 代 未 の 斉 で す 。 さ て 、 こ こま 
で 読む と 、 本 作 は 駄作 の よう に 思え ます が 、 と ん で も 八 分 背中 まで 
45 分 ! 本 作 こ そ 、 ア シッ ド ・ サ イケ を 代表 する アル バム で あり 、 
傑作 中 の 傑作 な か の で す 。 な お 、 こ の 「 籠 も り 具 合 」 が 、 ゆ る や か な 
うねり を 作っ て いる の で 、 別 に 構わ な か い の で す が 、 達 人 の 話 で は 、 
ブー ト だ か ら で は な く 、 オ リ ジ ナ ル も こん な に 籠っ て いる そう で す 。 
し か し 、CD の ジャ ケッ ト の この 下品 な 赤 は 何だ ! (斉藤 ) 





SUGAR CREEK 
Please Tell A Friend 
L P/Metromedia MD 1020 「'69 年 





短期 間 で 密度 の 濃い レコ ー ド ば か りか け て 原稿 を 何 十 枚 と 書き な 
ぐっ て いた ら 、 身 も 神経 も 伸び きっ て し まっ て 、 働 いて いる 時 間 以 
外 は 、 何 時 間 寝 て 起き て いる か も わか ら な く な り 、 頭 の 芯 が へ べ れ 
け で す が 、 ま た 何 を 今更 書い て よい か わか ら ぬ SUGER CREEK で す 。 
(ふう …… )。Jonathan Edwards が 在籍 し て いた サイ ケ の 古典 的 名 作 
の 1 枚 と し て 有名 で す が 、 そ の 通り 、 名 盤 で す 。 半 分 ブ プルー ジー で 
中 に は どっ ぷり プル ー ス の 曲 も 有り ます が 、 そ れ 以 外 の 曲 の 方 が 魅 
力 的 。 シ ンプ ル な サウ ンド で す が 、 幾 分 か 足 が 地面 を 離れ て る よう 
な 中 途 感覚 が DS サイ ケ な ら で は の た ま ら な い 感 覚 。 も う 名 曲 A① で 、 
グッ と ひき こま れ ま す 。Acid Folk、Acid Rock、Trip に 飽き た 人 は 
必聴 盤 ! (平野 ) 


THE TEA COMPANY 

Come And Have Some Tea Wih 
The Tea ompanV 

LP/Smash SRS-67105 68 年 





この 壁 の 、 く すん だ 赤 茶 色 の 唐草 模様 、 こ の ウサ ン 臭 さ が 、 本 作 
の 音 を 物語 っ て いま す 。 そ の 上 、 ご 丁寧 に 紅茶 の 缶 を 並べ て 、 中 身 
の 茶葉 まで 出し て いま す が 、^`TEA"” と いう の は 、 マ リフ ァ ナ の こと 
で も ある そう で 、 何 を か 言わ ん や 瀬戸 わん や 。 曲調 は ポッ プ で 、 ヴ 
ァ ニ ラ ・ フ ァ ッ ジ で お 馴染 み の キー プ ・ ミ ー・ ハ ン ギ ング ・ オ ン ? 
も 、 軽 め の ア レン ジ で カバ パー し て いる の で す が 、 他 の 誰 の アル バム 
より も 、 徹 底 し た ギミック の 風 な の で す 。 ギ ミッ ク だ け の 曲 (?) 
まで あり ます 。 これが 効い て 来 て 、 し まい に は 、^TEA” を や っ て い 
る か の よう に 、 気 持ち よく な っ て 来 て 、 気 が つい た 時 に は 、 こ の テ 
の 音 か ら 、 逃 げ ら れ な い 身 体 に な っ て し まっ て いる の で す 。 ケ ッ コ 
ウ な お 茶 で し た 。 (斉藤 








THESE TRAILS 
These Trails 


LP/Sinergia SR 4059 73 年 
CD/Sinergia SR 4059 





ハン ドド ラム 、 シ ター ル 、 エ レク トロ ニク ス 等 や 女性 Vo が 実に サ 
イケ デリ ッ ク な 怪し い 作 品 。 昔 か ら も う 少 し 注目 され て も 然るべき 
内 容 だ っ た の だ が 、 CD 再発 に よっ て 、 よ う や く 多 く の リ スナ ー に 知 
られ る よう に な っ た 。 ハ ワイ は ホノルル の Sinergia レ ー ベ ル か ら リ リ 
= め さ 207929 ル NNTG 還 2N072 作 2 お 7 だ 2 さき e 還 SM. グ さ 
を 備え た フニャフニャ と し た 魅力 的 な サイ ケ デ リッ ク ・ フ ォ ー ク 。 
当然 女性 Vo だ か ら 、 雰囲気 が 所 々 Linda Perhacs に 似 て いる 。 あれ 程 
の 空間 は な い に せ よ 、 全 体 を ほのぼの と し た 空気 が 包む 。 ち ょ っ と 
チャ ー ミ ング な 、 愛 らし さ の ある 一 枚 で す 。 (平野 ) 

















THE THIRD ESTATE 
Years Before The Wime 
LP/TTE001 76 年 







THE THIRD EST 
YEAHS BEFORE THE 





76 年 発表 の 自主 盤 。70 年 代 中期 の 作品 と は 思え な い ほ どの オー ソ 
ドッ クス な スタ イル の アシ ッ ド ・ サ イケ だ が 、 組 曲 形式 の ロン グ ・ 
トラ ッ ク か ら 、 織 細 な フォ ー ク ・ ロ ッ ク ま で 内 容 は 多彩 。 特に ギタ 
ー・ パ ー ト の アレ ンジ の 組み 立て 方 が 素晴らし く 、 浮 遊 感 の ある メ 
ロディ アス な 世界 を つの くっ て いる 。 ヴ ォ ー カ ル は 男性 が 中 心 だ が 、 
時 折 入 る 女性 ヴォ ー カ ル は ジャ キー・ マ クシ を 想わ せる 美しい 歌声 
で 、 あ た か も プリ ティ ッシュ ・ フ ォ ー ク の よう な 冷た い 美 し さ を 洪 
えて いる 。 メ イン の 男性 ヴォ ー カ ル は 、 特 に アシ ッ ド ・ フ ォ ー ク 的 
な ナン バー で の 沈み こん で いく よう な 独特 の スタ イル が 印象 的 で あ 
る 。 自 主 盤 と は 思え な い ほ どの 質 の 高い 内 容 で あり 、 正 式 な 再発 が 
望ま れる 。 (関口) 





7 ど 








TIM BUCKLEY 
Goodhye & Hello 


L P/Elektra EKS 7318 67 年 
CD/Elektra 74028 
) ワ ー ナ ー・ ミ ュー ジッ ク WMCS-526 





アシ ッ ド ・ フ ォ ー ク の 帝王 と 称 さ れる だ け あ っ て ティ ム ・ バ パック 
レー の ヴォ ー カ ル は 他 の シン ガー 達 と 一 線 を 画す る 凄み が ある 。 フ 
リー な パー ト を 含ん だ 浮遊 感 の ある 長い 曲 構成 と 高音 の 漂泊 感 の あ 
る ヴォ ー カ ル が 目まぐるしく 展開 し て いき な が ら 、 し だ い に テ ィ ム ・ 
バッ クレ ー の 個 と し て の つぶ や き の 中 に 収束 さき され て いき 、 そ の 収束 
の 飽和 点 で 孤立 し た 叫び と し て 爆発 し て いく 様 は 凄まじ い 。 つ ぶ や 
く こ と と 叫ぶ こと の 間 で ゆら き ぎ 転げ ば まわり ながら 彼 は 等 身 大 の セル 
フ ボ ポー トレ イト を 描き 上 げ る 。 その 鏡面 の よう な 鋭角 な 感性 が 結局 
彼 に と っ て 両刃 の 剣 と な っ て し まっ た よう だ 。 (関口 ) 





TIM DOWE 
Pemrad 
L P/Straight STS 1058 '69 年 





人 > ン / あ 。 
に ピン テツ 各 、 
稚 る 
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F・ ザ ッ パ と 、 当 時 米 フ ォ ー ク 界 の 顔役 的 存在 で あっ た H・ コ ー エ ン 
が 手 を 組ん で 設立 し た BIZARRE プ ロダ クシ ョ ン が 、 埋もれ た 才能 を 
世に 示す べく 掲げ た レー ベル STRAIT”。 その 同 レ ヒー ベル に あっ て 
C・ ビ ー フ ハー ト や アリ ス ・ ク ー パ ー ら の 影 に か くれ て 8 番目 に ひっ 
そり と リリ ー ス され た の が 本 作 で ある 。 彼 の 発する サウ ンド 、 テ ク 
スト は いわ ゆる 日常 生活 か ら に じみ で た ” と いう 言葉 が ふさ わし 
く 、 特 に ヴォ ー カ ル に は リス ナー を 深く 包み 込む 暖か さ が あ る 。 ア 
シッ ド 性 の 本 質 が アメ リカ ン ・ ミ ュー ジッ ク の どこ に ある の か 、 本 
作 は その 答 を 語る 作品 の 一 枚 で ある 。 ( 宇 藤 ) 

















TIMOTHY LEARY 
Turn On, Tune In, Dron Out 


L P/Mercury SR 6113 '67 年 
CD/Performance PERF 389 CD 





言わ ず と 知れ た ティ モ シ ー・ リ アリ ー の 、 半 つ か の 作品 の うち 最 
も サウ ンド 面 で の 完成 度 、 評 価 の 高い アル バム 。 本 人 は 喋っ て いる 
だ け な の だ が 、 ア シッ ド と 言え ば これ も ある 意味 で は 実に アシ ッ ド 。 
聴い て いる だ け で も か な り の 説得 力 が ある 。 同時 に ^ 音 楽 ” 以外 の 
分 野 の アシ ッ ド の 接点 と し て も 非常 に 興味 深い 。 こ の レコ ー ド に 暴 
味 を 持た れ た 方 は 当時 の Acid Test の レコ ー ド も 数 種類 由 て いる の で 
聴き 比べ る の も いい か も 知れ な いし 、 様 々 な 分 野 か ら ア プロ ー チ に 
より その 時 代 の 認識 を 深め る 事 も また ^ACID” へ の 手がかり と な る 
計る (平野 ) 


TINY TIM 

With Lpve Amd Kisses From 
Timy TIm 

LP/Bouquet 771 74 年 





ヴォ ー ド ヴィ リア ン と し て 有名 、 特 異な 位置 に ある タイ ニー・ テ 
ィ ム の 、 こ れ は 疑似 ( ? ) ライ ヴ ・ ア ル バ ム 。 客 の 笑い や 拍手 に 混 じ 
っ て 、 あ の 奇妙 な ファ ルセット ・ ヴ ォ イ ス で ウクレレ の 弾き 語り を 
する と いう その 余り に 何もかも 含め 異様 な スタ イル は 、 と も すれ ば 
単なる ゲ テ 物 だ が 、 そ れ だ け で 終わ ら な い 凄 さ が 彼 の 歌 に は ある 。 
'80 年 代 、 "90 年 代 に 入っ て も 活動 を 続け 、 オ ー ス トラ リア か ら 出 た 12 
イン チ で は あの 奇妙 な 声 で は な い 歌 を し み じ み と 聴か せ て くれ 、 印 
象 深 か っ た が 、 最 近 は 開き 直り すぎ (? ) か エン ター ティ ナー と し て 
の モン ド に 徹し すぎ る 嫌い は ある 。 し か し 、 新 譜 が 未だ に 出 て いる 
と いう の は 、 も う 、 そ れ だ け で 凄 す ずる の だ か ら 、 何 も 言う こと は 
が いい)。 (平野 ) 








TRIPSICHORD MUSIC BOX 
Tripsichord 


LP/Janus JLS 3016 71 年 
CD/Eva 852124 





ジェ ファー ソン ・ エ アブ プレー ング レイ トラ ル ・ デ ッ ド ョ イッ ツ 、 
ア ・ ピ ュー ティ フル ・ デ イ 等 に 代表 され る 、'60 年 代 後半 か ら 70 年 代 
初め に か け て 柳葉 敏郎 し た の が 「 シ スコ ・ サ ウン ド 」 で す 。 音 の 特 
徴 と し て は 、「 サ イケ デリ ッ ク 」 と 聞い て 、 ま ず 思 い 浮 か べ る 音 よ り 
は 、 ハ ー ド プ ヘ へ ヴィ で は な く 、 独 特 の 開放 感 と 気 だ る さと を 併せ 持 
っ た も の で す 。 そ ん な 「 シ スコ ・ サ ウン ド 」 で 、 先 の 3 組 に 続い て 
現われ た の が 彼 等 で す 。 基 本 的 に は 、 キ ー ボ ー ド が 入っ て いな い の 
で 、 その 分 、 先 の 3 組 よ り は 一 本 どっ こ か な と いう 気 は し ます が 、 
ギミック に 頼ら な いこ の トリ ッ プ 感 は 、 や は り 拾 て 難い も の で す 。 
な お 、CD に は 、 ボ ー ナ ス ・ ト ラッ ク が 2 曲 入っ て いま す が 、 こ れ が 
2 曲 と も や 、 へ ヴィ な オル ガン ・ ロ ッ ク な の だ か ら ス ゴイ // (斉藤 ) 





TWENTIETH CENTURY Z00 
Thunder On A Clear Day 
LP/Valt 122 '68 年 





か な り い い 究 囲 気 の 静か な サイ ケ ・ ナ ン バ パー で 幕 を 開け る 。 タ イ 
トル は 「 風 の 前 の 静けさ 」 か 、 な る ほど な る ほど 。 と いう こと は 後 
半 い き な り 切り 込ん で くる ファ ズ ・ ギ ター は 、 突 然 の 稲妻 、 ま さ に 
晴天 の 避 膝 ' っ て こと か 。 一応 コン セ プ チ ュ ア ル な アル バム と いう 
こと な の だ ろう 。 2 曲目 は 一 転 し て 、 ガ レー ジ 風 で スピ ー ド 感 あ ふ 
れる 「 レ イン ボウ 」、 い いね 、 か っ こい い 。 と ころ が 、 ア ル バ パム の 残 
り は みな ブル ー ス ・ ロ ッ ク 色 が か な り 強 い ナ ン バ ー で ある 。 そう か 、 
バン ド 本 来 の 持ち 味 は こっ ち だ っ た の か 。 妙 に ジャ ー ジ ー な 展開 だ 
っ た り 、 曲 間 に 申し 訳 程度 の SE が 施さ れ て いた り 、 こ れ は これ で ま 
た た ま ら ん と いう 感じ だ 。 ロ サン ジェ ルス 録音 。 彼 等 は 、 こ の アル 
バム 以外 に 3 枚 の シン グル 盤 を 出し て いる 。 (サト ウ ユ キ エ ) 











25e REGlMENT (Canada) 
Ecolomy 


L P/Trans-Canada TC 779 '? 年 





ビー トル ズ に 影響 を 受け な が ら も 、 カナ ダ ら し い 印 象 的 な メロ ディ 、 
美しい コー ラス ワー ク 、 大 地 を どこ まで も 広がっ て ゆく よう な 空間 性 、 
漂白 感 、 ほ の ぼ の と し た 暖 い み を 合わ せ 持 つ ソ フト ・ サ イケ の 好 作 品 。 
流れ る よう な ピア ノ 、 フ ルー ト 、 ア コー ステ ィ ッ ク ・ ギ ター、 オ ル ガ ン 
に リズ ム ・ セ クシ ョ ン と いう 5 人 編成 。 本 作 は 彼ら の 2 作 目 に 当る が 、 
時 代 の 影響 を 受け た 1 st か ら 彼 ら 独 自 の サウ ンド へ の 大 きく 変化 し て い 
る 。Love & Peace を 唱え た この 時 期 特有 の ムー ド が アル バム 全体 を 大 
きく 覆っ て お り 、 作 風 は 違え ど 、 同 じ モ ント リオ ー ル 出身 の BOREALIS、 
グラ ン ビ ー の OLIVER KLANS、 ウ ィ ニ ペグ の CARM MASCARENA、 
スト ー ニ ー・ ク リー ク の GIFT、 バ ンク ー バ ー の HUCKLE 等 数 々 の 同時 代 
に 生れ た 作品 と 共に 、 愛 着 の ある 一 枚 と し て 想い 出 深い 。 (平野 ) 


町 表 NE NM 





ULTIMATE SPINACH 
Behold Amd See 
L P/MGM SE-4570 '68 年 





シス コ 発 の サイ ケ デ リッ ク 熱 は 全米 中 に 広まり 、 各 地域 に 飛び 火 。 
ボス トン で も ^~ ボ スタ ウン ・ サ ウン ド ?” と 呼ば れ た 小 ブ ー ム が 、1968 
年 に 起こ っ て いる 。 そ の 筆頭 バン ド が 、 こ の アル ティ ミッ ト ・ ス ピ 
ニッ チ だ 。'68 年 に 、 パ ンド 名 を タイ トル に し た 1s と 、2md で ある 
本 作 を 発表 。 全 曲 を 書い て いる イア ン ・ ブ ルー スニ ダグ ラス の 才能 
は な か な か 。 リ ラッ クス し た 雰囲気 の トリ ッ プ ・ サ ウン ド 、 役 か に 
漂う アシ ッ ド の 香り …… ああ …… いい ね 。 し か し その 後 、 彼 を 含む 
ほとん どの メン バー が 脱退 。 結 局 、 紅 一 点 の パー バラ ・ ハ ド ソ ン 以 
外 は 新 メ ン バ ー と いう 編成 で 、 再び バン ド 名 が タイ トル の 3 rd を '69 
年 に 発表 (あー や や こし い )。 3 rd に は 、 後 期 ド ゥ ッ ー ビ ー の ギタ リス 
ド 。 ジェ アフ パク スタ ー が 和夫 加 ぐる と パイ 。 (サト ドウ コキ エ ) 





UNFOLDING 
Freak Out Party 
L P/Audio Fidelity AFSD 6184 「'67 年 





いき な り Acid Rock サ イド と Meditation サ イド に 分 か れ 、 裏 を 見 れ 
ば わけ の わか ら ぬ サイ ケ デ リッ ク ・ ト ッ プ 10 が 記さ れ て いる 。 A 面 
は 基本 的 に は ビー ト な の だ が 、 演 奏 が 酔っ ば ぱら っ て いる か ヴォ ー カ 
ル が 酔っ ぱら っ て いる か どちら か で 遂に は Kan Guru と 化す 。 B 面 に 
針 を 移せ ば イン ド 音 楽 一 語り っ ハレ クリ シュ ナ っ フル ー ト ・ ソ ロ と 
続い て 終わ っ て し まい 、 こ れ で は ティ モ シ ー・ リ アリ ー と 殆ど 変わ 
ら な い 。 こう いう 頭 を 抱え て 悩ん で し まう 様 な 面白 い レ コー ド っ て 
サイ ケ の レコ ー ド の 中 に いく ら で も あり そう で 実は な い 。 再 発 も 出 
て いる の で どう ぞ お 見 逃し な く 。 (平野 ) 


THE UNITED STATES OF 
AMERICA 

The United States Of America 
LP/CBS 9619 '68 年 





'60 年 代 中 期 の サイ ケ デ リッ ク ・ ム ー ヴ メン ト の 影響 を 受け て 、 ア 
メリ カ で は 多く の 革新 的 ロッ ク ・ グ ルー プ が 誕生 し た 。 中 で も 、 ユ 
ナイ テッ ド ・ ス テイ ツ ・ オ プ ・ ア メリ カ は 、 1 枚 の アル バム を 発表 
し た だ け に も か か わら ず 、 最 も 高い 評価 を 得 た グル ー プ で ある 。 キ 
ー ボ ー ド 、 ヴ ァ イ オ リン 、 ベ ー ス 、 ド ラム ス 等 、 全 て の 楽器 を 電気 
処理 し た 演奏 は エレ クト ロニ ッ ク ・ ミ ュー ジッ ク 、 ポ ッ プ ス 、 フ ォ 
ー ク 、 ク ラシック 等 の 要素 を 含み 、 サ イケ デリ ッ ク 色 の 濃い 彼ら 独 
自 の も の と な っ て いる 。 当時 と し て は エレ クト ロニ クス を 極め て 巧 
み に 用 いた 、 浮 遊 感 の ある や さ し く 幻想 的 な サウ ンド は どこ か ビー 
トル ズ の 持っ て いた 実験 的 な 部 分 に も 通じ る も の が あり 、 プ ログ レ 
ッ シ ヴ と 呼ぶ に 相応 し い 。 (賀川 ) 








| 義和 WENDY & BONNIE 
に 
5 GeneSis 


L P/Skye-10060 "? 年 





昔 か ら US 物 びいき の ファ ン の 間 で は MELLOW CANDLE よ り 数 倍 
良い (私 も そう 思う ) と 言わ れ 、 ソ フト ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン の 間 で さ 
え 未 だ に ベス ト ・ セ ラー を 続け る フィ メー ル ・ ソ フト ・ サ イケ の 佳 
作 。 ウ エス ト ・ コ ー ス ト の 風 が 吹く 洗 錬 さ れ た シス コ ・ サ ウン ド の 
上 を 品 の ある Wendy と Bonnie の ハー モニ ー が 美しい 響き 渡る 、 女 性 
Vo ファ ン に は た ま ら な い 内 容 。 ギ ター は Larry Carlton(/)、Gary 
McFarland の プロ デュ ー ス も 管弦 を 使っ た り せ ず 、 シ ンプ ル て で 的 を 射 
て いる 。 リ ズム を 強調 し た A①、 風 の よう な A②、 物 憂 げ な オル ガ 
ン も 良い A③ か ら 、 ジ ャ ジー で クー ル な コー ラス の 美しい B⑤ ま で 
どの 曲 も 出来 が 良く 、 魅 力 的 な 内 容 だ 。 尚 、 本 作 は 当時 国内 盤 も 出 
KIDS (平野 ) 








THE WEST COAST POP ART 
EXPERIMENTAL BAND 

Part One 

LP/Rerise 6247 '67 年 





この 長い 名 前 、 ど うに か な り ま せん か ね ? で も 、 音 を よく 表 わ 
し て いま す 。 西 海岸 の 爽やか さ が あ り 、 キ ャ ッ チ ー で は な く 、 正 に 
「 ポ ッ プ ・ ア ー ト 」 と 呼ぶ べき ポッ プ さ も あり 、 な お か つ 実 験 的 な の 
で すず 。 本 ん で は いか な いし 。、 モヤ ーッ と も し て いか が い の で す が 、 サ 
イケ デリ ッ ク と いう の は 、 何 も そう いう も の ば か り で は な い の で 、 
一 般 に 、 本 作 は サイ ケ デ リッ ク の 名 盤 と 言わ れ て いる の は 、 そ の と 
お り だ と 思い ます 。 な お 、 本 作 以 降 は 、 少 し ずつ フツ ー に な っ て 行 
きま す が 、 本 作 の 前 年 に に マイ ナー・ レ ー ベ ル か ら 、 バ ンド 名 と 同 
名 の アル バム (本 作 以 降 と は 異な る 、 ガ レー ジ 寄 り の 音 で 、 こ れ も 
傑作 ) を 由 し て いる の で 、 本 作 は 2 nd と な り 、 続 く Volume 2 及び 3 
本 机 れれ hd 還 41 と かり ええ い 。、 や や こし い / (斉藤 ) 





7 どど 








WESTFAUSTER 
In A King Ss Dream 
L P/Nasco 9008 71 年 





この 「 ナ ツ オ の 恋人 」 レ ー ベ ル は 、 総 じ て 評判 が 良く あり ませ ん 
が 、 そ の スジ で は 一 番 い いと 言わ れ て いる の が 本 作 で す 。 ジ ャ ケッ 
ト の 「 プ ラッ ク ・ マ ジッ ク お ば さん 」 を 見 て し まう と 、「 嘘 も COVEN」 
の よう な 、 黒 魔術 風の音 を 想像 し ます が 、 今 回 、 私 が 書い た も の の 
中 で 、 最 も プロ グレ らし い プ ログ レ (? ) な の で す 。 オ ル ガ ン と フ 
ルー ト を 中 心 と し た 、 メ ロディ アス で 叙情 的 な サウ ンド は 、 ヴ ァ ー 
ティ ゴ の ステ ィ ル ・ ラ イフ を 、 ト ロー ン と し た 音 に し て 、 ヴ ォ ー カ 
ル を も っ と 優し い 声 に 差し 替え た よう な 感じ で す 。 こ の 「 ト ロー ン 
と し た 感じ 」 と 、 ヴ ォ ー カ ル の エコ ー の 深 さ が 、 サ イケ デリ ッ ク と 
言わ れれ ば そう か な と いう くら いで すか ら 、 今 後 は プロ グレ の 人 に 
狙わ れる で し ょ う 。 1 曲目 の 歌い 出し は 5 拍子 で すし 。 (斉藤 ) 


WIISON MCKINLEY 
Spirit of Elijar Voice Of Elijar 


LP/(private press) '? 年 





クイ ッ ク シ ル ヴ ァ ー や グレ イト フル ・ デ ッ ド か ら 影 響 を 受け た バ 
ンド は 数 多い が 、 ウ ィ ル ソン ・ マ ッ キ ン リ ー も その 1 つ 。 ハ ンド メ 
イド の シル クス クリ ー ン で 印刷 され た ジャ ケッ ト が 印象 的 な 1 st で は 
典型 的 な スタ イル の アシ ッ ド ・ サ イケ ・ サ ウン ド を 聴く こと が で き 
る 。 2 nd で は 曲 の 講 成 力 が 大 幅 に 向上 し 、 イ ンプ ロ ヴ ゼー ショ ン 主 
体 の ロン グ ト ラッ ク が 主体 の 内 容 と な っ て いる 。 全 体 に 心地 良い 浮 
遊 感 を と も な っ た 演奏 で あり 、 同 時 期 の デッド 等 の 作品 と 比べ て も 
株 色 は な い 。 ジ ャ ケッ ト な どの クレ ジッ ト を 見 る と 、 同 時 代 の 他 の 
グル ー プ に 多く 見 受け られ た よう に 、 宗 教 釣 な パッ クボ ー ン を 持っ 
OOPS2)9/ お (関口) 





WIND FLOWER 
Wind Fl0ower 
LP/R-2827 ? 年 





な ん と アラ スカ の サイ ケ で す 。 幻想 的 な 美しい ジャ ケッ ト 、 女 性 
Vo に コー ラス 、 ま る で 大 地 の 清流 を 流れ る 一 輪 の アネモネ の 如く か 
れん な フォ ー ク ・ ロ ッ ク で 、 ほ の ぼ の と し た 暖 み の ある サウ ンド に 
魂 の こも っ た ヴォ ー カ ル が 乗り 、 そ れ は 風 媒 花 の よう に 、 風 に 乗っ 
て 旅 を し 、 夢 を 紡い で ゆき ます 。 裏 ジャ ケ の エス キモ ー に アフ ロ ・ 
へ アー は ちょ っ と 敬 き で 、 一度 は びび ぴり ます が 、 内 容 は 大 丈夫 で す 。 
プリ ティ ッシュ ・ フ ォ ー ク が 好き な 人 も 、 き っ と 気に入る で し ょ う 。 

(平野 ) 


WIZARDS FROM KANSAS 
Wizards From Kansas 


L P/Mercury 61309 70 年 
CD/(U.K.)Aftergrow AFT 6 





目新し さ 、 瀬 新 さ 、 眼 前 の も の ば か り に 囚 れ 、 何 だ か 凄い よう な 事 を 演 っ て い 
る も の に 、 日 本 の リス ナー は すぐ 飛び つい て し まう が 、 そ ん な 、 砂 糖 菓 子 を 欲し 
が る 子供 の よう に 甘い 幻想 が 今 の 貧困 な 凄 そ うな 駄目 な 日 本 の アン グラ ・ シ 
ー ン を 形成 し て いる 。 マ グマ 、 ゴ ング 、 ジ ャ ー マ ン ・ ロ ッ ク 7? ? そん な も の エエ 
ネル ギー の 余っ た ティ ー ン ・ エ イジ ャ ー で も ある まい し 、TG、SPK、WHITE 
HOUSE ? (冗談 じゃ な い //) CAROLINER、 ロ ー フ ァ イ ( っ 即 ゴ ミ ) そこ ら の 和 
物 洋 物 、 子 供 の 自慰 みた いな の (最近 の 音楽 ) は や め て ほし い 。 だ か ら と いっ て 
DEEP、SILVER APPLES、ESP 系 等 、 今 更 ど う で も いい 。(FAIRPORT CON- 
VENTION 1 st を 本 当 に 良い と 思っ て る 人 が いた ら 、CHARLATANS、MU、 
TRIPSICHORD、 本 作 、MOTHER TUCKERS ……、etc を 今 すぐ 、 聴 か な けり 
ゃ 、 い け な い ./) 何 の レヴ ュー だ っ て ? 最高 の 音楽 (平野 ) 








YA HO WA 13 
『m GOnna Take You Home 
LP/Higher Key 3309 7? 年 


6 
$ 0 











Au 
ITHETOVERSIT 














イッ チ ヤ ッ テ ル 型 サ イケ の 典型 だ 。 妙 に 神格 化 さ れ て いる が 、 元 
シー ズ の スカ イ ・ サ クソ ン が いる こと 以外 に は 音楽 的 に 見 る べき と 
ころ は な い 。 そう 判 か っ て いる の に 魅 か れる の は な ぜ ? ハッ タリ 
も か まし きれ ば 様 に な か る の だ 。 カ リフ ォ ル ニア に あっ た セッ クス & 
ドラ ッ グ ス の カル トト 宗教 団体 で ある ヤ ホ ワ 13 は 、 知 る 限り 11 枚 の ア 
ル バ ム が ある が 、 オ リ ジ ナ ル は 思い 切り 値 が 張る 。 世 も 末 だ 。 俺 の 
手元 に ある 8 枚 は 全て 安価 な コピ ー 盤 、 内 容 は どれ を と っ て も 大 差 
な い 。 そ れ に し て も 教祖 様 の イン セイ ン な ヴォ ー カ ル は な ん な ん だ 。 
その 教祖 様 が ハン グラ イダ ー で 遊ん で いた ら 電 柱 に 撃 突 し て 死ん だ 
と 松谷 健 に 聞か され た が 、 レ コー ド 同 様 情け な く て た ま ら ん の お 。 
宗教 も 音楽 も 括 い が ある うち は 救 わ れる 。 好き 者 の み 必 聴 ? (星野 ) 





YAMA AND THE KARMA 
USTERS 

Up From The Sewers 

L P/Manhole 番号 な し 70 年 





こう いう アル バム は 、 こ の テ の 音 を 、 私 な ど よ り も 沢山 聴い て 来 
た 人 で な いと 、 正 当 な 評価 は 出来 な いと 思う の で す が 、「 読 者 の 大 半 
を 占め る で あろ う “プロ グレ の 人 ′ に は 、 ど う 聞 こえ る か 」 を 書く 
に は 、^ex- プ ログ レ の 人 "で ある 私 が と いう こと で 。 さ て 、 本 作 は 、 
淡々 と し た も の 、 ブ ルー ス 寄 り の も の 、 ラ グ タ イム 風 の も の と 、 曲 
調 は 様々 で す が 、 全 体 と し て は 、 フ ォ ー ク ・ ロ ッ ク で す 。 た だ し 、 
限り な く 地 味 で す 。 ヨ ゼ フ ・ シ ゲ テ ィ の ヴァ イオ リン の よう に 、 枯 
れ 切 っ で めい ます 。 よ ほど 、 イ ッ た まま 帰っ で 来 な いよ うな 人 で な い 
と ど 。 導 主 いい と ど 思 うに と は な いと 選 い ます 。 し か し ピア クノ が 入っ 
て いる せい か 、 退 届 と いう こと は な く 、 同 じ く レア ・ ア イ テ ム と し 
て 知ら れる 、 イ ギリ ス の OLIVER よ り は 通 か に いい で す 。 (斉藤 ) 
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1. ア メリ カ 実 験 音楽 の 系 讃 

ジョ ン ・ ケ ー ジ の 音楽 は 、 ラ ディ カル な 還元 / 問 い 直 し に 満 
ち て いる 。 様 々 な 慣習 や 約束 事 を (作曲 家 ・ 演 奏者 ・ 聴 衆 か 
ら ) き れい に 取り 払っ て 、 あ ら か じ め 意 図 され 、 子 細 に 計画 さ 
れ 、 設 計 図 か ら 再現 され た 何 物 か と で は な く 、 結 果 の 予想 
で き な い 「 出 来 事 」 と タブ ラ ・ ラ サ に 直面 する 純粋 体験 へ と 
向かう 動き に 。 

その 具体 例 と 言う べき 、 ス テー ジ 上 の ピア ニス ト が 決め ら 
れ た 時 間 に 従 っ て ピア ノ の 攻 を 開け 閉め する だ け の 「 無 音 」 

品 ^4 分 33 秒 や ミク スト ・ メ ディ ア に よる ハプニング (空間 
に 散ら ば っ た 様々 な イベ ント が 、 脈 絡 な く 同時 多発 的 に 仕掛 
けら れる ) に お いて 、 結 果 的 に 見 出さ れ た の が (日 常 生活 の 
時 間 に お ける ) 本 来 的 に 異質 な も の 併 置 / 交 錯 ( 三 不純 性 / 
雑種 性 ) で あっ た こと に 注意 し た い 。~4 分 33 秒 “で 聴衆 が 耳 
に し た の は 、 決 し て 抽象 的 な 「 無 音 」 な ど で は な く 、 開 け 放 た 
れ た 窓 か ら 流 れ 込 む 森 の ざわ めき や 会 場 で ある テン ト を 打 
つ 雨 だ れ 、 そ し て 詰め 掛け た 人 々 が ロ 々 に 漏らす 困惑 や 不 
満 の ざわ めき だ っ た 。 そ れ は きっ と 、 無 響 室 と いう 可能 な 限り 
の 「 無音 」 状 態 に お いて な お 自分 の 神経 系 統 の 発する 高い 
音 と 循環 系 の 発する 低い 音 を 聞い た 体験 より も 、 徹 底 的 な 
還元 / 問 い 直 し の 果て に 、 原 理 や イデ ア で は な く 、 自 然 と 生 
活 (有用 性 ) を 見 出す と いう エマ ソン や ソロ ー 以 来 の アメ リ 
カ 特 有 の 身振り (超絶 主義 ) に 基づく も の で は な い だ ろ うか 。 

チャ ー ル ズ ・ ア イヴ ズ (1874 一 1954) の 繰り 広げ た 様々 な 
実験 も 、 音 楽 的 語法 の 拡張 と いっ た 「 前 衛 」 的 所 業 で は 決し 
て な い だ ろ う 。 創 造 主 と し て 無 か ら 有 を 生み 出し 、 頭 の 中 身 
を 五 線 紙 に 書き 付け る 代わ り に 、 彼 は 流れ ゆく 時 間 や 移り 
変わ る 風景 に 耳 を 傾け 、 事 物 の 配置 を スケ ッ チ し て いっ た 。 
その 中 に 昔 美 歌 や ポピュラー・ ソ ング の 断片 が 潜り 込む の 
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は 、 言 わ ば 必然 だ っ た に 違い な い 。 だ っ て それ は 彼 の 生活 
時 間 の 一 部 な の だ か ら 。 牧 歌 的 な 田園 一 郊外 風景 と 切り 
立っ た アメ リカ ン ・ サ ブラ イム と いう 違い こそ あれ 、 彼 と 親交 
の あっ た カー ル ・ ラ ッ グ ルズ (1876 一 1966) に つい て も 同様 
の こと が 言え る 。 そ れ は 「 聴 取 」 の 側 か ら 音楽 を 組み 立て て 
いく こと で あり 、 発 想 の 出発 点 に 具体 的 な 音 の 観察 / 発 見 を 
置く こと で あっ た (彼ら が 共に 画業 を も の し た の は 、 お そら く 
偶然 で は な い ) 。 

この 観点 に 立つ な ら ば 、 ケ ー ジ 自身 に よる 「 実 験 音楽 」 の 
定義 に も か か わら ず 、 い わ ゆ る NY ス クー ル の 面々 (モー ト 
ン ・ フ ェ ル ド マ ン 、 ア ー ル ・ ブ ラウ ン 、 ク リス チャ ン ・ ウ ォ ル フ に 、 
デ ヴ ウィ ッ ド ・ チ ュー ドア や 小杉 武久 、 刀 根 康 尚 等 を 加え て お こ 
う ) だ け に と ど ま ら ず 、 ケ ー ジ を は る か 先取 り し た よう な 伝説 
的 な 数 々 の 実験 を 行い 、 息 子 チ ャ ー ル ズ に 多大 な 影響 を 
与え た 軍楽 隊 隊 長 ジ ョ ー ジ ・ ア イヴ ズ へ と さか の ぼる 一 方 
で 、 純 正 律 に こだわ り マ ッ ド ・ サ イエ ン テ ィ ス ト の よう に 風 変 わ 
りな 楽器 を 山 と 発明 し た ハリ ー・ パ ー チ や 、 チ ャ ー リ ー・ パ ー 
カー に 共演 を 申し 込ま れ た 「 路 上 の ミニ マリ スト 」 ム ー ン ドッ 
グ 、 ス ペイ ン 市 民 戦 争 参加 に よる 国外 追放 以来 、 メ キシ コ 
で プレ イヤ ー・ ピ アノ 用 ロー ル ・ パ ンチ ャ ー に 向かい 続け た 
コン ロン ・ ナ ンカ ロウ 、 さ ら に は ラ ・ モ ン テ ・ ヤ ング 、 テ リー・ ラ イ 
リー、 ス ティ ー ヴ ・ ラ イヒ 、 フ ィ リ ッ プ ・ グ ラス ら ミ ニ マ リス ト や 、 デ 
ヴィ ッ ド ・ バ ー マ ン 、 ゴ ー ド ン ・ ム ンマ 、 ロ バー ト ・ ア シュ リー、 
^M.E.V.* の メン バー ら エ レク トロ ニク ス 奏 者 へ と 実験 音楽 
の 系 譜 を た どる こと が で きる 。 そ れ は また 、 い ま 見 て きた 通り 
アマ チュ ア や アウ ト サ イ ダー た ちの 系 譜 で も ある 。 


g. ジ ャ ズ ・ ア ヴァ ン ギ ャ ルド の 系 讃 
チャ ー リ ー・ パ ー カ ー や バド ・ パ ウエ ル ら 突出 し た 才能 た 
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ち が ジ ャ ズ に お ける モダ ニズム の 口 火 を 切り 、 ジ ャ ズ を 「 う 
た 」 か ら 離 陸 さ せ 器 楽 的 閉 域 を か た ち づ く る こと に 成功 し た 
(と 同時 に 多く の 痢 教 者 を 生み 出し た ) '40 年 代 の ビバ ッ プ 
革命 に 続く 、60 年 代 の フリ ー・ ジ ャ ズ こ そ は 「 ジ ャ ズ 史 上 最 
初 の アヴァ ン ギ ャ ルド 」( 清 水 俊彦 ) で ある 。 だ が 、 黒 人 の 権 
利 闘争 と シン ボリ ッ ク に 結び 付い た フリ ー・ ジ ャ ズ の 高揚 も 、 
や が て コル トレ ー ン の 死 67 年 ) に よっ て 冷水 を 浴び せ 掛 け 
られ 、 即 興 共 同体 が 崩壊 し (「 ジ ャ ズ が 粉 微塵 に な っ た 後 の 
砂漠 の よう な 状況 」( 北 里 義 之 ) に 、 ポ ツン と 立ち 尽く し て い 
る 自分 自身 を 発見 する こと に な る 。 現 在 我々 の 立っ て いる 
足元 まで 地 続 き の 、 希 薄 な 「 ポ スト ・ フ リー」 の 空間 だ 。 

その 時 、 新 た な 関係 性 の 構築 に 向け 、 い ちはや く 組 織 的 
模索 を 進め た の が アー ト ・ ア ン サ ン ブ ル ・ オ ヴ ・ シ カゴ (レスタ 
ー・ ボ ウイ 、 ロ スコ ー・ ミ ッ チ ェ ル 、 ジ ョ セ フ ・ ジ ャ ー マ ン ほか ) 、 
アン ソニ ー・ プ ラク スト ン 、 リ ー オ ・ ス ミス ら シ カゴ を 拠点 と す 
る AACM (創造 的 ミュ ー ジ シャ ン た ちの 進歩 の た め の 協 会 ) 
の メン バー た ち だ っ た 。 新 た な 構造 の 探求 と 集団 記憶 の 再 
生 を 掲げ た 彼ら に 対し 、 ド ン ・ チ ェ リ ー は 民俗 音楽 を 日 常 生 
活 レ ヴェ ル で 導入 し 、 セ シル ・ テ イラ ー は グル ー プ を 最小 限 
の ユニ ッ ト へ と 縮小 する と と も に 、 民 衆 の 文化 伝統 か ら 声 や 
身振り を プリ コラ ー ジ ュ し 、 ア ル バ ー ト ・ ア イラ ー は ( 途 半 ば に 
し て 倒れ た も の の ) 汎 ヴ ァ イ ブ プレ ーション 的 交感 を 通じ て フォ 
ー ク ロア へ と 傾倒 を 深め 、 ス ティ ー ヴ ・ レ イシ ー は パリ の 異邦 
人 と な っ て 、 あ えて 映画 的 な 場面 設定 を 伴う ソロ ・ イ ンプ ロ ヴ 
ィ ゼ ーション を 試み 、 サ ン ・ ラ は エレ クト ロニ クス や 演劇 性 を さ 
ら に 大 胆 に 採り 入れ 、 独 自 の 神話 世界 を 以前 に も 増し て マ 
ル チ ・ メ ディ ア 的 に 展開 し てい く 。 そ し て 、 オ ーネット ・ コ ー ル マ 
ン は 幾度 か の 沈黙 の 後 「 ハ ー モ ロディ クス 」 を 唱え 、 ジ ャ ジュ 
ー カ ・ ミ ュー ジッ ク と の 共演 を 経て 、 プ ライ ム ・ タ イム を 結成 す 
る 。 こ こ で 注目 を 浴び て いる フォ ー ク ロア 的 な も の は 、 決 し て 
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ジャ ズ に 異国 の 香り を まぶす た め に で は な く 、 越 境 を 少し も 
特権 化す る こと な し に 、 幾 つも の ボー ダー を 不断 に 乗り 越え 
な が ら 、 複 雑 に 入り 組ん だ 国境 地帯 を 旅 し 続け る オー ネッ ト 
に 典型 的 に 見 られ る よう に 、 即 興 の 力 を 鍛え 直し て 、 再 び ジ 
ャ ズ を 見 知ら ぬ 他 人 の 土地 を 横断 し て いく 「 旅 する 音楽 」 と 
する た め に 用 いら れ て いる 。 

無論 、 フ リー・ ジ ャ ズ 以 前 に も 、 制 度 と し て の 「 ジ ャ ズ 」 を 挿 
す ぶ りな が ら 、 声 高 に 破壊 や 逸脱 を 唱え る こと な く 、 自 在 に 
境界 を 出入 り し て いた 者 た ちがい た 。 デ ュー ク ・ エ リン トン 、 セ 
ロニ アス ・ モ ンク 、 ハ ー ビ ー・ ニ コル ス 、 エ リッ ク ・ ド ルフ ィ . . 。 彼 
ら は ジャ ズ の 幹 に 位置 し な が ら 、 な お スタ イル の 交替 に よる 
進歩 史観 に 収まら な い 特 異な 存在 と し て 、 ジ ャ ズ の 現場 に 
今 も 刺激 を 与え 続け て いる 。 


3. 移 動 す る 音楽 / ア メリ カ 音 楽 の 原 像 

「 ヨ ー ロ ッ パ の 文化 伝統 か ら の ラディ カル な 逸脱 と 異 文化 
に 対す る ラディ カル な 取り 込み 」 と いう アメ リカ 文化 の 基本 的 
特質 は 、 実 験 音楽 と ジャ ズ ・ ア ヴァ ン ギ ャ ルド に こそ 、 最 も よく 
あほ ま る そし < 現在 の 己 ロ コー・ ミ ュー ジッ ク を 支え る 世 
代 、 例 えば クロ ノ ス ・ カ ル テ ッ ト に 曲 を 書く 一 方 で 、 ネ イ テ ィ ヴ ・ 
アメ リカ ン の 音楽 に 関す る フィ ー ル ド ・ ワ ー ク を 続け 、 ま た 実 
験 音楽 の 埋もれ た 伝統 を 紹介 する 雑誌 「 サ ウン ディ ング ス 』 
を 編集 発行 し て きた ピー ター・ ガ ー ラ ンド (1951 一 ) は 、 先 の 
ニニ つの 流れ に 全く 同時 に 影響 を 受け た と 表明 し て いる 。 ア メ 
リカ 多 ッ アヴァ ンド ミ ュー ジッ ク と は 、 ミ う PG 半 移動 b、 問 い 
直し を 続け 、 ア ウト サイ ダー/ オ ル タ ナ ティ ヴ / イ ン デ ベ ペン デン 
ト で あり 続け る こと に よっ て 、 結 び か けた アメ リカ 音楽 の イメ 
ー ジ を 、 そ の 都度 解体 ・ 変 形 し て いく 不断 の 運動 で ある 。 そ し 
て 、 そ れこ そ は 「 ア メリ カ 音 楽 の 原 像 」 に ほか な る まい 。 





JOHN CAGE 
String 0uartet 
L P/Polydor MG 1048 '73 年 





ケー ジ を 1 枚 と の 無理 難題 を 逆手 に 取っ て 、 見 逃さ れ が ちな が ら 
愛す べき 本 作 を 挙げ る こと に し よう 。 ス コア が 書か れ た の は 1949-50 
年 と いう か ら 、 彼 が ます ます 東洋 指向 を 強め て いっ た 頃 で 、 不 確定 
性 導入 に 「 易 経 」 を 用 い 始 め る すぐ 前 に 当たる 。 こ こ で ケー ジ は 、 
ご く 限 られ た 音素 材 (第 一 vIn な ら 20 分 以上 に わた る 全曲 を 通じ て 、 
わずか 17 種 類 の 音 だ け ) を 用 いて 、 ひ と つの 構造 か ら 可能 な 限り の 
変形 を 引き 出す た め の 手 法 と し て チャ ー ト を 活用 し て いる と いう 。 
ここ に 聞か れる どこ か 胡弓 に も 似 た 倍音 を 多く 含ん だ 柔らか く か す 
れ た 音 彩 は ケー ジ の 奏法 指定 に よる も の で 、 キ ノコ 的 な 瑞 々 し い 伸 
び や か さ を 見 せな が ら 、 緩 や か に 隙間 を 保っ て 平行 し 、 あ る い は す 
れ 違 う 。 演 奏 は ラサ ー ル Q 。B 面 は ルト スワ フス キ 。 (福島 ) 


HARRY PARTCH 
The Music Of Harry Partch 
LP/CRI CD 7000 '89 年 





カリ フォ ルニア の 砂漠 に 住み 、 オ クタ ー プ を 43 に 分 割 し た 独自 の 
純正 律 を 信奉 し 、 無 垢 な (その 実 ス テレ オタ イプ の ) 未開 原始 へ 
の 憧 慢 と 錯誤 ・ 提 造 だ ら け の エキ ゾ テ ィ ズ ム に 溢れ た 架空 の リ チ ュ 
アル 音楽 を 演奏 し 続け た 弧 高 の アウ ト サ イ ダー た る パー チ の 作品 は 、 
どれ も が 「 も う ひ と つの 世界 」 を 創造 せん と する 建築 的 意志 と ヴィ 
ジョ ン を な みな み と た た えて いる (サウ ンド プ ヴ ィ ジ ュ ア ルン 儀式 
的 強度 の いずれ に お いて も )。 専 ら 廃 物 を 利用 し た 奇怪 な 創作 楽器 群 
(電球 を 用 いた マリ ン バ を は じ め 、 そ の 多く は 調律 打楽器 で ある ) も 、 
『 プ レー ドラ ン ナ ー』 や 『 マ ッ ド マッ クス 」 の 後 で は 奇妙 に 懐か し い 。 
大 作 「Delusion Of The Fury」(Columbia) は じ め LP が 入手 困難 の 現 
在 、 彼 を 聴く に は まず 本 編集 盤 。 (福島 ) 





LA MONTE YOUNG 
The Theatre Of Etermal MMusie 
LP/ レ ー ベ ル 名 な し DH-1001 '94 年 





200 枚 限定 の お そら く は 海賊 盤 (日 本 製 ?) だ が 、 内 容 の 素晴らし 
さゆ え に 紹 介し な いわ け に は いか な い 。 う ね う ね と し た ヴォ イス を 
フィ ー チ ャ ー し た A 面 と 背景 を 成す ドロ ー ン だ け を 取り 出し た B 面 
と いう 仏 Shandar 盤 に 対し 、 本 作 は クチ ャ クチ ャ と し た テリ ー・ ラ イ 
リー 的 サッ クス ・ ソ ロ を 前 面 に 押し 立て た A①、 各 楽器 の 生み 出す 
モノ トー ン が 各所 で 断続 し て 、 ア ン サ ンプ ブル 全 体 が 織り 成す ドロ ー 
ン に ちら つく よう な 揺らぎ を 与え る A② に 加え 、B 面 全部 を 費やし 
で 。 ラモン シテ ッッ ヤ ング (Wo)、 マ リア ジン ザジ ー ラ (vo)、 トト 演 三 * ヨ 
ン ラ ッ ド (vIn) 、 ジ ョ ン ・ ケ イル (vla) ( 両 名 は A 面 に も 参加 し て いる ) 
が 、 正 弦 波 の ドロ ー ン の 揺 ら め き の も と 、 ど こま で も 続く 水平 線 に 
沿っ て 、 ま さ に 永遠 の 調律 を 繰り 広げ る 。 名 盤 。 (福島 ) 


TERRY RILEY 
In 5 


LP/Columbia MS 7178 '64 年 





某 有 名 プロ グレ ・ バ ンド 命名 の ネタ と な っ た 「 ア ・ レ イン ボウ ・ 
イン ・ カ ー ヴ ド ・ エ アー」('68 年 ) と 並ぶ 彼 の 代表 作 。 い わ ゆ る ロッ 
ク ・ ア ン サ ンプ ブル 的 な 乗り は 、 4 人 組 の 中 で この 頃 の 彼 が 一 番 。 ピ 
アノ が ずっ と 維持 し 続け る 基本 パル ス (この 最高 音 の C の ヒス テリ 
ッ ク な 連打 が タイ トル の 由来 ) に 合わ せな が ら 、 指 定 さ れ た 53 の プ 
ロッ ク の それ ぞ れ を 演奏 者 が 各々 任意 の 回 数 ずつ 繰り 返し て 次 へ と 
移っ て いく 本 作 は 、 反 復 に 基づい た スト リー ト ・ ミ ュー ジ シ ャ ン 的 
即興 (前 も っ て 仕込 ん で お いた フレ ー ズ か ら フ レー ズ へ と 移っ て い 
く ) を シス テム 化し た も の と 言え る だ ろう 。 逆 に 言え ば 、 ズ レ の プ 
ロ セ ス 自 体 を シス テマ ティ ッ ク に 見 せよ うと いう 発想 は な い 。 彼 が 
が 自身 を 作曲 も する 即興 演奏 者 と 定義 する 所 以 で ある 。 (福島 ) 








STEVE REICH 
Early Works 


CD/Electra Nonesuch WPCC-4087 
"87 年 








初期 ('60 年 代 ) の 、 河 次 変化 の プロ セス を テー プ ・ ル ー プ の 同期 
ズレ に より 生み 出し て いく 作品 (例え ば カム ・ ア ウト ,」 は 黒人 暴 
動 の 際 に 逮捕 され た 少年 の 発言 の 一 部 を ルー プ 化 ) か ら 、 ラ イヒ は 
バリ の ガム ラン や ガー ナ の ドラ ム 音 楽 の 学習 を 契機 と し て 、 同 じ 手 
法 を 器楽 アン サン ブル に 適用 し 始め る ("ビア ノ ・ フ ェ イ ズ ” “ドラ 
ミン グ " 等 )。 編 成 が 拡大 し て いく に つれ 、 プ ロ セ ス の 産出 原理 が 剣 
き 出 し だ っ た 構成 も 、 次 第 に ポリ フォ ニッ ク な 厚み を 帯び (18 人 の 
演奏 者 の た め の 音 楽 ” 等 )、 現 在 ライ ヒ は 自ら の 出自 に 目覚 め ( ? ) 、 
専ら ユダ ヤ 的 素材 を 頻繁 に 用 いて いる ("テヒ リム ”` デ ザー ト ・ ミ 
ュー ジッ ク ” 等 )。 そこ に 濃密 に 漂う 意味 性 こそ は 、 最 初期 の テー プ 
作品 の 始ま り に 置か れ て いた も の で あっ た 。 (福島 ) 





PHILIP GLASS 
Einstein On The Beach 
L P/Tomato 30131 一 4 79 年 





76 年 に メト ロ ポ リタ ン ・ オ ペラ ハウ ス て 初演 され た 劇作 家 ン 演出 
家 ロ バー ト ・ ウ ィ ル ソン と の 共同 制作 に よる 長大 な オペ ラ 作 品 。'70 
年 代 初頭 の モノ クロ ー ム で 冷や か な 強度 に 満ち た 錯乱 が 、 ヴ ォ イ ス 
を 加え た 「 ノ ー ス ・ ス ター」(77 年 ) か らき ら ぴ びやかな ポッ プ さ を 身 
に まとい 、 こ れ ま で の 集大成 に し て 一 大 転機 と 言う べき 本 作 で 華々 
し く 弾 ける 。 この 成功 で 彼 は 一 躍 ス ター ダム に の し あがり 、 以 降 「 サ 
チャ グラ ッ ハ 」「 コ ヤニ スカ ッ テ ィ 」 と ます ます 平 明 な 大 作 指 向 へ と 
傾い て いく こと に な る 。 か つて の 息 の 長 い 強 共 な 持続 は 、 均 質 で コ 
ヒー レン ト な サウ ンド ・ ブ ロッ ク (アン サン ブル は ほとん ど ひ と つ 
の 「 音 色 」 と な っ て いる ) の 連結 に 置き 換え られ て お り 、 重 点 は プ 
ラ ト ー の 生成 より も 場面 の 転換 に 置か れ て いる 。 (福島 
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THELONIOUS MONK 
Thelonious Al0ne In San 
Franeisc0 


CD/Riverside OJCCD-231-2 
"87 年 (録音 "'59 年 ) 














モン ク を 一 枚 だ け と いう な ら 、 コ ン ボ に よる 名 盤 「 プ リリ アン ト ・ 
コー ナー ズ 」(56 年 ) が 定 版 だ が 、 リ ズム の 不 均衡 奇妙 な 間 ノ 不安 
定 な ズレ を 呼び 込む 不協和音 プ フ レ ー ズ の 対比 が 生む 落差 至る と 
ころ 仕掛 けら れる 切断 と あちこち の 破れ 目 か ら 走 り 出す 逃走 の 線 …… 
と いっ た 彼 の 特質 を 味わう に は 、 む し ろ 和 肉 付 け の な い デ ッ サ ン で あ 
る ソロ ・ ピ アノ が 適し て いる よう に 思う (特に 本 作 )。 現 在 の シー ン 
へ の 影響 の 大 き さ を 見 る に は 、 例 えば ビル ・ フ リゼ ー ル と ジェ リ ・ 
アレ ン の 参加 し た ポー ル ・ モ チア ン 「 モ ンク ・ バ イ ・ モ チア ン 」 や 
清水 一 登 「Yet Somehow…」 あ た りか ら 、 加藤 総 夫 氏 の 著書 (必読 / ) 
を ガイ ド プ ブック に ステ ィ ー ヴ ・ レ イシ ー や ICP オー ケス トラ へ と さか 
の ぼっ て みる の も 方 法 だ ろう 。 (福島 ) 





ORNETTE COLEMAN 
Daneing In Your Head 


LP/A&M Horizon SP-710 '77 年 
CD/A&M CD 0087 


プラ イム ・ タ イム 編成 に よる 第 一 作 。 沸 騰 す る 鍋 の 中 で 激しく 沸 
き 立 ち 舞踊 る 鯉 節 の よう な リズ ム ・ ワ ー ク を キャ ン ヴ ァ ス に 見 立て 
て 、 オ ーネット は 自由 閥 達 に ドロ ー イ ング を 施し て いく 。 キ ャ プ テ 
ン ・ ビ ー フ ハー ト が 「 彼 は 素晴らし い 絵 描き だ 」 と 言っ て いた の を 
思い 出す 。 こ の 地点 か ら 振 り 返 れ ば 、 確 か に 「 ロ ン リ ー・ ウ ー マ ン 」 
も ハー モロ ディ ッ ク だ っ た し 、「 ユ ニ ゾ ン 」( こ の 語 の 持つ 意味 合い 
は 、 オ ーネット に よっ て 著しく 拡張 され て お り 、 全 員 が ひと つの 平 
面 を 織り 成 し て いく よう な 、 一 種 の 共通 感覚 状態 を 指し 示し て い 
る よう に 思わ れる ) は 、「 フ リー・ ジ ャ ズ 」 で 効果 的 に 用 いら れ て い 
る 。 併 収 さ れ た ジャ ジュ ー カ と の 共演 は 解読 の ヒン ト 。 ジ ャ ズ の 領 
域 を 越え た 広がり を 見 せる 真 に 決定 的 な 一 枚 。 (福島 ) 





SUN RA AND THE YEAR 2000 
MYTH SCIENCE ARKESTRA 
Live At The Hackney Empire 
CD/Leo LR 214/215 '94 年 





多 楽 器 主義 、 ヴ ォ イ ス と エレ クト ロニ クス の 導入 、 演 劇 性 や 造形 
性 を 導入 し た ステ ー ジ ング 、 独 自 の 神話 的 世界 の 構築 、 そ し て 自主 
レー ベル を 拠点 と し て の レコ ー ド ・ リ リー ス や 出版 等 の マル チ ・ メ 
ディ ア 的 展開 …… サン ・ ラ の 重要 性 は 、 黒 人 の オー ラル な 文化 を 全 
面 展開 し た うえ に 、 ク リス ・ カ トラ ー も 著書 で 述べ て いる よう に 、 
イン デ ペ ン デ ント か つ オ ル タ ナ ティ ヴ な 活動 の モデ ル を 鮮やか に 示 
し た こと に ある 。 本 作 は サン ・ ラ の 一 夜 の コン サー ト を 丸ごと 収録 
し た ライ ヴ 盤 。E SP 時 代 の 誇大 妄想 狂 的 な 神秘 性 、 そ の 後に 示し 
て いっ た 部 族 的 な 共同 性 、 SF 的 な 未来 志向 や キッ チュ な ノ ス タ ル ジ 
ア が 、 切 れ 目 な く 緩 や か に 織り 成 さ れ 、 巡 る よう に 移り 変わ り 、 眼 
の 前 を 練り 歩い て 遠ざかる 。 全 体 像 を 概観 で きる 1 枚 。 (福島 ) 


CE6IL TAYLOR 
AkiSakila 
LP/Trio PA-3004ー5 73 年 





本 文 に 述べ た 彼 の 転 様 は 、 フ リー・ ジ ャ ズ ・ ム ー ヴ メン ト の さ な 
か 、 目 まぐ る し い コ ー ド ・ チ ェ ン ジ や リズ ミッ ク な も の の 強調 に よ 
り 、 級 密 な オー ケス トラ 的 構築 を 成し遂げ た 傑作 「 ユ ニッ ト ・ ス ト 
ラク チャ ー」「 コ ン キ スタ ドー ル 」( 共 に '66 年 ) か ら 、 小 人 数 の ユニ 
ッ ト に より 渦 を 巻く よう な 有機 的 運動 性 を 探求 する 「A の 第 二 幕 」 
('69 年 ) や 本 作 ( 初 来 日 時 の ライ ヴ 盤 ) へ と 移る 間 に あ る 。 こ の 転機 
(その 頃 、 彼 は ちょ うと 大 学 で 教鞭 を 取っ て いた ) の 後 、 ソ ロ ・ ピ ア 
ノ の 発表 、 オー ケス トラ の 編成 、 詩 集 や 評論 集 の 刊行 な ど 、 彼 の 世 
界 の 全面 展開 が 始ま る 。 や は り 本 文 に 述べ た プリ コラ ー ジ ュ 「 バ パレ 
エ ・ イ ンプ ロ ヴ ィ ゼ ーション 」 を 初め て 公開 し た の も 、 こ の 来 日 時 
で あっ た (残念 な が ら こ こ に は 収録 され て いな い )。 (福島 ) 








ALBERT AYLER 
Spirits Rejoice 
CD/ZYX-Music ESP 1020-2 '65 年 


ALBEFTT AVLER 
Spirts Rejolce 





「 ベ ルズ 」、「 イ ン ・ グ リ ニ ッ チ ・ ヴ ィ レ ッ ジ 」 と 並ぶ 代表 作 。 彼 の 
放 由 す る ヴァ イプ レー ショ ン が 、 メ ン バ ー の 共振 交感 に よる 乱 反 
射 と 増幅 を 通じ て 、 グ ルー プ ・ サ ウン ド の 大 き な う ね り を 生み 出し 
て いく 。「 ス ピリ チュ アル ・ ユ ニテ ィ 」 の 衝撃 か ら か 、 破 壊 性 ば か り 
が 取り 沙汰 され る アイ ラー だ が 、 本 作 標 題 曲 の テー マ を は じ め 、 随 
所 に 見 られ る フォ ー ク ロア か ら の 引用 変形 / コ ラー ジュ は 、 フ リ 
ー・ ジ ャ ズ ・ フ ァ ン が 見 切り を つけ た 晩年 に も 引き 続き 進め られ て 
お り 、 彼 の 音楽 活動 を 買 く 射 程 の 長い 作業 と な っ て いる 。「 フ レン チ ・ 
ロッ ク 集 成 」 に 述べ た 通り 、 この 方 向 性 を ラディ カル に 引き 継い で 
いる の は 、 む し ろ ル イ ・ ス クラ ヴィ ス や ミッ シェ ル ・ ド ネタ ダ 等 、 仏 
の フリ ー・ ジ ャ ズ ・ ミ ュー ジ シ ャ ン の よう に 思う 。 (福島 ) 





ANTHONY BRAXTON 
Creative Orchestra (KOIn) 1978 


CD/Hat Hut hatART CD 2-6171 
'95 年 





'60 年 代 来 か ら 現在 まで 、 オ ー ケ スト ラ を 率い て の 活動 や コン ピュ 
ー タ ー と の 共 漂 、 独 特 の 図形 楽譜 に よる 作曲 、 完 全 即 興 集 団 バカ ン 
パニ ー” へ の 参加 、 ジ ャ ズ ・ ス タン ダー ド の 再 評価 等 、 幅 広く 活動 
を 進め て いる マル チ ・ リ ー ド 奏者 。 ア ルト ・ サ ックス を サウ ンド 
ノイ ズ ・ メ ー カ ー と し て 限界 まで 酷使 し た 無 伴奏 ソロ 「 フ ォ ー・ ア 
ルト 」 を は じ め 数 多い 重要 作 の 中 か ら 、 こ こ で は ロア ー・ イ ー ス ト 
サイ ド ・ シ ー ン と の 関連 を 踏ま えて 本 作 を 挙げ よう 。 傑 作 「Creative 
Orchestra Music 1976」 の 続編 で あり 、N. ロー ゼン バー グ 、G. ルイ 








ス ら 、 こ こ に は と て も 書き きれ な い 超 豪華 メン バー に よる ノイ ジー 
に 入り 組ん だ 演奏 を 聴く こと が で きる 。 その ほか 近作 で は 、 充 実 作 
「Charlie Parker Project 1993」 も 必聴 。 (福島 ) 





ャ た ニア 





「NO NBW YOFK」 か ら ニ ッ テ ィ ソ ツ グフ ァ ク トリ ー ヘ へ 


凛 @ 坂 本 理 


ニッ ティ ング ・ フ ァ ク トリ ー は マイ ケル ・ ド ルフ と いう ひと り の 
青年 の 手 に よっ て 1987 年 2 月 に オー プン し た 。 伝 え 聞 く 所 に 
よれ ば 、 そ れ は 小さ な 薄 汚れ た クラ ブ だ と いう 。 こ こ に ニュ ー 
ヨー ク の 意欲 ある 前 衛 ミ ュー ジ シ ャ ン が こぞって 出演 し 実験 
を 繰り 広げ 、 た り ま ち そ れ は 巨大 な シー ン と し て 浮上 する こと 
(だ 765 つ だ 

し か し 、 こ の 音楽 シー ン は 、 ニ ッ テ ィ ング ・ フ ァ ク トリ ー に 始ま 
っ た 訳 で は な い 。 ニ ッ テ ィ ング ・ フ ァ ク トリ ー は シー ン の 理解 
者 、 支 援 者 と し て 、 絶 好 の 受け 息 に な っ た に 過ぎ な い 。 

この アヴァ ン ギ ャ ルド ・ ミ ュー ジッ ク ・ シ ー ン が いつ 、 ど こ か 
ら 生 まれ た の か 。 そ れ は この シー ン が どの よう に 成立 し て い 
る の か を 知る 重要 な 鍵 と な る 。 そ し て 、 私 な ら ば こう 答え る 。 そ 
れ は まず ジョ ン ・ ケ ー ジ に よっ て 予め 用 意 さ れ 、1978 年 、 ジ ャ 
ズ と パン ク と 現代 音楽 か ら 生 まれ た 、 と 

この シー ン の 形成 に 触媒 の 役割 を 果たし た 重要 な 3 人 の 
外国 人 が いる 。 デ イヴ ィ ッ ド ・ ア レン 、 フ レッ ド ・ フ リス 、 そ れ に ブ 
ライ アン ・ イ ー ノ の 3 人 だ 。 彼 ら が 接触 し な く て も この シー ン は 
生ま れ た だ ろう 。 し か し 彼ら は 間違い な くそ れ を 促し た 。 

1978 年 No New York」。 ブ ライ アン ・ イ ー ノ が 編集 し た 
ニュ ー ヨ ー ク ・ ア ヴァ ン ギ ャ ルド ・ ロ ッ ク の 歴史 的 ドキ ュ メ ント 。 
選 選 がら 多 王 gz の N 生 本 ド o り ンジ イ 全 EE 
エ ら の 無垢 で 凄絶 な 産声 。 

1978 年 、NEW YORK GONG 結 成 。 イ ギリ ス で SOFT MA- 
CHINE を 生み 、 フ ラン ス で GONG を 生ん だ デイ ウ ヴィ ッ ド ・ ア レ 
ン は 、 ア メリ カ で NEW YORK GONG、 即 ち MATERIAL を 生 
み 、 ビ ル ・ ラ ズ ウ ェ ル を 世に 送り 出し た 。NEW YORK GONG 
は 、 ま た 、 同 時 に 、 マ ー ク ・ ク レイ マー の スタ ー ト ・ ラ イン で も あ 
り 、 そ こ か ら エ リオ ッ ト ・ シ ャ ー プ 、 ジ ョ ン ・ ゾ ー ン ら が 登場 す 
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る 。 そ し て 、 時 を 経て シミ ー・ デ ィ ス ク へ 。 そ う 、 す べ て は NEW 
YORK GONG の 波紋 な の だ 。 

1978 年 、 フ レッ ド ・ フ リス 、 渡 米 。 ソ ノロ ・ イ ンプ ロ ヴ ィ ゼ ー シ ョ 
ン 、MASSACRE、SKELTON CREW と 精力 的 に 音楽 活動 
を 繰り 広げ 、 送 に は NAKED CITY に 至る 。 

更に 付け 加え れ ば 、 同 じ 頃 スタ ー ト し た Lovely Music に 
集結 し た LOVE OF LIFE ORCHESTRA や その 周辺 の 面々 。 
ピー ター・ ゴ ー ド ン 、 デ ヴィ ッ ド ・ ヴ ァ ン ・ テ ィ ー ゲ ム 、 ジ ョ ー ジ ・ 
ルイ ス 、 ジ ル ・ ク ロー セン 、 ロ バー ト ・ ア シュ リー、 等 々 。 彼 ら の 
ヴィ ジョ ン を その まま と て つも な い 規 模 に 拡大 し た の が 現在 
の この シー ン だ 。 

ニッ ティ ング ・ フ ァ ク トリ ー は 1991 年 より レー ベル と し て も ミ 
ュー ジ シ ャ ン を 支援 し て いる 。 こ れ ま で 知ら れ て も いな か っ た 
ミュ ー ジ シャ ン が ここ か ら 大 勢 脚光 を 浴び る こと に な っ た 。 大 
半 は 日 本 盤 が 流通 し て お り 、 手 掛り と し て 手ごろ だ ろう 。 そ れ 
が わざ わざ ニッ ティ ング ・ フ ァ ク トリ ー を 名 指し する 理由 だ 。 
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時 _Clntlles AN 7067 7 年 

_ | ブライアン.・ イ ー ノ が 編集 し た ニュ ー ヨ ー ク ・ 
」 アヴァ ン ギ ャ ルド ・ ロ ッ ク の 記 訪 碑 的 アル バム 。 
上 記 の 4 バン ド の コン ピ レ ー シ ョ ン 。 明 ら か に パ [ 


ク の リス ズム を 打ち 出し た コア な リズ ム 、 ヴ ォ ー 

ルル は 「 メ ロディ を 歌う . と いう こと と と は か け 兄 れ 
た 「 剛 び 」 こ と な っ て いる 。 そ し て 、 サ ックス 等 が 使 
用 され て いる こと か ら も 分 か る よう 特に フリ 
ジャ スズ か ら の 影響 が 顕著 で も ある 。 また ギタ 


VA 
Le 肝 The Kmitimg Factory Val 
香蘭 ツ ャ バン TKDB 0BB7 3 年 


_B0 年 代 の 終わ り 以 降 の ニュ ー ヨ ー ク ・ シ ー ン を 
代表 する 場 と し て の ニッ ティ ング ・ フ ァ ク トリ ー 
に は レー ベル と し て の 側面 が あり 、 単 発作 を 見 て 

も 己 . ベ ネッ ト 、A. デ ニオ その 他 重 要 作 は 多い の だ 
が 、 その 場 と し て の 人 性格 を 現し て いる の が オム ニ 
パス ・ ir これ が また や た ら と ある 


スト を し ほっ た ツア - 











7 らら づ 


JOHN ZORN ま 





JCOFHIN ORIN 


文 @ 福 鳥 恵一 


略歴 

1953 年 9 月 2 日 NY に 生ま れる 。 映 画 少 年 で 、 音 楽に 区 か れ た の 
も 映画 『 オ ペラ 座 の 怪人 』 の オル ガン 演奏 シー ン か ら だ っ た (現代 
音楽 に 目覚 め た の も M・ カ ー ゲ ル の オル ガン 曲 『 付 加 さ れ た 即 
興 」 が きっ か け ) 。 国 連 学 校 で 作曲 を 学び 、 セ ント ルイ ス の ウェ ブス 
ター 大 学 で 作曲 ・ 映 画 ・ 哲 学 を 専攻 する 。BAG の 本 拠 地 で あり 、 
シカ ゴ (AACM) に も 近い この 都市 は 、 彼 を '70 年 代 初 頭 の 熱き ジ 
ャ ズ に 引き 合わ せる (大学 に は オリ ヴァ ー・ レ イク (as) 、 ル ー サ ー・ 
トー マス (as) 、 ジ ョ ー・ ボ ウイ (tb) ら が いた ) 。 ア ン ソ ニー・ プ ブラ クス 
トン 「 フ ォ ー・ ア ルト 」 に より 、 習 い 始め た サッ クス を サウ ンド / ノ イズ ・ 
メー カー と し て 再発 見 する 。 ま た ワー ナー の アニ メ (『 バ パッ クス ・ パ ニ 
ー」 等 ) 音楽 の 作曲 家 カ ー ル ・ ス ター リン グ を 研究 。 幾 つも の 圧縮 
され た サウ ンド ・ ブ ロック の 連結 に より 、 絶 え 間 無 い サ ウン ド の 加速 
と 飛躍 を 組織 し て いく 仕方 は 、 以 後 の 彼 の 作曲 に 大 き な 影 響 を 与 
えて いる 。 大 学 を 1 年 半 で ドロ ッ プ アウ ト し 、 音 を 伴わ ぬ 見 る た め の 
「 音 楽 」( カ フカ 『 音楽 大 』 を 思い 起こ させ る ) を 上 演 す る 劇団 「 シ ア 
ター・ オ ヴ ・ ミ ュー ジ カ ル ・ オ プティ クス 」 を 創設 。75 年 NY に 戻り 、 ア 
パー ト の 自室 で ソロ ・ ラ イヴ を 始め 、 ユ ー ジ ン ・ チ ャ ド バ ー ン (g) 、 
ポリ ー・ ・ プ ラッ ド フ ィ ー ル ド (vn) と 共に 即興 
トリ オ ^ 三 百 引 漢 を 結成 。 ト リオ ご と フラ ン 
ク ・ ロ ウ (ts)「 ロ ウ & ビ ホー ルド 」 の 録音 に 参 
加 ( 初 録音 )。 以 後 現在 に 至る まで 、「 ゲ ー 
ム ・ ピ ー ス 」、 フ ァイル ・ カ ー ド に よる 作 編 曲 、 
「 ロ クス ・ ソ ルス 」、 「 濃 縮 音 楽 」 等 に 貞 細 還 5 
貫 し て 音 の 現場 と 直接 切り 結び な が ら 構 造 
の 探求 を 続け て いる 。 ま た NY ア ンダ ー グ ラ 
ウン ド の 父 と も 言う べき フィ ルム 作家 ジャ ッ 
ク ・ ス ミス や 「 オ ント ロジ カル ニニ ヒス テリ ッ ク ・ 
シア ター」 を 主宰 する 劇作 家 リ チャ ー ド ・ フ 
ォ ア マン を は じ め 、 音 楽 以外 に も 幅広 い 人 
脈 を 持ち 、LP だ け で 1 万 3 千 枚 以上 と いう 
ディ スク ・ コ レク ター で も ある 。 


その 音楽 

昨年 9 月 、JZ の 40 歳 の 誕生 日 を 記念 し た 
ライ ヴ ・ シ リー ズ が 、 ニ ッ テ ィ ング ・ フ ァ ク トリ 
ー に お いて 1 ヵ月 に わた り 催 され た 。 最 初期 
の 室内 楽 か ら 現在 彼 の 熱中 し て いる ラディ カル ・ ジ ュー イッ シュ ・ 
カル チャ ー の 紹介 に 至る まで 、 鈴 木 清順 、 神 代 辰 巳 ら の 作品 上 映 
や ジャ ッ ク ・ ス ミス に 捧げ られ た 「 シ アタ ー・ オ ヴ ・ ミ ュー ジ カ ル ・ オ プ 
ティ クス 」 の 久々 の 新作 の 上 演 を 含め 、JZ の 全貌 を 明らか に し よ 
うと いう 極め て 野心 的 な も の だ 。 

本 稿 も また 同じ 野心 の も と に 依 賊 を 試み る こと と する 。 

ソロ ・ イ ンプ ロ ヴ ィ ゼ ーション と は 、 自 己 の 外 に 参照 すべ き 照 応 
物 の な い 演 奏で あり 、 そ れ ゆ え に 構 造 が 求め られ る 。JZ が プラ クス 
トン ら シ カゴ 派 に 注目 し た の も 、 そ こ で は ソロ の 探求 が 構造 の 探求 
と し て 推し 進め られ て いた か ら に ほか な ら な い 。 そ の 過程 に お いて 
楽器 の 解体 も また 進行 する 。「 ソ ロ 演 奏 そ の も の に 構造 が ある こと 
を 発見 する こと で 、 特 定 の 音楽 形式 に 束縛 され ず 、 そ の 外 に 立つ 
こと が で きる よう に な る 」( 北 里 義之 )「 一 個 の 楽器 」 と いう コン テク 
スト は 解体 され 、 シ カゴ 派 に お いて 、 そ の 結果 は 多 楽 器 主 義 へ の 
移行 と し て 現れ (楽器 は 多く の 選択 肢 の 中 か ら 、 そ の つど 臨時 に 
選ば れ た も の と な る ) 、JZ の 場合 、 サ ウン ド の 加速 と 圧縮 を 進め て 
いく 過程 で 、 ア ルト ・ サ ックス と いう メタ ・ レ ベル か ら 個 々 の 特徴 的 
な 音色 / ノ イズ が 析出 し 、 幾 つも の ゲー ム ・ コ ー ル (鳥獣 を お びき 


7 ラズ 





寄せ る た め に ハン ター が 用 いる 呼び 笛 ) の 集積 に 代 置 され る こと 
1 

そこ は 何で も 選択 可能 な パラ ダイ ス に 見 えて 、 実 は 一 種 の 砂漠 
で ある 。JZ は 剣 き 出し と な っ た 個々 の オプ ジェ クト を 、 ス イン グ す る 
時 間 ( 条 理 に 仕切 られ た 時 間 ) で は な く 、 ど こま で も 等 質 で 平滑 な 
時 間 の 上 に ( 彼 は それ を 「 時 間 の 外 」 と 呼ん で いる ) 拾い 集め る 。 

複数 の 即 尋 演 奏者 を 一 連 の ルー ル ( そ れ を 設定 する こと 自体 
が < 配置 構成? と 見 な され る ) の 下 に 置 こ うと する ゲー ム ・ ピ ー ス 
は 、 集 団 即 興 に 構造 を 与え る 試み で ある と 同時 に 、 即 興 共同 体 の 
崩壊 に よっ て 個々 人 の パー ソナ ル な 言語 探究 が 析出 し て きた 状 
況 に 対応 し 、 対 話 の スペ ー ス を と りあ え ず 確保 する こと に より 演奏 
者 を どう 出会わ せる か の 探求 で も ある 。 こ こ で 注目 すべ き は 、 そ れ 
が 新た な 共通 語 三 標準 語 の 確立 に よっ て で は な く 、 常 に 外部 か ら 
異な る 語法 を 取り 込み 、 ク レオ ー ル 化 を 続け て いく よう な 仕掛 け と 
し て 設計 され て いる こと だ 。 

や が て JZ は 、 ビ ル ・ フ リゼ ー ル の よう な あら ゆる 音楽 に 通じ た 共 
同 作 業者 を 得 て 、 ワ イル 、 モ ンク に 捧げ た コン ピ レ ー シ ョ ン 参 加 時 
の スタ ジオ 経験 を 契機 と し 、 フ ァイル カー ド を 用 いた 作 編 曲 に 没頭 
iCUNC が 二 選 で は グー バム: 三江 の 代わ お 
り に 音楽 ジャ ン ル が と っ か え ひ っ か え 吹 き 鳴 
ら さ れる こと に な る 。 

砂漠 に 散ら ば る 個々 の ジャ ン ル を つなぎ 
合わ せる た め に 、 音 楽 外 の コン テク スト = テ 多 
様 な も の の 混在 を 許す トポス (ラジオ 、 サ ウ 
ンド トラ ッ ク 、 資 料 集積 . . . . ) が 用 意 さ れる 。 
JZ は 引用 や コラ ー ジ ュ 、 パ ロディ や パス ティ ッ 
シュ が 少し も 特権 化 さ れる こと な く 、 む し ろ 
前 提 で ある よう な 場所 で 仕事 に か か る の だ 。 

ここ で 一 貫 し て イメ ー ジ され て いる の は 、 
様々 な 人 種 ・ 文 化 の 流入 に よっ て 、 自 ら 豊 
か に な っ て いく 都市 の 姿 で ある 。 そ れ は 最も 
能 産 的 な 頃 の NY 地 下 シ ー ン か ら 抽 出さ れ 
た も の で ある と 同時 に 、 彼 の 原 風景 で も あ 
る だ ろう 。 そ れ は メタ ・ レ ベル に 仮 構 され た 
理念 的 モデ ル と いう 点 で は 、 シ カゴ 派 の 掲 
が だり グレ ラー ド * ア ラウ ク ュ ミュ ニー ジッ クリ と 変 
わり な い が 、 後 に 高度 資本 主義 特有 の 気 
狂い じみ た 消費 の 加速 と 抵抗 な く 結 び つ いて いく 契機 と な る だ ろ 

5(『 「 濃 縮 音楽 」 の 作品 群 を 参照 せよ ) 。 

し か し 、 そ の 時 で も JZ は 身体 の コン テク スト を 手放さ な い 。 彼 は 
闘争 の た め の エ ナジ ー を 作曲 者 / 演 奏者 / 指 揮 者 / プ ロ デ ュ ー サ 
ー と し て 、 常 に 音 の 現場 / テ クス ト / 戦 場 に 自ら 臨み 、 身 体 を 交錯 
する 諸 力 へ と 直接 さら すこ と か ら 波 み 上 げ る 。 ノ イズ も 暴力 も 、 ま 
た 常に ポッ プ で ある こと も 、 身 体 に 直接 働き か け 即座 に 作用 を 及 
ぼ す 直接 性 / 即 時 性 に よっ て 選び 取ら れ た 戦略 で あり 、 身 に 帯び 
る に 至っ た 属性 な の だ 。 

「 エ レジ ー」「 ク リス タル ナハ ト 」 は 新た な 段階 (今や 歴史 = 物語 
と いう コン テク スト へ と 差し 戻す こと が 不可 能 な 「 歴 史 」 が 取り 扱わ 
れる ) を 告げ る 。 異 な る プロ ッ ク の 連結 に よる 構成 で は な く 、 ひ と つ 
の 大 き な 連 続 性 の な か で 、 基 細 な 傷口 か ら 本 来 そ の 連続 体 を 構 
成 し て いる 多 声 性 が 一 挙 に 噴出 する 瞬間 を 組織 すべ く 、 注 意 深く 
耳 が 澄 ま さ れる 。 フ ァイル カー ド に 代わ っ て 、 よ り 細 密 な マト リク ス が 
準備 され 、 テ クス ト は ポリ リン ガル な 速度 を 紡ぎ な が ら サ ウン ド へ 
と 流れ 込む 代わ り に 、 音 楽 の 傍ら に 刻ま れ 、 い つま で も 鉛 の よう に 
重く 胃 に の し か か る 。 
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ジョ ン ・ ゾ ー ン 19 一 20 歳 時 の 作品 録音 群 。 ほ と ん と 錯乱 的 な ま 
で に ノイ ジー な 喧 喋 に 満ち た 即興 的 パフ ォ ー マ ンス か ら 、 陶 酔 的 な 
ミュ ー ジ ッ ク ・ コ レク レー ト に 至る まで 、 サ ウン ド の 部 分 部 分 に は 、 
彼 自 身 の 言う 通り カー ゲル 、 ヴ ァ レ ー ズ 、 ケ ー ジ 等 々 の 影響 が うか 
が える が 、 事 後 の テ ー プ 編集 を 嫌い 、 熱 狂 的 集中 か ら 瞬 時 に 身 を ひ 
る が え し て 、 次 の 集中 へ と リア ル タ イ ム で ジャ ンプ を 繰り 返し て い 
作品 演奏 の 在り 方 (スピ ー ド と 圧縮 ) は 、 既 に その 後 の 方 法論 
その も の で ある 。 特 に 彼 自身 「 今 まで で 最も クレ ー ジ ー な 曲 」 と 認 
め る 冒頭 曲 に 聴か れる 、 ラ ジオ や TV か ら 流 れ 出す 音声 と 器楽 即興 、 
ヴォ イス ・ パ フォ ー マ ン ス へ の 「 多 極 に 分 散 し た 集中 」( さ ら に 2 回 
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後期 DNA の 衝撃 は ジョ ン ・ ゾ ー ン に 、 ロ ッ ク ・ ソ ング の 語 相 を 直 
接 性 ・ 濃 密 な 焦点 ・ 電 気 増幅 等 の 諸 要素 に 構造 化し 、 こ れ ら の 周り 
に トリ オ に よる 1 一 3 分 の 即興 を 結晶 化 さ せる 「 ロ クス ・ ソ ルス 」 
を 試み させ る 。 素 早い 変化 の た め に 用 意 さ れ た 一 連 の ハン ド ・ キ ュ 
ー は 、 や が て テレ パシ ッ ク な 交感 に 席 を 譲り 、 即 興 は フリ ー・ ジ ャ 
ズ 特 有 の 邊 回 を 逃れ て 、 自 ら を 濃縮 する た め の 焦点 を 手 に 入れ る 。 
極端 に 圧縮 され た 変化 は 、 早 送り され ノイ ジー に 輝く 乱 流 と 化し て 、 
は る か 後 の ネ イキ ッ ド ・ シ ティ 「 ト ー チ ャ ー・ ガ ー デ ン 」 を 予感 さ 
せる 。CD の み の 追 加 ト ラ ッ ク あ り 。 (福島 ) 








分 の パフ ォ ー マ ンス が LR に 重ね られ る ) が 興味 深い 。 (福島 ) 
ーー | JOHNZORN JOHN Z0RN 
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機動 力 に 富む ゲー ム ・ コ ー ル の 採用 は 結果 と し て より 性 急 な 切断 
を 招き 寄せ 、 サ ウン ド ・ ブ ロッ ク の 細分 化 を 促す 。 ア ルト に お いて 
も 螺旋 状 の ディ スク ー ル は 排 され 、 短 く 太 い 直 線 の 折れ 曲がっ た 不 
連続 な 連なり が 取っ て 替わり 、 殆 ど ス プラ ステ ィ ッ ク な 加速 は 、 や 
が て サウ ンド の 量子 化 へ と 至る (これ こそ は 演奏 環境 の 砂漠 化 に ほ 
か な ら な い )。 演奏 に 与え られ た スペ ー ス は ほん の 僅か に 過ぎ ず 、 一 
肢 眼 前 に 開け た 展望 か ら 道 は 急 角度 に 遠ざかる 。 こ こ で の ジョ ン ・ 
ゾー ン の 演奏 は 一 種 の 臨界 に 達し 、 触 角 を 揺 ら め か せる 昆虫 プ カ フ 
カカ 的 な も の と な っ て いる 。 (福島 ) 





演奏 者 の 出合 い を 組織 する だ け で な く 、 メ モリ ー 機 能 や ゲリラ ・ 
シス テム を 装備 し て 、 い っ そう 戦略 性 を 増し た ゲー ム ・ ピ ー ス の 代 
表 作 。 ニ ュー ヨー ク 、 サ ン フ ラン シス コ 、 東 京 で の 月 例 ラ イヴ を は 
じ め 、 も は や パプ リッ ク ・ ド メイ ン と な っ た 感 が ある 。 演 奏者 が ほ 
ぼ 同 じ に も か か わら ず 、985 年 5 月 メー ルス で の ノイ ジー に 引き 裂 か 
れ た 演奏 と は うっ て 変わ っ て 、 録 音 ('85 年 10 月 と '86 年 5 月 ) は シ ニ 
カル な ユー モア と メロ ディ アス みな 牧歌 性 さえ 漂わ す 。「 ラ ジオ ・ シ テ 
ィ 」 の 日 々 が 、 ゲ ー ム ・ ピ ビー ス の 新た な 扉 を 開け た こと が わか る 。 
CD の み の 追 加 ト ラ ッ ク あ り 。 (福島 ) 








JIMM/UMI ii JOUHN Z0RN 
Snillane 
CD/Nonesuch 70172-2 '87 年 








本 作 は ジョ ン ・ ゾ ー ン の 所 詩 ニ ュー・ ミ ュー ジッ ク 傾 向 の 作品 を 
集め た アル バム で 、 そ れ ぞ れ か な り 表 情 の 違う 3 種類 の 音楽 を 収録 
し て いる 。 映 画 音楽 に 淫 し た ジャ ズ ・ セ ッ シ ョ ン 風 の 表題 曲 、 ア ル 
パー ド ト ュ ヨリ ンズ を ヲ ラ ィ ー チ ャ ー し た ブル ー ス 風 セ ッ シ ョ シン 、 ク グロ 
ノ ス ・ カ ル テ ッ ト の 弦楽 四重奏 に 太田 裕美 が ナレ ーション を と る ` 狂 
っ た 果実 。 分 子 レ ベル まで 解体 され た クリ シェ と 、 耳 馴れ な い 再 構 
築 。 こ れ は リス ナー に 不可 解 さ を 強要 する 。 だ か ら こ そ 、 こ れ が 一 
番 判り 易い ジョ ン ・ ゾ ー ン の 音楽 だ 。 体 験 すべ し 。 (坂本 ) 





JOHN Z0RN/GEORGE LEWIS/ 
BILL FRISELL 
News For Lulu 


CD/Hat Hut 6005 '88 年 
/ 日 本 クラ ウン BRJ-4101 








俊敏 で ひら めき に 溢れ た ジョ ン ・ ゾ ー ン と 象 が 水浴 びす る よう に 
吹き 散ら か す ジ ョ ー ジ ・ ル イス は 、 息 の 合っ た ペア ・ ス ケー ター み 
た い に 、 互 い の 役 割 を 自在 に 取り 替え な が ら 、 鮮 や か な 速度 に 乗せ 
て 空間 を 切り 裂 い て いく 。 二 人 が 鋭い ジャ ンプ や ター ン を 繰り 返す 
た びに 、 エ ッ ジ に 削ら れ た 水 片 が 飛び 散る 。 ビ ル ・ フ リゼ ー ル は ギ 
クシ ャ ク し た ライ ン を 弾き 出し 、 空 中 プラ ンコ 乗り の 身軽 さ で リズ 
ム や テン ポ を 示唆 する 一 方 、 あ た り 一 面 匂 う よ う に た ちこ め て 、 離 
れ て 動く 二 人 を ひと つの 風景 に 捕え て みせ る 。 ハ ー ド ・ バ ッ プ を 採 
り 上 げ て な お 流体 感覚 溢れ る 静寂 版 「 濃 縮 音楽 」。 (福島 ) 
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JOHN Z0RN 
Spy Vs Spy/Music Of Ormette 
Coleman 


LP/Electra MUSICIAN 9 60844-1 
'89 年 
CD/Electra 60844-2 
/ ワ ー ナ ー・ ミ ュー ジッ ク WPCP-3616 





これ は ロー ラー・ ゲ ー ム だ 。 深い リバ ー プ を か けた 2 ドラ ム ス の 
弾幕 に 追い 立て られ て 、 目 も 上 財 む 急 バ ンク を 猛 ス ピー ド で 駆け 抜け 
る 。 肩 を ぶつ け 両 側 に は じ け と ぶ 肢 間 、 手 を 引き 合っ て 喧 喋 の た だ 
な か へ と 踊り 込む 2 サッ クス ( 急 旋回 の 猛烈 な 横 G に 、 低 く 届 み 込 
む テ ィ ム ・ バ ー ン と 小刻み に ジャ ンプ を 繰 返 す ジョ ン ・ ゾ ー ン )。 ハ 
ー ド コア を 応用 し た 急 加速 と 圧縮 (フレ ー ズ の 畳み 込み や 重ね 合わ 
せ 、 特 徴 あ る リフ の 強調 ) が 、 オ ーネット を 「 濃 縮 」 し 、 視 覚 化 さ 
れ な 暴力 (マー ク ・ ベ イヤ ー に よる カヴァ ー を 見 よ ) を 身 に まとい な 
が ら 即 興 そ れ 自 体 を 変容 させ る 。 (福島 ) 


JOHN Z0RN 
Film Works 1986-1990 


CD/Nonesuch 79270-2 '9O 年 
CD/Wave EVA 2024 





ファ イル ・ カ ー ド を 用 いた 作 編 曲 作品 群 を 、 ジ ョ ン ・ ゾ ー ン は 共 
同 作業 の 舞台 と な っ た 由緒 ある スタ ジオ に ちな ん で 「 ラ ジオ ・ シ テ 
ィ ・ シ ング 」 と 呼ん で いる が 、 その 中 で 最も 演奏 者 の 個性 が 輝い て 
いる の が 本 作品 。 断 片 化 と 折 青 主 義 こ そ が 強制 され て くる 時 代 に あ 
っ て 、 サ ウン ド ・ ト ラッ ク と いう トポス は 、 多 様 な 素材 の 受け 皿 で 
ある ば か り で な く 、 交 錯 す る 諸 力 を 明 視 し 、 そ こ に 働き か ける 回 路 
で あり 、 ま た それ を 通じ て け も の 道 を 切り 開い た 先達 (E・ モ リコ ー 
ネ 、B・ ハ ー マ ン 、N・ ロ ー タ …… ) と の 系 譜 学 的 な 緊張 関係 を 呼び 込 
む 通 路 で ある 。 (福島 ) 





NAKED CITY 
Torture Garden 


CD/Shimmy Disc 39 "91 年 
CD/ ト イズ ・ フ ァ ク トリ ー TFCK 88557 





ジョ ン ・ ゾ ー ン の ファ イル カー ド を 用 いた 作 編 曲 が 基 盤 と し て い 
る 映画 的 カッ ト ・ ワ ー ク (コン テ と 編集 ) それ 自体 が 「 濃 縮 音 楽 」 
の な つて な い 急 加速 と 圧縮 に さら され 、 擦 り 切 れる まで 酷使 され る 。 
強姦 や 殺人 の 決定 的 瞬間 だ けが 上 敗 く 燃え 上 が り 残 像 を 焼き 付け 、 そ 
れ 以 外 は 早送り され 、 ノ イジ ー に 輝く 光 の 乱 流 と 化し て 、 網 膜 の 快 
楽に の み に 奉 仕 す る 。 映 画 か ら ヴ ィ デ オ へ の 移行 は 、 ジ ョ ン ・ ゾ ー 
ン が 冷酷 な 消費 の 論理 で 素材 を 見 つめ て いる こと を 示し て いる 。「 濃 
縮 音 楽 」 と は 順列 組合 せ を 尽く し て 延命 を 図る 「 音 楽 」 の 死期 を 一 
際 早 め る 豪 秦 な 薄 尽 に ほか な ら な い 。 (福島 ) 


NAKED CITY 
Radio | 


CD/AVANT 3 '93 年 
/ デ ィ ス ク ・ ユ ニオ ン AVAN 003 





ネイ キッ ド ・ シ ティ の ポッ プ ・ サ イド を 収め た 本 作 は 、 速 度 と 複 
雑 さ を 数 倍 し た 「 ラ ジオ ・ シ ティ ・ シ ング 」 の 再来 で あり 、 ポ ッ プ ス 
大 全集 を 何 重 に も フォ ー ル ド ・ イ ン (畳み 込み ) し た よう な 多種 多 
様 な 引用 と 尋 志 の 集積 に ほか な ら な い 。 ハ ウス が 素材 を 脱色 化し 匿 
名 の 事件 で あり 続け た の に 対し 、 こ ちら は 直ちに それ と わか る 箸 名 
に 溢れ て いる (それ ら は 「 出 典 」 と し て 曲 ご と 列挙 され て すら いる 
の だ )。 この 作業 は 、 死体 か ら 切 り 取 っ た 各部 位 を 継ぎ 合わ せ て 絶世 
の 美女 を 造り 上 げ よ うな 、 決 し て 報 わ れ ぬ 異常 な 愛情 に 満ち て いる 。 

(福島 ) 








JOHN Z0RN 
Kristallnacht 
CD/Evva 33005 93 年 





挿入 され る 「 リ リー・ マ ルレ ー ン 」 や クレ ズ マ ー だ けが ユダ ヤ 的 
な の で は な い 。 ここ に 現われ る 音響 は 全て ユダ ヤ の 衝 印 を 押さ れ て 
いる 。 音 楽 は ユダ ヤ や ナチ の 寅 意 を 演ずる 代わ り に 、 よ り 精 密 な 歯 
車 の 集積 と し て 組み 立て られ る 。 ド イツ 語 の 破裂 斉 の 繰返し が き 
箸 る よう な ビ ピチ カー ト に 伴わ れ て 「 リ リー・ マ ルレ ー ン 」 の 針 音 と 
交錯 し 、 次 いで 覚め ぬ 悪 夢 の よ うに 果て し な く 続 く ガ ラス の 硫 砕 音 
の 反復 と な っ て 耳 を 襲う 。 この 機械 の 中 を 経 巡 っ て いる の は 聴き 手 
に 傷痕 を 残し 、 針 飛び 強迫 的 反復 を 引き 起こ す 歴 史 の 白熱 し た 暴 
力 に ほか な ら な い 。 (福島 ) 








JOHN Z0RN MASADA 
Alef (マサ ダ 1) 
CD/ デ ィ ス ク ・ ユ ニオ ン DIW-888 94 年 














ジョ ン ・ ゾ ー ン 自身 の 定義 付け に よれ ば 「 へ プラ イ ・ モ ー ド に 基 づ 
く テ ー マ キ ハー モロ ディ クス 」 に よる 作品 集 。 い ささ か も 粘 ら ず 鮮 
や か に 隙間 を 保っ た ドラ ム ス に 乗せ て 、 薄 くし な や か な 新開 発 の 合 
金 の よう な ディ ヴ ・ ダ グラ ス (tp) と JZ(as) の フロ ント 2 管 の 音色 が 、 
する する よど みな く 走 り 抜け て いく 。 曖昧 で 厚み の ある 身体 的 記憶 
か ら で な く 、 文 字 的 記録 か ら 蒸留 抽出 し 、 さ ら に 精密 な マト リク ス 
に より 要素 の 置換 再 構成 を 施し た < 様式 語法 と し て の ジャ ズ > 
の 精密 極まりない シュ ミレ ーション 。 それ は 「 う た 」 か ら 器 楽 的 即 
興 と いう 抽象 の 力 に よっ て 離陸 し た モダ ン ・ ジ ャ ズ を 徹底 化す る 試 
み (ユダ ヤ 的 ジャ ズ ) で ある と 同時 に 、JZ に と っ て か ね て か ら 羨 望 
の 対象 で あっ た オー ネッ ト の 「 声 」 へ の 飽く な き 挑戦 で も ある 。 

(福島 ) 
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オル タナ ティ イリ 


(ある い は アメ リカ の よく わか ら な い ヤ リツ ) 





SONIC YOUTH 














Kramer 
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六 @ 後 藤 仁 


アメ リカ と いう ポッ プ ・ ミ ュー ジッ ク の 大 先進 国 は 、 実 は 、 だ 
か ら こ そ 、 数 々 の 異形 の 才能 が 、 目 的 不明 の スン バラ シイ 
作品 を 自主 製作 と いう 形 で 残し て いる アヴァ ン ・ ボ ッ プ 天国 
で ある 。 ど ん な に 革新 的 ・ 実 験 的 な 音楽 上 の 試み が 成 さ れ 
て いよ うと も レコ ー ド な り の 「 商 品 」 と し て 発表 され て な けれ 
ば 、 極 東 の 本 書 の よう な 型 録 で は 「 な か っ た こと 」 に せ ざ る を 
えな い 矛 盾 。 従 っ て 逆説 的 に 「 商 品 化 」( 売 れる 売れ な い は 
別に し て ) が 環境 上 最も 容易 な アメ リカ こそ が 、 多 数 の 興味 
深い 作品 の 宝庫 と な っ ちゃ っ た ワケ で ある 。 し か し 、 そ れ ら 
は 、 各 々 アー ティ スト の 個々 の 事情 で で き あ が っ た 妄想 ・ 強 
迫 観念 ・ 勘 違い 等 々 の 所 産 One And Only モ ノ で あっ て 、 い 
わ ゆ る ムー ヴ メ ント 的 に 分 類 解 析 す る の は 極め て 困難 で あ 
る 。 が 、 無 理 を 承知 で Here We Go。 

'95 年 現在 、 旬 と いえ ば LAFMS( ロ サン ジェル ス ・ フ リー・ 
ミュ ー ジ ッ ク ・ ソ サエ ティ )。 ポッ ツ 兄 弟 ら を 中 心 と する LE 
FORTE FOUR と 、 後 に オレ ゴン に 移住 する SMEGMA 一 派 
の 2 つの 流れ を 核 と する 数 十 名 の アー ティ スト 集団 が 70 年 
代 中 期 に 残し た 諸 作 は 、 チ ー プ な ホー ム ・ レ コー ディ ング 、 ト 
リヴ ィ ア 的 アメ リカ ・ ト ラッ シュ ・ カ ルチャ ー を 反映 し た ユー モ 
ア 感 覚 、 反 アカ デミ ッ ク な 実験 精神 、 現 代 音 楽 、 フ リー・ ミ ュ 
ー ジ ッ ク 、 ユ ー ロ ・ ロ ッ ク 等 か ら の 影響 を ひとつ 皿 に 盛り つけ 
る 貧 欲 さ 等 、 ア メリ カ の 自主 製作 実験 モノ の 要素 を 全て 備え 
た 典型 と な っ て いる 。 こ れ ま で ほとん どの 作品 が 入手 困難 と 
な っ て いた が 、 近 年 の 欧米 で の 再 評価 を 受け て CDBox に よ 
る 再 リ リー ス が 予定 され て いる 。 

その LAFMS と も 関係 を 持っ て いた THE RESIDENTS が 
主催 し て いた Ralph Records も また 770 年 代 後期 の ニュ ー ウ 
ェ ー プ ムー ヴ メ ント か ら 落 ちこ ぼれ た 奇妙 な パンド の 受け 皿 
と な っ て いた 。SF グ ラム ・ サ ウン ド の CHROME (サウ ンド の 
要 ・Helios Creed は グラ ンジ ・ ム ー ヴ メン ト の 中 復活 、 近 年 は 
元 HAWKWIND の Nik Turner と も コラ ボレー ショ ン を 続け て 
いる ) や 後 の ジ ャ ンク / グ ラン ジ の 先駆 け と も 言え る MX-80 
SOUND (バン ド は 今 も 健在 。 リ ー ダ ーBruce Anderson は 
Henry Kaiser と も 共同 作業 中 ) 等 。 御 大 レジ デン ツ は ハイ 
テク に 走っ て メデ ィ ア ミッ クス だ か 何だ か や っ て る が 音 は 今や 
ホン ト の クズ 。 

'70 年 代 中 期 、 日 本 で も 話題 に な っ た の が オハ イオ 。 
DEVO、Tin Huey( 自 主 リ リー ス の シン グル は 興味 深かっ た 
が 、 メ ジャ ー・ デ ビュ ー し て 骨抜き に ) 等 の アク ロン と 、 そ の お 
隣 の クリ ー プ ラン ド か ら 出 た PERE UBU。 あ きら か に Beef- 
heart/Hampton Grease か ら の 影響 か ら 出発 し て いる が 、 
それ 以上 の 革新 性 を 常に 持ち 続け る 彼 等 は 威 。Mayo 
Thompson (レッ ド ・ ク レイ ヨ ラ ) 、Chris Cutler ら の 加入 ・ 脱 
退 を 経た 20 年 に 及ぶ 活動 は 、 各 々 の 時 期 に 代表 作 を 残し 
て お り 、 し か も 今 も 現役 で ある (最新 作 で は 、 遂 に オリ ジ ナ 


7 ら ど 


ル ・ メ ン バ ー は David Thomas ひ と り と な っ て し まっ た )。 ま 
た 、 ほ と ん ど 言 及 さ れ な い が 、THE HOME & GARDEN、 
TRIPID JIMMY、THE GIRLS 等 その 周辺 バン ド に も 同様 
の テイ スト を 持っ た 面白 い モ ノ が 多数 存在 する 。 

NY に つい て 全て を 語る に は 誌面 が 少な い が 、 ま ず 「No 
New York」。'78 年 に リリ ー ス され た CONTORTIONS/ 
TEENAGE JESUS & THE JERKS/MARS/D.N.A. を フィ 
ー チ ャ ー し た 本 アル バム は 今や 伝説 で ある 。 パ ンク & ロ フト ・ 
ジャ スズ 的 環境 か ら 生 み だ さ れ た アプ スト ラク ト な 作品 は 後 の 
ジャ ンク へ の 多大 な 影響 と な る (作品 自体 と し て は 、 参 加 バ 
ンド の 他 の リリ ー ス と 比較 すれ ば わか る が 、DEVO の 1st 同 
様 、 プ ロ デ ュ ー サ ーENO の 才能 も 多大 な 貢献 と か なっ て い 
る )。 そし て SWANS、SONIC YOUTH の 登場 と な る わけ だ 
が 、 こ の 2 つが 関わ っ て いた の が 複数 の エレ クト リッ ク ・ ギ ター 
の アン サン ブル に よる 作品 を 発表 し 続け る 作曲 家 Glenn 
Branca。T.Moore や M・Gira は 彼 の アン サン ブル の メン 
バー で あり 、SONIC YOUTH の 初期 作 も 彼 の レー ベル 
Neutral か ら の リリ ー ス と な っ て いる 。 

ジャ ンク / グ ラン ジ の お いし いと こ は は し ょ っ て 、 で 、Shimmy 
Disc。N.Y. ゴ ング や ら SHOCKABILY、 再 編 FUGS に BUT- 
HOLE SURFERS と 奇人 関係 を 渡り 歩い た Kramer が 興 こ し 
た 同 レ ヒー ベル は 1!2JAPANESE の Jad Fair、 ミ ュ ユージ シ ャ ンズ ・ 
ミュ ー ジ シャ ン で あり な が ら 心 が 不 自由 な 人 Daniel John- 
ston ら の リリ ー ス や リコ メン 系 、 近 年 は カン タ ベ リ ー 人 脈 と も 
どっ ぷり つなが っ て いる が 、 同 時 に UNCLE WIGGLYーFLY 
ASHTRAY 等 、 い わ ゆ る LO-FI プ ブー ム の 先 黄 も つけ て いる 。 

と 、 こ こま で は ` 歴 史 " で ある が 、 ア メリ カン ・ ア ンダ ー グ ラウ 
ンド は イマ (0'95 年 現在 ) が 実は 一 番 面 白かっ た りす る 。LO- 
FI と いう く 《 く 〈 り に つい て は 御 意 見 も 多々 ある よう で ある が 、 ま 、 
そん な 雰囲気 の 中 、 意 図 不 明 の 謎 の 音 塊 が 次 々 と 登場 す 
る スリ リン グ さ が ある 。 作 曲 家 に し て フリ ー・ イ ンプ ロ ヴ ァ イ ザ 
ー の Jim O'Rouke は 自ら の ユニ ッ ト (GASTR DEL SOL/ 
BRISE GLACE) で いわ ゆる ~` 音 響 派 "的 高 次 元 の 作品 を 
発表 し 続け る ほか 復活 Tony Conrad/RED KRAYOLA に 
関わ り 、 ユ ー ロ NOISE 人 脈 と も つなが る 等 、 正 に キー・ パ ー 
ソン 的 働き を 示し て いる 。 ま た CAROLINER RAINBOW を 
中 心 と する NufS-ed/Amarillo レ ー ベ ル 周 辺 の 動き も 活 
発 で ある 。 そ ん な ~ ハ ヤリ "と 関係 な く 10 年 以上 に 渡り 活動 を 
続け る テキ サス の JANDEK、NY の L.Mazza Cane、 テ ネ 
シー の SHAKIN'′ RAYLEVIS、 マ サチ ュー セッ ツ の IDEA 
FIRE COMPANY、 カ リフ ォ ル ニア の John Trubee 等 々 。 ア 
メリ カ の 田舎 町 の ベッ ドル ー ム 音楽 家 が ある 日 、 ほ ん の 思い 
つき で レコ ー ド な ん ぞ を 自主 リリ ー ス し 、 巡 り 巡 っ て 極東 の リ 
スナ ー が ター ン テ ー ブ ル の 前 で 「 こ れ は 一 体 …」 と 腕組み す 
る 一 一 そん な 光景 が 今後 永遠 に 繰り 返さ れる の で ある 。 


AVANT-GARDE IVISIC 
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ALVIN CURRAN 
Crystal Psalms 
CD/New Albion NA 067 CD 94 年 


ング 


式 UIN CAN 
CRYSTAL PSALNS 


人 














元 ^M.E.V.* メン バー。 本 作 は 「 水 晶 の 夜 」50 周 年 コン サー ト と し 
て 、 伊 ・ 仏 ・ 独 ・ 環 ・ 蘭 ・ デ ンマ ー ク の 5 ヵ国 を 結ぶ FM ネッ トワ ー 
ク 上 に ホロ グラ フィ ッ ク に 編み 上 げ ら れ た アン サン ブル に より 演奏 
され た 。 ゆ っ くり と 頭 を も た げ 、 悲 し げに あたり を 眺め 回 すま な ざ 
し が 、 悲 痛 な 詠唱 と な っ て 、 ド ア を 打ち 破り 窓 を 叩き 壊す 打楽器 の 
一 撃 に 断ち 切ら れ 、 ま た お ず お ず と 別 の 場所 か ら 始 め ら れる 。 繰 り 
返す うち に 、 声 は 針 音 と と も に 呼び 覚まさ れる 遠い 記憶 の ひと つと 
な り 、 ホ ログ ラム の よう に 空虚 な 中 心 を か た ち づ く っ て 、 子 供 た ち 
の 声 や 幾重 に も 重ね られ た 混声 合唱 、 初 徹する 管楽器 群 の 交錯 を 身 
に まとう 。 最 近 は 携わっ て いる サン プリ ング 音楽 で も 彼 は 批評 的 強 
度 を 失わ な い (『Animal Behaviour』 参照 ) 。 (福島 ) 


ALVIN LUCIER 
Music On ALomg Thin Wire 


CD/Lovely Music LCD 1011 79 年 





アル ヴィ ン ・ ル シ エ は 感情 に よっ て は コン トロ ー ル 不可 能 な 音 の 
コン トロ ー ル ・ シ ステ ム に 腐心 し て 来 た 音 楽 家 だ 。 同 じ Lovely Music 
か ら CD 化 され て いる 「| Am Sitting In A Room」('70) で は 、 ル シ 
エ 自 身 が 曲 の 真意 を 明らか に し た テキ スト を 朗読 し な が ら 、 そ れ を 
テー プ で 再生 し 、 部 屋 に 共振 させ な が ら 変 調 さ せ て 行く 。 そ れ は や 
が て 人 間 で は な く 部 屋 の 叶 き と 化し て 行く 。 こ の 「Music On A Long 
Thin Wire」 で は 長い 針金 を 電磁 石 に よっ て 固有 の 周波 数 で 振動 させ 、 
それ が 部 屋 の 空気 と 共振 する 様子 を 4 曲 、 計 75 分 に 渡っ て 記録 し て 
いる 。 人 間 の 意識 と は 別 の 時 間 を 持っ た 音 の 揺らぎ が ル シ エ の 関心 
事 な の だ と 言っ て いい だ ろう 。 け れ ど も それ を 聴く 者 は 次 第 に その 
揺らぎ に 共振 し て 行く こと が で きる の だ 。 (坂本 ) 





[ AMBITIOUS LOVERS 
Lust 


CD/Elektra 60981 
/ ワ ー ナ ー・ ミ ュー ジッ ク WPCP- 
4009 91 年 





前 作 「 グ リー ド 」 よ り も 全体 的 に エロ ティ ッ ク な つや や か さ を 増 
し て いる 。 彼 等 の サウ ンド の 根幹 を 成 し て いた 強 寺 な リズ ム 隊 を 幾 
分 抑制 させ た 結果 が そう いう 印象 を い だ か せる の か も し れ な い 。 ア 
ー ト ・ リ ン ゼ イ と ピー ター・ シ ェ ラ ー が 過去 に 得 た 膨大 な 情報 は 、 
熟成 に 熟成 を 重ね 、 完 全 に 形 を 変え た 生き た 楽曲 と し て 昇華 され て 
いる 。 極 一 部 の 共通 の ボキ ャ ブラ リー を 持つ 聴き 手 に は 彼 等 の 音 の 
背後 に ある 豊か な 知識 量 が わか る は ず だ 。 それ ら の 情報 経験 ノ 知 
識 の 豊か さと それ ら を 昇華 させ 得る プレ イン 。 最 後に 最上 質 の セン 
ス を 創る の で ある 。 (山崎 ) 


AMY DENIO 
Birthing Chair Blues 


CD/Knitting Factory Works KFWCD- 
111 '91 年 





エイ ミー・ デ ニオ は CURLEW の アル バム 「A Beautiful Western 
Saddle」(1993) に 参加 し た こと で に わか に 注目 度 の 高まっ て いる 女 
性 ヴォ ー カ リス ト 。 彼女 は 以前 より ソロ 活動 な ど で 高い 評価 を 得 て 
いる 。 こ れ は そん な 彼女 の 音楽 を 知る こと の で きる 重要 作 。 彼 女 ひ 
と り で 全部 の 楽器 を 多重 録音 し て お り 、 知 ら ず に 聴い た な ら 絶 対 に 
バン ド だ と 思い そう な 内 容 に な っ て いる 。 どれ だ け 器 用 な アー ティ 
スト か は これ だ け で 判る だ ろう が 、 決 し て 器用 貧乏 で な い の は 、 自 
分 の 表現 する も の が 正確 に 理解 で き て いる か ら だ 。 近 作 「Tongues」 
も 出 て いる 。 (坂本 ) 








AMY DENIO 
TongueS 
CD/FOT AD1 '93 年 





驚 情 の THE(EC) NUDES、 一 躍 脚光 を 浴び る こと と な っ た エイ ミー 
が '93 年 に 発表 し た 3 rd アル バム 。 (EC) NUDES で 再演 され る `^Salvator- 
4028 ガト ジン (ヨシ ジグ 2 に の (12S コー オン スニ ピグ 年 
ラミ ング 、 ベ ー ス 、 サ ックス を 自在 に 繰り 出し 正 に 超 ・ 才 女 ぶ り を 
見 せつ ける 内 容 で ある 。 実際 に ギリ シャ の トラ ッ ド を アレ ンジ し て 
収録 し て いる 通り 、 ト ラディ ショ ナル な 注 漢 た る 香り が 前 衛 的 密室 
遊戯 と せめ き ぎ 合 う 様 が 異様 な か テンション を 形成 する 。 こ うし て 聴く 
と 、 御 大 カト ラー 氏 に は 失礼 だ が 、 個 人 的 に (EC)NUDES で 感じ た 魅 
力 の 多く は 彼女 の 才能 に 負う 所 が 大 きい の だ な 、 と 納得 し て し まう 。 
この 説得 力 を 前 に し て は 、 女 性 vo ファ ン 、 ト ラッ ド ・ フ ァ ン (7?) 
に も イケ る の で は 。 (中 島 ) 





ANDRE DUCHESNE(Canada) 
Le Temps Des Bomhes 
L P/Disques A.D.#7777 '84 年 





自主 制作 で の リリ ー ス と な っ た 1 st。 コ ン ヴ ェ ン タム で の 仲間 が 多 
く 名 を 連ね て いる 。 ほ ぼ 純 了 アコース ティ ッ ク ・ ア ン サ ンプ ブル だ っ た 
コン ヴェ ンタ ム か ら エ レク トリ ッ ク ・ バ ンド 的 な 本 作 へ の 変化 は 当 
時 の 聴き 手 に と っ て は 仲 々 の 驚き だ っ た ろう 。 い わ ゆ る レコ メン 色 
の 強い アル バム だ 。 と は 言え コン ヴェ ンタ ム 時 代 か ら 持ち 味 を 確立 
し て いた ミュ ー ジ シャ ン な の で 借 物 め いた 感じ は し な い 。 フ ラン ス 
語 固有 の 語感 を 生か し た ヴォ ー カ ル と 変則 乗り の 演奏 の 組み 合わ せ 
は 後 の 傑作 群 の 原型 と 言っ た 感 が ある 。 (中 西 ) 





ぞ の O 








ANDRE DUCHESNE 
Le Royaume 0Ou LAsile 


CD/Ambiances Magnetiques AM-019 
PC-001 90 年 





同名 フィ ルム の サン トラ 盤 。 所 々 に (フィ ルム の ) セリ フ / 音 響 
を は さ み 込 み 、 い か に も サン トラ らし い 効 果 音 的 な パー ト と 通常 の 
デュ シェ ー ヌ 作品 で 聴か れる 様 な 曲 の 両者 が 収め られ て いる 。 ま た 、 
後者 に お いて は 一 部 モチ ー フ が (制作 時 期 の 重なる ) 「L'oulL」 に も 
使用 され て いる 等 正式 な ソロ ・ ア ル バ ム と は 見 な し 難い 。 正直 デ ュ 
シェ ー ヌ 関連 の 作品 の 中 で は 後回し に し て も 良い だ ろう 。 無 論 、 わ 
ざわ ざ リ リー ス さ れ て いる 以上 、 質 の 低い 物 で は な いし 、 編 成 が シ 
ンプ ル な 分 デュ シェ ー ヌ 節 を スト レー ト か な 形 で 味わえ る 等 、 楽 し め 
る 作品 に は な っ て いる 。 (中 西 ) 


ANDRE DUCHESNE 

PomLt 

CD/Les Disques Victo VICTO cd 010 
'90 年 





全 ND 表 中 JOUCEEESTN 拒 


789 年 の ヴィ クト リア ヴィ ル ・ フ ェ ス ティ ヴァ ル で 収録 され た この 
ライ ヴ ・ ア ル バ ム は 、「 弧 独 な 一 人 の 作曲 家 の た め の 協 奏 曲 」 と 題 さ 
れ 、 計 70 分 の 濃密 な アン ドレ ・ デ ュ シ ェ ー ヌ の 音楽 を 見 事 な 構成 力 
を 披露 する 。 現 代 音 楽 と ロッ ク ・ ミ ュー ジッ ク が 何 の 違 和 感 も な く 
共通 の 言語 を 共有 し て いる の が 、 驚 異 だ 。 こ の 音楽 を 聴け ば 、 デ ュ 
シェ ー ヌ が どれ ほど 優れ た 音楽 家 で ある か は いや と いう ほど 判る 。 
こう いう 越境 方 法 も ある の だ 。 因 み に 、 本 録音 は お そら く カ ナダ の 
国営 FM 局 で 放送 され た の で は な いか と 思わ れる ( ま し い )。 傑作 。 

(坂本 ) 





LOCOMOTIVE(Camada) 
Locomotive 


027CD 93 年 





アン ドレ ・ デ ュ シ ェ ー ヌ の 最新 グル ー プ 、LOCOMOTIVE は 、LES 
4 GUITARISTES DE LAPOCALYPSO-BAR の 縮小 版 と 考え て いい 
だ ろう 。 エ レク トリ ッ ク ・ ギ ター が 絡み 合っ て 進行 する 様子 は そっ 
くり その まま だ 。 バ ンド 名 が 何 か 思 う 所 を 暗示 し て いる の だ ろう か 、 
例え ば トレ イン ・ ソ ング が あっ た り 、 ジ ェ イ ムズ ・ プ ラウ ン の パロ 
ディ ー み た いな 曲 が あ っ た り と 、 こ れ ま で の シリ アス な イメ ー ジ か 
ら 少 し 逸脱 し た 雰囲気 ちあ る の だ が 、 こ れ は これ で 不思議 な 魅力 が 
ある 。 音楽 性 を 曲げ ず に スタ イル を 逆手 に 取っ た 表現 を 実践 し て み 
せる 痛快 な 作品 だ 。 (坂本 ) 


kNpi | ANDY SUNMIMERS 


SUVNIMERS 


Charming Snakes 


CD/Private Music 2069-2 '90 年 
/BMG ビク ター BVCP-27 








な 、 な 、 な 、 な ん と 豪勢 な 演奏 者 た ち 。 ひ と り 立 ち し て か ら の サ 
マー ズ は 、 ち ょ っ と 器用 貧乏 な 所 が 災い し て 苦労 し て た みた い だ け 
れ ど 、 4 作 目 に し て 見 事 な 成果 を 手 に し た 。 マ イケ ル ・ シ ュー リヴ 
の アル バム に 参加 し た の が きっ か け に 違い な い 。 そう だ 、 オ レ に は 
まだ ジャ ズ ・ ロ ッ ク の 道 が 残っ て た な 、 っ て な 具合 に 目覚 め た の だ 
ろう 。 デ ヴィ ッ ド ・ ト ー ン な ん か と 共通 する ニュ ー・ タ イプ の ジャ 
ズ ・ ロ ッ ク だ が 、 さ す が に 長い キャ リア を 持つ だ け あ っ て 、 気 負い 
の な い 的 確 な ツボ を 押さ えた 明快 さ が 素直 に 気持 ちい い 。 む や みや 
た ら と カッ コ い い 曲 も 何 曲 か あっ て 、 聴 いて て ほれ ぼれ と し て し ま 
う 。 あ ら ゆ る ジャ ズ ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン に 聴い て も らい た い 秀 作 。 敬 
速 し て る と 損する ぞ 。 (坂本 ) 








ANTHONY COLEMAN 

isco By Night 

CD/ デ ィ ス ク ・ ユ ニオ ン AVAN-011 
"92 年 





ジョ ン ・ ゾ ー ン や エリ オッ ト ・ シ ャ ー プ 、 マ ー ク ・ リ ボー な ど 、 
本 項 の 中 核 と も 言う べき イノ ヴェ イタ ー 達 と 長年 緊密 な 協力 関係 を 
保っ て きた 、 極 め て 有 能 な キー ボー ド 奏 者 の 作曲 家 。 今 や 中 世 の 地 
獄 と 化し た ユー ゴス ラヴ ィ ア に か つて 長期 滞在 し た 時 の 体験 を ベー 
ス に 作ら れ た 本 作 は 、 断 片 的 か つ 非 連続 的 に 東欧 系 の モー ド や 奇数 
拍子 を 散り ば め た 、 不 具 者 の ライ ンダ ンス を 思わ せる デコ ボコ だ ら 
け の 紗 緩 し た 曲 だ け か ら 成 っ て いる 。 タイ トル と は 反対 に 、 踊 れる 
曲 は 皆無 。 極 度 の 不 整 合 性 が 醸し 出す 美 と メラ ンコ リー。 (松山) 





ANTON FIER 
DreamSpeel 


CD/ デ ィ ス ク ・ ユ ニオ ン AVAN 009 
'93 年 





THE GOLDEN PALOMINOS の ロッ ク 街 道 へ の 転身 、 ジ ャ ッ ク ・ 
プル ー ス (b)、 鈴 木 賢 司 ( ほ ) と の ハー ド ・ ロ ッ ク ・ セ ッ シ ョ ン と 、 
て っ きり メジ ャ ー・ シ ー ン に 寺 替 え し た の か と 思っ て いた アン トン ・ 
フィ アー が 、 ど っ ぷり アヴァ ン ギ ャ ルド 路線 に 戻っ て 来 て し まっ た 。 
ビル ・ ラ ズ ウ ェ ル も か な り 本 気 で 暗黒 の ビー ト を 刻む 。 フ ュー の 呪 
術 的 な ヴォ イス を 全面 に フィ ー チ ャ ー し た 背景 に は 、 確 か に 往年 の 
CAN の 音楽 を 里 ら せよ うと する 意志 が 聴き 取れ る 。 こ の ビー ト は ジ 
ャ ー マ ン ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン に は は 強烈 に 効く 。 彼 ら の ルー ツ が また ひ 
と つ 明 か され た 。 (坂本 ) 





の 7 








AR6ADO 

For Three Strings Amd 
Orchestra 

CD/JMT 849 152-2 '92 年 





端正 な が アン サン プル の た だ 中 か ら 、 過 剰 な 音色 と エモ ーション が 
垂直 に 立ち 上 が る 。 妖しく 張り 詰め た か 細 さ の うち に 息づく 「 う た 」 
と エス ニッ ク な 湯 や か さ (MF) 音色 へ の 繊細 な 配慮 と 物 想い に ふけ 
る よう な リリ シズ ム (HR) プ フリ ー・ ジ ャ ズ の 色 濃 い 野 論 な 突進 力 の 
爆発 (MD) 。 お 決ま り の ソロ の 競演 や アン サン ブル と の 協奏 曲 的 な 
役割 配分 の 代わ り に 、 折 り 重 な る 弦 の 響き の うち に つ も の 出入 品 
が 仕掛 けら れる 。 ド ア を 開け れ ば 異な る 時 間 が 流れ 出し 、 様 々 な ス 
ケッ チ の 交錯 が も う ひ と つの 奥行 き を 鮮やか に 浮か びあ が ら せ る 。 


Burnt Sienna 
CD/Funky Mushroom FM O11 '92 年 


店 


MT NT AZALIA SNAIL 





最近 は THINKING PLAGUE の 紅 一 点 、 ス ザン ヌ ・ ル イス と 関係 を 
持っ て し まい 、 二 人 で 飛ぶ こと も ある アザ リア ・ ス ネイ ル 。NY の ぶ 
っ ちぎ り は 、 ゴ ッ ド ・ コ ー を 飛ば し た ファ ン キ ー・ マ ッシュ ルー ム 
の レー ベル 中 で も 、 ギ ター を 片手 の 、ESP も 納得 の アシ ッ ド 感覚 あり 。 
これ は 素晴らし い 。 よ く 繁 殖 し て 、 変 拍子 を も 溶かす 。 ナ ゴミ 系 の 
エフ ェクト が 乱雑 で メロ ディ 漂い 出る 柔らか な 作風 だ 。 出 て 来 た 時 
代 を 間違え た わけ で は な い 。 こ うし た フォ ー ク も アヴァ ン ギ ャ ルド 
も 何もかも が 境 な く 入 りく むす 状 況 に 陥り 、 そ こ で ハー トウ ォ ー ム な 











(福島 ) 歌 を うた う 人 が いる と いう 時 に な っ て し まっ た の だ 。 ソ ロ は 3 枚 確 
認 で きる 。 S・ ル イス と の デュ オ も ある 。 どこ へ で も 繁殖 し そう な 
この 柔 か さ は 、 ク レイ マー あたり に よく 似 て いる 。 (松本 ) 
BERNIE WORREL BILL FRISELL 
(PIECES OF W00) Before We Were Borm 
The Other Side CD/Elektra 960843-2 "9 年 
CD/(Ger.) CMP CD65 93 年 / ワ ー ナ ー・ ミ ュー ジッ ク WPCP-4074 
/ ジ ムコ JICK-89708 
あの バー ニー・ ウ ォ ー レ ル が CMP ? これ は 結構 びっ くり の 取り バン ド の 音楽 が 前 作 「Lookout for Hope」 か ら 次 作 「Where in the 


合わ せ だ が 、 聴 く と 更に 驚く 。 ウォ ー レ ル は 色々 面白 い シ ー ン に 登 
場 し て 来る の で 、 そ の 名 前 くら い は ご 存 知 の 方 も 多い だ ろう が 、 も 
と も と P-FUNK の 最 重要 ミュ ー ジ シャ ン の ひと り だ 。 長 い 活動 歴 に あ 
っ て 、 ソ ロ ・ ア ル バ ム と し て は 4 作 目 に な る この アル バム は 、 ウ ォ 
ー レ ル の イメ ー ジ か ら す る と か な り ぶ っ と ん だ 実験 作 と 言っ て いい 。 
何しろ まず ドラ ムレ ス 。 PRAXIS と いう 超絶 的 な 変態 スー パー・ バ ン 
ド を 知っ て いる か ら 、 パ バケット ヘッ ド や ラズ ウェ ル と の デュ オ く ら 
いで は 腰 は 抜け な い が 、 ウ ォ ー レ ル の 室内 楽 作品 に は さす が に 目 が 
点 に な る 。 常 人 に は 計り 知れ な い 才 能 の 持ち 主 だ 。 (坂本 ) 


World」 に 向け て 、 た め 息 の 出る ほど 精 級 に 織り 成 さ れ た 洗練 の まま 
に 退屈 さ の 淵 へ 傾い て いく の を よそ に 、 こ こ で フリ ゼー ル は 自ら の 
作曲 を 、 ア ン ビ シャ ス ・ ラ ヴァ ー ズ の 二 人 と ジョ ン ・ ゾ ー ン が 勝手 
に 切り 刻む に まかせ た 。 この 危険 な 賭け が 、 本 作 に 天国 と 地獄 を 往 
復 す る よう な 凄絶 で 破滅 的 な 美 し さ を も た らし て いる 。 とりわけ 聴 
きも の は ジョ ン が バン ド を 秒 刻み に 激変 する 環境 へ 叩き 込む ③ だ ろ 
う 。 終 曲 に お ける アー ト の エン ジェ リッ ク な ヴォ イス も 忘れ 難い 。 

(福島 ) 








BILL FRISELL 
IS That You? 


CD/Elektra 960956-2 '90 征 
/ ワ ー ナ ー・ ミ ュー ジッ ク WPCP-4041 





カー 有三 パル の 当 ッ トシ キャ ン デ ィ ュ モノ クロ FVN 迷 ョ シッ フォ 
ー ド の 青い 空 、 パ ルプ 雑誌 の 挿絵 に 描か れ た 王女 と 宇宙 毅 …… フリ 
ゼー ル は 眼差し に 遠い 憧れ を た た えた まま 、 輝 か し い 思 い 出 を 語り 
続け る (アコ ー ス ティ ッ ク と エレ クト リッ ク の 絶妙 な プレ ンド に よ 
っ て ) 。 カ ヴァ ー は これ ら の 音楽 の 持つ プラ ッ ド べ ベリ 的 な 味わい を よ 
く 伝 えて いる 。 し か し この 引き 出し の 奥 に し まわ れ た 宝物 箱 の 財 い 
輝き は 、 次 作 「Have A Little Faith」 に お いて 、 大 人 び た 有 眼差し に 
映る セピア 色 に 暮れ な ず む 風景 へ と 、 取 っ て 替 わ ら れる こと に な る 。 
(福島 ) 





THE BILL FRISELL BAND 
Where In The World? 


CD/Elektra 60956-2 91 年 
/ ワ ー ナ ー・ ミ ュー ジッ ク WPCP-4594 





近年 の 音楽 家 フ リゼ ー ル の 充実 ぶり は 凄い 。 ギ タリ スト と し て の 
活躍 は 今 に 始ま っ た 訳 で は な い が 、 作 曲 家 、 あ る い は 音楽 制作 者 と 
し て の 才能 は ここ 4 一 5 年 の 間 に 急 速 に 華 開 いた 感 が ある 。 Elektra 
Musician に 発表 し て いる アル バム は どれ も 皆 信 じ ら れ な いく らい 素 
晴らし い 。 こ の アル バム も まさ し く 名 曲 、 名 演 揃 い 。 際 立っ て 暗い 
情 に 縁 ど られ た 音楽 を 収録 し て いる の が 特徴 で 、 フ リゼ ー ル ・ バ 
ンド の 完璧 な 表現 力 を 強く アピ ー ル し て いる 。 本 作 で バン ド を 離れ 
た ハン ク ・ ロ バー ツ の 存在 感 は 相当 に 大 きい 。 優 し く 研 ぎ 澄 まさ れ 
た 逸品 。 (坂本 ) 





ぞ の 用 








Ohject Holder 
CD/ReR ReR BCD4 '95 年 





よー くく 見 る と クリ ス ・ カ トラ ー に スザンヌ ・ ル イス も いる 。 バ イ 
オー タ は も う 10 年 強 前 か ら 活 動 て いる が 、 "80 年 代 の 頭 の 頃 は も っ と 
ハー ドコ ア な ノイ ズ 音 楽 だ っ た 。 そう 思う と この アル バム は 随分 と 
音 の 種類 が 多く て 、 フ ニャ フ ニ ャ な か な 形 な が ら 、 音 楽 的 な 斉 を た くさ 
ん 使っ て いる 。 そう いう 点 で も 聴き や すい 。 で も 本 当 に 聴き や すい 
理由 は 、 こ の 音楽 が 向かっ て 来る の で は な く 逃 げ て いく も の だ か ら 
だ 。 つ か も うと する と 逃げ る 。 それ を 何 度 も 繰り 返し て いた ら 、 繰 
り 返 し た 分 だ け 音 楽に な か っ て いた 。 そ うい う 引 っ 込み 感 、 不 定形 さ 
が 、 こ ちら の 勝手 な 想像 を 拒 ま な いか ら だ 。 と りあ え ず ルイ ス の や 
る 気 な さそ うな 歌 を 聴け ば な ご む が 、 音 全体 も これ に 通じ て いて 、 
フニャフニャ が 時 々 歌 に 変化 し た と いう 印象 だ 。 (松本 ) 


BIRDSONGS OF THE MESOZOIC 
Sonic Geol0gy 
CD/Rykodisc RCD 20073 '88 年 








バン ド 創 設 者 の ロジ ャ ー・ ミ ラー が 在籍 し て いた Ace Of Hearts レ 
ー ベ ル 時 代 の 3 枚 (うち 2 枚 は ミニ ・ ア ル バ ム ) か ら の 曲 に 未 発表 
曲 を 2 曲 加 えた 編集 盤 。 ニ ュー・ ウ ェ ー ヴ 的 音色 に よる 偏屈 な チェ 
ン バ ー・ ス タイ ル と いっ た 作風 は 既に 出来 上 っ て いる が 、 後 の Cuneiform 
か ら の 作品 に 比べ て より キー ボー ド に 偏っ た 編成 の 分 、 電 機 室内 ア 
ン サ ンプ ブル と 言っ た 色 が より 強い 。 ま た 、 ロ ジャ ー・ ミ ラー の 影響 
か むやみ に ヒネ っ て あえ て 馬鹿 馬鹿 し さ を 見 せる よう な ルー プ ・ ゴ 
ー ル ド バ ー グ 式 の ユー モア ・ セ ンス が 色濃く 見 られ る の も この 時 期 
の 特徴 、 オ リ ジ ナ リティ 、 完 成 度 共 に 極め て 高い が 、 そ れ 故 に スタ 
イル の 固定 化 も 避け られ ず 、 ミ ラー と グル ー プ は 分 裂 す る 事 に な る 。 

(中 西 ) 





BIRDSONGS OF THE MESOZOIC 
Faultlime 


LP/Cuneiform RUNE 19 '89 年 
CD/Cuneiform RUNE 19 





バン ド 創 設 者 の ロジ ャ ー・ ミ ラー が 脱退 し 、 レ ー ベ ル を Cuneiform 
へ と 移し て の 第 二 期 バ パー ド ソ ング ス の 初 作 。 以 前 より 交流 の あっ た 
サッ クス 奏者 、 ス ティ ー ヴ ・ ア ダム ス を 迎え た が 、 レ コー ディ ング 
途中 に ケン ・ フ ィ ー ル ド に 交替 し て いる 。 基 本 的 に ニュ ー ウ ェ ー ヴ 
的 な ビー ト と ミニ マル ノ 現 代 音 楽 を 応用 し た キー ボー ド ・ ワ ー ク を 
主体 と し た 室内 ロッ ク ・ ア ン サ ンプ ブル と 言っ た 作風 に 変化 は な い が 、 
執 提 に 塗り 込め た よう な キー ボー ド ・ ア ン サ ンプ ブル の 比重 が 減り 、 
より 空間 的 な 拡がり と リズ ミッ ク な パタ ー ン を 効か せ た ス タイ ル に 
な っ て いる 。 ロック 色 が 増し た と も 言え る が 、 決 し て スト レー ト に 
な っ た わけ で は な い 。 も う 一 つ ミ ラー の 持つ シッ ク ・ ジ ョ ー ク 的 人 
の 悪さ きも 影 を ひそ め 、 よ り 純 音楽 的 で も ある 。 (中 西 ) 


BIRDSONGS OF THE MES0ZOIE 
Pyroclastics 
CD/Cuneiform RUNE 35 '92 年 





バン ド 創 立 者 で ある ロジ ャ ー・ ミ ラー の 脱退 と 言う 一 大 事 を 新た 
に 管 楽 奏者 を 加え 、 も う 一 人 の リー ダー 格 、 エ リッ ク ・ リ ング レン 
を 中 心 に まとめ る 事 で し の い だ 、 前 作 に 続く Cuneiform か ら の 2 作 目 。 
メン バー も 前 作 完 成 時 と 同じ 四 人 編成 か ら な り 、 サ ウン ド ・ ス タイ 
ル も 同様 。 基 本 的 に は ミラ ー 在 籍 時 の スタ イル を 受け 継ぎ つつ 、 キ 
ー ボ ー ド 類 の 重奏 部 を 減ら し 、 よ り 空 間 を 活か し た 立体 的 な 感覚 の 
ある 物 。 こ こい ら は 新た に 加え た 管楽器 奏者 の 役割 り が 効い て お り 、 
モダ ン ・ チ ェ ン バー・ ア ン サ ンプ ブル と し て の 作風 が 完成 し て いる 。 
個性 的 な 芸風 を 確立 し な が ら も 安定 感 の ある 作品 。 その 分 、 こ の ま 
ま 行 く と 次 は マン ネリ か ? と 言っ た 気配 も ある が 、 次 作 で は 再度 
メン バー を 変え 、 よ り 虫 動 感 ある 作風 に 転じ る 。 (中 西 ) 








BIRDSONGS OF THE MES0OZOI6 
Dancing On AA 
CD/Cuneiform RUNE 69 '95 年 





Ace Of Heart Records か ら 数 えて 通算 8 作 目 の 本 作 、 前 スタ ジオ 
録音 作 の 直後 に ギタ リス ト が 変わ り 、 現 編成 で の 初め て の 作品 。 主 
要 メ ン バ ー は 変わ っ て いな い の で 音楽 的 に は 大 き な 変 化 は な し 。 キ 
ー ボ ー ド X 2 、 ギ ター、 サ キソ フォ ン と いう 変則 的 な 構成 か ら も 相 
変わ ら ず 彼 等 独特 の 音 空間 が 構成 され て いて 素晴らし い 事 こ の うえ 
な い 。 現代 音楽 の 要素 を 基礎 に 持ち も 、 そ れ を ジャ ズ と も ロッ ク と も 
言い 切れ な い 方 向 に 展開 させ て いっ た よう な スタ イル は 非常 に ユニ 
ー ク で 、 こ の よう な 音 は 他 で は 余り 聞く こと が 出来 な い 。 最 新作 で 
は 更に 綿密 に 練り 上 げ ら れ た と いう 感じ が する が 、 良 く 考 えれ ば こ 
いつ ら は デビ ュー か らい き な り テン ショ ン が 高かっ た 。 同じ 芸風 な 
が ら マ ン ネ リ に な ら な い 懐 の 深 さ は 流石 。 (伊藤 ) 





BLIND LIGHT 
The Ahsence Of Time 
CD/Alida ALDA-001 '94 年 





アン トン ・ フ ィ ア ー の ソロ 、「 ド リー ム ス ピ ー ド 」 に お ける Phew 
と ニュ ー ヨ ー ク 勢 と の 共演 は 、 こ の BLIND LIGHT な る ユニ ッ ト に 発 
展 し た よう だ 。 こ こ 数 年 の Phew は 「 歌 」 に 非常 に 強い こだわ り を 見 
せ て お り 、 そ の 赤裸々 と も と れる 感情 表現 は 常に 賛否 両論 を 呼ん で 
いた が 、 こ こ で の 彼女 は 全く 歌 を 歌わ ず 、 た だ 全編 に 渡っ て 日 本 語 
で 詞 を 叶 く の み 。 だ が その 肉声 の 響き ひと つ で 、 カ ン の 「 フ ュー チ 
ャ ー・ デ イズ 」 や マイ ・ プ ラ の 「 ス ー ン 」 を 思わ す 強 力 な 浮遊 感 に 
満ち た バッ ク の サウ ンド を 、 ジ ャ ケッ ト ・ デ ザイ ン の よう な 漆黒 の 
闇 へ と 塗り 変え て し まっ て いる の だ 。 歌 を 排除 する こと で 逆 に Phew 
の 持つ 特異 な 言語 感覚 や 、 ゆ ら ゆ ら 揺 れる リア リティ ー を 最大 限 に 
引き 出し て いる 。 麻薬 どこ ろ で は な い 、 麻 酔 だ 。 (川辺 ) 





ビバ ゥ だ 】 








BLITZOIDS 
Stealing From Helnless Children 
LP/MOOK・MOO-004 87 年 





Re Records Quartlely に も 参加 し て いた イリ ノイ の 自宅 録音 3 人 
組 。 即 興 を 録音 し 、 テ ー プ を 編集 ・ 加 工 し て 作品 を 構成 し て いく 手 
法 は ザッ パ 的 と いう か ニー モニ ス ツ ー バ イオ タ 的 と いう か 、 ア メリ 
カン ・ ア ヴァ ン ギ ャ ルド の ひと つの 王道 的 音楽 技法 と も いえ る 。 レ 
ジ デ ン ツ か ら の 影響 が 濃い も の の 、 奇 妙 な 器楽 アン サン プル に トラ 
ッシュ ・ ム ー ビ ー 風 SE が 流れ 込ん で くる 音 風景 は 、 モ ンド ・ ミ ュー 
ジッ ク が も て は や され る ?95 年 現在 の 方 が リア ル に 聴こえ る か も し れ 
な い 。 1 st アル バム の 他 、 7 ” 1 枚 と 、'90 年 に 500 枚 限定 の ハン ド メ 
イド ・ ス リー ヴ 作 「Look Up」 を 発表 、 サ ウン ド は より プッ こわ れ 、 
幼児 退行 を は じ め て いる 。 (後藤 ) 


BOB OSTERTAG 
Attention Span 
CD/RecRec ReCDec 33 "90 年 





ポ ボ プ ・* オ スタ ー タ グ は スト リー トド に 飛び ぴ 由 じじ た ミュ ー ジ ッ ク ・ ヨ 
ンク レー ト 奏 者 だ と 言え ば いい の だ ろう か 。 オ スタ ー タ グ の サン プ 
リン グ の 考え 方 を 知る 上 で 「Attention Span」 は 興味 深い 。 ジ ョ ン ・ 
ゾー ン の 演奏 を 更に 鱗 舌 に 増殖 させ た ^Slam Dunk”。 サ ンプ リン グ 
され た フレ ッ ド ・ フ リス の 演奏 と フリ ス 自 身 の 演奏 を 共演 させ た 
^Sleepless”。 ど ちら も 素材 を 本 来 の 文脈 で 補強 し 、 再 構成 し よう と 
する 。「Sooner Or Later」('91) で は 父親 を 葬る エル ・ サ ル ヴ ァ ド ル 
の 少年 の 声 が 執 協 に 聴く 者 の 耳 に 符 す る 。 戯 れ に 音 を 重ね る の で は 
な く 、 映 像 の よう に ズー ム ・ ア ッ プ され 多層 化 さ れ 伏 され た 本 質 
の 立体 感 。 し か も こう いう ミュ ー ジ シャ ン が ステ ー ジ に 上 が っ て プ 
レイ する 。 凄い こと だ 。 (坂本 ) 





BOSHO 
Chop Socky 
CD/(Ger.) Atonal ACD 3009 87 年 





何やら 意味 あり げ な バン ド 名 も あっ て 、 日 本 で は 外国 で 頑張 っ て 
る 日 本 人 の バン ド 、 み た いな 紹介 の され 方 を し て いた きら い が あ る 
が 、 別 段 を ん な こと は 意識 する 必要 な し 。 パ ー カ ッ シ ョ ニス ト 3 人 
と ギタ リス ト ( 兼 ヴ ァ イ オ リ ニ ス ト ) 1 人 の 繰り 広げ る 音楽 の 何と 
も 楽し げ な こと 。 あ れ ほ ど テ クニ カル で は な い が 、 聴 いて いる と 仙 
波 清彦 の オレ カマ 軍団 を 連想 し て し まう 。 メンバー 4 人 の バラ ンス 
が と て も 良く 、 演 奏 が いき いき と し て いる 。 サ ム ・ ベ ネッ ト の ポッ 
プ ・ セ ンス が 自然 な 形 で 港 み 出 て いる こと も 、 バ ンド の 得難い 魅力 
の ひと つ 。 (坂本 ) 


BRUIRE (Canada) 
Les Fieurs De L60 


CD/Ambiances Magnetigues AM 025 
CD 92 年 





コテ の ソロ ・ プ ロジ ェクト と いう べき 「 ざ わ め く 」 の 2 作 目 。 ノ 
イジ ー で 性 急 な 切断 と 暴力 的 な か コラー ジュ に より 断片 (破片 ) 性 を 
際立た せる 彼 は 、 映 画 の オー ヴァ ー ラ ッ プ を 思わ せる な め ら か な つ 
な ぎ を 多用 する AM の 中 に あっ て 、 コ テ 自 身 が ゲス ト 参 加 し た マル タ 
ン ・ テ トロ ー (turntables) の 作品 と と も に 異彩 を 放っ て いる 。 音 作 
り は 前 作 よ り 遥 か に 級 密 に な り 、 ま る で ジグ ゾー・ パ ズル の よう に 
組み 上 げ ら れ た 音 風景 は 、 時 代 錯 誤 な ロマ ン テ ィ シ ズム の 深み か ら 、 
表層 に お ける ポッ プ な 散乱 まで と 、 そ の 振幅 を より 一 層 増 大 させ て 
いる 。 (福島 ) 








6. W. VRTACEK 
Days Of ace 


CD/Dom Us CDO6 
"92 年 ('81、'82 年 録音 ) 





衝 ュ ニア ォ ー ム 系 グル ー デ 、 ラ ォ ター エヴァ ー・ ア イン シュタ イン 
の リー ダー、C.W. ヴ ル タ チ ェ ク が 80 年 代 の 初期 に 発表 し た 二 枚 の ア 
ル バ ム か ら 四 曲 を 除い て 収録 し た 物 ( 他 、 一 曲 に 手 を 加え 、 一 曲 を 
編集 し て いる )。 曲 順 も その まま の よう で 、 実質 的 に は 2 in 1 と も い 
える か も し れ な い 。 ギ ター 類 を 主 に 、 自 宅 録音 風 に 様々 な 楽器 を 重 
ね た 物 。 感 覚 的 な コラ ー ジ ュ 風 な 部 分 も 多い が 、 ド ロッ と し た 感触 
は 無く 、 よ く 考 えて 整理 され た 雰囲気 が ある 。 し ご く 自 然 で 、 か な 
り 美 し い 音楽 だ 。 フォー エヴァー・ ア イン シュ タイ ン よ り 面 白い か 
も し れ な い 。 (中 西 ) 





CARL STONE 
Mom's 
CD/New Albion NA 049 CD '92 年 








日 本 で の 活動 が 長かっ た せい も あっ て か 、 カ ー ル ・ ス トー ン の 存 
在 は 既に 充分 浸透 し て いる 。 初 め は テー プ 音 楽 を 試み て いた が 、 マ 
ッ キ ント ッシュ ・ コ ンピュータ を 導入 し 、 自 動作 曲 プ ログ ラム 「M」 
と 出会っ た こと で スト ー ン の 音楽 は 一 挙 に 幅 を 広げ 、 ま た スト ー ン 
の 名 前 も いつ し か ポ ビ ピュ ラ リティ ー を 獲得 し た 。 殆ど 手作り の 簡便 
さ で 創作 され る スト ー ン の 音楽 は し 、「 ボ ー ダ ー レ ス 」 と は 別 の 形 で 現 
代 音 楽 を 根底 か ら 揺 さぶ る 。~ 展 覧 会 の 絵 ? が 反復 再 構成 され る スト 
ー ン の 代表 作 ` ホ ー プ 軒 ” の 収録 され て いる 「Four Pieces」('89) は 
既に 古典 だ ろう 。 現 代 音 楽 と し て その 手法 を 聴く より は 、 過 程 の 軌 
跡 と し て 記さ れ た 音響 に 耳 を 澄 ま せ る べき だ と 考え れ ば 、「Mom's」 
は 感動 を すら 用 意 し て いる 。 (坂本 ) 





バッ / ン 4 








THE CARLA BLEY BAND 
Euronean TOur 1977 


L P/WATT/8 2313 108 78 年 
CD/ECM 831830-2 





アメ リカ 出身 な が ら ヨ ー ロ ピア ン ・ ジ ャ ズ の 香 を ぶん ぶ ぷん させ る 、 
且つ シリ アス に な りす ぎ ず に 楽し ませ て くれ る 、C.Bley 率 いる ジャ 
ズ ・ バ ンド の 、 多 分 プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン に は アピ ー ル 
度 No. 1 の 1 枚 。 本 人 C. Bley と 夫 で ある M. Mantler に 、 良く 顔 を 合わ 
せる G. Windo、E. Dean に H. Hopper を 含む 10 人 編成 。 タ イト ル と は 
裏腹 に 録音 は ドイ ツ の スタ ジオ に て (77 年 9 月 ) 、 ミ ックス を ニュ ー 
ヨー ク で 、 と いう 形 に な っ て いる 。 い まだ に ビ ピッグ ・ コ ン ボ の ジャ 
ズ と いう と 難色 を 示す 人 も 多い と 思う が 、 張 り 詰め た 感じ が 強く 緊 
張 感 も な か か な か 。 し か も 、 こ の バン ド は 人 を 突き 放す よう な シリ ア 
ス さ だ け で は な く 人 な つっ こい メロ ディ も 持ち 合わ せ て いた りす る 。 
(伊藤 ) 





CARLA BLEY 
Musique Mecanimue 


LP/Watt9 779 年 
CD/(Ger.)ECM 


カー ラ ・ プ レイ の 一 連 の 作品 群 の 中 で 最も プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ 
ク ・ フ ィ ー ル ド 寄 り の 1 枚 が 本 作 で あろ う 。 タ ン ゴ の リズ ム を 取り 
上 げ な が ら 、 実 験 的 な 作風 で 演出 し て いく 作風 は 、 ヘ へ ヘンリー・ カ ウ 
や スラ ッ プ ・ ハ ッ ピ ー 等 の カン タ ベ リ ー 系 の アー ティ スト 達 の 描き 
出す 世界 と 非常 に : 近 いも の で ある と いえ る 。 元 来 、 カ ー ラ ・ プ レイ 
は ジャ ズ の フィ ー ル ド に と ど ま ら ず 、 様 々 な ジャ ン ル の アー ティ ス 
ト 達 と の プレ イ を 実践 し て きた アー ティ スト で 、 テ リエ ・ リ ピ ダ ル 
(ECM 系 の ギタ リス ト )、 ロ バー ト ・ ワ イア ッ ト 等 、 ユ ニー ク な 人 選 
で セッ ショ ン ・ ワ ー ク を 発表 し て きた こと は 特筆 に 値する 。 本 作 を 
気に入っ た の な ら 必 ず や 彼女 の 他 の 作品 も お 聴き に な る こと を お 勧 
めし た い 。 (山崎 ) 





CAROL EMANUEL 
nt Tops Of Trees 


陣 剛 隊 間 信 CEvvA soo2 
"95 年 (C91-"92 年 録音 ) 





ジョ ン ・ ゾ ー ン 「 ス ピ レ ー ン 」「 フ ィ ル ム ・ ワ ー ク ス 」 等 に 華やか な 彩り を 添え 
た 女性 ハー プ 論 者 の ソロ 第 一 作 ( 曲 に より 多彩 な ゲス ト を 迎え て いる )。 端正 
な 指 の 動き に ふり ま か れ た 音 の か けら ひと つ ひ と つ に 、 各 作曲 者 の 個 仁 が 鮮 
や か に 映し 出さ れる 。 エ ヴァ ン ・ ル ー リ ー に よる デュ ラス 風 シ ネ ・ ロ マン 。 眼 前 
で 瑞 々 し く 沸 き 立 つ ブ ッ チ ・ モ リス 。 ガ イ ・ ク ル セ ヴ ェ ク の 描き 出す 彼方 まで 
うねり 続く 丘陵 の 平坦 な 広がり 。 ジ ョ ン ・ ゾ ー ン が プリ ペア ド や 音域 の 極端 な 
対比 に より 未知 の 深淵 を 覗き 込め ば 、 マ ー テ ィ ・ エ ー リ ッ ヒ は どこ まで も 平行 
線 を 描く バス ・ ク ラ と チェ ロ を 輝く 銀 糸 で か が っ て みせ る 。 思 い 詰め 張り 詰め 
た 吐息 を ふと も ら す アン ソニ ー・ コ ー ル マン 。 ウ ェ イ ン ・ ホ ー ヴ ィ ッ ツ に よ 
り 森 の 中 深く 置き 去れ た 物語 。 砕 け て し まっ た 思い 出 を オル ゴー ル の 音色 が 
ひろ い 集め る ビル ・ フ リゼ ー ル ……。 忘 れ 難く 胸 に 迫る 傑作 。 (福島 ) 





CARTOON 
Sortie 
CD/Cuneiform 55005 "81/'83 年 


SORTEE 


CARTOON は 、「Cartoon」 と 「Music From LeFt Field」 の 2 枚 の 
アル バム を 残し た ユニ ー ク な アメ リカ の バン ド だ 。 key/g/ds と いう 
トリ オ 編 成 の 1 st アル バム で は 、key を メイ ン に 90% 譜 面 に 頼っ た 奇 
妙 に 癖 の ある 音楽 を 展開 。 新 た に viIn と sax を 加え た 2 nd で は 一 転 し 、 
全面 的 に イン プロ ヴィ ゼー ショ ン を 導入 。 演奏 、 サ ウン ド と も に 格 
段 の 進歩 を 見 せ 、 ア メリ カ に あっ て は 稀有 な チェ ン バ ー・ ロ ッ ク 系 
の 秀作 と し て 一 部 の ファ ン に 高い 評価 を 得 た 。 本 作 は その 2 作 を 1 
枚 の CD に 纏め た 徳用 盤 で あり (2nd よ り 小 曲 1 曲 を 削除 )、 詳 細 な 
バン ド の 歴史 が 綴 ら れ た ブッ クレ ッ ト も 含め 、 バ ンド の 全体 像 を 掴 
む 絶 好 の 内 容 と な っ て いる 。 メンバ ー 中 3 人 は 現在 PFS で 活躍 中 。 

(坂本 ) 








CAVEMAN SHOESTORE 
(②/67307(671 Master Cylinder 


MI6XC6/G が cp/Tm korr Tkezcpo24 "92 年 





中 9 


TONE DOGS の 活動 で 知ら れる フレ ッ ド ・ シ ャ ルノー (b) と イレ 
イン ・ デ ィ ・ フ ァ ル コ (vo、key)、 ヘ ン リ ー・ フ ラツィオ ー ニ (ds) 
に よっ て 結成 され た トリ オ 。 一 聴 し て 、'80 年 代 の クリ ム ゾ ン の 影響 
を 受け た と 思わ れる ピコ ピコ し た サウ ンド と 、 カ ンタ ベリ ー 色 の 強 
い 不 協和 音 が 活か され た オル ガン ・ プ レイ が フィ ー チ ャ ー さ れ て い 
る の が わか る 。 と は いえ 、 そ の 音楽 に は ロッ ク が 根底 に な っ て いる 
の で 、 か な り 強 い グ ルー ヴ 感 を 出し て いる 。 素 直 に か っ こい い が 、 
アヴァ ン ・ ロ ッ ク 色 は まだ 希薄 で は ある 。 ク レジ ッ ト に は わざ わざ 
「NO GUITARS !」 と 書い て ある ぐら い だ か ら 、 ベ ー ス に 関し て は ジ 
ョ ナス ・ エ ル ボ ー グ ば り の 多彩 な プレイ が 聴け 、 ノ イズ ・ ミ ュー ジ 
ッ ク ば り の 曲 ま で あっ た りす る 。 (平山 ) 








sout 四 29aRfiores AVEIMAN SHUESTORE 
9 ym FlIuX 
CD/Tim Kerr TK93CDO56 94 年 


前 作 の メン バー に 、 フ ァ ー ス ト ・ ネ ー ム の わか ら な い デ ィ ヴ ァ ー 
ガス (恐らく 女性 、b、vo) が 加入 し た 4 人 編成 に な っ て いる (この 
後 の ア ル バ ム で は いな く な っ て し まう の だ が )。 の っ け か ら の カン タ 
ベリ ー 風 オル ガン が 相変わらず 気持 ちい いこ の アル バム だ が 、 前 作 
に 比べ て より “アヴァン ・ ロ ッ ク ら し さ ? が 前 面 に 出 て きた よう に 
感じ る 。 演奏 面 で より 屈折 し た ガ シ ャ ガ シャ し た 感じ や や た ら に フ 
リー な セッ ショ ン な ど が 味わえ る の だ 。 し か も 曲 に よっ て は フレ ン 
チ ・ ホ ルン や チェ ロ の 演奏 が 入る な ど し て いる こと も ます ます それ 
っ ぱ ぽい 雰囲気 を 出し て いる 。 や は り ギ ター 無し の ベー ス X 2 の 音 は 
強力 。 ヴ ォ ー カ ル (イレ イン の 上 声 は セク シー で す ) の ハー モニ ー も 
決ま っ て お り 、 音 に 厚み を 帯び た 。 (平山 ) 





の ちら 








CAVEMAN HLGHSCORE 
Featuring Hugh Honpner, Elaine 
Difalce, Henry Franzomi, 

Fred Chalen0r 


CD/Tim kerr TK 95CD 093 95 年 
/ マ ー キ ー MAR 95157 


MCU FTIR 





ある 所 で F. シャ ルノー の 紹介 記事 を 見 て コン タク ト を 取っ た ホッ 
パー の 行動 か ら 始ま っ た ユニ ッ ト 。 元々 熱狂 的 な ホッ パー・ フ ァ ン 
だ っ た シャ ルノー を 始め パン ド の 面々 も 大 い に 乗っ て 、 こ の 共演 作 
の 発表 と な っ た 。 作曲 は 全て ホッ パー に よる 物 で 、 ソ フト ・ マ シー 
ン の Dedicated To You 一 ” 以外 は 全て 近年 書き た め て いた 物 。 た 
だ し 、 ケ イヴ マン 側 も 相当 に アイ ディ ア を 出し て いる よう で 、 全 体 
の 雰囲気 は むし ろ ケ イヴ マン の 従来 作 に 通じ た り も する 。 これ は 紅 
一 点 、E. ディファ ルコ の 演奏 / 唄 に よる 部 分 も 多い か 。 作 品 と し て 
は ホッ パー の 持つ ドス の 効い た トー ン を 軸 に ケイ ヴ マ ン 側 の 若 々 し 
さ 、 色 気 等 が 組み 合わ さり 、'90 年 代 の カン タ ベ リ ー 発 展 形 と し て こ 
の 上 も な い 出 来 。 新 作 も 予定 され て いる の が 嬉し い 。 (中 西 ) 





CHAINSAW JAZZ 
is Concerto 
CD/Cuneiform RUNE 46 CD '93 年 


これ は 嬉し い ポ ボー ル ・ シ アー ズ の シー ン 復 帰 作 だ 。 い か に も 危な 
そう な バン ド 名 と この ジャ ケッ ト / これ じゃ 、 知 ら な い フ ァ ン は 
手 を 由 さ な いか も 。 10 年 前 に 謎 めい た 解散 を 遂げ た アメ リカ ン ・ プ 
ログ レシ ヴ ・ ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク ・ バ ンド の 最高 峰 、THE MUFFINS。 2 
枚 の 未 発表 ソー ス が リリ ー ス され て いる も の の 、 何 故 か メン バー は 
消息 不明 を 線 け て いた 。 シ アー ズ は 2 代目 の ドラ マー だ が 、 こ こ に 
久々 の きび ぴき びと し た プレ イ を 聴く こと が で きる 。 sax、g、 b、vIn、 
ds の 5 人 編成 で あり 、 頼 も し い 硬 質 の ジャ ズ ・ ロ ッ ク を 聴か せ て く 
れる 。 こ れ か ら が 楽し み 。 (坂本 ) 





CHARLES KAEZYNSKI (Canada) 
Lumiere De La Nuit 


L P/Les Disques Charles Kaczynski 
CK 1001. FR 





コン ヴェ ンタ ム の 1 st で vIn そ の 他 を 弾い て いる 彼 の 唯一 の ( ? ) 
ソロ ・ ア ル バ ム 。 生 楽器 の み の ア ン サ ンプ ブル と ヴォ ー カ ル に より 本 
作 、( 手 許 に ある コピ ー に は ) ク レジ ッ ト が 一 切 無い の で 良く 判ら な 
い が 一 人 多重 録音 で は な いか と 思う 。 編 成 的 に コン ヴェ ンタ ム に 近 
い が 爪 弾 か れる アコ ・ ギ や 上 昇 感 の 有る vIn ソ ロ 、 暗 め の コ ー ラ ス 等 
か ら 受 ける 印象 は より 情 趣 的 で 煽 情 的 な 物 。 む し ろ ク ラ シ カ ル な プ 
ログ レ 好 み に 受 ける タイ プ の 作品 か も し れ な い 。 全 体 を 通し て うつ 
向き 加減 な 夢見 と 言っ た 雰囲気 が ある 。 部 分 的 に ちょ っ と 華美 に な 
り 過 ぎ と いう 気 も する が ……。 (中 西 ) 


CHRISTIAN MARCLAY 

Mre EncOr6S 

10"LP/No Man's Land NML 8816 
88 年 





4 台 の ター ン テ ー プ ブル と 数 十 枚 の レコ ー ド に よる 彼 の 演奏 は 、 リ 
ズム が 基盤 の 黒人 DJ た ちと は 異な り 、 針 音 と と も に 浮か び 上 が る 風 
景 (の 記憶 ) と 針 飛び と いう 事故 に 起源 を 持つ 。 こ こ で は 1 トラ ッ 
ク ご と 特定 の 音楽 家 ( 」・ シ ュ ト ラウ ス か ら JZ ま で ) が 、 ト ラウ マ 
の 強迫 反復 に も 似 た 手つき の レコ ー ド ・ コ ラー ジュ に より 怪物 化 さ 
れる 。 こ れ は カー ル ・ ス トー ン が 行っ て いる 変形 プロ セス の 提示 と 
は 異な り 、 再 現 前 が 不可 避 的 に 争 む 誤差 次 意 性 その も の の 結果 ( 言 
わ ば 反 魂 の 崇 り ) に ほか な ら な い 。 倒 錯 し た 愛情 は も は や 悪意 に 等 
し い 。 (福島 ) 








CHRISTIAN MARCLEY, 
_| 還 NTER MULLER 
Next| Live Improvisatiom 


ian| CD/For 4 Ear CD513 94 年 








クリ スチ ャ ン ・ マ ー ク レイ 、 久 々 の 作品 で ある 。 この 作品 で は 「 タ 
ー ン ・ テ ー プ ブル 奏者 」 と し て 、「 タ ー ン ・ テ ー プ ブル を 演奏 する 」 と い 
う の が メイ ン に な っ て いる アル バム と な っ て いる 。 タ ー ン ・ テ ー プ ブ 
ル を DJ する た め に 使う の で は な く 、 楽器 と し て 初め て 扱っ た 人 と し 
て (も と も と 彼 は DJ を 見 て ター ン ・ テ ー ブ ル を 演奏 する こと を 思い 
付い た の だ が ) あま り に 有名 で ある が 、 コ ン セ プチ ュ ア ル な 面 が 強 
か っ た り 、 他 バン ド で の 活動 で は 、 中 心 的 な 存在 と し て 演奏 する と 
いう こと は あま りな か っ た 。 し か し 、 こ こ で は 彼 の プレ イ を 充分 に 
楽 め らら が で きる の だ また だ た 。 相 訪 の 皇宮 シ ター ニー。 ミ ョ ー ラ ター も 
ドラ ム と エレ クト ロニ クス て 応戦 する が 、 即 興 演奏 独特 の 呼応 だ け 
で な く 、 不 思 議 な 空間 を も 作り 出し て いる 。 (平山 ) 





CONVENTUM(Canada ) 
ALaffut un Compnlot 


L P/Le Tamouir TAM 27011 '77 年 
CD/Kozak KO 2506-2 


CONVEIIUA 





A LAFFUT DUN て OMPLOT 


その 後 RIO と 連動 し て 現在 に 至る まで Ambiances Magnetique を 通 
じ て 紹 介さ れる シー ン の 大 元 と な っ た コン ヴェ ンタ ム の デビ ュー 作 。 
最初 期 の アコ ー ス ティ ッ ク ・ グ ルー プ 、 炊 いで プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ 
ッ ク に 影響 され た エレ クト リッ ク 期 を 経て 、 再 び ア コー ステ ィ ッ ク ・ 
グル ー プ に 戻っ た 編成 に な っ て いる 。( エ レキ ・ ギ ター ベー ス も 使 
用 ) 。 フ ォ ー ク 系 レー ベル か ら リ リー ス さ れ た 本 作 、RIO 接 触 以 前 の 
作品 で は ある が 、 既 に トラ ディ ショ ナル ・ フ ォ ー ク を 昇華 させ た よ 
うな た お や か な 美 し さ 、 哀 調 を 帯び た サウ ンド の 中 に 、 現 代 音 楽 的 
な テン ショ ン を 苦 も な くす べり 込ま せる な ど 一 介 の ロー カル ・ グ ル 
ー プ に は 全く 終わ ら な い 内 容 。 現 在 の リュ シ エ ン デ ュ シ エー ヌ の 意 
欲 作 に 通じ る 要素 すら 既に 見 える 等 まる で 古び て いな い 。 (中西 ) 





の 6 ど 











CONVENTUM 
Le Bureau Central Des Utopies 


L P/Cadence CAD-1005 79 年 
CD/Kozak KO 2507-2 














トラ ッ ド が 香る フレ ー ズ を ゆる や か に 繰り 返す サゲ ザ ァ イオ リン に 、 
ベー ス 、 ギ ター、 パ ー カ ッ シ ョ ン が 付き 従い 、 大 道 を 練り 歩く よう 
に 旋律 を 歌い 揺 ら が せる 。 し な や か に 交錯 する 鉛筆 の 線 は 、 旋 律 と 
リズ ム の 級 密 な 対位法 的 配置 ・ 展 開 を 軸 と し て 束ね られ (時 に リズ 
ム 構 成 は 中 世 音 楽 の それ を 思わ せる )、 ヴ ァ イ オ リン と ベー ス の ユニ 
ゾン を も た ら す 音 の ふく ら み や 、 ア コー ステ ィ ッ ク と エレ クト リッ 
ク の 2 本 の ギタ ー の 音色 の 対比 を 通じ て 、 視 覚 的 な イマ ー ジ ュ を 浮 
か び 上 が ら せ る (ここ に 収め られ た 曲 の 多く は 映画 の た め に 書か れ 
SR (福島 ) 


aintuAuxirka3 末 DRAZY BADKWARDS ALPHABET 
Crazy Backwards Alnhahet 


L P/SST-110 "87 年 
CD/SST CD-110 





ピー ニラ ハニ ト ・ ラ リー ク の HI Kaiser (g0、「『 ド ラム ポ 和 と じ し で マ 
ジッ ク ・ バ ンド 全盛 期 に 在籍 し た J. French (ds・vo) 、 元 デキ シー・ 
ドレ ッ グ ス の A. West (b )、 そ し て スウ ェ ー デ ン の マジ ッ ク ・ バ ン 
ド と 言わ れ た Krald Jursanstalten の リー ダー だ っ た M. Maksymenko 
(ds、vo) と いう 、 マニ ア 狂 喜 、 知 ら な い 人 は 全然 知ら な い ス ー パ ー・ 
グル ー プ に よる マジ ッ ク ・ バ ンド 大 トリ ビュ ー ト 盤 。「Aloha」 で の 
共演 一 本 作 一 フレ ンチ 。 フ リス 、 カ イザ ー。 ト ム プ ソン ー フ レン チ 
の ソロ と 続く こと に な る フレ ンチ と カイ ザー の コラ ボレー ショ ン の 
中 で も 、 全 編 を 買 く 骨折 リズ ム の 強烈 さと アイ ラー「 ゴ ー ス ト 」 の 
カヴァ ー な ど バ カ 指 数 の 高 さ で 本 作 は 群 を 抜く 傑作 と な る 。 年 内 に 
アル バム 3 枚 作る と か 言っ て た けど 本 作 と 7" で 解散 。 (後藤 ) 





URLEW 
Curlew 
LP/Landslide LD 1004 '84 年 





今 、 最 も 過激 で いき いき し て いる レー ベル 、Cuneiform Records に 
席 を 置く 、 そ の 中 で も 中 心 核 と か な りえ て いる CURLEW の デビ ュー 作 
(Cuneiform か ら の リリ ー ス で は な い が ) 。 な ん と いっ て も この 時 の メ 
ン バ ー が 、 リ ー ダ ー で あり 管楽器 奏者 の G. Cartwright (後に Cuneiform 
より 素 晴 し い ソ ロ を リリ ー ス する ) を 含む 5 人 編成 だ が 、B. Laswell 
に T.Cora が 参加 し て いる の だ 。 こ れ が 全編 最高 に イカ す 、 今 で こそ 
数 が 多く な っ て いる が 当時 で は 決し て 簡単 に は お 目 に か か れ な か っ 
た 、 疾 走 型 アヴァ ン ギ ャ ルド 変態 ジャ ズ ・ ロ ッ ク で あり 、 し か も そ 
の 中 で も 最高 の レベ ル に 近い 。 メ ン ツ の 凄 さ に 見 合っ た 内 容 の 素 晴 
し さ 、CD リ リー ス が 遅れ て いる の が と て も 悔し い 。 (伊藤 ) 


CURLEW 
North America 
CD/Moers Music 02080 CD '85 年 





彼ら の 2 nd アル バム で ある 。F・ フ リス が 参加 し て いる (b) と 
いう 事 も あっ て か 、 4 曲目 は H・ カ ウ の 曲 で ある 。(「 ウ ェ ス タン ・ 
カル チャ ー」 期 の ライ ヴ で も 演奏 され て いる が 、 同 アル バム に 収録 
され て も 全く 見 劣り し な い 名 曲 。) 収録 曲 は 次 作 「Live In Berlin」 と 
ダ プ っ て いる 。 個人 的 に は 「Live In 一 」 が 彼ら の 最高 傑作 だ と 思っ 
て いる が 、 本 作 は 、 ス タ ジ オ 録音 と いう 事 も あっ て か 、 パ ワー、 気 
合 共 及ば ず 、 小 じん まり と まとまっ て し まっ た か な 、 と の 印象 が 強 
い 。 と は 言え 楽曲 自体 は 極上 の カー リュ ー・ サ ウン ド と 言え る 。 や 
は りこ の 時 期 が 最も 私 の レコ メン 魂 を くす ぐる 。 未 聴 の 方 は 、 ま ず 、 
次 作 「Live In Berlin」 か ら 聴く 事 を オス ス メ し ます 。 (森本 ) 








CURLEW 
Live In Berlin 
CD/Cuneiform RUNE 12 CD '88 年 





Cuneiform へ 移籍 し て の 第 1 弾 。 相 変わ ら ず の 過激 な 進化 型 ジ ャ 
ズ ・ ロ ッ ク は 健在 で あり 、 加 えて メン バー が 若干 変わ っ て ドラ ム ス 
に P. Barnett、 キ ー ボ ー ド に W. Horvitz が 参加 し た 5 人 編成 。 全体 的 
に より 疾走 感 が 増し た 感じ が する の は 、 や は り ラ イヴ な ら で は の 緊 
張 感 の 為 か 。 各 曲 も 全体 的 に 長め に な っ て お り 、 ど の 曲 も スタ ジオ 
盤 以上 に 二 転 三 転 する 曲 展開 が よ り 一 層 気 持ち 良い 。 録 音 の 良さ も 
あり 、 彼 ら の 作品 の 中 で は 最高 、 入 門 用 の 一 枚 と し て も 最適 。 こ の 
後 Amy Denio を 迎え た 「Beautiful WesternSaddle」 を 発表 、 よ り 一 
層 の 幅広 さ 、 懐 の 深 さ を 披 露 する 。 (伊藤 ) 





CURLEW 
Bee 


LP/Cuneiform RUNE 27 91 年 
CD/Cuneiform RUNE 27 CD 





むし ろ セ ッ シ ョ ン ・ グ ルー プ 的 な 印象 の 強かっ た 初期 二 作 を 経て 、 
前 作 の ベル リン に お ける ライ ヴ 辺 りか ら グ ルー プ と し て 確立 し た 活 
動 を 見 せ 始 め た 彼 等 の 四 作 目 。K. ファクト リー・ ツ アー 時 の ライ ヴ 
録音 2 曲 を 除い て は 久々 の スタ ジオ 録音 作 と な る 。 常 に イン プロ ヴ 
ィ ゼ ーション が 基調 と な っ て いる と は リー ダー の D. カー トラ イト の 
言葉 だ が 、 グ ルー プ と し て 固まっ て コン ビ ネ ー シ ョ ン が 強化 され た 
分 、 従 来 作 に 比べ て 随分 と まとまり が 出 て 来 て お り 、 そ れ が その 瞬 
間 に 出 て 来 た ア イデ ィ ア の スリ ル と 上 手 く 絡み 合っ て いる 。 前 作 と 
並ん で グル ー プ と し て の ピー ク 的 な 作品 。 こ の や り 方 に ひと まず 決 
着 を 見 た の か 、 炊 作 で は ヴォ ー カ ル を ゲス ト に 加え て の 異色 作 に 挑 
む 事 に な る 。 (中 西 ) 





の アグ 








CURLEW 
A Beautiful Western Suddle 
CD/Cuneiform RUNE 50 93 年 





その 初期 に お いて は マテ リア ル 周 辺 に 数 多く ある セッ ショ ン ・ グ 
ルー プ の 一 つと も 見 えた カー リュ ー だ が 、 前 々 作 あ た りか ら バ ンド 
と し て の 安定 し た 活動 が 見 られ る よう に な り 、 イ ンプ ロ ヴ ィ ゼ イシ 
ョ ン を 基調 と し た 自由 度 の 高 さ と コン ビ ネ ー シ ョ ン の 良さ を 活か し 
た 即応 度 の 高い アン サン プル の パラ ンス の 取れ た バン ド の 持ち 味 が 
見 える よう に な っ た 。 今 の 所 、 最 新作 に あたる 本 作 で は ポー ル ・ へ 
イン ズ の テク スト を 使用 し た 唄 物 と し て の 形 を 取っ た 異色 作 。 こ の 
よう な 制約 ある シチュ エー ショ ン に も 対応 出来 る グル ー プ と し て の 
し な や か さ を 感 じ さ せる 。 予 告 さ れ て いる 次 作 に お いて ここ で 得 た 
成果 が どう 反映 され て いる か が 楽し み だ 。 尚 、 エ イミ ー・ デ ニオ の 
名 を 広く 知ら し め た アル バム と し て も 重要 な 一 枚 。 (中 西 ) 


(GEORGE CARTWRIGHT 
Dot 


CD/Cuneiform RUNE 57 94 年 





CURLEW (本 誌 51 号 参照 ) の 中 心 人 物 、 初 の ソロ 。 カ ー リ ュー 流 
イン プロ ヴァ イズ ド ・ ロ ッ ク の ジャ ズ 変 容 は 健在 だ が 、 思 っ た 以上 
に 分 か りや すい 音 だ 。 ス ー・ ガ ー ナ ー、 サ ム ・ ベ ネッ ト 等 多く の ク 
レジ ッ ト が ある が 、 バ ンド 色 の 押し と 乗り の 強い カー リュ ウ に 較べ 
て 、 ソ ロ ・ ア ル バ ム 特有 の 、 中 心 人 物 と 参加 人 各々 に 変化 する 幾つ 
か の フォ ー メ ーション と 協調 、 と いっ た 印象 が 強い 。 フ リー あり 、 
ロッ ク 色 の 強い 曲 あ り 、 ヴ ォ ー カ ル 曲 あり 、 と 様々 だ 。 曲 が 破綻 す 
る か の よう か 力動 より も 、 ま と まり を 感じ させ る 。 (松本 ) 





DANIEL LENTZ 
Missa Umhrarum 
CD/New Albion NA 0O06CD 91 年 





ダニ エル ・ レ ン ツ の 音楽 は 美しい 。 自身 の 操る カス ケー ディ ング ・ 
エコ ー・ シ ステ ム と 、 非 ベル カン ト の 透明 な 混声 合唱 と 、 ワ イン ・ 
グラ ス が 奏で る 瑞 々 し い 音 空間 。 容 赦 な い テ キス ト の 解体 作業 の 果 
て に 生み 出さ れ た 異形 の あど け な さ 。10'" の ミニ ・ ア ル バ ム 「After 
Images」(77) の は に か む よ う な 美 は 今 も 健在 だ 。 表 題 曲 の 、 タ イト 
ル そ の まま に ミサ 曲 と し て 素材 を 用 意 さ れ た 音楽 は 、 よ り 大 が か り 
な 音楽 の 構築 を 目指 し て いて 、 そ こ に 新しい レン ツ の 魅 力 を 垣 間 み 
る こと が で きる 。 尚 も 構築 を 望む な ら 、 今 後 レ ン ツ の 音楽 が どう 推 
移す る か が 楽し み だ (ちょ うど ステ ィ ー ヴ ・ ラ イヒ の Tehillim′ が 
そう で あっ た よう に )。 ハ ロ ル ド ・ バ ッ ド の 純粋 無垢 さ に 惹か れる 人 
は 1 度 聴い て みて 欲し い 。 (坂本 ) 


DANIEL PALARDY ROGER 

(6anada) 

POreile Enflee 

CD/Archives Magnetiques AM 04 CD 
"94 年 





JUSTINE の パー カッ ショ ニス ト 、 ダ ニ エ ル ・P・ ロ ジェ 初 の ソロ ・ 
アル バム で ある 本 作 は 、 彼 女 の 作詞 作曲 に な る 音楽 劇 「 腫 れ た 耳 」 
を 記録 し た も の で 、 同 レー ベル が カセ ッ ト で リリ ー ス し て いた Archives 
シリ ー ズ の CD 化 第 1 弾 だ だ いく ら か マニ アッ ク だ と いう 判断 な の か 、 
ジャ ケッ ト ・ ス リー ヴ が な か っ た りす る が 、 ク レジ ッ ト は ちゃ ん と 
ある の で ご 心配 な く 。 終始 フ ラン ス 語 の ナレ ーション で スト ー リ ー 
が 展開 する 為 、 内 容 の 詳細 は 私 に は 判ら な いも の の 、 一 聴 し て これ 
が どれ ほど 優れ た 作品 か は 何 の 問 題 も な く 理解 で きる 。 ジ ャ ン ・ ド 
ゥ ロー ム が 全面 協力 し て いる ほか 、 曲 に よっ て ジョ アン ヌ ・ エ トゥ 
や アン ドレ ・ デ ュ シ ェ ー ヌ も 参加 。 リ コメ ン デ ィ ッ ド 系 の ファ ン に 
は 強く お 勧め で きる 。 (坂本 ) 








DAVID HYKES & DJAMCHID 
CHEMIRANI 

Windhorse Riders 

CD/New Albion NA 024 89 年 


WW の 4 の Af 4/2 と ん 





デヴィ ッ ド ・ ハ イク ス は どう いう 聴か れ 方 を し て いる の だ ろう か 。 
きっ と ある 人 に は ニュ ー エ イジ ・ ミ ュー ジッ ク と し て 聴か れ 、 あ る 
( 届 還 00 ンク コージ タック メラ イカ ーション ミコ ドー ンジ 2 ゆ 
ク と し て 聴か れ 、 ま た ある 人 に は 民族 音楽 と し て 聴か れ て いる の だ 
ろう 。775 年 に 結成 され た THE HARMONIC CHOIR は 彼 の 指導 を 受け 
た 合唱 団 で 、DEEP LISTENING BAND に 匹敵 する ほど 深い 表現 を 実 
践 し て いた が 、 最 近 ハ イク ス は ひと り 乃 至 少 人 数 で 歌う こと を 好み 、 
4 人 編成 の WINDHORSE RIDERS を 結成 し て いる 。 そ れ が この アル 
パム で 、 こ こ で は タプ ラ や タン プー ラ な どの イン ド の 楽器 と ハイ ク 
ス の ホー ミー を 組み 合わ せ た 無 国籍 音楽 を 指向 し て いる 。 尚 、 ハ イ 
クス は 787 年 以降 多 ど フラ ンス て 活動 し て いる 。 (坂本 ) 





DAVID MOSS 
Dense Band 


CD/(Ger.) Moers Music 02076 CD 
'85 年 








DENSE BAND を 名 乗っ て いる が 、 実際は デヴィ ッ ド ・ モ ス の レコ 
ー デ ィング ・ セ ッ シ ョ ン 集 。 前 作 「Full House」(84) が アー ト ・ リ 
シン ゼイ 、 フ レッ ド ・ フ リス 、 ビ ピル ・ ラ ズ ウ ェ ル 、 デ ヴィ ッ ド ・ ヴ ァ 
ンコ ティ デー ババ ョ シン ジャ マラ デズ イニ シッ タ ク マフ イリ ルン トド シン 等 々 
の が ュ ョ オ * レ ヨー ディ ング 生 だ っ た の に 計 し て 。、 こ ちら ば は グルー 
プ ・ レ コー ディ ング に な っ て いる 。 参加 し て いる の は フレ ッ ド ・ フ 
りり 和久 、 用 ョ シッ ザ リーン 、 ア デー トド ・ り ン セ ゼイ 、 ウ ョ イシ ジ ・ ポ ボー ヴィ ッ 
Aa ウラ 二 央 雪 還 用 0 大 マン vw クジ イン ジョ ー ル % 
モス と いう 面々 だ が 、 曲 に よっ て 編成 は 変わ ちる 。 イ ンプ ロ ヴ ィ ゼ ー 
ショ ン の よう で いて 、 実 は フリ ス と の 共 作 が 殆ど だ っ た りす る 。 野 
生 人 モス の 直感 一 発 の 演奏 が この 音楽 の 生命 線 だ 。 (坂本 ) 





ぞ の ご 








み ン ルル 。 2 の 2.z 


DAVID MOSS DENSE BAND 
Live In Europe 


CD/(Ger.) Ear-Rational ECD 1004 
*88 年 





バタ バタ と 疲れ を 知ら ぬ 幼 児 の よう に 走り 回 る ポッ プ ・ サ ウン ド 
が 、 フ ァ ン ク ・ ベ ー ス の 皿 の 上 で 様々 に 混ぜ 合わ させ る 。 絶え 間 な 
く ザ ッ ピ ング され る TV の よう に 、 イ タリ ア ・ オ ペラ と 京劇 の 間 を ポ 
パイ と オリ ー プ が 駆け 抜け 、 あ ちこ ち で シャ ン パ ン が 吹き 上 げ パ イ 
の 飛び 交 う サウ ンド 構成 は 、 モ ス の 「 プ リキ の お も ちゃ 」 感 覚 を よ 
《 示 し で る が 。 デ ンス ・ パ ンド は オニ ルス ター の 常 と し で ショ ー 
ケー ス 的 性 格 が 強い 。 繰り返し の 中 で 疲弊 し て いく 声 三 鈍重 な 身体 
を その まま 提示 し た 「 ダ イレ クト ・ サ ウン ズ 」 に も 耳 を 傾け て 欲し い 。 

(福島 ) 


DAVID SHEA 
Prisomer 
CD/Sub Rosa SR73 '94 年 





ニュ ー ヨ ー ク を 中 心 に し た 活動 が 続い て いる デヴィ ッ ド ・ シ ェ ー 
だ が 、 こ こ 最 近 の ソロ ・ ア ル バ ム に お いて は 映画 な どの モチ ー フ を 
題材 に 、 サ ンプ リン グ と ライ ヴ 演 奏 を ミッ クス し た 作品 を 発表 し て 
いる 。 こ れ は その 中 で も か な り 演 奏 的 に 面白 い 内 容 と な っ て いる 。 
参加 し て いる メン バー も マー ク ・ リ ボー を 始め 、 加 藤 英 樹 、 ジ ー ナ ・ 
パー キン ス な ど と 強力 な メン バー。 こ れ は イギリス BBC テ レビ で 放送 
され て いた 「 プ リズ ナー」 を 題材 に 、 彼 が すべ て の 作曲 を し て いる 
作品 。 サ ンプ ラー の 扱い も 独特 だ が 、 ピ アノ な ど 、 プ レイ ヤー と し 
て の 力も 見 せ て いる 。 彼 は 架空 の 映画 の サン トラ を モチ ー フ に し た 
作品 を 残し た 後 、 最 新作 で は 彼 の 単独 の サン プリ ング の み に よ っ て 
編集 され た 作品 を 出し た 。 (平山 ) 





DAVE SOLDIER 

Romances From The Secomd 

Lime 

CD/Newport Classic NPD 85505 
90 年 





ソル ジャ ー 弦 楽 四重奏 団 を 率い る ヴァ イオ リ ニ ス ト 、 デ イヴ ・ ソ 
ル ジ ャ ー の キー ボー ド 曲 集 。 85 年 に ノ ソル ジャー 弦楽 四重奏 団 を 結成 
し て 以来 、 彼 は 様々 な ミュ ー ジ シャ ン と 新しい 音楽 に 挑戦 し て 来 た 
が 、 デ イヴ 自身 の 音楽 と いう と それ ほど ピン と 来 な か っ た りす る 。 
ここ で は キー ボー ド 曲 集 と いう こと で 、 デ イヴ 本 人 は 1 曲 に シン セ 
サイ ザー で 参加 し て いる の み だ が 、 な る ほど と 彼 の 音楽 観 が 聴き 取れ 
る 面白 い 音楽 ば か り で 飽き な い 。 自然 と 全体 は 現代 音楽 で 統一 され 
て いな が ら 、 ス イン グ あ り 、 タ ン ゴ あり 、 よ く よ く ス タイ ル に 偏見 
の な い ミ ュー ジ シ ャ ン な の だ な あ 、 と 感心 し て し まう 。 圧 巻 は 30 分 
を 越す オル ガン 曲 集 「 ホ ケッ ト と イン ヴェ ンション 」。 擬 古典 的 様式 
が 巧妙 に 逸脱 を 許容 し 支え る 骨格 と な り 得 て いる 。 (坂本 ) 


DAVE SOLDIER 
Smut 


CD/ デ ィ ス ク ・ ユ ニオ ン Avan-019 
94 年 








中 世 音 楽 と へ ヴィ ・ メ タル の 融合 と 銘打た れ た この 作品 。 カ ルミ 
ナ ・ プ ブラ ー ナ 等 か ら 選 曲 さ れ た スケ ベ な 中 世 歌 申 を エレ クト リッ ク 
な アレ ンジ で 聞か せる 。 タ イト ル は 汚れ と か みだら と か エロ 文学 と 
か いっ た 意味 で あり 、 ロ バー ト ・ メ イプ ルソー プ ら に 捧げ られ て い 
る 。 企 画 者 は エリ オッ ト ・ シ ャ ー プ と の 共演 で 知ら れる ソル ジャ ー 
弦楽 四重奏 団 の 人 だ が 彼 は この CD で は ヴァ イオ リン で は な く E・ ギ 
ター を 演奏 し て いる 。 さ て 、 一 部 コラ ー ジ ュ が 施さ れ た 部 分 も ある 
が 、 多 く の 曲 は E・ ギ ター、 金 管楽器 、 女 性 ヴォ ー カ ル 等 に よる 端 
正 な アン サン ブル に よっ て 成り 立っ て いて 、 い わ ゆ る ロッ ク 色 は か 
な り 薄 く 、 歌 詞 は と も か く と し て ちっ と も 狼 雑 で は な い の だ が 。 

(川辺 ) 








SOLDIER STRING OUARTET 
SQ0jourmer Truth 


CD/Newport Classic NPD85508 
"91 年 








エリ オッ ト ・ シ ャ ー プ と の 蜜 な コラ ボ レ イ ショ ン で 有名 な NY の 弦 
楽 四重奏 団 。 テ クニ ッ ク 的 に は クロ ノ ス の 方 が 上 だ ろう が 、 実 験 精 
神 の 星 盛 さ と アグ レッ シ ヴ な 姿勢 で は 最 右 細 か 。 本 作 で は 1 曲目 か 
らい き な り ジョ ン ・ ケ イル の 「 パ リ 1919」 を ぶち か ます 。 それ も ヴ 
ォ ー カ ル に シェ リー・ ハ ーシュ を 迎え て 。 その 他 の オリ ジ ナ ル 曲 も 、 
エフ ェクト 処理 し た ヴァ イオ リン で ジミ ・ ヘ ン の ギタ ー 音 を 真似 た 
り 、 ク ラー ヴェ や ティ ン バ レ ス 等 を 加え て ラテ ン 風 チェ ン バ ー・ ア 
ン サ ンプ ブル を 試み た り と か 技 が 細か い 。 シ ャ ー プ に 突っ 込み で ポッ 
プ な 味わい 。 (松山 ) 





DAVID TORN 
Best Laid Plans 


L P/(Ger.) ECM 1284 823642-1 
"8S 年 
CD/(Ger.) ECM 1284 823642-2 





デヴィ ッ ド ・ ト ー ン の 1 st ソロ ・ ア ル バ ム 。 最初 に トー ン を 認め た 
の が ECM と いう の は 一 見 ハマ ッ て いる よう で 、 振 り 返 る と 違和感 も 
ある 。 EVERYMAN BAND か ら ソ ロ へ の 大 抜 握 だ が 、 ト ー ン の 持っ て 
いた きら きら と し た 感性 は ECM に あっ て も 充分 な 訴求 力 を 放っ て い 
た 。 全曲 ジェ フリ ー・ ゴ ー ド ン (perc) と の 共演 で 、 オーヴァー ダビ ン 
グ も せい ぜ い 1 回 程度 と 思わ れる シン プル な 演奏 。 作 曲 さ れ た パー 
ト も あま り 判 然 と し な いふ わ ふ わ と 漂う よう な 曲げ かり だ 。 それで 
も トー ン の ギタ ー が 創出 する 空間 は それ だ け で 強 難 な 音楽 た り 得 て 
いる 。 ジ ェ フ リー・ ゴ ー ド ン の 素性 は 不明 だ が 、 後 に ニュ ー ヨ ー ク 
で 活動 し て いる 中 国 系 2 世 の ヴ ァ イ オ リ ニ ス ト 、 Jason Hwang の ア 
ル バ ム 「Unfolding Stone」('90) に 参加 し て いる 。 (坂本 ) 





の ら 








DAVID TORN 
Cloud Ahout MMereurV 


L P/ECM 1322 831 108-1 87 年 
CD/ECM 1322 831 108-2 





エ ヴ リ マ ン ・ バ ンド や 1 st ソロ で 注目 し て いた 人 は いた に せよ 、 多 
く の 人 に と っ て デヴィ ッ ト ・ ト ー ン の 名 を 意識 する 事 に な っ た の は 
この アル バム を 通じ て だ ろう 。 た と え 、 そ れ が 共演 者 の B. プル ッ フ 
ォ ー ド や T. レヴ ィ ン 、M. ア イシ ャ ム を 通じ て の 注目 で は あっ た に せ 
よ 、 こ こ で 聴か れる 音楽 は まぎれ も な く ト ー ン の 物 で あり 、 そ の 後 、 
彼 の 名 を 忘れ る 訳 に は いか な く な っ た 筐 だ 。 それ程 まで に ここ に 聴 
か れる 彼 の 奏法 、 音 色 は 印象 的 だ っ た 。 池 えた リズ ム の 感覚 、 落 ち 
着き 払っ た 音 空間 を 切り 裂く うねり の ある オー ヴァ ー・ ド ライ ヴ ・ 
トー ン 。 自分 の 声 を 持ち つつ 、 適 確 に それ を コー ディ ネイ ト す る オオ 
能 。 新 た な 才能 の 出現 。 多 少 の 批判 は ある に せよ 、 こ う 言 う 才能 を 
数 多く 世に 出し た ECM も 敬意 に 価 する 。 (中 西 ) 


DAVID TORN 
Door 


CD/Windam Hil WD 1096 "90 年 


リウ 4 
と 2 Ll 了 ウ そい 





ECM か ら ウ ィ ン ダ ム ・ ヒ ル へ 移籍 し て 作ら れ た 3 rd アル バム 。 こ 
れ ら レー ベル 名 が 与え る 印象 と は まる で 違っ た ロッ ク ・ タ ッ チ の サ 
ウン ド で 約 半数 の 曲 で 自身 の ヴォ ー カ ル も フィ ー チ ャ ー さ れ て いる 。 
前 作 か ら の 流れ で ビル ・ プ ラッ フォ ー ド 、 更 に は 今や 親友 と 言っ て 
は ば か ら な い ミ ッ ク ・ カ ー ン その 他 を 迎え 、 安 定 感 を 持ち な が ら も 
非常 に 感覚 的 な 演奏 を 聴か せる 。 特に トー ン の 演奏 は これ まで の 痛 
景 に 溶け 込む よう な 感触 を 離れ 、 ア グレ ッ シ ヴ な 音色 を 多用 し た シ 
ョ ッ キ ング な も の 。 これ は 本 人 の 健康 状態 の 悪化 が 反映 し て いた と 
後に 分 る の だ が 、 と は 言え 以前 より 感覚 一 発 で 全体 の 流れ を 切り 裂 
く よ う な 鋭さ は 見 せ て いた 。 そう 言っ た 部 分 は 次 作 で 思う 存 分 発揮 
され る 事 に な る 。 (中 西 ) 





DAVID TORN 
Tripping Over Gnd 


CD/(Ger.) CMP '95 年 
/ ジ ムコ JICK-89747 


< 
ン 





POLY TOWN の 興奮 が まだ 冷め や ら ぬ と いう の に 、 早 くも 新作 の 
登場 だ 。「Door X」 以 来 の ソロ ・ ア ル バ ム 。 昨 年 秋 の 録音 と いう か ら 、 
最近 の この 世界 で は 異例 の スピ ー ド ・ リ リー ス と 言え よう 。 全 トラ 
ッ ク を ひと り で 演奏 し て し まっ た 本 当 の ソロ ・ レ コー ディ ング だ 。 
部 分 的 に ドラ ム ・ プ ログ ラミ ング こそ 使っ て いる が シン セ は 一 切な 
し 。 CMP 原 盤 な の で 、 プ ロ デ ュ ー サ ー の 余計 な 干渉 も な く 、 も う 好 
き 放 題 に 弾い て いて 、 ト ー ン の 感性 が 余す こと な く 伝 わっ て 来る 。 
万 人 向け の 音楽 で は な いか も 知れ な い が 、 私 は 彼 の 音楽 を こよ な く 
愛す る 。 (坂本 ) 


DEEP LISTENING BAND 
The Ready Made Boomerang 
CD/New Albion NA044CD 91 年 





アメ リカ 西海 岸 実 験 派 現代 音楽 界 の ゴッド ・ マ マ 、 ポ ー リ ン ・ オ リ 
ヴェ ロス が 率い る ジジ ババ ・ バ ンド 。 彼 女 の 数 年 来 の コン セプト で あ 
る 《 デ ィ ー プ ・ リ スニ ング ) を 実践 する た め に 集まっ た メン ツ に よる 
3 枚 目 。 ア コー ディ オン を 中 心 に 、 ト ロン ボー ン と クラ リネ ッ ト の 2 
人 そし て 男女 各 1 名 の ヴォ ー カ リス ト と いう 布陣 で 、 地下 10 数 メー ト 
ル と いっ た 有 雰囲気 の 炭鉱 穴 の 様 な ドー ム に も で ぐり 込み 、 異常 に 長い 残 
響 効果 を 利用 し た 奇 々 怪 々 の ドロ ー ン ・ ミ ュー ジッ ク を 創り 出し て い 
る 。 各 人 の 音 が 幾重 に も 重なり 合い 、 そ れ が 正 に プー メラ ン の 様 に フ 
ィ ー ド ・ バ ッ ク し て 新た な 波紋 を 広げ て ゆく 。 圧 倒 的 な が メデ ィ テ イシ 
ョ ン ・ サ ウン ド ・ シ ステ ム 。 炭鉱 夫 よ ろ し く 頭 に サー チラ イト を 付け 
て 演奏 する アホ な 写真 が えも 言わ れ ぬ 感動 を 呼ぶ 。 (松山 ) 








IAMANDA GALAS 
Saint Of The Pit 
L P/Mute STUMM33 86 年 





ギリ シャ 系 アメ リカ 人 女性 。 堂 々 た る アリ ア か ら 幼 女 の す すり 泣 
き へ 、 さ ら に は 獣 の 喰 り 声 へ と 瞬時 に 変貌 を 遂げ る 力量 を 認め られ 、 
グロ ボカ ー ル 作曲 の オペ ラ に 主演 。 ロ ー リ ー・ ア ンダ ー ソ ン が 「 電 
子 メ ディ ア の 天使 」 な ら 、 ラ イヴ で 各々 エフ ェクト を か けた 4 木 の 
マイ ク を 自在 に 操っ て 、 絶 叫 と 異 言 に より 脳髄 の 深層 に 潜む 古代 の 
潜在 恐怖 を 引き ずり 出し 、 頭 か ら 血 を か ぶっ て 聖書 冒 漬 の 言葉 を 撤 
き 散 らし な が ら 、` ア クト ・ ア ッ プ (エイ ズ 解 放 勢 力 連合 )” と の 連 
帯 を 進め る 彼女 は 「 魔 女 」 か つ 「 巫 女 」 で ある 。 本 作 は エイ ズ 患 者 
た ち に 捧げ られ た 「 赤 き 死 の 仮面 」 三 部 作 の 第 二 部 。 前 半 を 支配 す 
る 禁欲 的 な まで の 静 議 さ が 、 後 半 オ ペラ ティ ッ ク に 高揚 し て いく 様 
は 圧巻 。 歌 詞 は ボー ドレ ー ル 、 ネ ル ヴ ァ ル ほか に よる 。 (福島 ) 





DIANE LABROSSE, 

MICHEL F. COTE (Canada) 
Duo Decpnnstructiviste 
CD/Dame AM 031CD 94 年 





Dame と 言う の は Distribution Ambiances Magnetiques Etcetere 
の 略 で 、Ambiances Magnetiques の 流通 部 門 と 理解 すれ ば いい の だ 
ろう か 。 こ れ は JUSTINE の キー ボー ド 、 管 楽器 奏者 、 デ ィ ア ン ヌ ・ 
ラプ ロッ ス と BRUIRE の ミシェル ・F・ コ テ の デュ オ ・ ア ル バ ム で 、 
ゲス ト も 大 勢 参加 し て いる ほか 、F・ フ リス や J・ オ ズ ワ ル ド 、H・ 
ライ ヒエ ェ ル 等 々 の アル バム か ら の 断片 が ふん だ ん に 引用 され て お り 、 
お そら く コ テ 主 導 の プロ ジェ クト で は な いか と 思わ れる 。 タ イト ル 
か らし て 連想 で きる よう に 、 何 も か も が 細分 化し て ほど け 落 ち た よ 
うな 音楽 。 (坂本 ) 
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DIANE LABHROSSE 
Face Caches Des Choses 


CD/Ambiance Magnetiques AM 036 
GD 還 





ミッ シェ ル ・F ・ コ テ と の デュ オ 作 に 続く 新作 (や は り コ テ が 協 
カ ) 。 機 械 の 動作 音 や 雨 ・ 風 ・ 雷 鳴 と いっ た 具体 斉 が 、 キ ー ボ ー ド の 
冷や か な 音色 や か 細く も 強 加 な 歌声 、 荘 重 な 打楽器 と せめ き ぎ 合 っ て 
焼き 付く ほど に 鮮やか な 啓示 的 光景 を 映し 出す 。 とりわけ 、 前 半 、 
耳 を 刺す よう な 軸 較 に 痛々 し く 茶 まれ 、 も ろく も 壊れ 去り 、 虚 空 へ 
と 消え 去っ て いっ た 「 う た 」 が 、 古 風 な オル ガン や お ご そ か な 鐘 の 
音 を 従え 、 毅 然 た る 静 議 さ と 共に 回 帰す る 劇 的 構成 や 、⑦ で 清 か れ 
た よう に つぶ や き 続 ける サン プリ ング ・ ヴ ォ イ ス の 使用 、 セ ビア 色 
に け ぶ る サー カス 音楽 を 思わ せる エン ディ ング は 見 事 。 ハ イナ ー・ 
ゲッ ベル ス の 諸 作 に も 比肩 し 得る 強度 と 繊細 さ に 溢 せ た 力作 。 イ ン 
サー ト の アー ト ・ ワ ー ク も 美しい 。 (福島 ) 


DOCTOR NERVE 
Armed Ohservation/0ut To 
Band Fresh Kings 


L P/Cuneiform RUNE 8, No Mans 
Land 
85 年 "87 年 

CD/Cuneiform RUNE 38X NML 8502 





ドク ター・ ナ ー ヴ の 初期 二 作 を 1 つ に まとめ て 収録 し た CD。 1 st 
「Out To Bombu」 か ら レ コメ ン 系 の アヴァ ン ギ ャ ルド ・ ジ ャ ズ が 合 
体 し た よう な 曲調 は 出来 上 っ て お り 、 無 理 矢 理 な 展開 を 勢い で 押し 
通す あたり も その まま だ が 、 こ こ で は 多少 、 思 い 切 り に 欠け る と 言 
うか 、 こ な し 切れ て いな いか も 。 こ の 辺り は 2 nd「Armed Observation」 
で は か な り 改 善 さ れ て お り 、 ド クタ ー・ ナ ー ヴ 節 と で も 言う べき 物 
が 確立 され つつ ある 。 依然 、 無 茶 な 曲 が 多 い の だ が 、 そ の 上 て で 尚 、 
曲 と し て の 魅力 が は っ きり し つつ ある 。 ち な み に 1 st に は ドク ター・ 
ナー ヴ の 前 段階 に あたる SPYBOY あ る い は CROW と いっ た グル ー プ 
に よる 演奏 も 収録 され て いる 。 (中 西 ) 





DOCTOR NERVE 
id Sprinting Die? 
CD/Cuneiform 55002 90 年 


DoclorNerve 
( DD 





ドク ター・ ナ ー ヴ の 通算 3 作 目 に あたる 作品 だ が 、 ニ ッ テ ィ ング ・ 
ファ クト リー に お ける ライ ヴ を 中 心 に HMSL コ ンピュータ ・ ソ フト を 
通し て 作曲 され た 楽曲 を 3 曲 加え た 変則 的 な 構成 と 言い 、 元 々 の リ 
リー ス 番 号 が 未 発作 等 を 発表 する WMAS の シリ ー ズ だ っ た 事 か ら 
公式 の ディ スコ グラ フィ か ら は 少し 外れ る 性 格 を 持つ 。 メ イン と な 
る ライ ヴ ・ パ ー ト だ が 、 お そら く は PA 卓 か ら 未 加工 と 言っ た 感じ の 
録音 状態 も あっ て 非常 に 生々 し い 印 象 を 受け る 。 その 分 、 と か く 人 
間 の 限界 を 超え た 作曲 を し た が る 彼 等 の 実演 時 の 苦労 ち う か が える 
が 、 勢 い 、 人 迫力 は か な り の 物 。 ま た 前 身 バ ンド SPYBOY 時 代 か ら の 
同名 曲 で マハ ヴィ シュ ヌ ・ オ ー ケ スト ラ の フレ ー ズ が は さ み 込 まれ 
る の も 興味 深い 所 。 (中 西 ) 


DOCTOR NERVE DOCTOR NERVE 
Beta 14 ok Beta 14 Ok 
CD/Cuneiform RUNE 26 91 年 





中 期 Zappa の 一 番 複 雑 な と ころ を 抽出 し て 、 過 激 な ジャ ズ ・ ロ ッ 
ク の 要素 を 大 胆 に 取り 入れ た 様 な 、'90 年 代 型 の アヴァン ギャ ルド ・ 
ミュ ー ジ ッ ク の お 手 本 の 様 な 1 枚 。 ギ タリ スト で あり 全て の 曲 を 作 
曲 す る N. Didkovski は コン ピュ ー タ の 世界 に も 造語 が 深く 、 自 ら の 手 
で 音楽 表記 言語 、 そ れ を 利用 し た 音楽 ソフ トウ ェ ア 、 こ れ を 使っ て 
作ら れ た 曲 も 納め られ て いる 。 確か に 、 い か に も コン ピュ ー タ の 手 
を 借り な けれ ば 難し い だ ろ うと 思わ れる 様 な 曲調 が 並び (メデ ィ テ 
ー シ ョ ナ ル な エレ クト ロニ クス ・ ミ ュー ジッ ク で は な く て 、 高 度 に 
複雑 な 作曲 の 為 の 手段 の 為 だ け で ある )、 そ れ で も 人 間 が 演奏 し て い 
る ん だ と 分 か る 様 な ノリ を 感じ させ る 。Zappa ファ ン 、HENRY COW 
ファ ン の 必聴 作 の 1 枚 。 (伊藤 ) 








! 汰 ら 穫 @ 家 机 @ 基 病人 


DOCTOR NERVE 
Skim 


CD/Cuneiform RUNE 70 95 年 





まさ に 「DR.NERVE ハ ー ド ・ ロ ッ ク 宣 言 」 と 言っ て 良い だ ろう 。 
今 ま で 見 せ て きた 複雑 さ を 失 わ ず に 突き 進む ノリ を 全面 に 押し 出し 
た 本 作 、 彼 ら の 最高 傑作 。 必聴 。 と 、 こ れ だ け の 解説 で 十分 伝わる 
と 思う が 、 今 まで 彼ら の 音 に 馴染 み が な い 人 に は 本 作 は 今 ま で の 作 
品 と は ちょ っ と 流れ が 違う と いう 事 を 言っ て お きた い 。 前作 まで は 
管楽器 、 マ リン バ 等 の 打楽器 を 全面 に 出し た 複雑 な 作曲 を メイ ン に 
し て いた が 、 本 作 で は 何 本 も オー バー ダブ され た 、 へ ヴィ に 歪ん だ 
ギタ ー と どこ まで も 疾走 する よう な リズ ム ・ セ クシ ョ ン を 押し 出し 、 
それ で も せわ し な く 展 開 し て ゆく 曲調 は 健在 。 小 難し い 事 が 苦手 な 
人 、 ロ ッ ク の ノリ が 無い と どう も と いう 人 両方 に アピ ー ル する 。 本 
作 を 聞い た 後 、 ど うし て も ライ ヴ を 観 た く な っ て し まう 。 (伊藤 ) 





FORMS THE NERVE EVENTS PROJECT 
7 Transform 
MERGEee CD/Cuneiform 55011 '93 年 
トーー ゴ 






DOCTOR NERVE の 「Beta 14 OK」(1991) に 基づく 様々 な ミュ ー ジ 
シャ ン に よる ヴァ リエ ーション を 収録 し た 本 作 が 飛び 込ん で 来 た 。 
全 22 チ ー ム の 25 曲 。 ミ ュー ジッ ク ・ コ ンク レー ト や コン ピュ ー タ ー 
ミュ ー ジ ッ ク も あれ ば 、 自 分 達 で 演奏 し て いる も の も あり 、 ど れ も 
これ も 面白 いも の ば か り 。 本 当 に 同じ モチ ー フ を 使っ て いる の か な 
あっ て 言う くら いみ ん な 勝手 に や っ て て 、 そ の クセ 、 ど こ か DOCTOR 
NERVE の 影 を 引き ずっ て チェ ン バ ー 風 、 あ る い は 現代 音楽 風 の 演奏 
が 多い 。NERVE の メン バー 達 も 個人 で 参加 し て いる ほか 、 ヘ ン リ ー 
カイ ザー や マー ク ・ ハ ウエ ル 、 プ ルー ノ ・ メ リエ 、 そ れ に HALF JAPANESE 
の メン バー ら の 上 顔ぶれ も 並ぶ 。 これ は 現代 アメ リカ の 先鋭 ミュ ー ジ 
シャ ン の カタ ログ と し て も 存 分 に 楽し め る 。 (坂本 ) 
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SCHAFER, DIDKOVSKY, NORTON 

Ankle To NOose 

CD/(Ger.) Amf-Music AMF 1048 
"94 年 





ディ ドコ フス キー が ケヴィン ・ ノ ー ト ン (ds) 、PEOPLE IN SORROW 
の ギ ッ タ ・ シ ェ ー フ ァ ー (sax) と 組ん だ 「 ア ー ト ・ ロ ッ ク ・ ト リオ 」。 
プ ブルック リン で の 録音 だ が 、 お そら く は シェ ー フ ァ ー 主 導 の プロ ジ 
中 兆 IR だ る ろう 但 還 8 央 の デレ は 全く の 宮 角 (で ディ ドコ ウス 
キー と し て は か な り 珍 し い ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク ・ プ レイ が 堪能 で きる 。 
リコ メン ディ ッ ド の ファ ン に は 強く お 勧め し た い 。 (坂本 ) 


DOUN BYRON 
Tuskegee Experments 
CD/Elektra Nonesuch 79280-2 


"92 年 
/ ワ ー ナ ー・ ミ ュー ジッ ク ・ ジ ャ パン 
WPCP-5455 





ドン ・ パ バイ ロン は ニュ ー・ ミ ュー ジッ ク と 言う より は 寧ろ クラ シ 
ッ ク ・ ミ ュー ジッ ク か ら ジ ャ ズ に 踏み 込ん だ 高 踏 派 の クラ リネ ッ ト 
奏者 だ 。tuskegee の 背景 に ある 、 屈 折 し た プラ ッ ク ・ ミ ュー ジ シ ャ 
ン の コン プレ ックス を 指摘 する の は 彼 の 望む 所 か も 知れ な い が 、 し 
か し 、 そ れ で 彼 を 評価 する の は 間違い だ 。 こ の 音楽 は 予想 以上 に ク 
ラシック で 、 予 想 以上 に ジャ ズ だ 。 その 端正 な た た ず ま い が 彼 を 語 
っ て いる 。 既に 2 nd「Don Byron Plays The Music Of Mickey Katz」 
(同名 バン ド 作 ) も リリ ー ス され て いる 。 注 目 す べき ミュ ー ジ シャ ン 。 

(坂本 ) 





THE (EC) NUDES 
Vanishing Point 
CD/ReR N1 "94 年 


1he (EO) nudes 
Venishng Point | 


た IE 





クリ ス ・ カ トラ ー が ここ 数 年 で 残し た 作品 の 中 で も 屈指 の イン パ 
クト を 放つ の が これ だ 。CURLEW と の 共演 や ソロ ・ ア ル バ ム を 発表 
し て いた エイ ミー・ デ ニオ の 才気 溢れ る マル チ ・ プ レイ は 彼女 へ の 
注目 を 一 気 に 高 め た が 、 何 より パン キッ シュ で さえ ある 躍動 感 、 鋭 
さ を も っ て カト ラー の 底力 を 再 認識 させ られ る 。NY 一 派 の ヴェ ディ ・ 
ギー ズ ィ と の トリ オ で レコ ー デ ィング され 、 エ ンジ ニア を 担当 し た 
ボ プ ・ ド レイ ク は その 後 ベ ペー ス で 加入 し た 。 エ イミ ー の ソロ か ら の 
2 曲 が 再 演 さ れ て いる 他 、 マ ドレ デウス の “0OPastor” の 破天荒 な 
カヴァ ー を 収録 する な ど 、 ア ヴァ ン ギ ャ ルド 、 ト ラッ ド 、 ロ ッ ク 、 
ポッ プ が ダイ ナミ ッ ク に 展開 する 様 は 痛快 その も の 。 カ トラ ー 自 身 、 
また エイ ミー に と っ て も エポック ・ メ イキ ング な 傑作 。 (中 島 ) 


ELLIOTT SHARP/CARBON 
Datacide 
LP/Enemy EMY 116 90 年 





エリ オッ ト ・ シ ャ ー プ の メイ ン ・ バ ンド と し て 10 年 以上 の キャ リ 
ア を 誇り な が ら 、 メ ン バ ー は お ろか 編成 すら 流動 的 な カー ボン は 、 
『Nots』 に 収め られ た 名 曲 の 編成 が 示す よう に 、2 ドラ ム ス の 間 に 張 
られ た ポリ リズ ム の 網 に 対し て 彼 が 激しく アク ト す る 、 と いう の が 
基本 形態 と 思わ れる 。 こ こ で は 、 同 じ く メタ リッ ク な 艶 を 浮か べ 、 
金属 語 が ちぎ れ 飛 ぶよ うな サウ ンド を 放つ ジー ナ ・ パ ー キ ンス を 「 秘 
書 」 に 迎え て お り 、 タ イト ル が 暗示 する 情報 戦 の イメ ー ジ は 、 い つ 
も の オー ル ・ オ ー ヴ ァ ー な サウ ンド に ジョ ン ・ ゾ ー ン 的 な 加速 圧 
縮 を 施す こと に より 過激 に 演出 され て いる 。 (福島 ) 





ELLIOTT SHARP 

KILL AU 

CD/Newport Classic NPD 85504 
'90 年 





エリ オッ ト ・ シ ャ ー プ 作曲 に よる キー ボー ド 曲 集 。① は 音色 や 音 
高 と いっ た パラ メー ター の 変化 を ルー ル 化 する こと に より 、 即 興 に 
構造 を 与え た ゲー ム ・ ピ ー ス 。 様 々 な 音色 が あちこち か ら 泉 の よう 
に 湧き 上 が り 、 ま た 重く 滅ん で の し か か る 。 人 間 で は 演奏 不可 能 な 
曲 を 自動 ピア ノ の た め に 作曲 し 続け た コン ロン ・ ナ ンカ ロウ に 範 を 
得 た の ー⑦ は 、 パ ー カ ッ シ ヴ な リフ の 裏 を 低音 の パッ セー ジ が 駆け 
抜け る 不可 能 性 に 思わ ず 血 圧 が 上 が る 。 彼 自身 の ポリ リズ ミッ ク な 
ベー ス ・ イ ンプ ロ ヴ ィ ゼ ーション を ピア ノ に 投影 し た ⑧ は 、 倍 音 の 
揺 ら め き を 光背 の よう に 立ち 昇 ら せる 。 (福島 ) 








ELLIOTT SHARP 
Twistmap 
CD/(Ger.) Ear-Rational '91 年 





ソル ジャ ー 弦 楽 四重奏 団 に よる エリ オッ ト ・ シ ャ ー プ の 作品 2 曲 
と 、CARBON が 全員 で シャ ー プ の 自作 楽器 を 演奏 し た 曲 、 そ れ に シ 
ャ ー プ が ひと り で 自作 楽器 の スラ ッ プ の 即興 演奏 を 行ない な が ら 、 
MIDI で 加工 し た 作品 、 計 4 曲 を 収録 。 シ ャ ー プ の ニュ ー・ ミ ュー ジ 
ッ ク 畑 の 作品 集 だ が 、 か な り 密 度 が 高く 、 楽 し め る 。 シ リア ス ・ ミ 
ュー ジッ ク の 好き な 人 も 、 変 な 音楽 に 目 が な い 人 も 一 緒 に 堪能 で き 
る お 徳用 盤 。 勿 論 、 シ ャ ー プ 自身 に は 両者 を 区 別 する 意識 は 全く な 
い 。 現 代 斉 楽 だ か ら と 言っ て 身構え て 聴く べから ず 。 (坂本 ) 





ビタ ルー 








ELLIOTT SHARP/ 
ORCHESTRA CARBON 
Ahstract RepreSSi0niSm 
1990-99 

CD/Victo VICTO cd 019 "92 年 





ほとん ど 打 楽器 の 専制 下 に ある と 言う べき エリ オッ ト ・ シ ャ ー プ 
の 演奏 空間 に お いて 、 擦 弦楽 器 は も う ひ と つの 音色 の 世界 を 開く 。 
ソル ジャ ー 弦 楽 四重奏 団 に よっ て 担わ れる この パー ト は 、 時 折 あ か 
ら さ ま に メ ロディ を 奏で 、 ま た ピチ カー ト に 転じ て リズ ム の 渦 に 身 
を 投じ な か ら も 、 専 ら 様 々 な 色合い の 皿 み (それ は 圧縮 され た 音色 
の スペ クト ル に ほか な ら な い ) を 放出 し 続け る 。 ね じ れ 引 きつ りな 
が ら 過 飽和 に 震え 、 不 安定 な 小 爆発 を 繰り 返す 恩 み の 表層 で 、 倍 音 
が 波 立 ち し ぶ き と と も に 吹き 上 げ る な か 、 ひ と 弓 の うち に 折り 畳 ま 
れ た ポリ フォ ニー が 翼 を 広げ る 。 (福島 ) 


ELLIOTT SHARP 
Nots 


CD/Atonal ACD 3011 
'92 年 (録音 '80 一 "82 年 ) 





"80 一 "81 年 の 録音 で 既に 、 打 楽器 的 な 演奏 と 鈍く 重い 鉛 の よう な 音 
色 へ の 好み 、 広 範 な 折 表 主義 (ダヴ や ポル カ も ! ) 、 多 楽器 主義 と 改 
造 楽器 の 使用 … と 、 後 の メニ ュー が 全て 出揃っ て いる 。 特 に 彼 の 署 
名 と も 言う べき 、 音 塊 を レン ガ の よう に 積み 上 げ 、 空 間 を オー ル ・ 
オー ヴァ ー に 埋め 尽く し て いく 仕方 は 、 おそ らく マテ リア ル 経 由 の 
共演 だ ろう ロフ ト ・ ジ ャ ズ 人 脈 (AACM 出 身 の P・ ウ イル ソン や デ ヴ 
ィ ッ ト ・ マ レイ の 協力 者 0 ・ ダ ラ 等 ) が 本 来 持っ て いる ジャ ズ の ノ 
リ を 塗り つぶ し 、 コ ラー ジュ の た め の 台 紙 を 用 意 す る の に 役立っ て 
いる 。 (福島 ) 





ELLIOTT SHARP 

| Beneath The Valley Of The 
| Ultra-Yahoos 

CD/Sulphur SR 9220 '92 年 





スラ イド ・ ギ ター を フュ ョ ー チ ャ ー し た 自身 よる トニ キン グ ・ 
ヴォ イス ②、 ロ リー タ ・ フ ァ ン ク ③、 打 ち 込み と トラ ンス ・ ヴ ォ イ 
ス ⑤、 ク ー ル で スペ イシ ー な ダ プ ブ ⑥⑤、 強 迫 的 マシ ー ン ・ ビ ー ト ⑦、 
EC に よる フェ イク ・ プ ルー ス を 曲 頭 に 掲げ た ⑧、 イ ー ノ & バ パー ン 的 
⑨、 テ ヘラ ン 生 まれ の 女性 ヴォ ー カ リス ト を 擁し た ⑩、 ハ イ テ ク ・ 
ポエトリー・ リ ー デ ィング ⑪①、 デ ィ ス コ ・ ビ ー ト サフ リー・ ヴ ォ イ 
ス Q⑫、 ラ ッ プ Q⑬、SF 映 画 の 疑似 サン トラ G⑬、 自 身 に よる ホー ミー! 
⑲…… と アメ リカ を 告発 する 声 を テー マ に エク レク ティ ズム の 限り 
が 尽く され る 。 (福島 ) 


ELLIOTT SHARP 
Westwerk 


CD/(Ger.) Ear-Rational ECD 1040 
"92 年 





'90 年 代 の 『(T)here』 と も 言う べき ソロ ・ イ ンプ ロ ヴ ィ ゼ ーション ・ 
ライ ヴ 。 両手 タッ ピン グ の 生み 出す パー カッ シ ヴ か つ メ タリ ッ ク な 
音色 が 、 空 間 を 息苦し い ほ どの 濃密 さ で 充満 さす せ た と ころ を 、 エ フ 
ェクト を 効か し た 彫り の 深い ソロ が ズタズタ に 切り 裂き 、 忠 距 の 限 
り を 尽く す 。 新 た に ホー ミー 唱 法 や 、 デ ィ レ イ の ホー ルド を 活用 し 
た 延々 と 続く 重苦しい うねり を ヴォ キャ プラ リー に 加え て 明暗 の 対 
比 を 効果 的 に 強調 し な が ら 、 よ り 広 範 な 音色 スペ クト ルプ より 入り 
組ん だ ポリ フォ ニー 構造 の 両方 に 科 烈 な 攻撃 を 仕掛 け て いる 。 

(福島 ) 








ELLIOTT SHARP & 
THE SOLDIER STRING OUARTET 
Cryptid Fragments 
CD/Cargo EXTREME XCD 020 '93 年 





エリ オッ ト ・ シ ャ ー プ の 弦楽 曲 集 。 素 晴らし い 充実 作 。 数 ある シ 
ャ ー プ の アル バム か ら 1 枚 を 選ぶ な ら 、 こ れ に 決定 ! ソル ジャ ー 
弦楽 四重奏 曲 の レパートリー で ある 「Twistmap」 の 2 曲 が 再 収録 さ 
れれ (内 則 曲 は 三 ッ ティ ング ・ ラ ファ クト リー で の ライ ウツ ウレ ョ ーー ディ 
ング に 差し 替え ) 、 そ の ほか ジー ナ 抜 き の パ ー キ ンス 姉妹 が シャ ー プ 
の コン ピュ ー タ 操作 と 共演 し た 表題 作 (、 チ ェ ロ の ミッ シェ ル ・ キ 
ニー と 自作 楽器 『 サ ンダ ー』」 お よび サン プラ ー 操 作 の シャ ー プ の 2 
重奏 が 収録 され て いる 。 どれ も が 池 え 切っ た 名 演 。 音 質 も 抜き ん 出 
GOO る (坂本 ) 





ELLIOTT SHARP & 
ZEENA PARKINS 
PSycho-Acoustic 
CD/Victo cd 026 '94 年 





エリ オッ ト ・ シ ャ ー プ と ジー ナ ・ パ ー キ ンス が CARBON を 離れ て 
繰り 広げ る デュ オ ・ パ フォ ー マ ン ス 。 ノ イズ に こだわ る と 両者 の 資 
質 は 驚く ほど 似 て いて 、 あ まり 意外 性 の ある 作品 で は な い 。 ス テー 
ジ で は うま く 立 体感 を 演出 し て いた ふた り の プレ イ の 位相 差 の よう 
な も の が 、 こ こ に は 全く 聴き 取れ ず 、 平 面 的 な 音像 を 結ん で し まっ 
て いる 。 CARBON の 内 側 に 潜ん で いた サウ ンド を 抽出 し た こと の 面 
白 さ は 伝わっ て 来る が 、 ど う も これ だ け で は ダイ ナミ ズム の 逐 し さ 
が 気 に な る 。 い くら ふた り の 重要 性 を 説い て みて も 、 こ の アル バム 
だ け で それ を 体感 せよ と 言う の は ちょ っ と 厳し いか も な あ 。 ノ イズ ・ 
ミュ ー ジ ッ ク は な ま も の だ と 改め て 実感 。 (坂本 ) 





ニタ た と 】 








ELIOTT SHARP/FRED CHALENOR 
/HENRY FRANZONI 

Boodlers 

CD/Cavity Search CSR18 3 年 





この 辺り の ミュ ー ジ シャ ン の 場合 、 誰 が 誰 と 共演 し よう と それ 程 
驚く 事 で は な い 、 と 言っ て し まえ ば それ まで だ が 、 そ れ で も 確 派 方 
面 の 親分 E モ ・ シ ャ ー プ と トー シン ・ ド ッ グ ス 、 ピッ グ ペ ン 、 ケ イヴ マン ・ 
シュ ー ス ト ア の フレ ッ ド ・ シ ャ レノ ー の 組 ち 合 わせ は 少々 意表 を 突 
いて いる 。( も う 一 人 の フラ ン ツ オー ニ に つい て は 資料 な し ) 。DAT 
直 録 り と 言う シチュ エー ショ ン か ら 想 像 の 付く 通り の フリ ー・ ロ ッ ク ・ 
スタ イル で 、 基 本 的 に は (この メン バー か ら 想 像 され る 物 と し て は ) 
スト レー ト な 演奏 が メイ ン 。 こ れ は フラ ン ツ オー ニ の ドラ ム が 比較 
的 まとも に キー プ に 回 っ て いる お か げ だ ろう 。 そ の 上 の シャ ー プ と 
シャ レノ ー の 音響 を 活か し た コン ビ ネ ー シ ョ ン は か な り 良 い 。 時 と 
し て イン ダス トリ アル な クリ ム ゾ ン 風 に な っ た り も する 。 (中 西 ) 


EUGENE CHADBOURNE 
2000 Statues/The English 
Channel 

LP/Parachute P-007 79 年 





チャ ド ボ ー ン の リー ダー 作 と は 言え な いか も し れ な い が 、 敢 えて 
この 1 枚 を 。 当 時 正 に 生ま れん と し て いた ニュ ー ヨ ー ク の フリ ー・ 
ミュ ー ジ ッ ク ・ シ ー ン の 核 メ ン バ ー が 全員 参加 し た 一 大 フリ ー・ ミ 
ュー ジッ ク ・ セ ッ シ ョ ン の ドキ ュ メ ント 。 参加 メン バー は チャ ド ボ 
ー ン の 他 、 彼 の 主催 する パラ シュ ー ト ・ レ ー ベ ル 周 辺 (B・ オ スタ 
ー タ グ 、P・ プ ラッ ド フ ィ ー ル ド 他 ) 、 ア トラ ンタ の TRANS MUSIQ 
か ら D・ ウ ィ リ アム ス ( 現 CURLEW) 他 、T・ コ ラ (ファ ー ス ト ・ 
レコ ー デ ィング か ) 、F ・ フ リス 、 近 藤 等 則 、 現 シミ ー・ デ ィ ス ク ・ 
オー ナー の クレ イマ ー、 そ し て 、 J ・ ゾ ー ン 。 演奏 ルー ル は お そら 
く J・ ゾ ー ン に よる も の だ ろう 。 マ ジ メ に “フリ ー・ ミ ュー ジッ ク * 
に 取り 組ん で いた 各々 演奏 者 の 若き 日 の 記録 と し て 貴重 。 (後藤 ) 








TURYWW suNo WitNG0I WANWWe 


EVERYMAN BAND 
Without Warning 
LP/ECM '85 年 














70 年 代 初期 に 結成 され 、 ル ー・ リ ー ド の バッ ク も つと め た 事 が あ 
る らし い エ ヴ リ マン ・ バ ンド だ が 、 こ ちら か ら 見 れ ば デヴィ ッ ド ・ 
トー ン が メジ ャ ー・ シ ー ン に 顔 を 由 す きっ か け と な っ た グル ー プ と 
し て の 印象 が 強い 。 こ ちら は 2 nd アルバ ム に な る 。 1 st の 「Everyman 
Band」('82 年 ) で は サッ クス の マー ティ ・ フ ォ ー ゲ ル を フロ ント に 
立て て 自然 発生 的 な ジャ ズ ・ ロ ッ ク を 見 せ た が 、 本 作 で は 基本 的 な 
作風 に は 変化 は な いも の の 、 よ り 各 メン バー の バラ ンス が 良く な り 、 
全体 と し て の ぴの びと し た 印象 を 受け る 。 多少 カ ンタ ベリ ー・ タ ッ 
チ の 変則 的 な が ら 柔 ら か な 演奏 は 特定 の 奏者 が 前 に 出る 事 な く 流れ 
が 良い 物 。 中 で も や は り ト ー ン の 感覚 的 な ギタ ー・ ワ ー ク が 肖 え て 
いる 。 時代 と は 関わ り が な く 、 な お 新鮮 な 演奏 。 (中 西 ) 


FISH & ROSES 
Fish And Roses 
LP/Lost TTL87123 「'87 年 





CURLEW、LES BATTERIES な ど 、 レ コメ ン 系 スー パー・ セ ッ シ 
ョ ン で ひっ ぱり だ この ドラ マーRick Brown が V-EFFECT 解 散 後 に 結 
成 し た トリ オ の 1 st。 ベ ー ス の S. Garner と と も に フォ ー ク ・ ト リオ 
^SHAMS” を や っ て る A. Dean や 後に No Safety を つく る C.Cochrane 
ら が ゲス ト 参 加 。V-Effect に 比べ る と より 歌 の 比重 が 高まり (C. 
Hayword か ら の 影響 か ? ) ひね り を お さえ た 曲 作 り 中 心 に な っ て い 
る 。 当 時 、E. Sharp を オー ガ ナ イ ザー と し て その 周辺 に この FISH & 
ROSES や THE SCEVELS NOW、MOFUNGO 等 、 パ ンク と フリ ー を 
体験 し た 同 傾向 の バン ド が 数 多く 生ま れ 、 ひ と つの シー ン を 形成 し 
て いた 。 そ の 様子 は 各々 の アル バム の 他 「Peripheral Vision」 等 の オ 
ム ニ バ ス で 聴く こと が で きる 。 (後藤 ) 








FISH & ROSES 
We Are Hanny To Serve You 
LP/Homestead HMS130-1 '89 年 





7 曲 入 り 12 イ ンチ の 前 作 に 続く 初 の フル ・ ア ル バ ム 。 ア レン ジ の 
妙 と いい 、 曲 の 出来 と いい 文句 な し の 彼 等 の 最高 作 。 急 激 な リズ ム ・ 
チェ ンジ も 大 仰 な ソロ も な く 淡 々 と 進む 様 、 わ か らん 人 に は 普通 の 
アル バム か も し れ な い が 、 こ の な に げ な い 音 風景 が 実は 極め て よく 
練り 上 げ ら れ た 物 で ある 事 は 5 年 以上 た っ た 今 で も 充分 鑑賞 に 耐え 
る 作品 で ある こと か ら も わか る 。 プ ログ レ 好 き に は や や アダ ル テ ィ 
すぎ る 渋 め の 作品 か 。 本 作 後 、 シ ング ル と フル CD 発表 後 、 チ ー プ な 
キー ボー ド ・ サ ウン ド を 提供 し て いた D. Sutter が 抜け 、 グ ラン ジグ 
ノイ ズ 系 作品 を 発表 し て きた A.Licht ( 元 Love Child) ら を 迎え `Run 
On” と 改名 、'94 年 より 本 格 的 に 活動 を 再開 し て いる 。 (後藤 ) 





FISH & ROSES 
Dear John 
CD/Feel Good All Over 2 93 年 





フレ ッ ド ・ フ リス が この シー ン に 及ぼ し た 影響 は 決し て 傷 れ な い 。 
例え ば CURLEW フ ァ ミ リー へ の 関与 は 複 層 的 に な され 、 現 在 に 至る 。 
CURLEW 周 辺 の 特に V-EFFECT に 関わ る 人 脈 と その 音楽 は 最近 と み 
に 面白 さ を 増 し て いる 。 ド ラマ ー の リッ ク ・ プ ブラウン が 現在 活動 の 
メイ ン に し て いる FISH & ROSES も そん な バン ド の ひと つ だ 。 こ れ 
は 「We Are Happy To Serve You」(1989) に 続く 3 作 目 。 シ ンプ ル 
な オル ガン と 、 す ぱっ と 切れ 味 の い い 変 拍子 を 駆使 し た ちょ っ と ポ 
ッ プ な サウ ンド は 、 間 違い な く カ ンタ ベリ ー か ら 譲 り 受 けた も の だ 。 
(坂本 ) 





7 ブ 








5 UU'S 
Bel Marduk & Tiamat 
LP/U:r#86 年 





アメ リカ ン 屈 折 レ コメ ン 系 の 代表 格 。 も う 一 人 の 代表 、MOTOR 
TOTEMIST GUILD と 合体 し て U TOTEM に な っ た こと は 先刻 ご 承知 。 
し て 、 本 作 は 彼 等 の デビ ュー 作 。 以 後 、「Misery Loves Company」 
('86 年 ) 、「Elements」 (with MOTOR TOTEMIST GUILD、'88 年 )、U 
TOTEM と し て 「U Totem」 ("90 年 ) 、「Strange Attractors」('94 年 ) 、 
更に 5 UU'S 名 義 で 復活 、「Hunger's Teeth」('94 年 ) と な っ て いる 。 
本 作 は 実験 色 を 濃く 出し な が ら ヴ ォ ー カ ル を 中 心 に 据え (一 部 朗読 
も 含む )、 な か な か 意欲 的 な 作品 と な っ て いる 。 こ れ も ヘ ン リ ー・ カ 
ウー 派 が 広げ た 音楽 の 、 ア メリ カ に お ける 好 サ ンプ ル の 一 つ 。 こ の 
バン ド 、 M.T.G.、 更に その 周辺 の HAIL と か THINKING PLAGUE と か 
を ひと まとめ に し て 捉え て お きた い 。 (伊藤 ) 


5UU'S WITH THE MOTOR 
TOTEMIST 印 ILD 
Elements 

LP/ReR 33 '88 年 





主 に 両 グ ルー プ の 中 心 人 物 デ ガザ ィ ッ ド ・ カ ー マ ン と ジェ イム ズ ・ 
グリ グ ス ビ イ の 交流 か ら 接 近 を 見 せ て いた 5UU'S と モー ター・ ト ー 
ティ スト ・ ギ ルド の 合体 作品 。U TOTEM へ の 伏線 を は ら み 、 ま すま 
す や や こし く な る 人 脈 図 を 予感 させ る よう な 一 枚 。 た だ し 、 こ こ で 
は カー マン が 全て の 曲 に 名 を 連ね ( 共 作 あり ) その 意味 で は や は り 
5 UU'S の 作品 と 見 る の が 妥当 か 。 と も あれ 、 そ れ ま で は 個性 的 で は 
ある に せよ 密室 的 な 線 の 細 さ を 持っ て いた 両 グ ルー プ だ が 、 こ の 合 
体 に より 両者 の 神経 質 な まで に 凝っ た 室内 楽 サ ウン ド と スト レー ト 
に 変則 的 な バン ド ・ サ ウン ド が 上 手 く か みあ っ て 1 十 1 三 3 ぐらい 
の 物 に な っ て いる 。 その 後 の メ ン バ パー 組替え と U TOTEM、 5 UU'S 
の 近年 の 力作 の さき が け と な っ た 作品 。 (中 西 ) 





5UU'S 
Hunger's Teeth 
CD/ReR 5uul "94 年 





「Elements」('88) 以来 殆ど 音沙汰 の な か っ た 5UU'S は 、U TOTEM 
に 吸収 され た も の と 理解 され た て いた が 、 ど っ こい 生き て いた 。 リ 
ー ダ ー 格 の デヴィ ッ ド ・ カ ー マ ン と key 奏 者 の サン ジェ イ ・ ク マー に 、 
THINKING PLAGUE、HAIL の ボ プ ・ ド レイク (本 来 は ドラ マー) の 
超 強 力 3 人 編成 に 縮小 。 し か し 、 カ ー マ ン 、 ド レイ ク と も に 卓越 し 
た マル チ ・ プ レイ ヤー な の で 、 音 に 不足 は な し 。 そ れ ど ころ か この 
過剰 な まで の 演奏 の 充実 ぶり は 一 体 何だ 。 何 が 驚い た と いっ て 、 ま 
さか ドレ イク が 重傷 の プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク 愚 者 だ っ た と は 。 初 
め て 披露 され た 彼 の ヴォ ー カ ル は ジョ ン ・ ア ンダ ー ソ ン に そっ くり 
で 、「 本 当 は レコ メン ディ ッ ド 系 の バン ド だ っ た YES」 を 聴い て いる 
よう な 、 妙 な 気分 に な っ て 来る 。 必 聴 盤 ! (坂本 ) 


FOREVER EINSTEIN 
Onportunity rosses The Bridge 
CD/Cuneiform RUNE 41 '92 年 





現代 音楽 の 世界 等 で も 幅広 く 活 動 が 知ら れ て いる C.W. Vrtacek が 率 
いる 3 人 編成 の 、 2 作 目 と 推定 され る 。 ギ ター・ ト リオ (guitar/bass/ 
drums) と いう 最も オー ソ ド ッ クス な 編成 か ら は 想像 の つか な い 様 な 
ひね くれ た 音楽 を くり 出す 。 か くっ か くっ と ずっ こけ る よう な 曲調 、 
すっ と ぼけ た よう な メロ ディ 、 そ れ で も ちゃ ん と ロッ ク し て いる ド 
ライ ウ ヴ 感 覚 。 1 作 目 で ある ^Artificial Horizon (RUNE 25 90 年 )? 
と 同じ 方 向 性 を 継承 し な が ら 、 本 作 は より 突き 進め て 完成 度 を 高め 
た 感じ 。Cuneiform の アー チ ス ト の 中 で N. Didkovski や G. Cartwright 
と 並ん で 重要 な 人 物 で ある と 思わ れ 、 今 後 更に 様々 な 編成 で 面白 い 
作品 を 作っ て くれ る 事 だ ろう 。 (伊藤 ) 








FRANK PAHL 

The Romantic Side Of 
Schizonhrenia 

CD/Fot FOT 8-FP1 "94 年 





ジャ ケ が パー だ が 音 は そう 見 せ か け て 実は 巧妙 だ 。 ゲ スト に エイ 
ミーad2 三 2 エコ ニンジン ー ン ジン 0 チ W ド バジ 字 詳 委 (ある に 20 りり の の 
ふやけ 理知 派 ユ ー モ ア ・ ア ヴァ ン ギ ャ ルド 派 の 1 枚 。 気 違い の ロマ 
ン テ ィ ッ ク な 面 と タイ トル に ある よう に 、 気 違い ふう だ が 聴い て い 
る と 、 ほ の か な 卿 革 め いた 何 か 童話 っ ぽい イメ ー ジ が 湧い て くる か 
ら 不 思 議 。 聴 き 終え る 頃 に は 、 ほ と ん どこ の アル バム ・ タ イト ル の 
メー ジン し な つ で くい る ほる で くい や i( マ シラ ョ イッ ツク で ヨコ 王 や 沈 2 
っ ぱい 。 ガ シャ ガ シ ャ や っ て いる だ け の 崩し 音楽 に そろ そろ 飽き た 
人 へ 。 (松本 ) 








FREDERIC RZEWSKI 

The Peonle United Will Never 
Be Defeated 

CD/HAT HUT hat ARTCD 6066 '? 年 
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作曲 家 に し て ヴァ ー チ ュ オ ー ソ ・ ピ アニ スト 。 他 の ロー マ 在 住 米 
作曲 家 と 共に ライ ヴ ・ エ レク トロ ニク ス 集 団 ^M. E.V.” を 結成 。 聴 
衆参 加 を 含む コミ ュー ン 的 実験 を 進め た 。 ま た エラ ー・ シ ステ ム を 
含む ミニ マル 音楽 や 政治 的 メッ セー ジ を 伴う パフ ォ ー マ ティ ヴ な 作 
品 、 レ イシ ー、 プ ラク スト ン 即 興 演奏 者 た ちと の 共同 作業 等 で 知ら 
れる 。 本 作 は 民衆 音楽 の 伝統 と 西洋 音楽 の 技術 を 社会 改革 の 中 で 結 
び つ けた 南米 の 「 新 し い 歌 」 運動 の 中 か ら 生 まれ 、 チ リ の 民主 化 闘 
争 で 歌わ れ た 抵抗 歌 「 不 屈 の 民 』」 を 元 に し た 変奏 曲 (本 盤 は 彼 自 身 
の 演奏 。 他 に 初演 者 アー シュ ラ ・ オ ペン ス や 高橋 悠 治 に よる 盤 が あ 
る )。 途 中 さら に 2 曲 の 革命 歌 の 引用 を 含む 変奏 は リズ ミッ ク な 躍動 
感 に 富み 、 即 興 的 強度 を な みな み と た た えて いる 。 (福島 ) 





7 ち 








研 NEVIEVE LETARTE(Eanada) 
Vous Serinez Un Ange 


CD/Ambiances Magnetiques AM 020 
CD 90 年 





ル タ ル トゥ と コテ と の 共 作 と いう べき 本 作 の 場合 、 荘 厳 な 聖歌 調 
か ら 狼 雑 な タン ゴ ま で 、 様 々 な 曲調 を 渡り 歩き な が ら も 、 一 貫 し て 
シー ケン ス を 主 と し た シン プル な バッ キン グ を 採用 し て 、 帝 然 と し 
た 張り が あり 、 作 品 に 「 声 の 劇場 」 と も いつ べき 統一 感 を 与え て い 
る 。 ス ピー ディ な 幕開け か ら 高 揚 感 溢れ る 中 間 部 を 経て 、 終 曲 に 向 
け て どこ か 寂し げ な 叙情 性 が 高まっ て いく 様 に は 、 ワ ン ・ コ ン サ ー 
ト を まる まる パッ ケー ジ し た よう な 印象 を すら 覚え る 。AM で は 異色 
の 「 歌 も の 」。 (福島 ) 


GLENN BRANEA 

Symnhony No.5 (Devil Choirs 
At The gate Of Heaven) 

L P/Blast First BEEP 39 '89 年 


ci: に いる いい いい 1 





グレ シン ・ ブ プラ ンカ は ソニ ニック エース に 在籍 し だ た ミ と も ある アメ 
リカ の 現代 音楽 家 。 共 作 を 含め 、3 枚 目 の フル LP に 当る 。 ( 他 に は '80 
年 の ミニ LP と Box Set の 7 ”EP が ある 。) 彼 は '80 年 の 「Lesson No.1」 
以来 、 厳 格 な が ハーモニー 計算 を 用 いた 独自 の 手法 で 一 貫 し て 作品 を 
制作 し 続け て 来 た が ('86 年 に は 来 日 公演 も 果たし て いる ) その 完成 
度 は 一 作 毎 に 鋼 の よう な 強 茹 さ を 増 し て いる 様 だ 。 こ こ に 至っ て は 、 
半ば 洪水 と 化し た E・ ギ ター の ハー モニ ー と それ に 輪 を か ける キー 
ボー ド 、 ま る で NEU// の 様 に 反復 ビー ト を 叩き 由 す ドラ ム 、 そ れ ら 
が 一 体 と な っ て せめ ぎ あ いな が ら ど こま で も 高揚 し 続け 、 聴 き 手 を 
永遠 の 償 惚 へ と 導い て ゆく 一 一 そん な サウ ンド が 展開 され て お り 、 
ジャ ー マ ン ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン 垂 惑 の アイ テム と 言え る 。 (平野 ) 





THE GOLDEN PALOMINOS 
The Golden Palnminos 
CD/ ジ ムコ JICK 89055 83 年 





歴史 的 名 盤 。 こ の アル バム が な か っ た ら 、NY の この 10 年 は 、 ま っ 
た く 違 っ た も の に な っ て いた か も し れ な い 。 元 ベル ・ ユ ビュ 、 フ ィ 
ー リ ー ズ の ドラ マー、 ア ント ン ・ フ ィ ア と 、DNA の アー ト ・ リ ン ゼ 
イ が 中 心 に な っ て 録 ら れ た 、 キ ー パ ー ス ン 総 登場 の 一 大 雑音 絵巻 。 
ファ ンク 的 な リズ ム を 基調 に 、 ゾ ー ン 、 フ リス 、 デ ヴィ ッ ド ・ モ ス 
等 々 と いっ た 強者 ども が 過激 極まりない イン プロ を 繰り 広げ 、 ア ー 
ト の クー ル な ヴォ ー カ ル が 乗っ か る 。 現在 あら た め て 聴き 直し て み 
て も 、 思 わ ず 興 奮 し て し まう ほど 刺激 的 だ 。 尚 、 2 枚 目 以降 は 実質 
的 に 別 バ ンド 。 (佐々 木 ) 


中 Y KLUCEVSEK & THE BANT 
AM ORCHESTRA 
Citrus, My Love. 


CD/Rec Rec ReCDec 54 
"95 年 (録音 "92 年 ) 





ゆる や か に た な びき さ ざ め く 音 の と ば り の 向こう か ら 、 中 国民 謡 
を 思わ せる ふう わり と 柔らか な 旋律 が 、 う らら か な 春の 陽射し に 誘 
われ 、 ゆ る ゆる 流れ 出す 。「 ス キヤ キ ・ エ ト フ ェ 」( ク ル セ ヴ ィ ク 編 
曲 に よる 坂本 九 「 ス キヤ キ 」) に 聴か れ た ふる ふる と 震え な が ら な だ 
ら か に うつ り ゆ く 優 雅 さ が 、 こ こ で は より 円 や か に 吾 成 され 、 か ぐ 
わし い 香 り を た た えて 、 ま さ に 桃原 郷 的 な 至福 の 本 丁 を も た ら す 。 
セピア 色 の 記憶 が いっ せい に 立ち 騒ぎ 、 甘 酸っぱ くも せつ な い 懐 か 
し さ を 一 面 に 香 ら せ て 、 繰 り 返し 繰り 返し 走馬灯 の よう に 巡り 続け 
る 。 あるいは 鏡 の よう に 静まり返っ た 湖面 を 渡る 風 を 見 詰め 続け る 
表題 曲 。 軽 や か に 浮き 立つ ポル カ の か げ の 素顔 (ヘー ンド ッ グ に も 
似 た 無垢 な 歌 心 ) が ここ に は 収め られ て いる 。 (福島 ) 








HAIL 
Turn Of The Serew 
CD/ReR Glass ReR HCD 91 年 





マー キー 本 誌 035 号 に 紹介 され て いた アメ リカ の レコ メン ディ ド 系 
グル ー プ 、THINKING PLAGUE の 主要 メン バー で ある スザンヌ ・ ル 
イス と ボブ プ ・ ド レイ ク が ふた り て で 組ん だ 極め て 趣味 的 な プロ ジェ ク 
ト が この HAIL だ 。 ル イス の ヴォ ー カ ル を 全編 に フィ ー チ ャ ー し 、 サ 
イケ デリ ッ ク な ニュ ー・ ウ ェ イ ヴ 風 の サウ ンド を ふん だ ん に 聴か せ 
て くれ る 。 ふ た り で 殆ど の 楽器 を 手懸け 、 巧 く て は な い が セ ンス の あ 
る 音 作り に な っ て いる 。 加 えて 珍妙 な 遊び が 仕掛 け て あり 、 思 わ ず 
笑い 転げ る 瞬間 も あっ た りす る 。 よ く で きた 楽し い ア ル バ ム だ 。 2 
作 目 に あたる 。 (坂本 ) 





HAIL 
Kirk 
CD/ReR Megacorp ReRHCD2 '93 年 





'90 年 代 、 コ ロラ ド 出 身 の ア ー ト ・ ベ アー ズ か ? と 云わ れ た THINK. 
ING PLAGUE、 そ この 二 人 が 結成 し た HAIL、 こ れ が 3 枚 目 に な る 。 
前 作 「Turn Of The Screw」 は が さつき さ の 方 が 強く て グラ ンジ ・ チ 
ェ ン バー? ? ? ふう だ っ た が 、 今 回 は いい 。 ス ザン ヌ ・ ル イス の ヴ 
ォ ー カ ル を 前 に 出し て ポッ プ に な っ た 。 こ れ で グラ ンジ プチ ェ ン バ 
ー・ ポ ッ プ ス だ 。 ぴ っ た り 出 来 上 り 。 歌 詞 も 曲 も アイ ロニ カル 、 で 
も ポッ プ に 浮か れる 。 その 明る いずれ 方 が キャ ッ チ ー。 シ ド ・ バ レ 
ッ ト が グラ ンジ ふう に は に か ん だ よう な ③ を 始め と て も よい 。 三重 
構造 位 で 届 折 し て いる 。 (松本 ) 
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HAIL/SNAIL 
How To Live With A Tiger 


CD/Funky Mushroom FM-025 93 年 





HAIL、 す な わ ち スザンヌ ・ ル イス と アザ リア ・ ス ネイ ル が 合体 し 
て 出 て きた の は 、 コ アヴァン” ギャ ル 2 人 組 に よる 乱 恥 気 騙 ぎ だ 
っ た 。 リ コメ ン 系 と いう に は ハメ を は ず し て いる 、 と いう の が アザ 
リア の 持つ ブッ 飛び の 度合 い を 強く 感じ る 。 作曲 は 半々 だ が 全体 の 
バラ ンス は 程 良 い 具 合 。 ア シッ ド ・ フ ォ ー ク と アヴァ ン ギ ャ ルド と 
オル タナ ティ ヴ が ゴ タ ま ぜ に な っ た この 音 、 相 応 に 面白 味 は ある が 、 
スザンヌ の ソロ が 一 番 良 か っ た り し て !? 困る な ぁ 。 これ も 最 先鋭 
の ひと つ で ある こと は 間違い な い 。 彼女 達 の 歌声 の 魅力 は た っ ぷり 
味わえ る し 、 一 聴 は オス ス メ 。 (中 島 ) 





eee| HANK ROBERTS 
Black Pastels 


L P/JMT 834 416-1 '88 年 
CD/JMT 834 416-2 





何と 言っ て も フリ ゼー ル ・ グ ルー プ に お ける プレ イ が 印象 に 残る 
H・ ロ バー ツ だ が 、 無論 、 本 人 自身 の アル バム に も 優れ た 物 は 多い 。 
その フリ ゼー ル 他 、 T・ バ ー ン 、J・ バ ロン 、M・ ド レッ サー、R・ ア ンダ 
スン 、R・ ユ ー バ ンク ス 、D・ テ イラ ー と 言っ た 一 連 の 人 脈 上 の メン バ 
ー を 多く 揃え た 本 作 に お いて も それ は 明らか だ 。 本 人 の 深く う ご め 
く チ ェ ロ (野性 味 を 強く 秘め た ) に フリ ゼー ル の 浮遊 感 あ る ギタ ー、 
バロン の 鋭角 的 な ドラ ム 等 か ら 造 られ る 非 現 実 的 で ノスタルジック 
な 空間 は どこ か フリ ゼー ル の それ に 通じ る 物 だ が 、 純 粋 に 燕 溜 され 
た イノ セン ス 願 望 を た た える フリ ゼー ル の 世界 に 比べ 、 ど こ か 地 に 
付い た 故 の 締 念 と 情感 を 持つ 。 や る せな くも 美しい 響き 。 イ マジ ネ 
イ テ ィ ヴ な 傑作 。 (中 西 ) 





HANK ROBERTS AND BIRDS OF 
PREY 

Hank Rohers And Birds Of Prey 
CD/ ポ リド ー ル POCJ-1011 '90 年 





ハン ク ・ ロ バー ツ の ロッ ク ・ ア ル バ ム 、 こ れ は 驚く 。 チ ェ ロ と ロ 
ッ ク 、 チ ェ ン パー 系 な ら と も か く 普 通 の スタ イル で は まぁ 、 な い 。 
が 、 こ れ が 一 聴 し て ご く 自 然 に 響く 。 ギ ター 的 な オプ リ か ら 無 調 的 
な 空間 音 、 他 リズ ミッ ク な ピチ カー ト ま で 当り 前 に 溶け 込ん で いる 
の は プロ と し て 当り 前 と 言え ば その 通り だ が 仲 々 の 驚き だ 。 曲 調 は 
ファ ンク 調 の リズ ム を 使っ た 部 分 と スト ー リ ー 性 を 持っ た 物 ま で 多 
岐 に 渡る が 落ち 着い た 響き の パック と どこ か し ら 清 親 な 女性 ヴォ ー 
カル の 組み 合わ せ は 派手 で は な いも の の 繰り 返し 聴き た く な る 誠実 
な 魅力 が ある 。 (中 西 ) 





較 9 an 5 HENRY KAISER 
| Aloha 
L P/Metalangvage 109 '81 年 


【9e: の | 


抽 
ロ 
1 に 
3 
1 
〇 
に 1 
2 


2Kis2 リーク ( で B 志 0 王 ド お だ く で 刀 レ ク ・ べ 55Z 
ァ ン で 財閥 の 御 曹 子 で デシ ンタ イド ー や っ て て スキ ュー バ で の 海中 写 
真 家 と し て も 著名 で 最近 は D・ リ ンド レー と 今日 は マダ ガス カル 、 
明日 は ノル ウェ ー で 現地 録音 と いう ちょ っ と 変わ っ た ヤッ ピー 野郎 
の 3 rd に し て 代表 作 。 ベ イリ ー か ぶれ の キ コ キ コ 物 だ け や っ て た 頃 か 
ら 、 後 の ロッ ク や ら シ ンク ラビ ア や ら ギ タリ スト 他 流 試合 や ら の 何 
で も アリ 期 に 移行 する まさ に 過渡 期 の 2 枚 組 で 、 1 枚 目 は フリ ー・ 
アン プロ ビゼー ショ ン 1 発 録 り 。 2 枚 目 A 面 が ギタ ー 多 重 録音 に よ 
る 大 作 「 ア ロ ハ ・ ガ メラ 」、 そ し て 問題 の B 面 が John`Drumbo"French 
と の 初 競 演 。 こ こ で の ズン ドコ ・ サ ウン ド は カイ ザー の ユニ ッ ト `The 
Nome′ に 継承 され て いく 。 (後藤 ) 








HOWEVER 
Sudden Dusk 


CD/Kinesis Inc. KDCD 1011 81 年 





か つて Random Radar が リリ ー ス し た 作品 の 中 で 、THE MUFFINS 
に つい で 一 部 の 評判 を 呼ん だ の が この HOWEVER だ っ た 。 大変 良質 
の 洗練 され た プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク だ 。 や は り HAPPY THE MAN 
ある い は GENTLE GIANT の 影響 が 強く 、THE MUFFINS 以 上 に 本 誌 
読者 に は 支持 され る こと だ ろう (カン タ ベ リ ー 色 は 薄い )。 当 時 の ワ 
シン トン DC の 音楽 シー ン が いか に 充実 し て いた か が 申し 分 な く 証 明 
され る 秀作 だ 。 その 後 「Calling」 を リリ ー ス し て いる が 、 一 般 に は 
この デビ ュー 作 の 評価 の 方 が 高い 。'84 年 収録 の 7 分 の ボー ナス ・ ト 
ラッ ク が 1 曲 収録 され て いる ほか 、 "90 年 に 一 部 オー ヴァ ー ダ プ ブ が 施 
され て いる 。 お そら くそ の 頃 か ら CD 化 を 準備 し て いた の だ ろう 。 シ 
ン フ ォ ニ ッ ク ・ フ ァ ン に も お 勧め 。 (坂本 ) 








HOWEVE Rai 
^ 語 Callimg 


LP/Cuneiform RUNE 2 「84 年 
CD/Kinesis KDCD 1013 


元々 は ハウ エヴァ ー の 2 nd と し て !84 年 に 発表 され た 物 。 こ こ で は 
1 st の レコ メン 色 を 減ら し て 、 例 えば ハッ ピ イ ・ ザ ・ マ ン の よう な カ 
ンタ ベリ ー プ シン フォ ニッ ク プ フュ ー ジ ョ ン の ハイ ブリ ッ ド ・ ス タ 
イル の 作品 と 言う 印象 が あっ た の だ が 、 現 行 CD 版 は 追加 収録 曲 が 9 
曲 、 削 除 が 1 曲 、 残 り の 曲 も ほとん どか 追加 録音 、 改 題 、 リ ミッ ク 
ス が な され て いる 等 、 実 質 的 に は 新作 と 呼ぶ の が ふさ わし い 。 パ バン 
ド 自 身 は これ に より 、 ア ル バ ム 「 コ ー リ ング 」 は 始め て 完成 し た と 
語っ て いる 。 確か に 幾 分 、 荒 さも あっ た 元 版 に 比べ 、 丁 寧 に 造ら れ 、 
完成 され た と の 印象 は 受け る が 、 追 加 曲 が 往々 に し て 凡 証 な ポッ プ 
ス に 接近 し た りす る 分 、 間 延び し た 印象 も ある 。 (中 西 ) 
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THE ILLUSTRIOUS THEATRE 
ORCHESTRA 

Standing On The Shoulders Of 
人 ants 

CD/Trompe Loreille 119939 '93 年 


TE Ituarhious TiaTa ORCHEsTea 








SrApte On Te Soutogns Or GAims 





ジ 2 イラ スト ス コン アタ ーー ホー ケス トラ は テカ ッッ 
クス 二 チ エロ キーボード パリ トド シュ サッ クス 、 ク ラリ ネッ ド の 
5 人 か ら 成 る チェ ン パ ー・ ロ ッ ク ・ グ ルー プ で ある 。 う まく アレ ン 
ジ さ れ た アン サン プル 重視 の 演奏 は 、 一 部 ミニ マル ・ ミ ュー ジッ ク 
的 な 部 分 も ある も の の 、 全 体 と し て は 、 ク ラ シ カ ル か つ メ ロディ ア 
ス で 、 非 常に 落ち 着い た 印象 を 与え る 。 彼ら の 経歴 及び 彼ら が どの 
よう な 聴衆 を 意識 し て 本 アル バム を 作っ た か は 不明 で ある が 、 チ ェ 
ン バ ー・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン が 一 聴 す る に 値する 作品 で ある こと は 間 違 
いな い 。 (賀川 ) 


JEAN DEROME(Canada ) 
bonfitures De Gagaku 
LP/Victo VICTO05 '88 年 








タイ トル 通り 『 雅 楽 の 保存 」 その 特徴 ある 甲高い 響き や すす り 上 

ば げ る よう な 特異 な フレ ー ジ ング の 模 令 、 す な わ ち 質 の 悪い エキ ゾ テ 
ィ ズ ム に よっ て で は な く 、 そ の エレ ガン ト な 厳格 さ (魔法 陣 の 数 配 
列 を 活用 し た マト リク ス に よる ) と 繊細 な 平 担 さ を 、 端 正 な が アン サン 
プル に よっ て どこ まで も 追及 する こと に よっ て な され る 。 薄く 薄く 
平ら に 引き 伸ばさ れ 、 テ ィ シ ュー の よう に さわ さわ と 息づく 音 の 層 
の 重なり は 、 決 し て 和音 の 堆積 へ と 至ら ず 、 む し ろ デ ィ レ イ を か け 
た よう に ずれ な が ら さ ざめ いて 、 淡 くに じん だ 水彩 画 を 描き あげ る 。 
(福島 ) 





JEAN DEROME ET LES 
DANGEREUX Z0NES 
Carmets De Voyage 


L P/Ambiances Magnetiques AM 032 
CD "94 年 





この ジャ ン ・ ド ゥ ロー ム の 新作 も 相当 な 出来 が ある 。EVIDENCE 
の 2 人 に R. リ ュ シ エ 、 他 Guillaume Dostaler(pf、 syn) 、 Tom Walsh 
(tb) の 3 人 を 加え た 6 人 編成 に より 、 ラ イヴ 録音 され た この 作品 、 
ドゥ ロー ム の 綿密 か つ 微 細 な 楽曲 に 各 人 の 演奏 が スケ ー ル の 大 き さ 
を 加え て いて 、 た ま ら な く ス リリ ング だ 。 特 に 打楽器 の ピエ ー ル ・ 
タン ギィ (ちな み に こ の 人 が ら み で は ギタ リス ト の ティ ム ・ プ レイ 
ディ は 要 注 目 ) と リュ シ エ の プレ イ が 光っ て いる 。 これ ら 名 手 達 の 
適 確 な サポ ー ト に より 、 ド ゥ ロー ム の ジャ ズ 指 向 と コン テン ポラ リ 
ーー 指向 の 両面 を 上 手 く 噛み 合わ せる 事 に 成功 し て いる 。 こ の 作品 に 
より 、 今 まで リュ シェ や デュ シェ ー ヌ の 影 に 回 り が ち だ っ た ドゥ ロ 
ー ム の 名 を 強く 意識 せ ざ る を 得 な い だ ろ う 傑 作 。 (中 西 ) 


JEAN DEROME/RENE LUSSIER 
(Canada) 

Soyez Vigilants, Restez Vivants 
0 Magnetiques AM 005 





ドゥ ロー ム & リ ュ シ エ の 記念 すべ き 一 作 目 。 プ ログ レッ シ ヴ と い 
う 言 葉 は 彼ら の た め に こそ ある の だ と 確信 させ られ る 、 圧 倒 的 に 素 
晴らし い 11 曲 を 収録 。 歌 舞 伎 に 影響 され た か の ご と き 1 曲目 、 ド ゥ 
ロー ム 作 の ユー モラ ス な クリ スマ ス ・ ソ ング 、 ケ ベッ ク の トラ ッ ド 
を 料理 し た 曲 、A・ デ ュ シ ェ ー ヌ 参加 の 曲 で は か つて の コン ヴェ ン 
タム ・ タ イプ の 演奏 も 聴け る 。 次 作 と 共に 、 ど ちら か と いう と ドゥ 
ロー ム 主 導 で 作ら れ た も の で あり 、 彼 独特 の 奇抜 な アイ デア が あ ち 
こち に 塗り 込め られ て いる 。 前 後 作 も 含め 、 一 刻 も 早い CD で の 再発 
が 望ま れる 。 (佐々 木 ) 








JEAN DEROME/RENE RUSSIER 

Le Retour Des Giranules 

LP/Ambiances Magnetiques AM 006 
"年 





ドゥ ロー ム & リ ュ シ エ ・ デ ュ オ の 二 作 目 。 本 作 以 後 、 二 人 は タイ 
トル の バン ド 名 を 名 乗る よう に な る 。 全 11 曲 収録 。 そ れ に し て も い 
っ た い ど うし た ら 、 こ れ ほ ど や や こし くも 痛快 な 楽曲 ば か り を 生み 
だ せる の だ ろう か ? ロッ ク と いう 形式 が 本 来 有 し て いた 可能 性 を 、 
ギリ ギリ まで 突き 詰め た か の よう な 、 異 常に 濃縮 され た サウ ンド が 
ここ に ある 。 実際 、 こ の 時 期 の アル バム は も っ と 語ら れ て も よい 秋 
だ 。 ド ゥ ロー ム & リ ュ シ エ の 作品 集 は 、 ど れ を と っ て も 、 い わ ゆ る 
レコ メン 的 な 音楽 の 中 で も 間違い な く ト ッ プ ・ ク ラス に 位置 する も 
の な の だ か ら 。 (佐々 木 ) 





LES RANULES (Canada) 
Au Royaume Du Silencieux 


CD/Ambiances Magnetiques AM 018 
CD 92 年 





レ ・ グ ラニ ュー ル 名 義 で の 、 ド ゥ ロー ム & リ ュ シ エ ・ デ ュ オ 三 作 
目 最新 盤 。 今 回 は じ め て ゲス ト ・ プ レイ ヤー 抜き で 、 全 て の 演奏 を 
二 人 き り で 行なっ て いる 。 し か も 一 発 録 り の スタ ジオ ・ ラ イヴ ・ レ 
コー ディ ング (オー ヴァ ー ダ ブ 等 は 一 切な し ) で あり 、 複 数 の 楽器 
を 取っ 替え 引っ 替え 操り な が ら 、 こ れ だ け 複 雑 な サウ ンド を 織り 上 
げ て みせ る と は 、 ま っ た く 驚 きだ 。 全 15 曲 収録 。 こ の デュ オ の 最高 
傑作 と 思え る 作品 が 多数 入っ て いる 。 遊戯 心 と 生 真面目 さ が 見 事 に 
溶け 合っ た 、 一 上 通 た り と も 隙 の な い ア ル バ ム だ 。 ア ン ビ アン ス ・ マ 
ニ ェ ティ ー ク の 入門 盤 に も 最適 と 思う 。 (佐々 木 
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Nskts5t) JDAN IA BARBARA 
リフ コ Sound Paintings 


CD/Lovely Music LCD 3001 "90O 年 





ジョ アン ・ ラ バー バラ は フィ リッ プ ・ グ ラス の アン サン ブル の メ 
ン バ ー と し て その 名 を 知ら れる 女性 ヴォ ー カ リス ト だ (「 イ ー・ ア ー・ 
オー」 と 歌っ て いた 人 ) 。'79 一 "88 年 の 彼女 の ヴォ イス ・ パ フォ ー マ 
ンス を 収録 し た アル バム で あり 、'88 年 の ~Urban Tropics" に は カウ 
ベル や サン プラ ー の 奏者 が 参加 し て いる が 、 後 は すべ て 彼女 の 独り 
舞台 。 当 然 多 重 録音 が 駆使 され て いる も の の 、 エ レク トロ ニク ス を 
利用 し た 編集 行為 は 一 切 回 避 さ れ て お り 、 声 や 息 だ け で どこ まで も 
多彩 な 表現 が 追求 され る 。 言 葉 す ら も が 排除 され 、 意 味 性 へ の 帰着 
も 慎重 に 除 か れ た 中 で 、 な お も 音楽 と ドラ マ の 境界 が 曖昧 に な っ て 
行く 瞬間 を 聴き 取れ る の が この 音楽 の 醍醐 味 だ 。 あ た か も 絵画 を 見 
る か の よう な 味わい が ある 。 (坂本 ) 


JOANE HETU (Canada) 
Castor Et 60mpagnie 


CD/Ambiances Magnetiques AM 037 
CD '95 年 





JUSTINE が 何だ か や け に 元気 だ 。 昨 年 か ら ダ ニ エ ル ・P・ ロ ジェ 
の ソロ 、 デ ィ ア ン ヌ ・ ラ ブロ ス と ミシェル ・F・ コ テ の デュ オ 、JUSTINE 
の 2 nd、 ラ ブロ ス の ソロ と 来 て 、 と うと う ジ ョ アン ヌ ・ エ トッ ゥ の 初 
の ソロ ・ ア ル バ ム が 登場 だ 。 ど れ を 聴い て も 彼女 達 が 上 昇 曲線 に 乗 
っ GO る こら ほぼ 明らか が 店 ジ ャ ン ・ ド ゥ 昌志 人 、 DI ラグ ロス ミ ピ 中 
ー ル ・ タ ン ゲ イ を 従え 、 エ トゥ は 実に の ぴの びと 自然 に 自分 の 音楽 
を 形 に する 。 そ う 言 えば 、 エ トゥ は アン ビア ンス ・ マ ニ ェ ティ ー ク の 
主催 者 。 ど うり で 去年 レー ベル に いく ら コ ンタ クト し て も 返事 が な か 
っ た 訳 だ 。 忙 し 過ぎ た の ね 。 (坂本 ) 





JOHN CLARK 
上 Suono 


CD/(Ger.)CMP 93 年 
/ ジ ムコ JICL-89713 





ジョ ン ・ ク ラー ク な る ミュ ー ジ シャ ン は あちこち に 大 勢い る が 、 
多分 一 番 有 名 な の が この ジョ ン ・ ク ラー ク 。 ギル ・ エ ヴァ ンス 、 カ 
ー ラ ・ プ レイ 、 ジ ョ ー ジ ・ ラ ッ セ ル 等 の 名 だ た る ジャ ズ ・ オ ー ケ ス 
トラ を 歴任 し た フレ ンチ ・ ホ ルン 奏者 だ 。 と り わ け 故 G・ エ ヴァ ン 
ス 人 脈 は 今 で も 強 軌 な 結束 力 を 持っ て いて 、 本 作 に も それ が 反映 し 
て いる が 、 中 で アン ソニ ー・ ジ ャ クソ ン と ジェ ロー ム ・ ハ リス の 参 
加 が ちょ っ と 意表 を つい て いる 。 もう少し お と な し い 内 容 を 予想 し 
た に も 関わ ら ず 、CMP に 相応 し い 音 に な っ て いる 最大 の 原因 は J・ 
ハリ ス の 相当 に アグ レッ シグ な ギタ ー・ プ レイ に ある 。 ここ に も 伝 
統 と 前 衛 を 体現 し て いる ミュ ー ジ シャ ン が いる 。 (坂本 ) 


JOHN McCRAEKEN & OUTLOUD 
Blood From A Tome 
CD/Muworks MUW1010 '92 年 





音 合 わせ を し た こと も な い 連 中 が 集まり 、 リ ハ な し 、 イ ンプ ロ ヴ 
ィ ゼ ーション の スタ ジオ ー 発 DAT 録 り と いう 究極 の シチュ エー ショ 
ン で 繰り 広げ る 華麗 な セッ ショ ン 。 主 人 公 の ジョ ン ・ マ クラ ッ ケ ン 
は FUSIONARES の メン バー だ が 、 ほ と ん と 無名 の 人 物 。 エ イプ ・ ス 
ペラ ー と チャ ニル ズ ・ ボ ポー ルド ウィ ン は ソニ ニー・ シ ャ ー ロ ッ ク ・ パ 
ンド 。 有 名 人 トー マス ・ チ ェ イ ピン だ け は 紹介 の 必要 が な い だ ろ う 。 
その 4 人 が 繰り 出す の は 、 意 外 に も 、 め ちゃ くち ゃ に カッ コ い い ジ 
ャ ズ ・ ロ ッ ク 。 マク ラッ ケン と ボー ルド ウィ ン が 圧倒 的 に 光っ て い 
る 。 絶 旬 ……。 (坂本 ) 








JOHN 0SWALD 
Plunderphonic 


LP/ '89 年 
CD/ 





ジョ ン ・ オ ズ ワ ル ドガ か 今日 も つづ け て いる プラ ンダ ー フ ォ ニ ッ ク 
( 他 者 の 音楽 作品 を 秒 単位 で デジ タル ・ サ ンプ リン グ プ カ ッ ト ・ ア ッ 
プ し て 作品 を 構成 する ) 作品 の 、 幻 の 1 st。'70 年 代 に は アル ト ・ サ 
ックス 奏者 と し て 即興 演奏 を 続け て きた が 、80 年 前 後 、 上 記 の 独自 
の 手法 を 駆使 し て 自身 の Mystery Tape Lab よ り カ セッ ト を 多数 発表 。 
本 作 も 本 来 放送 局 用 の み に 制 作 さ れ た が マイ ケル ・ ジ ャ クソ ン 一 CBS 
か ら の 訴え で 、 ほ と ん と が 廃棄 処分 の 浮き 目 に あっ た も の の 米 Tape 
Beatles の 手 で 少数 の み デ ィ ス トリ ビュ ー ト され た 。 その マイ ケル か 
ら C. ティラ ー、 ビ ー フ ハー ト 、 グ レン ・ グ ルー ド ま で が サン プリ ン 
グ さ れ 、 別 の 次 を さら け だ す 。 ジョン は 近年 CCMC に も 参加 、 即興 演 
奏 も 再開 し て いる 。 (後藤 ) 





JON HASSELL 
City Works Of Fiction 


CD/Opal 9 26153-2 '9O 年 
/ ポ リド ー ル POCP-1302 


WORKS OF FICTION 





古く は ラ ・ モ ン テ ・ ヤ ング や テリ ー・ ラ イリ ー と の 実験 、 プ ログ 
レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク 己 穫 に ほ デ プラ イア ン ・ イ ー ア と の アン ピエ ント ・ 
ミュ ー ジ ッ ク で 知ら れる ジョ ン ・ ハ ッ セ ル 。 デ ヴィ ッ ド ・ シ ル ヴ ィ 
アン や TEARS FOR FEARS の 音楽 に も 多大 な 貢献 を 果たし て いる 。 
現代 音楽 と ポッ プ ・ ミ ュー ジッ ク の 両側 に 平気 で 自分 の 居場所 を 確 
保 し た ユニ ー ク な ボー ダー レス ・ ミ ュー ジ シ ャ ン だ 。 ト ラン ペッ タ 
ー で ある こと を 造 か に 凌 編 し た ミュ ー ジ ッ ク ・ ク リエ イタ ー。 ア フ 
リカ の パー カッ ショ ン ・ グ ルー プ 、FARAFINA と の 共演 作 「Flash Of 
The Spirit」('88) を 経て 発表 され た 本 作 は 、 い つも の メン バー で は な 
く お そ らく は 相当 に 若い 連中 を 従え て の 演奏 で 、 思 い 切 り リ ズム が 
弾け て いる 。 最 高 に カッ コ い い ポ ッ プ ・ ア ル バ ム / (坂本 ) 





7 ぢ ら 











JOCELYN ROBERT 
Star Live Maniteur' 
LP/ReR 32 87 年 

















本 来 は ヴィ ジュ アル 作品 へ の サウ ンド ・ ト ラッ ク 制 作 を 続け て き 
た ジョ セリ ン ・ ロ ベー ル の 1 st。 現実 音 を 注意 深く 重ね 合わ せ 貼 り 合 
わせ て 構成 する 作風 は 同じ く R る 8 より リリ ー ス の ある 英 ステ ィ ー ヴ ・ 
ムー ア と 同様 の も の だ が 、 異 質 の 音 を ぶつ ける の で は な く 、 そ の 融 
合 を 図る か の よう な 指向 は 、 よ り 情 緒 的 な 結果 を 生み 出し て いる 。 
'95 年 発表 の 3 rd「Le Piano Flow」 で は 、 コ ンピュータ ー の エラ ー 
を その まま 作品 と する 。 デ ビッ ド ・ カ ニン ガム の エラ ー・ シ ステ ム 
の ハイ テク 版 と も いえ る 手法 を 用 いて いる 。 ソ ロ 作 の 他 、BRUIT TTV 
の キー ボー ド 奏 者 と し て 2 作 を 残し 、 ま た CCMC の リー ダー と し て 知 
られ る M・ ス ノウ と の コラ ボレー ショ ン も 発表 し て いる 。 (後藤 ) 


WO0NDEUR BRASS (CanaHa) 
Simoneda 


LP/Ambiances Magnetique AM102 
"87 年 





カナ ダ 、 ケ ベッ ク き っ て の 女性 アヴァ ン ギ ャ ルド ・ ロ ッ ク ・ バ ンド 、 
ワン ダー・ プ ブラ ス の 、 こ れ は 1 枚 目 の アル バム 。 ギ ター レス で 、 サ 
ックス 、 キ ー ボ ー ド 、 ベ ー ス が リズ ミッ ク に 絡み 合う サウ ンド は 、 
フラ ンス の エト ロン ・ フ ー・ ル ルー プラ ン か ら の 影響 を 伺わ せる 。 こ 
の 時 点 で は 基本 的 に シン プル な 演奏 で あり 、 幾 分 単調 な 嫌い も ある 
が 、 こ の アル バム の 後 で 、 ほぼ 同 メ ン バ ー の まま ジュ ステ ィ ー ヌ ( 無 
論 サ ド だ ) と 名 前 を 変え て か ら は 、 ハ ー ド か つ 濃 密 な 、 と て つも な 
く テ ンション の 高い 音 に 成長 し て いる 。「 女 」 を 武器 に し な い 本 格 派 。 
(佐々 木 ) 





JUSTINE (Canada) 
(Suite) 


CD/Ambiances Magnetiques AM 016 
CD 90 年 





メン バー 全員 が 女性 と いう 編成 は 特に アメ リカ 大 陸 の アヴァ ン ギ 
ャ ルド ・ ミ ュー ジッ ク ・ シ ー ン で は か な り 珍 し いよ うな 気 が する 。 
彼女 達 が 目標 と し て いた の が レコ メン ディ ッ ド 系 の ロッ ク ・ サ ウン 
ド で あっ た こと は 明らか で 、WONDEUR BRASS の 10 年 を 経て 、 こ 
の JUSTINE で 滞 く 彼女 達 は 自分 達 の サウ ンド を 見 つけ る こと が で き 
た の で は な い だ ろ うか 。 その後 も バンド は 活動 を 続け て お り 、 女 性 
作曲 家 を テー マ に し た コン ビレ ーション 「Dice」('93) で 最新 の 音 を 
聴く こと が で きる 。LA LEGENDE DE LA PLUIE は JUSTINE の 別 プ 
回 少 ェ クト と し で 重要 だ 。 (坂本 ) 


JUSTINE 
LangageS Fantastigues 


CD/Ambiances Magnetiques AM 033 
CD 94 年 





JUSTINE 2 nd アル バム 。WONDEUR BRASS 以 来 活動 歴 の 長い 彼 
女 達 だ が 、 JUSTINE に な っ て か ら は 活動 こそ コン スタ ント らし いも 
の の 、 ア ル バ ム ・ リ リー ス は 4 年 ぶり と いう マイ ・ ペ ー ス だ 。 但し 、 
その 間 に 「La、Legende De La Pluie」('92) と いう 秀作 が ある 。 彼 
女 達 は アル バム を 重ね る ご と に 見 違え よう に 成長 を 遂げ て いる 。 や 
り た いこ と と で きる こと の ギャ ッ プ が どん どん 縮まっ て 、 今 で は メ 
ン バ ー ひ とり ひと り が 一 音楽 家 と し て 輝い て いる 。 当然 これ は 彼女 
達 の 現時 点 で の 最高 傑作 だ 。 透 明 感 の ある レコ メン ディ ッ ド 系 の サ 
ウン ド が 非常 に 魅力 的 。 (坂本 ) 








DAEVID ALLEN AND KRAMER 
Who's Afraid? 
CD/Shimmy 060 93 年 





モニ ュ メ ンタ ル か つ 心 安 ま る 1 枚 。 遂に カン タ ベ リ ー・ シ ー ン と 
ジャ ンク ・ シ ー ン が 手 が 結ん だ 。 史 上 最大 の 人 脈 図 が で き あ が っ た 
も 同然 。 ク レイ マー は アメ リカ の 最も 先鋭 的 な シー ン の 中 心 、 シ ミ 
ー・ デ ィ ス ク の 親玉 だ が 、 そ の いい 加減 さと 繁殖 力 は 、 考 えて みれ 
ば アレ ン の ノリ に ぴっ た り だ 。 こ の アル バム は 二 人 の ふやけ た 関係 
が 、 と て も プラ イベ ー ト な か な 形 で 音 に な っ て いて 、 初 期 の アレ ン の ソ 
ロ や ワイ アッ ト の ソロ に 通じ る 柔 ら さ が ある 。 い いう だ り 具 合 だ 。 
その 型 に 定まら な い 活動 は 、 き っ と 近い うち に 日 本 の 先鋭 シー ン と 
も 関係 し て くる だ ろう 。 (松本 ) 





KeAMEE KRAMER 
馬 結 絆 識 The Guilt Trip 
CD/Shimmy Disc sh-055 93 年 





"93 年 中 に 聴い た 何 千 枚 か の 新譜 の うち で 最も 印象 に 残っ た アル バ 
ム の 1 枚 。 2 枚 組 で 計 36 曲 、 全 て 本 人 に よる 作詞 、 作曲 、 編 曲 、 演 
奏 (一 部 ゲス ト 有 り )、 プ ロロ デュ ョ ー ス 、 エ ンジ ニア リン グ と いう 、 ま 
さ に 一 人 舞台 の 大 作 で 、 何 より も その 音楽 的 多様 化 に 驚か され る 。 
'60 年 代 の サイ ケ デ リッ ク ・ サ ウン ド か ら ハ ー ド ・ ロ ッ ク 、 プ ログ レ 、 
フォ ー ク 、 ノ イズ アヴァン ギャ ルド 、 そ し て いか に も シミ ー 的 な 
変態 ポッ プ ま で 、 オ モチ ャ 箱 を ぶち まけ た か の 様 な に ぎ や か さ 。 "90 
年 代 の 「 ホ ワイ ト ・ ア ル バ ム 」 と いう 表現 が ピッ タリ の 万 華 鏡 的 世界 。 

(松山 ) 
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KRAMER 
Secret 0Uf Commedy 


CD/Shimmy-075 94 年 
/ マ ル ゴ MGOD-001 


ピン クン ン デ の 導 ビ クン ッッ ンク 





か つて 在籍 し た ショ ッ カ ビリ ー な どの 強烈 な 印象 が あっ た クレ イ 
マー。 色々 な 所 で 悪名 が 高い こと で も 知ら れ て いる 彼 だ が 、 前 掲 の 
1 st ソロ ・ ア ル バ ム で は 、 以 前 の そう いっ た 印象 を 吹き 飛ば すか の よ 
うな 、 ポ ッ プ で キッ チュ で 内 省 的 な 素晴らし い 音 世界 を 築き 上 げた 。 
この 2 nd アル バム は ポッ プ 色 が より 際立っ た も の 。 何 で これ が ア ヴ 
ァ ン ギャ ルド ・ セ クシ ョ ン に ある の ? と 疑問 を 持た れ た 方 も 多い か 
も し れ な い 。 は っ きり 言っ て この 際 、 ジ ャ ン ル 分 け は 一 切 無視 し て 
欲し い 。 ア コー ステ ィ ッ ク ・ ギ ター が 活か され つつ 、 メ ロト ロン ま 
で 使用 し て いる 。 そ こ に クレ イマ ー の 人 ら な い 歌 声 が 入る と いう も 
の だ 。 彼 自身 、 相 当 な カン タ ベ リ ー・ フ ァ ン な の で 、 そ の 手 の フ ァ 
ン で ポッ プ 好 き の 人 は 前 作 と 合わ せ て 必聴 。 (平山 ) 


前 同 HOPPER & KRAMER 
A Remark Hugh Made 
CD/Shimmy-076 95 年 





ヒュ ー・ ホ ッ パ ー と クレ イマ ー の デュ オ を 一 体 誰が 予想 し て いた 
だ ろう 。 し か も その 音楽 が お そろ し く 的 確 に カン タ ベ リ ー・ サ ウン 
ド を 醸し 出し て いる 。 参 加 ミ ュー ジ シ ャ ン が それ ぞ れ に 抜群 の は ま 
り 役 と し て 配置 され 、 決 し て 迎合 し な いま ま に 見 事 な 音楽 を 築き 上 
げ て いる (勿論 故人 は 迎合 の し ょ う が な い 訳 だ が ) 。 中 で も クレ イマ 
ー と いう ミュ ー ジ シャ ン の 才気 に 改め て 敬意 を 払わ ざる を 得 な い 。 
彼 は カン タ ベ リ ー・ ミ ュー ジッ ク を ジャ ズ ・ ロ ッ ク よ り は 補 ろ サイ 
ケ デ リッ ク ・ ミ ュー ジッ ク の 文脈 で 深く 捉え て いる の だ ろう 。 それ 
が 音 に な る と 全く 違和感 の な い 説 得 力 を 持つ 。 だ か ら こ そ 平 気 で メ 
ロト ロン が 鳴り 響い て し まう の だ ろう し 、 初 期 の SOFT MACHINE や 
GONG を 初 入 と させ る の だ ろう 。 感動 を 覚え る 傑作 だ ! (坂本 ) 





KRONOS OUARTET 
Black Angels 


CD/Elektra Nonesuch 9 79242-2 
90 年 





クロ ノ ス の 衝撃 と いう の は 筆舌 に 尽く し が た いも の が あっ た 。 勿 
論 セ ン セ ー シ ョ ナ ル な 登場 の し か た に も 作 れ な い イ ン パ クト が あっ 
た が 、 そ れ よ り も まず 、 本 気 て 現代 の 音楽 を 揺 さ ぶ ろ うと いう 弦楽 
四重奏 団 が 桁外れ の 感度 で 真剣 勝負 を 挑ん だ こと に 驚き を 禁じ 得 な 
か っ た 。 し か も 彼ら の 活動 の 精力 的 な こと 。 ス テー ジ だ け で な く 、 
出す アル バム 出す アル バム が いち いち 凄い 。「White Man Sleeps」 
(87)、「Winter Was Hard」('88) と 来 て 、「Black Angels」 で 最後 
の だ め 押 し 。 演奏 だ け で な く 、 選 曲 も 含め て 、 何 と 刺激 に 満ち た 音 
楽 で ある こと か 。 ジ ョ ー ジ ・ ク ラム か ら ト ー マ ス ・ タ リス へ の 落差 
が と て も 他人 と は 思え な い 。 彼ら に と っ て ジミ ・ ヘ ンド リッ クス は 
決し て 奇 を 街 っ た も の で な か っ た 。 (坂本 ) 


KRONOS OUARTET 
Short StOries 
CD/Elektra PRCD 8738 '93 年 





ソル ジャ ー や バラ ネス ク な ど 多 く の 後 続 者 達 を 生ん だ ` 同 時 代 音 
楽 ” 専門 の 弦楽 四重奏 団 。 ア タッ ク の 強 さ と 切り 込み の 深 さ で は 、 
未だ 他 の 追随 を 許さ な い 強 面 揃い 。 こ こ で は J・ ゾ ー ン 、E・ シ ャ 
ー プ 、 J・ オ ズ ワ ル ド か ら S・ グ バイ ドゥ ー リ ナ 、 昌 ・ カ ウエ ル 、 
更に プル ー ス の ウィ リー・ デ ィ ク ソン 、 イ ンド 古典 音楽 の バン ディ 
ッ ト ・ プ ラン ・ ナ ー ト 等 まで 計 9 人 の 多様 な 音楽 家達 の 曲 を 一 つ ず 
つ 取 り 上 げ て いる 。 今 、 こ の 瞬間 に 、 音 は どう 響く べき な の か 、 と 
いう 激しい 問い か けが 、 一 部 の スキ も な く 作 品 全体 を 覆い 尽く し て 
いる 。 (松山 ) 








LAST EXIT 
The Noise Of Trouhle 
CD/Enemy 103 '86 年 








よもや こん な バン ド が 世の中 に 登場 する と は 思っ て も みな か っ た 
スー パー・ グ ルー プ 。 ラ ズ ウ ェ ル 以 外 は 皆 、 フ リー・ ジ ャ ズ の 超大 
物 。 大 物 過 ぎ て ほとん と 引退 し て いた シャ ー ロ ッ ク を 舞台 に 引き ず 
り 出 し 、 ヨ ー ロ ッ パ で その 名 を 轟かせ て いた プ ブレッツ マン を アメ リ 
カ に 呼び 寄せ 、THE DECODING SOCIETY で 一 線 の 活動 を 繰り 広げ 
て いた シャ ノン ・ ジ ャ クソ ン を 巻き 込ん で の 大 騒ぎ 。 こ の 日 本 公演 
を 収録 し た 2 nd に は 更に 信じ られ な い ゲ スト も 参加 し て いる 。LAST 
EXIT で 一 番 得 を し た の は 豆 っ た シャ ー ロ ッ ク 。 彼 の ブル ー ス 色 は か 
な り 有 目立つ 。 (坂本 ) 





LAURIE ANDERSON 
Mister Herthreak 


CD/Warner Bros. 9 25077-2 '84 年 


ん eg eg 








ロー リー・ ア ンダ ー ソ ン は ニュ ー ヨ ー ク を 代表 する パフ ォ ー マ ー 
だ 。 彼女 に と っ て 音楽 は を の パフ ォ ー マ ンス の 一 部 に 過ぎ な い 。 ハ 
イ テ ク を 駆使 し た ステ ー ジ が 大 き な 話 題 に な る が 、 そ の 発想 の 根元 
は いつ も ロー テク で あり 、 パ フォ ー マ ー と の そう し た イン ター フェ 
イス に こそ を 彼女 の 特質 が ある 。 彼 女 の 2 作 目 の ソロ ・ ア ル バ ム で あ 
る 本 作 は 、 初 め て 真正 面 か ら 音 楽に 取り 組ん だ と いう だ け あ っ て 、 
ピー ター・ ガ ブリ エル (vo) や エイ ドリ アン ・ プ ブリ ュー(g) 、 ビル ・ ラ 
ズ ウ ェ ル (b)、 ア ント ン ・ フ ィ ア ー(d)、 デ ヴィ ッ ド ・ ヴ ァ ン ・ テ ィ 
ー ゲ ム (perc) 等 、 豪 華 ミ ュー ジ シ ャ ン が 参加 し 、 彼 女 な ら で は の ポッ 
プ ・ ソ ング を 披露 。 そ れ が また マー ケッ ト て で 圧倒 的 な 支持 を 受け た 。 
近年 彼女 は イー ノ と 交流 を 深め て いる 。 (坂本 ) 
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LA LEGENDE DE LA PLUIE 
La L6gende De La Pluie 


CD/Ambiances Magnetiques AM 026 
CD '92 年 





アシ ピア ジス ・ マ ニョ ティー ク 次 性 ドリ オ に よる ウシ ダニ ・ プ ラ 
ス 以 来 の 持続 の 到達 点 と 言う べき 秀作 。 考 え 抜か れ 切 り 詰め られ た 
(即興 ) 演奏 が 指し 示す 場面 枠組 (それ は 聴衆 と の コミ ュ ニ ケー シ 
ョ ン の た め の 枠 組 で も ある ) に 従っ て 、 複 数 の ヴォ イス は それ ぞ れ 
異な っ た 役割 局面 を 与え られ 、 別 々 の 部 屋 に 割り 振ら れる 。 語 り ブ 
悲鳴 ノ 簡 単 な 繰り 返し ノ 悲 歌 プ モノ ロー グ / 淡 く 家 の よう に も や う 
コー ラス ノ 黒 痴 ノ 楽器 と の デュ オノ 揚 声 プ ……。 こ こ で は 声 の 様々 
な 様態 が 井戸 端 会 議 さ な が ら に いき いき と 交錯 し 、 日 常 生 活 そ の ま 
ま に 噴 出す る 多 声 性 を 鮮やか に 解き 放つ 。 (福島 ) 


LONELY UNIVERSE 
Lonely Universe 


LP/CMP CD41 '88 年 
/ ジ ムコ ・ ジ ャ パン JICK 89702 








デイ ヴィ ッ ド ・ ト ー ン と ミッ ク ・ カ ー ン は と も か く 後 の 二 人 は ち 
ょ っ と 馴染 み が な い 名 前 だ ろう 。 ど ちら も カナ ダ 出 身 (内 Lambert は 
ケベック の 出 な の で ラン ベー ル と で も 読む べき か ) で 雪 進 的 な ジャ 
ズ と 現代 音楽 の 接点 で 活動 し て いた 所 を クル ト ・ レ ンカ ー に 見 い 出 
され 本 作 を 録音 する に 至っ た らし い 。 で 、 そ の 際 ホ ワイ ト が 一 緒 に 
ツア ー を し た 事 が ある トー ング カー ン 組 (トー ン の 2 nd ソロ の 為 の 
ツア ー、 ド ラム は B. プ ラッ フ ォ ー ド だ っ た ) を 迎え た と 言う 訳 か 。 
その せい か この アル バム 、 ト ー ン の 作品 に 印象 が 似 て いる 。 編成 が 
同じ せい も あろ う が 、 拡 が り と うねり を 併せ 持っ た フリ ー キ ー な が 
ら も 統率 感 の 有る サウ ンド 。 静か な が ら も スリ リン グ 。 (中 西 ) 





THE LOUNGE LIZARDS 
Voice 0Of Chumk 


CD/ ポ ニー・ キ ャ ニオ ン PCCY-00013 
"89 年 





あま り に も 特異 な 経緯 で 結成 され た ジャ ズ ・ バ ンド 、THE LOUNGE 
LIZARDS だ が 、 少なくとも この 時 期 の 彼ら に つい て は その サウ ンド 
を 正当 に 評価 すべ きだ 。 ま っ と うと は 言わ な い が 、 こ の 音楽 の 自立 
性 は 、 ジ ャ ズ の 本 場 ア メリ カ に お いて 極め て 珍し い 特例 の ひと つ だ 。 
ちょ うど 本 作 を フィ ー チ ャ ー し た 日 本 公演 を 目撃 し た 時 、 決 し て 音 
楽 の 内 容 に 近似 性 が ある 訳 で は な い が 、 私 は し きり に SOFT MACHINE 
を 連想 し た 。 彼 ら に は 他 の フィ ー ル ド か ら ジ ャ ズ の 迷路 へ と 初 往 い 

込ん だ ミュ ー ジ シャ ン の 、 実 験 的 精神 、 研 究 心 が 共通 し て いた 。 
(坂本 ) 


MACHINE 員 N 
Pass The Ammo 





ビル ・ ラ ズ ウ ェ ル 絡 み の エ ンジ ニア と し て 有名 な ロバ ー ト ・ ム ッ 
ソ が トー マス ・ チ ャ ピン ら と 組む ハー ドコ ア ・ イ ンプ ロ ・ グ ルー プ 
の 3 rd。 も っ と も ハー ド コア ・ イ ンプ ロ と 言っ て も 箇 斉 と 化し て いる 
訳 で は な く 大 雑 把 な 決め 事 位 は 有り そう な 感じ で 古く は (第 一 期 ) 
ライ フ ・ タ イム 等 を 思わ せ た り する 。 も っ と も 現代 風 に も う 少 し シ 
ャ ー プ で コン パク ト で は ある けれ ど 。 い や 実 の 所 か な り 本 誌 向け の 
斉 だ と 思う 。 と りあ え ず 肉体 乗り の 格好 良く 暴れ て いる 音 が 好み の 
人 に は 充分 受け 入れ られ る 筐 だ 。 三 覆 共 に 同 レ ベル の 出来 だ が 録音 
は 本 作 が 一 番 良い 。 (中 西 ) 











ee "| MARK ISHAM & ART LANDE 
We Begin 


L P/(Ger.)ECM 1338 831621-1 87 年 
CD/(Ger.)ECM 1338 831621-2 
/ ポ リド ー ル J33J 20182 














アー ト ・ ラ シンディ と いう ピア ニス ト は 寒 作 で 、ECM で ヤン ・ ガ ル 
バレ ク と の デュ オ ・ ア ル バ ム 「Red Lanta」('74) を 発表 後 、'75 年 2 月 
ー77 年 秋 に マー ク ・ ア イシ ャ ム (tp、fIh、ss) 、 ビ ピル ・ ダ グラ ス (b、 
fl) 、 グ レイ ン ・ ク ロン クハ イト (d、perc) と RUBISA PATROL を 結成 
し 、 同 名 の アル バム を 776 年 に ECM よ り 発 表 。 この ほか ほん の 数 枚 の 
ピア ノ ・ ソ ロ ・ ア ル バ ム が マイ ナー・ レ ー ベ ル か ら 出 て いる よう だ が 、 
この マー ク ・ ア イシ ャ ム と の デュ オ 作 が 久々 の メジ ャ ー 作 品 と な っ 
た 。RUBISA PATROL 以 来 と な る ふた り の 共演 は 、 ア イシ ャ ム の 間 
ロ が GROUP 87 を 経て 極端 に 広がっ た こと で な か な か 新鮮 な 音楽 を 
結晶 させ て いる 。 もう 2 度 と 出会う こと は な いか も 知れ な い ほ と ど 距 
離 の 開い た ふた り の 作品 が 残せ た こと は 快挙 と 言い た い 。 (坂本) 





MARK ISHAM 
6astalia 


CD/Virgin America 7 90900-2 88 年 
/ 東 芝 EMI VJD-32044 





絶賛 する つも り は な いけ れ ど も 、 マ ー ク ・ ア イシ ャ ム は どう 見 て 
も 日 本 で は 過小 評価 され て いる と 思う 。 そ も そ も は ジャ ン ル 越境 者 
だ っ た 彼 の 音楽 が 後 の ニ ュー エイ ジ ・ ミ ュー ジッ ク と 完全 に リン ク 
し て し まっ た こと と 、 数 多く の サウ ンド トラ ッ ク を 含め 作品 数 が 多 
過ぎ る こと が 災い し て 、 チ ャ ンス は いく ら で も あっ た 符 な の に みん 
な が 評価 を 後回し に し て 来 た ツ ケ が 随分 た まっ て し まっ た 。 ラ イル ・ 
メイ ズ (pf) の 参加 し た 「Film Music」('85) や 、Windham Hi 制作 の 
朗読 アル バム の バッ ク グ ラウ ンド ・ ミ ュー ジッ ク 集 「Songs My Children 
Taught Me」 ("91) 等 も 聴く 価値 は 充分 だ し 、 そ れ 以 上 に 面白 い の が 
デヴィ ッ ド ・ ト ー ン (g) が ら み の 「Castalia」 と 「Mark Isham」 (90) 。 
特に 後者 を 推薦 し た い 。 (坂本 ) 





アー アー アー4 








MARK NAUSEEF 
Personal Note 


LP/(Ger.)CMP 16 St '82 年 
CD/ ジ ムコ JICK-89727 





ベル ベッ ト ・ ア ンダ ー グ ラウ ンド の ツア ー・ メ ン バ ー か ら ELF、 レ 
イン ボー の ツア ー、 シ ン ・ リ ジィ 、 イ アン ・ ギ ラン ・ バ ンド と いう 
ハー ド ・ ロ ッ ク 畑 の 仕事 が 多かっ た ドラ マー だ が 、 ソ ロ ・ ア ル バ ム 
は 、 ガ ムラ ン な どの 東洋 の パー カッ ショ ン と フリ ー・ ジ ャ ズ を ミッ 
クス し た よう な 、 お よそ その 経歴 か ら 想像 する と 裏切ら れる 内 容 で 
ある 。「 ビ ッ チ ェ ズ ・ ブ リュ ー」 の 頃 の マイ ルス ・ サ ウン ド や マハ ビ 
シュ ヌ 、 も し か し た ら サ ン ・ ラ や コル トレ ー ン の 「 オ ム 」 な ど に も 
若い 頃 傾倒 し た ん じゃ な いか と 思わ せる よう な 演奏 が くり ひろ げ ら 
れる 。 し か し 、 明 ら か に ロッ ク を 通過 し た マー ク ・ ナ ウシ ー フ の 景 
気 の よ い 4 ビー ト ・ プ レイ に あお られ 、 演 奏 は も の すご い 疾 走 感 に 
あふ ぶれ 、 ひ た すら 若 々 し い 。 全員 、 凄腕 。 (難波 ) 





MARK NAUSEEF 
Sura 


LP/CMP 21ST '83 年 
CD/ ジ ムコ JICK 89728 














前 作 「Personal Notes」 の 大 爆発 、 次 作 「Wun Wun」 の 静 護 な 空 
間 の 間にあっ て 、 本 作 も 非常 に 緊張 感 の 高い 作品 。 前 作 で 見 せ た よ 
うな 怒 注 の 勢い と は タイ プ が 違い 、 ぴ り ぴ り と 研ぎ 浴 ま され た 、 そ 
れ で も 自分 の 世界 に ぐい ぐい と 引っ ぱり 込む よう な タイ プ 。 な ん と 
いっ て も 参加 し て いる ゲス ト に 注目 。 J. Kuhn、M. Stockhausen、 T. 
Gurtu、D. Torn 他 数 名 。 そ の 中 で も 一 番目 立っ て いる の が ここ ぞ と い 
う 時 に 的 確 に うねる ギタ ー の D. Torn だ 。 ば っ と 聴き の 第 一 印象 は 断 
然 前 作 だ ろう が 、 本 作 も 是非 と も 繰り 返し トレ ー ス し て 欲し い 。 登 
り 詰 め る 緊張 感 は 何 も 爆発 的 な 演奏 だ け で は な いと いう こと が 判る 
と 思う 、 と っ か か り と し て は 最適 な 一 枚 。 (伊藤 ) 





少 み 々 ん ルク と と と と た っ MARK NAUSEEF 
Wun Wun 


LP/CMP 25 '84 年 
CD/CMP CD25 
/ ジ ムコ JICK 89729 








「 パ ー ソ ナル ・ ノ ー ト 」、「 ス ー ラ 」 に 続く 、M. ナ ウシ ー フ の リー ダ 
ー 作 、 第 三 弾 。 前 二 作 が それ ぞ れ 、 ロ ッ ク プ ジャ ズ そ の 他 の 有名 ミ 
ュー ジ シ ャ ン を 大 勢 迎 えた アン サン プル 指向 の 作品 だ っ た 事 、 又 、 
両 作 と も J. キ ュー ン の 影響 が 少な か ら ず 見 られ る の に 対し て 本 作 で 
は 純 ソ ロ ・ ア ル バ ム 的 な アプ ロー チ を 取っ て いる 。J. プルー ス 、T. グ 
ルト ら 、W. クイ ント ウス と 言っ た ゲス ト も 控え 目 に 、 ナ ウシ ー フ の 
打楽器 群 が 主体 と な っ た 作品 。 冒頭 プラ スト の 曲 で の ガム ラン を 始 
め エ スニ ッ ク な 物 か ら の 影響 が 多い が 、 そ う 言 っ た 要素 、 あ る い は 
それ ら を 配 す る クレ バー さよ り も 尚 、 ナ ウシ ー フ の 発する 音 の 迫力 、 
響き の 強 さ は 圧倒 的 。 綿密 に 練り 込ま れつ つも 、 生 々 し く 人 迫る 感覚 
の 池 え 、 そ れ が 如 実 に 感じ と れる 。 (中 西 ) 


MARK NAUSEEF 
With Snace In Mind 


CD/M・A レコ ー デ ィング ス MO20A 
"94 年 





予告 きれ て いた ナウ シー フ の M・A で の ソロ ・ レ コー ディ ング が 
これ 。'91 年 か ら 始め た レコ ー デ ィング で あり 、 編集 に も 相当 の 時 間 
を 注い だ らし い が 、 そ れ だ け の 内 容 が ある 作品 に 仕上 が っ て いる 。 
ナウ シー フ の CMP で の ソロ 作品 が 3 作 ま と め て 日 本 発売 され た ば か 
り だ が 、 完 全 な ソロ ・ レ コー ディ ング は これ が 初め て と な る 。 サ ウ 
ンド の 構成 が 準備 され て いた こと も あり 、1 曲 1 曲 が と て も 判り 易 
く 展 開 し て いる 。 私 が これ まで に 聴い た M・A ア イ テ ム の 中 で も 最 
高 水準 の 作品 。 (坂本 ) 








DARK 
Dark 


LP/CMP 28 ST '8G 年 
CD/ ジ ムコ JICK 89730 





CMP 最 大 の 逸材 と 言っ て も 良い だ ろう 、DARK の 1 st。 次 作 「Tamna 
Voda」 に 譲る と ころ は 少な か ら ず ある が (し ょ う が な い 、 非 の うち 
どこ ろ の な い 名 盤 な の だ か ら )、 本 作 も 相当 に テン ショ ン が 高い 。 何 
と いっ て も 中 心 人 物 M. Nauseef が いる だ け で 注目 な の だ が 他 に L. 
Shinneman、 M.L. Sims、 C. Guard と いう 4 人 編成 。 次 作 で は 更に メ 
ン バ ー が 強化 され る 。「Tamna Voda」 が K. Crimson と の 引き 合い で 
評価 され る 場合 が 多々 ある が 、 本 作 は より リー ダー の 民族 音楽 へ の 
アプ ロー チ を 強く 出し た 形 に な っ て いる 。 順 番 で 言え ば 次 作 を 先 に 
聴い た 方 が 良い だ ろう が 、 本 作 も し っ か り し た 出来 で ある こと を 覚 
えて いて 欲し い 。 (伊藤 ) 





Ei Tamma Voda 


CD/(Ger.) CMP CD 36 '88 年 
/ ジ ムコ JICK 89731 





DARK は マー ク ・ ナ ウシ ー フ を 含む 4 人 組 で 、 こ れ は 彼ら の 2 作 目 
に 当たる 。 ナ ウ セ フ は か つて THE IAN GILLAN BAND て で 活躍 し た 後 、 
ジャ ズ ・ ピ アニ スト の ヨアヒム ・ キ ュー ン と 活動 を と も に し て いた 
名 ドラ マー だ (因みに 彼 の 1 st ソロ ・ ア ル バ ム 「Personal Note」(1981) 
は プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン の 必聴 盤 )。 こ の アル バム 、 テ リ 
エ ・ リ ピ ダ ル が KING CRIMSON を や っ て る と 申し まし ょ うか 、 今 ど 
き の 音 楽に は 大 変 珍し い 緊 張 感 の ある 内 容 で 、 プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ 
ッ ク ・ フ ァ ン に 聴か せれ ば 目 を 血 走ら せ て 興奮 する こと 請け 合い だ 。 
眠っ て た 血 が 騒ぐ ぜ 。 聴 いて る と 興奮 し て これ 以上 解説 が 出来 な い ! 

(坂本 ) 





ダダ ゴ 








MARK NAUSEEF & MIROSLAV 
いす TADIC 


DOS 肖 間 The Snake usic 
700N3B 了 7.W 信 較 CD/ シ ムコ JiCK 89732 "94 年 


TADIC 


1 NIS 





か ね て より 話題 と な っ て いた THE SNAKES が タデ ィ チ と ナウ シー 
フ の デュ オ に 形 を 修正 し て 遂に 登場 し た 。 ジ ャ ッ ク ・ プ ルース (b、 
vo)、 デ ヴィ ッ ド ・ ト ー ン (gg)、 マ ルク ス ・ シ ュ ト ッ ク ハ ウ ゼ ン (tp) 、 
ヴォ ルフ ガン ク ・ プ シュ ニク (sax) と いっ た 大 物 達 が 参加 。 曲 に よ 
っ て 編成 が 変わ る の で バン ド と し な か っ た の だ ろう が 、 し っ か り と 
芯 の 通っ た 演奏 で 統一 され て いる 。 J・ ブ ルー ス 、F・ ザ ッ パ 、 J・ 
ヘン ドリ ックス ら の 古典 的 名 曲 を 慎重 に 姓 袋 させ た 演奏 が ぞっと す 
る ほど 美しい 。 ひ と つ ひ と つの 音 の 厳し さ で 築き 上 げ ら れ た 懐 愉 な 
音楽 。 (坂本 ) 


MARC RIBOT 
Requiem For Whats-HiS-Name 
CD/ ビ クタ ー VICP-5182 "92 年 





現在 の NY 前 衛 シ ー ン で 、 最 も めざまし い 活躍 を 続け て いる ギタ リ 
スト の 一 人 。 彼 が 関わ る 様々 な ユニット の ひと つ 《 ル ー ト レス ・ コ 
スモ ポリ タン ズ ) の 2 枚 目 で ある 。 ア ン ソ ニー・ プ ラク スト ン と デ 
レク ・ ベ イリ ー と アー ト ・ ア ン サ ン ブ ル ・ オ ヴ ・ シ カゴ と シャ グズ と 金 
石山 が 一緒 に な っ て サー カス 音楽 を や っ て いる よう な も の か 。 全く 
の デタラメ に よう に 見 えて 、 そ の 実 非常 に 級 密 に スコ アリ ング され 
た イン テレ クチ ュ ア ル な サウ ンド で ある こと は 、 A・ コ ー ル マン の 
作品 と 同じ 。NY プ ユダ ヤ 系 サー クル な ら で は の 分 裂 症 的 流亡 音楽 。 

(松山 ) 





MARTIN TETREAULT(Canmada) 
Des Pas Et Des MOiS 


CD/Ambiance Magnetiques AM 017 
CD '90 年 





アシ ピア ンス コマ ミニ ェ テ ィ ー ク の 中 で も 、 も うと も 異色 ど 計 う べ 
き 一 枚 。 タ ー ン テー プル 奏者 M. テ トロ ー と 、 ル ネ ・ リ ュ シ エ 、 ミ シ 
ェ ル ・ コ テ の 共演 盤 で ある 。 テ トロ ー は C. マ ー ク レイ の ダダ イス テ 
ィ ッ ク な 面 を 更に 展開 させ た か の よう な 奇抜 な コン フュ ー ズ ド ・ コ 
ラー ジュ ・ サ ウン ド を 作り 上 げ る 反 三 音楽 家 で 、 大 友 良 英 や D. シェ 
イ と は 又 違 っ た スタ ンス を 採っ て いる 。 と に か く 聴 け ば 聴く ほど 仕 
掛け に 富ん だ 複雑 怪奇 の 音楽 で 、 情 報 量 の 多 さと 謎 の 多 さ と いう 点 
で は 随 一 の 存在 で ある 。 ノ イズ 系 と も 一 脈 通じ る 。 カ セッ ト も 出し 
て いる 得 だ が 残念 な が ら 未 聴 。 (佐々 木 ) 


MASSACRE 

Killimg Time 

CD/(Swi.) Rec Rec ReCDec 906 
'81 年 


/ ジ ムコ ・ レ コー ド JICK-89059 





な ん と いっ て も F.Frith に B. Laswell で 、 ワ イル ド で ラフ な の に 級 密 
で 入り 組ん で いる 。 こ れ 以 上 の 説明 は 必要 無い よう な 気 が する 。F. Frith 
は こう いう 人 だ し 、B. Laswell は 本 誌 53 号 に 詳し く 述 べら れ て いる よ 
うに ああ いう 人 だ 。 か な り 妙 な こと を 演奏 し て いる に も 関わ ら ず ゴ 
リ ゴ リ と し た 強烈 な ノリ が ある と ころ が 奇跡 的 。 複 雑 に 構築 され 派 
手 に イン プロ ヴァ イズ され て いる と ころ に この 編成 か ら で は の 味 が 
感じ られ る 。 余 談 だ が 昨年 「 は に わ 5 days」 で 本 作 収 録 の 名 曲 ^Bones* 
が 演奏 され た の に は 驚い た 。 尚 、 Rec Rec 盤 に は 6 曲 追加 収録 が され 
て いる 。 (伊藤 ) 











呈 2 MIATERIAL 
用 Memory Serves 


LP/Restless 72654 81 年 
/ ジ ムコ JICK-89046 





プレ イヤ ー と し て の ビル ・ ラ ズ ウ ェ ル を 堪能 する な ら 、 本 作 に 尽 
きる 。 ニ ュー ヨー ク ・ ア ンダ ー グ ラウ ンド の 2 世代 が が っ ちり と ス 
クラ ム を 組ん だ 前 人 未 到 の 音楽 。 こ の ビー ト は 今 で も 時 代 を 突き 抜 
け て いる (し か も 、 踊 れる )。 こ の 時 、 音 楽 家 ラズ ウェ ル に は この 先 
に ある 音楽 の 革新 的 ヴィ ジョ ン が 見 えて いた 符 だ 。 し か し 彼 は この 
道 を 直進 せ すず 、 巨 大 な 実験 場 の 造成 に 身 を 棒 げ て 行く こと に な る 。 
MATERIAL は 結局 ラズ ウェ ル と バ パイン ホー ン の 2 人 の プロ ジェ クト 
と し て 機能 し て 行く が 、 そ の 音楽 は アル パム に よっ て 全く 違う 表情 
を UICIW' る 。 (坂本 ) 





MATERIAL 
Hallucination Emgine 


CD/Axion 314-518 351-2 "94 年 
/ マ ー キ ュ リ ー PHCR-1752 





ラズ ウェ ル の コン セプト を も っ と も 忠実 に 反映 し た 不定 形 の プロ 
ジェ クト 、 マ テリ アル の 最新 アル バム は 、 こ れ ま で の 総括 と も 言え 
る 大 作 と な っ た 。 ウ ィ リ アム ・ バ ロウ ズ か ら ウ ェ イ ン ・ シ ョ ー タ ー 
に 至る 超 豪 華 な 参加 アー ティ スト 陣 に は 、 こ の 10 年 間 で ラズ ウェ ル 
が 培っ て きた 人 脈 の 豊か さ が 伺 われ る 。 サ ウン ド 的 に も 、 か れ の こ 
れ ま で の 歩み を 封じ 込め た か の よう に 、 ロ ッ ク 、 ジ ャ ズ 、 フ ェ イ ク 、 
エス ニッ ク 、 サ イ バ ー、 さ ま ざ ま な 要素 が 縦横 に 交じり 合い 、 き わ 
め て ポス ト ・ モ ダニ ステ ィ ッ ク な 音 の サウ ンド ・ ス ケー プ を 形成 し 
て いる 。 (佐々 木 ) 





ジラ 











MEREDITH MONK 
Book Of Days 
CD/ECM 1389 90 年 














歌手 一 族 に 生ま れ 、 各 種 特殊 技法 の 開発 や 演劇 的 構成 の 導入 、 パ 
フォ ー マ テ ィ ヴ な アン サン プル の 構築 を 進め た ザ ヴォ イス ・ パ フォ ー 
マー の 草分け 的 存在 。 ミ ニ マ ル な 構造 を 機軸 と する リズ ミッ ク な 推 
進 力 に 溢れ た 展開 は 、 声 に 引き 締まっ た 身体 と きび きび し た 動き 、 
軽やか な 跳 武力 を 与え て お り 、 未 来 的 時 間 の 中 で 鮮やか に 沸き 立ち 、 
輝かしい し ぶ き を あげ て 弾け 飛ぶ 何 学 的 アン サン ブル は 、 声 に よ 
る ダン ス ・ パ フォ ー マ ン ス と 言え よう 。 本 作 は 中 世 の ジ ュー イッ シ 
ュ 村 (と 現代 の 往復 ) を 舞台 と し た フィ ルム と 平行 し て 制作 され 、 
凍てつい た 冬 の 朝 を 思わ せる 張り 詰め た モノ クロ ー ム 映像 を 反映 し 
て 、 ア ン サ ンプ ル も 幾 分 か いつ も の 華やか さ を 迎 え 、 代 わり に 謎 め 
いた 奥深 いし め や か さと 狂人 の 持続 的 強度 を た た えて いる 。 (福島 ) 





MICHAEL MAUTLER 
/EDWARD GOREY 
The Hamless Chill 


LP/WATT 4 76 年 
CD/ECM 831 828 2 


カン タ ベ リ ー、 プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク の ファ ン の 間 に マ ント ラ 
ー の 名 を 決定 的 に 印象 付け る 事 に な っ た 傑作 。 エ ド ワ ー ド ・ ゴ ウレ 
イ の テク スト に 曲 を 付け た 構成 に な っ て お り 、 こ う 言 っ た 作風 は 次 
作 「Silence」( こ ちら の テク スト は ハロ イド ・ ピ ンタ ー) に も 見 られ 
る 所 。 常 連 人 脈 の カー ラ ・ プ レイ 、 ス ティ ー ヴ ・ ス クロ ウ に ジャ ッ 
ク ・ テ ジョ ネッ ト 、 テ リエ ・ リ ピ ダ ル 等 を 迎え た 演奏 は 悪夢 の よう 
な テク スト 、 マ ント ラー の テン ショ ン あ ぶれ る 楽曲 を 表現 する に あ 
まり ある 演奏 を 聴か せる が 、 何 より 決定 的 な の が 全曲 で 唄い まく る 
ロバ パー ト ・ ワ イア ッ ト の ヴォ ー カ ル 。 終始 、 静 けさ を た た えむ む 、 
尚 、 悲 痛 な シン ギン グ は ワイ アッ ト の 数 える 名 唱 に 内 で も 屈指 の 物 。 
冷や や か に 拡がる 傑作 。 (中 西 ) 





BI MICHAEL MANTLER 
Something There 


LP/Watt 13 '? 年 
CD/(Ger.) ECM 831829-2 





導入 部 の 屈折 し た メロ ディ ー・ ラ イン と 、 調 感覚 の 稀 薄 な ピア ノ 、 
さら に 圧迫 感 の 強い スト リン グ ス 。 マ イケ ル ・ マ ント ラー も スト リ 
ング ス ・ ア レン ジ を マイ ケル ・ ギ ブス に 任せ た 事 で 、 心 労 の 軽く な 
っ た 分 だ け 、 演 奏 に 力 強 さ が みな ぎっ て いる よう だ 。 現 代 音 楽 と も 
ジャ ズ と も ロッ ク と も つか な い 音 楽 だ 。 や は り 音 は ヨー ロッ パ 的 で 
あろ うか 。 ド ラマ ー の ニッ ク ・ メ イス ン は 場違い な 感じ が し な いで 
も な い が 、 全 体 的 に みて 、 ド ラム は さほど 重要 で は な いよ うだ 。 マ 
1M ク 4c5 ペ タニ シッ 0 の 5 二 カ カーラ ョ ェ ア レ の BZ ン に 証 マ イド た 7Ps マ | 
ント ラー の トラ ン ペ ッ ト 、 こ の 3 楽器 を メイ ン に 操り 広げ られ る 音 
楽 は も っ と 評価 され る べき だ 。 ア ー ル ・ ゾ イ が 好き な ら 、 こ の アル 





MICHAEL MANTLER 


MICHAEL MANTLER 
Alien 


L P/(Ger.)Watt/15 827639-1 '8S 年 
CD/(Ger.)Watt/15 827639-2 


マイ ケル ・ マ ント ラー が プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン に と っ 
て どれ だ け 重 要 な 存在 で ある か は 繰り 返す まで も な い だ ろ う 。 逆 に 
彼 の 音楽 を ジャ ズ ・ フ ァ ン が どれ だ け 許 容 で きる か を 考え れ ば 、 マ 
ント ラー は こち ら 側 の ミュ ー ジ シャ ン だ と 結論 し て し まっ た 方 が い 
い 。「Alien」 は マン トラ ー が トラ ン ペ ッ ト に 専念 し 、 そ の 他 シ ン セ サ 
イザ ー 類 の 一 切 を 元 MOTHERS OF INVENTION の ドン ・ プ レス トン 
に 依 託し た 作品 で あり 、 プ レス トン の 演奏 が た っ ぷり と 聴け る と い 
う 意味 で 二 重 に 嬉し い 内 容 だ 。 マ ント ラー の 曲 は 相変わらず シリ ア 
スー 辺 倒 、。 こ の まま オー ケス トラ 曲 に 書き 換え 可能 な 力作 だ 。 彼 の 
音楽 は 本 質 的 に 「The Hapless Child」 か ら 現 在 に 至る まで 全く 変わ 











バム も 気に入る だ ろう 。 (中 藤 ) っ て いな い (つま り 全 作品 が 必聴 盤 /)。 (坂本 ) 
IDG MICHAEL MANTLER MICHAEL SHRIEVE 


ssss。 | MManmV Have No Speech 
CD/ ポ リド ー ル J32J59010 '88 年 














最近 で は コン ポー ザー プア レン ジャ ー と し て の 方 が 、 マ ント ラー 
の 名 は 意味 が ある だ ろう 。( あ 、 昔 か ら か 。) 本 作 で も フル ・ オ ー ケ 
スト ラ の 編曲 を 手がけ て いる の が 、 は っ きり 言っ て 傑作 で ある 。 ス 
ウィ ング ・ ジ ャ ー ナ ル 誌 で 酷評 だ っ た の も 、 当 然 、 ほ と ん と 現代 間 
楽 で ある 。 オ ケ の 感じ は ハワード ・ シ ョ ア (D・ ク ロー ネン バー グ 
作品 の サン トラ 担当 ) の 辺 を 想い 出さ せる が 、 そ れ に 加え る こと に 
り y2 シ リョン の ラリ リー キー ムキ ッッ 請 還 そ し で ジマ ウ ク ッ ブル スト 
マリ アン ヌ ・ フ ェ イ ス フ ル 、 ロ バー ト ・ ワ イア ッ ト の ヴォ ー カ ル だ 。 
ここ で の J・ プ ブル ー ス は 、 あ の クリ ー ム と も プ ブルー ス ・ ロ ッ ク と も 
無関係 に 存在 し て いな が ら 、 か つ 強 烈 な イン パク ト を 放っ て いる 。 
(ベー ス も 弾い て いな い 。) (Chihiro S.) 





Stilletto 
CD/Nouus 30502 '89 年 





IILEITH 








サン タナ 、 オ ー ト マチ ッ ク ・ マ ン 、 ツ トム ・ ヤ マシ タ の GO、 ク ラ 
ウス ・ シ ュ ル ツ と の コラ ボレー ショ ン 等 、 ジ ャ ン ル を 問わ な い 活 動 
を 見 せ て いる マイ ケル ・ シ ュ リ ー ヴ '89 年 の 作 。 こ こ で は マー ク ・ ア 
イシ ャ ム 、 デ ヴィ ッ ド ・ ト ー ン 、 ア ン デ ィ ・ サ マー ズ 等 を 迎え 、 感 
覚 的 な ジャ ズ ・ ロ ッ ク ・ サ ウン ド を 聴か せる 、 適 確 に 落ち 着い た リ 
ズム の 上 を アイ シャ ム 、 ト ー ン 、 サ マー ズ そ れ ぞ れ が 拡がり を 付け 
て いく 作風 だ が 、 こ の 三 者 の 組み 合わ せ が ベ スト ・ マ ッ チ ング 。 背 
景 と ち リ ー ド と も つか な い ラ イン が 絡み 合い 、 ゆ っ くり と 移り 替 る 
模様 を 描く 。 タ メ を 効か せ 、 ど こ か ノスタルジック な か な 風情 を 漂わ せ 
て いる 。 その 後 も シュ リー ヴ は B. フリ ゼー ル 、W. ホー ヴィ ッ ツ 等 と 
も 活動 。 相 変ら ず 行 動 半 径 は 広い よう だ 。 (中 西 ) 





ぞ ジ ち 








MICHAEL SHRIEVE & DAVID 
BEAL 

The Big Picture 

L P/(Ger.) Fortuna 17060-1 '89 年 





マイ ケル ・ シ ュ リ ー ヴ が どれ ほ と 感 度 の いい ミュ ー ジ シャ ン で あ 
る か は 、 今 更 指摘 する まで も な い だ ろ う 。 傑作 「Stiletto」 ("89) は 勿 
論 の こと 、 あ まり 知ら れ て いな い ア ル バ ム も 数 枚 あ っ て 、 ど れ も 皆 
一 聴 の 価値 が ある 。「Stiletto」 の 助走 に 当たる ステ ィ ー ヴ ・ ロ ー チ (syn) 
と の デュ オ 作 「The Leaving Time」 ('88) は 、 デ ヴィ ッ ド ・ ト ー ン (g) 
や ジョ ナス ・ エ ルポ ボー グ (b) も 参加 し て の 雄大 な ヴィ ジョ ン を 展開 す 
る 力作 だ っ た の で 、 是 非 と も 再発 を 望み た い 。 デ ヴィ ッ ド ・ ビ ー ル 
と の デュ オ ・ ア ル バ ム 「The Big Picture」 で は 、 ふ た り の 操る パー 
カッ ショ ン ・ シ ン セ サイ ザー が 聴き 覚え の な い 幻 想 的 な 音楽 を 織り 
上 げ る 。 ち ょ っ と ニュ ー エ イジ ・ ミ ュー ジッ ク 風 で も ある が 、 こ の 
躍動 感 は は さ す が シュ リー ヴ 。 (坂本 ) 





MMICHAEL ZENTNER 
Presemt Time 


LP/Red MZ ONE 83 年 
CD/Ozone OZ 006-2 


THE MUFFINS の オリ ジ ナ ル ・ メ ン バ ー だ っ た マイ ケル ・ ゼ ント ナ 
ー の 1 st ソロ ・ ア ル バ ム 。 当 時 は ゼン トナ ー の 参加 し た THE MUFFINS 
の アル バム は 発表 され て いな か っ た の で 、 こ の 主人 公 が 何者 か 判ら 
な か っ た コレ クタ ー も 多かっ た と 聞く 。 何 し ろ デ イヴ ィ ッ ド ・ ア レ 
ン が 歌う は 、 パ ー シ ー・ ジ ョ ー ン ズ と ハン ス フ ォ ー ド ・ ロ ウ が ベー ス ・ 
ドル を 繰 広 ばる は 。 ジ ョ ング リー ヴ ス 、 ピーター・ プ レグ ヴァ 
ッ ド 、 フ レッ ド ・ フ リス が 参加 する は 、 ド ラム ス が ビル ・ ベ ペー コン 、 
ケン ウッ ド ・ デ ナー ド だ は 、 カ ー ラ ・ プ レイ が サッ クス を 吹く は 、 
HAPPY THE MAN の フラ ンク ・ ワ イア ッ ト ま で いる は で 、 騒 ぎ に な 
ら な か っ た ら 嘘 と いう も の だ 。 最 近 ゼ ント ナー は また また 凄い メン 
ツ て 新作 「Playtime」 を 発表 し 、 復 活 し て いる らし い 。 (坂本 ) 





MICHEL FAUBERT (Danada) 
中 間 央 | Waudite Memoire 


UM CD/Ambiances Magnetiques AM 021 
SG③- キ 因 


92 年 





フラ ンス 語 能 力 の 欠如 か ら 推 測 し か 出来 無い の が 残念 だ が Faubert 
は トラ ッ ド 畑 の 出身 か と 思わ れ 、 彼 の 自作 曲 と クレ ジッ ト さ れ て い 
る 一 曲 以外 の 曲 も トラ ッ ド な の だ ろう (クレ ジッ ト は 無い が )。 実 際 、 
一 部 で は ア ・ カ ペラ (ソロ 、 コ ー ラ ス ) の み の 大 変 に 地味 な (が 、 
味わい 深い ) パー ト も 見 られ 。 と は 言え 、 ア ンド レ ・ デ ュ シ ュー ヌ 
が 監督 に 名 を 連ね て アン ドレ ・ デ ュ シ ュー ヌ の 大 半 を こなし 、 更 に 
演奏 の 中 心 を 成す の が ロコ モー ティ ヴ の 面々 だ っ た りす る の で 残り 
の 部 分 は むし ろ デ ュ シ ュ ヌ の 作品 と し て 受け 止め た 方 が 良い 物 に な 
っ て お り 、 ロ コモ ー テ ィ ヴ の 作風 に 近い 。 (中 西 ) 





MINATAURE 
16ant Put MV Finmger On lt 


9 CD/JMT 849147-2 '91 年 
IIIEI(Ii / ポ リド ー ル POCJ-1077 


CTO 


MINATURE は ドラ ム プ チェ ログ サッ クス の トリ オ 編 成 だ が 、 彼 ら 
の サウ ンド は 並 大 抵 の きら ぴ や か さ で は な い 。 88 年 の 1 st アル バム 
で は 、 彼 ら の 潜在 的 な 技量 で 成立 し た スケ ー ル の 大 き な イ ンプ ロ ヴ 
ィ ゼ ーション を 華 麗 に か つ 鋭 く 展 開 し て みせ た が 、 こ の 2 nd で は 表 
面 的 な 方 向 性 を 大 幅 に 変え 、 見 事 な ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク (と いう 大 分 違 
うか も 知れ な い が ) を 創造 し て いる 。 彼ら の 創作 ・ 演 奏 能 力 が 桁 外 
れ に 優れ て いる こと を 証明 し た 傑作 。 ジ ョ ー イ ・ バ ロン 、 ハ ンク ・ 
ロバ ー ツ 、 テ ィ ム ・ バ パーン 。 3 人 と も いずれ 劣ら ぬ 異 オ の 超人 達 。 

(坂本 ) 








MRIODOR (Canada) 
Hencontres 
LP/Rio 43 '86 年 





ミリ オド ー ル の デビ ュー 作 。 "84 年 か ら '85 年 に か け 制 作 さ れ 、 こ こ 
で は 6 人 編成 で 、 楽 器 の 持ち 替え な ども あり 、 大 が か りな サウ ンド 
と な っ て いる 。 レコメン 系 の リズ ム 展 開 に メロ ディ アス な アプ ロー 
チ は 後 の 作 品 に も 通じ る が 、 も う 少 し プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク 寄 り 
な 当り の 柔らか さ が あ る 。 フ レー ズ の 節々 は キン グ ・ ク リム ゾン を 、 
また 線 の 細い キー ボー ド 音 と サッ クス の 組み 合せ は カル プ ・ デ ィ ア 
ン を 思わ せ た り も する 他 、 大 仰 な が パイ プ ・ オ ル ガ ン が 顔 を 出す あ た 
り 、 発 表 当 時 は ケベック ・ プ ログ レ の 有望 新人 と 言わ れ た の に も 納 
得 が 行く 作風 。 次 作 以降 、 メ ン バ ー を 半分 に 減ら し より シェ イプ ・ 
アッ プ し た サウ ンド に 転じ る が 、 最 近 ギ タリ スト を 加入 させ た 四 人 
組 に な っ た 模様 。 (中 西 ) 





MRIODOR 
Miriodor 


L P/Cuneiform RUNE 14 '86 年 、'88 年 
CD/Cuneiform RUNE 14 

















アル バム 2 作 目 に 1 作 目 と の 中 間 に 造 られ た カセ ッ ト 作 (30 分 ) 
を 加え た 再発 。 1 作 目 で は 工夫 は ある も の の どこ か 煮え 切 えな い 出 
来 だ っ た の だ が 、 こ の 二 作 で は 仲 々 に 進歩 の 跡 が 見 られ 、 随 分 と 引 
き し ま っ た 音 造 り に な っ て お り 、 特 に チェ ン バ パー 系 の ファ ン に は か 
な り の 好評 を 得 ら れる の で は な い の だ ろう か 。 も っ と も 5 年 前 の 録 
音 で ハイ テク 機材 を 駆使 し た 分 、 今 聴く と 音色 的 な 不備 が 若干 見 ら 
れる が 、 ト リオ (key、sax、ds) に よる スタ ジオ ・ ラ イヴ 録音 と 言 
う ハ ン デ も 考え に 入れ れ ば 相当 に レベ ル の 高い 作品 だ と 思う 。 そ の 
後 3 rd を 発表 、 新 作 が 近く 予定 され て いる 。 (中 西 ) 





ビィ <】 








MIRIODOR 
36 AUERTISSEMENT 


CD/Cuneiform RUNE 32 91 年 





CD ケー ス 前 側 の イン サー ト の 代わ り に 同じ 大 き さ の ビニ ー ル 袋 を 
入れ 、 その 中 に 3 人 の メン バー 写真 と 工具 の イラ スト を 切り 抜い て 
封入 する と いう ちょ っ と 変わ っ た デザ イン が 印象 的 な ミリ ドー ル の 
サー ド 。 シンフォ ニッ ク ・ ロ ッ ク と は 相性 が 今一つ の サク ソフ ォ ー 
ン 。 サ ックス を 効果 的 に 使っ た 例外 的 な シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク ・ 
グル ー プ の 一 つが フラ ンス の カル プ ・ デ ュ ア ン で ある が 、 本 アル バ 
ム の サッ クス ・ プ レイ も それ に 近い 雰囲気 を 持っ て いる 。 も っ と も 
ミリ オド ー ル は 所 詩 シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク ・ グ ルー プ で は な く 、 も 
っ と 幅広 い 音楽 性 を 持っ て いる 。 よ く 歌 う メ ロディ アス な サッ クス 
は シン フォ ニッ ク 調 だ が 、 チ ェ ン バー・ ロ ッ ク 風 の リズ ム 展 開 や 時 と 
し て エト ロン ・ フ ー を 思わ す や ぶ 実験 的 な 演奏 も 登場 する 。 (賀川 ) 


MOONDOG 
Moond0g 
CD/CBS MK 44994 '69 年 /'72 年 





まる で お 伽 呆 に 出 て 来 そ うな 浮き 世 離 れ し た 盲目 の 放浪 者 、 ム ー 
ンド ッ グ 。 本 名 、 ル イス ・ ハ ー デ ィ ン 。1916 年 生ま れ の れ っ き と し 
た アメ リカ 人 な が ら 、 自 ら の スカ ンジ ナヴィ ア の 血 に 目覚 め 、'60 一 70 
年 代 ほ は ヴァ イキ ング の 衣装 を 身 に まとい 、 久 と 槍 を 持っ て マン ハッ 
タン の 街角 に 現われ た と いう 。 点 字 で 独学 し た と いう 作曲 の 才能 を 
生か し 、 こ つこ つと 曲 を 溜め 、'69 年 に 発表 し た 1 st アル バム と 72 年 
の 2 nd アル バム を 1 枚 に 収録 し た の が この CD だ 。 1 st は 全編 オー ケ 
スト ラ 曲 で 、 ク ラシック 、 ミ ニ マ ル ・ ミ ュー ジッ ク 、 そ の 他 名 付け 
が た い 音 楽 が 澤 然 一 体 と な か っ て いる 。 こ の オー ケス トラ 、 よ く 見 る 
と CBS の お か か え で 、 ジ ャ ズ ・ ミ ュー ジ シ ャ ン も ちら ほら 。 ムーン 
ドッ グ は 現在 も 元気 に ヨー ロッ パ を 午 科 し て いる 。 (坂本 ) 





SG MOTOR TOTEMIST 邑 ILD 
Infra Dig 
L P/Rotory Totem RTLP 001 '84 年 





IMIIEIeI4 


5 UU'S、THINKING PLAGUE、HAIL そ の 他 メ ン バ ー が 入り 乱れ 
て 収 捨 が つか な い 現 在 の この 周辺 だ が 、 こ の 辺 が 出合 う 大 元 は '86 年 
前 後に C.0.M.A (California Outside Music Association) を 組織 す 
る 所 に 始ま る よう で 、 現 在 に 関連 する メン バー は 極 一 部 。 バ ンド 自 
体 も むし ろ ジ ェ イ ムズ ・ グ リグ スピ ー が 知り 合い の ミュ ー ジ シャ ン 
を 適 宣 使 っ た ソロ ・ プ ロジ ェクト と 言っ た 感 が ある 。 そう 言っ た 意 
味 で は 後 の 入り 乱れ る 共 作 か ら は 見 え に く い 素 の 部 分 が 見 や すい か 。 
不 規則 な リズ ム や 不 響 和 に RIO 系 の 影響 を 見 て と れる が 、 よ り ロ ッ ク 
色 を 抑え た 変質 し た 室内 楽 と で も 言う べき 音 。 必 要 以 上 に 凝り すぎ 
た 楽曲 か ら は 密室 的 閉塞 感 を 感じ る 。 一 連 の グル ー プ 作品 中 最も 
シリ アス 色 が 強い 。 (中 西 ) 


MOTOR TOTEMIST GUILD 
contact With Veils 
L P/Rotary Totem RTR-LP-005 '86 年 





2 nd。 前 作 は プラ イベ ー ト の 4 トラック ・ ス タ ジ オ で の 演奏 に 、 
様々 な ダビ ング 処理 で 作ら れ た も の だ っ た が 本 作 で 初め て 本 格 的 な 
スタ ジオ を 利用 、 器 楽 ア ン サ ン ブ ル を 聴か せる こと に 重点 を 移し て 
いる 。 ウ ッ ド ウィ ンド 、 チ ェ ロ 、 キ ー ボ ー ド の トリ オ が ベー ス の サ 
ウン ド だ が 、 リ ー ダ ー、 J・ グ リス ビー の クラ シッ ク 的 素養 の 面 の 
み が 前 に 出 て お り 、 な ん と も 食い 足り な い 作 品 と な っ て し まっ て い 
る 。 と は いえ 、 こ れ ほ ど に まん ま 「 チ ェ ン バー・ ミ ュー ジッ ク 」 と 
いう アル バム も 珍し い の で 、 そ の 筋 の 方 は 一 聴 を 。 な お 本 作 よ り Cruel 
Fredelic で オー ネッ ト ば り の フリ ー・ ジ ャ ズ ・ フ ァ ン ク を 聴か せ て い 
る リン ・ ジ ョ ン ソ ン が 参加 し て いる 。 (後藤 ) 








MOTOR TOTEMIST UILD 
Shanun0 Z00 


L P/(Ger.)No Man's Land nwl/RTR 8 
"88 年 





折り こみ 式 全 面 展開 ジャ ケッ ト で リリ ー ス され た この アル バム 、 
ヴォ ー カ ル の E ・ へ ヘイ 等 の 常連 メン バー が 顔 を 揃え て いる 他 、 今 や 
相棒 と も 言え る D・ カ ー マ ン も 全面 参加 し て いる 。 そ の こと も あっ 
て か 、 や は り 室 内 楽 色 の 強い サウ ンド な が ら 、 初 期 の スタ ジオ に こ 
も っ て いた ずら に 音 を ひね り 回 す よ うな 密室 性 が うす れ 、 も う 少 し 
広がっ た 印象 が ある 。 依 然 、 ア コー ステ ィ ッ ク 楽 器 が ほとん どの 編 
成 だ が 、 多 少 、 ロ ッ ク 寄 り に 聴き 易く な っ て は いる か 。 勿論 、 凝 り 
まく っ た サウ ンド に は 違い な い が 、 必 要 以 上 に や りす ぎ て いた 部 分 
が 減り 、 ユ ー モ ア も 空回り し な い 。 これ に シン キン グ ・ プ ラグ の 若 々 
し さ 、 5UU'S の 音響 感 を 加え て U・ ト ー テ ム に 発展 し た の も 納得 が 
出来 る 。 (中 西 ) 





MOTOR TOTEMIST GUILD 
らい 0maggio AF 中 
2 L P/lta. DMMOIOR 「'89 年 








伊 リ コメ ン デ ッ ド ・ レ コー ド の Auf Dem Nil か ら 発売 され た 4th 
アル バム 。 タイ トル 通り Luigi Futi に 影響 され た ` 再 構築 理論 に よ 
り 生 み 出 され た 作品 。 既 発 プ 未 発 表 の 様々 の 音楽 を スタ ジオ で いじ 
くり まわ し た 産物 で 、 特 に B 面 全て を 占め る ^Variations” の スリ リ 
ング な 展開 は 、'60 年 代 の 企画 物 イ ンチ キ ・ サ イケ ・ ト ー タ ル ア ル バ 
ム み た いな 幻惑 感 を 出し て いる 。 3 rd と 並ぶ 傑作 で 、 レ ー ベ ル の 都合 
か ら ほ と ん と 出 回 わ ら な か っ た の が 残念 。 こ の 作品 で 活動 の ピー ク 
を 迎え た グリ ス ビ ー だ が 、 以後 5 UU'S と の 合体 等 で 、 ま と まっ た 形 
の 本 気 の 作 品 が 由 て いな い の は お し い 。 (後藤 ) 





ジア 








st THE IMUFFINS 
IIE WEFEINS MManna/IMirage 


IIM 
AN LP/Random Rador RRR 003 '78 年 
上 CD/Wayside Music Archive Series 
の 

| 


WMAS 4 

知る 人 ぞ 知 る アメ リカ ン ・ プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク の 傑作 と し て 
知ら れる 幻 の アル バム が 遂に CD 化 さ れ た 。 こ れ で この 作品 が 多く の 
人 の 耳 に 入る か と 思う と 、 こ ん な に 喜ば し いこ と は な い 。 聴い て も 
ら え ば すぐ に 判る が 、 こ れ は カン タ ベ リ ー・ ミ ュー ジッ ク の 極め て 
強い 影響 を 受け た 最良 の 音楽 の 一 つ だ 。 歌 は な いも の の 、HATFIELD 
AND THE NORTH の イメ ー ジ に は 非常 に 近い も の が ある 。 これ が 1 
st アル バム で あり 、 以 後 3 枚 の アル バム が 発表 され て いる 。 3 、4 作 
目 も 絶品 だ 。 カ ンタ ベリ ー・ フ ァ ン は は 必読 ノ (坂本 ) 





THE MUFFINS 
Air Fiction 
L P/(private press) 番号 な し 79 年 





一 般 的 に マフ ィ ン ズ の 2 nd と 呼ば れ て いる 本 作 だ が 、 実際 の 所 は 
ちょ っ と 違っ た 事情 の 元 、 成 立 し た 物 だ 。 どう も 海賊 盤 業 者 に 狙わ 
れ て いる らし いと 聞い た メン バー 自ら が 千 枚 限定 で 片面 スタ ジオ 
片面 ライ ヴ の オフ ィ シ ャ ル ・ プ ー ト レッ グ と し て リリ ー ス し た 物 で 、 
一 部 に は オー ヴァ ー ダ ビン グ が な され て いる 部 分 も ある が 、 全 体 と 
し て は 曲 に な る 前 の アイ ディ ア や 雑然 と し た イン プロ ヴィ ゼー ショ 
ン の 断片 が 収録 され て いる 。 こ こ に 収め られ て いる 演奏 か ら 「Manna 
Mirage」 や 「185」 の 次 を 想像 する の は 不可 能 だ ろう 。 そう 言っ た 意 
味 で は よほど の ファ ン で な いと 、 と 言っ た 内 容 だ が 、B 面 ラス ト に 
お いて の 取り と め の な い 演奏 が いつ の 間 に か 1 st 一 曲目 と な り 圧 倒 的 
に 盛り 上 る 様 は 見 事 。 聴 いて いて 忠 然 と させ られ る 。 (中 西 ) 





THE MUFFINS 
185 


史 | LP/Random Radar RRR-010 "81 生 





米国 に お ける カン タ ベ リ ー・ サ ウン ド の 、 最 良 の サン プル で あり 
最 重要 アー チ ス ト 。 本 作 の 録音 で バン ド は 解散 し た と 思わ れ 、「Open 
City」 は バン ド 解 散 後 に 過去 の 音源 を 寄せ 集め て リリ ー ス し た も の 。 
事実 「Open City」 の 中 で 一 番 新 し い 音 源 の 半年 あと に 本 作 は 録音 さ 
れ て いる 。 つ まり バン ド と し て は 最後 期 、 最 も 完成 度 は 高い 。 録 音 
は 当時 アメ リカ に 渡っ て いた フレ ッ ド ・ フ リス に よる も の 、 半 分 ぐ 
らい ゲス ト 参 加 も し て いる 。 内 容 は まっ た くも っ て 素 晴 し い の 一 言 、 
今 の アメ リカ の 面白 い 音楽 の 半分 以上 は 彼 等 の 影響 び が あ る と いっ て 
も 言い 過ぎ で は な いか も 。 残念 な の は 録音 が あま り 良 く な く ク リア 
ー さ に 欠け る こと 。 ま と も な 形 で の 再発 売 と 、 早 すぎ た この バン ド 
の 再 結成 を 心から 望む 。 (伊藤 ) 


THE MUFFINS 
Open 6ity 


L P/Cuneiform RUNE 5 85 年 
CD/Cuneiform 55010 





元々 は 「Manna Mirage」 期 の ライ ヴ を 中 心 に フレ ッ ド ・ フ リス 
「Gravity」 の アウ ト ・ テ イク を 加え た 初期 末 発 表 録音 集 と 言っ た 性 格 
の 強い アル バム だ っ た が CD 化 の 際 、 ラ スト ・ ア ル バ ム 「185」 レ コー 
ディ ング ・ セ ッ シ ョ ン 時 の 曲 を 6 曲 加え 、 バ ンド の 活動 歴 の ほとん 
ど を カヴァ ー す る 形 の 選曲 と な っ た 。 特に この ( 既 発 一 曲 を 含め た ) 
「185」 時 の 勢い は すさ まじ く 、 一 発 録 り の スタ ジオ ・ セ ッ シ ョ ン に 
も か か わら ず 、 本 番 を も 上 回 る よう な 集中 力 と 気迫 で 一 気 に 通す 。 
初期 は カン タ ベ リ ー 系 ジャ ズ ・ ロ ッ ク ・ グ ルー プ だ っ た 彼 等 が RIO 系 
の 影響 も 受け つつ 独自 に 発展 させ て いっ た サウ ンド が どれ 程 の 物 に 
まで な っ た か を 如 実 に 示す 音源 。 未 発表 集 と は 言え 、 バ ンド の 全 経 
歴 を 一 度 に 見 渡せ 、 入 門 作 に も 向く クオ リティ 。 (中 西 ) 








[| THE MUFFINS 
Chron0meters 
CD/Cuneiform 55007 93 年 





1982 年 に 解散 し た アメ リカ の バン ド 、THE MUFFINS の 新作 と し て 
発売 告知 され て いた この アル バム の 正体 は 未 発表 音源 だ っ た 。 し か 
し それ が 何と 1 st より 3 年 も 古い オリ ジ ナ ル ・ メ ン バ ー に よる 全 73 分 
も の 大 作 と は 、 お それ いる 。 思わず 「 生 き て て よかっ た 」 を 連発 し 
た く な る 。 当 時 リー ダー の デヴィ ッ ド ・ ニ ュー ハウ ス (key) は ILLEGAL 
ALIENS と あう バ パンド も 率い て いて 、 当 初 そ ちら の 方 が メイ ン だ っ た 
の で は な いか と 推測 され て いた の だ が 、 い や いや そん な こと は な い 。 
これ は た と えれ ば 、AREA の 1 st が 解散 10 年 後に や っ と 発表 され た よ 
うな も の で 、 どう し て 今 ま で 陽 の 目 を 見 られ な か っ た の か が 納得 で 
き な い 。CD 化 に 際 し て の リミックス を キッ ト ・ ワ トキ ンス が 行なっ 
て いる と いう の も 驚き の ひと つ 。 (坂本 ) 





NED ROTHENBERG DOUBLE 
BAND 


OverlaVs 
CD/Moers Music 02074 CD 91 年 





エリ オッ ト ・ シ ャ ー プ 、 サム ・ ベ ネッ ト と の トリ オ 、 SEMANTICS、 
ロバ ー ト ・ デ ィ ッ ク 、J・D・ パ ー ラ ン と の トリ オ 、NEW WINDS、 あ 
の 0 は At ニー ウロ ロウ イン 二 cs ネイ 1 シソ ジン UI ックス 
ライ ヒム と の サッ クス ・ カ ル テ ッ ト 、ANTONYMS 1 な ど 、 ネ ッ ド ・ 
ロー ゼン バー グ の 名 前 は 面白 い プ ロジ ェクト に し ば し ば 登場 する 。 
アヴァ ン ギ ャ ルド ・ シ ー ン に あっ て は 高度 の ジャ ズ を 修得 し て いる 
サッ クス 奏者 で あり 、 こ の リー ダー・ ア ル バ ム で は ダブ プル ・ ト リオ 
で 熱い ジャ ズ ・ ロ ッ ク を 繰り 広げ る 。 トーマス ・ チ ェ イ ピン (sax) 、 
ジェ ロー ム ・ ハ リス (b、 g) 、 カ ー ミ ッ ト ・ ド リス コー ル (b) 、 ビ リー・ 
マー ティ ン (d) 、 ア ダム ・ ル ドル フ (perc) と の 美味 し 過ぎ る アン サン 
プル は オー ネッ ト ・ コ ー ル マン の 正当 な 疹 子 た り 得 る 。 (坂本 ) 





ジジ ご 








NELS CLINE TRIO 
Silencer 
CD/(Ger.) Enja R2 79768 '92 年 





オレ ゴン 、 シ ャ ドウ ファ クス に 似 た よう な 端整 な アコ ー ス ティッ 

ク ・ ア ン サ ンプ ブル QUARTET MUSIC で の 活動 を 経た ネル ス ・ ク ライ 
ン は !88 年 に 1 st ソロ 「Angelica」 を 発表 する 。 こ れ は QUARTET MUSIC 
時 代 の 仲間 に ティ ム ・ バ パー ン を 加え る 等 し て 、 や は り ア コー ステ ィ 
ッ ク 楽 器 を 中 心 と し た や や 地味 な 感触 の アル バム だ っ た が 、DARK の 
ベー シス トマ ー ク ・ ロ ンド ン ・ ス ミス 等 を 加え て の エレ キ ・ ギ ター・ ト 
リオ 編成 に よる 本 作 で は 大 き な 飛 躍 を 確信 させ る 。 デ ィ レ イ や ヴォ 
リ ユ ー ム 奏法 に よる 微妙 な ニュ アン ス 、 息 の 合っ た コン ビ ネ ー シ ョ 
ン 、 更に は 時 折 見 せる 激情 と 瞬発 力 を 秘め た ハー ド な プレ イ は D. ト 
ー ン 等 に も 通じ る 物 。 今 後 いつ 一 線 に 浮上 し て も お か し く な い 存 在 。 
(中 西 ) 


NICK IDKOVSKY 
Now | Do This 


LP/Punos Music CX-887 '82 年 





ドク ター・ ナ ー ヴ の リー ダーN. ディ ドコ フス キー が グル ー プ 結成 
以前 に 自主 製作 し た 唯一 ソロ ・ ア ル バ ム 。 プ リペア ド ・ ギ ター を 
中 心 と し た 曲 か ら は 明らか に Frith「Guitar Solos」 の 影響 が 聴き 取れ 
る 。 し か し ミュ ー ジ ッ ク ・ コ ンク レー ト の 手法 も 使わ れ 、 既 に イン 
プロ ヴァ イザ ー と し て より も 構成 的 な コン ポー サー と し て の 資質 を 
より 強く 感じ させ る 作品 と な か っ て いる 。 そ うし た スタ ジオ ・ ワ ー ク 
の 側面 は 同じ コネ チカ ッ ト て 活動 し て いた キン グ ・ オ プ ・ ア ヴァ 
ン ギ ャ ルド C.W.Vrtacek (本 作 に も 謝意 が 記さ れ て いる ) と の 共 
同 作業 で 発展 させ た も の だ ろう 。 デ ィ ド コフスキー は 本 作 後 、 活 動 
の 中 心 を N.Y. に 移し 、G. Veles 周 辺 の エン ジニ ア な ど し つ つ グ ルー 
プ 結 成 に 至る 。 (後藤 ) 





NICKY SKOPELITIS 
Ekstasis 
CD/lsland 314-514 518-2 '93 年 





ニッ キー・ ス コ ペ リ ティ ス は CURLEW の オリ ジ ナ ル ・ メ ン バ ー と 
し て 10 代 で デビ ュー。 ラ ズ ウ ェ ル に 気に入ら れ 、 ヒ ッ プ ・ ホ ッ プ に 
まで 付き 合っ た 、 シ ー ン の 表 か ら 裏 まで 知り 尽く し て いる ギタ リス 
ト だ 。 ず っ と 勝 役 で 通し て 来 た が 、 既 に 何 枚 か ソロ ・ ア ル バ ム も リ 
リー ス し て いる 。 こ れ は 彼 の 最新 作 だ が 、 ご 覧 の 通り 、 国 籍 入り 乱 
れ て の 豪華 な ミュ ー ジ シャ ン 達 が 勢揃い 。 ワ ー ル ド ・ ミ ュー ジッ ク 
に ハウ ス を まぶし て アヴァ ン ギ ャ ルド ・ ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク に 仕立 て 上 
げた 外 猫 な 音楽 。」・ リ ー ベ ツァ イト を 引っ 張り 出し た の は 大 正解 。 

(坂本 ) 


NO SAFETY 
This Lost Leg 


L P/(Swi.)Rec Rec Music RecRec 25 
"89 年 





音色 の ザラ ザラ と し た ラフ な 手触り 、 不 機嫌 に 吐き 捨て る よう な 
(ある い は 沈み 込ん だ ) ヴォー カル 、 接 合 面 を こと さら に 見 せつ ける 
凹凸 どら け の アレ ンジ (ギタ ー と キー ボー ド の お そら く は 意図 され 
た 音色 の 不 整 合 、 肉 厚 に うねる ベー ス と 突き 放し た よう に 冷淡 な ド 
ラム ス の 対比 、 く ぐも っ た 声 の 熱気 と サン プリ ング 音響 の 冷や か さ ) 、 
強迫 的 いら だ ち を (対象 を それ と 名 指し 得 ぬ まま に ) 書き 付け た 歌 
詞 …… 完全 即興 部 分 を 含め 、 洗 練 を 遂げ た 次 作 「 ス ピル 」 に は も は 
や 聴く こと の で き な い 荒 々 し くも ロー テク な 生々 し さ が 、 本 作 に は 
いっ ぱい に 詰まっ て いる 。 な お ほとん どの 曲 が グ ルー プ 全 員 (上 か 
ら 5 名 ) の 共 作 で ある の も 本 作 の 特長 で ある 。 (福島 ) 








NO SAFETY 
Spl 


CD/(Swi.)Rec Rec Music RecDec 45 
'92 年 





解散 し て し まっ た 現在 、 振 り 返 っ て みる と NO SAFETY が いか に 重 
要 な パ バンド だ っ た か が これ まで 以上 に よく 判る 。 何 と な く が さ つ な 
イメ ー ジ が あっ た の は 事実 だ が 、 こ ん な に カッ コ い い ア ヴァ ン ギ ャ 
ルド ・ ロ ッ ク ・ バ ンド は 減 多 に ある も の じゃ な い 。 とりわけ この 2 
nd アル バム は 必聴 作 。 こ こ で の ジー ナ は 主 に キー ボー ド を 演奏 し て 
お り 、 CARBON で の プレ イ と は 全く 違っ た アプ ロー チ を 行なっ て い 
る 。 お そら く こ れ は 彼女 の 持っ て いる ポッ プ ・ セ ンス を 反映 し て い 
る の だ ろう 。 ツ イン ・ ギ ター と キー ボー ド の 絡み が 実に 魅力 的 だ 。 
この バン ド の 音楽 性 の 多く は も う ひ と り の リー ダー、 ク リス ・ コ ク 
ラン に 負う 所 も 大 きそう だ 。 今 か ら で も いい か ら 聴 くべ し 。 (坂本 ) 





NO SAFETY 
Live At The Kmittimg Factory 


CD/Knitting Factory Works KFW 148 
'93 年 





NO SAFETY 初 ライ ヴ ・ ア ル バ ム は ほど な く 彼 ら の 最終 アル バム に 
な っ て し まっ た 。 93 年 7 月 に ニッ ティ ング ・ フ ァ ク トリ ー で 行なわ 
れ た ライ ヴ を 収録 し て いる 。 前作 「Spill」 の レコ ー デ ィング か ら 1 年 
半 を 経過 し て いる こと も あっ て 、 殆 ど が 新曲 と いう レ パ ト リー だ が 、 
終盤 で V-EFFECT や SKELETON CREW の ナン バー が 飛び 出す 嬉し い 
サー ヴィ ス 。 ラ イヴ だ か ら あ らっぱ ぽ さ は 否定 で き な い が 、 そ れ ら が 
彼ら の 魅力 に も な っ て いる し 、 と に か く カ ッ コ いい 。 メンバー 各 人 
が それ ぞ れ 別 の 活動 を 並行 し て いた こと が 音楽 の 幅 を 自然 に 広げ て 
いた の と 裏腹 に 、 バ ンド と し て の 活動 を 推進 する 妨げ と な っ て し ま 
っ た の は 何と も 残念 。 別 の 形 の 落と し 前 を 期待 し た い 。 (坂本 ) 





ジラ 








NON CREDO 
ppー 呈 Reluctant Hosts 
L P/No Man's Land NML8814 '88 年 




















レー モン ・ ル ー セ ル の 詩 、 韓 国 系 女性 ヴォ ー カ ル 、 映 画 音楽 の 和 
補 な ど 極 め て ス ノ ビ ピッ シュ で ビザ ー ル な 音楽 を 生み だ し て いた カリ 
フォ ルニア の ニュ ー ウ ェ ー プ ・ バ ンド 「FIBONACCIS」 の パー カッ 
ショ ニス ト が 結成 し た デュ オ の 1 st。 女 性 ヴォ ー カ ル を メイ ン に し た 
キャ パレ ー・ ミ ュー ジッ ク 風 の 世界 は FIBONACCIS を 正しく 継承 し 
て いる が 、 よ り ヨ ー ロ ッ パ 的 色合い を 深め て いる 。 "95 年 発表 の 2 nd 
「Happy Wretched Family」 も より シリ アス な 傑作 だ が 、 未 完成 な 分 、 
お 気楽 な か ろ み 溢 う 本 作 を 推す 。 そ れ に し て も 、 こ いつ ら 絶 対 ア フ 
ター・ デ ィ ナ ー の ファ ン だ ろう な 。 (後藤 ) 


OPTICAL*8 
Optical* 8 


CD/ ゴ ッ ド ・ マ ウン テン GMCD-001 
"93 年 





0ANNN 


ホッ ピー 神山 、 マ ー ク ・ リ ボー、 セ バス チャ ン ・ ス タイ ンバーグ 、 
ダク ラス pi 2 の 5 選 IEAUU グ ニス ネー リリ SETR5 だ 
いう メン バー で 、"92 年 2 月 に ニュ ー ヨ ー ク で 録音 され た 第 一 作 。^ 合 
図 を 出す 等 の 全体 の 指揮 権 は ホッ ピー 神山 が 握っ て いる よう だ が 、 
テー プ を 回 し っ ぱな し に し て 録音 され た 即興 演奏 だ と いう 。 どこ か 
ファ ン キ ー な 部 分 や 、「 暗 黒 の 世界 」 前 後 の 頃 の キン グ ・ ク リム ソン 
を 思わ せる と ころ も ある 気 が す る けれ ど 、 気 が つい た ら 音 の 奥 に 見 
える 光景 が 変わ っ て いた と いう 感じ の 、 な め ら か な 展開 が 見 事 で あ 
る 。 透 明 CD ケ ー ス の 特性 を 生か し た 、 カ ラフ ル な スリ ー ヴ ・ デ ザイ 
ン も 見 逃 せ な い 。55 分 弱 4 曲 入 り 。 ( 行 川 ) 





OPTICAL * 8†MELT-BANANA 二 
ELLIOT SHARP+ZEENA PARKINS 
Chipfarm 


CD/ ゴ ッ ド ・ マ ウン テン GMCD 016 
"95 年 





'95 年 上 旬 の 来 日 は レ し コー ディ ング を 兼ね て の こと だ っ た E・ シ ャ ー 
プ と Z・ パ ー キ ンス 。 こ の 二 全 オプ ティ カル 8 メル ト ・ バ ナナ と い 
うた い へ ん や か まし い 組 合わ せ が CD に な っ て 出 た 。 全 体 の 印象 は セ 
ッ シ ョ ン っ ぽい が 、 こ れ は も ちろ ん や り ロ の 近く て 違う ミュ ー ジ シ 
ャ ン た ち を の び の びと 野放し に し 、 相 乗 効 果 で 全体 を パワ ー・ ア ッ 
プ さ せる 最良 の 方 法 。 自 分 た ちの や り 方 を 既に 持っ て いる バン ド は 、 
こう し て 他 者 と か か わっ て いく こと で 広がっ て いく の が いい と 思う 。 
その 時 の 最低 限 の 了解 が 取れ て いる か ら こ そ 、 こ の と お り コ ア な 凝 
縮 感 も 出る 。 (松本 ) 


THE ORDINAIRES 
The Drdinaires 


LP/Dossier 7509 '85 年 
CD/Bar/None 7 72632-2 





か れこ れ 10 年 以上 の キャ リア を 持つ バン ド だ が 、 あ まり 他 と の 交 
流 が な いた め 、 ち ょ っ と 変わ り 種 の 印象 が ある 。 と は 言え 、 そ の 後 
マー ク ・ フ ェ ル ド マ ン (vIn) が 加わ っ て いる し 、 リ ー ダ ー 格 の カー ト ・ 
ホフ マン と フリ ッ ツ ・ ヴ ァ ン ・ オ ー デ ン は BAND OF WEEDS で も 活 
動 中 、 ヴァイオ リン が 2 本 も いる こと で お 判り だ ろう が 、 結 構 気合 
い の 入 っ た ジャ ズ ・ ロ ッ ク ・ オ ー ケ スト ラ で あり 、 相 当 の 聴き 応え 
が ある 。 ニ ッ テ ィ ング ・ フ ァ ク トリ ー の オム ニ バ ス に 収録 され た ラ 
イヴ は か な り 癖 が あっ た が 、 本 作 は 安心 し て お 勧め で きる 。 ほ か に 
も 作品 あり 。 (坂本 ) 





ORTHOTONICS 
Luminos Bipeds 
LP/Rift 10 '86 年 





導 の ピピ ビン パー ネッ ド 。、 サッ クス ズ スズ の み 三 ニワ ネネ ポイ 、 
キー ボー ド プ ギタ ー の レビ ー・ シ ャ ー プ の 三 人 か ら な る オー ソト ニ 
ックス 唯一 の 作品 。 前 記 の 編成 か ら も 推察 が 付く 通り の スカ スカ の 
サウ ンド で 、 一 本 抜け た よう な ユー モア を 漂わ せ た 簡 潔 さ と 妙 に 擬 
っ た リズ ム が 示す 骨格 に それ ぞ れ の と ぼけ た ヴォ ー カ ル が 乗る あ た 
り 、 エ トロ ン ・ フ ー・ ル ルー プラ ン の 影響 が 強い 。 変 拍子 まみ れ の 
無愛想 な サウ ンド な が ら も どこ か ポッ プ な 味 が ある 。 メ ン バ パー の 内 、 
バー ネッ ト は 後に カー リュ ー、NIMAL に 参加 。 シ ャ ー プ に も ソロ が 
一 枚 あ る 。 フ レッ ド ・ フ リス の プロ デュ ー ス に よる 小品 佳作 と 言っ 
た 感じ の 本 作 、 小 体 な が ら も 妙 な 魅力 が ある 。 (中 西 ) 








PARANOISE 
Start A New Race 


CD/Ozone OZ 003 '93 年 
/ ジ ムコ JICK-89233 
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いら 


し 2 





マル チ ・ プ レイ ヤー の Jim Matus、 リ ズム ・ プ ロム ラミ ング 担当 
の Lloyd Fonoroff を 中 心 と する プロ ジェ クト ・ グ ルー プ 、 パ ラノ イズ 
の 2 作 目 。 正 式 メ ン バ ー は 他 に Micky Drtiz (vo) の み だ が 毎度 ゲス ト 
が 凄い 。 A. ジャ クソ ン 、 P. ジョー ンズ 、G. ウイ ンド 、 M. ギプス 、 D. 
チェ リー 等 々 。 その 多く は 両 作品 に 共通 する 所 か ら は か な り 系 続 し 
た 活動 が ある 物 と 思わ れる の だ が 、 実 態 は 不明 。 音 の 傾向 は 両 作 と 
も ファ ンク 、HM 等 を も 加味 し た ジャ ズ ・ ロ ッ ク 系 。 い わ ゆ る NY ら 
し い 音 。 バ ラン ス は 割合 に 良い 。 多 少コミ カル な ヴォ ー カ ル を メイ 
ン に し て いる の が 際 物 めい た 印象 を 与え る し 、 ゲ スト に 個性 派 が 多 
い 分 、 セ ッ シ ョ ン 的 に も 感じ る の が 損 だ が 、 普 通 か ら 離 れ た ポッ プ ・ 
ロッ ク と し て の 水準 は 高い 。 (中 西 ) 





ぞ づ 〇 の 











ur gear 
BARK mtue cimcuMsTANcE 


PAUL DRESHER 
Dark Blue Circumstamce 
CD/New Albion NA053CD "93 年 














ポー ル ・ ド レッ シャ ー は 西海 岸 で 活動 し て いる ミニ マル 系 の 代表 
的 アー ティ スト だ 。 と 言っ て も 自身 は エレ クト リッ ク ・ ギ タリ スト 
で 、 ギ ター・ プ レイ は ロッ ク そ の も の 。 リ ン デ ・ エ カー ト (vo) と の 
共 作 は 殆ど ロッ ク ・ オ ペラ だ し 、 ネ ッ ド ・ ロ ー ゼ ンバーグ (sax、 etc、) 
と の デュ オ ・ ア ル バ ム 「Opposites Attract」('91) で は ニュ ー ヨ ー ク 
の 名 だ た る 連中 と 斬新 むか ジャ ズ ・ ロ ッ ク を 繰り 広げ て いる 。 本 作 は 
彼 の 作曲 家 と し て の 上 顔 が 一 番 よ く 見 える 好 ア ル バ ム だ 。 ド レッ シャ 
ー の 音楽 を 聴く な ら ま ず こ の アル バム か ら 。「93 年 10 月 に ポー ル ・ ド 
レッ シャ ー・ ア ン サ ンプ ブル と し て 来 日 し た 時 に は 元 CARTOON の クレ 
イグ ・ フ ライ (vIn) や フィ リッ プ ・ ア ー バ ー グ (key)、 ポ ー ル ・ ハ ン ソ 
ン (bsn) と いっ た メン バー が いた 。 (坂本 ) 


PAUL DRESHER & NED 
ROTHENBERG 

Opnosites Attract 

CD/New World 80411-2 '91 年 





ノン プレ ス 、 重 音 、 キ ー・ パ ー カ ッ シ ョ ン と いっ た 特種 奏法 を モ 
ジュ ー ル と し て 、 ポ リリ ズミ ッ ク な 多重 螺旋 を 組み 上 げ る 一 方 で 、 
尺 八 に 学び 、 了 幽玄 な 広がり や 切り 立っ た 風景 を 描き 出す ロー ゼン バ 
ー グ ( 要 注 目 /) と 、 カ ー ル ・ ス トー ン ら と と も に ポス ト ・ ミ ニ マ 
リス ト と 称 さ れ 、 自 ら 演奏 し た 音 を マル チ ・ デ ィ レ イ に よっ て 積層 
化し 、 複 雑 な テク スチ ャ ー へ 織り 成 し て いく ドレ ッ シ ャ ー。 ここ で 
は テー プ ・ ル ー プ が 、 諸 要素 の 交錯 を 浮か び 上 が ら せ る 枠組 の 役割 
を 務め て お り 、 そ れ ゆ え 全 体 の 印象 は ポロ ッ ク に も 似 て 極め て ポッ 
プ で ある 。 (福島 ) 





PETER GORDON 
Still Life And The Deadmam 
CD/Robi Droli 129805017 2 93 年 





ピー ター・ ゴ ー ド ン は LOVE OF LIFE 0RCHESTRA へ の 参加 で 知 
られ る サッ クス 考 者 だ (同姓 同名 の 別人 と 思わ れる フレ ンチ ・ ホ ル 
ン 奏 者 が ジャ ズ ・ シ ー ン て で 活躍 し て いる の で 混乱 し な いよ うに )。「Star 
Jaws」('77) と いう チー プ な ジャ ズ ・ ロ ッ ク ・ サ ウン ド を 盛り 込ん だ 
ソロ ・ ア ル バ ム も 出 て いた 。 久々 の アル バム と 思わ れる 本 作 は 本 気 
の 室内 楽 作品 集 だ 。 オ ラン ダ で 録音 され た エレ クト ロ ・ ア コー ステ 
ィ ッ ク ・ フ ィ ル ハー モニ ア 演 奏 の 小曲 ^Awareness"”。 イ ギリ ス で バ 
ラ ネ ス ク 弦 楽 四重奏 団 に よっ て 演奏 され た 22 の パー ト か ら 成 る `De 
Dode*。 そ し て 最後 に 東京 で 録音 され た ゴー ドン 自身 の サッ クス と パ 
ー ス リー 弦楽 五 重 奏 団 に よる Rembrandt Suite” の 3 曲 が 収録 され 
て いる 。 ゴー ドン の 存在 証明 と な る 1 枚 。 (坂本 ) 


PFS 
lllustrative Prohlems 
L P/Cuneiform RUNE 6 '8G 年 





Scott Braziel、Herb Diamant、Gary Parra の 三 名 か ら な る グル 
ー プ 。 全 員 が 参加 し て いた CARTOON の 延長 型 と 見 な し て いい だ ろう 。 
音楽 性 に も 大 幅 な 変化 は な く 、 わ ざわ ざ 新 グル ー プ 名 を 付け た 意図 
も 良く 判ら な い 。 キ ング ・ ク リム ゾン 一 RIO と 言っ た 方 向 性 を プロ グ 
レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク 的 に 洗練 させ た 感 が ある CARTOON が 後期 に て 行 な 
いつ つ あ っ た より パラ けた 構築 性 と 言う 手法 を 発展 させ た 作風 。 途 
方 も な く 復 雑 に 組み 上 げ ら れ た 楽曲 を 断片 化し 、 コ ラー ジュ し た よ 
うな 楽曲 が 並ぶ よ 。 それ は ひど く 理 性 的 で ある と 同時 に 不安 感 を 与え 
る 。 所 々 は さ み 込 まれ る ユー モラ ス な パー ト も どこ か 乾い た 感触 を 
持つ 。 ア メリ カ の ポス ト RIO 世 代 に お いて 早く か ら オ リ ジ ナ リティ を 
得 た グル ー プ の 一 つと 言え る 。 (中 西 ) 








PFS 
279 
CD/Cuneiform RUNE 22 "90 年 





鍵盤 楽器 管楽器 の 打楽器 、 ラ イヴ で は 全員 テー プ や ノイ ズ も 使 
うと いう 変則 トリ オ に よる 2 枚 目 。 本 作 で は 二 人 の 弦楽 器 が ゲス ト 
参加 (ヴァ イオ リン と チェ ロ ) し て お り 、 変 則 的 で あり な が ら 編 成 
上 で の 奇抜 さ は あま り 目 立た な い 。'90 年 代 に 入っ て か ら DOCTER 
NERVE や X-LEGGED SALLY に 代表 され る よう な 強力 な リズム ・ セ 
クシ ョ ン を 伴っ た 疾走 型 の ジャ ズ ・ ロ ッ ク が 多 〈 活 動 し て いる が 、 
この バン ド は その 編成 の 特異 性 を 活か し て か や や クー ル に 、 静 議 な 
部 分 を 使い (それ で も 強力 な 部 分 を 散ら し な が ら ) 室内 楽 的 な アン サ 
ンプ ブル を 前 面 に 出し て き て いる 。 前 作 か ら 比 べ て も 格段 の 進歩 。 チ 
ェ ン バー・ フ ァ ン は 是非 一 聴 を 。 (伊藤 ) 





PIGPEN 
V As In Victim 


CD/ デ ィ ス ク ・ ユ ニオ ン AVAN 027 
"94 年 


PIGPEN 





ウェ イン ・ ホ ー ヴ ィ ッ ツ 率 いる PIGPEN。 ホー ヴィ ッ ツ は 大 変 優れ 
た コン ポー ザー だ が 、 ち ょ っ と 聴い た だ け で は 判り に くい 音楽 を 手 
掛け る こと が 多く 、 基 か 注目 度 が 低い きら い が あ る 。 そ ん な 中 で こ 
の PIGPEN は ロッ ク と ジャ ズ を 好き 勝手 に 料理 し て 非常 に スリ リン グ 
な 音楽 を 生み 出し て お り 、 本 誌 読 者 に は 強く アピ ー ル し そう だ 。 べ 
ー シ ス ト の フレ ッ ド ・ シ ャ ルノー は エイ ミー・ デ ニオ と TONE DOGS 
を 結成 し て いた ミュ ー ジ シャ ン だ 。 殆ど ギタ ー と 化し た キー ボー ド 
が 聴け る ④、 実 は )・ ザ ヴィ ヌル の 隠れ ファ ン で ある こと を 自白 し た 
⑥ 等 、 プ レイ ヤー、 ホ ー ヴ イッ ツ の 知ら れ ざ る 一 面 も た っ ぷり と 聴 
け て 、 楽 し い 。 あ れ っ 、 こ れ は フリ ゼー ル そ っ くり な 曲 だ ぞ 、 と 思 
っ た ら 、 カ ヴァ ー そ の も の だ っ た ⑧ も 面白 し 。 (坂本 ) 





ジブ 7 











PIGPEN 
。 | Miss Ann 
missanml CD/Tim Kerr tk93cd069 94 年 














PIGPEN は ウェ イン ・ ホ ー ヴ ィ ッ ツ (key) と フレ ッ ド ・ シ ャ ルノー 
(b) が 手 を 組ん だ 驚異 の グル ー プ な の だ が 、 誰 も シャ ルノー を 知ら な 
い の で 最近 まで 無視 され て いた 不遇 の バン ド だ 。「Halfrack」 ("92) 、 
「V As In Victim」('94) に 続く 3 rd アル バム で あり (但し 「Halfrack」 
は ミニ ・ ア ル バ ム )、 ま すま す ロ ッ ク 色 が 増し て 来 て いる 。 今 は まだ 
無名 の プリ ガン ・ ク ラウ ス (sax) と マイ ク ・ ス トー ン (d) の 腕前 も 上 
が る 一 方 で 、 頼 も し い 限り の バン ド に な っ て 来 た 。 リ ー ダ ー は 飽く 
まで ホー ヴィ ッ ツ で あり 、 こ れ ま で も ほぼ 全曲 が ホー ヴィ ッ ツ の 作 
曲 だ っ た こと を 考え れ ば 、 ホ ー ヴ ィ ッ ツ が どう いう ミュ ー ジ シャ ン 
な の か は 念 を 押す まで も な い 。 今後 CAVEMAN SHOESTORE の 活動 
が 活発 に な る と PIGPEN は どう な る の か か 心配 だ 。 (坂本 ) 


THE POLKAHOLIES (6anada) 
Zan The Universe 
L P/Utility Grade UG2 '85 年 





トロ ン ボ ー ン を フィ ー チ ャ ー し た カナ ダ ・ ト ロン ト の バン ド の 唯 
ー の アル バム 。 ニ ュー・ ウ ェ ー ヴ ・ サ ウン ド を 基調 に 変 拍 子 が ビシ 
バシ 入る の は イギリス の ワー ク 周 辺 の グル ー プ に 通じ る (実際 、 当 
時 ワー ク と と と も に ヨー ロッ パ ・ ツ アー を 行っ て いる )。 80 年 代 の オ 
ル タ ナ ティ ヴ ・ ミ ュー ジッ ク の 奇妙 な 展開 が 世界 各地 で 実 を 結ん で 
いた 実証 例 の ひと つ 。 本 作 前 に 12” を 発表 。 グ ルー プ は この 後 、 よ 
り ゴ チッ ク 的 サウ ンド の バン ド 「Our Sir Francisto To The Sea」 
に 発展 、 解 散 。 リーダ ー の D. Keyes は アシ ッ ド ・ フ ォ ー ク 色 の 強い 
ソロ ・ ワ ー ク を 現在 も リリ ー ス し 続け て いる 。 (後藤 ) 





LES 4 GUITARISTS DEL 
APOCALYPS0-BAR(Canada) 
World Tour 1998 


L P/Ambiances Maguetiques AM 010/ 
AMO14 '87 年 /'89 年 
CD/ReR GQ1 





コン ヴェ ンタ ム 以 後 、 比 較 的 地味 な 活動 を し て いた 各 メ ン バ ー が 
再び 集まり 、 組 ん だ グル ー プ 。 ク リス ・ カ トラ ー の 全面 参加 も 話題 
を 呼ん だ が 、 そ れ よ り も E. ギ ター・ カ ル テ ッ ト と 言う 大 胆 な 編成 に 
驚か され た 。 見 た 目 、 や は り 際 物 め いて 見 える 編成 だ が 、 音 色 、 ア 
ン サ ンプ ブ プル に こだわ っ た 曲 造 り は 微妙 な 表現 か ら 鋭 く 走 る 場面 まで 
自在 な 物 。 後 の デュ シェ ー ヌ 、 リ ュ シ ェ の 活動 の みな ら ず この スタ 
イル の 影響 は か な り 大 きい 物 と 思わ れる 。 "80 年 代 後半 の レコ メン 系 
グル ー プ と し て は オリ ジ ナ ル 、 ク オリ ティ 共に 最 重 要 な 物 の 一 つ 。 
韻 CD は グル ー プ の 2 枚 の アル バム を まとめ た 物 だ が 、 そ の 際 2 nd か 
ら F. フ リス の 2 曲 (フリ ス の 「OQuurtets」 収 録 曲 の 原型 ) 及び バル 
トー ク の 四重奏 曲 が カ ッ ト さ れ て いる 。 (中 西 ) 


RAF 

Ode To Tractor 

CD/(Swe.)Day Eight DEMCD 032 
92 年 





一 応 の ユニ ッ ト 名 は つけ られ て いる が 全曲 エル ボー グ の ペン に よ 
る (半数 は 共 作 だ が ) 所 を 見 る と 中 心 を 成す の は エル ボー グ な の だ 
ろう 。 と は 言え J. ヨ ハンソン の カラ ー も 随分 と 強い 。 全 体 に コラ ー 
ジュ 的 な 曲 を 中 心 に 一 部 セッ ショ ン 風 な が ら 通 し て の トー タリ ティ 
は 強い 。 総体 的 な 印象 は へ ヴィ で 荒涼 と し た も の 。 疾走 パー ト で も 
冷徹 な 響き が 背後 に 有る 。 本 人 の 演奏 自体 は 控え 目 な 物 な の だ が ト 
ー タ ル な 音 風景 の 喚起 力 の 強 さ を 考え れ ば 、 そ ん な 事 は 問題 に な ら 
な い 。 上 厳然 と し た 響き の な す 力 強 さ に 心 魅 か れる 一 枚 。 (中 西 ) 








RASGAL REPORTERS 
Ridin On A Bummer 
LP/Hebbardesque HR 004 '84 年 





S.Gore と S. Kretzmer の マル チ ・ プ レイ ヤー で ある 2 人 を 中 心 に 豪 
華 な ゲス ト が 周り を 固め た と いう 編成 の 1 st。 知 名 度 最低 、 内 容 最高 
と いう 、 持 っ て いる 奴 は 思わ ず 胸 張っ て 自慢 し た く な る よう な 作品 。 
ゲス ト が F.Frith、T. Hodgkinson、D. Newhouse そ の 他 数 名 と いう こ 
と で ピク ッ と きた ら 正 解 、THE MUFFINS と 並ぶ アメ リカ ン ・ カ ンタ 
ベリ ー・ サ ウン ド の 最良 の サン プル 。 了 丁度 HATFIELD & THE NORTH 
と 同じ 様 な 捉え 方 が 出来 、 や や 実験 色 を 強め に 出し な が ら も 耳 に 優 
し く 一 気 に 聞 か せ て し まう 本 作 、 ポ ボッ プ 色 を より 強め に 出し な が ら 
も 完成 度 を 一 気 に 高 め た 次 作 と 、 ま っ た く 甲 乙 付 け 難 い 。 入 手 難 な 
の が 唯一 の 欠点 、 次 作 と 共に いち 早い CD 化 を 望む 。 (伊藤 ) 





HannV Accidents 
L P/Hebbardesque HR 005 88 年 





まず 、 豪 華 な ゲス ト の 顔ぶれ に 目 を 引か れる と ころ で ある が 、This 
album contains no improvisation の クレ ジッ ト に ある 通り 各 人 個性 
を 発揮 し た プレ イ と は 、 言 い 難い 。 ま る で 子供 番組 の 主題 歌 の 様 な 
キャ ッ チ ー な メロ ディ ー と 暗黒 チェ ン バ ー 的 な フレ ー ズ が 交錯 し 、 
先 の メロ ディ ー が 、 楽 器 と アレ ンジ を 変え て 繰り 返さ れる 様 は 正 し 
く レ コメ ン 。 '85 一 "87 年 の 録音 と いう 時 代 故 か 、 チ ー プ な キー ボー ド 
の 音色 が 気 に な ら な いで も な い が 、 今 と な っ て は 、 モ ンド 的 な 味 わ 
いか 。LP 時 代 の B 面 の 2 曲 の 方 が より レコ メン 度合 は 高い 。 今 ま で 
殆 ん ど 人 に 知ら れ て いな か っ た と 思わ れる が 、 近 日 CD 化 さ れる ( さ 
れ た ? ) と の 事 な の で より 多く の リス ナー の 耳 に 届く 事 を 望む 。 
(森本 ) 





ラジ 








REBBY SHARP 

In One Mouth Amd Out The 
Other 

CD/Shimmy E 9026 90 年 





フレ ッ ド ・ フ リス が アル バム ・ プ ロ デ ュ ー ス を 担当 し て いた 、 エ 


トロ ン ・ フ ー・ ラ イク な NY の トリ オ 、 ザ ・ オ ー ソ トニ クス の 紅 一 点 、 
レビ ー・ シ ャ ー プ の 今 の と ころ 唯一 の ソロ 作 は 、 奇 す ク レイ マー の 
主宰 する シミ ー・ デ ィ ス ク か ら の リリ ー ス ( 他 の メン バー は 、 ピ ッ 


ピン ・ バ ーネット と ダニ ー・ フ ィ ニ ー)。 素朴 な 味わい を 洪 え た 、 フ 
ォ ー ク 風 の 楽 曲 が 並 ん で いる が 、 演 奏し て いる の は クレ イマ ー を 初 
め 、 フ リス 、 ト ム ・ コ ラ と いっ た 面々 。 シ ャ ー プ 嬢 の マン ドリ ン 、 
バン ジョ ー も 実に 効果 的 だ 。 オ ー ソ トニ クス の 残り の 2 人 に 捧げ ら 
れ で ゆる (佐々 木 ) 


FRED FRITH/RENE LUSSIER 
Nous Autres 


強 | LP/Victo 01 '88 年 
CD/Victo VICTOcd 01 





レーMAMIRES . 
《 日 と 


記念 すべ き Victo レ ー ベ ル 第 1 弾 と な っ た 本 作 は 、'86 年 の ヴィ クト 
リア ヴィ ル ・ フ ェ ス ティ ヴァ ル で の フレ ッ ド ・ フ リス と ルネ ・ リ ュ 
シ エ の デュ オ ・ ス テー ジ を 収録 し た も の だ (CD 化 に 際 し 、'92 年 の ス 
タ ジ オ 演奏 が 4 曲 追加 され て いる )。 デュ オ と は 言い つつ 、 曲 に よっ 
て 個性 派 の デス ト が 参加 し て いる の で 、 演 奏 自 体 は SKELETON CREW 
ほど アク ロバ パ バティック で は な く 、 そ の 分 、 曲 の 面白 さ が 素 直 に 伝 わ 
っ て 来る 。 ど ちら か と 言え ば 、 主 役 は フリ ス だ が 、 フ リス と リュ シ 
エ の 感性 は 殆ど 同一 と 言っ て いい ほど 相性 が いい 。 (坂本 ) 





RENE LUSSIER (Canada) 
Fin Du Travail 
L P/(private preSSs) 





アン ビア ンス ・ マ ニ ェ ティ ー ク 旗揚げ 以前 に 個人 名 義 で リリ ー ス 
され た リュ シ エ の 1 st ソロ ・ ア ル バ ム 。 と は いえ ジャ ケッ ト の クレ ジ 
ッ ト に よる と 、 こ れ も を も 実質 的 に は … と り わ け 演 奏 面 は ーー 一 J・ ド ゥ ロ 
ー ム と の デュ オ 作 と いっ て いい 。 全 7 曲 収 録 。 ホ ー ン と ピア ノ に よ 
る 軽快 な マー チ が 途中 で フリ ー に な る 冒頭 の 曲 か ら 、 後 期 コ ン ヴ ェ 
ンタ ム が ハー ドロ ッ ク 化 し た か の よう な 作品 、 マ ンド リン の 爪 弾き 、 
呪術 的 な パー カッ ショ ン 、 オ カリ ナ の 調べ 、 そ し て 各種 ギタ ー の 魅 
惑 的 な 響き …… この 時 点 で 既に リュ シ エ 的 な 世界 は 確立 し て いた こ 
と が わか る 。 出 発 点 に し て 完成 。 (佐々 木 ) 


RENE LUSSIER 

Le Tr6sor De La Langue 

CD/Ambiances Magnetiques AM 015 
CD 





街頭 イン タビ ュー に よる ケベック ・ フ ラン ス 語 を 溢れ させ な が ら 
進む 本 作 は 、 一 聴 ハ イナ ー・ ゲ ッ ベ ルス の ラジ オ 劇 を 思わ せる が 、 
ゲッ ベル ス と は 異な り 、 こ こ で 人 々 の パロ ー ル は 決し て テク スト ニニ 
機械 へ と 組み 替え られ は し な い 。 む し ろ リ ュ シ エ は フラ ンス 語 に 寄 
り 添い 、 そ こ に 身 を 埋め さえ し な が ら 、 何気ない 言い 回 し の 中 か ら 、 
特徴 ある フレ ー ズ や リズ ム 、 抑 揚 を 音楽 へ と 流 み 上 げ よ うと する 。 
ここ で 素晴らし い の は 、 そ うし た 作業 が つま ら ぬ 自己 確認 三 中 心 化 
で は な く 、 む し る ろ 複 数 性 / 多 声 性 へ 向け た 多 中 心 化 の 契機 の な っ て い 
る 点 で ある 。 (福島 ) 








RENE LUSSIER 
Le Corns De LOuvrage 


CD/Ambiances Magnetiques AM 029 
CD 94 年 





既に 重要 人 物 と し て 読者 に ち し っ か り と マー ク さ れ た で あろ う ル ネ ・ 
リュ シ エ の 待望 の 新作 は 、 管 を 中 心 と し た 12 人 編成 の アン サン プル 
的 作品 だ 。 級 密 に 書き 込ま れ た アレ ンジ の 所 為 も あっ て 、 ど こ か 現 
代 音 楽 風 で は ある が 、 リ ュ シ エ の ギタ ー と リズ ム ・ セ クシ ョ ン は 思 
いき り ロ ッ ク し て いて 、 ほ れ ぼ れ す る ほど 決ま っ て いる 。 ほ と ん ど 
が 管 な の で 馴染 み の な い ミ ュー ジ シ ャ ン が 並ん で いる が 、 ジ ャ ン ・ 
ドゥ ロー ム や ピエ ー ル ・ カ ル テ ィ エ の 名 前 も 見 える 。 ピ エー ル ・ タ 
ン ゲ イ (d. perc) の 逸材 ぶり に は 改め て 感心 し た 。 必 聴 。 (坂本 ) 





RIEHARD TEITELBAUM 
Golem 
CD/Tzadik TZ 7105 '95 年 





元 "M.E.V.′ メン バー の エレ クト ロニ クス 毒 者 。 巨 大 な ムー グ ・ 
シン セ サ イ ザー を 操っ て の 、 ア ン ソ ニー・ プ ラク スト ン や 富 橿 雅彦 
と の 共演 を 経て 、 現 在 は 張り 巡ら され た イン タラ クティ ヴ ・ ネ ッ ト 
ワー ク の 中 に 、 共 演者 の 即興 や ロボ ッ ト に よる 演奏 を も 取り 込ん だ 
「 電 子 環境 」 そ の も の の 「 演 奏 」 を 進め て いる (『Concert Grosso』 
『The Sea Between。 等 参照 )。 本 作 は 「 大 悪 神 」 さ な が ら に 泥 人 形 
が 動き 出す ゴー レム 伝説 を 題材 と し た マル チ ・ メ ディ ア ・ パ フォ ー 
マン ス の 記録 で あり 、 喉 を 震わせ る 詠唱 と と めど も な く 溢 れ 出 る 異 
言 を 絶え 間 無 く 往復 する デヴィ ッ ド ・ モ ス と シェ リー・ ハ ーシュ の 
ヴォ イス ・ パ フォ ー マ ン ス を 軸 に 、 器 楽 (即興 ) 演奏 と サン プリ ン 
グ 音 響 が 縦横 に 織り 上 げ る 濃密 な 古代 世界 。 (福島 ) 








ラブ 





RINDE ECKERT 
Finmding MV Way HOme 
CD/(Jap.) DIW859 '92 年 





リン デ ・ エ カー ト と いう スキ ン ヘ ッ ド の ヴォ ー カ リス ト は 、1 度 
聴い た ら 忘 れ ら れ な い 声 を し て いる 。 何と ベル カン ト 唱 法 で ロッ ク 
を 朗々 と 歌っ て し まう の だ 。 顔 に 似合わ ぬ 優 し いま ろ や か な 声 で 、 
多分 初め て 聴い た リス ナー は きっ と 鳥肌 を 立て て し まう だ ろう が 、 
馴れ と いう の は 恐ろし い 、 2 回 目 か ら は その 違和感 が 快感 に な っ て 
し まう の だ 。 西 海岸 の アヴァ ン ギ ャ ルド 系 ミュ ー ジ シャ ン が バッ ク 
を と る 中 、 圧 倒 的 に 光っ て いる の が ニュ ー ヨ ー ク か ら た だ ひと り 参 
加 の ビル ・ フ リゼ ー ル (g) 。 フ リゼ ー ル 目当て で これ を 買っ て 、 の け 
ぞ り な が らい つの 間 に か エ カ ー ト に 中 毒 し た 患者 が 何人 いる こと だ 
ろう 。 そ うな っ た ら も う 後 は ポー ル ・ ド レッ シャ ー と の 共 作 「Slow 
Fire」("92) に 手 を 出す し か な い 。 (坂本 ) 


ROBERT DRAKE 
What Day ls ? 
CD/Creosote CR 011 '93 年 








5UU'S、HAIL、THINKING PLAGUE、THE (EC) NUDES 等 で 活躍 
する ロバ ー ト ・ ド レイ ク 、 そ の 彼 の ソロ ・ ア ル バ ム は 前 記 グ ルー プ と 
も また 違 っ た 一 枚 だ 。 や は り 様 々 な グル ー プ で 活躍 する デヴィ ッ ド ・ 
カー マン の 助力 を 得 て い る 他 は 、 ド レイ ク が 全て の 楽器 を こなし 、 マ 
ル チ ・ プ レイ ヤー と し て の 優秀 さ と 、 そ れ 以 上 に サウ ンド / 音 響 面 で の 
芝 え を 見 せ て いる 。 大 体 に お いて ニュ ー ロ ティ ッ ク な ジョ ン ・ ア ンダ 
ー ソ ン と 言っ た 彼 の ヴォ ー 0 和 dHEY1 
が サウ ンド の 中 心 で 、 特 に 録音 が アレ ンジ を 含め た ギタ ー・ ワ ー ク に 
よる 音 の 空間 の 広がり と 気迫 を 込め た よう な ドラ ム 音 を 交え て 時 と し 
て ド ギ モ を 抜く 様 な 曲 展開 、 ど こ か 病み 加減 の 心 像 の 喚起 力 の 強 さ が 、 
この 作品 に それ の み に 留 ま ら な い イ ン パ クト を 与え て いる 。 (中 西 ) 





ROBERTO MUSS0 
Active Resonance 
CD/Muworks MUW 1008 '92 年 





ロバ ー ト ・ ム ッ ソ と 言え ば 、 ビ ピル ・ ラ ズ ウ ェ ル を 陰 で 支え る エン 
ジニ ア と し て つと に 知ら れる が 、 彼 が 主催 する 自主 レー ベル 、Muworks 
か ら 彼 の 率い る MACHINE GUN や ソロ ・ ア ル バ ム が 次 々 と リリ ー ス 
され 、 実 は 非凡 な 才能 と セン ス に 上 恵まれ た 音楽 家 で ある こと が 明 ら 
か に され つつ ある 。 これ は 「Absolute Music」(1989) に 続く 2 nd ソ 
ロ 、 今 回 は EAST MEETS WEST の カタ ル ピ ナ ー が 参加 し て いる こと 
で 判る よう に 、 ワ ー ル ド ・ ミ ュー ジッ ク を 意識 し た 音楽 だ が 、 ム ッ 
ソ の ギタ ー は マン ザ ネ ラ か フリ ッ プ か と いう サウ ンド て 人 迫り 、 気 持 
ちい い 限 り 。 (坂本 ) 


ROBERT MM. LEPAGE (Canada) 
La Traversee De La Memoire 
Morte 


CD/Ambiances Magnetiques AM 011 
"87 年 





G. シュ ヌ ビ エ に も 通じ る 豆 々 と し た プレ イ が 持ち 味 の 管楽器 奏者 
の 1 st ソロ 作 。 次 作 で は は っ きり と 開花 する こと に な る 彼 の コン ポー 
ザー と し て の 才能 の 萌芽 と も いう べき 、 エ レガ ント な か 作品 集 と な っ 
て いる 。 け っ し て 厚い サウ ンド で は な く 、 ど ちら か と いえ ば 簡素 な 
音 作り な の だ が 、 曲 の 展開 の 仕方 な ど 、 一 筋 縄 で いか な いも の を 持 
っ て いる 。 エ レク トロ ニク ス 担 当 の ベル ナー ル ・ ガ ノン は 、 ル パー 
ジュ の 片腕 と いえ る 人 物 で 、 ガ ノン の 方 が 中 心 に な っ た 新 ユ ニッ ト 
LA FLORE LAURENTIENNE で も 行動 を 共に し て いる 。 (佐々木) 








ROBERT LEPAGE 
Adieu LennarHo ! 


CD/Ambiances Magnetiques 
AMO24CD 92 年 


は 





ロベール ・M・ ル パー ジュ の 音楽 は アン ビア ンス ・ マ ニ ェ ティ ー ク に 
あっ て も と り わ け チ ェ ン パー・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン に アピ ー ル する 要素 
が 強い よう に 思う 。 大仰 さ は な いし 、 特 別室 内 楽 へ の 思い 入れ が あ 
る よう で も な い 。 それ な の に そう 感じ る の は ル パ ー ジ ュ の 奏で る ク 
ラリ ネッ ト や サッ クス と 、 背 景 の 音 と の 連なり 方 が どこ か 似 て いる 
の か も 知れ な い 。 少 なく と も ZNR 系 の チェ ン バ ー・ サ ウン ド に は 通 
じ る も の が ある だ ろう 。 どちら か と 言う と 裏方 に 回 る こと の 多い ル 
パー ジュ だ が 、 本 作 で 間違い な く 主 役 を は れる 力量 を 証明 し た 。 ジ 
ャ ン ・ ド ゥ ロー ム (fl、sax) や ルネ ・ リ ュ シ エ (b、g) の 参加 は 当然 と 
言い つつ 、 そ れ が この アル バム の 隠し 味 に な っ て いる の は 疑い よう 
の な い 事 実 だ と し て も 。 注目 作 。 (坂本 ) 








ME ROBERT MAREEL LEPAGE 
本園 Les Choses Dernieres 


CD/Ambiances Magnetiques 
AM035CD 95 年 


ロベール ・M・ ル パー ジュ の ソロ 第 3 作 。 リ ュ シ ・ グ レゴ ワー ル の 
舞踏 音楽 と し て 作曲 され た 弦楽 四重奏 曲 集 。 演奏 は カメ レオ ン 弦 楽 
四重奏 曲 で 、 ル パー ジュ 自身 の 出番 は な い 。 AM に お いて 最も チェ ン 

ー・ サ ウン ド に 愛着 が ある と 思わ れる ル パ ー ジ ュ の 本 領 発揮 の 意 
欲 作 で あり 、 フ レッ ド ・ フ リス の 「OQuartets」('94) に 比較 し て も い 
い 優 れ た 内 容 だ 。 こういう ロ ッ ク と 現代 音楽 の 境界 作品 が どちら 側 
に 妨 び る こと も な く 当 た り 前 の よう に 登場 し て 来る 現在 の 音楽 の 在 
り 方 は 、 何 と 健全 な こと だ ろう 。 対す る リス ナー は どれ くら い 健 全 
7 の 3 (坂本 ) 





ビ だ だ 2 








ROGER MILLER/ 
MAXIMUM ELECTRIC PIANO 
The Big Industry 


L P/(U. K.) Fundamental Save 54 
"87 年 





バー ド ソ ング ス ・ オ プ ・ ザ ・ メ ソ ゾ ィ ッ ク の 創始 者 、 ロ ジャ ー・ 
ミラ ー の ソロ 活動 は 結構 脈絡 が な く て 困っ て し まう が 、 大 ま か に 言 
っ て キー ボー ディ スト と し て の 物 と ギタ リス ト と し て の 物 、 2 つの 
路線 が ある 。 前 者 の 路線 の 代表 と し て バ パード ソ ング ス 在 籍 中 の 本 作 
が 挙げ られ る だ ろう 。 多少 の ゲス ト を 一 部 に 加え つつ 、 サ ンプ ラー 
に よる ジャ ンク ・ パ ー カ ショ ン と エレ クト リッ ク ・ ピ アノ 二 ヴ ォ ー 
カル に よっ て 造ら れ た 作品 だ が 、 デ ィ レ イ 、 デ ィ ス トー ショ ン と 言 
っ た エフ ェクト と 各種 器具 に より リプ リペア ド さ れ た ピア ノ の 音色 
の 豊か さ 、 強 烈 さ は 正 に マキ シマ ム ・ グ ラン ド ・ ピ アノ と 呼ぶ べき 
物 。 バ ー ド ソン グ ス に 通じ る 曲調 な が ら 響 き の 強 さ に より 曲 が 一 層 
際立つ 傑作 。 ヘ イワ ー ド 級 の イン パク ト が ある 。 (中 西 ) 


NONMANNONMANSBAND| NO MAN/NO MAN'S BAND 
Damage The Enemy 
CD/New Alliance NAR CD 043 「'89 年 





こち ら は ギタ ー 物 の 代表 し て の 一 枚 。 多 重 録音 ソロ NO MAN と イ 
ンプ ロ ヴ ァ イ ズ ・ グ ルー プ の NO MAN'S BAND の 2 つの プロ ジェ ク 
ト に よる 演奏 が 収録 され て いる 。 後 者 の メン バー を 加え て 後に バン 
ド NO MAN に よる アル バム 2 枚 が ある な ど 少 々 や や こし い 。 ソ ロ に 
お ける 曲調 自体 は バー ド ソ ング ス に も 通じ る 不 規則 リズ ム と 精 級 な 
スコ ア を 使用 し た 物 だ が 、 主 要 楽 器 が ギタ ー な 分 、 よ り へ ヴィ で イ 
ンダ スト リア ル な 響き を 持つ 。 後 者 の グル ー プ に よる 音 は より プラ 
ッ ク ・ ユ ー モ ア と 暴力 性 を 強調 し た 物 で 、 バ パー ド ソ ング ス と ミッ シ 
ョ ン ・ オ プ ・ バ ー マ の 中 間 と で も 言え ば 良い か 。 後 の グル ー プ NO MAN 
に よる 作風 は や は り へ ヴィ な トー ン を 持つ よう に な る 。 他 に も 作品 
は 多数 ある 。 (中 西 ) 





ROGER MILLER'S EXOUISIT 
CORPSE 

Umfglm 

CD/SST CD 307 94 年 





バー ド ソ ング ス の 創設 者 、 ロ ジャ ー・ ミ ラー の プロ ジェ クト 。 ガ 
レー ジ ・ パ ンク ・ バ ンド と 現代 音楽 を 同時 に や っ て いた 事 が ある 位 
に 彼 の 活動 に は 脈 略 が な い の だ が 、 共 通す る 所 が ある と し た ら 、 何 
か し ら 奇 妙 な 感触 だ ろう か 。 曲 調 や アル バム 構成 が 妙 に プロ グレ ッ 
シ ヴ ・ ロ ッ ク 的 だ っ た りす る 本 作 で も 持ち 味 は 変わ っ て いな いよ う 
で 、 冒 頭 の 疑似 中 世 風 の 曲 を 始め と し て 様々 な 土地 、 時 代 か ら 借り 
て 来 た よ うな 様式 を 設定 し た 上 で 、 ヒ ネリ 回 す 。 そ れ も 原 形 を 留め 
て お き な が ら も 気色 の 悪い 質感 に 仕上 が る 辺り 、 と に か く 面 白い 。 
ー つ 一 つの 曲 は ひど く 整 っ て いる の だ が 、 ど こ か 突き 離し た 感触 が 
ある 。 現 実に は 存在 し な い 出来 事 を 眼 の 当り に し た よう な 心持ち に 
させ られ る 不思議 な 一 枚 。 (中 西 ) 


ROY NATHANSON & ANTHONY 
COLEMAN 
The Coming Great Millemium.… 


CD/Knitting Factory Works 
KFWCD-119 '92 年 





JAZZ PASSENGERS の ロイ ・ ネ イザ ン ソ ン (sax) と アン ソニ ー・ 
コー ルマン (key) が どう し て チー ム を 組む こと に な っ た の か は 知ら な 
い が 、 そ の 後 も 2 作 目 を 発表 し て お り 、 息 の 合っ た コン ビ と し て か 
な り 充 実 し た 演奏 を 聴か せ て くれ る 。 次 作 「Lobster And Friend」 
('93) が クレ イマ ー で お 馴染 み の ノ イズ ・ ニ ュー・ ジ ャ ー ジ ー で の ス 
タ ジ オ 録音 で 、 曲 に よっ て デヴィ ッ ド ・ ク ラ カ ウ アー(clr) ら の ゲス 
ト も 迎え て いる の に 対し 、 本 作 は まる まる ニッ ティ ング ・ フ ァ ク ト 
リー で の 録音 で あり 、 助 っ 人 な し 一 発 勝負 の 勢い が 音 に 現われ て い 
る 。 同 様 の コン セプト を 持っ た LES GRANULES と 比較 し て し まう と 、 
音楽 の フレ クシ ビリ ティ ー て 若干 不利 か も 知れ な い が 、 思 わ ず 比 較 
し た く な る よう な 手応え を 持っ た デュ オ だ 。 (坂本 ) 








SAMM BENNETT 
MMetafunctional 
L P/(Bel.) lgloo IGL 020 '84 年 








サム ・ ベ ネッ ト の 現在 の 活動 は 、 サ ー ド ・ パ ー ス ン か ら 歌 も の の 
ソロ まで 、 極 め て 多岐 に 渡っ て いる が 、 初 期 に は パー カッ ショ ン の 
み の 即 興 演奏 を 盛ん に 行っ て いた 。 こ れ は 彼 の ファ ー ス ト ・ ソ ロ ・ 
アル バム で あり 、 ベ ルギー の 革新 的 な ジャ ズ ・ レ ー ベ ル IGLOO よ り リ 
リー ス さ れ た も の 。 も と も と ベネ ッ ト は 民族 音楽 へ の 造語 が 深い ミ 
ュー ジャ ン で あり 、 現 在 も その ドラ ミン グ は 西欧 的 な スタ イル か ら 
逸脱 する ベク トル を 有 し て いる が 、 こ の ソロ ・ パ ー カ ッ シ ョ ン ・ ア 
ル バ ム で は その こと を 明確 に 確認 で きる 。 シ ンプ ル だ が 飽き の こ な 
い 秀 作 。 (佐々 木 ) 





CHUNK 
Life Of Crime 
CD/ 徳 間 ジ ャ パン TKCB-30526 91 年 





時 折 、 素 晴らし く 池 えた ポッ プ ・ セ ンス を 持ち 合わ せ た ア ヴァ ン 
ギャ ルド ・ ミ ュー ジ シ ャ ン が いる 。 ニ ュー ヨー ク に も そん な 風 変 わ 
りな 才能 の 持ち 主 が 何人 か いて 、 ロ ー リ ー・ ア ンダ ー ソ ン や アー ト 
・ リ ン ゼ イ が その 代表 格 だ が 、 こ の サム ・ ベ ネッ ト も な か な か の も 
の 。 CHUNK は そん な 彼 の ポッ プ 指 向 を 存 分 に 発揮 し た バン ド で 、 演 
奏 は この シー ン な ら で は の 硬質 の サウ ンド で あり な が ら 、 ベ ネッ ト 
が 気持 ちよ さそ うに メロ ディ ー を 歌い 上 げ る 。 様 々 な 機会 に レコ ー 
ディ ング し た 音源 を 収録 し て いる が 、 決 し て お ざ な りな アル バム で 
は な い 。 (坂本 ) 





づち 








SAMIM BENNETT 
The Big Of 


CD/Knitting Factory 126 93 年 
/ 徳 間 ジ ャ パン TKCB-70173 





昨年 リリ ー ス され た サム ・ ベ ネッ ト の ソロ ・ ア ル バ ム は CHUNK の 
延長 線上 に ある 最高 の ポッ プ ・ ア ル バ ム と な っ た 。 惹 で は いく ら 何 
で も ここ まで や っ た ら や り 過 ぎ だ 、 と いう 風評 だ っ た が 、CHUNK が 
いた く 気 に 入っ て いた 私 に は も う よ だ れ も の の お いし い 作 品 だ っ た 。 
し か も 参加 者 の 豪華 さと 言っ た ら な い 。 確 か に 、 こ れ を 一 体 誰が 聴 
く の か と いう 問題 は ある 。 多分 アル バム を 手 に 取る の は 一 部 の ア ヴ 
ァ ン ギャ ルド ・ フ ァ ン だ ろう 。 そ ん な リス ナー が この 音楽 を 抵抗 な 
く 受 け 入 れ ら れる の か 。 何と か 、 素 直 な 音楽 ファ ン の 耳 に 届い て 欲 
し いと 願う ば か り 。 (坂本 ) 


SAMM BENNETT'S HISTORY 
OF THE LAST FIVE MINUTES 
Samm Bennett's History 

Of The Last Five Minutes 
CD/Factory Outlet KFW 166 '95 年 





サム ・ ベ ネッ ト の ニュ ー・ グ ルー プ の デビ ュー 作 。 ポ ッ プ ・ ソ ン 
グ 路 線 の 第 3 作 と も 言え る 。 ベ ネッ ト と ハー ン ・ ロ ウ の デュ オ だ が 、 
当 本 レコ デー デイ ング は オー ウ ァ テー ダビ ピン シング を 行なっ で る よう だ 。 
ふた り と は 言え 、 曲 が シン プル と 言う こと は な く 、 た だ 全体 の アレ 
ンジ に 占め る ギタ ー の 比重 が 大 きい の は 確か で 、 前 作 よ り は ロッ ク 
色 が 強い 。 超 豪華 メン バー を 集め た 前 作 と は 好 対 照 だ が 、 ベ ネッ ト 
の 音楽 は 相変わらず 揺るぎない 確信 に 満ち て いる 。 (坂本 ) 





SEMANTICS 
Semantics 
LP/Rift RIFT 9 '85 年 





民族 音楽 に 範 を 得 た の で あろ う 呪 術 的 な ポリリズム を 町 き 出す べ 
ネッ ト 、 多 楽器 と ノン プレ ス 、 重 音 、 キ ー・ パ ー カ ッ シ ョ ン 等 の 特 
殊 奏 法 を 駆使 し て 目 も 綾 な 多重 螺旋 を 織り 上 げ る ロー ゼン バー グ 、 
鉛 色 の 音 塊 を 敷き 詰め 、 あ る い は 振り な が ら 引 き 伸 ば し て 、 サ ウン 
ド に メタ リッ ク な 輝き と 不吉 な 色 ど り を 付き 加え る シャ ー プ 。 互い 
に よじ れ 上 螺旋 を 描い て 緊密 に 絡ま りあ いな が ら も 、 細 や か な 息 づ か 
いと 全体 を 貫く 荒 々 し いう ね り を 失わ ぬ 様 は 見 事 と 言う ほか は な い 。 
特に ベネ ッ ト は 音色 の 選択 を 含め 、 演 奏 に 軽やか さ を 与 える こと に 
気 を 配っ て いる 。 (福島 ) 


SHOCKABILLY 
Live^. . . Just Beautiful/ 
LP/Shimmy 027 90 年 





ベイ リー 的 即興 と カン トリ ー・ プ ロ テ ス ト 、 ロ カビ リー と イス ラ 
ム 音 楽 の 間 を 、 過 剰 な 喧 喋 と 庶 読 (KKK の 接 装 で 演奏 する プリ ンス ! ) 
と と も に 駆け 抜け る チャ ド バ ー ン の ザッ パサ ン ・ ラ オジ ャ ド ・ フ 
ェ ア と も 言う べき 偏執 分 裂 的 活動 の うち 、 こ の ショ ッ カ ビリ ー は 、 
ロッ ク の 根 へ と 沈み 込む 彼 と 、 後 に シミ ー を 設立 し 横 へ と 拡散 し て 
いく クレ ー マ ー の 危う い バ ラン ス の 上 に 成立 し て お り 、 必 然 的 に ロ 
ッ ク に 対し て 批評 的 で あっ た 。 歴史 を 揺 き 乱 す た め に 古典 を 採り あ 
げ 、 そ の 死 を 速め な が ら 、 周 囲 を ドロ ドロ に 溶かし て 鮮やか に 輝く 
も の 。 (福島 ) 








il 「HE SIAMESE STEPBROTHERS 
The Siamese Stenhmtthers 
CD/Cuneiform RUNE 72 '95 年 





ヘン リー・ カ イザ ー (g) に 元 MX-80SOUND の ブル ー ス ・ ア ンダ 
ツン (59 こざ 1 の レコ ソラ ャ ー ア ョ (50 元 狂 ラド ラ ルー デ ウ MR 
の トム ・ コ ンス タン テン (key) 、 そ し て KORBINAT M の ルー カス ・ 
リゲティ (ds) と いう ぶっ と ん だ 上 顔 触れ の 交流 は 、'92 年 LA で 開催 さ 
れ た UFO コ ン ヴ ェ ン ショ ン で の 出会い に 始ま っ た 。5 人 と も 79 年 6 
月 に 地球 外 へ 誘拐 され た 経験 が あり 、 足 の 裏 に 同じ 聖 痕 を 持っ て い 
る と いう か ら 、 ど こま で 本 気 か 知ら な い が 、 こ こま で 息 の 合 っ た 鋭 
い 切 り 込 み の ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク ・ プ レイ を 聴か され る と 、 た だ な ら ぬ 
仲 で ある こと は 信じ て も いい 。 必聴 盤 。 (坂本 ) 





SKELTON CREW 
Learn To Talk/The Country Of 
Blinds 


L P/Rec Rec 05、Rec Rec 12 
'84 年 /'86 年 
CD/Rec Rec Rec Dec 512 





F. フ リス 、T. コラ と の デュ オ に よる 1 st、Z. パ ー キ ンス を 加え た 
トリ オ 編 成 の 2 nd の 2 in 1 CD。 バ ンド 名 が 示す 最 底 限 必要 な 人 数 に 
も 満た な い 人 数 に よる ロッ ク ・ バ ンド と 言う 形体 は 当初 MAYDAY と 
し て 活動 を 始め た カル テッ ト か ら 2 人 が 脱退 し た と 言う 事故 の 結果 
生ま れ た 物 で ある が 、 そ の 事故 を 逆手 に 取っ て 、 絶 対 に 無理 な 事 を 
あえ て や っ て し まっ た 所 が ミソ 。 結 果 フ リス ノコ ラ が 交互 に 打楽器 
を 担当 する 事 に より 分 断 さ れる サウ ンド の ぎ こ ち な さ が 音楽 に 切迫 
感 を 与え て いる 。 一 方 、Z. パー キン ス を 迎え 、 多 少 、 人 数 に 余裕 の 
出 た 2 nd で は そう 言っ た 要素 は 減り 、 よ り 完 成 度 の 増し た 作品 性 の 
強い も の 。 この 2 枚 で や る べき 事 を や り 切 り 解散 する が 、 人 脈 、 衝 
撃 度 の 大 き さ 双 方 で の 影響 は 極め て 大 きい 。 (中 西 ) 





ピ づ 6@ 








SONNY SHARROCK 
litar 
CD/ ジ ムコ JICK-89182 '8G6 年 





'60 年 代 の フリ ー・ ジ ャ ズ ・ シ ー ン か ら 元祖 ・ 爆 音 ギタ ー 男 ” と 
し て 登場 し た シャ ー ロ ッ ク が 、 長 年 の ファ ン だ っ た ビル ・ ラ ズ ウ ェ 
ル に 引っ 張り 出さ れ 、 約 15 年 ぶり に 発表 し た リー ダー 作 。 ノ イズ 音 
の カタ スト ロフ ィ ッ ク な 攻撃 性 に ウェ イト を 置い た マテ リア ル や ラ 
スト ・ イ グ ジ ッ ト で の プレ イ と は 異な り 、 同 じ く イン プロ ヴィ ゼイ 
ショ ン を 柱 に し つつ も 極め て 情緒 的 か つ 物 語り 的 な 清新 な 音楽 展開 
を 見 せる 。 独特 の ブ プルー ジー で メロ ディ アス な フレ イジ ング が 泣か 
せる 。 隠 れ た 傑作 。 (松山 ) 


STEAMING COILS 
The Tarkington Tahles 
LP/Motiv Prod 07 '87 年 








デヴィ ッ ド ・ ク リス マン 、 プ ブラ ッ ド レー・ レ イナ ー 両 マル チ ・ プ 
レイ ヤー か ら な る グル ー プ 。 両 人 の 経歴 に つい て は 分 か ら な い が 、 
モー ター・ ト ー テ ミス ト ・ ギ ルド の ジェ イム ス ・ グ リグ スピ ビー、 リ 
ン ・ ジ ョ ンス トン が 参加 し て いる 事 か ら 例 の 5UU'S グ M.T.G プ U. 
TOTEM 系 列 の 乱 交 人 脈 に ある グル ー プ だ ろう 。 や は り 、 不 規則 プ 変 
則 的 な リズ ム ・ ワ ー ク を 持っ た レコ メン 系 スタ イル に 近い サウ ンド 
だ が 、 イ ンプ ロ ヴ ィ ゼ ーション 色 の 強い ナン バー と サイ ケ デ リッ ク 
な 音響 感 の ヴォ ー カ ル 曲 が 交互 に 出 て 来る 構成 で どこ か つか み 所 が 
な い 。 む し ろ 後 者 の 閉塞 し た 遊び 感覚 に 持ち 味 が あり 、 こ の 路線 に 
集中 し た 方 が 良 っ た か も 。 こ の 時 期 の この 系 列 と し て は オリ ジ ナ リ 
ティ は 高い 。 (中 西 ) 





KiSsV Fur 
CD/Funky Mushroom FM-024 "93 年 








Hail/Snail (本 誌 51 号 参照 ) で 共同 作業 を 進め る アザ リア と ちょ 
うど すれ 違う よう に 、 等 身 大 の スザンヌ ・ ル イス が ぶら り と 姿 を 現 
す 。HALL の 前 身 と いう べき CORPSES AS BEDMATES の 頃 に は 全 
体 を 浸し て いた 混ざり か け の ミル クティ ー の よう な 熱 を 遠ざけ 、 逆 
光 の 中 に 彼女 の 化粧 っ 気 の な い 横顔 が 浮か ぶ 。 い まや 露 わ に な っ た 
細い 腕 が ギタ ー を 揺 き 鳴ら し 、 同 じ く か 細い 声 が 淡々 と 流れ 出す 。 
彼女 の 多重 演奏 ゲス ト の 編成 な が ら 、 ス カス カ し た チー プ さ や 息 
苦し いよ うな 密室 性 は な く 、 全 く の バ ンド ・ サ ウン ド 。 一 聴 素 っ 気 
な い が 聴 き 込め る 。 (福島 ) 


SUSSAN DEIHIM & 

RICHARD HOROWITZ 

Desert Emuations : Azax Attra 
CD/ 徳 間 ジ ャ パン 32 CRD-119 ? 年 





イラ ン 出 身 の 女性 パフ ォ ー マ ー、 ス ー ザ ン ・ デ イヒ ム と 、 キ ー ボ 
ー ド 奏者 、 リ チャ ー ド ・ ホ ロ ヴ ィ ッ ツ の 共演 盤 。 ホ ロ ヴ ィ ッ ツ は 5 
年 間 モ ロッ コ に 住み 、 ネ イ を マス ター。 ネ イ 奏 者 と し て も 引っ 張り 
だ この ミュ ー ジ シャ ン だ が 、'83 年 の ジョ ン ・ ハ ッ セ ル の 来 日 に 同行 
し た こと は あま り 知 られ て いな い ( こ の 時 の 他 の メン バー は J・A・ デ 
ィ ー ン と マイ ケル ・ プ ルック )。 こ れ は ハイ テク を 存 分 に 駆使 し た 大 
変 刺激 的 な 音楽 だ が 、 デ イヒ ム と ホロ ヴィ ッ ツ の 両者 と も 背景 と な 
る 伝統 音楽 を 知 鞭 し て いる こと が 強 軌 な バッ クボ ー ン と な っ て いる 。 

(坂本 ) 








TERRY BOZZIO/IMICK KARN/ 
DAVID TORN 

Polytown 

CD/ ジ ムコ JICK 89726 94 年 








噂 の ポリ タウ ン が いよ いよ 登場 し た 。 T・ ボ ジオ (d)、M・ カ ー 
ン (b)、D・ ト ー ン (g) の トリ オ だ 。 メンバー の 顔ぶれ は 充分 に 
興味 深い が 、 一 体 ど ん な 音楽 に な る の か 、 正 直 な 所 、 期 待 と 不安 が 
半々 だ っ た 。 し か し 、 さ す が に トー ン が 自信 作 と 言っ て いた だ け の 
こと 隊 あ る 。 こ うい う イ シ プ ロ ヴィ ゼー ジョ シミ ュー ジッ クタ は 徹 
ら で な いと 生ま れ な い だ ろ う 。 確 か に これ は トー ン の 最高 傑作 だ と 
思う 。THE LONELY BEARS 以 来 ボ ジ オ も 面白 い ミ ュー ジ シ ャ ン に 
な っ た も の だ 。 ここ か らき っ と 更に 面白 い 音楽 が 派生 し て 来る に 違 
いな い 。 推薦 盤 。 (坂本 ) 





THINKING PLAGUE 
A Thinking Plague 


L P/Endemic Music ER 184 '84 年 





1 st。 発表 当時 あま り に も ^` 全 世界 アー ト ベ アー ズ も の まね 王座 決 
定 戦 ・ 銀 の 鳩 賞 ” 的 サウ ンド な ん で の け ぞ っ た が 、 よ く 聴 け ば 曲 構 
成 ・ サ ウン ド と も ずい ぶん と デジ タル 感覚 。 後 の 作品 より も 、 や り 
放題 の 分 だ け オ リ ジ ナ リティ は 際立っ て る か も 。B. Drake に よる ハン 
ド メ イ ド ・ ス リー ヴ の 限定 盤 。 な お 本 作 を リリ ー ス し た 自主 レー ベ 
ル `^Endemic' か ら は 、 彼 等 や デン バー の 彼 等 周辺 の アー ティ スト の 
順列 組合 せ に よる 多数 の ユニ ッ ト の カセ ッ ト 作 品 を リリ ー ス し て お 
り 、 中 で も S.Lewis の ユニ ッ ト ^CORPSES AS BEDMATES? 2 作 
品 か ら は 、 現 在 の 彼女 の 作風 の 萌芽 が 聴き と れる 。 (後藤 ) 





ラグ 








THINKING PLAGUE 
MM00nsSOmS 


L P/Dead Man's Curve DMC 007 
"87 年 








'84 年 か ら '86 年 に か け て 制作 され た 2 nd アル バム 。 何 故 か イギリス 
か ら リ リー ス さ れ た 。 元 々 の 中 心 、 マ イク ・ ジ ョ ン ソ ン 、 ポ プ ・ ド 
レイ ク に 加え 、 ス ザン ヌ ・ ル イス が 参加 し た 本 作 か ら 、 現 在 に つ な 
が る 土台 が 出来 た と 見 て も いい だ ろう 。 この辺 の 人 脈 は ルイ スプ ド 
レイ ク に よる HAIL の 活動 と 関係 する 所 か 。'70's プ ログ レシ ッ ヴ ・ ロ 
ッ ク ーRIO 系 と 向っ た 中 心 人 物 2 人 の 好み を その まま 反映 させ た アー 
ト ・ ベ アー ズ 直 系 の サウ ンド な が ら 、 どこ か 深刻 に な ら な い 唄 い 回 
し の ルイ ス に より 、 コ ピー で は な い 色 が 着い て いる 。 例 えば 1 曲目 
に お ける シャ ウト の 若 々 し さ 、 勢 い 等 に それ は は っ きり と 見 て と れ 
る 。 尚 、 ラ スト の タイ トル 曲 は リミックス 、 オ ー ヴ ァ ー・ ダ ヴ を 加 
えて 炊 作 に 再 収 録 さ れ て いる 。 (中 西 ) 


THINKING PLAGUE 
Im ThiS Life 
CD/ReR tpCD 89 年 





彼ら は 、 こ れ ま で に 「AThinking Plague」('84) と 「Moonsongs」 
(87) の オリ ジ ナ ル LP を 自主 製作 リリ ー ス し 、 新 旧 の ナン バー か ら な 
る この 初 の CD は 、 見 事 、 ク リス ・ カ トラ ー の 目 に と まっ た 。 グ ルー プ 
は 、'78 年 に に 、 マ イク ・ ジ ョ ン ソ ン と ポ プ ・ ド レイ ク が 、 地 元 デ ン バ ー 
で 出会っ た こと か ら 始 まっ て いる 。 両者 と も 、 ヘ へ ヘンリー・ カ ウ 、 ジ ェ 
ント ル ・ ジ ャ イア ント な どの ファ ン の うえ 、 中 心 人 物 の 前 者 は 、 ス ト 
ラヴ ィ ン ス キー、 バ ルト ー ク な ど に 親しん で いた と 言う の だ か ら 、 そ 
の 彼 が 、「Art は 内 的 自己 に 開か れ た 窓 の よう な も の だ 」 と 言う 以上 、 
その と お り 、 ア ー ト ・ ベ アー ズ に 近い サウ ンド だ 。 更 に スザンヌ ・ ル 
イス の 全曲 に 及ぶ ヴォ ー カ ル が 、 尊 分 コケ ティ ッシュ な だ け に 新鮮 だ 。 
洗練 され た 感覚 が 、 実 験 音楽 らし さ を 遠 ざけ る 。 (松本 ) 





THIRD PERSON FEATURING 
本 時 KAZUTOKI UMEZU 

ii Trick Moan 

ーー CD/Tsuki No Uso TU-001 "90 年 


還 





ここ で サー ド ・ パ ー ソ ン は 、 新 た な 出会い を 求 て 、 未 知 の 領 野 を 
手探り で 進む 代わ り に 、 気 心 の 知れ た 梅津 を 相方 に 持 前 の 機動 力 ( そ 
れこ そ は 彼ら の 最大 の 武器 だ ) を 発揮 し て 街頭 へ と 繰り 出し て いる 。 
当 意 即 妙 の 掛け 合い や 不思議 な 匂い の あふ れる 音色 、 鮮 や か な 場面 
転換 と 素早 く 役割 を 取り 替え な が ら 繰り 出す 持ち 芸 の 数 々 は 、 さ な 
が ら 大 道 芸 の ご と く 道 行く 人 の 足 を 止め 、 耳 目 を 集め て 離さ な い だ 
け の 力 を 持っ て いる 。 お 見 事 ! (福島 ) 


THIRD PERSDN 

Lucky Water 

CD/Knitting Factory Works KFW 156 
'95 年 





THIRD PERSON の 久々 の アル バム は 再度 梅津 和 時 と レコ ー デ ィ ン 
グ と な っ た 。 但し 、 今 回 は コラ と ベネ ッ ト が 梅津 を ニッ ティ ング ・ 
ファ クト リー に 呼ん で の ライ ヴ だ 。 3 人 と も 決し て 大 ワザ は 持っ て 
いな い の だ が 、 小 ワザ が 無限 に あっ て 、 ア イデ ィ ア は 永遠 に 尽き る 
こと が な い 。 こ れ が 全部 イン プロ ヴィ ゼー ショ ン だ と 言う の だ か ら 、 
ミュ ー ジ シャ ン の 息 の 合い 方 に 恐れ 入る 。 予 定 調 和 の 対極 に ある 奇 
跡 的 な 構成 美 が 彼ら の 真骨頂 。 (坂本 ) 








CUTLER/IMUZIO/VRTACEK 
を la Preacher In Naked Chase Builty 
6 8 CD/Ponk 15 '95 年 


し メス M 
Qu ・DTRORYO* YYaoGk 





クリ ス ・ カ トラ ー、 ト ー マ ス ・ デ ィ ム ジオ 、C・W・ ヴ ル タ チ ェ ク の 
共演 と 聞い た ら 思 わ ず 期 待 し て し まう 音楽 が ある だ ろう 。 デ ィ ム ジ 
オ は 5UU'S で コン ピュ ー タ 処理 を 担当 し た ミュ ー ジ シャ ン だ し 、 ヴ ル 
タチ ェ ク は FOREVER EINSTEIN だ 。 で も 残念 な が ら こ れ は そう いう 
音楽 で は な い 。 カ トラ ー は ドラ ム ス を 叩か な いし 、 ヴ ル タ チ ェ ク は 
な か な か ギタ ー・ フ レー ズ を 弾 か な い 。 それは これ が 非常 に 特殊 な 
状況 の 下 で 行なわ れ た ライ ヴ だ か ら だ 。 プ ブリ ュー ゲル や ジャ クソ ン ・ 
ポロ ッ ク を 題材 と し た イン スタ レー ショ ン の 一 部 と し て 行なわ れ た 
音響 イヴ ェ ン ト で あり 、 観 客 は スピ ー カ ー を 通し て 現場 の 外側 で そ 
れ を 拾う 。 い わ ば 環境 音楽 の 一 種 だ ろう 。 そ れ に し て は 刺激 の 強い 
音楽 だ 。 聴 き 流す に は テン ショ ン が 高 過ぎ る 。 (坂本 ) 





TIM BERNE'S CAOS TOTALE 
Pace Yourself 


CD/Polygram 83442-2 91 年 
/ ポ リド ー ル POCJ-1058 





本 集成 、 取 り 挙 げ る 人 数 が 多い 分 重要 性 に 比べ て 取り 扱い が 小さ 
過ぎ る アー ティ スト が 何人 と いる の だ が 、 こ の ティ ム ・ バ パー ン も そ 
の = デ 人 。 計 ア チョ ュー ル 、 アル カー ド と 直 千 する 「 ラ ラク チャ ー ド ・ 
フェ アリ ー・ テ ー ル 」 も 押え て 置き た い 所 。 一 方 の 本 作 、 編 成 的 に 
も 、 編 曲 部 分 即興 部 分 を 整理 し た 作風 に し て も 多分 に オー ソ ド ッ ク 
ス で ジャ ズ で の 伝統 を 正当 的 に 受け 継い で いる が 、 い わ ゆ る テー マン 
ソロ 型 の 類型 に 堕 し な い 編曲 の 凝り 様 、 ま た リズ ム に 対す る 野心 的 
な アプ ロー チ 等 は 革新 的 で あり 、 又 、 多 分 に アグ レッ シ ヴ で も ある 。 

(中 西 ) 





ピラ ご 








TIM BERNE'S FRAETURED FAIRY 
TALES 

Tim Berme's Fractured Fairy 
Tales 


LP/JMT834 431-1 '89 年 
CD/JMI 834 431-2 





ジョ ン ・ ゾ ー ン と も 親交 の 深い 現代 ジャ ズ ・ シ ー ン の 重要 人 物 。 
サッ クス 奏者 と し て も か な り の 物 だ が 、 そ れ よ り も 作 編 曲面 で の 
有力 が 際立っ て いる 。 本 作 で は M. ド レッ サー(cb) 、M. フ ェ ル ド マ ン 
(VIn)、H. ロ バー ツ (Cello) 、H. ロ バー ト ソ ン (Tpt) 、 J. バ ロン (Ds) を 
迎え 、 ミ ニア チュ ー ル と アル カー ド を 合体 させ た か の よう な 編成 。 
テー マ 、 ソ ロ 共 に 多分 に ジャ ズ の 伝統 を 尊重 し な が ら も 尚 、 冒 険 的 
な アレ ンジ を 聴か せる 。 ス トリ ング ス の 硬質 な 音色 、 ふ くら み を 持 
っ た 管 を バロン の 鋭角 的 な ドラ ミン グ が つなぎ 止め る 。 不 安定 な 造 
形 美 と 言っ た 趣き の スリ ル あ る 音 。 チ ェ ン バー・ フ ァ ン に も 向く 。 
以降 も 重要 人 脈 と の 活動 あり 。 (中 西 ) 





sa TINM BRADY/BRADYWORKS 
月 Inventions 


CD/Just In Time JTR 8433-2 カナ ダ タ 盤 
"91 年 


カナ ダ の 特異 な ギタ リス ト 、 テ ィ ム ・ プ レイ ディ に は !94 年 まで に 
7 枚 の 作品 が ある 。ECM 人 脈 と の 交流 、 シ リア ス な 現代 音楽 的 な ア 
プロ ー チ 等 、 幅 広い 活動 を 見 せる が 、 常 に エレ クト リッ ク ・ ギ ター 
に こだわ る の は 本 人 に よる と 「 ビ ー ト ルズ に より 音楽 を 始め て 以来 、 
最も 自然 な 楽器 だ か ら 」 と の 事 だ が 、 既 に ボー ダー を 超え た 所 か ら 
始め た 、 と 言っ た 自然 さ 、 身 軽 さ が ある 。 5 作 目 に あたる 本 作 で は 
B. フィ リッ プス 、 J. サ ー マ ン と の 静か な コラ ボレー ショ ン と 自ら の 
アン サン プル ( 他 チ ェ ロ 、key、per、reads) に よる 楽曲 か ら な り 、 
殊 に アン サン ブル と の 精 級 な が ら も 自然 な 高揚 感 を も た ら す 演奏 が 
素晴らし い 。 カ ナダ の 先進 的 ギタ リス ト と し て R. リ ユ シ エ や A. デュ 
シェ ー ヌ 同様 の 評価 が 与え られ る べき 存在 。 (中 西 ) 





TIM BRADY 
Imaginary Buitars 
CD/Just In Time JTR 8440-2 '92 年 





ティ ム ・ プ レイ ディ ー と いう カナ ダ の ギタ リス ト を 正しく 理解 で 
きる の は 僕ら だ け だ ろう 。 ケ ニー・ ホ イー ラー(flIh) や ジョ ン ・ ア バ 
ー ク ロン ビー(g) と の 共演 で 触手 を 伸ばし た ジャ ズ ・ フ ァ ン は 「Inven- 
tions」('91) あたり で 手 に 負え な く な り 、 本 作 で 諦め ある だ ろう 。 そ の 
後に は 更に 現代 音楽 領域 に 踏み 込ん だ 「Scenarios」 ('94) が 待っ て い 
る の だ 。 プ レイ ディ ー の 関心 は エレ クト リッ ク ・ ギ ター て で 新しい 音 
楽 を 創造 する こと に ある 。 そ の た め に は ライ ヴ ・ エ レク トロ ニク ス 
も 大 胆 に 採り 入れ 、 作 曲 の 委嘱 も いと わな い 。 当然 の 成り 行き と し 
て ニュ ー・ ミ ュー ジッ ク に 接近 する 。 本 作 で は まさ に 音 の 万華鏡 と 
化し た サウ ンド が 行き 交 い 、 そ ん な 中 で ルネ ・ リ ュ シ エ の 曲 ま で も 
が 奏で られ る 。 絶品 と 言う ほか な い 。 (坂本 ) 





TOM CORA & DAVID MOSS 
Cargo Cult Revival 
LP/Rift Rift 5 '83 年 


'80 代 前 半 の NY 特 有 の か た か た と チー プ に 薄っぺら く 、 し ゃ か し ゃ 
か と せわ し な く 駆 け 回 る 音 と 演奏 を 聴く こと が で きる (特に モス )。 
この す ば し っ こく や せ 細 っ た 音楽 は 、 全 て を ご 破 算 に し て 一 か ら 何 
か 始め よう と する みず みず し さ に 溢れ て いる 。 だ が し か し 同時 に 、 
その 後 、 中 毒 症 的 な 加速 へ と 向かう こと に な る ひりひり と 満た され 
ぬ 精 神 不安 ( 片 時 も じっと し て いら れ な い 多 動 症 的 身体 ) も 、 こ こ 
に は 確か に 聴き 取れ る 。 (福島 ) 








二 和 W TUM CORA 
Live At Western Fromt 
LP/No Man's Land nml 8710 '87 年 





初 来 日 時 の セッ ショ ン な ど 、 即 興 演奏 者 と し て の 資質 に 首 を 傾げ 
ざる を 得 な か っ た コラ だ が 、 そ れ だ け に 初 ソ ロ た る 本 作 で の 見 事 な 
達成 に は 眼 を 見 張っ た も の だ 。 ここ て 演奏 の 基底 は 明らか に フレ ー 
ズ と その 変奏 に で は な く サ ウン ド と その 配置 構成 に 置か れ て いる 。 
チェ ロ は 全く サウ ンド ・ メ イカ ー と し て 扱わ れ 、 切 断 と 較 較 に 満ち 
満ち た 、 有 瞬間 へ と 圧縮 され た 速度 こそ が 目指 され る 。 深 さ の な い 、 
表層 を 滑り 引っ 揺 き 跳ね 回 る 音楽 。 (福島 ) 








梅津 和 時 & TOM CORA 
Ahandon 
CD/Umiushi UU-1001 CD '89 年 


NY ル ー レ ッ ト で の ライ ウ ヴ 録 音 ('87 年 )。 全 編 即 異 デ ュ オ だ が 、 驚 
く ほ ど メ ロディ アス か つ リ ズミ ッ ク 。 二 人 は 離れ て 探り 合う こと な 
く 、 す ぐに 相手 の 懐 深く 飛び 込ん で が っ ぷり と 組み 合い 、 ま た 自由 
に そぞろ 歩き 自在 に 訪ね あっ て 、 飲 み 食 い 歌 っ て は 話 を 交わ す 。 ワ 
ン ・ ス テー ジ ま る まる 収録 の うち 、 簡 単 な モ チー フ を きっ か け に お 
互い 気まま に 吹き 弾き 散ら か し な が ら 、 弾 む 話 に 思わ ず 興 が 乗っ 
て し まっ た 風 の 前 半 が 特に いい 。 (福島 ) 





づら 








TONE DOGS 


ジグ Ankety Low Day 


CD/C/Z Records CZ016 "90 年 


nketyiow day 


アグ グン 2 デ う 





TONE DOGS は 今 を と きめ く エ イミ ー・ デ ニオ (g、b、 sax、 ds、 vo) 
と フレ ッ ド ・ シ ャ ルノー(b、g、key、perc、vo、vIn) が シア トル で 結成 し 
て いた トリ オ だ 。 ドラ ム ス に マッ ト ・ キ ャ メロ ン を 加え 、 更に ゲス ト 
と し て ハン ス ・ ラ イヒ ェ ル (g) 、 フ レッ ド ・ フ リス (g) 、 コ ー ト ニー・ ヴ 
ォ ン ・ ド ゥ レー ル (sax) 、 ボ プ ・ ベ イン (g) を 迎え て の 1 st アル バム が 
この 「Ankety Low Day」 で あり 、 既 に デニ オ と シャ ルノー の 多 力 
が いっ ぱい に 詰まっ て いる 。 デ ニオ に も シャ ルノー に も アイ ディ ア 
が 無尽 蔵 に あっ て 、 し か も それ に 相応 し い テ クニ ッ ク も 持ち 合わ せ 
て いる の が 彼ら の 最高 の 強み だ 。 そ れ に し て も シャ ルノー の セン ス 
と いう の は 珍し い 彼 の キー ボー ド ・ プ レイ を も 含め て 実に カン タ ベ リ 
ー・ フ ァ ン を 泣か せ て くれ る 。 幸せ に な れる 1 枚 。 (坂本 ) 





TONE DOGS 
The Early Middle Years 


CD/SoLEIL MOON RECORDINGS 
SOL10 CD "92 年 


トー ン ・ ド ッ グ スニ エミ ー・ デ ニオ & フ レッ ド ・ シ ャ ルノー。 2 
人 と も マル チ ・ イ ンス トゥ ル メ ンタ スト で あり 、 リ ズミ ッ ク な エク 
スペ リ メ ン タル ・ ポ ッ プ ・ チ ュー ン を 演奏 する 。 ド ラマ ー が 現 サ ウ 
ンド ガー デン の 人 だ っ た 、 シ アト ル の CZ レー ベル か ら 出 た 1 st に は 、 
フリ ス 、 ハ ンス ・ ラ イヒ ェ ル な ど が ゲス ト 参 加 し て いた が 、 ラ スト ・ 
アル バム で ある 本 作 は 、 完 全 な トリ オ 編 成 で 録 られ て いる 。 解散 後 
の デニ オ の 活躍 は 知ら れ て いる が 、 シ ャ ルノー も 自ら の バン ド 、 ケ 
イプ マン ・ シ ュー スト ア や W・ ホ ー ヴ ィ ッ ツ の PIGPEN 等 で 活躍 中 。 

(佐々 木 ) 





U TOTEM 
U Totem 
CD/Cuneiform RUNE 24 '90 年 





リコ メン ディ ッ ド 系 は !80 年 代 中 頃 に 入っ て 随分 と 拡散 し た が 、 そ 
れ で も アー ト ・ ベ アー ズ の 影 を 追っ た よう な バン ド も いる 。 ア メリ 
カ の リコ メン ディ ッ ド 支部 と も 言え る Cuneiform か ら こ の アル バム で 
デビ ュー し た U TOTEM も その 一 つ 。 同期 の THINKING PLAGUE と 
は メン バー が 重複 する こと も あっ て サウ ンド が 似る 。 た だ し この 10 
年 間 で 進ん だ 異種 配合 に よる 海 汰 の 跡 か 、 型 こそ アー ト ・ ベ アー ズ 
風 な が ら 、 重 味 が な く 曲 も ば ら け て いて 、 発 散 力 を 感じ させ る 。 過 
激 と いう 程 で は な い に せ よ 、 ア メリ カ 気 質 の 何で も 取り 込み ジャ ン 





U TOTEM 
Strane Attractors 
CD/Cuneiform RUNE 66 '94 年 


U Totem 


つい この 間 5 UU'S の 傑作 が 話題 を 呼ん だ ば か り だ と いう の に 、 こ 
の 一 派 へ の 注目 度 は 増す ば か り だ 。 5 UU'S の サン ジェ イ ・ ク マー(key) 
と デヴィ ッ ド ・ カ ー マ ン (ds) が こち ら で も 大 活躍 だ が 、 リ ー ダ ー は 飽 
くま で も 全曲 の 作詞 ・ 作 曲 を 行っ て いる ジェ イム ズ ・ グ リグ ズ ビ ー 
(g、b、computer) 。 全 体 に 5 UU'S に 似 た 印象 を 受け る の は どう や ら ク 
マー の キー ボー ド ・ プ レイ の お か げ ら し い 。 一 買 し た スト ー リ ー が 
あっ て 、 大 量 の テキ スト を 斜め 読み し て も 私 に は 内 容 は ちっ と も 判 
ら な い の だ が 、 ア メリ カ や 日 本 、 台 湾 を 舞台 に タカ テク と か マユ ミ 











ク 的 な 身軽 さ を 備え て いる 。 管 ・ 弦 楽器 を 多用 。 (松本 ) と か ユー ゾー と いっ た キャ ラク ター が か 登場 し て 情報 戦 を 繰り 広げ て 
いる よう だ (確信 な し )。 当 然 の よう に 日 本 語 の 歌 も 飛び 出す 。 時 間 
を か け て じっくり と 聴き 込み た い 密度 の 高い 音楽 だ 。 (坂本 ) 

s7OP7MDSESONGG | V.EFFE6T VIRGlL MOOREFIELD 


Ston Those SouVS 
LP/Rift 6 '83 年 














ドラ ム ス 、 サ ックス 十 1 の トリ オ 編 成 に よる 簡素 で 無愛想 な サウ 
ンド 、 急 調子 で 変 拍子 を 多用 し た 曲調 と 言っ た エト ロン ・ フ ー・ ル 
ルー プラ ン に 通ずる 形態 を 持つ 事 、 後 に カー リュ ー と 絡む 所 等 は 同 
じ く Rift か ら 出 た オー ソト ニッ クス を 連想 させ る 所 だ が 、 あ ちら が ど 
こ か 一 本 抜け た よう な ポッ プ さ 加減 を 持っ て いた の に 対し 、 こ ちら 
は より 性 急 で 攻撃 的 な タイ プ の サウ ンド 。 全 17 曲 、 い づれ も あっ け 
に 取ら れ た まま 終わ っ て し まう 。 余 計 な 回 り 道 を せ ず に 短刀 直入 に 
せま る ヤリ ロ ガ が 特徴 的 。 フ レッ ド ・ フ リス が 「 大 き な 衝 撃 を 受け 、 
影響 を 受け た 」 と 語る グル ー プ 。 後 に カー リュ ー、 ノ ー・ セ イフ テ 
ィ の アン ・ ル ペル 、 カ ー リ ユー、 ル ・ バ テリ ー ズ その 他 の リッ ク ・ 
プラ ウン が 人 在籍 し て いた 重要 グル ー プ 。 (中 西 ) 








Traceformations 
L P/Slipped Disc 1122 '82 年 


TRANSFORMATIONS 


近年 Cuneiform よ り 発表 され た 3 rd ソロ で 注目 を 浴び た ヴァ ー ジ ル ・ 
ムー アフ ィ ー ル ド の デビ ュー 作 。20 分 に 満た な い 内 容 は ミニ ・ ア ル 
パム と 言っ た 方 が 良い か 。 複 数 の ギタ ー、 管 楽器 を 迎え た 編成 は 
「Distractions 一 」 に 共通 する が 、 こ こ で は 一 曲 を 除い て 演奏 に 参加 
せ ず 、 む し ろ 作 曲 、 指 揮 に 重点 が 置か れ て いる よう だ 。 本 人 自身 は 
「 大 編成 の 為 の 作曲 の 実験 みた いな 物 で 余り 気に入っ て は いな い 」 と 
語る 作品 で 、 確 か に ドラ ム の ハン マー・ ビ ー ト や ギタ ー・ サ ウン ド 
の 壁 と 言っ た 手法 に は ( 彼 自身 、 参 加 す る 事 の 多い ) グレ ン ・ プ ラ 
ンカ の アン サン ブル の 影響 が 露骨 に 出過ぎ て いる も の の 、 あ そこ ま 
で オプ セッ ショ ン に 混 か れず 、 部 分 的 に は 現在 の 彼 に 通じ る 密度 の 
中 の 伸び や か さも 感じ られ る 。 (中 西 ) 





ラプ O 








VIRGlL MOOREFIELD 
Distractions On The Way To 
The King s Party 
CD/Cuneiform RUNE 56 '94 年 





これ は 聴く 価値 の ある 音楽 だ 。 主 人 公 の ヴァ ー ジ ル ・ ム ー ア フィ 
ー ル ド は ドラ マー で 、 彼 が 全曲 を 作 編 曲 し て いる 。 演奏 は ギタ ー 3 
本 に 管 4 人 、 ベ ー ス 、 ド ラム ス 各 1 人 と いう 9 人 編成 で 、NY ア ヴァ 
ン ギ ャ ルド ・ シ ー ン に 出没 し て いる 加藤 英樹 (b) や 、 ウ ィ ン ダ ム ・ 
ヒル 所 属 M-Base バ ンド 、LOST TRIBE の デヴィ ッ ド ・ ビ ニー (as) 
が レギ ュ ラ ー・ メ ン バ ー で 加わ っ て いる ほか 、 ス ティ ー ヴ ・ ラ イヒ 
の グル ー プ に 所 属す る リチャード ・ コ ー エ ン (sax、cl) も ゲス ト 参 
加 。 3 本 の ギタ ー が 厚 塗り の サウ ンド を 効果 的 に 組み 立て る 中 、 変 
化 自在 に 管 が 絡ん で 来る 様 が 異様 に カッ コ い い 。 プ ログ レッ シ ヴ ・ 
ロッ ク が 現在 の NY 音 楽 と 合体 し 新しい ヴィ ジョ ン を 提示 し た 注目 
作 。 (坂本 ) 


WAYNE HORVITZ 
This New Generatinn 


CD/Elektra '87 年 
/WEA ミ ュー ジッ ク WMC5-346 





Dossier か ら 発表 され た ウェ イン ・ ホ ー ヴ ィ ッ ツ の 1 st ソロ ・ ア ル 
バム 「Dinner At Eight」('86) 全曲 に 、 ホ ー ヴ ィ ッ ツ 率 いる THE 
PRESIDENT の 1 st アル バム 「The President」('87) 収録 の 4 曲 を 追 
加 し た の が 本 アル バム だ 。 ビ ル ・ フ リゼ ー ル (g)、 デ イヴ ・ ホ フス ト 
ラ (b、tuba)、 ボ ビー・ プ レヴ ィ ッ ト (ds、key)、 エ リオ ッ ト ・ シ ャ 
ー プ (g、b) 、 ダ グ ・ ウ ィ ー ゼ ルマン (cl、ts、g) 、 ク リス ・ プ ラウ ン 
(gazamba、wing) と いっ た 面白 い ミ ュー ジ シ ャ ン 達 が 参加 し て いる 
が 、 主 役 は 飽く まで も ホー ヴィ ッ ツ 。 と 言っ て も 、 彼 は ソロ ・ ア ル 
バム で は 決し て テク ニッ ク を ひけ ら か す よ うな 演奏 を し な い 。 ここ 
で は アイ ディ ア を スケ ッ チ し た か の よう な 淡泊 な 演奏 が 一 見 無 表 情 
に 紡が れ て いる が 、 こ の 音楽 が 不思議 と 胸 を 打つ 。 (坂本 ) 





還 記 2 靖 較 講 THEPRESIDENT 
4 棚 語 放 許 Bring Yr Camera 


CD/Elektra Musician '89 年 
/WEA ミ ュー ジッ ク WMC5-347 





ウェ イン ・ ホ ー ヴ ィ ッ ツ 率 いる THE PRESIDENT の 2 nd アル バム 。 
か な り ロ ッ ク 色 の 強い バン ド な の で 、「This New Generation」 よ り 
は 伯 か に 聴き 易い だ ろう 。 ホ ー ヴ ィ ッ ツ が デジ タル ・ キ ー ボ ー ド の 
サウ ンド に 見 せる こだわ り は も し か する と 単に 操作 性 が 理由 な の か 
も 知れ な い が 、 耳 に 強く 残る 。① の ディ スト ーション ・ サ ウン ド な 
ど 聴く と 、 感 性 は 殆ど プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク (実際 、 彼 は 隠れ た 
プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン らし い )。 メ ン バ ー は ボビー・ プ レ 
ヴィ ッ ト (ds)、 エ リオ ッ ト ・ シ ャ ー プ (g)、 デ イヴ ・ ホ フス トラ (b、 
tuba)、 ダ グ ・ ウ ィ ー ゼ ルマン (ts)、 デ イヴ ・ ト ロン ゾ (slide-g) と い 
う 大体 納 得 の 顔 触 れ 。 ホ ー ヴ ィ ッ ツ の 書く 曲 は スケ ー ル や コー ド が 
妙 に ひね くれ て いて そこ が 得 も 言わ れ ぬ 快感 だ 。 (坂本 ) 


年 』 WAYNE HORVITZ & THE 
MIRACLE | PRESIDENT 


ai CD/Nonesuch 79278-2 '92 年 
/ ワ ー ナ ー・ ミ ュー ジッ ク WPCP-547 





ウェ イン ・ ホ ー ヴ ィ ッ ツ は ちょ っ と 判り に くい ミュ ー ジ シャ ン だ 。 
大 抵 は 常識 外れ に 目立つ ミュ ー ジ シャ ン の そば に いる も の だ か ら 、 
は た か ら は 脇役 に 映る こと が 多く 、 プ レイ ヤー と し て の 技量 も あま 
り 問 われ る こと が な い 。 し か し 、 ソ ロ 作 品 で は 妙 に 凝っ た 部 分 と シ 
ンプ ル さ が 同居 し て いて 、 ち ょ っ と 聴い た で らい で は よく 判ら な い 
音楽 を 披露 する 。 と ころ が これ が 、 よ く よ く 聴 く と 深く 記憶 に 染み 
着く 内 容 な の だ 。 そん な 彼 の 音楽 を 知る 上 で は これ が 最適 の アル バ 
ム だ 。 彼 の 優れ た コン ポー ザー と し て の 資質 が 大 変 判り 易く 聴 し 取 
れる 。 (坂本 ) 








ZEENA PARKINS 
Something Out There 
LP/No Man's Land nml 8712 '87 年 





多彩 な ゲスト を 迎え て の デュ オ 集 (一 部 ソロ あり )。 彼 女 の 比 べ る 
も の の な い 特 長 で あり な が ら 、 そ れ ま て 演奏 の 現場 で は コン テク ス 
ト を ズタズタ に 切断 し て 、 後 に 何 も 残 さ な い 疫病 神 だ っ た ヒス テリ 
ッ ク ・ エ ナジ ー の 爆発 (と その サウ ンド 化 で ある 金属 訪 が ちぎ れ 飛 
よび うな 音色 ) が 、 こ こ で は ジョ ン ・ ソ ー ン ロク ス ・ ソ ルス 」 に 
も 似 た 濃縮 の た め の 焦点 を 得 て 、 連 鎖 反 応 的 に 演奏 の 持続 を 確保 す 
る に 至っ て いる 。 彼女 の 「 独 立 宣言 」( ソ ロ 名 義 第 一 作 ) に し て 、 多 
彩 な が ら 緊 張 感 を 失わ ぬ 秀 作 ( 生 硬 と いう 人 が いる が 、 私 に は そう 
は 思え な い 。 マー クレ イ と の デュ オ な ど 方 向 性 が 一 致し て 秀逸 )。 プ 
ロ デ ュ ー ス (トム ・ コ ラ ) の 勝利 と 言う べき か 。 (福島 ) 





ZEENA PARKINS 
Ursa's Door 
CD/Victo cd 018 '92 年 








「Something Out There」('87) に 続く ジー ナ ・ パ ー キ ンス の ソロ ・ 
アル バム 第 2 弾 。 美人 姉妹 の 弦楽 合奏 を フィ ー チ ャ ー し て いる 。 全 
2 曲 。 そ も そ も は バレ エ 音 楽 と し て 作曲 され た も の を 音楽 と し て 独 
立 さ せ た 作 品 だ 。 勿 論 彼 女 の こ と だ か ら ノ イジ ー な イン プロ ヴィ ゼ 
ーション が ふん だ ん に 盛り 込ま れ て いる の は 確か だ が 、 全 体 の 構成 
は 明らか に 現代 音楽 。 と は 言え 、 た と えど の よう な 表現 形態 を と ろ 
うと も 、 そ の 内 容 が アー ティ スト の 個性 を 正確 に な ぞ っ て いる の は 、 
最近 の 優れ た ボー ダー レス ・ ミ ュー ジ シ ャ ン に 共通 の 特質 だ 。 多 分 
に チェ ン パ バー 色 を 感じ させ る の で 、 特 に レコ メン ディ ッ ド 系 の ファ 
ン に は アビ ー ル する 作品 に 違い な い 。 (坂本 ) 





ジブ 7 








ZEENA PARKINS 
ISahelle 


CD/ デ ィ ス ク ・ ユ ニオ ン AVAN 018 
95 年 





何と 美しく し な や か な 音楽 だ ろう 。「Ursa's Door」 を さら に 深化 
させ た 室内 楽 作品 。 い よい よ ジ ー ナ ・ パ ー キ ンス が 作曲 家 と し て 急 
浮上 し て 来 た 。 こ の 音楽 の 語法 は どちら か と 言え ば クラ シッ ク 音 楽 
の 形態 に 共鳴 する 部 分 が 大 きい 。 この 音楽 の も た ら す 感動 の 質 も ク 
ラシック 音楽 の それ に 限り な く 類 似 す る 。 女 性 探検 守 イ ザ ベ ル ・ エ 
バー ハー ト の 生涯 を テー マ に し た 標題 音楽 で あり 、 こ れ ま で に な く 
明確 な 構造 性 を 打ち 出し て いる 。 所 詩 ニ ュー・ ミ ュー ジッ ク ・ シ ー 
ン に し か 生ま れ 得 な か っ た 音楽 だ 。NY で は 更に チェ リス ト と サン プ 
ラー 奏者 を 各 1 名 づつ 加え た 編成 で ライ ヴ を 重ね 、 今 年 は ヨー ロッ 
パ ・ ツ アー も 計画 し て いる らし い 。 最 重要 作品 。 (坂本 ) 


ZERO POP 

nw In The Dank/All The Big 
Mysties 

CD/RecRec ReCDec 49 "92 年 





ゼロ ・ ポ ッ プ は ギタ リス ト 、 ト ラン ペッ ター の マー ク ・ ハ ウエ ル 
(ex カー リュ ー、 現 ティ ム バ ー、FFGOetc…) と 、 ホ ー ン 奏者 ブル ー 
ノ ・ メ イエ (ex エト ロン ・ フ ー・ ル ルー プラ ン 、 プ ブル ニ フ ェ ー ル ) 
の 2 人 に 、 ド ラマ ー が 加わ っ た トリ オ 編 成 の ユニ ッ ト 。 この CD は 、 
88 年 の ファ ー ス ト ・ ア ル バ ム と 、'92 年 の セカ ンド 作 を 2in 1 に し た 
も の で 、 現 時 点 で の 全 作品 を 聴く こと が で きる 。 曲 は 2 人 が 交互 に 
書い て お り 、 ポ ッ プ と 呼ん で 何ら 差し 支え な い メ ロディ を 、 級 密か 
つ 複 雑 な アレ ンジ に 乗せ て 歌い 上 げ る 。 隠れ た 名 盤 だ と 思う 。 

(佐々 木 ) 





V.A. 
A Random Sampler 
LP/R. R.R.666 77 年 





「 ア メリ カ の カン タ ベ リ ー」 メ リー ラン ド 州 シル バー・ ス プリ ング 
の 音楽 シー ン を リリ ー ス し た ラン ダム ・ レ ー ダ ー・ レ ー ベ ル の 第 1 
作 は 、F・Frith と し 、Coxhill の 未 発表 ソロ 音源 も 収録 し た コン ピ レ ー 
ショ ン 盤 で ある 本 作 だ っ た 。THE MUFFINS は 「Chronometers」 セ 
ッ シ ョ ン か ら 1 曲 が 収 録 。 他 の ユニ ッ ト に も 全 メ ン バ ー が 関わ っ て 
いる 。 いわば 大 学 サ ー ク ル の 記念 アル バム みた いな も の で 、THE 
MUFFINS の み 後 世に 名 を 残す こと に な っ た の も 単なる 偶然 の 所 産 か 
も し れ な い 。 Random Rador は この 後 、MARS EVERYWHERE、 
HOWEVER 等 の 興味 深い 作品 を 含む LP10 枚 、 シ ング ル 1 枚 を リリ ー 
ス し 自然 消滅 し た が 、 そ の 精神 は Wayside プ Cuneiform に 受け 継が れ 
店 (後藤 ) 


AMBIANCES MAGNETIOUES EN 
CONCERT 
Une Th60rie Des Ensembles 


CD/Ambiances Magnetiques AM 022 
CD 92 年 


NBIHHDESHIGHEIIUUESG 





アン ビア ンス ・ ミ ニ ェ ティ ー ク 創立 10 周 年 記念 大 コン サー ト の ラ 
イヴ ・ ド キュ メン ト 。A.M. 所属 ミュ ー ジ シャ ン 総 勢 15 人 が 出演 し 、 
各自 の バン ド あ り 、 ほ ぼ 全 員 参 加 の オー ケス トラ あり と 、 お 祭り 騒 
ぎの 賑やか さ 。 色 ん な ミュ ー ジ シャ ン が いて 、 サ ウン ド も 決し て 一 
様 で は な い が 、 総 じ て レ ー ベ ル の カラ ー が 非常 に よく 出 て いる 。 す 
べ て が 聴き も の な の で 、 未 聴 の 方 は 是非 一 度 お 聴き いた だ きた い 。 
才気 走っ た 連中 ば か り だ が 、 カ ッ コ いい ロッ ク ・ サ ウン ド が 聴き た 
い 人 に は や は り LOCOMOTIVE が お 勧め だ ろう 。 オ ー ケ スト ラ の 水準 
も 非常 に 高い 。 (坂本 ) 








V.A. 
Passed Normal Vo1.4, Vol.5, 
Vol.6 & 7 


CD/Fot CD ONE, PNS, FOT 2CD's 
91 年 "92 年 , 93 年 





コン ピ レ ー シ ョ ン ・ カ セッ ト ・ テ ー プ ・ シ リー ズ と し て 始ま っ た 「Passed 
Normal」 だ が 、Vol. 4 に し て CD 化 を 果たす 。 こ の シリ ー ズ の 凄い 所 は 、 
マイ ナー な アメ リカ の ミュ ー ジ シャ ン 達 を 発掘 し な が ら 、HENRY COW 
周辺 の ミュ ー ジ シャ ン 達 を 巻き 込み 、Vol. 5 で は GONG 周 辺 か ら ヒ ュー・ 
ホッ パー、 エ ルト ン ・ デ ィ ー ン 等 の カン シタ ベリ りー 系 ミュ ー ジ シャ ン ま 
で 取り 込む 。 そ し て Vol.6 & 7 で は ロン ・ ギ ー シ ン や アー サー・ プ ラウ 
ン 、NIMBUS、SHORT WAVE ま で が 顔 を 揃え る 。 こ の 切り 口 は その 
まま 現在 の アメ リカ ン ・ ロ ッ ク ・ ア ンダ ー グ ラウ ンド の 縮図 だ 。 当 初 
か ら エ イミ ー・ デ ニオ が 常連 だ し 、 こ こ か ら 現 在 の CAVEMAN SHOES- 
TORE を 類推 する こと も 無理 で は な か っ た 。 レ ー ベ ル の 悲劇 を 乗り 越え 
て シリ ー ズ の 復活 を 望み た い 。 (坂本 ) 





V.A. 
Unsettled Scores 
CD/Cuneiform RUNE 75/76 '95 年 





キュ ニ フ ォ ー ム 関連 アー ティ スト に よる キュ ニ フ ォ ー ム ・ ア ー テ 
ィ ス ト ・ カ ヴァ ー 集 。 2 枚 組 、 総 勢 25 組 を 収録 し て いる 。 そう 言う 
訳 で いち いち 紹介 し て いら れ な い が 、 バ ー ド ソン グ ス 、 ハ ッ ピ ー・ 
ファ ミリ ー、U. ト ー テ ム と 言っ た 今 の 一 線 級 が 顔 が 並べ る 充実 の ラ 
イン ・ ア ッ プ 。 元 々 は 冗談 半分 の 企画 だ っ た が 、 それ が 実現 され て 
し まう 勢い を 感じ させ る 好演 が 続く 。 こ れ は 彼 等 の 連帯 感 の 表明 で 
あり 、 尚 、 多 様 な 解釈 を 通じ て 、 そ れ ぞ れ の 独自 性 を も 主張 し た ア 
ル バ ム と 言え る だ ろう 。 や は り そ の 曲 プ アー ティ スト が 好き 、 と 言 
っ た 原動力 は ある に せよ 、 た だ コピ ー に は し な い 所 は や は り そ れ ぞ 
れ が 一 芸 の 持ち 主 と 言っ た 辺り 。 バ ンド の 芸風 、 元 の 曲調 を 知ら ず 
と も 聴き 通さ せる 工夫 と 勢い が ある 。 (中 西 ) 





ラジ 
































































































































































































































































































































































































































































































































で 
RE 

ご 
1 


Jon 


、 Judy Collins 








BU's-70'5U5 フ ォ ー ク サウ ンド 


文 @ 内 田 哲 雄 


シン ガー・ ソ ング ライ ター の 時 代 

いわ ゆる アメ リカ ン ・ フ ォ ー ク ・ ロ ッ ク の 基盤 を 築い た 偉大 
な アー ティ スト と 言え ば 、 か の ボ プ ・ デ ィ ラ ン の 名 前 が すぐ に 
浮か ぶ と 思う が 、 バ ー ト ・ ヤ ン シ ュ 、 ロ イ ・ ハ ー パ ー ら 英国 フォ 
ー ク ・ リ バイ バル の 生き 証人 の 語る と ころ に よれ ば 、「 奴 は プ 
リ テ ン あ る い は アイ リッ シュ ・ ト ラッ ド の フレ ー ズ を 盗用 し て オ 
リ ジ ナ ル へ と 転化 し た 」 の だ と いう (マー キー 誌 Vol.62 に も 
似 た よう な 記載 が あっ た が 、 私 も '94 年 渡 英 時 に ハー パー 本 
人 か ら そ の よう な 話 を 聞い た ) 。 な る ほど 確か に ディ ラン の 曲 
の 中 に は アイ リッ シュ ・ バ ラッ ド を その まま アレ ンジ し 直し た よ 
うな 部 分 が チラ ホラ と 見 られ る 。 だ が 彼 の 音楽 は 全 世 界 的 
な セン セー ショ ン を 巻き 起こ し 、 後 世 の ポ ピュ ラー・ ミ ュー ジッ 
ク ・ シ ー ン に 多大 な る 影響 を 与え て し まっ た の だ 。 こ こ で 最も 
重要 な の は 、 デ ィ ラ ン の と っ た 手段 に 対す る 真 偽 の 考証 は さ 
て 置き 、 彼 の 楽曲 それ 自体 が サイ ケ デ リッ ク ・ ム ー ヴ メン ト の 
洗礼 を 受け て 新しい フォ ー マ ッ ト へ と 変容 、 進 化し て いっ た と 
いう 事実 で ある 。 か くし て 出来 上 が っ た アコ ー ス ティ ッ ク ・ ロ ッ 
ク は フェ アポ ー ト ・ コ ン ヴ ェ ン ショ ン 等 を 通じ て イギリス へ も 
「 逆 輸入 」 さ れ 、 更 に 英国 流 に 「 再 々 加工 」 さ れる こと に より 
プリ ティ ッシュ ・ フ ォ ー ク ・ ロ ッ ク ・ シ ー ン の 礎 と な っ た 訳 だ 。 そ う 
考え れ ば ボ プ ・ デ ィ ラ ン と いう アー ティ スト の 残し た 足跡 は 紛 
れ も な く 偉 大 だ っ た と 素直 に 認め ざる を 得 な い 。 

さて 話 が 少し ディ ラン に 片 寄っ て し まっ た が 、 次 に この 章 
で 多く 取り 上 げた '90 年 代 の 作品 群 、 特 に 「 女 性 ヴォ ー カ ル 
物 」 に つい て '60 一 70 年 の アメ リカ ン ・ フ ォ ー ク ・ ミ ュー ジッ ク 
と の 接点 を 考え て みる こと に し よう 。 デ ィ ラ ン に 端 を 発し た 
この ジャ ン ル の 音楽 は 実に 30 年 も の 長い 歴史 を 持っ て お り 、 
その 間 に 他 フィ ー ル ド の 音楽 と 相互 作用 し て は いる も の 
の 、'60 年 代 前 期 に 形成 され た コア の 部 分 は 今 も っ て 何ら 変 
わら ず 保 持 さ れ て いる と 言っ て 良い 。 今 回 取り 上 げた アイ テ 
ム の レヴ ュー で 頻 筐 に 登場 する 「 ジ ャ ズ 色 」、「 ス トリ ング ス の 
導入 」、「 ト ラッ ド 風 味 」 と いう 言葉 。 こ れ ら は 作品 を 特徴 づけ 
る 重要 な ファ クタ ー と な っ て いる の で ある が 、 こ れ ら の 「 鋳型 」 
は すでに 「 古 き 良き アメ リカ ン ・ フ ォ ー ク ・ シ ー ン 」 の 中 で 着 々 
と 育ま れ て いた 。 こ と 女性 ヴォ ー カ ル に 関し て 言え ば 、 そ の 母 
体 と な っ た の は 今 か ら 述 べ る 人 の 「 ア ネ ゴ 」 達 、 す な わ ち ジョ 
ー ン ・ バ エズ 、 ジ ュ デ ィ ・ コ リン ズ そ し て ジョ ニ ・ ミ ッ チ ェ ル な の 
で ある 。 

まず は ジョ ー ン ・ バ エス 。 彼 女 の デ ビュ ー は !60 年 で 、 実 に 
も う 35 年 も の 間 自 分 の スタ イル を 保ち 続け て いる 。 ア コ ・ ギ を 
手 に 切々 と 、 力 強く 歌う その 存在 感 は 絶大 で 、 デ ィ ラ ン と 共 
に この ジャ ン ル の 太い 「 柱 」 と な っ た 。 バ エス の 歌 は あま り に 
シン プル で 誠実 、 そ れ ゆ え に そ の 中 に 込め られ た メッ セー ジ 
は 直 に 聴き 手 の 心 を 打つ 。 そ の 内 な る パワ ー は 世界 各国 の 
フォ ー ク ・ ミ ュー ジ シ ャ ン を も 魅 き つけ る ほど の 求心力 を 持っ 


て いた 。 日 本 で 言え ば 「 お トキ さん 」 の よう な 存在 だ ろう 。 今 で 
も 彼女 が ステ ー ジ に 立て ば 本 編 カ タロ グ で も 取り 上 げた 
INDIGO GIRLS の よう な 「 ナ ッシュ ビル 系 」 の 新鋭 か ら アイ 
ル ラ ンド の メア リー・ プ ラッ ク 、 モ ー ラ ・ オ コー ネル と いっ た 一 
流 ど ころ が ステ ー ジ に 駆け つけ 、 レ パー トリ ー を 交換 し 合う 。 
ナッ シュ ビル と アイ ル ラ ンド の SSW1 は 現在 盛ん に 交流 し 合っ 
て お り 、 い い 意 味 で 影響 を 及ぼ し 合っ て いる の を その 人 服 、 
サウ ンド の 両面 か ら 「 架 け 橋 」 的 な 役割 を 果たし て いる の が 
NAS 

続く ジュ ディ ・ コ リン ズ は バエ ス と 同じ '60 年 の デビ ュー。 バ 
エス が 飾り気 の な い ス トレ ー ト な 「 う た 」 で 「 女 性 の 強 さ 」 を 表 
出し て いた の に 対し 、 彼 女 は 慈愛 に 満ち た 「 母 性 的 」 な メロ 
ディ や 思わ ず 守 っ て あげ た く な る よう な 「 少 女性 」 等 、 ソ フト 
路線 」( こ の 言葉 は 時 節 柄 危な いな ) を 大 々 的 に 打ち 出し て 
いた 。 こ れ ら の 属性 を エス コー ト す る の は 温か な 音色 の ピア 
ノ と オー ケス トラ 。 こ の 表現 形態 は サン ディ ・ デ ニー を 初め と 
する プリ ティ ッシュ ・ フ ォ ー ク 女性 ヴ ウォー カル 勢 へ と 受け 継が 
れ 、 カ ー デ ィ ガ ンズ 等 「 渋 谷 系 グル ー プ 」 が 追い 求め た '60 年 
代 サ ウン ド の プロ ト タ イ プ に も な っ た の で ある 。 (ジュ ディ 自身 
も サン ディ の 「 時 の 流れ を …」 を カヴァ ー し て いる )。 

最後 に ジョ ニ ・ ミ ッ チ ェ ル 、 カ ナダ 出身 の 彼女 は 前 記 の 
2 人 より 遅れ て '68 年 の デビ ュー。 当 初 か ら 天才 的 な ソン グラ 
イタ ー と し て 頭角 を 表し 、 先 の ジュ ディ や FAIRPORT の カヴァ 
ー 等 で 知ら れる 「 青 春の 光 と 影 」 と いっ た 名 曲 を 書き 上 げ て 
いる 。 そ の 彼女 が あり 余る 才能 を 一 気 に 爆発 させ る 契機 と 
な っ た の は 770 年 代 中 頃 に 急速 に 強まっ た 「 ジ ャ ズ へ の 傾 
倒 」。75 年 リリ ー ス の 「 夏 草 の 線路 」 か ら 徐 々 に その 傾向 が 
芽生 え 始め 、 鋭 敏 な 感性 に 裏打ち され た 個性 豊か な カン ト 
リー・ フ ォ ー ク は ジャ ズ の エッ セン ス を 吸い 込ん で 膨れ 上 が っ 
て いく 。 ジ ャ コ ・ パ スト リア ス 、 ウ ェ イ ン ・ シ ョ ー タ ー、 パ ッ ト ・ メ セ 
ニー ら 超 一 流 の プレ イヤ ー の バッ ク ・ ア ッ プ も 凄い が 、 彼 ら を 
文字 通り 「 従 えて 」 自 分 の スタ イル を な お も 曲げ な い 彼 女 の 
姿勢 に も 驚く 。 チ ャ ー リ ー・ ミ ン ガ ス の 出会い に よっ て 作ら れ 、 
制作 中 に チャ ー リ ー が 亡くな っ て し まう と いっ た いわ く の あ る 
アル バム 「 ミ ン ガ ス 」 は 真 の 意味 で プロ グレ ッ シ ヴ か つ ク リエ 
イ テ ィ ブ で ある 。 そ の 後 "80 年 代 以降 は 安定 期 に 入る が 、 そ ん 
な 中 で も ロジ ャ ー・ ウ ォ ー タ ー ズ や チー フタ ンズ の プロ ジェ ク 
ト に 招 か れる な ど 、 常 に 他 フ ィ ー ル ド の 音楽 と の 接触 に 余念 
が な い 。 

以上 、3 名 を 挙げ る だ け で 紙面 が 尽き た 。 他 に も リン ダ ・ ロ 
ン シ ュ タッ ト を 筆頭 と する 「 カ リフ ォ ル ニア ー 派 」 等 、 紹 介し た 
いも の は 山 ほ ど あ る が 、 そ れ は 又 の 機会 に 譲り た い 。 今 回 カ 
タロ グ 紹 介し た アル バム 群 を お 気に入り の 向き に は 、 是 非 と 
も 本 文 で 挙げ た 3 名 の 「 ア ネ ゴ 」 達 に フィ ー ド ・ バ ッ ク し て みて 
ほし い 。 必 ず 「 タ ネ 」 が 見 えて くる は ポ 
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も うー つの カナ ダー ニュ ー・ フ レ ソ ンチ アコ ー ス ティ イッ ク 


文 @ 内 田 哲 雄 


イン グリ ッシュ と フレ ンチ が 混在 する 国 、 カ ナダ 。 両 民族 は 
この 地 に 根付 いて 以来 根深い 確執 の 歴史 を 持っ て お り 、 居 
住 エ リア も 未だ 相 入 れず 二分 化し て いる 。 フ レン チ ・ カ ナディ 
アン は モン トリ オー ル や ケベック と いっ た 南東 部 の 都市 を 中 
心 と し た 地域 に 局 在 し て いる の だ が 、 特 に 人 口 の 大 半 を フ 
レン チ が 占め る ケベック 州 は その 民族 性 の 相違 か ら 他 州 と 
の イザ コザ が 絶え な い 。 平 和 ボ ケ し た 我々 か ら 見 れ ば 、 こ の 
地 に お ける 内 紛 の ニュ ー ス を 耳 に する た びに 「 え -ー い 、 ま た 
か 」 と か 「 え え か げ ん に せん か い 」 と か 思う の だ けれ ども 、 い さ 
か い の 中 で 強まっ た フレ ンチ に 対す る 「 こ だ わり 」 と フラ ンス 
本 土 と は また 異な る 開放 的 な 「 風 土 」 が 新た な 文化 を 生み 
出し た の も また 確か 。 こ と 音楽 に 関し し も それ は 全く も っ て 例 
外 で は な い 。 本 項 で は その 中 で も と り わ け 独 自 性 を 持っ た 
ケベック の フォ ー ク ・ ミ ュー ジッ ク の いで 立ち に つい て 触れ て 
みた いと 思う 。 

民族 的 な 「 独 立 の 心 」 は いつ で も 良質 の フォ ー ク ・ ミ ュー ジ 
ッ ク を 産ん で きた 。 こ うい う 言 い 方 は 非常 に 心苦しい の で あ 
る が 、 そ れ は 「 戦 い 」 や 「 軒 較 」 に よっ て 助長 され て きた と いう 
の が 定説 な の だ 。 ラ ッ プ ラン ド の ヨイ ク 然 り 、 バ スク の フォ ー 
ク ・ ミ ュー ジッ ク 然 り で ある 。 ケ ベッ ク は これ ら の よう な 「 弾 圧 」 
や 「 被 支配 」 と いう よう な 経緯 は みな いも の の 、 イ ング リッ シュ と 
の 競合 に よっ て 強い 「 民族 意識 」 が 芽生 え 、 同 族 同士 の 団 
結 心 を より 高め る 結果 と な っ た 。 こ の 地 に お ける フォ ー ク ・ 
ソン グ に は そん な 彼ら の フラ ンス 語 に 対す る 「 こ だ わり 」 が 
見 られ 、 そ れ は 「 ケ ベッ ク ・ フ ォ ー ク 」 と し て 70 年 代 中 頃 を ピー 
ク と し て 小さ な シー ン を 築く まで に 至っ た の で ある 。 そ の 中 
心 的 存在 と し て 活躍 し て いた の が 御存知 SEGUIN で あり 、 
HARMONIUM な の だ (本 集成 で この 2 バン ド は 「 行 き が か 
り 上 」 シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク の 項 に 区 分 けさ れ て いる が 、 ケ ベ 
ッ ク の アコ ー ス ティ ッ ク ・ ミ ュー ジッ ク を 語る 時 に は どう し て も 
外せ な い の で 気 に せ ず 進め て いく 。 そ れ だ け ジ ャ ン ル に 対す 
る 「 区 割り 」 が 難し い の だ と 御 理解 願い た い )。 プ ログ レッ シ 
ウ ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン に も よく 知ら れ た この 2 グル ー プ 、 我 々 か ら 
すれ ば 「 ま さか 」 と 思う か も 知れ な い が 地 元 で は 超 メ ジャ ー、 
大 ヒー ロー 的 な 扱い を 受け て いる の だ と いう 。 今 で も TV ショ 
ウ な ど で フ ォ ー ク ・ コ ン テ ス ト な ど が あれ ば 若者 た ち が 彼 ら の 
レパートリー を 歌う の だ そう だ し 、 ま た マイ ナー どこ ろ の フォ ー 
ク ・ バ ンド に も 計り 知れ な い 影 響 を 与え た で あろ うこ と は 想 
像 に 難く な い ( 私 も フォ ー ク ・ フ ェ ス に 出向 いた 際 モ ント リオ ー 
ル か ら 来 た と いう 数 名 の カナ ダ 人 に 尋ね て みた と ころ 、 一 人 
残ら ず 「 あ あ 、 よ く 知っ て いる よ 」 な ど と いう 即答 が 返っ て き て 
驚い た 記憶 が ある )。 

彼ら の 音 は 一 聴 し て 分 か る 通り アコ ー ス ティ ッ ク だ し 、 ま た 
フラ ンス 語 の 響き を 生か し た 絹 目 の よう な 感触 や 広大 な 草 


原 を 思わ せる 大 自然 の 香り な ども 粉 れ な い フ ォ ー ク ・ ミ ュー 
ジッ ク の イデ ィ オ ム で ある 。 だ が フレ ンチ ・ ト ラッ ド の 代表 格 
MALICORNE や ケル ト 系 の GWENDAL あ た り の フラ ンス 
勢 と は 決定 的 に 違う 箇所 が ある 。 そ れ は 「 伝統 」 に 縛ら れ た 
「 血 の 濃 さ 」 が ほとん ど 感 じ ら れ な いと いう 点 だ 。 前 者 が エレ 
クト リッ ク の フォ ー マ ッ ト を 取り 入れ て な お 中 世 音 楽 へ の 傾倒 
や ケル ト 色 の 強化 と いっ た シリ アス 性 を は らん で いた の に 上 比 
べ れ ば 、 ケ ベッ ク の それ は どこ か ポピュラー・ ミ ュー ジッ ク の 
香り が する 。 根 底 に は フレ ンチ と し て の 断固 た る 「 民 族 意 識 」 
を 認め 、 カ ナダ の 大 自然 に 根ざし た と お ぼ し き フ ォ ー ク ・ ミ ュ 
ー ジ ッ ク 特 有 の 「 土 の 香り 」 を 漂わ せ て いて も な お 、 サ ウン ド 
面 に お いて は シャ ン ソ ン や ロッ ク ・ ポ ッ プ ス が 同時 代 的 に 流 
れ 込 ん だ か の よう な 「 若 さ 」 が あま り に 顕著 な の だ 。 こ れ は ケ 
ベッ ク が 地理 上 アメ リカ 大 都市 部 と 隣接 し 、 そ こ を 経由 し て 
ポピュラー・ ミ ュー ジッ ク が リア ル タ イ ム に 入り 込ん だ の が 原 
因 と 考え て よい 。 民族 的 に は 対立 し て いて も 、 こ と 音楽 に 関 
し て は 例え ば バス ク の よう な 「 鎖 国 制 」 は 敷い て いな か っ た 
た め 、 フ ォ ー ク が 形成 され る 過程 で こち ら の 音楽 要素 が 何 の 
た め ら いも な く 融 合 し た と いう こと に な る (思え ば クリ ム ゾ ン 、 
ジェ ネ シ ス 等 の 大 物 プ ログ レッ シ ヴ ・ バ ンド も リア ル タ イ ム 
に この 地 で ツア ー を 行っ て 大 成功 を 収め て いる )。 今 回 シン 
フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク の 項 に シフ ト さ れる 要因 と な っ た HAR- 
MONIUM の メロ トロ ン 導 入 は 明らか に 往年 の プロ グレ ッ シ 
ヴ ・ ロ ッ ク に 由来 する も の だ し 、 ま た より 土着 が 強い と 思わ 
れ て いた SEGUIN の 前 身 グ ルー プ LA NOUVELLE FRON- 
TIERS は まごう こと な き サ イケ デリ ッ ク ・ フ ォ ー ク ・ バ ンド で ゴ 
テ ゴ テ の トラ ッ ド と いう わけ で は な い 。 こ うし た 連中 が 「 お 手 
本 」 と な っ て いる ケベック ・ フ ォ ー ク ・ シ ー ン の 作品 群 は 、 い わ 
ゆる シン フォ ニッ ク で は な い に せ よ 、 メ ロディ の 中 に シャ ン ソ ン 
的 な 節 回 し が あっ た り 、 フ ラン ス 語 で 歌っ て いる の に 可 囲 気 
が アメ リカ ン だ っ た り し て 、「 ト ラディ ショ ナル 」 と 言う に は や は り 
特異 だ 。 ヨ ー ロ ッ パ 的 な 「 異 国情 緒 」 を 残し つつ も これ ほど 
「 開 放 感 」 に 満ち た フォ ー ク ・ ソ ング は 他 に あま り 類 が な く 、 こ 
の 辺 が 「 ア メリ カ に 隣接 し た フラ ンス 人 居住 区 」 と いう ケ ベ ッ 
ク 地 方 の 特殊 性 を 物語 っ て いる 。 民 族 の 誇り を 守り つつ も 
つい つい サウ ンド 表面 に 出 て し まう 「 ポ ピュ ラリ ティ 」、 こ れ が 
ロッ ク 系 リス ナー と の 接点 に な っ た の で は な か ろう か 。 

この ケベック ・ フ ォ ー ク の シー ン も 80 年 代 に 入る ころ に は ピ 
ー ク を 過ぎ 、 フ レン チ ・ カ ナダ 系 の 作品 に は 近年 と ん と 見 か 
け な く な っ て し まっ た 。 む し ろ ロ リー ナ ・ マ ッ ケ ニッ ト を 始め と す 
る ケル ト 系 音楽 が それ に 取っ て 代わ っ て し まっ て いる よう な 
有 様 で ある 。 長 い 争 い の 歴 史 を 持つ この 地域 だ が 、 最 近 は 
「 フ ラン ス 語 で 歌う 」 と いう 必然 性 が 徐々 に 失わ れつ つ あ る 
の か も 知れ な い 。 
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AmwHdEeeWeiiie AMY FRADON 
1 Take Me Home 
CD/Shanachie Cachet 8013 94 年 








ニュ ー ヨ ー ク の 女性 デュ オ 。 曲想 は アメ リカ 風 に や や カラ ッ と し 
た 明る いも の が 多い が 、 ピ アノ や ギタ ー の 適 確 な サポ ー ト も あっ て 
軽 さ は ほとん ど と 感じ られ ず 、 結 構 懐 が 深い 。 何 度 で も 聴き た く な る 
よう な 親しみ 易 さ が ある の が 特徴 と いえ る 。 何 と イエ ス の `Your Move” 
を アコ ー ス ティ ッ ク ・ フ ォ ー ク 風 に アレ ンジ し て 歌っ て お り 、 こ れ 
が 仲 々 の 名 演 。 控 え め な オル ガン と コー ラス 。 ハ ー モ ニー が 絶品 で 
ある 。 ド ラム ス に 10000 マ ニア ックス や イン ディ ゴ ・ ガ ー ル ズ 等 最近 
この 手 で や た ら と 起用 の 多い ジェ リー・ マ ロッ タ が 起用 され て いる 。 

(内 田 ) 


ANGIENT FUTURE 


ANCIENT FUTURE 
Natural Rhythms 
CD/Philo 9006 81 年 


NAIFURAL REYTHTTS 





アコ ー ス ティ ッ ク ・ ミ ュー ジッ ク の 意欲 作 。 トム ・ ニ ュー マン の 
「 妖 精 交響 曲 」 を カリ フォ ルニア の ヒッ ピー 思想 の 延長 で アレ ンジ し 
た よう な 内 容 。 カ ヴァ ー は イン ド ネ シア 、 バ リ 島 の ペイ ンタ ー に よ 
る も の で 、 多 分 に '60 S 東洋 指向 の 洗練 が サウ ンド に も 反映 し て いる 。 
広い 意味 で ニュ ー エ イジ 的 な 発想 の アル バム だ 。 森 の イメ ー ジ 、 お 
だ や か な サウ ンド は 、 映 像 感覚 風 の も の 。 今 な らむ し ろ リ クラ イ ゼ 
ーション 用 と 言っ た 方 が 適切 か も し れ な い が 、 ま だ それ に は 土 っ ぽ 
い 。 童話 風 の イ メー ジ よ り も 、 太 古 の イメ ー ジ 、 混 地帯 の ジャ ング 
ル と いう イメ ー ジ が 強い 。 (松本 ) 





ANITA BEST/PAMELA MORGAN 
(6amada ) 

The 5olor 0f Amper 

CD/Amber ACD 9008 "91 年 








ニュ ー・ フ ァ ン ドラ ンド 島 の グル ー プ 、 フ ィ ギ ー・ ダ フ の 看板 シ 
ン ガ ー、 パ メラ ・ モ ー ガ ン が 同島 屈指 の シン ガー、 ア ニー タ ・ べ ベス 
ト と 結成 し た 女性 フォ ー ク ・ デ ュ オ 。 パ ッ シ ョ ネー ト な パメラ と ク 
ー ル な アニ ー タ 、 両 者 の スタ イル は 全く 異な る が 、 曲 の 中 で は これ 
ら の 資質 が 意外 な まで に 程 良く 溶け 合っ て いる 。 シ リー・ シ スタ ー 
ズ が 引き 合い に 出さ れ そ うだ が あれ ほど ドラ イ で は な く 、 曲 は メロ 
ディ アス で 聴き 易い 。 ク ラ シ カ ル な ピア ノー 本 を バッ ク に 抜群 の ハ 
ー モ ニー を 聴か せる “Sailor's Trade is a Weary Life” は 特に 白眉 。 
名 盤 。 (内 田 ) 


ANNE BURNS AND THE RAIN 
Inte The Wire 
CD/(private press) 番号 な し 「'94 年 





この コー ナー 同時 掲載 の BURNS SISTERS の メン バー、 ア ン ・ バ パー 
ンズ が THE RAIN と いう 名 の バッ ク ・ バ ンド を 率い て 制作 し た 事実 上 
の ソロ ・ ア ル バ ム 。 核 は SISTERS と 同一 線上 の カン トリ ー・ フ ォ ー ク 
で ある が 、 バ ンド 形態 と いう こと も あっ て より スタ イリ ステ ィ ッ ク 
な フォ ー ク ・ ロ ッ ク 色 が 強まっ て いる 。SISTERS の 中 で も 特に 良い 
曲 を 書い て いた 彼女 だ け に 、 ウ ェ ッ ト て で 落ち 着い た 曲想 は 程 良 い ロ 
ッ ク 色 も 手伝っ て どこ か 70 年 代 の プリ ティ ッシュ ・ フ ォ ー ク に 通 底 
する 味 が ある 。 ト ラッ ド 風 の 趣き を 持っ た ④ や ピア ノ と チェ ロ が ド 
ラマ ティ ッ ク に 盛り 上 げ る メロ ディ アス な ⑤ な ど 佳 曲 が 多 い 。 無 番 
号 の 自主 制作 に 甘んじ て いる の は 惜しい が 、 反 面 プ ライ ヴェ ー ト な 
ら で は の 内 省 さ が 良い 方 向 へ 作用 し て いる と も 言え る 。 (内 田 ) 








ANNE JOYAL (Canada) 
Vell 
LP/Telson AE-1501 ”'? 年 





雪 で まっ 白 な 街 の 上 に 静か に 昇る 太陽 な ら ぬ 目玉 焼き 。 こ れ で ヒ 
ヨコ が いれ ば オイ レン だ な 。 カ ナダ 非 ト ラッ ド 系 女性 ヴォ ー カ ル も 
の の 最高 峰 で ある 。 束 い と 覧 り に 満ち た 全 10 曲 全て 本 人 の 手 に な る 
も の で 、 そ の 上 で 2 nd で 明らか に な っ た 御 尊 顔 も また 麗し い 才 人 。 
デビ ュー 作 だ け あ っ て よく 練 ら れ 何 度 も リハ を 行い 丁寧 に 創 ら れ た 
に 違い な い 沙 ち 着き と 完成 度 の 高 さ は 本 作 を 20 回 30 回 も 繰返し 聴か 
せる こと を 可能 に し て いる 。 英語 と 仏語 ヴァ ー ジ ョ ン の ある 2 nd で 
は 本 作 の し っ と り と し た 感じ が 全く 無い 安易 な ポップ に な っ て し ま 
っ た が 、779 年 の 2 枚 の シン グル は A 面 の みそ れ な り に 楽し め る 。 と 
は いえ 本 作 に は 及ば ず 。 黙っ て 買っ て 欲し い 名 盤 。 内 袋 付 。 (森下 ) 





AREA 
Amate Limes 
CD/Third Mind TMCD 059 '? 年 





アメ リカ の 4 AD の 異名 を と る セ ・ ラ ・ モ ・ レ コー ド の 代表 的 アー 
ティ スト で ある エイ リア 。 女 性 ヴォ ー カ リス ト 、 リ ン ・ キ ャ ンス フ 
ィ ー ル ド と イン スト ゥ ル メ ンタ ル 全 般 を 手掛け る ステ ィ ー ヴ ・ ジ ョ 
ー ン ズ の 2 人 組 で ある 。 彼 ら の 引き 合い と し て 常に 名 前 を 上 げ ら れ 
る の が コク トー・ ツ イン ズ 。 少し リヴ ァ ー プ が か っ た 透明 感 あ る ヴ 
ォ ー カ ル ・ ス タイ ル も 陸 美 な 曲調 も 、 た し か に コク トー を 租 胞 させ 
る も の で ある 。 し か し 、 ギ ター を 排 し リズ ム ・ マ シー ン を 使用 し た 
彼ら の サウ ンド は 、 本 家 に 比べ る と や は り チ ー プ さ が 目 立っ て し ま 
う 。 逆 に そこ が 魅力 で ある と 言え な くも な い が 、 ぼ くに は 少々 モノ 
足り な い 。 し か し 、 通 算 4 枚 目 に な る アル バム の 「 朝 の 断片 」 と い 
う タ イト ル は 、 実 に 言い 得 て 妙 。 (久保 田 ) 





ジラ フラ 








THE BARRA McNEILS (Canada) 
Timeflame 
CD/Polydor 314 519 029-2 "91 年 


TIMEFRAME 鑑 
5 の の ne 杯 





オン タリ オ に 拠 を 置く ファ ミリ ー・ ト ラッ ド ・ グ ルー プ の 2 作 目 。 
デビ ュー 作 「Rock In The Stream」('89 年 ) 当時 か ら シ ン セ や ピア 
ノ を 用 いて コン テン ポラ リー 寄り の サウ ンド を 奏で て いた が 、 本 作 
で は より 一 層 洗 練 度 を 増し 、 ダ ンス ・ チ ュー ン ま で も が ポッ プス 感 
覚 で スン ナリ と 耳 に 入っ て くる 。 女性 と 男性 が 曲 ご と に リー ド を 分 
け 合 う 形 を 取っ て お り 、 紅 一 点 ル ー シ ー の キュ ー ト な シン ギン グ は 
も と より 、 ソ フト な 声質 の 男性 ヴォ ー カ ル も と て も いい 感じ だ 。 ル 
ー シ ー の リー ド か ら 清 涼感 一 本 の コー ラス ・ ハ ー モ ニー に な だ れこ 
む ア イリ ッシュ SSW 系 の 名 曲 “Song For Peace” は と り わ け 白 眉 で 
ある 。 ベー ス で 参加 の チャ ド ・ ア ー シ ッ ク は RANKIN FAMILY の プ 
ロ デ ュ ー ス も 手がけ 、 両 者 の 関係 を 裏付け て いる 。 (内 田 ) 





THE BARRA McNEILS 
Closer To Paradise 
CD/Polydor 314 521106 2 '93 年 


| (/ /// 


シン セ や ドラ ム ス の 使用 頻度 が 増し 、 よ り コ ン テ ン ポラ リー 色 を 
強め た 新作 。 曲 に よっ て は トラ ッ ド 色 が 大 幅 に 薄れ 、AOR や ポッ プ 
ス 等 と の 差別 化 が 難し く な っ て いる キラ イ も ある が 、 そ れ で も 「 良 
いも の は 良い 」 と 開き 直 れ る ほど の ふっ きれ の 良さ が あっ て 好感 度 
が 高い 。 ル ー シ ー の 歌う ダ ギ ー・ マ クレ ー ン の 名 曲 “Caledonia” は 
原 曲 が アコ ー ス ティ ッ ク ・ ギ ター に よる 簡素 な アレ ンジ で あっ た の 
に 対し (も ちろ ん この テイ ク も 良い )、 ピ アノ や シン セ に よる きら ぴ び 
や か な 装飾 が 施さ れ 、 彼 女 の シ ン ギ ング を 最大 限 に 引き 立て て いる 。 
最高 / ラス ト の `Am Pige Ruadh? は 有名 な スコ ッ ト ラ ンド の マウ 
ス ・ ミ ュー ジッ ク で 、 地 元 の カ パ ー ケ リー も 近作 で 取り 上 げ て いる 。 

(内 田 ) 





BETH NIELSEN CHAPMAN 

You Hold The Key 

CD/ ワ ー ナ ー・ ミ ュー ジッ ク WPCP 5212 
93 年 








テキ サス 出身 、 い わ ゆ る 「 ナ ッシュ ビル 系 」 の 女性 シン ガー・ ソ 
ング ライ ター の これ は 2 作 目 。 ア ル バ ム ・ デ ビュ ー は 790 年 と か な り 
遅い が 、 そ れ 以 前 か ら カ ント リー・ サ イド で 脈々 と 曲 を 書き た め て 
お り 、 ク リス タル ・ ゲ イル や アラ バ マ 等 の 著名 アー ティ スト の アル 
バム の 中 に も その 名 を 見 る こと が で きる 。 ピ アノ を 中 心 と し た し っ 
と り と し た 曲想 は デビ ュー 作 以 来 定評 が あり 、 そ の 高い ソン グ ・ ラ 
イ テ ィ ング の 才能 は 健在 。 更 に 曲 に よっ て は ケル ティ ッ ク な 要素 を 
も 加え て 深み を 増し た 。 数 曲 で ポー ル ・ サ ミュ エル ・ ス ミス が プロ 
デュ ー ス を 担当 。 フ ェ ア ポ ー ト の サイ モン ・ ニ コル 、 マ ー テ ィ ン ・ 
オー ルコ ッ ク 、 ト ラッ ド 畑 の キャ スリ ン ・ テ ィ ッ ケル ら が 味 の あ る 
サポ ー ト で 持ち 前 の 良 曲 に 花 を 添え て いる 。 (内 田 ) 





BOILED IN LEAD 
Old Lead 


CD/Omnium OMM 2001D 91 年 
('85 年 , "87 年 録音 ) 
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アイ ル ラ ンド の ポー グ ス 同 様 、 ト ラディ ショ ナル ・ ミ ュー ジッ ク 
を エッ ジ の 立っ た ロッ ク ・ リ ズム の フォ ー マ ッ ト に 乗せ て プイ プイ 
言わ せる バン ド 。 こ れ は リア ル ・ タ イム 当時 「 幻 の アル バム 」 と し 
て コア な トラ ッ ド ・ マ ニア の 間 で 騒が れ て いた !85 年 の 同名 アル バム 
と '87 年 の 「Hotheads」 を カッ プリ ング し た 集大成 CD。 の っ け か ら 
クレ イジ ー な シャ ウト で 幕 を 開け 、 へ ヴィ な リフ で 一 直線 に 乗り 狂 
う 。 一 聴 非常 に 押し が 強く 、 ザ ク ザ ク し た 音色 の エレ クト リッ ク ・ 
ギタ ー な ど に その 傾向 が 顕著 だ が 、 基 礎 の し っ か り と し た フィ ルド 
や クリ アー な 女性 ヴォ ー カ ル に よる クー ル ・ ダ ウン 効果 が 危う い 均 
衡 を 保つ 。 直 線 的 な よう で 実は か な り 計 算 高い の で は な いか 。 これ 
以後 中 東 色 を 取り 入れ た サウ ンド へ と 変化 。 (内 田 ) 








THE BURNS SISTERS 
SamgS Of The Heart 
CD/(Private press) 番号 な し 「'93 年 





ニュ ー ヨ ー ク は Ithaca の ファ ミリ ー・ フ ォ ー ク ・ チ ー ム 。 メンバ ー 
5 人 全員 が 女性 (シス ター ズ な ん だ か ら 当 り 前 だ ) 、 し か も コー ラス ・ 
ハー モニ ー も 出来 る と いう 理想 的 な 環境 の も と で 自主 制作 され た こ 
の デビ ュー・ ア ル バ ム 、 カ ント リー・ ミ ュー ジッ ク の 影響 下 に あっ 
て トラ ッ ド 色 は 薄い 。 し か し ウェ ッ ト で 温もり の ある 曲 の 良さ は 保 
証し て も よく 、 し っ と り し た スト リン グ ス や ツボ を 心得 た コー ラス ・ 
パー ト (5 人 も いる ん だ も ん ね ) が それ を 上 手 く 引き 立て て いる 。 
この フィ ー ル ド の 大 御所 的 存在 、 マ ー テ ィ ン ・ シ ンプ ソン の ギタ ー・ 
ワー ク も まさ に 適 在 適 所 と いっ た 感じ だ 。 次 作 で は 2 人 抜け て 3 人 
編成 と な り 、 プ ルー・ グ ラス 等 の 要素 を 取り 入れ て 多彩 に な っ た が 、 
温もり は 半減 し て し まっ て いる 。 (内 田 ) 








bARYN LIN 
Honour The Rain 
CD/Gypsy Line GY 839 "93 年 


トラ ッ ド 系 女性 ヴァ イオ リス ト と いう フレ 込み 、 あ わ 良 くば 女性 
ヴォ ー カ ル を と 期待 し て 入手 し た の だ が 、 ク レジ ッ ト を 見 る と ヴォ 
ー カ ル は 入っ て いな い 。 全く の イン スト ル メ ンタ ル ・ ア ル バ ム 。 や 
や 気落ち し て プレ イヤ ー に の せ て 音 を 出し た 瞬間 、 そ の 斬新 で クリ 
エイ ティ ヴ な 音 の うねり に 圧倒 され 、 し ば し 時 が 停止 し て し まっ た 。 
ヴァ イオ リン と いう 楽器 に あり と あら ゆる エフ ェクト を か け 、 リ ズ 
ム ・ シ ー ク エン ス 上 で 縦横 無尽 に 走ら せる と いう いわ ば サウ ンド ・ 
コラ ー ジ ュ 。 し か し その や り 方 が 尋常 で は な く ヴ ァ イ オ リン と いう 
楽器 の も つ 表 現 力 の 可能 性 を 数 倍 に も 拡大 し て し まっ て いる 。 ジ ェ 
リー・ グ ッ ド マン の スペ イシ ー さ と リッ ク ・ サ ンダ ー ス の 講 放 さ を 
足し て な お プラ ス ・ ア ルフ ァ を 感じ る 凄い 作品 。 (内 田 ) 





ぞ ら 〇 の 








Christina Harrison 


CHRISTINA HARRISON 
Exiles 
CD/(private press) 番号 な し '91 年 





スコ ッ ト ラ ンド の グラ スゴ ー 生 まれ で ケル ト の 血 を 引く 女性 シン 
ガー。12 才 の と き に アメ リカ に 移住 し 、 マ ジ ソ ン 州 の 片田 舎 で プラ 
イヴ ェ ー ト な 音楽 活動 を 行っ て いる 。 本 作 は 知る 限り で の 唯一 の 作 
品 で あり 、 自 分 に 歌う こと の 楽し さ を 教 えて くれ た 両親 に 捧げ る た 
め に 自分 の 好き な 歌 を セレ クト し た 非常 に 私 的 要素 の 強い も の だ 。 
ダ ギ ー・ マ クレ ー ン の Caledonia′” フェ アポ ー ト (R. ト ンプ スン ) の 
^Farewell Farewell” 等 言わ ず と 知れ た 名 曲 群 を アコ ・ ギ や フル ー ト 
に よる 控え 目 な 演奏 を パッ ク に 油 み な く 優 し く 歌 う 。 大 陸 的 な カラ 
ッ と し た 曲調 の 中 で ほのか に 漂う く ぐ も っ た 「 か げ り 」 が た ま ら な 
く 良 い 。 2 曲 の オリ ジ ナ ル 曲 も カヴァ ー 曲 に ヒ ケ を 取ら ぬ 堂 々 た る 
出来 。 次 作 が ある な ら そ れ を 発展 させ て いっ て ほし い 。 (内 田 ) 


CONNIE DOVER 
Somehody 
CD/Taylor Park TPMD 0101 '91 年 





極上 品 。 エ ン ヤ や クラ ナド も 良い けど 最近 の 作品 は 今風 すぎ て 、 
と 嘆い て お られ る 諸兄 に は 最適 。 声 良し 、 曲 良し 、 ア レン ジ 良 し 、 
と 「 女 性 ヴォ ー カ ル 入 り ト ラッ ド 」 の 三 要 素 を 高 得点 で クリ ア し て 
いる 究極 の 一 枚 で ある 。 適度 に 洗練 され て いて 聴き 易い し 、 今 風 の 
アレ ンジ も 決し て 先走り する こと な く 、 ト ラッ ド 特 有 の バタ 臭 さ を 
上 手 く 緩和 し て いる 。 英 フォ ー ク ・ ル ー ツ 誌 で 大 絶賛 され た この 実 
力 派 シン ガー、 元 は カン ザ ス ・ シ ティ の トラ ッ ド ・ グ ルー プ *SCARTAG- 
LEN* の ヴォ ー カ リス ト 、 ア メリ カ 人 で ある 。 ス コッ トラ ンド の 重鎮 
シリ ー・ ウ イザ ー ド の フィ ル ・ カ ニン ガム の プロ デュ ー ス 。 カ バー 
ケリ ー の メー ナス ・ ラ ニー な ど バ ッ ク も 実力 者 揃い 。 (内 田 ) 





ONNIE DOVER 
The Wishing Well 


CD/Taylor Park TPM 0201 '94 年 





前 作 か ら 大 幅 な 成長 を 遂げ た 2 作 目 。 前 作 と 同じ く 女 性 ヴォ ー カ ル 
の 名 伯楽 フィ ル ・ カ ニン ガム が プロ デュ ー ス を 担当 、 バ パック も カバ 
ケリ ー の マー ナス ・ ラ ニー を は じ め と し て ほぼ 同様 の 布陣 で ある 。 
当然 な が ら 前 作 の 音楽 性 を その まま 引き 継い で いる も の の 、 個 々 の 
曲 の 表情 が より 豊か に な っ て メリ ハリ が つき 、 作 品 と し て の 完成 度 
は さら に 増し た 。 収録 曲 の 大 半 は トラ ッ ド で 、 中 に は フェ アポ ー ト 
の “Sir Patrick Spens′ の 原 曲 と な っ た Hugh The Greame*、 ペ 
ンタ ング ル の 名 唱 で 知ら れる ^Willie 0 Winsbury 等 か な り 有 名 な 
も の も ある が 、 ど れ も が 先達 に ヒ ケ を 取ら ぬ 堂 々 た る も の だ 。 パ バラ 
ー ド も 絶品 。 フ ィ ル の メロ ディ アス な ピア ノ に 人 導 か れ て 歌わ れる 自 
作 の タイ トル 曲 に は 年 甲斐 ちな く ひ どく 感動 し て し まっ た 。 (内田 ) 


及 7 カ 病 昌 7/ ピ っ DIANE TARAZ 
Shoes That Fit Like Sand 
CD/Beacon BCN 10127-2 93 年 





これ は 仲 々 の 名 品 。 下 地 は 明らか に アメ リカ ン ・ フ ォ ー ク で あり 、 
メロ ディ も 明る く カ ラッ と し て いる の だ が 、 ど こ か うし ろ 髪 を 引か 
れる よう な 一 抹 の 監 り が 残る 。 中 で も フル ー ト の 心 暖 まる フレ ー ズ 
が 素 晴 し い Fan” や チェ ロ 、 ヴ ァ イ オ リン (面白 いこ と に ヴァ イオ 
リン と フィ ドル が 分 け て クレ ジッ ト さ れ て いる ) を フィ ー チ ュ ア し 
た 数 曲 な ど は 以前 「 ア ナ ロ グ 盤 探索 」 で 紹介 し た 究極 の デュ オ 、HEAVEN 
& EARTH を 思わ せる 「 プ リティ ッシュ 進化 型 ア メリ カン ・ フ ォ ー ク 」 
最良 の 姿 と いえ る ほど だ 。 ア イリ ッシュ ・ バ ラー ド を 素材 と し た 
^Amaryllis” の 原 曲 は サン ディ ・ デ ニー、 メ イ ・ マ ッ ケ ン ナ そし て ヴ 

ァ ー ミ リオ ン ・ サ ンズ で 有名 な “My Lagan Love” で ある 。 
(内 田 ) 








IANE ZEIGLER 
Sting Of The Honeyhea 
CD/Philo CD PH 1174 '95 年 





ナッ シュ ビル と 並び 、 近年 つと に 優れ た SSW 系 作品 を 輩出 し て い 
る マサ チュ ー セ ッ ツ か ら 登 場 し た トッ プ ・ ク ラス の 実力 派 。 こ の シ 
ー ン で は も は や 名 う て の 重要 人 物 ア ー デ ィ ・ ト ラウ ム が 自信 を も っ 
て プロ デュ ー ス 。 バ パッ ク も ジェ リー・ マ ロッ タ 、 デ ヴィ ッ ド ・ ト ー 
ン ら 凄腕 の ミュ ー ジ シャ ン が し っ か り と 固め て いる こと か ら も その 
期待 の ほど が 完 い 知れ る だ ろう 。 内 容 の 方 も それ に 違わ ぬ 素 晴 し い 
も の で 、 近 年 の SSW モ ノ の 中 で は !90 年 代 前 半 の ベス ト と も 言う べき 
クォリティ 。 曲 の 出来 、 歌 唱 力 、 ア レン ジ 共 々 派手 さ は な い が ソ ツ 
な く 、 完 成 度 が 高い 。 た だ 単に 上 手 い だ け で は な く 、 ハ ー ト ウォ ー 
ム な 表現 力も 群 を 抜い て いる 。 ガ ン と 闘い な が ら 常 に 笑顔 を 絶やさ 
な か っ た 亡 兄 に 捧げ られ た 作品 で ある と いう 。 (内 田 ) 
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EILEEN McGANN 
JOMrn6VS 
CD/Dragonwing DRGN 113-CD '95 年 





oe 


アイ ル ラ ンド 出身 で 現在 は アメ リカ 、 カ ナダ を 中 心 に 手 広 い 活動 
を 行っ て いる 新進 女性 SSW。 ア メリ カ や ヨー ロッ パ の フォ ー ク ・ フ 
ェ ス に も 近年 よく 顔 を 由 し て いる 。 純 トラ ッ ド 畑 の も の は 別に し て 
本 土 の SSW 系 作品 が ケル ト 色 を 「 味 付け 程度 」 に 加え て いた の に 対 
し 、 彼 女 の 作 る 楽曲 の 中 に は 明確 に アイ リッ シュ きっ て の 「 血 の 濃 
さ 」 を 感じ る 。 こ の 3 作 目 で は より 洗練 され た アレ ンジ が 目立つ が 、 
パイ プ や ホイ ッ ス ル 、 ハ ー プ の 奏で る メロ ディ は アメ リカ 大 陸 と は 
また 異な る ケル ト の 雄大 な 草原 を 想起 させ る 。 カ ント リー 色 が 薄い 
と は 言え トラ ッ ド トラ ッ ド し た 音 で は な く 、 あ えて 分 類 す れ ば メア 
凡 三 < コプラ タッ ク や モー ラオ ヨー ニ ネ ル ら アイ ル ラ ンド の ヨシ テン シボ 
ラリ ー・ シ ン ガ ー と 同列 に 見 な すべ き で あろ う 。 (内 田 ) 
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ERIE & MARTHA NAGLER 
(6amada) 
A Right Amd Proner Dwelling 


LP/Barn Swallow BS 1002 77 年 


ENNCAND MARTHA NAGLRR 





非常 に 地味 だ が 、 カ ナダ に も これ だ け 高 水準 の トラ ッ ド 系 アル バム が 存 
在 す る こと を 教え て くれ る 一 枚 。 ジ ャ ケッ ト で アイ リッ シュ ・ ハ ー プ を 弾 
いて いる 女性 ヴォ ー カ リス ト Martha と ギタ ー、 フ ィ ド ル 、 ヴ ォ ー カ ル の 
Eric に よる デュ オ ・ ア ル バ ム で 、 数 曲 を 除い て は ギタ ー、 ベ ペース に あの Bruce 
Cockburn ( 彼 は ここ で プロ デュ ー ス も 行っ て いる ) 他 数 名 を ゲス ト に 迎 
え 、 統一 され た ムー ド の 中 に ヴァ ラ エ ティ 豊か な 内 容 に 仕上 ぼ て お り 、 聴 
き 手 を 飽き させ な い 。A① は パン ジョ ー、 フ ィ ド ル の ナン バー、 2 曲目 は 
SSW フ ァ ン が 涙する High Winds…” を カナ ダ の Sandy Denny と も 言 
うべ き 愛 い の あ る 母性 的 な 歌声 で じっくり 聴か せる 。 ゆっ た り と し た 有 雰 囲 
気 の A③、 余り に クー ル な 渋い プ ブルース A④ の 素晴らし さ 、B 面 は イン ス 
ト ・ ナ ン バ ー を は さ み な が ら 彼 女 の 歌 を じっくり 聴か せる 構成 。 (平野 ) 


FABIENNE THIBAULT (5anada) 
Fahienne Thihault 
LP/Kebec Disc KD 906 76 年 





HARMONIUM や SEGUIN の 周辺 人 脈 と も コネ クシ ョ ン を も つ モ ン 
トリ オー ル の 女性 シン ガー で アル バム も 多数 発表 し て いる 。 "80 年 代 
以降 の も の は か な り ポ ボップ 寄り に な っ て いる が 、 "76 年 発表 の 本 デビ 
ュー 作 よ り 数 作 は HARMONIUM や SEGUIN の コン テン ポラ リー・ フ 
ォ ー ク 版 と いっ た 風情 を 有 し 、 そ の クォリティ は ケベック 廃盤 群 と 
並べ て も か な り 上 位 に 位置 する 素 晴 し いも の だ 。 ア コー ステ ィ ッ ク 
な 曲想 に ファ ンタ ジッ ク さ を た た えた スト リン グ ス と いっ た 理想 的 
な アレ ンジ 、 そ し て 何より 比類 な き 暖か さ を 内 包 し た メロ ディ が 最 
高 。 エ モー ショ ナル で ジェ ント リー。 全 編 で 泣け ます 。 オ ー ケ スト 
ラ を 指揮 し て いる の は SEGUIN で も いい 仕事 を し て いた 「 ケ ベッ ク の 
大 野 雄 二 」OQuentin Heck。CD 化 を 望む 。 (内 田 ) 





FIGGY DUFF (CanmaHa) 
Figgy Duff 
LP/ASM 71356-5000-2 79 年 





カナ ダ は ニュ ー・ フ ァ ン ドラ ンド 島 出 身 で 、 ア メリ カー カナ ダ 圏 
を 代表 する エレ クト リッ ク ・ ト ラッ ド ・ グ ルー プ 。 こ の デビ ュー 作 
は 779 年 の 発表 と な っ て いる が 、 結成 は 773 年 と 古く 、 そ の 頃 か ら 独 自 
の サウ ンド ・ ス タイ ル を 確立 し て いた と いう 。 音 の 方 は ケル ト で は 
な く プ リティ ッシュ の トラ ッ ド が 下地 と な っ て お り 、 往 年 の フェ ア 
ポ ボート や アル ビオ ン ・ バ ンド と の 共通 性 、 影 響 が 感じ られ る 。 テ ク 
ニッ ク も 至っ て 安定 し て いる の が 強み 。 し か し この バン ド の 最大 の 
テイ スト は 紅 一 点 パ メラ ・ モ ー ガ ン の シン ギン グ 。 クール な スタ イ 
ル が 多い この フィ ー ル ド の 中 で 彼女 の パッ ショ ネイ ト な 歌い っ ぷり 
は 貴重 だ 。 プ ロ デ ュ ー ス を 手がけ て いる トム ・ ト ルー マス は TRUE MYTH 
の 中 心 人 物 だ っ た 人 。 (内 田 ) 


FIGGY UFF 
After The Tempest 
CD/Celtic Music CM CO023 83 年 





スタ イリ ッシュ な エレ クト リッ ク ・ ト ラッ ド を 奏で 、 末 だ アク の 
強かっ た デビ ュー 作 か ら よ り 一 層 の 柔軟 性 を 見 せつ けた 2 作 目 。 ダ 
ンス ・ チ ュー ン を 含む イン スト 曲 で は ロッ ク ・ サ ウン ド を 加味 し て 
ライヴ 感 を 増し 、 ま た パメラ を リー ド に 据え た パ バラード ・ チ ュー 
ン で は メロ ディ が より 起伏 の ある 表情 豊か な も の に な っ て いる 。 と 
り わ け リ リカ ル な ピア ノ が 印象 的 な オー プ ニ ン グ ・ ナ ン バ ー の イン 
パク ト は 抜群 。 情 緒 豊 か な か パメラ の シン ギン グ も 相まって シン フォ 
ニッ ク で すら ある 。 こ の 一 曲 で 決ま り だ ろう 。 ペ ンタ ング ル で お 馴 
染み の ^A Sailor Corted A Farmr's Daughter" で は クー ル な ジャ 
ッ キ ー と は 全く 正反対 の ヴォ ー カ ル ・ ス タイ ル と エレ クト リッ ク な 
アプ ロー チ が むし ろ 面 白い 。 (内 田 ) 








FIGGY DUFF 
Weather Out Of The Storm 
CD/ ア ルフ ァ ALCB-455 90 年 


FI6GT.DIEE- 


452 に で 1 Ri 





何と 7 年 間 の 沈黙 の 後に 由 さ れ た 3 作 目 。 こ れ ま で に フィ ー チ ャ 
ー さ れ て いた ダン ス ・ チ ュー ン は 姿 を 消し 、 パ メラ を 全面 的 に 押し 
出し た トラ ッ ド 系 ヴォ ー カ ル ・ ア ル バ ム へ と 姿 を 変え た 。 背景 に ク 
ラナ ド 、 エ ン ヤ に 端 を 発し た コン テン ポラ リー 化 の 「 波 」 が あっ た 
こと は 否定 で きま い 。 し か し ポッ プ 色 の 加わ っ た サウ ンド と 相 変 わ 
ら ず パッ ショ ネイ ト な ヴォ イス は 意外 な ほど 良く 調和 し て お り 、 こ 
の 手 で は あり そう で な か っ た 新た な 魅力 を 生ん で いる 。 エ ン ヤ ら ア 
イリ ッシュ の も つど こ か 湊 癖 で 深 窓 的 な イメ ー ジ と は また 趣 を 異 に 
する も の だ 。 パ バッ ク の 演奏 も 結構 ハイ ・ テ ンション で 物 悲 し 気 な メ 
ロディ の 中 を 去 来 する アコ ー デ ィ オ ン や ホイ ッ ス ル の 誓 き が えも 言 
われ ぬ 和 郷 区 を 呼ぶ 。 (内 田 ) 





FIGGY DUFF 
Downstream 
CD/Hypotic 71356-1009-2 '93 年 





事実 上 の 最終 作 。 大 方 の 予想 通り より コン テン ポラ リー 色 が 強 ま 
り 、 一 部 の 曲 な ど は 女性 ヴォ ー カ ル 系 ポッ プス と の 差別 化 が 難し い 
ほど に こなれ 切っ て いる 。 ト ラッ ド 系 パン ド と し て は 、 例 えば スコ 
ッ ト ラ ンド の カ パ ケ リー の 変化 の し か た と よく 似 て いる よう に 思え 
る が 、 ケ ル テ ィ ッ ク の クー ル さ と いう より は 地 に 足 の つい た よう な 
パワ フル さ が 特 徴 。 や は り 熱 唱 型 の パメラ の シン キン グ ・ ス タイ ル 
が そう 思わ せる の だ ろう 。 今回 は 味付け 程度 だ な っ た 「 ト ラッ ド 色 」 
は メロ ディ アス な サウ ンド と マッ チレ し て 心地 良い 。 何 と この 年 リー 
ダー 格 の ノエ ル ・ デ ィ ン が 死去 し た た め バ ンド は 自然 消滅 。'95 年 に 
未 発表 曲 2 曲 入り の 追悼 盤 「Retrospective'78 一 "93」 を リリ ー ス 。 パ 
メラ は ソロ に 転向 し た 。 (内 田 ) 





ぞ ら 用 








llLDEN BOUGH 
Winter's Dance 
CD/ARC EUCD 1046 85 年 








アメ リカ は オー クラ ンド を 拠点 に 地道 な 活動 を 行い 、 着 実に 支持 

層 を 増やし て いる ケル ティ ッ ク ・ ト ラッ ド ・ グ ルー プ 。'80 年 の デビ 
ュー 以来 関連 作 を 含め る と アル バム は 10 作 品 以上 に 及ぶ 。 結 成 当初 
は 4 人 組 で 、 ハ ー プ を フィ ー チ ャ ー し て ケル ティ ッ ク な 中 に も ギタ 
リス ト の ポー ル ・ エ スピ ノ ザ が 持つ カン トリ ー 風 の 大 陸 的 な 感覚 が 
地味 な が ら も 独特 の 個性 を 与え て いた 。 本 作 は 4 人 編成 で の 最後 の 
作品 に あたり 、 タ イト ル 通 り の クリ スマ ス 曲 集 。 ハ ー プ や ウイ ンド ・ 
チャ イム に よる ドリ ー ミ ー で ファ ンタ ジッ ク な 響 き が 懐 し い 子供 時 
代 を 思い 出さ せる か の よう だ 。 ま さ に 「 天 使 の 歌声 」 の よう な フィ ー 
メイ ル ・ ヴ ォ イ ス は クリ スマ ス の イメ ー ジ に ぴっ た り ハ マ っ て いる 。 
(内 田 ) 





GRADE POOL 
Where We Live 
CD/Reprise 9 26228-2 '90 年 





男女 3 十 2、NY で 録音 。'88 年 に は 「Grace Pool」 が 出 て いる の で 、 
こち ら は 2 一 3 作 目 だ ろう 。 バ イオ 等 は 不明 。 都会 的 な 洗練 さと '70 
年 代 の アメ リカ ン な イメ ー ジ 、 ど こ か 郷 惑 め いた カン トリ ー・ サ イ 
ド っ ぽ さ の 同居 する アコ ー ス ティ ッ ク ・ ロ ッ ク が 持ち 前 。 ギ ター、 
リズ ム 、 ピ アノ 他 の うる さす ぎ な い バ ッ ク も いい が 、 な ん と いっ て 
も エリ ー・ プ ラウ ン の 少し 舌 た ら ず で 哀 舌 を 帯び た 歌声 、 そ し て 曲 
の メロ ディ が 魅力 。 ち ょ っ と オー ル ・ ア バウ ト ・ イ ヴ が 持っ て いた 
陶酔 感 や 感情 移入 の 度 が 入っ て いる が 、 そ こ は ア メリ カ っ ぱ ぽく 明る 
く サ ラッ と し て いる 。 も ちろ ん 音 造 り は メジ ャ ー で 通用 する た ぐい 
の も の で 聴き や すく も ある 。 ゴ シッ ク っ ぽ さ は あま りな い 。 色 気 の 
ある 音 だ が 、 う る さす ぎ ず く すぐ る 。 (松本 ) 


GLDEN BODUGH 
Kids At Heart 
CD/Golden Bough GB 203 "93 年 





9 の 子供 が 描い た と いう 3 人 の メン バー を あし ら っ た 落書 き 調 
の カヴァ ー・ イ ラス ト が 何と も 楽し い "93 年 最新 作 。 出 来 は 相 変 わ ら 
ず 安 定 し て お り 、 ハ ー プ や ホイ ッ ス ル 等 に よっ て 奏で られ る ケル ト 
色 と カ ント リー・ フ レー ヴァ ー が 程よく 溶け 合っ た 心 暖まる 好 ア ル 
バム と な っ て いる 。 元々 この バン ド に は 「 家 庭 的 」 な 雰囲気 の よう 
な も の が あっ て 、 そ れ が 「 ア メリ カ ら し い 」 な ど と も 思っ た り し た 
の だ が 、 本 作 で は 8 人 の 子供 達 に よる コー ラス な ど を 取り 入れ た り 
し て その ムー ド は 一 層 強 まっ た 。 子供 か ら 老 人 まで 幅広 い 層 に 親 し 
め る 音 と は いえ 、 時 と し て 中 世 的 な 趣き を 酸 す フ ィ ド ル や ハー プ の 
プレ イ な ど 、 一 見 単純 を そう で あ りな が ら 懐 は 結構 深い 。 (内 田 ) 





THE GREATEST ILLUSION 
The Greatest lllusiom 
LP/(private press) '73 年 





シア トル で 自主 製作 され た フォ ー ク ・ ア ル バ ム ・ こ うし た 自主 プ 
レス 物 は 宗教 、 思想 的 バッ ク グ ラウ ンド に 依る 物 が 多い が 、 本 作 も 、 
その 例 に 漏れ ぬ 内 容 だ 。 宗 教 的 信仰 の 強 さ が 、 精 神 的 に 音楽 に 与え 
る も の は 非常 に 大 きく 、 そ れ が 作品 の 中 に 洪 み 出 た ジー ザ ス 物 、 教 
会 物 と 呼ば れる レコ ー ド は 欧米 諸国 で も か な り 多 い 。 た だ し 本 作 は 
ジー ザ ス で な くく ヒンドゥー だ が ……。 内 容 は まる っ きり プティ ッ シ 
ュ ・ フ ォ ー ク 然 と し た 女性 vo 物 で 、 ア コー ステ ィ ッ ク ・ ギ ター を メ 
イン に 曲 に よっ て ピア ノ 、 チ ェ ロ 、 フ ルー ト 、 ベ ー ス が か ぶさ る 淡々 
と し た 内 容 。 B 面 の 方 が バラ エ テ ィ ー に 富ん で お り 、 お ご そ か な 高 
み に 達 する ラス ト ・ ナ ン バ パー が ハイ ライ ト 。 ( 秦 田 ) 








HAZLEWOOD IOURNEYS HAZLEW00OD 
JOurnBVS 
CD/(private press) 番号 な し '90 年 





マジ ソン が 、 そ し て アメ リカ が 生ん だ 究極 の トラ ッ ド ・ フ ォ ー ク ・ 
デュ オ 。 カン トリ ー 風 の カラ ッ と し た ムー ド に 取っ て 変わ る の は 770 
年 代 プ リティ ッシュ ・ フ ォ ー ク を 思わ せる 曇り 空 。 そ の 曲 の 「 良 さ 」 
は 往年 の 名 盤 た ちの 中 に 入れ て も 全く 見 劣り し な いと すら 言え る ほ 
ど だ 。 ハ スキ ー な トー ン の スー ザン 、 透 明 感 に 富ん だ グレ イス 、 2 
人 の コー ラス ・ ハ ー モ ニー を 聴く だ け で も う 涙 物 な の だ が 、 加 えて 
キラ キラ し た ピア ノ や リッ ク ・ サ ンダ ー ス を 思わ せる 上 昇 的 な フィ 
ドル 、 優 し い 音色 の ホイ ッ ス ル な どか 曲 毎 に 最大 限 の 効果 を 発揮 し 、 
ファ ンタ ジッ ク な 気分 に ひ た れ る 。 ダ ギー・ マ クレ ー ン の 名 曲 ^Reddy 
For The Storm” な ど は 絶品 で ある 。 も ちろ ん 自作 曲 も 同等 に 良い 
こと は 強調 し て お こう 。 最 高 ノ (内 田 ) 





HEDMAN HLLS MANGSEN 
Voices 
CD/Flying Fish FF-70546 '95 年 





良質 の トラ ッ ド 系 SSW ア ル バ ム を 近年 多数 リリ ー ス し て いる フラ 
イン グ ・ フ ィ ッ シュ ・ レ ー ベ ル の お か か え シ ン ガ ー、 プ リ シ ラ ・ へ 
ルド マン 、 ア ン ・ ヒ ルズ 、 シ ン デ ィ ・ マ ンス ン の 3 名 が 連名 で 発表 
し た 企画 アル バム 。 個々 の ソロ で は カン トリ ー や ジャ ズ 寄 り の ナン 
バー を 歌っ て いた 彼女 た ち が 、 こ こ で は どちら か と いう と トラ ッ ド 
寄り (一 部 純 ト ラッ ド を 含む ) の ソン グ ス に 取り 組ん で いる 。 例 え 
ば アイ リッ シュ や スコ ティ ッシュ の それ と 比べ る と 至っ て 素直 で 多 
少 重 味 に 欠け る キラ イ も ある が 、 ス トリ ング ス や ピア ノ を バッ ク に 
歌わ れる ジェ ント リー な ハー モニ ー は 聴け ば 聴く ほど 心 に 染 む 。 む 
し ろ SSW フ ァ ン の た め の ト ラッ ド 入 門 編 と いえ る か も 知れ な い 。 派 
手 さ は な い が ま ず ま ず の 出来 。 (内 田 ) 





ちら づ 








HIS NAME IS ALIVE 
Livomia 

LP/4AD CAD 0008 "90 年 
CD/4AD 





新人 アー ティ スト が 、 レ ー ベ ル ・ カ ラー に 染め られ る ケー ス は 、 
今 も 昔 も 同じ だ ろう 。 こ の モノ トー ン の カヴァ ー・ セ ンス を 見 て 、 
お お よそ 4AD 系 だ ろう ほど の 当たり は つけ られ る 程 に フォ ロー は 欲 
し い 。 コク トー・ ト ゥ イン ズ が 日 和 っ て し まっ た 今 、 あ の 感覚 を 追 
うな ら ば 、 こ れ だ 。 少し コラ ー ジ ュ が きい て いて 、 角 の 立つ 感覚 が 、 
刺激 的 だ 。 ど こと な く ア コー ステ ィ ッ ク 面 に フォ ー ク 色 を 感じ させ 、 
全体 に ほのか な 明る さ が 4AD ら し く 漂 う あ た り 、 や は り ア メリ カ 出 
か 。 そ れ よ り も 素直 に 、 女 性 ヴォ ー カ ル が 魅力 的 だ と 言っ て し まお 
う 。 ニ ュー・ ウ ェ イ ヴ へ の 偏見 も 消し 易い 。 観 念 的 に 沈み 込む こと 
な く 、 外 へ 発散 で きる 開放 感 を も ち 合わ せ て いる 点 が 、 定 番 と な っ た 
4AD イ メー ジ を 変え て いく の か も し れ な い 。 洲 え は 確か 。 (松本 ) 


HUGO LARG0 
Drum 
CD/Largo 5129 '88 年 





アメ リカ の コク トー・ ツ イン ズ ( と いう の も ケッ コウ 多く て アテ に 
な ら な いけ ど ) と し て 一 般 的 に 有名 な の が 、 こ の ヒュ ー ゴ ・ ラ ル ゴ 
で ある 。 イ ー ノ の 秘蔵 っ 子 と し て も 知ら れる 存在 だ 。 さ て 、 結 論 か 
ら 先 に 言っ て し まえ ば 、 コ クト ー と この バン ド の 類似 性 を それ ほど 
ぼく は 強く 感じ て いな い 。 コ クト ー の 浮き 世 離 れ し た 美 し さ と は は 対 
照 的 に 、 こ の ヒュ ー ゴ ・ ラ ル ゴ の 音楽 か ら は 、 日 常 的 な 美 し さ と い 
う 様 な も の を 感じ る か ら だ 。 それは 、 ヴ ォ ー カ リス ト で ある ミミ が 
持つ 、 ま る で 母親 の よう な 力強い 優し さ に 満ち た 声 に よっ て 生ま れ 
て くる も の な の だ ろう 。 憎しみ 、 苦 し み 、 悲 し み 、 そ ん な すべ て の 
感情 を そっ と 包み 込ん で 癒し て くれ る 、 そ ん な 不思議 な 安らか さ が 
この アル バム に は ある の だ 。 (久保 田 ) 





是 問 ぶ 症 US 生 る 2 の 


INDIG0O 還 RLS 
Swamp Unheria 
CD/ エ ピッ ク ・ ソ ニー ESCA 5973 94 年 





ジョ ー ジ ア 出 身 の 女性 デュ オ で '89 年 に デビ ュー。 様々 な 一 流 ミ ュ 
ー ジ シャ ン の サポ ー ト も あっ て 今や ナッ シュ ビル を 代表 する メジ ャ 
ー・ ア ー テ ィ ス ト へ と 成長 し た 。 デ ビュ ー 当 時 か ら 殺 人 、 同 性 愛 、 
エイ ズ 等 の アメ リカ 的 な マタ ー を 重い 内 容 と は 裏腹 の ソフ ト な フォ 
ー ク ・ サ ウン ド に 乗せ て 歌っ て きた が 、 作 を 追う 毎 に その 音楽 的 な 
表現 法 は より 研ぎ すま され 、 それ は 本 作 に お いて 頂点 を 極め た ( ジ 
ャ ケッ ト も 良い で し ょ )。 オープニング ・ ナ ン バ ー に お ける ロッ ク 的 
な ダイ ナミ ズム は 従来 の 彼女 た ち に は あま り 見 られ な か っ た も の で 、 
サウ ンド 面 で の 飛躍 的 な 成長 を 欠 わ せる 。 ジ ェ リ ー・ マ ロッ タ 、 ダ 
ニー・ ト ンプ スン 、 ジ ェ ー ン ・ シ ペリ ー ら 一 流 ど ころ が こぞって 参 
加 。 それ で も 自分 達 の 味 を 衣 し て いな い 所 は 見 事 。 (内 田 ) 


INGRID KARKLINS 
A Darker Passion 
CD/Green Linnet 1118 '92 年 





正体 不明 の 女性 マル チ ・ ト ラッ ド ・ シ ン ガ ー の 謎 の 作品 。 ア メリ 
カ や ラトビア の トラ ッ ド を 取り 上 げ て いる が 、 プ リ ミ テ ィ ヴ さ と イ 
ジ デ リジェ シス が 同居 じ た よ うな ユニ ー ク な シン ギ シ ング ・ ス タイ ル 

と 斬新 極まりない アレ ンジ は 「 過 激 派 」 と 呼べ る ほど 他 に 類 を 見 な 
い 独 特 の も の だ 。 時 に バラ ッ ド 風 に 優し い 響 き を 聴か せ た か と 思え 
ば 、 不 安 に と りつ か れ た か の よう に が な り 立 て た り 、 時 に は 呪術 的 
な バッ ク の 上 で な まめ か し くさ さや いた り と 非 予定 調和 の 連続 。 ケ 
イト ・ ブ ッシュ の 「 ド リー ミン グ 」 に すら 匹敵 する パワ ー を 感じ る 。 
(内 田 ) 








INGRID KARKLINS 
Anima Mumi 
CD/Green Linnet 1141 "94 年 





アメ リカ の 女性 シン ガー の 2 枚 目 。 前 作 で の イン パク ト は その まま に 
音 が 迷宮 化し た 。 理性 と 情念 の 葛藤 が 幾重 に も 渦 を 巻き 、 ど こま で も 降 
下 し て いく 。 穴 が 深 け りゃ 半径 も 広く 、 罠 に は まっ た 音楽 の 情報 量 も 質 、 
量 共に 多彩 、 曲 は 一 部 ラトビア 等 の 伝承 歌 (彼女 の ルー ツ か ? ) を 元 に 
し て いる が 大 半 は 自作 曲 、 ト ラッ ド ・ シ ン ガ ー と いう 枠 は この 女 に は ま 
っ た く 意 味 を 成 さ な い 。 キ ー ボ ー ド 、 ヴ ァ イ オ リン 、 各 種 民 族 楽器 を 自 
在 に 操り 一 曲 ご と に 多彩 な が アレ ンジ を 聞か せる 腕 達 者 ぶり に も 恐れ 入る 。 
シン プル な が ら 暗 く 意 味 深 な 歌詞 と いい 、 赤い ジャ ケッ ト と いい 、 タ イ 
トル と いい 、 あ まり に も は まり 過ぎ 。 決し て 衝撃 的 な 音 作り で は な く 、 
一 聴 し た 感じ は むし ろ 前 作 よ り 地 味 で ある の だ が 、 聞く ほど に 奥深 く 、 
いく ら で も 深 読 み 可能 、 今 だ に 底 も 出口 も 見 え や し な い 。 (川辺 ) 





THE INNOCENCE MISSION 
MNOEEGEH The Innoeence MiSSion 
還 = CD/A&M CD-5274 '89 年 
/ ポ ニー・ キ ャ ニオ ン PCCY 10079 








イノ セン ス ・ ミ ッ シ ョ ン が 、 ア メリ カ の し か も フィ ラ デ ル フィ ア 
の バン ド だ と 知っ た の は 去年 の 暮れ だ 。 本 人 た ち も 故 卿 の ペン シル 
ヴァ ニア か ら 出 て きた 時 に こう いう 音楽 が ここ フィ ラ デ ル フィ ア に 
は 、 な か っ た と 言っ て いる 。vo& key の カレ ン ・ ペ リス は 、K・ プ ブッ 
シュ 、S・ ニ ックス 、J・ ミ ッ チ ェ ル 等 の 影響 を 感じ させ 少し 舌 た ら ず 
の 声 が 何と も か わい らし い 。 オ ー ル ・ ア バウ ト ・ イ ヴ と 比べ る と か 
な り 明 る い 曲 調 が 多く 晴れ わた っ た 空 や 早春 の 野原 を 散歩 し て いる 
よう な フワ フワ し た 気分 に させ て くれ る アル バム だ 。 パ バッ ク の 音 も 
カレ ン を 引き 立て る 事 に 専念 し て シン プル だ が 究 囲 気 の ある 演奏 に 
も 好感 が 持て る 。 LP 未 収 を ふく む シ ング ル の カヴァ ー も 美しい 。 2 
nd「Umbrella」 も 出 て いる 。 (金井 ) 
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JANE SIBERRY (Canada) 
Jame Siherry 
CD/Eastside 8051 '80 年 
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偏執 的 な まで に 凝っ た ソン グ ・ ラ イ テ ィ ング ぶり で は 定評 の ある 
ジェ ー ン ・ シ ベリ ー も デビ ュー 当時 は ジョ ニ ・ ミ ッ チ ェ ル 影響 下 の 
フォ ー ク ・ ロ ッ ク を 奏で て いた 。 確 か に オー バー・ ダ ビン グ さ れ た 
コー ラス ・ パ ー ト な ど に 時 折 オ ヤ っ と 思わ せる 箇所 は ある も の の 、 
アコ ー ス ティ ッ ク ・ ギ ター や ピア ノ を 中 心 と し た バッ キン グ は 後 の 
作風 を 考え れ ば 驚く ほど シン プル で ある 。 看 板 で ある サン プリ ング ク ・ 
シン セ 群 は ほとん ど 使 用 し て いな い 。 当然 な が ら フ ォ ー ク 系 アル バ 
ム と し て は 質 が 高く 、 か つ 個 性 的 で 、 独 特 の メロ ディ ・ ラ イン や フ 


ァ ル セッ ト を 多用 し た シン ギン グ ・ ス タイ ル な ど に 以後 の 大 飛躍 に 
つなが る 「 タ ネ 」 が 見 え 隠れ し て いる 。 廃盤 ブ ー ム 当時 一 部 で 話題 
と な っ た の が うな ず け る 内 容 。 (内 田 ) 


JANE SIBERRY 
The Speckless Skv 
CD/Duke OD-0305 '85 年 





過渡 期 的 な 2 作 目 「No Borders Here」 を 経て 、 い よい よ ょ 彼女 の 
偏執 的 ソン グラ イタ ー と し て の 才能 が 最大 限 に 発揮 され た 感 の ある 
3 rd アル バム 。 と に か く ア レン ジ の 凝り 方 が 尋常 で は な く 、 ト リッ キ 
ー な ヴォ イス ・ サ ンプ リン グ や 装飾 的 な 楽器 音 な ど が 高度 に 入り 組 
み 、 何 度 聴 いて も 全体 像 が 仲 々 把握 で き な い 。 それ な の に クリ アー 
な ヴォ イス に よっ て 歌わ れる メロ ディ ・ ラ イン は カナ ダ の 大 草原 を 
思わ せる ほど に ナチ ュ ラ ル 極 まり な い の だ か ら ス ゴイ 。 メ カニ カル 
な の に ハー トウ ォ ー ム と いう 実に 不思議 な サウ ンド な の だ 。 こ の ト 
リッ キー さと ナチ ュ ラ ル さ の 対比 は 日 本 の シー ン に も 少な か ら ず 影 
響 を 与え 、 本 作 を 手 本 に か の 遊佐 未森 が 快 作 「 ハ ル モ ニ オデ オン 」 
を 完成 させ た 。 (内 田 ) 





JANE SIBERRY 
The Walkimg 


CD/Reprise 9 25678-2 '87 年 





頂点 を 極め 、 も う 後 が な いと 思わ れ て いた 前 作 を 受け て 更 な る 成 
長 を 遂げ た 4 作 目 。 掛 け 値 な し の 最高 傑作 で ある 。 何 が 凄い っ て 、 
あの フェ アラ イト を 駆使 し た 複雑 で トリ ッ キ ー な アレ ンジ は その ま 
ま に 、 曲 が 大 作 化し て し まっ て いる の だ 。 し か も スキ が 全く な い 。 
9 分 を 越え る オー プ ニ ン グ ・ ナ ン バ ー な ど は 曲 が 初 期 の ナチ ュ ラ ル 
さ を 保 ちな が ら 曲 が 目まぐるしく 、 ド ラマ チッ ク に 変化 する 息 を も 
つか せめ ぬ 展 開 に た だ 圧倒 され る の み 。 リ ズム ・ セ クシ ョ ン も 極め て 
テク ニカ ル で あり 、 そ の 密度 は 筆舌 に 尽く し 難い 。 彼女 の シン ガー、 
そし て コン ポー ザー と し て の 全 才 能 が ここ に 凝縮 され た と いっ て も 
過言 で は な か ろう 。 ラ スト の 大 曲 も 圧巻 。 見 て みた い 気 も する が 、 
これ ら の 曲 を ライ ヴ で 再現 する こと は まず 無理 と 思わ れる 。 (内田 ) 


JANE SIBERRY 

When | Was A Boy 

CD/ ワ ー ナ ー・ ミ ュー ジッ ク WPCP-5309 
93 年 





パラ ノイ ア 的 な ポ ボップ ・ サ ウン ド と し て は は 唯一 無 二 の 世界 を 築き 
上 げた 3 一 4 作 目 の 反動 か ら か 、 続 く 5th「Bound By The Beauty」 
で は 多少 アコ ー ス ティ ッ ク な 音 へ と 回 帰し て いた が 、 こ の 6 作 目 で 
は 打ち 込み ビー ト や ダー ク ・ ア ン ビ エン ト 色 を 加え る な ど 時 流 の 変 
化 へ と 即応 し た アレ ンジ を 見 せ て いる 。 曲 の 出来 は 相変わらず の 折 
り 紙 付き で ある も の の 、 多 少 暗 め の メ ロディ ・ ラ イン や メリ ハリ の 
少な さ は 彼女 の ナチ ュ ラ ル な 感性 に 共鳴 し て いた ファ ン か ら す れ ば 
多少 退屈 さ を 覚え る か も 知れ な い 。 プ ライ アン ・ イ ー ノ 、 シ ル ヴ ィ 
アン & フ リッ プ の サポ ー ト で 知ら れる マイ ケル ・ ブ ルッ ク ら この フ 
ィ ー ル ド の 精鋭 が こぞって 参加 。 ヴィオラ を 弾い て いる ベン ・ ミ ン 
ク は 元 FM の あの 人 。 (内 田 ) 








JANE SIBERRY 
Maria 
CD/Reprise 9 45915-2 '95 年 





これ まで の サン プリ ング に よる 迷宮 的 サウ ンド ・ ア プロ ー チ か ら 
一 転 、 本 7 th で は ピア ノ と リズ ム ・ セ クシ ョ ン に よる 最小 限 に 押 えた 
ジャ ズ ・ シ ン ガ ー 物 に 挑戦 し て いる 。 一 聴 非常 に オー ソ ド ッ クス に 
聞こ え 、 彼 女 の 純 シン ガー と し て の 実力 の ほど が 知ら れる が 、 時 に 
妙 な メロ ディ ・ ラ イン や この 手 と し て は ユニ ー ク な ファ ルセット な 
ど が 飛び 出し て 一 筋 縄 で は いか な い 。 加 えて 20 分 を 越え る 曲 が 2 つ 
と いう アル バム 構成 に も 驚く 。 ク リア ー な ピア ノ と ヴォ イス が 一 体 
と な っ た これ ら の 楽曲 は 終始 美 し さ に 満ち 、 ア ッ と 言う 間 に 時 が 経 
っ て し まう 。 個人 的 に は 4 作 目 以来 久々 の 快 心 作 と 見 て いる 。 ジ ャ 
ジー な 中 に ハッ と する よう な ロッ ク ・ ビ ー ト が 顔 を 出す の も 面白 い 。 

(内 田 ) 





JANIE MITCHELL 
Psaim & Smuall 
CD/New Weave NWCD-454 '92 年 








アメ リカ の マイ ナー・ レ ー ベ ル 、New Weave よ り 登 場 し た 知ら れ 
ざる 女性 シン ガー の ソロ ・ ア ル バ ム 。 同一 レー ベル の 秘蔵 っ 子 で あ 
る らし い 。 曲想 は や や ポッ プ だ が 、 そ この ゴシック 風 の 「 影 」 や ー 
人 多重 録音 に よる 天界 系 の ヒー リン グ ・ ヴ ォ イ ス 、 そ し て 適度 な ト 
ラッ ド 風 味 を うま く 絡 ませ た ユニ ー ク な も の 。 し か し 、 そ れ だ け で 
は な い 。 声質 や 唱 法 が 「 は か ら ず も 」 ジ ュ リ アン ヌ ・ リ ー ガ ン に 酷 
似 し て いる の だ 。 数 曲 な ど は 名 前 を 伏せ て 「 彼 女 の ソ ロ ・ ア ル バ ム 」 
と 言っ て 聴か せ て も 信じ る だ ろう 。 コ ピー で は な い 。 納 得する だ け 
の 内 容 が 伴っ て いる の だ 。 (内 田 ) 
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JEM MOORE & ARIANE LYDON 
0 Susamna 
CD/Beacon BCN 10134-2 94 年 
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見 か け は デュ オ 名 義 だ が 、 ハ ンマ ー・ ダ ル シ マ ー や ホイ ッ ス ル を 
自在 に 操る マル チ ・ プ レイ ヤー と 汎 世界 的 な 視野 を 持っ た 新進 女性 
シン ガー に よる 意欲 的 な 「 ネ オ ・ ト ラディ ショ ナル 」 ア ル バ ム 。 シ 
ン ガ ー の アリ アン ヌ は アメ リカ に 定住 する 前 に ヨー ロッ パ 、 ア ジア 、 
中 東 な ど を 点々 と し 、 そ こ で 様々 な 伝承 音楽 の 素養 を 身 に つけ た 。 
それ が この アル バム の バラ エ テ ィ の 礁 と な り 、 多 彩 か つ 高 密度 な ク 
リエ イ テ ィ ヴ 極 まり な い 作 品 が 出来 上 が っ て いる 。 イ ング リッ シュ ・ 
トラ ッ ド の 名 曲 “The Soldier & The Maiden" は アパ ラチ ア 出 脈 の 
民族 歌 風 に デフ ォ ル メ さ れ 、 ギ ター 曲 ^ ア ル ハ ンプ ブラ” は ハン マー・ 
ダル シマ ー で の 新 解釈 が 施さ れる 。 か の 有名 な フォ スタ ー の 表題 曲 
が こん な に 深い 曲 と は 知ら な ん だ 。 才 能 あ る な あ 。 (内 田 ) 


JENNY AVILA & AMY TORCHIA 
Change Is 
CD/Jennamy Music JAAT93 93 年 





美しい カラ ー の ジャ ケッ ト に 包ま れ た この アル バム 、 内 容 も まさ 
に その イメ ー ジ に ピッ タリ と いっ た 感じ で 、「 清 部 」、「 可 憐 」 と いっ 
た 言葉 が すぐ に 思い 浮か ぶ 。 ロ ー・ ト ー ン の 落ち 付い た 声 を も つ ジ 
ェ ニ ー、 思 わ ず 守 っ て あげ た く な る ほど 繊細 な 声質 の エイ ミー、 こ 
の 2 人 が 切々 と 優美 な パラ ー ド ・ チ ュー ン を ハモ リ 上 げ れ ば 聴き 手 
は いつ し か 夢 の 中 。 室 内 楽 風 の ス トリ ング ス や 伸び や か な フル ー ト 
な ど が さり 気 な く 色 を 添え る 。 静 か な アコ ・ ギ の アル ベジ オ か ら 徐 々 
に 盛り 上 が り 、 サ ビ を ハー モニ ー で 歌い 上 げ る 展開 が た ま ら な く 良 
い 。 楽 器 群 の 中 に 何故 か 日 本 の 古典 楽器 「 こ きり こ 」 が フィ ー チ ャ 
ーー され て いる の は 興味 深い 。 愛 らし い ル ックス 通り 、 素 顔 の 彼女 た 
ちもと て も ステ キ な 女性 な の で す よ 。 (内 田 ) 





JENNIE AUILA & AMY TORCHIA 
Live At Godfey Danmiels 
CD/Jenamy Music JAAT 94 94 年 





本 誌 で は 未 紹 介 だ っ た が 、 カ ラフ ル で 美しい カヴァ ー・ ア ー ト と 
それ に 負け な い 内 容 を も っ た 好 デ ビュ ー 作 「Change Is」 で 一 部 で 話 
題 と な っ た 女性 フォ ー ク ・ デ ュ オ の 2 作 目 に し て ライ ヴ ・ ア ル バ ム 。 
フル ー ト や 弦楽 器 で ゴー ジャ ス に 飾ら れ た 前 作 と は うっ て 変わ っ た 
2 人 だ け の ステ ー ジ 。 質素 な 分 や や 渋 め の 印象 を 受け る が 、 物 悲し 
さや 優し さ の こも っ た 楽曲 の 良さ は より 強調 され 、 繰 り 返 し 聴く と 
ジワ ジワ と 感動 が 沸い て くる 。Simple ls The Best を 地 で いく 作品 。 
ラス ト の ハワイ アン は 御 愛 婚 。 ラ イヴ の 楽し い ム ー ド が モロ に 伝 わ 
っ て き て 良い 良い 。 (内 田 ) 


iFPRY DONAHUE 


Neck Of The Wond 
CD/RGF CD 011 '92 年 





ニュ ー ヨ ー ク 生ま れ の ロン ドン 育ち 、 名 う て の ギタ ー・ キ ッ ズ 、 
ジェ リー・ ド ナ ヒ ュ ー は FOTHERINGAY や FAIRPORT 等 の 参加 に よ 
り 、 プ リティ ッシュ ・ フ ォ ー ク ・ シ ー ン で 数 々 の 名 演 と 実績 を 残し 
て きた 。 リ チャ ー ド ・ ト ンプ ソン と は また 異な る 「 ア メリ カ 的 」 な 
アプ ロー チ で プリ ティ ッシュ ・ フ ォ ー ク に カン トリ ー や プ ブルー グラ 
ス を 持ち 込ん で きた 彼 だ が 、 ソ ロ ・ ア ル バ ム で は そう し た ルー ツ 志 
向 が 大 爆発 、 ス トリ ング ・ ベ ンダ ー や エフ ェ ク タ ー を 駆使 し た イキ 
の 良い ギタ ー・ ア ル バ ム を 制作 し 続け て いる 。 ペ ッ グ 、 マ タッ クス 
ら が 全面 協力 し た この 2 nd ソロ で は テク ニカ ル な が ら メ ロディ アス 
な 彼 の ギタ ー・ ワ ー ク が 存 分 に 堪能 で きる 。 現 在 は ギタ ー・ ト リオ 
HELLECASTERS を 率い て 更に ギタ ー の 可能 性 を 追求 中 。 (内田) 
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'92 年 に 自主 制作 され た 女性 ヴォ ー カ ル に よる ハー プ の 弾き 語り ア 
ル バ パム 。 テ レー ズ ・ シ ュ ロ ー ダ ー・ シ ェ ー カ ー ほ ど シ リア ス で は な 
く 、 ま た ロリ ー ナ ・ マ ッ ケ ニッ ト よ り は トラ ッ ド 寄り と いう いい 意 
味 で 中 唐 の ある 好 作 品 で 、 こ の 手 の 音 が 好き な ら ば 絶対 に イケ る 。 
タイ トル の 「 ハ ー ヴ ェ ス ト 」 が 示す 通り どこ と な く 草 原 や 森 と いっ 
に 「 縁 」 の イメ ー ジ が あっ た りす る の だ が 、 ウ ー リ アン ・ パ イプ や 
アイ リッ シュ ・ フ ルー ト 等 の ケル ト 系 民族 楽器 と 落ち 着き の ある ヴ 
ォ イ ス が この ナチ ュ ラ ル な 音 世 界 を 見 事 に 描き っ て いる 。「 自 然 の 大 
切 さ を 思い 出し て ほし い 」 が テー マ の よう で 、CD の 売り 上 げ の 109% 
は 自然 保護 団体 へ 寄付 され る と いう 。 (内 田 ) 





JULIE CRUISE 
Floating Into The Night 


CD/Warner 25859-2 '89 年 
/ ワ ー ナ ー・ ミ ュー ジッ ク WPCP-3172 


IE NIGHT 





「 エ レフ ァ ン ト ・ マ ン 」 等 で 知ら れる 著名 映画 監督 デ ゾ ヴィッ ド ・ リ 
ンチ が 全面 グロ デー スズ ス じ た! 謎 の シン ガー」 ジョ リー バク ルーズ 
の 1 st アル バム 。 リ ンチ の 秘蔵 っ 子 的 な 存在 で あっ た 彼女 は 女優 業 も 
ソ ツ な く こ な し 、 本 作 収 録 曲 を モチ ー フ と し た 映像 作品 の 中 で も 「 語 
り 部 」 的 な 役割 を 演じ て いる 。 要 は 映像 と 音楽 と が 一 体 と な っ た ト 
タリ の Ri の の ジン Nic ド ラッ ルク 4 と 見 ie で きる だ の の 5 
リン チ が 作詩 を 担当 、 有 能 な サウ ンド ・ ク リエ イタ ー、 ア ンジ ュ ロ ・ 
バダ ラメ ン テ ィ が バッ ク ・ ア ッ プ し た 楽曲 は 終始 タイ トル 通り の 浮 
遊 感 に 満ち も 、 エ フェ クト の か か っ た ヴォ イス と 共に 不思議 な 気分 に 
ひ た れ る 。 ギ ョ ッ と する よう な トリ ッ キ ー は 演出 は 映像 と 抱き 合わ 
せ で 鑑賞 する と 効果 的 。 (内 田 ) 
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JULIE CRUISE 
The Voice Of Love 
CD/Warer Bros 9 45390-2 93 年 


























前 作 と 全く 同じ 布陣 で 制作 され た 2 作 目 。 作品 的 な 傾向 は ほぼ 変 
わら ず 、 今 回 も 同等 の ノスタルジー に どっ ぷり 浸れ る 。 映 像 作品 が 
付随 し て な い 分 (も し 存在 し て いる の な ら 早 急 に LD リ リー ス を 名 い 
ます 。 リ ンチ さん )、 シ ョ ッ キ ング な トリ ッ ク は 影 を 潜め 、 よ り 音 楽 
的 に な っ て アル バム と し て まとまり の ある も の と な っ た 。 純粋 に 彼 
女 の 歌 に シン パシ ー を 感じ て きた 音楽 ファ ン は そこ に 新た な 魅力 を 
見 い 出す だ ろう し 、 反 面 リ ンチ の 映像 美 を フィ ルター に 興味 を 抱い 
て きた 向き に は 純 シ ン ガ ー 的 に な っ た 彼女 に 対し て 一 涼 の 寂し さ を 
覚え る か も 知れ な い 。 と は 言え 、'60 年 代 風 の オー ルディ な 感覚 と モ 
ダン な アレ ンジ の ミス ・ マ ッ チ は ここ で も 健在 、 結 局 片方 を 気 に 入 
れ ば 両方 と も 「 買 い 」 な の だ ろう が …… (内 田 ) 


KAILA FLEXER & THIRD EAR 
Listen 
CD/Compass 7 42262 '95 年 





テク ニカ ル な イン スト ・ サ ウン ド を 前 面 に 出し た カリ フォ ルニア 
の アン サン ブル ・ グ ルー プ 。 コン トラ バス や マリ ン バ を 多用 し て モ 
ダン ・ ジ ャ ズ 色 を 取り 入れ 、 目 まぐ る し い 変 拍子 を 伴い な が ら 疾 走 
する 様 は ちょ うど オラ ンダ の フレ アー ク (特に Ted De Jong 在 籍 ) 
を 思わ せ 、 リ ー ダ ー の 女性 ヴァ イオ リ ニ ス ト 、 カ イラ ・ フ レー ザー 
を は じ め と する 各 人 の テク ニッ ク も 特筆 に 値する ほど 高い 。 素 材 は 
プ ブルガリア の トラ ッ ド や クレ ツマ ー な どの ジプシー 音楽 に 及び 、 自 
作曲 に お いて も その ムー ド が あり あり で ある 。 ア メリ カ の 多く の ト 
ラッ ド 系 アー ティ スト が 自ら の ルー ツ を 求め て ケル ト 音 楽 等 に 走っ 
た の に 対し 、 こ の 作品 は 優れ た ジャ ズ ・ ミ ュー ジ シ ャ ン が 「 面 白い 
素材 を 求め た 」 結 果 ト ラッ ド と 出会っ た も の と いえ よう 。 (内 田 ) 








KATE CAMPBELL 
SongS From The Levee 
CD/Compass 7 42252 '95 年 















































INDIGO GIRLS 等 の メジ ャ ー は も と より 、 ア ンダ ー グ ラン ド と も な 
る と 庶 知 れ ぬ シー ン を 形成 し て いる 近年 の ナッ シュ ビル 系 か ら 登 場 
し た 期待 の 新人 女性 シン ガ ぽ 。 こ れ が デビ ュー 作 と 思わ れる 。 ス ラ 
イド ・ ギ ター や ド プ ロ を フィ ー チ ャ ー し た オー ソ ド ッ クス な カン ト 
リー・ サ ウン ド が ベー ス と な っ て お り 、 確 か に モロ それ も の の 曲 も 
ある が 、 曲 に よっ て は うねり を 上 げ る ハモ ンド ・ オ ル ガ ン や メロ デ 
ィ ア ス な ヴァ イオ リン な ど が 顔 を 出し て 大 い に 盛 り 上 が る 。 イ キ の 
良い カン トリ ー・ ロ ッ ク ・ ナ ン バ ー の 間 に 挟 まれ る スロ ー・ バ ラー 
ド に お ける スト リン グ ス と アコ ー デ ィ オ ン に よる クー ル ダ ウ ン 効 果 
も 絶大 。「 カ ント リー な ん て 」 な ど と 言わ ず 、 こ の 際 ト ラッ ド 系 女性 
ヴォ ー カ ル ・ フ ァ ン 全般 に スス メ て みた い 。 (内 田 ) 


KATE PRICE 
The Time Between 


CD/Priceless Productions PP 402 
'93 年 





回 9 還 22vIcZS2 の 0 ニコ INR 主 三 に コン ドニ の 4 三 35RC2N 人 OKU ジジ 
ォ ニ ニック ・ フ ァ ン を も うな ら せ る トラ ッ ド 系 女性 シン ガー」 と し て 
の 地位 を 確立 し た 感 の ある ケイ ト ・ プ ライ ス 。 実 は カセ ッ ト ・ オ ン 
リー の デビ ュー 作 ・「Kate Price」('83 年 ) の 存在 が 確認 され て いる の 
だ が 、 本 人 曰く 「 内 容 に 自信 が な い 」 と の こと で CD 化 に は 至っ て い 
な い 。 それ に 続く 本 作 は も は や 女性 ヴォ ー カ ル ・ フ ァ ン の 必携 アイ 
テム と し て 認知 済 。 全 編 を ケル ティ ッ ク で 深淵 な ムー ド が 覆い 、 そ 
こ に ミス テリ アス な エン ジェ ル ・ ヴ ォ イ ス が か ぶさ る と いう 理想 的 
な 内 容 で ある 。 合 い 間 に ピア ノ と ヴァ イオ リン 、 ハ ンマ ー・ ダ ル シ 
マー (彼女 は これ の 一 流 プ レイ ヤー と し て も 知ら れる ) に よる クラ 
シカ ル な 小曲 を 挟む と いう 構成 も 絶妙 だ 。 (内 田 ) 




















條 RSS KATE PRICE 
呈 議 症 U66n Hparts Core 
職 科 信 CD/Access AML-500 "95 年 
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女性 ヴォ ー カ ル ・ フ ァ ン の 必須 アイ テム と な っ た 前 作 の 後 を 受け 、 
その 路線 を 真っ 向 か ら 引き 継い だ 上 に 更 な る 成長 を も 遂げ た 2 nd ア 
ル バ ム 。 前 作 で 見 せ た 楽 曲 の 「 良 さ 」、「 深 さ 」 は さら に 洗練 され 、 
一 曲 一 曲 の 存在 感 も 増し た 。 リ コー ダー、 ヴ ァ イ オ リン と いっ た 楽 
器 群 の 使用 法 も 申し 分 な いし 、 ヴ ォ ー カ ル の 表現 力も も は や 「 至 福 」 
の 極み に 達し て いる 。 ク ラ シ カ ル で 深み の ある 曲想 は シン フォ ニッ 
ク ・ フ ァ ン に も 強く 支持 きれ そう 。 こ れ で この ルッ クス 、 ジ ャ ケッ 
ト な の だ か ら 何 の 文句 も つけ よう が な い 。 因 み に 彼 女 、 こ れ ら 2 作 


が ブレ イク する 以前 は ケニー・ ロ ギン ス の サポ ー ト ・ シ ン ガ ー を や 
っ て お り 、「Leap Of Faith」、「Return To Pooh Corner」 の 2 作 に 
参加 し て いる ( 出 た な ^ 衝 撃 の 過去 "シリー ズ )。 (内 田 ) 





Ne 骨 KIMBERY MCARVER 
Inherited Road 
CD/Philo CD PH 1179 '94 年 





この コー ナー で は これ ま て 未 紹 介 の カン トリ ー 寄 り の 作品 を 取り 
上 げ て きた が 、 こ うし て レヴ ュー の た め に 1 日 に 何 枚 も 聴く と 言っ 
て も 作品 に よっ て いろ いろ な カラ ー、 表 情 が ある も ん だ 。 これ は テ 
キサ ス 在 住 の 女性 シン ガー の 2 作 目 で 、 今 回 セレ クト し た アイ テム 
の 中 で は 最も オー ソ ド ッ クス な 部 類 に 属す る も の で ある 。 ラ イト な 
メロ ディ と カラ ッ と し た 明る さ は 一 度 聴い て も 二 度 聴い て も や は り 
地味 だ が 、10 度 くら い 聴 き 返 せ ば 結構 良さ が 染み て くる か も 知れ な 
い 。 歌唱 は 安定 し て いる し 、 伸 びやかな フィ ドル の 音色 が また 、 い 
いん だ 。'93 年 渡 英 期 に 1 st を ジャ ケイ で 衝動 買い し て 、 そ れ 以 来 の お 
付き 合い 。 写真 喘 り は 1 st の 方 が 上 、 失 礼 し まし た 。 (内 田 ) 








5 








LAURA ALLAN 
Reflections 
L P/Hear & Now 18-7302-1 '8O 年 











生き 残っ た ヒッ ピー が 10 年 を 経て ニュ ー エ イジ に 向かう 。 そ の 時 
の 浄化 を 感じ させ る アコ ー ス ティ ッ ク ・ ミ ュー ジッ ク だ 。 も し く は 
自然 讃 美的 な 。 人 間 も 動物 も 大 地 も 植物 も 空気 も 、 み ん な 等 し く 恵 
みあ っ て ここ に 在 る 、 と いっ た パタ ー ン の 。 !60 年 代 後半 を サン フラ 
ン シ ス コ で 青 し 、 その後 コー ラス 隊 と FLOATING LOTUS MAGIC 
OPERA COMPANY と いう グル ー プ に 入っ た と ライ ナー に ある わけ だ 。 
ツィ ター が 湖面 の きら めき を イメ ー ジ させ 、 そ こ に スキ ャ ッ ト ぶ ふう 
の 彼女 の 声 や ゲス ト の フル ー ト が 舞う よう に 流れ て は 現われ 消え る 。 
だ か ら 浄 化 さ れ て メデ ィ テ イシ ョ ナル で も ある 。 独特 の 雰囲気 を 持 
っ た アコ ー ス ティ ッ ク ・ ミ ュー ジッ ク 。 イ ン テ リ ジェ ント いう に は 
温か み が あ る 。NY の 録音 。 A 面 3 曲 、B 面 1 曲 。 (松本 ) 


LAVA HAY (Canada) 
With A Picture In Mimd 
CD/Network W2-30066 "92 年 





か の ロビ ー・ ロ バー ト ソ ン が 大 絶賛 し た と いう カナ ダ の フォ ー ク ・ 
デュ オ 。 ア メリ カ の 一 連 の 作品 の よう な カン トリ ー 色 は な く 、 ど こ 
か '60 年 代 を 思わ せる サイ ケ ・ ト ー ン を 帯び て いる の が 特徴 と いえ る 。 
バタ バタ し た リズ ム に うねり を 上 げ る ハモ ンド 、 気 だ ちい ヴォ ー カ 
ル 。 そ の いずれ も が 「 古 き 良 き 時 代 」 を 思い 起こ させ 、 と て も 心地 
良い 。 若 い フ ァ ン に は カー ディ ガン ズ と か シナ モン と か 、 あ あい う 
「 渋 谷 系 」 の 音 を 引き 合い に 出す と 分 か り 易い と 思う が 、 確 か に その 
手 の 音 に ハマ っ て いる 人 に 何 気 に 気 か せる と 意外 と 支持 され そう 。 
クラ シカ ル な チェ ロ な ど フ ィ ー チ ュ ア し て どこ か サラ ッ と 流れ て い 
か な いも どか し さか が 最高 。 "90 年 代 と いう 時 期 に この よう な 作品 が メ 
ジャ ー か ら 出 て 来 た の は 喜ば し い 限 り 。 (内 田 ) 





LESLIE TUCKER 
Im ThiS Ronm 
CD/Compass 7 42882 '95 年 





今や すっ か り ジ ャ ン ル 化し た ナッ シュ ビル ・ カ ント リー・ フ ォ ー 
ク ・ ロ ッ ク ・ シ ー ン (うっ 、 長 い ) の 奥 の 深 さ を まざまざ と 見 せつ 
ける 隠れ た 名 盤 。 い わ ゆ る 「 カ ント リー 色 」 は 薄く 、 そ の ウェ ッ ト 
で あり な が ら 気 品 の ある 音 作り は むし ろ ア イリ ッシュ や スコ ティ ッ 
シュ に お ける 最良 策 の SSW 系 作品 を 想起 させ る 。 そこ で 数 名 の メア 
り リー ォ デ ラッ ク に ハマ っ て し まっ た 一 般 リ スナ ー (た だ し 対象 は す 
べ て 女性 ) に 聴か せ て みた いと ころ 、 全 員 が いた く 気 に 入っ て くれ 
た 。 皆 一 様 に 「 心 が 洗わ れる 」 の だ と 言う 。 散々 タメ を 効か せ て お 
いて クラ イマ ックス で 一 気 に 盛り 上 が る メロ ディ は 涙 物 。 キ ラキ ラ 
し た ピア ノ や 室内 楽 風 の チ ェ ロ も 最高 の 演出 効果 を あげ る 。 個人 的 
に は 「 カ ント リー 系 女性 ソロ ・ シ ン ガ ー 大 賞 」 を あげ た い 。 (内 田 ) 





LISA MEDNICK 
Artifacts Of Love 
CD/Daja Disc DCD7209 94 年 





英 フ ォ ー ク ・ ル ー ツ 誌 の オマ ケ に つい て いた サン プル ・ オ ム ニ バ 
ス CD の 中 で た な びく オル ガン と 沈む よう な 曲想 が 気 に な り 、 ず っ と 
チェ ッ ク を 入れ て いた テキ サス の 女性 シン ガー。 マ イナ ー・ リ リー 
ス の た め 当 然 日 本 の マー ケッ ト で は 見 つか ら ず 、 結局 '94 年 渡 欧 時 に 
よう や く ゲ ッ ト し た 。 で 、 聴 いて みる と これ が 意外 と スト レー ト な 
フィ ー メ イル ・ ロ ッ ク 。 キ レ の 良い リズ ム ・ セ クシ ョ ン や 乾い た 音 
色 の ギタ ー な ど を 配 し 、 往 年 の リン ダ ・ ロ ン シ ュ タッ ト の それ を 思 
わせ る 小 粋 な カン トリ ー・ ロ ッ ク が 肩 を 並べ て いる 。 初めて 聴い た 
時 は 少し 当惑 っ た が 、 こ れ が カッ コ い い 。 や は り 自 演 に よる クセ の 
強い ハモ ンド ・ オ ル ガ ン が 曲 に 新鮮 な アク セン ト を 与え て いる の だ 。 
③⑤⑧ は 当初 の イメ ー ジ 通り 。 (内 田 ) 








LOREENA McKENNITT (Canada) 
Elemental 
CD/Quinlan Road QRCD 101 '85 年 


ELEMENIAL 





カナ ダ 、 そ し て 今や ワー ルド ・ ワ イド に その 名 を 広め て いる トラ 
ディ ショ ナル ・ ア ー テ ィ ス ト 、 ロ リー ナ ・ マ ッ ケ ニッ ト の 記念 すべ 
き デ ビュ ー・ ア ル バ ム 。 元 を た どれ ば アイ リッ シュ の 血 を 引く 彼女 
が ケル ト 音 楽に 目覚 め た の は アラ ン ・ ス ティ ー ヴ ェ ル の アル バム を 
耳 に し た こと が 契機 で あり 、 そ の 後 ケ ル テ ィ ッ ク ・ ハ ー プ と 声楽 を 
学び 、 満 を 持 し て '85 年 に 本 作 が 完成 し た 。 よ く 引 き 合 い に 出さ れる 
エン ヤ が 登場 する 1 年 も 前 の こと で ある 。 “Blacksmith? を は じ め と 
する トラ ッ ド の 名 曲 を 多く 取り 上 げ 、 後 の アル バム と 比べ る と 未だ 
模 令 の 域 を 由 て いな い 感 は ある も の の 、 独 特 の リヴ ァ ー ヴ を か けた 
アレ ンジ に よる サウ ンド ・ ス タイ ル は 既に 確立 され て いる 。 定番 ト 
ラッ ド よ り は オリ ジ ナ ル 曲 の 今後 に つなが る 種 が 見 える 。 (内 田 ) 





LOREENA McKENNITT 
To Drive The Cold Winter Away 
CD/Quinlan Road QRCD 102 「'87 年 





当時 は クリ スマ ス の た め の ス ペ シ ャ ル ・ ア ル バ ム と し て リリ ー ス 
され て いた 2 作 目 (アイ ル ラ ンド や 北欧 な ど 、 特 に クリ スマ ス を 重 
要 視 し て いる エリ ア で は この よう な 企画 アル バム が 限定 発売 され る 
ケー ス が 多い )。 対 外 的 に ディ スト リ ビ ュ ー ト され る と いう 意図 は ほ 
と ん ど 見 られ ず 、 結 果 全 作品 中 最も 内 省 的 で プラ イヴ ェ ー ト 色 の 濃 
いも の と な っ て いる 。 シ ン セ 類 は 一 切 用 い ず 、 生 楽器 と ヴォ イス の 
み に よ る 必要 最小 限 の バッ キン グ に 乗せ て アイ ル ラ ンド や スコ ッ ト 
ラン ド の クリ スマ ス ・ キ ャ ロ ル を 冷や や か に 歌う 。 イ メー ジ は まさ 
し く 「 冬 」。 そ の シン プル さ は か えっ て クリ アー な 歌声 を 強く 引き 立 
て 、 ク リス マス の も つ 上 厳か な ムー ド を 演出 する の に 一 役 も 二 役 も 買 
っ て いる 。 (内 田 ) 





つら ちら ど ぢ ど 








LOREENA McKENNITT 
Pararell Dreams 
CD/Quinlan Road QRCD 103 「'89 年 





ハー プ の 弾き 語り に よる 「 美 的 トラ ッ ド 路線 」 を 集大成 し 、 頂 点 
へ と 登り つめ た 感 の ある 3 作 目 。 ま ず 自 作曲 が 大 半 を 占め て オリ ジ 
ナリ ティ を 増し 、 曲 の 表情 も 実に 豊か に な っ た 。 ア レン ジ 面 で も ク 
ラ シ カ ル な 色合い (これ が 曲 に よく マッ チ し て いる ) を 加え る な ど 
飛躍 的 な 成長 を 遂げ 、 美 し か っ た が や や 平板 な 印象 が 否め な か っ た 
1 st あたり と 比べ る と 格段 の シェ イプ ・ ア ッ プ 振り で ある 。 エ ン ヤ の 
台頭 以来 この 手 の ケ ル テ ィ ッ ク も の は 一 時 「 ニ ュー・ エ イジ 」 と い 
う ジ ャ ン ル に 一 括り され る 傾向 が あっ た が 、 こ の 言葉 か ら 想 定 され 
る 「 イ ー ジ ー さ 」 と は 全く 異質 の 切る よう な テン ショ ン が この 作品 
か ら 強 く 感 じ ら れ る の が 頼も し い 。 チ ェ ロ や イリ アン ・ パ イプ と い 
っ た 生 楽 器 の 配 し 方 も 絶妙 だ 。 (内 田 ) 


LOREENA MeKENNITT 
The Visit 


CD/WEA CDB 75151 '91 年 
/WEA WMCS 5-471 





デビ ュー 以来 の 3 作 で は シン ガー、 そ し て プレ イヤ ー (ハー ピス 
ト ) と し て の スキ ル を 磨き 、 着 実 な 成長 を 遂げ て きた ロリ ー ナ だ が 、 
この 4 作 目 で その 音楽 的 視野 を 拡大 、 トー タル ・ サ ウン ド ・ オ ー ガ 
ナイ ザー と し て 新た な 視点 か ら ケ ルト 音楽 を 見 つめ 直す と いう 方 法 
を と っ た 。 わ ず か な 例外 を 除い て ハー プ の 弾き 語り は 影 を ひそ め 、 
エレ クト リッ ク 楽 器 を も 取り 入れ た 幽 幻 な アン サン ブル が 全体 を 支 
配 す る よう に な っ た の で ある 。 ト ラッ ド の 定着 "Bonnie Portmore? 
や 誰 も が 知っ て いる `Greensleeves”" な ど が あたかも 別 曲 の よう に ア 
レン ジ さ れ 、 新 た な 生命 力 を 吹き 込ま れ て いる の だ 。 テ ニス ン の 詩 
に イン スパ イア され た The Lady Of Shalott” は 10 分 を 越え る 力作 。 
新 境地 と し て 高く 評価 で きる 。 (内 田 ) 





LOREENA MeKENNITT 
The MMask And Mirror 


CD/WEA 4509-95296-2 94 年 
/WEA WPCR 174 





通算 5 作 目 。 ボ シー・ バ ンド 、 ム ー ヴ ィング ・ ハ ー ツ 等 を 渡り 歩 
いた アイ ル ラ ンド ・ ト ラッ ド 界 の 最 重 要 人 物 ド ー ナ ル ・ ラ ニー の バ 
ッ ク ア ッ プ を 得 、 音 楽 的 に 更 な る スケ ー ル ・ ア ッ プ を 見 せつ ける 。 
1 曲目 の フレ アー ク 「Bal Masque」 導入 部 を 思わ せる 中 世 風 の コー 
ラス の 使用 に 度肝 を 抜か れる が 、 そ の シリ アス さ が も た ら す 緊張 感 
は 最後 まで 続き 、 片 時 も 気 を 抜く こと が で き な い 。 シ ン セ サイ ザー 
や エレ クト リッ ク ・ ギ ター、 ド ラム ス 等 を 用 いて は いて も 決し て イー 
ジー に は な ら ず 、 ハ ー ピ スト 兼 シ ン ガ ー が 陥り や すい 「 キ レイ ・ キ レ 
イ 路 線 」 と は 方 向 性 を 全く 逆 に する アプ ロー チ だ (実は ハー プ を ほ 
と ん ど 弾 いて いな い )。 加え て 大 作 志 向 。 スト リン グ ス を 導入 し た 大 
曲 の は 圧巻 で ある 。 完 全 に 一 皮 む けた 。 文句 な し の 傑作 。 (内 田 ) 


LOVE SPIRALS DOWNWARDS 
Idylls 
CD/Projekt PRO36 92 年 





イタ リア の ORDO EQVITUM SOLIS も ディ スト リ ビ ュ ー ト し て い 
る アメ リカ の ゴシック ・ ア ン ピ ビエント 専門 レー ベル 、Projekt か ら の 
作品 。 い ろ い ろ 聴 いて みた が これ が 最も し っ くり と きた 。 ま どろ み 
系 の 女性 ヴォ ー カ ル と ドリ ー ミ ー か な 曲想 、 こ う 書 く と まる で SEA 
HORSES だ が 確か に 類似 する 部 分 は 多い 。 た だ 、 バ ッ ク が 多少 クリ 
アー に 流れ すぎ る た め 、「 う つむ き 度 」 と いう 点 で は や や 騙 い か 。 と 
は 言っ て も 仲 々 の 好 作 品 で は ある の で 、 流 れ に 身 を 任せ て まどろみ 
た い 方 に は 一 聴 を オス ス メ し た い 。 次 作 に 期待 を 持た せる だ け の 「 タ 
ネ 」 は 持っ て いる と 思う 。 (内 田 ) 








LOVE SPIRALS DOWNWARDS 
Ardeur 
CD/Projekt 51 '94 年 


OM 





第 2 弾 。 COCTEAU TWINS つ っ THIS MORTAL COIL あ た り の 4AD 
了 美 派 や 近年 の ヒー リン グ 物 と クロ ス す る 作風 は 前 作 と 同一 の 路線 。 
し か し メリ ハリ が 少な く の っ ぺり し て いた 前 作 か ら す る と リズ ム が 
押し 出さ れ て 抑揚 が つき 、 よ り ス ッ キ リ と 聴け る よう に な っ た 。 い 
わ ゆ る 「 ゴ シッ ク 的 」 な 暗 さ は 少な く 、 ア コー ステ ィ ッ ク ・ ギ ター 
を 多用 し た 清 圭 な 音 作 り と クセ の な い 素 直 な 声質 の フィ ー メ イル ・ 
ヴォ イス は 「 痢 」 と いう より は 「 朝 も や 」 の 風景 に も 似 た 爽やか さ 
すら 感じ て し まう 。 女 性 ヴォ ー カ ル ・ フ リー ク に は 無 条 件 で 好ま れ 
そう な 音 だ が 、 ロ ッ ク ・ フ ァ ン が 聴く に は や や 衝撃 性 に 欠け る キラ 
イ は ある か も 知れ な い 。 ま あ 次 作 以 降 の さら な る 成長 に 期待 し ませ う 。 

(内 田 ) 








THE MAGNETIC FIELDS 
Distant Plastic Trees 
CD/Red Flame RFCD3 91 年 





ニュ ー・ ウ ェ イ ヴ 風 バッ キン グ の 中 を 流れ る 浮遊 感 漂 う 女 性 ヴォ 
ー カ ル 。 恐らく ソチ ラ の 筋 の グル ー プ と 思わ れ 、 結 構 当 っ た 手法 も 
取ら れ て いる が メロ ディ は あく ま て 純粋 無垢 、 昨 今 の 陸 美 派 に は 見 
られ ぬ 「 素 朴 さ 」 が むし ろ 新 鮮 だ 。 子 供 時 代 を 想起 させ る よう な ど 
こ か 懐 し い 香り の する 音 空間 は 「 擬 似 ア コー ステ ィ ッ ク ・ サ ウン ド 」 
と いう 形容 が ピッ タリ だ 。 ス チュ ワー ト & ガ スキ ン を 思わ せる 部 分 
も ある が 、 何 故 か 日 本 の 「 ク レ ヨ ン 社 」 を 思い 浮か べ て し まっ た ネ 
オア コ ・ ミ ー ハ ー の 私 。 ア メリ カ 産 。 (内 田 ) 





ぞ ち らら 








MARGIE BUTLER 
peltic LullaBy 
CD/ARC Music EUCD 1191 91 年 





EMI 


GOLDEN BOUGH の 看板 ハー ビスト 兼 シ ン ガ ー、 マ ー ギ ー・ バ ト 
ラー が 91 年 に リリ ー ス し た 初 の ソロ ・ ア ル バ ム 。 グ ルー プ で は ヴォ 
ー カ ル ・ パ ー ト を 男性 と 分 け 合っ て いる の だ が 、「 彼 女 の エ ンジ ェ ル ・ 
ヴォ イス を も っ と じっくり 聴き た い 」 と いう 向き に は まさ に うっ て 
つけ の 作品 と いえ る 。 タ イト ル の 「 ラ ラバ イ 」 が 示す 通り 、 ケ ル テ 
ィ ッ ク ・ ハ ー プ の つま 弾き を パッ ク に 愛し 児 を 優し く 寝 か し つけ る 
よう な 慈愛 に 満ち た ナン バー が 並ぶ 。、 ア ル バ ム ・ カ ヴァ ー の 写真 が 
この 作品 の 本 質 を 最も 端的 に 言い 表し て いる か も 知れ な い (この 構 
図 は スゴ く 良 い ) 。GOLDEN BOUGH よ り 美 の 核 の み を 抽出 し た か の 
如き 素晴らし い 作 品 。 極上 の 胎内 回 帰 音 楽 。 (内 田 ) 


MELODY PIERSON (Canmada) 
Romance 5af6 
L P/Solo SO 25509 ? 年 





ケベック の 女性 ヴォ ー カ ル 物 と 言え ば 、 何 と 言っ て も Anne Joyal 
「Evil」( 1 st) と カナ ダ の Catherine How ? Fabienne Thibault の 「1 
st」 が 知る 人 に と っ て 評価 が 高い が 、 他 に も 優れ た 作品 が 多く 、 ど れ 
か ら 紹 介し て いい の か 困っ て し まう が 、Michel Le Francois プ ロ デ ュ 
ー ス と いう 話題 性 も 合わ せ て 、 と りあ え ず 本 作 を 紹介 し よう 。 ア コ 
ー ス ティ ッ ク ・ ギ ター を 中 心 に 洗練 され た フォ ー ク ・ ロ ッ ク ・ サ ウ 
ンド の 上 を 、 う っ すら と ヴィ ブラ フォ ン や フル ー ト が 花 を 添え 、 微 
妙 な 息づかい の し っ と り と し た 声 を 聴か せる 彼女 の ヴォ ー カ ル が 被 
さる 、 落 ち 着い た 内 容 だ 。 彼 女 の 作 品 は これ 一 作 し か 確認 で き て い 
な い が 、 他 に も ある か も し れ な い 。 ( 秦 田 ) 








THE MURMURS 
The Murmurs 
CD/MCA mcad-11086 94 年 














ジャ ケ だ け を 見 る と 「 お っ 、 今 時 シャ ンプ ー の 二番煎じ か 」 と か 
「 ロ リー タ 系 フレ ンチ ・ ポ ッ プ ス か 」 と か 思う か も 知れ な い が 、 内 容 
の 方 は と いう と これ が INDIGO GIRLS を 思わ せる 至っ て 地 に 足 の つい 
た フォ ー ク ・ ロ ッ ク 。 歌い 方 は ジャ ケ 通 り に ぶり っ 子 ぶ り っ 子 し た 
箇所 は ある も の の 、 チ ェ ロ や アイ リッ シュ ・ ホ イッ スル 、 イ タリ ア 
ン ・ パ イプ まで 導入 し た 曲調 は し っ と り と 落ち 着い て お り 、 完 全 に 
オト ナ の 音 で ある 。 ア ッ プ ・ テ ン ポ の ロッ ク ・ ナ ン バ パー も 良い が 、 
アコ ー ス ティ ッ ク な バラ ー ド も 一 連 の ナッ シュ ビル 系 に 劣ら ぬ 仲 々 
の 出来 。 白 塗り の メイ ク て 年 齢 不詳 だ が 結構 キャ リア を 積ん で いそ 
う 。 き っ と ライ ヴ 映 えも する だ ろう 。 強調 する が 「 ジ ャ ケ て 判断 し 
て は いけ ませ ん ,/」 (で も シャ ンプ ー は 好き で す )。 (内 田 ) 


TIGBRLIHrY | NATALIE MARCHANT 





NATALIHB NIRCHANT Tigerlily 
CD/Elektra 61745-2 '95 年 
ま っ す 
し い 











御存知 10000MANIACS の 女の子 。 遅ればせ な が ら 初 の ソロ ・ ア ル 
バム で ある 。 バ ンド に お いて は ちょ っ と 気 だ ちい ムー ド の ポッ プ ・ 
サウ ンド を 歌っ て いた 彼女 、 こ こ で は これ まで あま り 目 立っ て いな 
か っ た ジェ ント リー な 面 な ど が 思い 切り 表 に 出 て 来 た り し て 、 結 構 
新た な 魅力 を 発見 出来 た の は 大 き な 収 獲 だ っ た 。 曲 は 総じて 穏やか 
な も の が 多く 、 ロ ー・ ト ー ン の 枯れ た ヴォ ー カ ル が ピア ノ や アコ ・ 
ギ の バッ キン グ と 程 良 く 調和 し て いる 。 た な びく よう な オル ガン の 
音色 も また 格別 。 あ ら ゆ る 面 に お いて 良い 意味 で 「 等 身 大 」 と し て 
の 彼女 の 「 味 」 が 上 手 く 出 て いる 。 し か し 裏 ジ ャ ケ の 写真 。 バ ンド 
時 代 は 気づか な か っ た けど と っ て も いい 笑顔 を する 女性 だ っ た の で 
すね 。 これから も 頑張 っ て 下さ い 。 (内 田 ) 








THE NEW ST. GEORGE 
High Tea 
CD/Folk Era FE1415 CD '95 年 





70 年 代 の エレ クト リッ ク ・ ト ラッ ド を シン フォ ニッ ク な 味付け で 
抑揚 を つけ た よう な サウ ンド 。 女 性 ヴォ ー カ ル の パー ト も 多く 、 ま 
た リズ ム も 強い 。 そ し て メロ ディ の 装飾 音 も 多く て 、 ト ラッ ド 独 特 
の 土 臭 さ を ロ ッ ク に スラ イド させ る こと で アク 抜き し た よう な 音 だ 。 
部 分 的 に か つて の グリ フォ ン の よう な 所 も ある の で 、 ト ラッ ド ・ オ 
ン リ ー で は 物 足 ら な いと 思う 人 に は 向く か も し れ な い 。 逆 に トラ ッ 
ド の 深い 情感 を 求め る 人 に は どう か ……。 ト ラッ ド ・ ロ ッ ク の 好 作 
で は ある と 思う 。 割 と 大 味 な 所 が 耳 に つい た が 。 (松本 ) 





OCTOBER PROJECT 
Octoher Project 
CD/Epic EK 53947 93 年 





南部 ナッ シュ ビル 出身 の アコ ー ス ティ ッ ク 系 ポッ プス 。 女 性 ヴォ 
ー カ ル を メイ ン に アコ ・ ギ 、 複 数 の 弦楽 器 で まろ や か な 流れ を 出し 、 
陽気 に な ら ず 沈ま ず の 線 で メロ ディ ッ ク に 通す 。 全 体 に 中 証 で ポイ 
ント が 散漫 な が ら 、 軽 く 流す に は リラ ックス し た 流れ の 柔 か さ が ち 
ょ うど いい 。 従っ て ポッ プス と は 言っ て も 型 押 し 物 で は な く 、 む し 
ろ '60 一 70 年 代 の アメ リカ 女性 シン ガー の 良質 な 所 を 受け 継ぐ よう な 
感性 を 感じ させ る も の な の で 、 多 く を 期待 し な けれ ば 好 作 と も な る 
は ず 。 要 の “流れ” に し て も 少々 栄養 豊富 だ が 、 そ こ は 秋 風 ふ うに 
涼し い の で 問題 な し 。 (松本 ) 





どの 〇 の 








OREALIS 
Orealis 
CD/Green Linnet GLCD1106 90 年 


に II 
DCCU<3t'( い 3 





ハン マー・ ダ ル シ マ ー や シン セ サ イ ザー を ラ ィ ー チ ュ ア し た スコ 
ティ ッシュ 系 イン スト ゥ ル メ ンタ ル を 奏で る グル ー プ 。 各 楽器 の ク 
リア ー な 音色 と サラ リ と し た 引っ か か り の な い サ ウン ド ・ ス タイ ル 
炎 当 改選 な MA が ま 和 人 は こ 0 イジ や イー ジー・ り スミ シグ の 
分 野 に 属す る も の で あり 、 発 表 当 時 も その よう な 扱い を 受け て いた 
よう だ 。 ト ラッ ド を 様々 な フォ ー マ ッ ト で 伝播 し よう と し て いた Green 
Linnet レ ー ベ ル の 意図 が うか が える 。 ホイ ッ ス ル や アコ ・ ギ を 隠し 味 
に ケル ティ ッ ク な フレ ー バ ー を た た えた 楽曲 は あま り に も 耳 あ た り 
が 良く 、 比 類 な き 「 夢 想 感 」 を 漂わ せ て いる 。 これ は 全編 に 下 っ て 
鳴ら さき れる ソフ ト な ハン マー・ ダ ル シ マ ー の フレ ー ズ の せい な の だ 
ろう 。 ト ラッ ド と ニュ ー・ エ イジ の 接点 と し て は 良質 。 (内 田 ) 


PAMELA GULDEN 
Hannens All The Time 
CD/Miramar 7001 '91 年 





いっ た い 何者 だ この 女 は ? トニ ー・ レ ヴィ ン 、 ジ ェ リ ー・ マ ロ 
ッ タ 、 ラ リー・ フ ァ ス ト と いっ た フリ ッ プ お か か え の 強 物 達 が こ ぞ 
っ て 参加 。 バ ッ ク も 新生 クリ ム ゾ ン に 非常 に 近い も の が ある の だ が 、 
ヴォ ー カ ル ・ ス タイ ル が トー ヤ で は な く 、 ジ ュ リ ー・ ク ルー ズ を 思 
わせ る フワ フワ し た も の で あっ た た め に これ が 問題 作 と を な っ て し ま 
っ た 。 メ ロディ は 明る く 声 も 可愛 らし い の に 、 計 算 し 尽 し た 音 作り 
の た めか トリ ッ キ ー な 印象 を 受け 、 た と え 優 し げに 歌っ て いて も う 
か つ に 感性 移入 が で き な い 。 彼女 の キツ そう な 目 も キマ っ て いる 。 

(内 田 ) 





PAUL KAMM & ELEANORE 
MeD0NALD 

Unhroken Chain 
CD/Freewheel FR102 CD '89 年 





カリ フォ ルニア は ネバ ダ ・ シ ティ の 男女 フォ ー ク ・ デ ュ オ で これ 
まで に 4 枚 の アル バム を 発表 し て いる 。 名 前 か らし て アイ リッ シュ 
の 血 を 引い て いる と 推察 され 、 ま た サウ ンド の 方 も カン トリ ー の よ 
うな アメ リカ 臭 さ は ほとん と 感じ られ ず 、 ど こ か ケル ティ ッ ク で ク 
ー ル な 香り が 漂う 。 本 作 は 地味 な が ら も 好 作 品 で あっ た デビ ュー・ 
アル バム に 続く 2 作 目 で 、 楽 曲 の 出来 が グッ と 良く な り 、 ほ と ん ど 
アコ ・ ギ が メイ ン の シン プル な フォ ー ム に も か か わら ず 、 シ リア ス 
で 切る よう な テン ショ ン す ら 感 じ ら れ る まで に な っ た 。 大半 で リー 
ド を 取る の は 男性 の ポー ル の 方 な の だ が 、 ク ライ マッ クス で エレ ノ 
ア が ユニ ゾン で ハー モニ ー を か ぶせ る 展開 が 最高 。 コ ン テ ン ポラ リ 
一 版 バ ー ト & ジ ャ ッ キ ー と いっ た 感じ か 。 (内 田 ) 


PAUL KAMM & ELEANORE 
MeDONALD 
Into The Clouds 


CD/Freewheel FR103 '91 年 





シン セ 類 の 使用 頻度 が 増え 、 よ り 洗 練 さ れ た イメ ー ジ の 3 作 目 。 
ちょ っ と つき 放し た よう な 感じ の クー ル な 楽曲 (これ は 良い 意味 、 
念 の た め ) が 多かっ た 前 作 と 比べ る と メジ ャ ー・ コ ー ド を 多用 し た 
ハー トウ ォ ー ム さ が 目 立ち 、 メ ロディ の ウェ ッ ト さ が より 強調 され 
て いる 。 一 聴か な り 取 っ つき 易い 音 だ が 、 一 方 ギタ ー 等 に よる バッ 
キン グ は 相変わらず の ハイ ・ テ ンション な の で 決し て イー ジー に は 
流れ て いか な い 。 前 2 作 で は バッ キン グ ・ ヴ ォ ー カ ル に 徹し て いた 
エレ ノア も 2 曲 ほ ど で リ ー ド を 取る よう に な っ た 。 これ が 近年 人 気 
の クリ ス ・ ワ イル あたり を 思わ せる 絶品 の シン ギン グ 。 温 も り の あ 
る 声質 と 歌唱 力 に よっ て 歌わ れる これ ら の 曲 を 聴く と 是非 ソロ ・ ア 
ル バ ム を 作っ て ほし いな ど と いう 邪 な 期待 を し て し まう 。 (内 田 ) 








PAUL KAMM & ELEANORE 
MeDONALD 

The Field Of ElVsian 
CD/Freewheel FR104 '95 年 





95 年 最新 作 。 片 割れ の エレ ノア が 「 こ れ は 絶対 の 自信 作 。 今 まで 
で 最高 /」 と 語る 通り 、 こ れ ま で の 作品 の 良い 部 分 を 抽出 、 発 展 さ 
せ た か の よう な か な 快 心 の 出来 と な っ て いる 。 前 々 作 で 見 せ た シ リア ス 
さ 、 前 作 で 見 せ た コ ン テ ン ポラ リー さ が 理 想 的 な バラ ンス で 溶け 合 
っ た 各 楽 曲 は どれ も 完成 度 が 高く 、 個 人 的 に は ダ ギ ー・ マ クレ ー ン 
の 傑作 「Marching Mystery」 を も 思い 浮か べた ほど だ 。 フ ルー ト や 
エレ クト リッ ク ・ ベ ー ス の 導入 な ど で 適 度 な アク セン ト が つき 、 ま 
た エレ ノア の リー ド ・ パ ー ト の 比重 が 高く な っ て いる の も 嬉し い 。 
フル ー ト が 効果 的 な ④、 ク ラシック ・ ギ ター を 全面 フィ ー チ ャ ー し 
た 新 境 地 の ⑦、 そ し て 名 手 マ ー テ ィ ン ・ シ ンプ スン を ゲス ト に 迎え た 
タイ トル ・ ト ラッ ク が 特に 秀逸 鮮烈 な イン パク ト を 残す 。 (内 田 ) 





THE RANKIN FAMILY (6amada) 
Fare Thee Well Love 
CD/Rankin Family RFCD-9001 91 年 





BARRA McNEILS の アル バム で ベー シス ト と し て 参加 し て いた チ 
ャ ド ・ ア ー ウ ィ ッ ク が プロ デュ ー ス 、 事 実 上 の 兄弟 バン ド と も 言う 
べき ファ ミリ ー・ ト ラッ ド ・ バ ンド の 2 作 目 。 ト ラッ ド 寄 り だ っ た 
デビ ュー 作 と 近年 の コン テン ポラ リー 路線 の 過渡 期 に あたる 作品 で 
あり 、 ポ ピュ ラー・ ミ ュー ジッ ク の フォ ー マ ッ ト を 取り 入れ な が ら 
も まだ まだ 後 作 ほど は アカ 抜け て いな い 。 し か し この 危う い バ ラン 
ス が 最大 の 魅力 と な っ て いる こと も また 事実 。 ト ラッ ド 的 な 「 深 み 」 
は 特に メロ ディ アス な バラ ー ド ・ チ ュー ン に お いて 効果 を 発揮 する 。 
ファ ミリ ー・ バ ンド らし く 女 性 が 3 人 も お り 、 そ の いずれ も が 女性 
ヴォ ー カ ル ・ フ ァ ン を 納得 させ る キュ ー ト な 声質 の 持ち 主 だ 。 因 み 
に は へ ザー が 好み 。 (内 田 ) 
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抽 議 TE RANKIN FAMILY 
1 博 隊 寺 。「 NOrth Country 
し | CD/EMI E2 80683 "93 年 












































3 作 目 。 兄弟 バン ド と も いえ る BARRA McNEILS と ほぼ 同一 の 方 
向 へ と 向かっ て いる の は まず 間違い な い が 、 こ ちら は 女性 ヴォ ー カ 
ル が リー ド を 取る パー ツ が 増し (ほぼ 大 部 分 を 占め て いる )、 編 成 上 
の 利点 を 上 手 く 生か し きっ て いる と いえ る 。 ど ちら か と いえ ば この 
グル ー プ の 方 が トラ ッ ド 色 を 強く 残し て お り (スコ ティ ッシュ ・ フ 
レー ヴァ ー が 心地 良い )、 と り わ け 3 人 の 女性 シン ガー が ゲー ル 語 の 
歌詞 を ユニ ゾン で 歌う "Ho Ro My Nuts Brown Maiden" は アル バ 
ム 最 大 の 聴き も の と な っ て いる 。 イ ンス ト ・ パ ー ト に お ける 演奏 技 
量 も 仲 々 の も の で 、 テ クニ カル な ピア ノ や 力強い リズ ム ・ セ クシ ョ 
ン な ど は 結構 イン パク ト が ある 。 ラ イヴ を 観 た いも の だ 。 (内 田 ) 


NN & MARY RANKIN (Canada 


Lamterm Burn 
CD/CBC 7885-12001-2 '94 年 





これ は カナ ダ の 姉妹 デュ オ 。 名義 は 2 人 で ある が フィ ドル 、 キ ー 
ボー ド 、 リ ズム ・ セ クシ ョ ン 等 の 多彩 な ゲス ト が 加わ り 、 女 性 2 人 
を メイ ン と し た バン ド 形 態 の グル ー プ と 考え て も さ し 仕 えな い だ ろ 
う 。 そし て 本 作 、 こ れ が 良い 。 ケ ルト 系 トラ ッ ド を 抜群 の セン ス で 
料理 し た 理想 的 な コン テン ポラ リー・ ト ラッ ド で ある 。 ギ ター、 フ 
ィ ド ル の よう な 生 楽 器 に は 伝統 曲 の 「 重 み 」 が し っ か り と 宿り 、 ピ 
アノ や シン セ が 演出 する 現代 的 な 「 叙 情 」 と 見 事 に 融合 し て いる 。 
曲 が 、 そ し て ヴォ ー カ ル が また 、 い いん だ 。 こ れ ま て 来れ ば も う 何 
も 文句 は な い 。 名作 。 (内 田 ) 





SARA McLACHLAN (Canada) 
Touch 


CD/Arista ARCD 8594-2 "89 年 
/BMG ビ クタ ー BVCA 123 





カナ ダ は ハリ ファ ックス 出身 の 感覚 派 女性 シン ガー。 本 デビ ュー 
作 が アメ リカ や 日 本 の マー ケッ ト に も ディ スト リ ビ ュ ー ト され 、 ス 
マッ シュ ・ ヒ ッ ト を 記録 し た 。 透 明 感 あふ れる ナチ ュ ラ ル な サウ ン 
ド と ハッ と する よう な メロ ディ が 印象 的 で 、 至 る 所 で 彼女 の 鋭敏 な 
感性 が キラ リ と 光る (当時 弱冠 20 歳 と いう か ら 驚 き )。 起 き ヌ ケ に 効 
果 抜 群 の 目 の さ め る クリ アー・ ヴ ォ イ ス は 子供 の 頃 か ら 声 楽 の 訓練 
を 受け て きた と いう 筋金入り で 、 と り わ け な ま めか し い フ ァ ル セッ 
ト な ど は 鳥肌 も の だ 。 ク ラ シ カ ル な 味付け と エコ ー を 多用 し た 音響 
処理 は ヴァ ー ジ ニア ・ ア スト レイ を 、 ス トレ ー ト な シン ギン グ ・ パ 
ー ツ は シン ニー ド ・ オ コー ナー を 思わ せ た り も する 。 日 本 の アコ ー 
ステ ィ ッ ク ・ シ ー ン に 与え た 影響 も 大 きい 。 (内 田 ) 


SARA McLACHLAN 
Live 
CD/Network W2-6313 '92 年 





ショ ッ キ ング な デビ ュー 作 に 続く 2 作 目 「Solace」 は サウ ンド 面 
で の キラ キラ し た 装飾 を 捨て 去り 、 ジ ョ ニ ・ ミ ッ チ ェ ル や シン ニー 
ド ・ オ コー ナー 張り の スト レー ト さ を 強調 し て いた が 、 や は り 卓 越 
し た 歌唱 が 鮮烈 な 好 作 品 で あっ た 。 本 作 は その 時 の ツア ー か ら セ レ 
クト し た ライ ヴ ・ ア ル バ ム で 、 ラ スト の “Ben's Song” 以外 は 全て 
2 nd か ら の 楽曲 で ある 。 こ の 「 ス トレ ー ト 路線 」 は ライ ヴ に な る と 
一 層 映 え 、 こ れ を 聴け ば スタ ジオ ・ テ イク は いら な いと 言え る ほど 
演奏 、 歌 唱 共 充 実 し て いる (同年 に 来 日 公演 を 行い 、1 st の 曲 も 数 曲 
演奏 し て いた が や は り ラ イヴ 向け に アレ ンジ し 直さ れ て いた )。 次 作 
「Fumbling Toward Ecstacy」 で は より メジ ャ ー 化 が 進み 、 良 質 の ポ 
ッ プ ・ ロ ッ ク ・ ア ル バ ム へ と 変化 を 遂げ た 。 (内 田 ) 








SARAH NAHGOURNEY 
Realm On MV Senses 
CD/ ポ リス ター PSCW-5028 93 年 





マン ハッ タン 育ち の 生粋 な ニュ ー ヨ ー カ ー。 期 待 の 大 型 女性 新人 
SSW が 満 を 持 し て リリ ー ス し た デビ ュー 作 。 分 類 し て し まえ ば 近 時 
の サラ ・ マ クラ クラ ン や ナタ リー・ マ ー チ ャ ント の ソロ あたり と 同 
列 の フィ ー メ イル ・ ポ ッ プ ・ ロ ッ ク と いう こと に な る の だ ろう が 、 
どこ か 醍 め て いて スレ 切っ た ムー ド は 「 都 会 派 」 の 香り を プン プン 
漂わ せ て いる 。 ポ ッ プ な 中 に 感じ られ る ある 種 の 「 毒 気 」 は 歌詞 に 
見 られ る よう な セッ クス や 暴力 と いっ た うし ろ 暗 い モ チー フ に 由来 
する の だ ろう 。 ア レン ジ も か な り 凝 っ て お り 、 確 か に トー ヤ や ジェ 
ー ン ・ シ ベリ ー が 引き 合い に 出さ れる の が 分 か る よう な 気 が す る 。 
トニ ー・ レ ヴィ ン 、 ジ ェ リ ー・ マ ロッ タ の テク ニカ ル て で て 無 表情 な リ 
ズム が 「 ス パイ ス 」 と し て 毒気 を さら に 増強 させ る 。 (内 田 ) 





SbARTAGLEN 
Last Nimhts Fum 
CD/City Spark 3342 '92 年 





シン ガニ 、 コミ ニニ "ドニ ヴァ ー が 在籍 し: で いる アメ リカ は カン ザ 
スシ ティ の トラ ッ ド ・ グ ルー プ の 最新 作 で ある 。 確 か な コニー の 歌 
唱 力 に 支え られ た バラ ッ ド や マウ ス ・ ミ ュー ジッ ク に ダン ス ・ チ ュ 
ー ン が 入り まじ っ た 典型 的 な トラ ッ ド ・ ア ル バ ム で 、 タ イプ と し て 
は デ ・ ダ ナン や カ パ ー ケ リー に 近い 。 テ クニ ッ ク も 高く この 手 で は 
手 離し で お 薦め だ が 、 や は り 光 る の は コニー の 歌う バラ ッ ド の 素 晴 
らし さ 。 不朽 の 名 曲 “Rosemary Lane” の 優し くも も の 悲し い 旋律 
を 聴く と 思わ ず 目 頭 が 熱く な っ て し まう 。 (内 田 ) 





どら 用 
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。 (| SUZAN VOELZ 
Summer brashing 
% CD/Dixiefrog DFGCD 8432 "94 年 























テキ サス の 風変わり な 女性 SSW の これ は 2 作 目 。 それ 以前 は シカ 
ゴ に 拠点 を 置く POIDOGS と いう バン ド で ヴァ イオ リン を プレ イ し て 
いた 変わ り 種 で ある 。 叙 情 的 な 曲 か ら ガ レー ジ 風 の 曲 、 果 て は ケイ 
ト ・ ブ ッシュ 風 の 曲 あり と 結構 雑多 で ある に も か か わら ず 、 カ ラー は 
意外 と 統一 され て いる か ら 不 思 議 だ 。 それ を 言葉 で 表せ ば 「 け だ る 
さ 」 だ ろう 。 と に か く 聴 いて いる と 妙 な 気分 に な る 。 オ ー プ ニン グ は 
ゲス ト を 交え た 弦楽 四重奏 団 に よる サロ ン 風 の イン スト だ が 、 そ こ 
で 彼女 と 一 緒 に ヴァ イオ リン を 弾い て いる の が あの Ingrid Karkins だ 。 
(内 田 ) 


SUZANNE VEGA 
Suzanne Va 


CD/A & M CD-5072 
/ ポ リド ー ル POCM-1844 '85 年 





'60 年 代 の ジョ ー ン ・ バ エス 、770 年 代 の ジョ ニ ・ ミ ッ チ ェ ル に 継ぐ 
アメ リカ ン ・ コ ン テ ン ポラ リー・ フ ォ ー ク !80 年 代 の 女王 的 存在 。 本 
人 は あま り 意 識 し て いな い の だ ろう が 、'"90 年 代 の ニュ ー・ カ マー 達 
に か な り の 好 影 響 を 与え て いる こと は 確か だ 。 こ の デビ ュー 作 よ り 
3 作 目 ま で は 耳 あ た り の ソフ ト な 「 弾 き 語 り 的 」 フ ォ ー ク ・ ソ ング 
が 主流 を 占め て いる が 、 オ ー プ ニン グ の Cracking′ を は じ め と し 
て 曲 に は 絶大 な 存在 感 が ある 。 モ チー フ の 中 に は 戦争 な ど 社 会 問題 
を 含む 重 め の も の が 多く 見 られ 、 結 構 メ ッ セ ー ジ 色 が 強い 。 し か し 
それ を スト レー ト に ぶつ けた り せ ず 、 ア コー ステ ィ ッ ク な オプ ラー 
ト に 包む こと 。 こ れ が シャ イ な 彼女 の 最良 の 表現 方 法 な の だ ろう 。 
^~ ト ムズ ・ ダ イナ ー” だ け で 語っ て いけ な い 。 (内 田 ) 





SUZANNE VEGA 
9.99F 


CD/A & M 31454-540005 92 年 
/ ポ リド ー ル POCM 1002 





スザンヌ ・ ヴ ェ ガ と いえ ば 線 の 細い フォ ー ク ・ シ ン ガ ー、 こ れ は 
間違い 。 本 人 も 認め る 通り 非常 に 内 向 的 で あっ た 彼女 は 、 子 供 の 頃 
か ら マ セ た 目 で 世の中 を 見 て いた の だ ろう 。 彼女 の 歌 の 中 に は 孤児 
の 悲し み と か 戦場 へ お も むく 戦士 の 心情 と か 、 そ うい っ た モチ ー フ 
が 実に 鋭い 切り 口 で 強烈 な メッ セー ジ へ と 転化 され て いる 。 こ の 4 
作 目 は 前 3 作 の アコ ー ス ティ ッ ク な 方 法論 が 影 を 潜め 実験 的 な アプ 
ロー チ が な され て いる が 、 音 は 変わ っ た と いわ れる 割 に は 本 質 的 な 
部 分 は 全く 変わ っ て いな い 。 歌 うこ と に 関し て は シン の 強い 女性 だ 。 

(内 田 ) 





TANIA DPLAND 
Bonnie Ramtin Lassie 
CD/Tania Opland TM5RL '93 年 





ワシ ント ン 在 住 の 女性 シン ガー で 、 こ れ が デビ ュー 作 と 思わ れる 。 
イン グラ ンド ・ ケ ルト 系 トラ ッ ド の 他 バ パル カン 半島 や フラ ンス 等 様々 
な 地域 の 伝承 曲 を 自ら の プレ イ す る リコ ー ダ ー、 ハ ンマ ー・ ダ ル シ 
マー、 チ ター な ど を 用 いて 自分 の カラ ー に 上 手 く まとめ 上 げ て いる 。 
プリ ミ テ ィ ヴ に 失 く ヴォ イス は 「 土 の 香り 」 を 強く 残し て いる も の 
の 、 ハ ンマ ー・ ダ ル シ マ ー の ドリ ー ミ ー な 音色 が それ を 程 良 く 緩和 
し て 聴き 易い 。 イ ング リッ シュ ・ ト ラッ ド の 名 曲 ^Death Of The Lady? 
を 絶妙 の アレ ンジ で 聴か せ た か と 思え ば 、 ウ クラ イナ の 伝承 歌 
^Podolyanochka” で は 呪術 的 な 側面 も 見 せ 、 研 究 熱心 さ が 宮 え て か 
な り 面 白い 。 ア ンド リュ ー・ ク ロン ショ ウ に も 通ずる 。 (内 田 ) 








MM 10000 MANIAGS 
0P 2 MTV Unnlugged 
CD/Elektra 9 61569-2 "94 年 





アメ リカ MTV の 企画 番組 に 端 を 発し た アン プラ グ ド ・ プ ブー ム は 超 
メジ ャ ー・ ア ー テ ィ ス ト を 含む 様々 な アー ティ スト を 巻き 込ん だ 。 
一 部 に 「 乱 発し すぎ 」 と の 批判 も ある よう だ が 、 本 当 に 「 良 い 」 曲 
が アコ ー ス ティ ッ ク ・ サ ウン ド と マッ チン グ し た 時 の 効果 は 絶大 で 、 
一 言 で 「 プ ー ム だ か ら …… 」 な ど と 片付け た く は な い 。 そん な 中 で 
行わ れ た 10000 の アン プラ グ ド ・ ラ イヴ は な か な か の 高 得点 。 弦 楽器 
に よる 気品 ある バッ ク で ナタ リー の 「 女 性 らし さ 」 が 一 段 と 映え 、 
これ まで に な か っ た 新た な 魅力 を そこ か し こ に 発見 で きる 。 こ ん な 


に 良かっ た ん だ あ 。CD の 他 に ビデ オ ・ ソ フト も 出 て お り 、 こ こ で は 
ナタ リー の 背後 で せわ し く な く 動 く ジ ェ リ ー・ マ ロッ タ の 次 を 拝む 
CDXAGI き の (内 田 ) 





TERESA DOYLE (6amada) 
Prince Edward Isle Adieu 
LP/Bedlam TD 1987 '87 年 





人 口 の か な り の 割合 を スコ ティ ッシュ が 占め る カナ ダ は プリ ンス ・ 
エド ワー ド 島 きっ て の 女性 シン ガー。 "87 年 の 本 作 は 知る 限り で 最も 
古い レコ ー デ ィング だ が 、 恐 らく か な り 以 前 か ら キ ャ リア を 積ん で 
いる も の と 思わ れる 。 当然 な が ら ケ ル テ ィ ッ ク ・ ト ラッ ド が ベー ス 。 
し か し 同じ ケル ティ ッ ク ・ カ ナダ の RANKIN FAMILY あたり が 見 せ 
る 大 陸 的 な 大 ら か さ は 少な く 、 む し ろ ス コッ トラ ンド 本 土 の そ れ に 
近い 本 格 派 の 音 で ある 。 悲し 気 な フィ ドル や 荒涼 と し た 野原 を 思わ 
せる ホイ ッ ス ル が 印象 的 な ぐ で ぐも っ た バラ ー ド は ちょ うど フィ オナ ・ 
ジョ イス あたり を 思わ せる 重厚 な も の だ 。 彼 女 も また 名 曲 ^Crazy Man 
Micheal' を カヴァ ー し て いる 。 地 味 な が ら 名 盤 と いっ て も 差し 仕え 
SYOi( 記 思う (内 田 ) 





ぞ 6 づ 








り が 657909 ガ MT の い ム 7H TERESA DUYLE 
Forerunmer 
CD/Bedlam TDO02 "91 年 





多数 の ゲス ト 陣 を 迎え て 制作 され た 2 作 目 。 大 半 が トラ ッ ド で あ 
っ た 前 作 に 対し て 本 作 で は 約 半 数 が オリ ジ ナ ル 曲 と な り 、 北 分 コン 
テン ポラ リー 風 の 味つけ が 施さ れる よう に な っ た 。 ベ ー ス が ケル ト 
で ある こと に は 変わ り は な いも の の 、 新 た に シン セ や エレ ビ を 導入 
し 、 ジ ャ ズ や カン トリ ー の フレ イヴ ァ ー を 漂わ せ て 意外 と パラ エ テ 
ィ に 富ん で いる 。 ニ ュー・ フ ァ ン ドラ ンド 島 に 起源 を 発し 、 セ シル ・ 
シャ ー プ 等 を 通じ て イン グラ ンド で も ポ ピ ュ ー ラ ー に な っ た `\She's 
Like A Swallow′ は FAIRPORT CONVENTION も 近作 で 取り 上 げ て 
いる トラ ッ ド の 大 名 曲 で 、 こ こ で は チェ ロー 本 の み に よ る 必要 小 限 
の バッ キン グ と 端正 が シン ギン グ が 聴き 手 の 心 を 打つ 。 前 作 に 全く 
ヒ ケ を 取ら ぬ 好 盤 。 (内 田 ) 


A POYE< き STOWAwAY 


TERESA DOYLE 
StorewaV 
CD/Bedlam TDC003 '93 年 


1 
内 
2 
内 
届 
3 
マ 
る 
ミ 
ミ 
人 


な 


> 
只 ス 
A ぐ 上 うき 21 入 ひく マ ェ > コッ ユエ 





前 2 作 と は 傾向 を 異 に し 、 こ の 3 作 目 で は ドラ ム や ベー ス 、 泣 き 
系 の エレ クト リッ ク ・ ギ ター と いっ た ロッ ク 楽 器 を 初 導 入 し 、 フ ォ 
ー ク ・ ロ ッ ク 的 な 色彩 を 強め て いる 。 今回 は 再び 収録 曲 の 大 半 が ト 
ラッ ド と な っ て いる が 、 独特 の 重み 、 深 み に ロ ッ ク 的 な 「 張 り 」 が 
加わ っ て 聴き 応え 十分 。 こ の 手 と し て は 珍し い に 違 いな い ト ラン ペ 
ッ ト の 柔らか な 音色 が と て も ユニ ー ク で 、 言 葉 で は 言い 表せ な い ほ 
どの 懐 し さ を 呼び 起こ し て くれ る 。 メ ロディ アス な ピア ノ を バッ ク 
に ゲー ル 語 で 歌わ れる ラス ト ・ チ ュー ン の 詩 は 19 世 紀 初 め あ に プ リン 
ス ・ エ ド ワ ー ド 島 に 渡っ た スコ ッ ト ラ ンド 人 が 望郷 の 思い を 込め て 
書き 上 げた も の 。 本 作 発 表 後 彼女 は アコ ー ス ティ ッ ク の 原点 に 立ち 
戻り 、 日 本 人 リュ ー ト 奏者 と の 共 作 アル バム を 発表 。 (内 田 ) 





TERESA MORGAN 
Higher Places 
CD/Skookumchuck SK-120CD '90 年 





ワシ ント ン 在 住 の シン ガー。 現 時 点 で 唯一 の ソロ ・ ア ル バ ム 。 ご 
多分 に も れず この 作品 も カン トリ ー 色 を 帯び て お り 、 曲 想 も ハス キ 
ー な 声質 も や は り 「 ア メリ カン 」 で ある 。 し か し 乾い た 中 で ク ォ ー 
ター 泣き じゃ くる メロ ディ が 素 晴 し く 、 曲 の 出来 も 良く て 「 捨 て 」 
が 全く な い 。 ア コー ステ ィ ッ ク ・ ギ ター の 優し い ア ル ペ ジオ に 低い 
トー ン の ヴォ ー カ ル が か ぶさ り 、 ク ライ マッ クス で フィ ドル や ホイ 
ッ ス ル が 思い 切り 盛り 上 げ る と いう お 約束 の 展開 が 続く の だ が 、 こ 
れ が ひど く 感 動 的 。 フ イド ル が サビ を 演出 する タイ トル 曲 な ど 最 高 
で ある 。 近年 の アル ビオ ン 一 派 、 特 に クリ ス ・ ワ ィ ル の ソロ ・ ア ル 
バム に ハマ っ て いる 人 に 強く スス め て し まお う 。 ア シュ レイ ・ ハ ッ 
チン グ ス が 近 時 最も 好み そう な タイ プ 。 (内 田 ) 





THERESE SCHROEDER-SHEKER 
The Oueen's Mystrel 
CD/Windam Hill WD-1074 「'88 年 


ケル ティ ッ ク ・ ハ ー プ や プ サ ル テリ ー、 リ コー ダー 等 を 自在 に 操 
る 女性 マル チ 奏 者 の デビ ュー・ ア ル バ ム 。 ウィン ダム ・ ヒ ル の ウィ 
リア ム ・ ア ッ カ ー マ ン の 目 に 止ま っ て の リリ ー ス と な っ た 。 彼女 の 
作品 は いわ ゆる 「 ハ ー プ の 弾き 語り 」 に 属す る も の な の だ が 、 例 え 
ば ロリ ー ナ ・ マ ッ ケ ニッ ト あ た り と 比べ て も 素材 に 対す る 組み 方 は 
か な り 学 究 的 と いう か シリ アス で あり 、 土 の 香り に 全く 縛ら れ な い 
ピュ ア な 音 作り は アン ドリ ュー・ ク ロン ショ ウ に 非常 に 近い も の が 
ある 。 氷 の よう に 冷た い ハ ー プ の 音色 と 暖か な メロ ディ と の 対比 が 
絶妙 。 ハ ー プ の 他 に リコ ー ダ ー や 各種 パー カッ ショ ン 、 コ ー ラ ス な 
ど を 林 重 に も オー ヴァ ー・ ダ プ ブ し た 級 蜜 な 音 作り は 「 ア ー テ ィ ス テ 
ィ ッ ク 」 と 言え る ほど 。 録 斉 も 恐ろし く ク リア ー だ 。 (内 田 ) 





THERESE SCHROEDER-SHEKER 

Rosa MVstica 

CD/Celestical Hermonies 13034-2 
"90 年 








ドイ ツ の POPOL VUH も ディ スト リピ ビュ ー ト し て いる アメ リカ の ニ 
ュー・ エ イジ 専門 レー ベル Celestical Hermonies に 移籍 し て の 2 作 目 。 
これ が いき な り の 大 傑作 で ある 。 イ ンス ト 志 向 だ っ た 前 作 に と っ て 
代わ っ て 彼女 自身 の この 上 な く 美 し い エ ンジ ェ ル ・ ヴ ォ イ ス が 全編 
に 号 っ て 響 き 、 曲 の 方 も 6 一 9 分 の 大 作 が ズラ リ と 並ぶ 。、 ほ と ん ど 
ハー プ の み と い う 必 要 最 小 限 の バッ キン グ は シン プル 極まりない も 
の だ が 、 冷 や や か で キメ 細やか な 爪 弾 き と 心 暖まる シン ギン グ の 調 
和 が 最高 。 ク ロン ショ ウ や B.J. リ ンダ ー 張 り に 緊張 し な が ら も うっ 
と り と 昇天 し て し まう 。 冷徹 で ヒュ ー マ ン 。 ま だ 無垢 だ っ た 頃 の 無 
防備 な 自分 を つい さら け 出 し て し まい そう な 「 カ タル シス ・ フ ォ ー 
ス 」 が 詰まっ て いる の だ 。 必 聴 。 (内 田 ) 








THERESE SEHROEDER-SHEKER 
In Dulu Juhilo 


CD/Celestical Hermonies 13039-2 
"91 年 





ヴォ ル テ イ ジ 極限 の 前 作 か ら わ ず か 一 年 余 で 発表 され た 3 作 目 は 
ケル ティ ッ ク ・ ハ ー プ 奏者 定番 の クリ スマ ス 曲 集 で ある 。 お 有 馴染 み 
^Ave Maria” を 含む 中 世古 謡 が セレ クト され 、 キ メ 細 や か な バッ キ 
ング は 相変わらず 。 し か し 曲想 が や や シン プル ナイ ズ さ れ た こと も 
あっ て 、 美 し さ に 身 を 委ね な が ら リ ラッ クス し て 楽し むこ と が で き 
る 。 タイ トル 曲 は マイ ク ・ オ ー ル ド フ ィ ー ル ド も 取り 上 げ て いた 14 
世紀 ドイ ツ の 古 謡 で ある が 、 基 本 メロ ディ は 同じ で も 全く 別物 と 言 
える ほど 両者 の 中 世 音 楽に 対す る 解釈 、 バ ッ ク グ ラウ ンド の 相違 が 
見 えて 面白 い 。 本 作 後 し ば し 沈黙 し て し まう が 、 近 年 ニュ ー・ エ イ 
ジ 畑 の キー ボー ド 奏 者 、 ビ ル ・ ダ グラ ス の 作品 に ゲス ト 参 加 。 1 曲 
の み だ が 美しい ヴォ イス を 披露 し て くれ た 。 (内 田 ) 





どら 








TORI AMOS 
Little Earthquake 


CD/Atlantic 82358-2 91 年 
/ イ ー ス ト ・ ウ ェ ス ト WMC 5-488 








ギン ギン の メタ ル ・ パ ンク を や っ て いた トッ ポ い ネオ チャ ン が 何 
を 思っ た か 突如 大 変身 、 名 前 まで 変え て 摩 訂 不 思 議 な 超 感覚 の ポッ 
プ ・ ワ ー ル ド を 作り 上 げ て し まっ た 。 高 音 部 で 意図 的 に 声 を 裏返し 
た り と 、 唱 法 は ケイ ト ・ プ ッシュ か ら 多 く の こ と を 学ん で いる よう 
だ が 、 ケ イト に は な い 妙 な 清 半 さ 、 素 直さ を 持ち 合わ せ お り 、 強 力 
な オリ ジ ナ ル テ ィ を 引き 出し て いる 。 バ ッ ク は か な り 静 的 で ある が 、 
一 風 ヒ ネ た フレ ー ズ を 発する ピア ノ は 特に 印象 的 。 オ ー ケ スト ラ を 
さり げ な くく フィー チュ ア し た China” は け だ し 名 曲 で ある 。 

(内 田 ) 


TORI AMOS 
Under The Pink 


CD/East West 7567-82567-2 94 年 
/ イ ー ス ト ・ ウ ェ ス ト AMCE 653 





2 作 目 。 ニ ュー・ ア ル バ ム へ の 期待 が いや が お うに も 高まっ て い 
た が 、 ま ず は それ に 違わ め ぬ 明 確 な 回 答 を 呈示 し て くれ た と いえ よう 。 
サウ ンド は 「 簡 素 化 」 へ の 方 向 へ の 進み 、 バ ンド 形態 の 曲 に より ス 
トレ ー ト に 、 ま た バラ ー ド ・ ナ ン バ ー で は ピア ノ と オー ケス トラ の 
み に よ る シン プル な アレ ンジ へ と 変化 し て いる 。 し か し それ が 彼女 
の ヴォ イス と の コン トラ スト を 強め 、 そ こ に 内 在 する 彼女 の 鋭敏 な 
感性 が 一 層 際 立っ て いる よう に 思え る 。 こ うし た 「 新 感覚 」 の 女性 
ヴォ ー カ ル 物 は 3 作 目 が ター ニン グ ・ ポ イン ト な る 場合 が 多い 。 多 
く の メ ディ ア が 指摘 する で あろ う 「 ケ イト ・ ブ ッシュ と の 類似 性 」 
を 受け て 今後 どの よう な 路線 を 進む の だ ろう 。 9 分 に 及び ラス ト 曲 
に その 答え は 隠れ て いる よう な 気 が す る の だ が 。 (内 田 ) 





TRAPEZ0OID 
Rememhered WaVs 
CD/Azure ZD53001-2 "94 年 





ウエ スト ・ ヴ ァ ー ジ ニア に 拠 を 置く アメ リカ ン ・ ル ー ツ 志向 を 持 
っ た フォ ー ク ・ グ ルー プ で 20 年 の 活動 歴 を 誘 り 、 ア ル バ ム も 多数 発 
表し て いる 。 そ の キャ リア の 中 で 彼ら は 出身 地 か ら 予 想 さ れる カン 
に に om ー ジ ショ ッ ク So リ レー ツク 6<R ド ZAI ド き 更 0SK お サン (Ei 
ー の カヴァ ー な ど 様 々 な こと を 演 っ て きた の だ が 、 ク ラ シ カ ル な ヴ 
ァ イ オ リン と シン セ 群 が 幽 妃 な 空間 を 作り 出す 本 作 は 創造 性 と いう 
点 で は 群 を 抜き 、 一 際 異 彩 を 放つ 。 ミ ステ リア ス な 空間 美 の 中 に 溶 
け 込 む 母性 的 な マー サ の ヴォ イス 、 そ の ムー ド を 一 層 盛 り 立 て て い 
る の が また し て も ハン マー・ ダ ル シ マ ー な の で ある 。 例え ば ケイ ト ・ 
プラ イス の よう な シリ アス さ は な い が 、 ア プロ ー チ に は か な り 共 通 
する も の が 感じ られ る と 思う 。 (内 田 ) 


VISHNU'S SE6RET 
3 Candles 


CD/(private press) 番号 な し '94 年 








コク トー・ ト ゥ イン ズ や デッド ・ カ ン ・ ダ ンス ら 4 AD 一 派 と 同列 、 
ある い は 直接 的 に 影響 を 受け た と 思わ れる 「 聴 美 派 」 デ ュ オ 。 重く 
沈む うつ むき 加減 の メロ ディ ・ ラ イン や ゴシック 風 の ム ー ド は な る 
ほど その 手 の フ ィ ー ル ド の 典型 と も 言え そう で ある 。 こ う 書 く と そ 
れ で 終わ っ て し まい そう だ し 、 ヴ ォ ー カ ル も 線 が 細く と り 立 て て 個 
性 的 と いう わけ で な い の だ が 、 そ れ で も この 作品 を 印象 づけ て いる 
ファ クタ ー が ひと つ あ る 。 何 と メイ ン 楽 器 に チェ ロ を 用 いて いる の 
だ 。 時 に 優雅 に 、 ま た 時 に は フリ ー キ ー に が な り 立 て る 豊か な 表現 
力 は 沈み ゆく 闇 の 世界 を 的 確 に 描き 出す 。 ヒ ー ン と 裏 返 る 独特 の 音 
色 は サン プリ ング ・ キ ー ボ ー ド 等 で は まず 出 ま い 。 こ れ で も う 少 し 
曲 に 個性 が あれ ば …… (内 田 ) 








ZUSAAN KALI FASTEU 
World Beyond Words 
CD/Flying Note CD 9001 "93 年 





多種 多様 な 民族 楽器 を 自在 に 操る アメ リカ の 女性 マル チ ・ プ レイ 
ヤー 兼 シ ン ガ ー。13 年 間 に 長 っ て ほぼ 全 世 界 を 転々 と し 、 様 々 な 音楽 
イデ ィ オ ム を 食欲 に 吸収 し た 恐る べき 才女 で ある 。 ジャズ を ベー ス 
に ハー プ 、 フ ルー ト ( 尺 八 を 含む ) 、 タ ブラ 等 の 民族 楽器 を 効果 的 に 
取り 入れ た イン スト ・ サ ウン ド は ジャ ズ と も トラ ッ ド と も つか め ぬ 唯 一 
無 二 の 個性 を 放つ 。 エ フェ クト を か けた 尺 八 の イン プロ ヴィ ゼイ シ 
ョ ン や 3 本 の フル ー ト の オー ヴァ ー ダ プ に よる 一 人 アン サン プル が 
あっ た り と 、 ア イデ ィ ア や 奏法 も か な り ユ ニー ク 、 一 筋 縄 で は いか 
な い 。 演奏 技術 の みな ら ず 、 ヴ ォ ー カ ル で も ロー・ ト ー ン と ファ ル 
セッ ト を 巧み に 使い 分 け 、 タ ダ 者 で な いと ころ を 見 せつ ける 。Ingrid 
Karkins に 区 英 する 「 ラ ジ カ ル 才 女 」 と 認定 せ ざ る を 得 な い 。 (内田 ) 





U. AA 
SongS Uf Jack Hardy Val.1 
CD/Beacon BCN10136-2 95 年 








wae oeibAi 


コロ ラド 生ま れ の ペ テ ラ シン ・ ソ ング ライ ター、 ジ ャ ッ ク ・ ハ ー デ 
ィ の 曲 を 本 項 で 紹介 し た Dianne Taraz、 PENDRAGON、 Jem Moore 
& Ariane Lydon ら Beacon レ ー ベ ル 所 属 の アー ティ スト 達 が 歌っ た 企 
画 ア ル バ ム の 彼ら の 他 に あの ROCHES ま で が 参加 し て いる の に 敬 く 。 
こう し て 一 同 に 聴く と ハー ディ は 本 当 に 素晴らし い 曲 を 書い て お り 、 
その 素朴 で 深み の ある 「 良 い 」 歌 を 上 記 ミ ュー ジ シ ャ ン 達 が 自分 の 
持ち 味 を 生か し な が ら 見 事 に 歌い こなし て いる 。 い や 、ROCHES が 
あん な に 懐 の 深い グル ー プ だ っ た と は 、 こ れ っ て 彼女 ら の ディ スコ 
グラ フィ ー 中 ベス ト ・ ト ラッ ク じ ゃ な いで すか 。 キ ラキ ラ し た 音色 
が 心地 良い Jem & Ariane も 秀逸 。 最後 は ハー ディ 自身 の 枯れ た バラ 
ー ド で シメ る 。 これが も う 泣 か せる の な ん の 。 (内 田 ) 








ぞ ら どちら 





DOCTOR NERVE 


Beta 14 ok 


THE MUFFINS DOCTOR NERVE 5UU'S U TOTEM 
7 Open City / Beta 14 OK / Hunger's Teeth / same 





MIRIODOR 
/Same 


CARTOON 
/ Sortie 





THE FUGS FIRST ALBUM 

















。 THE SHAGGS 
/ Rev - Ola 


MOUNTAIN BUS 
/ Sundance 






0 Norio (wcysyo Z | 


PEARLS BEFORE SWINE ERICAPOMERANCE TRIPSICHORD _ TIMBUCKLEY THE CHARLATANS 
/ One Nation Underground / You Used To Think / same / Happy Sad / same 


※ イ スク ユニ オン 12731( 日 ) 恒例 の 岬 12/31( 日 )-1/1( 月 ) 
Net 2 新宿 店 ラス ム デ テア パー グン 四 ブ ー ル ナイ 廃盤 セー ル 
に ン た た: 子 ユー セー アグ 


フロ グレ ッ シ ヴ ロック 4 
上 呈 。 fm 記 電 司 


プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク の LP・CD・ 雑 誌 ・ パ ン フ を ご 処分 の 際 は 、 デ ィ ス ク ユ ニ 1 竹 州 を ご 利 
廃盤 、 重 艦 は 特に 高額 に て 買取 り い た し ます 。 遠 距離 の 方 も ご 利用 いた だ ける 出張 買取 の ンス テム も ご ざい 
詳し く は お 問い 合わ せく だ さい 。 


4W| 箇 eo) 邊 


Used & Import 


ディ スク ユニ オン 新宿 店 民団 imlyiulllt 










MK 
中 二 C の 廃盤 セー ル 


1.500 枚 以上 の 大 放出 











州 へ 
Pi 





F : プロ グレ ッ シ ヴ ロッ ク 専 門 フ ロア 計 誠 お NNIPUSENWIYUPI 
TEL:03-3352-2691 FAX:03-3352-2455 TOKYO 160, JAPAN 
営業 時 間 : 午前 11 時 一 午後 8 時 (日 ・ 視 は 午後 7 時 まで ) Phone:03-3352-2691 











ア ネ ク だ テン 


プ ニ ュ ー ク リア ス | 
ARCANGELO ARC-1002 8 
税 抜 価格 2.300 円 12 月 上 旬 
発売 予定 / 

待望 の セカ ンド ・ ア ル バ ム 

つい に リリ ー ス ヌス | 

神秘 的 な メロ トロ ン と へ ヴィ ー な ギ 帳 
ター が さら に 吟 る 新 世 代 の プロ グレ ッ 
シ ヴ ・ ミ ュー ジッ ク の 最高 傑作 ! 


ォ プ ケン ソー 
』 ARCANGELO ARC-1003 
税 抜 価格 2.800 円 
12 月 16 日 発売 予定 ! 
( 超 プ レミ アム 付 の 幻 の 名 盤 、 ケ ン ソ ー の ファ ー ス 
] トト ・ ア ル バ ム が つい に CD 人 L。 さ ら に ボー ナス ・ ト ラッ 
』』 ク と し て 6 曲 ( 未 発 表 曲 、 未 発表 テイ ク ) 追 加 収 録 


IN | for Progressive Music 
fC I1PCI Listeners Listeners 






cdiskuLITIOT 
12/31 (日) 


ルン 4 
バー グン 


と に か く デ ィ ス ク ユ ニオ ン 
年 に 1 度 野 大 の バー ゲン 
ゴト に 1 
新宿 店 は オー ルナ イト 
バー ゲン も あり / 




















MAGMA キ ャ ン ペ ー ン 第 2 弾 / 





11/21 "96.1/15 アー クエ ンジ ェ ル 
秘蔵 ライ ヴ .・ コ レク ショ ン 劇 刃 革 2 号 
(税込 定価 4.000 円 ノ 2 枚 組 ) 72 み 2 の 0 発売 包 定 
文 ボ ビ ノ 1981 @ 特 集 アレ ア ・ ア レア ・ ア レア 
文 ト ウー ルー ズ 1975 See 
方 の み 、 抽 選 で 100 名 様 に 、 ルコ フス キー、 アン ツ ソニー- ム ー ア 、 ハ ヨ .ap 


「 マ グマ ・ マ ー ク 入り 特製 腕時計 j を プレ ゼン ト い た し ます 。 





ュー ツ クエ シソ ョ ル 上 人 


780 円 (税込 定価 ) 
好評 発売 中 / 


XXoge7 の eg7 刀 ジ ャ ー・ デ イー ン 





1996 カ レン ダー( 税 抜 価格 1.690 円 ) 好評 発売 


プロ グレ ッ シ グ ヴ グ ロッ ク PO の ・ 抽 揚 パ ジラ 
寺 語 《 佑 還 上 奴 FR 


プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク の ILP・CD・ 雑 誌 ・ パ ン フ を ご 処分 の 際 は 、 デ ィ ス ク ユ ニオ ン 横 浜 店 (担当 : 桑田 )、 本 厚木 店 (担当 : 高野 ) を ご 利用 くだ さい 。 
廃盤 、 貴重 盤 は 特に 高額 に て 買取 り い た し ます 。 遠 距離 の 方 も ご 利用 いた だ ける 出張 買取 の シス テム も ご ざい ます 。 詳し く は お 問い 合わ せく だ さい 。 


2 キル 





マー キー 誌 に 掲載 され て いる ディ スク ユニ オン の 広告 商品 の うち 
欲し い CD が あっ た ら 































お 支払 いい た だ く 代 金 は 、 品 物 の 代 








) 在庫 の ある も の は すぐ 宅 
































































(0 円 切手 を 貼っ た ハガキ また は 官製 ハガキ に (2) 〒101 E 
> ー az 還 金 (広告 表示 価格 は 税 抜き 価格 で す ) 
* 組 記名 、 何 月 号 か 、 東京 都 千 代田 区 神田 淡路 町 2-3 配 仙 世に で お 遂 り い だ し ます 語 あ 2 
アー ティ スト ノ タ イト ル 名 、 枚 数 、 金 額 東 読 ビル 宅配 業者 が ご 在宅 時 に 配達 上 に 聞 委 料 あ わせ て 
まとめ て 複数 ご 注文 いた だ く 場合 は 、 そ れ ぞ れ の 4 24 いた し ます の で 、 早 物 と 引き 符 | "円 ま た は 900 円 が 2 必 要 で 9 
単価 と 合計 金額 を ご 記入 くだ さい ) 株 式 会 社 デ ィ ス ク ユ ニオ ン 人 で 、 ロ ロ 3 (送料 、 手 数 料 は 、 お 買上 げ 人 金額 と 地域 に 
\* お 名 前 (フリ ガ ナ ) 、 住 所 (フリ ガ ナ )、 「 通 信販 売 ] 係 え に 代 金 を お 支払 いく だ さい 。| より 異な り ます 
郵便 番号 、 電 話 番号 、 生 年 月 日 を へ お 送り くだ さい (宅配 業者 より ご 在宅 時 間 確 認 の | 通信 販売 は 、 広 告 掲載 商品 の み と 











お 電話 を さしあげ ます ) 0 





も れ な く ご 記入 くだ さい 


(TEL:03-5295-8844 FAX:03-5295-8977) 








caloa 詳 に に Sale al 
ディ スク ユニ ォ ン 関 粒 < 











の ee し し 、 納 記 
し oyP テ ーー WS 
(と に 折 和 1 る 導 上 5 営業 時 間 : 午前 11 時 一 午後 8 時 


も に 上 に コ nMlE た に 4 上 潤 5 計 (し JRBO 用 計 (日 祝 は 午後 7 時 30 分 まで ) 

















7: 抽 介 EDA ル AN 司 の 
Co 妃 7z70/Ae//ec7077 の 7 7e775 


piano,pianica,windchime,hand percussion,9rockenspiel,Voice に よる アコ ー ス ティ ッ ク 作 品 集 


曲目 : Pearl) 風 の 残 /WWindpapers /Dream / 
Night Vision / 漂い / 花火 /Luminar Flow /Faith / 
春草 の 流れ Par-2 他 


2 

し ゴク ジン : 

話 人 補 人 二ノ 7 のたまう 
なまっ: 放任 の 放っ に 


e"「 


La 6/。。 


属 の よう に た 

1 ウル っ 航 う た く ア 

ひそ や か な 

ンタ グン ゴゴ: 
7 だ ジ 


ArSO AV47LAP7E: 

平野 則 /Distance 

PSEF_51): LPOnhy. 
残部 僅少 


発売 : P.S.F./ モ ダー ン ミ ュー ジッ ク 東京 都 世田谷 区 松原 2-45-11 


LP (Limited Edition) / CD 同時 発売 
PSF-71 (LP) /PSFD-71 (CD) 


1996 年 1 月 下旬 発売 予定 


寺田 ビル 2F TEL/03-3322-4461 


END ENGLAN 
ぐ 特 選 プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ロックン 
@ENID/ Sundialer (Incl. New Material Hemk) 


AGENESS 
@AGENESS/ Showing Paces (GENESIS!) ぐ 特 選 北米 ・ 南 米 の プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク 
@EMPIRE/ Mark | (Feat Peter Banks) @SPOCK'S BEARD/ The Light 
@ENGLAND/ The Last Of The Jubblies (ng @POOH/ Buonanotle Ai Suonatori (Le) @ROBERT BERRY/ Takin In Back (Srd Album) 
@GREG LAKE/ In Concert (with Gary Moore) @IRON HORSE/ Voice Of The Land @INDISCIPLINE/ A Non-Obvious Ride 
@KING CRIMSON/ King Of Kings (8CD-Box Lve) 錯 LOITUMA Same @ANUNA Omnis @RELAYER/A Grander Vision 


@HRIVER OF CONSTANT CHANGE ぐ 特 選 US Folk・Trad> 

7A Tribute To Genesis (2CD) @KATE PRICE/ Deep Hearts Core 
@MIRAGE/ Live 14h December 1994 (2CD) @SEGUIN/ Recolte De Reves 
@SOLARIS/ Marsbeli Kronikak (Incl2-Bonus Track 共 LESLIE TUCKER/ In This Room 
@ANEKDOTEN/ Nucleus (2ndAlbum) 


@ANNALIST/ Artemis (2nd Album) @CAROL NOONAN/ Absoluton 


LESLIE TUCKER 


〒160 東京 都 新宿 区 西新 宿 7/-5-6 2 イッ 7 3 サ 756-202 
TEL:03-3363-3669 FAX:03-3365-4823 


@KRISTINA OLSEN/ Hurry On Home 


@ANCIENT VISION/ Focus Or Blinders 
@PROMETHEUS/ Same @CAST/ Four Aces 
@DOGMW Twin Sunrise / 1st 

@SAGRADO COHACAO DA TERRA 各種 
@RALE/ Mascarade Urbanas 

京 PROMO 盤 な ど 貴 重 盤 も 続々 入荷 ! 


と で トコ 13 に ah に 4 スト oJ! 


KRISTINAOLSEN 


DI や 
(平日 )11:30-19:30 (休日 )11:30-19:00 毎週 月 曜日 定休 新 信 レ 5 較 


UE 間 生ん 2 f 














SOlus 


ecCOrQS apDa カ 


LOCUS 


eco727ne7e 






1978 年 、 ベ ペン リー・ カ ウ の ドラ マー、 ク リ 
ス ・ カ トラ ー は 、 世 界 の 良質 な アヴァ ン ギ ャ ル 
*・ ミ ュー ジッ ク の た め の 流 通 機構 、 レ コメ ン 
ッ ド ・ レ コー ズ (Recommended Records) 
し き し た 


局 822030DMIRISI 以 2 ジン 0 ジレ 
ロク タス ・ ソ ルス で は これ ら レ コメ ン デ ィ ッ ド ・ 
ja20wd27p ニ プ の レー ベル を は じ め と し た 
アヴァ ン ギ ャ ルド ・ ミ ュー ジッ ク の CID を 、 お 
求め や すい 価格 で 提供 する 通信 売 サ ービス を 








その 後 _ 圭 暫 に 貢 同 し た 





CARTOON,、CAVEMAN SHOESTORE, 
CHAINSAW JAZZ. CHRISTIAN MARCLAY, 
CONVENTUM, CURLEW, C. W. VRTACEK, 
DANIELLE PALARDY ROGER, DAVID 
BORHDEN, DAVID MOSS, DAVID SHEA, 
DIANE LABROSSE, DOCTOR NERVE, THE 


S7 ル アア 4ACAOSy 7 7 OO の が / 





JONES, JOHN OSWALD, JOHN ZORN 
JUSTINE, MAHC RIBOT, MARILYN 
CRISPELL. MARTIN TETREAULT, 
MASSACRE, MICHEL F. COTE, MICHEL 
FAUBERT, MIRIODOR, THE MOLECULES, 
THE MUFFINS、NEGATIVLAND, NON 


ド ・ 
の 
を 
人 行なっ て お り ま す 。80 円 切手 5 枚 を 同封 の 上 、 
ド ・1 現 通販 カタ ログ を ご 請求 くだ さい 

在 も それ ら の 多く が 、 レ ー ベ ル と し て 個別 [アメ リカ ンカ ナダ 関連 取扱 タイ トル (一 部 )] 
に 活動 を 続け て いま す 。ReH (イギリス 本 AMOEBIC ENSEMBLE, AMY DENIO. 
部 ) 、Cuneiform (アメ リカ ) 、ReoRec ( ス ANDRE DUCHESNE, BILL LASWELL, 
イス ) 、AYAA (フラ ンス ) 、No Man's Land BILLY TIPTON MEMORIAL SAXOPHONE 
(ドイ ツ ) 、Ambiances Magnetiques (カナ ダ ) 、 QUARTET, BIOTA, BIRDSONGS OF THE 
Victo (カナ タダ ) 等 が その 主 な も の で す MESOZOIC, BOB OSTERTAG, BRUIRE, DEROME, JIM O'HOURKE, JIM STALEY。 WONDEUR BRASS, X-RAY EYES, ZEENA 

BRUIT TTV, CAROL  EMANUEL, JOANE HETU, JOCELYN ROBERT, JOE PARKINS, ZERO POP, etc.. 


ロク ス ・ ソ ルス 〒180 東京 都 武 蔵 野市 吉祥 寺 東 町 1-23-20-208 (店 舗 は あり ませ ん 。 小 売り は 通販 の み で す 。) TEL.FAX. 


DRAMATICS, ELLIOTT SHAHP, EUGENE 
CHADBOURNE, EVIDENCE, FAT, 5UU'S, 
FORREST FANG, FOREVER _EINSTEIN, 


CREDO, NO SAFETY, ONLY A MOTHER, 
PFS, PIERRE-ANDRE ARCAND, RENE 
LUSSIER, HOBEHT DRAKE, ROBERT M 
LEPAGE, SHELLEY HIRSCH, SKELETON 
CREW, SUZANNE LEWIS, THINKING 
PLAGUE, TIMBER, TOM CORA, TONE 
DOGS, TONY CONRAD, U TOTEM. VIRGIL 
MOOREFIELD,。 WAYNE HORVITS., 











FRANK PAHL, GEORGE CARTWRIGHT, 
GLENN BRANCA, GOD IS MY CO-PILOT, 
LES GRANULES, GRITS, GUY 
KLUCEVSEK, HAIL, HAPPY THE MAN, 
HENRY KAISER, THE JAUNTIES, JEAN 



















(0422)21-4758 


性 ヴォ ー カ と 言え ば ガー デ ソ ツェ ッ ド . マ イナ ー ル ー ベ ル , プ ライ ベー ト CH 多 数 


[USA] CONNIE DOVER/SCARTAGLEN/PAMELA GOLDEN/JULIA LANE/DIANE TARAZ 
KATE PRICE/INGRID KARKLINS/JANIE MITCHELL/TORI AMOS/SUZAN VOELZ 
JENNIE AVILA&AMY TORCHIA/KAILA FLEXER&THIRD EAR/WENDY BECKERMAN 
MARGIE BUTLER/GOLDEN BOUGH/THESE TRAILS/JEM MOORE&ARIANE LYDON 
PENDRAGON-PASSAGE TO NEW ENGLAND/PAUL KAMM AND ELEANORE MAcDNALD 
KATE CAMPBELL/THE ROCHES/LESLIE TUCKER/ANNIE BURNSITHE RAIN 
VISHNU'S SECRET/AMY FRADON&LESLIE RITTER/PETE&MAURA KENNEDY 

BURNES SISTERS/GAIL ROUDLETT/V. A. SONGS OF JACK HARDY VOL.1 


| 通販 OK, リス ト 請 求 は 90 円 切手 同封 の 上 、 住 所 AMO 係 "まで 








ICANADA| THE RANKIN FAMILY/ANITA BEST&PAMELA MORGAN/LOREENA McKENNIT 
RITA&MARY RANKIN/TERESA DOYLE/SARAH McLACHLAN/SUSAN CROW/SEGUIN/MAGMA 
ANN MORTIFEE/EILEEN McGANN/LYNN MILES/MARY JANE LAMOND/PADDY TUTTY 
MAD PUDDING/TWO-PENNY OPERA/MAD LOVE/KATHLEEN YEARWO0D/SUSAN CROW 
ANNE BEVERLY BROWN/JENNY ALLEN/SHARI ULRICH/ANA COUTINHO/FIGGY DUFF 
[USA&CANADIAN PROG. | HARMONIUM/0PUS -5/POLLEN/CAN0/MANEIGE/COVENTUM 
MICHEL LE FRANCO1S/FM/AS1A/HAPPY THE MAN/HOWEVER/SIGMUD SNOPEK etc 
イギリス , アイ ル ラ ンド , 北欧 , スペ イン , ポルトガル, ギリ シャ , イタ リア , 
各 ドイ ツ , フラ ンス , アメ リカ , カナ ダ , 南米 , 東欧 gtC. 直 輸 入 D ロ 多数 入荷 


当店 で は 限定 リリ ー ス 等 の アナ ログ LP に も 力 を 入れ て いま す 
ブル プル 〒160 東京 都 新宿 区 西新 宿 7-16-15 第 1 歯 和 ビ ル 3F TEL 03-5389-671 プ FAX 03-5389-67gp 
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MUSIC SALES NETWORK 


og7ess7re 77s 太 ア 


文 取り 寄せ 可能 取扱 い レ ー ベ ル 

INN (MM, (UITIE WI (00maW), 
KNSNMi SPELL (),BNNGN0UND 8 HEUTH (中 ), 
MGHOME (SB (ME (M 台 。 


〒134 東 京都 江戸 川 区 西 葛 西 9-PP 小 島町 二 丁 目 団 地 6-104 
6-104, 3-22 Nishi-Kasai, Edogawa-ku, Tokyo 134 Japan 


文 東京 、 東 エリ ア 肉 一 の 本 格 専門 店 文 


S ら OP OPE/ 


@ 通 販 リ スト ご 希望 の 方 は 360 円 を 郵便 振替 
(00120-0-121166 プロ グレ ッ シ ヴ ・ ア ー テ ィ 
スト リー) で 振り 込む か 、90 円 切手 4 枚 同封 の 
上 ご 請求 下さ い 。 

ご 不要 の 貴重 盤 、LP、CD 買 い 取 り 致 し ます 。 
(10 枚 以上 出張 又は 送料 も ち で 買い 取り ます ) 
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ショ ッ プ 営業 時 間 /1g:00 一 0:00 


7 上 O3-5696-3287 






7 7g7so7 777o, 7ー7 7 57. が 977674 


76/ : 9-2957-5229 /8r : 


1 


ロ 


(wl 選 | 全 商 S 誹 >) 


GS 


0 






Su ん 7- ん 70 ん ro 7 の 820) 
9- 24 


今年 は 凄い ゾ / 


18 月 は 無休 、1 月 は 4 日 より 
営業 (福袋 セー ル や り ま す ) 





征 素 セ ー ル 。 


12 月 16 日 中 


'LP 底 値 市 


了 12 月 23 日 中 


中 古 CD セ ー ル 


陣 12 朋 30 第 同好 詳 、 人 回 $ 


LP 廃 台 セ ー ル 人 icus/ 


了 の 12 月 31 日 日 何 が 飛び 出す か わか ら な い ./ お 楽し か に 。 


大 みそ が か ラス トッ バー ゲン 


常識 外れ の 売 D の くし,/ 
一 気 に 放 出 


KEITH TIPPETT/BlMepit(0W,) 3000, 0.8, 


魔 盤 か ら 超 特価 機 ま で 、 
中 身 で 勝負 の 大 セー ル ./ 
新品 CD 特価 コー ナー も 特 。 















































THE FLOWER KINGSGweew) 
ロイ ネ ・ ス トル ト が 前 作 に 続き 入魂 の シン フォ 
ニッ ク ・ ロ ッ ク 作 を 発表 。 カ イ パ ・ フ ァ ン の みな 
ら ず 総 て の シン フォ ・ フ ァ ン へ 送る 一 大 ファ ン 
タ ジ ッ ク 絵 巻 。 力 強く も 優し い 、 胸 武 る メロ デ 
イー、 夢 と 冒険 の 地平 へ 、 い ざ 。 


美 狂乱 (mm 


ES そし 


5 920 ライ (5 
感 、 そ し て 情感 に 満ち 作 。 唯 一 無比 の 


世界 へ 向かう 彼ら の バ ワ ー を 感じ て 下さ い 。 凄い 。 ま さ に 新種 、 し か も 高 品質 。 


ーー あー に 
SPOCK'S BEARDsA) 
アメ リカ より 凄 玉 が 上 陸 。 モ ダン な セン ス と 往 
年 の プロ グレ ッ シ ヴ な イデ ィ オ ム を 了 合 し 、 抜 
け と 演奏 力 で 超 一 級 ぶり を アピ ー ル 。 イ エス / 
カン サス 的 要素 は * で し か な い 、 と いう の が 


WUOMMHGMAOK 寺 New Noah 





MOSAIC) 
御大 ヴェ ッ ベ ・ ク ロ ヴ ェ ッ ラ 、 遂 に 立つ 。 数 々 の 
小曲 が トー タル に 構築 され て 行く 中 で 展開 す 
る 気迫 の KDdH プ レイ 、 ク ラ シ カ ル で 深 味 の あ 
る 音 世界 は 壮大 か つ 幽 妃 。 イ タリ ア の 底力 、 
ベテラン の 巻き 返し 。 フ リオ ・ キ リコ も 参加 。 


HENRY COWQ) 


唯一 未 DD 化 だ っ た 「Donoert8」 が 
い DCD 化 。 そ の 重要 性 と 充実 度 は 何 を る 
の 保証 付 。 メ X ド レー か ら 即 興 に 至る まで 、 
の 何たる か を 集約 し た 究極 の 一 撃 で ぁ オ 
パス か ら ポ ー ナ ス を 追加 し て の 8 枚 組 、 必 

















BACAMARTEGz HOYRY-KONE(Finam) 


HOU (Jsmam) 





ISLANDGwsy 





TRACE (elam) 


3 年 に 唯一 残さ れ た ブラ ジリ アン ・ シ ン フ ォ 
ニッ ク の 金字塔 。 舞 う フ ルー ト 、PFM/ イ エ 
ス 的 ギタ ー、 サ グラ ド C 並 び 称 され た 絶品 、 遂 
に 初 GD 化 で す 。 女 性 ヴォ ー カ ル を フィ ー チ ャ 


EYE AErmihoeeNAENIZAeN 上 上 の マ 


北欧 は 凄い 。 ま た も や 超 強 力 新人 現 る 。 ア カ 
デミ ッ ク な 素 状 を 持ち つつ チェ ン パ ー/ ジ ャ 
ズ / シ ン フ ォ ニ ッ ク と 様々 な 色 を ぶち 込み ヴィ 
ヴィ ッ ド な 感性 と 鋭さ で で ぷっ ち 切 る 痛快 作 。 一 


アフ ター・ デ ィ ナ ー の HAD が ソロ アル バ 
ム を 発表 。 ト ム ・ コ ラ 、 サ ム ・ ペ ネット 、 今 堀 恒 
雄 ら を 迎え て マジ カル な 世界 を 構築 。 そ の も 
の イマ ジ ネ イ ティ ヴ な 彼女 の 声 は 、 ジ ャ ン ル を 





大 ヒッ ト の 15t ア ル バ ム に 続き 、 最 高 作 の 呼 
び 声 も 高い 「Bird5」 が 登場 。 リ ッ ク ・ ヴ ァ ン ・ 
ダー・ リ ン デ ン の クラ シカ ル な キー ボー ド ・ ブ 
レイ 、 切 れ ま くる リズ ム 、 ま さ し ぐ 0 年 代 の 大 


今度 こそ 実現 、 EE 





超え て 迷宮 へ と 誘う 魅惑 的 な も の で す 。 


ー し た シン フォ ・ フ ァ ン 必聴 作 。 筋 縄 で は いか な い 偏屈 度 は 並 じゃ な い 。 





いな る 名 作 。 残 され た 大 物 中 の 大 物 。 





ぁ 営業 時 間 変更 の お 知ら せ 


WOHLD DISQUE で は 、1g 月 より 営業 時 間 を 下記 の 通り 変更 いた し ます む 
平日 1*OOPpPM 一 8:OOPM 
日 曜 : 和 fsOOPM-7EOOPM 


平 曰 も ゆっ くり と 御覧 頂け ます / (祝日 6B:IUUPM ま で 。) 
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2 
遠方 の 方 、 忙 し く て 店 に 来 ら れ な い 方 の 為 に 毎月 お 送り し て いる 通信 販売 の リス ト で よ 
この 中 に は 、 自 信 を 持っ て 推薦 する 推薦 盤 コ ー ナ ー、 主 と し て 在庫 残り の 貴 少 盤 を 安価 
に 供給 する サー ビス ・ コ ー ナ ー、 世 界 中 か ら 集 め た LP/CD を スト ッ ク す る スペ シャ ル ・ ス 
トッ ク ・ コ ー ナ ー、 そ し て 入手 困難 な 貴 少 般 / 中 古 盤 を 扱う 責 少 盤 コー ナー が あり 、 充 実 し 
た スト ッ ク か ら ご 希望 の アイ テム を 購入 で きる 便利 な シス テム で す 。 ユー ロ / プ ログ レッ シ 
ヴ は も ちろ ん 、 プ リティ ッシュ 、 ト ラッ ド 等 の スト ッ ク も 扱っ て いま す 。 マ ー キ ー と この リス ト さ え 
あれ ば 鬼 に 金棒 お 申込 は 簡単 。200 円 分 の 切手 を 同封 の 上 、 最 新 リス ト 希 望 と 明記 
し て マー キー 内 ワー ルド ・ デ ィ ス ク 通 販 係 まで お 送り 下さ い 。 最 新 リ スト を お 送り し まる 
(通信 販 吉 の お 問合せ は 従来 通り 03-3954-2055 ま で お 願い し ます 。3954-5348 は お 店 専用 電 笑 で す ) 


% 
義 り 中 。 専 門 店 な ら で は の 査定 、 即 
現金 ( 要 身 分 証明 、 印 氏 )。 大 量 の 
? 方 は 御 一 報 下さ い 。 


移転 先 コ コ 』 〒|6| 東京 都 新 介 区 下 洛 合 3-|-17 メソ ン 目 白 I0P Tel.03-3954-5348( 店 直 
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マー キー ムー ン 社 刊 
和 込 定価 ③,600 由 (本 人 価格 3,495) 
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